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大
和
物
語
は
歌
物
語
を
代
表
す
る
作
品
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
研
究
状
況
を
俯
瞰
す
る
と
、
同
じ
歌
物
語
に
属
す
る
伊
勢
物
語
に
比
べ
、
雲
泥
の
差
が
あ
り
、
い
わ
ば
そ
の

陰
に
隠
れ
た
存
在
で
あ
る
。
大
和
物
語
の
み
を
対
象
に
し
た
研
究
書
の
上
梓
は
ま
こ
と
に
少
な
い
。
ま
た
、
大
和
物
語
を
特
集
に
編
ん
だ
研
究
誌
も
ま
れ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
事

実
は
そ
の
一
面
を
如
実
に
物
語
っ
て
い
よ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
だ
か
ら
と
言
っ
て
研
究
が
滞
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
徐
々
に
進
展
し
つ
つ
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
に
拍
車

を
か
け
る
意
味
で
も
さ
ら
な
る
研
究
の
発
展
が
待
ち
望
ま
れ
て
い
る
。

大
和
物
語
は
歌
物
語
か
ら
長
編
物
語
へ
移
行
す
る
過
渡
期
の
作
品
で
、
様
々
な
問
題
点
を
内
包
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
れ
だ
け
に
未
開
拓
な
分
野
が
多
く
、
新
し
い

視
点
か
ら
の
研
究
が
要
求
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
例
え
ば
、
創
作
性
や
構
成
意
識
の
問
題
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
前
者
の
場
合
、
従
来
、
大
和
物
語
は

歌
語
り
の
集
成
と
言
わ
れ
て
き
た
。
確
か
に
そ
の
要
素
は
否
定
で
き
な
い
が
、
中
に
は
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
虚
構
と
い
う
意
識
で
も
っ
て
創
作
さ
れ
た
章
段
が
存
在
す
る
よ
う
で

あ
る
。
と
り
わ
け
、
後
半
に
お
い
て
は
そ
れ
が
顕
著
で
あ
る
。
ま
た
、
後
者
の
場
合
、
大
和
物
語
は
伊
勢
物
語
の
よ
う
に
、
あ
る
男
の
一
代
記
風
の
体
裁
を
と
っ
て
い
る
わ
け
で

は
な
く
、
様
々
な
人
物
が
登
場
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
う
は
い
う
も
の
の
、
同
一
人
物
の
章
段
が
連
続
し
て
配
置
さ
れ
た
り
、
地
方
の
話
と
都
の
話
と
が
交
互
に
配
置
さ
れ
て

い
る
と
こ
ろ
な
ど
が
み
ら
れ
る
。
し
か
も
、
こ
れ
ら
の
中
に
は
意
図
的
に
な
さ
れ
た
と
こ
ろ
も
存
在
す
る
よ
う
で
あ
る
。

一
方
、
大
和
物
語
の
諸
本
、
注
釈
、
注
釈
書
な
ど
と
言
っ
た
、
基
礎
的
な
面
に
つ
い
て
も
従
来
の
研
究
成
果
を
踏
ま
え
つ
つ
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
因
に
諸
本
研
究
で
は
新

資
料
の
紹
介
、
そ
れ
に
伴
っ
て
以
前
に
紹
介
さ
れ
た
伝
本
の
位
置
づ
け
の
再
検
討
。
ま
た
、
注
釈
で
は
作
者
や
詠
作
者
の
心
情
に
迫
る
必
要
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
注
釈
書
で
は
新

し
い
資
料
の
発
掘
を
試
み
、
注
釈
史
上
の
位
置
付
け
を
す
る
必
要
が
あ
る
。

こ
れ
ら
は
研
究
テ
ー
マ
の
一
部
に
す
ぎ
な
い
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
多
角
的
な
研
究
の
必
要
性
を
痛
感
す
る
の
は
私
一
人
だ
け
で
は
あ
る
ま
い
。
そ
の
よ
う
な
意
味
で
、
そ
の

一
翼
を
担
え
た
な
ら
ば
と
思
い
、
本
書
を
ま
と
め
た
次
第
で
あ
る
。
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第
一
節
　﹃
大
和
物
語
﹄
の
伝
本

︱
そ
の
研
究
略
史
︱

一

中
古
末
期
の
歌
学
者
、
藤
原
清
輔
は
﹃
袋
草
紙
﹄
の
中
で
、﹁
大
和
物
語
　
和
歌
二
百
七
十
首
此
中
連
歌
三
首

但
本
々
不
同

﹂
と
記
し
て
い
る
が
、
こ
の
本
は
現
存
し
な
い
。
こ
れ
は
現
存
の
大

和
物
語
諸
本
と
比
べ
て
か
な
り
歌
数
が
少
な
い
。
ま
た﹃
昆
沙
門
堂
本
古
今
集
注(1)
﹄や﹃
河
海
抄(2)
﹄に
も
現
存
大
和
物
語
に
み
ら
れ
な
い
話
が
載
っ
て
い
る
。﹃
袋
草
紙
﹄の﹁
二
百
七
十

首
﹂
本
に
つ
い
て
は
高
橋
正
治
氏
の
﹁
大
和
物
語
の
原
初
形
態
に
関
す
る
試
論
︱
浦
輔
の
い
ふ
﹁
和
歌
二
百
七
十
首
其
内
連
歌
三
首
﹂
本
を
め
ぐ
っ
て
︱(3)
﹂︵﹁
国
語
と
国
文
学
﹂

32
巻
6
号
、
昭
和
30
年
6
月
。
後
に
﹃
大
和
物
語  

塙
選
書
﹄︿
塙
書
房
、
昭
和
37
年
10
月
﹀
に
再
録
︶
と
、
こ
れ
に
反
論
さ
れ
た
久
保
木
哲
夫
氏
の
﹁
歌
語
り
研
究
メ
モ
︱
﹁
大
和
物
語

の
原
初
形
態
﹂
に
関
す
る
高
橋
正
治
氏
へ
の
疑
問
︱(4)
﹂︵﹁
未
定
稿
﹂
5
号
、
昭
和
32
年 

7
月
︶
の
研
究
が
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
に
は
高
橋
氏
が
﹁
公
忠
集
考
︱
大
和
物
語
原
初
形

態
の
内
︱(5)
﹂︵﹁
文
学
・
語
学
﹂
15
号
、
昭
和
35
年
3
月
︶
の
中
で
再
反
論
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
ど
の
よ
う
な
形
態
で
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
は
ま
だ
時
聞
が
か
か
り
そ
う
で
あ

る
が
、
い
ず
れ
に
し 

て
も
現
存
の
諸
本
と
は
、
か
な
り
異
な
っ
た
本
の
存
在
が
推
定
さ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
が
現
存
の
も
の
と
い
か
な
る
関
係
に
あ
る
の
か
、
ま
た
ど
の
系

統
に
属
す
る
の
か
と
い
う
こ
と
は
明
ら
か
で
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
大
和
物
語
の
諸
本
に
つ
い
て
一
往
の
系
統
立
て
を
し
た
の
は
、
江
戸
時
代
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
っ
た
。
北
村
季
吟
は
﹃
大
和
物
語
抄
﹄
に
お
い
て
六
条
家
本
、
二

条
家
本
、
定
家
本
の
三
種
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
こ
の
う
ち
の
六
条
家
本
に
つ
い
て
は
、
鈴
木
知
太
郎
氏
の
﹁
季
吟
の
い
は
ゆ
る
六
条
家
本
大
和
物
語
に
就
い
て
﹂︵﹁
国
学
﹂

5
輯
、昭
和
12
年
1
月
。
後
に
﹃
平
安
時
代
文
学
論
叢
﹄︿
笠
間
書
院
、昭
和
43
年
1
月
﹀
に
再
録
︶
と
鈴
木
棠
三
氏
の
﹁
大
和
物
語
六
条
家
本
の
本
文
に
つ
い
て
﹂︵﹁
国
文
学
論
究
﹂
7
輯
、

昭
和
13
年
8
月
︶
が
あ
る
。
即
ち
、
鈴
木
知
太
郎
氏
は
季
吟
が
実
際
に
六
条
家
本
を
見
た
の
で
は
な
く
、
そ
れ
は
袖
中
抄
か
ら
の
引
用
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
た
。
鈴
木
棠
三

氏
も
同
じ
考
え
を
さ
れ
、
こ
の
こ
と
が
そ
の
存
在
を
否
定
す
る
の
で
は
な
く
、
多
く
の
資
料
か
ら
六
条
家
本
大
和
物
語
に
お
け
る
本
文
の
特
徴
を
考
察
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
季
吟
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の
指
摘
を
も
と
に
池
田
亀
鑑
氏
は
﹁
大
和
物
語
伝
本
考
﹂︵﹁
国
語
と
国
文
学
﹂
6
巻
1
号
、昭
和
4
年
1
月
。
後
に
﹃
物
語
文
学
Ⅱ  

池
田
亀
鑑
選
集
﹄︿
至
文
堂
、昭
和
43
年
10
月
﹀
に
再
録
︶

と
い
う
論
考
に
お
い
て
、
六
条
家
本
、
二
条
家
本
、
定
家
自
筆
本
の
三
系
統
に
分
類
さ
れ
、
そ
の
基
礎
を
築
か
れ
た
。
こ
の
説
は
川
瀬
一
馬
氏
の
﹁
大
和
物
語
の
異
本
と
平
仲
物

語
の
発
見
︵
上
︶、︵
下
︶﹂︵﹁
国
文
学
誌
﹂
1
巻
7
、
8
号
　
昭
和
6
年
11
、
12
月
。
後
に
﹃
日
本
書
誌
学
之
研
究
﹄︿
講
談
社
、
昭
和
18
年
6
月
﹀
に
再
録
︶
、
鈴
木
知
太
郎
氏
の
﹁
大
和

物
語
諸
本
の
系
統
︱
特
に
二
条
家
本
及
び
定
家
自
筆
本
に
関
し
て
︱
﹂︵﹁
文
学
﹂
2
巻
5
号
、
昭
和
9
年
5
月
。
後
に
﹃
平
安
時
代
文
学
論
叢
﹄
に
再
録
︶、
阿
部
俊
子
氏
の
﹁
大
和

物
語
の
伝
本
に
就
い
て
﹂︵﹁
国
語
﹂ 

3
巻
1
号
、
昭
和
13
年
1
月
︶、﹁
大
和
物
語
の
伝
本
の
系
統
﹂︵﹃
校
本
大
和
物
語
と
そ
の
研
究
﹄　
三
省
堂
、
昭
和
29
年
6
月
。
増
補
版
　
昭
和
45
年

10
月
︶
と
い
っ
た
各
論
考
、
お
よ
び
高
橋
正
治
氏
︵﹃
大
和
物
語  

塙
選
書
﹄
塙
書
房
　
昭
和
37
年
10
月
、﹃
日
本
古
典
文
学
全
集
大
和
物
語
﹄
解
説
　
小
学
館
、
昭
和
47
年
12
月
︶
、
南
波
浩

氏
︵﹃
陽
明
叢
書
国
書
篇  

第
九
輯  
大
和
物
語
﹄
解
説
　
思
文
閣
、昭
和
51
年
6
月
︶
に
よ
る
多
少
の
修
正
が
加
え
ら
れ
、現
在
で
も
二
つ
な
い
し
三
つ
に
分
け
る
方
法
が
と
ら
れ
て
い
る
。

例
え
ば
高
橋
氏
は
系
統
を
大
き
く
三
つ
に
分
け
、
第
一
類
に
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
・
Ｄ
・
Ｅ
・
Ｆ
・
Ｇ
・
Ｈ
の
八
系
統
、
第
二
類
︵
Ｐ
系
統
︶
に
御
巫
本
・
鈴
鹿
本
、
第
三
類
︵
Ｑ
系
統
︶

に
勝
命
本
を
そ
れ
ぞ
れ
所
属
さ
せ
て
い
る
。
ま
た
南
波
氏
は
、
第
一
類
　
現
行
流
布
本
の
系
統
本
︵
二
条
家
本
系
統
︶
、
第
二
類
　
異
本
系
統
本
︵
六
条
家
本
系
統
︶
、
第
三
類
　
勝

命
系
統
本
の
三
つ
に
分
け
、
第
一
類
の
二
条
家
本
系
統
に
は
⑴
定
家
自
筆
本
系
、
⑵
為
家
書
写
本
系
、
⑶
為
氏
書
写
本
系
の
三
つ
、
第
二
類
を
御
巫
本
と
鈴
鹿
本
、
第
三
類
は
勝

命
本
の
み
と
さ
れ
た(6)
。
高
橋
氏
と
南
波
氏
の
系
統
分
類
は
大
綱
に
お
い
て
一
致
し
て
い
る
が
、
細
部
の
点
で
異
な
っ
て
い
る
。
即
ち
、
第
一
類
系
統
内
の
分
類
に
つ
い
て
前
記
の

如
く
、
南
波
氏
が
三
系
統
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
高
橋
氏
は
八
系
統
を
立
て
て
お
ら
れ
る
。
今
、
両
氏
に
よ
る
所
属
伝
本
を
比
較
し
て
み
る
と
次
表
の
よ
う
に
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
　
橋
　
正
　
治
　
氏

　
　
南
　
波
　
　
浩
　
氏

　
Ａ
　
△○

為
氏
本
・
△
大
永
本
・
玄
陽
文
庫
本

　
Ｂ
　
△○

群
書
類
従
本
・
△
古
活
字
本
・
南
葵
文
庫
本

　
Ｃ
　
△○

為
家
本

　
Ｄ
　
　
文
明
十
年
親
長
書
写
本
・
蓬
左
文
庫
本
・
多
和
文
庫
本
・
三
条
西
家
本

　
Ｅ
　
△
野
坂
元
定
氏
蔵
本
・
太
宰
府
神
社
蔵
本
・
無
窮
会
文
庫
本

　
Ｆ
　
　
狩
谷
棭
斎
旧
蔵
本
・
近
衛
稙
家
筆
本
・
△
大
東
急
文
庫
本
・
高
橋
正
治
氏
蔵
本

　
Ｇ
　
　
首
書
本
・
△○

大
和
物
語
抄
・
大
和
物
語
虚
静
抄

　
Ｈ
　
△○

宮
内
庁
書
陵
部
蔵
桂
宮
本
・
中
川
家
旧
蔵
本

　
為
氏
書
写
本
系
統

※
︵
定
家
自
筆
本
系
統
︶

　
為
家
書
写
本
系
統

　
定
家
自
筆
本
系
統

　
定
家
自
筆
本
系
統

※
︵
定
家
自
筆
本
系
統
︶

　
定
家
自
筆
本
系
統

※
︵
定
家
自
筆
本
系
統
︶
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︵
注
︶　
○
印
を
付
け
た
伝
本
は
阿
部
俊
子
氏
の
﹃
校
本
大
和
物
語
と
そ
の
研
究
﹄
に
、
△
印
は
本
多
伊
平
氏
の
﹃
大
和
物
語
本
文
の
研
究  

対
校
篇
﹄
に
そ
れ
ぞ
れ
と
り
上
げ
ら
れ
て

い
る
伝
本
を
示
し
て
い
る
。

両
氏
の
大
き
な
相
違
は
※
印
を
付
け
た
伝
本
を
定
家
自
筆
本
系
統
と
み
る
か
否
か
に
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
こ
で
は
論
述
の
便
宜
上
、
第
一
類
に
お
い
て
高
橋
氏
と
南
波
氏
と

が
同
じ
く
み
て
い
る
伝
本
に
ふ
れ
、
次
い
で
対
立
し
て
い
る
伝
本
に
ふ
れ
、
さ
ら
に
第
二
類
、
第
三
類
へ
と
進
み
、
最
後
に
古
筆
切
に
ふ
れ
て
み
よ
う
と
思
う
。
そ
の
場
合
、
各

伝
本
の
書
誌
、
本
文
等
に
つ
い
て
は
先
学
の
詳
細
な
研
究
が
あ
り
、
そ
れ
に
譲
る
と
し
て
、
こ
こ
で
は
主
と
し
て
各
伝
本
の
研
究
状
況
と
そ
れ
の
影
印
・
翻
刻
状
況
等
に
つ
い
て

昭
和
の
初
年
か
ら
平
成
二
十
年
あ
た
り
ま
で
を
目
安
に
概
観
し
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

二

大
和
物
語
の
伝
本
研
究
に
お
い
て
池
田
亀
鑑
氏
の
業
績
を
見
逃
す
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
と
り
わ
け
伝
為
氏
筆
本
と
伝
為
家
筆
本
は
氏
の
解
説
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
複
製
刊
行

さ
れ
た
︵﹃
伝
為
氏
筆
本
﹄
古
文
学
秘
籍
複
製
会
、
昭
和
8
年
9
月
。
解
説
の
み
高
橋
正
治
氏
﹃
大
和
物
語
諸
本
目
録  

Ａ
系
統
﹄︿
新
典
社
、
昭
和
63
年
10
月
﹀
に
再
録
。﹃
伝
為
家
筆
本
﹄

育
徳
財
団
、
昭
和
11
年
12
月
。
解
説
の
み
﹃
物
語
文
学
Ⅱ  
池
田
亀
鑑
選
集
﹄
に
再
録
︶
。
こ
の
複
製
刊
行
に
よ
っ
て
、
多
く
の
注
釈
書
、
テ
キ
ス
ト
の
底
本
と
な
り(7)
、
そ
の
思
恵
は
測
り

知
れ
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
複
製
本
は
い
ず
れ
も
稀
覯
本
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
幸
い
伝
為
氏
筆
本
は
影
印
刊
行
を
み
た
こ
と
は
あ
り
が
た
い
︵﹃
国
立
歴
史
民
俗

博  

物  

館  

蔵
貴
重
典
籍

叢
書
文
学
篇  

第
十
六
巻  

物
語
一
﹄
解
題
柳
田
忠
則
、
臨
川
書
店
、
平
成
11
年
5
月
︶
。
ま
た
、
翻
刻
で
は
あ
る
が
、
両
本
と
も
高
橋
正
治
氏
の
﹃
大
和
物
語
の
研
究
系
統
別

本
文
篇

上
﹄︵
私
家
版
、

昭
和
44
年
10
月
。
再
版
　
臨
川
書
店
、
昭
和
63
年
10
月
︶
に
収
め
ら
れ
た
。
両
本
の
研
究
に
つ
い
て
は
ま
ず
複
製
本
の
解
説
が
あ
る
。
池
田
氏
は
為
氏
本
に
つ
い
て
本
文
、
勘
注
を

通
し
て
、
誤
説
も
少
な
く
、
本
文
校
訂
上
、
非
常
に
重
要
な
伝
本
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
を
説
か
れ
て
い
る
。
ま
た
為
家
本
に
つ
い
て
も
氏
は
定
家
自
筆
本
の
面
目
を
明
ら
か
に
す

る
上
に
重
要
な
傍
証
と
な
り
、
か
つ
こ
の
本
特
有
の
本
文
も
あ
っ
て
校
勘
上
貴
重
な
資
料
に
な
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
と
﹁
付
﹂
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
る
﹁
為
家
自
筆
本

本
文
校
異
﹂
は
為
家
本
を
中
心
に
し
て
定
家
本
、
為
氏
本
の
本
文
の
異
同
を
記
し
た
も
の
で
、
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。
ま
た
、
高
橋
正
治
氏
の
﹁
伝
為
家
筆
本
大
和
物
語
の
系
統

︱
定
家
自
筆
本
大
和
物
語
の
再
建
へ
の
位
相
︱
﹂︵﹁
清
泉
女
子
大
学
紀
要
﹂
41
号
、
平
成
5
年
12
月
︶
と
い
う
論
考
が
あ
っ
た
。
従
来
、
こ
の
系
統
は
為
家
本
一
本
の
み
で
あ
っ
た
が
、

H
系
統
の
桂
宮
本
と
蓬
左
文
庫
本
に
み
ら
れ
る
校
合
書
き
入
れ
本
文
を
調
査
し
、
そ
の
結
果
、
そ
れ
は
為
家
本
系
統
の
一
本
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
、
他
系
統
本
と
の
関
係
に
つ

い
て
考
察
さ
れ
て
い
る
。
為
家
本
研
究
に
一
石
を
投
じ
よ
う
。
こ
の
ほ
か
為
氏
本
に
つ
い
て
は
高
橋
正
治
氏
の
﹁
古
写
本
に
お
け
る
校
合
形
式
の
書
写
方
法
﹂︵﹁
ぐ
ん
し
ょ
﹂
9
号
、

昭
和
37
年
10
月
︶
が
あ
る
。
こ
れ
は
為
氏
本
の
書
写
方
法
に
つ
い
て
考
察
さ
れ
た
も
の
で
、
そ
れ
は
一
部
の
写
本
を
作
る
と
い
う
一
つ
の
作
業
を
二
人
で
行
い
、
本
文
の
正
確
さ
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を
期
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
方
法
は
為
家
本
に
も
み
ら
れ
る
よ
う
で
、
堀
部
正
二
氏
が
﹁
前
田
家
本
大
和
物
語
の
一
考
察
︱ 

古
写
本
に
於
け
る
闕
字
と
校
合

の
或
場
合
︱
﹂︵﹁
國
學
院
雑
誌
﹂
46
巻
12
号
、
昭
和
15
年
12
月
。
後
に
﹃
中
古
日
本
文
学
の
研
究
︱
資
料
と
実
証
︱ 

﹄
︿
教
育
図
書
、
昭
和
18
年
1
月
﹀
に
再
録
︶
と
い
う
論
考
で
ふ

れ
て
お
ら
れ
る
。
ま
た
、
柳
田
の
﹁
伝
為
氏
筆
本
﹃
大
和
物
語
﹄
の
研
究
﹂
︵﹃﹃
大
和
物
語
﹄
の
研
究
﹄︿
私
家
版
、
平
成
12
年
12
月
﹀、
本
書
第
一
章
第
二
節
︶
は
為
家
本
を
は
じ

め
、
後
述
の
大
永
本
、
玄
陽
文
庫
本
と
比
較
し
、
本
文
の
性
格
に
つ
い
て
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。

為
氏
本
と
同
系
統
の
も
の
に
大
永
本
と
玄
陽
文
庫
本
が
あ
る
。
前
者
に
つ
い
て
は
じ
め
て
ふ
れ
た
の
は
鈴
木
知
太
郎
氏
で
あ
る
︵﹁
大
和
物
語
諸
本
の
系
統
︱
特
に
二
条
家
本
及
び

定
家
自
筆
本
に
関
し
て
︱
﹂︶
。
こ
こ
で
は
三
条
西
家
逍
遙
叟
本
と
い
う
名
称
で
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
こ
の
本
は
東
京
教
育
大
学
︵
現
在
、
筑
波
大
学
︶
の
所
蔵
す
る
と
こ
ろ

と
な
り
、
そ
の
名
称
も
識
語
の
一
部
を
と
っ
て
大
永
本
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
高
橋
正
治
氏
は
こ
の
本
に
つ
い
て
﹁
群
書
類
従
本
系
統
大
和
物
語
伝
本
考
﹂︵﹁
清
泉
女
子

大
学
紀
要
﹂
14
号
、
昭
和
41
年
12
月
︶
の
中
で
詳
し
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
大
永
本
は
群
書
類
従
本
系
統
と
為
氏
本
系
統
の
関
係
を
探
る
上
で
貴
重
な
伝
本
で
あ

る
と
の
こ
と
。
こ
の
本
の
本
文
に
つ
い
て
考
察
し
た
も
の
に
、
新
藤
協
三
氏
の
﹁
大
永
本
大
和
物
語
本
文
考
﹂︵﹁
山
形
大
学
紀
要
︵
人
文
科
学
︶﹂
8
巻
4
号
、
昭
和
52
年
2
月
︶
が

あ
る
。
こ
れ
は
本
文
、
書
き
入
れ
を
精
細
に
調
査
し
た
も
の
で
、
特
に
後
者
を
通
し
て
近
世
初
期
に
は
、
為
氏
本
系
統
の
伝
本
が
か
な
り
流
布
し
て
い
た
こ
と
を
推
定
さ
れ
て
い
る
。

大
永
本
は
前
記
の
高
橋
氏
の
著
書
に
翻
刻
と
写
真
版
で
収
め
ら
れ
て
お
り
、ま
た
同
氏
に
よ
り
こ
の
本
の
校
訂
本
も
あ
る
︵﹃
大
和
物
語
︵
Ａ
系
統
大
永
本
︶﹄
新
典
社
、昭
和
63
年
4
月
︶
。

一
方
、
後
者
の
玄
陽
文
庫
本
は
高
橋
氏
の
所
蔵
に
な
る
も
の
で
、
氏
に
よ
り
﹁
大
和
物
語
Ａ
系
統
新
出
本
の
紹
介
﹂︵﹁
清
泉
女
子
大
学
紀
要
﹂
35
号
、
昭
和
62
年
12
月
、
後
に
﹃
大

和
物
語
諸
本
目
録  

Ａ
系
統
﹄
に
再
録
︶
と
題
し
て
紹
介
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
こ
の
本
は
氏
の
著
に
な
る
﹃
大
和
物
語
諸
本
目
録  

Ａ
系
統
﹄
に
為
氏
本
に
校
異
の
形
と
影
印
で
そ
れ

ぞ
れ
収
め
ら
れ
て
い
る
。
高
橋
氏
に
よ
れ
ば
玄
陽
文
庫
本
は
為
氏
本
よ
り
も
大
永
本
と
近
い
関
係
に
あ
る
と
の
こ
と
で
、
こ
の
本
の
出
現
は
先
程
の
新
藤
氏
の
推
論
を
さ
ら
に
確

か
な
も
の
と
し
よ
う
。
鈴
木
裕
史
氏
の
﹁﹃
大
和
物
語
﹄
伝
為
氏
筆
本
の
本
文
︱
敬
語
表
現
・
語
法
か
ら
見
た
そ
の
性
格
︱
﹂︵﹁
伝
承
文
学
研
究
﹂
46
号
、
平
成
9
年
1
月
︶
は
敬

語
表
現
や
語
法
の
面
か
ら
そ
の
本
文
の
性
格
に
つ
い
て
、
同
系
統
の
大
永
本
、
玄
陽
文
庫
本
と
比
較
し
考
察
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
為
氏
本
は
多
く
の
欠
陥
や
破
格

の
語
法
を
有
し
て
い
る
と
さ
れ
、 

Ａ
系
統
内
で
は
玄
陽
文
庫
本
が
最
善
本
、
次
い
で
大
永
本
、
最
後
が
為
氏
本
の
序
列
に
あ
る
と
い
う
。
検
討
し
た
用
例
が
少
な
い
の
で
、
も
っ

と
多
く
の
箇
所
に
あ
た
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

定
家
自
筆
本
系
統
に
移
っ
て
、
ま
ず
文
明
十
年
藤
原
親
長
書
写
本
の
系
統
で
あ
る
が
、
こ
の
系
統
に
属
す
る
伝
本
は
前
記
の
通
り
で
あ
る
。
こ
れ
ら
以
外
の
伝

本
と
し
て
陽
明
文
庫
本
、
松
平
文
庫
本
が
あ
る
。
前
者
は
南
波
浩
氏
の
解
説
で
影
印
本
が
出
た
︵
﹃
陽
明
叢
書
国
書
篇  

第
九
輯  

大
和
物
語
﹄
︶
。
南
波
氏
に
よ
る
と
、

こ
の
本
は
大
和
物
語
寛
喜
本
系
統
の
最
善
本
と
み
ら
れ
る
純
度
の
高
い
伝
本
で
あ
り
、
誤
写
が
少
な
く
定
家
自
筆
本
復
元
へ
の
面
に
お
い
て
も
重
要
な
位
置
を
占

め
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
本
は
本
多
伊
平
氏
の
﹃
大
和
物
語
本
文
の
研
究  

対
校
篇
﹄
︵
笠
間
書
院
、
昭
和
55
年
2
月
︶
の
底
本
に
な
っ
て
い
る
。
後
者
の
松
平
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文
庫
本
は
ま
だ
翻
刻
、
影
印
も
さ
れ
て
い
な
い
が
、
こ
の
本
を
研
究
さ
れ
た
も
の
に
高
橋
氏
の
﹁
松
平
文
庫
所
蔵
花
山
院
作
物
語
﹂
︵
﹁
ぐ
ん
し
ょ
﹂ 

2
号
、
昭
和
38

年
11
月
︶
と
い
う
論
考
が
あ
る
。
高
橋
氏
は
こ
の
本
を
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
桂
宮
本
系
統
と
み
て
お
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
氏
の
誤
解
で
あ
ろ
う
。
こ
の
本
の
冒
頭
に
は
﹁
花
山
院
作

物
語
の
御
つ
く
り
物
か
た
り
と
あ
る
本
に
あ
り
云
々
﹂
の
一
文
が
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
氏
は
狩
谷
本
系
統
と
寛
喜
本
系
統
は
平
中
附
載
説
話
の
な
い
も
の
で
あ
る
か
ら
、﹁
花

山
院
作
物
語
の
御
つ
く
り
物
か
た
り
と
あ
る
本
に
あ
り
﹂
の
本
文
は
前
に
か
か
り
、
平
中
附
載
説
話
と
は
関
係
が
な
い
と
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
迫
徹
朗
氏
は
﹁
大
和

物
語
研
究
の
現
段
階
﹂︵﹁
国
語
と
国
文
学
﹂
56
巻
2
号
、
昭
和
54
年
2
月
︶
に
お
い
て
、
こ
の
本
文
が
永
青
文
庫
本
、
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
桂
宮
本
で
も
附
載
説
話
を
記
し
始
め
る
に

あ
た
っ
て
の
前
置
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
高
橋
氏
の
見
解
に
は
従
え
な
い
こ
と
を
述
べ
ら
れ
た
。
そ
し
て
本
文
を
調
査
さ
れ
、
こ
の
本
は
寛
喜
本
系
統
で
そ
の
中
で
も
蓬
左
文

庫
本
や
三
条
西
家
本
に
近
い
こ
と
を
指
摘
さ
れ
た
。
さ
ら
に
宮
崎
主
恵
氏
も
﹁
松
平
文
庫
本
大
和
物
語
の
伝
本
系
統
に
つ
い
て
﹂︵
長
崎
大
学
﹁
国
語
と
教
育
﹂ 

14
号
、
平
成
元
年
12

月
︶
と
い
う
論
考
で
、
そ
の
本
文
系
統
に
つ
い
て
考
察
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
こ
の
本
は
寛
喜
本
系
統
の
本
文
を
受
け
継
い
で
い
る
も
の
の
、
中
川
家
本
系
に
よ
り
訂
正
さ
れ
た

り
、
附
載
説
話
が
付
け
加
え
ら
れ
た
と
み
て
お
ら
れ
る
。
前
記
の
伝
本
の
中
で
、
蓬
左
文
庫
本
は
竹
鼻
績
氏
の
解
題
で
複
製
刊
行
さ
れ
た
︵﹃
蓬
左
文
庫
蔵
大
和
物
語
﹄
ほ
る
ぷ
出
版
、

昭
和
58
年
4
月
︶
。
こ
の
本
は
寛
喜
本
系
統
諸
本
の
中
で
陽
明
文
庫
本
に
近
く
、
今
後
の
定
家
本
の
研
究
に
は
欠
か
せ
な
い
資
料
と
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
三
条
西
家
本
は
現
在
、

学
習
院
大
学
の
所
蔵
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
は
高
橋
氏
の
解
説
に
よ
り
写
真
版
で
刊
行
さ
れ
た
︵﹃
学
習
院
大
学
所
蔵

三
条
西
家
旧
蔵
本
大
和
物
語
︵
Ｄ
系
統
本
︶﹄
東
京
美
術
、
昭
和
59
年
7
月
︶
。
氏
は
こ

の
本
に
つ
い
て
本
文
の
考
察
上
、
極
め
て
貴
重
な
伝
本
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
文
明
十
五
年
藤
原
親
長
書
写
本
は
現
在
そ
の
所
在
が
不
明
で
、
そ
れ
の
転
写
本
で
あ
る

池
田
亀
鑑
氏
蔵
本
の
写
し
が
高
橋
氏
の
﹃
大
和
物
語
の
研
究
系
統
別

本
文
篇

上
﹄
に
翻
刻
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
文
明
十
五
年
藤
原
親
長
書
写
本
が
出
現
し
た
の
で
あ
る
︵
拙
稿
﹁
寛

喜
本
系
統
の
一
伝
本
﹂︿﹃
大
和
物
語
の
研
究
﹄
翰
林
書
房
、
平
成
6
年
2
月
﹀、
本
書
第
一
章
第
四
節
︶
。
今
後
の
伝
本
研
究
の
貴
重
な
資
料
と
な
ろ
う
。
こ
の
親
長
書
写
本
に
は
﹁
花

山
院
の
御
つ
く
り
物
が
た
り
な
り
と
あ
る
本
に
あ
り
﹂
の
一
文
が
あ
る
が
、
平
中
附
載
説
話
を
持
っ
て
い
な
い
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
迫
徹
朗
氏
は
親
長
書
写
本
が
何
ら
か
の
事

情
で
削
除
し
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
、
こ
の
本
と
近
い
関
係
に
あ
る
多
和
文
庫
本
、
陽
明
文
庫
本
に
も
こ
の
本
文
が
あ
る
こ
と
か
ら
寛
喜
本
系
統
が
こ
の
親
長
書
写
本
に

そ
の
源
を
発
し
て
い
る
と
考
え
て
お
ら
れ
る
︵﹁
大
和
物
語
研
究
の
現
段
階
﹂︶
。
陽
明
文
庫
本
は
南
波
氏
の
解
説
で
影
印
本
が
刊
行
さ
れ
た
︵﹃
陽
明
叢
書
国
書
篇  

第
九
輯  

大
和
物
語
﹄︶
。

な
お
、
定
家
自
筆
本
系
統
の
諸
本
に
つ
い
て
は
高
橋
正
治
氏
に
﹁
大
和
物
語
Ｄ
系
統
本
の
系
統
﹂︵﹁
清
泉
女
子
大
学
紀
要
﹂
43
号
、
平
成
7
年
12
月
︶
と
い
う
詳
細
な
論
考
が
あ
る
。

今
後
の
伝
本
研
究
の
基
礎
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

巌
島
神
社
宮
司
、
野
坂
元
定
氏
の
所
蔵
さ
れ
て
い
る
大
和
物
語
を
﹁
巌
島
神
社

野
坂
家
蔵

大
和
物
語
︱
天
福
元
年
書
写
同
二
年
校
合
の
定
家
本
に
つ
い
て 

︱
﹂ ︵﹁
中
世
文
芸
﹂
12
号
、
昭
和
32

年
12
月
︶
と
題
し
て
紹
介
さ
れ
た
の
は
友
久
武
文
氏
で
あ
る
。
氏
は
こ
の
本
に
つ
い
て
定
家
自
筆
本
を
再
建
す
る
上
で
重
要
な
一
資
料
と
言
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、高
橋
氏
は﹁
大

和
物
語
第
一
類
本
の
系
統
︱
天
福
元
年
定
家
自
筆
本
の
位
置
︱
﹂︵﹁
国
語
国
文
﹂
27
巻
6
号
、
昭
和
33
年
6
月
︶
と
い
う
論
考
に
お
い
て
、
こ
の
本
と
他
の
伝
本
と
の
関
係
を
考
察
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さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
こ
の
本
の
出
現
に
よ
り
、
同
じ
く
定
家
自
筆
本
系
統
の
寛
喜
本
と
の
祖
本
を
想
定
す
る
上
で
貴
重
な
資
料
と
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
本
は
高
橋
氏
の
解
説

で
複
製
刊
行
さ
れ
て
い
る
︵﹃
大
和
物
語
野
坂
元
定
氏
蔵

天
　

福
　

本
﹄
新
典
社
、
昭
和
46
年
10
月
︶
。
解
説
で
は
天
福
本
系
統
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
、
次
い
で
野
坂
元
定
氏
所
蔵
本
と
他
の
天
福
本
系

統
諸
本
と
の
関
係
を
、
さ
ら
に
天
福
本
系
統
と
寛
喜
本
系
統
・ 

Ｆ
系
統
︵
狩
谷
棭
斎
本
︶
と
の
関
係
を
そ
れ
ぞ
れ
論
じ
て
お
ら
れ
る
。
最
後
に
天
福
本
系
本
文
の
異
同
が
示
さ
れ

て
お
り
、
益
す
る
こ
と
大
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
本
は
同
氏
の
﹃
大
和
物
語
の
研
究
系
統
別

本
文
篇

上
﹄
に
翻
刻
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
こ
の
本
は
﹃
日
本
古
典
文
学
全
集
大
和
物
語
﹄
の

底
本
に
な
っ
て
い
る(8)
。
こ
の
本
の
出
現
に
よ
り
、無
窮
会
文
庫
本
が
こ
れ
と
同
系
統
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
︵﹁
大
和
物
語
第
一
類
本
の
系
統
︱
天
福
元
年
定
家
自
筆
本
の
位
置
︱
﹂︶
。

こ
れ
と
同
系
統
の
も
の
に
前
記
の
如
く
太
宰
府
神
社
蔵
本
が
あ
る
。
こ
の
本
は
は
じ
め
今
井
源
衛
氏
が
﹁
大
和
物
語
評
釈
・
二
〇
　
巣
守
﹂︵﹁
国
文
学
﹂
8
巻
14
号
、
昭
和
38
年
10

月
　
後
に
﹃
大
和
物
語
評
釈  
下
巻
﹄︿
笠
間
書
院
、
平
成
12
年
2
月
﹀
に
再
録
︶
の
中
で
ふ
れ
ら
れ
、
そ
の
後
、
迫
徹
郎
氏
が
﹁
太
宰
府
天
満
宮
蔵
﹃
大
和
物
語
﹄
に
つ
い
て(9)
﹂︵﹁
熊

本
女
子
大
学
国
語
国
文
学
論
集
﹂
3
集
、
昭
和
40
年
2
月
　
後
に
﹃
王
朝
文
学
の
考
証
的
研
究
﹄︿
風
間
書
房
、
昭
和
48
年
3
月
﹀
に
再
録
︶
と
い
う
論
考
で
補
足
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
本

は
野
坂
家
蔵
本
と
と
も
に
天
福
本
の
祖
本
を
再
建
す
る
た
め
に
重
要
な
伝
本
と
の
こ
と
で
あ
る
。

高
橋
氏
の
分
類
に
な
る
Ｇ
系
統
は
注
釈
書
の
本
文
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
本
文
は
純
粋
度
が
か
な
り
低
く
祖
本
再
建
に
あ
た
っ
て
は
除
外
す
べ
き
本
と
言
わ
れ
て
い
る
︵﹃
日
本

古
典
文
学
全
集
大
和
物
語
﹄
解
説
︶
。
高
橋
氏
の
﹃
大
和
物
語
の
研
究
系
統
別

本
文
篇

上
﹄
に
は
氏
所
蔵
の
首
書
本
が
翻
刻
さ
れ
て
い
る
。
大
和
物
語
抄
に
つ
い
て
は
そ
の
依
拠
し
た
伝
本
と

同
じ
系
統
の
も
の
が
出
現
し
た
︵
拙
稿
﹁﹃
大
和
物
語
抄
﹄
の
引
く
定
家
本
に
つ
い
て
﹂︵﹃
大
和
物
語
の
研
究
﹄︶、
本
書
第
一
章
第
四
節
︶
、
大
和
物
語
抄
の
本
文
を
考
え
る
上
で
貴
重

な
資
料
と
な
ろ
う
。
大
和
物
語
抄
は
﹃
国
文
学
注
釈
全
書  
第
五
冊 

﹄︵
國
學
院
大
學
出
版
部
、
明
治
42
年
8
月
︶
、﹃
未
刊
国
文
古
註
釈
大
系  

第
九
冊 

﹄︵
帝
国
教
育
会
出
版
部
、
昭

和
13
年
6
月
　
覆
刻
版
　
清
文
堂
　
昭
和
43
年
10
月
︶
等
に
収
め
ら
れ
て
い
る(10)
。
こ
の
ほ
か
、
こ
の
系
統
に
属
す
る
も
の
に
秋
成
校
正
本
が
あ
る
。
こ
の
本
に
つ
い
て
の
研
究
に
高

橋
正
治
氏
の
﹁
村
井
古
巌
所
蔵
大
和
物
語
の
本
文
に
つ
い
て
﹂︵﹁
清
泉
女
子
大
学
紀
要
﹂
13
号
、
昭
和
40
年
12
月
︶
と
い
う
論
考
が
あ
る
。
こ
れ
は
刈
谷
市
立
図
書
館
に
あ
る
、
村

井
古
巌
が
天
明
四
年
甲
辰
年
七
月
四
日
、
彼
の
所
持
の
古
写
本
に
よ
っ
て
校
合
し
た
大
和
物
語
抄
を
検
討
し
、
平
中
附
載
説
話
の
伝
来
経
路
を
探
っ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、

秋
成
校
合
本
を
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
桂
宮
本
と
み
て
、
こ
の
系
統
の
本
か
ら
平
中
附
載
説
話
の
末
尾
を
移
入
し
た
と
考
え
て
お
ら
れ
る
。
こ
の
秋
成
校
正
本
は
附
載
説
話
第
二
類
︵
Ｂ
類

と
も
︶
に
属
し
、
小
林
茂
美
、
中
田
武
司
の
両
氏
の
編
に
よ
り
影
印
刊
行
さ
れ
た
︵﹃
大
和
物
語
︱
秋
成
校
正
本
︱
﹄
桜
楓
社
、
昭
和
49
年
4
月
︶。

次
に
分
類
上
、
考
え
が
対
立
し
て
い
る
伝
本
に
み
て
い
こ
う
。
ま
ず
群
書
類
従
本(11)
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
前
記
の
高
橋
氏
の
﹁
群
書
類
従
本
系
統
大
和
物
語
伝
本
考
﹂

が
あ
る
。
こ
れ
は
群
書
類
従
本
系
統
諸
本
の
系
統
内
に
お
け
る
位
置
付
け
を
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
群
書
類
従
本
を
寛
喜
本
あ
た
り
か
ら
派
生
し
た
と
み
る
佐
藤
友

美
氏
の
﹁
群
書
類
従
本
大
和
物
語
に
つ
い
て
﹂
︵
熊
本
大
学
﹁
国
語
国
文
学
研
究
﹂
14
号
、
昭
和
53
年
12
月
︶
が
あ
る
。
こ
れ
に
は
迫
氏
も
賛
同
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
氏
は
高

橋
氏
の
分
類
に
な
る
Ｂ
・
Ｆ
・
Ｈ
の
各
系
統
を
定
家
自
筆
本
に
帰
属
す
べ
き
も
の
と
考
え
て
お
ら
れ
る
︵﹁
大
和
物
語
研
究
の
現
段
階
﹂︶
。
古
活
字
本
に
つ
い
て
は
本
多
伊
平
氏
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に
よ
り
架
蔵
の
も
の
が
影
印
刊
行
さ
れ
た
︵﹃
大
和
物
語
慶
長
元
和
中
刊

十
一
行
イ
種
本
﹄
和
泉
書
院
、
平
成
元
年
4
月
︶
。
氏
に
よ
る
と
、
こ
の
第
一
類
イ
種
本
は
、
わ
ず
か
の
誤
植
を
別
に
す
れ
ば
、

古
活
字
版
、
流
布
の
整
版
本
中
で
も
最
も
正
確
で
、
十
分
信
頼
に
値
す
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
慶
長
元
和
中
刊
十
一
行
本
を
中
心
に
と
り
上
げ
、
そ
の
刊
行
年
次
に
つ

い
て
検
証
し
た
、
高
木
浩
明
氏
の
﹁
古
活
字
版
調
余
録
︱
﹃
大
和
物
語
﹄
の
刊
行
年
時
を
考
え
る
︱
﹂
︵﹁
汲
古
﹂
56
号
、
平
成
21
年
12
月
︶
が
あ
る
。
静
嘉
堂
文
庫
所
蔵
の
狩

谷
棭
斎
旧
蔵
本
は
高
橋
氏
の
﹃
大
和
物
語
の
研
究
系
統
別

本
文
篇

下
﹄
︵
私
家
版
、
昭
和
45
年
11
月
。
再
版
　
臨
川
書
店
、
昭
和
63
年
10
月
︶
に
翻
刻
さ
れ
て
い
る
。
本
文
に
お
い
て
第
二
類

系
統
の
伝
本
と
の
交
渉
が
み
ら
れ
る
も
の
に
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
桂
宮
本
等
の
伝
本
が
あ
る
。
前
記
以
外
に
こ
れ
に
属
す
る
も
の
と
し
て
永
青
文
庫
本
、
雨
海
博
洋
氏
蔵
本
が

あ
る
。
前
者
は
迫
氏
の
解
説
で
影
印
本
︵﹃
大
和
物
語  

永
青
文
庫
本
﹄
勉
誠
社
、
昭
和
57
年
5
月
︶
と
写
真
版
︵﹃
細
川
家
永
青
文
庫
叢
刊  

第
十
巻  

大
和
物
語
﹄
汲
古
書
院
、
昭
和

59
年
7
月
︶
と
が
あ
る
。
氏
は
こ
の
本
に
つ
い
て
誤
脱
等
が
あ
り
、
本
文
価
値
の
点
で
は
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
桂
宮
本
に
劣
る
が
、
注
目
す
べ
き
こ
と
は
こ
の
本
が
大
和
物
語
抄

の
末
尾
に
付
さ
れ
た
平
中
附
載
説
話
の
親
本
的
存
在
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
後
者
は
岡
山
美
樹
氏
の
解
説
で
翻
刻
さ
れ
た
︵﹃
大
和
物
語
の
研
究
﹄
桜
楓
社
、平
成
5
年
6
月
︶
。

一
往
こ
こ
に
入
れ
て
お
い
た
が
、
氏
の
解
説
に
よ
る
と
、
該
本
は
慶
長
十
三
年
の
書
写
に
な
り
勘
物
は
天
福
本
系
統
の
も
の
で
、
本
文
は
寛
喜
本
系
統
の
為
衆
本
、
陽
明
文

庫
本
に
も
近
く
、
こ
の
本
は
桂
宮
本
、
寛
喜
本
、
天
福
本
が
渾
然
一
体
と
な
っ
て
い
る
よ
う
な
形
態
、
内
容
と
い
わ
れ
る
。
本
文
の
伝
流
を
知
る
上
で
貴
重
な
伝
本
と
言
え

よ
う
。
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
桂
宮
本
は
雨
海
博
洋
氏
の
解
説
で
影
印
本
が
刊
行
さ
れ
た
︵﹃
桂
宮
本
大
和
物
語
﹂
白
帝
社
、昭
和
47
年
3
月
。
解
説
の
み
﹃
歌
語
り
と
歌
物
語
﹄︿
桜
楓
社
、

昭
和
51
年
9
月
﹀
に
再
録
︶
し
、
高
橋
氏
の
﹃
大
和
物
語
の
研
究
系
統
別

本
文
篇

下
﹄
に
翻
刻
も
さ
れ
て
い
る
。
雨
海
氏
は
こ
の
本
と
第
二
類
系
統
本
の
親
密
性
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

な
お
こ
れ
は
系
統
上
、
考
え
の
対
立
し
て
い
る
伝
本
で
は
な
い
が
、
奈
良
絵
本
付
載
の
伝
本
を
紹
介
し
た
︵
拙
稿
﹁
奈
良
絵
本
付
載
の
一
伝
本
﹂︿﹃
大
和
物
語
の
研
究
﹄
に
再
録
﹀、

本
書
第
一
章
第
四
節
︶
。
こ
の
類
の
伝
本
は
少
な
い(12)
。
該
本
は
混
態
本
文
で
あ
る
が
奈
良
絵
本
と
本
文
の
関
わ
り
を
探
る
上
で
貴
重
な
も
の
と
な
ろ
う
。
混
態
本
文
と
言
え
ば﹁
三

条
実
起
筆
大
和
物
語
﹂
も
同
類
で
あ
る
︵
本
書
第
一
章
第
五
節
︶
。

三

次
に
第
二
類
系
統
︵
高
橋
氏
の
Ｐ
系
統
︶
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
属
す
る
伝
本
は
現
在
の
と
こ
ろ
、
天
理
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
御
巫
清
勇
氏
旧
蔵
本
と
愛
媛
大
学
附
属
図
書
館

所
蔵
鈴
鹿
三
七
氏
旧
蔵
本
の
二
本
だ
け
で
あ
る
。
前
者
は
鈴
木
脩
一
氏
が
大
和
物
語
及
び
平
中
物
語
の
研
究
上
、
最
も
有
力
な
新
資
料
と
し
て
﹁
別
本
大
和
物
語
と
平
中
物
語
の

異
本
︱
御
巫
本
大
和
物
語
に
就
い
て
︱
﹂︵﹁
文
学
﹂
1
巻
3
号
、
昭
和
8
年
6
月
︶
と
い
う
論
考
で
紹
介
さ
れ
た
。
ま
た
後
者
に
つ
い
て
は
紹
介
者
が
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
は
じ

め
て
そ
の
名
が
現
れ
る
の
は
阿
部
俊
子
氏
の
﹁
大
和
物
語
の
伝
本
に
就
い
て
﹂
と
い
う
論
考
あ
た
り
で
あ
ろ
う
か
。
高
橋
氏
の
﹃
大
和
物
語
の
研
究
系
統
別

本
文
篇

下
﹄
に
は
両
者
が
比
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較
で
き
る
よ
う
に
翻
刻
さ
れ
て
い
る
し
、
鈴
鹿
本
は
写
真
版
で
も
収
め
ら
れ
て
い
る
。
な
お
御
巫
本
は
﹁
天
理
図
書
館
善
本
叢
書
﹂
の
一
冊
と
し
て
阪
倉
篤
義
氏
の
解
題
で
影
印

刊
行
さ
れ
た
︵﹃
竹
取
物
語

大
和
物
語
　
天
　
理

図
書
館
善
本
叢
書
29
﹄
八
木
書
店
、
昭
和
51
年
7
月
︶
し
、
鈴
鹿
本
も
糸
井
通
浩
氏
の
解
題
で
影
印
本
が
あ
る
︵﹃
鈴
鹿
本
大
和
物
語
愛
媛
大
学
附

属
図
書
館
蔵
﹄
和
泉
書
院
、

昭
和
56
年
10
月
︶
。
阪
倉
氏
は
御
巫
本
に
あ
る
異
本
校
合
の
書
き
入
れ
の
本
文
と
鈴
鹿
本
本
文
な
ど
と
の
関
係
を
整
理
し
分
析
さ
れ
て
い
る
。
も
と
も
と
同
系
に
属
す
る
両
本
間
に

異
同
が
生
じ
た
の
は
、
そ
の
原
因
の
ひ
と
つ
に
そ
れ
ぞ
れ
が
独
自
に
流
布
本
で
あ
る
二
条
家
本
系
統
の
本
文
の
影
響
を
受
け
た
こ
と
に
よ
る
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
糸
井
氏
は
独
自
の
異
文
に
注
目
さ
れ
、
特
に
小
野
好
古
に
対
す
る
敬
語
表
現
か
ら
歌
語
り
成
立
の
場
が
作
品
大
和
物
語
の
言
語
表
現
に
反
映
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考

え
て
お
ら
れ
る
。
な
お
、﹃
校
本
大
和
物
語
と
そ
の
研
究
﹄、﹃
大
和
物
語
本
文
の
研
究
　
対
校
篇
﹄
に
は
御
巫
本
と
鈴
鹿
本
が
対
校
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
資
料
が
提
供
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
こ
れ
ら
の
伝
本
の
研
究
と
な
る
と
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
い
。
成
立
に
つ
い
て
は
高
橋
氏
の
﹁
別
本
大
和
物
語
の
成
立
に
就
い
て

︱
構
成
論
を
基
礎
と
し
た
試
論
︱
﹂︵﹁
国
語
と
国
文
学
﹂
30
巻
2
号
、
昭
和
28
年
2
月
︶
が
あ
る
。
御
巫
本
、
鈴
鹿
本
を
為
氏
本
と
比
較
し
、
御
巫
本
、
鈴
鹿
本
を
単
な
る
説
話
集

と
し
て
、
一
段
一
段
の
説
話
的
面
白
さ
に
の
み
関
心
を
持
っ
た
読
者
に
よ
っ
て
恣
意
的
に
改
変
さ
れ
た
伝
本
と
み
て
お
ら
れ
る
。
ま
た
、
本
文
に
つ
い
て
は
後
世
の
改
作
が
多
い

こ
と
を
指
摘
し
た
、
柳
田
の
﹁
鈴
鹿
本
大
和
物
語
考
︵
上
︶、︵
下
︶﹂︵﹁
語
文
﹂
46
、
49
輯
　
昭
和
53
年
12
月
、
昭
和
54
年
12
月
、
後
に
﹃
大
和
物
語
の
研
究
﹄
に
再
録
。
本
書
第
一
章

第
三
節
︶
が
あ
る
。
こ
の
ほ
か
敬
語
や
官
位
の
面
か
ら
考
察
さ
れ
た
も
の
に
、
新
間
水
緒
氏
の
﹁﹁
う
て
の
つ
か
ひ
﹂
と
﹁
う
さ
の
つ
か
ひ
﹂
︱
御
巫
本
・
鈴
鹿
本
大
和
物
語
の

一
側
面
︱
﹂︵﹁
仏
教
文
学
﹂
12
号
、昭
和
63
年
3
月
︶
、﹁
御
巫
本
大
和
物
語
の
本
文
改
変
に
つ
い
て
︱
敬
語
を
手
が
か
り
と
し
て
︱
﹂︵
大
谷
大
学
﹁
文
芸
論
叢
﹂
10
号
、昭
和
63
年
3
月
︶

が
あ
っ
た
。
前
者
は
大
和
物
語
四
段
と
史
書
を
検
討
し
、
御
巫
本
、
鈴
鹿
本
の
﹁
う
さ
の
つ
か
ひ
﹂
が
も
と
の
姿
で
、
流
布
本
の
﹁
う
て
の
つ
か
ひ
﹂
は
そ
れ
を
改
変
し
た
も
の

と
み
て
お
ら
れ
る
。
ま
た
後
者
は
こ
の
逆
で
敬
語
の
使
用
法
を
手
が
か
り
に
御
巫
本
、
鈴
鹿
本
の
改
作
を
指
摘
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
新
間
氏
の
前
者
の
論
文
は
﹁
豊
日

史
学
﹂︵
54
巻
2
・
3
号
、
平
成
2
年
1
月
︶
に
再
録
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
高
橋
正
治
氏
の
﹁
大
和
物
語
Ｐ
Ｑ
系
統
本
の
性
格
﹂︵﹁
清
泉
女
子
大
学
紀
要
﹂
42
号
、
平
成
6
年
12
月
︶

と
い
う
論
考
が
あ
っ
た
。
氏
は
御
巫
本
、
鈴
鹿
本
の
み
な
ら
ず
、
こ
れ
ら
と
の
関
係
の
深
い
、
後
述
す
る
Ｑ
系
統
の
伝
本
、
さ
ら
に
古
筆
切
、
袖
中
抄
や
河
海
抄
に
み
ら
れ
る
大

和
物
語
逸
文
を
加
え
、
Ｐ
・
Ｑ
系
統
本
の
性
格
に
つ
い
て
考
察
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
Ｐ
Ｑ
両
系
統
の
い
ず
れ
に
も
ま
た
が
る
本
文
が
多
く
、
両
系
統
本
は
同
系
統
本
文
を

持
つ
も
の
と
し
て
、
そ
の
異
文
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
言
わ
れ
る
。
広
い
視
点
に
立
っ
て
の
考
察
は
有
意
義
で
あ
る
。

御
巫
本
と
鈴
鹿
本
で
は
、
一
七
二
段
と
一
七
三
段
の
間
に
九
章
段
︵
平
中
物
語
一
九
～
二
七
段
︶
を
附
載
し
て
い
る
。
こ
れ
に
は
前
記
の
高
橋
氏
と
阪
倉
氏
の
著
書
の
ほ
か
に

翻
刻
と
注
釈
が
あ
る
。
前
者
に
つ
い
て
は
早
く
阿
部
俊
子
、
今
井
源
衛
両
氏
に
よ
る
﹃
日
本
古
典
文
学
大
系
大
和
物
語
﹄︵
岩
波
書
店
、
昭
和
32
年
10
月
︶
、
同
じ
く
阿
部
氏
の
﹃
校

本
大
和
物
語
と
そ
の
研
究
﹄
が
あ
り
、
本
書
で
は
鈴
鹿
本
が
対
校
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
阿
部
氏
に
は
﹃
大
和
物
語  

校
注
古
典
叢
書
﹄︵
明
治
書
院
、
昭
和
47
年
3
月
︶
も
あ
る
。
こ

の
ほ
か
、
柳
田
の
﹃
校
注
大
和
物
語
﹄︵
新
典
社
、
昭
和
63
年
10
月
︶
が
あ
る
。
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一
方
、
後
者
に
つ
い
て
は
早
く
武
田
祐
吉
、
水
野
駒
雄
両
氏
に
よ
る
﹃
大
和
物
語
詳
解
﹄︵
湯
川
弘
文
社
、
昭
和
11
年
5
月
　
再
版
　
昭
和
39
年
6
月
︶
、
次
い
で
柿
本
奨
氏
の
﹃
大

和
物
語
の
注
釈
と
研
究
﹄︵
武
蔵
野
書
院
、
昭
和
56
年
2
月
︶
、
今
井
源
衛
氏
の
﹃
大
和
物
語
評
釈  

下
巻
﹄︵
笠
間
書
院
、
平
成
12
年
2
月
︶
が
あ
る
。
こ
こ
で
あ
げ
た
翻
刻
、
注
釈

は
御
巫
本
を
底
本
に
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
れ
を
考
察
さ
れ
た
も
の
に
雨
海
博
洋
氏
の
﹁
大
和
物
語
附
載
説
話
第
一
類
と
第
二
類
の
性
格
﹂︵﹁
平
安
朝
文
学
研
究
﹂
5
号
、
昭
和
35

年
4
月
。
後
に
﹃
歌
語
り
と
歌
物
語
﹄
に
再
録
︶
、﹁
御
巫
本
大
和
物
語
附
載
説
話
冒
頭
の
﹁
右
京
大
夫
宗
于
﹂
に
つ
い
て
﹂︵﹁
国
文
学
研
究
﹂
20
集
、
昭
和
34
年
9
月
。
後
に
﹃
歌
語
り

と
歌
物
語
﹄
に
再
録
︶
と
柳
田
の
﹁﹃
大
和
物
語
﹄
附
載
説
話
第
二
類
を
め
ぐ
っ
て
﹂︵﹁
古
典
論
叢
﹂
13
号
、昭
和
58
年
11
月
。
後
に
﹃
国
文
学
年
次
別
論
文
集  

中
古
2  

昭
和
58
年
﹄︿
朋

文
出
版
、
昭
和
59
年
12
月
﹀、﹃
大
和
物
語
の
研
究
﹄
に
そ
れ
ぞ
れ
再
録
。
本
書
第
一
章
第
六
節
︶
、
稲
賀
敬
二
氏
の
﹁﹁
大
和
物
語
﹂
成
立
段
階
に
お
け
る
﹁
平
中
章
段
追
加
形
態
﹂
誕

生
契
機
・
仮
説
︱
大
和
物
語
と
平
中
物
語
の
交
渉
︱
﹂︵﹁
安
田
女
子
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
﹂
１
号
、
平
成
８
年
３
月
。
後
に
﹃
国
文
学
年
次
別
論
文
集
　
中
古
２
　
平
成
８
年
﹄

︿
朋
文
出
版
、
平
成
10
年
３
月
﹀、﹃
前
期
物
語
の
成
立
と
変
貌

 

稲

賀

敬

二 

コ
レ
ク
シ
ョ
ン

２
﹄︿
笠
間
書
院
、
平
成
19
年
７
月
﹀
に
そ
れ
ぞ
れ
再
録
︶
、
妹
尾
好
信
氏
の
﹁﹃
大
和
物
語
﹄
付
載
説
話
考

︱
異
本
﹃
平
中
物
語
﹄
添
加
の
経
緯
に
つ
い
て
︱
﹂︵﹃
説
話
論
集
　
第
九
集
﹄︿
清
文
堂
出
版
、
平
成
11
年
８
月
﹀
後
に
﹃
平
安
朝
歌
物
語
の
研
究
︹
大
和
物
語
篇
︺﹄︿
笠
間
書
院
、
平
成

12
年
10
月
﹀
に
再
録
︶、﹁
物
語
の
成
長
︱
﹃
大
和
物
語
﹄
附
載
説
話
第
二
類
の
本
文
︱
﹂︵﹃﹃
大
和
物
語
﹄
の
研
究
﹄、
本
書
第
一
章
第
七
節
︶
、
堤
和
博
氏
の
﹁﹃
平
中
物
語
﹄
の
原
型

へ
の
一
階
梯
︱
﹃
平
中
物
語
﹄
と
﹃
大
和
物
語
﹄
附
載
説
話
の
比
較
覚
書
﹂︵﹃
日
本
文
学
史
論  

島
津
忠
夫
先
生
古
稀
記
念
論
集
﹄
世
界
思
想
社
、
平
成
9
年
9
月
︶
が
あ
っ
た
。
雨

海
氏
の
前
者
は
附
載
説
話
第
一
類
︵
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
桂
宮
本
、
大
和
物
語
抄
な
ど
に
附
載
の
も
の
、
Ａ
類
と
も
言
う
︶
と
附
載
説
話
第
二
類
︵
御
巫
本
、
鈴
鹿
本
に
附
載
の
も
の
、
Ｂ

類
と
も
言
う
︶
が
密
接
な
関
係
に
あ
り
、
こ
れ
ら
は
同
一
祖
本
か
ら
別
れ
た
か
ら
こ
そ
重
複
現
象
が
起
ら
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
た
も
の
。
ま
た
後
者
で
は
、
御

巫
本
の
原
型
本
と
な
っ
た
大
和
物
語
証
本
の
書
写
者
が
平
中
物
語
の
残
欠
本
を
入
手
し
、
こ
れ
を
大
和
物
語
の
一
異
本
か
何
か
と
判
断
し
、
か
つ
連
鎖
的
展
開
を
も
考
慮
し
て
添

加
し
、
宇
多
天
皇
と
関
係
厚
く
、
大
和
物
語
に
大
き
な
位
置
を
占
め
る
宗
于
の
名
が
登
場
と
い
う
章
段
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
お
ら
れ
る
。
柳
田
の
前
者
は
、
こ
れ

ら
の
章
段
が
こ
こ
に
置
か
れ
た
理
由
に
つ
い
て
、
こ
れ
ら
は
章
段
の
関
連
を
配
慮
し
て
お
り
、
ま
た
各
章
段
の
冒
頭
が
宗
于
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
こ
こ
以
外
で
彼
は
身
の
不
遇

者
と
し
て
登
場
す
る
か
ら
、
こ
れ
と
は
対
照
的
な
章
段
を
配
置
し
、
虚
構
の
現
れ
と
み
た
も
の
。
ま
た
後
者
は
附
載
説
話
第
二
類
の
本
文
を
詳
し
く
検
討
し
、
前
者
の
論
考
を
補

足
し
た
も
の
で
あ
る
。
稲
賀
氏
と
妹
尾
氏
の
は
大
和
物
語
附
載
説
話
の
成
立
過
程
に
つ
い
て
考
察
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
堤
氏
の
は
平
中
物
語
と
附
載
説
話
第
二
類
を
比
較
し
、

附
載
説
話
第
二
類
の
書
き
換
え
の
可
能
性
が
高
い
こ
と
を
指
摘
し
て
お
ら
れ
る
。

江
戸
末
期
の
国
学
者
、
井
上
文
雄
の
著
﹃
冠
注
大
和
物
語
﹄
に
校
異
の
形
で
み
え
る
﹁
古
本
﹂
な
る
本
文
が
御
巫
本
や
鈴
鹿
本
の
本
文
と
一
致
す
る
も
の
が
多
い
。
お
そ
ら
く

こ
れ
は
御
巫
本
や
鈴
鹿
本
と
同
系
統
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
こ
の
古
本
は
﹃
校
本
大
和
物
語
と
そ
の
研
究
﹄
に
校
異
の
形
で
収
め
ら
れ
て
い
る
。



18第一章　大和物語の伝本

四

第
三
類
系
統
︵
高
橋
氏
の
Ｑ
系
統
︶
で
あ
る
が
、
こ
の
系
統
に
属
す
る
伝
本
は
極
め
て
少
な
く
、
現
在
ま
で
知
ら
れ
て
い
る
の
は
久
曽
神
昇
氏
所
蔵
勝
命
本(13)
と
九
州
大
学
附
属

図
書
館
所
蔵
支
子
文
庫
本
の
二
本
だ
け
に
す
ぎ
な
い
。
前
者
は
久
曽
神
昇
、
山
本
寿
恵
子
の
両
氏
に
よ
り
、﹁
未
刊
国
文
資
料
﹂
の
一
冊
と
し
て
翻
刻
と
研
究
が
あ
る
︵﹃
勝
命
本

大
和
物
語
と
研
究
﹄
未
刊
国
文
資
料
刊
行
会
、
昭
和
32
年
8
月
︶
し
、
同
じ
く
久
曽
神
氏
の
解
題
で
影
印
本
も
出
て
い
る
︵﹃
大
和
物
語  

勝
命
本
﹄
汲
古
書
院
、
昭
和
47
年
1
月
︶。
こ
の

本
の
研
究
に
つ
い
て
は
久
曽
神
氏
の
前
掲
書
に
詳
し
い
。
即
ち
、
こ
の
本
は
六
条
家
と
親
交
の
あ
っ
た
勝
命
が
仁
和
寺
の
守
覚
法
親
王
あ
た
り
に
献
上
し
た
も
の
の
系
統
で
、
六

条
家
の
系
統
と
推
定
さ
れ
、
そ
の
原
形
に
近
い
内
容
を
伝
え
て
い
て
、
大
和
物
語
の
原
形
を
考
え
る
上
で
注
目
す
べ
き
資
料
と
み
て
お
ら
れ
る
。
こ
の
ほ
か
待
遇
表
現
か
ら
そ
の

性
格
を
考
察
さ
れ
た
も
の
に
、
小
沢
サ
ト
子
氏
の
﹁
大
和
物
語
勝
命
本
の
性
格
︱
待
遇
表
現
を
中
心
に
︱
﹂︵﹁
国
語
国
文
﹂
44
巻
7
号
、
昭
和
50
年
7
月
︶
が
あ
る
。
待
遇
表
現
で

為
家
本
と
の
間
に
生
じ
て
い
る
異
文
は
勝
命
本
の
改
変
に
よ
る
も
の
が
大
部
分
で
あ
り
、こ
れ
ら
は
転
写
の
際
に
な
さ
れ
た
と
考
え
て
お
ら
れ
る
。
な
お
こ
の
本
は
阿
部
氏
の﹃
校

本
大
和
物
語
と
そ
の
研
究
﹄
の
増
補
版
に
追
加
校
異
さ
れ
、
ま
た
氏
の
﹃
大
和
物
語  

校
注
古
典
叢
書
﹄︵
明
治
書
院
、
昭
和
47
年
3
月
︶
に
も
為
家
本
と
の
校
異
が
記
さ
れ
て
い
る
。

一
方
、
後
者
は
一
三
四
段
以
降
の
零
本
で
、
そ
の
存
在
は
か
な
り
早
く
か
ら
知
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
︵
阿
部
俊
子
氏
﹁
大
和
物
語
の
伝
本
に
就
い
て
﹂︶
。
し
か
し
一
般
の

目
に
ふ
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
か
な
り
後
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。﹁
田
村
専
一
郎
氏
旧
蔵
支
子
文
庫
本
﹃
大
和
物
語
﹄
に
つ
い
て
︵
上
︶、︵
中
︶、︵
下
︶﹂︵
九
州
大

学
﹁
文
学
研
究
﹂
74
、
75
、
76
輯
　
昭
和
52
年
3
月
、
昭
和
53
年
3
月
、
昭
和
54
年
3
月
　
後
に
﹃
王
朝
の
物
語
と
漢
詩
文
﹄︿
笠
間
書
院
、
平
成
2
年
2
月
﹀、﹃
今
井
源
衛
著
作
集
　
第
14

巻
　
平
安
朝
文
学
文
献
考
﹄︿
笠
間
書
院
、
令
和
元
年
５
月
﹀
に
そ
れ
ぞ
れ
再
録
︶
と
題
し
て
詳
し
く
紹
介
さ
れ
た
の
は
今
井
源
衛
氏
で
あ
る(14)
。
即
ち
、
こ
れ
は
先
程
の
久
曽
神
本
の
祖

父
本
に
位
置
し
、
現
存
す
る
大
和
物
語
諸
本
の
中
で
書
写
年
代
が
最
も
古
い
も
の
と
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
零
本
と
は
い
う
も
の
の
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。
そ
の
後
、
今
井

氏
の
編
で
こ
れ
の
影
印
本
と
解
題
、
釈
文
と
が
刊
行
さ
れ
た
︵﹃
大
和
物
語
︵
影
印
︶、︵
解
題
・
釈
文
︶﹄
在
九
州
国
文
資
料
影
印
叢
書
刊
行
会
、
昭
和
56
年
5
月
︶
。
こ
の
本
に
つ
い

て
の
研
究
は
今
井
氏
の
ほ
か
に
福
田
哲
之
氏
の
﹁
勝
命
本
大
和
物
語
考
﹂︵﹁
島
大
国
文
﹂
10
号
、
昭
和
56
年
12
月
︶
が
あ
る
。
即
ち
、
久
曽
神
本
一
三
三
段
以
前
の
本
文
と
勘
注

は
第
一
類
系
統
中
、
寛
喜
本
系
統
の
陽
明
文
庫
本
に
近
い
が
、
一
三
四
段
以
降
は
異
な
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
た
。
さ
ら
に
支
子
文
庫
本
と
久
曽
神
本
の
関
係
を
字
形
か

ら
検
討
し
、
支
子
文
庫
本
が
久
曽
神
本
︵
一
三
四
段
以
降
︶
の
直
系
の
親
本
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
ら
れ
、
支
子
文
庫
本
の
書
写
年
代
に
つ
い
て
正
治
二
年
︵
一
二
〇
〇
︶
か
ら
延

応
二
年
︵
一
二
四
〇
︶
の
四
〇
年
間
に
限
定
さ
れ
た
。
こ
の
外
に
、
前
述
し
た
高
橋
正
治
氏
の
﹁
大
和
物
語
Ｐ
Ｑ
系
統
本
の
性
格
﹂
が
あ
っ
た
。
な
お
、
日
本
大
学
図
書
館
蔵

大
和
物
語
鈔
に
は
勝
命
本
系
統
の
伝
本
か
ら
の
校
異
を
記
し
て
い
る
。
こ
れ
は
こ
の
系
統
の
伝
本
の
伝
来
を
知
る
上
で
貴
重
な
資
料
と
な
ろ
う
︵
本
書
第
四
章
第
四
節
を
参
照
の

こ
と
︶
。
な
お
、
本
書
に
つ
い
て
は
翻
刻
が
あ
る
︵﹃
大
和
物
語
の
研
究
﹄
翰
林
書
房
、
平
成
6
年
2
月
︶
。
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五

最
後
に
古
筆
切
に
つ
い
て
ふ
れ
て
お
き
た
い
。
こ
れ
は
非
常
に
少
な
い
。
武
田
祐
吉
、
水
野
駒
雄
の
両
氏
の
著
に
な
る
﹃
大
和
物
語
詳
解
﹄︵
湯
川
弘
文
社
、
昭
和
11
年
5
月
　

再
版
　
昭
和
39
年
6
月
︶
に
は
竹
柏
園
蔵
の
伝
慈
鎮
筆
の
断
簡
が
写
真
版
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
。﹃
日
本
古
典
文
学
大
系
9
大
和
物
語
﹄︵
岩
波
書
店
、
昭
和
32
年
10
月
︶
の
解
説
に

は
、
御
巫
本
、
鈴
鹿
本
に
よ
く
似
た
本
文
を
持
つ
二
葉
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
久
曽
神
昇
氏
の
﹁
烏
丸
類
切
大
和
物
語
﹂︵﹁
か
な
研
究
﹂
60
号
、
昭
和
50
年
7
月
︶
は
平
安
時
代
の

大
和
物
語
の
古
写
断
簡
と
推
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
断
簡
に
つ
い
て
は
、
同
じ
く
氏
の
著
に
な
る
﹃
仮
名
古
筆
の
内
容
的
研
究
﹄︵
ひ
た
く
書
房
、
昭
和
55
年
2
月
︶
で
も

﹁
伝
藤
原
定
頼
筆
大
和
物
語
切
﹂
と
題
し
て
言
及
さ
れ
て
い
る
。
本
文
は
流
布
本
に
近
い
と
の
こ
と
。
藤
井
隆
、
田
中
登
両
氏
の
編
に
な
る
﹃
国
文
学
古
筆
切
入
門
﹄︵
和
泉
書

院
、
昭
和
60
年
2
月
︶
、﹃
続
国
文
学
古
筆
切
入
門
﹄︵
和
泉
書
院
、
平
成
元
年
4
月
︶
、﹃
続
々
国
文
学
古
筆
切
入
門
﹄︵
和
泉
書
院
、
平
成
4
年
5
月
︶
が
上
梓
さ
れ
た
。
前
者
に
は
伝

慈
円
筆
六
半
切
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
大
和
物
語
三
九
段
の
後
半
で
、
こ
の
本
文
も
御
巫
本
や
鈴
鹿
本
に
近
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。
次
の
に
は
伝
後
二
条
天
皇
宸
筆
六
半

切
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
本
文
は
大
和
物
語
一
七
二
段
の
後
半
の
部
分
で
流
布
本
に
近
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
後
者
に
は
伝
石
井
了
派
筆
四
半
切
が
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
こ

れ
は
室
町
中
期
の
書
写
で
、
本
文
は
蓬
左
文
庫
本
な
ど
に
近
い
と
言
う
。
な
お
、
こ
れ
ら
三
葉
は
い
ず
れ
も
藤
井
氏
の
所
蔵
に
な
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
外
、
高
橋
正
治
氏
が
紹

介
さ
れ
た
も
の
に
﹁
北
野
克
氏
所
蔵
大
和
物
語
断
簡
の
本
文
の
系
統
﹂︵﹁
清
泉
女
子
大
学
紀
要
﹂
34
号
、
昭
和
61
年
12
月
︶
が
あ
る
。
こ
れ
も
そ
の
本
文
は
御
巫
本
、
鈴
鹿
本
の
系

統
に
属
す
る
も
の
と
み
て
お
ら
れ
る
。
伊
井
春
樹
氏
の
編
に
な
る
﹃
古
筆
切
資
料
集
成  

巻
四  

懐
紙
・
散
文
・
連
歌
﹄︵
思
文
閣
出
版
、
平
成
2
年
6
月
︶
に
は
後
二
条
天
皇
大
和

物
語
百
七
十
二
段
六
半
切
︵﹃
続
国
文
学
古
筆
切
入
門
﹄︶
、
後
水
尾
天
皇
大
和
物
語
二
十
六
・
二
十
七
段
大
和
物
語
切
︵﹁
当
市
木
下
家
所
蔵
品
第
一
回
入
札
﹂︶
、
同
四
十
五
段
大
和
物

語
切
︵﹃
古
今
墨
林
﹄︶
・
同
百
六
十
一
段
大
和
物
語
切
︵﹁
旧
姫
路
藩
男
爵
武
井
家
蔵
品
入
札
﹂︶
、
俊
成
百
二
十
段
大
和
物
語
切
︵﹁
日
本
の
古
典
﹂︶
の
五
葉
が
翻
刻
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
小
松
茂
美
氏
の
著
に
な
る
﹃
古
筆
学
大
成
23
物
語
・
物
語
注
釈
一
﹄︵
講
談
社
、
平
成
4
年
6
月
︶
に
は
、
大
和
物
語
の
古
筆
切
六
葉
を
写
真
版
︵
原
寸
大
︶
で
掲
載
し
て
い

る
。
即
ち
伝
紀
貫
之
筆
大
和
物
語
切
二
葉
、
筆
者
未
詳
大
和
物
語
切
︵
近
衛
家
�
模
写
︶
、
伝
慈
円
筆
大
和
物
語
切
、
伝
覚
源
筆
大
和
物
語
切
、
伝
後
水
尾
天
皇
筆
大
和
物
語
切
各

一
葉
が
そ
れ
で
あ
る
。
氏
の
解
説
に
よ
る
と
、
伝
紀
貫
之
筆
切
の
前
者
は
個
人
蔵
で
六
四
段
、
後
者
は
昭
和
美
術
館
蔵
で
一
二
〇
段
の
、
そ
れ
ぞ
れ
一
部
で
定
家
本
、
六
条
家
本

の
い
ず
れ
に
も
合
致
し
な
い
本
文
を
有
し
て
お
り
、
平
安
時
代
後
期
、
院
政
時
代
に
お
け
る
大
和
物
語
の
本
文
を
伝
え
る
希
有
な
資
料
と
い
う
。
次
に
筆
者
未
詳
切
は
陽
明
文
庫

蔵
で
一
六
八
段
の
一
部
。
十
二
世
紀
初
頭
の
頃
の
伝
本
の
存
在
を
示
し
て
お
り
、
本
文
研
究
上
の
重
要
な
資
料
と
の
こ
と
。
ま
た
、
伝
慈
円
筆
切
は
個
人
蔵
で
八
段
の
一
部
、
こ

れ
も
十
二
世
紀
初
頭
の
一
伝
本
の
姿
を
示
し
、
こ
の
切
の
原
本
は
六
条
家
本
、
定
家
本
に
対
立
す
る
異
本
の
一
つ
で
あ
っ
た
と
い
う
。
さ
ら
に
伝
覚
源
筆
切
は
弥
彦
神
社
蔵
で
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九
八
段
の
末
尾
。
十
三
世
紀
半
ば
過
ぎ
の
書
写
で
、
本
文
は
御
巫
本
、
久
曽
神
昇
氏
蔵
勝
命
本
に
適
合
し
、
当
時
に
お
け
る
六
条
家
本
の
伝
流
を
考
察
す
る
上
で
貴
重
な
資
料
に

な
る
と
い
う
。
最
後
の
伝
後
水
尾
天
皇
筆
切
は
個
人
蔵
で
一
〇
三
段
の
一
部
。
室
町
時
代
の
書
写
に
な
る
と
い
う
。
本
文
は
流
布
本
に
近
い
と
の
こ
と
。
久
曽
神
昇
氏
の
編
に
な

る
﹃
物
語
古
筆
断
簡
集
成
﹄︵
汲
古
書
院
、
平
成
14
年
1
月
︶
に
は
氏
所
蔵
の
大
和
物
語
の
断
簡
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
伝
藤
原
有
家
筆
大
和
物
語
︵
甲
︶、
伝
藤
原
有
家
筆

大
和
物
語
︵
乙
︶、
伝
津
守
国
冬
筆
大
和
物
語
、
伝
後
水
尾
天
皇
宸
翰
大
和
物
語
、
伝
高
階
重
経
筆
古
今
集
注
︵
大
和
物
語
︶
の
五
葉
が
そ
れ
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
影
印
の
み
な

ら
ず
、
翻
刻
、
解
説
が
付
さ
れ
て
い
る(15)
。
こ
の
外
、
小
島
孝
之
氏
が
紹
介
さ
れ
た
も
の
に
﹁
井
上
宗
雄
氏
所
蔵
古
筆
手
鑑
に
つ
い
て
﹂︵﹁
立
教
大
学
日
本
文
学
﹂
68
号
、
平
成
5
年

7
月
︶
が
あ
っ
た
。
伝
石
井
了
派
筆
で
大
和
物
語
七
八
～
八
一
段
の
も
の
。
本
文
は
流
布
本
に
近
い
。

大
和
物
語
の
古
筆
切
は
少
な
い
と
は
い
う
も
の
の
、
こ
の
よ
う
な
形
で
集
成
、
か
つ
紹
介
さ
れ
た
の
は
貴
重
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
中
に
は
異
本
に
近
い
も
の
も
あ
り
注
目
さ
れ

る
。
今
日
で
こ
そ
大
和
物
語
の
異
本
は
数
少
な
い
が
、
か
つ
て
は
異
本
が
多
く
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
今
後
は
こ
れ
ら
を
資
料
に
し
て
研
究
の
発
展
を
期
待
し
た
い
。
な

お
﹃
古
筆
学
大
成
28
釈
文
三
﹄︵
講
談
社
、
平
成
5
年
11
月
︶
に
は
釈
文
が
施
さ
れ
読
解
の
便
宜
が
は
か
ら
れ
て
い
る
。

六

大
和
物
語
の
伝
本
に
つ
い
て
、
そ
の
研
究
状
況
を
は
じ
め
、
影
印
や
翻
刻
の
状
況
等
に
つ
き
概
観
し
て
き
た
。
各
系
統
内
の
伝
本
の
関
係
は
ほ
ぼ
明
ら
か
に
さ
れ
つ
つ
あ
る
が
、

特
に
定
家
本
内
に
お
け
る
伝
本
帰
属
の
問
題
が
残
っ
て
い
る
。
そ
れ
と
第
一
類
、
二
類
、
三
類
の
関
係
と
な
る
と
ほ
と
ん
ど
不
明
で
あ
る
。
こ
の
解
決
に
は
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら

の
研
究
が
必
要
な
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
と
同
時
に
新
し
い
資
料
の
出
現
が
望
ま
れ
よ
う
。
近
年
、
古
筆
切
が
見
直
さ
れ
つ
つ
あ
る
が
、
そ
れ
の
多
く
の
出
現
を
期
待
し
、

活
用
す
る
こ
と
も
研
究
の
進
展
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
。

と
も
か
く
そ
の
成
果
は
今
後
に
俟
つ
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
現
存
の
資
料
と
今
ま
で
の
研
究
成
果
を
基
本
に
置
い
て
一
歩
一
歩
前
進
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

注
⑴
　﹁
紫
ノ
一
本
ト
云
ハ
大
和
物
語
云
舒
明
天
皇
ノ
御
時
笠
清
丸
ト
云
モ
ノ
武
蔵
介
ニ
テ
ス
ミ
ケ
ル
時
ニ
上
洛
ス
ト
テ
妻
ヲ
留
テ
上
リ
ヌ
妻
ア
ト
ニ
テ
病
死
ス
夫
下
テ
妻
ノ
死
亡
セ
ル

野
ヲ
見
レ
ハ
紫
ノ
ハ
カ
マ
ハ
カ
リ
有
テ
主
ハ
ナ
シ
コ
キ
ハ
カ
マ
朽
テ
紫
ト
ナ
レ
リ
コ
レ
ヨ
リ
紫
ノ
一
本
ユ
へ
ニ
草
木
マ
テ
モ
武
蔵
野
中
ハ
ナ
ツ
カ
シ
ト
云
リ
﹂︵﹃
昆
沙
門
堂
本
古

今
集
注
﹄︿
片
桐
洋
一
氏
編
　
八
木
書
店
　
平
成
10
年
10
月
﹀
に
拠
る
︶

⑵
　﹁
宇
治
大
納
言
物
語
云
平
仲
定
文
は
女
の
も
と
に
ゆ
き
て
な
く
ま
ね
を
し
て
硯
の
水
入
を
ふ
と
こ
ろ
に
も
ち
て
目
を
な
ん
ぬ
ら
し
け
る
を
女
心
え
て
墨
を
す
り
て
入
た
り
け
る
を
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し
ら
て
又
ぬ
ら
し
け
れ
は
女
か
ゝ
み
を
み
せ
て
よ
め
る
我
に
こ
そ
つ
ら
さ
は
君
か
み
す
れ
と
も
人
に
す
み
つ
く
か
ほ
の
け
し
き
よ
大
和
物
か
た
り
に
も
此
事
あ
り
﹂、﹁
伊
勢
物
語

む
か
し
男
い
も
う
と
の
お
か
し
き
を
み
お
り
て
う
ら
わ
か
み
ね
よ
け
に
み
ゆ
る
若
草
を
人
の
む
す
は
ん
こ
と
を
し
そ
思
ふ
と
き
こ
え
け
る
返
し
初
草
の
な
と
め
つ
ら
し
き
こ
と
の

葉
そ
う
ら
な
く
物
を
思
ひ
け
る
か
な
琴
の
事
伊
勢
物
語
に
は
無
所
見
在
大
和
物
語
う
ら
な
く
も
の
を
と
い
ひ
た
る
姫
君
も
さ
れ
て
以
前
返
歌
也
﹂︵﹃
河
海
抄
　
伝
兼
良
筆
本
一
、

二
天
　
理

図
書
館

善
本
叢
書
70
、
71
﹄︿
解
題
長
崎
健
氏
　
八
木
書
店
　
昭
和
60
年
3
、
5
月
﹀
に
拠
る
︶

⑶
　
氏
の
言
わ
れ
る
﹁
和
歌
二
百
七
十
首
此
内
連
歌
三
首
﹂
本
と
は
、
次
の
図
か
ら
Ⅰ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅳ
Ⅴ
を
除
い
た
も
の
で
あ
る
と
の
こ
と
。
Ⅰ
～
Ⅴ
は
成
立
順
序
を
示
す
。

⑷
　
高
橋
氏
の
指
摘
さ
れ
た
公
忠
集
と
大
和
物
語
と
の
関
係
に
お
い
て
見
ら
れ
る
連
歌
の
問
題
を
と
り
あ
げ
て
そ
の
妥
当
性
を
考
え
た
も
の
で
、
氏
の
考
え
に
は
納
得
で
き
な
い
と
言

わ
れ
て
い
る
。

⑸
　
問
題
と
な
る
﹁
お
も
ふ
ら
ん
﹂
の
歌
に
つ
い
て
、
こ
の
歌
は
連
歌
に
な
っ
て
い
る
方
が
正
し
い
こ
と
を
論
証
さ
れ
て
い
る
。

⑹
　
こ
の
ほ
か
、
片
桐
洋
一
氏
は
第
一
類
系
統
を
す
べ
て
定
家
本
系
統
と
称
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
中
で
書
写
年
月
を
奥
書
に
記
さ
な
い
本
は
、
お
お
む
ね
初
期
の
書
写
か
軽
い
気

持
ち
で
の
書
写
。
研
究
が
進
み
、
自
他
共
に
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
ろ
に
は
、
そ
の
書
写
の
年
号
を
奥
書
に
記
し
た
の
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
て
い
る
︵﹃
鑑
賞
　
第
５
巻

日
本
古
典
文
学

伊
勢
物
語
・
大
和
物
語
﹄
角
川
書
店
、
昭
和
50
年
11
月
︶。
ま
た
、
迫
氏
も
次
の
よ
う
に
系
統
分
類
さ
れ
て
い
る
︵﹃
大
和
物
語  

永
青
文
庫
本
﹄
勉
誠
社
、
昭
和
57
年
5
月
︶。

第
一
類
　
流
布
本
系
統

︵
一
︶
定
家
自
筆
本
系
統

　
Ａ
寛
喜
本
系
統

　
Ｂ
天
福
本
系
統

　
Ｃ
桂
宮
本
系
統
︵
永
青
文
庫
本
も
含
む
︶

︵
二
︶
為
氏
本
系
統
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︵
三
︶
為
家
本
系
統

第
二
類
　
異
本
系
統

︵
一
︶
六
条
家
本
系
統
︵
御
巫
本
、
鈴
鹿
本
︶

︵
二
︶
勝
命
本
系
統
︵
支
子
文
庫
本
、
久
曽
神
博
士
所
蔵
本
︶

⑺
　
為
家
本
を
底
本
と
し
た
も
の
に
﹃
改
造
文
庫
大
和
物
語
﹄︵
水
野
駒
雄
氏
校
註
、
改
造
社
、
昭
和
13
年
1
月
︶、﹃
校
本
大
和
物
語
と
そ
の
研
究
﹄︵
阿
部
俊
子
氏
著
、
三
省
堂
、
昭

和
29
年
6
月
、
増
補
版
　
昭
和
45
年
10
月
︶、﹃
日
本
古
典
文
学
大
系
大
和
物
語
﹄︵
阿
部
俊
子
氏
・
今
井
源
衛
氏
校
注
、
岩
波
書
店
、
昭
和
32
年
10
月
︶、﹃
大
和
物
語  

校
注
古
典
叢

書
﹄︵
阿
部
俊
子
氏
校
注
、
明
治
書
院
、
昭
和
47
年
3
月
︶、﹃
大
和
物
語
の
注
釈
と
研
究
﹄︵
柿
本
奨
氏
著
、
武
蔵
野
書
院
、
昭
和
56
年
2
月
︶、﹃
校
注
大
和
物
語
﹄︵
柳
田
忠
則

編
、
新
典
社
、
昭
和
63
年
4
月
︶、﹃
大
和
物
語
評
釈  

上
巻
、
下
巻
﹄︵
今
井
源
衛
氏
著
、
笠
間
書
院
、
上
巻
、
平
成
11
年
3
月
　
下
巻
、
平
成
12
年
2
月
︶
が
あ
る
。
ま
た
為
氏

本
を
底
本
と
し
た
も
の
に
﹃
日
本
古
典
全
書
大
和
物
語
﹄︵
南
波
浩
校
註
、
朝
日
新
聞
社
、
昭
和
36
年
10
月
︶、﹃
大
和
物
語  

有
精
堂
校
注
叢
書
﹄︵
雨
海
博
洋
氏
校
注
、
有
精
堂
出
版
、

昭
和
63
年
3
月
︶、﹃
大
和
物
語
全
釈
﹄︵
森
本
茂
氏
著
、
大
学
堂
書
店
、
平
成
5
年
12
月
︶、﹃
大
和
物
語
︵
上
︶、︵
下
︶
講
談
社
学
術
文
庫
﹄︵
雨
海
博
洋
氏
・
岡
山
美
樹
氏
著
　
講

談
社
、
平
成
18
年
1
、
2
月
︶
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、
阿
部
氏
の
﹃
大
和
物
語  

校
注
古
典
叢
書
﹄、
柿
本
氏
の
﹃
大
和
物
語
の
注
釈
と
研
究
﹄、
柳
田
の
﹃
校
注
大
和
物
語
﹄、

南
波
氏
の
﹃
日
本
古
典
全
書
﹄、
雨
海
氏
の
﹃
大
和
物
語  

有
精
堂
校
注
叢
書
﹄、
森
本
茂
氏
の
﹃
大
和
物
語
全
釈
﹄、
今
井
源
衛
氏
の
﹃
大
和
物
語
評
釈  

上
巻
、
下
巻
﹄、
雨
海
、
岡

山
両
氏
の
﹃
大
和
物
語
︵
上
︶、︵
下
︶
講
談
社
学
術
文
庫
﹄
は
先
程
の
複
製
本
に
拠
っ
て
い
る
。

⑻
　
片
桐
洋
一
氏
の
﹃
鑑
賞
　
第
５
巻

日
本
古
典
文
学

伊
勢
物
語
・
大
和
物
語
﹄、
高
橋
亨
氏
の
﹃
竹
取
物
語
・
大
和
物
語  

日
本
の
文
学
古
典
編
﹄︵
ほ
る
ぷ
出
版
、
昭
和
61
年
9
月
︶
も
こ
れ
を
底
本
に

し
て
い
る
。

⑼
　﹁
太
宰
府
天
満
宮
所
蔵
、
近
世
初
期
写
。
墨
付
七
拾
七
枚
、
巻
頭
一
葉
を
欠
く
。
天
福
元
年
十
二
月
廿
九
日
、
同
二
年
正
月
十
六
日
の
各
々
の
識
語
、
応
永
廿
一
年
五
月
十
日
、

文
安
三
年
五
月
四
日
智
薀
の
各
奥
書
、
巻
末
に
信
誠
の
署
名
な
ど
が
あ
る
。
巌
島
神
社
野
坂
本
と
同
系
統
の
天
福
本
﹂
と
あ
る
。

⑽
　
こ
れ
ら
の
ほ
か
に
、﹃
訂
正

再
版

国
文
註
釈
全
書  

十
﹄︵
本
居
豊
頴
氏
・
他
校
訂
、
皇
学
書
院
、
大
正
3
年
5
月
︶、﹃
大
和
物
語
古
註
大
成
﹄︵
国
文
名
著
刊
行
会
、
昭
和
9
年
11
月
︶、﹃
大

和
物
語
古
註
釈
大
成
﹄︵
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
、
昭
和
54
年
6
月
︶、﹃
大
和
物
語
諸
注
集
成
﹄︵
桜
楓
社
、
昭
和
58
年
5
月
︶
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

⑾
　
活
字
化
さ
れ
た
も
の
に
﹃
群
書
類
従  

第
十
一
輯  

物
語
部
﹄︵
経
済
雑
誌
社
、
明
治
27
年
3
月
︶、﹃
校新

群
書
類
従  

第
十
四
巻  

物
語
部
﹄︵
校
訂
井
野
邊
茂
雄
氏
、
内
外
書
籍
株
式

会
社
、
昭
和
3
年
9
月
︶
が
あ
る
。

⑿
　
こ
の
外
、﹁
玉
英
堂
稀
覯
本
書
目
﹂
207
号
︵
平
成
4
年
5
月
︶
に
﹁
奈
良
絵
本
大
和
物
語
﹂
が
掲
載
さ
れ
た
。
そ
の
解
説
に
よ
る
と
、
絵
二
十
五
図
、
寛
文
延
宝
頃
の
書
写
で
引
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か
れ
て
い
る
本
文
は
尊
経
閣
蔵
伝
為
家
筆
本
に
ほ
と
ん
ど
一
致
す
る
と
い
う
。

⒀
　
平
成
8
年
11
月
8
、
9
日
の
東
京
古
典
会
古
典
籍
下
見
展
観
に
出
品
︵﹃
古
典
籍
下
見
展
観
大
入
札
会
目
録
﹄
平
成
8
年
11
月
　
主
催
東
京
古
典
会
︶

⒁
　
こ
れ
以
前
に
氏
に
よ
り
﹁
故
田
村
専
一
郎
名
誉
教
授
旧
蔵
支
子
文
庫
本
﹁
大
和
物
語
﹂
に
つ
い
て
﹂︵﹁
九
州
大
学
図
書
館
情
報
﹂
12
巻
1
号
、
昭
和
51
年
3
月
︶、﹁
支
子
文
庫
本

﹁
大
和
物
語
﹂﹂︵﹁
九
州
大
学
大
学
広
報
﹂
438
号
、
昭
和
51
年
6
月
︶、﹁
支
子
文
庫
本
大
和
物
語
の
こ
と
な
ど
﹂︵﹁
天
理
図
書
館
善
本
叢
書
月
報
﹂
29
、
昭
和
51
年
7
月
︶
に
報
告

さ
れ
た
が
、
こ
れ
ら
を
ふ
ま
え
て
詳
細
に
考
察
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
本
文
に
つ
い
て
、
支
子
文
庫
本
が
六
条
家
本
系
統
で
あ
る
こ
と
に
は
違
い
な
い
が
、
平
安
末
に
存
在
し
た

六
条
家
本
諸
本
中
の
位
置
づ
け
の
困
難
さ
を
説
き
、
こ
の
本
に
存
在
す
る
校
異
注
記
が
そ
の
ヒ
ン
ト
に
な
ろ
う
と
言
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
勝
命
本
原
本
の
面
影
を
残
し
て
い
る

と
言
わ
れ
て
い
る
勘
注
に
つ
い
て
、
そ
の
全
文
を
翻
刻
し
、
人
名
、
出
典
、
書
目
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
、
注
釈
者
の
慎
重
な
態
度
を
見
い
出
さ
れ
て
い
る
。

⒂
　
こ
の
五
葉
の
本
文
に
つ
い
て
﹃
校
本
大
和
物
語
と
そ
の
研
究
﹄
に
対
校
し
た
︵﹁
最
近
に
お
け
る
﹃
大
和
物
語
﹄
研
究
文
献
︵
十
︶
︱
平
成
十
四
年
一
月
よ
り
平
成
十
七
年
十
二

月
に
至
る
︱
﹂︵﹁
総
合
文
化
研
究
﹂
12
巻
1
号
、
平
成
18
年
6
月
　
後
に
﹃
大
和
物
語
研
究
史
﹄︿
翰
林
書
房
、
平
成
18
年
11
月
﹀
に
再
録
︶。
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第
二
節
　
伝
為
氏
筆
本
﹃
大
和
物
語
﹄
の
研
究

一

大
和
物
語
の
伝
本
は
大
き
く
二
条
家
本
系
統
と
六
条
家
本
系
統
に
分
け
ら
れ
る
。
伝
為
氏
筆
本
大
和
物
語
以
下
、
為
氏

本
と
略
称
。
は
前
者
に
属
し
、
か
つ
て
池
田
亀
鑑
氏
の
解
説
で
﹁
古
文

学
秘
籍
叢
刊
﹂
の
一
冊
と
し
て
複
製
刊
行
さ
れ
た(1)
。
そ
れ
ゆ
え
該
本
の
体
裁
や
伝
来
等
の
詳
細
に
つ
い
て
は
そ
れ
に
譲
る
。
た
だ
、
こ
れ
が
刊
行
さ
れ
て
か
ら
か
な
り
の
年
月
を

経
て
お
り
、
そ
の
間
に
あ
っ
て
為
氏
本
自
体
、
所
蔵
者
が
変
遷
し
、
現
在
は
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
の
所
蔵
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
度
、
同
館
の
御
厚
意
に
よ
り
為
氏
本
を
調
査

す
る
機
会
を
得
た
の
で
、
池
田
氏
が
解
説
で
ふ
れ
ら
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
や
、
為
氏
本
の
変
遷
を
補
い
つ
つ
改
め
て
簡
略
に
記
し
て
お
き
た
い
。

為
氏
本
は
三
条
西
家
旧
蔵
で
あ
る
が
、
永
く
同
家
に
伝
え
ら
れ
て
き
た
も
の
で
は
な
く
、
同
家
が
戦
前
に
本
郷
の
古
書
肆
か
ら
購
入
さ
れ
た
由
で
あ
る(2)
。
該
本
は
二
重
の
箱
に

納
め
ら
れ
て
い
る
。
外
箱
は
杉
材
で
、
蓋
の
中
央
に
﹁
二
条
家
為
氏
�
大
和
物
語
上
下
二
冊
﹂
と
あ
り
、
そ
の
下
に
﹁
大
嶋マ
ゝ

蔵
書
﹂
の
印
と
、
蓋
の
右
下
に
﹁
大
島
雅
太
郎
﹂
の

名
刺
が
貼
付
さ
れ
て
い
る
。
内
箱
は
精
巧
な
金
の
梨
子
地
、
蓋
の
中
央
に
﹁
大
和
物
語
﹂
の
四
字
を
金
に
て
題
す
。
該
本
は
縦
十
五
・
〇
セ
ン
チ
の
升
型
本
。
表
紙
は
緑
色
の
地

に
金
の
菊
花
文
様
を
織
る
金
襴
、
そ
の
上
左
端
に
﹁
大
和
物
語
上
︵
下
︶﹂
と
題
簽
を
付
し
て
い
る
。
見
返
し
は
金
銀
散
ら
し
雲
形
の
模
様
。
本
文
は
一
面
十
一
行
、
和
歌
は
二

字
下
げ
二
行
書
き
。
墨
付
上
冊
五
十
丁
・
下
冊
八
十
三
丁
で
、
上
冊
の
見
開
巻
頭
の
左
端
上
に
極
札
、﹁
為
氏
�
大
和
物
語
一
冊
︵
印
︶﹂、﹁
大
和
物
語
二
条
為
氏
�
︵
印
︶﹂
を

貼
付
し
、
見
開
巻
頭
の
中
央
真
中
に
﹁
を
ば
ま
﹂
の
印
と
最
後
の
遊
紙
の
表
右
下
に
﹁
を
ば
ま
﹂、﹁
青
谿
書
屋
﹂
の
印
が
あ
る
。
ま
た
、
下
冊
の
見
開
巻
頭
の
中
央
に
﹁
を
ば
ま
﹂

の
印
と
最
後
の
八
十
三
枚
目
表
の
左
下
に
﹁
を
ば
ま
﹂
と
﹁
青
谿
書
屋
﹂
の
印
が
あ
る
。
そ
の
裏
は
白
紙
に
な
っ
て
い
る
。
該
本
は
極
札
に
見
え
る
ご
と
く
為
氏
筆
と
伝
え
ら
れ

て
い
る
が
、
に
わ
か
に
断
定
で
き
な
い
。
た
だ
、
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る(3)
よ
う
に
鎌
倉
時
代
中
期
を
下
ら
な
い
書
写
と
み
て
よ
か
ろ
う
。
戦
後
、
三
条
西
家
を
出
て
、
小
汀
利
得

氏
に
移
り
、
そ
の
後
、
一
誠
堂
書
店
を
経
て
、
前
述
し
た
よ
う
に
現
在
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
︵
Ｈ
︱
一
三
二
︶
に
な
っ
て
い
る
。
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
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前
記
の
複
製
本
は
、
今
日
で
は
稀
覯
本
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
そ
の
後
、﹁
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
貴
重
典
籍
叢
書
﹂
の
一
冊
と
し
て
影
印
刊
行
さ
れ
た(4)
。

大
和
物
語
の
伝
本
の
多
く
が
室
町
時
代
以
降
の
書
写
に
な
る
中
で
、
為
氏
本
は
前
記
の
ご
と
く
鎌
倉
時
代
中
期
を
下
ら
な
い
書
写
と
推
定
さ
れ
て
お
り
、
伝
為
家
筆
本
大
和
物

語
以
下
、
為
家

本
と
略
称
。
と
並
ん
で
重
視
さ
れ
て
き
た
。
そ
れ
と
、
大
和
物
語
の
伝
本
に
は
定
家
本
も
存
在
し
て
い
る(5)
こ
と
か
ら
、
当
然
、
定
家
か
ら
為
家
、
さ
ら
に
為
氏
へ
の
相
伝
が
考
え

ら
れ
よ
う
。
そ
れ
を
探
る
手
立
て
と
し
て
池
田
亀
鑑
氏
は
為
家
本
に
定
家
本
、
為
氏
本
を
対
校
し
校
異
表
を
作
成
さ
れ
た(6)
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
三
本
間
の
異
同
数
を
次
の
よ
う
に

集
計
し
て
お
ら
れ
る
。

　
為
家
本
と
為
氏
本
と
の
異
同
数
　
七
二
五

　
為
家
本
と
定
家
本
と
の
異
同
数
　
二
八
一

　
為
氏
本
と
定
家
本
と
の
異
同
数
　
六
六
二

こ
の
結
果
、
為
家
本
と
定
家
本
は
比
較
的
近
い
が
、
為
氏
本
は
両
者
か
ら
離
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

そ
の
後
、
為
氏
本
と
同
系
統
の
大
永
本(7)
が
、
さ
ら
に
玄
陽
文
庫
本(8)
が
そ
れ
ぞ
れ
出
現
し
た
。
大
永
本
の
本
文
に
つ
い
て
は
新
藤
協
三
氏
に
よ
る
詳
細
な
研
究
が
あ
る(9)
。
氏
は
為

氏
本
系
統
の
本
文
批
判
を
行
う
上
で
大
永
本
の
意
義
を
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
ま
た
、
高
橋
正
治
氏
は
為
家
本
を
底
本
に
し
て
大
永
本
と
玄
陽
文
庫
本
を
対
校
さ
れ
た(10)
。
そ
し
て
、

こ
れ
ら
三
本
間
の
異
同
を
統
計
処
理
し
、
こ
れ
ら
の
関
係
を
次
の
よ
う
に
位
置
づ
け
て
お
ら
れ
る
。

こ
れ
は
こ
の
系
統
の
伝
本
研
究
に
お
い
て
大
き
な
進
展
で
あ
っ
た
。
高
橋
氏
も
そ
の
中
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
れ
ら
三
本
の
関
係
か
ら
み
て
も
為
氏
本
は
特
異
な
存
在

で
あ
る
。
ま
た
、
鈴
木
裕
史
氏
は
為
氏
本
の
敬
語
表
現
や
語
法
か
ら
、
そ
の
本
文
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
た(11)
。
そ
の
結
果
、
為
氏
本
の
本
文
に
は
破
格
の
も
の
が
散
見
し
、
こ
れ
ら

は
成
立
時
の
言
語
を
伝
え
て
い
な
い
と
言
わ
れ
る
。
こ
の
原
因
と
し
て
書
写
当
時
の
言
語
状
況
に
あ
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
Ａ
系
統
高
橋
氏
の
分

類
に
よ
る
。
内
諸
本
は
玄
陽

文
庫
本
が
最
善
本
で
、
そ
の
次
が
大
永
本
、
最
下
位
が
為
氏
本
と
い
う
序
列
を
示
さ
れ
た
。
具
体
的
に
言
及
さ
れ
て
い
る
点
は
注
目
さ
れ
よ
う
。
た
だ
、
氏
の
言
わ
れ
る
﹁
書
写

当
時
の
言
語
状
況
﹂
と
は
ど
の
よ
う
な
状
況
を
言
う
の
か
、
よ
り
詳
し
い
研
究
が
望
ま
れ
る
。

そ
こ
で
、
本
稿
に
お
い
て
は
、
先
学
が
指
摘
さ
れ
た
様
々
な
現
象
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
由
来
す
る
の
か
、
そ
の
一
端
を
考
察
し
て
み
よ
う
と
思
う
。
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二

さ
て
、
そ
の
方
法
で
あ
る
が
、
前
述
し
た
池
田
氏
の
校
異
表
に
大
永
本
、
玄
陽
文
庫
本
を
対
校
し
て
み
た
。
そ
の
際
、
大
和
物
語
の
校
本
類(12)
を
参
照
し
た
。
そ
の
結
果
、
こ
れ

ら
三
本
が
共
通
す
る
箇
所
は
多
く
、
こ
れ
は
当
然
の
結
果
と
言
え
よ
う
。
た
だ
、
そ
こ
に
は
こ
れ
ら
三
本
の
み
で
な
く
、
他
の
伝
本
も
共
通
し
て
い
る
場
合
も
あ
る
。
そ
れ
も
二

本
の
場
合
、
あ
る
い
は
数
本
の
場
合
と
一
定
で
な
い
。
そ
う
い
う
わ
け
で
、
と
り
あ
え
ず
何
か
特
徴
的
な
も
の
を
見
い
出
す
た
め
に
為
氏
本
と
玄
陽
文
庫
本
の
み
と
共
通
す
る
場

合
、
為
氏
本
と
大
永
本
の
み
が
共
通
す
る
場
合
に
分
け
て
考
え
て
い
き
た
い
。
ま
ず
前
者
に
該
当
す
る
箇
所
を
あ
げ
て
み
よ
う
。

︵
注
︶   

﹁
為
氏
本
・
玄
陽
文
庫
本
の
本
文
﹂は
為
氏
本
を
底
本
に
し
た
。
圏
点
は
異
同
の
対
象
を
、何
も
付
け
て
い
な
い
箇
所
は
全
体
が
そ
の
対
象
で
あ
る
こ
と
を
そ
れ
ぞ
れ
示
し
て
い
る
。

伝
本
略
号
は
以
下
の
通
り
。
巫
︵
御
巫
本
︶・
鈴
︵
鈴
鹿
本
︶。
こ
れ
ら
は
以
下
も
同
様
。

為
氏
本
と
玄
陽
文
庫
本
の
み
と
は
い
う
も
の
の
、
今
後
、
新
し
い
資
料
が
出
現
し
改
め
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
現
段
階
で
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と

は
後
者
や
独
自
異
文
に
つ
い
て
も
同
じ
で
あ
る
。

為
氏
本
と
玄
陽
文
庫
本
と
の
共
通
数
は
少
な
い
が
、
何
ら
か
の
関
係
は
認
め
ら
れ
よ
う
。
こ
の
う
ち
ど
れ
を
み
て
も
い
ず
れ
が
妥
当
で
あ
る
の
か
判
断
で
き
な
い
。
た
だ
、
⑷

に
お
い
て
こ
の
箇
所
で
は
共
通
し
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
前
を
み
る
と
玄
陽
文
庫
本
は
﹁
こ
の
こ
と
ゝ
も
﹂
と
あ
り
意
味
が
異
な
る
。
こ
こ
は
為
氏
本
の
誤
写
か
改
変
で
あ
ろ
う
。

番
号

章
段

為
氏
本
・
玄
陽
文
庫
本
の
本
文

為
家
本
の
本
文
及
び
異
文

⑴⑵⑶⑷⑸

６5892144 156    

あ
さ
た
ゝ
の
中
将
の8

み
ち
の
く
の

く
れ
さ
ら
め
や
と

こ
の
こ
と
も
ゝ8

む
か
し
の
こ
と
く
に

8

8

8

8

あ
ら
す

ナ
シ

み
ち
の
く
に
の

み
ち
の
国
の
︵
巫
︶

国
の
︵
鈴
︶

く
れ
さ
ら
め
や
は
と

ナ
シ

こ
と
く
に
も
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大
永
本
に
は
﹁
イ
﹂
と
し
て
校
異
が
記
さ
れ
て
い
る
。
高
橋
正
治
氏
は
、
こ
の
校
異
に
依
拠
し
た
伝
本
は
為
氏
本
系
統
の
一
本
で
あ
る
こ
と
、
大
永
本
に
お
け
る
校
異
の
本
文
化

は
存
在
し
な
い
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
い
る(13)
。
確
か
に
大
永
本
の
﹁
イ
﹂
に
は
為
氏
本
の
本
文
の
多
く
が
共
通
し
て
い
る
。
だ
が
、
こ
こ
に
あ
げ
た
為
氏
本
・
玄
陽
文
庫
本
の
本
文

は
大
永
本
の
校
異
に
採
用
さ
れ
て
い
な
い
。
大
永
本
は
あ
れ
ほ
ど
ま
で
丹
念
に
多
く
の
校
異
を
記
し
て
い
る
の
に
ひ
と
つ
も
な
い
と
い
う
こ
と
を
ど
う
考
え
た
ら
よ
い
の
か
。
憶

測
す
る
に
、
大
永
本
書
写
者
が
校
異
に
依
拠
し
た
伝
本
に
異
同
が
な
か
っ
た
か
ら
記
さ
な
か
っ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
こ
れ
ら
の
本
文
は
大
永
本
書
写
者
が
校
異
に
依
拠
し
た
伝
本

よ
り
後
に
成
立
し
た
か
の
い
ず
れ
か
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
こ
で
は
い
ず
れ
と
も
断
定
で
き
な
い
。
そ
れ
に
し
て
も
為
氏
本
が
複
雑
な
生
成
を
経
て
い
る
一
面
を
垣
間
見
る
こ

と
が
で
き
よ
う
。
こ
れ
は
後
者
に
つ
い
て
も
同
じ
こ
と
が
言
え
よ
う
。

さ
て
、
次
に
後
者
で
あ
る
が
、
そ
の
数
は
多
く
前
者
の
約
十
倍
に
な
る
。
今
、
そ
れ
ら
を
あ
げ
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

番
号

章
段

為
氏
本
・
大
永
本
の
本
文

為
家
本
の
本
文
及
び
異
文

⑴

17

ナ
シ

と
な
ん
い
へ
り
け
れ
は

⑵

23

陽
成
院
の
二
条8

の
み
こ

ナ
シ

⑶

37

い
つ
も

い
つ
も
か
は
ら
か
ら

⑷

44

た
れ
か
き
さ
ら
ん
ぬ
れ
き
ぬ
は

8

8

8

8

8

8

ぬ
れ
こ
ろ
も

⑸

64

と
う
か
は
り

と
は
か
り
あ
り
て

⑹

81

敦
忠
の
き
み
お
は
し
け
る
こ
ろ

8

8

8

8

8

8

8

8

お
は
し
け
る

お
は
し
け
り
︵
玄
・
図
︶

⑺

103

い
ろ
を

8

8

8

こ
の
む
わ
さ
は

い
ろ

色
︵
巫
・
鈴
・
衆
・
図
︶

⑻

〃

た
れ
に
と
あ
る
ふ
み

ナ
シ

⑼

〃

給
こ
と
も
あ
り
と
も

8

8

8

8

8

8

あ
り
と
も

も
あ
ら
め
︵
巫
・
鈴
︶

⑽

105

み
れ
は
ふ
み
な
と

8

8

8

8

み
え
け
る

ふ
み
な
む

文
な
ん
︵
巫
・
鈴
︶

ふ
み
な
ん
︵
抄
・
類
・
衆
︶



28第一章　大和物語の伝本

⑾

106

い
つ
も
み
し
か
と

い
つ
と
み
し
か
と

⑿

126

野
の
大
弐

野
大
弐

⒀

134

人
に
し
も
し
ら
せ

ナ
シ

⒁

137

み
め
く
り
つ
ゝ

め
く
り
つ
ゝ

⒂

141

ほ
か
の
た
よ
り
あ
り
て

8

8

8

8

8

8

タ
ダ
シ
大
永

本
ハ
﹁
有
て
﹂

た
よ
り

か
た
よ
り
︵
巫
・
鈴
︶

た
よ
り
よ
り
︵
抄
・
類
・
衆
︶

た
よ
り

〱
︵
親
︶

⒃

〃

お
も
ふ
と
ひ
た
り

8

8

8

け
れ
は

ナ
シ

⒄

142

は
て
た
ま
ふ
へ
き
に
し
も
あ
ら
す

8

8

8

8

8

8

8

に
も
あ
ら
す

な
ら
な
く
に
と
お
も
ひ
て
︵
巫
・
鈴
︶

⒅

145

か
つ
け
も
の
な
と

8

8

た
ま
ふ

ナ
シ

⒆

146

南
院
の
七
郎
の
き
み

8

8

8

8

8

8

七
ら
う
君

七
郎
君
︵
巫
・
鈴
・
類
・
図
︶

⒇

147

を
な
し
や
う
な
り
け
れ
は

8

8

8

8

ナ
シ

㉑

〃

あ
る
い
は
タ
ダ
シ
大
永
本
ハ

﹁
ひ
﹂
ト
ア
ル
。

あ
る
は

㉒

〃

こ
と
く
に
の
ひ
と

8

8

タ
ダ
シ
大
永
本
ハ

﹁
こ
と
国
の
人
ハ
﹂

ひ
と
の

人
は
︵
巫
・
光
︶

人
を
は
︵
鈴
︶

㉓

〃

た
ち
な
ん
と

な
ち
な
と

㉔

〃

い
と

8

8

を
そ
ろ
し
と

ナ
シ

25

〃

さ
め
て
の
ち

さ
め
て

26

〃

つ
き
て
あ
け
り

8

8

8

け
る

27

148

た
ま
ひ
け
る
ほ
ど
に
タ
ダ
シ
大
永
本
ハ

﹁
給
ひ
け
る
程
に
﹂

た
ま
ひ
け
り

給
け
り
︵
巫
・
鈴
・
類
・
衆
︶
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給
ひ
け
り
︵
図
︶

㉘

148

を
さ
な
き
も
の
な
り

8

8

と

な
と
の
や
う
な
る

29

〃

め
を
と
ゝ
め
て

心
を
と
ゝ
め
て

心
と
ゝ
め
て
︵
巫
・
鈴
︶

心
を
お
さ
め
て
︵
抄
︶

心
を
さ
め
て
︵
類
︶

30

149

こ
ゝ
ろ
に
は

8

8

8

8

8

か
き
り
な
く
大
永
本
ハ

﹁
心
に
は
﹂

心
ち
に
は

ナ
シ
︵
巫
・
鈴
・
光
︶

心
地
に
も
︵
玄
︶

心
ち
に
も
︵
類
・
図
︶

㉛

150

し
た
ま
は
さ
り
け
れ
は
大

永

本

ハ

﹁
給
は
さ
り
﹂

し
け
れ
は

32

152

お
ほ
し
め
し
た
る

お
ほ
し
た
る

㉝

〃

よ
の
な
か
の
人
す
え
を
は

8

8

8

8

大

永

本

ハ

﹁
す
ゑ
を
は
﹂

も
と
を
は

㉞

155

い
て
た
ま
ひ
た
り
け
る
大
永
本
ハ

﹁
出
給
ひ
﹂

い
て
た
り
け
る

い
き
た
り
け
る
︵
巫
・
鈴
︶

出
た
り
け
る
︵
玄
︶

35

〃

も
の
な
と
も

8

8

8

8

8

く
は
て
大
永
本
ハ

﹁
物
な
と
﹂

物
も

も
の
︵
光
︶

㊱

157

お
と
こ
に
か
く
と

お
と
こ
に

ナ
シ
︵
鈴
︶

㊲

158

や
ま
と
の
く
に
ゝ
お
と
こ

8

8

8

8

お
と
こ
女

38

160

あ
ら
ひ

8

8

8

な
と
す
る
人

あ
ら
は
ひ

39

162

う
ち
に
さ
ふ
ら
ひ
け
る

8

8

8

8

8

8

に

さ
ふ
ら
ふ

さ
ふ
ら
ひ
給
ふ
︵
巫
・
鈴
︶

40

165

さ
い
中
将
の8

8

ナ
シ
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︵
注
︶　﹁
為
氏
本
・
大
永
本
の
本
文
﹂
は
為
氏
本
を
底
本
に
し
た
。
伝
本
略
号
は
以
下
の
通
り
。
類
︵
群
書
類
従
本
︶、
玄
︵
玄
陽
文
庫
本
︶、
図
︵
宮
内
庁
書
陵
部
本
︶、
光
︵
光
阿
弥

陀
仏
本
︶、
親
︵
親
長
本
︶、
抄
︵
北
村
季
吟
の
拾
穂
抄
本
文
︶、
抄
一
本
︵
拾
穂
抄
の
中
で
校
異
に
示
し
て
い
る
一
本
︶。
こ
れ
ら
は
以
下
も
同
様
。

為
氏
本
と
大
永
本
の
密
接
な
関
係
が
理
解
で
き
よ
う
。
こ
の
う
ち
⑴
⑷
㉘
㉛
㉝
㊱
に
つ
い
て
は
新
藤
氏
に
よ
り
指
摘
さ
れ
て
い
る(14)
。
た
だ
、
問
題
は
大
永
本
に
み
ら
れ
る
校
異
を

ど
う
考
え
る
か
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
こ
で
は
密
接
な
関
係
を
示
し
て
い
る
の
に
、
前
述
し
た
よ
う
に
大
永
本
で
は
為
氏
本
系
統
の
一
本
を
﹁
イ
﹂
と
み
て
い
る
の
で
あ
る
。
い

わ
ば
こ
う
し
た
矛
盾
を
ど
う
理
解
し
た
ら
よ
い
の
か
。
思
う
に
為
氏
本
と
大
永
本
は
淵
源
を
同
じ
に
し
て
、
転
写
過
程
で
異
同
を
生
じ
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
は
様
々

な
現
象
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
目
に
と
ま
っ
た
主
な
箇
所
を
み
て
い
こ
う
。

ま
ず
㉓
で
あ
る
が
、こ
の
前
後
の
本
文
は
﹁
ゆ
み
や
な
く
ひ
た
ち
な
と
い
れ
て
そ
う
つ
み
け
る
﹂
傍
線
は
稿
者
。

以
下
も
同
様
。
と
あ
り
、
こ
こ
は
埋
葬
品
を
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
﹁
た
ち
な
と
﹂

が
正
し
い
。
ま
た
、
㉝
㊲
㊾
に
お
い
て
為
氏
本
大
永
本
も
含
め
て
。

以 

下 

も 

同 

様
。
は
不
自
然
で
あ
る
。
因
に
㉝
は
和
歌
の
上
句
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
当
然
、﹁
も
と
﹂
が
正
し
い
。
㊲
は
そ
の
後
に
﹁
と

し
月
か
き
り
な
く
思
て
す
み
け
る
を
﹂
と
あ
る
か
ら
﹁
お
と
こ
女
﹂
と
あ
る
の
が
よ
い
。
㊾
に
お
い
て
、
こ
こ
は
荘
園
の
意
で
あ
る
か
ら
﹁
御
さ
う
﹂
が
よ
い
。
ま
た
、
⒁
㉛
㉞

41

168

お
と
に
も
み
ゝ
に
も

お
と
み
ゝ
に
も

と
み
に
も
︵
巫
・
鈴
︶

を
と
︵
抄
一
本
︶

42

〃

心
ち
の8

し
侍
ら
さ
り

も

43

〃

と
は
せ
た
ま
え
る
こ
と
に⃝

ナ
シ

44

〃

え
か
く
れ
え
て
あ
は
て
か
へ
り
に
け
り

え
か
く
れ
あ
へ
て
あ
ひ
に
け
り

45

〃

さ
ら
に
に
け
て
う
せ
に
け
り

8

8

8

8

8

8

8

8

8

な
し
に
け
て
う
せ
ぬ

46

169

や
ま
と
の
く
に
ゝ
く
た
り
て8

8

け
り

け
る
︵
親
︶

け
りる
イ

︵
玄
︶

47

〃

こ
ゝ
に

8

8

ゐ
て
こ
さ

ち

48

171

お
は
し
ま
す
ら
ん
と

お
は
し
ま
す
ら
ん

お
は
し
ま
す
に
や
あ
ら
ん
︵
鈴
︶

㊾

172

く
に

〱
の
み
そ
ら
し

8

8

8

8

8

御
そ
う
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は
敬
語
に
関
し
た
異
同
で
あ
る
。
為
氏
本
に
は
尊
敬
の
意
が
加
わ
っ
て
い
る
。
そ
の
対
象
と
な
る
人
物
は
順
に
と
し
こ
、
采
女
、
大
納
言
の
女
で
、
い
ず
れ
も
女
性
で
あ
る
。
大

和
物
語
の
敬
語
に
関
し
て
は
柿
本
奨
氏
の
研
究
が
あ
り(15)
、
そ
れ
に
よ
る
と
こ
れ
ら
の
人
物
は
そ
の
対
象
か
ら
外
れ
て
い
る
。
事
実
、
と
し
こ
は
他
の
章
段
に
も
登
場
す
る(16)
が
、
そ

こ
で
は
使
わ
れ
て
い
な
い
。
こ
こ
で
も
為
氏
本
は
改
め
た
の
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
⑵
や
⑸
に
お
い
て
も
為
氏
本
は
改
め
た
の
で
あ
ろ
う
。

全
体
に
わ
た
り
ふ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
早
急
な
結
論
は
慎
む
べ
き
で
あ
る
が
、
た
だ
少
な
く
と
も
為
氏
本
に
は
転
写
過
程
で
生
じ
た
と
思
わ
れ
る
後
世
的
な
要
素
を
含

ん
で
い
る
と
言
え
よ
う
。

こ
う
し
て
み
て
く
る
と
、
こ
れ
ら
の
伝
本
の
関
係
の
度
合
い
が
そ
れ
ぞ
れ
の
共
通
数
に
も
現
れ
て
い
た
。
大
永
本
と
玄
陽
文
庫
本
は
為
氏
本
と
淵
源
を
同
じ
く
し
、
生
成
し
て

い
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
と
同
時
に
こ
れ
ら
の
共
通
す
る
箇
所
か
ら
為
氏
本
の
生
成
過
程
に
お
け
る
複
雑
な
一
面
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

三
の
一

為
氏
本
に
独
自
異
文
が
多
く
存
す
る
こ
と
は
以
前
か
ら
指
摘
さ
れ
て
き
た(17)
。
し
か
し
、
こ
れ
が
ど
の
よ
う
な
事
情
に
よ
る
の
か
に
つ
い
て
は
そ
れ
ほ
ど
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。

そ
こ
で
以
下
に
お
い
て
は
こ
れ
を
探
っ
て
み
よ
う
。

為
氏
本
の
本
文
を
み
る
と
、
他
の
伝
本
に
比
べ
て
人
物
や
敬
語
な
ど
で
様
々
な
異
同
が
み
ら
れ
る
。
今
、
そ
の
主
な
箇
所
を
あ
げ
て
み
る
。

番
号

章
段

為
氏
本
の
本
文

為
家
本
の
本
文
及
び
異
文

⑴

11

た
て
ま
つ
り
て
は
な
れ
給
て

た
て
ま
つ
り
給
て
の
ち
は
な
れ
た
ま
ひ
て

た
て
ま
つ
り
給
て
︵
類
・
抄
・
衆
・
図
・
光
︶

⑵

26

か
つ
ら
き
の
み
こ

か
つ
ら
の
み
こ

桂か
つ
ら
き
イ

の
み
こ
︵
大
︶

⑶

43

ナ
シ

と
な
む
い
ひ
た
り
け
る

と
な
む
い
ひ
け
る
は
︵
巫
・
鈴
︶

と
な
む
い
ひ
た
り
け
る
︵
類
・
抄
︶

⑷

81

故
権
中
納
言
敦
忠
の
君

故
権
中
納
言
の
君
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⑸

81

た
て
ま
つ
り
た
ま
ひ
け
る

た
て
ま
つ
り
け
る

た
て
ま
つ
り給
イ

け
る
︵
大
︶

⑹

86

ナ
シ

ふ
と
よ
み
た
り
け
る

ふ
と
よ
め
る
︵
巫
・
鈴
︶

⑺

91

お
も
ひ
そ
め
て
ん

8

8

8

8

8

よ
せ
て
む

よ
せ
け
ん
︵
鈴
︶

よそ
め
イせ

て
む
︵
大
︶

⑻

93

よ
は
ひ
て
た
て
ま
つ
り

8

8

8

8

8

て

た
て
ま
つ
り
た
ま
ふ

た
て
ま
つ
り
給
︵
玄
・
大
︶

⑼

100

す
え
な
は
の
少
将
す
み
給
け
る

8

8

8

8

8

こ
ろ

す
み
け
る

⑽

103

お
も
ひ
さ
た
め
て

8

8

8

8

8

8

8

お
も
ひ
け
る
に

思
ひ
さ
め
て

思思
ひ
さ
た
イ

ひ
さ
め
て
︵
大
︶

思
ひ
て
さ
め
て
︵
鈴
︶

⑾

106

も
の
き
こ
え
な
ん
と
は
す
れ
と
も

8

8

8

8

8

8

8

8

8

な
と
は
す
れ
と

な
と
す
︵
巫
・
鈴
︶

な
と
す
れ
と
︵
抄
・
類
・
衆
・
図
・
光
・
玄
︶

な
と
す
れ
と
も
︵
大
︶

⑿

123

人
の
も
と
に

人
の
も
と
は
し
ら
す

人
の
も
と
に
はに
イ

　イ
ニ
無

し
ら
す
︵
大
︶

⒀

125

こ
み
き
の
お
と
ゝ

8

8

8

8

8

8

8

に
ま
う
て

故
左
の
お
ほ
い
と
の

故
左
の
大
井
殿
︵
巫
・
鈴
︶

故
左
の
お
ほ
と
の
︵
抄
︶

⒁

135

う
ち
の
殿
上
を
な
ん
し
け
る

8

8

8

8

8

8

8

を
な
む
し
た
ま
ひ
け
る

を
な
ん
し
た
ま
ふ
け
る
︵
抄
︶

を
な
ん
し
給
け
る
︵
巫
・
鈴
・
類
・
衆
︶
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︵
注
︶　
伝
本
略
号
は
以
下
の
通
り
。
衆
︵
為
衆
本
︶、
大
︵
大
永
本
︶。
こ
れ
ら
は
以
下
も
同
様
。

個
々
に
あ
た
っ
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。
⑴
⑸
⑻
⑼
⒁
⒂
⒃
⒆
は
敬
語
に
関
し
た
異
同
で
あ
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
大
和
物
語
の
敬
語
に
つ
い
て
は
柿
本
奨
氏
の
研
究
が
あ
る
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
敬
語
の
付
か
な
い
人
物
と
し
て
上
達
部
に
入
ら
な
い
人
々
、
受
領
階
級
、
僧
、
女
房
、
無
名
の
人
を
指
摘
し
て
お
ら
れ
る
。
こ
れ
は
全
章
段
に
わ
た
り
統
一
さ

れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
先
程
あ
げ
た
⑴
⑻
⒁
に
お
い
て
、
為
氏
本
は
敬
語
を
用
い
て
い
な
い
。
因
に
そ
の
対
象
は
誰
か
と
い
う
と
、
⑴
の
場
合
、
故
源
大
納
言
で
あ
る
。
彼
は

そ
の
地
位
が
参
議
で
あ
る
か
ら
、
柿
本
氏
の
考
え
に
よ
れ
ば
当
然
、
用
い
て
も
よ
い
は
ず
で
あ
る
。
彼
は
三
段
に
も
登
場
し
、
為
氏
本
は
敬
語
を
付
け
て
い
る
。
ま
た
、
⑻
⒁
も

そ
の
対
象
が
そ
れ
ぞ
れ
故
権
中
納
言
、
堤
中
納
言
で
あ
る
か
ら
、
敬
語
を
付
け
て
よ
い
は
ず
で
あ
る
。
こ
れ
以
外
で
二
人
が
登
場
す
る
九
三
、一
三
五
段
を
み
る
と
敬
語
が
付
け

ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
や
は
り
敬
語
を
付
け
て
統
一
し
て
い
る
の
が
本
来
の
姿
で
あ
ろ
う
。
為
氏
本
は
手
を
加
え
て
い
る
と
み
て
よ
か
ろ
う
。

一
方
、
こ
れ
ら
と
は
反
対
に
⑸
⑼
⒂
⒃
⒆
に
お
い
て
、
為
氏
本
で
は
敬
語
を
付
け
て
い
る
。
因
に
⑸
は
そ
の
対
象
が
季
縄
の
少
将
の
女
房
達
で
あ
る
。
こ
の
章
段
の
こ
れ
以
外

の
と
こ
ろ
で
も
女
房
達
は
登
場
し
て
い
る
が
、
そ
こ
で
は
敬
語
を
用
い
て
い
な
い
。
こ
こ
だ
け
と
い
う
の
も
不
自
然
で
あ
る
。
⑼
は
そ
の
対
象
が
季
縄
の
少
将
で
あ
る
。
彼
は
少

将
五
位
相
当

で
あ
る
か
ら
、
柿
本
氏
の
考
え
に
よ
る
と
付
か
な
い
人
物
に
な
る
。
事
実
、
彼
は
こ
の
外
、
八
一
、一
〇
一
段
に
登
場
し
て
い
る
が
、
そ
こ
で
は
敬
語
を
付
け
て
い
な
い
。

を
な
ん
し
給
ひ
け
る
︵
図
︶

⒂

137

し
か
に
ま
う
て
た
ま
ひ
け
る

8

8

8

8

8

8

8

8

8

ま
う
て
け
る

ま
う
て
た
り
け
る
︵
巫
・
鈴
・
光
︶

⒃

〃

か
き
つ
け
た
ま
ひ
け
る

か
き
つ
け
た
り
け
る

⒄

141

こ
の
う
は
な
り

8

8

8

8

8

う
は
な
り
こ
な
み

う
は
な
り
こイ
ニ
無な

み
︵
大
︶

⒅

154

た
つ
た

8

8

8

や8

川
ま8

い
は
ね
を
さ
し
て

た
つ
た
か
は

た
つ
たや
ま
イ川

︵
大
︶

⒆

168

あ
は
れ
に
な
ん
な
き
た
ま
ふ
な
る

8

8

8

8

8

8

8

8

な
き
わ
ふ
な
る

な
き
わ給
イ

ふ
な
る
︵
大
︶

な
き
わ
ふ
る
︵
光
︶

な
き
わ
ふ
る
な
る
︵
鈴
︶

⒇

170

や
ま
ひ
も
な
ん

8

8

8

ナ
シ
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⒂
と
⒃
は
そ
の
対
象
が
い
ず
れ
も
と
し
こ
で
あ
る
。
彼
女
に
つ
い
て
は
先
程
の
為
氏
本
・
大
永
本
の
本
文
の
と
こ
ろ
で
も
敬
語
を
付
け
て
お
り
、
こ
こ
も
為
氏
本
は
改
め
た
の
で

あ
ろ
う
。
⒆
は
五
条
后
の
供
が
や
っ
と
の
こ
と
で
良
少
将
を
捜
し
出
し
、
供
が
五
条
后
の
言
葉
を
引
用
し
て
伝
え
る
場
面
で
の
異
同
で
あ
る
。
こ
の
引
用
文
の
中
で
良
少
将
の
動

作
に
は
敬
語
を
使
っ
て
い
る
が
、
こ
こ
の
対
象
は
良
少
将
の
家
族
に
な
る
こ
と
か
ら
用
い
る
必
要
も
あ
る
ま
い
。

人
物
や
地
名
の
異
同
に
関
し
た
も
の
に
⑵
⑷
⒀
⒅
が
あ
る
。
⑵
に
お
い
て
為
氏
本
は
﹁
か
つ
ら
き
の
み
こ
﹂
と
あ
る
。
大
和
物
語
で
か
つ
ら
ぎ
の
み
こ
な
る
人
物
が
登
場
す
る
の

は
こ
こ
の
み
で
あ
る
の
に
対
し
、
桂
皇
子
は
七
章
段
に
登
場
し
て
い
る
。
こ
こ
は
桂
皇
子
と
あ
る
の
が
よ
か
ろ
う
。
こ
の
章
段
に
あ
る
﹁
そ
れ
を
だ
に
﹂
の
歌
は
古
今
集
に
あ
る
読

人
し
ら
ず
の
作
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
こ
こ
は
虚
構
の
章
段
と
推
測
さ
れ
る(18)
。
憶
測
の
域
を
出
な
い
が
、
あ
る
い
は
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
為
氏
本
の
よ
う
な
本
文
を
生
じ
さ
せ
た
一
因

で
は
な
い
か
。
⑷
に
お
い
て
、為
氏
本
は
故
権
中
納
言
が
誰
か
を
よ
り
具
体
的
に
す
る
た
め
に
敦
忠
を
付
加
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、⒀
に
お
い
て
為
氏
本
は
﹁
こ
み
き
の
お
と
ゝ
﹂

と
あ
る
。
こ
こ
は
泉
大
将
、
即
ち
藤
原
定
国
が
故
左
大
臣
邸
時
平
邸
。
為
氏

本
は
故
右
大
臣
。
を
訪
問
す
る
場
面
で
あ
る
。
も
し
、
為
氏
本
の
よ
う
に
故
右
大
臣
が
一
一
五
段
に
登
場
す
る
師
輔
で
あ
る

と
す
る
な
ら
ば
、
彼
は
九
〇
八
年
に
生
ま
れ
、
九
六
〇
年
に
没
し
て
い
る(19)
。
一
方
、
泉
大
将
は
八
六
七
年
に
生
ま
れ
、
九
〇
六
年
に
没
し
て
い
る
こ
と
か
ら
二
人
が
接
す
る
こ
と
は

考
え
ら
れ
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
こ
こ
は
為
家
本
の
方
が
妥
当
と
考
え
ら
れ
る
。
最
後
の
⒅
は
和
歌
に
お
け
る
﹁
山
﹂
と
﹁
川
﹂
の
違
い
で
あ
る
。
上
句
に
﹁
岩
根
を
さ
し
て
ゆ
く
水
の
﹂

と
あ
る
か
ら
、﹁
川
﹂
と
あ
る
の
が
よ
い
。
為
氏
本
は
こ
こ
の
贈
歌
に
﹁
た
っ
た
の
山0

﹂
傍
点
は
稿
者
。

以
下
も
同
様
。
と
あ
る
か
ら
そ
れ
に
合
わ
せ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
確
か
に
こ
こ
に
あ
る
贈
答
歌
に

は
そ
れ
ぞ
れ
山
と
川
が
詠
ま
れ
、
や
や
変
則
的
に
な
っ
て
い
る
。
為
氏
本
を
み
る
と
、﹁
山
﹂
の
傍
に
﹁
川
﹂
が
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
一
面
を
窺
わ
せ
よ
う
。

⑶
⑹
⒄
に
お
い
て
、
為
氏
本
は
い
ず
れ
も
本
文
を
欠
い
て
い
る
。
為
家
本
に
よ
り
⑶
と
⑹
の
本
文
の
前
後
を
記
し
て
み
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

　
⑶

　
と
い
ひ
や
り
た
り
け
れ
は

8

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

　
　
な
に
は
か
り
…
…

　
と
な
む
い
ひ
た
り
け
る
横
川
と
い
ふ
所
に
あ
る
な
り
け
り

　
⑹

　
ふ
と
よ
み
た
り
け
る

　
　
今
日
よ
り
は
…
…

　
と
よ
み
た
り
け
れ
は

8

0

0

0

0

0

0

0

0

に
な
く
め
て
た
ま
ひ
て

傍
点
を
付
し
た
よ
う
に
和
歌
を
挟
ん
で
前
後
に
ほ
ぼ
同
じ
よ
う
な
本
文
が
あ
る
。
そ
の
た
め
に
為
氏
本
は
い
ず
れ
か
一
方
を
削
除
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
⒄
は
次
の
本
文
の
中
で
の
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異
同
で
あ
る
。

　
お
と
こ
も
き
た
り
け
り
こ
の
う
は
な
り
こ
な
み
ひ
と
ひ
ゝ
と
よ
ゝ
ろ
つ
の
こ
と
を
い
ひ
か
た
ら
ひ
て

本
妻
は
男
︵
夫
︶
よ
り
一
足
早
く
山
崎
に
来
て
お
り
、男
は
少
し
遅
れ
て
や
っ
て
来
た
。
そ
れ
を
﹁
お
と
こ
も
き
た
り
け
り
﹂
と
い
う
本
文
で
示
し
て
い
る
。
こ
の
場
で
三
人
に
な
っ

た
わ
け
で
あ
り
、
し
か
も
﹁
よ
ろ
つ
の
こ
と
を
い
ひ
か
た
ら
ひ
て
﹂
と
あ
る
か
ら
、
為
氏
本
は
二
人
で
語
り
明
か
し
た
と
と
り
、﹁
こ
な
み
﹂
を
削
除
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、

悲
痛
の
中
、
筑
紫
へ
帰
る
女
の
心
を
最
も
よ
く
理
解
し
て
い
た
の
は
本
妻
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
に
、
二
人
に
な
り
語
り
明
か
し
た
の
で
あ
る
。
為
氏
本
の
よ
う
だ

と
、
文
脈
に
か
た
よ
り
す
ぎ
で
、
内
容
そ
の
も
の
に
は
そ
れ
ほ
ど
踏
み
込
ん
で
考
え
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

こ
れ
ら
以
外
の
と
こ
ろ
を
み
る
こ
と
に
す
る
。
⑿
は
和
歌
を
贈
る
相
手
に
つ
い
て
の
異
同
で
あ
る
。
為
氏
本
の
よ
う
だ
と
な
ん
と
な
く
違
和
感
を
お
ぼ
え
る
。
そ
れ
は
こ
の
章

段
を
み
る
と
、
人
物
は
も
と
よ
り
、
場
所
さ
え
も
記
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
﹁
や
れ
る
人
の
も
と
は
し
ら
す
﹂
タ
ダ
シ
為
家
本
ハ

﹁
や
れ
る
﹂
ナ
シ

と
い
う
本
文
に
な
っ
て
い
る
の

で
あ
ろ
う
。
為
氏
本
は
﹁
や
れ
る
人

0

0

0

0

﹂
と
い
う
と
こ
ろ
に
重
き
を
置
き
改
め
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
⑽
は
酒
を
飲
ん
だ
こ
と
と
関
連
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
こ
は
文
脈
か

ら
﹁
酔
い
か
ら
覚
め
て
そ
う
し
よ
う
と
思
っ
て
い
た
と
き
﹂
の
意
に
な
り
、
為
氏
本
の
よ
う
だ
と
﹁
お
も
ひ

0

0

0

さ
た
め
て
お
も
ひ

0

0

0

け
る
に
﹂
と
な
っ
て
﹁
お
も
ひ

0

0

0

﹂
が
連
続
し
て
お

り
不
自
然
の
感
を
ま
ぬ
が
れ
な
い
。
⒇
に
お
い
て
、
為
氏
本
は
﹁
や
ま
ひ
も
な
ん

0

0

つ
く
も
の
に
な
ん

0

0

あ
り
け
る
と
﹂
と
な
り
、﹁
な
ん
﹂
の
連
続
で
語
法
上
か
ら
考
え
て
不
自
然

で
あ
る
。

以
上
、
様
々
な
例
を
み
て
き
た
が
、
こ
れ
ら
の
本
文
の
成
立
を
い
か
に
考
え
た
ら
よ
い
の
か
。
⑵
⑺
⑽
⒄
な
ど
を
み
る
と
、
大
永
本
は
﹁
イ
﹂
と
校
異
を
記
し
て
い
る
。
し
か

も
そ
れ
に
は
為
氏
本
の
本
文
が
共
通
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
限
り
に
お
い
て
大
永
本
の
書
写
者
は
為
氏
本
系
統
の
伝
本
を
み
て
い
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
問
題
は
こ
れ
ら
を
除

い
た
本
文
、
即
ち
為
家
本
と
大
永
本
と
が
共
通
し
て
い
る
本
文
や
⑻
⑾
の
よ
う
に
大
永
本
に
は
﹁
イ
﹂
と
記
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
後
者
の
場
合
、
こ
こ
で
あ
げ
た
為
氏
本

本
文
の
劣
性
か
ら
考
え
て
、
少
な
く
と
も
大
永
本
の
依
拠
し
た
為
氏
本
系
統
の
伝
本
よ
り
も
後
に
成
立
し
た
本
文
と
み
て
よ
か
ろ
う
。
し
か
し
、
前
者
の
場
合
、
こ
こ
か
ら
だ
け

で
は
何
と
も
言
え
な
い
。
と
も
あ
れ
、
為
氏
本
生
成
の
複
雑
な
一
面
を
み
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
う
。

三
の
ニ

現
存
の
為
氏
本
は
何
度
か
の
転
写
を
経
て
成
立
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
今
ま
で
の
考
察
か
ら
も
理
解
で
き
た
と
思
う
。
次
に
そ
の
過
程
で
生
じ
た
と
考
え
ら

れ
る
現
象
を
み
て
い
き
た
い
。
ま
ず
そ
の
用
例
を
あ
げ
て
み
る
。
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番
号

章
段

為
氏
本
の
本
文

為
家
本
の
本
文
及
び
異
文

⑴

23

の
ち
ゝ

8

8

8

○ 8俊

か
け

8

8

の
中
将
の
む
す
め

の
ち
か
け

千
蔭
︵
巫
・
鈴
︶

　

俊
の
父
イ

蔭
︵
大
︶

と
し
か
け
︵
抄
・
類
︶

後
蔭
︵
光
・
衆
・
図
︶

⑵

25

念
明
覚

念明
覚

明念
イ

覚
︵
天
︶

明
覚
︵
巫
・
鈴
・
古
イ
・
雅
︶

ね
ん
か
く
︵
大
︶

⑶

95

式
部
�
敦ア
ツ

実
な
ん
と

式
部
�
の
宮
な
む

式
部
�敦
実
イ宮
な
ん
︵
大
︶

式
部
�敦
実

宮
な
ん
︵
天
︶

⑷

148

た
に
も
の
し
た
ま
は
ん
そ

な
し
物
給
ひ
そ

た
に
も
の
し
た
ま
ひ
そ
︵
大
・
玄
︶

物
し
給
そ
︵
巫
・
鈴
︶

⑸

〃

も
の
な
と
い
と

物
い
と

物
な
と
︵
大
︶

ナ
シ
︵
巫
・
鈴
︶

⑹

168

ゐ
た
る
へ
き
と
こ
ろ
に
も

ゐ
る
へ
く
も

ゐ
た
る
へ
くきと
こ
ろ
に
も
イ

も
︵
大
︶

な
ら
ふ
へ
く
も
︵
巫
︶

⑺

〃

と
き
た
に
と
て
も
か
く
て
も

時
た
に
と
て
母
も

と
き
に
た
て
と
て
母も
か
く
て
も
イ

も
︵
大
︶
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︵
注
︶　
伝
本
略
号
は
以
下
の
通
り
。
天
︵
野
坂
家
蔵
天
福
本
︶、
古
イ
︵
冠
注
大
和
物
語
に
言
う
古
本
イ
︶、
雅
︵
飛
鳥
井
雅
俊
本
︶。
こ
れ
ら
は
以
下
も
同
様
。

個
々
に
あ
た
っ
て
み
よ
う
。
人
物
に
関
し
た
も
の
に
⑴
⑵
⑶
が
あ
る
。
⑴
の
場
合
、
池
田
亀
鑑
氏
の
校
異
表
に
よ
る
と
、
為
氏
本
の
﹁
俊
﹂
は
傍
書
に
な
っ
て
い
る
が
、
こ
こ
を

原
本
に
あ
た
り
確
か
め
た
と
こ
ろ
、﹁
ち
ゝ
﹂
と
﹁
か
け
﹂
の
間
に
○
印
を
記
し
、
補
入
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
し
か
も
池
田
氏
は
﹁
の
ち
俊
か
け
﹂
と
記
し
て
い
る
が
、

実
は
﹁
ち
﹂
の
後
に
﹁
ゝ
﹂
が
あ
り
連
綿
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
す
る
と
こ
こ
は
﹁
陽
成
院
の
二
条
の
み
こ
の
ち
ゝ
俊
か
け
の
中
将
云
々
﹂
と
な
っ
て
、大
永
本
の
依
拠
し
た
﹁
イ
﹂

本
に
近
い
。
そ
れ
に
し
て
も
こ
の
本
文
で
は
意
味
が
通
ら
な
い
。
で
は
、な
ぜ
こ
の
よ
う
な
異
同
が
生
じ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
も
そ
も
の
発
端
は﹁
可
﹂の
草
書
体
に
す
ぎ
な
か
っ

た
の
を
二
文
字
、
即
ち
﹁
ゝ
﹂、﹁
可
﹂
に
と
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
た
め
に
﹁
ち
﹂
の
連
綿
と
と
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
は
為
氏
本
が
書
写
さ
れ
る

時
点
で
、
す
で
に
そ
の
親
本
に
お
い
て
、
誤
り
を
誘
う
よ
う
な
書
き
方
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、﹁
俊
﹂
の
補
入
に
つ
い
て
は
書
き
落
と
し
た
か
ら
そ
う
し
た
の
か
、

そ
れ
と
も
書
写
す
る
過
程
で
不
自
然
さ
に
気
づ
き
他
本
を
も
と
に
そ
う
し
た
の
か
は
詳
ら
か
で
な
い
。
た
だ
、
少
な
く
と
も
為
氏
本
の
本
文
は
後
世
の
も
の
と
言
え
よ
う(20)
。

次
に
⑵
で
あ
る
が
、
こ
の
章
段
に
は
二
箇
所
に
わ
た
り
こ
の
表
記
が
み
ら
れ
る
。
こ
こ
に
あ
げ
た
の
は
前
半
に
み
ら
れ
る
異
同
で
あ
る
。
も
う
一
箇
所
は
段
末
に
み
ら
れ
る
が
、

各
伝
本
は
次
の
よ
う
な
表
記
に
な
っ
て
い
る
。

明
覚
︵
巫
・
鈴
・
氏
・
古
イ
︶

ね
む
か
く
︵
家
︶

念
覚
︵
衆
・
玄
︶

ね
ん
か
く
︵
図
︶

明
念
覚
︵
大
︶

︵
注
︶　
伝
本
略
号
は
以
下
の
通
り
。
氏
︵
為
氏
本
︶、
家
︵
為
家
本
︶。

同
一
章
段
で
、
し
か
も
同
一
人
物
で
あ
る
か
ら
同
じ
表
記
に
す
る
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
だ
が
、
為
氏
本
と
大
永
本
は
そ
う
な
っ
て
い
な
い
。
お
そ
ら
く
こ
う
し
た
異
同
が

生
じ
た
要
因
の
ひ
と
つ
に
、
こ
こ
に
登
場
す
る
僧
が
念
覚
な
の
か
、
そ
れ
と
も
明
覚
な
の
か
の
説
が
絡
ん
で
い
る
の
で
あ
ろ
う(21)
。
一
覧
表
で
他
の
伝
本
を
み
る
と
、
為
家
本
で
は

﹁
念明

覚
﹂、
天
福
本
で
は
﹁
明念
イ

覚
﹂
と
そ
れ
ぞ
れ
な
っ
て
い
る
。
為
氏
本
は
お
そ
ら
く
こ
の
よ
う
な
伝
本
と
の
接
触
で
生
じ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
大
永
本
は
﹁
ね
ん
か
く
﹂
と
あ
る

と
き
た
に
と
て
は
ゝ
も
︵
玄
︶

と
き
く
に
た
に
と
て
は
ゝ
も
︵
巫
・
鈴
︶

と
き
く
に
と
き
に
た
に
と
て
母
も
︵
衆
︶
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だ
け
で
、
校
異
も
記
さ
れ
て
い
な
い
。
前
述
し
た
よ
う
に
大
永
本
に
あ
る
校
異
は
為
氏
本
系
統
の
伝
本
を
も
と
に
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
当
然
こ
こ
に
も
校
異
を
記
し

て
も
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。
あ
れ
ほ
ど
多
く
の
校
異
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
見
落
と
し
と
は
考
え
に
く
い
。
か
と
言
っ
て
そ
の
理
由
も
詳
ら
か
で
な
い
。
た
だ
、
少

な
く
と
も
こ
の
本
文
が
生
じ
た
の
は
為
氏
本
が
転
写
さ
れ
る
過
程
で
も
か
な
り
後
で
あ
る
こ
と
だ
け
は
言
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
⑶
の
場
合
も
ほ
ぽ
こ
れ
と
同
じ
ケ
ー
ス
と

み
て
よ
か
ろ
う
。
本
来
、﹁
式
部
�
の
宮
﹂
の
説
明
と
し
て
傍
記
し
て
あ
っ
た
も
の
︱
天
福
本
の
よ
う
な
形
︱
が
本
文
化
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
こ
れ
一
例
で
も
っ
て
結

論
を
下
す
の
は
危
険
で
あ
る
が
、
こ
の
外
に
も
為
氏
本
と
天
福
本
の
み
と
の
共
通
箇
所
が
み
ら
れ
る
。
そ
れ
ら
を
あ
げ
て
み
よ
う
。 

そ
れ
ほ
ど
多
く
は
な
い
が
、
両
者
の
関
係
を
示
す
痕
跡
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

こ
れ
ら
以
外
は
語
句
に
関
し
た
も
の
で
あ
る
。
⑷
を
み
る
と
、
為
氏
本
と
大
永
本
、
玄
陽
文
庫
本
と
は
﹁
た
に
﹂
で
共
通
し
、
ま
た
為
家
本
と
大
永
本
、
玄
陽
文
庫
本
と
は
﹁
も

の
し
た
ま
ひ
そ
﹂漢
字
と
平
仮
名
の

違
い
は
あ
る
が
、
で
共
通
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
為
氏
本
は
大
永
本
と
玄
陽
文
庫
本
の
親
本
あ
た
り
か
ら
派
生
し
た
本
文
と
言
え
よ
う
。
⑹
、
⑺
に
お
い
て
為

氏
本
は
為
家
本
に
な
い
﹁
と
こ
ろ
に
も
﹂、﹁
か
く
て
も
﹂
を
持
っ
て
い
る
。
し
か
も
こ
れ
ら
は
大
永
本
の
校
異
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
為
氏
本
は
転
写
す
る
過
程

で
異
文
を
生
じ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
時
期
は
為
氏
本
の
書
写
過
程
で
比
較
的
に
早
か
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
⑸
に
お
い
て
為
氏
本
は
為
家
本
と
大
永
本
の
本
文
を
持
っ
て
い
る
。

こ
こ
は
為
氏
本
が
こ
れ
ら
の
本
文
を
と
り
入
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
よ
う
。

為
氏
本
が
転
写
さ
れ
て
行
く
過
程
で
生
じ
た
現
象
の
一
面
を
み
て
き
た
。
そ
の
本
文
の
生
成
は
決
し
て
単
純
で
は
な
い
。
様
々
な
も
の
が
絡
み
合
っ
て
生
成
し
て
い
っ
た
こ
と

は
理
解
で
き
た
と
思
う
。
そ
し
て
こ
こ
で
も
大
永
本
に
記
さ
れ
た
﹁
イ
﹂
以
外
の
為
氏
本
本
文
は
そ
れ
よ
り
後
に
成
立
し
た
も
の
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。

番
号

章
段

為
氏
本
・
天
福
本
の
本
文

為
家
本
の
本
文
及
び
異
文

⑴

12

し
の
ひ
て
よ⃝

⃝

⃝

⃝

な

〱

よ
る

〱

⑵

163

后
宮
よ
り
き
く
を8

8

ナ
シ

⑶

165

い
ま
す
か
り
け
る

8

8

8

け
る
を

⑷

168

と
い
ひ
や
り
た
る

8

8

8

た
り
け
る

た
り
け
れ
は
︵
巫
・
鈴
︶

⑸

171

い
ま

8

8

て
ん
し
や
う
な
と
に

い
さ

い
さま
イ

︵
大
︶
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三
の
三

為
氏
本
に
は
明
ら
か
に
誤
写
と
考
え
ら
れ
る
箇
所
が
あ
る
。
そ
れ
は
か
な
り
の
数
で
、
新
藤
氏
も
そ
の
い
く
つ
か
を
あ
げ
ら
れ
、
そ
の
原
因
を
追
究
さ
れ
て
い
る(22)
。
こ
こ
で
は

氏
が
指
摘
さ
れ
た
以
外
の
も
の
を
例
示
し
て
み
よ
う
。

番
号

章
段

為
氏
本
の
本
文

為
家
本
の
本
文
及
び
異
文

⑴

1

こ
う
ひ
て
ん

8

8

8

8

8

の
か
へ
に

弘
徴
殿

⑵

2

た
て
ま
つ
ら
れ8

て
さ
ふ
ら
ひ
け
る

ナ
シ

⑶

3

み
て
あ
け
て

8

8

8

せ
さ
せ
給
け
り

あ
つ
け
て

8

あイ
ニ
無
つ
け
て
︵
大
︶

⑷

18

と
あ
り
け
る

8

8

8

け
り

8

ナ
シ
︵
巫
・
鈴
︶

⑸

40

う
な
ひ
な
む
の
男
宮

8

8

8

8

こ
の
お
と
こ
み
や

此イ
ニ
無男

宮
︵
大
︶

⑹

41

よ
ゝ
と
な
ん
な
き
け
り

8

8

8

け
る

⑺

42

と
あ
り
け
る

と
な
む
あ
り
け
る

ナ
シ
︵
巫
・
鈴
︶

⑻

43

山
に
い
り
な
ん
す8

8

と
す

⑼

54

む
ね
ゆ
き
の
き
み
に
て
う

8

8

8

に
あ
た
り
け
る
人

三
ら
う

⑽

70

も
と
に
な
ん
い
く
に
あ
り
け
る

も
と
に
い
く
に
な
ん
あ
り
け
る

⑾

86

を
き
の
や
へ8

は
ら
か
き
わ
け
て

け

⑿

108

と
な
ん
あ
り
け
り

8

8

8

8

8

あ
り
け
る

あ
り
け
るリイ
︵
大
︶
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こ
こ
で
は
様
々
な
現
象
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
ず
考
え
ら
れ
る
の
は
草
書
体
の
類
似
に
よ
る
、
為
氏
本
の
読
み
誤
り
で
あ
る
。
⑷
⑹
⑾
⑿
⒀
⒂
⒃
⒆
が
そ
れ
に
該
当
し
よ
う
。

た
だ
、
こ
の
う
ち
⒆
に
つ
い
て
鈴
木
裕
史
氏
は
﹁
な
む
…
…
け
り
﹂
の
用
例
を
あ
げ
ら
れ
、
こ
れ
を
破
格
の
語
法
と
処
理
さ
れ
て
い
る(23)
。
確
か
に
他
の
作
品
の
用
例
に
あ
た
り
、

当
時
の
語
法
を
検
討
す
る
必
要
は
あ
る
。
し
か
し
、
為
氏
本
に
誤
写
の
例
が
多
い
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
こ
こ
も
そ
の
傾
向
が
強
い
と
み
て
よ
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
こ
の
外
、

⑵
⑼
⑾
も
意
味
上
か
ら
考
え
て
為
氏
本
は
不
自
然
で
あ
り
、
こ
れ
も
読
み
誤
り
で
あ
ろ
う
。

ナ
シ
︵
巫
・
鈴
︶

⒀

122

こ
と
は
り

8

8

8

8

い
と
お
ほ
く

こ
と
は
も

こ
と
葉
も

こ
と
葉は
り
イも

︵
大
︶

⒁

123

を
な
し
そ
う
き
み

8

8

8

8

8

そ
う
き
君

⒂

135

く
ら
の
す
け
ま
て

8

8

8

に
て

⒃

136

と
な
ん
あ
り
け
り

と
な
ん
あ
り
け
る

と
な
ん
は
へ
り
け
る
︵
光
︶

ナ
シ
︵
巫
・
鈴
・
抄
︶

⒄

142

か
は
ら
て
に
ほ
ひ
か
と

か
は
ら
す
に
ほ
ひ
せ
は

か
は
ら
す
に
ほ
は
せ
は
︵
玄
︶

⒅

145

あ
と
ゝ

8

8

8

こ
そ
み
れ

あ
は
と

⒆

149

い
き
て
な
ん
ね
に
け
り

8

8

8

け
る

⒇

152

た⃝

⃝

⃝

⃝

い

〱
と
お
ほ
し
け
し
た
る

た
い

〱
し

た
い
た
い
しイ
ニ
無︵

大
︶

㉑

155

と
も
い
は
す
に
け
て

と
も
い
は
す
ひ
る
と
も
い
は
す
に
け
て

㉒

157

し
か
し

8

8

8

な
か
ら

し
か

㉓

159

す
み
給
け
る
を
よ
く
し
た
ま
ひ

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

た
ま
ひ
け
る
物
を
よ
く
し
た
ま
ひ

け
る
も
の
ら
よ
く
し
給
︵
光
︶

ナ
シ
︵
巫
︶
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書
写
す
る
際
の
不
注
意
と
い
う
と
、
⑶
⑸
⑺
⑻
⑽
⒁
⒇
㉓
も
そ
う
で
あ
り
、
為
氏
本
は
そ
の
一
部
を
欠
い
て
い
る
。
ま
た
、
㉑
は
為
氏
本
の
目
移
り
に
よ
る
誤
写
と
考
え
ら
れ

る
。
こ
れ
と
は
反
対
に
為
氏
本
で
は
他
の
語
を
付
け
加
え
る
こ
と
に
よ
り
、
か
え
っ
て
不
自
然
に
な
っ
て
い
る
箇
所
が
あ
る
。
㉒
が
そ
れ
で
あ
る
。
ま
た
、
文
法
上
か
ら
考
え
て

明
ら
か
に
為
氏
本
の
誤
写
と
考
え
ら
れ
る
の
は
⑽
で
あ
る
。
こ
こ
は
一
緒
に
行
く
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
﹁
と
も
に
い
く
に
な
む
あ
り
け
る
﹂
が
自
然
な
形
で
あ

る
。
こ
の
外
、
⑴
⒅
に
お
い
て
、
為
氏
本
が
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
本
文
を
生
じ
た
の
か
は
詳
ら
か
で
は
な
い
が
、
不
自
然
な
本
文
に
な
っ
て
い
る
。

以
上
、
見
て
き
た
箇
所
は
こ
と
ご
と
く
為
氏
本
の
誤
写
の
例
で
あ
る
。
た
だ
、
こ
れ
ら
の
現
象
が
現
存
の
為
氏
本
が
書
写
す
る
際
に
生
じ
た
も
の
な
の
か
、
そ
れ
と
も
そ
の
親

本
の
段
階
で
す
で
に
生
じ
て
い
た
も
の
な
の
か
を
考
え
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
前
に
も
述
べ
た
よ
う
に
大
永
本
は
校
異
に
為
氏
本
系
統
の
伝
本
を
採
用
し
て
い
る
。
例
え
ば
⑶
⑿
⒀

に
お
い
て
大
永
本
の
校
異
を
み
る
と
、
誤
写
の
本
文
ま
で
記
し
て
い
る
。
そ
う
か
と
思
え
ば
、
⑸
の
よ
う
に
大
永
本
の
校
異
に
為
氏
本
の
本
文
は
一
致
し
て
い
な
い
。
こ
れ
は
明

ら
か
に
為
氏
本
の
誤
写
の
可
能
性
が
高
い
。
こ
う
み
て
く
る
と
、
い
ず
れ
と
も
は
っ
き
り
区
別
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、
こ
の
二
つ
が
絡
み
合
っ
て
成
立
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

三
の
四

今
ま
で
み
て
き
た
の
は
、
為
氏
本
の
独
自
異
文
の
中
で
、
誤
写
、
改
変
と
言
っ
た
、
転
写
過
程
で
主
に
後
世
に
な
さ
れ
た
現
象
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
為
氏
本
に
は
今
ま
で
み

て
き
た
例
の
い
ず
れ
と
も
判
断
で
き
な
い
箇
所
も
多
い
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
そ
の
例
を
あ
げ
て
み
よ
う
。

番
号

章
段

為
氏
本
の
本
文

為
家
本
の
本
文
及
び
異
文

⑴

2

た
か
ひ
て8

あ
り
き
給

つ
ゝ

⑵

9

か
く
い
ひ8

け
れ
は

へ
り

⑶

17

と
な
む
い
へ
り
け
れ
は

ナ
シ

と
い
へ
た
り
け
れ
は
︵
巫
・
鈴
︶

⑷

57

ら
う
あ
る
ひ
と
な
り

8

8

8

な
り
け
り

に
て
あ
り
け
る
︵
巫
・
鈴
︶

な
り
け
る
︵
図
︶

⑸

61

こ
れ
か
れ
さ
か
り
た
に
も

8

8

8

8

8

8

8

さ
か
り
を
た
に
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⑹

65

お
も
ひ
か
り
け
り

お
も
ふ
な
り
け
り

お
も
ふひイ
な
り
け
り
︵
大
︶

⑺

81

お
な
し
わ
た
り

8

8

8

8

8

8

の
ひ
と

内
わ
た
り

内お
な
し
イ

わ
た
り
︵
大
︶

⑻

91

三
条
の
右
の
お
と
ゝ

8

8

8

8

8

8

の

の
右
の
お
と
ゝ

右
大
臣
殿
︵
巫
・
鈴
︶

⑼

96

こ
の

8

8

き
み
む
こ
と
ら
れ

か
の

⑽

98

さ
れ
は

8

8

8

お
と
ゝ

さ
り
け
れ
は

⑾

101

い
ひ
を
き
て
ま
か
り
い
て
ぬ

8

8

8

8

8

8

8

ま
か
て

⑿

112

ま
た

8

8

ひ
く
ら
し
に

け
ふ

けま
た
イふ
︵
大
︶

⒀

124

そ
の
か
へ
し
そ
れ
よ
り
も8

8

ナ
シ

⒁

137

ま
う
て
つ
る
女
と
も

8

8

8

8

女
と
も
を

⒂

141

お
や
は
ら
か
ら
な
と
も

8

8

8

8

な
と

⒃

145

し
ろ
か
よ
み
た
り
け
る

8

8

8

8

8

8

う
た
な
り

よ
み
た
る

ナ
シ
︵
巫
・
鈴
︶

⒄

147

さ
も
せ
さ
り
け
り

さ
も
せ
て
そ
あ
り
け
る

さ
も
せ
す
そ
あ
り
け
る
︵
抄
・
類
・
衆
・
図
︶

⒅

148

わ
た
ら
ひ
な
と
も

8

8

い
と
わ
ろ
く
な
り
て

ナ
シ

⒆

149

い
と
い
た
う
う
ち

8

8

な
け
き
て

ナ
シ

⒇

152

心
ち
し
て
か
し
こ
ま
り

8

8

8

8

8

8

か
し
こ
ま
り
て

㉑

156

そ
れ
よ
り

8

8

8

8

な
ん

そ
れ
よ
り
の
ち

㉒

166

女
の
返
事

8

8

8

8

か
へ
し

㉓

168

あ
り
し
と
き
の
さ
ま

8

8

8

さ
ま
の



43 第二節　伝為氏筆本『大和物語』の研究

こ
れ
ら
は
そ
の
一
部
を
示
し
た
に
す
ぎ
な
い
。
ど
ち
ら
に
し
て
も
意
味
が
通
じ
る
し
、
い
ず
れ
が
正
し
い
か
は
判
断
し
か
ね
る
。
こ
の
う
ち
、
⑹
⑺
⑿
㉔
を
み
る
と
、
大
永
本
は

為
氏
本
に
共
通
す
る
本
文
を
校
異
に
記
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
大
永
本
が
校
異
に
依
拠
し
た
為
氏
本
系
統
の
伝
本
で
も
こ
の
よ
う
な
本
文
に
な
っ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
を
除
い
た
も
の
は
い
つ
の
時
点
で
の
本
文
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
に
あ
げ
た
箇
所
を
含
め
、
ま
だ
多
く
あ
り
、
大
永
本
は
そ
れ
ら
を
校
異
に
記

し
て
い
な
い
。
こ
の
こ
と
を
ど
う
考
え
た
ら
よ
い
の
か
。
大
永
本
は
あ
れ
ほ
ど
丹
念
に
校
異
を
記
し
て
い
る
の
に
、
そ
れ
を
記
さ
な
い
箇
所
が
多
す
ぎ
は
し
ま
い
か
。
見
落
し
と

は
ま
ず
考
え
ら
れ
な
い
。
思
う
に
こ
れ
ら
の
本
文
は
大
永
本
が
校
異
に
依
拠
し
た
為
氏
本
系
統
の
伝
本
よ
り
も
後
に
成
立
し
た
も
の
な
の
か
、
そ
れ
と
も
大
永
本
が
校
異
に
依
拠

し
た
為
氏
本
系
統
の
伝
本
に
は
異
質
な
本
文
を
含
ん
で
い
た
も
の
か
、
の
二
つ
の
考
え
が
可
能
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
こ
で
は
い
ず
れ
と
も
断
定
で
き
な
い
。

と
も
あ
れ
、
こ
の
よ
う
な
例
か
ら
も
為
氏
本
本
文
の
生
成
の
跡
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

四

為
氏
本
の
本
文
を
中
心
に
し
て
、
大
永
本
と
玄
陽
文
庫
本
を
介
入
さ
せ
考
察
し
て
き
た
。
前
半
で
は
こ
れ
ら
三
本
の
関
係
を
確
認
で
き
た
し
、
同
時
に
本
文
生
成
の
跡
も
窺
う

こ
と
が
で
き
た
と
思
う
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
共
通
本
文
は
為
氏
本
の
本
文
に
お
い
て
、
早
い
時
点
の
成
立
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。
ま
た
、
後
半
で
は
従
来
か
ら
そ
の
多
さ
を
指

摘
さ
れ
て
い
た
、
為
氏
本
の
独
自
異
文
に
つ
い
て
考
察
し
、
様
々
な
現
象
を
み
て
き
た
。
そ
し
て
、
こ
こ
で
も
為
氏
本
の
本
文
の
生
成
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
た
よ
う
に
思
う
。

そ
の
多
く
は
末
期
的
な
様
相
を
呈
し
て
い
た
。

ナ
シ
︵
巫
・
鈴
︶

㉔

170

ひ
や
う
ゑ
の
み
や
う
ふ
の

8

8

8

8

8

8

命
婦
な
む

み
や
う
ふ
なイ
ニ
無む

︵
大
︶

25

172

お
ほ
せ
こ
と
の
た
ま
ひ
け
れ
は

お
ほ
せ
こ
と
の
た
ま
へ
り
け
れ
は

お
ほ
せ
事
給
ひ
︵
巫
・
鈴
︶

お
ほ
せ
事
給
へ
り
︵
光
︶

　
給
の
イ

　へ
り
︵
大
︶

26

173

や
ま8

む
ま
て
は
か
な
く
て

ナ
シ
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と
こ
ろ
で
、
前
述
し
た
よ
う
に
鈴
木
裕
史
氏
は
Ａ
系
統
内
で
は
玄
陽
文
庫
本
が
最
善
本
で
、
次
い
で
大
永
本
に
な
り
、
最
下
位
が
為
氏
本
と
い
う
序
列
を
考
え
て
お
ら
れ
る
。

確
か
に
誤
写
な
ど
を
考
慮
す
る
と
、
そ
う
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
書
写
年
代
を
考
え
る
と
、
為
氏
本
は
他
の
二
本
よ
り
も
は
る
か
に
古
く
、
現
在
の
姿
に
な
る
ま
で

複
雑
な
生
成
を
経
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
淵
源
は
か
な
り
古
か
っ
た
と
言
え
よ
う
。
そ
の
意
味
で
鈴
木
氏
の
考
え
に
は
再
考
を
要
し
よ
う
。

と
も
あ
れ
、
さ
ら
な
る
精
細
な
考
察
が
必
要
な
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
今
ま
で
の
考
察
か
ら
為
氏
本
の
生
成
と
、
そ
の
性
格
の
一
面
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
た
の
で

は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

注
⑴
　
古
文
学
秘
籍
複
製
会
、
昭
和
8
年
9
月
。
後
に
解
説
の
み
﹃
大
和
物
語
諸
本
目
録  

Ａ
系
統
﹄︵
高
橋
正
治
氏
編
著
、
新
典
社
、
昭
和
63
年
10
月
︶
に
再
録
。

⑵
　
反
町
茂
雄
氏
﹃
一
古
書
肆
の
思
い
出
2
︱
賈
を
待
つ
者
﹄︵
平
凡
社
、
昭
和
61
年
1
月
︶

⑶
　
注
⑴
に
同
じ
。

⑷
　﹃
国
立
歴
史
民
俗

博  

物  

館  

蔵
貴
重
典
籍
叢
書
文
学
篇  
第
十
六
巻  

物
語
一
﹄︵
解
題
柳
田
忠
則
、
臨
川
書
店
、
平
成
11
年
5
月
︶

⑸
　
文
明
十
年
甘
露
寺
親
長
の
奥
書
を
有
す
る
伝
本
。
池
田
氏
蔵
本
の
祖
父
本
に
あ
た
る
の
が
日
本
大
学
蔵
本
で
、
こ
こ
で
は
本
書
も
参
照
し
た
。

⑹
　﹃
前
田
家
本
大
和
物
語
﹄
解
説
︵
育
徳
財
団
、
昭
和
11
年
9
月
︶。
後
に
﹃
物
語
文
学
Ⅱ  

池
田
亀
鑑
選
集
﹂︵
至
文
堂
、
昭
和
43
年
10
月
︶
に
再
録
。

⑺
　
早
く
鈴
木
知
太
郎
氏
が
﹁
大
和
物
語
諸
本
の
系
統
︱
特
に
二
条
家
本
及
び
定
家
自
筆
本
に
関
し
て
︱
﹂︵﹁
文
学
﹂
4
巻
1
号
、昭
和
9
年
5
月
。
後
に
﹃
平
安
時
代
文
学
論
叢
﹄︿
笠

間
書
院
、
昭
和
43
年
1
月
﹀
に
再
録
︶
の
中
で
ふ
れ
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
高
橋
正
治
氏
が
﹁
群
書
類
従
本
系
統
大
和
物
語
伝
本
考
﹂︵﹁
清
泉
女
子
大
学
紀
要
﹂
14
号
、
昭
和
41
年

12
月
︶
の
中
で
体
裁
や
本
文
に
つ
い
て
詳
し
く
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
同
氏
の
﹃
大
和
物
語
の
研
究
系
統
別

本
文
篇
上
﹄︵
私
家
版
、
昭
和
44
年
10
月
。
再
版
　
臨
川
書
店
、
昭
和
63
年
10
月
︶

に
翻
刻
、
及
び
影
印
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
同
氏
に
よ
り
校
訂
本
も
あ
る
︵﹃
大
和
物
語
︵
Ａ
系
統
大
永
本
︶﹄
新
典
社
、
昭
和
63
年
4
月
︶。

⑻
　
高
橋
正
治
氏
﹁
大
和
物
語
Ａ
系
統
新
出
本
の
紹
介
﹂︵﹁
清
泉
女
子
大
学
紀
要
﹂
35
号
、
昭
和
62
年
12
月
。
後
に
﹃
大
和
物
語
諸
本
目
録  

Ａ
系
統
﹄
に
再
録
︶

⑼
　﹁
大
永
本
大
和
物
語
本
文
考
﹂︵﹁
山
形
大
学
紀
要
︵
人
文
科
学
︶﹂
8
巻
4
号
、
昭
和
52
年
2
月
︶

⑽
　﹃
大
和
物
語
諸
本
目
録  

Ａ
系
統
﹄

⑾
　﹁﹃
大
和
物
語
﹄
伝
為
氏
筆
本
の
本
文
︱
敬
語
表
現
・
語
法
か
ら
見
た
そ
の
性
格
︱
﹂︵﹁
伝
承
文
学
研
究
﹂
46
号
、
平
成
9
年
1
月
︶ 

⑿
　﹃
校
本
大
和
物
語
と
そ
の
研
究  

増
補
版
﹄︵
三
省
堂
、
昭
和
49
年
5
月
︶、﹃
大
和
物
語
の
研
究  

対
校
篇
﹄︵
笠
間
書
院
、
昭
和
55
年
2
月
︶、﹃
大
和
物
語
諸
本
目
録  

Ａ
系
統
﹄

⒀
　﹁
群
書
類
従
本
系
統
大
和
物
語
伝
本
考
﹂
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⒁
　
注
⑼
に
同
じ
。

⒂
　﹁﹃
大
和
物
語
﹄
雑
考
︵
六
︶
︱
掛
詞
・
敬
語
︱
﹂︵
大
阪
大
学
教
養
部
﹁
研
究
集
録  

人
文
・
社
会
科
学
﹂
26
輯
、昭
和
53
年
2
月
。
後
に
﹃
大
和
物
語
の
注
釈
と
研
究
﹄︿
武
蔵
野
書
院
、

昭
和
56
年
2
月
﹀
に
再
録
︶

⒃
　

3
、
9
、
13
、
25
、
41
、
66
、
67
、
68
の
各
章
段
。

⒄
　
注
⑹
に
同
じ
。

⒅
　﹁﹃
大
和
物
語
﹄
の
宗
于
関
係
章
段
︱
構
成
と
の
関
わ
り
を
中
心
に
し
て
︱
﹂︵﹃﹃
大
和
物
語
﹄
の
研
究
﹄　
私
家
版
、
平
成
12
年
12
月
︶。
本
書
第
三
章
第
三
節
。

⒆
　
公
�
補
任
に
よ
る
。

⒇
　
尊
卑
分
脈
、
職
事
補
任
、
作
者
部
類
に
は
俊
蔭
と
あ
り
、
古
今
集
目
録
に
は
後
蔭
と
書
か
れ
て
い
て
、
内
容
は
同
一
人
を
指
し
て
い
る
。

㉑
　
念
覚
と
明
覚
に
つ
い
て
は
未
詳
。

㉒
　
注
⑼
に
同
じ
。

㉓
　
注
⑾
に
同
じ
。
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第
三
節
　
鈴
鹿
本
大
和
物
語
考

歌
物
語
の
代
表
的
作
品
の
ひ
と
つ
で
あ
る
大
和
物
語
は
多
く
の
人
々
に
愛
読
さ
れ
て
き
た
。
し
た
が
っ
て
、
現
在
伝
わ
る
写
本
類
も
少
な
く
な
い
。
そ
れ
ら
は
大
き
く
二
条
家

本
系
統
と
六
条
家
本
系
統
異
本
、
別

本
と
も
　

に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
れ
の
大
半
が
二
条
家
本
系
統
の
も
の
で
、
六
条
家
本
系
統
に
属
す
る
伝
本
は
き
わ
め
て
少
な
い
。
こ
こ
で
対

象
に
す
る
鈴
鹿
本
大
和
物
語
以
下
、
鈴
鹿
本

と
略
称
す
る
。
は
後
者
に
属
し
、
数
少
な
い
六
条
家
本
の
ひ
と
つ
と
い
う
こ
と
で
貴
重
な
伝
本
で
あ
る
。
こ
の
本
は
以
前
、
鈴
鹿
三
七
氏
が
所
蔵
さ
れ

て
い
た
か
ら
こ
う
呼
ば
れ
た
も
の
で
あ
る
。
氏
が
他
界
さ
れ
て
こ
の
本
の
行
方
は
ど
う
な
る
こ
と
か
と
案
じ
て
い
た
が
、
現
在
は
無
事
、
愛
媛
大
学
附
属
図
書
館
の
所
蔵
に
帰
し

て
い
る
。

こ
の
本
は
早
く
阿
部
俊
子
氏
の
﹃
校
本
大
和
物
語
と
そ
の
研
究(1)
﹄
に
校
異
の
形
で
載
せ
ら
れ
た
が
、
字
体
な
ど
の
ほ
ん
と
う
の
姿
を
知
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

そ
の
後
こ
れ
を
解
消
す
る
か
の
よ
う
に
高
橋
正
治
氏
の
﹃
大
和
物
語
の
研
究
系
統
別

本
文
篇

下(2)
﹄
に
写
真
版
で
収
め
ら
れ
た
し
、
糸
井
通
浩
氏
の
解
題
で
影
印
本
も
出
た(3)
。
こ
れ
は
貴
重

か
つ
あ
り
が
た
い
こ
と
で
あ
り
、
両
氏
に
対
し
て
心
か
ら
敬
意
を
表
し
た
い
。

今
後
は
、
こ
れ
ら
を
も
と
に
し
て
細
部
に
わ
た
っ
て
考
究
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
現
在
の
姿
に
な
る
ま
で
鈴
鹿
本
に
は
読
者
や
書
写
者
の
手
が
多
分
に
入
っ
て
い
る
と
推
測
さ
れ

る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
で
は
鈴
鹿
本
の
性
格
を
知
る
た
め
の
ひ
と
つ
の
試
み
と
し
て
い
か
な
る
現
象
を
経
て
現
在
の
姿
に
な
っ
た
か
を
校
異
、
ミ
セ
ケ
チ
、
そ
れ
と
本
文
を
通

し
て
考
え
て
み
た
い
と
思
う
。

は
じ
め
に
、
今
日
ま
で
の
研
究
成
果
を
ふ
り
返
っ
て
み
よ
う
。

鈴
鹿
本
に
つ
い
て
は
何
か
の
研
究
の
付
随
に
な
さ
れ
る
程
度
で
、
こ
れ
を
直
接
、
研
究
対
象
に
し
た
論
考
は
少
な
い
。
ま
し
て
本
文
に
な
る
と
皆
無
で
あ
る
。
鈴
鹿
本
に
つ
い

て
ふ
れ
て
い
る
も
の
を
見
て
い
く
と
つ
ね
に
御
巫
本
大
和
物
語
以
下
、
御
巫
本

と
略
称
す
る
。
と
関
連
し
て
考
え
ら
れ
て
き
た
。
事
実
、
そ
れ
だ
け
に
共
通
す
る
箇
所
が
多
い
。

ま
ず
阿
部
俊
子
氏
は
大
和
物
語
の
伝
本
に
つ
い
て
詳
し
く
調
査
検
討
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
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二
条
家
本
系
統
と
六
条
家
本
系
統
の
本
と
の
間
に
は
、
本
文
・
歌
の
数
・
話
の
数
・
巻
末
の
話
の
順
序
等
に
お
い
て
相
当
色
々
な
相
違
が
思
わ
れ
る
。
ど
う
し
て
こ
の
や
う

な
相
違
が
生
じ
た
か
を
考
へ
て
み
る
と
、
ま
ず
二
次
・
三
次
の
物
語
自
体
が
増
補
、
加
筆
さ
れ
た
と
す
れ
ば
、
そ
の
何
れ
の
段
階
の
も
の
を
原
本
に
と
る
か
に
よ
っ
て
根
本

的
な
ち
が
ひ
が
生
じ
た
か
と
思
ふ
。
そ
の
点
、
御
巫
本
・
鈴
鹿
本
の
原
型
、
あ
る
ひ
は
古
写
の
残
欠
本
は
二
条
家
の
系
統
の
も
の
よ
り
早
い
段
階
の
も
の
に
よ
っ
て
ゐ
る
の

で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る(4)
。

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
御
巫
本
・
鈴
鹿
本
の
原
型
と
い
う
も
の
を
考
え
、
こ
れ
ら
は
二
条
家
本
よ
り
も
古
い
と
し
て
い
る
が
、
裏
返
せ
ば
、
現
存
の
両
本
は
増
補
さ
れ

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

次
に
高
橋
正
治
氏
は
﹁
別
本
大
和
物
語
の
成
立
に
就
い
て
︱
構
成
論
を
基
礎
と
し
た
試
論
︱(5)
﹂
と
い
う
論
文
で
、
形
態
面
か
ら
為
氏
本
と
比
較
し
結
論
と
し
て
次
の
よ
う
に
述

べ
ら
れ
て
い
る
。

別
本
︵
稿
者
注
、
御
巫
本
と
鈴
鹿
本
の
こ
と
︶
を
為
氏
本
に
比
較
し
て
著
し
い
相
違
点
を
指
摘
し
検
討
し
た
。
即
ち
別
本
は
内
容
を
単
位
に
、
一
人
の
語
り
手
が
物
語
る
や
う

に
歌
説
話
を
展
開
し
て
い
っ
た
正
し
く
、
且
純
粋
な
本
を
も
っ
た
読
者
に
よ
っ
て
、
恣
意
的
に
変
改
さ
れ
た
本
で
あ
る
こ
と
が
し
ら
れ
た
。
そ
し
て
成
立
し
た
時
期
は
少
な

く
と
も
鎌
倉
時
代
を
㴑
る
も
の
で
は
な
い
。

こ
の
こ
と
か
ら
後
世
の
改
変
を
経
た
伝
本
と
み
て
い
る
。
柿
本
奨
氏
も
御
巫
本
と
鈴
鹿
本
に
つ
い
て
、
大
和
物
語
の
流
れ
て
ゆ
く
姿
を
た
ど
る
上
に
役
立
つ
本
で
は
な
い
か
と
言

わ
れ
て
い
る(6)
。

ま
た
南
波
浩
氏
は

京
都
鈴
鹿
三
七
氏
蔵
の
鈴
鹿
本
も
﹁
基
綱
写
﹂
と
の
み
あ
る
も
の
で
、
本
文
は
全
体
的
に
御
巫
本
に
き
は
め
て
近
い
も
の
で
あ
る
が
、
両
書
聞
に
は
ま
だ
少
な
か
ら
ぬ
異
同

が
あ
る
。
両
書
と
も
に
室
町
中
期
以
後
、
あ
ま
り
遠
く
へ
だ
た
ら
な
い
こ
ろ
の
書
写
の
や
う
で
あ
る
。
こ
の
両
書
は
と
も
に
﹁
基
綱
写
﹂
と
あ
る
が
、
両
書
の
本
文
に
異
同

が
あ
る
と
こ
ろ
を
み
る
と
、
親
子
関
係
で
は
な
く
、
と
も
に
﹁
基
綱
写
﹂
書
写
本
を
写
し
て
分
派
し
た
二
本
か
と
思
わ
れ
る
。︵
中
略
︶
と
ま
れ
、
現
在
知
ら
れ
る
と
こ
ろ

で
は
勝
命
本
・
御
巫
本
・
鈴
鹿
本
は
、
二
条
家
系
流
布
本
に
対
し
古
形
を
示
す
も
の
で
、
大
和
物
語
の
原
型
を
考
へ
る
場
合
の
重
要
な
資
料
で
あ
る(7)
。

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
御
巫
本
と
鈴
鹿
本
の
関
係
を
追
究
し
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
六
条
家
本
系
統
が
大
和
物
語
の
古
形
を
示
す
も
の
と
み
て
お
ら
れ
る
。
こ
れ
に
は
久
曽
神
昇
氏

も
同
じ
考
え
の
よ
う
で
あ
る(8)
。

さ
ら
に
糸
井
通
浩
氏
は
先
程
の
解
題
で
歌
語
り
の
場
が
鈴
鹿
本
の
本
文
に
反
映
さ
れ
て
い
る
と
み
て
お
ら
れ
、
享
受
面
か
ら
と
ら
え
る
べ
き
こ
と
を
指
摘
さ
れ
た
。

以
上
、
述
べ
た
よ
う
な
考
え
に
分
か
れ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。
し
か
も
、
こ
れ
ら
の
多
く
は
個
々
の
伝
本
に
あ
た
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
六
条
家
本
、
も
し
く
は
別
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本
と
い
う
こ
と
で
、
漠
然
と
と
ら
え
て
い
る
。
六
条
家
本
系
統
と
言
わ
れ
て
い
る
も
の
を
す
べ
て
同
一
視
し
て
よ
い
も
の
か
ど
う
か
。
確
か
に
形
態
的
に
は
同
じ
で
あ
っ
て
も
本

文
に
な
る
と
異
同
が
み
ら
れ
る
。
現
在
の
姿
に
な
る
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
過
程
を
経
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
細
部
に
わ
た
っ
て
の
検
討
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

鈴
鹿
本
に
は
校
異
、
ミ
セ
ケ
チ
が
み
ら
れ
る
。
前
者
は
そ
の
数
が
少
な
く
、
次
の
三
箇
所
に
す
ぎ
な
い
。

⑴
　
か
の
た
い
と
こ
の
めは
う
イら

に
し
て
︵
四
三
段
︶

⑵
　
う
け
た
ま
は
り
て
はす
イ
は
イ
か

な
か
ち
︵
一
四
六
段
︶

⑶
　
た
て
ま
つ
り
す
き
や
う
に
しと
イ

て
︵
一
六
八
段
︶

こ
れ
ら
は
鈴
鹿
本
の
み
が
持
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
し
て
も
⑴
⑵
の
本
文
は
ど
う
い
う
意
味
か
、
理
解
に
苦
し
む
。
そ
こ
で
、
も
う
一
度
本
文
に
あ
た
っ
て
み
る
と
、

本
文
と
校
異
本
文
と
は
草
書
体
が
ひ
じ
ょ
う
に
よ
く
似
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
。
お
そ
ら
く
書
写
す
る
際
に
錯
覚
を
生
じ
た
の
で
あ
ろ
う
。
す
る
と
⑶
も
似
て
い
る
か
ら
錯
覚
か

も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
校
異
と
本
文
が
同
筆
か
否
か
は
明
ら
か
で
な
い
。

阿
部
俊
子
氏
の
﹃
校
本
﹄
を
み
る
と
⑴
⑵
は
本
文
の
ま
ま
に
な
っ
て
お
ら
ず
、
校
異
本
文
を
採
用
し
て
い
る
。
不
自
然
と
思
い
こ
う
し
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
な
ら
ば
、
そ

の
こ
と
を
断
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
に
対
し
、
ミ
セ
ケ
チ
は
比
較
的
多
い
。
そ
れ
ら
を
す
べ
て
抜
き
出
し
て
一
覧
表
に
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

︵
注
︶　
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
は
附
載
章
段
を
示
し
、
こ
れ
は
高
橋
氏
の
﹃
大
和
物
語
の
研
究
系
統
別

本
文
篇
下
﹄
に
拠
っ
た
。

番
号

章
段

ミ
　
セ
　
ケ
　
チ

⑴

5

君
の
み〻
か
く
れ
給
け
れ
ば

⑵

10

家
を
人
に
か〻う

り
て

⑶

40

螢
の
と
ふ
を
か
れ
に〻
と
り
て

⑷

65

さ
う
し
け
る
え〻
こ
ん
と

⑸

78

な
く
さ
め
や
す
き〻く

〻

⑹

93

く
ち
お
し
き〻と

男
思
け
る

⑺

101

み
た
ち〻り

こ
ゝ
ち

⑻

103

く
や
し
く〻と

〻

⑼

121

つ
ね
の
ふ
の
少
将〻弐

〻

⑽

123

身
な
れ
と〻は
やも〻

〻

⑾

133

鳴
な〻そ

と
と
ひ
け
れ
は

⑿

135

返
し
は
上
手
あ〻な

れ
は

⒀

142

よ
み
て〻
給
へ
り
け
る

⒁

143

人
の
あ
り
け
る
お〻を
こ

の
女
の
せ
う
と

⒂

144

三
河
の
国
よ
り
登〻上

と
て

⒃

145

亭
子
院〻
の
御
門

⒄

148

物
こ
そ
た
は
ん
す
れ〻
と

⒅

149

う
ち
な
き〻
け
き
つ
ゝ

⒆

168

お
や
に
も
似
す〻す

〻

⒇

168

白
雲
の
や
と
れ〻
る

㉑

Ｇ

名
を
た
の
む〻み

〻
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二
一
箇
所
に
わ
た
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
が
本
文
と
同
筆
か
否
か
は
原
本
を
見
る
機
会
が
な
い
今
、
何
と
も
言
え
な
い
。
た
だ
、
こ
れ
ら
の
ミ
セ
ケ
チ
は
鈴
鹿
本
と
密
接
な
関
係

に
あ
る
御
巫
本
と
共
通
し
な
い
と
こ
ろ
か
ら
、
鈴
鹿
本
の
書
写
者
か
、
も
し
く
は
後
人
に
よ
り
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
し
て
も
こ
の
本
の
欠
点
を
示
し
て
い
る
こ

と
で
は
異
論
あ
る
ま
い
。

で
は
、ど
う
い
う
こ
と
が
原
因
で
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
生
じ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
⑵
⑺
⑻
⑿
⒆
㉑
の
﹁
か
﹂
と
﹁
う
﹂、﹁
ち
﹂
と
﹁
り
﹂、﹁
く
﹂
と
﹁
と
﹂、﹁
あ
﹂
と
﹁
な
﹂、﹁
す
﹂

と
﹁
て
﹂、﹁
む
﹂
と
﹁
み
﹂
は
草
書
体
が
ひ
じ
ょ
う
に
よ
く
似
て
お
り
、
鈴
鹿
本
の
錯
覚
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
⑸
⑹
⒃
は
書
写
し
て
い
く
過
程
で
、
前
の
章
段
に
出
て
い
る

こ
と
や
本
文
の
理
解
不
足
か
ら
生
じ
た
も
の
か
。
ま
た
、
⑴
⑶
⑼
⑽
な
ど
か
ら
鈴
鹿
本
に
は
既
定
本
文
を
改
め
よ
う
と
す
る
意
識
を
窺
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
の
他
、
⑷

⑾
⒀
⒁
⒂
⒄
⒅
⒇
は
鈴
鹿
本
の
不
注
意
に
よ
る
誤
り
で
あ
ろ
う
。

な
お
阿
部
氏
の
﹃
校
本
﹄
を
み
る
と
、
先
程
の
ミ
セ
ケ
チ
の
場
合
と
同
じ
よ
う
に
、
⑴
⑶
⒃
は
訂
正
し
た
本
文
を
採
ら
ず
、
そ
の
ま
ま
に
し
て
い
る
の
に
対
し
、
残
り
は
す
べ

て
訂
正
し
た
本
文
を
採
用
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
理
由
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
ど
ち
ら
か
に
統
一
す
る
か
、
あ
る
い
は
ミ
セ
ケ
チ
で
あ
る
旨
を
断
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

と
も
か
く
、
鈴
鹿
本
全
体
か
ら
み
る
と
校
異
、
ミ
セ
ケ
チ
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
は
な
い
が
、
こ
の
本
の
性
格
の
一
端
を
知
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

鈴
鹿
本
の
成
立
と
考
え
る
と
き
、
見
過
す
こ
と
の
で
き
な
い
の
は
御
巫
本
の
存
在
で
あ
る
。
先
程
も
述
べ
た
よ
う
に
両
者
は
共
通
す
る
と
こ
ろ
が
は
な
は
だ
多
い
。
し
か
も
、

そ
の
多
く
は
両
者
だ
け
で
共
通
し
て
お
り
、
鈴
鹿
本
の
成
立
に
御
巫
本
が
何
ら
か
の
形
で
関
与
し
て
い
る
こ
と
は
疑
う
余
地
な
い
。
事
実
、
南
波
浩
氏
は
前
述
の
如
く
、
同
じ
祖

本
か
ら
分
派
し
た
伝
本
で
は
な
い
か
と
言
わ
れ
て
い
る
し
、
ま
た
阪
倉
篤
義
氏
も
兄
弟
関
係
と
は
考
え
に
く
い
が
、
同
じ
基
綱
の
書
写
本
を
祖
本
と
す
る
も
の
と
み
て
お
ら
れ
る(9)
。

こ
れ
ら
の
考
え
に
疑
問
を
さ
し
は
さ
む
余
地
は
な
か
ろ
う
が
、
も
う
一
歩
内
部
ま
で
入
っ
て
調
査
を
進
め
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ど
の
よ
う
な
生
成
過
程

を
経
て
い
る
か
探
り
出
せ
る
か
も
し
れ
な
い
。

そ
こ
で
、
論
述
の
便
宜
上
、
用
例
を
あ
げ
た
い
が
、
鈴
鹿
本
と
御
巫
本
の
共
通
箇
所
を
す
べ
て
あ
げ
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
し
、
ま
た
種
々
の
面
に
お
い
て
厄
介
な
箇
所
も

あ
る
。
こ
ん
な
わ
け
で
、
あ
る
程
度
、
確
証
を
も
っ
て
言
え
る
と
こ
ろ
を
と
り
上
げ
て
い
き
た
い
。

番
号

章
段

為
　
氏
　
本
　
の
　
本
　
文

鈴
鹿
本
・
御
巫
本
の
本
文

⑴

3

し
き
も
の
ゝ
お
り
物
と
も
い
ろ
い
ろ
に
そ
め
よ
り

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

ナ
シ

く
み
な
に
か
と
み
な
あ
つ
け
て
せ
さ
せ
た
ま
ひ
け

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

り
そ
の
も
の
と
も
を

8

8

8

8

8

8

8

8

九
月
つ
こ
も
り
に
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⑵

3

ナ
シ

ま
た
か
く
い
ひ
て
の
ち

8

8

8

8

8

8

8

8

8

こ
の
物
い
そ
か
せ
給
け
る

⑶

6

ナ
シ

お
と
こ

8

8

8

の
さ
て
よ
み
て
や
り
け
る

⑷

11

と
な
む
あ
り
け
る

ナ
シ

⑸

13

あ
ま
た
い
て
き
て
お
も
ひ
て
す
み
け
る

8

8

8

8

8

8

8

8

8

子
う
む

⑹

40

こ
の
お
と
こ
み
や

8

8

8

み
こ

⑺

42

と
な
む
あ
り
け
る

ナ
シ

⑻

58

ナ
シ

や
ま
ふ
き
の
花
に
つ
け
て
お
と
こ

8

8

8

8

⑼

59

ナ
シ

つ
く
し
へ
い
き
た
り
け
る
人
そ
の
も
と
に
お
こ
せ

た
り
け
る
人8

8

⑽

60

五
條
の
こ

8

8

8

8

と
い
ふ
人
あ
り
け
り

故
四
條
の
御

⑾

62

の
う
さ
ん
の
君

8

8

8

8

8

8

と
い
ひ
け
る
人

む
か
し
う
さ
う
の
君

⑿

70

大
七

8

8

と
い
ひ
け
る

大
と
こ

⒀

71

つ
ゝ
み
の
中
納
言
の

ナ
シ

⒁

95

き
こ
え
た
ま
う
て
お
く
に

8

8

8

8

か
く
有
け
る

⒂

99

御
と
も
に

御
と
き
に

⒃

106

こ
の
女
の
か
ゝ
る
こ
と

8

8

8

8

8

8

8

ナ
シ

⒄

106

返
し

又
み
や

⒅

106

ふ
れ
は
こ
そ
こ
ゑ
も
く
も
ゐ
に
き
こ
え
け
め
い

か
り
に
こ
そ
こ
ゑ
は
雲
ゐ
に
き
か
せ
け
れ
い
と
の

と
ゝ
は
る
け
き
心
ち
の
み
し
て

は
る
か
に
心
の
み
し
て

⒆

111

三
に
あ
た
り
け
る
は
備
後
守

8

8

8

8

兵
庫
の
か
み

⒇

111

あ
か
た
の
ゐ
と

あ
は
た
の
院

㉑

113

兵
衛
の
せ
う

兵
部
の
せ
う

㉒

113

こ
れ
は
女8

8

ナ
シ

㉓

125

お
と
ろ
き
給
て
い
つ
く
に
物
し
た
ま
へ
る
た
よ
り

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

ナ
シ

に
か
あ
ら
な
む
と
き
こ
え
給
て

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

み
か
う
し
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︵
注
︶　
圏
点
は
異
同
の
対
象
箇
所
を
示
す
。
こ
れ
は
以
下
も
同
様
。
鈴
鹿
本
・
御
巫
本
の
本
文
は
鈴
鹿
本
を
底
本
に
し
て
い
る
。

個
々
に
あ
た
っ
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。
ま
ず
誤
写
と
思
わ
れ
る
も
の
と
し
て
⑴
⑾
⑿
㉑
㉓
35
㊱
が
あ
げ
ら
れ
る
。
因
に
⑴
㉓
35
㊱
を
み
る
と
、鈴
鹿
本
と
御
巫
本
は
﹁
ナ
シ
﹂

と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
前
後
に
は
同
じ
か
、
似
通
っ
た
語
が
来
て
い
る
。
思
う
に
こ
れ
ら
は
書
写
す
る
際
に
目
移
り
が
生
じ
た
の
で
あ
ろ
う
。
目
移
り
と
思
わ
れ
る
と
こ
ろ
は
、

こ
の
外
に
も
み
ら
れ
る
。

イ
　
く
に
へ
な
ん
い
き
け
る

8

8

さ
て
お
も
ひ
け
る
8

8

と
も
た
ち
の
も
と
へ
︵
五
四
段
︶

ロ
　
を
こ
し
て8
い
ま
ゝ
て
ね
た
り
け
る
と
て8
せ
う
え
う
し
に
︵
一
〇
三
段
︶

㉔

132

お
ほ

8

8

う
ち
か
つ
き
て

御

25

139

承
香
殿

8

8

8

は
い
と
ち
か
き
ほ
と
に

そ
行
殿

26

139

ナ
シ

そ
行
殿
と
東
宮
の
女
御

8

8

8

8

8

8

と
は

27

141

山
と
の
せ
う

8

8

8

8

8

と
い
ひ
て
あ
り
け
る

や
ま
と
の
か
み

㉘

141

や
ま
さ
き

8

8

8

8

に
も
ろ
と
も
に
ゆ
き
て

山
前

29

148

ナ
シ

す
む
人
な
ん
あ
り
け
り
お
と
こ
を
な
ん

8

8

8

8

8

8

あ
ひ
し
り

て

30

148

ナ
シ

い
か
な
ら
む
と
い
と
哀
な
る
者
か

8

8

8

8

8

8

8

な
と

㉛

148

の
ち
に
は
い
か
ゝ
な
り
に
け
む
し
ら
す

ナ
シ

32

150

よ
ま
せ
給
か
き
の
も
と
の
人
ま
ろ

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

ナ
シ

㉝

151

御
ら
む
し
け
る
日
人
ま
ろ

8

8

8

8

ナ
シ

㉞

152

も
と
を
は
と
か
く
つ
け
ゝ
る
も
と
は
か
く
の
み
な

本
に
作
け
る
と
そ
本
に
か
く

む
あ
り
け
る

35

168

身
を
や
な
け
て
け
む
ほ
う
し
に
な
り
た
ら
は
さ
て

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

ナ
シ

あ
る
と
き
も
き
こ
え
な
む
身
を
な
け
た
る
へ
し

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

と

お
も
ふ
に

㊱

168

な
き
た
ま
ふ
さ⃝

⃝

⃝

⃝

⃝

⃝

⃝

⃝

⃝

⃝

⃝

⃝

⃝

ふ
ら
ふ
人

〱
も
い
ら
な
く
な
む

ナ
シ

な
き
あ
は
れ
か
り
け
る

8

8

8

8

8

8

8

8

8

宮
の
御
か
へ
り
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ハ
　
し
も
に
と
を
く
さ
ふ
ら
ふ

8

8

8

8

か
う
は
る
か
に
さ
ふ
ら
ふ

8

8

8

8

よ
し
︵
一
四
五
段
︶

ニ
　
た
ま
う
て8
か
し
こ
き
御
か
け
に
な
ら
ひ
て
お
は
し
ま
さ
ぬ
︵
一
六
八
段
︶

ホ
　
た
ま
う
て8
な
む
と
ま
り
て8
人
々
に
︵
一
七
二
段
︶

︵
注
︶　
本
文
は
為
家
本
に
拠
り
、
圏
点
と
傍
線
は
稿
者
が
付
し
た
も
の
で
あ
る
。
以
下
も
同
様
。

傍
線
を
引
い
た
部
分
を
鈴
鹿
本
と
御
巫
本
は
持
っ
て
い
な
い
が
、
い
ず
れ
も
が
圏
点
を
付
し
た
よ
う
に
前
後
に
同
じ
語
が
来
て
い
る
こ
と
か
ら
も
理
解
で
き
よ
う
。

残
り
の
⑾
⑿
㉑
は
ど
う
か
。
⑾
と
⑿
は
草
書
体
の
読
み
誤
り
か
ら
生
じ
た
も
の
と
思
う
。
⑿
は
﹁
大
七
と
﹂
と
あ
っ
た
の
を
、﹁
七
﹂
を
﹁
と
﹂
に
﹁
と
﹂
を
﹁
こ
﹂
に
読
み
誤
っ

た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
は
﹁
と
﹂
が
な
い
と
不
自
然
に
な
る
。
⑾
は
少
し
複
雑
で
あ
る
。
こ
れ
は
﹁
の
う
さ
う
の
君
﹂
と
あ
っ
た
の
が
﹁
の
﹂
を
﹁
か
﹂
と
﹁
し
﹂
に
読
み
誤
り
、

そ
う
す
る
と
﹁
む
﹂
が
な
く
て
は
不
自
然
に
な
る
か
ら
、
そ
れ
を
付
加
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
と
同
じ
例
と
し
て
⑽
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
今
井
源
衛
氏
も

指
摘
さ
れ
て
い
る(10)
よ
う
に
連
綿
の
か
げ
ん
で
読
み
誤
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
⒇
も
原
本
を
み
る
と
両
者
は
ひ
じ
ょ
う
に
似
通
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
憶
測
に
な
る
が
、
お
そ

ら
く
﹁
あ
か
た
の
ゐ
と
﹂
と
平
仮
名
で
書
か
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。﹁
か
﹂
を
﹁
は
﹂
に
、﹁
ゐ
と
﹂
を
﹁
え
ん
﹂
に
読
み
誤
る
可
能
性
は
十
分
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
を
後
者

の
場
合
、﹁
院
﹂
と
漢
字
で
書
い
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
草
書
体
の
読
み
誤
り
は
外
に
も
み
ら
れ
る
。
そ
れ
ら
を
列
挙
し
て
み
る
。

イ
　
陽
成
院
の
五二

の
み
こ
︵
二
三
段
︶

ロ
　
こ五

の
宮
の
御
も
と
に
︵
七
二
段
︶

ハ
　
亭
子
の
み
か
と
かか
い
て
ん

は
し
り
に
お
は
し
ま
し
け
り
︵
一
四
五
段
︶

ニ
　
左右

近
将
監
に
て
殿
上
し
て
あ
り
け
る
︵
一
六
八
段
︶

ホ
　
こ
の
女
た寺
の
しう

し
に
い
ふ
や
う
︵
一
六
八
段
︶

ヘ
　
左右

衛
門
の
ち
ん
に
く
る
ま
を
た
て
ゝ
︵
一
七
一
段
︶

傍
に
線
を
引
い
て
示
し
た
の
が
鈴
鹿
本
、
御
巫
本
の
本
文
で
あ
る
。
イ
ロ
ニ
ヘ
に
つ
い
て
は
納
得
で
き
る
と
し
て
も
ハ
ホ
に
は
疑
問
を
持
つ
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
鈴
鹿

本
、
御
巫
本
は
意
味
が
明
ら
か
で
な
い
し
、
原
本
に
あ
た
っ
て
み
て
も
鈴
鹿
本
、
御
巫
本
は
底
本
の
本
文
に
似
通
っ
て
い
る
字
体
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
ま
ず
誤
写
と

み
て
間
違
い
な
か
ろ
う
。
㉑
を
み
る
と
鈴
鹿
本
、
御
巫
本
は
﹁
兵
部
の
せ
う
﹂
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
章
段
に
は
﹁
兵
衛
の
せ
う
﹂
が
も
う
一
箇
所
あ
る
。
こ
れ
は
同
一
人
物
で

あ
る
が
、
鈴
鹿
本
、
御
巫
本
は
為
家
本
と
同
じ
に
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
は
鈴
鹿
本
、
御
巫
本
の
誤
写
で
あ
ろ
う
。﹁
兵
部
…
…
﹂
は
他
の
章
段
に
も
み
ら
れ
る(11)
こ
と
か
ら
、
お
そ

ら
く
そ
の
錯
覚
か
も
し
れ
な
い
。
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と
も
あ
れ
、
こ
れ
ら
は
鈴
鹿
本
、
御
巫
本
の
欠
点
と
言
え
る
が
、
注
目
す
べ
き
こ
と
は
両
者
の
い
ず
れ
も
が
訂
正
し
な
い
で
、
そ
の
ま
ま
受
け
継
い
で
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ

れ
は
祖
本
か
ら
す
で
に
そ
う
な
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

次
に
こ
れ
ら
と
は
反
対
に
意
図
的
に
な
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
と
こ
ろ
を
見
て
い
こ
う
。

ま
ず
、
鈴
鹿
本
と
御
巫
本
の
付
加
と
思
わ
れ
る
と
こ
ろ
と
し
て
⑵
⑶
⑻
⑼
26
29
30
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。
事
実
、
⑵
は
和
歌
と
地
文
の
間
に
あ
る
し
、
⑶
⑻
⑼
は
作
者
を
補
っ
て

い
る
。
し
か
し
、
⑼
は
前
に
も
﹁
人
﹂
が
あ
り
、
か
え
っ
て
不
自
然
で
あ
る
。
残
り
の
26
29
30
は
語
句
を
補
っ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
26
は
﹁
東
宮
の
女
御
﹂
な
る
人
物
が
登
場

す
る
が
、
こ
の
前
後
は

せ
ん
た
い
の
御
時
に
承
香
殿
の
宮
す
所
の
御
さ
う
し
に
中
納
言
の
君
と
い
ふ
人
さ
ふ
ら
ひ
け
り
そ
れ
を
故
兵
部
卿
の
宮
わ
か
お
と
こ
に
て
一
宮
と
き
こ
え
て
い
ろ
こ
の
み
た

ま
ひ
け
る
こ
ろ
承
香
殿
・と
東
宮
の
女
御
と

・
・
・
・
・
は
い
と
ち
か
き
ほ
と
に
な
む
あ
り
け
る

︵
注
︶　
黒
点
は
異
同
の
対
象
箇
所
で
、
欠
け
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
以
下
も
同
様
。

と
あ
り
、
何
故
に
、
こ
の
語
句
を
補
っ
た
の
か
明
ら
か
で
な
い
。
本
文
を
よ
く
理
解
し
な
い
で
補
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
最
後
の
30
を
み
る
と
、
鈴
鹿
本
、
御
巫
本
は
本
文
が
だ

ぶ
つ
い
て
い
る
感
じ
で
通
り
が
よ
く
な
い
。

改
作
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
と
こ
ろ
が
鈴
鹿
本
、
御
巫
本
に
は
か
な
り
多
く
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
中
に
は
部
分
的
に
除
去
し
て
い
る
も
の
や
全
体
的
、
部
分
的
に
改
め
て

い
る
も
の
、
あ
る
い
は
位
置
を
変
え
て
い
る
も
の
な
ど
、
実
に
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
具
体
例
に
あ
た
っ
て
み
よ
う
。

32
㉝
を
み
る
に
、
こ
れ
は
和
歌
の
作
者
を
記
し
た
も
の
だ
が
、
鈴
鹿
本
と
御
巫
本
は
作
者
が
明
ら
か
で
は
な
い
。
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
こ
と
は
両
方
と
も
﹁
人
ま
ろ
﹂
に
な
っ

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
大
和
物
語
に
お
い
て
彼
が
登
場
す
る
の
は
こ
の
二
箇
所
で
あ
り
、
し
か
も
﹁
な
ら
の
帝
﹂
が
登
場
す
る
章
段
で
、
こ
の
よ
う
な
現
象
を
生
じ
て
い
る
こ
と

は
偶
然
と
は
言
え
な
い
だ
ろ
う
。
も
し
、﹁
人

〱
に
う
た
よ
ま
せ
給
ふ
﹂、﹁
も
み
ち
い
と
お
も
し
ろ
き
を
御
ら
む
し
け
る
日
﹂
の
後
に
作
者
名
が
記
さ
れ
て
な
い
と
し
た
ら
、
あ

ま
り
に
も
漠
然
と
な
り
不
自
然
す
ぎ
よ
う
。
お
そ
ら
く
、
こ
こ
は
作
者
名
が
﹁
人
ま
ろ
﹂
と
記
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
す
る
と
何
ら
か
の
理
由
で
も
っ
て
除
去
さ
れ
た
の
で

は
な
か
ろ
う
か
。

大
和
物
語
一
五
〇
段
か
ら
一
五
三
段
に
か
け
て
﹁
な
ら
の
帝
﹂
が
登
場
す
る
。
こ
の
う
ち
一
五
三
段
の
﹁
な
ら
の
帝
﹂
は
平
城
天
皇
で
あ
る
こ
と
が
確
か
で
あ
る(12)
が
、
残
り
の

一
五
〇
・
一
五
一
・
一
五
二
段
の
﹁
な
ら
の
帝
﹂
は
歴
代
の
い
ず
れ
の
帝
を
指
し
て
い
る
か
は
い
ろ
い
ろ
と
問
題
に
さ
れ
て
き
た
。
と
り
わ
け
一
五
二
・
一
五
三
段
に
は
﹁
人
ま
ろ
﹂

が
登
場
し
、﹁
な
ら
の
帝
﹂
を
平
城
天
皇
に
と
る
と
時
代
的
に
合
わ
な
い
し
、
ま
た
文
武
天
皇
に
と
る
と
ま
だ
都
が
奈
良
に
な
か
っ
た
こ
と
に
な
り
不
自
然
に
な
る
。
こ
の
現
象

に
つ
い
て
、
賀
茂
真
淵(13)
を
は
じ
め
と
し
て
研
究
者
に
よ
り
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
追
究
さ
れ
て
き
た
。
こ
こ
で
は
二
、三
の
説
を
列
挙
し
て
み
る
。
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ま
ず
、
今
井
源
衛
氏
は

私
は
、
人
麿
の
年
代
的
な
把
握
に
つ
い
て
は
、
大
和
物
語
作
者
自
身
に
あ
い
ま
い
な
も
の
が
あ
っ
た
の
で
な
い
か
と
思
う
。︵
中
略
︶
益
田
氏
が
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
﹁
奈

良
の
帝
﹂
と
﹁
人
麿
﹂
と
の
安
易
な
結
び
つ
け
が
起
こ
る
こ
と
は
十
分
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
そ
う
し
た
結
び
つ
け
は
、
単
に
大
和
作
者
個
人
の
問
題
で
は
あ
る
ま

い
。﹁
わ
ぎ
も
こ
が
﹂
の
歌
の
作
者
を
人
麿
と
す
る
も
の
は
、
大
和
物
語
の
影
響
と
の
み
片
付
け
る
わ
け
に
は
い
く
ま
い
。
こ
れ
ら
を
含
め
て
、
そ
の
背
後
に
あ
る
伝
承
の

場
を
想
定
す
べ
き
で
あ
ろ
う(14)
。

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
一
五
一
段
は
一
五
〇
段
と
同
じ
く
人
麿
と
帝
を
合
わ
せ
る
た
め
に
作
為
さ
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
上
、
氏
は
一
五
〇
段
の
と
こ

ろ
で
鈴
鹿
本
と
御
巫
本
が
﹁
人
ま
ろ
﹂
を
有
し
て
い
な
い
こ
と
に
つ
い
て
、
こ
の
歌
の
作
者
の
人
麿
説
に
も
浮
動
性
が
あ
っ
た
と
み
て
い
る
。

次
に
雨
海
博
洋
氏
は
一
五
〇
段
か
ら
一
五
三
段
ま
で
に
つ
い
て
詳
細
に
検
討
さ
れ
て
、

一
五
〇
段
は
采
女
の
入
水
に
ま
つ
わ
る
伝
説
、伝
承
歌
か
ら
成
り
、こ
の
段
の
﹁
な
ら
の
帝
﹂
は
平
城
天
皇
を
主
と
し
な
が
ら
、桓
武
帝
の
要
素
が
采
女
に
関
し
加
わ
っ
て
い
る
。

一
五
一
段
は
前
後
の
平
城
帝
と
柿
本
人
麿
の
組
み
合
わ
せ
を
受
け
、﹃
古
今
和
歌
集
﹄
仮
名
序
、
古
今
歌
を
も
と
に
両
人
の
歌
の
唱
和
の
語
り
と
な
り
、
一
五
二
段
で
は
﹁
な

ら
の
帝
﹂
は
桓
武
天
皇
の
鷹
に
関
す
る
史
的
事
実
を
背
景
に
﹁
い
は
で
思
ふ
﹂
の
歌
で
平
城
帝
と
結
び
つ
い
て
﹁
な
ら
の
帝
﹂
と
な
っ
て
い
る
が
、
桓
武
帝
の
占
め
る
位
置

は
一
番
大
き
い
。
最
後
の
一
五
三
段
は
平
城
帝
と
嵯
峨
帝
が
結
び
つ
い
て
﹁
な
ら
の
帝
﹂
と
な
っ
て
い
る
が
、
桓
武
帝
の
占
め
る
位
置
は
一
番
大
き
い(15)
。

と
結
論
づ
け
、
こ
れ
ら
の
章
段
を
歌
語
り
と
し
て
と
ら
え
て
い
る
。

さ
ら
に
片
桐
洋
一
氏
は
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

現
代
の
人
は
、
特
に
判
断
の
基
準
を
、
正
し
い
か
正
し
く
な
い
か
だ
け
に
求
め
た
が
る
。
平
城
天
皇
が
柿
本
人
麿
と
同
時
代
の
人
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
歴
史
的
事
実
と

し
て
は
、
ま
っ
た
く
正
し
く
な
い
。
し
か
し
、
今
、
見
た
﹁
古
今
集
﹂
や
﹁
大
和
物
語
﹂
は
そ
う
信
じ
て
い
る
の
だ
か
ら
仕
方
が
な
い
。
や
は
り
わ
れ
わ
れ
は
、
そ
れ
を
理

解
し
て
、
そ
の
立
場
か
ら
鑑
賞
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る(16)
。

氏
の
考
え
は
前
の
二
人
の
と
は
や
や
異
な
り
、
時
代
的
な
把
握
の
誤
り
と
み
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
三
者
と
も
微
妙
な
相
違
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
い
ず
れ
が
妥
当
か
は
ま
だ
ま
だ
検
討
の
時
間
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、鈴
鹿
本
と
御
巫
本
が
﹁
人
ま
ろ
﹂
を
持
っ

て
い
な
い
こ
と
に
つ
い
て
、
今
井
氏
の
み
が
浮
動
性
と
し
て
と
ら
え
て
い
る
。
私
は
一
歩
進
め
て
、
こ
れ
ら
は
除
去
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る(17)
。
鈴
鹿
本
・
御
巫
本

の
書
写
者
は
﹁
な
ら
の
帝
﹂
を
平
城
天
皇
と
考
え
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
う
す
る
と
ど
う
し
て
も
矛
盾
が
生
じ
て
く
る
の
で
除
去
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
一
五
〇
段
と
一
五
一

段
に
﹁
人
ま
ろ
﹂
が
な
い
こ
と
は
少
な
く
と
も
そ
う
い
う
考
え
を
い
だ
か
せ
よ
う
。
冒
頭
が
﹁
な
ら
の
帝
﹂
で
あ
る
の
に
も
ま
し
て
、
一
五
三
段
が
鈴
鹿
本
・
御
巫
本
は
﹁
お
な

0

0
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し0

な
ら
の
み
か
と
﹂
傍
点
は
稿
者
。

以

下

同

様
。
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
一
五
〇
段
か
ら
一
五
三
段
ま
で
の
﹁
な
ら
の
帝
﹂
を
同
じ
帝
と
み
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
と
も
か
く
、
こ
こ

は
鈴
鹿
本
、
御
巫
本
の
書
写
者
が
深
く
か
か
わ
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

⒄
も
作
者
の
異
同
で
あ
る
。
こ
れ
は
⒅
の
和
歌
の
異
同
に
も
関
連
し
て
い
る
よ
う
だ
。
鈴
鹿
本
、
御
巫
本
は
﹁
故
兵
部
�
の
宮
﹂
に
な
る
の
に
対
し
、
為
家
本
は
﹁
女
﹂
の
作

に
な
る
。
こ
れ
以
前
の
歌
の
や
り
と
り
を
記
し
て
み
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

ま
た
こ
の
女

　
　
わ
す
ら
る
ゝ
と
き
は
の
や
ま
も
ね
を
そ
な
く
秋
の
ゝ
む
し
の
こ
ゑ
に
み
た
れ
て

か
へ
し

　
　
な
く
な
れ
と
お
ほ
つ
か
な
く
そ
お
も
ほ
ゆ
る
こ
ゑ
き
く
こ
と
の
い
ま
は
な
け
れ
は

又
お
な
し
宮

　
　
雲
井
に
て
よ
を
ふ
る
こ
ろ
は
さ
み
た
れ
の
あ
め
の
し
た
に
そ
い
け
る
か
ひ
な
き

返又
み
や
 
し 

　
　
ふ
れ
は
こ
そ
こ
ゑ
も
く
も
ゐ
に
き
こ
え
け
め
い
と
ゝ
は
る
け
き
心
ち
の
み
し
て

も
し
、
最
後
の
歌
を
宮
の
作
と
す
る
と
彼
の
歌
が
三
首
連
続
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
な
ん
と
な
く
不
自
然
で
あ
る
。
今
井
源
衛
氏
は
﹁
ふ
れ
は
こ
そ
﹂
の
歌
を
歌
意
か
ら
み
て

女
の
作
と
推
測
さ
れ
て
い
る(18)
。

と
こ
ろ
で
、
⒅
の
﹁
ふ
れ
は
こ
そ
﹂
の
歌
で
あ
る
が
、
鈴
鹿
本
と
御
巫
本
は
一
首
全
体
が
違
っ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
鈴
鹿
本
・
御
巫
本
の
書
写
者
は
、
こ
の
歌
に
つ
い
て
疑
問

を
い
だ
き
﹁
返
し
﹂
の
と
こ
ろ
を
﹁
又
み
や
﹂
と
し
、
歌
も
﹁
雲
ゐ
に
き
か
せ
け
れ

0

0

0

0

0

﹂
と
宮
が
詠
ん
だ
よ
う
に
改
め
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
し
て
も
、
こ
の
歌
の
下
句
は
難
解

で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
作
者
を
除
去
し
た
り
、
改
め
て
い
る
と
こ
ろ
は
他
に
も
み
ら
れ
る
。

イ
　
あ
は
れ
な
る
こ
と
を
ま
ら
う
と
も
あ
る
し
も
こ
ひ
け
り
あ
さ
ほ
ら
け
に
き
り
た
ち
わ
た
れ
け
り
まナ

　シら
う
と

　
　
　
　
あ
さ
き
り
の
な
か
に
君
ま
す
も
の
な
ら
は
は
る
ゝ
ま
に

〱
う
れ
し
か
ら
ま
し

　
　
と
い
ひ
け
り
か
い
せ
う
返
し

　
　
　
　
こ
と
な
ら
は
は
れ
す
も
あ
ら
な
む
秋
き
り
の
ま
き
れ
に
み
ゆ
る
君
と
お
も
は
ん
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ま
ら
う
と
は
つ
ら
ゆ
き
と
も
の
り
な
と
に
な
む
あ
り
け
る
︵
二
八
段
︶

ロ
　
又
お
な
し
み
か
と
さの
い
院
の
み
こ
の
お
ほ
む
も
と
に
き
く
に
つ
け
て

　
　
　
　
ゆ
き
て
み
ぬ
人
の
た
め
に
と
お
も
は
す
は
た
れ
か
お
ら
ま
し
我
や
と
の
き
く

　
　
さナ

　シい
院
の
御
か
へ
し

　
　
　
　
我
や
と
に
い
ろ
お
り
と
む
る
き
み
な
く
は
よ
そ
に
も
き
く
の
は
な
を
み
ま
し
や
︵
四
八
段
︶

ハ
　
き
む
ひ
ら
か
む
す
め
し
ぬ
と
・き
・ゝ
て

　
　
　
　
な
か
け
く
も
た
の
め
る
か
な
世
中
を
そ
て
に
な
み
た
の
か
ゝ
る
身
を
も
て
︵
一
一
六
段
︶

ニ
　
閑
院
の
お大
き
み
に
ほ
い
君

　
　
　
む
か
し
よ
り
お
も
ふ
心
は
あ
り
そ
う
み
の
は
ま
の
ま
さ
こ
は
か
す
も
し
ら
れ
す
︵
一
一
八
段
︶

イ
は
主
と
ま
ら
う
ど
の
贈
答
歌
で
、
ま
ら
う
ど
が
な
い
と
不
自
然
で
あ
る
。
返
歌
の
主
は
か
い
せ
ん
で
あ
る
が
、
ま
ら
う
ど
は
誰
か
は
っ
き
り
し
な
い
。
し
か
し
、
後
に
﹁
ま

ら
う
と
は
云
々
﹂
と
い
う
本
文
が
あ
る
か
ら
、
そ
れ
が
解
消
す
る
。
こ
こ
は
二
箇
所
に
わ
た
っ
て
﹁
ま
ら
う
と
﹂
が
あ
り
、
重
複
し
て
い
る
た
め
に
片
方
を
除
去
し
た
の
で
あ
ろ

う
。
ロ
も
両
方
の
﹁
さ
い
﹂、﹁
さ
い
院
﹂
が
な
い
こ
と
か
ら
、
何
ら
か
の
理
由
で
除
か
れ
た
も
の
か
。

ハ
、
ニ
と
も
﹁
き
む
ひ
ら
か
む
す
め
﹂
と
﹁
閑
院
の
お
ほ
い
君
﹂
が
登
場
す
る
。
と
も
に
後
撰
集
時
代
の
女
流
歌
人
で
あ
る
。
し
か
し
、
鈴
鹿
本
、
御
巫
本
を
み
る
と
彼
女
達

の
作
で
は
な
く
、
他
の
誰
か
の
作
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
い
ず
れ
が
正
し
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
詠
み
手
が
不
明
な
の
は
不
自
然
で
あ
り
、
為
家
本
が
も
と
の
姿
で
あ
ろ
う
。
し

か
し
、
鈴
鹿
本
、
御
巫
本
の
よ
う
に
し
た
理
由
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
両
方
の
歌
と
も
詠
み
手
、
受
け
手
の
い
ず
れ
の
立
場
に
も
と
れ
る
歌
で
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
も
手

伝
っ
て
意
図
的
に
改
め
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

さ
ら
に
鈴
鹿
本
、
御
巫
本
は
重
複
す
る
よ
う
な
表
現
の
あ
る
と
き
は
い
ず
れ
か
一
方
を
除
い
た
り
、
改
め
た
り
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
を
あ
げ
て
み
よ
う
。

イ
　
か
ね
も
り
よ
み
て
お
こ
せ
た
り
け
る

　
　
　
　
を
ち
こ
ち
の
人
め
ま
れ
な
る
や
ま
さ
と
に
い
ゑ
ゐ
せ
む
と
は
お
も
ひ
き
や
君

　
　
と
よ

い
ひ
た
り
け
れ
は

　
　

み
て
な
む
お
こ
せ
た
り
け
れ
は
み
て
︵
五
七
段
︶

ロ
　
時
々
め
し
け
り
さ
て
の
た
ま
は
せ
け
る

　
　
　
　
あ
か
て
の
み
ゝ
れ
は
な
る
へ
し
あ
は
ぬ
よ
も
あ
ふ
よ
も
人
を
あ
は
れ
と
そ
思
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と

ナ

　シ

の
た
ま
は
せ
け
る
を
わ
ら
は
の
心
ち
に
も
か
き
り
な
く
あ
は
れ
に
お
ほ
え
け
れ
は
︵
三
四
段
︶

ハ
　
こ
の
も
と
の
め
の
も
と
に
ふ
え
を
な
む
ひ
き
む
す
ひ
て
を
こ
せ
た
り
け
る
み
れ
はナ

　シ
か
く
か
け
り
︵
一
四
一
段
︶

ニ
　
む
か
し
さ
い
中
将
の
み
む
す
こ
さ
い
し
君
と
い
ふ
か
め人
也
け
る

な
る 

人
な
む
ナ

　シ

あ
り
け
る
女
は
山
か
け
の
中
納
言
の
み
ひ
め
に
て
︵
一
四
三
段
︶

ホ
　
お
ほ
む
ひ
と
へ
の
御
そ
を
か
つ
け
さ
せ
たた
ま
へ
る
ま
ゝ
に

ま
へ
り
け
り
さ
い
中
将
た
ま
はナ

　シ
る
ま
ゝ
に
︵
一
六
一
段
︶

ヘ
　
か
の
み
や
に
や
大
和ま

と
ゝ
い
ふ
人
さ
ふ
ら
ひ
け
る
を
も
の
な
と
の
た
ま
ひ
け
れ
は
い
と
わ
り
な
く
い
ろ
こ
の
む
人
に
て
女
い
と
お
か
し
う
め
て
た
し
と
お
も
ひ
け
り
さ
り
け

れ
と
あ
ふ
こ
と
か
た
か
り
け
り
や
女ま

と
︵
一
七
一
段
︶

イ
は
前
に
同
じ
よ
う
な
語
句
が
あ
り
、
後
の
方
を
改
め
て
い
る
。
ホ
ヘ
も
同
様
で
あ
る
。
ロ
は
前
に
﹁
の
た
ま
は
せ
け
る
﹂
と
同
じ
語
句
が
あ
り
、
ハ
は
同
じ
語
句
で
は
な
い
が
、

す
ぐ
前
に
﹁
を
こ
せ
た
り
け
る
﹂
と
あ
る
か
ら
、
い
ず
れ
か
一
方
は
不
要
で
あ
ろ
う
。
ニ
を
み
る
と
鈴
鹿
本
、
御
巫
本
は
﹁
め
﹂
が
﹁
人
﹂
に
な
っ
て
い
る
。﹁
め
﹂、﹁
人
﹂、﹁
女
﹂

は
同
一
人
物
で
あ
り
、複
雑
を
省
く
た
め
に
﹁
め
﹂
を
﹁
人
﹂
に
、﹁
な
る
﹂
を
﹁
也
け
る
﹂
に
し
て
﹁
人
な
む
あ
り
け
る
﹂
を
除
去
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
そ
う
し
て
も
﹁
さ

い
し
君
と
い
ふ
人
也
け
る
山
か
け
の
中
納
言
の
﹂
と
な
っ
て
意
味
上
、
不
安
が
残
る
。

⒀
⒃
㉒
に
お
い
て
鈴
鹿
本
、
御
巫
本
は
﹁
ナ
シ
﹂
と
な
っ
て
い
る
が
、
実
は
こ
の
﹁
ナ
シ
﹂
の
所
に
該
当
す
る
本
文
が
他
の
位
置
に
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
⒂
も
同
様

に
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
ら
を
記
し
て
み
る
。

⒀
　
・つ
ゝ
み
の
中
納
言

・
・
・
・
・
故
兵
部
�
の
宮
う
せ
た
ま
ひ
て
け
る
時
は
き
さ
ら
き
の
つ
こ
も
り
は
な
さ
か
り
に
な
ん
あ
り
け
る
つ

ナ

　シ

ゝ
み
の
中
納
言
の
よ
み
た
ま
ひ
け
る

⒂
　
亭
子
の
み
か
と
の
御
と
と
きも

に
お
ほ
き
お
と
ゝ
に
・御
と
も

・
・
つ
か
う
ま
つ
り
た
ま
へ
る
に

⒃
　
故
式
部
�
の
宮
この
と
か
く
な
り
け
る

の
　
　
　
　
女
の
か
ナ

　
　シ

ゝ
る
こ
と
ま
た
し
か
り
け
る
時

㉒
　
こ
れ
は
女ナ
シ
か
よ
ひ
け
る
時
に
・女

⒀
に
お
い
て
、
鈴
鹿
本
、
御
巫
本
は
冒
頭
に
﹁
つ
ゝ
み
の
中
納
言
﹂
が
あ
る
。
次
の
章
段
を
み
る
と
﹁
お
な
し
宮
お
は
し
ま
し
け
る
時
﹂
で
始
ま
っ
て
い
る
。
大
和
物
語
に
お

い
て
、
冒
頭
は
同
一
人
物
で
統
一
す
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
こ
こ
は
﹁
つ
ゝ
み
の
中
納
言
﹂
を
前
面
に
押
し
出
す
た
め
に
こ
の
よ
う
に
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
が
た

め
に
文
章
が
不
自
然
に
な
っ
て
い
る
。
⒂
も
鈴
鹿
本
、
御
座
本
は
﹁
御
と
も
﹂
を
後
に
持
っ
て
き
て
、
も
と
の
と
こ
ろ
に
﹁
と
き
﹂
を
補
い
、
理
解
し
や
す
く
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

⒃
に
つ
い
て
は
今
井
源
衛
氏
も
ふ
れ
て
お
ら
れ
る
。
即
ち
、

巫
・
鈴
で
は
﹁
故
兵
部
�
宮
の
と
か
く
な
り
に
け
る
女
ま
だ
し
か
り
け
る
時
﹂
と
あ
っ
て
、
女
は
中
興
女
と
は
別
人
と
な
る
が
、
国
歌
大
観
元
良
親
王
御
集
︵
31
～
36
︶
に

も
、
こ
の
段
の
﹁
萩
の
葉
の
﹂
以
下
﹁
つ
ゝ
し
く
も
﹂
ま
で
六
首
が
歌
調
に
多
少
の
相
違
は
あ
る
が
、
こ
の
通
り
の
順
序
で
出
て
お
り
、
且
つ
﹁
萩
の
葉
の
﹂
の
詞
書
に
﹁
近
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江
介
な
ほ
き
が
む
す
め
ど
も
か
た
ち
よ
く
心
た
か
し
と
聞
き
給
ひ
て
遣
し
け
る
﹂
と
あ
っ
て
、
中
興
女
の
こ
と
と
し
て
い
る
ら
し
い
。
ま
た
巫
・
鈴
は
、
す
ぐ
あ
と
の
﹁
萩

の
は
の
﹂
の
歌
か
ら
﹁
関
川
の
﹂
の
歌
の
直
前
、
そ
の
詞
書
で
あ
る
﹁
女
か
へ
し
﹂
ま
で
、
脱
落
し
て
お
り
、
こ
こ
の
﹁
の
と
か
く
な
り
に
け
る
女
﹂
の
本
文
も
、
何
か
の

誤
り
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う(19)
。

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
む
し
ろ
私
は
改
作
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。﹁
の
か
ゝ
る
こ
と
﹂
を
鈴
鹿
本
、
御
巫
本
が
持
っ
て
い
な
い
代
り
に
﹁
こ
の
﹂
と
こ
ろ
へ
の
﹁
の
と

か
く
な
り
に
け
る
﹂
を
持
っ
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
。
㉒
は
誰
の
作
か
混
同
し
が
ち
な
の
で
鈴
鹿
本
、
御
巫
本
の
よ
う
に
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

以
上
あ
げ
た
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
も
の
と
し
て
⑸
⑹
⒁
⒆
27
が
あ
げ
ら
れ
る
。
因
に
⑸
は

む
ま
の
せ
う
ふ
は
ら
の
ち
か
ぬ
と
い
ふ
人
の
め
に
は
と
し
と
と
い
ふ
人
な
む
あ
り
け
る
こ
と
も
な
と
あ
ま
た
い
て
き
て
お

子
う
む

も
ひ
て
す
み
け
る
ほ
と
に

と
あ
る
部
分
の
異
同
で
、
鈴
鹿
本
、
御
巫
本
の
よ
う
だ
と
前
に
﹁
こ
と
も
な
と
あ
ま
た
い
て
き
て
﹂
と
あ
る
か
ら
重
複
し
て
い
る
。
な
ぜ
こ
う
し
た
か
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
鈴

鹿
本
、
御
巫
本
は
後
世
の
も
の
と
言
え
よ
う
。
次
に
⑹
は
鈴
鹿
本
と
御
巫
本
が
﹁
み
こ
﹂
に
な
っ
て
い
る
。
い
ま
、
前
文
を
記
し
て
み
る
と
、

か
つ
ら
の
み
こ
に
式
部
�
宮
す
み
給
け
る
時
そ
の
宮
に
さ
ふ
ら
ひ
け
る
う
な
ひ
な
ん
こ
の
お
と
こ
みみ
こ
や
を
い
と
め
て
た
し
と
お
も
ひ
か
け
た
て
ま
つ
り
た
り

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
采
女
が
式
部
�
宮
に
好
意
を
寄
せ
る
話
で
あ
る
が
、
こ
こ
は
﹁
お
と
こ
﹂﹁
み
や
﹂
を
分
け
る
の
で
は
な
く
、﹁
お
と
こ
み
や
﹂
で
式
部
�
宮
を
受
け

て
い
る
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。
し
て
み
る
と
﹁
式
部
�
宮
﹂
と
あ
る
か
ら
﹁
み
や
﹂
と
あ
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
鈴
鹿
本
、
御
巫
本
の
よ
う
に
し
た
理
由
は
明
ら
か

で
な
い
。
⒁
は

お
は
し
ま
さ
ぬ
こ
と
な
と
き
こ
え
た
ま
う
て
お
く
に

し
ら
山
に
ふ
り
に
し
雪
の
あ
と
た
え
て
い
ま
は
こ
し
ち
の
人
も
か
よ
は
す

と
な
む
あ
り
け
る
お
ほ
む
か
へ
り
あ
れ
と
本
に
な
し
と
あ
り

と
な
っ
て
い
る
。
鈴
鹿
本
、
御
巫
本
の
よ
う
だ
と
後
に
﹁
と
な
む
あ
り
け
る
﹂
が
あ
る
か
ら
重
複
し
不
自
然
で
あ
る
。
鈴
鹿
本
、
御
巫
本
は
改
作
し
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
か
え
っ

て
欠
点
を
さ
ら
け
出
し
て
い
る
。
⒆
を
み
る
と
鈴
鹿
本
、
御
巫
本
は
﹁
兵
庫
守

0

0

0

﹂
に
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
も
改
作
で
あ
ろ
う
が
、
八
七
段
に
﹁
兵
庫
充

0

0

0

﹂
が
出
て
い
る
か
ら
、
こ

れ
を
も
と
に
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
最
後
に
27
で
あ
る
が
、
鈴
鹿
本
、
御
巫
本
は
﹁
守
﹂
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
と
同
様
な
箇
所
と
し
て
、
一
〇
三
段
の
﹁
あ
ふ
み
の
す
け
﹂

が
﹁
あ
ふ
み
の
か
み
﹂
に
、
一
五
四
段
の
﹁
や
ま
と
の
く
に
﹂
が
﹁
大
和
守
﹂
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
げ
ら
れ
る
。
鈴
鹿
本
、
御
巫
本
は
身
分
を
上
位
に
し
よ
う
と
し
て
改

作
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

鈴
鹿
本
、
御
巫
本
に
は
㉔
の
よ
う
に
あ
て
字
を
用
い
た
り
、
25
26
の
よ
う
に
そ
の
意
味
を
よ
く
理
解
し
な
い
で
漢
字
を
あ
て
て
い
る
と
こ
ろ
が
み
ら
れ
る
。
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と
こ
ろ
で
、
鈴
鹿
本
と
御
巫
本
に
お
い
て
歌
の
後
の
本
文
、
こ
れ
は
大
方
、
段
末
に
あ
る
の
だ
が
、
そ
れ
が
な
い
の
が
み
ら
れ
る
。
こ
れ
は
か
な
り
多
い
。
⑷
⑺
㉛
が
そ
の
例

で
あ
る
。
こ
れ
は
い
か
に
考
え
た
ら
よ
か
ろ
う
か
。
つ
ま
り
、
除
去
さ
れ
た
も
の
か
、
そ
れ
と
も
本
来
か
ら
持
っ
て
い
な
か
っ
た
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
自
然
に
考
え
れ
ば
、

後
者
と
な
ろ
う
が
、
こ
れ
を
持
っ
て
い
な
い
の
が
鈴
鹿
本
と
御
巫
本
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
単
純
に
は
処
理
で
き
な
い
。
と
り
あ
え
ず
、
個
々
に
あ
た
っ
て
み
よ
う
。
ま
ず
⑷
は

次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

と
あ
り
け
れ
は
返
し

ひ
さ
し
く
は
お
も
ほ
え
ね
と
も
す
み
の
え
の
ま
つ
や
ふ
た
ゝ
ひ
お
ひ
か
は
る
ら
む

と

ナ

　
　シ

な
む
あ
り
け
る

﹁
と
な
む
あ
り
け
る
﹂
が
な
く
て
も
前
に
﹁
返
し
﹂
と
あ
る
か
ら
十
分
に
理
解
で
き
た
は
ず
で
あ
る
。
次
に
⑺
は

ゑ
し
う
と
い
ふ
ほ
う
し
の
あ
る
人
の
お
ほ
む
つ
か
う
ま
つ
り
け
る
ほ
と
に
と
か
く
世
中
に
い

い
ひ
け
る⎝
御
巫
本
⎠

ふ
こ
と
あ
り
け
れ
は
よ
み
た
り
け
る

さ
と
は
い
ふ
山
に
は
さ
は
く
し
ら
く
も
の
そ
ら
に
は
か
な
き
身
と
や
な
り
な
む

と

ナ

　
　シ

な
む
あ
り
け
る

と
な
っ
て
い
る
。
御
巫
本
は
前
の
本
文
に
異
同
が
あ
る
が
、
底
本
と
意
味
の
上
で
変
化
な
い
。
こ
こ
も
﹁
と
な
む
あ
り
け
る
﹂
は
不
要
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
ら
と
同
じ
よ
う
な
箇
所
は
多
い
。
一
、二
あ
げ
て
み
る
。

イ
　
お
な
し
か
ね
も
り
み
ち
の
く
に
ゝ
閑
院
の
三
の
み
こ
の
御
む
こ
に
あ
り
け
る
人
く
ろ
つ
か
と
い
ふ
所
に
す
み
け
り
そ
の
む
す
め
と
も
に
を
こ
せ
た
り
け
る

み
ち
の
く
の
あ
た
ち
の
は
ら
の
く
ろ
つ
か
に
お
に
こ
も
れ
り
と
き
く
は
ま
こ
と
か

と

ナ

　
　シ

い
ひ
た
り
け
り
︵
五
八
段
︶

ロ
　
つ
く
し
な
り
け
る
女
京
に
お
と
こ
を
や
り
て
よ
み
け
る

人
を
ま
つ
や
と
は
く
ら
く
そ
な
り
に
け
る
ち
き
り
し
月
の
う
ち
に
み
え
ね
は

と

ナ

　
　シ

な
む
い
へ
り
け
る
︵
一
二
九
段
︶

こ
れ
ら
も
前
に
﹁
を
こ
せ
た
り
け
る
﹂、﹁
や
り
て
よ
み
け
る
た
だ
し
御
巫
本
は
﹁
よ
み
た

り
け
る
﹂
と
な
っ
て
い
る
。
が
あ
る
か
ら
段
末
の
本
文
と
重
複
し
て
い
る
感
じ
で
あ
る
。
こ
う
み
て
く
る
と
歌
の
後
の
本

文
が
な
く
て
も
何
ら
支
障
が
な
い
。

い
ま
ま
で
の
異
同
は
歌
の
後
に
み
ら
れ
た
が
、
最
後
の
㉛
は
歌
の
前
に
あ
る
。
こ
の
前
後
の
本
文
を
記
し
て
み
よ
う
。
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さ
て
か
へ
し
は
い
か
ゝ
し
た
り
け
む
し
ら
す
く
る
ま
に
き
た
り
け
る
き
ぬ
ゝ
き
て
つ
ゝ
み
て
ふ
み
な
と
か
き
く
し
て
や
り
け
る
さ
て
な
む
か
へ
り
け
る

の

ナ

　
　シ

ち
に
は
い
か
ゝ
な
り
に
け
む
し
ら
す

あ
し
か
ら
し
と
て
こ
そ
人
の
わ
か
れ
け
め
な
に
か
な
に
は
の
う
ら
も
す
み
う
き

と
な
ん
こ
れ
返
し
に
あ
な
る
︵
御
巫
本
︶　
　

と
い
ふ
な
ん
こ
れ
返
し
に
あ
な
る
︵
鈴
鹿
本
︶

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・︵
一
四
八
段
︶

﹁
の
ち
に
は
い
か
ゝ
な
り
に
け
む
し
ら
す
﹂
は
除
去
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
理
由
は
﹁
あ
し
か
ら
し
﹂
の
歌
に
あ
る
と
思
う
。
こ
の
歌
は
段
末
に
混
入
し
た
も
の
と
推

測
さ
れ
て
い
る(20)
。
そ
う
す
る
と
こ
の
ま
ま
で
は
不
自
然
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
鈴
鹿
本
と
御
巫
本
の
書
写
者
は
﹁
あ
し
か
ら
し
﹂
の
歌
を
返
し
歌
に
し
て
、﹁
の
ち
に
は
い
か
ゝ
な

り
に
け
む
し
ら
す
﹂
を
除
去
し
、
そ
の
後
に
﹁
と
な
ん
こ
れ
返
し
に
あ
な
る
﹂
御
巫
本
は
少
し

異
同
が
あ
る
。
と
い
う
本
文
を
付
加
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
合
理
的
に
処
理
し
よ
う
と
す
る
現
わ
れ
と

み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
し
か
し
、
前
の
⑷
⑺
に
つ
い
て
は
こ
の
よ
う
に
は
っ
き
り
し
た
根
拠
が
み
ら
れ
な
い
が
、
い
ま
ま
で
み
て
き
た
鈴
鹿
本
、
御
巫
本
の
性
格
か
ら
考
え
て
、

お
そ
ら
く
除
去
さ
れ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

し
か
し
な
が
ら
、
次
の
よ
う
な
場
合
は
ど
う
か
。

先
帝
の
御
時
に
右
大
臣
殿
の
女
御
う
へ
の
御
つ
ほ
ね
に
ま
う
の
ほ
り
た
ま
て
さ
ふ
ら
ひ
給
け
る
お
は
し
ま
し
や
す
る
と
し
た
ま
ち
た
ま
ひ
け
る
に
お
は
し
ま
さ
ゝ
り
け
れ
は

ひ
く
ら
し
に
君
ま
つ
や
ま
の
ほ
と
ゝ
き
す
と
は
ぬ
と
き
に
そ
こ
ゑ
も
お
し
ま
ぬ

と

ナ

　
　シ

な
む
き
こ
え
け
る
︵
二
四
段
︶

こ
れ
は
歌
の
前
に
﹁
よ
み
た
り
け
る
﹂
と
か
﹁
返
し
﹂
と
い
う
よ
う
な
本
文
が
な
い
の
に
、
鈴
鹿
本
と
御
巫
本
は
段
末
の
本
文
が
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
例
は
他
に
も

み
ら
れ
る
。
ま
た
㉞
の
よ
う
に
鈴
鹿
本
と
御
巫
本
は
為
家
本
よ
り
も
簡
略
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
ど
の
よ
う
に
処
理
し
た
ら
よ
い
の
か
。
は
っ
き
り
と
断
定
は
で
き
な
い
が
、

た
だ
な
い
こ
と
や
簡
略
に
な
っ
て
い
る
か
ら
も
と
の
姿
と
考
え
る
に
は
一
考
を
要
す
る
で
あ
ろ
う
。

と
も
あ
れ
、
歌
の
前
後
に
み
ら
れ
る
本
文
の
有
無
は
大
和
物
語
の
享
受
を
知
る
上
で
切
っ
て
も
切
り
離
せ
な
い
と
思
う
。
同
時
に
、
そ
れ
が
な
い
か
ら
付
加
さ
れ
た
も
の
と
断

定
す
る
の
も
危
険
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
前
述
し
た
よ
う
に
そ
の
多
く
が
鈴
鹿
本
と
御
巫
本
だ
け
し
か
持
っ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。

鈴
鹿
本
の
性
格
を
考
え
る
た
め
の
ひ
と
つ
の
手
段
と
し
て
鈴
鹿
本
と
御
巫
本
と
が
共
通
す
る
本
文
を
み
て
き
た
。
両
者
の
み
で
一
致
し
て
い
る
場
合
が
圧
倒
的
に
多
い
こ
と
か

ら
も
、
か
な
り
密
接
な
関
係
に
あ
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
。
し
か
も
、
こ
れ
を
検
討
し
て
み
る
と
誤
写
、
改
作
、
付
加
な
ど
実
に
様
々
で
あ
っ
た
が
、
お
お
む
ね
理
解
し
や
す
く
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合
理
的
に
処
理
し
よ
う
と
い
う
意
識
が
こ
れ
ら
の
本
文
に
現
わ
れ
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
御
巫
本
が
鈴
鹿
本
の
生
成
に
あ
る
時
点
で
関
係
し
て
い
る
こ
と
は
確

認
で
き
た
。
し
か
し
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
関
与
し
て
い
る
か
は
明
ら
か
に
で
き
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
に
は
両
者
の
独
自
異
文
へ
の
追
究
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

鈴
鹿
本
の
本
文
は
御
巫
本
の
本
文
と
共
通
す
る
箇
所
が
多
い
こ
と
か
ら
し
て
、
両
者
が
近
い
関
係
に
あ
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
鈴
鹿
本
の
本
文
を
さ
ら
に
詳
し

く
調
査
し
て
み
る
と
独
自
異
文
も
は
な
は
だ
多
い
と
い
う
結
果
に
な
る
の
で
あ
る
が
、む
し
ろ
、こ
れ
は
鈴
鹿
本
の
複
雑
な
生
成
過
程
を
示
し
て
い
る
と
考
え
た
方
が
よ
さ
そ
う
だ
。

そ
こ
で
、
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
為
家
本
、
御
巫
本
な
ど
と
比
較
し
て
考
え
て
い
き
た
い
。
と
り
あ
え
ず
論
述
の
便
宜
上
、
主
な
用
例
を
あ
げ
一
覧
表
に
し
て
お
こ
う
。

番
号

章
段

為
　
家
　
本
　
の
　
本
　
文

鈴
鹿
本
の
本
文
及
び
異
文

⑴

2

少
将
中
将
こ
れ
か
れ
さ
ふ
ら
へ
と
て
た
て
ま
つ
れ

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

は

た
ま
ひ
け
れ
と

8

8

8

8

8

8

た
か
ひ
つ
ゝ
あ
り
き

た
つ
ね
つ
ゝ
御
と
も
に
さ
ふ
ら
へ
と
て
た
て
ま
つ

り
給
け
れ
は
︵
巫
︶

⑵

2

そ
の
な
を
な
ん

8

8

8

8

8

8

寛
れ
ん
た
い
と
く
と
い
ひ
て

そ
の
と
し

そ
の
よ
し
と
し
︵
巫
︶

⑶

8

ひ
さ
し
く
を8

と
も
し
給
は
さ
り
け
る
に
さ
か
の
院

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

ナ
シ

に
か
り
す
と
て
な
む
ひ
さ
し
く

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

せ
う
そ
こ
な
と
も

⑷

8

な
に
か
う
か
ら
む

8

8

8

8

さ
か
の
つ
ら
さ
は

お
も
は
ん

恨
ん
︵
巫
︶

⑸

14

本
院
の
北
方
の
み
お
と
う
と

8

8

8

8

8

の

見
お
と
こ

見
お
と
ゝ
︵
巫
︶

⑹

22

あ
た
人
の
た
の
め
わ
た
り
し

8

8

8

8

8

8

8

そ
め
か
は
の

色
の
く
す
り
の

⑺

32

こ
の
し
た
は
お
る
人

8

8

8

か
ら
や

よ
る

〱

よ
る
人
︵
巫
︶

⑻

44

と
を
く
や
あ
る
い
つ
そ
と

8

8

8

8

い
へ
り
け
れ
は

人
の

と
あ
る
人
の
︵
巫
︶



62第一章　大和物語の伝本

⑼

51

花
の
色
を
み
て
も
し
り
な
む

8

8

8

8

8

し
ら
な
ん

白
菊
︵
巫
︶

⑽

54

む
ね
ゆ
き
の
き
み
三
ら
う
に
あ
た
り
け
る
人

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

太
郎
に
て
ろ
う
と
う
と
い
ひ
け
る
人

太
郎
に
て
あ
く
と
し
と
い
ひ
け
る
人
︵
巫
︶

太
郎
に
て
め
う
と
う
と
い
ひ
け
る
人
︵
巫
イ
︶

⑾

54

と
も
た
ち
の
も
と
へ8

8

よ
り

に
︵
巫
︶

⑿

57

あ
ふ
み
の
す
け
平
の
な
か
き

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

か
む
す
め

近
江
の
守
も
と
の
な
か
き

近
江
の
す
け
本
の
な
か
き
︵
巫
︶

⒀

63

し
の
ひ
て
え
た
り
け
る
を
お
や
き
ゝ
つ
け
て

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

の
ゝ

ナ
シ

し
り
て

わ
た
り
け
る
を
お
や
き
ゝ
つ
け
て
︵
巫
︶

⒁

70

と
よ
み
て
な
む
な
き

8

8

け
る

か
き

⒂

81

す
ゑ
な
は
の
少
将
の
む
す
め
右
近

8

8

8

こ
ら
ん

御
こ
ん
︵
巫
︶

さ
こ
ん
︵
巫
イ
︶

⒃

81

わ
す
れ
し
と
た
の
め
し
人
は
あ
り
と
き
く

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

い
ひ
し

思
は
ん
と
た
の
め
し
人
は
そ
れ
な
か
ら

こ
と
の
は
い
つ
ち
に
い
に
け
む

お
も
は
ん
と
た
の
め
し
人
は
そ
れ
な
か
ら
︵
巫
イ
︶

⒄

84

く
り8

こ
ま
の
や
ま
に
あ
さ
た
つ
き
し

る

⒅

94

と
な
む
あ
り
け
る

ナ
シ

と
な
む
き
こ
え
た
ま
ひ
け
る
︵
巫
︶

⒆

97

ナ
シ

と
な
ん
よ
み
給
け
る

と
な
ん
よ
み
給
け
り
︵
巫
︶

⒇

98

と
て
な
む
・
・
・
な
き
た
ま
ひ
け
る

よ
う
て

よ
み
て
︵
巫
︶
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㉑

101

こ
の
ゑ

8

8

8

の
み
か
と
に
い
て
た
ち
て

此
家

家
︵
巫
︶

㉒

102

よ
は
く
な
り
て
と
は
な
り
け
る

8

8

8

8

8

8

8

い
ゑ
に

に
け
る

て
と
は
す
な
り
に
け
る
︵
巫
︶

㉓

103

御
く
し
を
と
い
ひ
て
な
く
時
に

8

8

8

8

8

8

8

お
と
こ
の

ナ
シ

見
侍
れ
は
い
と
な
む
い
た
く
と
い
ひ
て
な
く
時
に

と
い
ひ
て
︵
巫
︶

㉔

106

あ
ふ
き
お
と
し

8

8

8

た
ま
へ
り
け
る

お
こ
し

25

122

そ
う
き
の
も
と
よ
り

8

8

8

に

26

125

こ
の

8

8

た
ゝ
み
ね
か
む
す
め

か
く
し
け
る

27

138

こ
の
こ
や
く
し

8

8

8

8

と
い
ひ
け
る
人
は

や
く
し

く
や
し
︵
巫
︶

㉘

145

か
つ
け
も
の
た
ま
ふ
・
・
・

し
ろ
め

29

147

と
り
て
あ
け
て
な
き
の
ゝ
し
り
て
は
ふ
り
す

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

お
さ
め

お
さ
め
つ
︵
巫
︶

30

149

さ
れ
は
こ
の
水
あ
つ
ゆ
に

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

た
き
ぬ
れ
は

にに
こ
の
水
あ
つ
ゆ
に
︵
巫
︶

さ
れ
は
こ
の
水
ゆ
に
︵
光
︶

㉛

153

お
る
人
の
心
に
か
よ
ふ
ゝ
ち
は
か
ま
む
へ
い
ろ
ふ

ナ
シ

か
く
に
ほ
ひ
た
り
け
り

32

155

い
と
は
つ
か
し
と
お
も
ひ
け
り
さ
て
よ
み
た
り
け

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

け
る
に
か
く

る8

8

け
り
︵
巫
︶

㉝

156

あ
ひ
そ
ひ
て
あ
る
に
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

か
く
て
こ
の
お
と
こ
め
ま
う
け
て
す
ま
せ
け
り
年

こ
の
め
の

こ
ろ
あ
ひ
そ
ひ
て
け
る
に

か
く
て
こ
の
お
と
こ
め
ま
う
け
て
す
み
け
り
年
こ
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︵
注
︶　
伝
本
略
号
は
以
下
の
通
り
。
巫
︵
御
巫
本
︶、
光
︵
勝
命
本
︶。

ひ
と
つ
ひ
と
つ
検
討
し
て
み
よ
う
。
ま
ず
誤
写
と
思
わ
れ
る
と
こ
ろ
は
ひ
じ
ょ
う
に
多
い
。
⑴
⑶
⑻
⒀
㉒
㉓
30
を
み
る
と
鈴
鹿
本
は
あ
る
部
分
を
欠
い
て
い
る
か
、
も
し
く
は

簡
略
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
⑶
⒀
を
み
る
に
、
前
者
は
﹁
ひ
さ
し
く
﹂
が
、
ま
た
後
者
は
﹁
し
の
ひ
て0

﹂、﹁
き
ゝ
つ
け
て0

﹂
が
欠
け
て
い
る
箇
所
を
含
め
、
そ
の
前
後
に
同

じ
か
似
通
っ
た
語
が
来
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
鈴
鹿
本
は
書
写
す
る
際
に
目
移
り
を
生
じ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
⑴
⑻
㉒
30
は
為
家
本
を
見
る
限
り
同
じ
か
、
似
通
っ
た

語
は
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
部
分
を
御
巫
本
に
あ
た
っ
て
み
る
と
、
⑴
で
は
﹁
御
と
も
に
は0

﹂﹁
け
る
は0

﹂
と
な
っ
て
﹁
は
﹂
が
共
通
し
て
お
り
目
移
り
の
可
能
性
は
大
き
い
。

ま
た
⑻
は
前
文
が
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

お
な
し
人
に①
あ
る
ひ
と
や
ま
へ
の
ほ
り
給
へ
き
日
は
ま
た
と
を
く
や
あ
る②
い
つ
そ
と
い
へ
り
け
れ
は

鈴
鹿
本
と
御
巫
本
は
①
が
②
の
と
こ
ろ
に
あ
る
わ
け
だ
が
、
為
家
本
と
こ
れ
ら
で
い
ず
れ
が
も
と
の
姿
か
は
断
定
で
き
な
い
。
た
だ
、
ど
ち
ら
も
﹁
あ
る
ひ
と
﹂
と
な
っ
て
い

た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
が
お
そ
ら
く
﹁
と
お
く
や
あ
る

0

0

と
あ
る

0

0

人
の
﹂
と
﹁
あ
る
﹂
が
続
く
た
め
に
目
移
り
を
生
じ
鈴
鹿
本
の
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
㉒
も
ほ

ぼ
こ
れ
に
同
じ
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
㉓
は
ど
う
か
。
こ
れ
も
前
後
の
本
文
を
記
し
て
み
る
。

け
す
の
心
ち
も
い①
ナ
シ⎝
巫
・
鈴
⎠

と
む
ね
い
た
く
な
む
さ
は
か
り
に
侍
し
御
く
し
を
と
・②
見
侍
れ
は
い
と
む
ね
い
た
く
と

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
い
ひ
て
ナ
シ⎝
鈴
⎠

な
く
時
に

・と
い
ひ
て⎝
巫
⎠

・
・
・
お
と
こ
の

︵
注
︶　
伝
本
略
号
は
鈴
︵
鈴
鹿
本
︶
を
示
し
、
残
り
は
一
覧
表
の
場
合
に
同
じ
。
以
下
も
同
様
。

ろ
あ
ひ
そ
ひ
て
あ
る
に
︵
巫
︶

㉞

156

こ
の
し
う
と
め
の
・
・
お
い
か
ゝ
ま
り
て

を
は

35

162

お
な
し
く
さ
を
・
・
・
・
・

わ
す
れ
と
も

㊱

164

か
く
い
ひ
や
り
け
る

8

8

8

8

8

8

8

ナ
シ

㊲

168

こ
の
せ
う
と
の

8

8

8

8

8

8

兵
衛
の
せ
う

8

8

8

8

8

8

少
輔

尉
︵
光
︶

38

170

く
す
り
の
さ8

け
さ
か
な
ゝ
と

す

39

171

こ
と
な
む
の
た
ま
ひ
つ
る

8

8

8

8

8

と

給
へ

給
へ
る
︵
巫
︶

40

173

た
け
は
か
り
な
ら
ん
と
見
ゆ
る
か
・
・

か
く
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﹁
い
ひ
て
な
く
時
に
﹂
を
鈴
鹿
本
は
欠
い
て
い
る
わ
け
で
あ
る
が
、
鈴
鹿
本
は
こ
の
本
文
だ
け
で
は
な
く
御
巫
本
と
同
じ
よ
う
な
本
文
を
有
し
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
な
ぜ

な
ら
鈴
鹿
本
と
御
巫
本
は
①
の
本
文
を
持
っ
て
い
な
い
代
り
に
②
を
持
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
は
②
に
﹁
い
と
む
ね
い
た
く
﹂
が
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
理

解
で
き
よ
う
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
は
御
巫
本
を
も
と
に
し
て
そ
の
原
因
を
追
究
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
に
し
て
も
前
例
の
よ
う
に
目
移
り
と
思
わ
れ
る
要
因
も
見
当
ら
な
い
。

思
う
に
こ
こ
は
﹁
て
﹂
と
﹁
と
﹂
の
錯
覚
で
は
な
か
ろ
う
か
。
最
後
の
30
も
御
巫
本
に
は
﹁
に
こ
の
水
あ
つ
ゆ
に
﹂
と
あ
り
、﹁
に
﹂
の
錯
覚
で
目
移
り
が
生
じ
た
の
で
あ
ろ
う
。

⑴
⑻
㉒
㉓
30
か
ら
鈴
鹿
本
は
御
巫
本
の
如
き
伝
本
か
ら
目
移
り
を
生
じ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
目
移
り
と
思
わ
れ
る
と
こ
ろ
は
こ
の
外
に
も
み
ら
れ
る
。
そ
れ
ら
を
列
挙
し
て

お
く
。

イ
　
つ
か
う
ま
つ
り
け
る

8

8

ほ
と
に
と
か
く
世
中
に
い
ふ
こ
と
あ
り
け
れ
は
よ
み
た
り
け
る
8

8

︵
四
二
段
︶

ロ
　
む
す
め
を
し
の
ひ
て8
え
た
り
け
る
を
お
や
き
ゝ
つ
け
て8
の
ゝ
し
り
て
︵
六
三
段
︶

ハ
　
き
さ
ら
き
の
つ
こ
も
り8
は
な
の
さ
か
り8
に
な
ん
あ
り
け
る
︵
七
一
段
︶

ニ
　
あ
ま
に
な
り
に
け
り
8

8

つ
か
ふ
人
あ
つ
ま
り
て
な
き
け
れ
と
い
ふ
か
ひ
も
な
し
い
と
心
う
き
身
な
れ
は
し
な
む
と
思
に
も
し
な
れ
す
か
く
た
に
な
り
て
お
こ
な
ひ
を
た
に
せ

む
か
し
か
ま
し
く
か
く
な
人

〱
い
ひ
さ
は
き
そ
と
な
む
い
ひ
け
る

8

8

か
ゝ
り
け
る
や
う
は
︵
一
〇
三
段
︶

ホ
　
な
そ
の
ふ
み
そ
と
お
も
ひ
て8
と
り
て8
み
れ
は
︵
一
〇
五
段
︶

ヘ
　
な
き8
け
り
こ
き8
い
て
ゝ
い
ぬ
れ
は
︵
一
四
一
段
︶

傍
線
を
引
い
た
部
分
を
鈴
鹿
本
は
持
っ
て
い
な
い
が
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
⃝
印
を
付
け
た
よ
う
に
前
後
に
同
じ
か
、
似
通
っ
た
語
が
来
て
い
る
こ
と
か
ら
も
理
解
で
き
よ
う
。

ま
た
草
書
体
が
よ
く
似
て
い
る
た
め
に
そ
の
読
み
方
を
誤
っ
て
い
る
の
が
み
ら
れ
る
。
例
え
ば
⑼
㉔
27
38
で
あ
る
が
、
⑼
は
﹁
り
﹂
を
﹁
ら
﹂
に
、
⒄
は
﹁
り
﹂
を
﹁
る
﹂
に
、

㉔
は
﹁
と
﹂
を
﹁
こ
﹂
に
、
38
は
﹁
さ
﹂
を
﹁
す
﹂
に
そ
れ
ぞ
れ
読
み
誤
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
、
⑼
に
つ
い
て
は
今
井
源
衛
氏
が
﹁
し
ら
な
ん
↓
白
南
↓
白
菊
﹂
と
い

う
過
程
で
の
誤
写
を
想
定
し
て
お
ら
れ
る(21)
。
確
か
に
﹁
白
南
﹂
と
あ
る
写
本
で
も
出
現
す
れ
ば
、
そ
う
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
れ
よ
り
も
現
存
の
資
料
か
ら
何
か
考
え
ら

れ
な
い
か
。
四
九
段
と
こ
の
章
段
は
宇
多
天
皇
と
斎
院
に
つ
い
て
の
こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り
、
し
か
も
四
九
段
に
は
﹁
お
ほ
む
も
と
に
き
く

0

0

つ
け
て
﹂、﹁
た
れ
か
お
ら
ま
し
我
や

と
の
き
く

0

0

﹂、﹁
よ
そ
に
も
き
く

0

0

の
は
な
を
み
ま
し
ゃ
﹂
と
い
う
よ
う
に
﹁
菊
﹂
の
表
記
が
あ
り
、
御
巫
本
は
そ
れ
を
意
識
し
て
改
め
た
こ
と
も
十
分
予
想
し
て
よ
か
ろ
う
。
と
も

か
く
、
こ
こ
は
鈴
鹿
本
が
御
巫
本
よ
り
も
古
い
姿
を
残
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
⑸
⑺
⑽
⒂
⒇
も
鈴
鹿
本
は
草
書
体
の
読
み
誤
り
と
推
測
さ
れ
る
。
し
か
も
、
こ
れ
ら
は

い
ず
れ
も
為
家
本
の
如
き
伝
本
か
ら
生
じ
た
も
の
で
な
い
こ
と
は
草
書
体
が
似
て
い
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
も
理
解
で
き
る
の
で
あ
る
。
で
は
ど
う
し
て
、
こ
の
よ
う
に
な
っ
た
の

で
あ
ろ
う
か
。
⑸
は
妹
の
意
で
あ
る
か
ら
為
家
本
が
正
し
い
。
お
そ
ら
く
﹁
み
お
と
う
と
﹂
を
何
ら
か
の
理
由
で
﹁
見
お
と
ゝ
﹂
と
し
て
し
ま
い
、
そ
の
後
、
鈴
鹿
本
は
﹁
ゝ
﹂
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を
﹁
こ
﹂
と
誤
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
⑺
は
﹁
し
く
れ
の
み
ふ
る
や
ま
さ
と
の
こ
の
し
た
は
お
る
人
か
ら
や
も
り
す
き
ぬ
ら
む
﹂
と
あ
る
一
部
分
の
異
同
で
、﹁
お
る
﹂

は
﹁
折
る
﹂
と
﹁
居
る
﹂
の
掛
詞
に
な
っ
て
い
る
か
ら
、
や
は
り
﹁
お
る
﹂
と
あ
る
の
が
本
来
の
姿
な
の
で
あ
ろ
う
。
御
巫
本
は
﹁
よ
る
人
﹂
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
今
井

源
衛
氏
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う(22)
に
﹁
お
﹂
を
﹁
よ
﹂
と
誤
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
鈴
鹿
本
は
﹁
人
﹂
を
﹁

〱
﹂
と
誤
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
⑽
は
ど
う
か
。
鈴
鹿
本
、
御

巫
本
、
御
巫
本
イ
は
﹁
ろ
う
と
う
﹂、﹁
あ
く
と
し
﹂、﹁
め
う
と
う
﹂
の
違
い
だ
け
で
近
い
関
係
に
あ
る
。
こ
れ
ら
の
関
係
を
考
え
て
み
る
と
、
鈴
鹿
本
は
﹁
め
﹂
を
﹁
ろ
﹂
と
読

み
誤
り
、
御
巫
本
イ
の
如
き
伝
本
か
ら
生
じ
た
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
さ
ら
に
御
巫
本
イ
は
﹁
あ
﹂
を
﹁
め
﹂
と
誤
り
、
御
巫
本
の
如
き
も
の
か
ら
生
じ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

事
実
、
そ
れ
ぞ
れ
の
原
本
に
あ
た
っ
て
み
る
と
、
こ
れ
ら
の
草
書
体
は
類
似
し
て
い
る
。
こ
こ
は
御
巫
本
か
ら
鈴
鹿
本
へ
の
過
程
は
考
え
ら
れ
な
い
。
む
し
ろ
、
鈴
鹿
本
の
親
本

の
存
在
を
暗
示
さ
せ
る
。
⒂
は
お
そ
ら
く
﹁
右
近
﹂
を
﹁
さ
こ
ん
﹂
と
読
み
誤
り
、
さ
ら
に
﹁
さ
﹂
を
﹁
御
﹂
と
誤
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
う
え
﹁
ら
﹂
を
﹁
こ
﹂
と
誤
り
鈴

鹿
本
の
よ
う
に
な
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
事
実
、
鈴
鹿
本
と
御
巫
本
の
原
本
に
あ
た
っ
て
み
る
と
﹁
御
﹂
と
﹁
さ
﹂
が
ひ
じ
よ
う
に
よ
く
似
て
い
る
。
な
お
⑽
⒂
の
よ
う
に
御
巫

本
に
は
﹁
イ
﹂
と
校
異
を
記
し
た
と
こ
ろ
が
か
な
り
み
ら
れ
る
。
御
巫
本
の
書
写
者
は
い
か
な
る
伝
本
を
校
異
に
用
い
た
か
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
調
査
さ
れ
た
の
は
阪
倉
篤
義

氏
で
あ
っ
た(23)
。
氏
に
よ
れ
ば
、﹁
イ
﹂
に
は
鈴
鹿
本
が
一
致
す
る
も
の
の
、
す
ベ
て
が
一
致
す
る
わ
け
で
は
な
い
か
ら
鈴
鹿
本
に
近
い
別
の
一
本
を
見
て
い
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
は
⑽
⒂
で
予
想
し
た
転
写
過
程
か
ら
も
納
得
で
き
よ
う
。
最
後
に
⒇
で
あ
る
が
、
前
文
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

さ
て
よ
み

0

0

た
ま
ひ
け
る

　
ぬ
く
を
の
み
か
な
し
と
お
も
ひ
し
な
き
人
の
か
た
み
の
い
ろ
は
ま
た
も
あ
り
け
り

　
　
　
よ
み
て
︵
巫
︶

よ
う
て
︵
鈴
︶

と
な
む
・
・
・
な
き
た
ま
ひ
け
る
。

御
巫
本
の
よ
う
に
﹁
よ
み
て
﹂
が
あ
る
と
歌
の
前
に
も
﹁
よ
み
た
ま
ひ
け
る
﹂
と
あ
っ
て
重
複
す
る
か
ら
後
の
方
を
除
去
し
た
と
も
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
し
か
し
、
そ

う
と
る
よ
り
も
﹁
な
き
た
ま
ひ
け
る
﹂
と
あ
る
か
ら
、
そ
う
な
る
前
の
動
作
を
示
す
た
め
に
、
こ
こ
は
付
加
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
か
。
そ
し
て
、
鈴
鹿
本
は
﹁
み
﹂
を
﹁
う
﹂

に
読
み
誤
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
⑸
⑺
⑽
⒇
に
お
い
て
鈴
鹿
本
の
本
文
の
成
立
を
考
え
る
場
合
、
御
巫
本
を
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
御
巫
本
の
存
在
に
よ
っ
て
、
は
じ
め
て

鈴
鹿
本
の
草
書
体
の
読
み
誤
り
で
あ
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
の
で
あ
る
。

こ
の
外
に
も
、
こ
れ
と
同
じ
よ
う
な
例
は
み
ら
れ
る
。
今
、
そ
れ
ら
を
あ
げ
て
み
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
く
︵
巫
︶

い
ゑ
︵
鈴
︶

イ
　
む
か
し
お
と
こ
き
の
く
に
ゝ
く
た
る
に
さ
む
し
と
て
き
ぬ
お
こ
せ
た
り
け
れ
は
︵
八
八
段
︶



67 第三節　鈴鹿本大和物語考

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
る
に
︵
巫
︶

け
る
と
︵
鈴
︶

ロ
　
お
は
し
ま
さ
ん
と
の
た
ま
ひ
け
れ
は
き
こ
え
け
る
︵
九
〇
段
︶

　
　
　
　
　
か
け
り
︵
巫
︶

か
け
る
︵
鈴
︶

ハ
　
と
の
み
か
き
た
り
い
と
あ
さ
ま
し
く
て
︵
一
〇
一
段
︶ 

　
　
あ
の
︵
巫
︶

あ
め
︵
鈴
︶

ニ
　
か
む
の
く
た
り
そ
う
し
け
れ
は
み
か
と
も
か
き
り
な
く
︵
一
〇
一
段
︶

　
　
　
　
　
た
て
ま
つ
ら
れ
て
有
け
る
を
︵
巫
︶

た
て
ま
つ
り
て
有
け
る
を
︵
鈴
︶

ホ
　
あ
は
せ
さ
り
け
れ
と
こ
の
こ
と
い
て
き
に
け
れ
は
︵
一
〇
五
段
︶

　
　
大
い
こ
︵
巫
︶

大
と
︵
鈴
︶

ヘ
　
お
ほ
い
こ
は
き
さ
い
の
宮
に
少
将
の
こ
と
い
ひ
て
さ
ふ
ら
ひ
け
り
︵
一
一
一
段
︶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
も
れ
ゝ
︵
巫
・
光
︶

つ
も
れ
か
︵
鈴
︶　
　
　

ト
　
か
ら
こ
ろ
も
た
つ
を
ま
つ
ま
の
ほ
と
こ
そ
は
我
し
き
た
え
の
ち
り
も
つ
も
ら
め
︵
一
〇
四
段
︶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
ん
い
ふ
な
る
︵
巫
︶

な
ん
い
ふ
也
︵
鈴
︶

チ
　
つ
か
の
な
を
は
を
と
め
つ
か
と
そ
い
ひ
け
る
︵
一
四
七
段
︶

男
の
︵
巫
・
光
︶

果
の
︵
鈴
︶　

リ
　
お
と
こ
し
ゃ
う
は
む
は
ら
に
な
む
あ
り
け
り
け
る
︵
一
四
七
段
︶

兵
衛
ち
ん
︵
巫
︶

兵
衛
先
︵
鈴
︶

ヌ
　
左
衛
門
の
ち
ん
に
く
る
ま
を
た
て
ゝ
︵
一
七
一
段
︶

鈴
鹿
本
は
い
ず
れ
も
草
書
体
の
読
み
誤
り
で
あ
っ
て
こ
れ
は
御
巫
本
の
如
き
伝
本
チ
・
リ
に
つ
い
て

は
問
題
あ
る
が
、
か
ら
生
じ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
こ
の
用
例
か
ら
為
氏
本
と
御
巫
本

の
い
ず
れ
が
も
と
の
姿
か
に
つ
い
て
は
明
ら
か
で
な
い
。

単
な
る
誤
脱
と
思
わ
れ
る
も
の
は
27
29
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
箇
所
は
少
な
い
。
27
か
ら
鈴
鹿
本
と
御
巫
本
は
近
い
関
係
に
あ
る
。
御
巫
本
は
鈴
鹿
本
の
本
文
か
ら
錯
覚
を
生

じ
た
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
両
者
が
密
接
で
あ
る
こ
と
は
疑
う
べ
く
も
な
い
。
し
か
し
、鈴
鹿
本
か
ら
御
巫
本
へ
の
過
程
を
推
測
で
き
る
箇
所
は
、今
ま
で
の
例
か
ら
は
な
か
っ
た
。

む
し
ろ
こ
こ
は
両
者
の
親
本
か
ら
生
じ
た
も
の
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
29
に
お
い
て
鈴
鹿
本
は
今
ま
で
述
べ
た
例
な
ど
か
ら
御
巫
本
の
如
き
伝
本
か
ら
生
じ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。



68第一章　大和物語の伝本

次
に
こ
れ
ら
と
は
反
対
に
意
図
的
に
な
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
と
こ
ろ
を
み
て
い
こ
う
。

ま
ず
鈴
鹿
本
の
付
加
と
考
え
ら
れ
る
も
の
に
⒆
㉘
㉝
㉞
40
が
あ
げ
ら
れ
る
。
た
だ
⒆
㉝
は
御
巫
本
も
ほ
ぼ
同
じ
本
文
を
持
っ
て
お
り
、
前
者
は

物
の
い
と
あ
は
れ
に
お
ほ
さ
れ
け
れ
は

　
　
か
く
れ
に
し
月
は
め
く
り
て
い
て
く
れ
と
か
け
に
も
人
は
み
え
す
そ
あ
り
け
る

と
な
ん
よ
み
給
け
り
︵
巫
︶

と
な
ん
よ
み
給
け
る
︵
鈴
︶

・
・
・
・
・
・
・

と
な
っ
て
お
り
、
鈴
鹿
本
と
御
巫
本
は
地
の
文
か
ら
歌
に
移
る
間
が
唐
突
と
考
え
て
、
歌
の
後
に
付
加
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
、
こ
こ
は
文
法
的
に
考
え
て
鈴
鹿
本
が
正
し

く
御
巫
本
は
誤
っ
て
い
る
。
す
る
と
こ
こ
か
ら
、
鈴
鹿
本
か
ら
御
巫
本
へ
の
過
程
が
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
れ
と
同
様
な
箇
所
は
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
ず
、
先
程
の
と
同
様
に
考
え
、

鈴
鹿
本
、
御
巫
本
の
親
本
で
付
加
さ
れ
た
も
の
が
伝
流
す
る
過
程
で
異
同
を
生
じ
た
の
で
あ
ろ
う
。
㉝
も
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
ろ
う
。
㉘
は
後
に
﹁
い
ふ
う
た
も
こ
の
し
ろ
め
か
よ
み

た
る
歌
な
り
け
り
﹂
と
あ
る
か
ら
、
改
め
て
こ
こ
で
い
う
必
要
も
あ
る
ま
い
。
作
者
を
明
示
す
る
た
め
に
こ
う
し
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
か
え
っ
て
煩
雑
に
な
っ
て
し
ま
う
。
㉞
は

強
く
対
象
を
示
す
た
め
に
付
加
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
最
後
に
40
は
地
の
文
か
ら
歌
へ
の
続
き
方
を
ス
ム
ー
ズ
に
す
る
た
め
に
こ
の
よ
う
に
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
ら
と
は
反
対
に
鈴
鹿
本
の
除
去
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
も
の
は
⒅
㉛
㊱
で
あ
る
。
因
に
⒅
は
前
文
が
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

宮
の
お
ほ
む
か
へ
し

　
　
す
も
り
と
も
お
も
ふ
心
は
と
ゝ
む
れ
と
か
ひ
あ
る
へ
く
も
な
し
と
こ
そ
き
け

ナ
シ
︵
鈴
︶　 

　
　
　
　
　
　
　

と
な
む
き
こ
え
た
ま
ひ
け
る
︵
巫
︶

と
な
む
あ
り
け
る

御
巫
本
は
﹁
と
な
む
き
こ
え
た
ま
ひ
け
る
﹂
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
宮
の
歌
と
い
う
こ
と
を
考
慮
し
て
改
め
た
の
で
あ
ろ
う
。
鈴
鹿
本
は
前
に
﹁
宮
の
お
ほ
む
か
へ
し

0

0

0

0

0

0

﹂
と
あ
る

か
ら
歌
の
後
の
本
文
は
重
視
し
て
い
る
感
じ
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
除
去
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
と
同
じ
こ
と
は
㊱
に
つ
い
て
も
言
え
る
。
こ
れ
は

か
へ
り
こ
と
に
か
く
いナ
シ⎝
鈴
⎠ 

へ
や
り
け
る

　
　
あ
や
め
か
り
君
は
ぬ
ま
に
そ
ま
と
ひ
け
る
我
は
の
に
い
て
ゝ
か
る
そ
わ
ひ
し
き

と
て
き
し
を
な
む
や
り
け
る

と
な
っ
て
お
り
、
歌
の
後
に
﹁
や
り
け
る
﹂
が
あ
る
か
ら
﹁
い
へ
や
り
け
る
﹂
を
除
去
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
⒅
㊱
は
持
っ
て
い
な
い
方
が
も
と
の
姿
と
い
う
考
え
も
で
き
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よ
う
。
し
か
し
、
今
ま
で
の
鈴
鹿
本
に
つ
い
て
考
察
し
た
結
果
か
ら
そ
の
よ
う
に
は
考
え
ら
れ
な
い
。
そ
れ
に
、
こ
の
よ
う
な
同
語
の
反
復
は
外
に
も
み
ら
れ
、
大
和
物
語
の
文

体
の
ひ
と
つ
の
特
色
で
あ
っ
た
よ
う
だ(24)
。
㉛
は
前
後
の
本
文
が
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　
な
ら
の
み
か
と
く
ら
ゐ
に
お
は
し
ま
し
け
る
時
さ
か
の
み
か
と
は
は
う
に
お
は
し
ま
し
て
よ
み
て
た
て
ま
つ
れ
た
ま
う
け
る

　
　
み
な
人
の
そ
の
か
に
め
つ
る
ふ
ち
は
か
ま
き
み
の
み
た
め
と
た
を
り
た
る
け
ふ

み
か
と
御
返
し

　
おナ
シ⎝
鈴
⎠ 

る
人
の
心
に
か
よ
ふ
ゝ
ち
は
か
ま
む
へ
い
ろ
ふ
か
く
に
ほ
ひ
た
り
け
り

・又
か
へ
ら
せ
給
ひ
け
る
に⎝
巫
⎠

・
・
・
・
・
・
・
・

　
　
　
・萩
か
花
折
ら
ん
を
の
ゝ
露
霜
に
ぬ
れ
つ
ゝ
ゆ
か
ん
夜
は
更
ぬ
と
も
 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

鈴
鹿
本
と
御
巫
本
は
﹁
萩
か
花
﹂
の
歌
を
持
っ
て
お
り
、
両
者
の
関
係
の
密
な
る
を
思
わ
せ
る
。
と
こ
ろ
が
﹁
お
る
人
の
﹂
の
歌
は
鈴
鹿
本
に
は
な
く
、
御
巫
本
は
持
っ
て
い

る
の
で
あ
る
。
一
方
で
は
共
通
し
、
一
方
で
は
異
同
が
あ
る
わ
け
だ
が
、
こ
れ
は
何
か
関
連
が
あ
り
そ
う
だ
。

鈴
鹿
本
と
御
巫
本
に
﹁
萩
か
花
﹂
の
歌
が
加
わ
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
今
井
源
衛
氏
は

こ
の
歌
は
、
猿
丸
大
夫
集
に
、﹁
女
の
許
に
﹂
と
題
し
て
、﹁
萩
の
花
散
る
ら
ん
小
野
の
露
霜
に
濡
れ
て
行
か
む
さ
よ
は
ふ
け
と
も
﹂
と
あ
り
、
家
持
集
に
も
、
こ
の
猿
丸
大

夫
集
と
同
一
の
形
で
︵
但
し
結
句
﹁
ふ
け
ぬ
と
も
﹂︶
見
え
て
い
る
。
や
は
り
、
か
な
り
古
く
か
ら
の
伝
承
で
あ
ろ
う
。
内
容
は
猿
丸
集
に
言
う
通
り
恋
歌
で
あ
り
、
大
和
の

本
段
に
附
属
す
べ
き
理
由
は
な
い
。
後
人
が
﹁
藤
袴
﹂
や
﹁
折
る
﹂
の
連
想
か
ら
、
ま
こ
と
に
し
や
か
に
﹁
又
か
へ
ら
せ
給
け
る
に
﹂
な
ど
と
詞
書
を
添
え
て
、
こ
こ
に
追

記
し
た
も
の
で
あ
ろ
う(25)
。

と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
氏
の
言
わ
れ
る
よ
う
に
﹁
萩
か
花
﹂
の
歌
は
伝
承
さ
れ
て
い
た
の
を
付
加
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
﹁
み
な
人
の
﹂
と
﹁
お
る
人
の
﹂
の
歌
に
は

そ
れ
ぞ
れ
﹁
ふ
ぢ
ば
か
ま
﹂、﹁
お
る
﹂
が
詠
み
込
ま
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
贈
答
歌
と
し
て
の
体
裁
を
成
し
て
お
り
、
も
と
は
為
家
本
の
よ
う
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
た

だ
、
氏
は
鈴
鹿
本
が
﹁
お
る
人
﹂
の
歌
を
持
っ
て
い
な
い
こ
と
に
つ
い
て
ふ
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
鈴
鹿
本
は
ど
う
し
て
﹁
お
る
人
﹂
の
歌
を
持
っ
て
い
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
思

う
に
﹁
お
る
人
の
﹂
の
歌
か
ら
﹁
又
か
へ
ら
せ
給
け
る
に
﹂
ま
で
を
欠
い
て
い
る
こ
と
か
ら
意
識
的
に
削
除
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
こ
は
鈴
鹿
本
が
御
巫
本
よ
り

後
の
成
立
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。

鈴
鹿
本
に
は
改
作
と
思
わ
れ
る
と
こ
ろ
も
少
な
く
な
い
。
こ
れ
ら
は
実
に
さ
ま
ざ
ま
な
現
象
が
み
ら
れ
る
。
⑷
⑹
⒃
は
歌
の
一
部
分
の
異
同
で
あ
る
。
⑷
は
前
に
﹁
お
ほ
さ
は

0

0

0

0

の
い
け

0

0

0

の
水
く
き
﹂
と
あ
る
か
ら
﹁
う
か
ら
む
﹂
と
あ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
御
巫
本
は
﹁
恨
ん
﹂
と
あ
っ
て
鈴
鹿
本
と
の
関
係
は
考
え
ら
れ
な
い
。
む
し
ろ
こ
こ
か
ら
親
本
に
な
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る
も
の
の
存
在
が
確
か
め
ら
れ
よ
う
。
⑹
は
﹁
そ
め
か
は
﹂
と
あ
る
が
こ
れ
は
筑
前
に
あ
る
川
で
、
歌
枕
と
し
て
有
名
で
色
好
み
の
話
に
よ
く
出
て
く
る
。
鈴
鹿
本
は
﹁
色
の
く

す
り
﹂
と
よ
り
具
体
的
に
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
⒃
は
上
句
全
体
が
異
同
し
て
い
る
場
合
で
あ
る
。
こ
の
歌
は
後
撰
集
巻
十
、
恋
二
に
あ
る
も
の
で
、
今
、
後
撰
集
の
諸
本
に
あ
た
っ

て
み
る
と
、

イ
　
お
も
は
む
と
た
の
め
し
人
は
有
と
き
く
い
ひ
し
事
の
は
い
つ
ち
い
に
け
ん
︵
天
福
本
︶

ロ
　
思
は
む
と
た
の
め
し
人
は
有
り
と
き
く
い
ひ
し
こ
と
の
は
い
つ
ち
い
に
け
む
︵
中
院
本
︶

ハ
　
思
は
む
と
た
の
め
し
人
は
あ
り
と
き
く
い
ひ
し
事
の
は
い
つ
ち
い
に
け
ん
︵
貞
応
二
年
本
︶

ニ
　
お
も
は
む
と
た
の
め
し
人
は
あ
り
と
き
く
い
ひ
し
こ
と
の
葉
い
つ
ち
い
に
け
ん
︵
堀
河
本
︶

ホ
　
お
も
は
む
と
た
の
め
し
人
は
あ
り
と
き
く
い
ひ
し
こ
と
の
は
い
つ
ち
い
に
け
ん
︵
二
荒
山
本
︶

ヘ
　
ヲワ
ス
㆑
シ
ト

モ
ハ
ム
ト
タ
ノ
メ
シ
人
ハ
ア
リ
ト
キ
ク
イ
ヒ
シ
コ
ト
ノ
ハ
イ
ツ
チ
イ
ニ
ケ
ン
︵
片
仮
名
本
︶

︵
注
︶　
本
文
は
﹃
後
撰
和
歌
集
総
索
引
﹄︵
大
阪
女
子
大
学
国
文
学
研
究
室
編
　
大
阪
女
子
大
学
　
昭
和
40
年
12
月
︶
に
拠
っ
た
。

の
よ
う
に
な
る
。
イ
か
ら
ヘ
ま
で
の
伝
本
が
す
べ
て
初
旬
は
﹁
お
も
は
む
と
﹂
に
な
っ
て
い
る
漢
字
と
仮
名
の

違
え
は
あ
る
が

。
た
だ
、
片
仮
名
本
だ
げ
が
﹁
ワ
ス
レ
シ
ト
﹂
と
傍
に
校
異
の
形
で

記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
御
巫
本
に
は
﹁
イ
﹂
と
し
て
﹁
お
も
は
む
と
﹂
と
あ
る
が
、
御
巫
本
の
﹁
イ
﹂
に
つ
い
て
は
⑽
⒂
に
お
い
て
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
こ
で
も
同
様
に
処
理
し

て
よ
か
ろ
う
。
こ
こ
は
鈴
鹿
本
か
ら
為
家
本
、
御
巫
本
へ
と
変
化
し
て
い
っ
た
と
み
る
か
、
そ
れ
と
も
こ
の
反
対
に
と
み
る
か
で
あ
る
が
、
今
ま
で
の
考
察
の
結
果
か
ら
後
者
と

考
え
た
方
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
は
鈴
鹿
本
が
後
撰
集
の
如
き
も
の
を
資
料
に
し
て
改
め
た
の
で
あ
ろ
う
。
事
実
、
大
和
物
語
と
後
撰
集
が
共
通
す
る
歌
に
お
い
て
鈴
鹿
本
に

異
同
が
あ
る
時
、
そ
れ
に
一
致
す
る
箇
所
は
私
の
調
査
し
た
範
囲
で
み
ら
れ
な
か
っ
た
。

次
に
地
の
文
に
目
を
転
じ
て
み
よ
う
。
⑾
25
は
歌
の
作
者
が
異
な
る
。
⑾
に
お
い
て
、
鈴
鹿
本
の
よ
う
だ
と
こ
の
章
段
の
主
人
公
で
あ
る
右
京
大
夫
宗
于
の
君
三
郎
に
あ
た
り

け
る
人
が
詠
ん
だ
歌
で
は
な
く
な
る
。
そ
う
す
る
と
い
か
に
も
無
責
任
な
歌
に
な
っ
て
し
ま
う
。
ま
た
25
を
み
る
と
、

と
し
こ
か
へ
り
な
む
と
し
け
り
そ
れ
に
そ
う
き
の
も
と
よに⎝
鈴
⎠

り

あ
ひ
み
て
は
わ
か
る
ゝ
こ
と
の
な
か
り
せ
は
か
つ

〱
物
は
お
も
は
さ
ら
ま
し

か
へ
し
と
し
こ

い
か
な
れ
は
か
つ

〱
物
を
お
も
ふ
ら
む
な
こ
り
も
な
く
そ
我
は
か
な
し
き

と
あ
っ
て
、
歌
の
後
に
﹁
と
し
こ
﹂
と
あ
る
か
ら
鈴
鹿
本
の
よ
う
だ
と
不
自
然
に
な
る
。
と
も
か
く
、
両
方
と
も
鈴
鹿
本
は
後
世
の
本
文
と
言
え
よ
う
。
鈴
鹿
本
の
書
写
者
は
本
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文
を
よ
く
理
解
し
な
い
で
こ
の
よ
う
に
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
態
度
は
緩
慢
で
あ
っ
た
と
み
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。

㉑
は
前
後
の
本
文
か
ら
考
え
て
﹁
こ
の
ゑ
の
み
か
と
﹂
と
あ
っ
た
方
が
よ
い
。
鈴
鹿
本
の
よ
う
に
皇
居
を
﹁
此
家
﹂
と
い
う
の
は
不
自
然
で
あ
る
。
で
は
ど
う
し
て
こ
の
よ
う

な
現
象
が
生
じ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
も
前
後
の
本
文
を
よ
く
理
解
し
な
い
で
改
作
し
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
御
巫
本
は
﹁
家
﹂
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
こ
か
ら

も
両
者
の
親
本
な
る
も
の
の
存
在
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
26
に
お
い
て
、
鈴
鹿
本
は
話
の
内
容
を
お
も
し
ろ
く
す
る
た
め
に
﹁
か
く
し
け
る
﹂
と
改
作
し
た
の
で
あ
ろ

う
。
⑿
㊲
を
み
る
と
鈴
鹿
本
は
一
段
と
地
位
が
高
く
な
っ
て
い
る
。
前
者
は
平
中
興
の
女
の
話
で
、
彼
女
は
一
〇
五
・
一
〇
六
段
に
も
登
場
し
、
こ
の
う
ち
一
〇
五
段
に
も
父
親

の
記
載
が
あ
る
。
そ
れ
に
は

な
か
き
の
ああ
ふ
み
の
か
み⎝
鈴
・
巫
⎠

ふ
み
の
す
け
か
む
す
め
物
の
け
に
わ
つ
ら
ひ
て

と
あ
り
、
為
家
本
は
﹁
あ
ふ
み
の
す
け
﹂
と
あ
る
が
、
鈴
鹿
本
と
御
巫
本
は
﹁
あ
ふ
み
の
か
み
﹂
と
な
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
⑿
を
み
る
と
為
家
本
、
御
巫
本
は
﹁
介
﹂
と

あ
る
の
に
対
し
、
鈴
鹿
本
の
み
が
﹁
守
﹂
と
な
っ
て
い
る
。
今
井
源
衛
氏
は
こ
の
現
象
に
つ
い
て
、

古
今
集
目
録
に
よ
れ
ば
、
延
喜
三
年
正
月
大
内
記
兼
近
江
権
少
掾
、
同
四
年
正
月
遠
江
守
、
延
喜
十
年
讃
岐
守
、
同
十
五
年
近
江
守
と
な
っ
て
い
る
が
、
近
江
権
少
掾
か
ら

翌
年
直
ち
に
遠
江
守
と
な
る
と
い
う
の
も
不
可
解
で
あ
り
、
且
つ
そ
の
後
に
美
濃
権
守
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
み
て
も
、
こ
れ
ら
の
﹁
守
﹂
は
﹁
介
﹂
の
誤
り
で
は
な
か
ろ
う

か
。
そ
う
と
す
れ
ば
彼
が
近
江
介
在
任
は
延
喜
十
五
年
正
月
～
延
喜
廿
二
年
正
月
の
間
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
又
、
鈴
鹿
本
の
み
﹁
守
﹂
と
あ
る
が
、
や
は
り
他
の
諸
本
に

﹁
介
﹂
と
あ
る
の
に
随
う
べ
き
だ
ろ
う(26)
。

と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
高
橋
正
治
氏
も
同
じ
考
え
の
よ
う
で
あ
る(27)
。
し
か
し
、
鈴
鹿
本
の
み
が
﹁
守
﹂
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
ど
う
い
う
こ
と
に
起
因
し
て
い
る
か
に

つ
い
て
は
ふ
れ
ら
れ
て
い
な
い
。

一
方
、
前
田
千
代
美
氏
は
こ
こ
の
表
記
の
相
違
を
歌
語
り
と
い
う
観
点
か
ら
と
ら
え
次
の
よ
う
に
述
べ
て
お
ら
れ
る
。

官
職
の
二
つ
の
継
承
的
方
法
か
ら
見
る
と
、﹁
古
今
和
歌
集
目
録
﹂
や
﹁
今
昔
物
語
﹂
で
は
、延
喜
十
年
の
官
職
で
あ
る
近
江
守
が
採
録
さ
れ
た
の
に
対
し
て
、﹁
大
和
物
語
﹂
で
は
、

中
興
の
娘
の
奔
放
な
恋
や
零
落
し
た
情
景
が
歌
語
り
の
中
で
語
ら
れ
る
際
に
、
守
以
前
の
官
職
で
あ
る
介
が
そ
の
ま
ま
組
み
込
ま
れ
て
い
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
六
条
家

本
系
統
に
見
ら
れ
る
守
が
、
そ
の
こ
と
を
否
定
す
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
が
、
六
条
家
本
系
統
の
諸
本
の
方
が
後
世
の
書
写
の
際
に
﹁
古
今
和
歌
集
目
録
﹂
や
﹁
今
昔
物
語
﹂

の
表
記
に
従
っ
た
が
為
に
守
と
書
き
直
し
た
も
の
と
い
え
な
い
だ
ろ
う
か(28)
。

鈴
鹿
本
、
御
座
本
の
﹁
守
﹂
の
表
記
を
改
作
と
み
て
い
る
が
、
五
七
段
の
場
合
、
鈴
鹿
本
の
み
が
﹁
守
﹂
と
な
っ
て
い
て
御
巫
本
は
﹁
介
﹂
と
あ
る
。
や
は
り
こ
こ
は
複
雑
な

生
成
過
程
を
認
め
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。



72第一章　大和物語の伝本

そ
こ
で
、
⑿
の
鈴
鹿
本
の
成
立
に
つ
い
て
少
し
考
え
て
み
よ
う
。
為
家
本
で
﹁
平
﹂
の
と
こ
ろ
が
御
巫
本
で
は
﹁
本
﹂
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
こ
れ
は
前
田
千

代
美
氏
も
指
摘
さ
れ
て
い
る(29)
よ
う
に
、﹁
平
﹂
を
﹁
本
﹂
に
読
み
誤
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
ぅ
。
事
実
、
御
巫
本
の
原
本
に
あ
た
っ
て
み
る
と
﹁
本
﹂
は
﹁
平
﹂
と
ひ
じ
ょ
う

に
よ
く
似
て
い
る
。
鈴
鹿
本
は
平
仮
名
で
﹁
も
と
﹂
と
記
し
、
し
か
も
﹁
守
﹂
と
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
憶
測
す
る
な
ら
ば
、
鈴
鹿
本
の
書
写
者
は
﹁
も
と
﹂
を
以
前
と
い

う
意
味
に
と
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
彼
は
﹃
古
今
和
歌
集
目
録
﹄
に
よ
る
と
﹁
近
江
守
﹂
を
歴
任
し
て
い
る
。
こ
れ
が
誤
り
か
否
か
は
別
問
題
と
し
て
、
鈴
鹿
本
の
書

写
者
は
﹁
守
﹂
を
歴
任
し
た
と
考
え
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
と
官
職
を
上
位
に
持
っ
て
行
こ
う
と
す
る
意
識
は
前
述
し
た
鈴
鹿
本
と
御
巫
本
の
共
通
本
文
に
現
れ
て
い
た

が
、
こ
こ
も
そ
の
現
れ
と
み
る
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。
と
も
か
く
、
こ
こ
の
﹁
守
﹂
は
こ
の
よ
う
な
こ
と
も
手
伝
っ
て
改
め
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
し
て
も
﹁
も
と
﹂

が
官
職
の
下
に
あ
る
こ
と
に
疑
問
を
持
つ
か
も
し
れ
な
い
が
、
鈴
鹿
本
と
御
巫
本
に
お
い
て
﹁
守
﹂
で
統
一
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
は
少
な
く
と
も
こ
の
よ
う
な
憶
測
を
抱
か
せ
よ

う
。
こ
こ
は
鈴
鹿
本
の
成
立
を
考
え
る
上
で
、
ど
う
し
て
も
御
巫
本
を
避
け
て
通
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
よ
う
な
傾
向
は
㊲
を
み
て
も
わ
か
る
。
こ
れ
は
勝
命
本
か
ら
考
え

て
、
も
と
は
﹁
尉
﹂
と
あ
っ
た
の
を
鈴
鹿
本
は
上
位
に
す
る
た
め
に
改
め
た
の
で
あ
ろ
う
。

32
35
は
前
後
の
本
文
を
み
る
と
改
作
で
あ
る
こ
と
が
は
っ
き
り
す
る
。
前
者
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
り
︵
巫
︶ 

　
　

け
る
に
か
く
︵
鈴
︶

い
と
は
つ
か
し
と
お
も
ひ
け
り
さ
て
よ
み
た
り
け
る

　
　
あ
さ
か
や
ま
か
け
さ
へ
み
ゆ
る
や
ま
の
ゐ
の
あ
さ
く
は
人
を
お
も
ふ
も
の
か
は

と
よ
み
て

0

0

0

木
に
か
き
つ
け
て
い
ほ
に
き
て
し
に
け
り

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
後
に
﹁
よ
み
て
﹂
と
あ
る
か
ら
重
複
し
て
お
り
、
そ
の
た
め
に
改
作
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
後
者
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

た
ま
へ
り
け
れ
は
中
将

　
　
わ
す
れ
く
さ
お
ふ
る
の
へ
と
は
み
る
ら
め
と
こ
は
し
の
ふ
な
り
の
ち
も
た
の
ま
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ナ
シ
︵
鈴
︶　
　
　

わ
す
れ
と
も
︵
巫
︶

と
な
む
あ
り
け
る
お
な
し
く
さ
を
・わ
す
れ
と
も⎝
鈴
⎠

・
・
・
・
し
の
ふ
くナ
シ⎝
鈴
⎠と
も⎝
鈴
・
巫
・
光
⎠

さ
　
・
・
　
　
　
　
わ
す
れ
く
さ
と
い
へ
は

こ
こ
で
鈴
鹿
本
の
成
立
に
関
し
て
言
え
る
こ
と
は
歌
の
前
に
﹁
わ
す
れ
く
さ
﹂、﹁
し
の
ふ
く
さ
﹂
の
順
に
記
さ
れ
て
お
り
、
し
か
も
﹁
お
な
し
く
さ
﹂
と
前
に
あ
る
か
ら
﹁
く

さ
﹂
を
省
略
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
御
巫
本
は
﹁
し
の
ふ
く
さ
と
も
わ
す
れ
と
も
﹂
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
為
家
本
が
も
と
の
姿
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
が
御
巫
本
の
よ
う

に
な
り
、
さ
ら
に
鈴
鹿
本
の
よ
う
に
変
化
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
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改
作
と
思
わ
れ
る
も
の
を
あ
げ
て
み
よ
う
。

イ
　
あ
ふ
こ
と
は
か
た
は
さ
の
み
そ
ふ
た
か
ら
む
ひ
と
よ
め
く
り
の
君
とと
を
な
れ
は⎝
鈴
⎠

な
れ
ゝ
は
︵
八
段
︶
　

　
　
兵
衛
の
か
み
の
君
︵
巫
︶

兵
衛
の
か
み
の
宮
︵
鈴
︶

ロ
　
兵
衛
の
か
む
の
き
み
あ
や
き
み
と
き
こ
え
け
る
時
︵
一
〇
八
段
︶
　

　
　
　
　
　
　
　
　
や
れ
る
︵
巫
︶　

や
と
れ
る
︵
鈴
︶
　

ハ
　
お
な
し
そ
う
き
・
・
・
・
人
の
も
と
は
し
ら
す
︵
一
二
三
段
︶
　

　
　
い
つ
み
の
右
大
将
︵
巫
︶

い
つ
み
の
右
大
臣
︵
鈴
︶

ニ
　
泉
の
大
将
故
左
の
お
ほ
い
と
の
に
ま
う
て
た
ま
へ
り
︵
一
二
五
段
︶
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
返
し
事
女
︵
巫
︶

返
し
女
︵
鈴
︶

ホ
　
い
た
つ
ら
み
え
け
る
物
と
も
な
り
け
り
さ
り
け
る
時
に
女
か
く
い
ひ
や
り
け
る
︵
一
六
七
段
︶
　

こ
れ
ら
の
中
に
は
成
立
過
程
で
や
や
異
な
る
も
の
も
あ
ろ
う
が
、
お
お
む
ね
イ
は
先
程
の
㉘
29
と
ロ
ハ
ニ
は
㉝
と
、
ホ
は
35
㊱
と
そ
れ
ぞ
れ
同
じ
例
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、

い
ず
れ
も
鈴
鹿
本
は
為
家
本
、
御
巫
本
よ
り
も
後
世
の
本
文
と
言
え
よ
う
。

誤
写
、
改
作
に
つ
い
て
み
て
き
た
が
、
誤
写
か
そ
れ
と
も
意
図
的
に
な
さ
れ
た
も
の
か
一
概
に
断
定
で
き
な
い
も
の
も
あ
る
。
例
え
ば
⑵
⒁
39
が
そ
れ
で
あ
る
。
⑵
は
﹁
よ
し

と
し
﹂
と
あ
っ
た
の
を
﹁
し
﹂
の
錯
覚
で
﹁
と
し
﹂
と
し
て
し
ま
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
し
、
あ
る
い
は
﹁
と
し
﹂
と
意
図
的
に
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
場
合
、

下
に
﹁
い
ひ
て
﹂
と
あ
る
か
ら
い
さ
さ
か
不
自
然
に
な
る
。
⒁
も
﹁
な
﹂
と
﹁
か
﹂
の
草
書
体
の
読
み
誤
り
と
も
と
れ
る
し
、
ま
た
改
作
と
し
て
も
十
分
に
意
味
は
通
じ
る
。
39

も
同
じ
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
誤
写
か
改
作
か
は
不
明
で
あ
っ
て
も
鈴
鹿
本
は
為
家
本
、
御
巫
本
よ
り
後
世
の
本
文
と
思
わ
れ
る
。
し
か
も
⑵
39
に
お
い
て
御
巫
本
の
如
き
伝
本

か
ら
鈴
鹿
本
へ
の
過
程
が
推
測
で
き
よ
う
。

こ
れ
ら
と
同
じ
例
を
あ
げ
て
お
こ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
左
大
臣
︵
巫
︶

右
大
臣
︵
鈴
︶

イ
　
お
な
し
お
ほ
き
お
と
ゝ
左
の
お
と
ゝ
の
御
は
ゝ
す
か
は
ら
の
君
︵
九
八
段
︶
　

　
　
三
条
右
大
臣
殿
︵
巫
・
光
︶

三
条
左
大
臣
殿
︵
鈴
︶　
　

ロ
　
三
条
の
右
の
大
殿
の
女
御
や
か
て
こ
れ
に
か
き
つ
け
た
ま
ひ
け
る
︵
一
二
〇
段
︶
　

ハ
　
い
ま
の
左右⎝
鈴
⎠
の
お
と
ゝ
少
将
に
物
し
た
ま
う
け
る
時
に
︵
一
七
一
段
︶
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こ
こ
で
も
鈴
鹿
本
は
為
家
本
、
御
巫
本
よ
り
も
後
世
の
本
文
と
言
え
よ
う
。

鈴
鹿
本
の
独
自
異
文
を
み
て
き
た
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
も
前
に
述
べ
た
鈴
鹿
本
と
御
巫
本
と
の
共
通
本
文
と
ほ
ぼ
同
じ
よ
う
な
現
象
が
み
ら
れ
た
。
し
か
も
鈴
鹿
本
の
独

自
異
文
は
大
き
く
二
つ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
即
ち
鈴
鹿
本
の
み
が
異
同
し
て
い
る
も
の
と
、
鈴
鹿
本
は
異
同
し
て
い
る
も
の
の
御
巫
本
勝
命
本
も
こ
れ
に
共

通
す
る
場
合
も
あ
る

も
そ
う
な
っ
て
い

る
も
の
と
で
あ
る
。
鈴
鹿
本
は
ど
ち
ら
の
場
合
に
し
て
も
大
方
が
御
巫
本
よ
り
も
後
世
に
成
る
本
文
が
多
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
特
に
後
者
か
ら
親
本
の
存
在
と
本
文
の
流
れ
を

あ
る
程
度
、
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
し
て
鈴
鹿
本
は
御
巫
本
よ
り
も
後
の
成
立
と
み
て
よ
か
ろ
う
。

鈴
鹿
本
の
校
異
、
ミ
セ
ケ
チ
、
本
文
に
つ
い
て
考
察
し
て
き
た
が
、
中
で
も
本
稿
の
中
心
で
あ
っ
た
本
文
に
つ
い
て
は
く
ど
す
ぎ
る
く
ら
い
詳
し
く
述
べ
た
つ
も
り
で
あ
る
。

鈴
鹿
本
の
本
文
は
御
巫
本
と
同
じ
で
あ
っ
た
の
が
転
写
す
る
過
程
で
独
自
な
本
文
を
生
じ
て
い
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
今
ま
で
あ
げ
た
本
文
を
考
慮
し
、
強
い
て

そ
の
系
統
を
図
示
す
れ
ば
、
お
お
む
ね
次
の
如
く
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
、
鈴
鹿
本
と
御
巫
本
と
が
共
通
す
る
場
合
で
も
、
鈴
鹿
本
独
自
な
場
合
で
も
そ
の
多
く
は
大
和
物
語
の
原
型
か
ら
隔
て
て
い
る
と
み
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
点
で
は
、

そ
れ
ほ
ど
目
新
し
い
こ
と
で
も
あ
る
ま
い
。
た
だ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
本
文
が
生
じ
た
原
因
、
意
図
を
追
究
し
、
そ
こ
か
ら
鈴
鹿
本
の
成
立
過
程
を
わ
ず
か
な
が
ら
知
る
こ
と
が
で
き

た
の
は
意
義
な
し
と
は
言
え
ま
い
。
従
来
、
や
や
も
す
る
と
鈴
鹿
本
は
御
巫
本
と
同
等
に
扱
わ
れ
て
き
た
よ
う
で
あ
る
。
た
し
か
に
同
系
統
で
あ
る
こ
と
に
異
論
な
い
が
、
こ
の

本
独
自
な
本
文
が
存
在
し
、
そ
れ
が
け
っ
こ
う
多
き
を
占
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
こ
の
独
自
異
文
全
体
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
と
言
っ
て
よ
い
く
ら
い
と
り
あ
げ
ら
れ

な
か
っ
た
。
こ
れ
は
鈴
鹿
本
の
性
格
、
ひ
い
て
は
大
和
物
語
の
伝
流
を
知
る
上
で
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

そ
れ
と
、
こ
こ
で
述
べ
て
き
た
こ
と
は
鈴
鹿
本
と
御
巫
本
と
の
共
通
本
文
、
鈴
鹿
本
の
独
自
異
文
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
と
く
に
前
者
に
つ
い
て
は
す
べ
て
が
後
世
の
本
文
で

あ
る
と
言
え
な
い
面
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
は
こ
れ
ら
と
勝
命
本
を
は
じ
め
六
条
家
の
歌
学
書
類
に
共
通
す
る
も
の
で
、
こ
れ
ら
を
ど
う
処
理
す
る
か
で
あ
る
。
こ
れ
に

つ
い
て
は
久
曽
神
昇
氏
の
す
ぐ
れ
た
研
究
が
あ
り(30)
、
ま
た
最
近
に
な
っ
て
今
井
源
衛
氏
に
よ
り
新
資
料
の
提
供
も
な
さ
れ
て
い
る(31)
。
今
後
は
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
な
お
い
っ
そ
う

考
究
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
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と
も
あ
れ
、
鈴
鹿
本
は
総
じ
て
六
条
家
の
末
流
本
と
い
う
こ
と
か
ら
は
逃
れ
ら
れ
な
い
が
、
大
和
物
語
の
享
受
を
知
る
上
で
、
こ
の
系
統
の
伝
本
が
き
わ
め
て
少
な
い
こ
と
か

ら
重
視
す
べ
き
伝
本
で
あ
る
と
考
え
る
も
の
で
あ
る
。

注
⑴
　
三
省
堂
　
昭
和
29
年
6
月
、
増
補
版
　
昭
和
45
年
10
月
。

⑵
　
私
家
版
　
昭
和
45
年
11
月
。
再
版
　
臨
川
書
店
、
昭
和
63
年
10
月
。

⑶
　﹃
鈴
鹿
本
大
和
物
語
愛
媛
大
学
附

属
図
書
館
蔵

﹄
和
泉
書
院
　
昭
和
56
年
10
月
。

⑷
　
注
⑴
に
同
じ
。

⑸
　﹁
国
語
と
国
文
学
﹂
30
巻
2
号
　
昭
和
28
年
2
月
。

⑹
　﹁
大
和
物
語
の
読
み
に
つ
い
て
﹂︵﹁
大
阪
教
育
大
学
紀
要  

Ⅰ
人
文
科
学
﹂
17
巻
　
昭
和
43
年
3
月
︶

⑺
　﹃
日
本
古
典
全
書
大
和
物
語
﹄
解
説
︵
朝
日
新
聞
社
　
昭
和
36
年
10
月
︶

⑻
　﹃
勝
命
本
大
和
物
語
と
研
究
﹄︵
未
刊
国
文
資
料
刊
行
会
　
昭
和
32
年
8
月
︶

⑼
　﹃
大
和
物
語
天
　
理

図
書
館

善
本
叢
書
29
﹄
解
題
︵
八
木
書
店
　
昭
和
51
年
7
月
︶

⑽
　﹁
大
和
物
語
評
釈
・
六
十
七  

五
条
の
御
﹂︵﹁
国
文
学
﹂
13
巻
11
号
　
昭
和
43
年
9
月
　
後
に
﹃
大
和
物
語
評
釈  

上
巻
﹄︿
笠
間
書
院
　
平
成
11
年
3
月
﹀
に
再
録
︶

⑾
　
九
〇
、一
〇
六
、一
三
七
、一
三
九
段
な
ど
。

⑿
　﹃
類
聚
国
史
﹄︵﹃
新
訂
増
補
国
史
大
系  

第
五
巻  

類
聚
国
史
前
篇
﹄
黒
板
勝
美
氏
篇
︿
吉
川
弘
文
館
　
昭
和
8
年
9
月
﹀︶
に
拠
る
。

⒀
　﹃
大
和
物
語
直
解
﹄︵﹃
賀
茂
真
淵
全
集  

第
十
六
巻
﹄
解
説
阿
部
俊
子
氏
　
続
群
書
類
従
完
成
会
　
昭
和
56
年
7
月
︶
に
拠
る
。

⒁
　﹁
大
和
物
語
評
釈
・
四
十
四  

猿
沢
の
池
﹂︵﹁
国
文
学
﹂
11
巻
3
号
　
昭
和
41
年
3
月
　
後
に
﹃
大
和
物
語
評
釈  

下
巻
﹄︿
笠
間
書
院
　
平
成
12
年
2
月
﹀
に
再
録
︶

⒂
　﹃
歌
語
り
と
歌
物
語
﹄︵
桜
楓
社
　
昭
和
51
年
9
月
︶

⒃
　﹃
鑑
賞
　
第
５
巻

日
本
古
典
文
学

伊
勢
物
語
・
大
和
物
語
﹄︵
角
川
書
店
　
昭
和
50
年
11
月
︶

⒄
　﹁
大
和
物
語
の
創
作
方
法
︱
い
わ
ゆ
る
﹁
な
ら
の
帝
﹂
の
章
段
を
め
ぐ
っ
て
︱
﹂︵﹁
平
安
文
学
研
究
﹂
76
輯
　
昭
和
61
年
12
月
　
後
に
﹃
国
文
学
年
次
別
論
文
集  

中
古
2  

昭
和
61
年
﹄

︿
朋
文
出
版
　
昭
和
62
年
12
月
﹀、﹃
大
和
物
語
の
研
究
﹄︿
翰
林
書
房
　
平
成
6
年
2
月
﹀
に
そ
れ
ぞ
れ
再
録
︶。
本
書
第
二
章
第
七
節
。

⒅
　﹁
大
和
物
語
評
釈
・
二
四
　
中
興
の
女
︵
下
︶﹂︵﹁
国
文
学
﹂
9
巻
5
号
　
昭
和
39
年
4
月
　
後
に
﹃
大
和
物
語
評
釈  

下
巻
﹄
に
再
録
︶
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⒆
　
注
⒅
に
同
じ
。

⒇
　﹃
校
注
日
本
文
学
大
系
大
和
物
語
﹄
頭
注
、
浅
井
峯
治
氏
﹃
大
和
物
語
新
釈
﹄、﹃
日
本
古
典
文
学
大
系
大
和
物
語
﹄
頭
注
な
ど
。

㉑
　﹁
大
和
物
語
評
釈
・
十
三  

大
空
を
渡
る
春
日
の
﹂︵﹁
国
文
学
﹂
8
巻
1
号
　
昭
和
38
年
1
月
　
後
に
﹃
大
和
物
語
評
釈  

上
巻
﹄
に
再
録
︶

㉒
　﹁
大
和
物
語
評
釈
・
六
十
四  

右
京
の
大
夫
宗
于
﹂︵﹁
国
文
学
﹂
13
巻
6
号
　
昭
和
43
年
5
月
　
後
に
﹃
大
和
物
語
評
釈  

上
巻
﹄
に
再
録
︶

㉓
　
注
⑼
に
同
じ
。

㉔
　﹁
大
和
物
語
評
釈
・
二
二  

季
縄
の
少
将
﹂︵﹁
国
文
学
﹂
9
巻
3
号
　
昭
和
39
年
2
月
　
後
に
﹃
大
和
物
語
評
釈  

上
巻
﹄
に
再
録
︶

25
　﹁
大
和
物
語
評
釈
・
四
十
五  

盤
手
﹂︵﹁
国
文
学
﹂
11
巻
4
号
　
昭
和
41
年
4
月
　
後
に
﹃
大
和
物
語
評
釈  

下
巻
﹄
に
再
録
︶

26
　﹁
大
和
物
語
評
釈
・
五  
兼
盛
の
王
︵
上
︶﹂︵﹁
国
文
学
﹂
7
巻
3
号
　
昭
和
37
年
2
月
　
後
に
﹃
大
和
物
語
評
釈  

上
巻
﹄
に
再
録
︶

27
　﹃
日
本
古
典
文
学
全
集
大
和
物
語
﹄
五
七
段
頭
注
︵
小
学
館
　
昭
和
47
年
12
月
︶

㉘
　﹁
中
興
近
江
介
に
つ
い
て
﹂︵﹁
大
和
物
語
探
求
﹂
6
号
　
昭
和
50
年
11
月
︶

29
　
注
㉘
に
同
じ
。

30
　
注
⑻
に
同
じ
。

㉛
　﹁
田
村
専
一
郎
氏
旧
蔵
支
子
文
庫
本
﹃
大
和
物
語
﹄
に
つ
い
て
︵
上
︶、︵
中
︶、︵
下
︶﹂︵
九
州
大
学
﹁
文
学
研
究
﹂
74
輯
　
昭
和
52
年
3
月
、
75
輯
　
昭
和
53
年
3
月
、
76
輯
　

昭
和
54
年
3
月
　
後
に
﹃
王
朝
の
物
語
と
漢
詩
文
﹄︿
笠
間
書
院
　
平
成
2
年
2
月
﹀、﹃
今
井
源
衛
著
作
集
　
第
14
巻
　
平
安
朝
文
学
文
献
考
﹄︿
笠
間
書
院
　
令
和
元
年
５
月
﹀
に

そ
れ
ぞ
れ
再
録
︶
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第
四
節
　
日
本
大
学
図
書
館
蔵
﹃
大
和
物
語
﹄
の
伝
本

　
　 

 

―
新
資
料
の
紹
介
を
中
心
に
し
て
―

一
　
寛
喜
本
系
統
の
一
伝
本

寛
喜
本
系
統
と
は
藤
原
定
家
が
寛
喜
三
年
八
月
十
八
日
に
書
写
し
た
伝
本
の
系
統
の
こ
と
で
あ
る
。
現
在
、
こ
の
系
統
に
属
す
る
伝
本
と
し
て
、
文
明
十
年
親
長
書
写
本
、
蓬

左
文
庫
蔵
為
衆
本
、
多
和
文
庫
蔵
飛
鳥
井
雅
俊
本
、
三
条
西
家
旧
蔵
本
、
竜
門
文
庫
蔵
本
、
九
州
大
学
蔵
本
、
陽
明
文
庫
蔵
本
な
ど
が
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
文
明
十
年
親
長
書
写

本
は
高
橋
正
治
氏
の
﹃
大
和
物
語
の
研
究
系
統
別

本
文
篇

上(1)
﹄
に
翻
刻
さ
れ
て
い
る
。
三
条
西
家
旧
蔵
本
も
同
じ
く
氏
の
解
説
で
影
印
刊
行
さ
れ
た(2)
。
ま
た
、
陽
明
文
庫
蔵
本
も
南
波
浩

氏
の
解
説
で
影
印
刊
行
さ
れ
た(3)
。
こ
の
本
は
本
多
伊
平
氏
の
﹃
大
和
物
語
本
文
の
研
究  

対
校
篇(4)
﹄
の
底
本
に
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
蓬
左
文
庫
蔵
為
衆
本
は
竹
鼻
績
氏
の
解

題
で
複
製
刊
行
さ
れ
た(5)
し
、
こ
の
本
は
多
和
文
庫
蔵
飛
鳥
井
雅
俊
本
と
と
も
に
阿
部
俊
子
氏
の
﹃
校
本
大
和
物
語
と
そ
の
研
究(6)
﹄
に
校
異
の
形
で
収
め
ら
れ
た
。
な
お
、
蓬
左
文

庫
蔵
為
衆
本
も
本
多
氏
の
前
記
の
著
者
に
校
異
の
形
で
所
収
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
寛
喜
本
系
統
の
本
文
が
提
供
さ
れ
、
そ
れ
に
従
っ
て
各
伝
本
の
研
究
も
な
さ
れ
て
き
た
。
高
橋
正
治
氏
は
系
統
の
伝
来
が
正
し
く
、
か
つ
本
文
も
純
粋
な
の
は
文

明
十
年
親
長
書
写
本
と
言
わ
れ
て
い
る(7)
。
こ
れ
に
対
し
て
、
南
波
浩
氏
は
陽
明
文
庫
蔵
本
の
優
位
性
を
指
摘
さ
れ
て
い
る(8)
。
た
だ
、
前
者
の
場
合
、
こ
れ
を
翻
刻
に
用
い
た
高
橋

正
治
氏
蔵
本
は
池
田
亀
鑑
氏
蔵
の
転
写
本
の
写
し
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
使
用
す
る
に
あ
た
っ
て
は
そ
れ
ほ
ど
不
都
合
を
生
じ
な
い
が
、
書
写
年
代
が
新
し
い
こ
と
も
あ
り
、
で

き
れ
ば
親
長
自
筆
本
か
、
も
し
く
は
そ
れ
に
近
い
伝
本
の
出
現
を
待
ち
望
ん
で
い
た
。
確
か
に
池
田
亀
鑑
氏
は
こ
の
一
本
を
披
見
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る(9)
。
し
か
し
、
現
在
そ

れ
が
ど
う
な
っ
た
か
は
不
明
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
日
本
大
学
図
書
館
に
池
田
氏
の
披
見
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
伝
本
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
ま
ず
、
書
誌
を
記
し
て
お
こ
う
。

大
き
さ
縦
24
・
3
㎝
×
横
16
・
5
㎝
の
列
帖
装
一
冊
本
。
表
︵
裏
︶
紙
は
藍
色
墨
流
し
、
料
紙
鳥
の
子
。
題
簽
は
中
央
や
や
上
の
ほ
う
に
﹁
大
和
物
語
﹂
と
記
す
。
内
題
な
し
。



78第一章　大和物語の伝本

巻
頭
に
﹁
日
本
大
学
図
書
館
蔵
﹂︵
朱
︶
の
印
記
が
あ
る
。
墨
付
九
十
二
枚
。
遊
紙
は
前
に
二
枚
、
後
に
八
枚
そ
れ
ぞ
れ
あ
り
、
前
の
一
枚
目
の
表
に
﹁
北
條
殿
一
睡
大
和
物

語
一
冊

外
題
同
筆

﹂
と
い
う
極
め
が
付
さ
れ
、
一
睡
、
即
ち
北
條
氏
直(10)
の
書
写
に
な
る
と
い
う
。
二
枚
目
表
に
﹁
残
花
書
屋
﹂︵
朱
︶
の
印
記
が
あ
る
。
本
文
は
一
枚
目
の
裏
か
ら
始
ま
り
一

面
十
行
、
歌
は
一
字
下
げ
て
二
行
書
き
。
ま
た
、
朝
倉
茂
人
の
極
札
﹁
北
条
殿
一
睡
　
大
和
物
語
一
冊
／
外
題
同
筆
　
極
印
﹂
を
添
付
す
る
。
奥
書
は
、

本
奥
書
云

寛
喜
三
年
八
月
十
八
日
辛
未

未
時
於
北
辺
蓬
屋
終
書
写
也
功
閑
居
徒
然
之
余
也
目
盲
手
振
不
成
字
推
量
而
染
筆
許
也
即
校
了
当
初
書
写
物
以
為
無
落
字
為
一
得
耄
及
之
後
已
落

数
行
書
入
也
可
耻
可
悲

右
大
和
物
語
以
准
后
御
本
飛
鳥
井
大
納
言

入
道
宋
雅
自
筆

依
仰
書
写
也

于
時
文
明
十
年
九
月
六
日
　
按
察
使
藤
原
親
長

以
京
極
中
納
言
定
家
�
　

自
筆
本
加
覆
直
付
了
尤
可
謂
証
本
者
也

延
徳
二
年
孟
夏
上
旬
記
之

と
あ
る
。
延
徳
二
年
の
書
写
と
み
て
よ
か
ろ
う
。

こ
の
本
は
ま
ぎ
れ
も
な
く
寛
喜
本
系
統
の
一
本
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

さ
て
、
日
本
大
学
図
書
館
蔵
本
︵
以
下
、
日
大
本
と
略
称
︶
と
池
田
亀
鑑
氏
蔵
の
転
写
本
の
写
し
で
あ
る
高
橋
氏
蔵
本
と
の
関
係
で
あ
る
が
、
幸
い
、
高
橋
氏
蔵
本
に
つ
い
て

氏
の
御
好
意
に
よ
り
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
調
査
の
結
果
、
両
者
は
行
数
は
も
と
よ
り
、
字
体
ま
で
も
ほ
と
ん
ど
一
致
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
日
大
本
は
池
田
氏
が
披

見
さ
れ
た
、
親
長
自
筆
本
の
最
も
厳
密
な
る
書
写
本
そ
の
も
の
と
断
定
し
て
よ
か
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
日
大
本
と
高
橋
氏
蔵
本
と
を
比
較
し
て
み
る
と
細
部
の
点
で
異
同
が

み
ら
れ
る
。
ま
ず
、
本
文
の
異
同
を
あ
げ
て
み
よ
う
。

番
号

章
段

丁
数

高
橋
氏
蔵
本

日
　
大
　
本

１

１

１
ウ

お
ほ
そ
う

心
ほ
そ
う

２

〃

〃

な
に
み
さ
ら
ん

な
と
か
み
さ
ら
ん

３

３

３
ウ

春
日
し
も
そ

春
日
し
も
こ
そ

４

４

４
オ

こ
と
ゝ
も
か
き
り
て

こ
と
ゝ
も
か
き
も
て

５

９

6
オ

き
ゝ
に
し
も
の
を

き
え
に
し
も
の
を

６

13

7
オ

ひ
と
な
り
け
る

ひ
と
な
り
け
り

７

36

13
オ

竹
の
宮
こ
と
な
ん
い
ひ
け
る

竹
の
宮
と
な
ん
い
ひ
け
る

８

41

14
オ

あ
や
つ
こ
と
い
ひ
て
あ
り
け
る

あ
や
つ
こ
と
い
ひ
て
あ
り
け
り

9

43

15
オ

あ
り
し
は
い
つ
こ
そ

あ
り
し
は
い
つ
く
そ
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高
橋
氏
蔵
本
に
は
誤
写
が
多
い
。
し
か
も
そ
の
大
半
は
﹁
り
﹂
と
﹁
る
﹂
の
違
い
で
あ
る
。
こ
れ
は
草
書
体
が
似
通
っ
て
お
り
、
そ
の
た
め
に
読
み
誤
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

こ
れ
以
外
で
も
、
1
、
4
、
5
、
14
、
24
、
25
、
33
、
34
、
36
も
高
橋
氏
蔵
本
の
誤
写
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
両
者
を
比
較
し
て
み
る
と
字
体
が
似
通
っ
て
い
る
こ
と
で
も
理
解

で
き
る
。
さ
ら
に
2
、
3
、
9
、
22
も
高
橋
氏
蔵
本
は
不
注
意
に
よ
る
誤
写
と
み
て
よ
か
ろ
う
。
こ
れ
に
対
し
て
、
日
大
本
の
誤
写
は
15
で
、
お
そ
ら
く
草
書
体
の
読
み
誤
り
に

よ
る
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
7
は
ど
う
考
え
た
ら
よ
か
ろ
う
か
。
こ
れ
ら
は
語
句
の
異
同
で
あ
り
、
一
概
に
ど
ち
ら
が
誤
り
と
は
断
定
で
き
な
い
が
、
先
程
の
例
な
ど
か
ら
日

大
本
の
ほ
う
が
書
写
態
度
の
厳
密
さ
か
ら
考
え
て
、
日
大
本
が
も
と
の
姿
を
止
め
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

次
に
勘
注
の
異
同
を
み
る
こ
と
に
す
る
。
日
大
本
に
あ
っ
て
、
高
橋
氏
蔵
本
に
な
い
勘
注
は
次
の
六
箇
所
で
あ
る
。

⑴
後
撰
︹﹁
数
な
ら
ぬ
﹂
の
歌
︺︵
一
五
段
、
７
ウ
︶

10

58

18
オ

く
ろ
つ
か
と
い
ふ
所
に
す
み
け
る

く
ろ
つ
か
と
い
ふ
所
に
す
み
け
り

11

61

19
オ

の
み
し
て
わ
た
ら
せ
給
に
け
る

の
み
し
て
わ
た
ら
せ
給
に
け
り

12

67

22
オ

ち
か
ぬ
を
ま
ち
け
る

ち
か
ぬ
を
ま
ち
け
り

13

〃

22
ウ

い
と
い
た
く
も
り
け
る

い
と
い
た
く
も
り
け
り

14

76

25
オ

こ
よ
ひ
よ
り

こ
よ
ひ
こ
そ

15

〃

〃

涙
の
川
に
い
る
千
鳥

涙
の
河
に
い
り
千
鳥

16

90

29
オ

せ
う
そ
こ
な
し
と
給
ひ
け
る

せ
う
そ
こ
な
し
と
給
け
り

17

93

30
オ

あ
ひ
た
ま
ひ
に
け
る

あ
ひ
た
ま
ひ
に
け
り

18

103

36
ウ

涙
な
り
け
る

涙
な
り
け
り

19

105

32
オ

を
こ
な
ひ
け
る

を
こ
な
ひ
け
り

20

108

40
オ

御
方
に
さ
ふ
ら
ひ
け
る

御
方
に
さ
ふ
ら
ひ
け
り

21

120

44
ウ

か
け
お
ほ
く
な
り
に
け
る

か
け
お
ほ
く
な
り
に
け
り

22

132

47
ウ

し
ら
く
も
の
か
た

し
ら
く
も
の
こ
の
か
た

23

137

49
オ

時

〱
お
は
し
ま
し
け
る

時

〱
お
は
し
ま
し
け
り

24

140

50
ウ

ほ
か
の
大
納
言

の
ほ
る
の
大
納
言

25

147

59
ウ

い
き
た
り
し
お
か
の

い
き
た
り
し
お
り
の

26

〃

60
ウ

か
し
て
け
る

か
し
て
け
り

27

152

69
オ

い
は
て
思
ふ
そ
い
ふ
に
ま
さ
れ
り

い
は
て
思
ふ
そ
い
ふ
に
ま
さ
れ
る

28

〃

〃

こ
と
事
も
の
た
ま
は
さ
り
け
る

こ
と
事
も
の
た
ま
は
さ
り
け
り

29

157

72
オ

す
み
わ
た
り
け
る

す
み
わ
た
り
け
り

30

161

75
ウ

お
か
し
と
お
ほ
し
け
る

お
か
し
と
お
ほ
し
け
り

31

166

76
ウ

い
と
よ
く
み
て
け
る

い
と
よ
く
み
て
け
り

32

167

77
オ

物
と
も
な
り
け
る

物
と
も
な
り
け
り

33

168

81
ウ

こ
し
に
火
う
ち
つ
け
な
と

こ
し
に
大
う
ち
つ
け
な
と

34

169

82
ウ

こ
の
ち
こ
の
か
せ
の

こ
の
ち
こ
の
か
を
の

35

170

84
ウ

わ
つ
ら
ひ
た
ま
ひ
け
り

わ
つ
ら
ひ
た
ま
ひ
け
る

36

173

88
オ

ひ
と
へ
と
な
く
や

ひ
と
く
と
な
く
や
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⑵
古
今
無
作
者
︹﹁
そ
れ
を
だ
に
﹂
の
歌
︺︵
二
六
段
、
10
ウ
︶

⑶
兼
盛
駿
河
守
従
五
位
下
後
賜
平
姓
︹﹁
か
ね
も
り
﹂
の
注
︺︵
五
六
段
、
17
ウ
︶

⑷
後
撰
︹﹁
物
お
も
ふ
と
﹂
の
歌
︺︵
九
二
段
、
29
ウ
︶

⑸
清
慎
公
︹﹁
左
の
お
と
ど
﹂
の
注
︺︵
九
八
段
、
31
ウ
︶

⑹
巨
城
︹﹁
お
ほ
き
﹂
の
注
︺︵
一
〇
九
段
、
40
オ
︶

︵
注
︶　︹
　
︺
内
の
表
記
は
勘
注
の
対
象
を
示
す
。
以
下
も
同
様
。

共
通
歌
と
人
物
に
関
す
る
も
の
で
、
高
橋
氏
蔵
本
は
お
そ
ら
く
不
注
意
に
よ
り
書
き
落
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
両
者
と
も
勘
注
を
持
っ
て
は
い
る
も
の
の
、
異
同

の
あ
る
も
の
が
あ
る
。

⑴
従
五
位
下
源
重
信
　
重
之
父
︵
五
八
段
、
18
オ
︶

⑵
斎
宮
柔ナシ
子
寛
平
皇
女
母
同
延
喜
︵
一
二
〇
段
、
43
ウ
︶

︵
注
︶　
⑵
の
校
異
は
高
橋
氏
蔵
本
を
示
す
。

⑴
に
つ
い
て
は
異
同
を
記
さ
な
か
っ
た
が
、
転
写
す
る
際
に
生
じ
た
と
思
わ
れ
る
微
妙
な
相
違
が
み
ら
れ
る
。
日
大
本
は
﹁
重
信
﹂
と
﹁
重
之
﹂
と
の
聞
に
空
間
が
あ
り
、
そ
の

傍
に
﹁
女
﹂
と
本
文
と
同
筆
で
記
し
、
そ
こ
に
入
る
旨
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
高
橋
氏
蔵
本
は
空
間
が
な
く
、﹁
信
﹂
の
傍
に
﹁
女
﹂
と
こ
れ
ま
た
本
文
と
同
筆
で

記
し
て
い
る
。
こ
れ
は
不
注
意
で
も
っ
て
続
け
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
⑵
も
高
橋
氏
蔵
本
の
不
注
意
に
よ
る
も
の
で
﹁
柔
﹂
を
書
き
落
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

親
長
自
筆
本
を
忠
実
に
書
写
し
た
日
大
本
の
出
現
に
よ
っ
て
高
橋
氏
蔵
本
は
訂
正
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
た
だ
、
こ
れ
ら
の
誤
写
が
高
橋
氏
蔵
本
の
書
写
の
際
に
よ
る
も
の
か

は
断
定
で
き
な
い
。
と
も
あ
れ
、
高
橋
氏
蔵
本
の
誤
写
が
判
明
し
た
だ
け
で
も
日
大
本
の
存
在
意
義
は
十
二
分
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
こ
で
、
日
大
本
と
陽
明
文
庫
蔵
本
と

の
関
係
に
つ
い
て
、
ぜ
ひ
と
も
ふ
れ
て
お
か
ね
ば
な
る
ま
い
。
陽
明
文
庫
蔵
本
に
つ
い
て
は
、
か
な
り
前
に
池
田
氏
は
披
見
さ
れ
て
い
た
ら
し
く
、
概
略
的
に
ふ
れ
て
お
ら
れ
る(11)
。

し
か
し
、
一
般
に
は
公
開
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
意
味
で
今
回
の
影
印
刊
行
に
は
意
義
が
あ
る
。
こ
の
本
は
巻
末
に
宇
多
法
皇
の
略
歴
を
記
し
、
そ
の
後
に
﹁
寛
喜
三
年
八

月
十
八
日
云
々
﹂
と
い
う
定
家
の
識
語
の
み
で
終
っ
て
い
る
。
こ
の
本
も
寛
喜
本
系
統
の
一
本
で
あ
る
こ
と
に
疑
い
な
い
。
た
だ
、
こ
れ
は
南
波
氏
が
指
摘
さ
れ
た(12)
よ
う
に
定
家

の
筆
跡
で
は
な
い
か
ら
転
写
本
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
日
大
本
と
陽
明
文
庫
蔵
本
は
識
語
の
一
部
が
共
通
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
異
同
が
み
ら
れ
る
。
漢
字
と
仮

名
書
き
の
違
い
は
は
な
は
だ
し
い
。
概
し
て
日
大
本
は
漢
字
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
く
、
陽
明
文
庫
蔵
本
は
仮
名
書
き
が
多
い
。
こ
れ
以
外
の
と
こ
ろ
で
も
両
者
に
は
異
同

が
み
ら
れ
る
。
今
、
本
文
と
勘
注
に
分
け
見
て
い
き
た
い
。
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ま
ず
、
本
文
の
異
同
は
次
の
よ
う
で
あ
る
漢
字
と
仮
名

書
き
を
除
く

。

︵
注
︶　
圏
点
は
異
同
の
対
象
を
示
す
。
そ
れ
が
な
い
場
合
は
、
全
体
が
そ
の
対
象
に
な
っ
て
い
る
。
以
下
の
二
、三
も
同
様
。 

番
号

章
段

日
　
　
大
　
　
本

陽
明
文
庫
蔵
本

１

2

備
前
の
せ
う
に
て8

8

ナ
シ

２

〃

の
ち
ま
て
さ
ふ
ら
ひ
け
る

8

8

8

け
り

３

8

亭
子
⃝
院

の

４

9

い
と

8

8

よ
く
し
れ
り
け
る
ひ
と

補
入
ニ
ナ
ツ
テ
イ
ル

５

20

む
月
の8

な
ぬ
か

ナ
シ

６

31

前
斎
宮8

の

院

７

39

右
京
の
か
み
の
わ
ひ

8

8

い
て
ゝ

ナ
シ

８

55

か
き
り
と
き
け
と8

8

は

9

56

思
⃝
け
る
か
な

ひ

10

60

物
に
さ
り
け
る

8

8

8

け
り

11

64

ほ
と
也8

8

之

12

68

な
ら
し
は
の8

8

を
︵
タ
ダ
シ
傍
書
︶

13

76

涙
の
河8

に

川

14

88

む
ろ
の
こ
ほ
り
の
う
ち

8

8

な
か
ら

ゆ
き
︵
タ
ダ
シ
﹁
う
ち
﹂
傍
書
︶

15

100

大
井
河8

8

川

16

104

あ
ま
の
河8

8

川

17

106

せ
き
河8

の

川

18

122

も
う
て
た
り

8

8

8

た
る

19

137

い
と
し
の
ひ
て
お
は
し
ま
し
て
け
り

ミ
セ
ケ
チ
ニ
ナ
ツ
テ
イ
ル

20

139

あ
く
た
河8

て
ふ

川

21

141

と
ゝ
め
て
な
ん
や
り
け
る
も
と
の
め
な

む
も
ろ
と
も
に
あ
り
な
ら
ひ
に
け
れ
は

ナ
シ

22

147

い
ま

8

8

ひ
と
り
は

ナ
シ

23

〃

河8

に
の
そ
き
て

川

24

148

と
し
こ
ろ
あ
り
け
り

8

8

8

け
る

25

〃

つ
の
く
に
の8

8

ナ
シ

26

〃

あ
し
も
ち
た
る
を
の8

こ

と

27

149

思
ふ8

に

ナ
シ

28

〃

思
⃝
い
て
ゝ

ひ

29

〃

思
⃝
け
り

ひ

30

〃

給
⃝
つ
ゝ

ひ

31

〃

給
⃝
け
り

ひ

32

150

人
々
に8

哥
よ
ま
せ

ナ
シ

33

151

龍
田
河8

8

川

34

152

や
ま

〱

や
う

〱

35

155

も
ち
た
ま
う

8

8

8

た
り
け
る

ナ
シ

36

〃

こ
の
お
と
こ
い
ぬ
れ

8

8

8

は

ナ
シ

37

156

あ
そ
ひ
に
け
れ
と8

8

は

38

〃

更
級

サ
ラ
シ
ナ
︵
傍
書
︶

39

158

め
を
さ
ま8

し
て

ま
歟

め

40

161

神
世8

8

代

41

168

給
へ
る8

事

ナ
シ

42

169

こ
の
こ8

の
し
た
り
け
る

ナ
シ
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こ
れ
ら
の
う
ち
、
1
、
2
、
7
、
10
、
18
、
21
、
24
、
32
、
34
、
36
、
39
、
41
、
42
に
お
い
て
、
陽
明
文
庫
蔵
本
は
誤
写
と
思
わ
れ
る
。
因
に
2
、
10
、
18
、
24
、
34
、
39
は
草

書
体
が
似
通
っ
て
お
り
、
そ
の
た
め
に
読
み
誤
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
21
は
前
後
の
本
文
を
記
し
て
み
る
と
、﹁
心
か
は
り
に
け
れ
は

8

8

8

と
ゝ
め
て
な
ん
や
り
け
る
も
と
の
め

な
む
も
ろ
と
も
に
あ
り
な
ら
ひ
に
け
れ
は

8

8

8

か
く
て
﹂
傍
線
、
圏
点
は
稿
者
。
以
下
、

並
び
に
二
、三
の
場
合
も
同
様
。
と
な
っ
て
お
り
、
圏
点
を
付
け
た
よ
う
に
同
じ
語
が
あ
る
。
こ
の
た
め
に
陽
明
文
庫
蔵
本
は
目
移
り

を
生
じ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
外
、
1
、
7
、
32
、
36
、
41
、
42
陽
明
文
庫
蔵
本
は
不
注
意
に
よ
る
誤
写
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
日
大
本
の
誤
写
は
8
、
37
で
、
い
ず
れ
も
﹁
と
﹂
と
﹁
は
﹂
の
違
い
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
両
者
に
あ
た
っ
て
み
る
と
、
草
書
体
が
似
通
っ
て
お
り
、
そ
の
た

め
に
読
み
誤
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
結
果
か
ら
日
大
本
の
ほ
う
が
書
写
態
度
は
厳
密
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。

陽
明
文
庫
蔵
本
の
書
写
態
度
の
緩
慢
さ
は
4
、
19
を
み
て
も
理
解
で
き
よ
う
。
ま
た
、
12
、
14
を
み
る
と
陽
明
文
庫
蔵
本
に
は
傍
書
が
あ
り
、
後
者
は
日
大
本
に
共
通
し
て
い

る
。
さ
ら
に
、
38
に
お
い
て
陽
明
文
庫
蔵
本
に
は
ル
ビ
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
定
家
自
筆
本
に
記
さ
れ
て
い
た
と
み
る
よ
り
も
陽
明
文
庫
蔵
本
の
書
写
者
か
、
も
し
く

は
そ
の
親
本
定
家
自
筆
本
か
ら
の
直
接
書
写

し
た
も
の
と
は
考
え
な
い
で
、
の
書
写
者
に
よ
り
付
さ
れ
た
も
の
と
み
て
よ
か
ろ
う
。
と
い
う
の
は
、
日
大
本
と
陽
明
文
庫
蔵
本
に
共
通
す
る
傍
書
が
存
在
す
る
か
ら
で
あ

る
。
即
ち
、

⑴
念明
覚
と
い
ふ
法
師
︵
二
五
段
︶

⑵
わか
な
ひ
し
か
り
け
れ
︵
一
三
三
段
︶

⑶
あ一
本
い
な
せ

や
の
色
を
も
︵
一
五
九
段
︶

⑷
か
さ
ね
は
つウ
ト
ら
し
︵
一
六
八
段
︶

が
そ
の
箇
所
で
あ
る
。

こ
の
外
、﹁
河
﹂
と
﹁
川
﹂、﹁
世
﹂
と
﹁
代
﹂
の
違
い
や
送
り
仮
名
の
有
無
の
現
象
を
い
か
に
考
え
た
ら
よ
い
の
か
。
ま
た
、
こ
こ
に
は
あ
げ
な
か
っ
た
が
、
前
述
の
如
く
漢

字
と
仮
名
の
違
い
も
か
な
り
多
い
。
や
は
り
こ
れ
ら
の
現
象
は
、
直
接
関
係
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
転
写
さ
れ
て
い
く
過
程
で
生
じ
た
の
で
あ
ろ
う
。

次
に
勘
注
の
有
無
に
つ
い
て
み
て
い
き
た
い
。
陽
明
文
庫
蔵
本
に
な
く
、
日
大
本
に
あ
る
の
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

⑴
後
撰
︹﹁
玉
く
し
げ
﹂
の
歌
︺︵
四
段
、
4
オ
︶

⑵
拾
遺
︹﹁
住
の
江
の
﹂
の
歌
︺︵
一
一
段
、
6
ウ
︶

⑶
拾
遺
︹﹁
ひ
さ
し
く
も
﹂
の
歌
︺︵
一
一
段
、
6
ウ
︶

⑷
敦
忠
中
納
言
母
在
原
棟
梁
女
︹﹁
本
院
の
北
方
﹂
の
注
︺︵
一
六
段
、
7
ウ
︶
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⑸
後
撰
︹﹁
数
な
ら
ぬ
﹂
の
歌
︺︵
一
六
段
、
7
ウ
︶

⑹
兼
盛
駿
河
守
従
五
位
下
後
賜
平
姓
︹﹁
か
ね
も
り
﹂
の
注
︺︵
五
六
段
、
17
ウ
︶

⑺
敦
慶
︹﹁
故
式
部
�
宮
﹂
の
注
︺︵
七
一
段
、
23
ウ
︶

⑻
延
喜
八
年
二
月
二
十
九
日
薨
︹﹁
う
せ
給
ひ
け
る
時
﹂
の
注
︺︵
七
一
段
、
23
ウ
︶

⑼
定
方
延
喜
六
年
三
月
右
中
将
九
年
四
月
参
議
卅
七
中
将
如
元
︹﹁
三
条
の
右
の
お
と
ぞ
々
﹂
の
注
︺︵
九
一
段
、
29
オ
︶

⑽
拾
遺
︹﹁
ゆ
ゝ
し
と
て
﹂
の
歌
︺︵
九
一
段
、
29
ウ
︶

⑾
後
撰
︹﹁
伊
勢
の
う
み
﹂
の
歌
︺︵
九
三
段
、
30
オ
︶

⑿
代
明
︹﹁
故
中
納
言
﹂
の
注
︺︵
九
四
段
、
30
ウ
︶

⒀
新
古
今
︹﹁
こ
ひ
し
さ
に
﹂
の
歌
︺︵
一
〇
四
段
、
37
ウ
︶

⒁
後
撰
︹﹁
い
か
で
か
く
﹂
の
歌
︺︵
一
二
〇
段
、
43
ウ
︶

⒂
新
古
今
︹﹁
我
も
し
か
﹂
の
歌
︺︵
一
五
八
段
、
73
ウ
︶

⒃
拾
遺
︹﹁
人
心
﹂
の
歌
︺︵
一
六
八
段
、
77
ウ
︶

こ
れ
に
対
し
て
、
日
大
本
に
な
く
て
陽
明
文
庫
蔵
本
に
あ
る
の
は
次
の
一
箇
所
だ
け
で
あ
る
。

由
性
少
僧
都
雲
林
院
別
当
︹﹁
僧
都
﹂
の
注
︺︵
一
六
八
段
、
83
オ
︶

た
だ
、
な
い
と
は
い
う
も
の
の
、
日
大
本
は
﹁
雲
林
院
別
当
﹂
の
と
こ
ろ
だ
け
を
有
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
現
象
を
ど
う
考
え
た
ら
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。
前
者
の
場
合
、
同
じ
系
統
の
三
条
西
家
旧
蔵
本
、
蓬
左
文
庫
蔵
為
衆
本
は
す
べ
て
を
有
し
て
い
な
い
。
す
る
と
、
日
大

本
の
付
加
か
、
も
し
く
は
陽
明
文
庫
蔵
本
、
三
条
西
家
旧
蔵
本
、
蓬
左
文
庫
蔵
為
衆
本
の
除
去
か
の
い
ず
れ
か
で
あ
ろ
う
。
蓬
左
文
庫
蔵
為
衆
本
は
そ
の
奥
書
に
よ
れ
ば
、
親
長

自
筆
本
を
書
写
し
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
を
考
え
る
上
で
参
考
に
な
ろ
う
か
。
後
考
を
待
ち
た
い
。

一
方
、
後
者
の
場
合
、
三
条
西
家
旧
蔵
本
、
蓬
左
文
庫
蔵
為
衆
本
も
有
し
て
い
る
。
京
極
の
僧
都
に
つ
い
て
は
古
く
か
ら
由
性
、
素
性
の
説
が
あ
り(13)
、
そ
れ
が
勘
注
の
有
無
に

及
ん
で
い
る
の
か
。
あ
る
い
は
﹁
由
性
少
僧
都
﹂
の
と
こ
ろ
を
付
加
し
た
も
の
か
。
に
わ
か
に
断
定
で
き
な
い
。

前
に
も
述
べ
た
よ
う
に
こ
れ
ま
で
、
こ
の
系
統
の
伝
来
が
正
し
く
、
純
粋
な
本
文
と
言
わ
れ
て
い
な
が
ら
も
、
本
文
を
調
査
す
る
場
合
、
高
橋
正
治
氏
の
翻
刻
本
に
頼
ら
ざ
る

を
得
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
も
さ
し
た
る
不
都
合
を
生
じ
な
い
も
の
の
、
勘
注
は
省
略
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
字
体
を
知
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
っ
た
。
こ
の
度
、
幸
い
な
こ
と
に
、
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池
田
氏
蔵
本
の
親
本
高
橋
氏
蔵
本
か
ら

み
る
と
祖
父
本

に
あ
た
る
日
大
本
が
出
現
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
翻
刻
本
で
の
誤
り
を
訂
正
す
る
必
要
が
生
じ
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
ま
た
、
陽
明

文
庫
蔵
本
の
影
印
刊
行
も
こ
の
系
統
の
研
究
に
光
を
投
げ
か
け
た
。
た
だ
、
日
大
本
の
出
現
に
よ
り
、
陽
明
文
庫
蔵
本
の
欠
陥
を
補
う
こ
と
が
で
き
た
し
、
今
後
、
陽
明
文
庫
蔵

本
を
使
用
す
る
に
当
っ
て
は
こ
の
こ
と
を
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
日
大
本
の
勘
注
は
そ
の
生
成
に
問
題
を
含
ん
で
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

と
も
あ
れ
、
日
大
本
は
親
長
自
筆
本
に
そ
れ
ほ
ど
時
を
経
な
い
で
厳
密
に
書
写
さ
れ
、
そ
の
面
影
を
最
も
よ
く
伝
え
て
い
る
伝
本
と
思
わ
れ
る
。
今
後
、
寛
喜
本
系
統
の
伝
本

を
使
用
す
る
場
合
、
ま
ず
第
一
に
日
大
本
を
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
に
し
て
も
こ
こ
で
は
日
大
本
の
紹
介
を
中
心
に
し
て
述
べ
て
き
た
た
め
、
肝
心
の
寛
喜
本
系
統
そ
の
も

の
に
つ
い
て
は
言
及
で
き
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

二
　
奈
良
絵
本
付
載
の
一
伝
本

大
和
物
語
に
奈
良
絵
本
の
存
在
す
る
こ
と
は
耳
に
し
た
こ
と
が
な
か
っ
た
し
、ま
た
見
た
こ
と
も
な
か
っ
た
。
事
実
、そ
の
類
の
書
物
に
あ
た
っ
て
み
て
も
掲
載
さ
れ
て
い
な
い(14)
。

と
こ
ろ
が
、﹁
玉
英
堂
稀
覯
本
書
目
﹂
207
号(15)
に
﹁
奈
良
絵
本
大
和
物
語
﹂
が
掲
載
さ
れ
、
話
題
を
呼
ん
だ
こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
。
そ
の
解
説
に
よ
る
と
、
絵
二
十
五
図
、
寛
文

延
宝
頃
の
書
写
で
引
か
れ
て
い
る
本
文
は
尊
経
閣
蔵
伝
藤
原
為
家
筆
本
に
ほ
と
ん
ど
一
致
す
る
と
い
う
。
し
か
し
、
こ
の
本
が
ど
こ
に
入
っ
た
か
は
詳
ら
か
で
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
日
本
大
学
図
書
館
に
奈
良
絵
本
付
載
の
一
伝
本
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
日
本
大
学
図
書
館
蔵
本
︵
以
下
、
日
大
本
と
略
称
︶
の
紹
介
を
兼
ね
、
本
文
の
性
格
に
つ
い

て
考
え
て
み
た
い
と
思
う
。

ま
ず
、
書
誌
か
ら
始
め
た
い
。

大
き
さ
縦
17
・
0
㎝
×
横
17
・
0
㎝
の
列
帖
装
の
一
冊
本
。
表
︵
裏
︶
紙
は
薄
緑
色
の
草
花
模
様
、
料
紙
は
茶
色
鳥
斐
混
漉
。
題
簽
は
中
央
や
や
上
の
ほ
う
に
﹁
大
和
物
語
﹂

と
記
す
。
内
題
な
し
。
巻
頭
に
﹁
日
本
大
学
図
書
館
蔵
﹂︵
朱
︶、
巻
末
に
﹁
岡
田
眞
之
蔵
書
﹂︵
朱
︶
の
各
印
記
が
あ
る
。
一
枚
目
の
表
は
白
紙
で
そ
の
裏
と
百
二
十
三
枚
目

の
表
に
絵
が
各
一
葉
あ
り
、
百
二
十
三
枚
目
の
裏
は
白
紙
で
、
そ
の
後
に
遊
紙
一
枚
が
あ
る
。
本
文
は
二
枚
目
の
裏
か
ら
始
ま
り
、
百
二
十
二
枚
目
の
表
で
終
り
、
そ
の
裏

は
白
紙
。
本
文
の
墨
付
百
二
十
二
枚
、
一
面
十
一
行
、
歌
は
一
字
下
げ
て
二
行
書
き
。
本
文
と
同
筆
で
校
異
、
ミ
セ
ケ
チ
及
び
補
入
が
あ
り
、
奥
書
は
な
い
。
慶
長
頃
の
書
写
。

日
大
本
に
は
前
記
の
如
く
、
校
異
、
ミ
セ
ケ
チ
、
補
入
が
み
ら
れ
る
。
ま
ず
、
校
異
は
次
の
箇
所
に
あ
る
。

⑴
あ
る
こ
とこ
と
イせ
か
い
に
︵
六
四
段
︶

⑵
立
や
の
ほ
ら
んぬ
イ

︵
七
七
段
︶
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⑶
わ
か
お
と
こゝ
イ
な
り
け
る
時
︵
一
一
一
段
︶

⑷
ちこ
イ
く
さ
の
こ
ゑ
に
︵
一
二
一
段
︶

⑸
ふ
か
く
し
つ
め
る
わ
か
た
ま
をハ
イ

︵
一
四
七
段
︶

⑹ 

す
む
人
あ
り
け
り
⃝女
イ

あ
ひ
し
り
て
︵
一
四
八
段
︶

校
異
本
文
が
い
ず
れ
の
伝
本
に
共
通
し
て
い
る
か
を
調
べ
て
み
る
と
、
⑴
に
は
大
和
物
語
抄
が
、
⑵
、
⑶
、
⑸
で
は
大
方
の
伝
本
が
そ
れ
ぞ
れ
一
致
す
る
。
し
か
し
⑷
と
⑹
に
一

致
す
る
伝
本
は
今
の
と
こ
ろ
み
ら
れ
な
い
。
因
に
日
大
本
の
本
文
に
一
致
す
る
伝
本
は
、
⑵
に
は
大
和
物
語
抄
、
為
衆
本
、
光
阿
彌
陀
仏
本
が
、
⑸
に
は
光
阿
彌
陀
仏
本
、
宮
内

庁
書
陵
部
本
が
そ
れ
ぞ
れ
該
当
す
る
。
し
か
し
、
⑶
に
共
通
す
る
伝
本
は
今
の
と
こ
ろ
存
在
し
な
い
。
校
異
に
使
用
し
た
伝
本
を
ひ
と
つ
に
す
る
の
か
否
か
は
、
こ
れ
か
ら
だ
け

で
は
軽
々
に
言
え
な
い
が
、
日
大
本
の
本
文
が
毛
色
の
変
わ
っ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
い
う
予
想
を
抱
か
せ
よ
う
。

次
に
ミ
セ
ケ
チ
は
か
な
り
多
く
、
次
の
箇
所
に
み
ら
れ
る
。

⑴
こ
ら
ん
す〻せ
さ
す
と
て
︵
四
〇
段
︶

⑵
見
て
も
し
り
な
ん
は
つ
し
も
を〻の
︵
五
一
段
︶

⑶
平
の
な
か
き
と〻か
む
す
め
︵
五
七
段
︶

⑷
わ
た〻す
る
や
と
い
て
ゝ
こ
し
か
と
︵
五
九
段
︶

⑸
お
も
し
ろ
く
つ
く
ら
れ
た
る〻り
け
る
に
︵
六
一
段
︶

⑹
つ
ゝ
み
な
る
い
ゑ
を〻に
︵
七
〇
段
︶

⑺
え
ま
い
ら
ぬ〻り
と〻
こ
ぬ
︵
八
九
段
︶

⑻
も
と
に
な
む
わ
た
り
わ
た
り

〻
〻
〻

給
に
け
る
︵
九
四
段
︶

⑼
と
思
け
る
に
せ
ん
か
し

〻
〻
〻
〻
〻
〻
〻
〻
︵
一
〇
三
段
︶

⑽
御
く
し
お
ろ
し
て〻
給
て
︵
〃
︶

⑾
い
き
け
る
に〻を
お
と
こ
︵
一
四
一
段
︶

⑿
か〻な
き
つ
め
つ
れ
は
︵
一
四
四
段
︶

⒀
し
ろ
か
よ
み
た
ゝ〻る
︵
一
四
五
段
︶
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⒁
こ
れ
か
れ
あ
る
中〻
人
を
︵
一
四
八
段
︶

⒂
こ〻か
の
道
に
心
あ
り
て
︵
一
五
二
段
︶

⒃
い
と
う
つ
く
し
け
に
て
〻
〻
︵
一
五
五
段
︶

⒄
聞
て〻え
申
し
て
ん
や
︵
一
五
七
段
︶

⒅
秋
風〻萩
を
い
ろ
と
る
か
せ
の
︵
一
六
〇
段
︶

⒆
し
の
ふ
草
と〻
わ
す
れ
草
と
︵
一
六
二
段
︶

⒇
こ
の
女
と〻た
う
し
に
い
ふ
や
う
︵
一
六
八
段
︶

㉑
か
く
れ
給
と〻て
︵
〃
︶

㉒
花
山
と
い
ふ
山〻御
寺
︵
〃
︶

㉓
よ
に
い
ま
す
か
り
と
聞
て〻
時
︵
〃
︶

㉔
こ
の
さ
は
連〻かれ
し
︵
〃
︶

25
式
部
卿
の
宮
の〻に
︵
一
七
一
段
︶

26
こ
の
〻
〻

こ
と
ね
り
わ
ら
は
︵
一
七
三
段
︶

ま
た
、
補
入
は
次
の
と
こ
ろ
に
み
ら
れ
る
。

⑴
い
つ
⃝も
か
は
ら
か
ら
︵
三
七
段
︶

⑵
あ
な
⃝か
し

か
ま
し
︵
四
三
段
︶

⑶
人
を
あ
り

〱
⃝て
︵
一
〇
三
段
︶

⑷
世
を
ふ
る
こ
ろ
⃝は
︵
一
〇
六
段
︶

⑸
む
⃝く
つ
け
し
と
思
へ
と
︵
一
四
七
段
︶

⑹
む
つ
か
し
き
こ
と
⃝な
と

︵
一
四
八
段
︶

⑺
奉
り
け
る
な
と
⃝す
る

中
に
︵
〃
︶

⑻
夜
ふ
く
⃝る
ま
て
︵
一
四
九
段
︶
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⑼
出
に
け
る
ま
⃝ま
に
︵
一
五
五
段
︶

⑽
な
に
⃝と
か
見
え
む
︵
一
六
〇
段
︶

⑾
こ
れ
は
な
に
⃝と
か
い
ふ
︵
一
六
二
段
︶

⑿
⃝御
時
良
少
将
と
い
ふ
人
︵
一
六
八
段
︶

ミ
セ
ケ
チ
、
補
入
の
多
く
は
不
注
意
に
よ
る
誤
写
を
補
訂
し
た
も
の
で
あ
る
。
た
だ
、
中
に
は
注
意
す
べ
き
と
こ
ろ
も
み
ら
れ
る
。
ミ
セ
ケ
チ
の
⑵
に
お
い
て
、﹁
を
﹂
と
あ
る

の
は
御
巫
本
と
鈴
鹿
本
で
あ
る
し
、
ま
た
、
⑺
に
お
い
て
、
御
巫
本
と
鈴
鹿
本
は
﹁
ま
い
ら
ぬ
﹂
と
あ
る
。
さ
ら
に
、
補
入
の
⑹
に
お
い
て
、
為
氏
本
は
﹁
な
と
﹂
を
持
っ
て
い

な
い
。
こ
れ
ら
は
一
概
に
単
な
る
補
訂
だ
け
で
な
く
、
書
写
者
の
本
文
校
訂
の
意
識
が
反
映
さ
れ
て
い
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

さ
て
、
日
大
本
の
本
文
は
い
ず
れ
の
系
統
に
属
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
と
り
あ
え
ず
日
大
本
と
他
の
伝
本
と
が
共
通
す
る
箇
所
三
本
ま
で

を
す
べ
て
あ
げ
て
み
る
と
次
表
の
よ
う
に

な
る
漢
字
と
仮
名
、
音
便

送
り
仮
名
は
除
く
。
。 

号番

段章

日
　
大
　
本

他
　
　
　
本

日
大
本
に
一

致
す
る
伝
本

１

１

少
将
に
て
く
た
り
け
り

8

8

8

け
る

抄
・
巫

2

〃

か
ゝ
ゐ
た
う
は
り

か
ゝ
い
た
ま
は
り

抄

か
ゝ
い
給
は
り
︵
衆
︶

か
う
ふ
り
給
︵
巫
・
鈴
︶

3
8

さ
か
の
つ
ら
さ
を8

8

は

巫
・
鈴

に
︵
図
︶

4
15

⃝
⃝
め
し
な
か
り
け
れ
は

又
も

鈴

ま
た
︵
巫
︶

ま
た
も
︵
衆
︶

5
17

故
式
部
�
⃝
宮

の

氏
・
類
・
巫

6

〃

む
か
し
見
し

8

8

8

よ
り

巫
・
鈴
・
衆

み
し
︵
類
・
氏
・
図
︶

7
19

と
あ
り
け
れ
は
か
へ
し

8

8

8

8

御
か
へ
し

抄

御
返
し
︵
巫
・
鈴
︶

8
19

よ
み
た
ま
ひ
け
る
と
そ

8

8

8

ナ
シ

抄

9
23

み
こ

8

8

あ
し
た
に

ナ
シ

抄

10
25

よ
み
⃝
⃝
け
れ
は

た
り

抄

11
26

⃝
⃝
み
そ
か
に

い
と

抄

12
30

亭
子
院
の
み
か
と

亭
子
の
み
か
と

鈴
・
古

亭
子
の
院
の
み
か
と
︵
巫
︶

13

〃

た
て
ま
つ
り
た
り

8

8

け
る

ナ
シ

巫
・
鈴
・
図

14
34

こ
の
は
な
は

こ
の
花
に

抄
・
類
・
図

こ
の
花
の
巫
女

15
40

た
て
ま
つ
り
⃝
⃝

た
り

抄
・
類
・
図

16
45

た
て
ま
つ
り
⃝
⃝
⃝
け
る

た
ま
ひ

抄
・
類
・
図
・
光

17
64

も
の
な
と
い
れ
て

8

8

8

8

つ
ゝ
み
て

抄

18

〃

ま
つ
ほ
と
な
り
け
り

8

8

8

ナ
シ

鈴

19
67

君
を
お
も
ひ

君
を
お
も
ふ

抄
・
類

君
か
思
ひ
︵
巫
・
鈴
︶
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き
み
を
お
も
ひ
︵
氏
︶

20
72

物
う
の
た
ま
ひ

物
の
た
ま
ひ

抄

も
の
う
︵
図
︶

21
74

と
よ
み
給
け
る

と
よ
み
た
り
け
る

図

ナ
シ
︵
抄
︶

と
よ
み
た
ま
へ
り
け
る
︵
巫
・
鈴
・
光
︶

と
よ
み
給
へ
り
け
る
︵
衆
︶

と
よ
み
た
ま
ひ
け
る
︵
氏
・
類
︶

22
75

し
ら
ね8

と
も

す

抄
・
類
・
図

23
77

た
ち
や
の
ほ
ら
ん8

8

ぬ

衆
・
抄
・
光

24
89

人
に
し
ら
す
な

8

8

8

8

8

き
か
す
な

巫
イ
・
鈴

25
93

い
せ
の
う
み
の8

8

ナ
シ

衆
・
光
・
図

26
94

な
る
へ
き
に8

8

を

抄
・
類
・
衆

27
105

け
ん
さ

け
む
し
や

巫
・
抄
・
図

け
ん
さ
い
︵
鈴
︶

け
ん
し
や
︵
衆
︶

28

〃

い
も
こ
ひ
し
う

い
と
こ
ひ
し
う

抄
イ

29

〃

い
て
き
⃝
け
れ
は

に

抄

30
106

故
兵
部
�
宮

故
兵
部
�
の
宮

雅
・
類
・
衆

故
兵
部
�
の
み
こ
︵
巫
・
鈴
︶

故
兵
部
�
︵
図
︶

こ
ひ
や
う
ふ
き
や
う
の
宮
︵
氏
︶

31
113

兵
衛
督

兵
衛
の
せ
う

類
︵
タ
ダ
シ
﹁
か
み
﹂︶

32

〃

物
み
に
い
て
た
り
け
る

8

8

8

け
り

類

ひ
や
う
ゑ
の
す
け
︵
氏
︶

兵
衛
尉
︵
衆
・
図
︶

33
114

人
に
し
の
ひ
て

し
の
ひ
て
人
に

氏
・
類

34
115

右
の
お
と
ゝ
の8

8

ナ
シ

氏
・
類
・
図

35
119

た
い
め
ん
し8

8

ナ
シ

鈴
・
類
イ
・
氏

36

〃

⃝
⃝
ゆ
ふ
つ
け
の

な
く

抄
・
類

37

〃

き
ゝ
し
か
は8

8

と

氏

38
120

わ
た
り
け
る
そ8

8

を

雅
・
抄
イ

39

〃

大
臣
に
な
り
給
に
け
り

8

8

8

8

8

た
ま
ひ
に
け
る

図
・
光

給
ひ
て
け
り
︵
巫
︶

給
ひ
に
て
け
る
︵
鈴
︶

40
124

北
方
の
ま
た
帥
の

8

8

8

8

8

8

の
ま
た
そ
ち
の

抄
・
類
・
衆

の
ま
た
帥
の
︵
図
︶

︵
の
︶
ま
た
帥
︵
氏
︶

41

〃

と
い
へ
り
け
る

8

8

8

け
り

抄
・
類
・
図

42

〃

ま
へ

〱
も

ま
つ

〱
も

類
・
衆

さ
き
の
︵
巫
・
鈴
︶

43
125

ナ
シ

い
つ
く
に
物
し
た
ま
へ
る
た
よ
り
に
か

あ
ら
む
な
と
き
こ
え
給
て

巫
・
鈴

45
139

た
て
ま
つ
り
⃝
⃝
け
る

た
り

類
・
衆

給
へ
り
︵
巫
︶

給
は
り
︵
鈴
︶

46
140

と
あ
り
け
れ
は
御
返
し

8

8

8

8

御
か
へ
り
に

衆
・
光

返
し
︵
鈴
︶

御
返
に
︵
氏
・
衆
・
類
︶

御
か
へ
し
に
︵
抄
︶

御
返
し
に
︵
図
︶

47

〃

の
た
ま
へ
り
け
る
御
返
し

8

8

8

か
へ
り
に

巫
・
鈴



89 第四節　日本大学図書館蔵『大和物語』の伝本―新資料の紹介を中心にして―

返
に
︵
氏
・
抄
・
類
・
衆
・
図
・
光
︶

48
140

ひ
と
り
ぬ
る
よ8

8

身

抄

夜
︵
巫
・
鈴
・
氏
・
類
イ
・
光
︶

49
141

と
い
ひ

8

8

け
れ
は

ゝ
ひ

光

50
142

お
も
は
す

8

8

8

8

も
か
な

な
け
か
す

類

思
は
す
︵
巫
・
鈴
・
光
︶

51
143

⃝
も
と
に
い
き
て

み

抄
・
衆
・
図

52
144

な
と
な
ん

8

8

い
け
る

ナ
シ

抄
・
類
・
衆

な
む
︵
図
︶

53
146

こ
ゑ
も8

お
も
し
ろ
く

ナ
シ

類

54
147

か
は
に
の
そ
み
て

8

8

8

8

8

8

に
の
そ
き
て

抄

に
の
そ
み
き
て
︵
衆
︶

に
の
︵
そ
︶
き
て
︵
氏
︶

の
そ
け
て
︵
光
︶

55

〃

わ
か
た
ま
を8

8

は

光
・
図

56

〃

も
と
め
つ
か

を
と
め
つ
か

巫
・
鈴
・
光

57

〃

ち
な
と

8

8

8

な
む

光
・
氏

な
ん
︵
巫
・
鈴
︶

な
と
な
ん
︵
抄
・
類
・
衆
・
図
︶

58
148

と
し
こ
ろ
あ
り
け
り

8

8

8

8

8

あ
り
け
る

類
・
図

に
な
り
に
け
り
︵
巫
︶

に
な
り
に
け
れ
は
︵
鈴
︶

へ
に
け
る
︵
光
︶

59

〃

い
は
せ
け
り

8

8

8

け
る

氏
・
抄

60

〃

な
に
か
物
お
ほ
く

8

8

8

8

8

お
ほ
く

衆
・
類
・
抄

物
を
︵
巫
・
鈴
︶

は
物
を
︵
光
︶

も
の
︵
氏
・
図
︶

61
148

心
お
さ
め
て

心
を
と
ゝ
め
て

衆
・
図

心
を
お
さ
め
て
︵
抄
︶

心
を
お
さ
め
︵
類
︶

心
を
と
ゝ
め
て
︵
氏
︶

62

〃

お
も
ひ
は
る
か
に

お
も
ひ
け
る
に

抄
・
類

思
に
︵
巫
・
鈴
︶

思
け
る
に
︵
衆
︶

思
や
る
に
︵
光
︶

63
152

そ
う
し
給
時8

8

時
に

類
・
図

と
き
に
︵
氏
︶

64

〃

お
ほ
せ
こ
と
も
し
給
は
ぬ

8

8

8

8

8

8

8

8

こ
と
も
た
ま
は
ぬ

抄
・
類

こ
と
も
給
は
ぬ
︵
衆
︶

こ
と
も
な
か
ら
む
︵
光
・
巫
・
鈴
︶

65
156

す
て
た
う
ひ
よ

8

8

8

8

8

た
う
ひ
て
よ

抄

給
ひ
て
︵
鈴
︶

給
ひ
て
よ
︵
巫
︶

給
う
て
よ
︵
衆
︶

た
ふ
ひ
よ
︵
類
︶

た
ま
ひ
て
よ
︵
光
・
氏
︶

66

〃

い
ひ
は
ら
た
ち
け
る
お
り

8

8

8

お
り
は

抄

お
り
に
︵
巫
・
鈴
・
図
︶

時
に
︵
光
︶

67
161

あ
た
り
⃝
な
ま
く
ら
き

に

抄
・
類

68
168

ね
す
き
⃝

に

巫
・
類
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︵
注
︶　
こ
の
調
査
は
阿
部
俊
子
氏
の
﹃
校
本
大
和
物
語
と
そ
の
研
究
﹄
に
日
大
本
を
対
校
し
た
も
の
で
あ
り
、
諸
本
は
そ
こ
で
扱
っ
て
い
る
も
の
に
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
お
断
り
し
て

お
く
。
伝
本
略
号
は
以
下
の
通
り
。
氏
︵
伝
為
氏
本
︶、
衆
︵
為
衆
本
︶、
抄
︵
北
村
季
吟
の
大
和
物
語
抄
本
文
︶、
類
︵
群
書
類
従
本
︶、
雅
︵
飛
鳥
井
雅
俊
本
︶、
図
︵
宮
内
庁

書
陵
部
本
︶、
古
︵
冠
注
大
和
物
語
に
言
う
古
本
︶、
巫
︵
御
巫
本
︶、
鈴
︵
鈴
鹿
本
︶、
光
︵
光
阿
彌
陀
仏
本
︶、
抄
イ
︵
大
和
物
語
抄
に
イ
と
あ
る
も
の
︶、
類
イ
︵
群
書
類
従
本

に
イ
と
あ
る
も
の
︶。
な
お
、
こ
の
一
覧
表
で
﹁
他
本
﹂
と
は
﹃
校
本
大
和
物
語
と
そ
の
研
究
﹄
の
底
本
で
あ
る
為
家
本
が
中
心
に
な
っ
て
い
る
。
以
下
、
並
び
に
﹁
三
﹂
の
場

合
も
同
様
。

日
大
本
は
多
岐
に
わ
た
っ
て
共
通
し
て
い
る
。
そ
こ
で
目
安
を
つ
け
る
意
味
で
、
こ
の
表
か
ら
日
大
本
が
い
ず
れ
の
伝
本
と
共
通
し
て
い
る
の
か
、
そ
の
数
を
集
計
し
て
み
よ
う
。

大
和
物
語
抄
 
…
…
…
…
…
…
…
38

群
書
類
従
本
 
…
…
…
…
…
…
…
31

宮
内
庁
書
陵
部
本
 …
…
…
…
…
…
20

69
168

ふ
た
り
に
は
い
ひ
け
る

8

8

8

け
り

抄
・
巫
・
鈴

70

〃

物
に
も
に
す

物
に
ゝ
す

光
・
鈴

71

〃

い
つ
ち

い
つ
こ

抄

い
つ
ら
︵
衆
︶

72

〃

さ
せ
給
け
る

8

8

8

け
り

抄
・
類
・
図

73

〃

か
き
り
な
く

か
き
り
な
き

光

74

〃

中
な
り
け
れ
は

8

8

8

8

8

8

な
れ
は

抄
・
類

75

〃

か
き
つ
け
た
る

8

8

8

8

8

つ
け
ゝ
る

巫

つ
け
た
り
け
る
︵
鈴
・
光
︶

つ
ゝ
け
ゝ
る
︵
衆
︶

76
169

こ
の
こ
と
も

8

8

六
七
は
か
り

ゝ
と
し

抄
イ

と
し
︵
抄
︶

と
し
は
︵
光
︶

77

〃

お
と
こ
は
や
う
わ
す
れ
に

け
り

ナ
シ

図

お
と
こ
は
や
く
忘
れ
に
け
り
︵
氏
・
抄
︶

お
と
こ
は
や
う
忘
れ
に
け
り
︵
類
︶

男
は
は
や
わ
す
れ
に
け
り
︵
衆
︶

78
173

⃝
⃝
よ
き
ほ
と
な
る

い
と

巫
・
鈴

79

〃

な
ら
ん
と
見
ゆ
⃝
か

る

類

80

〃

見
ゆ
な
る

8

8

8

ナ
シ

抄
・
類

81

〃

お
ほ
ち
よ
り
⃝
も
り

は

抄

82

〃

梅
の
花
の

8

8

8

8

さ
か
り

む
め
の
は
な

図

梅
の
花
︵
巫
︶

埋
め
の
花
を
︵
鈴
︶

む
め
の
花
の
︵
衆
・
抄
・
類
︶

83

〃

あ
り
し
も
の
⃝

は

抄

84

〃

ふ
る
や
の
な
か
に

8

8

8

8

も
と
に

衆
・
図
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御
巫
本
 …
…
…
…
…
…
…
…
…
…
15

鈴
鹿
本
 …
…
…
…
…
…
…
…
…
…
14

為
衆
本
 …
…
…
…
…
…
…
…
…
…
13

光
阿
彌
陀
仏
本
 …
…
…
…
…
…
…
11

為
氏
本
 …
…
…
…
…
…
…
…
…
…
8

大
和
物
語
抄
イ
 …
…
…
…
…
…
…
3

飛
鳥
井
雅
俊
本
 …
…
…
…
…
…
…
2

冠
注
大
和
物
語
に
言
う
古
本
 …
…
1

群
書
類
従
本
イ
 …
…
…
…
…
…
…
1

一
概
に
ど
の
本
に
近
い
と
は
断
定
で
き
な
い
が
、
強
い
て
言
う
な
ら
ば
、
大
和
物
語
抄
、
群
書
類
従
本
、
宮
内
庁
書
陵
部
本
に
近
い
。
こ
れ
は
三
本
ま
で
の
共
通
数
で
あ
る
か
ら
、

さ
ら
に
四
、五
本
ま
で
の
そ
れ
を
含
め
る
と
も
っ
と
多
く
な
る
。
し
か
も
、
こ
れ
ら
の
中
で
大
和
物
語
抄
と
単
独
で
共
通
す
る
も
の
は
、
2
、
7
、
8
、
9
、
10
、
11
、
17
、
20
、

29
、
48
、
54
、
65
、
66
、
71
、
81
、
83
の
十
六
箇
所
に
わ
た
り
、
他
の
群
を
抜
い
て
い
る
。
こ
の
結
果
か
ら
こ
れ
ら
の
伝
本
の
中
で
も
っ
と
も
近
い
こ
と
を
暗
示
し
て
い
よ
う
。
た
だ
、

大
和
物
語
抄
そ
の
も
の
と
は
断
定
で
き
な
い
。
そ
れ
は
28
、
38
、
76
を
み
る
と
日
大
本
は
大
和
物
語
抄
イ
に
一
致
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

大
和
物
語
抄
、
宮
内
庁
書
陵
部
本
、
為
衆
本
、
そ
れ
に
飛
鳥
井
雅
俊
本
は
、
い
わ
ゆ
る
寛
喜
本
か
ら
派
生
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
共
通
数
が
み
ら
れ
る
の
は
納
得
で

き
る
が
、
そ
れ
に
し
て
も
飛
鳥
井
雅
俊
本
と
の
共
通
数
が
少
な
い
。
ま
た
、
群
書
類
従
本
も
寛
喜
本
か
ら
派
生
し
た
の
で
は
な
い
か
と
言
わ
れ
て
い
る(16)
。
こ
の
調
査
の
結
果
か
ら

も
多
少
な
り
と
も
そ
の
考
え
を
補
強
で
き
よ
う
。
し
か
し
、
日
大
本
は
こ
れ
ら
の
伝
本
と
は
系
統
の
異
な
る
御
巫
本
、
鈴
鹿
本
、
そ
れ
に
光
阿
彌
陀
仏
本
と
も
共
通
し
て
い
る
。

し
か
も
、
こ
れ
ら
の
中
に
は
単
独
で
日
大
本
と
共
通
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
み
ら
れ
、
こ
れ
ら
の
伝
本
と
の
接
触
が
推
測
で
き
よ
う
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
日
大
本
は
多
く
の
伝
本

と
接
解
し
生
成
し
て
い
っ
た
こ
と
が
予
想
で
き
る
。
こ
の
こ
と
は
次
に
述
べ
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
理
解
で
き
よ
う
。

日
大
本
は
他
の
伝
本
と
共
通
す
る
反
面
、
独
自
異
文
も
か
な
り
多
く
有
し
て
い
る
。
今
、
そ
の
箇
所
を
す
べ
て
あ
げ
て
み
る
と
次
表
の
よ
う
に
な
る
。

号番

段章

日
　
大
　
本

他
　
　
　
本

１

１

な
ひ
く
す
ゝ
き

な
ひ
く
お
は
な

2
24

と
な
ん
き
こ
え
た
り
け
る

と
な
む
き
こ
え
け
る

ナ
シ
︵
巫
・
鈴
︶

と
な
ん
き
こ
え
け
り
︵
抄
・
類
︶

と
な
む
き
こ
え
た
ま
ひ
け
る
︵
氏
︶
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3
28

な
と
に
⃝
⃝

な
む

そ
︵
巫
・
鈴
︶

な
ん
︵
抄
・
氏
・
類
・
図
︶

4

〃

あ
り
け
り

8

8

8

け
る

5
39

右
京
の
か
み
よ
り

8

8

8

ナ
シ

出
て
︵
衆
︶

6
43

や
ま
に
こ
も
り
ぬ

8

8

8

8

8

こ
も
り
給
ぬ

こ
も
ら
む
︵
巫
・
鈴
︶

こ
も
る
ら
ん
︵
古
︶

こ
も
り
給
ひ
ぬ
︵
抄
・
類
・
衆
・
図
︶

こ
も
り
た
ま
ひ
ぬ
︵
氏
︶

7
44

や
ま
の
雲
ら
ゐ
の

8

8

8

8

8

雲
ゐ
の

く
ら
ゐ
の
︵
衆
・
光
︶

雲
ゐ
に
︵
巫
・
鈴
︶

雲
井
︵
図
︶

8
58

⃝
⃝
ま
た
い
と
わ
か
く

お
や

9

〃

よ
み
た
り
け
り
と

8

8

8

8

8

8

た
り
け
る
と

た
る
と
︵
巫
・
鈴
︶

た
り
け
を
︵
鈴
︶

10

〃

い
ふ
と8

な
む

ナ
シ

11

〃

わ
た
り
た
る

8

8

8

つ
る

け
る
︵
巫
・
鈴
︶

12
68

を
ら
せ

ナ
シ

13
69

め
と
り
く
す
り
の
か
り
き
ぬ

め
と
り
く
ゝ
り
の
か
り
き
ぬ

14
70

く
に
へ
く
た
り
け
り

8

8

8

け
る

15
88

返
し

か
へ
し
お
と
こ

お
と
こ
か
へ
し
︵
巫
・
鈴
︶

16
92

君
に

8

8

し
ら
せ
ん

か
た
ら
む

17
95

ナ
シ

い
か
ゝ
あ
り
け
む
お
は
し
ま
さ
ゝ
り
け
る

18

103
ゐ
て
お
は
し
⃝
⃝
ぬ

ま
し

19

111
ま
た
わ
か
お
と
ゝ

8

8

8

8

お
と
こ

20

120
た
か
う
へ
を
け
る

8

8

8

8

を
き
し

21

125
ナ
シ

い
つ
く
に
物
し
た
ま
へ
る
た
よ
り
に
か
あ
ら
む
な
と
き
こ
え
給
て

22

〃

お
も
ふ
と
い
ひ
け
る

8

8

8

8

8

い
へ
り
け
る

い
ひ
た
り
け
れ
は
︵
巫
・
鈴
︶

23

134
み
や
す
所
き
ゝ

8

8

8

き
ゝ
て

24

136
え
な
ん
ま
い
ら
ぬ

な
む
え
ま
い
ら
ぬ

25

139
や
ま
ゐ
に8

8

に
な
り
て

し
て
な
ん
︵
鈴
︶

に
な
り
て
な
ん
︵
巫
・
光
︶

26

〃

⃝
⃝
承
香
殿

か
の

27

141
た
よ
り

〱
よ
り

た
よ
り

か
た
よ
り
︵
巫
・
鈴
︶

た
よ
り
よ
り
︵
抄
・
類
・
衆
︶

た
よ
り
あ
り
て
︵
氏
︶

た
よ
り

〱
︵
図
・
光
︶

28

144
秋
の
夜
は8

8

そ

29

146
う
け
た
ま
は
り
て

8

8

8

8

8

8

た
ま
ひ
て

30

〃

の
給
ひ
あ
つ
け
ら
れ

8

8

8

ゝ
る

31

147
い
ま
す
る
人
あ
る

8

8

8

あ
り

32

〃

つ
ゐ
て

8

8

8

う
つ
み
に
け
る

つ
ゐ
に

33

〃

さ
き
の
こ
と
く

さ
き
の
こ
と
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34

148
か
な
し
く
て
よ
め
る

か
な
し
く
て
よ
み
け
る

お
も
ひ
や
り
け
る
︵
巫
・
鈴
︶

か
な
し
と
思
や
り
て
さ
て
よ
め
る
︵
光
︶

35

〃

た
よ
り
に
文
を8

8

ナ
シ

36

〃

物
い
と

8

8

8

あ
し
の

物
い
と
お
ほ
く

お
ほ
く
︵
巫
・
鈴
︶

物
な
と
い
と
お
ほ
く
︵
氏
︶

ナ
シ
︵
光
︶

37

〃

お
も
ふ
ま
ゝ
に

8

8

8

8

あ
ひ
た
に

ほ
と
に
︵
巫
・
鈴
︶

38

149
月
の
⃝
⃝
い
み
し
う

い
と

39

〃

⃝
⃝
⃝
に
い
と
か
な
し
う

お
も
ふ

思
︵
衆
︶

40

〃

な
る
を

な
り
け
る
を

41

154
な
き
け
れ
は
⃝
⃝
⃝

お
と
こ

男
︵
図
︶

42

155
年
月
を
へ
て
あ
り
け
る

8

8

8

8

8

8

8

へ
て
あ
り
へ
け
る

へ
て
あ
り
け
り
︵
光
・
雅
︶

へ
に
け
り
︵
巫
・
鈴
︶

43

156
こ
の
⃝
⃝
⃝
い
と
い
た
う

を
は

44

〃

わ
さ
す
な
る
を

8

8

8

8

8

す
る

す
な
る
︵
抄
・
類
・
衆
・
図
︶

45

157
聞
え
⃝
⃝

む
は

46

158
さ
ま
し
て
⃝
⃝
⃝

き
け
は

47

164
返
し

8

8

に

か
へ
り
こ
と

か
へ
し
と
︵
抄
・
類
︶

ナ
シ
︵
巫
・
類
︶

48

165
た
え
は
て
に
け
り

ナ
シ

49

168
と
そ
つ
け
て
や
り
た
り

8

8

け
る

み
け
る

50

〃

み
た
る

8

8

8

ほ
と
に

51

〃

ナ
シ

ほ
う
し
に
や
な
り
に
け
む
身
を
や
な
け
て
け
む

52

〃

法
師
に
や

8

8

8

8

な
り
た
ら
む

ほ
う
し
に

53

〃

さ
て
な
ん

8

8

と
あ
る
と
も

ナ
シ

54

〃

ほ
と
に
⃝
⃝
あ
り
け
る

な
む

55

〃

さ
ん
な
れ
は

8

8

8

8

8

い
と
あ
は
れ
に

さ
な
れ
は

す
︵
鈴
︶

さ
れ
は
︵
巫
・
光
︶

さ
ら
ん
な
れ
は
︵
氏
︶

さ
な
れ
は
︵
衆
・
図
︶

56

〃

⃝
⃝
い
た
う

い
と

︵
い
と
︶
氏

57

〃

⃝
⃝
を
の
ゝ
小
町

こ
の

58

〃

⃝
⃝
あ
は
れ
か
り
け
る

な
き

59

〃

⃝
⃝
す
け
な
く

女
を
も

60

169
⃝
⃝
か
た
み
に

こ
れ
を

こ
れ
︵
巫
・
鈴
︶

61

〃

六
七
な
り
け
り

8

8

8

8

8

は
か
り
あ
り
け
り

は
か
り
に
あ
り
け
り
︵
巫
・
鈴
・
氏
・
類
・
抄
︶

62

171
清
愼
公

ナ
シ

63

172
つ
か
う
ま
つ
わ
り

け
り

64

173
物
も
い
は
す
入
ぬ

8

8

8

な
り
ぬ

65

〃

も
り
⃝
さ
り
て

ま

66

〃

や
う
⃝
な
く
て

も
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こ
れ
ら
の
中
に
は
明
ら
か
に
日
大
本
の
誤
写
と
思
わ
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
例
え
ば
8
、
10
、
13
、
14
、
19
、
31
、
32
、
35
、
36
、
39
、
43
、
46
、
48
、
62
、
65
が
そ
れ
に
該
当

し
よ
う
。
因
に
13
、
14
、
19
、
31
、
32
、
48
は
草
書
体
の
読
み
誤
り
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
し
、
8
、
10
、
35
、
36
、
39
、
43
、
46
、
65
は
こ
の
部
分
が
な
い
と
意
味
上
、
不
自
然

に
な
る
。
不
注
意
に
よ
る
誤
脱
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
21
、51
は
そ
れ
ぞ
れ
﹁
お
ど
ろ
き
給
て

8

8

い
つ
く
に
物
し
た
ま
へ
る
た
よ
り
に
か
あ
ら
む
な
と
き
こ
え
給
て

8

8

み
か
う
し
﹂、﹁
み
ゝ

に
も
聞
え
す
ほ
う
し

8

8

8

に
や
な
り
に
け
む
身
を
や
な
け
て
け
む
法
師

8

8

に
や
﹂
と
あ
り
、
圏
点
を
付
し
た
よ
う
に
、
前
後
に
同
じ
語
が
み
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
に
目
移
り
を
生
じ
た
の

で
あ
る
。
こ
の
外
、12
に
は
﹁
お
り
に
⃝を
ら

せ
⃝
⃝
た
ま
へ
り
け
り
お
ら
せ
て
か
き
つ
け
た
て
ま
つ
り
け
る
﹂
校
異
ハ

日
大
本

と
あ
っ
て
、
同
じ
語
が
二
箇
所
に
み
ら
れ
、
不
自
然
と
言
え
よ
う
。

62
の
場
合
、
日
大
本
は
注
記
で
あ
っ
た
も
の
が
本
文
に
組
み
入
れ
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
7
と
27
に
お
い
て
日
大
本
は
不
自
然
な
本
文
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
他

の
伝
本
と
の
関
わ
り
が
認
め
ら
れ
、
校
訂
で
の
一
面
が
本
文
に
及
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
以
外
の
本
文
の
存
在
を
い
か
に
考
え
た
ら
よ
い
の
か
。
こ
れ
ら
か
ら
改
作
の
み
な
ら
ず
、
現
存
し
な
い
伝
本
と
の
関
わ
り
を
認
め
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
し

て
、
こ
の
こ
と
は
先
程
の
共
通
本
文
と
相
俟
っ
て
日
大
本
の
複
雑
な
生
成
が
推
測
で
き
る
。

日
本
大
学
図
書
館
が
所
蔵
す
る
奈
良
絵
本
付
載
の
伝
本
に
つ
い
て
、
そ
の
本
文
の
検
討
を
し
て
き
た
。
各
伝
本
と
の
近
似
関
係
を
調
べ
た
結
果
、
大
和
物
語
抄
に
近
い
本
文
を

核
に
し
て
成
立
し
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
こ
の
外
に
も
異
本
と
も
共
通
し
て
い
る
し
、
さ
ら
に
は
独
自
異
文
も
多
く
存
し
て
お
り
、
今
の
段
階
で
は
混
態
本
文
と
み
て
お
き
た
い
。

ま
た
、
奈
良
絵
本
の
観
点
か
ら
い
う
と
、
わ
ず
か
二
葉
と
は
い
う
も
の
の
、
現
存
す
る
も
の
が
少
な
く
、
し
か
も
成
立
的
に
み
て
日
大
本
の
は
先
に
述
べ
た
﹁
玉
英
堂
稀
覯
本
書

目
﹂
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
よ
り
も
古
く
、
大
和
物
語
の
奈
良
絵
本
の
生
成
に
示
唆
を
与
え
て
く
れ
よ
う
。

と
も
あ
れ
、
江
戸
時
代
初
期
の
本
文
の
流
れ
を
探
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
日
大
本
の
よ
う
な
形
態
の
伝
本
の
存
在
は
稀
で
、
し
か
も
そ
の
本
文
が
特
殊
な
こ
と
と
相
侯
っ

て
、
奈
良
絵
本
と
本
文
と
の
関
わ
り
を
探
る
上
で
も
貴
重
な
伝
本
と
言
え
よ
う
。

三
　『
大
和
物
語
抄
』
の
引
く
定
家
本
に
つ
い
て

北
村
季
吟
は
、
大
和
物
語
抄
巻
一
の
巻
頭
に
お
い
て
、﹁
い
ま
こ
ゝ
に
用
ひ
侍
し
は
、
定
家
�
の
御
自
筆
を
も
て
、
一
字
を
た
が
へ
ず
書
写
せ
し
と
あ
る
の
う
つ
し
に
て
侍
り
。﹂

と
言
っ
て
、
そ
の
拠
り
所
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
季
吟
が
見
た
定
家
自
筆
本
の
写
し
と
い
う
の
は
、

本
奥
書
云

寛
喜
三
年
八
月
一
四八
イ日

辛
未
来
時
於
北
辺
蓬
屋
終
書
写
也
閑
居
徒
然
之
余
也
目
盲
手
振
不
成
字
推
量
而
染
筆
計
也
即
校
畢
当
初
書
写
物
以
無
落
字
為
一
得
耄
及
之
後
已
落
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数
行
書
入
可
恥
可
悲

或
本
奥
書
云

此
一
帖
以
京
極
黄
門
自
筆
之
本
不
違
一
字
誹
人
令
書
但
落
字
等
繁
多
追
而
猶
可
勘
枝
者
也

　
　
　
　
永
享
三
年
十
月
　
日
　
権
少
僧
都
在
判

又
或
本
奥
書
云

延
徳
二
年
六
月
十
一
日
以
　
禁
裏
御
本
令
書
写
頗
可
為
証
本
者
歟
則
校
合
畢

と
、
奥
書
の
あ
る
本
で
あ
る
。
こ
の
本
は
寛
喜
本
系
統
の
一
本
で
あ
る
こ
と
に
は
疑
い
な
い
。
し
か
も
、
そ
の
中
で
始
め
か
ら
﹁
或
本
奥
書
云
﹂
の
部
分
ま
で
は
多
和
文
庫
本
に

共
通
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
後
の
﹁
又
或
本
奥
書
云
﹂
以
下
を
持
っ
て
い
る
伝
本
は
明
ら
か
で
な
か
っ
た
。
事
実
、
池
田
氏
は
﹁
或
本
奥
書
云
﹂、﹁
又
或
本
奥
書
云
﹂
の
二

つ
の
奥
書
は
大
和
物
語
抄
の
拠
っ
た
原
本
に
あ
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
他
の
二
種
の
本
に
存
し
た
の
を
大
和
物
語
抄
に
転
載
し
た
も
の
と
考
え
て
お
ら
れ
る(17)
。

と
こ
ろ
が
、
大
和
物
語
抄
の
こ
の
奥
書
と
全
く
同
じ
も
の
を
持
っ
て
い
る
伝
本
が
日
本
大
学
図
書
館
に
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
日
本
大
学
図
書
館
蔵
本
︵
以
下
、
日

大
本
と
略
称
︶
の
紹
介
を
兼
ね
つ
つ
、
大
和
物
語
抄
の
本
文
と
の
関
係
、
日
大
本
の
本
文
の
性
格
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た
い
と
思
う
。

日
大
本
の
書
誌
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

大
き
さ
縦
17
・
0
㎝
×
横
18
・
0
㎝
の
列
帖
装
の
一
冊
本
。
表
︵
裏
︶
紙
は
薄
緑
色
の
亀
甲
模
様
、
料
紙
鳥
の
子
。
題
簽
は
左
肩
や
や
上
の
ほ
う
に
﹁
大
和
物
語
﹂
と
記
さ

れ
て
い
た
よ
う
だ
が
、
わ
ず
か
に
﹁
大
﹂
の
字
の
み
が
判
明
で
き
る
。
内
題
な
し
。
遊
紙
一
枚
あ
り
、
そ
の
裏
に
﹁
岡
田
眞
之
蔵
書
﹂︵
朱
︶、
本
文
の
巻
頭
に
﹁
日
本
大
学

図
書
館
蔵
﹂︵
朱
︶
の
各
印
記
が
あ
る
。
一
枚
目
の
表
は
白
紙
で
、
そ
の
裏
か
ら
本
文
が
始
ま
る
。
終
り
の
章
段
の
後
に
遊
紙
一
枚
あ
り
、
改
丁
し
て
二
枚
に
わ
た
り
宇
多
法

皇
の
略
歴
、
さ
ら
に
改
丁
し
て
二
枚
に
わ
た
り
奥
書
を
そ
れ
ぞ
れ
記
し
て
い
る
。
こ
れ
は
先
程
記
し
た
季
吟
の
大
和
物
語
抄
と
同
じ
。
そ
の
後
、
改
丁
し
て
付
載
説
話
を
八

枚
に
わ
た
っ
て
記
し
て
い
る
。
そ
の
後
に
四
枚
の
遊
紙
が
あ
る
。
墨
付
百
五
十
三
枚
、
一
面
十
行
、
歌
は
一
字
下
げ
て
二
行
書
き
。
本
文
と
同
筆
で
校
異
、
ミ
セ
ケ
チ
及
び

補
入
が
あ
る
。
延
宝
頃
の
書
写
。

ま
ず
、
校
異
か
ら
み
て
い
こ
う
。

⑴
い
ま
そす
イ

か
り
け
り
︵
一
四
段
︶

⑵
は
る
け
きイ
無

な
か
ら
も
︵
一
六
段
︶

⑶
心
ゆわ
イ
き
て
は
を
か
し
と
︵
五
一
段
︶
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⑷
こ
や
く
し
くこ
イ

そ
︵
一
三
八
段
︶

⑸
ひ
と
り
ぬ
る
よ身
イ
そ
︵
一
四
〇
段
︶

⑹
く
れ
た
け
の
よ
ふな
イ
か
き
を
︵
一
四
七
段
︶

⑺
き
り
て
かか
り
き
て
イ

り
き
ぬ
︵
一
四
七
段
︶

⑻
は
か
ま
え
ほ
うイ
無

し
︵
一
四
七
段
︶

⑼
あ
り
わ
た
る
をに
イ

︵
一
四
八
段
︶

⑽
侘
て
さ
すし
イ
て
ん
︵
一
五
六
段
︶

⑾
な
を
ま
かさ
イ
せ
て
み
け
り
︵
一
五
七
段
︶

⑿
そ
の
ひ
と
つ
しか
し
イは

し
︵
一
六
八
段
︶

こ
の
う
ち
注
意
し
た
い
の
は
⑶
と
⑾
で
、
両
者
と
も
イ
に
一
致
す
る
の
は
大
和
物
語
抄
で
あ
る
た
だ
し
、
⑶
に
は
群
書

類
従
本
も
一
致
す
る

。
こ
れ
は
日
大
本
が
大
和
物
語
抄
か
ら
離
れ
て
い
る
こ
と
を
暗

示
さ
せ
よ
う
。

次
に
補
入
は
次
の
箇
所
に
み
ら
れ
る
。

⑴
内
に
お
は
し
ま
し
け
る
⃝時
殿
上
に
︵
二
段
︶

⑵
少
将
中
将
⃝な
と

こ
れ
か
れ
︵
二
段
︶

⑶
宮
す
と
こ
ろ
⃝よ
り

︵
三
段
︶

⑷
か
の
ち
ゝ
の
⃝の
兵
衛
佐
︵
二
八
段
︶

⑸
こ
も
り
給
ひ
ぬ
⃝と
あ
り
し
︵
四
三
段
︶

⑹
池
の
⃝い
と

お
も
し
ろ
き
に
︵
七
二
段
︶

⑺
さ
は
か
し
う
て
⃝な
む

わ
す
れ
に
け
る
︵
九
一
段
︶

⑻
文
も
て
い
く
と
⃝な
む

き
ゝ
給
け
る
︵
九
四
段
︶

⑼
あ
さ
ま
し
き
に
⃝え
物
も
き
こ
え
す
︵
一
〇
三
段
︶

⑽
い
と
お
か
し
う
つ
く
り
⃝給
ふ

て
︵
一
三
七
段
︶
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⑾
こ
の
お
と
⃝を
や
う

〱
お
も
ひ
︵
一
四
一
段
︶

⑿
こ
れ
⃝も
か
れ
も
︵
一
四
一
段
︶

⒀
よ
く
つ
か
う
ま
つ
り
た
ら
む
⃝に
︵
一
四
六
段
︶

⒁
人
あ
り
け
り
⃝そ
れ
な
むこ

の
う
か
れ
め
︵
一
四
六
段
︶

⒂
と
よ
む
時
⃝に
帝
︵
一
四
六
段
︶

⒃
と
ら
せ
て
や
り
⃝て
︵
一
四
七
段
︶

⒄
み
れ
は
⃝塚
の
許
にち
な
と
︵
一
四
七
段
︶

⒅
う
ち
な
⃝け
き
て
︵
一
四
九
段
︶

⒆
た
つ
た
か
は
⃝の
紅
葉
︵
一
五
一
段
︶

⒇
御
寺
に
⃝
な
む

侍
︵
一
六
八
段
︶

さ
ら
に
ミ
セ
ケ
チ
は
次
の
箇
所
に
み
ら
れ
る
。

⑴
ふ
ね
に
や
の
れ〻り
しる〻

︵
三
段
︶

⑵
文
を
な
む
も
て
き
た
るヒ
り
け
り︵

四
段
︶

⑶
よ
ろ
つ
の
お
か
し
き

〻
〻
〻
〻

物
か
た
り
︵
四
一
段
︶

⑷
と
く
あ
る
所
い
き
つ
つ
〻
〻

つ
つ
︵
一
四
八
段
︶

補
入
、
ミ
セ
ケ
チ
の
多
く
は
誤
写
を
補
訂
し
て
い
る
わ
け
だ
が
、
中
に
は
単
に
そ
れ
の
み
で
な
く
、
書
写
者
の
本
文
校
訂
の
意
識
が
反
映
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ

れ
る
と
こ
ろ
が
み
ら
れ
る
。
補
入
の
⑹
、
⑺
を
み
る
と
、
前
者
に
お
い
て
御
巫
本
と
鈴
鹿
本
が
、
ま
た
後
者
に
お
い
て
は
鈴
鹿
本
が
そ
れ
ぞ
れ
持
っ
て
い
な
い
。
ミ
セ
ケ
チ
の

⑴
、
⑵
を
み
る
と
、﹁
の
れ
る
﹂
と
﹁
き
た
る
﹂
は
流
布
本
の
本
文
な
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
大
和
物
語
抄
と
の
み
に
一
致
す
る
﹁
の
り
し
﹂、﹁
き
た
り
け
り
﹂
に
訂
正
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
現
象
は
先
程
、﹁
二
﹂
の
奈
良
絵
本
の
と
こ
ろ
で
も
み
ら
れ
た
こ
と
で
あ
り
、
そ
こ
で
の
考
え
を
補
強
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

日
大
本
の
奥
書
と
大
和
物
語
抄
の
依
拠
し
た
伝
本
の
奥
書
と
が
共
通
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
両
者
の
何
ら
か
の
関
係
を
認
め
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
事
実
、
両
者
の
本
文
を
調
査

し
て
み
た
と
こ
ろ
、
両
者
の
み
が
一
致
す
る
と
こ
ろ
が
み
ら
れ
る
。
今
、
そ
の
箇
所
を
あ
げ
て
み
よ
う
。
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号番

段章

日
大
本
・
大
和
物
語
抄

他
　
　
　
本

1
3

ふ
ね
に
や
の
り
し

8

8

8

8

の
れ
る

2

〃

も
て
き
た
り
け
り

8

8

8

8

る来
る
︵
鈴
︶

3

〃

か
ゝ
ゐ
た
う
は
り

か
ゝ
い
た
ま
は
り

か
ゝ
い
給
は
り
︵
衆
︶

か
う
ふ
り
給
︵
巫
・
鈴
︶

4

〃

か
き
て
お
く
に8

8

の
か
た
に
か
く
な
ん

に
か
く
な
ん
︵
氏
︶

に
か
く
な
む
︵
図
︶

5
7

は
な
れ
に
け
り

8

8

8

8

に
け
れ
と

り
か
れ
と
︵
巫
︶

6
13

⃝
⃝
⃝
⃝
⃝
か
な
し

か
き
り
な
く

7
15

の
給
ふ
け
る

の
た
ま
ひ
け
る

の
給
ひ
け
る
︵
衆
・
図
︶

の
給
け
る
︵
氏
︶

8
16

は
る
け
き

8

8

8

8

な
か
ら
も

は
る
け

花
け
︵
鈴
︶

9
22

よ
め
り

8

8

8

け
れ
は

い
へ
り

い
︵
へ
︶︵
氏
︶

10
23

え
奉
り
給
ふ

8

8

て

ナ
シ

給
︵
図
︶

給
ひ
︵
巫
・
鈴
︶

た
ま
ひ
︵
氏
・
類
︶

11
24

ナ
シ

さ
ふ
ら
ひ
給
け
り

さ
ふ
ら
ひ
給
ひ
け
り
︵
巫
・
鈴
・
図
︶

さ
ふ
ら
ひ
⃝し

給

ひけ
る
︵
氏
︶

12
24

右
大
臣
⃝
の
女
御

殿と
の
︵
巫
・
鈴
︶

13
26

を
こ
せ
給
へ
り
け
り

8

8

8

8

8

8

た
ま
へ
り
け
る

た
り
け
る
︵
巫
・
鈴
︶

給
へ
り
け
る
︵
衆
・
図
︶

た
ま
え
り
け
る
︵
氏
︶

14

〃

⃝
⃝
み
そ
か
に

い
と

15
29

あ
そ
ひ
な
し
と
給
ふ

8

8

て

ナ
シ

給
ひ
︵
氏
︶

た
ま
ひ
︵
類
︶

給
︵
図
︶

16

〃

酔
給
ふ
て

8

8

8

8

給
て

て
︵
鈴
・
類
︶

17
32

そ
う
つ
の
君
に
⃝
⃝

な
む

な
ん
︵
巫
・
鈴
・
衆
・
類
︶

18
38

ま
か
て
給
ふ
て

8

8

8

8

た
ま
て

給
て
︵
巫
・
鈴
・
図
︶

給
ひ
て
︵
氏
︶

た
ま
う
て
︵
光
︶

19
40

す
み
給
ふ

8

8

け
る

給た
て
ま
つ
り
給
︵
巫
・
鈴
︶

20
44

⃝
⃝
と
を
く
や
あ
る

ま
た

い
つ
そ
又
︵
巫
︶

い
つ
そ
ま
た
︵
鈴
︶
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21
44

ナ
シ

と
い
ひ
け
り

と
お
も
へ
は
こ
そ
い
ひ
た
り
け
れ
︵
巫
・
鈴
︶

22
48

い
て
た
ま
ふ

8

8

8

て

た
ま
ひ

給
︵
衆
・
図
︶

ナ
シ
︵
巫
・
鈴
︶

23
57

中
興
⃝

か

24
58

物
し
給8

ふ

給た
ま
へ
︵
巫
・
鈴
︶

25
64

こ
と
せ
か
い

せ
か
い

せ
か
ひ
︵
氏
・
衆
︶

26
72

う
せ
た
ま
ふ
て

8

8

8

8

8

8

の
ち

う
せ
た
ま
ひ
て

う
せ
給
て
︵
氏
・
衆
・
図
︶

う
せ
給
ひ
て
︵
巫
︶

ナ
シ
︵
鈴
︶

27
76

聞
つ
け
給
ふ

8

8

て

ナ
シ

た
ま
ひ
︵
氏
︶

給
︵
類
・
衆
・
図
・
光
︶

さ
せ
給
ひ
︵
巫
・
鈴
︶

28
78

み
こ
み
給
ふ
て

み
こ
み
た
ま
う
て

み
こ
み
給
ひ
て
︵
類
︶

み
こ
み
給
て
︵
氏
・
衆
︶

29
96

た
て
ま
つ
り
給
ふ
て

8

8

8

8

給
て

給
ひ
て
︵
巫
︶

て
︵
鈴
︶

︵
給
ひ
︶
て
︵
氏
書
入
レ
︶

30
97

御
わ
さ
の
こ
と
⃝

な
と

31
98

聞
こ
え
給
ふ
て

8

8

8

8

た
ま
て

給
て
︵
氏
・
図
︶

給
ひ
て
︵
巫
・
鈴
︶

32
105

世
に
へ
し
な
と

8

8

8

8

8

へ
し
と

33

〃

と
⃝
⃝
い
へ
り
け
る

な
む

な
ん
︵
氏
・
類
・
衆
︶

34
111

備
前
の
か
み

備
前
守

兵
庫
の
か
み
︵
巫
・
鈴
︶

備
後
の
か
み
︵
氏
・
巫
イ
︶

心
お
さ
め
て
︵
衆
・
図
︶

心
と
ゝ
め
て
︵
巫
・
鈴
︶

35
132

ほ
お
せ
た
ま
ふ

8

8

8

8

た
ま
う

給
ふ
︵
図
︶

給
う
︵
衆
︶

た
ま
ひ
︵
氏
︶

ら
れ
︵
巫
・
鈴
︶

36
133

あ
り
か
せ
給
ふ

8

8

け
り

給た
ま
ひ
︵
氏
︶

給
ひ
︵
巫
・
鈴
︶

37
139

色
こ
の
み
た
ま
ふ

8

8

8

け
る

た
ま
ひ

給
ひ
︵
図
︶

給
︵
巫
・
鈴
・
衆
︶

38
140

む
す
め
に
す
み
給
ふ
け
る
を

8

8

8

8

8

8

給
け
る
を

給
う
る
を
︵
衆
︶

け
る
に
︵
巫
・
鈴
︶

39
142

い
ま
す
か
り
け
り

8

8

8

け
る
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日
大
本
と
大
和
物
語
抄
と
は
音
便
ま
で
も
一
致
し
て
い
る
。
こ
れ
は
両
者
の
奥
書
の
共
通
か
ら
し
て
当
然
と
言
え
よ
う
。
し
た
が
っ
て
、
両
者
が
同
じ
系
統
で
あ
る
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
直
接
関
係
に
あ
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
だ
が
、
こ
れ
に
反
す
る
か
の
よ
う
に
、
両
者
に
は
異
同
も
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
箇
所
を
記
し
て
み
よ
う
。

40
145

め
て
た
ま
ふ

8

8

8

て

た
ま
う

ナ
シ
︵
図
︶

41
148

心
を
お
さ
め
て

心
を
と
ゝ
め
て

心
を
さ
め
て
︵
類
︶

め
を
と
ゝ
め
て
︵
氏
︶

42
149

身
の
そ
う
そ
く
⃝

もな
と
︵
光
︶

43
150

あ
は
り
か
り
給
付

8

8

て

給給
ひ
︵
巫
・
鈴
︶

44
152

御
て
た
か
に
し
た
ま
ふ

8

8

8

8

け
り

し
た
ま
ひ

せ
さ
せ
給
︵
巫
・
鈴
︶

し
給
︵
類
・
衆
・
図
︶

45
156

お
い
か
ゝ
ま
り
⃝

て

46
157

申
さ
ふ
ら
は
ん

8

8

8

8

8

8

て
む

て
ん
︵
巫
・
鈴
・
氏
・
類
・
衆
︶

47
161

ま
う
て
た
ま
ふ

8

8

8

け
り

た
ま
ひ

48
168

さ
う
そ
く
な
と
か
く

8

8

8

8

8

な
と
を
か
く

を
か
く
︵
氏
︶

と
も
を
か
く
︵
巫
・
鈴
︶

を
も
︵
光
︶

49
168

住
給
ふ
け
り

8

8

8

8

8

た
ま
ひ
け
る

給
ひ
け
る
︵
衆
・
図
︶

て
︵
巫
・
鈴
︶

50
169

⃝
⃝
⃝
こ
の
こ
は

こ
れ
を

51
171

お
ほ
え
給
ふ

8

8

け
り

給
ひ

給
︵
類
︶

52
172

か
へ
ら
せ
給
ふ

8

8

8

給給
に
︵
巫
・
鈴
・
光
︶

53

〃

と
は
せ
た
ま
ふ

8

8

8

け
れ
は

た
ま
ひ

給
︵
巫
・
鈴
・
氏
・
図
︶

54
173

ナ
シ

い
と
お
か
し
け
な
る

い
と
を
か
し
け
な
る
︵
氏
︶

い
と
を
か
し
け
に
︵
巫
・
鈴
︶

号番

段章

日
　
大
　
本

大
和
物
語
抄

1
12

か
よ
ひ
給
ふ

8

8

8

た
ま
ふ

2
18

奉
り
給
ふ

8

8

8

た
ま
ふ

3
24

の
ほ
り
給
ふ

8

8

て

た
ま
ふ

4
45

歎
き
た
ま
ふ

8

8

8

け
り

給
ふ

5
45

み
や
す
ん
所

宮
す
ん
所

6
76

涙
の
河
に
ゐ
る
千
鳥

8

8

8

ち
と
り

7
77

ま
い
り
た
ま
ふ

8

8

8

そ
と

給

8

〃

ま
い
り
た
ま
ふ

8

8

8

に

給

9
90

の
給
ふ

8

8

け
れ
は

た
ま
ふ
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日
大
本
は
漢
字
で
記
さ
れ
て
い
る
の
が
多
く
、
仮
名
書
き
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
7
、
8
、
27
、
34
、
43
、
44
の
六
箇
所
に
す
ぎ
な
い
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
か
一
方
を
漢
字
か
仮

名
に
し
た
結
果
こ
う
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
は
ま
だ
し
も
、
意
外
な
の
は
両
者
に
は
、
こ
れ
以
外
に
も
対
立
す
る
本
文
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
ず
、
日
大
本
の
ほ

う
か
ら
そ
の
主
な
も
の
を
記
し
て
み
よ
う
。

10
91

か
よ
ひ
給
ふ

8

8

け
る

た
ま
ふ

11
92

よ
は
ひ
給
ふ

8

8

8

た
ま
ふ

12
94

う
せ
給
ふ

8

8

て

た
ま
ふ

13
95

奉
給
ふ

8

8

け
る
を

た
ま
ふ

14

〃

き
こ
え
給
ふ

8

8

て

た
ま
ふ

15
96

み
や
す
所
に

み
や
す
と
こ
ろ
に

16
98

も
の
し
給
ふ

8

8

け
る

た
ま
ふ

17
100

帝
の
給
ふ

8

8

8

け
る

の
た
ま
ふ

18
103

市
に
出

8

8

8

け
る
日

い
ち
に
い
て

19

〃

後
に
文8

を
な
む

ふ
み

20

〃

あ
し
た
に
文8

を
も

ふ
み

21

〃

御
く
し
お
ろ
し
給
ふ

8

8

て

た
ま
ふ

22
106

よ
は
ひ
給
ふ

8

8

け
り

た
ま
ふ

23

〃

よ
み
給
ふ

8

8

け
る

た
ま
ふ

24
114

逢
た
ま
へ
り

8

8

8

8

け
り

給
へ
り

25
120

か
き
つ
け
給
ふ

8

8

け
る

た
ま
ふ

26

〃

み
な
ひ
ろ
こ
り
給
ふ

8

8

て

た
ま
ふ

27

〃

ね
か
ひ
た
ま
ふ

8

8

8

8

給
ふ

28
125

あ
そ
ひ
給
ふ

8

8

て

た
ま
ふ

29
125

一
本

8

8

す
ゝ
き

ひ
と
も
と

30
130

よ
ま
せ
給
ふ

8

8

け
る

た
ま
ふ

31
135

あ
ひ
は
し
め
給
ふ

8

8

け
る

た
ま
ふ

32

〃

み
や
つ
か
へ
し
給
ふ

8

8

け
れ
は

た
ま
ふ

33
142

よ
み
給
ふ

8

8

け
る

た
ま
ふ

34
146

た
ち
ね
と
の
た
ま
ふ

8

8

8

8

け
れ
は

の
給
ふ

35
147

物
し
給
ふ

8

8

け
る
は

た
ま
ふ

36
150

お
ほ
み
ゆ
き
し
給
ふ

8

8

て

た
ま
ふ

37

〃

と
よ
み
給
ふ

8

8

け
り

た
ま
ふ

38
153

た
て
ま
つ
れ
給
ふ

8

8

け
る

た
ま
ふ

39
155

か
し
き
給
ふ

8

8

8

た
ま
ふ

40
156

は
ら
た
て
け
る
折8

は

お
り

41
159

住
給
ふ

8

8

け
る

た
ま
ふ

42
165

御
く
し
お
ろ
し
給
ふ

8

8

8

た
ま
ふ

43
168

い
み
し
き
こ
と
を
お
も
ひ
て

8

8

8

8

8

思
ひ
て

44

〃

み
か
と
う
せ
た
ま
ふ

8

8

8

8

給
ふ

45

〃

住
給
ふ
け
り
俗
に

8

8

8

8

8

8

8

た
ま
ふ
け
り
そ
く
に

46
170

う
れ
し
く
と
ひ
給
へ
る

8

8

8

8

た
ま
へ
る

号番

段章

日
　
大
　
本

大
和
物
語
抄
、
他
本

日
大
本

に
一
致

1
4
か
な
し
く
て
⃝
⃝

な
ん

鈴

2
8
お
は
し
ま
し
て
⃝
⃝

な
ん

巫
・
鈴

な
む
︵
家
・
衆
・
雅
・
光
・
巫
・
鈴
︶

3
29
か
さ
し
て

か
さ
し
て
給
ふ
て
︵
抄
・
類
︶

か
さ
し
た
ま
ひ
て
︵
巫
・
氏
︶



102第一章　大和物語の伝本

か
さ
し
給
ひ
て
︵
家
・
衆
・
雅
・
光
・
鈴
︶

4
36
さ
き
の
さ
い
宮
⃝

の

氏

5
58
つ
ね
た
ゝ
の
君
の
⃝

め

6
93
お
と
ゝ

8

8

8

お
も
ひ

お
と
こ

類
イ

男
︵
巫
・
鈴
︶

7
95
宮
す
所
み
や

8

8

8

の
宮

の
み
や
︵
氏
︶

ナ
シ
︵
家
︶

宮
︵
類
・
図
︶

御
子
︵
巫
・
鈴
︶

8
103
音
も
せ
す

音
も
せ
て

を
と
も
せ
す
又
︵
鈴
︶

9
105
お
ふ
み
の
す
け
平
の
中
興

な
か
き
の
あ
ふ
み
の
す
け

10
106
女
⃝
か
ゝ
る
事

の

図

11
112
ナ
シ

と
よ
み
け
り
︵
抄
・
類
・
衆
・
巫
・
鈴
・
光
︶

よ
み
た
り
け
り

と
よ
み
け
る
︵
図
︶

と
よ
み
た
り
け
る
︵
家
︶

12
133
あ
や
し
か
り
給
へ

8

8

8

給
ふ

給
ひ
︵
図
︶

た
ま
ひ
︵
家
︶

給
︵
巫
・
鈴
・
氏
・
衆
︶

13
137
ナ
シ

い
と
し
の
ひ
て
︵
中
略
︶
時
も
あ
り
け
り

14
143
中
納
言
の
み
ひ
め

8

8

8

8

み
ひ
め

光

め
ひ
︵
巫
・
鈴
︶

15
146
さ
て

8

8

お
ほ
せ
た
ま
ふ
や
う

ナ
シ

巫
・
鈴
・
光

16
146
い
と
よ
く

よ
く

光

17
147
み
な
絵
に
か
き
て

ゑ
に
み
な
か
き
て

ゑ
に
か
き
て
︵
巫
・
鈴
︶

18

〃
た
て
ま
つ
り
⃝
⃝

た
り

衆

19
148
い
ま
す
か
ん
め
る

8

8

8

8

8

か
め
る

め
る
︵
衆
︶

る
︵
光
︶

か
る
︵
巫
︶

ナ
シ
︵
鈴
︶

20

〃
え
し
ら
し
さ
て

え
し
ら
さ
ら
む

え
し
ら
さ
ら
ん
︵
氏
・
雅
・
類
・
衆
・
図
︶

え
し
ら
さ
て
︵
抄
イ
︶

21
149
い
か
ゝ

8

8

8

あ
は
れ
と

い
と

22

〃
ゆ
す
て
つ

8

8

8

8

ふ
て
つ

ふ
て
ゝ
︵
巫
︶

を
す
て
ゝ
︵
鈴
︶

う
て
ゝ
︵
光
︶

23
151
ナ
シ

人
ま
ろ

巫
・
鈴

24
157
わ
ら
は
あ
り
け
る

8

8

8

8

8

を
つ
か
ひ
け
る

つ
か
ひ
け
る
︵
衆
・
図
︶

ナ
シ
︵
巫
・
鈴
︶

25
160
い
と
わ
ひ
し
く
な
む
あ
り

8

8

8

あ
る

あ
り
け
る
︵
鈴
︶

26
161
神
代
の
こ
と
も8

8

を

巫
・
鈴

27
168
あ
る
つ
ほ
ね
に8

8

ナ
シ

28

〃
聞
い
て
い
け
は

8

8

8

8

た
つ
ぬ
れ
は
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︵
注
︶　
伝
本
略
号
で
﹁
家
﹂
と
は
為
家
本
を
示
す
。
以
下
も
同
様
。

こ
れ
は
そ
の
一
部
に
す
ぎ
な
い
。
中
に
は
明
ら
か
に
日
大
本
の
誤
写
と
思
わ
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
例
え
ば
、
13
は
﹁
時

〱
お
は
し
ま
し
け
り

8

8

い
と
し
の
ひ
て
お
は
し
ま
し
て

し
か
ま
に
ま
う
つ
る
女
と
も
を
見
た
ま
ふ
時
も
あ
り
け
り

8

8

お
ほ
か
た
も
﹂
と
あ
る
こ
と
か
ら
目
移
り
を
生
じ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
し
、
25
は
﹁
る
﹂
を
﹁
り
﹂
に
読
み
違
え
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。
29
は
脱
落
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
5
の
場
合
、
解
釈
上
、
問
題
の
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
り(18)
、
そ
れ
が
異
同
に
及
ん
で
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
さ
ら
に
、
17
で
は
﹁
絵

に
﹂
の
位
置
が
変
わ
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
も
不
注
意
に
よ
る
も
の
か
。

そ
れ
に
し
て
も
、
こ
れ
ら
以
外
の
本
文
を
い
か
に
考
え
た
ら
よ
い
の
か
。
注
意
す
べ
き
は
、
日
大
本
が
他
本
、
と
り
わ
け
異
本
と
一
致
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
異
本
を
含
め
、

こ
れ
ら
の
伝
本
と
の
接
触
を
認
め
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
ら
と
同
じ
こ
と
は
大
和
物
語
抄
の
本
文
に
つ
い
て
も
言
え
る
。
そ
の
主
な
用
例
を
あ
げ
て
お
こ
う
。

29
172
ま
う

8

8

給
ひ
け
り

ま
う
て

ま
い
り
︵
巫
・
鈴
︶

30
173
ふ
る
や
の
内
に

8

8

8

し
た
に
︵
抄
・
類
︶

も
と
に
︵
家
・
雅
・
巫
・
鈴
・
光
︶

な
か
に
︵
衆
・
図
︶

中
に
︵
氏
︶

号番

段章

大
和
物
語
抄

日
大
本
、
他
本

抄
に
一
致

す
る
伝
本

1
1
な
に

8

8

か
見
さ
ら
む

な
と

鈴

い
つ
︵
光
︶

2
3
な
り
に
け
れ
は
⃝
⃝
⃝

と
し
こ

雅
・

類
・

光

3
8
な
に
か
う
ら
み
ん

8

8

8

8

8

う
か
ら
む

氏
・
類
・

衆
・
図

4
13
こ
と
も
⃝
⃝

な
と

類
・
雅
・

衆
・

図
・

光

5
23
と
し
か
け

の
ち
か
け

類

後
藤
︵
衆
・
図
︶

6
25
や
と
の8

か
れ
た
る

に

類

7
48
よ
そ
に
の
み
し8

て

み

類
・

衆
・

光

8
58
と
よ
み

8

8

た
り
け
る

な
む
よ
み

光

な
ん
の
み
︵
衆
・
類
︶

き
こ
え
︵
巫
・
鈴
︶

9
60
物
に
さ
り
け
る

8

8

8

8

8

そ
あ
り
け
り

類
・

図
・

衆

そ
有
け
る
︵
巫
・
鈴
︶

10
65
い
か
か8

せ
ま
し
と

に

衆
・
光

11
70
⃝
⃝
を
こ
せ
け
る

か
き

12
74
ナ
シ

と
よ
み
た
り
け
る

13
78
ま
と
ひ

8

8

8

た
ま
ひ
け
り

ナ
シ

14
79
心
も
に
す
ふ
る
さ
と
は

8

8

8

8

8

8

ふ
る
さ
と
の

類

故
郷
の
︵
衆
︶

ふ
る
郷
の
︵
衆
︶

15
82
ナ
シ

と
な
む
い
ひ
や
り
け
る

巫
・
鈴
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こ
れ
も
そ
の
一
部
に
す
ぎ
な
い
。
こ
の
中
に
も
明
ら
か
に
大
和
物
語
抄
の
誤
写
と
思
わ
れ
る
箇
所
が
あ
る
。
例
え
ば
、
21
は
草
書
体
の
読
み
誤
り
と
思
わ
れ
る
し
、
24
は
﹁
と
い

へ
り
け
り

8

8

か
く
い
ひ
い
ひ
て
あ
ひ
ち
き
る
こ
と
あ
り
け
り

8

8

そ
の
ゝ
ち
﹂
と
あ
る
か
ら
目
移
り
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
以
外
で
は
そ
の
よ
う
に
考
え
ら
れ

な
い
と
こ
ろ
や
、
他
本
と
共
通
す
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、
少
な
く
と
も
他
本
と
の
接
触
を
認
め
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
に
し
て
も
、
両
者
は
同
じ
奥
書
を
有
し
て
い
る
の
に
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
た
本
文
を
持
っ
て
い
る
の
を
い
か
に
考
え
た
ら
よ
い
の
か
。
日
大
本
そ
の
も
の
が
大
和
物
語
抄

の
依
拠
し
た
も
の
と
は
と
う
て
い
考
え
ら
れ
な
い
。
た
だ
、
前
述
し
た
よ
う
に
両
者
に
は
共
通
す
る
本
文
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
両
者
は
同
じ
祖
本
を
も
と
に
派
生
し
、
転
写
す
る

過
程
で
他
本
と
接
触
し
、
そ
れ
ぞ
れ
異
文
を
生
じ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
先
に
見
て
き
た
両
者
の
共
通
本
文
が
も
と
の
姿
を
残
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
が
漢
字

と
仮
名
書
き
の
相
違
や
独
自
異
文
へ
と
変
化
し
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
両
者
の
本
文
が
離
れ
て
い
た
こ
と
は
附
載
説
話
の
本
文
の
異
同
に
よ
っ
て
も
理
解
で
き
そ
う
で
あ
る
。
漢
字
と
仮
名
を
除
い
て
、
両
者
に
は
次
の
よ
う
な
異
同
が

み
ら
れ
る
。

と
な
ん
い
ひ
や
り
け
る
︵
類
︶

16
86
わ
か
な
つ
ま
ん

8

8

8

と

つ
み
に

類
イ

17
87
と
い
ひ
た
り
け
れ
は

と
い
ひ
た
り
け
れ
は
返
し

類

返
し
お
と
こ
︵
巫
・
鈴
︶

18
92
こ
と
し
も8

8

は

鈴
・
類
イ

の
︵
巫
︶

19
98
左
の
お
と
ゝ
の
御
は
ゝ
⃝

の

20
103
い
ち
に
い
て
け
る
ひ
⃝

に

21

〃
き
れ
な
る

8

8

8

8

か
み
を

き
れ
た
る

き
り
た
り
け
る
︵
巫
︶

き
り
た
る
︵
鈴
︶

22
105
し
の
ひ
て
あ
り
へ
て
の
ち

8

8

8

8

8

8

8

あ
り
へ
て

類

あ
ふ
て
︵
巫
・
鈴
︶

23
113
ま
ゆ
う
と

ま
ひ
人

舞
人
︵
衆
・
図
・
氏
︶

24
124
ナ
シ

か
く
い
ひ

〱
て
あ
ひ
契
る
こ
と
あ

り
け
り

巫
・
鈴

か
く
い
ひ
い
ひ
て
あ
ひ
ち
き
る
こ
と

あ
り
け
り
︵
家
・
氏
・
衆
・
類
・
雅
・
光
︶

か
く
い
ひ
い
ひ
て
あ
ひ
ち
き
る
事
あ

り
け
り
︵
図
︶

25
132
う
ち
か
つ
き
て
⃝

又

26
146
ま
こ
と
の
こ
か
⃝
は

と

光

27
149
か
さ
り
つ8

れ
は

け

28
155
た
ま
ふ
け
る
⃝

を

29
164
返
し

か
へ
り
こ
と

類

ナ
シ
︵
巫
・
鈴
︶

返
事
︵
氏
・
衆
・
図
︶

30
172
い
と

8

8

お
も
し
ろ
き
を

ナ
シ

類

31
173
と
ゝ
め
た
る

た
り
け
る
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︵
注
︶　
章
段
の
区
分
は
阿
部
俊
子
氏
の
﹃
大
和
物
語  

校
注
古
典
叢
書

﹄︵
明
治
書
院
　
昭
和
47
年
3
月
︶
に
拠
っ
た
。

こ
の
う
ち
⑸
を
み
る
と
、
大
和
物
語
抄
は
﹁
さ
か
﹂
と
傍
書
し
、
こ
れ
は
日
大
本
に
共
通
し
て
い
る
。
こ
れ
に
⑴
か
ら
⑷
を
含
め
て
考
え
る
に
、
す
で
に
両
者
は
距
離
を
置
い
て

い
た
こ
と
が
理
解
で
き
よ
う
。

と
こ
ろ
で
、
南
波
浩
氏
は
大
和
物
語
抄
に
記
さ
れ
て
い
る
奥
書
か
ら
そ
の
系
統
を
次
の
よ
う
に
推
定
さ
れ
て
い
る(19)
。

寛
喜
三
年
本

︱
↓
権
少
僧
都
本
︱
↓
雅
俊
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　   

　
　
禁
裏
御
本
に
よ
る
校
合
本

︱
↓
抄
本

こ
こ
で
言
う
禁
裏
御
本
と
は
池
田
氏
の
言
わ
れ
た(20)
よ
う
に
親
長
自
筆
本
と
み
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
南
波
氏
は
雅
俊
本
と
大
和
物
語
抄
と
の
間
に
み
ら
れ
る
異
同
に
つ
い
て
、

大
和
物
語
抄
の
場
合
、
禁
裏
御
本
の
影
響
が
か
な
り
加
わ
っ
て
い
る
と
考
え
て
お
ら
れ
る
。
し
て
み
る
と
、
先
程
あ
げ
た
両
者
が
対
立
し
て
い
る
本
文
で
、
と
り
わ
け
独
自
異
文

は
そ
の
影
響
と
い
う
こ
と
を
も
考
え
て
み
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。

そ
こ
で
、
先
程
あ
げ
た
両
者
の
対
立
す
る
本
文
の
中
で
、
独
自
異
文
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
親
長
本
︵
日
大
本
で
代
表
さ
せ
る
︶
を
比
較
し
て
み
た
と
こ
ろ
、
親
長
本
に
共

通
す
る
と
こ
ろ
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
。
た
だ
、
こ
こ
で
は
全
部
に
あ
た
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
早
急
な
結
論
は
慎
む
べ
き
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
全
体
を
通

し
て
も
同
じ
傾
向
な
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
も
両
者
に
み
ら
れ
る
独
自
異
文
は
転
写
さ
れ
る
に
伴
い
、
後
世
に
生
じ
た
本
文
と
み
て
よ
か
ろ
う
。

大
和
物
語
抄
の
引
い
た
定
家
本
の
存
在
に
つ
い
て
は
今
日
ま
で
公
に
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
意
味
で
も
日
大
本
の
出
現
は
貴
重
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
本

文
を
調
査
し
て
み
た
と
こ
ろ
、
も
ち
ろ
ん
大
和
物
語
抄
と
の
共
通
す
る
と
こ
ろ
は
あ
る
も
の
の
、
同
時
に
独
自
異
文
も
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
考
え
て
、
両
者
は

同
じ
祖
本
か
ら
派
生
し
た
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
日
大
本
そ
の
も
の
は
大
和
物
語
抄
の
依
拠
し
た
伝
本
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
と
は
言
う
も
の
の
、
日
大
本
は
大
和
物
語

抄
の
拠
っ
た
伝
本
の
面
影
を
伝
え
て
お
り
、
こ
の
こ
と
は
何
よ
り
も
貴
重
と
言
え
よ
う
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
池
田
氏
は
大
和
物
語
抄
に
あ
る
二
つ
の
奥
書
に
つ
い
て
他
本
か
ら

号番

段章

日
　
大
　
本

大
和
物
語
抄

⑴
1
み
か
と
⃝
な
め
し
と

の

⑵

〃
な
と
か
わ
か
身8

の

や
と

⑶

〃
な
か
め
⃝
ゐ
た
り
け
る

て

⑷
2
う
し
と
わ
つ
ら
ひ

8

8

8

8

け
れ
と

わ
ら
ひ

⑸
3
た
ま
さ
か

た
ま
ほさ
か

こ

︱　↓
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転
載
し
た
も
の
と
考
え
て
お
ら
れ
る
。
し
か
し
、
日
大
本
の
出
現
に
よ
り
実
は
そ
う
で
は
な
く
、
依
拠
し
た
本
に
あ
っ
た
の
を
そ
の
ま
ま
転
載
し
た
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。

と
も
あ
れ
、
日
大
本
は
大
和
物
語
抄
の
本
文
を
考
え
る
上
で
注
目
す
べ
き
伝
本
と
思
わ
れ
る
。

注
⑴
　
私
家
版
　
昭
和
44
年
4
月
。
再
版
　
臨
川
書
店
、
昭
和
63
年
10
月
。

⑵
　﹃
学
習
院
大
学
所
蔵

三
条
西
家
旧
蔵
本

大
和
物
語
︵
Ｄ
系
統
本
︶﹄︵
東
京
美
術
　
昭
和
59
年
7
月
︶

⑶
　﹃
陽
明
叢
書
国
書
篇  

第
九
輯  

大
和
物
語
﹄︵
思
文
閣
　
昭
和
51
年
6
月
︶

⑷
　
笠
間
書
院
　
昭
和
55
年
2
月
。

⑸
　﹃
大
和
物
語
蓬
左
文
庫
本
﹄︵
解
題
竹
鼻
績
氏
　
ほ
る
ぷ
出
版
　
昭
和
58
年
4
月
︶

⑹
　
三
省
堂
　
昭
和
29
年
6
月
、
増
補
版
　
昭
和
45
年
10
月
。

⑺
　﹃
日
本
古
典
文
学
全
集
大
和
物
語
﹄
解
説
︵
小
学
館
　
昭
和
47
年
12
月
︶

⑻
　
注
⑶
の
解
説
。

⑼
　﹁
大
和
物
語
伝
本
考
﹂︵﹁
国
語
と
国
文
学
﹂
6
巻
1
号
　
昭
和
4
年
1
月
　
後
に
﹃
物
語
文
学
Ⅱ  

池
田
亀
鑑
選
集
﹄︿
至
文
堂
　
昭
和
43
年
10
月
﹀
に
再
録
︶

⑽
　
森
繁
夫
氏
﹃
名
家
伝
記
資
料
集
成  

第
3
巻  

な
︱
ほ
﹄︵
思
文
閣
出
版
　
昭
和
59
年
2
月
︶

⑾
　
注
⑼
に
同
じ
。

⑿
　
注
⑶
に
同
じ
。

⒀
　
柿
本
奨
氏
の
﹃
大
和
物
語
の
注
釈
と
研
究
﹄︵
武
蔵
野
書
院
　
昭
和
56
年
2
月
︶
に
詳
し
い
。

⒁
　
例
え
ば
﹃
在
外
奈
良
絵
本
﹄︵
奈
良
絵
本
国
際
研
究
会
議
編
　
角
川
書
店
　
昭
和
56
年
5
月
︶
に
は
み
ら
れ
な
い
。

⒂
　
平
成
4
年
5
月
発
行
。

⒃
　
佐
藤
友
美
氏
﹁
群
書
類
従
本
大
和
物
語
に
つ
い
て
﹂︵
熊
本
大
学
﹁
国
語
国
文
学
研
究
﹂
14
号
　
昭
和
53
年
12
月
︶

⒄
　
注
⑼
に
同
じ
。

⒅
　
猪
平
直
人
氏
﹁﹃
大
和
物
語
﹄
に
お
け
る
章
段
形
成
︱
兼
盛
章
段
前
後
と
﹁
伊
勢
物
語
﹄
︱
﹂︵﹁
文
芸
研
究
﹂
131
集
　
平
成
4
年
9
月
︶

⒆
　﹃
日
本
古
典
全
書
大
和
物
語
﹄
解
説
︵
朝
日
新
聞
社
　
昭
和
36
年
10
月
︶

⒇
　
注
⑼
に
同
じ
。
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第
五
節
　
三
条
実
起
筆
﹃
大
和
物
語
﹄
小
考

一

近
世
に
入
っ
て
版
本
の
技
術
が
普
及
し
、
多
く
の
古
典
作
品
の
啓
蒙
化
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
。
大
和
物
語
の
場
合
も
本
文
や
注
釈
書
が
版
行
に
移
さ
れ
、
古
典
の
民
衆

化
に
寄
与
し
て
き
た
わ
け
で
あ
る
。

そ
の
一
方
で
版
本
が
開
発
さ
れ
る
以
前
か
ら
綿
々
と
受
け
継
が
れ
た
写
本
も
み
ら
れ
る
。
本
稿
で
紹
介
す
る
架
蔵
の
権
大
納
言
実
起
筆
大
和
物
語
︵
以
下
、
実
起
本
と
略
称
︶

も
そ
の
一
本
で
あ
る
。
実
起
本
は
江
戸
時
代
中
期
の
書
写
で
そ
れ
ほ
ど
古
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
後
述
す
る
よ
う
に
そ
の
装
丁
や
付
属
品
を
み
る
と
、
実
に
豪
華
で
由
緒
あ
る
家

に
伝
わ
っ
て
き
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。
し
た
が
っ
て
い
ず
れ
の
本
文
に
拠
っ
て
い
る
か
は
興
味
の
抱
く
と
こ
ろ
で
あ
る
。

本
稿
で
は
実
起
本
の
本
文
に
つ
い
て
、
そ
の
性
格
や
そ
れ
を
介
し
て
垣
間
見
ら
れ
る
こ
と
を
考
え
て
み
た
い
と
思
う
。

二
　

ま
ず
実
起
本
の
書
誌
か
ら
始
め
た
い
。

こ
の
本
は
外
箱
、
内
箱
の
二
重
の
箱
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
両
方
と
も
漆
塗
り
タ
ダ
シ
外
箱
ノ
内
側
ハ

紙
細
工
ニ
ナ
ッ
テ
イ
ル
。
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
表
箱
中
央
に
金
色
の
細
工
で
﹁
大
和
毛
能
語
﹂
と
あ
る
。

こ
れ
ら
は
実
起
本
を
収
め
る
た
め
に
特
注
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
大
き
さ
縦
23
・
6
㎝
、
横
17
・
5
㎝
の
列
帖
装
二
冊
本
。
表
紙
︵
裏
表
紙
も
︶
は
絹
布
で
鳥
模
様
の
刺
繍

が
施
さ
れ
て
い
る
。
表
紙
中
央
や
や
上
に
﹁
大
和
物
語
﹂
と
題
簽
を
付
す
。
一
面
十
行
、
和
歌
は
二
行
書
き
で
上
句
が
本
文
よ
り
二
字
、
下
句
が
本
文
よ
り
三
字
そ
れ
ぞ
れ

下
げ
て
書
か
れ
て
い
る
。
勘
注
、
校
異
は
み
ら
れ
な
い
。
墨
付
は
上
冊
一
︱
五
八
丁
︵
初
段
︱
133
段
︶
、
そ
の
後
に
遊
紙
三
葉
あ
り
。
下
冊
一
︱
四
八
丁
︵
134
︱
173
段
︶
。
四
七
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丁
は
二
行
で
終
わ
り
、
改
め
て
四
八
丁
オ
に
次
の
奥
書
が
み
ら
れ
る
。

依
或
人
之
所
望
染
禿
筆

全
無
正
躰
漸
後
嘲
而
巳

　
　
　
天
明
七
年
丁未

七
月

　
　
　
　
　
　
　
　
権
大
納
言
実
起

権
大
納
言
実
起
と
は
三
条
実
起
︵
一
七
五
六
︱
一
八
二
三
︶
の
こ
と
で
、
こ
れ
に
よ
る
と
こ
の
本
は
あ
る
人
の
所
望
に
よ
り
実
起
が
天
明
七
年
︵
一
七
八
七
︶
七
月
に
書
写
し
た

も
の
で
あ
る
。
彼
は
安
永
六
年
︵
一
七
七
七
︶
に
権
大
納
言
に
叙
せ
ら
れ
て
い
る(1)
。
書
写
年
次
の
天
明
七
年
は
実
起
三
十
二
歳
の
時
で
あ
る
。
そ
れ
と
注
目
し
た
い
の
は
該
本
を

収
め
て
い
る
内
箱
の
蓋
の
紐
を
と
め
る
金
具
に
葵
の
紋
の
彫
金
が
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
書
写
を
依
頼
し
た
﹁
或
人
﹂
が
徳
川
家
に
関
わ
る
人
物
で
は
な
い

か
と
推
測
さ
せ
る
。三

次
に
実
起
本
と
他
本
と
の
関
係
を
探
っ
て
み
た
い
。
そ
の
た
め
に
次
の
よ
う
な
方
法
を
と
っ
た
。

本
文
及
び
校
異

伝
本

氏

巫

鈴

図

衆

抄

類

雅

光

寛

細

桂

急

慶

首

永

天

実

　
　
　
初
段

亭
子
・院
₁の

み
か
と

1

×

×

・

×

×

・

×

×

×

×

・

×

×

・

・

・

×

・

　
　
　
　
　
　
　
い
つ
３

な
に
２

2

×

×

×

×

×

・

・

×

×

×

・

×

×

×

×

・

×

×

ゆ
き
か
へ
り
て
も
な・
・と

か
見
さ
ら
む

3

×

×

×

×

×

×

×

×

・

×

×

×

×

×

×

×

×

×

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　    

　
　︵
中
略
︶　
　

　
　
　
百
七
十
三
段

あ
れ
と
こ
と
に・
₁

1

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

・

×

・

×

・
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注
1
　
本
文
は
尊
経
閣
文
庫
蔵
伝
為
家
筆
本
︵
以
下
、
為
家
本
と
略
称
︶
を
底
本
に
実
起
本
を
対
校
し
、
校
異
箇
所
を
﹁
・
﹂
で
示
し
、
校
異
に
共
通
す
る
伝
本
に
は
﹁
・
﹂
印
を
、

共
通
し
な
い
伝
本
に
は
﹁
×
﹂
印
を
以
っ
て
示
し
た
。

　
2
　
諸
本
の
調
査
に
は
﹃
校
本
大
和
物
語
と
そ
の
研
究  

増
補
版
﹄、﹃
大
和
物
語
本
文
の
研
究  

対
校
篇
﹄
を
参
照
し
た
。
伝
本
略
号
は
以
下
の
通
り
。
氏
︵
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館

蔵
伝
為
氏
筆
本
︶・
巫
︵
天
理
大
学
附
属
図
書
館
蔵
御
巫
氏
旧
蔵
本
︶・
鈴
︵
愛
媛
大
学
附
属
図
書
館
蔵
鈴
鹿
三
七
氏
旧
蔵
本
︶・
図
︵
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
本
︶・
衆
︵
蓬
左
文
庫

蔵
為
衆
筆
本
︶・
抄
︵
大
和
物
語
抄
本
︶・
類
︵
群
書
類
従
本
︶・
雅
︵
多
和
文
庫
蔵
飛
鳥
井
雅
俊
筆
本
︶・
光
︵
九
州
大
学
附
属
図
書
館
蔵
支
子
文
庫
本
︶・
寛
︵
陽
明
文
庫
蔵
本
︶・

細
︵
九
州
大
学
蔵
細
川
家
旧
蔵
本
︶・
桂
︵
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
桂
宮
本
︶・
急
︵
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
本
︶・
慶
︵
慶
長
元
和
中
刊
古
活
字
本
︶・
首
︵
大
和
物
語
并
首
書
本
︶・
永
︵
筑

波
大
学
蔵
大
永
本
︶・
天
︵
野
坂
家
蔵
天
福
本
︶・
実
︵
実
起
本
︶
こ
れ
ら
は
以
下
も
同
様
。

　
3
　﹁
共
通
数
﹂
と
は
こ
の
方
法
で
全
章
段
に
及
ぼ
し
た
実
起
本
と
各
伝
本
と
の
共
通
数
を
示
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
平
仮
名
と
漢
字
、
音
便
を
除
く
。

右
表
の
共
通
数
を
み
る
と
、
差
は
あ
る
も
の
の
多
く
の
伝
本
と
共
通
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
中
で
類
、
首
、
慶
、
細
、
永
と
の
共
通
数
が
比
較
的
多
く
な
っ
て
い
る
。
次
い
で

図
、
衆
、
桂
、
光
、
寛
、
急
、
天
も
少
な
か
ら
ず
関
与
し
て
お
り
、
雅
は
少
な
く
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
中
で
細
と
永
の
存
在
が
注
目
さ
れ
る
。
両
者
は
版
本
と
し
て
流
布
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
る
３

2

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

・

た
け
は
か
り
な
ら
ん
と
見
ゆ
る
か・
₂

3

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

・

×

・

×

×

4

・

・

・

・

・

×

・

×

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

た
れ
も
へ
り
は
₄

・
・
・
か
は
ほ
り
に

5

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

・

×

×

×

×

・

×

・

6

・

×

×

・

・

×

×

×

×

・

・

・

・

・

・

・

・

・

五
条
に
て
あ
り
し
も
の
は・
₅

7

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

　
　
　
　
し
た
７

中
６

8

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

・

ふ
る
や
の
も・
・と

に

と・
・
・
・
・
・
・
₈

な
む
あ
り
け
る

数通共

153

131

131

175

173

125

263

33

149

181

263

194

167

264

241

273

171

－
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た
も
の
で
は
な
い
。
と
り
わ
け
永
は
昭
和
四
一
年
に
紹
介
さ
れ
た
も
の(2)
で
、
実
起
本
生
成
に
少
な
か
ら
ず
関
与
し
て
い
る
こ
と
は
興
味
深
い
。
ま
た
、
少
な
い
と
は
い
え
、
異
本

で
あ
る
巫
、
鈴
、
光
と
の
共
通
箇
所
も
み
ら
れ
、
改
め
て
注
目
さ
れ
る
。

実
起
本
は
多
く
の
伝
本
を
と
り
入
れ
て
成
立
し
て
お
り
、
い
ず
れ
の
系
統
に
も
属
さ
ず
、
今
の
と
こ
ろ
混
態
本
と
処
理
し
て
よ
か
ろ
う
。

四

実
起
本
の
本
文
に
つ
い
て
他
の
伝
本
と
の
接
触
状
況
を
具
体
的
に
あ
た
っ
て
み
る
こ
と
に
す
る
。
論
述
の
便
宜
上
、
用
例
を
あ
げ
て
お
こ
う
。

番
号
章
段

為
　
家
　
本

実
起
本
及
ビ
異
文

実
起
本
ト
同
文

⑴

2

殿
上
に
さ
ぶ
ら
ひ
け
る

8

8

8

て

氏
・
図
・
衆
・
抄
・
類
・
天

⑵

43

い
つ
く
に
か
あ
ら
む
と
て

8

8

8

と
い
ひ
て

抄
・
類
・
細
・
首

と
︵
天
︶

ナ
シ
︵
巫
・
鈴
︶

⑶

48

刑
部
の
君

刑
部
�
の
君

氏
・
巫
・
鈴
・
抄
・
光
・
寛
・
慶
・
永
・
天

⑷

48

く
ろ
つ
か

つ
か

類
・
抄
・
永

⑸

71

さ
き
に
ほ
ひ
か
せ

8

8

ま
つ
ほ
と
の

か
け

⑹

73

ま
ち

8

8

給
け
る
に
く
る
ゝ
ま
て

い
ひ

細
・
永

⑺

60

物
に
そ
あ
り
け
る

8

8

8

8

8

8

さ
り
け
る

抄
・
類
・
図
・
細
・
桂
・
永

⑻

67

さ
る
所
に
⃝

て

類
・
細
・
慶
・
永

は
︵
巫
・
鈴
︶

⑼

68

を
こ
す8

る

せ

抄
・
類
・
鈴
・
光
・
雅
・
慶
・
首
・
永
・
天

⑽

103

人
を
あ
り

〱
て8

8

ナ
シ

⑾

104

よ
に

8

8

い
み
し
き
こ
と

よ
そ
に

慶

⑿

105

い
み
し
う
を
こ
な
ひ
を8

り

せ

永
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⒀

106

か
き
つ
け
て8

た
て
ま
つ
り
け
る

ナ
シ

慶
・
細

⒁

113

い
て
た
り
け
り

8

8

8

け
る

類
・
細
・
慶
・
永

ナ
シ
︵
巫
・
鈴
︶

⒂

125

ち
ゐ
さ
き
む
す
め
に
⃝

もて
︵
巫
・
鈴
︶

⒃

144

時

〱
し
け
る
心
あ
る
物
に
て
人
の
く
に
の
あ
は

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

れ
心
ほ
そ
き
所

8

8

8

8

8

8

〱
○

○

に
て
は

ナ
シ

⒄

〃

又
み
の8

は
の
さ
と

ナ
シ

細

⒅

146

み
せ
給
に
さ
ま
か
た
ち
も
き
よ
け
な
り
け
れ
は

ナ
シ

雅
・
細
・
急

⒆

〃

み
な
人

〱
に
よ
ま
せ
給
け
り
︵
中
略
︶
こ
の
と

り
か
ゐ
と
い
ふ
た
い
を

ナ
シ

衆
・
雅
・
細
・
桂

⒇

147

い
か
に
ま
れ

8

8

こ
の
こ
と
を

た
れ

雅
・
細
・
慶

ま
れ
ま
れ
︵
巫
・
鈴
︶

も

〱
︵
光
︶

㉑

〃

い
き
た
り
し
お
り
の8

女
に

ナ
シ

桂
・
慶

㉒

〃

よ
な
か
き
を
き
り
て
⃝

⃝

⃝

⃝

か
き
り
て

首
・
抄
・
慶

㉓

148

な
を
い
と
か
う

8

8

れ
ひ
し
う
て
は

ナ
シ

細

か
く
て
︵
氏
・
光
・
永
︶

か
ひ
な
く
︵
巫
︶

㉔

〃

ひ
と
り
こ
ち
け
る

8

8

8

8

8

は
ち
け
る

こ
と
に
い
ひ
け
る
︵
巫
・
鈴
︶

こ
と
に
う
ち
よ
み
け
る
︵
光
︶

25

〃

た
よ
り
人
に
ふ
み
⃝

つ
け
て

を

細
・
慶
・
永

26

〃

い
と
お
ほ
つ
か
な
く

8

8

8

な
し

首

27

152

か
り
い
と
⃝

⃝

か
し
こ
く
の
み

か
く
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か
と
︵
慶
︶

㉘

152

き
こ
し
め
し
つ
け
ぬ
に
や
あ
ら
む
と
︵
中
略
︶
物

も
の
た
ま
は
す

ナ
シ

29

154

あ
ふ
り
を
と
き
し
き
て
女
を
い
た
き
て

8

8

8

8

8

8

ふ
せ
り

ナ
シ

細
・
慶
・
首

30

155

あ
や
し

8

8

8

な
に
こ
と
そ

ナ
シ

細

㉛

157

け
ふ
よ
り
は8

う
き
世
中
を

も

氏
・
光
・
細

32

158

さ
ら
に
よ
り
こ
す
い
と
う
し
と
お
も
へ
と
さ
ら
に

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

い
ひ
も
ね
た
ま
す

ナ
シ

雅
・
慶

㉝

160

お
な
し
内
侍
に
在
中
将

ナ
シ

慶

㉞

161

お
ほ
む
く
る
ま
の
あ
た
り
に
な
ま
く
ら
き
を
り
に

た
て
り
け
り

ナ
シ

35

165

ひ
ゝ
に8

あ
り
け
り

ナ
シ

急

㊱

166

こ
れ
も
か
れ
も
︵
中
略
︶
い
ひ
や
り
た
り
け
る
に

お
と
ろ
き
て

ナ
シ

㊲

168

ほ
う
し
に
や
な
り
に
け
む
︵
中
略
︶
を
と
も
き
こ

え
す

ナ
シ

雅

38

〃

な
き
あ
か
し
け
り

8

8

︵
中
略
︶
ね
む
し
て
な
き
あ
か

8

8

8

8

8

8

8

8

し
て

8

8

あ
し
た
に

ナ
シ

衆
・
抄
・
類
・
雅
・
寛
・
桂
・
慶
・
首
・
天

39

〃

か
う
み
か
と
も

8

8

8

8

お
は
し
ま
さ
す

見
る
と
も

慶
・
永

40

〃

せ
う
そ
こ
も
の
た
ま
は
ぬ
⃝

を

41

〃

し
は
し
あ
り
ふ8

へ
き
心
地
ち

ぬ

急
・
永

侍
︵
巫
・
鈴
︶

42

〃

を
く
ら
さ
ら
め
や
は

8

8

8

8

8

8

さ
む
や
は

図
・
抄
・
類

さ
ら
め
や
︵
巫
・
鈴
︶

43

〃

ほ
う
し
の
こ
し
に
火8

う
ち
つ
け

は

44

〃

こ
の
さ
は
か
れ
し
女
の

8

8

せ
う
と

ナ
シ

慶
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︵
注
︶　
⃝

印
は
異
同
の
対
象
箇
所
を
、
こ
れ
が
無
い
場
合
は
全
体
が
そ
う
な
っ
て
い
る
こ
と
を
そ
れ
ぞ
れ
示
し
て
い
る
。

個
々
に
あ
た
っ
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。
⑾
⑿
⒄
㉓
26
30
㉝
35
㊲
44
46
㊾
(51) 
(54)
は
実
起
本
が
他
の
一
本
と
の
み
共
通
す
る
す
べ
て
の
箇
所
で
あ
る
。
細
が
五
箇
所
、
次
い
で
慶

が
四
箇
所
と
他
の
伝
本
よ
り
も
多
く
、
あ
と
は
永
、
首
、
急
、
雅
、
抄
が
各
一
箇
所
と
い
う
状
況
で
あ
る
。
こ
の
結
果
を
み
て
も
実
起
本
は
多
く
の
伝
本
の
本
文
を
と
り
入
れ
て

成
立
し
て
い
る
こ
と
が
理
解
で
き
よ
う
。
中
で
も
細
と
慶
に
注
目
し
て
お
き
た
い
。

実
起
本
と
単
独
で
共
通
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
⑷
⑹
⒀
⒅
⒇
㉑
㉒
25
29
㉛
32
39
41
42
47
㊿
は
実
起
本
と
二
本
、
も
し
く
は
三
本
の
伝
本
と
が
共
通
す
る
例
で
あ
る
。
こ

れ
ら
の
中
の
大
半
が
先
程
ふ
れ
た
実
起
本
と
の
み
共
通
す
る
伝
本
で
あ
り
、
実
起
本
と
こ
れ
ら
の
伝
本
が
密
接
な
関
係
に
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
主
な
も
の
を
み
て
い
こ
う
。

⒅
の
前
後
の
本
文
を
含
め
記
し
て
み
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

⒅
申
け
れ
は
み

ナ

　
　シ

せ
給
に
さ
ま
か
た
ち
も
き
よ
け
な
り
け
れ
は
あ
は
れ
か
り
た
ま
う
て
︵
百
四
十
六
段
︶

45

168

こ
の
た
い
と
く

8

8

8

8

の

と
く

46

169

こ
の
こ8

ゝ
と
し
六
七
は
か
り

こ
と
も

慶

47

〃

み
つ
く
む
女
と
も
⃝

⃝

⃝

あ
な
る

細
・
慶

あ
な
る
か
︵
抄
︶

あ
る
か
︵
桂
・
急
︶

女
の
わ
ら
は
な
と
か
︵
鈴
・
光
︶

48

〃

か
い
ふ
や
う
︵
中
略
︶
心
ち
し
け
れ
は

ナ
シ

㊾

171

か
さ
る
わ
さ
は
し
け
む

8

8

8

な
む

細

㊿

〃

内
に
ま
い
り
に
け
り

8

8

8

け
る

類
・
細
・
慶

(51)

〃

い
か
さ
ま
に

8

8

8

8

8

せ
む
と

い
か
や
う
に

細

(52)

〃

あ
つ
よ
し
の
み
こ
︵
中
略
︶
今
さ
ら
に
思
い
て
し

と
し
の
ふ
る
を
こ
ひ
し
き
に
こ
そ
わ
す
れ
わ
ひ
ぬ

れ

ナ
シ

急
・
慶
・
首
・
永

(53)

173

た
け
は
か
り
な
ら
ん
と
見
ゆ
る
⃝

か

(54)

〃

あ
り
し
も
の
は8

め
つ
ら
し

ナ
シ

抄

(55)

〃

と
な
む
あ
り
け
る

ナ
シ
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︵
注
︶　
底
本
は
為
家
本
に
拠
る
。
傍
線
、
波
線
は
稿
者
。
以
下
も
同
様
。

波
線
を
施
し
た
よ
う
に
同
じ
語
句
が
あ
る
こ
と
か
ら
目
移
り
が
生
じ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
一
覧
表
を
み
る
と
わ
か
る
よ
う
に
雅
、
細
、
急
が
共

通
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
実
起
本
は
目
移
り
を
継
承
し
て
お
り
、
比
較
的
新
し
い
本
文
と
言
え
よ
う
。
次
に
42
は
実
起
本
の
誤
写
と
思
わ
れ
、
図
、
抄
、
類
が
近
い
関
係
に
あ

る
。
巫
、
鈴
は
家
に
近
く
、
こ
の
時
点
で
は
実
起
本
と
対
立
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
47
を
み
る
と
本
文
の
流
れ
を
垣
間
見
ら
れ
よ
う
。
即
ち
抄
、
桂
、
急
は
実
起
本

︵
細
、
慶
を
含
め
て
︶
の
よ
う
な
伝
本
か
ら
派
生
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
鈴
、
光
は
い
ず
れ
の
伝
本
か
ら
と
は
断
定
で
き
な
い
が
、
抄
、
桂
、
急
よ
り
後
の
も
の
と
言
え
よ
う
。

こ
の
よ
う
な
傾
向
は
実
起
本
と
四
本
以
上
の
伝
本
と
が
共
通
す
る
箇
所
を
み
て
も
理
解
で
き
る
。
⑴
⑵
⑶
⑺
⑻
⑼
⒁
⒆
38
(52)
が
そ
の
例
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
⑻
⒁
を
み
る
と
巫
、

鈴
は
こ
の
時
点
で
実
起
本
︵
共
通
す
る
伝
本
を
含
む
︶
と
対
立
し
て
い
た
。
ま
た
、
⒆
38
は
実
起
本
が
本
文
を
有
し
な
い
例
で
あ
る
。
両
者
の
本
文
を
記
し
て
み
よ
う
。

⒆
と
り
か
ゐ
と
い
ふ
た
い
を
み
な
人

〱
に
よ

ナ

　
　シ

ま
せ
た
ま
ふ
や
う
た
ま
ふ
ち
は
い
と
ら
う
あ
り
て
う
た
な
と
よ
く
よ
み
き
こ
の
と
り
か
ゐ
と
い
ふ
た
い
を
よ
く
つ
か
う
ま
つ
り

に
し
た
か
ひ
て
︵
百
四
十
六
段
︶

38
な
き
あ
か
し
け
り
わ
か
め
こ

ナ

　
　シ

と
も
の
な
を
申
す
こ
ゑ
と
も
ゝ
き
こ
ゆ
い
み
し
き
心
ち
し
け
り
さ
れ
と
ね
む
し
て
な
き
あ
か
し
て
あ
し
た
に
み
れ
は
︵
百
六
十
八
段
︶

波
線
を
施
し
た
よ
う
に
同
じ
語
句
が
あ
る
こ
と
か
ら
目
移
り
に
よ
る
誤
写
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
実
起
本
以
外
の
伝
本
も
共
通
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

即
ち
一
覧
表
を
み
る
と
わ
か
る
よ
う
に
⒆
に
は
衆
、
雅
、
細
、
桂
が
、
38
に
は
衆
、
抄
、
類
、
雅
、
寛
、
桂
、
慶
、
首
、
天
が
そ
れ
ぞ
れ
共
通
し
て
い
る
。
実
起
本
は
こ
れ
ら
の

伝
本
と
の
接
触
に
よ
り
生
じ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
も
目
移
り
と
い
う
こ
と
か
ら
こ
こ
も
実
起
本
は
比
較
的
新
し
い
本
文
と
言
え
よ
う
。

実
起
本
の
独
自
異
文
の
例
と
し
て
⑸
⑽
⒂
⒃
㉔
27
㉘
㉞
㊱
40
43
45
48
(53) 

(55)
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
の
中
で
⒃
㉘
㉞
㊱
48 

(55)
は
本
文
が
欠
け
て
い
る
箇
所
で
あ
る
。
こ
れ
ら
が
何
に

よ
る
の
か
を
探
る
た
め
に
再
度
、
前
後
を
記
し
て
み
よ
う
。

⒃
く
に
か
よ
ひ
を
な
む
時

〱
し

ナ

　
　シ

け
る
心
あ
る
物
に
て
人
の
く
に
の
あ
は
れ
に
心
ほ
そ
き
所

〱
に
て
は
う
た
よ
み
て
︵
百
四
十
四
段
︶

㉘
み
か
と
物
も
の
た
ま
は
せ
す
き
こ
し
め

ナ

　
　シ

つ
け
ぬ
に
や
あ
ら
む
と
又
そ
う
し
た
ま
ふ
に
お
も
て
を
の
み
ま
も
ら
せ
給
う
て
物
も
の
た
ま
は
す
た
い

〱
し
と
お
ほ
し
た
る
な
り

け
り
︵
百
五
十
二
段
︶

㉞
中
将
も
つ
か
う
ま
つ
れ
り
お

ナ

　
　シ

ほ
む
く
る
ま
の
あ
た
り
に
な
ま
く
ら
き
を
り
に
た
て
り
け
り
宮
し
ろ
お
ほ
か
た
の
人

〱
︵
百
六
十
一
段
︶

㊱
物
な
と
い
ひ
か
は
し
け
り
こ
れ
も
か
れ

ナ

　
　シ

も
か
へ
り
て
あ
し
た
に
よ
み
て
や
り
け
る
︵
中
略
︶
と
い
ひ
や
り
た
り
け
る
お
と
ろ
き
て
ゆ
め
に
み
ゆ
や
と
ね
そ
す
き
に
け
る

︵
百
六
十
六
︱
百
六
十
八
段
︶

48
み
つ
く
む
女
と
も
か
い
ふ
や
う
︵
中
略
︶
女
い
と
い
た
うナ

　
シ

ま
ち
わ
ひ
に
け
り
い
か
な
る
心
ち
し
け
れ
は
か
さ
る
わ
さ
は
し
け
む
人
に
も
せ
ら
せ
て
︵
百
六
十
九
︱
百
七
十
一
段
︶
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(55)
し
も
ゆ
き
の
ふ
る
や
の
も
と
に
ひ
と
り
ね
の
う
つ
ふ
し
そ
め
の
あ
さ
の
け
さ
な
り
と

ナ

　シ

な
む
あ
り
け
る
︵
百
七
十
三
段
︶

⒃
㉘
㉞
を
み
る
と
波
線
で
示
し
た
よ
う
に
同
じ
語
、
類
似
し
た
表
記
が
み
ら
れ
る
。
㊱
48
に
お
い
て
実
起
本
は
章
段
間
に
わ
た
り
本
文
が
み
ら
れ
な
い
。
こ
れ
も
誤
写
と
み
て
よ
い
。

(55)
を
み
る
と
実
起
本
は
段
末
の
本
文
を
欠
い
て
い
る
。
意
図
的
な
も
の
か
、そ
れ
と
も
不
注
意
に
よ
る
も
の
か
は
不
明
だ
が
、い
ず
れ
に
し
て
も
比
較
的
新
し
く
生
じ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
ら
以
外
は
名
詞
、
動
詞
、
そ
れ
に
助
詞
の
異
同
で
あ
る
。
⑸
は
﹁
さ
き
に
ほ
ひ
か
せ
ま
つ
ほ
と
の
山
さ
く
ら
人
の
よ
ゝ
り
ひ
さ
し
か
り
け
り
﹂
新
編
日
本
古
典
文
学
全

集
ニ
拠
ル
。
以
下
同
様
。
の
歌
の

異
同
で
あ
る
。
風
に
散
る
桜
は
親
王
の
死
よ
り
長
い
と
い
う
意
に
な
る
。
実
起
本
の
﹁
か
け
﹂
で
は
下
句
の
関
わ
り
か
ら
み
て
不
自
然
で
あ
る
。
⑽
⒂
40 

(53)
は
動
詞
に
関
し
た
も

の
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
40
を
み
る
こ
と
に
す
る
。
こ
の
前
後
の
本
文
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

な
ど
か
や
ま
は
や
し
に
を
こ
な
ひ
た
ま
ふ
と
も
、
こ
こ
に
た
に
せ
う
そ
こ
も
の
た
ま
は
ぬ
。を

お
ほ
む
さ
と
ゝ
あ
り
し
と
こ
ろ
に
も
、
を
と
も
し
た
ま
は
さ
な
れ
は
い
と
あ
は

れ
に
な
む
泣
き
わ
ぶ
な
る
。

実
起
本
は
二
つ
の
文
章
を
続
け
て
い
る
わ
け
だ
が
、
こ
こ
は
引
用
し
た
本
文
の
よ
う
に
分
け
た
ほ
う
が
自
然
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
傍
線
部
と
波
線
部
は
同
じ
こ
と
を
言
っ
て

お
り
、
そ
の
た
め
に
も
こ
こ
で
分
け
た
方
が
よ
い
。
実
起
本
は
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
理
解
せ
ず
に
改
め
た
も
の
か
。
⑽
⒂ 

(53)
に
つ
い
て
は
何
と
も
言
え
な
い
。
27
も
同
様
。

㉔
は
﹁
ひ
と
り
し
て

0

0

0

0

0

い
か
に
せ
ま
し
と
わ
ひ
つ
れ
は
そ
よ
と
も
前
の
荻
そ
答
ふ
る
﹂
傍
点
ハ

稿

者
。
の
歌
の
﹁
ひ
と
り
し
て
﹂
を
受
け
て
地
文
で
﹁
と
な
む
ひ
と
り
こ
ち
け
る
﹂
と
表

現
し
た
わ
け
で
あ
る
。
実
起
本
は
女
の
心
情
を
改
め
た
の
で
あ
ろ
う
。
巫
、
鈴
は
同
じ
意
を
別
の
表
現
に
し
た
の
で
は
な
い
か
。
巫
、
鈴
は
こ
の
歌
の
前
に
﹁
お
も
ひ
や
り
け
る
﹂

と
あ
り
、
こ
れ
と
関
係
が
あ
り
そ
う
だ
。
光
は
歌
の
前
が
﹁
か
な
し
と
思
や
り
て
さ
て
よ
め
る
﹂
と
あ
り
、
こ
れ
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
が
﹁
よ
み
け
る
﹂
が
重
複
し
て
お
り
、
こ

れ
ま
た
新
し
く
生
じ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
43
45
は
為
家
本
が
本
来
の
姿
で
、
実
起
本
は
誤
写
か
否
か
明
ら
か
で
な
い
が
、
こ
こ
も
新
し
く
生
じ
た
も
の
と
言
え
よ
う
。

実
起
本
の
独
自
異
文
の
多
く
は
実
起
本
生
成
の
最
終
段
階
に
生
じ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
、
こ
れ
ら
の
中
に
は
誤
写
か
否
か
判
断
の
つ
き
か
ね
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、
今

後
の
課
題
に
し
た
い
。五

実
起
本
は
混
態
本
と
処
理
し
て
よ
か
ろ
う
。
そ
れ
だ
け
多
く
の
伝
本
と
接
触
し
、
何
度
か
の
転
写
を
経
て
成
立
し
て
い
る
こ
と
は
本
文
の
考
察
か
ら
理
解
で
き
た
と
思
う
。
実

起
本
と
密
接
な
関
係
に
あ
る
の
は
類
、
首
、
慶
、
細
、
永
の
各
伝
本
で
あ
り
、
こ
れ
ら
が
実
起
本
成
立
の
基
盤
と
な
り
、
そ
こ
へ
こ
れ
ら
以
外
の
伝
本
が
関
与
し
て
い
る
と
考
え

ら
れ
る
。
密
接
な
関
係
の
あ
る
伝
本
の
中
で
類
、
首
、
慶
は
江
戸
時
代
に
版
本
で
流
布
し
た
の
に
対
し
、
細
、
永
は
そ
れ
以
前
か
ら
伝
わ
っ
て
い
る
も
の
で
、
こ
の
二
本
が
実
起
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本
と
密
接
な
関
係
に
あ
る
こ
と
は
こ
の
本
の
生
成
を
考
え
る
上
で
注
目
さ
れ
る
。
と
り
わ
け
後
者
は
前
述
の
ご
と
く
近
年
、
出
現
し
た
も
の
で
実
起
本
を
介
し
て
近
世
に
お
け
る

大
永
本
の
流
布
状
況
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
た
。

と
も
あ
れ
、
実
起
本
は
近
世
に
お
け
る
大
和
物
語
本
文
の
享
受
を
考
え
る
上
で
貴
重
な
伝
本
と
言
え
よ
う
。

注
⑴
　﹃
公
�
人
名
大
事
典
﹄︵
編
者
野
島
寿
三
郎
氏
　
日
外
ア
ソ
シ
エ
ー
ツ
　
平
成
6
年
7
月
︶

⑵
　
高
橋
正
治
氏
﹁
群
書
類
従
本
系
統
大
和
物
語
伝
本
考
﹂︵﹁
清
泉
女
子
大
学
紀
要
﹂
14
号
　
昭
和
41
年
12
月
︶、
同
氏
著
﹃
大
和
物
語
の
研
究
系
統
別

本
文
篇

上
﹄︵
私
家
版
　
昭
和
44
年
4
月
。

再
版
　
臨
川
書
店
、
昭
和
63
年
10
月
︶
に
影
印
版
で
収
め
ら
れ
て
い
る
。
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第
六
節
　﹃
大
和
物
語
﹄
附
載
説
話
第
二
類
を
め
ぐ
っ
て

一

大
和
物
語
に
つ
い
て
の
研
究
は
各
方
面
か
ら
考
察
さ
れ
、
進
展
の
一
途
を
辿
っ
て
い
る
が
、
細
か
い
点
に
な
る
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
含
ん
で
い
て
解
決
す
る
の
も
困
難
な

よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
だ
か
ら
と
言
っ
て
あ
き
ら
め
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
も
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
試
み
が
な
さ
れ
て
い
る
。

さ
て
、
こ
れ
か
ら
取
り
上
げ
よ
う
と
す
る
﹃
大
和
物
語
﹄
附
載
説
話
第
二
類(1)
以
下
、
附
載
説

話
二
類
と
略
称

も
問
題
を
含
ん
で
い
る
一
つ
で
あ
る
。
こ
の
附
載
説
話
二
類
と
は
現
存
す
る
諸
本
の

中
で
異
本
系
統
に
属
す
る
御
巫
本
と
鈴
鹿
本
に
だ
け
み
ら
れ
る
も
の
で
、
通
常
の
一
七
二
段
と
一
七
三
段
の
間
に
入
っ
て
い
る
九
章
段
を
こ
う
呼
ん
で
い
る
。
し
か
も
、
こ
れ
ら

の
九
章
段
は
平
中
物
語
の
一
九
段
か
ら
二
七
段
ま
で
に
、
段
序
が
一
致
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
関
係
等
に
つ
い
て
は
後
に
も
述
べ
る
よ
う
に
、
諸
先
学
に
よ
り
考
察
さ
れ
て

お
り
、
私
な
ど
入
り
込
む
余
地
は
ま
っ
た
く
と
言
っ
て
よ
い
ほ
ど
な
い
。
た
だ
、
後
述
す
る
よ
う
に
諸
先
学
の
お
考
え
も
一
定
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
細
部
の
点
に
お
い
て

諸
説
入
り
混
じ
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
で
は
特
に
平
中
物
語
と
の
関
連
と
い
う
こ
と
を
主
眼
に
置
き
、
な
ぜ
こ
れ
ら
の
章
段
が
こ
こ
に
あ
る
の
か
、
附
載
説
話
二
類
の

方
法
な
ど
に
つ
い
て
、
先
学
と
は
別
な
面
か
ら
探
っ
て
み
た
い
と
思
う
。

二

そ
も
そ
も
何
故
に
こ
れ
ら
の
章
段
が
こ
こ
に
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
関
連
し
て
注
目
す
べ
き
は
、
平
中
物
語
と
比
較
し
て
み
る
に
主
人
公
が
異
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
附
載
説
話
二
類
で
は
﹁
右
京
大
夫
宗
于
﹂
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
附
載
説
話
二
類
の
、
ひ
い
て
は
御
巫
本
、
鈴
鹿
本
の
本
質
に
か
か
わ
っ
て
こ
よ
う
。
事
実
、
先
学

も
こ
の
点
を
中
心
に
追
究
し
て
き
た
。
今
、
こ
れ
と
そ
の
周
辺
に
関
し
て
の
先
学
の
お
考
え
を
列
挙
し
て
み
よ
う
。
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◎
萩
谷
朴
氏

恐
ら
く
御
巫
本
の
原
型
と
な
っ
た
大
和
物
語
証
本
の
書
写
者
が
平
中
物
語
の
残
欠
本
を
入
手
し
て
、こ
れ
を
大
和
の
一
異
本
で
あ
る
と
判
定
し
、こ
こ
に
挿
入
す
る
事
と
な
っ

た
の
で
あ
ろ
う
。︵
中
略
︶
そ
の
冒
頭
に
﹁
右
京
大
夫
宗
于
の
君
﹂
と
し
た
の
は
何
人
の
さ
か
し
ら
か
わ
か
ら
ぬ
が
、
甚
だ
し
い
誤
解
の
源
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　   

　
　
　︵﹃
平
中
全
講
﹄︶

◎
阿
部
俊
子
氏
・
今
井
源
衛
氏

主
人
公
を
﹁
右
京
大
夫
宗
于
﹂
と
し
た
の
は
、
後
人
の
虚
構
で
あ
り
、
以
下
の
本
文
の
﹁
こ
の
男
﹂
は
す
べ
て
﹁
宗
于
﹂
の
こ
と
と
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　     

　︵﹃
日
本
古
典
文
学
大
系
大
和
物
語
﹄︶

◎
高
橋
正
治
氏

こ
れ
は
、
こ
の
部
分
を
挿
入
す
る
時
の
技
巧
で
あ
り
、
恐
ら
く
平
中
物
語
の
類
か
ら
そ
の
ま
ま
と
っ
た
こ
と
を
隠
そ
う
為
に
平
中
を
宗
于
に
か
へ
て
お
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　      

　︵﹁
別
本
大
和
物
語
の
成
立
に
就
い
て
﹂︶

◎
阪
倉
篤
義
氏

こ
の
御
巫
本
に
挿
入
さ
れ
た
九
篇
の
説
話
は
、
平
中
物
語
と
共
通
の
本
を
素
材
と
し
な
が
ら
、
別
に
、
大
和
物
語
向
き
の
文
章
で
書
き
直
さ
れ
た
も
の
と
考
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
こ
の
九
篇
の
附
載
説
話
を
持
つ
も
の
は
、
こ
の
よ
う
に
室
町
時
代
以
後
の
本
し
か
見
当
ら
ず
、
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
が
書
き
加
え
ら
れ
た
の
は
、
か
な
り
後
の

時
代
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
け
れ
ど
も
、
こ
う
し
た
説
話
が
、
形
式
上
、
何
の
区
別
も
な
し
に
巻
末
に
増
補
さ
れ
て
い
る
と
い
う
事
実
は
、
大
和
物
語
の
よ
う
な
説
話
集
が
、

そ
の
原
型
か
ら
次
第
に
成
長
し
て
来
た
事
情
を
想
定
す
る
上
に
、
興
味
深
い
示
唆
を
与
え
る
も
の
と
し
て
、
ま
こ
と
に
貴
重
で
あ
る
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
こ
に

も
ま
た
、こ
の
御
巫
本
及
び
鈴
鹿
本
の
持
つ
重
要
な
意
義
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　︵﹃
大
和
物
語
天
　
理

図
書
館
善
本
叢
書
29
﹄
解
題
︶

◎
雨
海
博
洋
氏

﹃
平
中
物
語
﹄
等
か
ら
と
っ
た
こ
と
を
隠
す
た
め
の
作
意
で
は
な
く
、萩
谷
氏
が
前
に
述
べ
ら
れ
た
よ
う
に
御
巫
本
の
原
型
本
と
な
っ
た
﹃
大
和
物
語
﹄
書
写
者
が
﹃
平
中
物
語
﹄

の
残
欠
本
を
入
手
し
て
、こ
れ
を
﹃
大
和
物
語
﹄
の
一
異
本
か
何
か
と
判
定
し
て
添
加
し
た
と
す
る
側
に
あ
る
。︵
中
略
︶
御
巫
本
の
方
は
﹃
平
中
物
語
﹄
の
中
途
の
一
グ
ル
ー

プ
が
遊
離
し
、
誰
を
主
人
公
と
し
た
物
語
で
あ
る
か
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　    

　
　︵﹃
歌
語
り
と
歌
物
語
﹄︶
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◎
柿
本
奨
氏

必
ず
や
相
互
に
密
接
な
関
係
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
具
体
は
現
在
の
資
料
状
況
で
は
知
る
由
も
な
い
。
こ
う
し
た
本
文
が
﹃
平
中
物
語
﹄
に
優
る
場
合
も
あ
る
事
は
、

そ
の
都
度
指
摘
し
た
通
り
で
あ
っ
て
、
こ
ち
ら
が
﹃
平
中
物
語
﹄
よ
り
も
後
の
も
の
と
も
言
う
事
が
で
き
な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　︵﹃
大
和
物
語
の
注
釈
と
研
究
﹄︶

こ
の
よ
う
に
先
学
の
お
考
え
は
一
致
し
て
い
な
い
。
即
ち
、
宗
于
に
関
し
て
は
虚
構
か
否
か
と
い
う
こ
と
と
、
附
載
説
話
二
類
が
平
中
物
語
の
残
欠
本
か
否
か
と
い
う
点
で
対

立
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
附
載
説
話
二
類
が
こ
の
位
置
に
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
二
、三
の
人
が
ふ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
ま
た
、
柿
本
氏
の
如
く
附
載
説
話
二
類
の
古
形

か
否
か
に
つ
い
て
ふ
れ
て
い
る
の
も
み
ら
れ
る
。

以
上
が
附
載
説
話
二
類
の
研
究
に
関
し
て
の
現
状
で
あ
る
が
、
総
じ
て
、
も
う
少
し
具
体
的
に
追
究
す
る
必
要
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
。

三

こ
れ
ら
の
問
題
点
は
そ
れ
ぞ
れ
関
連
し
合
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
も
し
附
載
説
話
二
類
が
平
中
物
語
の
残
欠
本
か
ら
挿
入
さ
れ
た
と
す
る
と
、
後
述
す
る
よ
う
に
附
載
説
話

二
類
と
前
後
の
章
段
の
一
致
は
、
偶
然
と
み
る
よ
り
外
は
な
い
だ
ろ
う
し
、
こ
れ
に
附
載
説
話
二
類
の
改
作
と
い
う
事
実
を
ど
う
結
び
つ
け
て
考
え
た
ら
よ
い
の
か
。
そ
れ
に
し

て
も
附
載
説
話
二
類
の
冒
頭
が
﹁
宗
于
﹂
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
こ
れ
ら
を
解
決
す
る
上
で
何
か
暗
示
さ
せ
る
も
の
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
附
載
説
話
二
類
を
こ
こ
に
持
っ
て

き
た
こ
と
に
つ
い
て
雨
海
氏
は
一
七
二
段
と
﹁
帝
﹂、﹁
菊
花
﹂、﹁
歌
﹂
に
ま
つ
わ
る
関
連
性
を
指
摘
さ
れ
て
い
る(2)
。
妥
当
な
見
解
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
氏
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
の

は
附
載
説
話
三
ま
で
で
あ
り
、
し
か
も
こ
れ
は
附
載
説
話
断
片
と
い
う
こ
と
で
、
こ
う
と
ら
え
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
後
述
の
如
く
附
載
説
話
が
あ
る
意
図
を
も
っ
て
挿

入
さ
れ
た
と
す
る
と
、
こ
れ
ら
三
つ
の
中
で
、
ど
れ
に
重
き
が
置
か
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
思
う
に
一
七
二
段
の
帝
、
即
ち
宇
多
天
皇
の
こ
と
が
附
載
者
の
念
頭
に
あ
っ
た
の
で

は
な
か
っ
た
の
か
。
だ
が
一
七
二
段
に
は
、
宗
于
が
登
場
し
て
い
な
い
。
彼
を
こ
こ
へ
登
場
さ
せ
た
の
は
、
そ
れ
な
り
の
意
図
が
あ
っ
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
大
和
物
語
の
作
者

の
宗
于
へ
の
関
心
の
深
さ
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
即
ち
雨
海
氏
が

宇
多
天
皇
を
中
心
に
し
て
、
醍
醐
天
皇
・
敦
慶
親
王
・
元
良
親
王
・
源
宗
于
が
﹃
大
和
物
語
﹄
の
中
心
的
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
と
見
る
事
が
で
き
る
。
特
に
源
宗
于
は
是
忠
親

王
の
男
子
で
あ
っ
て
、
臣
籍
に
あ
た
る
身
、
彼
の
﹃
大
和
物
語
﹄
に
於
け
る
位
置
は
注
目
に
値
し
よ
う
。
又
、
宗
于
は
彼
の
み
な
ら
ず
、
彼
の
女
と
い
わ
れ
る
閑
院
御
も

四
六
・
一
一
八
・
一
一
九
段
に
取
り
上
げ
ら
れ
、
こ
れ
は
よ
い
話
で
は
な
い
が
、
彼
の
三
男
が
博
奕
に
お
ぼ
れ
、
親
兄
弟
に
憎
ま
れ
、
放
浪
の
旅
に
出
た
話
が
載
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
宗
于
の
家
の
私
事
に
つ
い
て
ま
で
書
か
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
、﹃
大
和
物
語
﹄
編
者
の
源
宗
于
へ
の
関
心
の
深
さ
を
物
語
る
も
の
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う(3)
。
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と
述
べ
て
お
ら
れ
る
こ
と
に
尽
き
よ
う
。
す
る
と
附
載
者
も
こ
れ
と
同
じ
よ
う
に
考
え
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
と
も
大
和
物
語
作
者
が
そ
の
よ
う
に
思
っ
て
い
た
の
を
察

し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
い
ず
れ
に
し
て
も
こ
の
よ
う
な
意
識
が
附
載
者
に
も
反
映
さ
れ
て
い
た
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

だ
が
、
平
中
物
語
か
ら
挿
入
し
た
な
ら
ば
、
主
人
公
は
そ
の
ま
ま
平
中
で
も
よ
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
前
述
し
た
よ
う
に
断
片
で
は
あ
る
ま
い
か
と
い
う
考
え
も
生

じ
て
く
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
後
述
す
る
よ
う
に
附
載
説
話
二
類
の
意
図
的
な
改
作
、
各
章
段
な
ど
の
関
連
性
な
ど
を
考
え
る
と
、
そ
う
簡
単
に
は
片
付
け
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。

大
和
物
語
に
お
い
て
宗
于
が
登
場
す
る
章
段
は
三
〇
・
三
一
・
三
二
・
三
四
・
三
九
・
五
四
・
六
三
・
八
〇
・
一
〇
八
の
九
章
段
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
章
段
の
う
ち
注
目
し
た
い
の

は
三
〇
・
三
一
・
八
〇
段
で
あ
る
。
今
、
そ
れ
ぞ
れ
の
章
段
を
記
し
て
み
よ
う
。

三
〇
段

　
故
右
京
の
大
夫
宗
于
の
君
、
な
り
い
づ
べ
き
ほ
ど
に
、
わ
が
身
の
え
な
り
い
で
ぬ
こ
と
と
、
思
ひ
た
ま
ひ
け
る
こ
ろ
ほ
ひ
、
亭
子
の
帝
に
、
紀
伊
国
よ
り
石
つ
き
た
る
海

松
を
な
む
泰
り
け
る
を
題
に
て
、
人
々
歌
よ
み
け
る
に
、
右
京
の
大
夫
、

　
沖
つ
風
ふ
け
ゐ
の
浦
に
立
つ
浪
の
な
ご
り
に
さ
へ
や
わ
れ
は
沈
ま
む

三
二
段

亭
子
の
帝
に
、
右
京
の
大
夫
の
よ
み
て
奉
り
た
り
け
る
。

あ
は
れ
て
ふ
人
も
あ
る
べ
く
む
さ
し
野
の
草
と
だ
に
こ
そ
生
ふ
べ
か
り
け
れ

ま
た
、時

雨
の
み
降
る
山
里
の
木
の
し
た
は
を
る
人
か
ら
や
も
り
す
ぎ
ぬ
ら
む

と
あ
り
け
れ
ば
、
か
へ
り
み
た
は
ぬ
心
ば
へ
な
り
け
り
。﹁
帝
、
御
覧
じ
て
、﹃
な
に
ご
と
ぞ
。
こ
れ
を
心
え
ぬ
﹄
と
て
僧
都
の
君
に
な
む
見
せ
た
ま
ひ
け
る
と
聞
き
し
か
ば
、

か
ひ
な
く
な
む
あ
り
し
﹂
と
語
り
た
ま
ひ
け
る
。

八
〇
段

宇
多
院
の
花
お
も
し
ろ
か
り
け
る
こ
ろ
、
南
院
の
君
達
と
こ
れ
か
れ
集
り
て
、
歌
よ
み
な
ど
し
け
り
。
右
京
の
大
夫
宗
于

来
て
見
れ
ど
心
も
ゆ
か
ず
ふ
る
さ
と
の
む
か
し
な
が
ら
の
花
は
散
れ
ど
も
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こ
と
人
の
も
あ
り
け
ら
し
。

︵
注
︶　
本
文
は
﹃
日
本
古
典
文
学
全
集
大
和
物
語
﹄
に
拠
り
、
傍
線
は
稿
者
が
施
し
た
。
以
下
も
同
様
。

こ
れ
ら
三
章
段
に
は
宇
多
天
皇
と
宗
于
が
出
て
い
る
。
大
和
物
語
に
お
い
て
、
宇
多
天
皇
の
登
場
す
る
章
段
は
多
く
、
そ
の
中
で
彼
と
一
緒
に
出
て
く
る
人
物
で
一
番
多
い
の
は

斎
院
で
四
九
・
五
一
・
五
二
の
三
章
段
に
出
て
く
る
。
こ
れ
は
宗
干
が
登
場
す
る
章
段
と
同
じ
数
に
な
る
。
こ
う
み
て
く
る
と
宗
于
と
宇
多
天
皇
の
結
び
つ
き
は
特
異
な
存
在
と

言
え
よ
う
。
附
載
者
も
お
そ
ら
く
そ
の
点
を
注
目
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
注
目
し
た
い
の
は
三
二
段
と
八
〇
段
の
傍
線
を
引
い
た
部
分
が
附
載
説
話
二
類
の
和
歌
に
ほ

ぼ
共
通
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
附
載
説
話
一
、二
の
和
歌

に
傍
点
を
施
し
た
部
分

。
こ
れ
ら
の
章
段
を
も
と
に
改
作
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
三
〇
段
と
三
二
段
は
宗
于
の
不
遇
意
識
が
強
く
出
て
い
る
し
、
ま
た

八
〇
段
も
社
会
的
に
恵
ま
れ
な
い
状
況
下
で
の
宗
于
の
姿
で
あ
る(4)
。
附
載
者
は
こ
れ
ら
の
章
段
に
注
目
し
、
か
つ
そ
れ
を
も
と
に
改
作
し
て
い
る
と
い
う
事
実
は
、
や
は
り
宗
于

に
対
す
る
附
載
者
の
同
情
的
な
面
の
現
れ
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
と
も
か
く
、
こ
れ
ら
だ
け
で
も
附
載
者
は
二
人
が
登
場
す
る
章
段
を
い
か
に
意
識
し
て
い
た
か
が
理
解
で
き

よ
う
。
そ
れ
は
ま
た
、
附
載
説
話
二
に
お
い
て
、﹁
院
の
帝
﹂
の
と
こ
ろ
が
﹁
仁
和
の
帝
﹂、﹁
御
前
﹂
の
と
こ
ろ
が
﹁
御
室
﹂
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
宇
多
天
皇
を
意
識
し

て
の
改
作
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
も
、
さ
ら
に
納
得
で
き
よ
う
。

一
方
、
平
中
が
登
場
す
る
章
段
は
四
六
・
六
四
・
一
〇
三
・
一
二
四
の
四
章
段
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
色
好
み
と
し
て
の
彼
の
姿
が
描
か
れ
て
い
る
。
宇
多
天
皇
と
の
関
連
と
い

う
こ
と
で
は
一
〇
三
段
が
あ
げ
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
回
想
談
の
部
分
で
、
平
中
が
単
に
そ
の
行
幸
に
つ
い
て
い
っ
た
と
い
う
だ
け
で
あ
っ
て
、
自
分
の
身
を
宇
多
天
皇
に
愁
訴
し

て
い
る
宗
于
ほ
ど
密
接
な
関
係
は
な
い
。
た
だ
、
今
井
源
衛
氏
は
六
四
段
に
関
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
お
ら
れ
る
。

六
十
三
～
六
十
八
段
に
は
不
如
意
の
恋
を
主
題
と
し
た
説
話
が
並
ん
で
お
り
、
こ
れ
は
そ
の
中
の
第
二
話
で
あ
る
。
直
前
の
六
十
三
段
は
右
京
大
夫
源
宗
于
の
話
で
あ
り
、

つ
づ
い
て
こ
の
平
中
の
登
場
と
な
る
。
共
に
当
時
喧
伝
さ
れ
た
皇
族
出
の
風
流
才
子
で
あ
る
。
両
者
が
お
互
に
そ
の
名
に
よ
っ
て
連
想
さ
れ
る
よ
う
な
事
情
で
も
あ
っ
た
も

の
か
、
後
に
附
載
説
話
に
於
い
て
、
平
中
説
話
の
主
人
公
を
宗
于
と
誤
っ
て
い
る
の
も
、
そ
の
辺
の
事
情
に
基
づ
く
も
の
が
あ
り
は
し
な
い
だ
ろ
う
か(5)
。

確
か
に
二
人
は
氏
の
言
わ
れ
る
よ
う
に
喧
伝
さ
れ
た
風
流
才
子
で
あ
り
、
そ
の
点
に
お
い
て
は
共
通
し
て
い
る
。
附
載
者
は
そ
れ
を
意
識
し
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。
し
か

し
、
そ
れ
よ
り
も
先
述
し
た
よ
う
に
語
句
の
共
通
性
や
改
作
か
ら
考
え
て
、
な
に
よ
り
も
ま
ず
字
多
天
皇
の
こ
と
が
附
載
者
の
念
頭
に
あ
っ
た
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、

一
七
二
段
に
は
宇
多
天
皇
の
石
山
詣
が
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
後
に
附
載
説
話
二
類
を
置
い
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
理
解
で
き
よ
う
。

こ
れ
ら
を
総
合
し
て
み
る
と
、
単
に
平
中
と
す
る
こ
と
よ
り
も
宇
多
天
皇
を
意
識
し
、
彼
と
密
接
な
関
係
に
あ
っ
た
宗
于
を
登
場
さ
せ
た
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
ま

た
、
大
和
物
語
に
お
い
て
は
宗
于
と
す
る
だ
け
の
素
地
が
整
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
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四

で
は
、
こ
れ
ら
の
附
載
説
話
二
類
は
ど
の
よ
う
に
関
連
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
論
述
の
便
宜
上
、
附
載
説
話
二
類
と
そ
の
前
後
の
一
七
二
、一
七
三
段
を
列
挙
し
て
み
よ

う
章
段
に
よ
り
必
要
箇
所
の
み

と
し
省
略
し
た
も
の
も
あ
る

。

一
七
二
段

　
亭
子
の
帝
、
石
山
に
つ
ね
に
ま
う
で
た
ま
ひ
け
り
。
国
の
司
、﹁
民
疲
れ
、
国
ほ
ろ
び
ぬ
べ
し
﹂
と
な
む
わ
ぶ
る
と
聞
し
め
し
て
、
こ
と
国
々
の
御
庄
な
ど
に
お
ほ
せ
ご

と
た
ま
ひ
け
れ
ば
、
も
て
は
こ
び
て
、
御
ま
う
け
を
つ
か
う
ま
つ
り
て
、
ま
う
で
た
ま
ひ
け
り
。
近
江
の
守
、﹁
い
か
に
聞
し
め
し
た
る
に
か
あ
ら
む
﹂
と
、
嘆
き
お
そ
れ
で
、

ま
た
、﹁
む
げ
に
き
て
す
ぐ
し
た
て
ま
つ
り
て
む
や
﹂
と
て
、
か
へ
ら
せ
た
ま
ふ
打
出
の
浜
に
、
世
の
つ
ね
な
ら
ず
め
で
た
き
仮
屋
ど
も
を
作
り
て
、
菊
の
花
の
お
も
し
ろ

き
を
植
ゑ
て
御
ま
う
け
つ
か
う
ま
つ
れ
り
け
り
。
国
の
守
も
、
お
ぢ
お
そ
れ
て
、
ほ
か
に
か
く
れ
を
り
て
、
た
だ
黒
主
を
な
む
す
ゑ
お
き
た
り
け
る
。
お
は
し
ま
し
す
ぐ
る

ほ
ど
に
、
殿
上
人
、﹁
黒
主
は
な
ど
て
さ
て
は
さ
ぶ
ら
ふ
ぞ
﹂
と
問
ひ
け
り
。
院
も
御
車
お
さ
へ
た
ま
ひ
て
、﹁
な
に
し
に
こ
こ
に
あ
る
ぞ
﹂
と
問
は
せ
た
ま
ひ
け
れ
ば
、
人
々

問
ひ
け
る
に
申
し
け
る
。

さ
さ
ら
浪
ま
も
な
く
岸
を
洗
ふ
め
り
な
ぎ
さ
清
く
は
君
と
ま
れ
と
か

と
よ
め
り
け
れ
ば
、
こ
れ
に
め
で
た
ま
う
て
な
む
と
ま
り
て
、
人
々
に
物
た
ま
ひ
て
か
へ
ら
せ
た
ま
ひ
け
る
。

附
載
説
話
一

　
右
京
の
大
夫
宗
于
の
君
の
家
に
は
、
前
栽
を
な
ん
、
い
た
う
こ
の
み
て
つ
く
り
け
る
。
を
み
な
へ
し
、
菊
な
ど
あ
り
。
こ
の
男
の
も
と
へ
行
き
た
り
け
る
間
を
う
か
が
ひ

て
、
月
い
と
明
か
り
け
る
に
、
女
房
あ
つ
ま
り
て
、
群
れ
て
、
こ
の
前
栽
を
見
歩
き
て
、
い
と
高
き
札
に
歌
を
か
き
つ
け
て
、
そ
の
花
の
中
に
た
て
け
る

き
て
み
れ
ば
昔

0

0

0

0

0

0

の
人
は
す
だ
き
け
り
花
の
ゆ
ゑ
あ
る
宿
に
ぞ
有
け
る

か
か
り
け
れ
ば
、
男
、
誰
と
も
知
ら
ざ
り
け
れ
ど
、
来
て
と
り
も
や
す
る
と
、
書
き
て
立
て
た
り
け
る
。

我
宿
の
花
は
植
ゑ
し
に
心
あ
れ
ば
ま
も
る
人
の
み
す
だ
く
ば
か
り
ぞ

と
書
き
付
け
た
り
け
る
。

　
さ
て
、﹁
も
し
取
る
人
も
や
あ
る
﹂
と
う
か
が
わ
せ
け
る
に
、
一
夜
二
よ
来
ざ
り
け
れ
ば
、
た
ゆ
み
て
、
ま
も
ら
ざ
り
け
る
間
に
ぞ
と
り
て
け
る
。
く
ち
を
し
く
、
え
知
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ら
で
や
み
に
け
ん
か
し
。

附
載
説
話
二

　
又
、こ
の
男
、仁
和
の
御
門
召
し
て
け
り
。﹁
御
む
ろ
に
植
ゑ
さ
せ
給
は
ん
に
、お
も
し
ろ
き
菊
奉
れ
﹂と
仰
せ
給
ひ
け
る
。
う
け
給
う
て
ま
か
で
け
れ
ば
、又
召
し
か
へ
し
て
、

﹁
そ
の
奉
ら
ん
菊
に
、
名
つ
け
て
ま
ゐ
ら
ず
は
、
お
さ
め
給
は
じ
﹂
と
仰
せ
ら
れ
け
れ
ば
、
か
し
こ
ま
り
て
、
ま
か
で
て
、
菊
な
ど
調
じ
て
奉
り
け
る
、

時
雨
ふ
る

0

0

0

0

時
ぞ
折
り

0

0

け
る
菊
の
花
う
つ
ろ
ふ
か
ら
に
色
の
ま
さ
れ
ば

と
て
奉
れ
り
。
悪
し
よ
し
も
え
知
ら
ず
。

附
載
説
話
三

　
又
、
こ
の
男
の
も
と
に
、
国
経
の
大
納
言
の
も
と
よ
り
、
い
さ
さ
か
な
る
事
の
た
ま
ひ
て
、
御
文
を
ぞ
給
へ
り
け
る
。
御
返
事
き
こ
ゆ
と
て
、
お
も
し
ろ
き
菊
に
つ
け
た

り
け
れ
ば
、
い
か
が
見
給
ひ
け
ん
。
か
か
る
歌
を
よ
み
給
ひ
け
る
。

︵
歌
欠
︶

と
ぞ
有
け
る
。
こ
の
男
お
ど
ろ
き
て
、
と
か
く
思
は
ば
、
程
へ
ん
に
、
か
の
御
つ
か
ひ
の
思
ふ
事
も
あ
ら
ん
と
て
、
た
だ
と
く
ぞ
、
ふ
と
は
し
り
書
き
て
奉
れ
り
け
る
。

花
衣
君
が
き
を
ら
ば
あ
さ
ぢ
ふ
に
ま
じ
れ
る
菊
の
香
に
ま
さ
り
な
ん

附
載
説
話
四

　
こ
の
男
、
音
に
は
聞
き
な
ら
し
て
、
ま
だ
物
な
ど
い
ひ
つ
か
ぬ
所
有
り
け
り
。
い
か
で
と
思
ふ
心
あ
り
け
れ
ば
、
常
に
そ
の
家
の
前
を
わ
た
る
。
さ
れ
ど
、
言
ひ
つ
く
た

よ
り
も
な
き
を
、
火
な
ど
い
と
あ
か
か
り
け
る
夜
、
門
の
前
よ
り
わ
た
る
に
、
女
ど
も
な
ど
立
て
り
。
か
か
れ
ば
、
馬
よ
り
お
り
て
、
物
な
ど
い
ひ
た
り
け
り
。︵
以
下
略
︶

附
載
説
話
五

　
又
、
こ
の
同
じ
男
、
忍
び
て
知
れ
る
人
有
り
け
り
。
久
し
く
は
あ
は
ぬ
事
な
ど
い
ひ
て
や
れ
り
け
れ
ば
、﹁
こ
こ
に
も
な
さ
ん
。
迎
へ
に
人
お
こ
せ
よ
﹂
と
い
ひ
け
れ
ば
、

い
と
を
か
し
き
友
だ
ち
を
ぞ
率
て
行
き
た
り
け
る
。︵
以
下
略
︶
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附
載
説
話
六

　
又
、
こ
の
お
な
じ
男
、
親
近
江
な
る
人
に
忍
び
て
す
み
け
り
。
親
、
気
色
を
見
て
せ
ち
に
ま
も
り
、
日
暮
る
れ
ば
門
を
さ
し
て
う
か
が
ひ
け
れ
ば
、
女
物
お
も
ひ
わ
び
て

の
み
あ
り
。︵
以
下
略
︶

附
載
説
話
七

　
又
、
こ
の
男
、
志
賀
に
詣
で
に
け
り
。
逢
坂
の
走
井
に
、
女
ど
も
あ
ま
た
乗
れ
る
車
を
お
ろ
し
て
立
て
り
。
男
馬
よ
り
お
り
て
、
と
ば
か
り
立
て
り
け
れ
ば
、
車
の
人
、

人
き
ぬ
と
う
て
み
て
か
け
さ
せ
て
行
く
。
男
、
か
の
車
の
人
に
、﹁
い
づ
ち
お
は
し
ま
す
ぞ
﹂
と
問
ふ
。︵
以
下
略
︶

附
載
説
話
八

　
又
、
女
男
い
と
し
の
び
て
知
れ
る
人
あ
り
。
人
目
し
げ
き
所
な
れ
ば
、
か
ら
う
じ
て
、
又
も
明
け
ぬ
さ
き
に
ぞ
帰
り
け
る
。
い
と
ま
だ
夜
深
く
暗
か
り
け
れ
ば
、
か
か
ぐ

り
出
で
ん
と
思
へ
ど
も
、
入
る
も
か
た
く
出
づ
る
に
も
か
た
け
れ
ば
、
門
の
前
に
渡
し
た
る
橋
の
上
に
立
て
り
。︵
以
下
略
︶

附
載
説
話
九

　
又
、
こ
の
同
じ
男
、
は
か
な
き
物
の
た
よ
り
に
て
、
雲
ゐ
よ
り
も
な
ほ
は
る
か
に
て
見
る
人
ぞ
あ
り
け
る
。︵
中
略
︶
女
の
親
、
さ
が
な
き
朽
女
、
さ
す
が
に
い
と
よ
う

物
の
気
色
み
て
、
い
と
こ
と
が
ま
し
き
者
な
り
け
れ
ば
、
か
か
る
文
通
は
し
け
る
気
色
あ
り
と
見
て
、
は
て
は
文
を
だ
に
、
え
通
は
さ
ず
、︵
中
略
︶
さ
れ
ば
、
こ
の
友
だ
ち
、

﹁
な
ど
か
、
い
と
恨
め
し
く
、
今
ま
で
我
に
は
言
は
ざ
り
け
る
。
人
、
気
色
と
ら
ぬ
さ
き
に
よ
う
た
ば
か
り
て
ま
し
﹂
な
ど
い
ひ
て
、﹁
月
の
お
も
し
ろ
き
を
見
ん
と
て
、
端
の

方
に
出
て
、
我
こ
と
を
も
、
そ
れ
に
ま
ぎ
れ
て
、
簣
の
子
の
ほ
ど
に
よ
び
よ
せ
て
、
物
言
へ
﹂
な
ど
た
ば
か
り
て
、︵
中
略
︶
こ
の
女
、
さ
ら
に
事
の
つ
て
を
だ
に
、
え
す
ま
じ

う
、
物
い
は
せ
け
る
た
よ
り
も
絶
え
て
よ
せ
ず
な
り
に
け
れ
ば
、
言
ふ
か
ひ
な
く
て
、

一
七
三
段

　
良
岑
の
宗
貞
の
少
将
、
も
の
へ
ゆ
く
道
に
、
五
条
わ
た
り
に
て
、
雨
い
た
う
降
り
け
れ
ば
、
荒
れ
た
る
門
に
立
ち
か
く
れ
て
見
入
る
れ
ば
、
五
間
ば
か
り
な
る
檜
皮
屋
の

し
も
に
、
土
屋
倉
な
ど
あ
れ
ど
、
こ
と
に
人
な
ど
見
え
ず
。
歩
み
入
り
見
れ
ば
、
階
の
間
に
梅
い
と
を
か
し
う
咲
き
た
り
。
鶯
も
鳴
く
。
人
あ
り
と
も
見
え
ぬ
御
簾
の
う
ち
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よ
り
、
薄
色
の
衣
、
濃
き
衣
、
う
へ
に
着
て
、
た
け
だ
ち
い
と
よ
き
ほ
ど
な
る
人
︵
中
略
︶
簾
の
う
ち
よ
り
し
と
ね
さ
し
い
で
た
り
。
ひ
き
寄
せ
て
ゐ
ぬ
。
簾
も
、
へ
り
は

か
は
ほ
り
に
食
は
れ
て
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
な
し
。
う
ち
の
し
つ
ら
ひ
見
入
る
れ
ば
、
む
か
し
お
ぼ
え
て
畳
な
ど
よ
か
り
け
れ
ど
、
口
惜
し
く
な
り
に
け
り
。
日
も
や
う
や
う

暮
れ
ぬ
れ
ば
、
や
を
ら
す
べ
り
入
り
て
、
こ
の
人
を
奥
に
も
入
れ
ず
、︵
中
略
︶
日
も
高
う
な
れ
ば
、
こ
の
女
の
親
、
少
将
に
あ
る
じ
す
べ
き
方
の
な
か
り
け
れ
ば
、︵
以
下
略
︶

︵
注
︶　
附
載
説
話
の
本
文
は
﹃
大
和
物
語  

校
注
古
典
叢
書
﹄
︵
明
治
書
院
　
昭
和
47
年
3
月
︶
に
拠
っ
た
。
な
お
、
こ
れ
は
御
巫
本
を
底
本
に
し
て
い
る
。
傍
点
は
稿
者
。
以

下
も
同
様
。

附
載
説
話
一
は
宗
于
と
女
房
達
、
附
載
説
話
二
は
こ
の
男
と
仁
和
の
帝
、
附
載
説
話
三
は
こ
の
男
と
国
経
の
大
納
言
が
そ
れ
ぞ
れ
登
場
し
て
い
る
。
宗
于
が
こ
こ
に
登
場
し
て

い
る
理
由
に
つ
い
て
は
先
程
、
述
べ
た
。
こ
れ
ら
三
章
段
に
共
通
し
て
い
る
こ
と
は
、﹁
菊
﹂
が
出
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
一
七
二
段
に
も
﹁
菊
﹂
が
出
て
お
り
、
こ
の

こ
と
に
つ
い
て
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
雨
海
氏
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
附
載
説
話
一
、二
の
和
歌
は
前
述
の
如
く
大
和
物
語
三
二
・
八
〇
段
の
和
歌
を
も
と
に
改
作
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
強
調
し
て
お
き
た
い(6)
。

と
こ
ろ
が
、附
載
説
話
四
、五
を
み
る
と
﹁
菊
﹂
な
る
も
の
は
出
て
い
な
い
。
次
い
で
附
載
説
話
六
、七
を
み
る
と
、前
者
は
﹁
近
江
な
る
人
の
女
﹂
に
こ
の
男
が
通
っ
て
い
る
話
。

後
者
は
﹁
志
賀
詣
﹂
で
の
こ
の
男
と
あ
る
女
と
の
話
が
そ
れ
ぞ
れ
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
け
っ
し
て
一
七
二
段
と
無
関
係
で
は
あ
る
ま
い
。
つ
ま
り
一
七
二
段
は
、
宇
多
天

皇
の
近
江
国
へ
の
石
山
詣
の
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
こ
の
男
と
参
詣
す
る
寺
と
は
異
な
る
も
の
の
、
い
ず
れ
も
近
江
国
の
寺
と
い
う
こ
と
に
関
連
づ
け
て
、
こ
の
話
を
持
っ

て
き
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
本
文
の
異
同
に
も
現
れ
て
い
る
よ
う
に
思
う
。
附
載
説
話
七
の
﹁
浜
へ
ゆ
き
け
る
ほ
ど
に
﹂
の
と
こ
ろ
が
、
平
中
物
語
で
は
﹁
逢
坂
の
関
越
え
て
、

待
つ

0

0

。
来
け
る
あ
ひ
だ
に

0

0

0

0

0

0

0

、
車
よ
り
﹂
と
な
っ
て
い
る
。
や
は
り
こ
れ
は
、
一
七
二
段
に
﹁
打
出
の
浜
﹂
が
出
て
い
る
か
ら
、
そ
れ
に
も
と
づ
い
て
改
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
な
が
ら
、
次
の
附
載
説
話
八
、九
を
み
る
と
近
江
国
の
話
に
は
な
っ
て
い
な
い
。
で
は
、
い
か
な
る
理
由
で
も
っ
て
こ
こ
に
置
か
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
た
だ
、
こ
の

う
ち
附
載
説
話
九
と
一
七
三
段
を
み
る
と
、
傍
線
を
施
し
た
よ
う
に
登
場
人
物
や
場
面
に
お
い
て
共
通
す
る
点
が
あ
る
。
即
ち
、
両
章
段
と
も
高
貴
な
女
性
と
そ
の
親
が
登
場
し

て
い
る
こ
と
、
簣
子
、
簾
の
あ
た
り
で
の
あ
い
び
き
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
偶
然
の
一
致
と
い
う
こ
と
よ
り
も
、
あ
る
程
度
の
関
連
と
い
う
こ
と
を
考
慮
し
て
、
こ
う
な

さ
れ
た
と
み
た
方
が
妥
当
で
は
あ
る
ま
い
か
。
こ
の
こ
と
は
平
中
物
語
二
八
段
を
み
る
と
理
解
で
き
よ
う
。
こ
の
章
段
と
大
和
物
語
一
七
三
段
は
、
登
場
人
物
や
場
面
設
定
の
上

で
、
共
通
点
を
見
い
出
せ
な
い
。

こ
う
み
て
く
る
と
、
附
載
者
は
章
段
間
の
関
連
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
、
こ
れ
ら
の
章
段
を
配
置
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
で
も
、
二
段
に
関
連
づ
け
る
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
附
載

説
話
一
、二
、三
、六
、七
だ
け
で
も
よ
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
こ
こ
に
附
載
説
話
四
、五
、八
、九
を
も
っ
て
い
る
こ
と
は
、
ど
の
よ
う
な
意
味
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
考
え

ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
附
載
説
話
二
類
に
お
い
て
こ
れ
ら
す
べ
て
の
章
段
が
宗
于
に
関
し
た
話
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
も
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
こ
れ
ら
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附
載
説
話
の
始
め
の
部
分
に
お
い
て
異
同
が
み
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
傍
線
の
部
分
を
平
中
物
語
は
持
っ
て
い
な
い
。
た
だ
、
こ
の
う
ち
附
載
説
話
九
に
お
い
て
は
、
異
同
が
み

ら
れ
な
い
が
、﹁
雲
居
よ
り
も
な
ほ
は
る
か
に
て
見
る
人
ぞ
あ
り
け
る
﹂
と
あ
る
か
ら
附
載
者
は
高
貴
な
人
と
み
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
附
載
説
話
四
、五
、八
も
そ

の
相
手
の
女
性
を
高
貴
な
人
と
み
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
章
段
を
除
去
す
る
こ
と
な
く
、
部
分
的
に
改
作
を
試
み
、
男
は
悪
条
件
の
も
と
で
会
う
こ
と
に
成
功
す
る

よ
う
に
し
て
い
る
。
こ
れ
こ
そ
色
好
み
と
し
て
の
宗
于
の
姿
と
い
う
べ
き
で
あ
り
、言
い
替
え
れ
ば
、附
載
者
は
平
中
物
語
を
素
材
と
し
て
色
好
み
と
し
て
の
宗
于
を
描
き
た
か
っ

た
の
で
あ
ろ
う
。

で
は
、
そ
う
し
た
要
因
は
ど
こ
に
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
大
和
物
語
に
お
い
て
、
宗
于
は
身
の
不
遇
者
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
こ
と
は
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
附
載
説
話
二
類
は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
色
好
み
の
宗
于
と
し
て
描
か
れ
、
恋
一
筋
に
う
ち
込
ん
で
い
る
彼
の
姿
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
前
に
も
述
べ

た
よ
う
に
大
和
物
語
に
お
い
て
不
遇
な
話
が
描
か
れ
て
い
る
か
ら
、
こ
れ
ら
と
は
対
照
的
に
彼
の
姿
を
描
い
た
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
か
ら
宗
于
へ
の
同
情
を
察
せ

ら
れ
よ
う
。
し
た
が
っ
て
雨
海
氏
が

﹃
大
和
物
語
﹄
本
文
中
に
、
平
中
に
関
す
る
話
が
、
四
六
・
六
四
・
一
〇
三
・
一
二
四
段
の
四
箇
所
に
入
れ
ら
れ
て
あ
り
、
説
話
内
容
も
可
成
詳
し
く
、
興
味
を
そ
そ
る
話
︵
一
〇
三

段
︶
を
も
持
っ
て
い
る
の
に
御
巫
本
附
載
説
話
添
加
者
は
何
故
か
気
付
か
な
か
っ
た
。
然
も
附
載
説
話
第
二
類
に
あ
る
歌
は
﹃
古
今
和
歌
集
﹄
巻
五
・
秋
下
に

　
　
仁
和
寺
に
き
く
の
花
め
し
け
る
時
に
哥
そ
へ
て
た
て
ま
つ
れ
と
お
ほ
せ
ら
れ
け
れ
ば
よ
み
て
た
て
ま
つ
り
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
さ
だ
ぶ
ん

秋
を
き
て
時
こ
そ
有
け
れ
菊
の
花
う
つ
ろ
ふ
か
ら
に
色
の
ま
さ
れ
ば

と
あ
り
、
歌
人
な
れ
ば
一
応
気
付
い
て
も
よ
さ
そ
う
で
あ
る
の
に
見
逃
し
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
あ
る(7)
。

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
む
し
ろ
附
載
者
は
、
気
づ
い
て
い
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
大
和
物
語
に
お
い
て
宗
于
が
登
場
す
る
章
段
を
考
慮
し
創
作
し
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
し

て
、
こ
れ
は
虚
構
性
の
現
れ
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
に
し
て
も
な
ぜ
平
中
物
語
の
一
九
段
を
附
載
説
話
二
類
の
は
じ
め
に
持
っ
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
以
外
に
も
前
栽
の
出
て
く
る
章
段
は
み
ら
れ
る
。
二
段
と
一
七

段
が
そ
れ
で
あ
る
。
し
か
し
、
具
体
的
に
﹁
菊
﹂
と
あ
る
の
は
二
段
の
み
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、﹁
菊
﹂
で
関
連
づ
け
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
二
段
で
も
よ
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

そ
れ
を
除
外
し
て
ま
で
こ
う
し
た
の
は
、
そ
れ
な
り
の
理
由
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

ま
ず
考
え
ら
れ
る
こ
と
と
し
て
は
、
附
載
者
が
近
江
国
の
話
を
持
っ
て
き
て
、
そ
れ
に
一
七
三
段
と
の
関
連
も
考
慮
し
た
か
っ
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。
し
か
も
あ
る
程
度

の
連
続
性
を
も
考
え
て
、
こ
れ
ら
の
条
件
を
満
た
す
に
は
、
こ
れ
ら
以
外
の
章
段
に
な
か
っ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
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五

大
和
物
語
一
六
九
段
は
次
の
よ
う
な
内
容
で
あ
る
。

　
む
か
し
、
内
舎
人
な
り
け
る
人
、
お
ほ
う
わ
の
御
幣
使
に
、
大
和
の
国
に
下
り
け
り
。
井
手
と
い
ふ
わ
た
り
に
、
清
げ
な
る
人
の
家
よ
り
、
女
ど
も
わ
ら
は
べ
い
で
来
て
、

こ
の
い
く
人
を
見
る
。
き
た
な
げ
な
き
女
、
い
と
を
か
し
げ
な
る
子
を
抱
き
て
、
門
の
も
と
に
立
て
り
。
こ
の
児
の
顔
の
い
と
を
か
し
げ
な
り
け
れ
ば
、
目
を
と
ど
め
て
、﹁
そ

の
子
、
こ
ち
率
て
来
﹂
と
い
ひ
け
れ
ば
、
こ
の
女
寄
り
来
た
り
。
近
く
て
見
る
に
、
い
と
を
か
し
げ
な
り
け
れ
ば
、﹁
ゆ
め
、
こ
と
男
し
た
ま
ふ
な
。
わ
れ
に
あ
ひ
た
ま
へ
。

お
ほ
き
に
な
り
た
ま
は
む
ほ
ど
に
ま
ゐ
り
来
む
﹂
と
い
ひ
て
、﹁
こ
れ
を
か
た
み
に
し
た
ま
へ
﹂
と
て
、
帯
を
と
き
て
と
ら
せ
け
り
。
さ
て
、
こ
の
子
の
し
た
り
け
る
帯
を

と
き
て
と
り
て
、
も
た
り
け
る
文
に
ひ
き
結
ひ
て
も
た
せ
て
い
ぬ
。
こ
の
子
、
と
し
六
、七
ば
か
り
あ
り
け
り
。
こ
の
男
、
色
好
み
な
り
け
る
人
な
ら
ば
、
い
ふ
に
な
む
あ

り
け
る
。
こ
れ
を
こ
の
子
は
忘
れ
ず
思
ひ
も
た
り
け
り
。
男
は
は
や
う
忘
れ
に
け
り
。
か
く
て
七
、八
年
ば
か
り
あ
り
て
、
ま
た
、
お
な
じ
使
に
さ
さ
れ
て
大
和
へ
い
く
と
て
、

井
手
の
わ
た
り
に
宿
り
ゐ
て
見
れ
ば
、
前
に
井
な
む
あ
り
け
る
。
そ
れ
に
水
く
む
女
ど
も
あ
る
が
い
ふ
や
う
、

こ
の
章
段
を
附
載
者
は
不
合
理
な
章
段
と
み
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
こ
の
章
段
に
は
和
歌
が
な
く
、
か
つ
中
断
し
た
形
で
終
わ
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
だ

か
ら
と
言
っ
て
除
去
す
る
こ
と
な
く
最
後
に
置
い
て
い
る
。
つ
ま
り
不
自
然
な
章
段
で
も
残
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
直
接
、
附
載
説
話
二
類
に
適
用
さ
せ
る
こ
と
は

早
計
か
も
し
れ
な
い
が
、
少
な
く
と
も
不
合
理
な
章
段
で
も
残
そ
う
と
す
る
附
載
者
の
意
識
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
こ
の
こ
と
は
、
先
程
、
指
摘
し

た
よ
う
に
附
載
説
話
四
、五
、八
に
お
い
て
部
分
的
に
改
作
し
関
連
性
を
持
た
せ
、
合
理
的
に
し
て
残
し
て
い
る
こ
と
と
も
無
関
係
で
は
あ
る
ま
い
。

さ
ら
に
憶
測
す
る
こ
と
を
許
さ
れ
る
な
ら
ば
、
附
載
説
話
九
が
中
断
の
形
で
終
わ
っ
て
い
る
こ
と
は
、
こ
の
一
六
九
段
に
ヒ
ン
ト
を
得
て
い
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か(8)
。
両
者
の

文
末
表
現
を
再
度
、
記
し
て
み
よ
う
。

⃝
そ
れ
に
水
く
む
女
ど
も
あ
る
が
い
ふ
や
う

0

0

0

0

︵
一
六
九
段
︶

⃝
そ
れ
よ
り
こ
の
女
さ
ら
に
事
の
つ
て
を
だ
に
え
す
ま
じ
う
、
物
い
は
せ
け
る
た
よ
り
も
た
え
て
、
よ
せ
ず
な
り
に
け
れ
ば
、
い
ふ
か
ひ
な
く
て

0

0

0

0

0

0

0

︵
附
載
説
話
九
︶

傍
点
を
施
し
た
部
分
は
、
意
味
の
上
で
は
違
っ
て
い
る
も
の
の
、
発
想
が
似
通
っ
て
い
る
の
は
偶
然
の
一
致
と
言
え
よ
う
か
。
一
六
九
段
を
最
後
に
持
っ
て
い
き
、
附
載
説
話
九

が
附
載
説
話
二
類
の
最
後
の
章
段
で
あ
る
こ
と
を
思
え
ば
、
何
か
意
味
あ
り
げ
で
あ
る
。
附
載
説
話
九
が
あ
の
よ
う
な
形
で
終
わ
っ
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、
あ
る
断
片
か
ら
挿
入

さ
れ
た
と
い
う
考
え
が
な
さ
れ
て
き
た
わ
け
だ
が
、
平
中
物
語
に
お
い
て
附
載
説
話
九
に
な
い
本
文
は
﹁
こ
と
人
に
あ
は
せ
て
け
り
。
さ
り
け
れ
ば
、
男
、
親
さ
あ
は
す
と
も
、
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さ
や
は
あ
る
べ
き
と
ぞ
、
思
ひ
憂
じ
て
や
み
に
け
る
。﹂
と
い
う
部
分
で
あ
り
、
別
に
こ
の
部
分
が
な
く
て
も
意
味
は
通
じ
る
し
、
む
し
ろ
余
韻
を
持
た
せ
た
表
現
に
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
意
図
的
に
な
さ
れ
た
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
う
で
あ
れ
ば
、
や
は
り
こ
こ
に
合
っ
た
章
段
を
持
っ
て
き
た
と
考
え
た
方
が
妥
当
で
は
な
か
ろ
う
か
。

た
だ
、
こ
の
中
断
の
形
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
高
橋
正
治
氏
の
説
か
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る(9)
が
、
一
六
九
段
が
大
和
物
語
作
者
の
意
図
で
な
さ
れ
た
か
否
か
は

今
後
に
俟
つ
べ
き
問
題
で
あ
る
。

六

大
和
物
語
一
七
二
段
は
宇
多
天
皇
の
石
山
詣
の
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
後
に
附
載
説
話
九
章
段
を
挿
入
し
た
の
は
、
あ
く
ま
で
も
宇
多
天
皇
の
こ
と
が
附
載
者
の
念

頭
に
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
を
も
と
に
連
想
の
如
く
菊
に
関
連
づ
け
、
さ
ら
に
彼
と
親
し
い
関
係
に
あ
っ
た
宗
于
を
登
場
さ
せ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
こ
で
は
好
色
者
と

し
て
の
宗
于
に
な
り
き
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
附
載
説
話
二
類
を
通
し
て
附
載
者
が
大
和
物
語
を
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
て
い
た
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
の

点
に
お
い
て
、
こ
の
附
載
説
話
二
類
は
貴
重
な
資
料
に
な
ろ
う
。

そ
れ
に
し
て
も
物
語
創
作
の
方
法
と
し
て
み
る
な
ら
ば
、
他
の
物
語
か
ら
ほ
ぼ
そ
っ
く
り
そ
の
ま
ま
持
っ
て
き
て
い
る
と
い
う
点
で
は
、
稚
拙
な
方
法
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
は
他
の
本
文
に
も
反
映
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
。
附
載
説
話
二
類
の
本
文
は
か
な
り
合
理
的
に
処
理
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
こ
と
は
こ
れ
ら
以
外
の
章
段
と
も
無
関
係
で
は
あ

る
ま
い
。
こ
れ
ら
以
外
の
本
文
に
つ
い
て
は
す
で
に
考
え
た
こ
と
が
あ
り(10)
、
そ
れ
に
よ
る
と
、
理
解
し
や
す
い
形
に
改
作
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
か
っ
た
。
こ
の
附
載
説
話
二
類

は
お
そ
ら
く
御
巫
本
と
鈴
鹿
本
の
親
本
に
挿
入
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
御
巫
本
と
鈴
鹿
本
に
別
か
れ
、
そ
れ
に
伴
っ
て
両
者
に
お
い
て
異
同
が
生
じ
た
の
で
あ
ろ
う
。

し
て
み
る
と
、
附
載
説
話
二
類
は
親
本
の
時
点
で
改
作
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

た
だ
、
附
載
説
話
二
類
と
平
中
物
語
の
異
同
を
通
し
て
そ
の
関
係
に
つ
い
て
雨
海
氏
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
お
ら
れ
る
。

配
列
順
序
は
合
う
も
の
の
、
本
文
の
語
句
の
異
同
は
甚
し
く
、
両
者
間
に
は
直
接
関
係
は
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
故
、
御
巫
本
附
載
説
話
九
篇
は
﹃
平
中
物
語
﹄
の

異
本
の
一
部
分
が
一
塊
り
と
な
っ
て
遊
離
し
た
の
が
﹃
大
和
物
語
﹄
に
混
入
し
た
も
の
と
お
も
わ
れ
る(11)
。

直
接
云
々
は
妥
当
で
あ
る
に
し
て
も
、
両
者
の
甚
だ
し
い
本
文
の
異
同
は
御
巫
本
の
改
作
に
よ
る
と
こ
ろ
が
多
い
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
一
塊
り
と
言
わ
れ
る
が
、
近
江
国
の
話

や
宇
多
天
皇
を
意
識
し
た
異
同
は
一
七
二
段
と
関
係
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
章
段
間
の
一
致
は
、
偶
然
と
は
考
え
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。

こ
う
み
て
く
る
と
、
私
の
考
え
は
阿
部
、
今
井
、
高
橋
、
阪
倉
各
氏
の
お
考
え
と
共
通
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
し
、
雨
海
氏
の
お
考
え
と
は
一
部
共
通
し
て
い
る
。
た
だ
、
こ
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こ
で
は
こ
れ
ら
先
学
の
考
え
よ
り
も
具
体
的
に
一
歩
ふ
み
込
ん
で
考
え
て
き
た
が
、
思
わ
ぬ
考
え
違
い
も
あ
ろ
う
か
と
思
う
。
切
に
御
教
示
を
お
願
い
す
る
次
第
で
あ
る
。

注
⑴
　
Ｂ
類
と
も
言
う
。
な
お
附
載
説
話
第
一
類
︵
A
類
︶
と
は
﹃
大
和
物
語
抄
﹄、﹃
大
和
物
語
︱
秋
成
本
︱
﹄
等
に
附
載
さ
れ
て
い
る
歌
物
語
群
を
言
う
。

⑵
　﹁
御
巫
本
大
和
物
語
附
載
説
話
冒
頭
の﹁
右
京
大
夫
宗
于
﹂に
つ
い
て
﹂︵﹁
国
文
学
研
究
﹂20
集
　
昭
和
34
年
9
月
　
後
に﹃
歌
語
り
と
歌
物
語
﹄︿
桜
楓
社
　
昭
和
51
年
9
月
﹀に
再
録
︶

⑶
　
注
⑵
に
同
じ
。

⑷
　
岡
部
由
文
氏
﹁
大
和
物
語
に
お
け
る
源
宗
于
の
位
置
﹂︵﹁
中
古
文
学
﹂
20
号
　
昭
和
52
年
10
月
︶

⑸
　﹁
大
和
物
語
評
釈
・
十
　
平
中
﹂︵﹁
国
文
学
﹂
7
巻
11
号
　
昭
和
37
年
9
月
　
後
に
﹃
大
和
物
語
評
釈  

下
巻
﹄︿
笠
間
書
院
　
平
成
12
年
2
月
﹀
に
再
録
︶

⑹
　
こ
の
外
、
附
載
説
話
一
、二
の
文
末
に
﹁
え
知
ら
で

0

0

0

0

や
み
に
け
ん
か
し
﹂、﹁
悪
し
よ
し
も
え
知
ら
ず

0

0

0

0

﹂
と
あ
る
が
、
後
者
は
附
載
説
話
二
類
だ
け
に
み
ら
れ
る
本
文
で
あ
り
、
こ

れ
は
関
連
づ
け
る
た
め
に
付
加
さ
れ
た
本
文
で
あ
ろ
う
。

⑺
　
注
⑵
に
同
じ
。

⑻
　
高
橋
正
治
氏
は
﹃
日
本
古
典
文
学
全
集
大
和
物
語
﹄︵
小
学
館
　
昭
和
47
年
12
月
︶
の
解
説
で
、
附
載
説
話
九
の
文
末
表
現
を
意
図
的
な
中
断
形
式
と
考
え
て
お
ら
れ
る
。

⑼
　﹁
物
語
末
尾
形
態
に
関
す
る
試
論
︱
切
断
形
式
の
系
譜
︱
﹂︵﹁
平
安
文
学
研
究
﹂
24
輯
　
昭
和
35
年
3
月
︶、﹃
大
和
物
語  

塙
選
書
﹄︵
塙
書
房
　
昭
和
37
年
10
月
︶

⑽
　﹁
鈴
鹿
本
大
和
物
語
考
︵
上
︶、︵
下
︶﹂︵﹁
語
文
﹂
46
、
49
輯
　
昭
和
53
年
12
月
、
昭
和
54
年
12
月
　
後
に
﹃
大
和
物
語
の
研
究
﹄︿
翰
林
書
房
　
平
成
6
年
2
月
﹀
に
再
録
︶。
本

書
第
一
章
第
三
節
。

⑾
　
注
⑵
に
同
じ
。
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第
七
節
　
物
語
の
成
長

︱
﹃
大
和
物
語
﹄
附
載
説
話
第
二
類
の
本
文
︱

　一

大
和
物
語
附
載
説
話
第
二
類
以
下
、
附
載

二
類
と
略
称
。
と
は
御
巫
本
と
鈴
鹿
本
に
み
ら
れ
る
章
段
を
こ
う
呼
ん
で
い
る
。
附
載
二
類
を
含
む
段
序
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

1
～
168 

170 

171 

172
Ａ
～
Ｉ
173 

169

一
七
二
段
と
一
七
三
段
と
の
間
に
あ
る
Ａ
～
Ｉ
の
九
章
段
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
の
Ａ
～
Ｉ
段
は
平
中
物
語
の
一
九
段
か
ら
二
七
段
ま
で
の
段
序
に
一
致
し
て
い
る
。
し
か
し
、
両

者
の
本
文
を
比
較
し
て
み
る
と
、
甚
だ
し
い
異
同
が
あ
る
。
さ
ら
に
附
載
二
類
を
有
し
て
い
る
御
巫
本
と
鈴
鹿
本
と
の
間
で
も
多
く
の
異
同
が
み
ら
れ
る
。
前
者
の
場
合
、
ど
の

よ
う
な
事
情
に
よ
る
か
に
つ
い
て
は
諸
説
が
あ
る(1)
。
私
自
身
も
そ
の
一
部
に
つ
い
て
言
及
し
、
そ
の
結
果
、
こ
れ
ら
の
章
段
は
意
図
的
に
挿
入
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
推
測

し
た(2)
。
た
だ
、
そ
の
時
は
附
載
二
類
の
創
作
性
と
章
段
配
列
に
焦
点
を
あ
て
て
考
察
し
た
こ
と
も
あ
り
、
本
文
全
体
に
つ
い
て
は
言
及
で
き
な
か
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
こ
こ
で
は
前

稿
を
踏
ま
え
つ
つ
、
物
語
の
成
長
と
い
う
観
点
か
ら
附
載
二
類
の
本
文
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
と
思
う
。

二

本
論
に
入
る
前
に
附
載
二
類
の
研
究
状
況
に
つ
い
て
ふ
れ
て
お
き
た
い
。
附
載
二
類
に
つ
い
て
は
前
述
の
如
く
こ
れ
ら
の
章
段
が
御
巫
本
と
鈴
鹿
本
に
の
み
み
ら
れ
る
も
の
で

あ
り
、
か
つ
こ
の
二
本
が
異
本
系
統
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
か
、
そ
れ
ほ
ど
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
注
釈
で
は
武
田
祐
吉
、
水
野
駒
雄
の
両
氏
の
﹃
大
和
物
語

詳
解(3)
﹄
が
嚆
矢
で
あ
り
、
続
い
て
柿
本
奨
氏
の
﹃
大
和
物
語
の
注
釈
と
研
究(4)
﹄、
阿
部
俊
子
氏
の
﹃
大
和
物
語  
校
注
古
典
叢
書(5)
﹄
が
刊
行
さ
れ
た
。
さ
ら
に
そ
の
後
、
今
井
源
衛
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氏
の
﹃
大
和
物
語
評
釈  

下
巻(6)
﹄
の
刊
行
を
見
た
。

一
方
、
本
文
に
つ
い
て
の
研
究
は
こ
れ
ま
で
皆
無
に
等
し
か
っ
た
。
そ
ん
な
中
に
あ
っ
て
雨
海
博
洋
氏
は
附
載
二
類
の
本
文
を
正
面
に
据
え
て
考
察
さ
れ
た(7)
。
氏
は
附
載
二
類

の
五
章
段
を
対
象
に
し
て
、
こ
の
本
文
と
平
中
物
語
の
本
文
と
を
比
較
し
、
そ
の
結
果
、
原
本
﹃
平
中
物
語
﹄
現
存
の
も
の

で
は
な
い
。
か
ら
附
載
一
、二
類
に
な
っ
て
分
散
し
た
こ
と
を
推
測
さ

れ
た
。
氏
の
研
究
は
我
々
、
研
究
す
る
者
に
と
っ
て
大
き
な
指
針
と
な
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
た
だ
、
附
載
二
類
の
本
文
は
前
述
し
た
よ
う
に
、
多
く
の
異
同
が
あ
り
、
氏

は
そ
の
一
部
に
ふ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
も
っ
と
多
く
の
用
例
に
あ
た
り
、
そ
の
異
同
が
ど
の
よ
う
な
理
由
に
よ
る
の
か
を
探
る
こ
と
も
必
要
で
は
あ
る
ま
い
か
。

そ
の
後
、
前
述
し
た
よ
う
に
私
も
雨
海
氏
と
は
視
点
を
異
に
し
、
そ
の
創
作
性
に
つ
い
て
言
及
し
た
。
こ
の
外
、
附
載
二
類
の
資
料
と
し
て
の
重
要
性
の
指
摘
も
み
ら
れ
る(8)
。

と
も
あ
れ
、
附
載
二
類
に
つ
い
て
の
研
究
は
ま
だ
緒
に
就
い
た
ば
か
り
で
あ
り
、
今
後
、
様
々
な
角
度
か
ら
の
考
察
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

三

附
載
二
類
に
は
二
五
首
の
和
歌
が
あ
る
。
そ
の
和
歌
か
ら
ま
ず
見
て
い
き
た
い
。
論
述
の
便
宜
上
、
平
中
物
語
を
底
本
に
し
て
、
御
巫
本
と
鈴
鹿
本
の
本
文
の
異
同
を
記
し
て

お
こ
う
。

Ａ
段　

　
コ
ノ
歌
ナ
シ
︵
鈴
︶　
　
　
　
　

き
て
み
れ
は
昔
の
人
も
︵
巫
︶　

⑴
　
ゆ
き
か
て
に
む
へ
し
も
人
は
す
た
き
け
り
は花
の
ゆ
へ
あ
る
宿⎝
巫
⎠

な
は
花
な
る
や
と
に
そ
あ有⎝
巫
⎠

り
け
る

　
　
わ
か
宿
︵
鈴
︶　

我
や
と
︵
巫
︶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
み
す
た
く
計
そ
︵
鈴
︶　
　

の
み
す
た
く
は
か
り
そ
︵
巫
︶

⑵
　
わ
か
や
と
の
は
な
は
う
ゑ
し
に
心
あ
れ
は
ま
も
る
人
な
み
ひ
と
ゝ
な
す
に
て

Ｂ
段　

　
時
雨
ふ
る
お
り
そ
折
け
る
︵
鈴
︶　
　
　

秋
ふ
か
き
イ
　
　
　
　
　
　
　

時
雨
ふ
る
時
そ
折
け
る
︵
巫
︶

⑶
　
あ
き
を
お
き
て
と
き
こ
そ
あ
り
け
れ 

き菊
く
の
は花
な
う
つ
ろ
ふ
か
ら
に
色
の
ま
さ
れ
は

Ｃ
段⑷

　
みコ
ノ
歌
ナ
シ

よ
を
へ
て
ふ
り
た
る
お
き
な
つ
ゑ
つ
き
て
は
な
の
あ
り
か
を
み
る
よ
し
も
か
な
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花
衣
き
み
か
き
ま
さ
は
︵
鈴
︶　

花
衣
君
か
き
を
ら
は
︵
巫
︶

⑸
　
た
ま
ほ
こ
に
き
み
し
き
よ
ら
は
あ
さ
ち
ふ
に
ま
し
れ
る
き菊
く
の
か
はに
増⎝
鈴
⎠

ま
さ
り
な
ん

Ｄ
段　

　
　
夜
な
か
︵
鈴
︶　

夜
中
︵
巫
︶　
　
　
名
と
り
川
︵
鈴
︶　

名
取
川
︵
巫
︶　

   

　

と
て
イ
　

ら
ん
︵
巫
︶

⑹
　
さ
よ
な
か
に
う
き
な
と
り
か
は
わ
た
る
と
て
ぬ
れ
に
し
そ袖⎝
巫
⎠

て
に
し時
雨

く
れ
さ
へ
ふ
る

⑺
　
し時
雨

く
れ
の
み
ふ
る
や屋⎝
鈴
⎠

な
れ
は
そ
ぬ
れ
に
け
ん
た立
ち
か
くへ
り⎝
鈴
⎠た
る

れ
け
ん
こ
と
や
く
や
し
き

Ｅ
段　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
そ
き
︵
鈴
︶　

い
き
て
︵
巫
︶

⑻
　
な難
波

に
は
か
た
お
き
て
も
ゆ
か
ん
あ
し
た
つ
の
こ
ゑ
ふ
り
いた

て
ゝ
な
き
も
と
ゝ
め
よ

　
　
難
波
辺
︵
鈴
︶　

な
に
は
江
︵
巫
︶
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　        

す
き
て
ゆ
く
︵
鈴
︶　

過
て
行
く
︵
巫
︶

⑼
　
な
に
は
え
の
し塩⎝
鈴
⎠

ほ
み
つ
ま
で
に
な鳴
く
た
つ
をの⎝
鈴
⎠又

ま
た
い
か
な
れ
は
お
き
て
ゆ
く
ら
ん

Ｆ
段　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  
な
に
の
う
ら
な
る
︵
鈴
︶　

何
の
浦
な
る
︵
巫
︶

　  

う
ら
み
︵
鈴
︶　

恨
︵
巫
︶

⑽
　
見み⎝
巫
⎠

る
め
な
み
た立⎝
巫
⎠

ち
や
か帰⎝
巫
⎠

へ
ら
むん
あ
ふ
み
ち
は
に⎝
鈴
⎠　

な
の
み
う
み
な
る
う
ら
と
裏
見
て

　
　
　
　
　
　
　
あ
ら
し
の
風
の
は
け
し
さ
に
︵
鈴
︶　

嵐
の
こ
ゑ
の
あ
ら
け
れ
は
︵
巫
︶

⑾
　
せ関
山

き
や
ま
の
あ
ら
し
の
風
の
さ
む
け
れ
は 

き君
み
に
あ
ふ
み
は
なな
の
み
成
け
り

み
の
み
そ
た
つ

Ｇ
段⑿

　
あ
ふ
さ
か
のは 

な名
に
た
の
ま
れ
ぬ
せ関
水

き
川
の
な
か
れ
て
お音
と
に
き聞⎝
鈴
⎠

く
人
を
み見
て

⒀
　
な名
を

に
た
の
むみ 

わ我
れ
も
か
よ
は
ん
あ逢

坂
ふ
さ
か
を
こ
ゆ
れ
は
き君
み
に
あ
ふ
身み 

な成⎝
鈴
⎠ 

り
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
旅
の
そ
ら
に
は
と
ふ
へ
か
り
け
る
︵
鈴
︶　

旅
の
空
に
は
と
ふ
へ
か
り
け
る
︵
巫
︶

⒁
　
た立
ち
て
ゆ行
く
ゆ
く
ゑ
も
し
ら
すぬ
か
く
の
み
そ
道
の
そ
ら
に
て
ま
と
ふ
へ
ら
な
る
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⒂
　
か
く
の
み
し
ゆ行
ふ⎝
鈴
⎠

く
ゑ
ま
と
は
ゝ
わ我
玉
はか

た
ま
を
た
く
へ
や
せら
ま
し
み旅
の
空
に
は

ち
の
し
る
へ
に

　
　
　
　
　

⒃
　
た
す
く
へ
き
く草
木

さ
き
な
ら
ぬ
と
あ哀
は
れ
と
そ
も物
思

の
お
も
ふ
人時
の
め
に
は
見み
え
け
る

　
　
　
　
　

⒄
　
身
の
うう
さ

き
を
い思⎝
鈴
⎠

と
ひ
す
て
に
と
き
つ
れ
と
も
ナ
シ 

な涙
の
川
は

み
た
の
か
は
ゝ
わ
た
るり⎝
鈴
⎠

　 

せと
も
な
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
や
き
身
と
を
た
の
ま
む
︵
巫
︶　

は
や
き
身
を
と
頼
ま
ん
︵
鈴
︶

⒅
　
ま
こ
と
に
て
わ
た
る
せ瀬⎝
鈴
⎠

な 
くら
は
な涙
川

み
た
か
は
な
か
れ
て
ふ
か
き
み
を
と
た
の
ま
ん

　
　
　
　
　
　

⒆
　
あ秋
き
の
よ夜⎝
鈴
⎠

の 

ゆ夢
め
は
はゝ

か
な
く
あ有⎝
鈴
⎠

ふ
と
いい
へ
はふ

を

　
　

⒇
　
は春
る
に
か
へ
り
て
ま
さ
し
かか
ら
な
ん

る
ら
む

　
　
　
　

㉑
　
こ
と
な
ら
は
あ
か
し
は
て
ゝ
よ
こ衣
手⎝
鈴
⎠

ろ
も
て
に
ふ
れ
る
な涙
み
た
の
い色
ろ
も
み見
す
へへ
し

く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

　
　
　
　

泪
︵
鈴
︶　

涙
︵
巫
︶

　
　
　
　
　
　
　
　
　  

　
　
　
　
　  

ん
と
や
︵
鈴
︶　

ね
と
や
イ   

　

ぬ
か
な
︵
巫
︶

㉒
　
こ衣
手⎝
鈴
⎠

ろ
も
て
に
ふ
れら
ん

る 

な
み
た
の
い色
ろ
み
むん
と
あ
か
さ
は
我わ
れ⎝
鈴
⎠

も
あ
ら
は
れ
ね
と
や

Ｈ
段　

　
夜
半
に
い
て
て
︵
鈴
︶　

よ
に
は
出
て
て
︵
巫
︶

　
　
　  

わ
ふ
る
︵
巫
︶    

泪
川
︵
鈴
︶　

侘
る
︵
鈴
︶　    

涙
川
︵
巫
︶

㉓
　
よ
に
は
い
て
ゝ  

わ渡⎝
鈴
⎠

た
り
そ
か
ぬ
る     

な
み
た
か
は
ふ
ち
と
な
か
れ
て
ふ
か
く
み
ゆ
れ
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
泪
︵
鈴
︶　

涙
︵
巫
︶

　
　
　
　

㉔
　
さ
よ夜
中

な
か
に
お
く
れ
て
わ
ふ
る
な
み
た
こ
そ
き君
み
か
わあ
た
り
の
ふ淵
ち
と
な成⎝
鈴
⎠

る
ら
め

Ｉ
段
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25
　
た玉
ま
さ
か
に
き君
と
し
ら
ふ
る
こ
と
の
音
に⎝
巫
⎠

け
と
し
ら
ふ
る
こ
と
の
ね
の
あ
ひ
で
も
あ
は
ぬ
こ恋
を

ゑ
の
す
る
か
な

︵
注
︶　
伝
本
略
号
は
以
下
の
通
り
。
巫
︵
御
巫
本
︶、
鈴
︵
鈴
鹿
本
︶。
校
異
本
文
で
伝
本
略
号
の
な
い
と
こ
ろ
は
、
御
巫
本
と
鈴
鹿
本
と
が
一
致
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

附
載
二
類
と
平
中
物
語
と
が
す
べ
て
一
致
し
て
い
る
歌
は
一
首
も
な
い
。
ま
た
、
御
巫
本
と
鈴
鹿
本
が
一
致
し
て
い
る
箇
所
が
あ
る
反
面
、
御
巫
本
、
鈴
鹿
本
が
そ
れ
ぞ
れ
独
自

異
文
に
な
っ
て
い
る
箇
所
も
み
ら
れ
、
各
伝
本
の
複
雑
な
生
成
が
予
想
で
き
よ
う
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
附
載
二
類
自
体
が
何
度
か
の
転
写
を
経
て
い
る
と
考
え
て
よ
か

ろ
う
。

そ
こ
で
、
そ
の
実
態
を
探
っ
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。
附
載
二
類
に
は
二
五
首
の
和
歌
が
あ
る
こ
と
は
先
に
述
べ
た
が
、
こ
れ
ら
の
和
歌
は
贈
答
歌
に
な
っ
て
い
る
も
の
と
、

単
独
で
詠
ま
れ
て
い
る
も
の
と
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
ず
前
者
か
ら
本
文
生
成
の
糸
口
を
探
り
出
し
て
み
た
い
。
そ
も
そ
も
贈
答
歌
と
は
﹁
相
手
の
言
葉
尻
を
と
ら
え
、

相
手
の
表
現
を
巧
み
に
用
い
な
お
し
て
、
機
知
的
に
や
り
こ
め
る
と
い
っ
た
方
法
が
一
般
的
で
あ
る(9)
﹂
と
言
わ
れ
て
お
り
、
こ
れ
が
贈
答
歌
の
基
本
的
な
形
と
考
え
ら
れ
る
。
附

載
二
類
で
贈
答
歌
に
な
っ
て
い
る
の
は
⑹
⑺
、
⑻
⑼
、
⑽
⑾
、
⑿
⒀
、
⒁
⒂
、
⒄
⒅
、
㉑
㉒
、
㉓
㉔
の
八
組
で
あ
る
。
ま
ず
⑹
⑺
か
ら
み
て
い
こ
う
。
前
後
す
る
が
、
⑺
に
お
い

て
平
中
物
語
を
み
る
と
、﹁
け
ん
﹂
が
二
回
出
て
く
る
。
そ
し
て
、
そ
の
箇
所
が
附
載
二
類
で
は
異
同
が
あ
る
の
で
あ
る
。
附
載
二
類
は
重
複
を
避
け
る
た
め
に
片
方
を
﹁
た
る
﹂

に
改
め
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
附
載
二
類
の
中
で
も
異
同
が
み
ら
れ
る
。
⑹
に
お
い
て
御
巫
本
は
﹁
ら
ん
﹂
と
、
⑺
に
お
い
て
鈴
鹿
本
は
﹁
立
か
へ
り
た
る
﹂
と
そ
れ
ぞ
れ
な
っ

て
い
る
。
後
者
の
場
合
、
御
巫
本
は
﹁
立
ち
か
く
れ
た
る
﹂
と
あ
っ
て
、
平
中
物
語
に
一
致
す
る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
は
平
中
物
語
に
よ
り
近
い
と
言
え
る
。
こ
こ
を
﹁
か
く
る
﹂

と
表
現
し
た
の
は
前
の
地
文
に
﹁
み
な
隠
れ
ぬ
﹂
平
中
物
語

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
踏
ま
え
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
鈴
鹿
本
は
﹁
立
ち
か
へ
り
た
る
﹂
と
あ
っ
て
男
が
帰
る
よ
う

に
と
り
詠
ん
で
い
る
。
こ
れ
は
少
し
飛
躍
し
て
い
る
こ
と
か
ら
御
巫
本
よ
り
も
後
に
成
立
し
た
本
文
と
言
え
よ
う
。
前
者
の
場
合
、
ど
ち
ら
の
本
文
で
も
意
味
が
通
じ
る
し
、
い

ず
れ
が
改
変
し
た
か
は
断
定
で
き
な
い
。
た
だ
、
御
巫
本
の
み
が
独
自
異
文
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
前
者
の
鈴
鹿
本
の
よ
う
に
後
の
成
立
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。
次
に
⑻
⑼

を
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。
⑻
に
お
い
て
﹁
こ
ゑ
ふ
り
﹂
と
﹁
な
き
も
﹂
が
意
味
上
、
類
似
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
附
載
二
類
は
改
め
た
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
御
巫
本
と
鈴
鹿

本
に
は
異
同
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
が
も
と
の
姿
か
は
断
定
で
き
な
い
。
強
い
て
言
う
な
ら
ば
、
御
巫
本
の
場
合
、﹁
た
て
ゝ0

い
き
て0

﹂
傍
点
は
稿
者

以
下
も
同
様
。
と
あ
っ
て
一
首
の
中
で
﹁
て
﹂
が

続
い
て
お
り
重
複
を
避
け
る
た
め
に
鈴
鹿
本
は
改
め
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
⑼
を
み
る
と
、結
句
に
お
い
て
附
載
二
類
は
﹁
過
ぎ
て
行
く
ら
ん
﹂
た
だ
し
鈴
鹿
本
は

﹁
す
ぎ
て
ゆ
く
ら
ん
﹂
と
な
っ
て
い
る
。

こ
こ
は
贈
歌
に
﹁
お
き
て
も
ゆ
か
ん
﹂
と
あ
る
か
ら
、
そ
れ
を
受
け
て
返
歌
で
は
平
中
物
語
の
よ
う
に
﹁
お
き
て
ゆ
く
ら
ん
﹂
と
な
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
平
中

物
語
の
方
が
附
載
二
類
よ
り
も
贈
答
歌
と
し
て
の
体
裁
を
成
し
て
お
り
、
も
と
の
姿
と
み
て
よ
か
ろ
う
。

そ
れ
を
附
載
二
類
は
見
過
ご
し
て
行
く
意
味
に
改
め
た
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
鈴
鹿
本
は
﹁
な
く
鶴
の0

﹂
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
﹁
鶴
﹂
を
男
に
と
り
こ
う
し
た
も
の
か
。
し
か
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し
、
こ
こ
は
贈
歌
を
受
け
て
鶴
を
﹁
女
﹂
に
と
り
統
一
し
た
方
が
よ
い
。

こ
の
よ
う
に
贈
答
歌
に
お
い
て
対
応
し
て
い
る
箇
所
が
異
同
し
て
い
る
例
は
ほ
か
に
も
み
ら
れ
る
。
⑽
⑾
を
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。
⑾
の
﹁
あ
ら
し
の
風
の
さ
む
け
れ
は
﹂
の

箇
所
で
御
巫
本
、
鈴
鹿
本
と
も
異
同
が
あ
る
。
御
巫
本
は
こ
こ
を
﹁
あ
ら
け
れ
は
﹂
と
改
変
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
六
三
段
で
宗
于
が
詠
ん
だ
﹁
さ
も
こ
そ
は
峰
の
嵐0

は
荒0

か
ら

0

0

め
…
﹂
の
歌
が
ヒ
ン
ト
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
と
い
う
の
は
、
附
載
二
類
の
和
歌
に
は
大
和
物
語
の
宗
于
関
係
の
章
段
の
和
歌
を
も
と
に
改
変
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
み
ら

れ
る
か
ら
で
あ
る(10)
。
こ
の
六
三
段
も
宗
于
の
章
段
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
当
然
あ
り
得
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
し
て
も
﹁
嵐
の
こ
ゑ

0

0

0

0

の
あ
ら
け
れ
は
﹂
と
い
う
表
現
は
ど

う
か
。
そ
の
点
、
鈴
鹿
本
は
﹁
あ
ら
し
の
風
の
は
け
し
さ
に

0

0

0

0

0

﹂
と
し
て
自
然
な
表
現
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
異
同
か
ら
、
ま
ず
平
中
物
語
が
あ
り
、
次
い
で
御
巫
本
、
そ
の

後
に
鈴
鹿
本
と
い
う
関
係
が
推
測
で
き
よ
う
。
話
が
前
後
す
る
が
、
⑽
も
大
和
物
語
三
十
段
に
ヒ
ン
ト
を
得
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
三
十
段
を
み
る
と
、
地
文
に
﹁
海
松
﹂
の
記

述
が
あ
り
、
ま
た
そ
こ
に
あ
る
宗
于
が
詠
ん
だ
﹁
沖
の
風
﹂
の
歌
に
は
﹁
ふ
け
ゐ
の
浦
﹂
が
詠
ま
れ
て
い
る
。
⑽
で
は
﹁
み
る

0

0

め
﹂
が
詠
ま
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
と
も
な
い
附
載

二
類
は
﹁
何
の
浦0

な
る
﹂
異

同

あ
り
。
と
改
め
た
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
⑾
に
お
い
て
附
載
二
類
は
﹁
な
の
み
成
り
け
り
﹂
と
あ
り
、
こ
れ
は
⑽
の
﹁
な
の
み
う
み
な
る
﹂
を
受
け
て
い
る
。

た
だ
、
附
載
二
類
で
は
こ
の
箇
所
に
異
同
が
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
を
考
え
る
と
附
載
二
類
の
改
変
で
あ
る
こ
と
が
理
解
で
き
よ
う
。
⑿
⒀
を
み
る
と
、
贈
歌
に
﹁
名
に0

た
の
ま
れ

ぬ
﹂
と
あ
る
か
ら
、
そ
れ
を
受
け
て
返
歌
に
﹁
な
に0

た
の
む
﹂
と
あ
る
の
が
も
と
の
姿
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
を
附
載
二
類
は
﹁
名
を0

た
の
み
﹂
と
改
め
た
の
で
あ
ろ
う
。
⒁
⒂
を
み

る
こ
と
に
し
よ
う
。
⒂
に
﹁
か
く
の
み

0

0

0

0

し
ゆ
く
ゑ
ま
と
は

0

0

0

ゝ
﹂
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
⒁
の
﹁
か
く
の
み

0

0

0

0

そ
道
の
そ
ら
に
て
ま
と
ふ

0

0

0

﹂
を
受
け
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
を
附

載
二
類
は
﹁
旅
の
空
に
は
と
ふ
へ
か
り
け
る
﹂
御
巫
本

に
よ
る
。
と
改
め
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
れ
に
対
応
さ
せ
て
⒂
の
結
句
を
附
載
二
類
は
﹁
旅
の
空
に
は
﹂
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
に
し
て
も
附
載
二
類
は
⒁
に
お
い
て
な
ぜ
改
変
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
附
載
二
類
は
﹁
ゆ
く
へ
も
し
ら
す
﹂
を
﹁
迷
う
﹂
と
と
り
、
そ
う
す
る
と
結
句
に
あ
る
﹁
ま
と
ふ
﹂

と
重
複
す
る
の
で
﹁
旅
の
空
に
は
云
々
﹂
と
改
め
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
例
か
ら
み
て
附
載
二
類
は
平
中
物
語
よ
り
も
後
に
成
立
し
た
本
文
と
み
て
よ
か
ろ
う
。
ま
た
、
⒄
⒅
に

お
い
て
平
中
物
語
は
贈
歌
に
﹁
わ
た
る
せ
も
な
し
﹂
と
あ
る
か
ら
そ
れ
を
受
け
て
返
歌
で
は
﹁
わ
た
る
せ
な
く
は
﹂
と
な
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
附
載
二
類
は
﹁
わ
た
る
せ
な0

ら0

は
﹂
と
あ
り
、
こ
れ
は
贈
答
歌
で
同
じ
こ
と
の
く
り
返
し
を
避
け
る
た
め
に
改
め
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
と
⒅
の
四
、五
句
に
か
け
て
も
異
同
が
あ
る
。
こ
の
場
合
、
⒄
の
﹁
わ

た
る
せ
も
な
し
﹂
を
受
け
て
⒅
の
﹁
ふ
か
き

0

0

0

み
を
と
﹂
と
い
う
表
現
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
を
附
載
二
類
は
﹁
は
や
き
身
を
と
﹂
と
改
変
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
な

お
、
⒄
で
鈴
鹿
本
の
﹁
わ
た
り0

﹂
と
、
⒅
で
御
巫
本
の
﹁
身
と
を

0

0

﹂
は
そ
れ
ぞ
れ
誤
り
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
㉑
㉒
を
み
る
と
附
載
二
類
は
贈
歌
に
対
応
し
て
い
る
﹁
ふ
れ
る

な
み
た
﹂
の
と
こ
ろ
を
﹁
ふ
ら
ん
涙
﹂
鈴
鹿
本

は
﹁
泪
﹂
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
女
が
ま
だ
現
実
的
に
男
の
涙
を
見
て
い
な
い
の
で
、
附
載
二
類
は
推
量
の
形
に
改
変
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
そ
う
す
る
と
﹁
ふ
ら
ん0

﹂
と
﹁
み
ん0

﹂
と
が
重
複
し
不
自
然
さ
は
否
め
な
い
。
な
お
、
㉒
の
結
句
に
お
い
て
御
巫
本
と
鈴
鹿
本
に
そ
れ
ぞ
れ
異
同
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は

転
写
過
程
で
生
じ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
最
後
の
㉓
㉔
を
み
る
と
、
平
中
物
語
は
両
方
に
わ
た
っ
て
﹁
わ
た
り
﹂
と
あ
る
が
、
附
載
二
類
は
㉔
の
方
が
﹁
あ
た
り
﹂
と
な
っ
て
い
る
。
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こ
れ
も
今
ま
で
み
て
き
た
贈
答
歌
と
同
じ
で
あ
り
、
附
載
二
類
は
改
め
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
の
一
方
で
㉓
を
み
る
と
附
載
二
類
は
﹁
わ
た
り
そ
わ
ふ
る

0

0

0

﹂
異
同
あ
り
。
と
あ
り
、

㉔
の
﹁
お
く
れ
て
わ
ふ
る

0

0

0

﹂
に
合
わ
せ
て
い
る
。
こ
れ
は
附
載
二
類
の
方
針
に
反
す
る
よ
う
で
あ
る
が
、
男
女
の
心
情
が
と
も
に
同
じ
と
考
え
て
そ
う
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
し

か
し
、
贈
答
歌
と
し
て
の
時
間
的
な
隔
た
り
と
、
二
人
の
心
情
を
考
慮
す
る
と
平
中
物
語
の
方
が
自
然
と
言
え
よ
う
。

次
に
後
者
の
単
独
で
詠
ん
だ
歌
に
つ
い
て
み
て
い
き
た
い
。
⑴
と
⑵
に
お
い
て
平
中
物
語
を
み
る
と
、﹁
花
﹂、﹁
人
﹂
が
重
複
し
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
箇
所
で
御
巫
本
、
鈴

鹿
本
に
は
異
同
が
み
ら
れ
る
。
こ
の
う
ち
⑴
に
つ
い
て
は
雨
海
博
洋
氏
が
指
摘
さ
れ
て
い
る(11)
よ
う
に
御
巫
本
は
整
理
さ
れ
た
本
文
に
な
っ
て
い
る
。
⑵
に
つ
い
て
も
附
載
二
類
は

同
様
に
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
単
独
で
詠
ん
だ
歌
で
も
贈
答
歌
と
同
じ
よ
う
な
配
慮
が
み
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
ま
た
贈
答
歌
で
述
べ
た
こ
と
へ
の
補
強
に
な
る
と
思
う
。

な
お
⑴
の
歌
を
鈴
鹿
本
は
持
っ
て
い
な
い
が
、
こ
れ
は
何
ら
か
の
理
由
で
脱
落
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
⑶
は
古
今
集
に
も
み
ら
れ
る
。
即
ち
、

　
仁
和
寺
に
き
く
の
花
め
し
け
る
時
に
う
た
そ
へ
て
た
て
ま
つ
れ
と
お
ほ
せ
ら
れ
け
れ
は
よ
み
て
た
て
ま
つ
り
け
る
　
　
　
平
さ
た
ふ
ん

秋
を
ゝ
き
て
時
こ
そ
有
け
れ
菊
の
花
う
つ
ろ
ふ
か
ら
に
色
の
ま
さ
れ
は

︵
注
︶　
本
文
は
﹃
古
今
集
校
本
﹄︵
西
下
経
一
氏
・
滝
沢
貞
夫
氏
編
　
笠
間
書
院
　
昭
和
52
年
9
月
︶
に
拠
る
。

と
あ
り
、
Ｂ
段
の
内
容
と
ほ
ぼ
共
通
し
て
い
る
。﹁
秋
を
ゝ
き
て
﹂
の
歌
に
お
い
て
初
句
に
異
同
は
な
い
こ
と
か
ら
古
今
集
、
平
中
物
語
が
も
と
の
姿
と
考
え
ら
れ
る
。
附
載
二

類
は
初
句
を
改
変
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
こ
の
中
で
﹁
時
﹂、﹁
お
り
﹂
の
異
同
が
あ
る
が
、
古
今
集
や
平
中
物
語
も
﹁
時
﹂
た
だ

し

平
仮
名
。
と
あ
る
こ
と
か
ら
附
載
二
類
の
中
で
は

御
巫
本
が
先
に
成
立
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
⑷
を
み
る
と
、
附
載
二
類
は
歌
一
首
を
欠
い
て
い
る
。
こ
れ
は
ど
の
よ
う
な
事
情
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
今
、
そ
れ
を
探
る
た
め
に

平
中
物
語
と
附
載
二
類
の
前
後
の
本
文
を
記
し
て
お
く
。

平
　
中
　
物
　
語

附
　
載
　
二
　
類

返
り
ご
と
聞
ゆ
と
て
お
も
し
ろ
き
菊
に
ぞ
つ
け
た
り
け
る
。
さ

り
け
れ
ば
、
いａ

か
な
る
こ
と
を
か
書
い
た
り
け
む
、
た
ち
返
り

又
の
た
ま
へ
る
、

御
代
を
経
て
古
り
た
つ
翁
杖
つ
き
て
花
の
あ
り
か
を
見
る

よ
し
も
が
な

とｂ
あ
り
け
れ
ば
、
返
し

御
返
事
き
こ
ゆ
と
て
、
お
も
し
ろ
き
菊
に
つ
け
た
り
け
れ
ば
、

いa'

か
ゞ
見
給
ひ
け
ん
。
か
ゝ
る
歌
を
よ
み
給
ひ
け
る
。

︵
歌
ヲ
欠
ク
︶

とb'

て
有
け
る
。
こ
の
男
お
ど
ろ
き
て
、
と
か
く
思
は
ば
、
程
へ

ん
に
、
か
の
御
つ
か
ひ
の
思
ふ
事
も
あ
ら
ん
と
て
、
た
ゞ
と
く
ぞ
、

ふ
と
は
し
り
書
き
て
奉
れ
り
け
る
。
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︵
注
︶　
傍
線
、
記
号
は
稿
者
に
拠
る
。

附
載
二
類
は
歌
を
欠
い
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
前
後
の
本
文
を
み
る
と
、
平
中
物
語
に
比
べ
て
大
き
な
異
同
が
あ
る
。
こ
の
異
同
は
帝
の
歌
の
存
在
感
を
反
映
し
て
い
る
よ
う

で
あ
る
。
ａ
と
ａ’
と
で
は
主
体
が
異
な
る
。
平
中
物
語
で
は
男
に
な
り
、
一
方
、
附
載
二
類
で
は
国
経
に
な
る
。
し
か
も
平
中
物
語
で
は
男
が
書
い
た
手
紙
の
内
容
に
焦
点
を

あ
て
て
い
る
の
に
対
し
て
、
附
載
二
類
で
は
菊
に
焦
点
を
あ
て
て
い
る
。
そ
し
て
ａ
と
ａ’
は
国
経
、
宗
于
が
歌
を
詠
む
き
っ
か
け
に
も
な
っ
て
い
る
。
附
載
二
類
に
も
﹁
み
よ

を
へ
て
﹂
の
歌
が
あ
っ
た
と
推
定
し
て
、
そ
の
内
容
か
ら
考
え
て
ａ’
の
方
が
歌
と
地
文
と
は
一
体
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
ｂ’
か
ら
も
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
ｂ’
か
ら
知

ら
れ
る
こ
と
は
一
刻
も
早
く
帝
に
自
分
の
気
持
ち
を
伝
え
よ
う
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
う
し
な
い
と
使
い
に
申
し
訳
な
い
と
思
い
、
即
座
に
歌
を
詠
も
う
と
す
る
宗
于
の
姿

で
あ
る
。
こ
れ
は
裏
返
せ
ば
、
歌
人
と
し
て
名
を
馳
せ
た
宗
于
の
姿
を
表
現
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
こ
の
よ
う
に
ａ’
も
そ
う
だ
が
、
ｂ’
は
よ
り
物
語
化
し
た
本
文
と
言
え
る
。

そ
し
て
何
よ
り
も
こ
れ
ら
の
表
現
は
こ
こ
に
﹁
み
よ
を
へ
て
﹂
の
歌
が
あ
っ
て
こ
そ
理
解
で
き
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
な
の
に
附
載
二
類
は
な
ぜ
こ
の
歌
を
持
っ
て
い
な
い
の
で

あ
ろ
う
か
。
御
巫
本
、
鈴
鹿
本
と
も
こ
の
歌
を
欠
い
て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
て
、
既
に
そ
の
親
本
に
お
い
て
も
欠
い
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
御
巫
本
、
鈴
鹿
本
を
み
る
と
、
一

行
分
、
空
白
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
そ
れ
を
物
語
っ
て
い
よ
う
。
そ
し
て
そ
の
原
因
を
突
き
詰
め
て
み
る
と
、
こ
の
歌
の
前
後
の
地
文
の
改
変
に
伴
い
、
歌
も
改
変
し
よ
う
と

し
た
が
、
そ
こ
ま
で
行
き
届
か
ず
、
そ
の
ま
ま
空
白
に
し
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
附
載
二
類
に
あ
る
歌
す
べ
て
が
改
変
し
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
当
然
こ
の
歌
も

そ
う
し
た
は
ず
で
あ
る
。

⑸
は
前
の
﹁
み
よ
を
へ
て
﹂
の
歌
と
同
じ
く
Ｃ
段
に
あ
る
。
こ
の
場
合
、
初
句
に
お
い
て
御
巫
本
、
鈴
鹿
本
に
異
同
が
あ
り
、
ま
た
結
句
で
も
附
載
二
類
は
﹁
香
に0

﹂
と
な
っ

て
い
る
。
平
中
物
語
で
は
男
の
家
の
菊
の
香
が
い
っ
そ
う
映
え
る
だ
ろ
う
と
国
経
の
来
訪
を
待
ち
望
む
気
持
ち
を
詠
ん
で
い
る
。
御
巫
本
と
鈴
鹿
本
は
こ
れ
を
改
変
し
た
の
で
あ

ろ
う
。
こ
こ
で
﹁
花
衣
﹂
と
は
華
麗
な
お
召
し
物
の
意
で
あ
り
、
そ
れ
が
菊
の
香
り
に
ま
さ
っ
て
い
る
と
詠
ん
で
い
る
。
こ
こ
も
国
経
の
来
訪
を
待
ち
望
ん
で
い
る
わ
け
で
、
冒

頭
を
﹁
花
衣
﹂
と
し
た
の
は
、
花
を
好
ん
だ
い
か
に
も
宗
于
ら
し
い
と
言
お
う
か
、
そ
の
こ
と
を
考
慮
し
て
御
巫
本
と
鈴
鹿
本
は
改
め
た
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
鈴
鹿
本
は
﹁
き

ま
さ

0

0

は
﹂
と
敬
意
を
添
え
て
い
る
が
、
こ
れ
は
改
変
と
み
て
よ
か
ろ
う
。
こ
こ
か
ら
鈴
鹿
本
は
御
巫
本
よ
り
も
後
に
成
立
し
た
本
文
で
あ
る
こ
と
が
理
解
で
き
よ
う
。
⒃
を
み
る

と
、
平
中
物
語
の
﹁
も
の
お
も
ふ
人0

の
﹂
の
と
こ
ろ
が
附
載
二
類
で
は
﹁
物
思
ふ
時0

の
﹂
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
﹁
物
思
ふ
﹂
の
は
詠
者
、
即
ち
男
自
身
で
あ
る
。
平
中
物
語

の
よ
う
だ
と
、
間
接
的
と
言
お
う
か
、
他
人
事
の
よ
う
に
詠
ん
で
い
る
。
そ
の
た
め
に
読
者
に
伝
わ
っ
て
く
る
気
持
ち
が
弱
い
。
そ
の
点
、
附
載
二
類
は
そ
れ
を
解
消
し
て
い
る
。

こ
こ
で
も
附
載
二
類
は
改
め
た
の
で
あ
ろ
う
。
25
に
お
い
て
平
中
物
語
と
附
載
二
類
と
の
根
本
的
な
相
違
は
、
こ
の
歌
を
詠
む
に
至
る
ま
で
の
状
況
が
異
な
る
こ
と
で
あ
る
。
平

中
物
語
で
は
友
人
が
琴
を
弾
い
て
手
引
き
を
す
る
話
で
あ
る
が
、
附
載
二
類
で
は
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
一
切
み
ら
れ
な
い
。
平
中
物
語
の
方
が
こ
の
歌
を
詠
ん
だ
い
き
さ
つ
が
自

然
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
で
も
平
中
物
語
が
も
と
の
姿
で
あ
る
こ
と
が
理
解
で
き
よ
う
。
ま
た
、附
載
二
類
で
は
﹁
あ
ひ
で
も
あ
は
ぬ
恋
﹂
と
あ
る
が
、た
と
え
こ
こ
が
掛
詞
に
な
っ
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て
い
て
も
上
句
に
﹁
こ
と
の
ね0

﹂
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
に
応
じ
て
﹁
こ
ゑ
︵
声
︶﹂
と
あ
る
の
が
よ
か
ろ
う
。
そ
し
て
こ
れ
は
二
人
の
逢
瀬
を
邪
魔
す
る
﹁
朽
女
﹂
の
言
葉

を
意
味
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
附
載
二
類
は
﹁
恋
﹂
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
平
中
物
語
の
内
容
を
あ
ま
り
考
え
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
御
巫
本
は
二
句
を

﹁
君
と
し
ら
ふ
る

0

0

0

0

0

0

こ
と
の
音
に
﹂
と
あ
る
が
、
こ
れ
だ
と
下
句
と
の
つ
な
が
り
が
密
接
に
な
る
。
御
巫
本
は
そ
れ
を
考
え
て
改
め
た
の
で
あ
ろ
う
。

附
載
二
類
に
お
け
る
和
歌
の
異
同
に
は
、
こ
れ
ら
の
ほ
か
に
特
殊
な
例
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
⒆
⒇
を
み
る
と
、
平
中
物
語
で
は
連
歌
に
な
っ
て
い
て
男
女
が
そ
れ
ぞ
れ

詠
ん
で
い
る
が
、
附
載
二
類
で
は
短
歌
に
な
り
男
が
詠
ん
で
い
る
。
こ
こ
は
平
中
物
語
が
本
来
の
姿
で
あ
ろ
う(12)
。
こ
こ
で
前
後
の
本
文
を
加
え
て
比
較
し
て
み
よ
う
。

両
者
を
比
べ
て
み
て
感
ず
る
こ
と
は
、
話
の
展
開
に
お
い
て
平
中
物
語
の
方
が
自
然
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
別
な
言
い
方
を
す
れ
ば
、
地
文
と
和
歌
と
が
融
合
し
て
い
る

わ
け
で
あ
る
。
そ
れ
が
附
載
二
類
で
は
ど
う
だ
ろ
う
。
も
と
も
と
連
歌
で
あ
っ
た
の
を
一
首
の
短
歌
に
し
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
れ
に
伴
な
っ
て
﹁
い
ふ
﹂
を
﹁
い
へ
は
﹂
と
し
て

条
件
を
示
し
、
ま
た
﹁
正
し
か
る
ら
む
﹂
を
﹁
ま
さ
し
か
ら
な
ん
﹂
と
願
望
を
込
め
た
表
現
に
し
て
い
る
。
そ
れ
と
同
時
に
前
後
の
地
文
も
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
当
然
で

あ
る
。
附
載
二
類
は
後
述
す
る
よ
う
に
本
文
の
工
夫
を
試
み
て
い
る
。
こ
こ
の
場
合
、
附
載
二
類
は
①
と
②
が
重
複
し
て
い
る
し
、﹁
か
く
言
へ
り
け
る
﹂
の
主
体
が
は
っ
き
り

し
な
い(13)
。
②
は
平
中
物
語
に
も
み
ら
れ
、
後
へ
の
続
き
を
考
え
る
と
、
ど
う
し
て
も
必
要
な
本
文
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
残
し
た
わ
け
で
あ
る
。
ま
た
、
①
の
本
文
も
歌
を
詠
む

導
入
の
働
き
を
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
た
必
要
な
本
文
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
附
載
二
類
は
改
変
し
た
も
の
の
、
か
え
っ
て
欠
点
を
生
じ
て
し
ま
っ
た
と
言
え
る
。

附
載
二
類
に
お
け
る
和
歌
の
異
同
を
通
し
て
様
々
な
現
象
を
見
て
き
た
。
附
載
二
類
は
複
雑
な
生
成
を
経
て
お
り
、
そ
こ
に
は
作
者
︵
編
者
︶
の
手
が
加
わ
っ
て
い
る
と
考
え

て
よ
か
ろ
う
。
こ
こ
で
は
そ
の
意
図
な
る
も
の
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
た
よ
う
に
思
う
。

平
　
中
　
物
　
語

附
　
載
　
二
　
類

さ
て
、
夜
、
や
う
や
う
暁
が
た
に
な
り
に
け
れ
ば
、
こ
の
女
、﹁
い

ま
は
い
な
む
﹂
と
て
、﹁
ゆ
め
、
今
宵
だ
に
、
ま
た
、
人
に
か
か

り
と
な
。
う
つ
つ
と
は
さ
ら
に
﹂
と
て
、

　
　
秋
の
夜
の
夢
は
は
か
な
く
あ
ふ
と
い
ふ
を

と
い
へ
ば
、
男
、

　
　
春
に
か
へ
り
て
正
し
か
る
ら
む

と
い
ひ
け
る
ほ
ど
に
、
す
く
す
く
と
あ
か
く
な
り
に
け
れ
ば
、

や
う
や
う
あ
か
つ
き
に
も
な
れ
ば
、
女
、﹁
今
は
い
な
ん
。
ゆ
め

此
の
た
び
に
た
た
り
、
人
に
か
く
な
。
す
べ
て
忘
れ
じ
。
う
つ

つ
と
な
思
ひ
そ
﹂
と
い
ひ
て
、
①

か
へ
る
に
、
か
く
言
へ
り
け
る
、

秋
の
よ
の
夢
は
は
か
な
く
あ
り
と
い
へ
ば
春
に
か
へ
り
て

ま
さ
し
か
ら
な
ん

な②

ど
い
ひ
け
る
ほ
ど
に
、
夜
あ
か
う
な
り
け
れ
ば
、
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四

次
に
附
載
二
類
の
地
文
に
目
を
転
じ
て
み
よ
う
。
こ
こ
で
も
平
中
物
語
と
比
較
す
る
に
甚
だ
し
い
異
同
が
あ
る
。
た
だ
、
そ
れ
ら
は
お
お
む
ね
、
附
載
二
類
の
ア
簡
略
化
・
イ

付
加
・
ウ
部
分
的
な
改
変
の
三
つ
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
そ
う
で
あ
る
。
ま
ず
は
ア
か
ら
み
て
い
き
た
い
。
論
述
の
便
宜
上
、
そ
の
主
な
用
例
を
あ
げ
て
お
こ
う
。

番
号

章
段

平
　
中
　
物
　
語

附
　
載
　
二
　
類

⑴

Ｄ

こ
の
男
の
乗
れ
る
馬
、
も
の
に
驚
き
て
、
引
き
放
ち
て
、
走
り

け
れ
ば
、
①

わ
ら
は
べ
み
な
馬
に
つ
き
て
い
に
け
れ
ば
、
②

わ
ら
は

一
人
ぞ
、
と
ど
ま
り
て
、
見
え
し
ら
が
ひ
歩
き
け
る
。
さ
れ
ば
、

こ
の
男
、
か
た
は
ら
い
た
が
り
て
、
招
き
て
、﹁
な
に
ご
と
ぞ
﹂

と
い
ひ
け
れ
ば
、
さ
れ
ば
、﹁
早
う
隠
れ
よ
﹂
と
て
、
追
ひ
込
め

て
け
り
。
そ
れ
を
、
女
ど
も
、
み
て
﹁
何
事
ぞ
﹂
と
問
ひ
け
れ
ば
、

﹁
乗
れ
る
馬
の
放
れ
て
、
い
ぬ
ら
ん
方
知
ら
ず
﹂
と
言
へ
ば
、﹁
さ

れ
ば
な
の
、
た
だ
か
く
れ
よ
﹂
と
い
ひ
て
お
ひ
か
へ
し
て
け
り
。

そ
れ
を
こ
の
女
ど
も
見
て
、﹁
何
事
ぞ
﹂
と
問
ふ
。

⑵

〃

こ
の
男
、﹁
あ
な
わ
び
し
や
①。

さ
ら
に
も
あ
ら
ず
﹂
と
い
ひ
け
れ

ど
、②
さ
ら
に
聞
か
ず
。
は
て
は
、
も
の
い
ひ
ふ
れ
む
人
も
な
か
り

け
れ
ば
、
よ
ろ
づ
の
言
葉
を
ひ
と
り
ご
ち
け
れ
ど
、③

さ
ら
に
答
へ

す
る
人
も
な
か
り
け
れ
ば
、
い
ひ
わ
び
て
ぞ
、
い
で
来
に
け
る
。

﹁
あ
な
わ
び
し
や
。
死
な
ん
や
。
も
は
ら，①さ
に
は
侍
ら
ず
な
ん
﹂

と
言
へ
ど
、，②絶
え
て
聞
か
ず
。
は
て
は
、
物
い
ひ
つ
か
ん
人
も

な
く
な
り
に
け
り
。
ゐ
わ
づ
ら
ひ
て
ぞ
逃
げ
に
け
る
。

⑶

〃

﹁
音
に
の
み
聞
き
つ
る
を
、
い
ざ
、
呼
び
す
ゑ
て
、
も
の
い
は
む
﹂、

﹁
い
か
が
あ
る
と
聞
か
む
﹂
と
て
、﹁
お
な
じ
う
は
、
こ
の
庭
の

月
を
か
し
き
を
見
せ
む
﹂
と
い
ひ
け
れ
ば
、

ナ
シ

⑷

Ｆ

か
ら
う
じ
て
、
①

築
地
を
越
え
て
、
こ
の
男
入
り
に
け
り
。
つ
ね

に
、
も
の
い
ひ
つ
た
へ
さ
す
る
人
に
、
た
ま
さ
か
に
あ
ひ
に
け
り
。

さ
て
、
そ
れ
し
て
、﹁②
築
地
を
越
え
て
な
む
ま
ゐ
り
来
る
﹂
と
い

は
せ
け
る
を
、
親
気
色
見
て
、

か
ら
う
じ
て
、﹁
築
地
こ
え
て
な
む
来
つ
る
﹂
と
い
は
せ
け
る
に
、

つ
た
へ
人
の
も
と
に
よ
り
て
、
物
言
ひ
け
る
け
し
き
を
親
み
て
、
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︵
注
︶　
本
文
は
先
程
の
﹁
三
﹂
の
⑷
⒆
⒇
を
含
め
て
、
平
中
物
語
が
﹃
日
本
古
典
文
学
全
集
平
中
物
語
﹄
に
、
附
載
二
類
が
御
巫
本
を
底
本
に
し
た
﹃
大
和
物
語  

校
注
古
典
叢
書
﹄
に
、

そ
れ
ぞ
れ
拠
っ
て
い
る
。
平
仮
名
を
漢
字
に
改
め
た
箇
所
も
あ
る
。
ま
た
、
傍
線
、
二
重
傍
線
、
及
び
波
線
は
稿
者
が
施
し
た
。
こ
れ
ら
は
以
下
も
同
様
。

個
々
に
あ
た
っ
て
み
る
こ
と
に
す
る
。
⑶
と
⑻
に
お
い
て
附
載
二
類
は
傍
線
部
を
持
っ
て
い
な
い
。
前
者
の
場
合
、
平
中
物
語
を
み
る
と
、
傍
線
部
と
波
線
部
で
同
じ
内
容
の

こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り
、
附
載
二
類
は
重
複
を
避
け
る
た
め
に
片
方
を
除
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
後
者
の
場
合
も
傍
線
部
と
波
線
部
が
重
複
し
て
お
り
、
こ
こ
も
前

者
と
同
様
に
考
え
て
よ
か
ろ
う
。
ま
た
、
⑺
に
お
い
て
平
中
物
語
を
み
る
に
、
傍
線
部
と
波
線
部
と
は
表
現
が
異
な
る
も
の
の
、
同
じ
内
容
を
言
っ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
そ
の

た
め
に
附
載
二
類
は
片
方
を
削
除
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
⑴
と
⑵
は
と
も
に
Ｄ
段
に
み
ら
れ
る
現
象
で
あ
る
。
前
者
に
お
い
て
、
平
中
物
語
は
文
脈
が
だ
ぶ
つ
い
て
い
る
。
①
と

言
っ
て
お
き
な
が
ら
、②
の
よ
う
に
な
っ
て
お
り
矛
盾
し
た
よ
う
な
表
現
で
あ
る
。
ま
た
、こ
こ
に
は
﹁
さ
れ
ば
﹂
と
﹁
何
事
ぞ
と
い
ひ
け
れ
ば
﹂
が
二
度
に
わ
た
っ
て
出
て
く
る
。

そ
の
点
、
附
載
二
類
は
い
ず
れ
か
一
方
を
除
き
簡
潔
に
し
て
い
る
。
ま
た
、
後
者
に
お
い
て
も
附
載
二
類
は
か
な
り
簡
潔
に
な
っ
て
い
る
。
平
中
物
語
を
み
る
と
﹁
さ
ら
に
﹂
が

三
箇
所
に
出
て
く
る
。
そ
れ
を
附
載
二
類
で
は
最
初
の
方
を
残
し
、
②
を
②’
に
改
め
て
い
る
。
そ
れ
と
平
中
物
語
に
み
ら
れ
る
波
線
で
示
し
た
重
複
表
現
で
﹁
さ
ら
に
﹂
を
含
む

後
の
方
の
本
文
を
削
除
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
れ
に
付
随
す
る
﹁
よ
ろ
づ
の
言
葉
を
ひ
と
り
ご
ち
け
れ
ど
﹂
も
必
要
で
な
く
な
る
か
ら
附
載
二
類
は
削
除
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ

⑸

Ｇ

﹁
い
と
よ
う
知
れ
る
人
の
、
憂
き
こ
と
ど
も
の
あ
り
け
る
、
い
ひ
し
、

聞
き
し
か
ば
、
心
︱
︱
︱
︱
︱
︱

憂
し
。
い
は
じ
﹂
と
い
ひ
け
れ
ば
、①

さ
ら
ば
、

こ
れ
は
志
賀
の
人
な
る
べ
し
と
思
ふ
に
、②
よ
に
な
き
心
地
し
け
れ

ば
、﹁
さ
に
や
﹂
と
問
ひ
け
る
に
、
女
、﹁
さ
ぞ
﹂
と

﹁
い
な
、
い
と
な
れ
た
り
け
る
人
あ
り
け
れ
ば
、
う
き
事
も
こ
れ

な
り
や
。
し
ば
し
﹂
と
言
ひ
お
こ
せ
た
り
。
そ
の
か
み
男
思
ひ

け
る
に
、，②
世
に
憂
き
心
ち
し
て
、﹁
も
し
然
か
﹂
と
問
ひ
け
れ
ば
、

﹁
さ
ぞ
か
し
﹂
と
女
答
へ
け
り
。

⑹

〃

と
①

い
ひ
て
、
こ
の
女
﹁
い
づ
ち
ぞ
﹂
と
②

い
ひ
け
れ
ば
、
男
、﹁
志

賀
へ
な
む
ま
う
づ
る
﹂
と
③

い
ひ
け
れ
ば
、
や
が
て
、﹁
さ
は
、
も

ろ
と
も
に
。
こ
こ
に
も
さ
な
む
﹂
と
て
、
い
き
け
る
。

と，①
い
ひ
や
る
。
女
、﹁
ま
め
や
か
に
は
、
い
づ
ち
行
く
ぞ
﹂

と，②と
は
せ
け
る
。
男
、﹁
志
賀
へ
な
ん
ま
う
づ
﹂﹁
さ
ら
ば
も
ろ

と
も
に
。
我
も
な
さ
ん
﹂
と
い
ひ
て
行
く
。

⑺

Ｈ

夜
も
明
け
ぬ
先
に
、
人
の
静
ま
れ
る
を
り
に
と
て
、
帰
り
い
で

た
る
に
、

夜
も
明
け
ぬ
さ
き
に
ぞ
帰
り
け
る
。

⑻

〃

橋
の
上
に
立
ち
て
、
い
ひ
入
る
。

　
夜
半
に
い
で
て
…
…

と
、
い
ひ
入
れ
た
れ
ば
、
女
も
寝
で
ぞ
起
き
た
り
け
る
。

ナ
シ
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る
。
な
お
こ
れ
は
削
除
で
は
な
い
が
、
平
中
物
語
を
み
る
と
、﹁
わ
び
し
﹂、﹁
わ
び
て
﹂
と
い
う
同
じ
意
味
の
語
が
出
て
く
る
。
附
載
二
類
で
は
後
の
方
を
﹁
わ
づ
ら
ひ
て
﹂
と

改
め
て
い
る
。
こ
れ
も
簡
潔
に
す
る
た
め
に
改
変
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
ら
に
⑷
⑸
⑹
を
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。
⑷
に
つ
い
て
は
先
学
に
よ
り
言
及
さ
れ
て
い
る(14)
が
、
少
し
別
な
面
か
ら
考
え
て
み
た
い
。
平
中
物
語
で
は
①
の
こ
と
を
②
で
再
度
繰

り
返
し
詳
し
く
記
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
附
載
二
類
は
②
の
方
を
残
し
、
そ
の
後
に
平
中
物
語
の
波
線
部
の
本
文
を
と
り
入
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
附
載
二
類
は
平
中
物

語
の
よ
う
に
同
じ
こ
と
を
二
度
く
り
返
す
こ
と
は
な
く
な
り
、
話
の
展
開
が
自
然
に
な
っ
て
い
る
。
⑸
に
お
い
て
附
載
二
類
は
簡
略
に
な
っ
て
い
る
。
平
中
物
語
に
は
﹁
憂
き
﹂

と
﹁
心
憂
し
﹂
と
い
う
ほ
ぼ
同
じ
意
味
の
語
が
あ
る
。
附
載
二
類
は
そ
れ
の
片
方
を
残
し
、
し
か
も
﹁
こ
れ
﹂
と
い
う
代
名
詞
を
用
い
て
、﹁
心
憂
し
﹂
の
意
味
を
含
め
て
い
る
。

さ
ら
に
平
中
物
語
で
は
二
重
傍
線
部
①
・
②
で
同
じ
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
そ
れ
を
附
載
二
類
で
は
二
重
傍
線
部
②’
の
よ
う
に
片
方
を
残
し
簡
略
に
し
て
い
る
。
⑹
に
お
い
て
平

中
物
語
は
三
箇
所
に
わ
た
り
﹁
言
ふ
﹂
が
出
て
く
る
。
附
載
二
類
は
そ
の
う
ち
﹁
い
ひ
や
る
﹂
の
み
を
残
し
、
②’
の
よ
う
に
﹁
と
は
せ
け
る
﹂
と
改
め
て
い
る
。
②
よ
り
も
そ
の

場
面
に
密
着
し
た
表
現
と
言
え
る
。
ま
た
、
附
載
二
類
は
③
を
削
除
し
て
い
る
。
こ
う
す
る
こ
と
が
臨
場
感
を
出
す
の
に
効
果
的
と
言
え
よ
う
。

次
に
こ
れ
と
は
逆
に
イ
の
附
載
二
類
で
付
加
さ
れ
た
と
こ
ろ
を
み
て
い
く
。
そ
の
前
に
主
な
用
例
を
あ
げ
て
お
こ
う
。

番
号

章
段

平
　
中
　
物
　
語

附
　
載
　
二
　
類

⑴

Ａ

う
か
が
は
せ
け
れ
ど
、
た
ゆ
み
た
る
に
ぞ
、

う
か
が
は
せ
け
る
に
、
一
夜
二
よ
来
ざ
り
け
れ
ば
、
た
ゆ
み
て
、

⑵

Ｅ

﹁
今
宵
ば
か
り
は
、
な
ほ
と
ゞ
ま
り
た
ま
ひ
ね
﹂、﹁
あ
な
、
む
く

つ
け
。
こ
は
、
な
に
し
に
﹂
と
い
ふ
も
の
か
ら
、
い
ひ
た
る
。

﹁
こ
よ
ひ
ば
か
り
は
、
な
ど
、
と
ま
れ
﹂
と
い
ひ
け
れ
ば
、﹁
あ

な
む
く
つ
け
。
こ
は
何
事
﹂
を
い
ふ
物
か
ら
、
か
か
る
歌
を
な

ん
よ
み
け
る
。

⑶

Ｆ

い
み
じ
く
騒
ぎ
の
の
し
り
け
れ
ば
、﹁a
さ
ら
に
対
面
す
べ
く
も
あ

ら
ず
。
は
や
、
帰
り
ね
﹂
と
ぞ
、
い
ひ
た
り
け
れ
ば
、﹁b
ゆ
く
先

は
と
も
か
く
も
あ
は
れ
、
つ
ゆ
に
て
も
あ
は
れ
思
は
る
る
も
の

な
ら
ば
、
今
宵
帰
り
ね
﹂
と
、
せ
ち
に
い
ひ
い
だ
し
た
り
け
る
、

帰
る
と
て
、
男
、

い
み
じ
く
の
の
し
り
け
れ
ば
、﹁a'
い
な
、
け
し
き
取
り
つ
れ
ば
、

あ
ふ
べ
く
も
あ
ら
ず
。
早
う
か
へ
ら
れ
ね
﹂
と
い
ひ
出
し
け
り
。

男
、﹁
い
で
、
大
か
た
は
な
ど
か
う
か
う
し
も
は
い
ふ
べ
き
。
た

だ
入
り
な
ん
よ
﹂
と
ぞ
言
ひ
た
り
け
る
。﹁b'
行
先
を
も
、
な
ほ
我

を
露
お
も
は
ば
、
こ
の
度
ば
か
り
は
帰
り
ね
﹂
と
、
親
に
お
ぢ

て
切
に
言
ひ
い
だ
し
た
り
け
る
、﹁
い
と
か
う
い
ふ
物
を
、
よ
し
、

こ
た
み
ば
か
り
か
へ
り
な
ん
﹂
と
て
、
か
く
言
ひ
入
れ
け
る
、
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順
次
み
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
⑴
の
場
合
、
附
載
二
類
は
傍
線
部
の
下
に
﹁
た
ゆ
み
て
﹂
と
あ
る
か
ら
こ
の
傍
線
部
が
生
き
て
く
る
わ
け
で
、
附
載
二
類
の
配
慮
を
窺
い
知
る

こ
と
が
で
き
よ
う
。
⑵
に
お
い
て
平
中
物
語
は
会
話
が
続
い
て
い
る
。
附
載
二
類
は
会
話
主
を
明
示
す
る
た
め
に
﹁
と
言
ひ
け
れ
ば
﹂
を
付
加
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
そ
う

す
る
と
こ
の
周
辺
に
は
﹁
言
ふ
﹂
が
三
箇
所
に
み
ら
れ
、
煩
雑
さ
は
否
め
な
い
。
そ
の
た
め
に
﹁
い
ひ
た
る
﹂
を
﹁
か
か
る
歌
を
詠
み
け
る
﹂
と
改
め
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ

う
に
こ
れ
ら
の
異
同
は
連
動
し
て
い
る
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。
⑶
に
お
い
て
平
中
物
語
の
傍
線
部
ａ
・
ｂ
は
女
の
会
話
で
、
し
か
も
b
は
前
の
内
容
を
く
り
返
し
述
べ
て
い
る
。

こ
れ
だ
と
話
の
流
れ
に
欠
け
る
こ
と
は
否
め
な
い
。そ
の
点
、附
載
二
類
は
波
線
を
施
し
た
よ
う
に
男
の
会
話
文
を
付
け
加
え
る
こ
と
に
よ
り
物
語
の
展
開
が
自
然
に
運
ん
で
い
る
。

⑷

Ｇ

男
、
帰
り
き
て
教
へ
に
従
ひ
て
、
人
を
や
り
た
れ
ば
、

男
、
か
の
瀬
田
の
方
に
て
逍
遙
し
て
帰
り
来
て
、
か
の
内
わ
た

り
に
教
へ
け
る
ほ
ど
に
、
あ
り
つ
る
や
う
な
ど
、
こ
の
男
い
ひ

や
り
た
り
け
り
。

⑸

〃

﹁
人
も
や
も
の
し
た
ま
ふ
﹂
と
て
い
ひ
た
れ
ば
、

﹁
人
や
お
は
し
ま
す
と
て
な
ん
、
道
の
お
ほ
ぢ
に
乗
り
て
う
た
ふ
﹂

な
ど
い
ひ
や
り
た
り
け
れ
ば
、

⑹

〃

と
い
へ
ば
、
こ
の
女
の
入
ら
む
と
こ
ろ
を
み
む
と
て
、

と
せ
ち
に
言
へ
ど
、
夢
に
も
立
し
り
ぞ
か
ず
。
女
の
入
ら
ん
家

を
み
む
と
て
、

⑺

〃

わ
ら
は
、
は
見
て
来
ぬ
。

童
、
車
の
入
る
家
は
見
て
け
り
。

⑻

Ｉ

こ
の
女
ど
も
、﹁
か
ゝ
る
人
の
、

こ
の
女
、
思
ひ
け
る
友
だ
ち
に
、﹁
我
な
ん
か
か
る
思
ひ
を

⑼

〃

と
ら
ぬ
先
に
、
月
見
む
と
て
、

と
ら
ぬ
さ
き
にa
よ
う
た
ば
か
り
て
ま
し
﹂
な
ど
い
ひ
て
、﹁b
月
の

お
も
し
ろ
き
を
見
ん
と
て
、

⑽

〃

男
、
女
い
ひ
語
ら
ふ
に
、

女
も
男
も
、
を
か
し
き
や
う
に
思
ひ
て
言
ひ
語
ら
ひ
け
る
に
、

⑾

〃

﹁
あ
や
し
く
も
、
い
ま
せ
ぬ
る
か
な
﹂
と
い
へ
ば
、
男
、
帰
り
ぬ
。

又a

こ
の
朽
女
、﹁
あ
や
し
う
も
い
り
来
ぬ
か
な
﹂
と
言
ひ
け
れ

ば
、b
な
ほ
こ
の
女
、﹁
又
い
き
な
ん
。
今
は
帰
り
ね
﹂と
言
へ
ば
、c
男
、

く
ち
お
し
う
思
ひ
て
、
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⑷
か
ら
⑺
ま
で
は
G
段
に
み
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
因
に
⑷
は
近
江
か
ら
都
に
帰
っ
て
の
男
の
行
動
を
記
し
た
本
文
で
あ
る
。
附
載
二
類
は
傍
線
部
を
付
加
す
る
こ
と
で
具
体

化
し
、
読
者
へ
の
理
解
を
助
け
て
い
る
。
さ
ら
に
附
載
二
類
は
波
線
を
施
し
た
よ
う
に
男
が
直
接
、
召
使
い
に
言
っ
て
や
っ
た
よ
う
に
し
て
い
る
。
こ
れ
は
男
の
執
念
を
描
く
こ

と
で
物
語
的
な
効
果
を
考
え
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
⑸
に
お
い
て
も
附
載
二
類
は
会
話
の
部
分
に
傍
線
部
の
本
文
を
付
け
加
え
る
こ
と
で
、
よ
り
具
体
的
に
し
て
い
る
。
⑹
に
お

い
て
附
載
二
類
は
女
の
家
を
見
届
け
よ
う
と
い
う
男
の
強
い
意
志
を
示
す
た
め
に
傍
線
部
を
付
加
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
附
載
二
類
は
そ
の
後
に
﹁
お
と
こ
い
か
ざ
り
け

れ
ば
﹂
と
あ
り
、
か
え
っ
て
煩
雑
に
な
っ
て
い
る
。
⑺
に
お
い
て
も
附
載
二
類
は
煩
雑
に
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
も
附
載
二
類
は
読
者
の
理
解
を
助
け
る
た
め
に
傍
線
部
を
付
加

し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
附
載
二
類
は
こ
の
前
に
﹁
こ
の
車
の
入
ら
む
と
こ
ろ
見
て
来
﹂
と
あ
る
か
ら
十
分
に
理
解
で
き
た
は
ず
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
付
加
し
て

も
、
か
え
っ
て
煩
雑
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

⑻
か
ら
⑾
ま
で
は
I
段
に
み
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
⑻
は
男
が
ぜ
ひ
と
も
会
い
た
い
と
女
に
言
っ
て
き
た
の
で
、
そ
れ
に
応
対
す
る
場
面
で
あ
る
。
平
中
物
語
で
は
女
房
が
そ

れ
を
知
っ
て
女
の
親
族
に
頼
ん
で
い
る
の
に
対
し
、
附
載
二
類
で
は
意
中
の
女
が
登
場
し
、﹁
思
ひ
け
る
﹂
友
達
に
相
談
し
て
い
る
。
た
だ
、
附
載
二
類
は
ど
う
や
っ
て
女
が
男

の
様
子
を
知
っ
た
の
か
直
接
、
表
現
し
て
い
な
い
が
、
女
を
表
に
出
そ
う
と
い
う
、
意
図
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
⑼
は
⑻
の
後
に
続
く
本
文
で
あ
る
。
附
載
二
類
は
傍

線
部
a
・
b
を
付
加
し
て
い
る
が
、
ａ
の
場
合
、
こ
の
会
話
の
後
に
﹁
こ
の
、
来
た
る
親
族
た
ば
か
り
け
る
﹂
と
あ
る
か
ら
、
こ
れ
が
な
く
て
も
理
解
で
き
た
は
ず
で
、
か
え
っ

て
煩
雑
に
な
っ
て
い
る
。
附
載
二
類
は
二
つ
の
会
話
に
分
け
て
は
い
る
が
、
そ
れ
で
も
こ
の
こ
と
は
否
め
な
い
。
ｂ
は
そ
の
場
の
雰
囲
気
を
醸
し
出
す
た
め
に
﹁
お
も
し
ろ
き
﹂

を
付
け
加
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
⑽
に
お
い
て
附
載
二
類
の
傍
線
部
も
⑼
の
ｂ
と
同
じ
よ
う
な
考
え
で
付
加
し
た
と
言
え
よ
う
。
⑾
を
み
る
と
附
載
二
類
は
傍
線
部
ａ
で
話
し
手
を

補
い
、
傍
線
部
ｂ
で
女
の
会
話
を
入
れ
、
さ
ら
に
傍
線
部
ｃ
の
本
文
で
男
の
心
情
を
加
え
、
話
の
展
開
が
自
然
に
な
っ
て
い
る
。
た
だ
、
波
線
部
の
話
し
手
を
平
中
物
語
で
は
女

に
、
附
載
二
類
で
は
朽
女
に
そ
れ
ぞ
れ
な
っ
て
い
る
。
附
載
二
類
は
ひ
と
つ
の
解
釈
を
示
し
た
も
の
と
言
え
よ
う
。

最
後
に
ウ
の
部
分
的
な
改
変
を
み
て
い
く
。
そ
の
主
な
用
例
を
あ
げ
て
み
る
。

番
号

章
段

平
　
中
　
物
　
語

附
　
載
　
二
　
類

⑴

Ｂ

ま
か
で
て
、
か
く
な
む
。

ま
か
で
て
、
菊
な
ど
調
じ
て
奉
り
け
る
、

⑵

Ｄ

﹁
あ
な
、
わ
び
し
や
。
さ
ら
に
さ
も
あ
ら
ず
﹂
と
い
ひ
け
れ
ど
、

さ
ら
に
聞
か
ず
。
は
て
は
、
も
の
い
ひ
ふ
れ
む
人
も
な
か
り
け

れ
ば
、
よ
ろ
づ
の
言
葉
を
ひ
と
り
ご
ち
け
れ
ど
、
さ
ら
に
答
へ

す
る
人
も
な
か
り
け
れ
ば
、
い
ひ
わ
び
て
ぞ
、
い
で
て
来
に
け
る
。

﹁
あ
な
わ
び
し
や
。
死
な
ん
や
。
も
は
ら
さ
に
は
侍
ら
ず
な
ん
﹂

と
言
へ
ど
、
絶
え
て
聞
か
ず
。
は
て
は
、
物
い
ひ
つ
か
ん
人
も

な
く
な
り
け
り
。
ゐ
わ
づ
ら
ひ
て
ぞ
逃
げ
に
け
る
。
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⑶

Ｄ

門
よ
り
ぞ
、
歩
き
け
る
。
か
う
あ
り
け
れ
ど
、

前
を
わ
た
る
。
さ
れ
ど
、

⑷

Ｆ

か
へ
る
と
て
、
お
と
こ

﹁
い
と
か
う
い
ふ
物
を
、
よ
し
、
こ
た
み
ば
か
り
か
へ
り
な
ん
﹂

と
て
、
か
く
言
ひ
入
れ
け
る
。

⑸

Ｇ

さ
す
が
に
来
て
、
男
、
返
し
、

さ
す
が
に
を
か
し
か
り
け
れ
ば
、

⑹

〃

か
く
て
、
物
語
な
ど
あ
ま
た
、
を
か
し
き
や
う
に
か
た
み
に
い

ひ
け
れ
ば
、
を
か
し
と
思
ふ
。

物
が
た
り
な
ど
、
か
た
み
に
お
な
じ
や
う
に
思
ひ
な
し
て
、
い

ひ
ぞ
語
ら
ひ
け
る
。

⑺

〃

か
う
ぞ
。

か
か
る
事
を
ぞ
い
ひ
た
り
け
る
。

⑻

〃

志
賀
に
ま
う
で
ゝ
あ
り
つ
る
や
う
な
ど
い
ひ
た
り
け
る
。

志
賀
に
て
を
か
し
か
り
つ
る
事
な
ど
ぞ
言
ひ
言
ひ
け
る
。

⑼

〃

﹁
さ
な
む
い
ひ
つ
る
﹂
と
い
ひ
け
れ
ば
、
案
内
を
知
ら
で
、

さ
言
ひ
て
か
へ
り
来
た
れ
ば
、
こ
の
男
あ
や
し
が
り
て
、
故
を

し
聞
き
え
ね
ば
、

⑽

〃

も
ろ
と
も
に
い
き
け
り
。
か
の
志
賀
の
こ
と
の
み
、
恋
し
か
り

け
れ
ば
、
女
は
じ
め
に
い
ひ
た
る
歌
を
振
り
上
げ
つ
つ
、
甲
斐

歌
に
歌
ひ
ゆ
き
け
り
。
か
ゝ
る
に

﹁
よ
る
な
ら
﹂
と
言
ひ
て
、
こ
の
あ
り
け
る
男
二
人
、
二
条
の
大

路
よ
り
西
の
京
さ
し
て
い
に
け
り
。
か
の
志
賀
の
事
の
み
恋
し

く
お
ぼ
え
け
れ
ば
、
か
の
女
の
初
め
に
よ
み
た
り
け
る
歌
を
、

ふ
り
上
げ
つ
つ
、
こ
ひ
う
た
に
う
た
ひ
け
り
。

⑾

〃

を
さ
を
さ
答
へ
も
せ
ず
な
り
に
け
れ
ば
、
こ
の
男
、

を
さ
を
さ
こ
た
へ
も
せ
で
、
い
と
つ
れ
な
く
答
へ
つ
つ
言
ひ
、

⑿

〃

さ
り
け
れ
ば
、
車
を
か
け
む
と
し
け
れ
ば
、
こ
の
男
な
ほ
し
ば

し
い
ひ
と
ど
め
て
、
た
れ
か
こ
の
あ
や
し
き
こ
と
ど
も
は
と
、

問
は
む
と
思
ひ
て
、

お
も
ひ
け
る
や
う
、﹁
わ
き
て
も
あ
や
な
し
。
な
ほ
言
ひ
と
ど
め

て
、
物
の
あ
る
や
う
も
言
ひ
、
誰
、
か
う
憂
き
事
は
き
こ
え
し
、

な
と
も
言
は
ん
﹂
と
思
ひ
て
、

⒀

〃

こ
の
女
、﹁
い
ま
は
い
な
む
﹂
と
て
、﹁
ゆ
め
、
今
宵
だ
に
、
ま
た
、

人
に
か
か
り
と
な
。
う
つ
つ
と
は
さ
ら
に
﹂
と
て
、

女
、﹁
今
は
い
な
ん
。
ゆ
め
此
の
た
び
に
た
た
り
、
人
に
か
く
な
。

す
べ
て
忘
れ
じ
。
う
つ
つ
と
は
思
ひ
そ
﹂
と
い
ひ
て
か
へ
る
に
、

か
く
言
へ
り
け
る
、

⒁

〃

見
せ
じ
と
思
て
、
せ
ち
に
怨
じ
け
り
。
さ
れ
ば
、
か
く
な
む
、

﹁
家
を
見
せ
じ
﹂
と
切
に
思
ひ
て
、
男
、
か
か
る
事
を
ぞ
い
ひ

け
る
。
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個
々
に
あ
た
っ
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。
⑵
に
お
い
て
平
中
物
語
は
﹁
さ
ら
に
…
…
ず
﹂
を
三
箇
所
も
っ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
波
線
部
は
同
じ
こ
と
を
二
度
言
っ
て
い
る
に
す

ぎ
ず
蛇
足
の
感
な
き
に
し
も
あ
ら
ず
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
附
載
二
類
は
煩
雑
を
避
け
、
不
必
要
な
と
こ
ろ
を
除
き
簡
潔
に
し
て
い
る
。
ま
た
、
⑶
に
お
い
て
平
中
物
語
は
傍
線

部
を
重
複
す
る
た
め
に
、
附
載
二
類
は
そ
れ
を
避
け
、
そ
の
場
に
適
し
た
表
現
に
改
め
て
い
る
。
ま
た
、
⑹
に
お
い
て
も
平
中
物
語
は
﹁
を
か
し
﹂
を
同
一
本
文
に
二
度
使
っ
て

お
り
、
洗
練
さ
に
欠
け
る
。
そ
れ
を
附
載
二
類
は
﹁
お
な
じ
心
に
思
ひ
な
し
て
﹂
と
改
変
し
、
男
と
女
の
気
持
ち
を
う
ま
く
表
現
し
て
い
る
。
さ
ら
に
⒆
に
お
い
て
も
平
中
物
語

を
み
る
と
、
三
箇
所
に
わ
た
っ
て
﹁
た
よ
り
﹂
が
み
ら
れ
る
。
そ
れ
を
附
載
二
類
は
一
箇
所
に
ま
と
め
て
い
る
。
そ
の
代
り
に
こ
の
前
に
﹁
さ
は
、
は
る
か
に
見
け
れ
ど
﹂
と
い

⒂

Ｈ

夜
も
明
け
ぬ
さ
き
に
人
の
静
ま
れ
る
を
り
に
と
て
帰
り
い
で
た

る
に
、

又
も
明
け
ぬ
さ
き
に
ぞ
帰
り
け
る
。

⒃

〃

い
か
で
帰
ら
む
と
思
へ
ど
、

か
か
ぐ
り
出
で
ん
と
思
へ
ど
も
、

⒄

〃

い
と
か
た
か
り
け
れ
ば
、

入
る
も
か
た
く
出
づ
る
も
か
た
け
れ
ば
、

⒅

〃

男
、
い
と
あ
は
れ
と
思
ひ
て
、
ま
た
も
の
い
ひ
入
れ
む
と
思
へ

ど
、

人
ぞ
あ
り
け
る
。

⒆

Ｉ

も
の
い
ひ
つ
く
べ
き
た
よ
り
な
か
り
け
れ
ば
、
い
か
な
る
た
よ

り
し
て
、
気
色
見
せ
む
と
思
ひ
て
、
か
ら
う
じ
て
た
よ
り
た
づ

ね
て
、
も
の
い
ひ
は
じ
め
て
け
り
。

物
い
は
す
べ
き
た
よ
り
よ
す
が
あ
り
け
れ
ば
、
い
か
で
物
い
ひ

よ
ら
む
と
思
へ
ば
、
は
じ
め
て
言
ひ
わ
た
る
ほ
ど
に
、
程
経
に

け
れ
ば
、

⒇

〃

﹁﹃
か
か
る
人
の
、
制
し
た
ま
へ
ば
、
雲
居
に
て
だ
に
も
え
﹄
な

ど
い
ひ
聞
か
せ
よ
と
て
な
む
、
迎
へ
る
﹂
と
い
ひ
け
れ
ば
、

﹁
か
か
る
人
思
ひ
を
す
る
。
わ
れ
は
せ
き
あ
る
人
な
り
。
さ
な
ん

あ
る
と
だ
に
聞
か
で
責
む
れ
ば
、
い
と
難
し
。
た
だ
か
う
い
ふ

人
を
知
る
人
に
て
や
み
ね
、
と
い
ふ
事
ば
か
り
を
、
い
か
で
た

ば
か
ら
む
、
と
て
な
ん
﹂
と
ぞ
い
ひ
け
る
。

㉑

〃

さ
て
こ
の
、
男
来
て
、
簾
の
う
ち
に
て
、
も
の
い
ひ
け
る
。

か
の
お
と
こ
の
も
と
に
、﹁
い
と
忍
び
て
、
こ
の
簀
の
子
の
も
と

に
立
よ
れ
。
お
ぼ
ろ
け
に
な
思
ひ
そ
﹂
な
ど
い
へ
り
け
れ
ば
、
男

い
つ
し
か
待
ち
暮
ら
し
て
立
よ
り
に
け
り
。
か
の
友
だ
ち
、

㉒

〃

と
い
ひ
た
れ
ば
、
こ
の
、
琴
弾
き
け
る
友
だ
ち
も
﹁
は
や
返
し

た
ま
へ
﹂
と
い
ひ
け
る
ほ
ど
に
、
親
聞
き
つ
け
て
、

い
と
を
か
し
き
や
う
に
思
ひ
て
﹁
は
や
う
か
へ
り
し
と
言
へ
や
﹂
な

ど
た
ゆ
た
ふ
ほ
ど
に
、
朽
女
は
み
そ
か
に
の
ぞ
き
て
見
を
れ
ば
、
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う
本
文
を
付
加
し
、
平
中
物
語
で
は
否
定
に
な
っ
て
い
る
の
を
﹁
た
よ
り
よ
す
が
あ
り
け
れ
ば
﹂
と
肯
定
表
現
に
改
め
簡
潔
に
し
て
い
る
。
附
載
二
類
で
﹁
た
よ
り
よ
す
が

0

0

0

﹂
と

し
た
の
は
こ
れ
を
物
語
っ
て
い
よ
う
。
⒁
⒂
に
お
い
て
、
こ
れ
は
同
じ
語
で
は
な
い
が
、
平
中
物
語
は
傍
線
部
と
波
線
部
と
が
類
似
し
た
表
現
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
を
附
載
二

類
は
片
方
を
残
し
簡
潔
な
表
現
に
し
て
い
る
。
⒅
は
今
ま
で
の
例
と
は
や
や
異
な
る
。
確
か
に
平
中
物
語
を
み
る
と
、﹁
お
も
ふ
﹂
が
重
複
し
て
い
る
。
し
か
し
、
附
載
二
類
は

こ
の
い
ず
れ
の
方
も
残
さ
な
い
で
﹁
と
ぞ
有
け
る
﹂
と
し
て
い
る
。
あ
る
い
は
平
中
物
語
の
方
が
改
変
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
こ
こ
は
忍
び
の
恋
の
話
で
あ
り
、
し

か
も
相
手
の
女
の
周
辺
は
﹁
人
目
し
げ
き
所
﹂
で
あ
り
、
男
は
﹁
か
ら
う
じ
て
、
又
も
明
け
ぬ
さ
き
に
﹂
や
っ
と
帰
っ
て
来
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
こ
の
﹁
か
ら
う
じ
て
﹂
と
い
う

語
は
附
載
二
類
の
み
に
み
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
附
載
二
類
に
と
っ
て
重
要
な
働
き
を
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
に
再
び
歌
を
贈
る
余
裕
は
な
い
と
考
え
て
、﹁
と

ぞ
有
け
る
﹂
と
改
め
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
附
載
二
類
に
は
簡
潔
に
し
て
い
る
箇
所
が
あ
る
か
と
思
え
ば
、
こ
の
逆
に
な
っ
て
い
る
箇
所
も
あ
る
。
⑾
を
み
る
と
、
附
載

二
類
に
は
﹁
こ
た
へ
﹂
と
い
う
語
が
二
箇
所
に
出
て
く
る
の
に
対
し
て
、
平
中
物
語
で
は
一
箇
所
の
み
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
一
見
、
重
複
し
て
い
る
た
め
に
平
中
物
語
が
簡

潔
に
す
る
た
め
に
改
変
し
た
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
う
考
え
る
よ
り
附
載
二
類
は
﹁
を
さ
を
さ
こ
た
へ
も
せ
ず
﹂
の
内
容
を
よ
り
具
体
的
に
表
現
し
た
の
が
﹁
い
と
つ
れ
な

く
こ
た
へ
つ
﹂
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
そ
の
場
の
雰
囲
気
を
も
考
慮
し
た
表
現
に
な
っ
て
い
る
。

附
載
二
類
の
方
が
詳
し
く
な
っ
て
い
る
例
と
し
て
⑴
⑺
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
前
者
に
お
い
て
附
載
二
類
は
﹁
か
く
な
ん
﹂
の
内
容
を
具
体
的
に
し
て
い
る
。
た
だ
、
こ

う
す
る
と
﹁
秋
を
お
き
て
﹂
の
歌
の
後
に
﹁
と
て
た
て
ま
つ
れ
り

0

0

0

0

0

0

﹂
と
あ
る
か
ら
重
複
し
て
し
ま
う
。
附
載
二
類
は
今
ま
で
述
べ
た
例
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
こ
の
よ
う
な
現
象
を

極
力
さ
け
よ
う
と
し
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
を
あ
え
て
こ
う
し
た
の
は
、
宇
多
上
皇
が
菊
の
花
を
二
度
も
御
所
望
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
て
の
表
現
と
み
て
よ
か
ろ
う
。
後
者
に
お

い
て
も
附
載
二
類
は
略
さ
ず
本
来
の
形
に
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
も
附
載
二
類
は
平
中
物
語
で
﹁
女
か
へ
し
﹂
の
と
こ
ろ
が
﹁
か
く
い
ひ

0

0

け
れ
ば
﹂
と
あ
っ
て
重
複
し
て

い
る
。
こ
れ
は
ど
の
よ
う
な
事
情
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
附
載
二
類
の
こ
の
周
辺
の
本
文
を
記
し
て
み
る
。

か

か
う
ぞ

か
る
事
を
ぞ
い
ひ
た
り
け
る
、

　
　
立
ち
て
行
く
…
…

　
か女
く﹅

言返
し

ひ
け
れ
ば
、

　
　
か
く
の
み
し
…
…

と
ナ

　シ
 

ぞ
有
り
け
る
。
又
か
へ
さ
む
と
し
け
る
に
、



147 第七節　物語の成長―『大和物語』附載説話第二類の本文―

︵
注
︶　
校
異
は
平
中
物
語
の
本
文
。

平
中
物
語
は
簡
略
に
な
っ
て
い
る
。
あ
た
か
も
歌
集
の
よ
う
で
あ
る
。
附
載
二
類
は
具
体
化
し
た
り
補
足
し
た
り
し
て
よ
り
物
語
化
を
試
み
た
の
で
あ
ろ
う
。﹁
言
ひ
け
れ
ば
﹂

の
前
に
﹁
か
く
﹂
を
付
け
加
え
て
展
開
さ
せ
て
い
る
の
も
そ
の
ひ
と
つ
の
現
れ
で
あ
ろ
う
。
こ
の
ほ
か
、
⑸
⑻
⑼
⒇
㉒
に
お
い
て
附
載
二
類
は
﹁
を
か
し
﹂、﹁
あ
や
し
﹂
と
言
っ

た
語
を
付
け
加
え
て
そ
の
場
の
雰
囲
気
を
醸
し
出
し
て
い
る
。

附
載
二
類
に
お
い
て
物
語
の
展
開
を
考
え
て
改
変
し
て
い
る
箇
所
が
あ
る
。
⑽
⒀
⒃
が
そ
れ
に
該
当
し
よ
う
。
⑽
に
お
い
て
附
載
二
類
は
平
中
物
語
の﹁
も
ろ
と
も
に
い
き
け
り
﹂

の
様
子
を
よ
り
詳
し
く
描
写
し
て
い
る
。
ま
た
、
⒀
は
女
が
男
の
許
を
去
る
場
面
で
あ
る
。
附
載
二
類
は
平
中
物
語
に
み
ら
れ
る
簡
略
な
表
現
を
改
め
て
い
る
。
さ
ら
に
⒃
⒄
に

お
い
て
も
附
載
二
類
は
そ
の
場
の
状
況
を
踏
ま
え
つ
つ
リ
ア
ル
な
表
現
に
し
て
い
る
。
最
後
の
㉑
で
も
附
載
二
類
は
男
が
女
に
逢
う
ま
で
の
様
子
を
詳
し
く
描
写
し
て
い
る
。

会
話
文
に
関
す
る
異
同
と
し
て
⑷
⑿
⒇
が
あ
げ
ら
れ
る
。
ま
ず
⑷
の
場
合
、
平
中
物
語
、
附
載
二
類
と
も
こ
の
前
に
女
の
会
話
文
が
あ
る
。
そ
れ
を
受
け
て
男
は
女
の
許
を
去

る
わ
け
だ
が
、
平
中
物
語
で
は
地
文
で
﹁
か
へ
る
お
と
こ
﹂
と
あ
る
の
を
、
附
載
二
類
で
は
男
の
会
話
文
に
し
、﹁
か
へ
る
﹂
内
容
を
改
変
し
、
リ
ア
ル
に
表
現
し
て
い
る
。
次

に
⑿
は
女
が
返
事
を
し
て
く
れ
な
い
の
で
、
男
が
尋
ね
る
場
面
で
の
異
同
で
あ
る
。
平
中
物
語
で
は
こ
の
こ
と
を
地
文
で
表
現
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
附
載
二
類
で
は
男
の

会
話
文
に
し
、
こ
こ
で
も
リ
ア
ル
な
表
現
を
試
み
て
い
る
。
最
後
の
⒇
は
男
が
女
に
逢
い
た
い
と
せ
が
む
の
で
、
仲
介
役
の
女
房
が
友
人
に
相
談
す
る
場
面
で
あ
る
。
平
中
物
語

は
朽
女
の
立
場
で
の
本
文
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
附
載
二
類
は
女
房
が
自
分
の
立
場
に
な
っ
て
複
雑
な
心
境
を
記
し
て
い
る
。

五

附
載
二
類
に
お
け
る
和
歌
と
地
文
の
本
文
に
つ
い
て
平
中
物
語
の
本
文
と
比
較
し
つ
つ
考
察
し
て
き
た
。
両
者
に
は
甚
だ
し
い
異
同
が
あ
り
、
そ
れ
ら
を
通
し
て
附
載
二
類
の

様
々
な
現
象
を
み
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
結
果
、
附
載
二
類
は
ひ
と
つ
の
創
作
意
図
を
も
っ
て
挿
入
さ
れ
た
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。
た
だ
、
平
中
物
語
と
の
関
係
は
き
わ
め
て

深
い
が
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
に
関
与
︱
直
接
か
間
接
か
︱
し
て
い
る
か
に
つ
い
て
は
今
後
の
研
究
に
委
ね
た
い
。
ま
た
、
附
載
二
類
を
有
し
て
い
る
御
巫
本
、
鈴
鹿
本
の
間
に

も
異
同
が
み
ら
れ
、
こ
れ
ら
の
異
同
か
ら
も
本
文
の
流
れ
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。

で
は
そ
う
し
た
附
載
二
類
と
大
和
物
語
本
体
と
は
い
か
な
る
関
わ
り
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
前
述
し
た
よ
う
に
附
載
二
類
の
一
部
の
歌
は
大
和
物
語
本
体
の
宗
于
関
係
章
段

の
歌
を
も
と
に
し
て
改
変
さ
れ
て
い
た
。
附
載
二
類
が
改
変
す
る
場
合
、
こ
こ
の
主
人
公
が
宗
于
で
あ
る
こ
と
を
思
え
ば
、
大
和
物
語
本
体
の
宗
于
関
係
章
段
を
参
考
に
す
る
の

は
当
然
の
こ
と
と
言
え
よ
う
。
こ
う
し
た
改
変
は
単
に
附
載
二
類
の
み
に
止
ま
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
つ
ま
り
大
和
物
語
本
体
に
お
い
て
も
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
は
な
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い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

大
和
物
語
に
お
い
て
宗
于
は
九
章
段
に
登
場
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
章
段
に
お
い
て
何
ら
か
の
変
化
が
み
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。
流
布
本
で
宗
于
の
表
記
を
み
る
と
、
名
前
の

前
に
﹁
故
﹂
を
付
け
て
い
る
章
段
が
あ
る
。
三
〇
、六
三
段
が
そ
れ
で
、
こ
の
二
章
段
に
お
い
て
彼
は
冒
頭
を
飾
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
除
い
た
宗
于
関
係
の
章
段
は
、
こ
の
中
に

は
彼
が
冒
頭
を
飾
っ
て
い
る
章
段
も
あ
る
が
、﹁
故
﹂
を
付
け
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
に
流
布
本
を
見
る
限
り
、
章
段
に
よ
り
﹁
故
﹂
の
有
無
が
あ
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
大
和
物
語
の
諸
本
に
あ
た
っ
て
み
る
と
、
三
〇
、六
三
段
の
﹁
故
﹂
を
付
け
て
い
な
い
伝
本
が
あ
る
。
即
ち
御
巫
本
と
鈴
鹿
本
が
そ
れ
で
あ
る
。
す
る
と
こ
の
二
本

は
宗
于
が
登
場
す
る
全
章
段
に
わ
た
り
﹁
故
﹂
を
付
け
て
い
な
い
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
こ
の
両
本
の
性
格(15)
か
ら
考
え
て
統
一
を
は
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
こ
に
は
附
載
二
類

の
存
在
が
大
き
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
を
裏
付
け
る
た
め
に
宗
于
以
外
に
﹁
故
﹂
を
付
け
て
い
る
源
大
納
言
、
権
中
納
言
、
式
部
�
宮
、
后
宮
に
つ
い
て
調
べ
て
み
た

と
こ
ろ
、
わ
ず
か
に
八
一
段
の
権
中
納
言
に
の
み
、
御
巫
本
と
鈴
鹿
本
が
﹁
故
﹂
を
付
け
て
お
ら
ず
、
残
り
は
す
べ
て
﹁
故
﹂
を
付
け
て
い
る
。
権
中
納
言
の
場
合
、
九
二
段
で
は

﹁
故
﹂
を
付
け
て
い
る
。
御
巫
本
と
鈴
鹿
本
が
八
一
段
に
お
い
て
﹁
故
﹂
を
付
け
て
い
な
い
の
は
ど
の
よ
う
な
理
由
に
よ
る
の
か
は
詳
ら
か
で
な
い
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
み
て
も

三
〇
、六
四
段
に
お
け
る﹁
故
﹂の
有
無
は
改
め
て
意
図
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
が
理
解
で
き
よ
う
。
附
載
二
類
は
大
和
物
語
の
本
体
を
意
識
し
て
置
か
れ
て
い
る
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。

た
だ
、
こ
こ
で
述
べ
て
き
た
こ
と
は
宗
于
関
係
の
章
段
に
限
っ
て
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
以
外
の
と
こ
ろ
で
の
御
巫
本
と
鈴
鹿
本
の
本
文
に
つ
い
て
も
当
然
検
討
す
べ
き
で
あ

る
が
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
か
つ
て
言
及
し
た
こ
と
が
あ
る(16)
。
両
者
の
本
文
に
つ
い
て
調
べ
て
み
る
と
、
そ
の
多
く
が
意
図
的
に
改
変
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
も
そ
こ
に

は
附
載
二
類
と
同
じ
よ
う
に
付
加
、
改
変
、
削
除
と
い
っ
た
現
象
を
随
所
に
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
し
て
こ
れ
ら
は
附
載
二
類
と
一
体
に
な
っ
て
な
さ
れ
た
も
の
と
考
え
る
の

が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
両
者
の
異
同
の
程
度
を
み
る
と
、
附
載
二
類
の
方
に
は
る
か
に
大
き
な
異
同
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
は
平
中
を
宗
于
と
い
う
人
物
に
す
り

替
え
て
虚
構
化
を
目
指
し
た
の
で
あ
る
か
ら
そ
の
意
識
が
こ
の
よ
う
な
現
象
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
単
に
挿
入
す
る
の
で
は
な
く
、
様
々
な
工
夫
を
試
み
て
お
り
、
し
か

も
そ
れ
は
大
和
物
語
本
体
と
連
動
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
本
体
の
本
文
の
性
格
を
探
る
上
で
も
附
載
二
類
は
重
要
な
資
料
に
な
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

六

附
載
二
類
を
有
す
る
御
巫
本
と
鈴
鹿
本
と
は
段
序
が
一
致
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
か
つ
同
じ
親
本
か
ら
派
生
し
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
か
ら
、
本
文
で
も
共
通
す
る
箇
所
が

多
い
。
し
か
し
、
和
歌
を
み
て
も
わ
か
る
よ
う
に
両
者
に
は
多
く
の
異
同
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
地
文
に
お
い
て
も
言
え
る
こ
と
で
、
今
、
漢
字
と
仮
名
書
き
を
除
き
、
そ
の
主
な

箇
所
を
あ
げ
て
み
る
と
次
表
の
よ
う
に
な
る
。
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番
号

章
段

附
載
二
類
︵
御 

巫 

本
︶

附
載
二
類
︵
鈴 

鹿 

本
︶

⑴

Ｂ

名
つ
け
て
ま
ゐ
ら
ず
は
、
お
さ
め
給
は
じ
と

ナ
シ

⑵

Ｃ

か
の
御
つ
か
ひ
の
思
ふ
事
も
あ
ら
ん
と
て

つ
か
ひ

⑶

Ｄ

音
に
は
聞
き
な
ら
し
て
、︵
平
︶

く

⑷

〃

女
ど
も
な
ど
立
て
り

お
ほ
く
立
て
り
︵
平
︶

⑸

〃

物
な
ど
い
ひ
た
り
け
り
︵
平
︶

け
る

⑹

〃

す
の
う
へ
に
集
ま
り
て
、

す
の
こ
の

⑺

〃

心
つ
け
て
い
ふ
事
有
り
け
り
︵
平
︶

心
と
け
て

⑻

〃

い
ざ
お
な
じ
く
は
、
庭
の
月
を
み
ん
︵
平
︶

今

⑼

Ｅ

い
ふ
物
か
ら
、
か
ゝ
る
歌
を
な
ん
︵
平
︶

か
ゝ
り
け
る

⑽

Ｆ

大
か
た
は
な
ど
か
う
し
も
は
い
ふ
べ
き
、

か
ら
う
じ
て

⑾

Ｇ

浜
へ
行
き
お
る
ゝ
ほ
ど
に
、

を
く
る
ゝ

⑿

〃

方
ふ
た
が
り
け
り
︵
平
︶

け
る

⒀

〃

さ
れ
ば
女
ど
も
ゝ
、な
ほ
あ
る
よ
り
は
、﹁
い
か
ゞ
せ
ん
。
京
に
て
だ
に
も
と
ぶ
ら
へ
よ
﹂
と
い
ひ
て
︵
平
︶

ナ
シ

⒁

〃

こ
の
男
の
も
と
よ
り
、
物
ど
も
、

男
︵
平
︶

⒂

〃

そ
ち
ぞ
、
此
の
男
は
い
に
け
る
。︵
平
︶

め
ち
ぞ

⒃

〃

言
ひ
止
み
に
け
る
ぞ
、
そ
が
中
に
を
り
け
る
。

そ
ら
が
中
に

⒄

〃

い
ら
へ
居
り
け
る
ほ
ど
に
、
日
暮
れ
て
︵
平
︶

ナ
シ

⒅

Ｈ

い
と
ま
だ
夜
深
く
暗
か
り
け
れ
ば
、

深
く

⒆

Ｉ

思
ひ
け
る
ほ
ど
に
、︵
平
︶

ナ
シ

⒇

〃

せ
め
て
い
ひ
わ
た
り
け
れ
ど
、

ば

㉑

〃

友
だ
ち
に
、

と
も
ど
ち

㉒

〃

﹁
お
い
や
﹂
な
ど
言
ひ
て
ぞ
、︵
平
︶

お
や
い
や

㉓

〃

た
よ
り
も
絶
え
て
よ
せ
ず
な
り
け
れ
ば
、

何
も
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︵
注
︶　︵
平
︶
は
平
中
物
語
に
一
致
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
い
ず
れ
に
も
こ
れ
が
な
い
箇
所
は
平
中
物
語
に
異
同
が
あ
る
箇
所
で
あ
る
。

個
々
に
あ
た
っ
て
み
る
こ
と
に
す
る
。
鈴
鹿
本
の
誤
写
と
し
て
⑶
⑸
⑻
⑼
⑿
⒀
⒂
⒄
⒆
㉑
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。
因
に
⒀
は
こ
の
前
後
に
﹁
い
ひ
て
﹂
と
い
う
同
じ
語
が
あ
る
こ

と
か
ら
目
移
り
と
考
え
ら
れ
る
。
⑶
⑸
⑻
⑼
⑿
⒂
㉑
に
お
い
て
鈴
鹿
本
は
草
書
体
の
類
似
に
よ
る
誤
写
と
み
て
よ
か
ろ
う
。
⒄
⒆
に
お
い
て
も
鈴
鹿
本
は
意
味
上
か
ら
考
え
て
不

自
然
で
あ
る
。
こ
れ
ら
も
不
注
意
に
よ
る
誤
写
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。

こ
の
ほ
か
様
々
な
異
同
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
⑴
⑵
は
敬
語
に
関
す
る
例
で
あ
る
。
前
者
は
仁
和
帝
の
行
動
で
あ
る
か
ら
御
巫
本
の
方
が
妥
当
と
言
え
よ
う
。
ま
た
後
者
は

国
経
の
使
い
と
い
う
こ
と
で
、﹁
御
﹂
を
付
け
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
事
実
、
こ
の
章
段
に
お
い
て
国
経
の
動
作
に
は
敬
語
を
付
け
て
い
る
。
鈴
鹿
本
は
そ
の
よ
う
な
こ
と
よ

り
も
単
な
る
使
い
と
考
え
て
付
け
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
も
御
巫
本
が
も
と
の
姿
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
⒃
に
お
い
て
御
巫
本
に
は
﹁
本
ノ
マ
ゝ
﹂
と
い
う
傍
記
が
あ
る
。

こ
の
本
文
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
︵
平
︶　
　

そ
ら
︵
鈴
︶　

本
の
マ
ゝ

　
こ
の
お
と
こ
の
物
な
ど
い
ひて
し
れ
る⎝
平
⎠

け
る
が
、
い

ナ
シ⎝
平
⎠

ひ
や
み
に
け
る
そ
ゝ
の
中
に
を
り
け
る

と
あ
る
。
鈴
鹿
本
は
﹁
ゝ
﹂
を
﹁
良
﹂︵
ら
︶
に
読
み
誤
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
御
巫
本
は
親
本
に
忠
実
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
附
載
二
類
は
そ
の
場
の
状
況
を
考
え
て
﹁
い

ひ
や
み
に
け
る
﹂
を
付
け
加
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
の
本
文
が
あ
る
こ
と
で
、
か
え
っ
て
前
の
﹁
こ
の
男
の
物
な
ど
い
ひ
け
る
が
﹂
の
本
文
と
の
続
き
具
合
が
よ
く
な

い
。
御
巫
本
の
親
本
の
異
同
は
こ
の
こ
と
に
起
因
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
⑽
⑾
⒇
に
お
い
て
も
御
巫
本
の
方
が
前
後
の
本
文
や
意
味
上
か
ら
考
え
て
妥
当
で
あ
る
。
し
か

し
、
鈴
鹿
本
の
改
変
か
、
そ
れ
と
も
誤
写
か
は
詳
ら
か
で
な
い
。
ま
た
、
⑷
⑹
⑺
⒁
⒅
⒇
㉒
㉓
に
お
い
て
御
巫
本
、
鈴
鹿
本
と
も
意
味
が
通
じ
る
。
こ
の
う
ち
⑷
⒁
で
は
鈴
鹿
本

と
平
中
物
語
が
、
⑺
⒇
㉒
で
は
御
巫
本
と
平
中
物
語
が
そ
れ
ぞ
れ
一
致
し
て
お
り
、
残
り
は
そ
れ
ぞ
れ
独
自
異
文
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
現
象
か
ら
い
ず
れ
か
が
転
写
過
程
で
異

文
を
生
じ
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
⑹
⒅
㉓ 

に
お
い
て
は
各
々
が
独
自
異
文
と
な
っ
て
い
て
、
い
ず
れ
が
も
と
の
姿
な
の
か
判
断
し
か
ね
る
が
、
こ
の
う
ち
⑹
に
つ

い
て
言
え
ば
、
平
中
物
語
は
﹁
す
の
う
ち
﹂
と
あ
っ
て
御
巫
本
に
近
い
、
こ
の
場
面
は
簾
を
挟
ん
で
の
男
女
の
対
面
で
あ
り
、
そ
の
点
か
ら
考
え
て
鈴
鹿
本
は
後
世
の
本
文
と
言

え
よ
う
。
す
る
と
こ
こ
は
平
中
物
語
が
も
と
の
姿
で
あ
り
、
次
い
で
御
巫
本
、
さ
ら
に
鈴
鹿
本
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
れ
に
し
て
も
一
箇
所
だ
け
で
は
危
険
で
あ
る
が
、
そ

の
よ
う
な
傾
向
の
あ
る
こ
と
は
言
え
る
か
と
思
う
。
た
だ
、
そ
れ
ら
が
直
接
か
、
間
接
か
の
関
係
は
詳
ら
か
で
な
い
。

一
覧
表
に
平
中
物
語
が
い
ず
れ
の
伝
本
と
共
通
す
る
か
を
示
し
て
お
い
た
。
そ
の
一
部
に
つ
い
て
は
先
程
ふ
れ
た
。
大
半
が
御
巫
本
と
共
通
し
て
い
る
が
、
鈴
鹿
本
と
共
通
し

て
い
る
箇
所
も
あ
る
。
ま
た
、
平
中
物
語
が
い
ず
れ
と
も
共
通
し
な
い
箇
所
も
あ
る
。
こ
れ
ら
の
現
象
か
ら
附
載
二
類
の
複
雑
な
生
成
の
一
面
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
附
載
二

類
の
親
本
か
ら
御
巫
本
、
鈴
鹿
本
が
転
写
さ
れ
、
各
々
、
異
文
を
生
じ
て
い
っ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
に
は
物
語
の
成
長
と
し
て
の
要
素
は
少
な
く
、



151 第七節　物語の成長―『大和物語』附載説話第二類の本文―

む
し
ろ
衰
退
の
跡
を
残
し
て
い
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

先
程
も
ふ
れ
た
が
、
か
つ
て
﹁
鈴
鹿
本
大
和
物
語
考
﹂︵
本
書
第
一
章
第
三
節
︶
と
題
し
て
鈴
鹿
本
の
本
文
附
載
二
類

は
除
い
た
。
を
中
心
に
御
巫
本
を
含
め
て
考
察
し
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の

結
果
、
両
者
の
本
文
に
は
意
図
的
な
改
変
に
よ
る
と
こ
ろ
が
多
く
、
い
わ
ゆ
る
二
次
的
な
本
文
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
し
か
も
、
こ
の
二
本
の
中
で
は
御
巫
本
の
方
が
鈴
鹿

本
よ
り
も
も
と
の
姿
を
止
め
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
附
載
二
類
の
本
文
も
こ
れ
と
同
じ
結
果
を
見
た
わ
け
で
あ
り
、
改
め
て
附
載
二
類
と
そ
の
本
体
と
が
密

接
な
関
係
に
あ
る
こ
と
が
理
解
で
き
た
。

附
載
二
類
は
平
中
物
語
現
存
の
も
の
か
否
か

は
判
断
で
き
な
い
。
を
素
材
に
し
て
、
そ
の
主
人
公
で
あ
る
平
中
を
宗
于
に
す
り
替
え
た
わ
け
で
あ
り
、
か
な
り
大
胆
な
試
み
で
あ
っ
た
。
し
か
も
そ
の
試

み
は
本
文
に
ま
で
波
及
し
て
い
た
。
附
載
二
類
各
章
段
で
の
大
き
な
異
同
が
そ
れ
を
物
語
っ
て
い
る
。

七

附
載
二
類
の
本
文
を
通
し
て
様
々
な
現
象
を
み
て
き
た
。
そ
れ
に
し
て
も
用
例
の
羅
列
に
走
っ
た
感
が
あ
る
が
、
附
載
二
類
に
潜
む
創
作
性
を
探
る
に
は
多
く
の
用
例
に
あ
た

る
必
要
が
あ
っ
た
。
主
人
公
を
宗
于
に
し
よ
う
と
し
た
時
点
で
附
載
二
類
の
創
始
者
は
虚
構
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
本
文
の
洗
練
を
は
じ
め
と
し
て
、
理
解

を
助
け
る
た
め
の
様
々
な
工
夫
、迫
真
の
描
写
な
ど
多
く
の
方
法
を
試
み
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
附
載
二
類
そ
の
も
の
に
も
欠
点
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、そ
の
数
は
少
な
か
っ
た
。

と
も
あ
れ
、
附
載
二
類
は
宗
于
を
主
人
公
に
し
て
章
段
を
付
加
さ
れ
た
わ
け
で
、
そ
こ
に
は
物
語
と
し
て
の
成
長
の
跡
を
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
し
か
し
、
附
載
二
類
の
親

本
か
ら
御
巫
本
、
鈴
鹿
本
が
転
写
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
独
自
異
文
が
生
じ
て
い
く
に
し
た
が
い
、
そ
の
傾
向
は
薄
れ
て
い
っ
た
。

注
⑴
　
萩
谷
朴
氏
﹃
平
中
全
講
﹄︵
私
家
版
　
昭
和
34
年
9
月
　
再
版
　
同
朋
舎
　
昭
和
53
年
11
月
︶、
阿
部
俊
子
氏
・
今
井
源
衛
氏
﹃
日
本
古
典
文
学
大
系
大
和
物
語
﹄︵
岩
波
書
店
　

昭
和
32
年
10
月
︶、
高
橋
正
治
氏
﹁
別
本
大
和
物
語
の
成
立
に
つ
い
て
︱
構
成
論
を
基
礎
と
し
た
試
論
︱
﹂︵﹁
国
語
と
国
文
学
﹂
30
巻
２
号
　
昭
和
28
年
2
月
︶、
阪
倉
篤
義
氏
﹃
大

和
物
語
天
　
理

図
書
館

善
本
叢
書
29
﹄
解
題
︵
八
木
書
店
　
昭
和
51
年
7
月
︶、
雨
海
博
洋
氏
﹁
御
巫
本
大
和
物
語
附
載
説
話
冒
頭
の
﹁
右
京
大
夫
宗
于
﹂
に
つ
い
て
﹂︵﹁
国
文
学
研
究
﹂

20
集
　
昭
和
34
年
9
月
　
後
に
﹃
歌
語
り
と
歌
物
語
﹄︿
桜
楓
社
　
昭
和
51
年
9
月
﹀
に
再
録
︶、
柿
本
奨
氏
﹃
大
和
物
語
の
注
釈
と
研
究
﹄︵
武
蔵
野
書
院
　
昭
和
56
年
2
月
︶、

稲
賀
敬
二
氏
﹁﹁
大
和
物
語
﹂
成
立
段
階
に
お
け
る
﹁
平
中
章
段
追
加
形
態
﹂
誕
生
契
機
・
仮
説
﹂︵﹁
安
田
女
子
大
学
大
学
院
紀
要
﹂
1
号
　
平
成
8
年
3
月
　
後
に
﹃
国
文
学

年
次
別
論
文
集  

中
古
2  

平
成
8
年
﹄︿
朋
文
出
版
　
平
成
10
年
3
月
﹀、﹃
前
期
物
語
の
成
立
と
変
貌  
稲

賀

敬

二

コ
レ
ク
シ
ョ
ン

2
﹄︿
笠
間
書
院
　
平
成
19
年
7
月
﹀
に
そ
れ
ぞ
れ
再
録
︶、
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妹
尾
好
信
氏
﹁﹃
大
和
物
語
﹄
付
載
説
話
考
︱
﹃
異
本
平
中
物
語
﹄
添
加
の
経
緯
に
つ
い
て
︱
﹂︵﹃
説
話
論
集
﹄
9
集
　
清
文
堂
　
平
成
11
年
8
月
　
後
に
﹃
平
安
朝
歌
物
語
の

研
究
︹
大
和
物
語
篇
︺﹄︿
笠
間
書
院
　
平
成
12
年
10
月
﹀
に
再
録
︶

⑵
　
拙
稿
﹁﹃
大
和
物
語
﹄
附
載
説
話
第
二
類
を
め
ぐ
っ
て
﹂︵﹁
古
典
論
叢
﹂
13
号
　
昭
和
58
年
11
月
　
後
に
﹃
大
和
物
語
の
研
究
﹄︿
翰
林
書
房
　
平
成
6
年
2
月
﹀
に
再
録
︶。
本

書
第
一
章
第
六
節
。

⑶
　
湯
川
弘
文
社
、
昭
和
11
年
5
月
、
再
版
　
昭
和
39
年
6
月
。

⑷
　
注
⑴
に
同
じ
。

⑸
　
明
治
書
院
、
昭
和
47
年
3
月
。

⑹
　
笠
間
書
院
、
平
成
12
年
2
月
。

⑺
　﹁﹃
大
和
物
語
﹄
附
載
説
話
第
一
類
と
第
二
類
の
性
格
﹂︵﹁
平
安
朝
文
学
研
究
﹂
5
号
　
昭
和
33
年
4
月
　
後
に
﹃
歌
語
り
と
歌
物
語
﹄︿
桜
楓
社
　
昭
和
51
年
9
月
﹀
に
再
録
︶

⑻
　
岡
部
由
文
氏
﹁
大
和
物
語
の
附
載
説
話
﹂︵﹃
歌
語
り
・
歌
物
語
事
典
﹄
勉
誠
社
　
平
成
9
年
2
月
︶

⑼
　﹃
和
歌
大
辞
典
﹄︵
明
治
書
院
　
昭
和
61
年
3
月
︶
に
お
け
る
﹁
贈
答
歌
﹂
の
項
目
︵
久
保
木
哲
夫
氏
執
筆
︶。

⑽
　
注
⑵
に
同
じ
。

⑾
　
注
⑺
に
同
じ
。

⑿
　
今
井
源
衛
氏
﹃
大
和
物
語
評
釈  

下
巻
﹄

⒀
　
男
に
し
て
い
る
も
の
︱
﹃
大
和
物
語
詳
解
﹄︵
武
田
祐
吉
氏
・
水
野
駒
雄
氏
︶、﹃
大
和
物
語  

校
注
古
典
叢
書
﹄。
女
に
し
て
い
る
も
の
︱
﹃
大
和
物
語
の
注
釈
と
研
究
﹄、﹃
大
和
物

語
評
釈  

下
巻
﹄

⒁
　
注
⑺
に
同
じ
。

⒂
　
拙
稿
﹁
鈴
鹿
本
大
和
物
語
考
︵
上
︶、︵
下
︶﹂︵﹁
語
文
﹂
46
輯
　
昭
和
53
年
12
月
、﹁
語
文
﹂
47
輯
　
昭
和
54
年
12
月
　
後
に
﹃
大
和
物
語
の
研
究
﹄
に
再
録
︶。
本
書
第
一
章
第
三
節
。

⒃
　
注
⒂
に
同
じ
。
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第
一
節
　
大
和
物
語
に
お
け
る
在
原
業
平
関
係
章
段
に
つ
い
て

一

か
つ
て
、
阿
部
秋
生
氏
は
﹁
伊
勢
物
語
と
大
和
物
語
と
の
関
係
︱
物
語
る
部
分
に
就
い
て
︱(1)
﹂
と
い
う
論
文
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
た
。

伊
勢
物
語
と
同
じ
歌
の
話
が
出
て
来
る
こ
と
は
四
五
に
止
ま
ら
な
い
が
、
そ
の
大
部
分
の
話
が
大
和
物
語
で
は
大
げ
さ
に
な
っ
て
い
る
。
又
地
理
的
歴
史
的
な
記
述
も
精
密

に
な
っ
て
い
る
。
所
が
結
果
と
し
て
は
、
そ
れ
だ
け
却
っ
て
い
か
に
も
作
り
話
し
臭
く
な
っ
て
し
ま
ふ
と
い
ふ
逆
な
結
果
を
生
じ
て
い
る
の
は
、
作
者
の
腕
の
不
足
で
あ
ら
う
。

が
一
方
に
、
當
時
の
日
本
で
は
散
文
で
細
か
な
描
写
を
す
る
こ
と
に
は
ま
だ
さ
う
熟
練
し
て
い
な
い
こ
と
も
考
へ
て
や
ら
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
然
る
に
話
の
筋
か
ら

味
を
出
そ
う
と
す
る
と
、
日
本
人
は
、
今
ま
で
ま
だ
や
っ
た
こ
と
の
な
い
新
し
い
工
夫
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
か
な
り
以
前
に
発
表
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
私
は
大
和
物
語
と
い
う
作
品
に
接
す
る
た
び
に
、
こ
の
お
考
え
が
私
の
脳
裏
を
離
れ
な
か
っ
た
。
本
稿
を
成
そ
う
と
し
た

の
も
多
分
に
こ
の
こ
と
が
原
因
に
な
っ
て
い
る
。
事
実
、
大
和
物
語
の
後
半
の
章
段
は
氏
の
お
考
え
に
一
致
す
る
と
思
わ
れ
る
と
こ
ろ
が
少
な
く
な
い
よ
う
だ
。

さ
て
、
そ
の
後
半
に
あ
る
一
六
〇
段
か
ら
一
六
六
段
は
在
中
将
、
即
ち
在
原
業
平
に
関
す
る
話
を
載
せ
て
い
る
。
大
和
物
語
の
作
者
が
こ
れ
ら
の
章
段
を
構
成
す
る
に
あ
た
っ

て
、
何
を
も
と
に
し
た
か
は
諸
説
あ
り
、
に
わ
か
に
断
定
し
が
た
い
。
こ
こ
で
は
そ
れ
に
つ
い
て
考
え
、
こ
れ
を
も
と
に
し
て
大
和
物
語
の
在
原
業
平
関
係
章
段
の
性
格
に
つ
い

て
も
追
究
し
た
い
と
思
う(2)
。
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二

こ
れ
ら
の
章
段
に
お
い
て
、
大
和
物
語
と
伊
勢
物
語
と
が
内
容
上
、
ほ
ぼ
共
通
し
て
い
る
も
の
と
し
て
、
一
六
一
・
一
六
二
・
一
六
三
・
一
六
四
の
各
章
段
が
あ
げ
ら
れ
る
。

今
、
こ
れ
ら
と
共
通
す
る
伊
勢
物
語
や
古
今
集
と
比
較
し
て
み
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

古
　
　
今
　
　
集

伊
　
勢
　
物
　
語

大
　
和
　
物
　
語

二
条
の
き
さ
き
の
、
ま
だ
東
宮
の
み

や
す
ん
所
と
申
し
け
る
時
に
、
お
ほ

は
ら
の
に
ま
う
で
た
ま
ひ
け
る
日
よ

め
る

な
り
ひ
ら
朝
臣

お
ほ
は
ら
や
を
し
ほ
の
山
も
け
ふ
こ
そ

は
神
世
の
こ
と
も
思
ひ
い
づ
ら
め

　
む
か
し
、
お
と
こ
あ
り
け
り
。
懸
相

じ
け
る
女
の
も
と
に
、
ひ
じ
き
も
の
と

い
ふ
物
を
や
る
と
て
、

思
ひ
あ
ら
ば
葎
の
宿
に
寝
も
し
な

ん
ひ
じ
き
の
も
の
に
は
袖
を
し

つ
ゝ
も

二
條
の
后
の
ま
だ
帝
に
も
仕
う
ま
つ
り

給
は
で
、
た
ゞ
人
に
て
お
は
し
ま
し
け

る
時
の
こ
と
也
︵
三
段
︶

　
昔
、
二
條
の
后
の
、
ま
だ
春
宮
の
御

息
所
と
申
け
る
時
、
氏
神
に
ま
う
で
給

け
る
に
、
近
衛
府
に
さ
ぶ
ら
ひ
け
る
翁
、

人
々
の
禄
た
ま
は
る
つ
い
で
に
、
御
車

よ
り
た
ま
は
り
て
、
よ
み
て
奉
り
け
る
。

大
原
や
小
塩
の
山
も
け
ふ
こ
そ
は

神
世
の
こ
と
も
思
出
づ
ら
め

　
在
中
将
、
二
條
の
后
の
宮
ま
だ
帝
に

も
つ
か
う
ま
つ
り
給
は
で
、
た
ゞ
人
に

お
は
し
ま
し
け
る
世
に
、
よ
ば
ひ
た
て

ま
つ
り
け
る
時
、
ひ
じ
き
と
い
ふ
も
の

を
こ
せ
て
、
か
く
な
む
、

お
も
ひ
あ
ら
ば
む
ぐ
ら
の
宿
に
寝

も
し
な
む
ひ
じ
き
物
に
は
袖
を
し

つ
ゝ
も

と
な
む
の
た
ま
へ
り
る
。
か
へ
し
を
、

人
な
む
わ
す
れ
に
け
る
。

　
さ
て
、
后
の
宮
、
春
宮
の
女
御
と
き

こ
え
て
大
原
野
に
詣
で
給
ひ
け
り
。
御

供
に
上
達
部
・
殿
上
人
い
と
多
く
つ
か

う
ま
つ
り
け
り
。
在
中
将
も
つ
か
う
ま

つ
れ
り
。
御
車
の
あ
た
り
に
、
な
ま
暗

き
折
に
た
て
り
け
り
。
宮
し
ろ
に
て
お
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人
の
せ
ん
ざ
い
に
き
く
に
む
す
び
つ

け
て
う
へ
け
る
う
た

在
原
な
り
ひ
ら
の
朝
臣

う
へ
し
う
へ
ば
秋
な
き
時
や
さ
か
ざ
ら

ん
花
こ
そ
ち
ら
め
ね
さ
へ
か
れ
め
や

と
て
、
心
に
も
か
な
し
と
や
思
ひ
け

ん
、
い
か
ゞ
思
ひ
け
ん
、
知
ら
ず
か
し
。

︵
七
六
段
︶

　む
か
し
、
お
と
こ
、
後
涼
殿
の
は
さ
ま

を
渡
り
け
れ
ば
、
あ
る
や
む
ご
と
な
き

人
の
御
局
よ
り
、﹁
忘
れ
草
を
忍
ぶ
草

と
や
い
ふ
﹂
と
て
、
い
だ
さ
せ
給
へ
り

け
れ
ば
、
た
ま
は
り
て
、

忘
れ
草
生
ふ
る
野
べ
と
は
見
る
ら

め
ど
こ
は
偲
ぶ
な
り
後
も
た
の
ま

ん
︵
一
〇
〇
段
︶

　　
昔
、
お
と
こ
、
人
の
前
裁
に
菊
う
へ

け
る
に
、

植
へ
し
植
え
ば
秋
な
き
時
や
咲
か

ざ
ら
ん
花
こ
そ
散
ら
め
根
さ
へ
枯

れ
め
や
︵
五
一
段
︶

ほ
か
た
の
人
々
禄
た
ま
は
り
て
後
な
り

け
り
。
御
車
の
し
り
よ
り
、
た
て
ま
つ
れ

る
御
単
衣
の
御
衣
を
か
づ
け
さ
せ
た
ま

へ
り
け
り
。
在
中
将
た
ま
は
る
ま
ゝ
に
、

大
原
や
を
し
ほ
の
山
も
今
日
こ
そ

は
神
代
の
こ
と
を
お
も
ひ
い
づ
ら

め

と
し
の
び
や
か
に
い
ひ
け
り
。
昔
を
お

ぼ
し
い
で
て
お
か
し
と
お
ぼ
し
け
り
。

︵
一
六
一
段
︶

　
又
、
在
中
将
、
内
に
さ
ぶ
ら
ふ
に
、

宮
す
ん
所
の
御
方
よ
り
、
忘
れ
草
を
な

む
﹁
こ
れ
は
何
と
か
い
ふ
﹂
と
て
た
ま

へ
り
け
れ
ば
、
中
将
、

わ
す
れ
ぐ
さ
お
ふ
る
野
辺
と
は
み

る
ら
め
ど
こ
は
し
の
ぶ
な
り
後
も

た
の
ま
む

と
な
む
あ
り
け
る
。
同
じ
草
を
忍
ぶ
草
、

忘
れ
草
と
い
へ
ば
、
そ
れ
よ
り
な
む
よ

み
た
り
け
る
。︵
一
六
二
段
︶

　
在
中
将
に
、
后
の
宮
よ
り
菊
召
し
け

れ
ば
、
奉
り
け
る
つ
い
で
に

植
へ
し
植
へ
ば
秋
な
き
時
や
咲
か

ぎ
ら
む
花
こ
そ
ち
ら
め
根
さ
へ
枯

れ
め
や
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︵
注
︶　
本
文
は
す
べ
て
﹃
日
本
古
典
文
学
大
系
﹄
に
拠
っ
た
。
以
下
も
断
ら
な
い
限
り
同
様
。

大
和
物
語
一
六
一
段
に
は
伊
勢
物
語
三
段
と
七
六
段
が
共
通
し
て
い
る
。
こ
の
章
段
の
成
立
や
内
部
の
異
同
に
つ
い
て
の
考
察
は
、
今
井
源
衛
氏
が

伊
勢
三
段
の
業
平
と
高
子
と
の
若
年
の
恋
と
、
同
七
六
段
の
後
年
の
逸
話
を
結
び
つ
け
て
新
し
い
一
つ
の
物
語
を
作
ろ
う
と
す
る
試
み
は
、
初
期
の
物
語
作
者
と
し
て
、

さ
も
あ
り
そ
う
な
こ
と
で
あ
り
、
た
め
に
、
後
半
で
は
む
し
ろ
意
識
的
に
伊
勢
に
反
す
る
形
を
工
夫
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。︵
中
略
︶
も
と
も
と
こ
の
全
体
の
内
容
は
、

二
首
の
歌
を
頂
点
と
す
る
男
の
恋
情
に
あ
る
こ
と
明
ら
か
で
、
伊
勢
の
よ
う
な
結
末
こ
そ
こ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
で
あ
る
に
か
か
わ
ら
ず
、
大
和
で
は
、
こ
の
結
果
に
よ
っ

て
、
こ
の
一
段
は
、
純
粋
な
情
感
の
物
語
で
は
な
く
、
一
個
の
風
流
の
物
語
に
転
じ
て
い
る
。
と
い
う
よ
り
も
、
そ
れ
は
貴
人
の
嘆
賞
に
よ
っ
て
話
を
目
出
度
い
も
の
に

仕
立
て
上
げ
よ
う
と
す
る
権
威
主
義
、
あ
え
て
い
え
ば
非
文
学
的
な
通
俗
性
に
基
く
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う(3)
。

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
尽
き
よ
う
。
た
だ
、
こ
こ
で
は
氏
と
は
別
の
面
か
ら
少
し
考
え
て
み
た
い
。

前
半
の
﹁
思
ひ
あ
ら
ば
﹂
の
歌
を
贈
る
場
合
の
表
現
を
み
る
に
、
伊
勢
物
語
は
﹁
や
る
﹂
と
な
っ
て
い
る
の
に
対
し
大
和
物
語
で
は
﹁
を
こ
せ
て
﹂
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は

す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と(4)
で
あ
る
が
、
登
場
人
物
の
主
体
が
誰
に
あ
る
の
か
と
も
関
連
し
て
く
る
よ
う
に
思
う
。
即
ち
前
者
は
﹁
や
る
﹂
も
の
で
あ
る
﹁
お
と
こ
﹂
に
あ
る

が
、
後
者
は
贈
ら
れ
た
二
條
后
の
方
に
あ
る
。
大
和
物
語
の
冒
頭
部
分
は
ど
う
も
文
脈
の
通
り
が
よ
く
な
い
。
そ
れ
と
い
う
の
も
、
あ
そ
こ
に
﹁
を
こ
せ
て
﹂
と
あ
る
か
ら
で
あ

る
。
し
か
し
、﹁
思
ひ
あ
ら
ば
﹂
の
歌
は
大
和
物
語
で
も
在
中
将
の
歌
と
と
れ
な
い
こ
と
も
な
い
。
た
だ
、
そ
う
と
る
と
、
こ
の
歌
の
後
に
﹁
と
な
む
の
た
ま
へ
り
け
る
﹂
と
あ
っ

て
尊
敬
語
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
引
っ
か
か
る
。
在
中
将
関
係
の
章
段
に
お
い
て
彼
の
動
作
に
は
尊
敬
語
を
使
用
し
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　
む
か
し
お
と
こ
あ
り
け
り
。
人
の
も

と
よ
り
か
ざ
り
粽
を
こ
せ
た
り
け
る
返

事
に
、あ

や
め
刈
り
君
は
沼
に
ぞ
ま
ど
ひ

け
る
我
は
野
に
出
で
て
か
る
ぞ
わ

び
し
き

と
て
、雉
を
な
む
や
り
け
る
。︵
五
二
段
︶

と
書
い
つ
け
て
奉
り
け
る
。︵
一
六
三

段
︶

　
在
中
将
の
も
と
に
、
人
の
飾
粽
を
を

こ
せ
た
り
け
る
か
へ
り
ご
と
に
、
か
く

い
ひ
や
り
け
る
、

あ
や
め
か
り
君
は
沼
に
ぞ
ま
ど
ひ

け
る
我
は
野
に
に
い
で
て
か
る
ぞ

わ
び
し
き

と
て
、
雉
を
な
む
や
り
け
る
。︵
一
六
四

段
︶
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確
か
に
、
こ
の
歌
を
在
中
将
の
歌
と
み
な
い
と
お
か
し
い
と
い
う
意
識
を
他
の
伝
本
に
よ
っ
て
は
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
大
和
物
語
の
異
本
で
あ
る
御
巫
本
、
鈴
鹿
本
で

は
﹁
を
こ
せ
て
﹂
の
部
分
が
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

た
て
ま
つ
り
給
ひ
て
︵
御
巫
本
︶

た
て
ま
つ
り
て
︵
鈴
鹿
本
︶

御
巫
本
と
鈴
鹿
本
は
﹁
と
な
む
の
た
ま
へ
り
け
る
﹂
を
持
っ
て
い
な
い
。
こ
れ
ら
の
現
象
か
ら
次
の
よ
う
な
こ
と
が
言
え
る
の
で
は
な
い
か
。

御
巫
本
と
鈴
鹿
本
は
﹁
と
な
む
の
た
ま
へ
り
け
る
﹂
を
除
去
し
て
﹁
を
こ
せ
て
﹂
の
部
分
を
改
作
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
両
本
は
﹁
た
て
ま
つ
る
﹂
と
い
う
、
い
か
に
も
高
貴
な

人
に
差
し
上
げ
る
と
い
う
表
現
に
改
め
て
い
る
。
し
か
し
、
御
巫
本
は
表
現
は
多
少
異
な
る
が
﹁
給
ひ
て
﹂
と
あ
り
、
こ
れ
は
﹁
の
た
ま
へ
り
け
る
﹂
の
尊
敬
語
を
残
し
た
の
で

あ
ろ
う
。
鈴
鹿
本
は
在
中
将
に
敬
語
を
用
い
る
の
は
お
か
し
い
と
思
っ
て
か
、
そ
れ
を
も
使
用
し
て
い
な
い
。
こ
こ
は
流
布
本
↓
御
巫
本
↓
鈴
鹿
本
と
い
う
過
程
を
推
測
で
き
よ

う
。
こ
の
よ
う
に
御
巫
本
、
鈴
鹿
本
が
生
成
さ
れ
た
頃
か
ら
も
こ
こ
を
在
中
将
に
と
る
こ
と
に
は
疑
問
を
抱
い
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
は
あ
く
ま
で
も
本
文
の
流
れ
で
あ
り
、
大
和
物
語
の
作
者
は
改
変
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
創
作
意
識
の
現
れ
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
以
下
の
本
文
に
も
波

及
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。﹁
か
へ
し
を
、
人
な
む
わ
す
れ
に
け
る
﹂
と
い
う
本
文
は
在
中
将
の
返
し
歌
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
た
と
え
、
返
し
歌
の
有
無
が

現
在
は
っ
き
り
し
な
い
に
し
て
も
、
彼
を
少
し
で
も
注
目
さ
せ
よ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
後
半
に
い
く
と
、
二
條
后
が
大
原
野
に
詣
で
、
そ
の
お
供
に
上
達
部
や
殿
上
人
な
ど

が
つ
き
従
い
、
そ
こ
に
在
中
将
も
同
行
し
、
彼
に
つ
い
て
は
﹁
在
中
将
も0

つ
か
う
ま
つ
れ
り
﹂︵
傍
点
は
稿
者
、
以
下
同
様
︶
と
何
か
付
け
足
し
的
な
表
現
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の

後
の
﹁
御
車
の
し
り
よ
り
、
た
て
ま
つ
れ
る
御
単
衣
の
御
衣
を
か
づ
け
さ
せ
た
ま
へ
り
け
り
﹂
は
二
條
后
の
行
動
を
示
す
本
文
で
あ
る
。
さ
ら
に
段
末
の
本
文
に
い
く
と
、
伊
勢

物
語
は
翁
の
心
中
を
述
べ
て
い
る
が
、
大
和
物
語
で
は
在
中
将
の
気
持
を
﹁
し
の
び
や
か
に
い
ひ
け
り
﹂
と
簡
略
に
し
、
そ
の
後
に
﹁
昔
を
お
ぼ
し
い
で
て
お
か
し
と
お
ぼ
し
け

り
﹂
が
あ
る
。
こ
れ
は
二
條
后
の
感
慨
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
今
井
氏
は
伊
勢
物
語
の
﹁
い
か
ゞ
思
ひ
け
ん
、
知
ら
ず
か
し
﹂
が
大
和
物
語
の
﹁
か
へ
し
を
、
人
な
む
わ
す
れ

に
け
る
﹂
に
な
っ
た
ら
し
い
と
言
わ
れ
る(5)
が
、
む
し
ろ
こ
れ
は
伊
勢
物
語
の
﹁
心
に
も
か
な
し
と
や
思
ひ
け
ん
、
い
か
ゞ
思
ひ
け
ん
、
知
ら
ず
か
し
﹂
が
大
和
物
語
の
﹁
し
の
び

や
か
に
い
ひ
け
り
﹂
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
後
の
﹁
昔
を
云
々
﹂
は
大
和
物
語
作
者
の
付
加
と
と
り
た
い
の
で
あ
る
。

一
六
二
段
は
伊
勢
物
語
九
九
段
と
共
通
し
て
い
る
。
両
者
は
内
容
的
に
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
が
、
大
和
物
語
は
段
末
に
﹁
同
じ
草
を
忍
ぶ
草
、
忘
れ
草
と
い
へ
ば
、
そ
れ
よ

り
な
む
よ
み
た
り
け
る
﹂
と
い
う
本
文
を
持
っ
て
い
る
。
こ
の
点
に
関
し
、
今
井
氏
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
お
ら
れ
る
。

大
和
作
者
は
︵
中
略
︶﹁
忘
れ
草
を
忍
ぶ
草
と
や
い
ふ
﹂
を
女
の
言
葉
と
誤
解
し
た
の
で
あ
る
。
段
末
の
﹁
同
じ
草
を
し
の
ぶ
草
と
い
へ
ば
﹂
の
文
字
は
、
そ
の
誤
解
を
正

当
づ
け
る
為
の
強
弁
だ
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
と
も
か
く
そ
の
ま
ま
に
受
取
る
わ
け
に
は
い
か
な
い(6)
。
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こ
の
こ
と
か
ら
も
付
加
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
に
は
疑
う
余
地
が
な
い
。
そ
れ
に
し
て
も
な
ぜ
段
末
に
あ
の
よ
う
な
本
文
を
持
っ
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
前
の
部
分

に
異
同
が
あ
る
こ
と
と
無
関
係
で
な
い
よ
う
だ
。
即
ち
伊
勢
物
語
で﹁
忘
れ
草
を
忍
ぶ
草

0

0

0

と
や
い
ふ
﹂の
と
こ
ろ
が
大
和
物
語
で
は﹁
忘
れ
草
を
な
む
こ
れ
は

0

0

0

何
と
か
い
ふ
﹂と
な
っ

て
い
る
。
今
井
氏
の
言
わ
れ
た
よ
う
に
伊
勢
物
語
の
﹁
忘
れ
草
を
忍
ぶ
草
と
や
い
ふ
﹂
を
女
の
言
葉
と
誤
解
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
伊
勢
物
語
の
よ
う
だ
と
﹁
忘
れ
草
﹂
の
歌

と
重
複
し
て
い
る
感
じ
で
、
少
し
唐
突
な
感
じ
を
受
け
る
。
そ
の
点
、
大
和
物
語
は
話
の
流
れ
が
ス
ム
ー
ズ
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
、
こ
の
よ
う
な
点
を
考
慮
し
て
一
部
分
改
め
た

の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
大
和
物
語
の
作
者
が
忘
れ
草
と
忍
ぶ
草
を
同
一
に
み
て
い
る
こ
と
は
、
こ
の
物
語
の
欠
点
と
言
わ
ね
ば
な
る
ま
い
。

一
六
三
段
を
み
る
と
、
古
今
集
と
伊
勢
物
語
が
近
く
、
大
和
物
語
は
こ
れ
ら
か
ら
離
れ
て
い
る
。
山
田
清
市
氏
は
、
古
今
集
が
改
変
し
、
大
和
物
語
の
方
が
原
型
を
伝
え
て

い
る
と
み
て
お
ら
れ
る(7)
。
は
た
し
て
そ
う
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
こ
こ
か
ら
だ
け
で
な
く
、
前
後
の
章
段
、
と
り
わ
け
業
平
関
係
の
章
段
を
考
慮
し
て
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

一
六
三
段
を
み
る
と
﹁
后
の
宮
よ
り
菊
召
し
け
れ
ば
﹂
と
あ
る
か
ら
、
菊
の
花
を
差
し
上
げ
た
時
に
歌
を
添
え
た
の
で
あ
る
。
后
の
宮
は
前
の
章
段
か
ら
考
え
て
二
條
后
を
示
し

て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
、
こ
こ
は
古
今
集
や
伊
勢
物
語
に
比
較
す
る
と
作
歌
事
情
が
詳
し
く
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
先
程
の
一
六
一
段
な
ど
と
も
共
通
し
て
お
り
、
偶
然

と
は
言
え
な
い
面
が
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
次
の
一
六
四
段
を
み
る
と
両
者
は
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
。
大
和
物
語
で
在
中
将
の
相
手
も
単
な
る
﹁
人
﹂
に
な
っ
て
い
る
。
思
う
に
、
こ
れ
は
今
井
氏
が
指
摘
さ

れ
た
よ
う
に
場
面
状
況
を
考
慮
し
て
そ
の
ま
ま
に
し
た
の
か
も
し
れ
な
い(8)
。

一
六
一
、一
六
二
、一
六
三
、一
六
四
の
各
章
段
を
み
て
き
た
が
、
こ
れ
ら
の
中
で
は
伊
勢
物
語
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
も
の
も
あ
る
が
、
お
お
む
ね
大
和
物
語
の
方
が
人
物

描
写
、
作
歌
事
情
等
に
お
い
て
詳
し
く
な
っ
て
い
た
。
こ
れ
は
大
和
物
語
の
作
者
に
よ
り
意
図
的
に
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
一
六
二
段
と
後
述
の
一
六
六
段
は
伊

勢
物
語
九
九
、一
〇
〇
段
と
共
通
し
て
お
り
、
さ
ら
に
一
六
三
、一
六
四
段
も
伊
勢
物
語
五
一
、五
二
段
と
共
通
し
て
い
る
。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
伊
勢
物
語
に
お
い
て
連
続
し

て
い
る
章
段
が
大
和
物
語
と
共
通
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
大
和
物
語
の
作
者
が
構
成
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
章
段
を
伊
勢
物
語
か
ら
持
っ
て
き
た
こ
と
を
証
明
し
て
い
る
。

三

し
か
し
な
が
ら
、
一
六
五
、一
六
六
段
に
つ
い
て
は
ど
う
考
え
た
ら
よ
か
ろ
う
か
。
こ
れ
ら
の
章
段
は
伊
勢
物
語
と
部
分
的
に
共
通
し
て
い
る
だ
け
で
、
一
概
に
こ
れ
か
ら
大

和
物
語
が
と
り
入
れ
た
と
は
言
え
な
い
の
で
あ
る
。
事
実
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
も
後
述
す
る
よ
う
に
考
え
が
分
か
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
こ
れ
か
ら
、
こ
の
二
章
段
を
み
て
い
く

わ
け
で
あ
る
が
、
私
自
身
、
こ
れ
を
解
く
鍵
は
一
六
六
段
に
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
ま
ず
一
六
六
段
を
、
次
い
で
一
六
五
段
を
み
て
い
く
。
一
六
六
段
は
多
く
の
作
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品
と
共
通
し
て
い
る
。
問
題
と
な
る
部
分
に
限
っ
て
そ
れ
ら
を
比
較
し
て
み
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

古
　
今
　
集

伊
勢
物
語
︵
天
福
本
︶

伊
勢
物
語
︵
為
家
本
︶

大
和
物
語
︵
為
家
本
︶

大
和
物
語
︵
勝
命
本
︶

大
和
物
語
︵
御
巫
本
︶

大
和
物
語
︵
鈴
鹿
本
︶

在
原
業
平
朝
臣

見
ず
も
あ
ら
ず

み
も
せ
ぬ
人
の

こ
ひ
し
く
は
あ

や
な
く
け
ふ
や

な
か
め
く
ら
さ

ん
　

か
へ
し
　

よ
み
人
し
ら
ず

し
る
し
ら
ぬ
な

に
か
あ
や
な
く

わ
き
て
い
は
ん

お
も
ひ
の
み
こ

そ
し
る
べ
な
り

け
れ

見
ず
も
あ
ら
ず

見
も
せ
ぬ
人
の

恋
し
く
は
あ
や

な
く
今
日
や
な

が
め
暮
さ
ん

返
し

知
る
知
ら
ぬ
な

に
か
あ
や
な
く

わ
き
て
い
は
ん

思
ひ
の
み
こ
そ

し
る
べ
な
り
け

れ

み
ず
も
あ
ら
ず

み
も
せ
ぬ
人
の

恋
し
く
は
あ
や

な
く
け
ふ
や
な

が
め
く
ら
さ
ん

女
か
へ
し

見
も
み
ず
も
だ

れ
と
し
り
て
か

恋
ら
る
ゝ
お
ぼ

つ
か
な
み
の
け

ふ
の
な
が
め
や
　
　

ま
た
お
と
こ
か

へ
し
　

し
り
し
ら
ず
な

に
か
あ
や
な
く

わ
き
て
は
ん
思

ひ
の
み
こ
そ
し

る
べ
な
り
け
れ

み
ず
も
あ
ら
ず

み
も
せ
ぬ
人
の

こ
ひ
し
き
は
あ

や
な
く
け
ふ
や

な
が
め
く
ら
さ

む
　

と
あ
れ
ば
女
か

へ
し

見
も
み
ず
も
だ

れ
と
し
り
て
か

こ
ひ
ら
る
る
お

ぼ
つ
か
な
さ
の

け
ふ
の
な
が
め

や
　
　

し
る
し
ら
ず
な

に
か
あ
や
な
く

わ
き
て
い
は
ん

お
も
ひ
の
み
こ

そ
し
る
べ
な
り

け
れ

み
ず
も
あ
ら
ず

み
も
せ
ぬ
人
の

こ
ひ
し
く
は
あ

や
な
く
け
ふ
や

な
が
め
く
ら
さ

む
　

と
あ
り
け
れ
ば

女み
も
見
ず
も
誰

と
し
り
て
か
こ

ひ
ら
る
る
お
ぼ

つ
か
な
み
の
け

ふ
の
な
が
め
や
　

古
今
に
は
返
哥

云
　

し
る
し
ら
ず
な

に
か
あ
や
な
く

わ
き
て
い
は
ん

思
ひ
の
み
こ
そ

し
る
べ
な
り
け

れ

み
ず
も
あ
ら
ず

み
も
せ
ぬ
人
の

こ
ひ
し
き
に
あ

や
な
く
け
ふ
や

な
が
め
く
ら
さ

む女古
今
に
は
返
哥

と
云
々

見
も
み
ず
も
だ

れ
と
し
り
て
か

こ
ひ
ら
る
る
お

ぼ
つ
か
な
さ
の

け
ふ
の
な
が
め

や
　
　

し
る
し
ら
ぬ
な

に
か
あ
や
な
く

わ
き
て
い
は
ん

思
ひ
の
み
こ
そ

し
る
べ
な
り
け

れ

み
ず
も
あ
ら
ず

み
も
せ
ぬ
人
の

こ
ひ
し
き
に
あ

や
な
く
け
ふ
や

な
が
め
く
ら
さ

む
　

女見
も
み
ず
も
だ

れ
と
し
り
て
か

こ
ひ
ら
る
る
お

ぼ
つ
か
な
さ
の

け
ふ
の
な
が
め

や
　
　

し
る
し
ら
ぬ
な

に
か
あ
や
な
く

わ
き
て
い
は
ん

思
ひ
の
み
こ
そ

し
る
べ
な
り
け

れ
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︵
注
︶　
本
文
に
空
白
が
あ
る
の
は
、
比
較
し
や
す
い
よ
う
に
同
じ
歌
の
上
に
記
し
た
こ
と
に
よ
る
。

こ
れ
ら
を
み
る
と
、
相
互
に
何
等
か
の
関
係
が
あ
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
こ
の
章
段
に
関
す
る
先
学
の
考
え
を
み
る
こ
と
に
す
る
。
古
く
、
賀
茂
真
淵

は
﹃
大
和
物
語
直
解
﹄
に
お
い
て
、

此
女
の
か
へ
し
、
古
今
に
も
伊
勢
物
語
に
も
有
て
、
い
と
よ
き
歌
な
り
。
こ
ゝ
に
出
せ
る
は
、
歌
も
よ
ま
ぬ
人
の
い
ひ
た
る
事
に
て
、
わ
ろ
し
。
お
ぼ
つ
か
な
み
の
と
あ
る
、

み
の
詞
、
か
ゝ
る
所
に
お
く
べ
き
事
な
ら
ぬ
を
も
わ
き
ま
へ
ぬ
こ
の
歌
な
り
。

と
述
べ
て
い
る
。
高
橋
正
治
氏
は
顕
昭
の
﹃
古
今
集
註
﹄
に
﹁
但
普
通
伊
勢
物
語
ニ
ハ
、
古
今
ノ
マ
ゝ
ノ
贈
答
也
。
普
通
ナ
ラ
ヌ
本
ニ
ハ
、
此
歌
ノ
返
歌
ヲ
、
女
ノ
返
シ
ト
テ
、

ミ
モ
ミ
ヌ
モ
タ
レ
ト
シ
リ
テ
カ
コ
ヒ
ラ
ル
ゝ
オ
ボ
ツ
カ
ナ
ミ
ノ
ケ
フ
ノ
ナ
ガ
メ
ヤ
。
又
オ
ト
コ
返
シ
、
シ
ル
シ
ラ
ヌ
ナ
ニ
カ
ア
ヤ
ナ
ク
ワ
キ
テ
イ
ハ
ム
オ
モ
ヒ
ノ
ミ
コ
ソ
シ
ル
ベ

ナ
リ
ケ
レ
。﹂﹃
続
々
群
書
類
従
⒂

歌
文
部
﹄
に
拠
る
。
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
で
い
う
﹁
普
通
な
ら
ぬ
本
﹂
と
大
和
物
語
は
関
係
が
深
く
、
こ
の
よ
う
な
本
か
ら
移
入
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
推
測

さ
れ
て
い
る(9)
。
ま
た
山
田
清
市
氏
は

六
条
家
本
の
御
巫
本
に
よ
れ
ば
、
三
首
目
の
歌
は
本
文
中
に
折
り
こ
ま
れ
、
勝
命
本
に
よ
れ
ば
、
三
首
目
の
歌
の
前
に
﹁
古
今
に
は
返
歌
云
い
ず
れ
の
本
に
も
な
し
﹂
と

傍
注
し
て
い
る
点
を
注
目
す
る
な
ら
ば
、
本
来
の
形
態
は
為
家
本
の
二
首
が
原
型
で
、
し
か
も
大
和
の
二
首
目
の
返
歌
と
古
今
の
返
歌
と
は
相
違
し
て
い
る
た
め
、
六
条

家
本
系
は
古
今
の
返
歌
を
三
首
目
に
な
ら
べ
て
附
載
し
た
の
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
二
条
、
六
条
家
本
両
者
の
相
違
は
か
く
考
え
得
る
と
し
て
も
、
古

今
と
大
和
の
返
歌
の
本
質
的
な
相
違
は
不
可
解
で
あ
る
。
両
者
の
原
拠
の
も
の
が
同
類
の
も
の
、
業
平
集
に
依
拠
し
て
い
る
と
考
え
た
場
合
、
返
歌
が
全
然
相
違
す
る
二

種
の
業
平
集
を
想
定
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、 

且
又
、
大
和
物
語
の
作
者
の
創
作
と
も
考
え
に
く
い
と
し
た
ら
、
或
い
は
両
者
原
拠
の
業
平
集
に
返
歌
が
二
首
存
在
し
、

両
者
は
そ
れ
ぞ
れ
一
首
を
採
録
し
た
の
で
は
な
い
か
と
も
考
え
ら
れ
て
く
る
で
あ
ろ
う
。

と
述
べ
て
お
ら
れ
る(10)
。

さ
ら
に
今
井
氏
は
先
程
の
真
淵
の
説
を
批
判
し
、
古
今
集
や
伊
勢
物
語
の
よ
う
な
贈
答
で
は
明
ら
か
に
飛
躍
が
あ
り
、
む
し
ろ
大
和
物
語
の
方
が
自
然
で
あ
る
と
み
て
お
ら
れ

る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
関
係
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
お
ら
れ
る
。

古
今
集
や
伊
勢
物
語
の
形
は
、
中
間
の
女
の
﹁
見
も
見
ず
も
﹂
の
歌
を
脱
落
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
れ
に
対
し
て
、
大
和
物
語
で
は
、
男
の
﹁
み
ず
も
あ
ら
ず
﹂

の
次
に
女
の
﹁
見
も
見
ず
も
﹂
が
続
く
点
で
は
順
序
は
誤
っ
て
い
な
い
が
、
こ
の
場
合
に
は
、
男
が
さ
ら
に
言
い
返
し
た
﹁
し
る
し
ら
ぬ
﹂
を
切
り
落
と
し
て
し
ま
っ
た

ら
し
い
。
巫
本
は
た
ま
た
ま
原
型
を
残
し
、
勝
命
本
も
同
様
で
あ
る
が
、
注
記
に
よ
れ
ば
、
親
本
に
は
﹁
し
る
し
ら
ぬ
﹂
の
歌
は
な
か
っ
た
の
を
、
後
に
古
今
集
を
見
て

附
け
加
え
た
も
の
か
と
察
せ
ら
れ
る(11)
。
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以
上
の
よ
う
に
大
和
物
語
諸
本
の
い
ず
れ
が
原
型
に
近
く
、
何
を
も
と
に
し
て
で
き
た
か
に
つ
い
て
は
対
立
し
て
い
る
。
そ
れ
に
大
和
物
語
の
研
究
に
お
い
て
鈴
鹿
本
は
そ
れ

ほ
ど
用
い
ら
れ
て
い
な
い
が
、
こ
れ
も
含
め
て
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
こ
の
一
覧
表
を
見
る
と
古
今
集
、
伊
勢
物
語
︵
天
福
本
︶
、
大
和
物
語
︵
為
家
本
︶
の
歌
は
二
首
で
あ
る
の
に
対
し
、
こ
れ
ら
を
除
い
た
も
の
は
す
べ
て
三
首
に
な
っ
て
い
る
。

当
然
の
こ
と
と
し
て
我
々
は
歌
数
の
少
な
い
方
を
も
と
の
姿
と
考
え
が
ち
で
あ
る
。
事
実
、
大
和
物
語
の
勝
命
本
、
御
巫
本
、
鈴
鹿
本
に
お
い
て
﹁
し
る
し
ら
ぬ
﹂
の
歌
は
た
だ

漠
然
と
並
べ
ら
れ
て
い
る
だ
け
で
、
あ
ま
り
に
も
不
自
然
で
あ
る
。
勝
命
本
は
山
田
、
今
井
両
氏
の
如
く
古
今
集
を
み
て
の
付
加
で
あ
ろ
う
。
御
巫
本
は
ど
う
か
。
勝
命
本
の
よ

う
に
注
記
で
も
あ
れ
ば
よ
い
が
、
実
は
そ
れ
が
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。﹁
古
今
に
は
返
哥
と
云
々
﹂
と
あ
る
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
勝
命
本
の
注
記
に
近
似
し
て
い
る
が
、
ど
の
よ

う
な
関
係
に
あ
る
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
た
だ
、﹁
…
と
﹂
と
あ
る
か
ら
何
か
あ
っ
た
の
を
引
用
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
し
か
も
こ
の
注
記
は
﹁
み
も
み
ず
も
﹂
の
歌
の

前
に
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
明
ら
か
に
誤
り
で
あ
り
、
書
写
す
る
際
に
錯
覚
が
生
じ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
御
巫
本
と
鈴
鹿
本
は
か
な
り
近
似
し
て
い
る
が
、
鈴
鹿
本
に
は
同
じ

注
記
が
記
さ
れ
て
い
な
い
。
た
だ
、
鈴
鹿
本
、
御
巫
本
に
つ
い
て
は
別
稿(12)
で
も
述
べ
た
よ
う
に
大
和
物
語
の
原
型
を
伝
え
て
い
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
む
し
ろ
大
和
物
語
の
伝

流
を
考
え
て
行
く
上
で
貴
重
な
伝
本
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
勝
命
本
、
御
巫
本
、
鈴
鹿
本
は
い
ず
れ
も
大
和
物
語
の
原
型
か
ら
離
れ
て
い
る
と
推
測
し
て

よ
か
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
為
家
本
伊
勢
物
語
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
と
在
中
将
集
が
共
通
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
片
桐
洋
一
氏
は
在
中
将
集
の
出
典
が
こ
の
為
家
本
伊
勢
物
語
で
は
な

い
か
と
考
え
て
お
ら
れ
る(13)
。
ま
た
今
井
源
衛
氏
は
為
家
本
伊
勢
物
語
の
方
が
古
今
集
、
流
布
本
伊
勢
物
語
よ
り
も
こ
の
贈
答
歌
の
原
型
を
残
し
、
そ
の
原
型
か
ら
伊
勢
物
語
、
古

今
集
の
形
と
大
和
物
語
の
形
と
の
二
つ
に
岐
れ
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る(14)
。

一
方
、山
田
清
市
氏
に
よ
れ
ば
、為
家
本
伊
勢
物
語
の
﹁
し
る
し
ら
ぬ
﹂
の
歌
は
古
今
集
で
は
﹁
読
人
し
ら
ず
﹂
と
あ
る
こ
と
か
ら
、為
家
本
伊
勢
物
語
の
改
変
と
み
て
お
ら
れ
る
。

そ
し
て
、
為
家
本
は
古
今
集
よ
り
も
大
和
物
語
と
深
い
関
係
の
あ
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
、
為
家
本
伊
勢
物
語
は
大
和
物
語
を
典
拠
に
し
て
﹁
女
﹂
の
返
し
歌
を
﹁
業
平
﹂
と
誤
っ

て
構
成
し
た
も
の
と
考
え
て
お
ら
れ
る(15)
。

在
中
将
集
の
出
典
が
為
家
本
伊
勢
物
語
で
あ
る
こ
と
は
考
え
ら
れ
る
に
し
て
も
、
こ
の
本
か
ら
流
布
本
伊
勢
物
語
や
古
今
集
、
さ
ら
に
大
和
物
語
が
で
き
た
と
い
う
の
は
納
得

で
き
な
い
。
特
に
為
家
本
伊
勢
物
語
か
ら
大
和
物
語
が
で
き
た
な
ど
と
い
う
の
は
な
お
さ
ら
の
こ
と
で
あ
る
。
山
田
氏
の
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
﹁
し
る
し
ら
ぬ
﹂
の
歌
が
古
今
集

で
は
﹁
読
人
し
ら
ず
﹂
と
な
っ
て
い
て
、
こ
れ
が
返
歌
で
、
女
性
の
歌
な
の
に
為
家
本
伊
勢
物
語
で
は
﹁
お
と
こ
﹂
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
お
か
し
い
。
と
も
か
く
、

こ
こ
に
み
る
限
り
為
家
本
伊
勢
物
語
は
後
世
の
も
の
と
み
な
さ
ざ
る
を
得
な
い
で
あ
ろ
う
。

こ
う
み
て
く
る
と
、
根
源
的
な
も
の
と
し
て
、
ひ
と
つ
は
大
和
物
語
︵
為
家
本
︶
と
古
今
集
・
伊
勢
物
語
︵
天
福
本
︶
の
系
統
が
考
え
ら
れ
よ
う
。
し
か
し
な
が
ら
古
今
集
は
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伊
勢
物
語
と
近
い
が
、
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
か
は
明
ら
か
で
な
い
。

そ
れ
に
し
て
も
何
故
に
大
和
物
語
﹁
見
も
み
ず
も
﹂
の
歌
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
確
か
に
﹁
原
撰
業
平
集
﹂
な
る
も
の
を
想
定
す
れ
ば
、
合
理
的
に
考
え
る
こ
と
が

で
き
る
。
だ
が
、
我
々
は
現
在
そ
れ
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
し
、
も
し
か
す
る
と
現
存
し
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
そ
こ
で
、
視
点
を
変
え
て
一
六
六
段
を
み
る
と
、
ど
う
も
別

の
考
え
が
で
き
そ
う
な
の
で
あ
る
。
再
度
、
一
六
六
段
と
伊
勢
物
語
九
九
段
を
比
較
し
て
み
る
。

︵
注
︶　
傍
線
と
①
②
は
稿
者
が
付
し
た
も
の
で
あ
る
。

﹁
知
る
知
ら
ぬ
﹂
の
歌
と
﹁
見
も
み
ず
も
﹂
の
歌
の
み
な
ら
ず
、
細
部
に
お
い
て
も
少
な
か
ら
ず
異
同
が
み
ら
れ
る
。
ま
ず
①
を
み
る
と
伊
勢
物
語
で
﹁
車
﹂
の
と
こ
ろ
が
大
和

物
語
で
は
﹁
よ
し
あ
る
車
﹂
と
な
っ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
、
こ
れ
は
前
の
章
段
か
ら
察
し
て
二
條
后
を
暗
示
さ
せ
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
さ
ら
に
②
を
み
る
と
両
者
は
全

く
反
対
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
次
の
﹁
見
ず
も
あ
ら
ず
﹂
の
歌
を
考
慮
す
る
と
、女
性
の
正
体
が
は
っ
き
り
と
誰
で
あ
る
か
わ
か
ら
な
か
っ
た
た
め
に
﹁
見
ず
も
あ
ら
ず
云
々
﹂

と
言
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
伊
勢
物
語
で
は
最
後
に
そ
の
正
体
が
判
明
し
﹁
後
は
誰
と
知
り
に
け
り
﹂
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
大
和
物
語
の
よ
う
だ
と
、
こ
の
男

伊
　
勢
　
物
　
語

大
　
和
　
物
　
語

　
む
か
し
、
右
近
の
馬
場
の
ひ
を
り
の
日
、
む
か
ひ
に
立
て
た

り
け
る①
車
に
、
女
の
顔
の
下
簾
よ
り②
ほ
の
か
に
見
え
け
れ
ば
、

中
将
な
り
け
る
お
と
こ
の
よ
み
て
や
り
け
る

見
ず
も
あ
ら
ず
見
も
せ
ぬ
人
の
恋
し
く
は
あ
や
な
く
今
日

や
な
が
め
暮
さ
ん

返
し　

知
る
知
ら
ぬ
な
に
か
あ
や
な
く
て
わ
き
て
い
は
ん
思
ひ
の

み
こ
そ
し
る
べ
な
り
け
れ

後
は
誰
と
知
り
に
け
り
。

　
在
中
将
物
見
に
い
で
て
女
の
よ
し
あ
る
車
の
も
と
に
た
ち
ぬ
。

下
簾
の
は
ざ
ま
よ
り
、
こ
の
女
の
顔
い
と
よ
く
み
て
け
り
。
物

な
ど
い
ひ
か
は
し
け
り
。
こ
れ
も
か
れ
も
か
へ
り
て
、
あ
し
た

に
よ
み
て
や
り
け
る
。

み
ず
も
あ
ら
ず
み
も
せ
ぬ
人
の
恋
し
き
は
あ
や
な
く
今
日

や
な
が
め
く
ら
さ
む

と
あ
れ
ば
、
女
、
か
へ
し
、

見
も
み
ず
も
誰
と
し
り
て
か
恋
ひ
ら
る
ゝ
お
ぼ
つ
か
な
さ

の
今
日
の
な
が
め
や

と
ぞ
い
へ
り
け
る
。
こ
れ
ら
は
物
語
に
て
世
に
あ
る
こ
と
ど
も

な
り
。
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が
か
な
り
の
や
り
手
で
相
手
に
対
し
か
ら
か
い
半
分
で
詠
ん
だ
と
し
か
思
わ
れ
な
い
。
そ
の
点
、
伊
勢
物
語
は
中
将
な
り
け
る
男
の
一
途
さ
が
出
て
い
る
。

こ
の
歌
に
対
し
て
伊
勢
物
語
で
は
﹁
知
る
知
ら
ぬ
﹂
の
歌
を
、
大
和
物
語
で
は
﹁
見
も
み
ず
も
﹂
の
歌
を
女
が
詠
ん
で
い
る
。
大
和
物
語
の
こ
の
歌
で
注
目
し
た
い
の
は

二
句
自
に
﹁
誰
と
し
り
て
か
﹂
と
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
は
前
に
﹁
い
と
よ
く
み
て
け
り
﹂
と
あ
る
か
ら
こ
う
な
っ
て
い
て
も
不
自
然
で
は
な
い
が
、
こ
れ
が

伊
勢
物
語
の
段
末
の
本
文
と
共
通
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
偶
然
と
は
言
え
な
い
。
何
ら
か
の
関
係
を
認
め
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
大
和
物
語
が
伊
勢
物
語
と
同
じ
よ
う

に
後
に
﹁
後
は
誰
と
知
り
に
け
り
﹂
と
い
う
本
文
を
持
っ
て
い
た
な
ら
ば
、前
に
﹁
い
と
よ
く
み
て
け
り
﹂
と
あ
る
か
ら
内
容
上
、矛
盾
す
る
。
そ
れ
を
解
消
す
る
た
め
に
﹁
見

も
み
ず
も
﹂
の
歌
に
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
の
歌
は
伊
勢
物
語
の
﹁
後
は
誰
と
知
り
に
け
り
﹂
の
一
部
を
盛
り
込
ん
で
、
作
者
の
創
作
と
み
て
よ
い
の
で
は
あ
る

ま
い
か
。

そ
も
そ
も
、
こ
う
し
た
の
は
女
を
は
っ
き
り
と
表
す
た
め
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
こ
う
す
る
た
め
に
種
々
の
異
同
を
生
じ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
大
和
物
語
の
作
者
は
高
貴

な
女
性
を
明
示
し
た
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
前
述
の
一
六
一
段
に
お
い
て
、
大
和
物
語
が
大
き
く
改
変
し
て
い
る
こ
と
も
共
通
し
て
い
る
。
先
程
、
為
家
本
伊
勢
物

語
は
後
世
の
も
の
と
推
測
し
た
が
、
も
し
、
為
家
本
伊
勢
物
語
か
ら
伊
勢
物
語
、
大
和
物
語
が
で
き
た
と
す
る
な
ら
ば
、
﹁
後
は
誰
と
知
り
に
け
り
﹂
は
﹁
見
も
み
ず
も
﹂

の
歌
の
一
部
か
ら
地
文
に
持
っ
て
き
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
こ
の
章
段
に
は
﹁
い
と
よ
く
み
て
け
り
﹂
、﹁
よ
し
あ
る
車
﹂
等
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
意
図
的
に
な
さ
れ
た

も
の
が
あ
る
か
ら
、
や
は
り
否
定
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
前
述
し
た
よ
う
に
今
井
氏
は
伊
勢
物
語
の
贈
答
に
は
飛
躍
が
あ
っ
て
無
理
と
さ
れ
、
む
し
ろ
大
和
物
語
の
方
が
自
然

と
み
て
お
ら
れ
る
。
思
う
に
、
こ
れ
は
両
者
の
作
者
の
意
図
を
理
解
し
て
か
ら
発
言
す
べ
き
で
あ
る
ま
い
か
。
女
性
の
正
体
の
有
無
が
歌
や
地
文
に
も
反
映
し
て
い
る
と
考

え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
大
和
物
語
で
は
伊
勢
物
語
の
最
後
の
本
文
を
持
っ
て
い
な
い
代
わ
り
に
﹁
こ
れ
ら
は
物
語
に
て
世
に
あ
る
こ
と
ど
も
な
り
﹂
と
い
う
本
文
が

あ
る
。﹁
物
語
に
て
云
々
﹂
と
あ
る
こ
と
自
体
、﹁
原
撰
業
平
集
﹂
な
る
も
の
を
も
と
に
し
た
の
で
は
な
く
、伊
勢
物
語
を
も
と
に
し
て
構
成
し
た
と
い
う
こ
と
を
如
実
に
物
語
っ

て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
だ
が
、
こ
の
﹁
物
語
﹂
に
つ
い
て
は
﹁
原
撰
業
平
集
﹂
か
ら
の
発
展
過
程
の
一
段
階
の
伊
勢
物
語
と
い
う
考
え
が
あ
る(16)
。
こ
の
考
え
が
妥
当
で
あ

る
な
ら
ば
、
一
六
六
段
で
の
私
の
考
え
は
否
定
さ
れ
よ
う
。
し
か
し
、
あ
る
意
識
的
な
改
変
は
認
め
る
べ
き
で
あ
り
、
ま
し
て
意
図
的
な
改
変
が
多
い
一
六
六
段
の
後
に
置

か
れ
て
い
る
こ
と
は
、
伊
勢
物
語
の
ま
ま
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
言
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
前
述
の
一
六
一
段
は
伊
勢
物
語
の
三
段
と
七
六
段
が
合
わ
さ
れ
て
一
章
段

と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
も
正
確
に
言
え
ば
、
現
存
の
伊
勢
物
語
と
は
異
な
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
こ
の
﹁
物
語
﹂
は
漢
然
と
と
ら
え
て
言
っ
て
い
る
の
で

あ
ろ
う
。

と
も
あ
れ
、以
上
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
両
者
が
﹁
原
撰
業
平
集
﹂
か
ら
生
成
し
た
と
い
う
考
え
は
否
定
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
大
和
物
語
は
伊
勢
物
語
を
改
変
し
た
と
推
測
さ
れ
る
。

そ
う
す
る
と
一
六
五
段
は
ど
う
か
。
こ
れ
と
伊
勢
物
語
一
二
五
段
を
比
較
し
て
み
よ
う
。
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伊
勢
物
語
と
の
共
通
歌
は
後
の
方
に
あ
る
に
す
ぎ
な
い
。
こ
の
章
段
に
つ
い
て
今
井
氏
は
﹁
つ
れ
づ
れ
と
﹂
の
歌
を
有
名
な
﹁
つ
ゐ
に
ゆ
く
﹂
の
歌
と
と
も
に
一
箇
所
に
ま

と
め
て
業
平
の
死
を
よ
り
哀
切
に
、
色
ど
り
豊
か
に
す
る
の
が
作
者
の
意
図
で
は
な
か
っ
た
か
と
述
べ
て
お
ら
れ
る(17)
。
妥
当
な
お
考
え
と
思
う
。
そ
れ
に
し
て
も
、﹁
つ
れ
づ

れ
と
﹂
の
歌
を
ど
う
考
え
た
ら
よ
か
ろ
う
か
。
こ
の
歌
は
現
存
す
る
文
献
の
中
で
在
中
将
集
、
雅
平
本
業
平
集
の
中
に
み
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
は
大
和
物
語
よ
り
後
の
成
立
で

あ
り
、
か
つ
伊
勢
物
語
や
大
和
物
語
を
も
と
に
編
纂
さ
れ
た
も
の
と
言
わ
れ
て
い
る(18)
。
そ
れ
ゆ
え
、
今
の
段
階
で
は
、
大
和
物
語
が
古
い
姿
を
と
ど
め
て
い
る
と
言
っ
て
も
よ

か
ろ
う
。

伊
　
勢
　
物
　
語

大
　
和
　
物
　
語

　　
む
か
し
、
お
と
こ
、
わ
づ
ら
ひ
て
、
心
地
死
ぬ
べ
く
お
ぼ
え

け
れ
ば
、

つ
ゐ
に
ゆ
く
道
と
は
か
ね
て
き
ゝ
し
か
ど
き
の
ふ
今
日
と

は
思
は
ざ
り
し
を

　
水
の
尾
の
帝
の
御
時
、
左
大
弁
の
む
す
め
、
弁
の
宮
す
ん
所

と
て
い
ま
す
か
り
け
る
を
、
帝
御
ぐ
し
お
ろ
し
た
ま
う
て
後
に

ひ
と
り
い
ま
す
か
り
け
る
を
、
在
中
将
し
の
び
て
か
よ
ひ
け
り
、

中
将
病
い
と
重
く
し
て
わ
づ
ら
ひ
け
る
、
も
と
の
妻
ど
も
も
あ

り
、
こ
れ
は
い
と
し
の
び
て
あ
る
こ
と
な
れ
ば
、
え
行
き
も
訪

ひ
給
は
ず
、
し
の
び
し
の
び
に
な
む
と
ぶ
ら
ひ
け
る
こ
と
日
々

に
あ
り
け
り
。
さ
る
に
と
は
ぬ
日
な
む
あ
り
け
る
。
病
も
い
と

重
り
て
、
そ
の
日
に
な
り
け
り
。
中
将
の
も
と
よ
り
、

つ
れ
づ
れ
と
い
と
ど
心
の
わ
び
し
き
に
今
日
は
と
は
ず
て

く
ら
し
て
む
と
や

と
て
を
こ
せ
た
り
。
弱
く
な
り
に
た
り
と
て
い
と
い
た
く
泣
き

さ
は
ぎ
て
、
か
へ
り
ご
と
な
ど
も
せ
む
と
す
る
程
に
死
に
け
り

と
聞
き
て
、
い
と
い
み
じ
か
り
け
り
。
死
な
む
と
す
る
こ
と

今
々
と
な
り
て
よ
み
た
り
け
る
、

つ
ゐ
に
ゆ
く
み
ち
と
は
か
ね
て
聞
き
し
か
ど
昨
日
今
日
と

は
思
は
ざ
り
し
を

と
よ
み
て
な
む
絶
え
は
て
に
け
る
。
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で
は
、こ
の
歌
は
作
者
の
創
作
に
よ
る
も
の
か
、そ
れ
と
も
﹁
原
撰
業
平
集
﹂
な
る
も
の
に
あ
っ
た
の
を
移
入
さ
れ
た
か
で
あ
る
が
、今
井
氏
は
在
中
将
集
、雅
平
本
業
平
集
で
の﹁
つ

れ
づ
れ
と
﹂
と
﹁
つ
ゐ
に
ゆ
く
﹂
の
歌
の
位
置
が
離
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
同
一
の
原
材
料
が
家
集
と
大
和
物
語
に
流
れ
込
ん
で
そ
れ
ぞ
れ
の
形
を
と
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測

さ
れ
た(19)
。
確
か
に
そ
う
考
え
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
は
在
中
将
集
や
雅
平
本
業
平
集
の
編
纂
に
も
関
係
す
る
こ
と
で
あ
り
、
一
つ
の
章
段
に
あ
る
数
首
の
和
歌
を

分
散
す
る
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
も
な
い
。
そ
れ
に
両
者
の
歌
の
詞
書
を
み
る
と
大
和
物
語
を
簡
略
に
し
た
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

そ
れ
と
、
こ
の
章
段
を
読
ん
で
み
て
感
ず
る
こ
と
だ
が
、
ど
う
も
前
後
の
続
き
具
合
が
す
っ
き
り
し
な
い
。
弁
の
御
息
所
が
﹁
か
へ
り
ご
と
な
ど
も
せ
む
と
す
る
程
﹂
に
在
中

将
は
死
ん
で
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
な
の
に
後
に
﹁
死
な
む
と
す
る
今
々
と
な
り
て
よ
み
た
り
け
る
﹂
と
あ
る
。
時
間
的
な
だ
ぶ
つ
き
や
場
面
の
移
り
変
わ
り
に
不
自
然
さ
を
感

じ
る
。
こ
れ
は
何
に
起
因
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
大
和
物
語
の
作
者
は
よ
り
い
っ
そ
う
哀
切
感
を
出
す
た
め
に
付
加
し
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
を
無
理
に
し
た
こ
と
と
作

者
の
創
作
力
の
不
足
が
伴
い
不
自
然
さ
を
生
じ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
一
六
一
段
の
よ
う
に
他
の
章
段
を
も
っ
て
き
て
付
加
す
れ
ば
、
問
題
も
少
な
い
が
、
お
そ
ら
く
こ
こ
は

﹁
つ
れ
づ
れ
と
﹂
の
歌
が
創
作
さ
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
れ
は
先
程
の
一
六
六
段
や
後
述
す
る
一
六
一
段
な
ど
か
ら
も
予
想
さ
れ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
こ
と
は
憶
測
の
域
を
出
な
い
も
の
で
あ
る
が
、
種
々
の
面
に
お
い
て
こ
の
章
段
は
考
え
る
余
地
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

四

さ
ら
に
一
六
〇
段
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
現
存
の
伊
勢
物
語
諸
本
と
は
共
通
せ
ず
、
後
撰
集
と
そ
の
一
部
が
共
通
し
て
い
る
。
両
者
を
比
較
し
て
み
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

後
　
　
撰
　
　
集

大
　
和
　
物
　
語

女
の
も
と
よ
り
ふ
ん
月
許
に
い
ひ
を
こ
せ
て
侍
け
る

よ
み
人
し
ら
ず

秋
は
ぎ
を
色
ど
る
風
の
吹
き
ぬ
れ
ば
ひ
と
の
心
も
う
た
が
は

れ
け
り

　
返
し
　
　
　
　
　
　 

　
　
　
　 

　
　
　
在
原
業
平
朝
臣

あ
き
萩
を
色
ど
る
風
の
ふ
き
ぬ
と
も
心
は
か
れ
じ
草
は
な
ら
ね

ば

　
同
じ
内
侍
に
在
中
将
す
み
け
る
時
、
中
将
の
も
と
に
よ
み
て

や
り
け
る
、

秋
は
ぎ
を
彩
る
風
の
吹
き
ぬ
れ
ば
人
の
心
も
う
た
が
は
れ

け
り

と
あ
り
け
れ
ば
、
か
へ
し
、

秋
の
野
を
い
ろ
ど
る
風
は
吹
き
ぬ
と
も
心
は
か
れ
じ
草
葉

な
ら
ね
ば
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︵
注
︶　
後
撰
集
の
本
文
は
天
福
本
に
よ
る
。
濁
点
は
稿
者
が
施
し
た
。

前
半
の
二
首
が
共
通
し
て
い
る
が
、
大
和
物
語
で
は
、
二
首
目
の
初
句
が
﹁
秋
の
野
を
﹂
と
な
っ
て
い
る(20)
。
お
そ
ら
く
、
こ
れ
は
と
も
に
﹁
秋
は
ぎ
を
﹂
で
統
一
さ
れ
て
い
た

の
で
あ
ろ
う
が
、
大
和
物
語
は
そ
れ
を
改
変
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
こ
れ
が
現
存
の
後
撰
集
か
ら
そ
う
し
た
も
の
か
、
そ
れ
と
も
両
者
に
共
通
す
る
資
料
が
あ
っ
て
、
そ
れ

か
ら
し
た
も
の
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
し
か
し
、
後
半
の
二
首
は
大
和
物
語
の
み
が
持
っ
て
い
る
も
の
で
、
こ
れ
が
在
中
将
に
関
し
た
こ
と
で
あ
る
か
ら
、﹁
原
撰
業
平
集
﹂

か
ら
と
り
入
れ
ら
れ
た
と
い
う
考
え
が
生
じ
る
の
も
当
然
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
今
井
源
衛
氏
は
別
の
考
え
を
示
さ
れ
た
。
即
ち
、

こ
の
古
今
集
・
伊
勢
の
話
︵
稿
者
注
、
古
今
集
巻
四
に
あ
る
歌
と
伊
勢
物
語
四
七
段
を
指
す
︶
と
本
段
の
﹁
大
幣
の
﹂
の
贈
答
と
の
類
似
性
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
や
は
り
、

大
和
物
語
作
者
が
伊
勢
物
語
を
模
倣
し
た
も
の
と
み
る
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。﹁
よ
る
せ
と
も
な
く
し
か
ぞ
な
く
な
る
﹂
と
い
う
女
の
非
難
の
し
か
た
は
、
古
今
、
伊
勢
の

﹁
つ
ひ
に
よ
る
瀬
は
あ
り
て
ふ
も
の
を
﹂
と
い
う
業
平
の
返
歌
を
さ
ら
に
切
り
返
し
て
い
る
趣
き
が
あ
る
。︵
中
略
︶
古
今
・
伊
勢
の
贈
答
歌
の
歌
意
明
白
で
し
か
も
古
樸
優

雅
な
声
調
の
中
に
余
情
掬
す
べ
き
も
の
が
あ
る
の
に
対
し
て
、
本
段
の
二
首
は
歌
意
も
晦
渋
で
あ
り
、
用
語
も
あ
い
ま
い
で
歯
ぎ
れ
も
悪
く
、﹁
流
る
と
も
﹂
の
如
き
情
感

の
ゆ
た
か
な
歌
の
多
い
業
平
の
も
の
ら
し
く
な
く
、
二
番
煎
じ
の
感
が
覆
い
難
い
の
で
あ
り
、
私
は
大
和
作
者
の
創
作
の
匂
い
を
感
じ
る
の
で
あ
る(21)
。

と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
こ
と
は
こ
れ
ら
二
首
を
創
作
で
な
い
か
と
し
て
お
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
実
は
私
も
こ
れ
に
賛
成
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
前
述
の

と
な
む
い
へ
り
け
る
。
か
く
て
住
ま
ず
な
り
て
後
、
中
将
の
も

と
よ
り
衣
を
な
む
、
し
に
を
こ
せ
た
り
け
る
。
そ
れ
に
﹁
あ
ら

は
ひ
な
ど
す
る
人
な
く
て
い
と
わ
び
し
く
な
む
あ
る
。
な
を
必

ず
し
て
給
へ
﹂
と
な
む
あ
り
け
れ
ば
、
内
侍
、﹁
御
こ
ゝ
ろ
も

て
あ
る
こ
と
に
こ
そ
は
あ
な
れ
。

大
幣
に
な
り
ぬ
る
人
の
か
な
し
き
は
よ
る
せ
と
も
な
く
し

か
ぞ
な
く
な
る
﹂

と
な
む
い
ひ
や
り
た
り
け
る
。
中
将
、

な
が
る
と
も
な
に
と
か
み
え
む
手
に
と
り
て
ひ
き
け
む
人

ぞ
幣
と
し
る
ら
む

と
な
む
い
ひ
け
る
。
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一
六
六
段
か
ら
考
え
て
も
当
然
で
あ
り
得
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
と
こ
の
一
六
〇
段
を
読
ん
で
感
ず
る
こ
と
は
﹁
か
く
て
住
ま
ず
な
り
て
﹂
を
前
後
に
し
て
二
つ
の
話
が
付
け

合
わ
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
も
後
半
は
大
和
物
語
二
七
段
の
発
想
に
似
て
い
る(22)
。
た
だ
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
今
井
氏
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の

関
係
を
否
定
さ
れ
て
い
る
。
私
は
こ
の
章
段
を
虚
構
で
と
ら
え
る
な
ら
ば
、
む
し
ろ
そ
の
関
係
を
認
め
る
べ
き
で
あ
ろ
う
と
思
う
。

そ
も
そ
も
、
一
六
〇
段
は
ど
の
よ
う
な
位
置
に
あ
る
章
段
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
の
前
後
の
章
段
の
登
場
人
物
を
み
る
と

一
五
九
段
…
染
殿
内
侍
　
能
有
の
大
臣

一
六
〇
段
…
染
殿
内
侍
　
在
中
将

一
六
一
段
…
在
中
将
　
二
條
后

一
六
二
段
…
在
中
将
　
御
息
所
の
御
方

一
六
三
段
…
在
中
将
　
后
の
宮

一
六
四
段
…
在
中
将
　
人

一
六
五
段
…
在
中
将
　
弁
の
御
息
所

一
六
六
段
…
在
中
将
　
女

の
よ
う
に
な
る
。
一
五
九
段
が
染
殿
内
侍
の
話
、
次
い
で
一
六
〇
段
が
彼
女
と
在
中
将
の
話
に
な
り
、
一
五
九
段
で
は
、
染
殿
内
侍
は
歌
を
詠
ん
で
い
な
い
が
、
こ
こ
は
彼
女
も

詠
ん
で
い
る
。
さ
ら
に
一
六
一
段
以
降
は
在
中
将
と
二
條
后
を
は
じ
め
、
他
の
女
性
の
話
へ
移
っ
て
い
く
。
こ
の
よ
う
に
主
人
公
を
も
と
に
し
て
連
想
で
も
っ
て
章
段
が
構
成
さ

れ
て
い
る
。

大
和
物
語
の
作
者
は
染
殿
内
侍
と
在
中
将
に
関
す
る
話
を
描
き
た
か
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
こ
の
あ
た
り
は
連
想
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
も
し
も
一
六
〇
段
が

な
か
っ
た
と
し
た
ら
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
章
段
の
移
行
が
唐
突
す
ぎ
は
し
ま
い
か
。
連
想
に
よ
っ
て
、
し
か
も
章
段
聞
を
ス
ム
ー
ズ
に
す
る
た
め
に
は
ど
う
し
て
も
一
六
〇
段
が

必
要
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
思
う
に
一
六
〇
段
は
後
撰
集
と
は
っ
き
り
断
定
で
き
な
い
に
し
て
も
そ
れ
ら
の
如
き
も
の
を
資
料
と
し
て
前
半
を
、
さ
ら
に
後
半
は
創
作
に
よ
っ
て
そ

れ
ぞ
れ
構
成
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
少
な
く
と
も
﹁
原
撰
業
平
集
﹂
か
ら
移
入
さ
れ
た
と
い
う
考
え
は
改
め
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
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五

大
和
物
語
の
作
者
は
当
時
を
代
表
す
る
色
好
み
の
一
人
で
あ
る
業
平
を
登
場
さ
せ
た
か
っ
た
の
で
あ
る
。
一
六
一
段
か
ら
一
六
六
段
は
そ
の
資
料
を
伊
勢
物
語
に
求
め
、
一
括

し
て
移
入
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
一
六
〇
段
は
後
撰
集
の
如
き
も
の
を
資
料
に
し
て
、
前
後
の
章
段
を
考
慮
し
、
移
入
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
こ
れ
ら
の
章
段
の
多
く

は
そ
の
ま
ま
と
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
細
部
に
わ
た
っ
て
潤
色
を
加
え
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
大
和
物
語
の
虚
構
性
と
い
う
こ
と
に
も
関
連
し
て
こ
よ
う
。
こ
れ
は

ま
た
大
和
物
語
が
必
然
的
に
辿
る
道
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
虚
構
と
い
う
こ
と
を
大
和
物
語
の
ど
の
あ
た
り
ま
で
広
げ
る
か
は
今
後
に
待
つ
べ
き
問
題
で
あ
ろ
う
が
、

少
な
く
と
も
こ
こ
で
述
べ
た
業
平
関
係
の
章
段
は
そ
の
方
針
で
構
成
し
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

従
来
、
大
和
物
語
は
歌
物
語
と
い
う
も
の
の
後
半
は
多
分
に
説
話
的
な
要
素
を
多
く
持
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
き
た
。
業
平
に
関
す
る
章
段
が
一
括
し
て
後
半
に
あ
っ
て
こ
の

よ
う
な
方
法
を
と
っ
て
い
る
こ
と
は
大
和
物
語
の
性
格
を
探
る
上
で
注
目
す
べ
き
こ
と
で
あ
ろ
う
。

注
⑴
　﹁
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
﹂
3
巻
4
号
　
昭
和
13
年
4
月
。 

⑵
　
本
稿
で
は
在
原
業
平
関
係
章
段
と
し
た
が
、
彼
は
こ
の
外
、
一
三
三
、一
四
四
段
に
も
出
て
く
る
。
ま
た
一
四
九
段
も
伊
勢
物
語
と
共
通
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
対
象
に
し
な
い
。

こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
に
し
て
い
き
た
い
。

⑶
　﹁
大
和
物
語
評
釈
・
五
十
　
在
中
将
﹂︵﹁
国
文
学
﹂
11
巻
11
号
　
昭
和
41
年
10
月
　
後
に
﹃
大
和
物
語
評
釈  

下
巻
﹄︿
笠
間
書
院
　
平
成
12
年
2
月
﹀
に
再
録
︶

⑷
　﹃
鑑
賞
　
第
五
巻

日
本
古
典
文
学
伊
勢
物
語
・
大
和
物
語
﹄︵
角
川
書
店
　
昭
和
50
年
11
月
︶

⑸
　
注
⑶
に
同
じ
。 

⑹
　﹁
大
和
物
語
評
釈
・
五
十
一
　
忘
れ
草
﹂︵﹁
国
文
学
﹂
11
巻
13
号
　
昭
和
41
年
11
月
　
後
に
﹃
大
和
物
語
評
釈  

下
巻
﹄
に
再
録
︶

⑺
　﹁
大
和
物
語
に
お
け
る
伊
勢
物
語
関
係
章
段
に
つ
い
て
﹂︵﹁
平
安
朝
文
学
研
究
﹂
9
号
　
昭
和
38
年
7
月
　
後
に
﹃
伊
勢
物
語
の
成
立
と
伝
本
の
研
究
﹄︿
桜
楓
社
　
昭
和
47
年
4

月
﹀
に
再
録
︶

⑻
　
注
⑹
に
同
じ
。

⑼
　﹃
大
和
物
語  

塙
選
書
﹄︵
塙
書
房
　
昭
和
37
年
10
月
︶
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⑽
　
注
⑺
に
同
じ
。

⑾
　﹁
大
和
物
語
評
釈
・
五
十
二
　
在
中
将
︵
続
︶﹂︵﹁
国
文
学
﹂
11
巻
14
号
　
昭
和
41
年
12
月
　
後
に
﹃
大
和
物
語
評
釈  

下
巻
﹄
に
再
録
︶

⑿
　﹁
鈴
鹿
本
大
和
物
語
考
︵
上
︶、︵
下
︶﹂︵﹁
語
文
﹂
46
、
49
輯
　
昭
和
53
年
12
月
、
昭
和
54
年
12
月
　
後
に
﹃
大
和
物
語
の
研
究
﹄︿
翰
林
書
房
　
平
成
6
年
2
月
﹀
に
再
録
︶。
本

書
第
一
章
第
三
節
。

⒀
　﹁
在
中
将
集
成
立
存
疑
︱
藤
原
定
家
の
王
朝
文
学
研
究
︱
﹂︵﹁
国
語
国
文
﹂
26
巻
2
号
　
昭
和
32
年
2
月
　
後
に
﹃
伊
勢
物
語
の
研
究
︹
研
究
篇
︺﹄︿
明
治
書
院
　
昭
和
43
年
2
月
﹀

に
再
録
︶

⒁
　
注
⑾
に
同
じ
。

⒂
　
注
⑺
に
同
じ
。

⒃
　﹃
日
本
古
典
文
学
大
系
大
和
物
語
﹄
補
注
一
六
二
。

⒄
　
注
⑽
に
同
じ
。

⒅
　
鈴
木
知
太
郎
氏
﹁
在
中
将
集
の
成
立
に
つ
い
て
﹂︵﹁
文
学
﹂
4
巻
1
号
　
昭
和
11
年
1
月
　
後
に
﹃
平
安
時
代
文
学
論
叢
﹄︿
笠
間
書
院
　
昭
和
43
年
1
月
﹀
に
再
録
︶

⒆
　
注
⑾
に
同
じ
。

⒇
　
後
撰
集
の
諸
本
は
﹁
あ
き
は
ぎ
を
﹂
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
天
福
本
は
﹁
あ
き
萩
を
﹂
と
異
同
が
あ
る
。

㉑
　﹁
大
和
物
語
評
釈
・
四
十
九
　
染
殿
の
内
侍
﹂︵﹁
国
文
学
﹂
11
巻
10
号
　
昭
和
41
年
9
月
　
後
に
﹃
大
和
物
語
評
釈  

下
巻
﹄
に
再
録
︶

㉒
　﹁
か
い
せ
う
と
い
ふ
人
、
法
師
に
な
り
て
、
山
に
す
む
あ
ひ
だ
に
、
あ
ら
は
ひ
な
ど
す
る
人
の
な
か
り
け
れ
ば
、
親
の
も
と
に
衣
を
な
む
あ
ら
ひ
に
を
こ
せ
た
り
け
る
を
、
い
か

な
る
折
に
か
あ
ら
む
、
む
づ
か
り
て
、﹁
お
や
は
ら
か
ら
の
い
ふ
こ
と
も
き
か
で
法
師
に
な
り
ぬ
る
人
は
、
か
く
う
る
さ
き
こ
と
い
ふ
も
の
か
﹂
と
い
ひ
け
れ
ば
、︵
以
下
、
省
略
︶﹂

︱
大
和
物
語
二
七
段
︱
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第
二
節
　
大
和
物
語
に
お
け
る
虚
構
の
方
法

︱
一
四
一
・
一
四
二
・
一
五
四
段
を
例
に
し
て
︱

一

大
和
物
語
に
つ
い
て
の
研
究
は
伊
勢
物
語
の
華
や
か
さ
に
比
べ
そ
れ
ほ
ど
活
発
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
近
年
に
至
り
人
物
考
証
を
は
じ
め
と
し
て
種
々
の
面
か
ら
考
察
さ

れ
、
そ
の
価
値
が
見
直
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
特
に
大
和
物
語
は
歌
語
り
の
集
成
と
言
わ
れ
、
そ
の
内
容
を
前
半
と
後
半
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る(1)
。
と
り
わ
け
後
半
は

説
話
的
色
彩
が
濃
く
、
著
名
な
伝
説
も
み
ら
れ
る
。
し
か
も
こ
こ
に
は
虚
構
の
章
段
も
存
在
す
る
よ
う
で
あ
る
。
も
し
そ
れ
が
事
実
で
あ
る
な
ら
ば
、
こ
れ
ら
の
章
段
か
ら
大
和

物
語
生
成
の
一
面
を
見
る
こ
と
が
可
能
か
も
し
れ
な
い
。

そ
こ
で
、
こ
こ
で
は
そ
れ
ら
の
章
段
を
創
作
す
る
場
合
、
ど
の
よ
う
な
方
法
を
と
っ
て
い
る
の
か
、
特
に
前
後
の
章
段
と
の
関
係
、
構
成
意
識
、
さ
ら
に
は
こ
れ
ら
の
章
段
と
歌

語
り
と
の
関
係
等
に
つ
い
て
、
後
半
の
中
で
も
い
わ
ば
無
名
章
段
に
近
い
一
四
一
、一
四
二
、一
五
四
の
三
章
段
を
考
察
の
対
象
に
し
て
一
つ
の
問
題
提
起
を
し
て
み
た
い
と
思
う
。

二

ま
ず
、
章
段
の
順
序
か
ら
い
う
と
逆
に
な
る
が
、
論
述
の
都
合
で
一
五
四
段
か
ら
み
て
い
き
た
い
。
今
、
便
宜
上
、
一
五
五
段
と
比
較
し
て
お
く
。

一
　
五
　
四
　
段

一
　
五
　
五
　
段

　
大
和
の
国
な
り
け
る
人
の
む
す
め
、
い
と
き
よ
ら
に
て
あ
り
け
る
を
、

　
昔
、
大
納
言
の
む
す
め
い
と
う
つ
く
し
う
て
も
ち
た
ま
ふ
た
り
け
る
を
、
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京
よ
り
き
た
り
け
る
男
の
か
い
ま
み
て
見
け
る
に
、
い
と
お
か
し
げ
な

り
け
れ
ば
、
ぬ
す
み
て
か
き
抱
き
て
馬
に
う
ち
の
せ
て
逃
げ
て
い
に
け

り
。
い
と
あ
さ
ま
し
う
お
そ
ろ
し
う
思
ひ
け
り
。
日
暮
れ
て
立
田
山
に

や
ど
り
ぬ
。
草
の
な
か
に
あ
ふ
り
を
と
き
し
き
て
、
女
を
抱
き
て
臥
せ

り
。
女
、
恐
し
と
思
ふ
こ
と
か
ぎ
り
な
し
。
わ
び
し
と
思
ひ
て
、
男
の

物
い
へ
ど
、
い
ら
へ
も
せ
で
泣
き
け
れ
ば
、
男
、

た
が
み
そ
ぎ
ゆ
ふ
つ
け
ど
り
か
唐
衣
立
田
の
山
に
お
り
は
え
て
な

く

女
、
か
へ
し
、

立
田
川
い
は
ね
を
さ
し
て
ゆ
く
水
の
行
方
も
し
ら
ぬ
わ
が
ご
と
や

な
く

と
よ
み
て
死
に
け
り
。
い
と
あ
さ
ま
し
う
て
な
む
、
男
抱
き
も
ち
て
泣

き
け
り
。

帝
に
た
て
ま
つ
ら
む
と
て
か
し
づ
き
た
ま
ひ
け
る
を
、
殿
に
ち
か
う

つ
か
う
ま
つ
り
け
る
内
舎
人
に
て
あ
り
け
る
人
、
い
か
で
か
み
け

む
、
こ
の
む
す
め
を
み
て
け
り
。
顔
容
貌
の
い
と
う
つ
く
し
げ
な
る

を
み
て
、
よ
ろ
づ
の
こ
と
お
ぼ
え
ず
、
心
に
か
ゝ
り
て
、
夜
昼
い
と

わ
び
し
く
、
や
ま
ひ
に
な
り
て
お
ぼ
え
け
れ
ば
、﹁
せ
ち
に
き
こ
え
さ

す
べ
き
事
な
む
あ
る
﹂
と
い
ひ
わ
た
り
け
れ
ば
、﹁
あ
や
し
。
な
に
ご

と
ぞ
﹂
と
い
ひ
て
い
で
た
り
け
る
を
、
さ
る
心
ま
う
け
し
て
、
ゆ
く

り
も
な
く
か
き
抱
き
て
馬
に
の
せ
て
、
陸
奥
国
へ
、
よ
る
と
も
い
は

ず
ひ
る
と
も
い
は
ず
逃
げ
て
往
に
け
り
。
安
積
の
郡
安
積
山
と
い
ふ

所
に
庵
を
つ
く
り
て
こ
の
女
を
据
へ
て
、
里
に
い
で
つ
ゝ
物
な
ど
は
求

め
て
き
つ
ゝ
食
は
せ
て
、
と
し
月
を
経
て
あ
り
へ
け
り
。
こ
の
男
往

ぬ
れ
ば
、
た
ゞ
一
人
物
も
く
は
で
山
中
に
ゐ
た
れ
ば
、
か
ぎ
り
な
く
わ

び
し
か
り
け
り
。
か
ゝ
る
ほ
ど
に
は
ら
み
に
け
り
。
こ
の
男
、
物
求
め

に
い
で
に
け
る
ま
ゝ
に
三
四
日
こ
ざ
り
け
れ
ば
、
ま
ち
わ
び
て
、
た
ち

い
で
て
山
の
井
に
い
き
て
、
影
を
み
れ
ば
、
わ
が
あ
り
し
か
た
ち
に
も

あ
ら
ず
、
あ
や
し
き
や
う
に
な
り
に
け
り
。
鏡
も
な
け
れ
ば
、
顔
の
な

り
た
ら
む
や
う
も
し
ら
で
あ
り
け
る
に
、
俄
に
み
れ
ば
、
い
と
恐
し
げ

な
り
け
る
を
、
い
と
は
づ
か
し
と
お
も
ひ
け
り
。
さ
て
よ
み
た
り
け
る
、

あ
さ
か
や
ま
影
さ
へ
み
ゆ
る
山
の
井
の
あ
さ
く
は
人
を
思
ふ
も
の

か
は

と
よ
み
て
木
に
か
き
つ
け
て
、
庵
に
き
て
死
に
け
り
。
男
、
物
な
ど
も

と
め
て
も
て
き
て
、
し
に
て
ふ
せ
り
け
れ
ば
、
い
と
あ
さ
ま
し
と
思
ひ

け
り
。
山
の
井
な
り
け
る
歌
を
み
て
か
へ
り
き
て
、
こ
れ
を
お
も
ひ
傍

に
ふ
せ
り
て
死
に
け
り
。
世
の
ふ
る
ご
と
に
な
む
あ
り
け
る
。
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︵
注
︶　
本
文
は
﹃
日
本
古
典
文
学
大
系
﹄
に
拠
る
。
以
下
も
同
様
。

こ
の
章
段
が
虚
構
で
あ
る
こ
と
は
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
お
り(2)
、
そ
の
根
拠
と
し
て
﹁
た
が
み
そ
ぎ
﹂
の
歌
が
古
今
集
に
あ
る
こ
と
を
あ
げ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
は
納
得
す

べ
き
こ
と
な
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
含
め
て
こ
こ
は
一
五
五
段
と
の
関
係
か
ら
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
思
う
。
こ
の
二
つ
の
章
段
は
内
容
が
似
通
っ
て
い
る
。
即
ち
男
が
人

の
娘
を
盗
み
出
し
山
中
に
籠
り
、
女
は
死
に
男
は
悲
嘆
に
く
れ
、
あ
る
い
は
そ
の
後
を
追
っ
て
死
ぬ
と
い
う
筋
書
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
類
型
的
な
章
段
は
外
に
も
み
ら
れ
る
が
、

一
五
四
段
と
一
五
五
段
は
そ
れ
以
上
に
近
似
し
て
い
る
。
今
、
両
章
段
の
本
文
に
お
い
て
近
似
し
て
い
る
も
の
と
異
な
っ
て
い
る
も
の
と
を
一
覧
表
に
し
て
み
る
。

こ
の
う
ち
⑹
、
⑻
、
⑼
は
全
く
と
言
っ
て
よ
い
ほ
ど
似
通
っ
て
い
る
し
、
⑵
、
⑷
、
⑸
な
ど
も
表
記
は
異
な
っ
て
い
て
も
ほ
ぼ
同
じ
意
味
に
な
る
。
そ
の
反
面
、
⑴
、
⑶
、
⑺
、

⑽
な
ど
は
両
章
段
、
全
く
異
な
る
が
、
こ
れ
は
そ
の
舞
台
や
内
容
を
考
え
た
上
で
そ
う
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
こ
の
異
同
に
つ
い
て
は
後
に
ふ
れ
た
い
。

そ
れ
に
し
て
も
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
に
語
句
ま
で
も
近
似
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
周
知
の
よ
う
に
一
五
五
段
は
安
積
山
伝
説
と
し
て
著
名
で
あ
り
、
こ
の
話
は
こ
の
外
、
万

葉
集
を
は
じ
め
今
昔
物
語
集
に
も
み
ら
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
一
五
四
段
は
今
の
と
こ
ろ
他
の
文
献
に
は
見
い
出
せ
な
い
。
そ
れ
な
の
に
両
章
段
の
語
句
ま
で
も
近
似
し
て
い
る
こ

と
は
、
お
そ
ら
く
一
五
四
段
は
一
五
五
段
を
も
と
に
し
て
作
ら
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

番
号

一
　
五
　
四
　
段

一
　
五
　
五
　
段

⑴⑵⑶⑷⑸⑹⑺⑻⑼⑽

大
和
国
な
り
け
る
人
の
む
す
め

い
と
き
よ
ら
に
て

京
よ
り
き
た
り
け
る
男

か
い
ま
み
て
け
り

い
と
お
か
し
げ
な
り
け
れ
ば

ぬ
す
み
て
か
き
抱
き
て
馬
に
う
ち
の
せ
て

立
田
山
に
や
ど
り
ぬ

恐
し
と
思
ふ
こ
と
か
ぎ
り
な
し
わ
び
し
と
思
ひ
て

い
と
あ
さ
ま
し
う
て
な
む

男
抱
き
も
ち
て
泣
き
け
り

大
納
言
の
む
す
め

い
と
う
つ
く
し
う
て

内
舎
人

い
か
で
か
み
け
む
、
こ
の
む
す
め
を
み
て
け
り

い
と
う
つ
く
し
げ
な
る
を
み
て

か
き
抱
き
て
馬
に
の
せ
て

安
積
山
と
い
ふ
所
に
庵
を
つ
く
り
て

か
ぎ
り
な
く
わ
び
し
か
り
け
り

い
と
あ
さ
ま
し
と
思
ひ
け
り

傍
に
ふ
せ
り
死
に
け
り
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そ
こ
で
、
そ
の
根
拠
を
あ
げ
て
み
た
い
と
思
う
。
一
五
四
段
の
﹁
た
が
み
そ
ぎ
﹂
の
歌
は
古
今
集
に
あ
り
、
こ
れ
を
も
と
に
し
て
章
段
が
形
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
先
程
述
べ

た
が
、
今
、
こ
の
歌
を
含
め
そ
の
前
後
の
歌
を
記
し
て
み
る
と
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
題
し
ら
ず
　
　
　
　
　
よ
み
人
し
ら
ず 

994
　
風
ふ
け
ば
お
き
つ
し
ら
な
み
た
つ
た
山
よ
は
に
や
君
が
ひ
と
り
こ
ゆ
ら
ん

…
…
左
注
略
…
…

995
　
た
が
み
そ
ぎ
ゆ
ふ
つ
け
ど
り
か
唐
衣
た
つ
た
の
や
ま
に
お
り
は
へ
て
な
く

996
　
わ
す
ら
れ
ん
時
し
の
べ
と
ぞ
は
ま
千
鳥
行
く
ゑ
も
し
ら
ぬ
あ
と
を
と
ゞ
む
る

︵
注
︶　
本
文
は
﹃
日
本
古
典
文
学
大
系
﹄
に
拠
る
。

こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
こ
の
歌
の
前
に
あ
る
﹁
風
吹
け
ば
﹂
の
歌
が
大
和
物
語
一
四
九
段
に
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
も
﹁
た
が
み
そ
ぎ
﹂
の
歌
は
そ
の
後
に
あ
っ

て
、
こ
れ
に
は
立
田
山
が
詠
み
込
ま
れ
て
お
り
、
後
述
す
る
よ
う
に
構
成
の
上
で
も
好
都
合
な
歌
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る(3)
。
た
だ
﹁
た
が
み
そ
ぎ
﹂
の
歌
は
古
今
集
に
お
い
て
単

独
で
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
大
和
物
語
で
は
返
し
歌
が
み
ら
れ
る
。
こ
れ
は
い
ず
れ
か
が
除
去
か
も
し
く
は
付
加
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。﹁
立
田
川
﹂
と
﹁
安
積
山
﹂
の
歌

は
と
も
に
女
が
詠
ん
だ
も
の
で
、
こ
れ
を
詠
ん
で
二
人
と
も
死
ん
で
し
ま
う
。
い
わ
ば
こ
れ
ら
は
辞
世
の
歌
と
言
え
る
。
し
か
も
両
者
は
語
法
、
用
語
、
修
辞
の
点
で
似
通
っ
て

い
る
。
再
度
、
こ
れ
ら
の
歌
を
記
し
て
み
る
。

立
田
川
い
は
ね
を
さ
し
て
ゆ
く
水
の
行
方
も
し
ら
ぬ
わ
が
ご
と
や
な
く
︵
一
五
四
段
︶

あ
さ
か
や
ま
か
げ
さ
へ
み
ゆ
る
山
の
井
の
あ
さ
く
は
人
を
思
も
の
か
は
︵
一
五
五
段
︶

両
方
の
歌
か
ら
次
の
よ
う
な
こ
と
が
言
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

⑴
両
歌
と
も
波
線
を
施
し
た
よ
う
に
序
詞
を
用
い
て
い
る
こ
と
。
序
詞
の
中
に
水
に
関
し
た
も
の
︱
立
田
川
、
山
の
井
、
が
含
ま
れ
て
い
る
。

⑵
二
重
傍
線
を
施
し
た
下
句
に
お
い
て
表
現
方
法
︱
﹁
行
方
も
し
ら
ぬ
﹂、﹁
あ
さ
く
は
人
を
思
ふ
も
の
か
は
﹂︵
い
ず
れ
も
が
限
り
な
い
︶
が
似
て
い
る
こ
と
。

⑶
係
助
調
︱
﹁
や
﹂、﹁
か
は
﹂
を
用
い
て
い
る
こ
と
。

こ
れ
ほ
ど
ま
で
似
通
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
や
は
り
﹁
立
田
川
﹂
の
歌
は
有
名
な
﹁
安
積
山
﹂
の
歌
を
も
と
に
し
て
作
ら
れ
た
と
み
て
よ
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
し
た
が
っ
て

古
今
集
の
如
く
単
独
で
用
い
ら
れ
て
い
る
の
が
も
と
の
姿
と
思
わ
れ
る
。

以
上
の
よ
う
な
理
由
か
ら
一
五
四
段
は
﹁
た
が
み
そ
ぎ
﹂
の
歌
を
古
今
集
か
ら
持
っ
て
く
る
だ
け
で
な
く
、
一
五
五
段
の
話
の
展
開
、
語
句
、
和
歌
を
も
と
に
し
て
創
作
さ
れ
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た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
れ
で
は
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
章
段
を
こ
こ
に
置
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
や
は
り
こ
れ
は
大
和
物
語
の
構
成
に
も
関
連
し
て
く
る
よ
う
だ
。
大
和
物
語
の
後
半
は
都
と
地
方
の
話

が
交
互
に
並
べ
ら
れ
て
お
り
、
し
か
も
都
か
ら
地
方
へ
話
が
移
る
場
合
に
は
都
に
近
い
国
か
ら
遠
い
国
へ
、
ま
た
都
に
近
づ
く
場
合
は
都
に
近
い
国
を
そ
の
前
に
持
っ
て
き
て
い

る(4)
。
一
五
四
段
の
場
合
は
ど
う
か
と
い
う
と
、

一
五
三
段
︱
都

一
五
四
段
︱
大
和
国
　
立
田
山

一
五
五
段
︱
岩
代
田
　
安
積
山

一
五
六
段
︱
信
濃
国
　
姨
捨
山

一
五
七
段
︱
下
野
国

一
五
八
段
︱
大
和
国

一
五
九
段
︱
都

と
な
っ
て
お
り
、
も
し
一
五
四
段
が
な
い
と
し
た
ら
一
気
に
都
か
ら
安
積
山
ま
で
飛
ん
で
い
っ
て
し
ま
い
、
あ
ま
り
に
も
唐
突
す
ぎ
る
。
そ
れ
を
考
え
て
一
五
四
段
を
創
作
し
た

の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
こ
の
こ
と
か
ら
一
五
四
段
は
後
か
ら
の
増
補
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
構
成
を
考
え
、
大
和
物
語
作
者
に
よ
っ
て
創
作
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し

た
が
っ
て
、
先
程
一
覧
表
で
示
し
た
よ
う
に
異
同
を
生
じ
て
い
る
の
は
当
然
の
結
果
と
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
⑴
は
登
場
人
物
に
関
し
て
で
あ
る
が
、
一
五
四
段
は
大
和
の
国
の
話

で
あ
る
か
ら
そ
の
国
の
娘
が
出
て
く
る
の
は
当
然
予
想
さ
れ
る
こ
と
で
あ
り
、
前
の
一
五
三
段
が
都
の
話
で
あ
る
か
ら
、
そ
こ
か
ら
下
っ
て
き
た
男
を
据
え
て
い
る
。
ま
た
⑷
の

場
合
は
女
性
を
見
る
時
の
描
写
で
あ
る
が
、
一
五
五
段
は
身
分
の
高
い
人
の
娘
を
見
る
わ
け
だ
か
ら
、
見
る
の
が
い
か
に
も
困
難
な
よ
う
に
表
現
し
て
い
る
。
さ
ら
に
⑵
や
⑸
の

よ
う
に
表
現
を
替
え
て
い
る
の
は
お
そ
ら
く
一
五
五
段
を
意
識
し
た
か
ら
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
れ
は
⑽
も
同
様
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
一
五
五
段
が
男
女
と
も
死
ん
で
し
ま
う

の
に
対
し
、
一
五
四
段
は
女
だ
け
が
死
ん
で
し
ま
う
。
悲
劇
の
程
度
を
考
え
て
か
ら
か
、
こ
れ
も
章
段
を
創
作
す
る
上
で
の
一
つ
の
配
慮
か
ら
と
思
わ
れ
る
。

と
も
あ
れ
一
五
四
段
は
種
々
の
面
で
大
和
物
語
作
者
の
配
慮
が
み
ら
れ
た
。
即
ち
、

⑴
大
和
の
国
の
話
を
持
っ
て
来
よ
う
と
し
た
︵
構
成
の
上
で
︶
。

⑵
立
田
山
が
詠
み
込
ま
れ
て
い
る
﹁
た
が
み
そ
ぎ
﹂
の
歌
を
利
用
し
た
︵
一
四
九
段
の
﹁
風
吹
け
ば
﹂
の
歌
の
近
く
に
あ
っ
た
︶
。

⑶
﹁
安
積
山
﹂
の
歌
を
真
似
て
﹁
立
田
川
﹂
の
歌
を
作
っ
た
︵
一
五
五
段
が
念
頭
に
あ
っ
た
︶
。
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と
い
う
よ
う
な
こ
と
が
骨
子
に
な
っ
て
い
る
と
思
う
。
こ
の
よ
う
に
一
段
を
創
作
す
る
に
し
て
も
充
分
な
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

三

こ
の
よ
う
に
古
歌
を
章
段
の
一
部
に
利
用
し
て
い
る
例
と
し
て
一
四
二
段
が
あ
る
。
こ
の
章
段
で
は
ど
の
よ
う
な
現
象
が
み
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。
論
述
の
便
宜
上
、
一
四
一

段
と
比
較
し
て
お
こ
う
。

一
四
一
段

一
四
二
段

　
よ
し
い
ゑ
と
い
ひ
け
る
宰
相
の
は
ら
か
ら
、
大
和
の
掾
と
い

ひ
て
あ
り
け
り
。
そ
れ
、
も
と
の
妻
の
も
と
に
筑
紫
よ
り
女
を

率
て
き
て
す
へ
た
り
け
り
。
本
の
妻
も
い
と
よ
く
、
今
の
も
に

く
き
心
も
な
く
、
い
と
よ
く
語
ら
ひ
て
ゐ
た
り
け
り
。
か
く

て
、
こ
の
男
は
、
こ
ゝ
か
し
こ
人
の
国
が
ち
に
の
み
歩
き
け
れ

ば
、
二
人
の
み
な
む
ゐ
た
り
け
る
。
こ
の
筑
紫
の
め
忍
び
て
男

し
た
り
け
り
。
そ
れ
を
人
の
と
か
く
い
ひ
け
れ
ば
、
よ
み
た
り

け
る
、

イ
よ
は
に
い
で
てA'
月
だ
に
み
ず
は
あ
ふ
こ
と
を
知
ら
ず
顔

に
も
い
は
ま
し
も
の
を

と
な
む
。
か
ゝ
る
わ
ざ
を
す
れ
ど
、
本
の
妻
い
と
心
よ
き
人

な
れ
ば
、
男
に
も
い
は
で
の
み
な
む
あ
り
わ
た
り
け
れ
ど
も
、

ほ
か
の
た
よ
り
、
か
く
男
す
な
り
と
き
ゝ
て
、
お
も
ひ
た
り

け
れ
ど
、
心
に
も
い
れ
で
、
た
ゞ
さ
る
物
に
て
置
き
た
り
け
り
。

さ
て
こ
の
男
、
女
、
異
人
に
物
い
ふ
と
き
ゝ
て
、﹁
そ
の
人
と

我
と
い
づ
れ
か
を
思
ふ
﹂
と
と
ひ
け
れ
ば
、
女
、

　
故
宮
す
ん
ど
こ
ろ
の
御
姉
、
お
ほ
い
こ
に
あ
た
り
給
ひ
け
る

な
む
、
い
と
ら
う

〱
じ
く
、
う
た
よ
み
た
ま
ふ
こ
と
も
、
お

と
う
と
た
ち
宮
す
む
所
よ
り
も
ま
さ
り
て
な
む
い
ま
す
か
り

け
る
。
若
き
時
に
女
親
は
う
せ
給
ひ
に
け
り
。
継
母
の
手
に

か
ゝ
り
て
い
ま
す
か
り
け
れ
ば
、
心
に
物
の
か
な
は
ぬ
時
も
あ

り
け
り
。
さ
て
よ
み
た
ま
ひ
け
る
、

ホ
あ
り
は
て
ぬ
命
ま
つ
ま
の
ほ
ど
ば
か
り
う
き
こ
と
し
げ

く
嘆
か
ず
も
が
な

と
な
む
よ
み
給
ひ
け
る
。

梅
の
花
を
折
り
て
又
、

ヘ
か
ゝ
る
香
の
秋
も
か
は
ら
ず
に
ほ
ひ
せ
ば
春
恋
し
て
ふ

な
が
め
せ
ま
し
や

と
よ
み
た
ま
ひ
け
る
、
い
と
よ
し
づ
き
て
お
か
し
く
い
ま
す
か

り
け
れ
ば
、
よ
ば
ふ
人
も
い
と
多
か
り
け
れ
ど
、
か
へ
り
ご
と

も
せ
ざ
り
け
り
。﹁
女
と
い
ふ
も
の
、
つ
ゐ
に
か
く
て
は
て
給

ふ
べ
き
に
も
あ
ら
ず
、
時
々
は
返
り
事
し
給
へ
﹂
と
親
も
継
母
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ロB'
は
な
す
ゝ
き
君
が
方
に
ぞ
な
び
く
め
る
お
も
は
ぬ
山
の

風
は
吹
け
ど
も

と
な
む
い
ひ
け
る
。
よ
ば
ふ
男
も
あ
り
け
り
。﹁
世
の
中
心
う

し
。
な
を
男
せ
じ
﹂
な
ど
い
ひ
け
る
も
の
な
む
、
こ
の
男
を
や

う

〱
思
ひ
や
つ
き
け
む
、
こ
の
男
の
返
り
ご
と
な
ど
し
て
や

り
て
、
こ
の
本
の
妻
の
も
と
に
、
文
を
な
む
ひ
き
結
び
て
お
こ

せ
た
り
け
る
。
見
れ
ば
か
く
書
け
り
。

ハ
身
を
う
し
と
お
も
ふ
心
の
こ
り
ねC
ば
や
人
を
あ
は
れ
と

思
ひ
そ
む
ら
む

と
な
む
こ
り
ず
ま
に
よ
み
た
り
け
る
。
か
く
て
心
の
へ
だ
て
も

な
く
あ
は
れ
な
れ
ば
、
い
と
あ
は
れ
と
お
も
ふ
ほ
ど
に
、
男
は

心
は
か
り
に
け
れ
ば
、
あ
り
し
如
も
あ
ら
ね
ば
、
か
の
筑
紫
に

親
同
胞
な
ど
あ
り
け
れ
ば
い
き
け
る
を
、
男
も
心
か
は
り
に
け

れ
ば
、
と
ゞ
め
で
な
む
や
り
け
る
。
本
の
妻
な
む
、
も
ろ
と

も
に
あ
り
な
ら
ひ
に
け
れ
ば
、
か
く
行
く
こ
と
を
か
な
し
と

お
も
ひ
け
る
。
山
崎
に
、
も
ろ
と
も
に
行
き
て
な
む
、
舟
に
の

せ
な
ど
し
け
る
。
男
も
き
た
り
け
り
。
こ
の
う
は
な
り
こ
な
み
、

一
日
一
夜
よ
ろ
づ
の
こ
と
を
語
ら
ひ
て
、
つ
と
め
て
舟
に
の
り

ぬ
。
今
は
男
本
の
妻
と
は
か
へ
り
な
む
と
て
、
車
に
の
り

ぬ
。
こ
れ
も
か
れ
も
い
と
か
な
し
と
思
ふ
ほ
ど
に
、
舟
に
の

り
給
び
ぬ
る
文
を
な
む
も
て
き
た
る
。
か
く
の
み
な
む
あ
り

け
る
。

ニ
二
人
来
し
み
ち
と
も
み
え
ぬ
波
の
う
へ
をD
お
も
ひ
か
け

で
も
か
へ
す
め
る
か
な

も
い
ひ
け
れ
ば
、
せ
め
ら
れ
て
か
く
い
ひ
や
り
け
る
。

トD'
お
も
へ
ど
も
か
ひ
な
か
る
べ
み
忍
ぶ
れ
ば
つ
れ
な
き
と

も
や
人
の
見
る
ら
む

と
ば
か
り
い
ひ
や
り
て
、
物
も
い
は
ざ
り
け
り
。
か
く
い
ひ
け

る
心
ば
へ
は
、
親
な
ど
﹁
男
あ
は
せ
む
﹂
と
い
ひ
け
れ
ど
、﹁
一

生
に
男
せ
で
や
み
な
む
﹂
と
い
ふ
こ
と
を
、
よ
と
と
も
に
い
ひ

け
る
、
さ
い
ひ
け
る
も
し
る
く
、
男
も
せ
で
、
廿
九
に
て
な
む
、

う
せ
た
ま
ひ
け
る
。
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︵
注
︶　
二
重
傍
線
、
符
号
は
稿
者
に
拠
る
。
以
下
も
同
様
。

一
四
二
段
の
ホ
の
﹁
あ
り
は
て
ぬ
﹂
の
歌
は
古
今
集
に
あ
る
平
貞
文
の
歌
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
章
段
が
虚
構
で
あ
る
こ
と
は
す
で
に
先
学
よ
り
指
摘
さ
れ
て
い
る(5)
。

さ
て
、
一
四
二
段
の
最
後
に
は
次
に
掲
げ
る
よ
う
な
本
文
を
持
っ
て
い
る
伝
本
が
あ
る
。

⃝
こ
の
歌
ど
も
み
な
ふ
る
事
に
な
り
け
り
︵
御
巫
本
、
鈴
鹿
本
︶

⃝
こ
の
歌
ど
も
み
な
ふ
る
事
に
成
に
た
る
こ
と
ゞ
も
な
り
︵
勝
命
本
︶

⃝
こ
の
う
た
ど
も
み
な
ふ
る
ご
と
に
な
り
た
る
こ
と
に
な
ん
あ
り
け
る
︵
為
氏
本
、
大
永
本
︶

︵
注
︶　
濁
点
は
稿
者
が
施
し
た
。
以
下
も
同
様
。

御
巫
本
と
鈴
鹿
本
が
一
致
し
て
い
る
以
外
は
異
同
が
み
ら
れ
る
。
こ
の
本
文
が
大
和
物
語
の
原
本
の
姿
を
伝
え
て
い
る
の
か
、
そ
れ
と
も
後
人
の
付
加
に
な
る
の
か
は
問
題
に
な

る
。
も
し
前
者
だ
と
す
る
と
一
四
二
段
に
あ
る
和
歌
が
す
べ
て
古
歌
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
た
し
か
に
﹁
あ
り
は
て
ぬ
﹂
の
歌
は
古
今
集
に
あ
る
平
貞
文
の
歌
で
あ
る
か
ら
古
歌

と
言
え
る
。
し
か
し
、残
り
の
﹁
か
ゝ
る
香
の
﹂
と
﹁
お
も
へ
ど
も
﹂
の
歌
は
わ
か
ら
な
い
。
第
一
こ
の
本
文
を
持
っ
て
い
る
伝
本
が
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
問
題
に
な
る
と
思
う
。

今
、
こ
れ
と
同
じ
よ
う
な
本
文
を
捜
し
出
し
て
み
る
と
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
っ
た
。

⃝
い
ま
は
み
な
古
歌
に
な
り
た
る
こ
と
な
り
︵
一
四
三
段
︶

⃝
世
の
ふ
る
ご
と
に
な
む
あ
り
け
る
︵
一
五
五
段
︶

⃝
こ
れ
ら
は
物
語
に
て
世
に
あ
る
こ
と
ど
も
な
り
︵
一
六
六
段
︶

こ
の
中
で
一
四
三
段
と
似
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
た
だ
、
一
四
三
段
の
を
鈴
鹿
本
と
御
巫
本
が
持
っ
て
い
な
い
。
こ
れ
以
外
は
す
べ
て
の
伝
本
が
持
っ
て
い
る
。
一
四
二

段
の
末
尾
本
文
を
持
っ
て
い
る
の
が
原
形
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
な
ぜ
為
家
本
は
持
っ
て
い
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
除
去
し
て
し
ま
っ
た
と
考
え
れ
ば
そ
れ
ま
で
で
あ
る
が
、

と
い
へ
り
け
れ
ば
、
お
と
こ
も
本
の
妻
も
い
と
い
た
う
あ
は
れ

が
り
泣
き
け
り
。
漕
ぎ
い
で
て
い
ぬ
れ
ば
、
え
か
へ
り
ご
と
も

せ
ず
。
車
は
舟
の
行
く
を
見
て
え
行
か
ず
、
舟
に
乗
り
た
る

人
は
、
車
を
み
る
と
て
面
を
さ
し
い
で
て
、
遠
く
な
る
ま
ゝ
に
、

顔
は
い
と
小
さ
く
な
る
ま
で
み
お
こ
せ
け
れ
ば
、
い
と
か
な
し

か
り
け
り
。
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な
ぜ
そ
う
す
る
必
要
が
あ
る
の
か
。
御
巫
本
と
鈴
鹿
本
は
一
四
三
段
の
末
尾
本
文
を
欠
い
て
い
る
が
、
こ
れ
は
お
そ
ら
く
一
四
二
段
の
末
尾
本
文
と
似
て
い
る
た
め
に
片
方
を

除
去
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
一
四
二
段
と
一
四
三
段
の
末
尾
は
似
て
い
る
か
ら
為
家
本
な
ど
は
一
四
二
段
の
方
を
除
去
し
て
し
ま
っ
た
と
も
考
え
ら

れ
る
が
、
そ
れ
よ
り
も
内
容
の
面
か
ら
考
え
て
付
加
さ
れ
た
も
の
と
処
理
し
た
方
が
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。
そ
の
理
由
を
考
え
て
み
た
い
と
思
う
。
一
四
二
段
の
﹁
故
御
息
所
﹂

が
女
流
歌
人
の
伊
勢
を
暗
示
し
て
い
る
こ
と
は
疑
い
の
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
事
実
、
勝
命
本
を
は
じ
め
御
巫
本
、
鈴
鹿
本
は
﹁
伊
勢
の
か
み
の
む
す
め
﹂
勝
命
本

に
よ
る

と
あ
る
。
た

と
え
、
そ
の
姉
な
る
人
が
架
空
の
人
物
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
大
和
物
語
の
作
者
と
し
て
は
そ
の
姉
で
あ
る
か
ら
歌
を
詠
む
の
も
上
手
で
あ
っ
た
、
そ
う
い
う
意
識
で
も
っ
て

彼
女
を
据
え
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
一
方
、
一
四
三
段
は
﹁
在
中
将
の
み
む
す
こ
在
次
君
﹂
で
冒
頭
が
始
ま
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
一
四
二
段
と
同
じ
で
あ
り
、
末
尾
本
文
は
先

に
示
し
た
如
く
で
あ
る
。
つ
ま
り
い
ず
れ
も
が
著
名
な
歌
人
の
姉
か
子
と
い
う
点
で
共
通
し
て
お
り
、
文
末
の
本
文
も
一
四
三
段
に
合
わ
せ
て
付
加
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と

思
う
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
の
本
文
を
も
と
に
し
て
古
歌
云
々
を
論
ず
る
の
は
妥
当
で
は
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
本
文
が
な
い
か
ら
と
言
っ
て
も
﹁
あ
り
は
て
ぬ
﹂
の
歌
を
除
い
た

二
首
は
古
歌
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
し
、
そ
う
簡
単
に
は
決
め
ら
れ
な
い
が
、
注
意
し
た
い
の
は
一
四
二
段
は
一
四
一
段
と
和
歌
の
表
現
や
そ
の
内
容
が
似
通
っ
て
い
る
こ
と
で

あ
る
。
ヘ
の
﹁
か
ゝ
る
香
﹂
の
歌
と
ハ
の
﹁
身
を
う
し
と
﹂
の
歌
を
み
る
と
語
法
の
上
で
両
方
と
も
﹁
ば
﹂、﹁
や
﹂
を
用
い
て
い
る
し
、
前
者
は
別
人
を
恋
し
始
め
た
こ
と
、
後

者
は
春
︵
も
と
の
母
︶
へ
の
恋
し
さ
と
い
う
よ
う
に
こ
れ
ら
は
別
な
も
の
へ
の
あ
こ
が
れ
を
詠
ん
で
い
る
。
さ
ら
に
ト
の
﹁
お
も
へ
ど
も
﹂
の
歌
と
ニ
の
﹁
二
人
来
し
﹂
の
歌
を

み
る
と
二
重
傍
線
を
引
い
た
よ
う
に
﹁
お
も
ひ

0

0

0

か
け
で
も
﹂、﹁
お
も
へ

0

0

0

ど
も
﹂
傍
点
は
稿
者

以
下
も
同
様
。
と
同
じ
語
を
用
い
て
お
り
、
そ
の
内
容
も
男
へ
の
冷
淡
さ
を
詠
ん
で
い
る
。

こ
の
よ
う
に
共
通
し
て
い
る
こ
と
は
偶
然
の
一
致
と
言
え
よ
う
か
。
一
四
一
、一
四
二
段
と
連
続
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
や
は
り
関
連
を
認
め
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の

こ
と
は
イ
の
﹁
よ
は
に
い
で
て
﹂
の
歌
と
ロ
の
﹁
は
な
す
ゝ
き
﹂
の
歌
に
つ
い
て
も
言
え
る
。
一
四
一
段
に
お
い
て
歌
を
詠
ん
で
い
る
の
は
筑
紫
の
女
だ
け
で
あ
る
。
彼
女
が
登

場
す
る
の
は
一
四
一
段
以
外
に
次
に
掲
げ
る
一
二
九
、一
三
〇
段
で
あ
る
。

　
　
一
二
九
段

筑
紫
な
り
け
る
女
、
京
に
男
を
や
り
て
よ
み
け
る
、

　
人
を
待
つ
宿
は
暗
く
ぞ
な
り
に
け
る
契
り
しA

月
の
う
ち
に
み
え
ね
ば

と
な
む
い
へ
り
け
る
。

　
　
一
三
〇
段

こ
れ
も
、
筑
紫
な
り
け
る
女
、
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秋
風
の
こ
ゝ
ろ
や
つ
ら
きB

花
薄
吹
き
く
る
方
を
ま
づ
そ
む
く
ら
む

こ
れ
ら
の
章
段
と
先
程
の
一
四
一
段
と
に
お
い
て
二
重
傍
線
を
引
い
た
A
﹁
月
の
う
ち
に
み
え
ね
ば
﹂
と
A'
﹁
月
だ
に
み
ず
は
﹂、B
﹁
花
薄
吹
き
く
る
方
を
ぞ
ま
づ
そ
む
く
ら
む
﹂

と
B'
﹁
は
な
す
ゝ
き
君
が
方
に
ぞ
な
び
く
め
る
﹂
は
意
味
の
上
で
は
異
な
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
﹁
月
﹂、﹁
花
薄
﹂
を
詠
み
込
ん
で
い
る
。
こ
れ
は
一
二
九
、一
三
〇
段
を
も
と
に
し

て
作
ら
れ
た
と
み
て
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か(6)
。

そ
れ
に
一
四
一
段
と
一
四
二
段
は
冒
頭
が
似
通
っ
て
い
る
。﹁
よ
し
い
ゑ
と
い
ひ
け
る
宰
相
の
は
ら
か
ら
﹂、﹁
故
御
息
所
の
御
姉
お
ほ
い
こ
﹂
と
あ
っ
て
兄
弟
、
姉
妹
で
始
ま
っ

て
い
る
。
た
だ
一
四
一
段
は
冒
頭
の
人
物
が
歌
を
詠
ん
で
い
る
わ
け
で
は
な
く
筑
紫
女
で
あ
る
。
大
和
物
語
の
作
者
と
し
て
み
れ
ば
歌
の
詠
み
手
と
し
て
は
あ
く
ま
で
も
二
人
の

女
性
を
描
き
た
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
冒
頭
の
表
記
を
い
わ
ば
ぼ
か
し
て
い
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
が
、
こ
こ
ら
辺
に
も
虚
構
の
意
識
が
現
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

ま
た
、
一
四
一
段
と
一
四
二
段
は
語
句
の
上
で
ほ
と
ん
ど
一
致
し
な
い(7)
が
、
両
章
段
と
も
対
照
的
な
女
性
を
描
き
つ
つ(8)
も
筑
紫
女
は
夫
と
別
れ
て
国
に
帰
る
し
、
故
御
息
所
の

御
姉
お
ほ
い
こ
は
死
ん
で
し
ま
う
と
い
う
よ
う
に
、
い
ず
れ
も
不
幸
な
結
末
に
な
っ
て
し
ま
う
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
類
型
的
な
章
段
を
描
き
た
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
し

て
こ
こ
も
先
程
の
一
五
四
、一
五
五
段
の
よ
う
に
悲
し
み
の
程
度
の
深
い
方
を
後
に
も
っ
て
き
て
い
る
。

と
も
か
く
一
四
一
、一
四
二
段
は
ほ
ぼ
同
じ
内
容
の
こ
と
が
描
か
れ
、
す
べ
て
一
定
で
は
な
い
が
、
前
の
歌
の
語
句
や
語
法
な
ど
を
も
と
に
し
て
成
立
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

な
お
こ
れ
は
単
な
る
臆
測
に
す
ぎ
な
い
が
、﹁
よ
し
い
ゑ
﹂
な
る
人
物
に
つ
い
て
述
べ
て
お
く
。﹁
よ
し
い
ゑ
﹂
に
つ
い
て
一
体
だ
れ
を
指
し
て
い
る
か
に
つ
い
て
は
諸
説(9)
が

あ
り
は
っ
き
り
し
な
い
。
他
の
章
段
に
は
同
じ
人
物
名
が
み
ら
れ
な
い
。
こ
こ
は
お
そ
ら
く
架
空
の
人
物
か
も
し
れ
な
い
。
思
う
に
こ
こ
に
持
っ
て
き
た
の
は
一
四
二
段
の﹁
故

御
息
所
﹂
と
無
関
係
で
は
な
い
よ
う
だ
。﹁
故
御
息
所
﹂
が
女
流
歌
人
伊
勢
を
暗
示
し
て
い
る
こ
と
は
疑
い
の
な
い
と
こ
ろ
で
あ
り(10)
、
彼
女
は
こ
の
外
に
初
段
と
一
四
七
段
に

登
場
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
初
段
に
注
目
し
て
み
た
い
。
初
段
は
宇
多
帝
と
彼
女
と
の
唱
和
で
、次
の
二
段
は
宇
多
帝
が
橘
良
利
を
伴
っ
て
の
山
歩
き
の
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
の
表
記
に
注
目
し
た
い
の
は
﹁
備
前
の
掾
に
て
橘
良
利

0

0

と
い
ひ
け
る
人
﹂
と
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
人
物
名
で
﹁
よ
し
…
﹂
と
﹁
掾
﹂
が
同
一
章
段
に
で
て
く
る
の
は
こ
の

章
段
だ
け
で
あ
る
。
大
和
物
語
の
作
者
は
一
四
一
、一
四
二
段
を
創
作
す
る
場
合
、初
段
と
二
段
が
頭
の
中
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
一
四
一
段
の﹁
よ
し
い
ゑ
﹂と﹁
掾
﹂

は
二
段
の
一
部
に
あ
や
か
っ
て
あ
の
よ
う
な
人
物
名
と
官
職
に
し
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
一
四
二
段
が
﹁
故
御
息
所

0

0

0

0

の
御
姉
お
ほ
ひ
こ
﹂
と
ぼ
か
し
て
い
る
よ
う
に
﹁
よ
し

と
し
﹂
と
そ
の
ま
ま
用
い
る
よ
り
も
一
四
二
段
に
合
わ
せ
る
た
め
に
﹁
よ
し
い
ゑ
﹂
と
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
と
同
じ
例
を
見
い
出
す
こ
と
に
よ
り
こ
の
考
え
は

有
力
に
な
る
か
と
思
う
が
、
そ
こ
ま
で
調
査
が
行
き
届
い
て
い
な
い
。
一
つ
の
臆
測
と
し
て
お
く
。
と
も
あ
れ
、
今
ま
で
述
べ
て
き
た
こ
と
を
図
式
化
す
る
と
次
の
よ
う
に
な

ろ
う
。



182第二章　大和物語の創作性

初
段

　
○
亭
子
の
帝
、
伊
勢
の
御

二
段

　
○
亭
子
の
帝
、
橘
良
利
︵
備
前
の
掾
︶

一
二
九
段

　
○
﹁
人
を
待
つ
﹂
の
歌

一
三
〇
段

　
○
﹁
秋
風
の
﹂
歌

一
四
一
段

↓
○
よ
し
い
ゑ
と
い
ひ
け
る
宰
相
の
は
ら
か
ら
、
山
と
の
掾
と
い
ひ
て
、

　
○
﹁
よ
は
に
い
で
ゝ
﹂
の
歌
↑

　
○
﹁
は
な
す
ゝ
き
﹂
の
歌
↑

　
○
﹁
身
を
う
し
と
﹂
の
歌

　
○
﹁
二
人
来
し
﹂
の
歌

一
四
二
段

↓
○
故
宮
す
ん
ど
こ
ろ
の
御
姉
、
お
ほ
い
こ
に
あ
た
り
た
ま
ひ
け
る
、

　
○
﹁
あ
り
は
て
ぬ
﹂
の
歌
↑
古
今
集

　
○
﹁
か
ゝ
る
香
﹂
の
歌
↑

　
○
﹁
お
も
へ
ど
も
﹂
の
歌
↑
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四

こ
れ
ら
三
章
段
の
考
察
の
結
果
に
付
随
し
て
一
、二
点
述
べ
て
お
こ
う
。
そ
の
ひ
と
つ
は
大
和
物
語
前
半
と
後
半
の
分
け
方
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
ど
の
章
段
で
分
け
る
か
に
つ

い
て
は
諸
説
あ
り
、
中
で
も
有
力
な
の
は
一
四
一
段
か
ら
後
半
と
い
う
の
と
一
四
七
段
か
ら
後
半
と
い
う
の
が
あ
る
。
例
え
ば
雨
海
博
洋
氏
は
後
者
の
立
場
を
と
っ
て
お
ら
れ
る(11)
。

そ
の
理
由
の
ひ
と
つ
と
し
て
一
四
五
、一
四
六
段
が
亭
子
院
と
白
女
の
話
で
あ
る
こ
と
か
ら
こ
の
二
人
は
寛
平
か
ら
天
暦
に
か
け
て
の
人
で
大
和
物
語
前
半
が
お
お
む
ね
そ
の
時

期
の
人
々
を
扱
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
こ
ま
で
を
前
半
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

私
は
こ
の
お
考
え
に
疑
問
を
持
っ
て
い
る
。
そ
の
理
由
の
ひ
と
つ
と
し
て
氏
は
一
四
五
、
一
四
六
段
が
寛
平
か
ら
天
暦
頃
の
人
を
扱
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
る
が
、
例
え
ば

一
四
七
段
を
み
る
と
、
こ
の
章
段
は
蘆
刈
伝
説
を
扱
っ
て
い
る
が
、
こ
の
中
に
は
伝
説
に
も
と
づ
い
て
の
詠
作
が
あ
り
、
こ
の
詠
作
者
も
寛
平
か
ら
天
暦
頃
に
か
け
て
の
人

(々12)
で

あ
る
。
そ
の
ふ
た
つ
め
は
一
四
一
段
の
﹁
よ
し
い
ゑ
と
い
ひ
け
る
宰
相
の
は
ら
か
ら
﹂
と
一
四
二
段
の
﹁
故
御
息
所
の
御
姉
お
ほ
ひ
こ
﹂
は
私
見
に
よ
る
と
そ
れ
ぞ
れ
架
空
の
人

物
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
寛
平
か
ら
天
暦
頃
の
人
を
扱
っ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
む
し
ろ
虚
構
と
い
う
こ
と
を
重
視
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
に
一
四
〇
段
は

　
故
兵
部
�
の
宮
、
昇
の
大
納
言
の
む
す
め
に
す
み
給
ひ
け
る
を
、
例
の
お
ま
し
所
に
は
あ
ら
で
、
廂
に
お
ま
し
敷
き
て
、
か
へ
り
た
ま
う
て
い
と
久
し
う
お
は
し
ま
さ
ざ

り
け
り
。
か
く
て
の
た
ま
へ
り
け
る
。﹁
か
の
廂
に
し
か
れ
た
り
し
物
は
さ
な
が
ら
あ
り
や
。
と
り
た
て
や
し
た
ま
ひ
て
し
﹂
と
の
た
ま
へ
り
け
れ
ば
、
御
か
へ
り
ご
と
に
、

　
し
き
か
へ
ず
あ
り
し
な
が
ら
に
草
枕
鹿
の
み
ぞ
ゐ
る
は
ら
ふ
人
な
み

と
あ
り
け
れ
ば
、
御
か
へ
り
に
、

　
草
枕
ち
り
は
ら
ひ
に
は
唐
衣
袂
ゆ
た
か
に
裁
つ
を
ま
て
か
し

と
あ
れ
ば
、

　
か
ら
ご
ろ
も
た
つ
を
待
つ
間
の
ほ
ど
こ
そ
は
我
し
き
た
え
の
塵
も
つ
も
ら
め

と
な
む
あ
り
け
れ
ば
、
お
は
し
ま
し
て
又
﹁
宇
治
へ
狩
り
し
に
な
ん
い
く
﹂
と
宣
ひ
け
る
御
か
へ
り
に
、
女
、

　
み
か
り
す
る
栗
駒
山
の
鹿
よ
り
も
ひ
と
り
ぬ
る
身
ぞ
わ
び
し
か
り
け
る

と
い
う
内
容
で
あ
り
、
故
兵
部
�
の
宮
と
昇
の
大
納
言
の
む
す
め
と
い
う
実
在
人
物
に
ま
つ
わ
る
話
で
あ
る
。
一
四
一
段
に
比
べ
る
と
地
の
文
も
少
な
く
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
を

み
て
も
一
四
一
段
と
は
異
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
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と
も
か
く
一
五
四
段
を
は
じ
め
一
四
一
、一
四
二
段
が
以
前
の
章
段
と
比
べ
別
な
意
識
が
み
ら
れ
る
こ
と
は
そ
の
分
か
れ
目
を
考
え
る
上
で
一
助
に
な
ろ
う
。

次
に
歌
語
り
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
で
あ
る
。
歌
語
り
と
い
う
概
念
を
益
田
勝
実
氏
が
提
唱
さ
れ
て(13)
久
し
い
。
そ
れ
以
来
、
歌
語
り
は
多
く
の
研
究
者
に
認
め
ら
れ
て
き
た
。

こ
の
こ
と
は
研
究
の
進
展
に
も
つ
な
が
り
喜
ば
し
い
現
象
な
の
で
あ
る
が
、
あ
ま
り
に
も
飛
躍
し
す
ぎ
て
考
え
て
い
る
方
も
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
確
か
に
大
和
物
語
は
歌
語
り
の

集
成
で
あ
る
。
し
か
し
、
大
和
物
語
が
す
べ
て
に
わ
た
っ
て
そ
れ
を
載
せ
た
も
の
か
と
い
う
と
必
ず
し
も
そ
う
と
は
言
え
な
い
面
が
あ
ろ
う
。
そ
れ
よ
り
も
作
者
の
創
作
に
よ
る

章
段
も
存
在
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
ど
の
あ
た
り
に
そ
れ
が
及
ん
で
い
る
の
か
。
そ
の
目
安
を
大
和
物
語
前
半
と
後
半
と
は
創
作
意
識
の
上
で
多
少
な
り
と
も
異
な
っ
て
い
る
と

こ
ろ
に
置
き
、
そ
の
上
で
内
容
の
検
討
か
ら
推
し
進
め
る
べ
き
で
あ
る
。

こ
こ
で
考
察
し
て
き
た
章
段
は
ど
う
か
。
一
五
四
段
の
場
合
で
あ
る
が
、
私
見
に
よ
る
と
こ
の
章
段
は
一
五
五
段
に
も
と
づ
き
創
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
歌
語

り
と
い
う
こ
と
よ
り
も
む
し
ろ
大
和
物
語
作
者
の
創
作
性
を
認
め
る
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。
ま
た
一
四
二
段
に
つ
い
て
は
高
橋
正
治
氏
が
次
の
よ
う
に
述
べ
て
お
ら
れ
る
。

一
四
二
段
の
場
合
、﹁
あ
り
は
て
ぬ
﹂
と
い
ふ
平
中
の
歌
を
出
せ
ば
人
々
は
す
ぐ
平
中
の
歌
と
分
る
は
ず
で
あ
る
が
、
こ
の
話
は
故
御
息
所
の
姉
君
と
い
ふ
人
の
貞
操
に
つ

い
て
の
物
語
で
あ
る
の
で
、
好
色
と
貞
操
が
二
重
う
つ
し
と
な
り
、
こ
の
話
を
聞
く
人
は
そ
の
く
す
ぐ
り
を
感
ず
る
の
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
が
考
へ
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
そ

の
和
か
さ
は
社
交
的
な
場
の
も
の
で
あ
る
。
庚
申
の
夜
そ
の
他
に
お
け
る
人
の
会
合
の
場
で
、
つ
れ
づ
れ
を
慰
め
る
の
に
手
頃
の
も
の
で
あ
っ
た
ら
う(14)
。

﹁
あ
り
は
て
ぬ
﹂
の
歌
は
語
ら
れ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
の
主
人
公
ま
で
違
え
て
こ
の
よ
う
に
な
さ
れ
て
い
た
も
の
か
、
ど
う
も
納
得
で
き
か
ね
る
。
こ
の
一
四
二
段
や

一
四
一
段
も
形
成
の
方
法
等
を
考
慮
す
る
と
、
や
は
り
一
五
四
段
と
同
じ
よ
う
に
創
作
の
意
識
が
強
か
っ
た
と
み
る
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か(15)
。

と
も
か
く
今
ま
で
は
虚
構
と
は
言
わ
れ
て
き
て
も
そ
の
受
け
止
め
方
に
あ
い
ま
い
な
点
が
あ
り
、
ま
た
そ
の
虚
構
と
い
う
こ
と
が
歌
語
り
と
関
連
づ
け
て
考
え
ら
れ
て
き
た
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
三
章
段
は
歌
語
り
と
い
う
こ
と
を
介
入
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
純
然
た
る
創
作
と
み
て
よ
か
ろ
う
。

五

大
和
物
語
に
つ
い
て
は
、
徐
々
に
各
方
面
か
ら
考
察
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
な
り
の
成
果
も
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
こ
で
は
諸
先
学
の
成
果
に
導
か
れ
な
が
ら
虚

構
の
章
段
と
言
わ
れ
て
き
た
一
四
一
、一
四
二
、一
五
四
の
三
章
段
を
対
象
に
し
て
考
察
し
て
き
た
。
そ
し
て
改
め
て
こ
れ
ら
の
章
段
が
大
和
物
語
作
者
に
よ
っ
て
創
作
さ
れ
た
虚

構
の
章
段
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

し
か
も
こ
れ
ら
を
み
る
に
構
成
面
で
の
配
慮
も
み
ら
れ
た
し
、
内
容
的
に
は
大
和
物
語
作
者
の
完
全
な
る
独
創
で
は
な
く
古
歌
や
前
の
歌
を
も
と
に
し
て
歌
を
作
り
類
型
的
な
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話
を
作
っ
て
い
た
。た
だ
古
歌
を
利
用
す
る
場
合
、そ
の
歌
だ
け
で
は
な
く
一
首
な
い
し
二
首
有
し
て
い
た
。即
ち
一
四
二
段
の
場
合
、﹁
か
ゝ
る
香
﹂と﹁
お
も
へ
ど
も
﹂の
歌
を
持
っ

て
い
た
し
、
一
五
四
段
の
場
合
も
﹁
立
田
川
﹂
の
歌
を
持
っ
て
い
た
。
ま
し
て
こ
れ
ら
の
歌
が
大
和
物
語
作
者
に
よ
っ
て
創
作
さ
れ
た
も
の
と
す
る
と
章
段
形
成
の
上
で
注
目
す

べ
き
こ
と
で
あ
ろ
う
。
思
う
に
古
歌
を
利
用
す
る
だ
け
で
は
な
く
他
の
歌
を
付
け
加
え
る
こ
と
に
よ
り
大
和
物
語
作
者
の
創
作
性
の
発
展
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
あ
る
ま

い
か
。
た
だ
一
四
一
段
の
場
合
は
古
歌
を
利
用
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
前
段
に
あ
る
歌
に
も
と
づ
き
歌
を
作
っ
て
お
り
、
し
か
も
こ
れ
の
み
で
終
っ
て
い
る
の
で
は
な
く

し
て
、
こ
れ
ら
以
外
に
和
歌
を
添
え
て
い
る
。
こ
れ
は
先
の
一
五
四
段
や
一
四
二
段
の
場
合
と
共
通
し
て
い
る
と
言
っ
て
よ
か
ろ
う
。
さ
ら
に
和
歌
だ
け
で
な
く
地
の
文
に
お
い

て
、
片
寄
り
は
あ
る
も
の
の
近
似
し
た
表
現
を
用
い
て
い
る
。
こ
れ
は
大
和
物
語
作
者
の
力
量
を
知
る
上
で
の
手
が
か
り
に
な
る
と
思
う
。

こ
の
外
、
歌
語
り
と
い
う
こ
と
に
関
し
て
は
、
私
自
身
、
歌
語
り
が
多
少
の
潤
色
を
加
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
認
め
る
も
の
の
、
こ
れ
ら
三
章
段
を
み
て
き
た
限
り
、
歌
語
り

さ
れ
て
い
た
の
を
そ
の
ま
ま
載
せ
た
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
大
和
物
語
作
者
の
創
作
性
を
認
め
る
べ
き
で
は
あ
る
ま
い
か
。
そ
れ
と
大
和
物
語
の
前
半
と
後
半
は
各
章
段
の
考
察

の
結
果
を
考
慮
し
て
一
四
一
段
か
ら
後
半
と
す
る
の
が
妥
当
で
は
な
か
ろ
う
か
、
な
ど
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
。

と
も
あ
れ
、
大
和
物
語
の
中
で
著
名
で
も
な
い
こ
れ
ら
の
些
細
な
章
段
に
も
大
和
物
語
成
立
上
の
秘
密
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
従
来
、
こ
の
よ
う
な
章
段
は
そ
れ
ほ
ど
深

く
追
究
さ
れ
て
来
な
か
っ
た
。
今
後
は
こ
の
よ
う
な
章
段
に
も
メ
ス
を
入
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
こ
こ
で
扱
っ
て
き
た
の
は
大
和
物
語
一
七
三
章
段
中
、
わ
ず
か
に
三
章

段
で
あ
り
、
も
し
他
に
も
虚
構
の
章
段
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
こ
こ
で
の
虚
構
の
方
法
が
そ
れ
ら
に
適
用
で
き
る
と
は
限
ら
な
い
。
あ
く
ま
で
も
大
和
物
語
の
中
で
の
一
つ
の
方
法

と
し
て
理
解
し
て
い
た
だ
け
た
ら
幸
い
で
あ
る
。
そ
れ
に
し
て
も
推
論
も
多
か
っ
た
し
、
思
わ
ぬ
誤
り
も
あ
ろ
う
か
と
思
う
。
御
教
示
を
お
願
い
す
る
次
第
で
あ
る
。

注
⑴
　
そ
の
分
か
れ
目
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
る
が
、
一
往
こ
こ
で
は
一
四
一
段
か
ら
後
半
と
す
る
考
え
に
従
う
。

⑵
　
今
井
源
衛
氏
﹁
大
和
物
語
評
釈
・
四
十
六
　
安
積
山
﹂︵﹁
国
文
学
﹂
11
巻
5
号
　
昭
和
41
年
5
月
　
後
に
﹃
大
和
物
語
評
釈  

下
巻
﹄︿
笠
間
書
院
　
平
成
12
年
2
月
﹀
に
再
録
︶、

柿
本
奨
氏
﹃
大
和
物
語
の
注
釈
と
研
究
﹄︵
武
蔵
野
書
院
　
昭
和
56
年
2
月
︶

⑶
　
柿
本
氏
も
﹃
大
和
物
語
の
注
釈
と
研
究
﹄
の
中
で
つ
な
が
り
の
あ
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。 

⑷
　
拙
稿
﹁
大
和
物
語
の
構
成
に
つ
い
て
︱
後
半
の
章
段
を
考
察
の
対
象
と
し
て
︱
﹂︵﹁
語
文
﹂
39
輯
　
昭
和
49
年
3
月
　
後
に
﹃
大
和
物
語
の
研
究
﹄︿
翰
林
書
房
　
平
成
6
年
2
月
﹀

に
再
録
︶。
本
書
第
三
章
第
四
節
。

⑸
　
高
橋
正
治
氏
﹁
大
和
物
語
の
位
相
﹂︵﹁
国
語
と
国
文
学
﹂
33
巻
9
号
　
昭
和
31
年
9
月
　
後
に
﹃
大
和
物
語  

塙
選
書
﹄︿
塙
書
房
　
昭
和
37
年
10
月
﹀
に
再
録
︶、今
井
源
衛
氏
﹁
大

和
物
語
評
釈
・
三
六
　
あ
り
は
て
ぬ
命
ま
つ
間
の
﹂︵﹁
国
文
学
﹂
10
巻
7
号
　
昭
和
40
年
6
月
　
後
に
﹃
大
和
物
語
評
釈  

下
巻
﹄
に
再
録
︶
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⑹
　
一
四
一
段
の
後
半
は
土
佐
日
記
の
影
響
を
受
け
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
福
井
貞
助
氏
が
﹁
歌
物
語
は
土
佐
日
記
か
ら
何
を
得
た
か
﹂︵﹁
文
経
論
叢
﹂
11
巻

3
号
　
昭
和
51
年
3
月
　
後
に
﹃
歌
物
語
の
研
究
﹄︿
風
間
書
房
　
昭
和
61
年
4
月
﹀
に
再
録
︶
と
い
う
論
考
に
お
い
て
詳
し
く
考
察
さ
れ
て
い
る
。

⑺
　
近
似
し
て
い
る
の
は
﹁
よ
ば
ふ
男
も
あ
り
け
り
﹂︵
一
四
一
段
︶、﹁
よ
ば
ふ
人
も
い
と
多
か
り
け
れ
ど
﹂︵
一
四
二
段
︶
だ
け
で
あ
る
。

⑻
　
詳
し
く
は
本
書
第
二
章
第
五
節
を
参
照
の
こ
と
。

⑼
　
橘
良
植
説
︵
井
上
覚
蔵
氏
・
栗
島
山
之
助
氏
﹃
大
和
物
語
詳
解
﹄、
浅
井
峯
治
氏
﹃
大
和
物
語
新
釈
﹄、
吉
澤
義
則
氏
﹃
大
和
物
語
新
講
﹄、
武
田
祐
吉
氏
・
水
野
駒
雄
氏
﹃
大
和

物
語
詳
解
﹄
な
ど
︶、
架
空
人
物
説
︵
高
橋
正
治
氏
﹃
日
本
古
典
文
学
全
集
大
和
物
語
﹄︶

⑽
　
勝
命
本
、
御
巫
本
、
鈴
鹿
本
は
﹁
い
せ
の
か
み
の
む
す
め
﹂
と
な
っ
て
い
る
。

⑾
　﹁
大
和
物
語
の
成
立
﹂︵﹁
国
文
学
研
究
﹂
復
刊
2
輯
　
昭
和
25
年
5
月
　
後
に
﹃
歌
語
り
と
歌
物
語
﹄︿
桜
楓
社
　
昭
和
51
年
9
月
﹀
に
再
録
︶

⑿
　
伊
勢
、
均
子
内
親
王
、
兵
衛
の
命
婦
、
春
澄
治
子
な
ど
。

⒀
　﹁﹁
上
代
文
学
史
稿
﹂
案
︵
二
︶﹂︵﹁
日
本
文
学
史
研
究
﹂
4
号
　
昭
和
25
年
︶、﹁
歌
語
り
の
世
界
﹂︵﹁
季
刊
国
文
﹂
4
号
　
昭
和
28
年
3
月
︶

⒁
　
注
⑸
に
同
じ
。

⒂
　
工
藤
重
矩
氏
も
直
接
、
こ
れ
ら
の
章
段
と
は
関
係
な
い
が
、﹁
大
和
物
語
の
史
実
と
虚
構
︱
第
二
・
三
十
五
段
を
め
ぐ
っ
て
︱
﹂︵﹁
福
岡
教
育
大
学
国
語
国
文
学
会
誌
﹂
18
号
　

昭
和
50
年
11
月
︶
と
い
う
論
考
に
お
い
て
﹁
大
和
物
語
が
事
実
に
も
と
づ
い
て
い
る
事
は
明
ら
か
だ
が
、
そ
れ
が
﹁
物
語
﹂
に
定
着
す
る
場
合
の
方
法
は
、
歌
語
り
そ
の
ま
ま
の

採
録
の
み
で
は
な
い
よ
う
で
、
歴
史
資
料
と
し
て
も
用
い
ら
れ
る
こ
と
の
多
い
大
和
物
語
で
あ
る
が
、
そ
の
点
も
注
意
が
必
要
で
あ
ろ
う
。﹂
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
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第
三
節
　﹃
古
今
﹄﹃
伊
勢
﹄﹃
大
和
﹄

︱
ひ
と
つ
の
共
通
話
を
め
ぐ
っ
て
︱

一

最
初
の
勅
撰
集
で
あ
る
古
今
集
は
後
世
の
勅
撰
集
の
規
範
と
な
り
、
そ
の
影
響
は
測
り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
る
。
そ
れ
だ
け
に
多
く
の
人
々
に
愛
読
さ
れ
て
来
た
。
し
か
も
こ

れ
は
伊
勢
物
語
と
共
通
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
く
、
そ
の
関
係
等
に
つ
い
て
は
こ
れ
も
ま
た
多
く
の
人
々
に
よ
り
論
議
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
伊
勢
物
語
も
ま
た
古
来
よ
り
愛
読

さ
れ
、
特
に
歌
道
必
見
の
書
と
し
て
重
視
さ
れ
て
き
た
。

一
方
、
大
和
物
語
は
伊
勢
物
語
と
同
じ
歌
物
語
に
属
し
、
伊
勢
物
語
よ
り
も
後
に
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
。
だ
が
大
和
物
語
は
伊
勢
物
語
に
比
べ
る
と
、
そ
れ
ほ
ど
も
て
は
や

さ
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
原
因
に
つ
い
て
は
い
く
つ
か
考
え
ら
れ
る
が
、
伊
勢
物
語
の
陰
に
隠
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
も
ひ
と
つ
の
要
因
と
思
わ
れ
る
。

と
も
か
く
、
こ
れ
ら
三
つ
の
作
品
は
相
前
後
し
て
成
立
し
、
い
ず
れ
も
平
安
時
代
を
代
表
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
注
目
す
べ
き
こ
と
は
こ
れ
ら
三
つ
の
作
品
に
は
、
共
通
し
て

い
る
話
が
み
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
ひ
と
つ
で
あ
る
古
今
集
巻
十
一
476
・
477
番
歌
、
伊
勢
物
語
九
九
段
、
大
和
物
語
一
六
六
段
を
と
り
上
げ
て
み
た
い
が
、
こ

れ
ら
に
つ
い
て
は
、
か
つ
て
﹁
大
和
物
語
に
お
け
る
在
原
業
平
関
係
章
段
に
つ
い
て(1)
﹂
と
題
し
た
論
文
の
中
で
少
し
ふ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
で
は
前
稿
で
述

べ
た
こ
と
を
前
提
に
し
、
や
や
視
点
を
変
え
、
か
つ
前
稿
の
補
遺
を
も
兼
ね
て
、
各
作
品
の
流
れ
を
通
し
、
そ
の
性
格
、
生
成
の
一
面
を
探
り
、
引
い
て
は
そ
の
周
辺
の
問
題
に

つ
い
て
も
ふ
れ
て
み
た
い
。
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二

今
、
論
述
の
便
宜
上
、
古
今
集
巻
十
一
476
・
477
番
歌
と
伊
勢
物
語
九
九
段
、
そ
れ
に
大
和
物
語
二
八
六
段
を
比
較
し
て
み
る
と
次
表
の
よ
う
に
な
る
。 

︵
注
︶　
本
文
は
三
者
と
も
﹃
日
本
古
典
文
学
大
系
﹄
に
拠
っ
て
い
る
。
傍
線
は
稿
者
が
付
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
以
下
も
同
様
。

古
今
集
に
は
お
の
ず
と
勅
撰
集
と
し
て
の
制
約
が
あ
り
、
女
が
﹁
し
る
し
ら
ぬ
﹂
の
歌
を
詠
ん
だ
後
、
二
人
は
ど
う
な
っ
た
の
か
知
る
由
も
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
女
は
歌
を
や
り

返
し
、
男
の
求
婚
を
断
っ
た
と
い
う
よ
う
な
解
釈
も
生
ず
る(2)
。
で
も
考
え
て
み
る
に
、
こ
れ
ら
の
歌
は
恋
の
部
に
あ
り
、
恋
の
部
は
お
お
む
ね
そ
の
進
行
状
態
に
配
列
さ
れ
て
い

古
　
　
今
　
　
集

伊
　
勢
　
物
　
語

大
　
和
　
物
　
語

右
近
の
む
ま
ば
の
ひ
を
り
の
日
、
む

か
ひ
に
た
て
た
り
け
る
く
る
ま
の
し

た
す
だ
れ
よ
り
、
女
の
か
ほ
の
ほ
の

か
に
み
え
け
れ
ば
、
よ
む
で
つ
か
は

し
け
る

在
原
な
り
ひ
ら
の
朝
臣

見
ず
も
あ
ら
ず
み
も
せ
ぬ
人
の
こ
ひ
し

く
は
あ
や
な
く
け
ふ
や
な
が
め
く
ら
さ

ん　
返
し
　
　
　
よ
み
人
し
ら
ず

し
る
し
ら
ぬ
な
に
か
あ
や
な
く
わ
き
て

い
は
ん
お
も
ひ
の
み
こ
そ
し
る
べ
な
り

け
れ

　
む
か
し
、
右
近
の
馬
場
の
ひ
を
り
の

日
、
む
か
ひ
に
立
て
た
り
け
る
車
に
、

女
の
顔
の
下
簾
よ
り
ほ
の
か
に
見
え
け

れ
ば
、
中
将
な
り
け
る
お
と
こ
の
よ
み

て
や
り
け
る
。

見
ず
も
あ
ら
ず
見
も
せ
ぬ
人
の
恋

し
く
は
あ
や
な
く
今
日
や
な
が
め

く
ら
さ
ん

返
し

知
る
知
ら
ぬ
な
に
か
あ
や
な
く
わ

き
て
い
は
ん
思
ひ
の
み
こ
そ
し
る

べ
な
り
け
れ

後
は
誰
と
知
り
に
け
り
。

　
在
中
将
物
見
に
い
で
て
女
の
よ
し
あ

る
車
の
も
と
に
た
ち
ぬ
下
簾
の
は
ざ
ま

よ
り
、
こ
の
女
の
顔
い
と
よ
く
み
て
け

り
。
物
な
ど
い
ひ
か
は
し
け
り
。
こ
れ

も
か
れ
も
か
へ
り
て
、
あ
し
た
に
よ
み

て
や
り
け
る
、

み
ず
も
あ
ら
ず
み
も
せ
ぬ
人
の
恋

し
き
は
あ
や
な
く
今
日
や
な
が
め

く
ら
さ
む

と
あ
れ
ば
、
女
、
か
へ
し
、

見
も
み
ず
も
誰
と
し
り
て
か
恋
ひ

ら
る
る
お
ぼ
つ
か
な
さ
の
今
日
の

な
が
め
や

と
ぞ
い
へ
り
け
る
。
こ
れ
ら
は
物
語
に

て
世
に
あ
る
こ
と
ど
も
な
り
。
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る
。
し
か
も
こ
の
歌
は
初
期
の
段
階
を
対
象
に
し
て
い
る
﹁
恋
一
﹂
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
純
粋
な
男
女
の
気
持
ち
と
い
う
も
の
を
汲
み
と
っ
て
も
よ
い
の
で
は

な
い
か
。
事
実
、
松
田
武
夫
氏
は
こ
れ
ら
の
前
に
あ
る
﹁
世
の
中
は
﹂
の
歌
を
含
め
て
﹁
こ
の
三
首
が
言
い
表
わ
し
て
い
る
こ
と
は
、
よ
く
目
で
見
な
い
人
を
、
心
で
思
う
恋
心

で
あ
る(3)
﹂
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
理
解
で
き
よ
う
。

古
今
集
の
こ
の
二
首
は
伊
勢
物
語
と
共
通
し
て
い
る
が
、
た
だ
伊
勢
物
語
に
は
文
末
に
﹁
後
は
誰
と
知
り
に
け
り
﹂
と
い
う
本
文
が
あ
る
。
伊
勢
物
語
の
作
者
は
、
こ
の
一
文

を
付
加
す
る
こ
と
に
よ
り
、
古
今
集
で
の
不
安
を
解
消
し
、
よ
り
印
象
的
に
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
森
本
茂
氏
は
こ
の
章
段
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
お
ら
れ
る
。

﹁
見
ず
も
あ
ら
ず
﹂
の
歌
は
、
こ
う
い
う
場
に
即
し
た
歌
と
し
て
上
手
に
よ
ん
で
い
る
。
と
こ
ろ
が
﹁
知
る
知
ら
ぬ
﹂
の
返
歌
は
、
贈
歌
を
受
け
る
も
の
と
し
て
は
、
や
や

不
調
和
で
あ
り
、
大
和
物
語
に
見
え
る
﹁
見
も
見
ず
も
﹂
の
歌
の
方
が
調
和
す
る
。
本
来
﹁
見
も
見
ず
も
﹂
が
返
歌
で
あ
っ
た
の
に
、
そ
の
の
ち
﹁
知
る
知
ら
ぬ
﹂
の
歌
に

す
り
替
え
ら
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い(4)
。

大
和
物
語
の
方
が
本
来
の
姿
と
み
て
お
ら
れ
る
が
、大
和
物
語
が
伊
勢
物
語
の
方
を
不
調
和
と
み
て
修
正
し
た
か
も
し
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、賀
茂
真
淵
は
大
和
物
語
の
﹁
見

も
み
ず
も
﹂
の
歌
を
下
手
な
歌
と
評
し
て
い
る(5)
。
私
は
、む
し
ろ
こ
の
歌
は
大
和
物
語
の
作
者
に
よ
り
伊
勢
物
語
を
も
と
に
し
て
創
作
さ
れ
た
も
の
と
考
え
て
い
る(6)
。
そ
れ
に
﹁
知

る
知
ら
ぬ
﹂
の
歌
に
す
り
替
え
た
と
い
う
の
も
、
な
ぜ
そ
う
し
た
の
か
、
説
得
力
に
乏
し
い
。

こ
の
﹁
後
は
誰
と
知
り
に
け
り
﹂
と
い
う
一
文
か
ら
察
す
る
限
り
、﹁
知
る
知
ら
ぬ
﹂
の
歌
は
相
手
に
対
す
る
拒
否
と
い
う
こ
と
よ
り
も
、む
し
ろ
﹁
知
ら
な
く
て
も
い
い
ん
で
す
よ
。

あ
な
た
の
思
い
さ
え
あ
れ
ば
﹂
と
い
う
女
の
気
持
ち
で
あ
り
、
そ
れ
が
か
な
っ
て
二
人
は
会
う
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
意
味
合
い
で
も
っ
て
付
け
加
え
ら
れ

た
本
文
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
贈
答
歌
と
し
て
自
然
な
姿
に
な
っ
て
い
る
。

伊
勢
物
語
の
作
者
は
、
な
ぜ
こ
の
歌
を
も
と
に
し
た
章
段
を
こ
の
位
置
に
持
っ
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
伊
勢
物
語
の
構
成
に
も
関
連
し
て
く
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ

に
つ
い
て
は
諸
先
学
の
考
察
が
あ
る(7)
が
、
そ
れ
ぞ
れ
一
定
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
た
だ
少
な
く
と
も
、
あ
る
単
位
と
言
お
う
か
、
ひ
と
つ
の
塊
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
指
摘

で
き
る
と
思
う
。
こ
の
周
辺
の
章
段
を
み
る
と
、
藤
原
一
族
と
い
う
高
貴
な
人
物
に
ま
つ
わ
る
話
を
持
っ
て
こ
よ
う
と
す
る
作
者
の
意
識
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
即
ち

九
七
段
で
は
﹁
堀
河
の
お
ほ
い
ま
う
ち
ぎ
み
﹂
藤
原
基
経

、
九
八
段
で
は
﹁
お
ほ
き
お
ほ
い
ま
う
ち
ぎ
み
﹂
藤
原
良
房

が
そ
れ
ぞ
れ
登
場
し
、
し
か
も
業
平
を
暗
示
し
て
い
る
﹁
中
将
な
り
け

る
翁
﹂、﹁
お
と
こ
﹂
は
こ
の
高
貴
な
二
人
に
つ
い
て
賞
讃
し
た
歌
を
詠
ん
で
い
る
。
さ
ら
に
九
九
段
で
は
車
に
乗
っ
て
い
る
女
性
と
い
う
こ
と
で
高
貴
な
女
性
を
暗
示
さ
せ
て
い

る
。
こ
れ
は
次
の
一
〇
〇
段
も
同
じ
で
、
こ
こ
で
は
は
っ
き
り
﹁
や
む
ご
と
な
き
人
﹂
と
表
現
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
四
章
段
は
、
主
人
公
は
変
わ
ら
な
い
も
の
の
、
そ
の
相
手
と

す
る
人
は
九
七
・
九
八
段
が
男
、
九
九
・
一
〇
〇
段
が
女
と
い
う
よ
う
に
対
照
的
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
意
図
的
に
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
章
段
を
創
作
す
る
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に
あ
た
っ
て
は
、
お
お
む
ね
古
今
集
を
素
材
に
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
九
七
・
九
八
・
九
九
段
に
あ
る
歌
は
い
ず
れ
も
古
今
集
と
共
通
し
て
い
る
。
し
か
し
、
一
〇
〇
段
に
あ

る
﹁
忘
れ
草
﹂
の
歌
は
古
今
集
を
は
じ
め
と
し
て
、
い
ず
れ
の
文
献
に
も
見
い
出
せ
な
い
。
し
た
が
っ
て
現
存
し
な
い
資
料
か
ら
素
材
を
得
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
、

そ
の
よ
う
な
も
の
は
望
め
そ
う
に
も
な
い
。
臆
測
に
な
る
が
、
お
そ
ら
く
こ
の
章
段
は
作
者
に
よ
り
創
作
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
。
と
い
う
の
は
、
一
〇
〇
段
に
は
九
九
段
に
類

似
し
た
表
現
が
み
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
今
、
両
章
段
を
記
し
て
み
よ
う
。

九
九
段

　
む
か
し
、
右A

近
の
馬
場
の
ひ
を
り
の
日
、
むB

か
ひ
に
立
て
た
り
け
る
車
に
、
女
の
顔
の
下
簾
よ
り
ほ
の
か
に
見
え
け
れ
ば
、
中
将
な
り
け
る
お
と
こ
の
よ
み
て
や
り
け
る
。

　
見C

ず
あ
も
ら
ず
見
も
せ
ぬ
人
の
恋
し
く
は
あ
や
な
く
今
日
や
な
が
め
暮
さ
ん

返
し

知
る
知
ら
ぬ
な
に
か
あ
や
な
く
わ
き
て
い
は
ん
思
ひ
の
み
こ
そ
し
る
べ
な
り
け
れ

　
後D

は
誰
と
知
り
に
け
り
。

一
〇
〇
段

　
む
か
し
、
お
と
こ
、
後A'

涼
殿
の
は
さ
ま
を
渡
り
け
れ
ば
、
あB'

る
や
む
ご
と
な
き
人
の
御
局
よ
り
、﹁
忘C'

れ
草
を
忍
ぶ
草
と
や
い
ふ
﹂
と
て
、
い
だ
さ
せ
給
へ
り
け
れ
ば
、

た
ま
は
り
て
、

忘
れ
草
生
ふ
る
野
べ
と
は
見
る
ら
め
ど
こ
は
忍
ぶ
な
り
後D'

も
た
の
ま
ん

︵
注
︶　
記
号
は
稿
者
。

傍
線
を
施
し
た
よ
う
に
、
A
と
A’
は
場
面
設
定
の
上
で
い
ず
れ
も
高
貴
な
感
じ
を
抱
か
せ
る
。
B
と
B’
は
高
貴
な
女
性
で
、
C
と
C’
は
反
対
の
語
で
、
D
と
D’
は
う
ま
く
い
っ
た

と
い
う
こ
と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
共
通
し
て
い
る
。
九
九
段
と
一
〇
〇
段
と
が
こ
れ
ほ
ど
共
通
し
て
い
る
の
は
偶
然
の
一
致
と
言
え
よ
う
か
。
や
は
り
九
九
段
を
も
と
に
し
て
一
〇
〇

段
を
創
作
し
た
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
次
の
一
〇
一
段
で
は
﹁
お
ほ
き
お
と
ど
﹂
藤
原
良
房

が
登
場
し
て
い
る
。
こ
の
章
段
は
ま
さ
に
藤
原
氏
讃
美
を
描
い
て
い
る
。

こ
う
み
て
く
る
と
九
七
・
九
八
・
一
〇
一
段
は
藤
原
氏
讃
美
を
描
写
し
て
い
る
。
し
か
も
、
そ
の
間
に
あ
る
九
九
・
一
〇
〇
段
は
、
宮
中
行
事
、
宮
中
を
描
き
、
こ
れ
ま
た
高
貴

な
女
性
を
暗
示
し
て
い
る
。
作
者
に
と
っ
て
は
、
藤
原
氏
讃
美
の
一
群
に
入
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
そ
の
意
識
は
強
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
女
性
を
描
こ
う
と
し
た
最
初
の

章
段
で
あ
る
九
九
段
は
古
今
集
を
も
と
に
し
て
創
作
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
九
九
段
に
は
﹁
中
将
な
り
け
る
お
と
こ
﹂
と
あ
る
が
、
業
平
は
右
近

0

0

衛
権
中
将
傍
点
は
稿
者
。

以
下
も
同
様
。
の

官
位
に
つ
い
た
こ
と
が
あ
る(8)
。
こ
れ
は
本
文
に
﹁
右
近

0

0

の
馬
場
の
云
々
﹂
と
あ
る
か
ら
、
こ
れ
に
関
連
づ
け
て
こ
の
よ
う
な
人
物
表
記
に
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
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こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
九
九
段
は
宮
中
行
事
と
そ
れ
を
車
に
乗
っ
て
見
物
す
る
高
貴
な
女
性
と
い
う
こ
と
で
、
伊
勢
物
語
の
作
者
に
と
っ
て
み
れ
ば
、
そ
の
意
図
に
十
分
か

な
う
話
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
も
次
の
一
〇
〇
段
と
も
密
接
な
関
係
が
あ
ろ
う
か
と
も
思
わ
れ
、
そ
の
生
成
に
一
役
買
っ
た
章
段
で
は
な
か
っ
た
か
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

古
今
集
と
伊
勢
物
語
の
本
文
に
よ
る
と
、
男
は
女
の
顔
を
は
っ
き
り
と
見
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
こ
れ
ら
の
作
品
を
理
解
す
る
上
で
ひ
と
つ
の
前
提
に
な
っ

て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。﹁
み
ず
も
あ
ら
ず
﹂
と
﹁
し
る
し
ら
ず
﹂
の
歌
は
前
述
し
た
よ
う
に
二
人
の
純
粋
な
気
持
ち
を
詠
ん
で
い
る
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
は
伊
勢
物
語
の
場
合
、

段
末
に
﹁
後
は
誰
と
知
り
に
け
り
﹂
と
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
二
人
は
心
が
通
じ
合
い
、
や
っ
と
会
う
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
こ
と
に
連
な
っ
て
い
る
と
思
う
。

た
だ
、
問
題
な
の
は
塗
籠
本
が
こ
の
本
文
を
持
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
後
人
の
付
加
と
も
考
え
ら
れ
、
今
一
方
で
は
塗
籠
本
の
脱
落
と
も
考
え
ら
れ
て

い
る(9)
。
も
し
、
後
人
の
付
加
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
私
が
今
ま
で
述
べ
て
き
た
こ
と
は
成
り
立
た
な
く
な
る
。
こ
の
二
つ
の
考
え
方
か
ら
こ
の
本
文
の
成
立
に
つ
い
て
二
つ
の

過
程
が
考
え
ら
れ
よ
う
。
即
ち
塗
籠
本
原
型
説
を
と
る
と
、

塗
籠
本
…
↓
﹁
後
は
誰
と
知
り
に
け
り
﹂
を
付
加
し
た
伝
本
…
↓
大
和
物
語

と
な
る
。
塗
籠
本
の
除
去
、
も
し
く
は
脱
落
説
を
と
る
と
、

﹁
後
は
誰
と
知
り
に
け
り
﹂
を
有
し
た
伝
本
…
…
↓
大
和
物
語

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
↓
塗
籠
本

と
い
う
ふ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
大
和
物
語
を
記
し
た
の
は
﹁
見
も
み
ず
も
﹂
の
歌
が
﹁
後
は
誰
と
知
り
に
け
り
﹂
と
い
う
本
文
を
も
と
に
し
て
作
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る(10)
。

さ
て
、
こ
の
い
ず
れ
が
妥
当
で
あ
ろ
う
か
。
古
今
集
と
塗
籠
本
の
本
文
を
比
べ
て
み
て
際
立
っ
た
異
同
で
も
あ
れ
ば
、
何
か
意
図
な
る
も
の
を
見
い
出
せ
よ
う
が
、
両
者
は
ほ

と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
。
そ
れ
よ
り
も
﹁
後
は
誰
と
知
り
に
け
り
﹂
と
い
う
本
文
を
付
け
加
え
て
物
語
的
効
果
を
ね
ら
っ
た
と
考
え
た
方
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
。
こ
れ
は
前
述
し

た
よ
う
に
古
今
集
、
伊
勢
物
語
に
つ
い
て
の
考
察
の
結
果
か
ら
す
れ
ば
、
ど
う
し
て
も
必
要
不
可
欠
な
本
文
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
こ
れ
を
持
っ
て
い
な
い
の
が
塗
籠
本
一
本
で
あ

る
と
い
う
こ
と
も
引
っ
掛
か
る
。
こ
の
本
に
つ
い
て
は
か
つ
て
詳
細
に
論
じ
た
こ
と
が
あ
り(11)
、
そ
れ
に
よ
る
と
塗
寵
本
は
改
作
が
多
く
か
つ
合
理
的
に
処
理
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ

が
多
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
後
者
の
よ
う
に
除
去
、
も
し
く
は
脱
落
と
考
え
た
方
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
も
し
、
除
去
と
す
る
と
そ
の
理
由
と
い
う
こ

と
に
な
る
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
明
ら
か
で
な
い
。

こ
れ
に
対
し
て
大
和
物
語
の
場
合
は
ど
う
か
。
地
文
を
み
る
と
﹁
女
の
よ
し
あ
る
車
﹂
と
あ
っ
て
、
よ
り
高
貴
な
女
性
を
暗
示
さ
せ
て
い
る
。
し
か
も
古
今
集
、
伊
勢
物
語
と

何
よ
り
も
異
な
る
こ
と
は
、
在
中
将
が
女
の
顔
を
よ
く
み
て
し
ま
っ
た
と
い
う
点
に
あ
る
。
そ
し
て
二
人
は
﹁
物
な
ど
い
ひ
か
は
し
け
り
。
こ
れ
も
か
れ
も
か
へ
り
て
、
あ
し
た

に
よ
み
て
や
り
け
る
﹂
と
あ
る
か
ら
、
言
葉
を
交
わ
し
﹁
見
も
み
ず
も
﹂
の
歌
は
翌
朝
に
贈
っ
た
ふ
う
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
大
和
物
語
独
自
な
表
現
で
あ
り
、
大
和
物
語
作
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者
の
創
作
と
み
て
よ
か
ろ
う
。
こ
ん
な
状
態
で
も
っ
て
﹁
み
ず
も
あ
ら
ず
﹂
の
歌
を
詠
ん
だ
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
解
釈
に
は
苦
労
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
例
え
ば
﹃
大
和

物
語
抄
﹄
は
﹁
猶
あ
か
ぬ
心
を
か
く
よ
み
給
へ
り
し
に
や
﹂
と
解
釈
し
、
さ
ら
に
﹃
大
和
物
語
直
解
﹄
で
は
﹁
こ
は
古
今
集
に
も
伊
勢
物
語
に
も
み
ゆ
し
か
る
を
今
の
は
し
書
は

か
き
そ
こ
な
ひ
し
也
歌
に
見
ず
も
あ
ら
ず
み
も
せ
ぬ
と
有
を
は
し
に
か
ほ
い
と
よ
く
み
て
げ
り
と
い
ふ
べ
き
も
の
か
﹂
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
﹃
大
和
物
語
虚
静
抄
﹄
は
﹁
慥
に

み
た
れ
と
も
世
に
憚
る
心
に
て
か
く
読
と
も
可
見
に
や
﹂
と
述
べ
て
い
る(12)
。
こ
の
よ
う
に
、
い
わ
ば
矛
盾
し
た
本
文
を
い
か
に
理
解
し
よ
う
と
し
て
い
た
か
を
知
る
こ
と
が
で
き

よ
う
。
下
っ
て
明
治
時
代
以
降
に
成
っ
た
注
釈
書
に
至
っ
て
は
そ
れ
ほ
ど
問
題
に
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
例
え
ば
池
田
亀
鑑
氏
は

﹁
こ
の
女
の
顔
よ
く
見
て
け
り
﹂
と
あ
る
の
は
、歌
の
﹁
見
ず
も
あ
ら
ず
見
も
せ
ぬ
﹂
と
あ
る
の
は
よ
く
合
わ
な
い
。
こ
の
物
語
︵
稿
者
云
、伊
勢
物
語
の
こ
と
︶
や
古
今
集
の
﹁
ほ

の
か
に
見
え
け
れ
ば
﹂
の
方
が
よ
い
で
あ
ろ
う
。
或
い
は
、
よ
く
見
え
た
の
が
、
わ
ざ
と
見
ぬ
ふ
り
を
し
て
歌
を
よ
ん
だ
と
い
う
事
に
な
ろ
う(13)
。

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
意
図
ま
で
は
追
究
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
柿
本
奨
氏
は
こ
の
部
分
に
つ
い
て
﹃
大
和
物
語
抄
﹄、﹃
大
和
物
語
虚
静
抄
﹄
の
解
釈
に
賛
同
さ
れ
て
い
る(14)
。

確
か
に
こ
れ
ら
の
考
え
に
は
一
理
あ
る
と
思
う
が
、
大
和
物
語
作
者
の
意
図
と
い
う
観
点
か
ら
別
の
考
え
が
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。
前
述
の
如
く
﹁
見
も
み
ず
も
﹂
の
歌
は
大

和
物
語
の
作
者
に
よ
り
創
作
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
か
ら
、
そ
う
し
た
か
ら
に
は
こ
の
章
段
全
体
を
考
え
て
し
た
と
思
わ
れ
る
。
大
和
物
語
の
場
合
、
伊
勢
物
語
と
は
異
な
り
、

在
中
将
が
女
の
顔
を
よ
く
見
て
し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
が
、
こ
の
章
段
を
理
解
す
る
上
で
の
前
提
に
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
う
す
る
と
在
中
将
の
﹁
み
ず
も
あ
ら
ず
﹂
の

歌
は
相
手
を
か
ら
か
い
半
分
に
詠
ん
だ
歌
と
し
か
考
え
ら
れ
な
い
。
そ
こ
に
は
余
裕
さ
え
感
じ
ら
れ
る
。
こ
れ
は
在
中
将
と
い
う
こ
と
を
作
者
は
考
慮
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
女
も
黙
っ
て
は
い
な
い
。
そ
れ
に
や
り
返
し
て
い
る
。
こ
こ
の
二
人
は
、
も
は
や
古
今
集
や
伊
勢
物
語
の
よ
う
に
純
粋
さ
は
な
く
な
っ
て
い
る
。
二
人
と
も
相
当
の
や
り

手
の
よ
う
に
映
っ
て
く
る
。
も
し
、
大
和
物
語
の
﹁
見
も
み
ず
も
﹂
の
歌
の
位
置
に
﹁
し
る
し
ら
ぬ
﹂
の
歌
が
あ
っ
た
と
し
た
ら
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。﹁
し
る
し
ら
ぬ
﹂
の
歌
は

純
粋
そ
の
も
の
で
、
こ
の
女
は
あ
ま
り
に
も
純
情
し
す
ぎ
る
と
し
か
言
い
よ
う
が
な
い
。﹁
見
も
み
ず
も
﹂
の
歌
に
対
応
さ
せ
る
に
は
物
足
り
な
き
を
感
じ
る
。
そ
の
た
め
に
大

和
物
語
の
﹁
見
も
み
ず
も
﹂
の
歌
の
中
に
、
地
文
の
﹁
よ
し
あ
る
女
﹂、﹁
い
と
よ
く
み
て
け
り
﹂
と
呼
応
さ
せ
て
﹁
誰
と
知
り
て
か
﹂
と
い
う
表
現
を
用
い
た
も
の
を
思
わ
れ
る
。

こ
の
歌
は
開
き
直
っ
て
い
る
感
じ
で
あ
り
、
当
然
、
知
っ
て
い
る
ん
だ
と
い
う
含
み
も
あ
る
よ
う
だ
。
そ
れ
は
柿
本
氏
の
指
摘
さ
れ
た(15)
よ
う
に
二
条
后
意
識
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は

在
中
将
に
対
応
さ
せ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
と
も
か
く
大
和
物
語
に
は
高
貴
意
識
と
い
う
も
の
が
底
辺
に
流
れ
て
い
る
。
伊
勢
物
語
の
場
合
も
、
先
程
述
べ
た
よ
う
に
そ
の

意
識
は
見
ら
れ
る
わ
け
だ
が
、
こ
こ
で
は
女
の
姿
が
よ
く
見
え
な
い
わ
け
で
あ
る
か
ら
、﹁
し
る
し
ら
ず
﹂
の
歌
は
ま
さ
に
こ
の
場
面
に
適
応
し
て
い
る
。

な
お
、
こ
れ
ら
の
話
の
場
に
つ
い
て
み
る
と
、
古
今
集
と
伊
勢
物
語
は
﹁
右
近
の
馬
場
の
ひ
を
り
の
日
﹂
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
大
和
物
語
は
た
だ
漠
然
と
﹁
物
見
﹂
と
な
っ

て
い
る
。
大
和
物
語
の
作
者
の
関
心
は
行
事
な
ど
ど
う
で
も
よ
く
、
男
女
の
話
を
よ
り
詳
し
く
記
す
こ
と
に
あ
っ
た
。
こ
れ
は
登
場
人
物
に
つ
い
て
も
言
え
る
こ
と
で
、
古
今
集

は
と
も
か
く
伊
勢
物
語
で
は
﹁
中
将
な
り
け
る
お
と
こ
﹂、﹁
女
﹂
が
登
場
す
る
。
た
だ
、
こ
の
女
に
つ
い
て
は
車
に
乗
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
高
貴
な
女
性
を
暗
示
し
て
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い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
先
述
し
た
。﹁
中
将
な
り
け
る
お
と
こ
﹂
と
い
う
表
現
は
、
伊
勢
物
語
は
業
平
の
物
語
と
い
う
こ
と
で
彼
の
官
職
で
も
っ
て
ぼ
か
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

こ
れ
が
大
和
物
語
に
な
る
と
、﹁
女
の
よ
し
あ
る
車
﹂
と
あ
り
、
よ
り
い
っ
そ
う
高
貴
な
人
を
暗
示
さ
せ
て
い
る
し
、
男
の
方
も
﹁
在
中
将
﹂
と
あ
る
か
ら
、
だ
れ
で
も
業
平
と

わ
か
る
。
こ
の
こ
と
は
、
大
和
物
語
に
お
い
て
こ
の
章
段
を
含
め
伊
勢
物
語
一
〇
〇
段
を
も
持
っ
て
き
て
い
る
わ
け
だ
が
、
大
和
物
語
の
作
者
が
こ
れ
ら
の
章
段
を
選
ん
だ
理
由

の
ひ
と
つ
に
高
貴
な
女
性
を
描
こ
う
と
し
て
、
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
章
段
を
選
び
、
こ
こ
に
持
っ
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
に
問
題
に
な
る
の
は
段
末
に
あ
る
﹁
こ
れ
ら
は
物
語
に
て
世
に
あ
る
こ
と
ど
も
な
り
﹂
と
い
う
本
文
に
つ
い
て
で
あ
る
。
こ
こ
で
言
っ
て
い
る
物
語
に
つ
い
て
、
今
井
源

衛
氏
は
﹁
異
本
伊
勢
物
語
と
い
う
べ
き
も
の
﹂
と
考
え
て
お
ら
れ
る(16)
。
確
か
に
こ
の
よ
う
な
考
え
も
で
き
よ
う
。
で
も
別
の
考
え
も
可
能
で
は
な
い
か
。
こ
の
本
文
は
大
和
物
語

一
六
一
段
か
ら
一
六
六
段
ま
で
を
受
け
て
い
る
と
思
わ
れ
る
か
ら
、
異
本
伊
勢
物
語
が
も
し
も
天
理
大
学
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
為
家
本
伊
勢
物
語
以
下
、
天
理
為

家
本
と
略
称
。
の
巻
末
に

付
載
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
伝
本
だ
と
し
て
み
る
と
︱
ま
し
て
そ
れ
が
特
異
な
と
こ
ろ
を
の
み
抄
出
し
た
の
で
あ
れ
ば(17)
︱
共
通
す
る
章
段
が
あ
っ
て
も
お
か
し
く
な
い
。
そ
ん
な

こ
と
を
考
え
て
大
和
物
語
を
み
る
と
、
一
六
五
段
で
は
登
場
人
物
や
現
存
の
伊
勢
物
語
に
は
み
ら
れ
な
い
﹁
つ
れ
づ
れ
と
﹂
の
歌
が
あ
る
。
さ
ら
に
一
六
一
段
も
物
語
の
展
開
が

か
な
り
伊
勢
物
語
と
違
っ
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
は
、
異
本
伊
勢
物
語
に
は
み
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
こ
ん
な
こ
と
か
ら
、
一
六
五
段
の
﹁
つ
れ
づ
れ
と
﹂
の
歌
や
一
六
一
段

の
話
の
展
開
に
つ
い
て
は
、
私
自
身
、
作
者
に
よ
り
創
作
さ
れ
た
も
の
と
考
え
て
い
る(18)
。
こ
の
こ
と
か
ら
し
て
、
異
本
伊
勢
物
語
か
ら
持
っ
て
き
た
と
い
う
考
え
は
否
定
し
て
よ

か
ろ
う
。
そ
し
て
大
和
物
語
が
あ
の
よ
う
に
古
今
集
や
伊
勢
物
語
と
違
っ
て
い
る
の
は
、
ひ
と
つ
の
創
作
欲
の
現
れ
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
に
し
て
も
、
こ
ん
な
に
異
同
が
あ
る
の
に
大
和
物
語
の
作
者
は
な
ぜ
﹁
物
語
に
て
あ
る
こ
と
ど
も
﹂
な
ど
と
書
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
思
う
に
も
と
に
な
っ
た
物
語
と
い

う
く
ら
い
の
意
味
で
付
記
し
た
の
で
は
な
か
っ
た
の
か
。
書
か
な
い
で
す
む
こ
と
な
ら
そ
れ
に
こ
し
た
こ
と
は
な
い
が
、
大
和
物
語
の
作
者
に
と
っ
て
み
れ
ば
、
著
名
な
伊
勢
物

語
に
素
材
を
得
た
の
で
あ
り
、
模
倣
と
言
わ
れ
な
い
た
め
に
も
必
要
だ
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
大
和
物
語
に
お
い
て
先
行
作
品
、
そ
れ
も
物
語
か
ら
素
材
を
得
て
い
る
の
は

在
中
将
関
係
の
章
段
だ
け
で
あ
る
こ
と
を
思
え
ば
、
こ
の
よ
う
な
意
識
は
強
か
っ
た
と
思
わ
れ
る(19)
。

三

天
理
為
家
本
の
巻
末
に
は
小
式
部
内
侍
本
の
断
片
で
は
な
い
か
と
言
わ
れ
て
い
る
十
八
章
段
が
あ
る
。
そ
の
中
に
次
の
よ
う
な
章
段
が
あ
る
。

み
ず
も
あ
ら
ず
み
も
せ
ぬ
人
の
恋
し
く
は
あ
や
な
く
け
ふ
や
な
が
め
く
ら
さ
ん

女
か
へ
し
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見
も
み
ず
も
だ
れ
と
し
り
て
か
恋
ら
る
る
お
ぽ
つ
か
な
み
の
け
ふ
の
な
が
め
や

ま
た
お
と
こ
か
へ
し

し
り
し
ら
ず
な
に
か
あ
や
な
く
わ
き
て
い
は
ん
思
の
み
こ
そ
し
る
べ
な
り
け
れ

︵
注
︶　
本
文
は
﹃
伊
勢
物
語
諸
本
集
一
天
　
理

図
書
館

善
本
叢
書
3
﹄︵
解
題
片
桐
洋
一
氏
　
八
木
書
店
　
昭
和
48
年
1
月
︶
に
拠
り
、
濁
点
は
稿
者
が
施
し
た
。
以
下
も
同
様
。

こ
の
本
は
特
異
な
箇
所
の
み
を
記
載
し
た
も
の
ら
し
く
、
地
文
は
必
要
最
小
限
を
記
し
、
大
方
欠
い
て
い
る
。
こ
の
章
段
は
伊
勢
物
語
九
九
段
と
大
和
物
語
一
六
六
段
の
両
方
を

合
わ
せ
持
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
伊
勢
物
語
の
存
在
を
暗
示
さ
せ
る
の
は
、
顕
昭
の
﹃
古
今
集
註
﹄
の
記
事
で
あ
る
。
即
ち
、

又
伊
勢
物
語
ノ
中
ニ
ハ
、
事
外
ニ
歌
次
第
モ
カ
ハ
リ
、
広
略
ハ
ベ
ル
中
ニ
普
通
本
ト
オ
ボ
シ
キ
ニ
ハ
、
右
近
ノ
ム
マ
バ
ノ
ヒ
ヲ
リ
ノ
日
ト
カ
キ
テ
、
中
将
ナ
リ
ケ
ル
ヲ
ト
コ

ト
カ
ケ
リ
。
普
通
ニ
タ
ガ
ヒ
タ
ル
本
ニ
ハ
、
右
近
ノ
馬
場
ノ
テ
ツ
ガ
ヒ
ト
カ
キ
テ
中
将
ナ
リ
ケ
ル
人
ト
カ
ケ
リ
。

　
但
普
通
伊
勢
物
語
ニ
ハ
、
古
今
ノ
マ
ゝ
ノ
贈
答
也
。
普
通
ナ
ラ
ヌ
本
ニ
ハ
、
此
歌
ノ
返
歌
ヲ
、
女
ノ
カ
へ
シ
ト
テ
、
ミ
モ
ミ
ヌ
モ
タ
レ
ト
シ
リ
テ
カ
コ
ヒ
ラ
ル
ゝ
オ
ボ
ツ

カ
ナ
ミ
ノ
ケ
フ
ノ
ナ
ガ
メ
ヤ
。
又
オ
ト
コ
返
シ
、
シ
ル
シ
ラ
ヌ
ナ
ニ
カ
ア
ヤ
ナ
ク
ワ
キ
テ
イ
ハ
ム
オ
モ
ヒ
ノ
ミ
コ
ソ
シ
ル
ベ
ナ
リ
ケ
レ
。

︵
注
︶　
本
文
は
﹃
続
々
群
書
類
従  

第
十
五  
歌
文
部
﹄︵
編
輯
市
島
謙
吉
氏
　
国
書
刊
行
会
　
明
治
40
年
7
月
︶
に
拠
る
。
句
読
点
は
稿
者
。

と
あ
り
、
天
理
為
家
本
の
こ
の
章
段
は
ま
さ
し
く
顕
昭
の
言
う
﹁
普
通
ナ
ラ
ヌ
本
﹂
の
形
態
を
示
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

か
つ
て
私
は
、﹁
見
も
み
ず
も
﹂
の
歌
は
大
和
物
語
の
作
者
に
よ
っ
て
創
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
し
か
も
そ
う
し
た
の
は
地
文
に
お
い
て
、
在
中
将
が
女
の
顔
を
よ
く
見
て

し
ま
っ
た
こ
と
に
無
関
係
で
な
い
こ
と
を
指
摘
し
た
こ
と
が
あ
る(20)
。
そ
れ
に
し
て
も
残
念
な
こ
と
に
天
理
為
家
本
の
こ
の
章
段
は
、
は
じ
め
の
方
の
地
文
を
省
略
し
て
い
る
か
ら
、

本
来
ど
の
よ
う
な
本
文
を
備
え
て
い
た
か
明
ら
か
で
な
い
。
と
い
う
の
は
そ
の
本
文
こ
そ
、
古
い
姿
か
そ
れ
と
も
後
世
に
改
作
さ
れ
た
も
の
か
を
知
る
一
助
に
も
な
る
と
思
う
か

ら
で
あ
る
。
た
だ
、
幸
い
な
こ
と
に
こ
の
﹁
普
通
ナ
ラ
ヌ
本
﹂
か
ら
と
ら
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
る(21)
前
田
家
本
在
中
将
集
で
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

右
近
の
む
ま
ば
の
手
つ
が
ひ
に

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

む
か
ひ
に
た
て
り
け
る
く
る
ま
の
し
た
す
だ
れ
よ
り
、

は
つ
か
に
女
の
見
え
け
れ
ば
、
つ
か
は
し
け
る
。

見
ず
も
あ
ら
ず
見
も
せ
ぬ
人
の
こ
い
し
く
は
あ
や
な
く
け
ふ
や
な
が
め
く
ら
さ
む

返
し

見
も
見
ず
も
だ
れ
と
し
り
て
か
こ
ひ
ら
る
ゝ
お
ぼ
つ
か
な
み
の
け
ふ
の
な
が
め
や

又
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し
る
し
ら
ぬ
な
に
か
あ
や
な
く
わ
き
て
い
は
む
お
も
ひ
の
み
こ
そ
し
る
べ
な
り
け
れ

︵
注
︶　
本
文
は
山
田
清
市
氏
編
﹃
伊
勢
物
語  

在
中
将
集
﹄︵
白
帝
社
　
昭
和
42
年
4
月
︶
に
拠
る
。
圏
点
、
波
線
は
稿
者
。

圏
点
を
付
し
た
と
こ
ろ
が
顕
昭
の
言
う
﹁
普
通
ナ
ラ
ヌ
本
﹂
と
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
﹁
普
通
ナ
ラ
ヌ
本
﹂
か
ら
と
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
を
裏
付
け
て
い
よ
う
。

た
だ
、﹃
古
今
集
註
﹄
で
は
、
圏
点
以
下
の
本
文
は
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ど
う
な
っ
て
い
た
か
明
ら
か
で
な
い
。
思
う
に
﹁
右
近
ノ
ム
マ
バ
ノ
ヒ
ヲ
リ

0

0

0

ノ
日
ト
カ
キ
テ
中
将
ナ
リ
ケ

ル
ヲ
ト
コ
﹂、﹁
テ
ツ
ガ

0

0

0

ヒ
ト
カ
キ
テ
中
将
ナ
リ
ケ
ル
ヲ
ト
コ
﹂
と
い
う
書
き
方
か
ら
す
る
と
、﹃
古
今
集
註
﹄
で
は
﹁
テ
ツ
ガ
ヒ
﹂、﹁
ヒ
ヲ
リ
﹂
の
違
い
を
示
し
た
か
っ
た
の
で
あ

り
、
あ
と
は
相
違
な
い
か
ら
略
式
に
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
と
も
か
く
﹁
普
通
ナ
ラ
ヌ
本
﹂
も
前
田
家
本
在
中
将
集
と
同
じ
よ
う
に
な
っ
て
い
た
と
考
え
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

し
て
み
る
と
天
理
為
家
本
の
も
と
に
な
っ
た
本
も
波
線
を
施
し
た
よ
う
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
す
る
と
こ
れ
は
大
和
物
語
と
異
な
り
、
伊
勢
物
語
の
流
布
本
定
家
本
の
こ
と
。

以

下

も

同

様
。

に
近
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。

そ
こ
で
問
題
に
な
る
の
が
、
こ
の
異
本
伊
勢
物
語
顕
昭
の
言
う
﹁
普
通
ナ
ラ
ヌ
本
﹂
の
こ
と
、
こ
れ
は

今
井
氏
の
呼
び
方
に
拠
る
。
以
下
も
同
様
。
　
　
は
、
は
た
し
て
伊
勢
物
語
の
原
型
か
否
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
今
井
源
衛
氏

は
贈
答
歌
の
形
を
検
討
さ
れ
た
結
果
、
こ
の
異
本
伊
勢
物
語
の
方
が
伊
勢
物
語
流
布
本

の
こ
と

や
古
今
集
よ
り
も
贈
答
歌
の
原
型
を
残
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
中
か

ら
一
首
脱
落
し
て
古
今
集
、
伊
勢
物
語
の
形
と
な
り
、
い
ま
一
方
は
大
和
物
語
の
よ
う
に
な
っ
た
と
推
測
し
て
お
ら
れ
る
。
し
か
も
こ
の
異
本
伊
勢
物
語
の
材
料
は
古
今
集
以
前

に
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
、
そ
れ
は
現
存
し
な
い
業
平
家
集
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
た(22)
。
山
本
登
朗
氏
は
こ
の
考
え
に
賛
同
さ
れ
て
い
る(23)
。

今
井
氏
は
贈
答
歌
の
形
を
も
と
に
し
て
こ
の
よ
う
な
結
論
を
下
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
氏
の
解
釈
は
歌
の
み
に
終
始
し
て
い
る
き
ら
い
が
あ
る
。
地
文
も
考
慮
す
べ
き
で
は

な
い
か
。
と
い
う
の
は
前
述
し
た
よ
う
に
古
今
集
、
伊
勢
物
語
と
大
和
物
語
と
で
は
異
な
っ
て
お
り
、
こ
の
こ
と
が
歌
の
異
同
に
微
妙
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
か

ら
で
あ
る
。
そ
れ
と
異
本
伊
勢
物
語
か
ら
一
首
脱
落
し
て
伊
勢
物
語
、
大
和
物
語
に
な
っ
た
と
考
え
て
お
ら
れ
る
が
、
そ
の
脱
落
の
理
由
が
明
ら
か
で
な
い
。
氏
の
言
わ
れ
る
よ

う
に
、
あ
れ
ほ
ど
ス
ム
ー
ズ
で
あ
っ
た
異
本
伊
勢
物
語
か
ら
飛
躍
が
あ
る
と
言
わ
れ
る
古
今
集
や
伊
勢
物
語
の
形
に
な
ぜ
し
た
か
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
考
え
て
、
納
得
で
き
な
い
点
も
少
な
く
な
い
。
そ
し
て
む
し
ろ
こ
の
異
本
伊
勢
物
語
な
る
も
の
は
後
世
の
作
に
な
っ
た
と
い
う
念
が
強
い
の
で
あ
る
。

そ
の
理
由
を
あ
げ
て
み
よ
う
。

大
和
物
語
の
場
合
、
異
本
伊
勢
物
語
か
ら
と
ら
れ
た
と
す
る
と
、
地
文
に
﹁
い
と
よ
く
み
て
け
り
﹂
と
あ
る
か
ら
﹁
見
ず
も
あ
ら
ず
﹂
の
歌
は
、
在
中
将
が
女
の
顔
を
知
っ
て

詠
ん
で
お
り
、
そ
の
返
し
歌
と
し
て
女
が
、﹁
見
も
み
ず
も
﹂
の
歌
を
や
り
返
し
た
わ
け
で
あ
る
。
女
も
在
中
将
の
顔
を
よ
く
知
っ
て
お
り
、
そ
の
た
め
に
﹁
誰
と
し
り
て
か
﹂

と
い
う
表
現
を
用
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
異
本
伊
勢
物
語
で
は﹁
し
る
し
ら
ず
﹂天
理
為
家
本
で
は
﹁
し
り
し
ら
ず
﹂
と
あ

る
が
、
統
一
し
て
記
し
た
。
以
下
も
同
様
。
の
歌
で
や
り
返
す
わ
け
だ
が
、
前
の
歌
の
﹁
だ

れ
と
し
り
て
か
﹂
を
受
け
て
﹁
し
る
し
ら
ず
﹂
と
表
現
し
た
と
い
う
先
学
の
お
考
え
も
あ
る
が
、
そ
う
し
た
に
し
て
は
、
こ
の
歌
は
あ
ま
り
に
も
純
粋
す
ぎ
る
の
で
は
な
い
か
、
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つ
ま
り
﹁
だ
れ
と
し
り
て
か
﹂
を
受
け
る
に
し
て
は
ど
う
も
内
容
的
に
み
て
合
致
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。﹁
し
る
し
ら
ず
﹂
の
歌
は
、
男
が
女
の
顔
を
は
っ
き
り
と

見
え
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
以
外
に
何
の
気
持
も
含
ま
れ
て
い
な
い
い
わ
ば
純
粋
な
気
持
ち
の
吐
露
に
す
ぎ
な
い
。

異
本
伊
勢
物
語
に
お
い
て
、先
程
推
測
し
た
よ
う
に
地
文
に
は
伊
勢
物
語
の
流
布
本
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
り
な
い
文
句
が
連
ね
て
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
女
の
姿
を
は
っ

き
り
と
見
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
に
対
応
で
き
る
の
は
﹁
し
る
し
ら
ず
﹂
の
歌
以
外
に
は
な
い
。﹁
見
も
み
ず
も
﹂
の
歌
は
お
互
に
よ
く
知
っ
て
詠
ん

だ
歌
で
あ
る
。
こ
う
み
る
と
、
こ
の
異
本
伊
勢
物
語
は
、
地
文
の
﹁
ほ
の
か
に
見
え
け
れ
ば
﹂、﹁
い
と
よ
く
み
て
け
り
﹂
と
い
う
両
方
を
持
ち
備
え
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ

ん
な
不
自
然
な
こ
と
は
な
い
。
た
と
え
、
異
本
伊
勢
物
語
の
地
文
が
大
和
物
語
と
同
じ
で
あ
っ
た
に
し
て
も
結
果
は
同
じ
で
あ
る
。
異
本
伊
勢
物
語
が
不
自
然
で
、
大
和
物
語
が

自
然
で
あ
る
と
い
う
、
成
立
的
に
言
っ
て
も
矛
盾
し
た
結
果
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
異
本
伊
勢
物
語
に
よ
る
と
﹁
し
る
し
ら
ず
﹂
の
歌
は
男
の
作
に
な
る
。
こ
の

歌
と
﹁
見
も
み
ず
も
﹂
の
歌
に
は
﹁
あ
や
な
く
﹂
と
い
う
語
を
用
い
て
い
る
。
別
人
が
こ
う
し
て
い
る
の
な
ら
話
は
別
だ
が
、
同
一
人
が
同
じ
語
を
使
用
し
て
い
る
こ
と
に
何
か

引
っ
掛
か
る
も
の
が
あ
る
。

そ
れ
と
顕
昭
の
言
う
﹁
普
通
ナ
ラ
ヌ
本
﹂
の
性
格
で
あ
る
。
こ
れ
と
密
接
な
関
係
が
あ
る
と
言
わ
れ
る
天
理
為
家
本
の
十
八
章
段
は
、
福
井
貞
助
氏
に
よ
る
と
、
雑
纂
本
で
あ

る
小
式
部
内
侍
本
か
ら
抄
出
さ
れ
た
も
の
だ
と
言
う(24)
。
こ
の
お
考
え
に
異
論
な
い
。
た
だ
、
問
題
は
そ
れ
が
伊
勢
物
語
の
原
型
を
留
め
て
い
る
か
否
か
で
あ
る
。
そ
れ
は
伊
勢
物

語
の
流
布
本
や
大
和
物
語
の
成
立
に
関
し
て
根
本
的
に
土
台
を
揺
る
が
せ
か
ね
な
い
問
題
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
福
井
氏
は
こ
の
十
八
章
段
が
伊
勢
物
語
の
原
型
か
否
か
に
つ
い

て
は
ふ
れ
て
お
ら
れ
な
い
。
氏
以
外
で
も
追
究
さ
れ
て
い
る
人
は
少
な
い(25)
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
本
体
と
も
い
う
べ
き
小
式
部
内
侍
本
そ
の
も
の
に
関
し
て
は
研
究
が
み
ら
れ
る
。

例
え
ば
池
田
亀
鑑
氏
や
中
田
武
司
氏
は
原
型
に
近
い
と
さ
れ
て
い
る(26)
の
に
対
し
、
山
田
清
市
氏
は
後
世
の
改
作
と
考
え
て
お
ら
れ
る(27)
。
い
ず
れ
が
妥
当
で
あ
る
か
は
、
今
後
の
研

究
に
俟
つ
べ
き
で
あ
る
が
、
さ
し
あ
た
っ
て
、
こ
こ
で
問
題
に
な
っ
て
い
る
こ
の
十
八
章
段
に
限
り
考
察
を
進
め
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。
そ
う
す
る
こ
と
が
今
ま
で
述
べ
て
き

た
こ
と
を
解
決
す
る
糸
口
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

今
、
先
程
と
り
上
げ
た
章
段
を
除
い
た
十
七
章
段
を
論
述
の
便
宜
上
、
列
挙
し
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

83
　
う
た
、
わ
す
れ
て
は
ゆ
め
か
と
思
お
も
ひ
き
や
雪
ふ
み
わ
け
て
君
を
み
ん
と
は

返
哥ゆ

め
か
と
も
な
に
か
お
も
は
む
う
き
よ
を
は
そ
む
か
さ
り
け
ん
ほ
と
そ
く
や
し
き

59
　
む
か
し
お
と
こ
京
を
い
か
ゝ
お
も
ひ
け
ん
ふ
か
き
や
ま
に

あ
り
わ
ひ
ぬ
い
ま
は
か
き
り
の
山
里
に
つ
ま
き
こ
る
へ
き
や
と
も
と
め
て
ん
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か
く
な
ん
い
と
い
た
う
や
み
て
し
に
い
り
た
り
け
れ
は
お
も
て
に
水
を
そ
ゝ
き
な
ん
と
し
た
り
け
れ
は
い
き
い
て
ゝ

我
う
へ
に
露
そ
お
く
な
る
あ
ま
の
川
と
わ
た
る
ふ
ね
の
か
ひ
の
し
つ
く
か

と
い
ひ
て
い
き
い
て
た
り
け
る

117
　
む御
神
現
形
シ
給
テ

つ
ま
し
と
君
は
し
ら
な
く
み
つ
か
き
の
ひ
さ
し
き
よ
ゝ
り
い
は
ゐ
そ
め
て
き

こ
の
哥
を
き
ゝ
て
在
原
業
平
す
み
よ
し
に
ま
う
て
た
り
け
る

す
み
よ
し
の
き
し
の
ひ
め
松
人
な
ら
は
い
く
よ
か
へ
し
と
ゝ
は
ま
し
も
の
を

と
よ
め
る
に
お
き
な
の
な
り
あ
し
き
い
て
ゐ
て
め
て
ゝ
か
へ
し

こ
ろ
も
た
に
ふ
た
つ
あ
り
せ
は
あ
か
は
た
の
山
に
ひ
と
つ
は
か
さ
ま
し
も
の
を

と
よ
み
て
き
え
う
せ
に
げ
り
い
ま
思
え
は
御
神
に
な
ん
お
は
し
ま
し
け
る

9
　
な
に
し
ほ
は
ゝ
い
さ
こ
と
ゝ
は
ん
宮
こ
と
り
わ
か
思
人
は
あ
り
や
な
し
や
と

と
い
ひ
け
れ
は
ふ
な
人
こ
そ
り
て
な
き
に
け
り
そ
の
か
は
の
わ
た
り
す
き
て
京
に
み
し
人
あ
ひ
て
も
の
か
た
り
な
と
し
て
こ
と
つ
て
や
な
と
い
ひ
け
れ
は

宮
こ
人
い
か
に
と
ゝ
は
ゝ
み
ね
た
か
み
は
れ
ぬ
お
も
ひ
に
わ
ふ
と
こ
た
へ
よ

4
　
月
や
あ
ら
ぬ
春
や
む
か
し
の
は
る
な
ら
ぬ
わ
か
身
ひ
と
つ
は
も
と
の
身
に
し
て

と
い
ひ
て
こ
の
は
な
の
も
と
に
た
ち
よ
り
て

梅
花
か
を
の
み
袖
に
と
ゝ
め
き
て
わ
か
思
人
は
お
と
つ
れ
も
せ
す

Ｈ
　
む
か
し
お
と
こ
女
の
う
ゐ
も
き
け
る
に
釵
子
を
心
さ
し
て
よ
み
て
や
り
け
る

あ
ま
た
あ
ら
は
さ
し
わ
す
る
と
も
た
ま
く
し
け
あ
け
ん
お
り

〱
お
も
ひ
い
て
な
ん

Ｄ
　
む
か
し
西
院
と
い
ふ
所
に
す
む
人
あ
り
け
り
そ
の
人
い
ち
に
な
ん
い
て
た
り
け
る
に
女
く
る
ま
あ
り
け
る
を
い
ひ
も
て
い
き
て
御
す
み
か
は
い
つ
こ
そ
と
い
ひ
を
こ
せ

た
り
け
る

わ
か
や
と
は
雲
井
の
み
ね
に
た
か
け
れ
は
を
し
ふ
と
も
こ
ん
も
の
な
ら
な
く
に

と
い
へ
り
け
れ
は
お
と
こ

か
り
そ
め
に
そ
ふ
る
心
し
ふ
か
け
れ
は
な
と
か
雲
井
も
た
つ
ね
さ
る
へ
き



198第二章　大和物語の創作性

と
い
ひ
て
こ
れ
も
か
れ
も
わ
か
れ
に
け
り

99
　︵
省
略
︶

74
　
む
か
し
お
と
こ
女
を
い
た
く
う
ら
み
て

い
は
ね
ふ
み
か
さ
な
る
山
は
と
を
け
れ
と
あ
か
ぬ
お
ほ
く
も
こ
ひ
わ
た
る
か
な

あ
ま
の
す
む
み
ち
の
し
る
へ
に
あ
ら
ぬ
身
を
う
ら
み
ん
と
の
み
人
の
い
ふ
ら
ん

Ｇ
　
む
か
し
な
ら
の
京
に
し
り
た
る
人
と
ふ
ら
ひ
に
い
き
た
り
け
る
に
と
も
た
ち
の
も
と
に
せ
う
そ
こ
を
は
し
め
て
う
ら
み
て
ふ
み
お
こ
せ
た
り
け
る
人
の
も
と
に

は
る
の
い
ろ
の
い
た
り
い
た
ら
ぬ
さ
と
は
あ
ら
し
さ
け
る
さ
か
さ
る
花
の
み
ゆ
る
か

Ｉ
　
む
か
し
え
う
ま
し
か
り
け
る
人
を
こ
ひ
わ
ひ
て

わ
か
や
と
に
ま
き
て
な
て
し
こ
い
つ
し
か
も
は
な
に
さ
か
な
ん
あ
し
た

〱
み
ん

Ｂ
　
む
か
し
お
と
こ
女
を
ぬ
す
み
て
行
水
あ
る
所
に
て
お
と
こ
の
ま
ん
や
と
ゝ
ふ
に
う
な
つ
き
け
れ
は
て
に
む
す
ひ
て
の
ま
す
さ
て
い
て
の
ほ
り
に
け
り
お
と
ゝ
け
ゝ
な
く

な
り
に
け
れ
は
も
と
の
所
へ
か
へ
り
ゆ
く
に
水
の
み
し
所
に
て

お
ほ
は
ら
や
せ
か
ゐ
の
水
を
む
す
ひ
あ
け
て
あ
く
や
と
ゝ
ひ
し
人
は
い
つ
ら
は

Ｌ
　
む
か
し
在
原
行
平
と
い
ふ
人
い
ま
し
か
り
け
り
女
の
も
と
に

思
つ
ゝ
を
れ
は
す
へ
な
し
む
は
た
ま
の
よ
る
に
な
り
な
は
わ
れ
こ
そ
行
め

を
ん
なこ

ぬ
人
を
い
ま
も
や
く
る
と
ま
ち
し
夜
の
な
こ
り
は
い
ま
も
い
ね
か
て
に
す
る

Ｍ
　
む
か
し
を
と
こ
あ
り
け
り
わ
か
な
き
こ
と
思
い
て
ゝ
あ
る
所
に
や
り
け
る

ゆ
ふ
つ
く
よ
あ
か
月
か
た
の
あ
さ
か
け
に
わ
か
身
は
な
り
ぬ
恋
の
し
け
き
に

と
あ
り
け
れ
と
い
と
か
た
く
な
り
に
け
り

Ｎ
　
む
か
し
も
の
思
お
と
こ
め
を
さ
ま
し
て
と
の
か
た
を
見
い
た
し
て
ふ
し
た
る
に
せ
ん
さ
い
の
な
か
に
む
し
の
な
き
け
れ
は

か
し
か
ま
し
の
も
せ
に
す
た
く
む
し
の
ね
や
わ
れ
た
に
も
の
は
い
は
て
こ
そ
お
も
へ

92
　
む
か
し
恋
し
さ
に
き
て
か
へ
れ
と
せ
う
そ
く
も
せ
て
あ
る
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あ
し
へ
こ
く
た
な
ゝ
し
を
ふ
ね
い
く
そ
た
ひ
こ
き
か
へ
る
ら
ん
し
る
人
な
し
に

Ｐ
　
む
か
し
す
き
も
の
と
も
あ
つ
ま
り
て
謌
よ
み
け
る
に
か
は
た
け
を
あ
る
を
と
こ

さ
よ
ふ
け
て
な
か
は
た
け
行
ひ
さ
か
た
の
月
ふ
き
か
へ
せ
あ
き
の
山
風

Ｑ
　
む
か
し
を
と
こ
は
る
か
な
る
ほ
と
を
ゆ
き
た
り
け
る
に
つ
く
し
の
人
こ
ひ
け
る
に
い
ろ
か
は
や
る
と
て

つ所
名
ナ
ル
へ
シ

く
し
よ
り
こ
ゝ
ま
て
く
れ
は
つ
と
も
な
し
た
ち
の
を
か
は
の
は
し
の
み
そ
あ
る

︵
注
︶　
定
家
本
に
な
い
章
段
の
記
号
は
﹃
伊
勢
物
語
に
就
き
て
の
研
究  

補
遺
篇
﹄︵
大
津
有
一
氏
編
　
有
精
堂
出
版
　
昭
和
36
年
12
月
︶
に
あ
る
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
に
拠
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
章
段
を
み
て
ま
ず
感
じ
る
こ
と
は
、
流
布
本
に
は
み
ら
れ
な
い
返
歌
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
八
三
・
九
・
四
・
七
四
段
が
そ
れ
で
あ
る
。
も
し
こ
れ
ら
が
伊
勢
物
語
の

原
型
を
伝
え
て
い
る
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
後
に
成
立
し
た
流
布
本
は
こ
れ
ら
の
返
歌
を
除
去
し
た
か
、
あ
る
い
は
脱
落
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
こ
の
う
ち
九
段
を
み
て
み
よ
う
。

こ
れ
は
例
の
東
下
り
の
一
節
を
担
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
し
て
も
流
布
本
に
な
い
こ
の
部
分
を
み
る
と
前
に
出
て
く
る
表
現
と
似
通
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
即
ち

﹁
京
に
み
し
人
﹂、﹁
わ
ぶ
﹂
と
い
う
語
が
そ
れ
で
あ
る
。
ま
た
、﹁
京
に
み
し
人
﹂
に
会
っ
て
話
を
し
た
後
に
、
そ
の
人
が
﹁
言
づ
て
は
な
い
で
す
か
﹂
と
言
っ
て
い
る
の
も
前
に

あ
る
﹁
京
に
そ
の
人
の
御
も
と
に
と
て
文
か
き
て
つ
く
﹂
と
い
う
本
文
を
真
似
た
よ
う
に
思
え
る
。
こ
の
よ
う
に
同
じ
よ
う
な
こ
と
を
く
り
返
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
い
わ
ば
付

加
さ
れ
た
と
い
う
念
が
強
い
。

こ
れ
と
同
じ
よ
う
な
こ
と
は
一
一
七
段
に
つ
い
て
も
言
え
る
。
業
平
が
詠
ん
だ
﹁
す
み
よ
し
の
﹂
の
歌
は
前
に
あ
る
﹁
我
見
て
も
﹂
の
歌
と
似
通
っ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
住
吉
の

松
の
年
代
の
古
さ
が
詠
ま
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
﹁
す
み
よ
し
の
﹂
の
歌
と
﹁
こ
ろ
も
だ
に
﹂
の
歌
も
内
容
的
に
は
違
っ
て
い
る
も
の
の
、
い
ず
れ
も
反
実
仮
想
を
示
す
﹁
…
…
ば

…
…
ま
し
﹂
を
用
い
て
い
る
。
こ
れ
は
偶
然
の
一
致
と
言
え
よ
う
か
。﹁
こ
ろ
も
だ
に
﹂
の
歌
が
出
典
不
明
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
と
、
お
そ
ら
く
増
補
者
後
述
す
る
よ
う
に
﹁
こ
の
哥
を
き
ゝ

て
﹂
以
下
を
増
補
し
た
者
の
こ
と
。

に
よ
り
創
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

次
に
他
の
作
品
と
の
共
通
歌
に
つ
い
て
み
る
と
、
Ｉ
の
﹁
わ
が
や
ど
に
﹂、
Ｌ
の
﹁
思
つ
ゝ
﹂、
Ｍ
の
﹁
ゆ
ふ
づ
く
よ
﹂
の
歌
が
万
葉
集
に
共
通
し
て
い
る
。
ま
た
Ｎ
の
﹁
か
し

が
ま
し
﹂
の
歌
が
宇
津
保
物
語
藤
原
君
の
巻
に
、
Ｐ
の
﹁
さ
よ
ふ
け
て
﹂
の
歌
が
古
今
集
に
そ
れ
ぞ
れ
共
通
し
て
い
る
。
万
葉
集
が
多
く
古
今
集
が
少
な
い
。
異
本
伊
勢
物
語
の

作
者
は
こ
れ
ら
を
も
と
に
し
て
各
々
の
章
段
を
創
作
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
伊
勢
物
語
が
当
初
か
ら
在
原
業
平
を
モ
デ
ル
に
し
よ
う
と
い
う
考
え
で
も
っ
て
創
作
さ
れ
た
な
ら
、
こ

の
現
象
は
そ
れ
に
反
し
て
い
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
流
布
本
で
も
万
葉
集
と
共
通
し
て
い
る
歌
は
あ
る
が
、
そ
の
骨
子
と
な
っ
て
い
る
の
は
何
と
言
っ
て
も
古
今
集
に
あ

る
業
平
の
歌
な
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
興
味
深
い
こ
と
は
流
布
本
に
あ
る
章
段
と
表
現
の
上
で
似
通
っ
て
い
る
章
段
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
Ｄ
と
三
九
段
、
G
と
初
段
、
Ｌ
と
一
一
一
段
、
Ｑ
と
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六
一
段
が
そ
れ
で
あ
る
。
Ｄ
と
三
九
段
を
み
る
と
三
九
段
で
は
西
院
の
帝
、
Ｄ
で
は
西
院
と
い
う
場
所
に
な
っ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
西
院
と
い
う
こ
と
で
共
通
し
て
い
る
。
し

か
も
Ｄ
に
は
﹁
女
く
る
ま
﹂
が
出
て
来
て
歌
に
は
﹁
雲
井
﹂
が
詠
み
込
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
三
九
段
の
帝
と
女
車
に
も
関
連
し
て
い
る
。
Ｇ
と
初
段
は
、
い
ず
れ
も
﹁
な
ら
の

京
﹂
が
舞
台
に
な
っ
て
い
る
し
、
L
と
一
一
一
段
は
﹁
行
平
﹂
の
登
場
と
い
う
点
で
共
通
し
て
い
る
。
業
平
の
兄
と
い
う
こ
と
で
、
一
一
一
段
に
登
場
し
て
お
り
、
し
か
も
前
述

し
た
よ
う
に
﹁
思
つ
ゝ
﹂
の
歌
は
万
葉
集
に
共
通
し
て
い
る
。
こ
れ
を
も
と
に
し
て
創
作
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
最
後
の
Ｑ
と
六
一
段
は
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る(28)
よ
う
に
い
ず
れ

も
筑
紫
が
舞
台
と
な
り
、
歌
に
染
河
か
、
そ
れ
を
暗
示
す
る
河
︵
川
︶
が
そ
れ
ぞ
れ
詠
ま
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
用
例
か
ら
考
え
て
、
流
布
本
に
あ
る
章
段
を
も
と
に
し
て
作
ら
れ
た
可
能
性
が
強
い
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
そ
の
こ
と
を
決
定
的
に
し
て
い
る
の
が
先
程
も
述
べ
た

一
一
七
段
で
は
な
い
か
と
思
う
。
こ
の
章
段
に
は
﹁
在
原
業
平
﹂
と
実
名
で
記
さ
れ
て
い
る
。
伊
勢
物
語
に
お
い
て
、
こ
れ
を
除
い
た
す
べ
て
が
﹁
男
﹂
と
か
﹁
中
将
な
り
け
る

男
﹂
と
か
い
う
ふ
う
に
ぼ
か
し
て
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
が
実
名
で
記
さ
れ
て
い
る
の
は
一
一
七
段
の
﹁
こ
の
哥
を
き
ゝ
て
﹂
以
下
の
本
文
は
後
世
の
増
補
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ

う
。
こ
の
一
一
七
段
と
い
う
の
は
伊
勢
物
語
の
主
人
公(29)
で
あ
る
男
が
登
場
せ
ず
、
帝
と
住
吉
神
が
出
て
く
る
特
異
な
章
段
で
あ
る
。
伊
勢
物
語
は
業
平
の
物
語
と
い
う
意
識
が
強

く
、
そ
の
た
め
に
こ
の
よ
う
に
増
補
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

ま
だ
ま
だ
検
討
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
章
段
も
あ
る
わ
け
だ
が
、
今
ま
で
検
討
し
て
き
た
章
段
か
ら
察
す
る
限
り
、
こ
れ
ら
を
伊
勢
物
語
の
原
型
と
み
る
に
は
あ
ま
り
に
も
そ

の
条
件
に
反
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
や
は
り
こ
れ
ら
は
流
布
本
よ
り
も
後
世
の
も
の
と
み
る
の
が
穏
当
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
こ
で
問
題
に
し
て
い
る
九
九
段
も
こ
の
中
に

含
ま
れ
て
お
り
、
こ
れ
ま
た
後
世
の
も
の
と
み
て
よ
か
ろ
う
。

以
上
の
こ
と
か
ら
考
え
て
大
和
物
語
の
流
布
本
為
氏
本
、
為

家
本
な
ど
。
の
よ
う
な
形
こ
そ
自
然
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
大
和
物
語
の
作
者
は
地
文
と
﹁
見
も
み
ず
も
﹂
の
歌
と
を
合
致
さ
せ
、

話
の
展
開
を
ス
ム
ー
ズ
に
さ
せ
た
わ
け
だ
が
、
異
本
伊
勢
物
語
の
作
者
は
こ
う
し
た
大
和
物
語
作
者
の
意
図
な
る
も
の
を
察
し
得
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
伊
勢
物

語
を
も
と
に
し
て
別
な
章
段
を
作
っ
た
わ
け
で
、
そ
の
点
で
は
創
作
性
と
い
う
も
の
を
認
め
て
よ
か
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
の
本
を
伊
勢
物
語
の
原
型
云
々
と
い
う
こ
と
に
は
や
は

り
慎
重
を
期
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

四

古
今
集
、
伊
勢
物
語
、
大
和
物
語
に
共
通
す
る
ひ
と
つ
の
話
を
み
て
き
た
。
結
論
と
し
て
、
古
今
集
476
・
477
番
歌
、
伊
勢
物
語
九
九
段
、
大
和
物
語
一
六
六
段
は
密
接
な
関
係
、

つ
ま
り
直
接
関
係
が
あ
る
と
考
え
た
方
が
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
天
理
為
家
本
、
そ
れ
と
密
接
な
関
係
に
あ
る
異
本
伊
勢
物
語
は
後
世
の
作
に
な
る
と
み
て
よ
か
ろ
う
。
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古
今
集
、
伊
勢
物
語
、
大
和
物
語
の
中
で
は
、
古
今
集
が
も
と
の
姿
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
恋
一
の
範
疇
と
し
て
の
男
女
の
純
粋
さ
が
現
れ
て
い
た
。
そ
れ
を
も
と
に
し
て
伊
勢

物
語
が
で
き
、
後
に
本
文
を
付
加
す
る
こ
と
に
よ
り
物
語
と
し
て
の
特
色
を
少
し
ず
つ
で
は
あ
る
が
、
出
し
て
い
た
。
し
か
も
古
今
集
の
こ
の
話
は
伊
勢
物
語
の
こ
の
位
置
に
適

す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
大
和
物
語
に
な
る
と
全
体
的
に
物
語
的
効
果
を
表
出
し
て
い
た
。
時
間
的
な
広
が
り
を
見
せ
、
女
の
顔
を
﹁
い
と
よ
く
み
て
け
り
﹂
と
表
現
し
、

そ
れ
に
呼
応
し
て
歌
の
方
に
お
い
て
も
伊
勢
物
語
と
は
別
な
も
の
を
作
り
上
げ
て
い
た
。
そ
し
て
大
和
物
語
に
あ
っ
て
も
高
貴
な
女
性
と
い
う
こ
と
で
、
そ
れ
に
適
す
る
章
段
を

伊
勢
物
語
か
ら
持
っ
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
高
貴
意
識
は
、
大
和
物
語
と
伊
勢
物
語
が
共
通
す
る
他
の
章
段
で
も
言
え
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
一
六
六
段
は
高
貴
意
識
と
い

う
点
で
伊
勢
物
語
よ
り
も
一
段
と
輪
を
か
け
た
形
に
し
て
い
る
。

と
も
か
く
、
成
立
時
期
に
お
い
て
そ
れ
ほ
ど
隔
た
り
の
な
い
、
こ
れ
ら
三
つ
の
作
品
は
複
雑
な
成
立
を
し
て
い
る
。
中
で
も
よ
り
異
な
っ
た
面
を
出
そ
う
と
し
た
の
は
大
和
物

語
で
あ
っ
た
。
大
和
物
語
と
伊
勢
物
語
は
こ
れ
以
外
の
と
こ
ろ
で
も
共
通
し
て
お
り
、
中
に
は
両
者
を
比
較
し
て
み
る
と
大
き
な
違
い
が
み
ら
れ
る
。
も
し
か
す
る
と
一
六
六
段

の
相
違
が
他
の
章
段
に
も
及
ん
で
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
ら
を
検
討
し
て
こ
そ
、
こ
こ
で
の
結
論
が
確
か
な
も
の
に
な
ろ
う
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
こ
で
述
べ
て
き
た
こ
と
は

ひ
と
つ
の
試
論
と
し
て
お
き
、
こ
れ
以
外
に
つ
い
て
は
今
後
、
さ
ら
に
考
究
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

注
⑴
　﹁
解
釈
﹂
24
巻
4
号
　
昭
和
53
年
4
月
　
後
に
﹃
大
和
物
語
の
研
究
﹄︵
翰
林
書
房
　
平
成
6
年
2
月
︶
に
再
録
。

⑵
　
秋
山
虔
氏
・
堀
内
秀
晃
氏
﹃
伊
勢
物
語
﹄︵
昇
龍
堂
　
昭
和
45
年
12
月
︶

⑶
　﹃
古
今
集
の
構
造
に
関
す
る
研
究
﹄︵
風
間
書
房
　
昭
和
40
年
9
月
︶

⑷
　﹃
伊
勢
物
語
全
釈
﹄︵
大
学
堂
書
店
　
昭
和
48
年
7
月
︶

⑸
　﹃
伊
勢
物
語
古
意
﹄︵﹃
賀
茂
真
淵
全
集  

第
十
六
巻
﹄
解
説
井
上
豊
氏
　
続
群
類
従
完
成
会
　
昭
和
56
年
7
月
︶
に
拠
る
。

⑹
　
注
⑴
に
同
じ
。

⑺
　
鷺
山
樹
心
氏
﹁
伊
勢
物
語
の
構
成
﹂︵﹁
国
語
教
育
﹂
5
号
　
昭
和
35
年
7
月
︶、
武
藤
悦
堂
氏
﹁
伊
勢
物
語
の
構
成
﹂︵﹁
名
古
屋
大
学
国
語
国
文
学
﹂
8
号
　
昭
和
36
年
3
月
︶、

高
橋
正
治
氏
﹁
天
福
本
伊
勢
物
語
構
成
図
表
﹂︵﹁
清
泉
女
子
大
学
紀
要
﹂
16
号
　
昭
和
43
年
12
月
︶、
山
田
清
市
氏
﹁
伊
勢
物
語
構
成
論
﹂︵﹁
日
本
文
学
﹂
23
巻
6
号
　
昭
和
49

年
6
月
　
後
に
﹃
伊
勢
物
語
校
本
と
研
究
﹄︿
桜
楓
社
　
昭
和
52
年
10
月
﹀
に
再
録
︶
な
ど
が
あ
る
。

⑻
　﹃
三
代
実
録
﹄︵﹃
新
訂
増
補

国
史
大
系  

第
四
巻  

日
本
三
代
実
録
﹄︿
黒
板
勝
美
氏
篇
　
吉
川
弘
文
館
　
昭
和
9
年
7
月
﹀
に
拠
る
︶

⑼
　
例
え
ば
﹃
勢
語
臆
断
﹄︵
契
沖
︶
で
は
﹁
塗
籠
本
に
な
き
は
脱
ち
た
る
べ
し
﹂
と
あ
り
、﹃
詳
注
伊
勢
物
語
﹄︵
次
田
潤
氏
著
　
明
治
書
院
　
昭
和
27
年
9
月
︶
で
は
後
人
の
加
筆
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と
み
て
お
ら
れ
る
。

⑽
　
注
⑴
に
同
じ
。

⑾
　
拙
著
﹃
伊
勢
物
語
異
本
に
関
す
る
研
究
﹄︵
桜
楓
社
　
昭
和
58
年
4
月
︶

⑿
　
古
注
の
本
文
は
雨
海
博
洋
氏
の
﹃
大
和
物
語
諸
注
集
成
﹄︵
桜
楓
社
　
昭
和
58
年
5
月
︶
よ
り
引
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。 

⒀
　﹃
伊
勢
物
語
精
講
﹄︵
学
燈
社
　
昭
和
36
年
4
月
︶

⒁
　﹃
大
和
物
語
の
注
釈
と
研
究
﹄︵
武
蔵
野
書
院
　
昭
和
56
年
2
月
︶

⒂
　
注
⒁
に
同
じ
。

⒃
　﹁
大
和
物
語
評
釈
・
五
十
二
　
在
中
将
︵
続
︶﹂︵﹁
国
文
学
﹂
11
巻
14
号
　
昭
和
41
年
12
月
　
後
に
﹃
大
和
物
語
評
釈  

下
巻
﹄︿
笠
間
書
院
　
平
成
12
年
2
月
﹀
に
再
録
︶

⒄
　
福
井
貞
助
氏
﹁
勢
語
小
式
部
内
侍
本
考
﹂︵﹁
国
語
と
国
文
学
﹂
35
巻
5
号
　
昭
和
33
年
5
月
　
後
に
﹃
伊
勢
物
語
生
成
論
﹄︿
有
精
堂
出
版
　
昭
和
40
年
4
月
、
増
補
版
　
パ
ル

ス
ト
社
　
昭
和
60
年
1
月
﹀
に
再
録
︶

⒅
　
注
⑴
に
同
じ
。

⒆
　
妹
尾
好
信
氏
も
﹁﹃
伊
勢
物
語
﹄
と
の
共
通
話
を
六
章
段
も
続
け
て
書
き
記
し
、
満
足
を
覚
え
た
の
で
あ
る
が
、
や
は
り
既
存
の
物
語
と
同
じ
よ
う
な
話
を
並
べ
て
し
ま
っ
た
こ

と
に
は
﹃
大
和
物
語
﹄
全
体
か
ら
見
る
と
違
和
感
を
禁
じ
難
く
て
少
々
弁
解
す
る
気
に
な
り
、
第
一
六
六
段
の
末
尾
に
﹁
こ
れ
ら
は
物
語
に
て
世
に
あ
る
こ
と
ど
も
な
り
﹂
と
断

り
書
き
を
付
し
た
の
で
あ
ろ
う
。﹂
と
い
う
考
え
を
述
べ
て
お
ら
れ
る
︵﹃
大
和
物
語
﹄
第
2
部
の
成
立
試
論
︱
章
段
追
加
成
長
過
程
の
想
定
︱
　﹁
広
島
大
学
文
学
部
紀
要
﹂
44

巻
　
昭
和
59
年
12
月
　
後
に
﹃
平
安
朝
歌
物
語
の
研
究
︹
大
和
物
語
篇
︺﹄︿
笠
間
書
院
　
平
成
12
年
10
月
﹀
に
再
録
︶。

⒇
　
注
⑴
に
同
じ
。

㉑
　
片
桐
洋
一
氏
﹁
在
中
将
集
成
立
存
疑
︱
藤
原
定
家
の
王
朝
文
学
研
究
︱
﹂︵﹁
国
語
国
文
﹂
26
巻
2
号
　
昭
和
32
年
2
月
　
後
に
﹃
伊
勢
物
語
の
研
究
︹
研
究
篇
︺﹄︿
明
治
書
院
　

昭
和
43
年
2
月
﹀
に
再
録
︶

㉒
　
注
⒃
に
同
じ
。

㉓
　﹁
右
近
の
馬
場
の
恋
︱
伊
勢
物
語
の
主
人
公
︱
﹂︵﹃
恋
の
か
た
ち  

日
本
文
学
の
恋
愛
像
﹄
笠
間
書
院
　
平
成
8
年
12
月
　
後
に
﹃
伊
勢
物
語  

文
体
・
主
題
・
享
受
﹄︿
笠
間
書
院
　
平

成
13
年
５
月
﹀
に
再
録
︶

㉔
　
注
⒄
に
同
じ
。
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25
　
例
え
ば
林
美
朗
氏
は
﹁
伝
為
氏
筆
本
伊
勢
物
語
の
構
成
と
識
語
を
め
ぐ
っ
て
︱
幻
の
異
本
・
小
式
部
内
侍
本
論
へ
の
一
視
角
︱
﹂︵﹁
平
安
文
学
研
究
﹂
72
輯
　
昭
和
59
年
12
月
　

後
に
﹃
狩
使
本
伊
勢
物
語  

復
元
と
研
究
﹄︿
和
泉
書
院
　
平
成
10
年
9
月
﹀
に
再
録
︶
と
い
う
論
文
の
中
で
、
後
世
の
も
の
と
み
て
お
ら
れ
る
。

26
　
池
田
亀
鑑
氏
﹃
伊
勢
物
語
に
就
き
て
の
研
究  

研
究
篇
﹄︵
大
岡
山
書
店
　
昭
和
9
年
5
月
、
再
版
　
有
精
堂
出
版
　
昭
和
33
年
3
月
︶、
中
田
武
司
氏
﹁
伊
勢
物
語
異
本
章
段
攷
﹂

︵﹃
王
朝
物
語
と
そ
の
周
辺
﹄
笠
間
書
院
　
昭
和
59
年
12
月
︶

27
　﹁
伊
勢
物
語
小
式
部
内
侍
本
の
成
立
に
つ
い
て
﹂︵﹁
平
安
朝
文
学
研
究
﹂
7
号
　
昭
和
37
年
1
月
︶、﹁
伊
勢
物
語
初 

冠 

本

小
式
部
本

原
初
形
態
に
関
す
る
考
察
﹂︵﹁
亜
細
亜
大
学
教
養
部
紀
要
﹂

1
号
　
昭
和
41
年
11
月
︶。
両
者
と
も
後
に
﹃
伊
勢
物
語
の
成
立
と
伝
本
の
研
究
﹄︵
桜
楓
社
　
昭
和
47
年
4
月
︶
に
再
録
。

㉘
　﹃
日
本
古
典
文
学
全
集
伊
勢
物
語
﹄︵
福
井
貞
助
氏
校
注
・
訳
　
小
学
館
　
昭
和
47
年
12
月
︶
の
頭
注
。

29
　
一
一
七
段
の﹁
我
見
て
も
﹂の
歌
を
お
供
の
人
、即
ち
業
平
の
作
と
し
て
い
る
注
釈
書
も
あ
る
。﹃
伊
勢
物
語
肖
聞
抄
﹄︵
肖
柏
︶、﹃
伊
勢
物
語
宗
長
聞
書
﹄︵
宗
長
︶、﹃
伊
勢
物
語
闕
疑
抄
﹄

︵
細
川
幽
斎
︶、﹃
勢
語
臆
断
﹄︵
契
沖
︶、﹃
伊
勢
物
語
新
釈
﹄︵
川
口
白
浦
氏
著
︶、﹃
評
釈
伊
勢
物
語
大
成
﹄︵
新
井
無
二
郎
氏
著
︶、﹃
伊
勢
物
語
新
解
﹄︵
西
下
経
一
氏
著
︶、﹃
伊

勢
物
語
全
釈
﹄︵
中
野
幸
一
氏
・
春
田
裕
之
氏
著
︶
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。
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第
四
節
　
歌
語
り
か
ら
創
作
へ

︱
﹃
大
和
物
語
﹄
第
一
四
九
段
を
め
ぐ
っ
て
︱

一

大
和
物
語
と
い
う
作
品
の
性
格
を
考
え
る
時
、
歌
語
り
と
い
う
概
念
を
避
け
て
通
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
れ
は
益
田
勝
実
氏
に
よ
り
提
唱
さ
れ
て(1)
以
来
、
今
日
で
は
定
説
化

さ
れ
た
。
し
か
し
、
そ
の
発
言
状
況
を
み
て
い
る
と
、
は
た
し
て
歌
語
り
の
本
質
を
と
ら
え
て
そ
う
し
て
い
る
の
か
と
思
わ
れ
る
点
も
少
な
く
な
い
。
中
に
は
あ
た
か
も
大
和
物

語
全
体
を
そ
の
よ
う
に
考
え
て
、
そ
の
概
念
を
使
用
し
て
い
る
感
さ
え
あ
る
。
私
は
歌
語
り
を
否
定
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
た
だ
、
こ
こ
で
強
調
し
て
お
き
た
い
の
は
、
大
和

物
語
が
単
に
歌
語
り
の
み
で
は
な
く
、
中
に
は
創
作
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
も
み
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
大
和
物
語
の
作
者
が
歌
語
り
︵
私

は
こ
れ
に
伝
承
を
含
め
て
い
る
︶
を
も
と
に
し
て
作
品
を
成
す
場
合
、
そ
こ
に
創
作
性
が
深
く
関
与
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
当
然
、
そ
れ
に

肉
付
け
を
し
た
り
、
あ
る
い
は
も
っ
と
進
ん
で
虚
構
と
い
う
方
法
を
と
る
可
能
性
も
十
分
に
考
え
ら
れ
よ
う
。
事
実
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
先
学
の
御
指
摘
が
あ
る(2)
し
、
私
自

身
も
二
、三
述
べ
た
こ
と
が
あ
る(3)
。

そ
う
い
う
わ
け
で
、
こ
こ
で
は
そ
の
一
環
と
し
て
大
和
物
語
一
四
九
段
を
対
象
に
し
て
、
こ
の
章
段
の
生
成
と
こ
れ
を
大
和
物
語
の
後
半
に
ど
う
位
置
づ
け
た
ら
よ
い
か
に
つ

い
て
考
え
て
み
た
い
と
思
う
。

二

大
和
物
語
一
四
九
段
は
立
田
山
伝
説
と
し
て
著
名
で
あ
る
。
こ
の
話
は
古
今
集
を
は
じ
め
、
伊
勢
物
語
に
も
み
ら
れ
、
ま
た
こ
こ
に
あ
る
﹁
風
吹
け
ば
﹂
の
歌
は
古
今
和
歌
六
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帖
、
新
撰
和
歌
集
に
も
と
ら
れ
、
秀
歌
と
し
て
の
評
価
を
得
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
も
、
こ
れ
ら
の
う
ち
古
今
和
歌
六
帖
、
新
撰
和
歌
集
を
除
け
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
の

生
成
を
考
え
る
上
で
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
。

そ
こ
で
、
論
述
の
便
宜
上
、
こ
れ
ら
三
つ
の
作
品
を
比
較
し
て
み
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

古
　
　
今
　
　
集

伊
　
勢
　
物
　
語

大
　
和
　
物
　
語

Ａ
む
か
し
、
ゐ
な
か
わ
た
ら
ひ
し
け
る

人
の
子
ど
も
、
井
の
も
と
に
い
で
て
遊

び
け
る
を
、
お
と
な
に
な
り
に
け
れ
ば
、

男
も
女
も
は
ぢ
か
は
し
て
あ
り
け
れ
ど
、

男
は
こ
の
女
を
こ
そ
得
め
と
思
ふ
。
女

は
こ
の
男
を
と
思
ひ
つ
つ
、
親
の
あ
は

す
れ
ど
も
聞
か
で
な
む
あ
り
け
る
。
さ

て
、
こ
の
と
な
り
の
男
の
も
と
よ
り
、

か
く
な
む

筒
井
つ
の
井
筒
に
か
け
し
ま
ろ
が

た
け
過
ぎ
に
け
ら
し
な
妹
見
ざ
る

ま
に

女
、
返
し
、

く
ら
べ
こ
し
ふ
り
わ
け
髪
も
肩
す

ぎ
ぬ
君
な
ら
ず
し
て
た
れ
か
あ
ぐ

べ
き

な
ど
い
ひ
い
ひ
て
、
つ
ひ
に
本
意
の
ご

と
く
あ
ひ
に
け
り
。
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題
し
ら
ず
　
　
　
読
人
し
ら
ず

風
吹
け
ば
沖
つ
白
波
た
つ
た
山
夜
半
に

や
君
が
ひ
と
り
越
ゆ
ら
む

あ
る
人
、
こ
の
歌
は
、﹁
昔
大
和
国

な
り
け
る
人
の
女
に
、
あ
る
人
住

み
わ
た
り
け
り
。
こ
の
女
、
親
も

な
く
な
り
て
家
も
わ
る
く
な
り
ゆ

く
あ
ひ
だ
に
、
こ
の
男
、
河
内
国

に
あ
ひ
知
り
て
通
ひ
つ
つ
、
離
れ

や
う
に
の
み
な
り
ゆ
き
け
り
。
さ

り
け
れ
ど
も
、
つ
ら
げ
な
る
気
色

も
見
え
で
、
河
内
へ
い
く
ご
と
に

男
の
心
の
ご
と
く
し
つ
つ
い
だ
し

や
り
け
れ
ば
、
あ
や
し
と
思
ひ
て

も
し
な
き
間
に
異
心
や
あ
る
と
疑

ʙ
さ
て
年
ご
ろ
ふ
る
ほ
ど
に
、
女
、
親

な
く
、
頼
り
な
く
な
る
ま
ま
に
、
も
ろ

と
も
に
い
ふ
か
ひ
な
く
て
あ
ら
む
や
は

と
て
、
河
内
の
国
、
高
安
の
郡
に
、
い

き
通
ふ
所
い
で
き
に
け
り
。
さ
り
け
れ

ど
、
こ
の
も
と
の
女
、
あ
し
と
思
へ
る

け
し
き
も
な
く
て
、
い
だ
し
や
り
け
れ

ば
、
男
、
こ
と
心
あ
り
て
か
か
る
に
や

あ
ら
む
と
思
ひ
う
た
が
ひ
て
、
前
栽
の

な
か
に
か
く
れ
ゐ
て
、
河
内
へ
い
ぬ
る

か
ほ
に
て
見
れ
ば
、
こ
の
女
、
い
と
よ

う
化
粧
じ
て
、
う
ち
な
が
め
て
、

風
吹
け
ば
沖
つ
し
ら
浪
た
つ
た
山

夜
半
に
や
君
が
ひ
と
り
こ
ゆ
ら
む

と
よ
み
け
る
を
聞
き
て
、
か
ぎ
り
な
く

か
な
し
と
思
ひ
て
、
河
内
へ
も
い
か
ず

な
り
に
け
り
。

Ⓒ
₁
ま
れ
ま
れ
か
の
高
安
に
来
て
み
れ
ば
、

は
じ
め
こ
そ
心
に
く
も
つ
く
り
け
れ
、

い
ま
は
う
ち
と
け
て
、
手
づ
か
ら
飯
匙

と
り
て
、
笥
子
の
う
つ
は
も
の
に
も
り

け
る
を
見
て
、
心
憂
が
り
て
、
い
か
ず

な
り
に
け
り
。
Ⓒ
₂
さ
り
け
れ
ば
、
か
の

む
か
し
、
大
和
の
園
、
葛
城
の
郡
に
す

む
男
女
あ
り
け
り
。
こ
の
女
、
顔
か

た
ち
い
と
清
ら
な
り
。
年
ご
ろ
思
ひ
か

は
し
て
す
む
に
、
こ
の
女
、
い
と
わ
る

く
な
り
に
け
れ
ば
、
思
ひ
わ
づ
ら
ひ
て
、

か
ぎ
り
な
く
思
ひ
な
が
ら
妻
を
ま
う
け

て
け
り
。
こ
の
今
の
妻
は
、
富
み
た
る

女
に
な
む
あ
り
け
る
。
こ
と
に
思
は
ね

ど
、
い
け
ば
い
み
じ
う
い
た
は
り
、
身

の
装
束
も
い
と
清
ら
に
せ
さ
せ
け
り
。

か
く
に
ぎ
は
は
し
き
所
に
な
ら
ひ
て
、

来
た
れ
ば
、
こ
の
女
、
い
と
わ
ろ
げ
に

て
ゐ
て
、
か
く
ほ
か
に
あ
り
け
ど
、
さ

ら
に
ね
た
げ
に
も
見
え
ず
な
ど
あ
れ
ば
、

い
と
あ
は
れ
と
思
ひ
け
り
。
心
地
に

は
か
ぎ
り
な
く
ね
た
く
心
憂
く
思
ふ
を
、

し
の
ぶ
る
に
な
む
あ
り
け
る
。
と
ど
ま

り
な
む
と
思
ふ
夜
も
、
な
ほ
﹁
い
ね
﹂

と
い
ひ
け
れ
ば
、
わ
が
か
く
歩
き
す
る

を
ね
た
ま
で
、
こ
と
わ
ざ
す
る
に
や
あ

ら
む
。
さ
る
わ
ざ
せ
ず
は
、
恨
む
る
こ

と
も
あ
り
な
む
な
ど
、
心
の
う
ち
に
思

ひ
け
り
。
さ
て
、
い
で
て
い
く
と
見
え
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ひ
て
、
月
の
お
も
し
ろ
か
り
け
る

夜
、
河
内
へ
い
く
ま
ね
に
て
前
栽

の
中
に
隠
れ
て
見
け
れ
ば
、
夜

ふ
く
る
ま
で
琴
を
か
き
鳴
ら
し
つ

つ
う
ち
歎
き
て
、
こ
の
歌
を
よ
み

て
寝
に
け
れ
ば
、
こ
れ
を
聞
き
て
、

そ
れ
よ
り
ま
た
ほ
か
へ
も
ま
か
ら

ず
な
り
に
け
り
﹂
と
な
む
言
ひ
伝

へ
た
る
。

︵
巻
第
十
八
雑
歌
下
︶

女
、
大
和
の
方
を
見
や
り
て
、

君
が
あ
た
り
見
つ
つ
を
居
ら
む
生

駒
山
雲
な
か
く
し
そ
雨
は
ふ
る
と

も

と
い
ひ
て
見
い
だ
す
に
か
ら
う
じ
て
大

和
人
、﹁
来
む
﹂
と
い
へ
り
。
よ
ろ
こ

び
て
待
つ
に
、
た
び
た
び
過
ぎ
ぬ
れ
ば
、

君
来
む
と
い
ひ
し
夜
ご
と
に
過
ぎ

ぬ
れ
ば
頼
ま
ぬ
も
の
の
恋
ひ
つ
つ

ぞ
経
る

と
い
ひ
け
れ
ど
、
男
す
ま
ず
な
り
に
け

り
。

︵
二
三
段
︶

て
、
前
栽
の
中
に
か
く
れ
て
、
男
や

来
る
と
、
見
れ
ば
、
は
し
に
い
で
ゐ

て
、
月
の
い
と
い
み
じ
う
お
も
し
ろ
き

に
、
か
し
ら
か
い
け
づ
り
な
ど
し
て
を

り
。
夜
ふ
く
る
ま
で
寝
ず
。
い
と
い
た

う
う
ち
嘆
き
て
な
が
め
け
れ
ば
、﹁
人

待
つ
な
め
り
﹂
と
見
る
に
、
使
ふ
人
の

前
な
り
け
る
に
い
ひ
け
る
。

風
吹
け
ば
沖
つ
し
ら
な
み
た
つ
た

山
夜
半
に
や
君
が
ひ
と
り
こ
ゆ
ら

む

と
よ
み
け
れ
ば
、
わ
が
う
へ
を
思
ふ
な

り
け
り
と
思
ふ
に
い
と
悲
し
う
な
り

ぬ
。
こ
の
今
の
妻
の
家
は
、
龍
田
山
を

こ
え
て
い
く
道
に
な
む
あ
り
け
る
。
㋑
か

く
て
な
ほ
見
を
り
け
れ
ば
、
こ
の
女
、

う
ち
泣
き
て
ふ
し
て
、
か
な
ま
り
に
水

を
入
れ
て
、
胸
に
な
む
す
ゑ
た
り
け
る
。

あ
や
し
、
い
か
に
す
る
に
か
あ
ら
む
と

て
、
な
ほ
見
る
。
さ
れ
ば
こ
の
水
、
熱

湯
に
た
ぎ
り
ぬ
れ
ば
、
湯
ふ
て
つ
。
ま

た
水
を
入
る
。
見
る
に
い
と
悲
し
く
て
、

走
り
い
で
て
、﹁
い
か
な
る
心
地
し
た
ま

へ
ば
、か
く
は
し
た
ま
ふ
ぞ
﹂
と
い
ひ
て
、
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︵
注
︶　
本
文
は
す
べ
て
﹃
日
本
古
典
文
学
全
集
﹄
に
拠
っ
た
。
傍
線
Ａ
、
ʙ
、
Ⓒ₁
、
Ⓒ
₂
及
び
㋑
、
㋺
、
㋩
は
稿
者
が
施
し
た
。

伊
勢
物
語
の
内
容
を
Ａ
、
ʙ
、
Ⓒ₁
、
Ⓒ
₂
と
区
分
し
た
が
、
こ
の
う
ち
大
和
物
語
は
Ａ
、
ʙ
、
Ⓒ
₁
と
共
通
し
、
ʙ
が
主
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
古
今
集
は
ʙ
と
共
通
し
て
い
る
。
結
局
、

三
者
が
共
通
し
て
い
る
の
は
ʙ
の
み
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
が
根
源
的
な
姿
と
み
て
よ
か
ろ
う
。
即
ち
、
あ
る
男
女
が
生
業
を
営
ん
で
い
た
が
、
生
活
が
苦
し
く
な
り
、
男

は
今
の
女
の
許
に
通
う
よ
う
に
な
る
。
男
は
元
の
女
が
快
く
送
り
出
す
こ
と
に
疑
い
を
抱
き
前
栽
に
隠
れ
て
様
子
を
う
か
が
っ
て
い
る
と
、
元
の
女
は
﹁
風
吹
け
ば
﹂
の
歌
を
詠

ん
だ
。
す
る
と
、
男
は
そ
の
歌
に
感
動
し
、
今
の
女
の
所
へ
行
か
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
、
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
来
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
核
に
し
て
伝
承
さ
れ

か
き
抱
き
て
な
む
寝
に
け
る
。
㋺
か
く

て
ほ
か
へ
も
さ
ら
に
い
か
で
、
つ
と
ゐ

に
け
り
。
㋩
か
く
て
月
日
お
ほ
く
経
て

思
ひ
や
る
や
う
、
つ
れ
な
き
顔
な
れ
ど
、

女
の
思
ふ
こ
と
、
い
と
い
み
じ
き
こ
と

な
り
け
る
を
、
か
く
い
か
ぬ
を
い
か
に

思
ふ
ら
む
と
思
ひ
い
で
て
、
あ
り
し
女

の
が
り
い
き
た
り
け
り
。
久
し
く
い
か

ざ
り
け
れ
ば
、
つ
つ
ま
し
く
て
立
て
り

け
る
。
さ
て
か
い
ま
め
ば
、
わ
れ
に
は

よ
く
て
見
え
し
か
ど
、
い
と
あ
し
き
さ

ま
な
る
衣
を
着
て
、
大
櫛
を
面
櫛
に
さ

し
か
け
て
を
り
、
手
づ
か
ら
飯
も
り
を

り
け
る
。
い
と
い
み
じ
と
思
ひ
て
、
来

け
る
ま
ま
に
、
い
か
ず
な
り
に
け
り
。

こ
の
男
は
お
ほ
き
み
な
り
け
り
。

︵
一
四
九
段
︶
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て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
す
る
と
、
古
今
集
が
根
源
的
な
も
の
に
近
く
、
伊
勢
物
語
と
大
和
物
語
は
二
次
的
な
色
彩
が
濃
い
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
て
、
大
和
物
語
一
四
九
段
の
生
成
に
つ
い
て
は
古
今
集
、
伊
勢
物
語
と
比
較
し
、
多
く
の
人
に
研
究
さ
れ
て
き
た
。
中
で
も
松
尾
聰
氏
は
詳
細
に
分
析
さ
れ
て
い
る(4)
。
そ
の

要
点
を
今
井
源
衛
氏
は
九
項
目
に
ま
と
め
て
お
ら
れ
る(5)
。
こ
れ
に
つ
い
て
も
、
論
述
の
過
程
で
ふ
れ
て
い
き
た
い
の
で
記
し
て
お
こ
う
。

1
　
大
和
は
伊
勢
の
説
話
の
中
、
は
じ
め
の
幼
少
の
部
分
Ａ
と
高
安
の
女
の
歌
を
除
き
、
ʙ
の
部
分
に
叙
述
を
集
中
し
、
も
と
の
女
の
可
憐
な
愛
情
を
強
調
し
て
、
読
者
の
感

動
を
そ
そ
ろ
う
と
し
た
。

2
　
女
主
人
公
は
伊
勢
で
は
幼
友
達
と
い
う
心
の
つ
な
が
り
が
あ
る
が
、
大
和
で
は
成
熟
し
た
美
人
と
い
う
設
定
で
、
官
能
的
な
も
の
が
、
男
と
の
つ
な
が
り
の
上
で
、
表
立
っ

て
い
る
。

3
　
伊
勢
で
は
、
男
が
新
し
い
女
の
許
へ
通
う
の
は
、
経
済
的
な
事
情
に
基
づ
く
も
の
で
、
も
と
の
女
に
対
す
る
い
た
わ
り
に
発
し
て
い
る
が
、
大
和
で
は
、
男
の
行
動
は
利

己
的
な
理
由
に
よ
る
。

4
　
大
和
で
は
﹁︵
男
が
︶
留
ま
り
な
む
と
思
ふ
夜
も
︵
女
は
︶
な
ほ
﹃
往
ね
﹄
と
い
ひ
け
れ
ば
﹂
と
あ
り
、
女
の
忍
従
の
強
調
が
度
を
過
ぎ
て
、
不
自
然
と
な
っ
て
い
る
。

5
　
端
居
す
る
女
の
行
為
は
、
伊
勢
で
は
﹁
い
と
よ
く
け
さ
う
じ
て
﹂、
出
て
ゆ
く
男
に
対
す
る
身
づ
く
ろ
い
を
さ
せ
て
、
女
の
可
憐
さ
を
感
じ
さ
せ
る
が
、
大
和
で
は
﹁
頭

か
い
け
づ
り
な
ど
し
て
を
り
﹂
と
あ
っ
て
、
意
味
が
ぼ
や
け
て
い
る
。

6
　﹁
風
吹
け
ば
﹂
の
歌
の
前
後
、
こ
と
に
胸
の
ほ
む
ら
を
云
う
為
に
、
鋺
の
水
が
煮
え
立
つ
と
い
う
お
ろ
か
な
誇
張
を
す
る
と
こ
ろ
、
大
和
作
者
が
外
面
的
な
叙
事
を
の
み

事
と
す
る
こ
と
を
示
す
。

7
　
男
が
新
し
い
女
に
引
か
れ
た
動
機
は
、
伊
勢
で
は
明
白
で
な
い
が
、
大
和
で
は
女
の
財
産
が
目
当
て
だ
っ
た
。

8
　
男
が
新
し
い
女
を
垣
間
見
る
と
こ
ろ
、
伊
勢
で
は
手
盛
で
飯
を
食
べ
る
要
点
の
み
記
し
て
印
象
ぶ
か
い
の
に
対
し
て
、
大
和
で
は
、
み
す
ぼ
ら
し
い
着
物
や
、
面
櫛
な
ど

の
道
具
を
並
べ
た
て
て
、
か
え
っ
て
効
果
を
減
じ
て
い
る
。

9
　
大
和
の
末
尾
の
﹁
こ
の
男
は
王
な
り
け
り
﹂
と
は
、
男
が
、
い
く
じ
な
く
自
ら
勤
労
す
る
て
だ
て
を
知
ら
ず
、
富
家
の
女
に
の
り
か
え
て
し
ゃ
あ

〱
と
し
て
い
た
こ
と

を
読
者
に
納
得
さ
せ
る
た
め
の
注
記
か
。

以
上
の
よ
う
に
な
る
。
た
だ
、
今
井
氏
は
、
こ
の
う
ち
の
9
に
つ
い
て
疑
義
を
は
さ
ま
れ
、
こ
れ
は
作
者
が
こ
こ
に
登
場
す
る
男
を
業
平
と
考
え
て
い
た
あ
か
し
と
み
て
お
ら
れ

る
。
私
も
疑
問
な
と
こ
ろ
が
あ
り
、
随
時
ふ
れ
て
い
き
た
い
。
な
お
、
今
井
氏
は
成
立
過
程
に
つ
い
て
、
古
今
↓
伊
勢
↓
大
和
の
順
に
考
え
て
お
ら
れ
る
。

次
に
、
阪
倉
篤
義
氏
は
三
者
を
比
較
し
、
語
り
か
ら
物
語
へ
の
過
程
を
考
察
し
、
大
和
物
語
の
創
作
性
を
指
摘
さ
れ
て
い
る(6)
。
さ
ら
に
、
柿
本
奨
氏
は
﹃
大
和
物
語
の
注
釈
と
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研
究(7)
﹄
に
お
い
て
、
伊
勢
物
語
と
大
和
物
語
を
比
較
し
、
次
の
よ
う
に
結
論
づ
け
て
お
ら
れ
る
。

こ
の
︵
稿
者
注
、
大
和
物
語
の
︶
作
者
は
舞
台
の
隅
々
ま
で
ラ
イ
ト
を
当
て
な
い
と
気
が
す
ま
な
い
。
文
学
が
陰
翳
と
か
含
蓄
と
か
を
尊
ぶ
な
ら
、
こ
の
フ
ラ
ッ
ト
さ
は
本
段
に

と
っ
て
プ
ラ
ス
で
は
な
い
。
し
か
し
ʙ
や
左
注
の
先
行
を
受
け
る
本
段
と
し
て
は
、
そ
の
よ
う
な
方
向
を
取
っ
て
ʙ
や
左
注
に
な
い
新
し
さ
を
打
出
そ
う
と
し
た
の
だ
と
言
え
よ
う
。

以
上
の
よ
う
に
三
氏
は
大
和
物
語
の
創
作
性
と
い
う
こ
と
に
重
き
を
置
い
て
い
る
。

一
方
、
高
橋
正
治
氏
は
三
者
を
比
較
し
、

大
和
物
語
の
場
合
も
、
伊
勢
物
語
の
場
合
も
、
主
題
は
同
一
で
あ
る
の
に
、
大
和
物
語
の
場
合
は
、﹁
語
り
﹂
の
拡
散
的
性
格
か
ら
、
伊
勢
物
語
よ
り
さ
ら
に
部
分
々
々
が

拡
大
さ
れ
た
の
で
、
文
字
と
な
っ
て
作
品
と
し
て
見
る
場
合
は
散
漫
に
な
る
。
こ
れ
は
一
四
九
段
全
体
に
わ
た
っ
て
い
え
る
こ
と
で
あ
る
。
か
く
し
て
、
古
今
、
伊
勢
、
大

和
の
三
つ
の
相
違
は
、
作
者
の
﹁
人
間
﹂
の
相
違
と
し
て
と
ら
え
る
だ
け
で
す
ま
せ
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、﹁
語
り
﹂
と
﹁
文
字
文
芸
﹂
と
の
性
格
の
相
違
と

し
て
見
る
べ
き
で
あ
る(8)
。

と
述
べ
ら
れ
、
歌
語
り
と
い
う
こ
と
を
強
調
し
て
お
ら
れ
る
。
ま
た
、
雨
海
博
洋
氏
も
﹁
歌
語
り
は
ス
ト
リ
ー
の
展
開
に
傾
く
の
で
は
な
く
、
よ
り
話
を
具
体
的
に
色
付
け
、
話

に
厚
味
を
加
え
る
と
い
っ
た
特
色
が
あ
る
。﹂
と
述
べ
ら
れ
、
こ
れ
ま
た
歌
語
り
と
い
う
こ
と
を
強
調
さ
れ
て
い
る(9)
。
ま
た
、
野
村
重
碩
氏
も
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
両
氏
の
お
考

え
に
近
い
よ
う
で
あ
る(10)
。

以
上
の
よ
う
に
、
こ
の
章
段
に
つ
い
て
は
多
方
面
か
ら
考
察
さ
れ
て
お
り
、
や
り
尽
く
さ
れ
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
た
だ
先
学
の
考
え
が
全
く
一
致
し
て
い
る
わ
け

で
は
な
い
し
、
ま
た
、
先
学
の
ふ
れ
て
お
ら
れ
な
い
と
こ
ろ
や
、
そ
れ
に
納
得
し
か
ね
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
わ
け
で
、
別
の
視
点
に
立
つ
て
の
追
究
も
必
要
の
よ
う

に
思
う
。

三

前
述
し
た
よ
う
に
伊
勢
物
語
の
Ａ
、
ʙ
、
Ⓒ
₁
が
大
和
物
語
と
共
通
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
少
な
く
と
も
両
者
の
関
係
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
と
は
言
う
も
の
の
、
一

体
、
大
和
物
語
一
四
九
段
は
創
作
な
の
か
、
あ
る
い
は
ど
こ
ま
で
が
そ
う
な
の
か
、
そ
れ
を
判
別
す
る
の
は
難
し
い
。
た
だ
、
こ
れ
ら
三
つ
の
作
品
の
中
で
、
大
和
物
語
は
成
立

的
に
み
て
後
に
成
る
も
の
で
あ
り
、
共
通
す
る
語
句
を
調
べ
る
こ
と
に
よ
り
、
何
ら
か
の
手
が
か
り
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
今
、
古
今
集
、
伊
勢
物
語
、
大
和

物
語
の
本
文
が
い
ず
れ
に
共
通
し
て
い
る
か
を
調
べ
て
み
る
と
次
表
の
よ
う
に
な
る
。
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こ
の
表
を
み
て
意
外
な
の
は
、
大
和
物
語
は
伊
勢
物
語
の
み
で
は
な
く
、
古
今
集
と
も
共
通
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
大
和
物
語
と
伊
勢
物
語
が
共
通
す
る
の
は
⑶
、
⑹
、
⑼
だ

け
で
あ
る
。
こ
れ
ら
と
て
全
く
一
致
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い(11)
。
中
で
も
⑶
は
除
い
た
方
が
よ
い
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
、
こ
れ
は
伊
勢
物
語
と
大
和
物
語
の
み
が
持
っ
て
い
る

も
の
で
あ
り
、
大
和
物
語
は
伊
勢
物
語
を
も
と
に
し
て
、
よ
り
具
体
的
な
表
現
に
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
松
尾
氏
は
先
程
記
し
た
5
の
よ
う
に
考
え
て
お
ら
れ
る
が
、
大
和
物
語
に

お
い
て
、
伊
勢
物
語
と
の
異
同
箇
所
を
み
る
と
、
か
な
り
詳
し
く
記
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
み
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
と
も
無
関
係
で
は
あ
る
ま
い
。
例
え
ば
、
男
が
今
の
女
の
許
へ

行
く
の
を
元
の
女
は
何
ら
不
平
不
満
を
言
う
こ
と
な
く
送
り
出
す
が
、
そ
の
後
の
本
文
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

⃝
あ
や
し
と
思
ひ
て
、
も
し
な
き
間
に
異
心
あ
る
と
疑
ひ
て
、
︱
古
今
集
︱

⃝
男
、
こ
と
心
あ
り
て
か
か
る
に
や
あ
ら
む
と
思
ひ
う
た
が
ひ
て
、
︱
伊
勢
物
語
︱

⃝
わ
が
か
く
歩
き
す
る
を
ね
た
ま
で
、
こ
と
わ
ざ
す
る
に
や
あ
ら
む
。
さ
る
わ
ざ
せ
ず
は
、
恨
む
る
こ
と
も
あ
り
な
む
な
ど
、
心
の
う
ち
に
思
ひ
け
り
。
︱
大
和
物
語
︱

作
品

番
号

古
　
　
今
　
　
集

伊
　
勢
　
物
　
語

大
　
和
　
物
　
語

⑴⑵⑶⑷⑸⑹⑺⑻⑼

大
和
の
国

こ
の
女
親
も
な
く
な
り
て
わ
ろ
く
な

り
行
く
間
に

ナ
シ

夜
ふ
く
る
ま
で
琴
を

う
ち
嘆
き
て

ナ
シ

月
の
面
白
か
り
け
る
夜

ほ
か
へ
ま
か
ら
ず
な
り
に
け
り

ナ
シ

ナ
シ

親
な
く
頼
り
な
く
な
る
ま
ま
に

い
と
よ
う
化
粧
じ
て

ナ
シ

う
ち
な
が
め
て

か
ぎ
り
な
く
か
な
し

ナ
シ

河
内
へ
も
行
か
ず
な
り
に
け
り

年
ご
ろ
ふ
る
ほ
ど
に

大
和
の
国

こ
の
女
い
と
わ
ろ
く
な
り
に
け
れ
ば

か
し
ら
か
い
け
ず
り
な
ど
し
て
お
り

夜
ふ
く
る
ま
で
寝
ず

う
ち
嘆
き
て
な
が
め
け
れ
ば

い
と
悲
し
う
な
り
ぬ

月
の
い
と
い
み
じ
う
お
も
し
ろ
か
り

け
る
に

か
く
ほ
か
へ
も
さ
ら
に
い
か
で
つ
と

ゐ
に
け
り

年
ご
ろ
思
ひ
か
は
し
て
す
む
に
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古
今
集
と
伊
勢
物
語
は
ほ
ぼ
共
通
し
て
い
る
が
、
大
和
物
語
で
は
さ
ら
に
詳
し
く
心
情
面
を
も
記
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
⑴
、
⑵
、
⑷
、
⑺
で
は
大
和
物
語
が
古
今

集
と
ほ
ぼ
共
通
し
て
い
る
。
た
だ
⑴
の
場
合
、
伊
勢
物
語
の
Ⓒ
₂
の
と
こ
ろ
に
﹁
か
の
女
、
大
和

0

0

の
方
を
﹂
傍
点
は
稿
者
。

以
下
も
同
様
。
と
あ
り
、
少
し
異
同
は
あ
る
も
の
の
、
伊
勢
物
語
も
持
っ

て
い
る
。
し
た
が
っ
て
三
者
と
も
共
通
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
が
、
翻
っ
て
考
え
て
み
る
に
、
古
今
集
と
大
和
物
語
は
冒
頭
部
分
に
み
ら
れ
る
の
に
対
し
て
、
伊
勢
物
語
は
章
段

の
終
わ
り
の
ほ
う
に
あ
る
。
し
か
も
、
伊
勢
物
語
の
場
合
、
そ
の
舞
台
が
ど
こ
か
は
は
っ
き
り
せ
ず
、
か
ろ
う
じ
て
こ
の
表
記
に
よ
り
、
男
は
大
和
の
国
の
人
で
あ
る
こ
と
が
わ

か
る
の
で
あ
る
。
伊
勢
物
語
は
古
今
集
に
あ
る
﹁
大
和
の
国
な
り
け
る
人
﹂
を
も
と
に
し
て
、
後
の
ほ
う
に
記
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
大
和
物
語
の
場
合
、
伊
勢
物
語
の
表
記
か
ら

と
考
え
る
の
で
は
な
く
、
こ
こ
は
場
面
や
状
況
か
ら
考
え
て
古
今
集
を
も
と
に
し
た
と
み
る
の
が
よ
か
ろ
う
。
次
に
⑷
を
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。
古
今
集
で
は
﹁
夜
ふ
く
る
ま
で

0

0

0

0

0

0

琴
を
か
き
鳴
ら
し
つ
つ
う
ち
嘆
き
て
﹂
と
あ
っ
て
、
歌
を
詠
む
わ
け
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
後
に
﹁
寝
に
け
れ
ば
﹂
と
続
い
て
い
る
。
大
和
物
語
と
古
今
集
は
﹁
夜
ふ
く
る
ま

で
﹂
は
共
通
す
る
が
、
そ
の
後
の
﹁
寝
ず
﹂
は
共
通
し
て
い
な
い
。
古
今
集
の
よ
う
に
歌
を
詠
ん
で
か
ら
寝
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
大
和
物
語
は
﹁
か
き
抱
き
て
な
む
寝
に
け
る

0

0

0

0

﹂

に
生
か
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
以
前
の
﹁
か
く
て
な
を
云
々
﹂
か
ら
こ
こ
ま
で
は
後
述
す
る
よ
う
に
創
作
と
考
え
れ
ば
、
そ
の
よ
う
に
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
そ

し
て
こ
こ
で
も
大
和
物
語
は
古
今
集
を
利
用
し
た
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
⑸
、
⑻
を
み
る
と
い
っ
そ
う
そ
の
感
が
強
い
。
⑸
、
⑻
に
共
通
す
る
の
は
、
大
和
物
語

が
古
今
集
と
伊
勢
物
語
の
語
句
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
何
を
意
味
し
よ
う
か
。
少
な
く
と
も
大
和
物
語
は
両
者
を
も
と
に
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
よ
う
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
大
和
物
語
の
作
者
は
改
作
し
て
い
っ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
欠
点
も
み
ら
れ
る
。
そ
の
一
面
に
つ
い
て
、
⑵
を
例
に
そ
の
原
因
を
探
っ
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

男
が
元
の
女
の
許
か
ら
離
れ
て
い
っ
た
理
由
を
大
和
物
語
で
は
﹁
こ
の
女
い
と
わ
ろ
く
な
り
に
け
れ
ば
﹂
と
あ
っ
て
、
古
今
集
や
伊
勢
物
語
の
よ
う
に
女
の
親
が
な
く
な
っ
た

と
い
う
記
述
は
み
ら
れ
な
い
。
そ
し
て
、
こ
の
箇
所
を
諸
注
釈
書
は
次
の
よ
う
に
解
釈
し
て
い
る
。

⃝
こ
の
女
は
大
層
貧
し
く
な
っ
た
か
ら
︵
武
田
祐
吉
氏
・
水
野
駒
雄
氏
﹃
大
和
物
語
詳
解
﹄︶

⃝
そ
の
女
が
大
層
貧
乏
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
か
ら
︵
浅
井
峯
治
氏
﹃
大
和
物
語
新
釈
﹄︶

⃝
こ
の
女
は
、
家
計
が
貧
し
く
な
っ
た
か
ら
︵
吉
澤
義
則
氏
﹃
大
和
物
語
新
講
﹄︶

⃝
こ
の
女
は
た
い
そ
う
貧
し
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
の
で
︵
今
井
源
衛
氏
﹁
大
和
物
語
評
釈
・
四
三
　
立
田
山
﹂︶

⃝
こ
の
女
が
た
い
そ
う
貧
し
く
な
っ
た
の
で
︵
高
橋
正
治
氏
﹃
日
本
古
典
文
学
全
集
﹄︶

⃝
こ
の
女
が
大
層
貧
し
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
︵
柿
本
奨
氏
﹃
大
和
物
語
の
注
釈
と
研
究
﹄︶

⃝
こ
の
女
は
た
い
そ
う
貧
し
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
︵
森
本
茂
氏
﹃
大
和
物
語
全
釈
﹄︶

⃝
こ
の
女
は
、
た
い
そ
う
暮
ら
し
向
き
が
貧
し
く
な
っ
て
き
た
の
で
︵
雨
海
博
洋
氏
・
岡
山
美
樹
氏
﹃
大
和
物
語
︵
下
︶　
講
談
社
学
術
文
庫
﹄︶
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明
治
時
代
以
降
に
刊
行
さ
れ
た
す
べ
て
の
注
釈
書
が
﹁
わ
ろ
く
﹂
を
﹁
貧
し
い
﹂
と
解
釈
し
て
お
り
、
と
り
た
て
て
問
題
に
し
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
。
事
実
、
こ
こ
は
古
今
集
、

伊
勢
物
語
を
み
る
と
十
分
に
理
解
で
き
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
部
分
を
古
注
に
あ
た
っ
て
み
る
と
次
の
よ
う
に
解
釈
し
て
い
る
。

⃝
お
と
ろ
へ
た
る
也
︵﹃
大
和
物
語
鈔
﹄︶

⃝
次
の
詞
に
此
い
ま
の
め
は
と
み
た
る
女
と
あ
れ
は
こ
れ
は
少
し
ま
つ
し
き
に
そ
へ
て
姿
な
と
も
よ
か
ら
す
見
え
き
た
れ
る
に
や
︵﹃
大
和
物
語
抄
﹄︶

⃝
今
の
女
は
富
た
る
と
い
ふ
に
対
す
れ
は
貧
き
を
い
ふ
歟
ま
つ
し
け
れ
は
お
の
つ
か
ら
容
も
よ
か
ら
す
見
え
し
な
る
へ
し
︵﹃
大
和
物
語
虚
静
抄
﹄︶

⃝
次
の
詞
に
此
今
の
め
は
と
み
た
る
女
と
あ
れ
は
少
し
ま
つ
し
き
に
そ
へ
て
姿
な
と
も
よ
か
ら
す
見
え
き
た
れ
る
に
や
︵﹃
大
和
物
語
錦
繡
抄
﹄︶

⃝
後
の
め
は
富
た
る
と
あ
る
を
み
れ
は
い
と
わ
ろ
く
は
女
の
家
貧
し
く
成
行
て
は
み
め
作
る
に
も
も
と
の
如
く
な
き
を
い
へ
る
な
り
︵﹃
大
和
物
語
管
窺
抄
﹄︶

︵
注
︶　
本
文
は
﹃
大
和
物
語
諸
注
集
成
﹄
に
拠
っ
た
。

﹁
わ
ろ
く
﹂
に
つ
い
て
大
和
物
語
鈔
を
除
き
、
古
注
で
は
女
の
容
姿
に
ま
で
及
ん
で
い
る
。
こ
れ
は
お
そ
ら
く
、
そ
の
前
に
﹁
こ
の
女
、
顔
か
た
ち
い
と
清
ら
な
り
﹂
と
あ
っ
て
、

そ
の
後
に
﹁
こ
の
女
い
と
わ
ろ
く
云
々
﹂
と
続
い
て
い
る
こ
と
に
よ
る
の
で
は
な
い
か
。
両
者
は
対
応
し
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
古
注
は
そ
れ
を
見
逃
が
さ
な
か
っ
た
の
で

あ
る
。
初
め
の
ほ
う
に
古
今
集
や
伊
勢
物
語
の
よ
う
に
、
親
が
死
ん
で
生
活
の
あ
て
が
な
く
な
っ
た
と
記
述
さ
れ
て
い
れ
ば
、
後
の
﹁
富
み
た
る
女
﹂
と
い
う
表
現
が
生
き
て

こ
よ
う
。
そ
れ
と
、
ど
う
も
こ
の
冒
頭
部
分
は
﹁
む
か
し
…
…
︵
中
略
︶
…
…
男
女
あ
り
け
り
。
こ
の
女
、
顔
か
た
ち
い
と
清
ら
な
り

0

0

0

0

﹂
と
あ
っ
て
、
す
っ
き
り
し
な
い
。
第
一
、

結
婚
の
形
態
が
は
っ
き
り
し
な
い
。
こ
れ
に
該
当
す
る
古
今
集
、
伊
勢
物
語
の
箇
所
を
み
る
と
、
と
も
に
文
章
の
通
り
が
よ
い
。
大
和
物
語
の
作
者
は
、
松
尾
氏
が
先
程
の
2
で

指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
成
熟
し
た
美
人
を
設
定
す
る
た
め
に
こ
の
よ
う
な
表
現
に
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
こ
と
が
か
え
っ
て
文
脈
上
、
不
自
然
な
結
果
と
な
っ
て

し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
あ
い
ま
い
な
点
を
生
じ
た
の
は
大
和
物
語
の
表
現
不
足
と
い
う
こ
と
に
尽
き
よ
う
。
そ
し
て
そ
の
要
因
を
尽
き
つ
め
て
み
る
と
、
大
和
物
語

作
者
の
文
章
力
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
こ
れ
は
素
朴
な
疑
問
な
の
だ
が
、
大
和
物
語
一
六
〇
段
か
ら
一
六
六
段
に
か
け
て
、
い
わ
ゆ
る
在
中
将
関
係
の
章
段
群
が
あ
り
、
な
ぜ
、
こ
の
中
に
一
四
九
段
を

含
め
な
か
っ
た
か
で
あ
る
。
ま
し
て
、
こ
の
章
段
の
末
尾
に
は
﹁
こ
の
男
は
お
ほ
き
み
な
り
け
り
﹂
と
い
う
本
文
が
あ
り
、
こ
こ
で
﹁
お
ほ
き
み
﹂
と
は
業
平
を
暗
示
し
て
い
る(12)

こ
と
を
思
え
ば
、
な
お
さ
ら
そ
う
考
え
ざ
る
を
え
な
い
。
在
中
将
関
係
の
章
段
は
私
見
に
よ
る
と
、
伊
勢
物
語
を
も
と
に
し
て
創
作
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る(13)
。

一
方
、
一
四
九
段
は
、
前
述
の
如
く
伊
勢
物
語
だ
け
で
な
く
古
今
集
を
も
も
と
に
し
て
潤
色
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
章
段
は
伝
承
性
を
も
有
し
て
お
り
、
立
田
山
伝
説
と
言
わ
れ

て
い
る
所
以
で
も
あ
る
。
し
か
も
こ
の
周
辺
に
は
生
田
川
、
蘆
刈
、
猿
沢
池
と
い
っ
た
著
名
な
伝
説
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
章
段
は
前
後
を
考
え
て
意
図
的
に
配
置
さ
れ
て
い
る(14)
。
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そ
の
一
角
に
こ
の
立
田
山
伝
説
が
あ
る
の
で
あ
る
。
す
る
と
、大
和
物
語
の
作
者
は
あ
く
ま
で
も
伝
説
と
い
う
こ
と
を
主
眼
に
し
て
あ
そ
こ
に
置
い
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、

伊
勢
物
語
と
共
通
し
て
い
る
こ
と
は
知
り
つ
つ
も
、
そ
の
伝
説
の
根
源
を
残
し
て
い
る
古
今
集
を
も
そ
の
資
料
に
し
た
の
で
は
な
い
か
。
し
か
し
、
著
名
な
歌
人
で
あ
る
業
平
を

モ
デ
ル
に
し
て
い
る
伊
勢
物
語
に
共
通
し
、
か
つ
そ
れ
を
資
料
に
し
て
い
る
こ
と
を
避
け
て
通
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
に
﹁
こ
の
男
は
お
ほ
き
み
な
り
け
り
﹂
と

い
う
本
文
を
段
末
に
付
記
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
注
記
に
は
大
和
物
語
作
者
の
苦
渋
に
満
ち
た
言
い
訳
め
い
た
こ
と
が
含
ま
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
う
言
え
ば
、
在

中
将
関
係
章
段
の
最
後
の
章
段
に
も
﹁
こ
れ
ら
は
物
語
に
あ
る
こ
と
ど
も
な
り
﹂
と
い
う
注
記
め
い
た
本
文
が
み
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
章
段
を
伊
勢
物
語
と
比
べ
て
み
る
と
、
か

な
り
異
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
様
々
な
考
え
が
生
じ
て
い
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る(15)
。
私
見
に
よ
る
と
、
こ
れ
ら
の
章
段
は
前
述
し
た
よ
う
に
伊
勢
物
語
を
も
と
に
し
て
虚
構

化
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
、
あ
ま
り
に
も
著
名
な
伊
勢
物
語
を
利
用
し
た
か
ら
こ
そ
こ
と
わ
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
一
四
九
段
の
注
記
と
共
通
す
る
も

の
が
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
注
記
に
は
各
章
段
の
成
立
を
考
え
る
上
で
深
い
意
味
を
含
ん
で
い
た
。
松
尾
聰
氏
は
前
掲
の
1
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
私
も
こ
の
考
え
に
賛
成

で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
あ
く
ま
で
も
立
田
山
伝
説
が
中
心
に
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
を
も
と
に
脚
色
し
た
わ
け
で
、
こ
の
こ
と
が
氏
の
言
わ
れ
る
よ
う
な
面
に
表
出
し
て
い
る
わ
け

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
氏
が
指
摘
さ
れ
た
2
の
よ
う
に
な
る
の
は
1
と
の
絡
み
で
考
え
る
べ
き
で
、
当
然
の
成
り
行
き
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
今
ま
で
述
べ
て
き
た
こ
と
と
多
少
な
り
と
も
関
連
す
る
が
、
安
田
薫
氏
は
大
和
物
語
が
伊
勢
物
語
の
Ａ
の
部
分
を
も
た
な
い
こ
と
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て

お
ら
れ
る
。

﹁
む
か
し
、
お
と
こ
﹂
的
﹁
在
中
将
﹂
業
平
と
読
ん
だ
大
和
作
者
に
と
っ
て
勢
語
二
三
段
第
一
部
︵
稿
者
注
Ａ
の
こ
と
︶
は
ど
う
し
て
も
矛
盾
を
感
じ
た
に
違
い
な
い
表
現
を

含
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
﹁
昔
、
ゐ
な
か
わ
た
ら
ひ
し
け
る
人
の
こ
ど
も
﹂
と
い
う
冒
頭
の
登
場
人
物
を
紹
介
す
る
箇
所
で
あ
っ
た
。
平
城
天
皇
を
祖
父
に
持
ち
、

阿
保
親
王
を
父
と
す
る
﹁
在
中
将
﹂
業
平
と
﹁
ゐ
な
か
わ
た
ら
ひ
し
け
る
人
の
こ
ど
も
﹂
を
同
一
人
物
と
す
る
こ
と
に
無
理
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
か
か
る
理
由
に
よ
り
大

和
の
勢
語
世
界
に
対
す
る
︿
拒
絶
﹀
が
あ
っ
た
と
考
え
る
の
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か(16)
。

確
か
に
作
者
の
心
の
一
隅
に
は
こ
の
よ
う
な
こ
と
も
考
え
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
あ
く
ま
で
も
中
心
的
な
こ
と
は
別
な
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
前
述
し
た

よ
う
に
伝
説
と
い
う
こ
と
を
主
流
に
考
え
て
い
た
わ
け
で
、
も
し
、
Ａ
を
含
め
て
い
た
な
ら
ば
、
在
中
将
関
係
の
章
段
の
中
に
入
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。

と
も
あ
れ
、
大
ま
か
に
は
伝
説
と
物
語
と
い
う
こ
と
を
念
頭
に
入
れ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
位
置
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
裏
に
は
大
和
物
語
作
者
の
創
作
欲
が
深
く
関
わ
っ
て

い
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。

大
和
物
語
と
古
今
集
、
伊
勢
物
語
と
の
語
句
の
共
通
箇
所
を
手
が
か
り
に
し
て
大
和
物
語
の
生
成
の
一
面
を
探
っ
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
大
和
物
語
は
古
今
集
、
伊
勢
物
語
を

も
と
に
し
て
意
図
的
に
な
さ
れ
て
い
た
。
そ
こ
に
は
伝
説
と
い
う
こ
と
を
根
底
に
置
き
つ
つ
一
歩
進
ん
で
創
作
意
識
と
い
う
も
の
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
た
。
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四

古
今
集
、
伊
勢
物
語
、
そ
れ
に
大
和
物
語
を
読
ん
で
、
ま
ず
気
付
く
の
は
、
前
二
つ
の
作
品
は
文
章
が
整
然
と
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
第
一
、
重
複
し
た
り
、
複
雑
な
表
現

は
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
ず
簡
潔
そ
の
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
大
和
物
語
は
ど
う
も
ま
わ
り
く
ど
い
文
章
が
目
に
付
く
。
そ
れ
と
同
一
語
や
同
義
語
が
多
用
さ
れ
て
い
る
。

も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
ら
の
中
に
は
そ
の
用
例
か
ら
み
て
当
然
、
そ
の
場
に
使
用
し
て
し
か
る
べ
き
も
の
も
あ
る
が
、
そ
れ
に
し
て
も
目
に
付
く
の
で
あ
る
。
今
、
二
回
以
上
、
使
用

し
て
い
る
主
な
語
を
抜
き
出
し
て
み
よ
う
。

⃝
さ
ら
に
 …
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

2

⃝
清
ら
な
り
 …
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

2

⃝
ね
た
げ
に
︵
ね
た
ま
で
、
ね
た
く
︶ …
…
…
…
…
…
…
…
…

3

⃝
わ
ざ
︵
こ
と
わ
ざ
︶ …
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

2

⃝
わ
ろ
く
︵
わ
ろ
げ
︶ …
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

2

⃝
か
く
 …
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

5

⃝
か
く
て
 …
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

3

こ
れ
ら
は
﹁
わ
ろ
く
﹂
を
除
い
て
い
ず
れ
も
古
今
集
、
伊
勢
物
語
に
は
み
ら
れ
な
い
も
の
ば
か
り
で
あ
る
。
こ
れ
だ
け
の
文
章
内
容
か
ら
、
こ
の
よ
う
に
同
じ
語
が
使
わ
れ
て
い

る
の
は
何
を
意
味
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

同
一
語
の
多
用
は
こ
れ
以
外
の
章
段
、
例
え
ば
な
ら
の
帝
の
章
段
の
ひ
と
つ
で
あ
る
一
五
二
段
な
ど
に
も
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
私
は
作
者
の
文
章
力
に

問
題
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
指
摘
し
た(17)
と
こ
ろ
、
早
速
、
反
論(18)
を
受
け
、
こ
れ
は
語
り
の
口
調
で
あ
っ
て
、
ま
さ
に
歌
語
り
そ
の
も
の
を
示
し
て
い
る
と
い
う
。
し
た
が
っ
て
、

こ
の
論
か
ら
す
れ
ば
、
こ
の
一
四
九
段
も
ま
さ
に
そ
れ
を
示
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
翻
っ
て
考
え
て
み
る
に
、
大
和
物
語
一
四
九
段
は
前
述
し
た
よ
う
に
、
古
今
集

の
左
注
と
伊
勢
物
語
の
Ａ
、
ʙ
、
Ⓒ₁
、
の
部
分
を
も
と
に
し
て
作
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
は
異
論
あ
る
ま
い
。
し
か
も
、
注
目
す
べ
き
は
前
述
の
如
く
、
先
程
挙
げ
た
語
は
﹁
わ
ろ
く
﹂

を
除
い
て
古
今
集
の
左
注
や
伊
勢
物
語
の
Ａ
、
ʙ
、
Ⓒ
₁
に
は
み
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
や
は
り
こ
の
こ
と
は
大
和
物
語
の
作
者
が
文
章
を
書
い
て
行
く
過
程
で
、
同
一

語
を
何
度
も
使
用
し
た
と
し
か
考
え
ら
れ
な
い
。
事
実
、
伊
佐
山
潤
子
氏
も
一
四
九
段
を
語
法
の
面
か
ら
考
察
さ
れ
、
す
べ
て
が
語
り
そ
の
も
の
と
み
る
こ
と
に
疑
問
を
投
げ
か
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け
て
お
ら
れ
る(19)
。
こ
の
こ
と
は
重
複
表
現
の
存
在
に
よ
っ
て
も
理
解
で
き
よ
う
。
そ
の
箇
所
を
あ
げ
て
み
る
。

⃝
前
栽
の
中
に
か
く
れ
て
、
男
や
来
る
と
、
見
れ
ば
、︵
中
略
︶
い
と
い
た
う
う
ち
嘆
き
て
な
が
め
け
れ
ば
、﹁
人
待
つ
な
め
り
﹂
と
見
る
に
、

⃝
使
ふ
人
の
前
な
り
け
る
に
い
ひ
け
る
。︵
歌
省
略
︶
と
よ
み
け
れ
ば
、

︵
注
︶　
傍
線
、
波
線
は
稿
者
が
施
し
た
。
こ
れ
は
以
下
も
同
様
。

傍
線
部
と
波
線
部
が
そ
う
な
っ
て
い
る
箇
所
だ
が
、
こ
れ
ら
と
該
当
す
る
と
こ
ろ
を
伊
勢
物
語
、
古
今
集
に
あ
た
っ
て
み
る
と
、
片
方
し
か
有
し
て
い
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
も

大
和
物
語
の
作
者
は
文
章
力
に
劣
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
ま
た
、
次
の
よ
う
な
と
こ
ろ
も
み
ら
れ
る
。

⃝
か
く
に
ぎ
は
し
き
所
に
な
ら
ひ
て
、
来
た
れ
ば
、
こ
の
女
、
い
と
わ
ろ
げ
に
て
ゐ
て
、
か
く
ほ
か
に
あ
り
け
ど
、
さ
ら
に
ね
た
げ
に
も
見
え
ず
な
ど
あ
れ
ば
、

両
者
は
同
じ
よ
う
な
表
現
を
用
い
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
内
容
的
に
は
同
じ
こ
と
を
言
っ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
も
﹁
わ
ろ
げ
﹂
と
﹁
ね
た
げ
﹂
と
同
じ
品
詞
を
使
用

し
て
い
る
。
作
者
は
そ
れ
ぞ
れ
別
な
表
現
方
法
を
と
っ
た
の
で
あ
る
が
、
結
局
は
同
じ
こ
と
を
く
り
返
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
私
の
考
え
を
補
強
す
る
た
め
に
、
先
程
挙
げ
た
語
の
中
で
、
と
く
に
﹁
か
く
て
﹂
に
注
目
し
た
い
。
こ
れ
は
三
箇
所
に
わ
た
っ
て
使
わ
れ
て
い
る
。
大
和
物
語

に
お
い
て
﹁
か
く
て
﹂
が
創
作
に
密
接
な
関
係
が
あ
る
こ
と
は
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る(20)
と
こ
ろ
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
実
際
に
本
文
に
あ
た
っ
て
み
よ
う
。
㋑
の
﹁
か
く
て
﹂
以
下
の
本
文
、
即
ち
﹁
な
ほ
見
を
り
け
れ
ば
﹂
か
ら
﹁
か
き
抱
き
て
な
む
寝
に
け
る
﹂
ま
で
は
古
今
集
、
伊

勢
物
語
に
は
み
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。
次
に
㋺
の
﹁
か
く
て
﹂
以
下
の
本
文
は
、表
現
は
や
や
異
な
る
が
、古
今
集
と
伊
勢
物
語
に
も
み
ら
れ
る
表
現
で
あ
る
。
さ
ら
に
㋩
の
﹁
か

く
て
﹂
が
続
く
。
そ
れ
ほ
ど
離
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
に
用
い
て
い
る
。
こ
の
こ
と
も
前
述
し
た
こ
と
を
証
拠
づ
け
る
ひ
と
つ
と
な
ろ
う
。
し
か
も
、㋩
の
﹁
か
く
て
﹂
も
㋑
の
﹁
か

く
て
﹂
の
よ
う
に
伊
勢
物
語
に
は
み
ら
れ
な
い
本
文
の
冒
頭
に
使
用
し
て
い
る
。

こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
ほ
ぼ
連
続
的
と
言
っ
て
よ
い
く
ら
い
に
﹁
か
く
て
﹂
を
使
用
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
や
は
り
、
こ
れ
は
作
者
に
と
っ
て
文
章
を
書
き
継
い
で
行

く
の
に
都
合
の
よ
い
語
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
裏
返
せ
ば
創
作
さ
れ
た
こ
と
を
暗
示
し
て
い
よ
う
。
し
か
も
、伊
勢
物
語
、古
今
集
と
ほ
ぼ
共
通
す
る
本
文
の
冒
頭
に
あ
る
﹁
か

く
て
﹂
を
挟
ん
で
㋑
と
㋩
の
﹁
か
く
て
﹂
を
使
用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
み
て
、
前
後
に
創
作
の
本
文
を
付
け
加
え
て
い
っ
た
こ
と
が
窺
え
よ
う
。
そ
し
て
、
同
じ
語
を
ほ
ぼ
連
続

し
て
用
い
て
い
る
こ
と
は
作
者
の
文
章
力
の
一
面
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
こ
と
は
先
程
、
一
四
九
段
の
冒
頭
の
本
文
に
つ
い
て
指
摘
し
た
こ
と
を
補
強
せ
し
め
よ
う
。

一
方
、
重
複
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
語
で
は
な
く
、
古
今
集
、
伊
勢
物
語
に
み
ら
れ
ず
、
大
和
物
語
の
み
に
使
わ
れ
て
い
る
語
に
﹁
あ
は
れ
﹂
が
あ
る
。
一
箇
所
と
は
い
う
も

の
の
注
目
す
べ
き
語
で
は
な
い
か
と
思
う
。
と
い
う
の
は
大
和
物
語
に
あ
っ
て
﹁
あ
は
れ
﹂
は
基
調
を
な
す
語
で
あ
り(21)
、
こ
の
物
語
の
本
質
を
探
る
上
で
見
逃
す
こ
と
の
で
き
な

い
語
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
﹁
あ
は
れ
﹂
は
ど
の
よ
う
な
場
面
に
使
わ
れ
て
い
る
の
か
と
い
う
と
、
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か
く
に
ぎ
は
は
し
き
所
に
な
ら
ひ
て
、
来
た
れ
ば
、
こ
の
女
、
い
と
わ
ろ
げ
に
て
ゐ
て
、
か
く
ほ
か
に
あ
り
け
ど
、
さ
ら
に
ね
た
げ
に
も
見
え
ず
な
ど
あ
れ
ば
、
い
と
あ
は

れ
と
思
ひ
け
り
。

と
い
う
箇
所
に
使
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
部
分
が
伊
勢
物
語
で
は
簡
潔
に
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
も
、
先
程
ふ
れ
た
よ
う
に
こ
こ
に
は
重
複
表
現
が
み
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と

か
ら
作
者
は
意
図
的
に
使
用
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
の
﹁
あ
は
れ
﹂
は
男
が
元
の
女
に
用
い
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
作
者
が
彼
女
に
心
を
注
い
で
い
た
証
し
で
あ
り
、
同
時

に
彼
女
が
こ
の
章
段
の
中
心
人
物
と
し
て
設
定
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
彼
女
は
あ
た
か
も
一
四
一
段
に
出
て
来
る
本
妻
の
よ
う
で
あ
る(22)
。
二
人
と
も
夫
と
別
な
女
の
間
に

あ
っ
て
苦
悩
し
て
い
る
。
と
も
あ
れ
、
元
の
女
の
こ
う
い
う
生
き
様
に
あ
っ
て
、
一
人
の
女
を
感
動
的
に
作
者
は
こ
う
表
現
し
た
わ
け
で
あ
る
。

大
和
物
語
の
作
者
は
古
今
集
、
伊
勢
物
語
を
も
と
に
し
て
新
し
い
面
を
開
拓
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
創
作
意
識
を
顕
著
に
窺
う
こ
と
が
で
き
た
し
、
当
然
の
こ

と
な
が
ら
、
そ
の
努
力
は
認
め
ら
れ
る
が
、
文
章
力
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
そ
れ
ほ
ど
長
け
て
い
た
と
は
思
わ
れ
な
い
。

五

﹁
風
吹
け
ば
﹂
の
歌
は
古
今
集
を
み
る
と
、﹁
題
し
ら
ず
﹂、﹁
読
人
し
ら
ず
﹂
と
あ
る
が
、
左
注
を
持
っ
て
お
り
こ
の
歌
が
詠
ま
れ
た
い
き
さ
つ
を
長
々
と
記
し
て
い
る
。
し
か

も
こ
の
最
後
に
﹁
い
へ
伝
へ
た
る
﹂
と
あ
る
か
ら
、
こ
の
歌
は
人
々
の
間
で
語
り
伝
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
で
も
、
こ
の
歌
を
一
部
に
持
っ
て
い
る
伊
勢
物
語
や
大
和
物
語
が
こ
れ
ま
た
伝
承
性
の
強
い
も
の
と
ば
か
り
言
え
な
い
こ
と
は
前
述
し
た
通
り
で
あ
る
。
伊
勢
物
語
に
つ

い
て
見
る
と
、
Ａ
、
ʙ
に
加
え
て
Ⓒ₁
、
Ⓒ
₂

を
持
っ
て
い
る
。
Ａ
は
詳
し
く
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
松
尾
氏
が
先
程
の
1
で
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
二
人
の
な
れ
初
め
か
ら
大
人

に
な
る
ま
で
、
話
の
幅
を
広
げ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
傾
向
は
、
Ⓒ₁
、
Ⓒ
₂
の
中
で
も
見
ら
れ
る
。
こ
の
Ⓒ
₂
の
部
分
は
蛇
足
の
感
な
き
に
し
も
あ
ら
ず
で
あ
る
。
第
一
、﹁
行

か
ず
な
り
に
け
り
﹂、﹁
住
ま
ず
な
り
に
げ
り
﹂
と
あ
っ
て
、
結
局
、
行
か
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
を
二
度
く
り
返
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。

多
少
な
り
と
も
傍
道
に
そ
れ
る
が
、
そ
れ
で
は
な
ぜ
Ⓒ
₂
を
付
け
加
え
る
必
要
が
あ
っ
た
の
か
。
も
ち
ろ
ん
、
読
者
の
興
味
と
い
う
こ
と
も
考
え
て
そ
う
し
た
の
で
あ
ろ
う
が
、

注
目
し
た
い
の
は
Ⓒ
₂
に
﹁
大
和
の
方
﹂
と
か
﹁
大
和
人
﹂
と
い
う
語
が
み
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
男
に
つ
い
て
の
も
の
で
、
こ
こ
で
は
じ
め
て
男
が
大
和
の
国
の
人
で
あ

る
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。
Ⓒ
₁
で
話
が
終
わ
っ
て
し
ま
う
と
、
男
は
ど
こ
の
国
の
人
で
あ
る
の
か
わ
か
ら
な
い
。
伊
勢
物
語
の
素
材
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
古
今
集
の
左
注
に

は
﹁
昔
、
大
和
国
な
り
け
る
人
の
女
に
云
々
﹂
と
あ
る
か
ら
、
作
者
は
そ
れ
を
生
か
そ
う
と
考
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
を
Ⓒ
₂
に
持
っ
て
き
た
わ
け
で
あ
る
。

大
和
物
語
の
場
合
、
伊
勢
物
語
の
Ａ
、
ʙ
、
Ⓒ
₁
と
共
通
し
て
お
り
、
ʙ
が
そ
の
大
半
を
占
め
て
い
る
。
し
か
も
、
こ
れ
ら
は
前
述
し
た
よ
う
に
伝
承
さ
れ
た
ま
ま
で
は
な
く
、
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作
者
に
よ
り
意
図
的
に
な
さ
れ
て
い
る
と
予
想
さ
れ
る
。
そ
れ
を
本
文
に
即
し
て
辿
っ
て
み
よ
う
。

大
和
物
語
を
読
ん
で
気
付
く
の
は
、
古
今
集
や
伊
勢
物
語
に
み
ら
れ
な
い
表
現
が
散
見
す
る
こ
と
で
あ
る
。
元
の
女
の
描
写
を
み
る
と
、﹁
顔
か
た
ち
い
と
清
ら
な
り
﹂
と
あ

る
か
ら
、
か
な
り
の
美
人
と
し
て
設
定
さ
れ
て
い
る
。
松
尾
氏
は
先
程
記
し
た
2
に
お
い
て
、
男
と
の
つ
な
が
り
で
官
能
的
な
面
が
際
立
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に

は
異
論
な
い
が
、
こ
の
よ
う
に
し
た
要
因
を
探
っ
て
み
よ
う
。
大
和
物
語
に
お
い
て
、﹁
き
よ
ら
な
り
﹂︵﹁
き
よ
ら
﹂
も
含
め
る
︶
と
い
う
語
が
ど
れ
く
ら
い
使
わ
れ
て
い
る
か
を

調
べ
て
み
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

⑴
色
な
ど
も
い
と
清
ら
な
る

0

0

0

0

扇
の
、
香
な
ど
も
い
と
か
う
ば
し
く
て
お
こ
せ
た
る
。︵
九
一
段
︶

⑵
大
臣
い
と
清
ら
に

0

0

0

蘇
芳
が
さ
ね
な
ど
着
た
ま
ひ
て
、
后
の
宮
に
ま
ゐ
り
た
ま
う
て
、︵
九
八
段
︶

⑶
昔
、
な
ら
の
帝
に
つ
か
う
ま
つ
る
う
ね
べ
あ
り
げ
り
。
顔
か
た
ち
い
み
じ
う
清
ら

0

0

に
て
、︵
一
五
〇
段
︶

⑷
大
和
の
国
な
り
け
る
人
の
む
す
め
、
い
と
清
ら

0

0

に
て
あ
り
け
る
を
、︵
一
五
四
段
︶

こ
れ
に
一
四
九
段
の
二
つ
を
含
め
る
と
六
箇
所
に
出
て
く
る
。
い
ず
れ
も
が
第
一
級
の
美
し
さ
の
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
⑴
で
は
定
方
、
⑵
で
は
実
頼
、
さ
ら
に
⑶
で
は
な

ら
の
帝
と
い
っ
た
高
貴
な
人
物
が
登
場
す
る
章
段
で
、
そ
れ
に
対
応
さ
せ
て
用
い
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
⑷
の
場
合
、
高
貴
な
人
物
が
登
場
す
る
わ
け
で
は
な
い
。

﹁
京
よ
り
き
た
り
け
る
男
﹂
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
相
手
と
な
る
女
は
﹁
い
と
き
よ
ら
﹂
な
人
で
あ
っ
た
。
こ
の
一
五
四
段
と
い
う
の
は
虚
構
化
さ
れ
た
章
段
で
あ
り
、
こ
こ

に
登
場
す
る
の
は
架
空
の
人
物
で
あ
る(23)
。
そ
の
人
物
を
﹁
京
よ
り
き
た
り
け
る
男
﹂
と
し
た
の
は
多
少
な
り
と
も
﹁
み
や
び
﹂
と
い
う
意
識
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
男
の

相
手
で
あ
る
か
ら
﹁
き
よ
ら
﹂
と
表
現
し
た
の
で
は
な
い
か
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
一
四
九
段
の
場
合
、
一
章
段
の
中
に
こ
の
語
が
二
箇
所
に
で
て
く
る
。
こ
れ
は
他
の
章
段
に
は
み
ら
れ
な
い
。
そ
れ
だ
け
に
作
者
は
気
を
配
っ
た
の
で
あ
ろ

う
。
で
は
、
ど
う
し
て
こ
の
章
段
で
こ
の
よ
う
な
表
現
を
し
た
の
か
。
こ
れ
は
段
末
に
あ
る
﹁
こ
の
男
は
お
ほ
き
み
な
り
け
り
﹂
と
い
う
表
現
に
関
係
が
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
﹁
お

ほ
き
み
﹂
と
は
業
平
を
暗
示
し
て
い
る
か
ら
、
彼
に
ふ
さ
わ
し
い
女
性
と
、
彼
の
衣
装
に
こ
の
よ
う
な
表
現
に
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
か
ら
も
作
者
の
創
作
意
図
の
一
面
を
見

る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

さ
て
、こ
の
男
は
と
う
と
う
女
の
許
を
離
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
動
機
に
つ
い
て
松
尾
氏
は
先
程
の
7
の
よ
う
に
考
え
て
お
ら
れ
る
。
確
か
に
大
和
物
語
に
は﹁
今

の
妻
は
、
富
み
た
る
女
に
な
む
あ
り
け
る
﹂
と
あ
る
こ
と
か
ら
そ
う
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
伊
勢
物
語
の
場
合
も
明
白
で
な
い
と
み
る
よ
り
も
、
む
し
ろ
﹁
親
な
く
、
頼
り
な
く

な
る
ま
ま
に
、
も
ろ
と
も
に
い
ふ
か
ひ
な
く
て
あ
ら
む
や
は
﹂
と
あ
る
か
ら
、
生
活
の
頼
り
所
を
求
め
る
わ
け
で
あ
り
、
そ
れ
に
は
ど
う
し
て
も
裕
福
な
所
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ

た
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
と
て
大
和
物
語
と
同
じ
こ
と
に
な
る
わ
け
で
、
あ
の
本
文
の
中
に
こ
の
こ
と
が
含
ま
れ
て
い
る
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
大
和
物
語
は
そ
の
こ
と
を
具
体
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的
に
示
し
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
男
が
今
の
女
の
許
に
通
う
事
情
に
つ
い
て
、
松
尾
氏
は
前
記
の
3
の
よ
う
に
考
え
て
お
ら
れ
る
。
し
か
し
、
大
和
物
語
の
場
合
、

多
少
は
男
の
利
己
的
な
面
も
あ
る
が
、
単
に
そ
う
と
ば
か
り
き
め
つ
け
る
の
で
は
な
く
、
伊
勢
物
語
の
よ
う
に
女
へ
の
い
た
わ
り
の
気
持
ち
が
大
和
物
語
の
﹁
思
ひ
わ
づ
ら
ひ
て
﹂

と
い
う
表
現
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
た
め
に
、男
は
今
の
女
に
対
し
﹁
こ
と
に
思
は
ね
ど
﹂
程
度
の
愛
情
し
か
抱
い
て
い
な
か
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
れ
は
元
の
女
へ
の
﹁
か

ぎ
り
な
く
思
ひ
な
が
ら
﹂
に
対
応
さ
せ
て
い
る
。
そ
の
代
り
、
今
の
女
は
男
に
対
し
て
﹁
身
の
装
束
も
い
と
清
ら
に
﹂
さ
せ
て
男
を
い
た
わ
っ
て
い
る
。
す
る
と
、

　
元
の
女
︱
財
産
な
し
・
か
ぎ
り
な
く
思
ひ

男
　
　
　
　
　
　
　

　
↔
　
　
　
　
　
↔

　
今
の
女
︱
財
産
あ
り
・
こ
と
に
思
は
ね
ど

と
い
う
関
係
に
な
り
、
元
の
女
と
今
の
女
と
は
対
照
的
に
描
か
れ
て
お
り
、
人
物
面
で
も
配
慮
し
て
い
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
。

男
は
元
の
女
へ
の
未
練
が
募
っ
た
の
か
、
そ
こ
に
戻
っ
て
く
る
。
し
か
し
、
元
の
女
は
表
面
上
、
何
ら
ね
た
み
や
嫉
妬
を
持
た
な
い
。
男
は
そ
う
し
た
女
の
行
動
に
不
審
を
抱

く
。
こ
の
場
面
で
の
女
の
心
情
に
つ
い
て
、
古
今
集
、
伊
勢
物
語
で
は
何
も
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
大
和
物
語
で
は
草
子
地
と
し
て
﹁
心
地
に
は
か
ぎ
り
な
く
ね
た
く
心
憂
く
思

ふ
を
し
の
ぶ
る
に
な
む
あ
り
け
る
﹂
と
あ
る
。
こ
の
表
現
は
野
村
重
碩
氏
の
指
摘
さ
れ
て
い
る(24)
よ
う
に
、
後
の
物
語
の
展
開
を
考
慮
し
て
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
安
田
薫

氏
は
こ
の
表
現
を
作
者
の
感
情
移
入
と
み
て
、

大
和
作
者
は
そ
の
女
の
心
情
を
正
に
﹁
か
ぎ
り
な
く
心
う
し
と
お
も
ふ
を
し
の
﹂
ん
で
い
る
と
読
ん
だ
の
で
あ
る(25)
。

と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
妥
当
な
お
考
え
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
、
氏
は
人
物
描
写
に
つ
い
て
伊
勢
物
語
が
男
の
目
を
通
し
て
の
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
大
和
物
語
は
女
の
目
を

通
し
て
の
も
の
と
み
て
お
ら
れ
る
。
し
か
し
、
そ
う
と
ば
か
り
一
概
に
は
言
え
な
い
の
で
は
な
い
か
。
と
い
う
の
は
男
に
関
し
た
表
現
も
散
見
す
る
か
ら
で
あ
る
。
即
ち
、

⃝
さ
る
わ
ざ
せ
ず
は
、
恨
む
る
こ
と
も
あ
り
な
む
な
ど
、
心
の
う
ち
に
思
ひ
け
り
。

⃝
あ
や
し
、
い
か
に
す
る
に
か
あ
ら
む
と
て
、
な
ほ
見
る
。

⃝
見
る
に
い
と
悲
し
く
て
、
走
り
い
で
て
、﹁
い
か
な
る
心
地
し
た
ま
へ
ば
、
か
く
は
し
た
ま
ふ
ぞ
﹂
と
い
ひ
て
、

⃝
か
く
て
月
日
お
ほ
く
経
て
思
ひ
や
る
や
う
、
つ
れ
な
き
顔
な
れ
ど
、
女
の
思
ふ
こ
と
、
い
と
い
み
じ
き
こ
と
な
り
け
る
を
、
か
く
い
か
ぬ
を
い
か
に
思
ふ
ら
む
と
思
ひ
い
で
て
、

な
ど
が
そ
の
例
で
あ
る
。
こ
の
一
四
九
段
の
場
合
、
男
が
後
手

〱
に
回
っ
て
い
る
こ
と
は
否
め
な
い
が
、
こ
れ
は
作
者
の
創
作
意
欲
が
こ
の
よ
う
な
表
現
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

元
の
女
は
﹁
心
憂
く
ね
た
く
思
ふ
﹂
気
持
ち
を
胸
に
秘
め
つ
つ
男
に
は
﹁
な
ほ
﹁
往
ね
﹂
云
々
﹂
と
言
う
。
こ
の
行
動
に
対
し
男
は
﹁
ね
た
ま
で
こ
と
わ
ざ
す
る
﹂
の
か
、
あ

る
い
は
﹁
恨
む
る
こ
と
も
あ
り
な
む
﹂
と
不
審
に
思
っ
て
い
る
。
こ
の
場
面
は
古
今
集
、
伊
勢
物
語
に
も
み
ら
れ
る
が
、
大
和
物
語
は
男
の
心
情
を
よ
り
細
か
く
表
現
し
て
い
る
。

松
尾
氏
は
先
程
の
4
に
記
し
た
よ
う
に
度
を
過
ぎ
て
不
自
然
と
言
わ
れ
て
い
る
。
確
か
に
表
現
自
体
は
ぎ
こ
ち
な
く
、
誇
張
す
ぎ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
こ
は
元
の
女
の
前
に
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あ
る
心
理
描
写
を
受
け
て
、
作
者
に
と
っ
て
は
ど
う
し
て
も
必
要
な
表
現
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
ま
た
後
に
な
っ
て
元
の
女
の
気
持
ち
が
一
気
に
爆
発
す
る
こ
と
へ
の
伏
線
に
な
っ

て
い
る
。
端
居
す
る
場
面
に
つ
い
て
は
先
に
ふ
れ
た
が
、
補
足
の
意
味
で
少
し
述
べ
て
お
こ
う
。
大
和
物
語
の
場
合
、
注
目
す
べ
き
は
﹁
使
ふ
人
﹂
が
登
場
し
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
こ
れ
は
ど
の
よ
う
な
事
情
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
伊
勢
物
語
の
場
合
、
元
の
女
は
男
が
隠
れ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
歌
を
詠
ん
だ
も
の
な
の
か
、
そ
れ
と
も
そ
の
こ
と
を

知
ら
ず
に
歌
を
詠
ん
だ
も
の
な
の
か
明
ら
か
で
な
い
。
ど
ち
ら
に
し
て
も
説
明
が
ほ
し
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
れ
と
、
元
の
女
の
身
分
を
考
慮
し
た
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
こ
と

は
文
末
の
﹁
こ
の
男
は
お
ほ
き
み
な
り
け
り
﹂
と
い
う
一
文
に
も
通
じ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

元
の
女
は
召
使
い
に
向
っ
て
﹁
風
吹
け
ば
﹂
の
歌
を
詠
む
わ
け
で
あ
る
が
、
大
和
物
語
で
は
そ
の
後
に
﹁
こ
の
今
の
妻
の
家
は
、
立
田
山
を
こ
え
て
い
く
道
に
な
む
あ
り
け
る
﹂

と
い
う
本
文
が
あ
り
、
こ
の
歌
に
立
田
山
が
詠
み
込
ま
れ
た
わ
け
を
説
明
し
て
い
る
。
野
村
重
碩
氏
は
こ
の
本
文
が
な
く
て
も
立
田
山
に
不
審
な
点
は
な
く
不
要
な
説
明
と
言
わ

れ
て
い
る(26)
。
確
か
に
そ
う
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
の
本
文
を
設
け
た
の
は
伊
勢
物
語
の
よ
う
に
﹁
高
安
の
云
々
﹂
と
い
う
本
文
が
な
い
の
で
、
今
の
女
の
素
性
が
今
ひ
と
つ
は
っ

き
り
し
な
い
。
そ
の
た
め
に
歌
に
詠
ん
だ
立
田
山
を
引
き
説
明
し
た
わ
け
で
あ
る
。
大
和
物
語
は
こ
れ
で
話
が
終
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
伊
勢
物
語
の
﹁
河
内
へ
も
い
か
ず
な

り
に
け
り
﹂
に
あ
た
る
部
分
を
大
和
物
語
で
は
﹁
か
く
て
ほ
か
へ
も
さ
ら
に
い
か
で
、
つ
と
ゐ
に
け
り
﹂
と
し
、
い
か
に
も
こ
の
男
の
妻
へ
の
わ
び
る
気
持
ち
を
本
文
に
し
た
た

め
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
前
後
す
る
が
、
前
に
述
べ
た
よ
う
に
そ
の
前
の
﹁
か
く
て
な
ほ
見
を
り
け
れ
ば
﹂
か
ら
﹁
か
き
抱
き
て
な
む
寝
に
け
る
﹂
ま
で
は
大
和
物
語
独
自

の
本
文
で
あ
る
。
特
に
金
鋺
に
水
を
入
れ
、
そ
れ
を
胸
に
据
え
て
沸
騰
す
る
場
面
は
今
ま
で
耐
え
忍
ん
で
い
た
、
元
の
女
の
心
情
が
一
気
に
爆
発
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ

の
よ
う
に
伊
勢
物
語
に
は
み
ら
れ
な
い
女
の
心
情
を
時
間
を
追
っ
て
表
現
し
て
い
る
。
松
尾
氏
は
前
記
の
6
で
外
面
的
云
々
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
方
法
は
ど
う
あ
れ
、
大

和
物
語
は
元
の
女
の
心
理
状
態
と
い
う
も
の
を
徐
々
に
深
化
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
深
化
さ
せ
る
方
法
は
何
も
元
の
女
の
行
動
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
く
、
こ
の

男
の
側
に
も
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
伊
勢
物
語
の
Ⓒ
₁
に
あ
た
る
部
分
を
大
和
物
語
で
は
﹁
か
く
て
月
日
お
ほ
く
経
て
思
ひ
や
る
や
う
、
つ
れ
な
き
顔
な
れ
ど
、
女
の
思
ふ
こ
と
、

い
と
い
み
じ
き
こ
と
な
り
け
る
を
﹂
と
、
男
が
今
ま
で
の
経
過
か
ら
わ
か
り
得
た
心
情
を
記
し
て
い
る
。
こ
れ
は
草
子
地
や
金
鋺
に
み
ら
れ
た
女
の
心
情
が
も
と
で
こ
う
な
っ
た

の
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
ひ
と
つ
の
心
情
の
経
過
と
し
て
み
れ
ば
、
自
然
な
表
現
と
言
え
よ
う
。
伊
勢
物
語
の
場
合
、
こ
の
よ
う
な
表
現
は
な
く
、﹁
ま
れ
ま
れ
か
の
高
安
に
云
々
﹂

と
あ
り
、
簡
潔
と
も
言
え
よ
う
が
、
や
は
り
読
者
の
側
に
立
つ
と
、
唐
突
さ
は
免
れ
な
い
。
こ
の
こ
と
に
関
し
て
菊
地
靖
彦
氏
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
お
ら
れ
る
。

そ
も
そ
も
﹃
伊
勢
物
語
﹂
は
ʙ
か
ら
Ⓒ
︵
稿
者
注
Ⓒ₁
、
Ⓒ
₂
を
含
め
る
。
以
下
も
同
様
︶
へ
の
移
り
ゆ
き
も
な
か
な
か
落
着
か
な
い
。︵
中
略
︶
ʙ
は
そ
れ
だ
け
で
こ
れ
以
上
に
な

い
ほ
ど
完
結
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
も
と
の
妻
と
の
間
に
あ
れ
程
痛
切
な
体
験
を
も
っ
た
は
ず
の
男
が
、
な
ぜ
ま
た
の
こ
の
こ
と
高
安
に
出
向
い
て
行
く
の
だ
ろ
う
。
そ
れ

は
ひ
と
た
び
語
っ
た
歌
の
効
用
を
、
自
ら
否
定
す
る
こ
と
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
﹃
伊
勢
物
語
﹄
が
Ⓒ
部
分
を
も
つ
の
は
、
作
者
の
意
図
を
越
え
た
要
因
、

つ
ま
り
伝
承
そ
の
も
の
が
そ
う
い
う
か
た
ち
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
と
す
れ
ば
、﹁
伝
承
の
基
本
形
﹂
は
﹃
伊
勢
物
語
﹄
と
﹃
大
和
物
語
﹄
に
共
通
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す
る
ʙ
︱
Ⓒ
ま
で
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

は
た
し
て
そ
う
で
あ
ろ
う
か
。
も
し
、
古
今
集
の
左
注
に
も
そ
れ
ら
し
き
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
れ
ば
、
そ
う
も
考
え
ら
れ
よ
う
が
、
そ
れ
が
み
ら
れ
な
い
こ
と
を
留
意
す
べ
き

で
あ
る
。
伊
勢
物
語
の
ʙ
か
ら
Ⓒ
₁
へ
移
る
繋
ぎ
の
部
分
を
大
和
物
語
で
は
次
の
よ
う
に
し
て
い
る
。﹁
か
く
て
月
日
お
ほ
く
…
…
︵
中
略
︶
…
…
い
と
い
み
じ
き
こ
と
な
り
け
る

を
﹂
は
ʙ
を
受
け
て
お
り
、
ま
た
﹁
か
く
い
か
ぬ
を
…
…
︵
中
略
︶
…
…
あ
り
し
女
の
が
り
い
き
た
り
け
り
﹂
は
Ⓒ
₁
の
方
へ
続
け
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
両
方
に
文
章
を
係
わ
ら

せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
然
な
展
開
を
計
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
大
和
物
語
の
み
に
あ
る
﹁
久
し
く
い
か
ざ
り
け
れ
ば
、
つ
つ
ま
し
く
立
て
り
け
る
。﹂
と
い
う
、
こ

の
男
に
関
し
て
の
文
章
も
続
き
の
文
と
し
て
は
適
切
な
も
の
と
言
え
る
。
と
も
あ
れ
、
大
和
物
語
は
そ
の
唐
突
き
を
解
消
す
る
た
め
に
自
然
な
展
開
を
試
み
た
の
で
あ
る
。
多
少

な
り
と
も
本
題
か
ら
そ
れ
る
が
、
す
る
と
伊
勢
物
語
が
Ⓒ₁
、
Ⓒ
₂
を
付
加
し
た
の
は
ど
の
よ
う
な
意
図
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
先
程
、
Ⓒ
₂
に
つ
い
て
は
読
者
へ
の
興
味
と
男
の

素
性
を
示
す
た
め
に
付
加
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
述
べ
た
が
、
さ
ら
に
こ
れ
ら
以
外
の
理
由
が
考
え
ら
れ
そ
う
で
あ
る
。
こ
こ
に
描
か
れ
て
い
る
の
は
今
の
女
の
下
品
な
姿
と

そ
の
行
為
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
こ
と
を
嫌
い
こ
の
男
は
訪
れ
な
か
っ
た
。
伊
勢
物
語
の
作
者
に
と
っ
て
み
れ
ば
、
こ
の
男
は
み
や
び
な
男
で
あ
り
、
そ
れ
を
示
そ
う
と
し
た
の

で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
伊
勢
物
語
全
編
に
流
れ
る
思
想
で
も
あ
る
。
そ
の
展
開
に
唐
突
さ
は
否
め
な
い
に
し
て
も
、
作
者
の
意
図
し
た
み
や
び
な
男
を
浮
き
立
た
せ
る
た
め
に
も
Ⓒ₁
、

Ⓒ
₂
は
必
要
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
多
少
な
り
と
も
関
連
す
る
が
、
男
が
今
の
女
を
垣
間
見
た
と
き
の
描
写
に
つ
い
て
、
松
尾
氏
は
前
記
の
8
の
よ
う
に
言
わ
れ
て
い
る
が
、
大
和
物

語
で
は
概
し
て
誇
張
な
表
現
が
多
い
。
こ
れ
は
伊
勢
物
語
と
少
し
で
も
異
っ
た
面
を
描
こ
う
と
し
た
創
作
意
欲
の
現
れ
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
こ
こ
に
登
場
す
る
二
人
の
女
の
描
き
方
を
み
る
と
、
元
の
女
は
内
面
的
に
、
今
の
女
は
外
面
的
に
描
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
伊
勢
物
語
に
あ
っ
て
も
同
じ
こ
と
で
あ
る
が
、

大
和
物
語
に
あ
っ
て
は
そ
れ
を
さ
ら
に
詳
細
に
描
い
て
い
る
。
即
ち
、
元
の
女
は
忍
耐
し
、
そ
れ
が
爆
発
し
て
い
る
。
今
の
女
は
男
に
よ
く
身
づ
く
ろ
い
を
し
て
い
る
が
、
賤
し

き
様
か
ら
脱
け
出
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
内
面
と
外
面
と
い
う
、
い
わ
ば
対
照
的
に
描
く
た
め
に
も
心
理
描
写
は
必
要
で
あ
っ
た
。

松
尾
氏
の
お
考
え
に
啓
発
さ
れ
、
ま
た
そ
れ
に
対
す
る
批
判
を
申
し
述
べ
、
本
文
を
辿
り
つ
つ
作
者
の
意
図
な
る
も
の
を
探
り
出
そ
う
と
試
み
て
来
た
。
そ
の
結
果
、
大
和
物

語
の
作
者
は
叙
述
そ
の
も
の
に
た
け
て
い
た
と
思
わ
れ
な
い
が
、
創
作
意
欲
は
旺
盛
で
あ
り
、
そ
れ
が
古
今
集
や
伊
勢
物
語
に
は
み
ら
れ
な
い
表
現
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

六

大
和
物
語
一
四
九
段
は
伝
承
さ
れ
て
い
た
そ
の
も
の
を
採
録
し
た
と
み
る
よ
り
も
古
今
集
、
伊
勢
物
語
を
も
と
に
肉
付
け
し
た
と
み
る
の
が
妥
当
の
よ
う
で
あ
る
。
と
り
わ
け

心
理
描
写
は
詳
し
く
描
写
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
欠
点
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
み
ら
れ
た
。
ま
た
一
方
で
は
自
然
な
展
開
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
。
そ
の
原
因
を
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つ
き
つ
め
て
み
る
と
、
ひ
と
つ
に
は
作
者
の
文
章
力
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

こ
の
一
四
九
段
は
立
田
山
伝
説
を
と
り
上
げ
よ
う
と
い
う
考
え
が
根
底
に
あ
る
も
の
の
、
そ
れ
は
純
粋
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
作
者
の
手
が
加
わ
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
こ

う
し
た
の
は
後
半
に
み
ら
れ
る
虚
構
の
章
段
や
構
成
と
無
関
係
で
あ
る
ま
い
。
そ
う
し
た
意
識
が
こ
の
章
段
に
も
及
ん
で
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

大
和
物
語
と
い
う
作
品
は
歌
語
り
の
集
成
と
言
わ
れ
、
後
半
は
伝
説
が
主
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
一
四
九
段
を
み
る
と
、
一
概
に
伝
説
そ
の
も
の
と
は
処
理
で
き
ず
、

そ
こ
に
は
肉
付
け
程
度
に
す
ぎ
な
い
が
、
創
作
意
識
が
み
ら
れ
た
こ
と
は
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
意
識
は
や
が
て
長
編
物
語
を
生
む
芽
生
え
と
言
っ
て
も
よ
か
ろ
う
。

こ
こ
で
は
多
少
な
り
と
も
先
学
の
お
考
え
と
は
視
点
を
変
え
て
考
察
し
て
き
た
が
、
結
果
的
に
は
先
学
の
そ
れ
と
同
じ
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
も
否
め
な
い
。
そ
の
上
、
論

述
の
過
程
で
の
考
え
過
ぎ
、
果
て
は
思
わ
ぬ
誤
り
も
多
い
こ
と
と
思
う
。
大
方
の
御
叱
正
を
切
に
お
願
い
す
る
次
第
で
あ
る
。

注
⑴
　﹁﹁
上
代
文
学
史
稿
﹂
案
︵
二
︶﹂︵﹁
日
本
文
学
史
研
究
﹂
4
号
　
昭
和
25
年
︶、﹁
歌
語
り
の
世
界
﹂︵﹁
季
刊
国
文
﹂
4
号
　
昭
和
28
年
3
月
︶

⑵
　
高
橋
正
治
氏
﹁
大
和
物
語
の
位
相
﹂︵﹁
国
語
と
国
文
学
﹂
33
巻
9
号
　
昭
和
31
年
9
月
　
後
に
﹃
大
和
物
語  

塙
選
書
﹄︿
塙
書
房
　
昭
和
37
年
10
月
﹀
に
再
録
︶、
今
井
源
衛
氏

﹁
大
和
物
語
評
釈
・
三
六
　
あ
り
は
て
ぬ
命
ま
つ
間
の
﹂︵﹁
国
文
学
﹂
10
巻
7
号
　
昭
和
40
年
6
月
　
後
に
﹃
大
和
物
語
評
釈  

下
巻
﹄︿
笠
間
書
院
　
平
成
12
年
2
月
﹀
に
再
録
︶、

雨
海
博
洋
氏
﹁﹃
大
和
物
語
﹄
に
於
け
る
﹁
歌
語
り
﹂
の
文
学
的
発
想
に
つ
い
て
﹂︵﹁
二
松
学
舎
大
学
論
集
︵
昭
和
四
十
五
年
度
︶﹂
昭
和
46
年
3
月
　
後
に
﹃
歌
語
り
と
歌
物
語
﹄

︿
桜
楓
社
　
昭
和
51
年 

9
月
﹀
に
再
録
︶、
工
藤
重
矩
氏
﹁
大
和
物
語
の
史
実
と
虚
構
︱
第
二
・
三
五
段
を
め
ぐ
っ
て
︱
﹂︵﹁
福
岡
教
育
大
学
国
語
国
文
学
会
誌
﹂
18
号
　
昭
和
50

年
11
月
︶、
菊
地
靖
彦
氏
﹁﹃
大
和
物
語
﹄
に
お
け
る
﹁
大
和
﹂
を
め
ぐ
っ
て
︱
一
四
九
段
を
発
端
と
し
て
︱
﹂︵﹁
文
芸
研
究
﹂
103
集
　
昭
和
58
年
5
月
　
後
に
﹃
国
文
学
年
次
別

論
文
集
中
　
古
2
　
昭
和
58
年
﹄︿
朋
文
出
版
　
昭
和
59
年
11
月
﹀、﹃
伊
勢
物
語
・
大
和
物
語
論
攷
﹄︿
鼎
書
房
　
平
成
12
年
9
月
﹀
に
そ
れ
ぞ
れ
再
録
︶
な
ど
。

⑶
　﹁
大
和
物
語
に
お
け
る
在
原
業
平
関
係
章
段
に
つ
い
て
﹂︵﹁
解
釈
﹂
24
巻
4
号
　
昭
和
53
年
4
月
︶、﹁
大
和
物
語
に
お
け
る
虚
構
の
方
法
︱
一
四
一
・
一
四
二
・
一
五
四
段
を
例
に

し
て
︱
﹂︵﹁
中
古
文
学
﹂
30
号
　
昭
和
57
年
10
月
　
後
に
﹃
国
文
学
年
次
別
論
文
集  

中
古
2  

昭
和
57
年
﹄︿
朋
文
出
版
　
昭
和
58
年
11
月
﹀
に
再
録
︶、﹁﹃
古
今
﹄﹃
伊
勢
﹄﹃
大

和
﹄
︱
ひ
と
つ
の
共
通
話
を
め
ぐ
っ
て
︱
﹂︵﹁
平
安
文
学
研
究
﹂
73
輯
　
昭
和
60
年
6
月
　
後
に
﹃
国
文
学
年
次
別
論
文
集  

中
古
1  

昭
和
60
年
﹄︿
朋
文
出
版
　
昭
和
61
年
10
月
﹀

に
所
収
︶、﹁
大
和
物
語
の
創
作
方
法
︱
い
わ
ゆ
る
﹁
な
ら
の
帝
﹂
の
章
段
を
め
ぐ
っ
て
︱
﹂︵﹁
平
安
文
学
研
究
﹂
76
輯
　
昭
和
61
年
12
月
　
後
に
﹃
国
文
学
年
次
別
論
文
集
　
中

古
2
　
昭
和
61
年
﹄︿
朋
文
出
版
　
昭
和
62
年
11
月
﹀
に
再
録
︶、﹁
大
和
物
語
の
創
作
方
法
︱
伊
勢
関
係
の
章
段
︱
﹂︵﹁
古
典
論
叢
﹂
18
号
　
昭
和
52
年
8
月
︶。
こ
れ
ら
の
論
考

は
﹃
大
和
物
語
の
研
究
﹄︵
翰
林
書
房
　
平
成
6
年
2
月
︶
に
再
録
。
本
書
第
二
章
第
一
節
・
第
二
節
・
第
三
節
・
第
七
節
・
第
八
節
。

⑷
　﹃
伊
勢
物
語  

ア
テ
ネ
文
庫
﹄︵
弘
文
堂
　
昭
和
38
年
8
月
　
後
に
﹃
校
註
伊
勢
物
語
﹄︿
笠
間
書
院
　
昭
和
40
年
4
月
﹀
に
再
録
︶
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⑸
　﹁
大
和
物
語
評
釈
・
四
十
三
　
立
田
山
﹂︵﹁
国
文
学
﹂
11
巻
1
号
　
昭
和
41
年
1
月
　
後
に
﹃
大
和
物
語
評
釈  

下
巻
﹄
に
再
録
︶

⑹
　﹁
物
語
の
文
章
|
会
話
文
に
よ
る
考
察
﹂︵
京
都
大
学
教
養
部
﹁
人
文
﹂
6
集
　
昭
和
34
年
11
月
　
後
に
﹃
文
章
と
表
現
﹄︿
角
川
書
店
　
昭
和
50
年
6
月
﹀
に
再
録
︶

⑺
　
武
蔵
野
書
院
　
昭
和
56
年
2
月
。

⑻
　﹃
大
和
物
語  

塙
選
書
﹄

⑼
　﹁
歌
語
り
と
説
話
﹂︵﹃
日
本
の
説
話  

2  

古
代
﹄
東
京
美
術
　
昭
和
48
年
10
月
　
後
に
﹃
歌
語
り
と
歌
物
語
﹄︿
桜
楓
社
　
昭
和
51
年
9
月
﹀
に
再
録
︶

⑽
　﹁
筒
井
筒
㈡
﹂︵﹁
若
杉
研
究
所
紀
要
﹂
20
集
　
昭
和
58
年
3
月
︶

⑾
　
⑹
の
場
合
、
大
和
物
語
で
は
﹁
悲
し
う
﹂
と
漢
字
を
あ
て
て
い
る
︵
原
本
で
は
﹁
い
と
か
な
し
う
﹂
と
平
仮
名
で
記
さ
れ
て
い
る
︶。
こ
こ
は
場
面
状
況
か
ら
考
え
て
い
と
し
い

と
い
う
意
味
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ゆ
え
、
平
仮
名
か
も
し
く
は
﹁
愛
し
﹂
と
漢
字
で
記
す
べ
き
で
あ
る
。
因
に
諸
注
釈
書
に
お
い
て
、
い
ず
れ
に
訳
し
て
い
る
か
を
調
べ
て

み
る
と
、

⃝
﹁
い
と
し
い
﹂
と
訳
し
て
い
る
も
の
︱
﹃
日
本
古
典
文
学
大
系
大
和
物
語
﹄、﹃
日
本
古
典
全
書
大
和
物
語
﹄、﹃
古
典
文
学
選  

別
巻
﹄、﹃
大
和
物
語
評
釈  

下
巻
﹄、﹃
大
和
物
語
の

注
釈
と
研
究
﹄、﹃
大
和
物
語
全
釈
﹄

⃝
﹁
悲
し
い
﹂
と
訳
し
て
い
る
も
の
︱
﹃
大
和
物
語
詳
解
﹄︵
井
上
覚
蔵
氏
・
栗
島
山
之
助
氏
︶、﹃
大
和
物
語
新
釈
﹄、﹃
大
和
物
語
詳
解
﹄︵
武
田
祐
吉
氏
・
水
野
駒
雄
氏
︶、﹃
大
和

物
語
新
講
﹄、﹃
物
語
日
本
文
学
﹄

　
の
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
も
あ
い
ま
い
な
点
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

⑿
　
こ
の
箇
所
が
御
巫
本
、
鈴
鹿
本
で
は
﹁
在
中
将
の
事
と
そ
き
こ
え
し
﹂
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
勝
命
本
で
は
﹁
在
中
将
の
こ
と
と
そ
ほ
ん
に
侍
る
﹂
と
あ
る
。

⒀
　﹁
大
和
物
語
の
創
作
方
法
︱
在
中
将
関
係
の
章
段
を
中
心
に
し
て
︱
﹂︵﹃
大
和
物
語
の
研
究
﹄︶。
本
書
第
二
章
第
九
節
。

⒁
　
拙
稿
﹁
大
和
物
語
の
構
成
に
つ
い
て
︱
後
半
の
章
段
を
考
察
の
対
象
と
し
て
︱
﹂︵﹁
語
文
﹂
39
輯
　
昭
和
49
年
3
月
　
後
に
﹃
大
和
物
語
の
研
究
﹄
に
再
録
︶。
本
書
第
三
章
第
四
節
。

⒂
　
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
注
⒀
と
同
じ
論
考
の
中
で
紹
介
し
て
お
い
た
。

⒃
　﹁
物
語
の
登
場
人
物
と
作
者
︱
﹃
大
和
物
語
﹄
一
四
九
段
と
﹃
伊
勢
物
語
﹄
二
三
段
を
中
心
に
︱
﹂︵﹁
大
和
物
語
・
平
中
物
語
探
求
﹂
17
号
　
昭
和
63
年
3
月
︶

⒄
　﹁
大
和
物
語
の
創
作
方
法
︱
い
わ
ゆ
る
﹁
な
ら
の
帝
﹂
の
章
段
を
め
ぐ
っ
て
︱
﹂︵﹁
平
安
文
学
研
究
﹂
76
輯
　
昭
和
61
年
12
月
　
後
に
﹃
国
文
学
年
次
別
論
文
集  

中
古
2  

昭
和
61
年
﹄

︿
朋
文
出
版
　
昭
和
62
年
11
月
﹀、﹃
大
和
物
語
の
研
究
﹄
に
そ
れ
ぞ
れ
再
録
︶。
本
書
第
二
章
第
七
節
。

⒅
　
森
本
茂
氏
﹁
大
和
物
語
の
﹁
な
ら
の
帝
﹂
考
﹂︵﹁
平
安
文
学
研
究
﹂
77
輯
　
昭
和
62
年
5
月
　
後
に
﹃
大
和
物
語
の
考
証
的
研
究
﹄︿
和
泉
書
院
　
平
成
2
年
10
月
﹀
に
再
録
︶、
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野
村
重
碩
氏
も
同
じ
考
え
の
よ
う
で
あ
る
︵
注
⑽
参
照
の
こ
と
︶。

⒆
　﹁﹃
大
和
物
語
﹄
一
四
九
段
の
文
章
﹂︵﹁
鹿
児
島
女
子
短
期
大
学
紀
要
﹂
19
号
　
昭
和
59
年
1
月
　
後
に
﹃
国
文
学
年
次
別
論
文
集  

中
古
2  

昭
和
59
年
﹄︿
朋
文
出
版
　
昭
和
60

年
11
月
﹀
に
再
録
︶

⒇
　
大
木
恵
美
子
氏
﹁
大
和
物
語
に
お
け
る
﹁
か
く
て
﹂
の
考
察
﹂︵﹁
二
松
学
舎
大
学
人
文
論
叢
﹂
9
輯
　
昭
和
51
年
9
月
︶、
糸
井
通
浩
氏
﹁﹃
大
和
物
語
﹄
の
文
章
︱
そ
の
﹁
な
り

け
り
﹂
表
現
と
歌
語
り
︱
﹂︵﹁
愛
媛
国
文
研
究
﹂
29
号
　
昭
和
54
年
12
月
　
後
に
﹃﹁
語
り
﹂
言
説
の
研
究
﹄︿
和
泉
書
院
　
平
成
30
年
1
月
﹀
に
再
録
︶

㉑
　
南
波
浩
氏
﹁
大
和
物
語
の
特
質
﹂︵﹃
日
本
古
典
全
書
大
和
物
語
﹄
朝
日
新
聞
社
　
昭
和
36
年
10
月
︶

㉒
　
拙
稿﹁﹁
心
の
へ
だ
て
も
な
く
あ
は
れ
な
れ
ば
、い
と
あ
は
れ
と
思
ふ
ほ
ど
に
﹂考
︱﹃
大
和
物
語
﹄第
百
四
十
一
段
︱
﹂︵﹁
語
文
﹂78
輯
　
平
成
2
年
11
月
　
後
に﹃
大
和
物
語
の
研
究
﹄

に
再
録
︶。
本
書
第
四
章
第
二
節
。

㉓
　
拙
稿
﹁
大
和
物
語
に
お
け
る
虚
構
の
方
法
︱
一
四
一
・
一
四
二
・
一
五
四
段
を
例
に
し
て
︱
﹂︵﹁
中
古
文
学
﹂
30
号
　
後
に
﹃
国
文
学
年
次
別
論
文
集  

中
古
2  

昭
和
57
年
﹄︿
朋

文
出
版
　
昭
和
58
年
11
月
﹀、﹃
大
和
物
語
の
研
究
﹄
に
そ
れ
ぞ
れ
再
録
︶。
本
書
第
二
章
第
二
節
。

㉔
　
注
⑽
に
同
じ
。

25
　
注
⒃
に
同
じ
。

26
　
注
⑽
に
同
じ
。

27
　
注
⑵
の
菊
地
氏
の
論
文
に
同
じ
。
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第
五
節
　
都
の
女
と
地
方
の
女

︱
﹃
大
和
物
語
﹄
に
お
け
る
対
照
性
の
問
題
︱

一

大
和
物
語
に
は
高
貴
な
人
か
ら
庶
民
に
至
る
ま
で
多
く
の
人
物
が
登
場
し
、
そ
の
喜
怒
哀
楽
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
作
品
は
歌
語
り
を
素
材
に
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
る

が
、
中
に
は
虚
構
の
章
段
も
見
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
各
章
段
を
連
続
さ
せ
る
場
合
、
単
な
る
羅
列
で
は
な
く
、
意
図
的
に
し
て
い
る
箇
所
も
み
ら
れ
る
。
そ
の
ひ
と
つ

に
対
照
性
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。
こ
こ
で
は
こ
の
対
照
性
に
つ
い
て
、
一
四
一
、一
四
二
段
を
対
象
に
し
て
考
え
て
み
た
い
。
そ
し
て
作
者
が
目
指
し
た
も
の
は
何
か
、
い
わ
ば
作

者
の
胸
の
内
に
迫
り
た
い
と
思
う
。

二

大
和
物
語
の
対
照
性
に
つ
い
て
言
及
し
た
論
考
は
少
な
い
。
管
見
に
入
っ
た
も
の
に
星
野
一
郎
氏
の
﹁﹃
大
和
物
語
﹄
の
対
照
的
構
成
法
に
つ
い
て
︱
僧
侶
章
段
を
通
し
て
︱(1)
﹂

が
あ
っ
た
。
前
半
の
二
段
か
ら
五
〇
段
ま
で
の
僧
侶
関
係
章
段
と
、
後
半
の
六
二
段
か
ら
一
七
三
段
ま
で
の
僧
侶
関
係
章
段
と
が
対
照
的
に
配
置
さ
れ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

即
ち
、
僧
の
僧
た
る
生
活
態
度
を
記
し
た
章
段
と
、
僧
ら
し
か
ら
ぬ
破
戒
僧
の
章
段
と
を
、
前
半
部
、
後
半
部
に
分
け
て
そ
の
状
態
を
対
比
し
配
置
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
話

を
織
り
込
む
こ
と
に
よ
り
、
物
語
の
中
に
変
化
を
作
り
、
単
純
一
律
な
世
界
か
ら
脱
す
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
こ
と
を
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
従
来
、
こ
の
よ
う
な
視
点
か
ら
の

考
察
は
み
ら
れ
ず
、
そ
の
意
味
で
も
注
目
さ
れ
る
。
私
も
構
成
に
絡
ま
せ
、
対
照
性
に
つ
い
て
言
及
し
た
こ
と
が
あ
る(2)
。
た
だ
、
私
の
場
合
は
連
続
し
て
い
る
章
段
と
一
章
段
内

で
の
対
照
性
を
指
摘
し
た
も
の
で
、
星
野
氏
の
そ
れ
と
は
視
点
を
異
に
し
て
い
る
。
と
は
言
う
も
の
の
、
大
和
物
語
の
本
質
を
究
明
す
る
た
め
に
も
、
こ
の
方
面
か
ら
の
追
究
も
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望
ま
れ
る
。
し
か
も
大
和
物
語
に
虚
構
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る(3)
こ
と
を
考
え
る
と
、
作
者
は
当
然
、
対
照
性
を
考
慮
し
た
こ
と
は
十
分
に
予
想
で
き
よ
う
。

三

さ
て
、
こ
こ
で
考
察
の
対
象
に
す
る
二
章
段
は
連
続
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
も
こ
の
一
四
一
段
と
い
う
の
は
大
和
物
語
の
前
半
と
後
半
を
分
け
る
上
で
、
ひ
と
つ
の
説(4)

と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
意
味
で
も
注
目
さ
れ
る
。
ま
ず
は
論
述
の
便
宜
上
、
両
章
段
を
比
較
し
て
お
こ
う
。

一
　
四
　
一
　
段

一
　
四
　
二
　
段

　
よ
し
い
ゑ
と
い
ひ
け
る
宰
相
の
は
ら
か
ら
大
和
の
掾
と
い
ひ
て
あ
り
け

り
。
こ
れ
が
も
と
の
妻
の
も
と
に
、
筑
紫
よ
り
女
を
率
て
来
て
す
ゑ
た
り

け
り
。
も
と
の
妻
も
、
心
い
と
よ
く
、
今
の
妻
も
に
く
き
心
な
く
、
い
と

よ
く
語
ら
ひ
て
ゐ
た
り
け
り
。
か
く
て
こ
の
男
は
、
こ
こ
か
し
こ
人
の
国

が
ち
に
の
み
歩
き
け
れ
ば
、
ふ
た
り
の
み
な
む
ゐ
た
り
け
る
。
こ
の
筑
紫

の
妻
、
し
の
び
て
男
し
た
り
け
る
。
そ
れ
を
、
人
の
と
か
く
い
ひ
け
れ
ば
、

よ
み
た
り
け
る
。

夜
は
に
い
で
て
月
だ
に
見
ず
は
あ
ふ
こ
と
を
知
ら
ず
顔
に
も
い
は
ま

し
も
の
を

と
な
む
。
か
か
る
わ
ざ
を
す
れ
ど
、
も
と
の
妻
、
い
と
心
よ
き
人
な
れ
ば
、

男
に
も
い
は
で
の
み
あ
り
わ
た
り
け
れ
ど
も
、
ほ
か
の
た
よ
り
よ
り
、﹁
か

く
男
す
な
り
﹂
と
聞
き
て
、
こ
の
男
思
ひ
た
り
け
れ
ど
、
心
に
も
い
れ
で
、

た
だ
さ
る
も
の
に
て
お
き
た
り
け
り
。

　
さ
て
、
こ
の
男
、﹁
女
、
こ
と
人
に
も
の
い
ふ
﹂
と
聞
き
て
、﹁
そ
の
人

と
わ
れ
と
、
い
づ
れ
を
か
思
ふ
﹂
と
問
ひ
け
れ
ば
、
女
、

花
す
す
き
君
が
か
た
に
ぞ
な
び
く
め
る
思
は
ぬ
山
の
風
は
吹
け
ど
も

　
故
御
息
所
の
御
姉
、
お
ほ
い
こ
に
あ
た
り
た
ま
ひ
け
る
な
む
、
い
と
ら

う
ら
う
じ
く
、
歌
よ
み
た
ま
ふ
こ
と
も
、
お
と
う
と
た
ち
御
息
所
よ
り
も

ま
さ
り
て
な
む
い
ま
す
か
り
け
る
。
わ
か
き
時
に
、
女
親
は
う
せ
た
ま
ひ

に
け
り
。
ま
ま
母
の
手
に
い
ま
す
か
り
け
れ
ば
、
心
に
も
の
の
か
な
は
ぬ

時
も
あ
り
。
さ
て
よ
み
た
ま
ひ
け
る
。

あ
り
は
て
ぬ
命
待
つ
ま
の
ほ
ど
ば
か
り
憂
き
こ
と
し
げ
く
嘆
か
ず
も

が
な

と
な
む
よ
み
た
ま
ひ
け
る
。
梅
の
花
を
折
り
て
ま
た
、

か
か
る
香
の
秋
も
か
は
ら
ず
に
ほ
ひ
せ
ば
春
恋
し
て
ふ
な
が
め
せ
ま

し
や

と
よ
み
た
ま
へ
り
け
る
。
い
と
よ
し
づ
き
て
を
か
し
く
い
ま
す
か
り
け
れ

ば
、よ
ば
ふ
人
も
い
と
お
ほ
か
り
け
れ
ど
、返
り
ご
と
も
せ
ざ
り
け
り
。﹁
女

と
い
ふ
も
の
、
つ
ひ
に
か
く
て
果
て
た
ま
ふ
べ
き
に
も
あ
ら
ず
。
と
き
ど

き
は
返
り
ご
と
し
た
ま
へ
﹂
と
、
親
も
ま
ま
母
も
い
ひ
け
れ
ば
、
せ
め
ら

れ
て
か
く
な
む
い
ひ
や
り
け
る
。

思
へ
ど
も
か
ひ
な
か
る
べ
み
し
の
ぶ
れ
ば
つ
れ
な
き
と
も
や
人
の
見
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と
な
む
い
ひ
け
る
。

　
よ
ば
ふ
男
も
あ
り
け
り
。﹁
世
の
中
心
憂
し
。
な
ほ
男
せ
じ
﹂
な
ど
い

ひ
け
る
も
の
な
む
、
こ
の
男
を
や
う
や
う
思
ひ
や
つ
き
け
む
、
こ
の
男
の

返
り
ご
と
な
ど
し
て
や
り
て
、
こ
の
も
と
の
妻
の
も
と
に
、
文
を
な
む
ひ

き
結
び
て
お
こ
せ
た
り
け
る
。
見
れ
ば
か
く
書
け
り
。

身
を
憂
し
と
思
ふ
心
の
こ
り
ね
ば
や
人
を
あ
は
れ
と
思
ひ
そ
む
ら
む

と
な
む
、
こ
り
ず
ま
に
よ
み
た
り
け
る
。

　
か
く
て
、
心
の
へ
だ
て
も
な
く
あ
は
れ
な
れ
ば
、
い
と
あ
は
れ
と
思
ふ

ほ
ど
に
、
男
は
心
か
は
り
に
け
れ
ば
、
あ
り
し
ご
と
も
あ
ら
ね
ば
、
か
の

筑
紫
に
親
は
ら
か
ら
な
ど
あ
り
け
れ
ば
い
き
け
る
を
、
男
も
心
か
は
り
に

け
れ
ば
、
と
ど
め
で
な
む
あ
り
け
る
。
も
と
の
妻
な
む
も
ろ
と
も
に
あ
り

な
ら
ひ
に
け
れ
ば
、
か
く
て
い
く
こ
と
を
、﹁
い
と
悲
し
﹂
と
思
ひ
け
る
。

山
崎
に
も
ろ
と
も
に
い
き
て
な
む
、
舟
に
乗
せ
な
ど
し
け
る
。
男
も
来
た

り
け
り
。
こ
の
う
は
な
り
こ
な
み
、
ひ
と
日
ひ
と
夜
、
よ
ろ
づ
の
こ
と
を

い
ひ
語
ら
ひ
て
、
つ
と
め
て
舟
に
乗
り
ぬ
。
い
ま
は
男
も
と
の
妻
は
帰
り

な
む
と
て
車
に
乗
り
ぬ
。
こ
れ
も
か
れ
も
、
い
と
悲
し
と
思
ふ
ほ
ど
に
、

舟
に
乗
り
た
ま
ひ
ぬ
る
人
の
文
を
な
む
も
て
来
た
る
。
か
く
の
み
な
む
あ

り
け
る
。

ふ
た
り
来
し
道
と
も
見
え
ぬ
浪
の
上
を
思
ひ
か
け
で
も
か
へ
す
め
る

か
な

と
い
へ
り
け
れ
ば
、
男
も
、
も
と
の
妻
も
、
い
と
い
た
う
あ
は
れ
が
り
泣

き
け
り
。
漕
ぎ
い
で
て
い
ぬ
れ
ば
、
え
返
り
ご
と
も
せ
ず
。
車
は
舟
の
ゆ

く
を
見
て
え
い
か
ず
、
舟
に
乗
り
た
る
人
は
、
車
を
見
る
と
て
お
も
て
を

さ
し
い
で
て
、
漕
ぎ
ゆ
け
ば
、
遠
く
な
る
ま
ま
に
、
顔
は
い
と
ち
ひ
さ
く

な
る
ま
で
見
お
こ
せ
け
れ
ば
、
い
と
悲
し
か
り
け
り
。

る
ら
む

と
ば
か
り
い
ひ
や
り
て
、
も
の
も
い
は
ざ
り
け
り
。
か
く
い
ひ
け
る
心
ば

へ
は
、
親
な
ど
、﹁
男
あ
は
せ
む
﹂
と
い
ひ
け
れ
ど
、﹁
一
生
に
男
せ
で
や

み
な
む
﹂
と
い
ふ
こ
と
を
、
よ
と
と
も
に
い
ひ
け
る
も
し
る
く
、
男
も
せ

で
二
十
九
に
て
な
む
う
せ
た
ま
ひ
に
け
る
。
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︵
注
︶
本
文
は
﹃
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
大
和
物
語
﹄
に
拠
る
。
た
だ
し
、
傍
線
、
波
線
、
二
重
傍
線
は
稿
者
。

一
四
一
段
の
冒
頭
を
飾
る
﹁
よ
し
い
ゑ
﹂
な
る
人
物
に
つ
い
て
は
従
来
、
実
在
の
人
物
が
あ
て
ら
れ
て
い
た(5)
が
、
あ
え
て
そ
う
考
え
る
必
要
も
な
い
と
い
う
考
え(6)
が
現
在
は
有

力
に
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
大
和
の
掾
な
る
人
物
も
架
空
の
人
物
に
な
る
わ
け
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
章
段
自
体
も
虚
構
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
一
四
二
段
の
﹁
故
御
息

所
﹂
に
つ
い
て
は
伊
勢
を
指
し
、
そ
の
姉
は
架
空
の
人
物
と
言
わ
れ
て
い
る(7)
。
そ
し
て
こ
の
章
段
も
虚
構
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る(8)
。
こ
の
よ
う
に
、
こ
れ
ら
二
章
段
は

虚
構
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。

大
和
物
語
の
作
者
は
両
章
段
を
関
連
あ
る
よ
う
に
意
識
し
て
い
る
節
が
あ
る
。
ま
ず
、
両
章
段
の
冒
頭
で
あ
る
。
男
女
の
違
い
は
あ
る
も
の
の
、
兄
弟
、
姉
妹
を
持
っ
て
き
て

い
る
。
次
に
、
言
い
寄
る
男
へ
の
対
応
の
場
面
が
両
章
段
に
み
ら
れ
る
。
し
か
も
こ
こ
に
は
﹁
よ
ば
ふ
﹂、﹁
男
す
﹂、﹁
返
り
ご
と
﹂
と
言
っ
た
語
が
み
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と

か
ら
意
識
し
て
い
る
こ
と
は
疑
う
べ
く
も
あ
る
ま
い
。

一
四
一
段
で
は
冒
頭
に
﹁
よ
し
い
ゑ
と
い
ひ
け
る
宰
相
の
は
ら
か
ら
大
和
の
掾
と
い
ひ
て
あ
り
け
り
﹂
と
あ
る
か
ら
、
彼
が
こ
の
章
段
の
中
心
人
物
と
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
も

な
い
。
し
か
し
、
こ
の
章
段
に
あ
る
四
首
の
歌
は
す
べ
て
筑
紫
の
女
が
詠
ん
で
お
り
、
こ
の
こ
と
か
ら
彼
女
が
こ
こ
で
の
中
心
人
物
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。
す
る
と
、
こ
の
冒
頭

文
は
筑
紫
の
女
を
上
京
さ
せ
る
に
際
し
、
そ
の
相
手
と
し
て
設
定
し
た
本
文
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
本
妻
が
中
心
人
物
と
い
う
考
え
も
あ
る(9)
が
、
彼
女
は
一
首
も
詠
ん
で
い
な

い
こ
と
か
ら
否
定
し
て
よ
か
ろ
う
。
こ
の
章
段
で
の
焦
点
の
あ
て
方
が
常
に
筑
紫
の
女
に
な
っ
て
い
る
こ
と
で
も
理
解
で
き
よ
う
。
一
方
、
一
四
二
段
の
中
心
人
物
は
故
御
息
所

の
御
姉
と
し
て
問
題
あ
る
ま
い
。
こ
れ
は
一
四
一
段
で
あ
げ
た
中
心
人
物
の
条
件
に
す
べ
て
あ
て
は
ま
る
こ
と
で
も
理
解
で
き
よ
う
。

二
人
は
地
方
の
女
と
都
の
女
と
い
う
こ
と
で
連
続
し
て
お
り
、か
つ
虚
構
を
目
指
し
た
か
ら
に
は
、作
者
が
そ
れ
だ
け
に
工
夫
を
凝
ら
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

四

両
章
段
に
登
場
す
る
人
物
に
つ
い
て
み
る
に
、
一
四
一
段
で
は
す
べ
て
の
人
が
﹁
心
よ
き
人
﹂
で
仲
よ
く
描
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
一
四
二
段
で
は
故
御
息
所
の
御

姉
と
両
親
と
は
不
仲
に
描
か
れ
て
い
る
。
で
は
、
細
部
の
点
で
中
心
人
物
で
あ
る
二
人
の
女
性
は
ど
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。

ま
ず
敬
語
の
使
用
に
つ
い
て
み
る
と
、
波
線
を
付
し
た
よ
う
に
故
御
息
所
の
御
姉
の
動
作
に
は
使
わ
れ
て
い
る
が
、
筑
紫
の
女
の
動
作
に
は
使
わ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
都
の

女
と
、
一
方
は
地
方
の
女
と
い
う
身
分
的
な
こ
と
を
考
慮
し
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
す
べ
て
が
統
一
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
故
御
息
所
の
御
姉
に
敬
語
を
用
い
て

い
な
い
箇
所
も
あ
る
し
、
反
対
に
た
だ
一
箇
所
、
二
重
傍
線
を
付
し
た
よ
う
に
筑
紫
の
女
に
用
い
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
も
み
ら
れ
る
。
こ
れ
は
そ
の
場
面
に
お
け
る
登
場
人
物
へ

の
作
者
の
心
情
の
表
れ
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
後
考
を
待
ち
た
い
。
と
も
あ
れ
、
敬
語
の
使
用
は
大
筋
に
お
い
て
変
わ
ら
な
い
。
こ
れ
を
通
し
て
作
者
の
意
図
を
窺
い
知
る
こ
と
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が
で
き
よ
う
。

次
に
性
格
の
面
か
ら
み
る
と
、
筑
紫
の
女
は
浮
気
心
が
強
い
が
、
故
御
息
所
の
御
姉
に
は
そ
う
し
た
面
が
少
し
も
み
ら
れ
な
い
。
こ
れ
ら
の
こ
と
が
伏
線
と
な
っ
て
、
筑
紫
の

女
は
﹁
よ
ば
ふ
男
も
あ
り
け
り
…
…
︵
中
略
︶
…
…
男
の
返
り
ご
と
な
ど
し
て
や
り
て
﹂
と
い
う
行
動
に
、
故
御
息
所
の
御
姉
は
﹁
よ
ば
ふ
人
も
い
と
お
ほ
か
り
け
れ
ど
、
返
り

ご
と
も
せ
ざ
り
け
り
﹂
と
い
う
行
動
に
そ
れ
ぞ
れ
現
わ
れ
て
い
る
。
し
か
も
、
こ
の
後
、
故
御
息
所
の
御
姉
は
親
に
せ
き
た
て
ら
れ
返
歌
し
冷
淡
に
あ
し
ら
っ
て
い
る
。
筑
紫
の

女
に
は
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
な
い
。
故
御
息
所
の
御
姉
は
﹁
一
生
に
男
せ
で
や
み
な
む
﹂
と
い
う
信
念
を
抱
き
、
か
た
く
な
な
ま
で
に
男
と
の
関
わ
り
を
拒
み
続
け
た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
故
御
息
所
の
御
姉
の
才
能
に
つ
い
て
は
﹁
い
と
ら
う
ら
う
じ
く
、
歌
よ
み
た
ま
ふ
こ
と
も
…
…
︵
中
略
︶
…
…
ま
さ
り
て
な
む
い
ま
す
か
り
け
る
﹂
と
あ
り
、
ま
た
彼

女
の
才
気
や
容
姿
に
つ
い
て
も
﹁
い
と
よ
し
づ
き
て
を
か
し
く
い
ま
す
か
り
﹂
と
あ
る
。
因
に
﹁
ら
う
ら
う
じ
﹂、﹁
よ
し
づ
く
﹂
と
い
う
語
は
大
和
物
語
に
あ
っ
て
こ
こ
だ
け
に

し
か
み
ら
れ
な
い
。
そ
れ
だ
け
に
作
者
は
こ
こ
で
才
気
あ
る
人
物
を
描
き
た
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
一
方
、
筑
紫
の
女
は
ど
う
か
。
才
気
に
関
す
る
描
写
は
み
ら
れ
な
い
。

し
か
し
、
あ
れ
だ
け
の
和
歌
を
詠
ん
で
い
る
の
だ
か
ら
、
才
能
の
持
ち
主
と
も
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
、
こ
の
こ
と
が
表
現
さ
れ
て
い
な
い
。
む
し
ろ
こ
こ
で
は
故
御
息
所
の
御
姉

の
方
が
才
気
あ
ふ
れ
る
女
性
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
こ
と
に
注
意
を
払
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
都
の
女
と
し
て
の
彼
女
を
際
立
た
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
ひ
と
つ

の
対
照
化
を
目
指
し
た
も
の
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。

こ
の
ほ
か
、
両
章
段
を
み
て
注
意
す
べ
き
こ
と
と
し
て
、﹁
あ
は
れ
﹂
と
﹁
を
か
し
﹂
の
違
い
が
あ
る
。
一
四
一
段
に
は
﹁
あ
は
れ
﹂︵﹁
あ
は
れ
な
り
﹂、﹁
あ
は
れ
が
り
﹂
を
含

め
る
。
以
下
も
同
じ
。︶
が
三
例
み
ら
れ
る
が
、﹁
を
か
し
﹂
は
一
例
も
み
ら
れ
な
い
。
一
方
、
一
四
二
段
に
は
﹁
あ
は
れ
﹂
の
用
例
は
ひ
と
つ
も
み
ら
れ
な
い
が
、﹁
を
か
し
﹂
は

一
箇
所
だ
け
に
み
ら
れ
る
︵﹁
あ
は
れ
﹂
と
﹁
を
か
し
﹂
に
つ
い
て
は
本
文
に
傍
線
で
示
し
た
︶
。﹁
あ
は
れ
﹂
と
﹁
を
か
し
﹂
に
つ
い
て
、
神
尾
暢
子
氏
は

﹁
あ
は
れ
な
り
﹂
は
、
主
体
が
対
象
を
同
質
と
認
定
し
た
と
こ
ろ
に
成
立
す
る
感
動
で
あ
り
、
主
体
が
対
象
を
同
質
と
認
定
し
な
い
と
こ
ろ
に
成
立
す
る
感
動
が
﹁
を
か
し
﹂

で
あ
る(10)
。

と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
﹁
あ
は
れ
﹂
と
﹁
を
か
し
﹂
は
対
照
的
な
語
と
考
え
ら
れ
る
。
大
和
物
語
に
お
い
て
﹁
あ
は
れ
﹂
は
多
用
さ
れ
て
お
り
、
ひ
と
つ
の
基
調

を
成
す
語
で
あ
る(11)
。
そ
れ
な
の
に
一
四
一
段
に
は
ひ
と
つ
も
用
い
ら
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
ひ
と
つ
に
登
場
人
物
の
描
き
方
に
よ
る
の
で
は
な
い
か
。
一
四
一
段
の
場

合
、
前
述
の
如
く
、
登
場
人
物
の
す
べ
て
が
心
よ
き
人
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
が
﹁
あ
は
れ
﹂
と
い
う
表
現
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
、
一
四
二
段
の
場
合
、
父
親

と
継
母
は
故
御
息
所
の
御
姉
に
対
し
て
よ
く
も
て
な
し
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
は
﹁
心
に
も
の
の
か
な
は
ぬ
時
も
あ
り
け
り
﹂、﹁
せ
め
ら
れ
て
か
く
な
む
い
ひ
け
る
﹂

と
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
理
解
で
き
よ
う
。
こ
の
こ
と
か
ら
父
親
と
継
母
は
と
う
て
い
﹁
あ
は
れ
な
る
人
物
﹂
か
ら
程
遠
い
。
だ
が
、
故
御
息
所
の
御
姉
に
も
﹁
あ
は
れ
﹂
と
い

う
語
を
用
い
て
い
な
い
。
彼
女
に
は
﹁
を
か
し
﹂
を
用
い
て
い
る
。
こ
れ
は
彼
女
の
容
姿
に
つ
い
て
の
語
で
あ
る
。
そ
し
て
彼
女
に
は
こ
れ
以
外
に
前
述
し
た
よ
う
に
﹁
ら
う
ら
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う
じ
﹂、﹁
よ
し
づ
く
﹂
と
い
う
語
を
用
い
て
、
才
気
あ
る
人
物
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
い
わ
ば
﹁
あ
は
れ
﹂
の
代
わ
り
に
こ
れ
ら
の
語
を
用
い
た
と
言
っ
て
も
よ
か
ろ
う
。
こ

う
み
て
く
る
と
、
意
図
的
に
﹁
あ
は
れ
﹂
と
﹁
を
か
し
﹂
を
使
用
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

一
四
一
、一
四
二
段
に
お
け
る
様
々
な
描
写
を
み
て
き
た
。
そ
の
結
果
、す
べ
て
が
対
照
的
に
な
っ
て
い
た
。
こ
れ
は
こ
れ
ら
の
章
段
を
創
作
す
る
に
あ
た
っ
て
の
手
法
と
言
っ

て
よ
か
ろ
う
。

五

一
四
一
、一
四
二
段
と
連
続
さ
せ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
中
心
人
物
を
筑
紫
の
女
、
故
御
息
所
の
御
姉
と
し
た
の
は
都
の
女
と
地
方
の
女
と
い
う
こ
と
で
対
照
化
を
狙
っ
た
の
で
あ
ろ

う
。
し
か
も
二
人
の
女
を
筑
紫
の
女
、
故
御
息
所
の
御
姉
と
し
た
の
は
作
者
の
意
識
の
中
に
実
在
の
人
物
が
モ
デ
ル
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
一
四
一
段
に
あ
る
和
歌
が

一
二
九
、一
三
〇
段
の
和
歌
を
も
と
に
創
作
さ
れ
た
こ
と
は
す
で
に
指
摘
し
た(12)
。
一
二
九
、一
三
〇
段
に
は
﹁
筑
紫
な
り
け
る
女
﹂
が
登
場
す
る
。
注
目
し
た
い
の
は
そ
の
前
の

一
二
六
段
か
ら
一
二
八
段
ま
で
が
檜
垣
の
御
の
話
に
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
作
者
が
一
四
一
段
の
和
歌
を
創
作
す
る
際
に
檜
垣
の
御
の
歌
を
利
用
し
な
い
の
は
そ
の
素
材
に

も
よ
ろ
う
が
、
具
体
的
な
人
物
の
名
を
避
け
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
実
、﹁
筑
紫
な
り
け
る
女
﹂
が
登
場
す
る
一
二
九
、一
三
〇
段
を
利
用
し
つ
つ
も
、
こ
の
前
に
あ
る
檜
垣
の

御
の
章
段
を
軽
視
で
き
ず
、
意
識
下
に
檜
垣
の
御
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
一
四
二
段
の
﹁
故
御
息
所
﹂
が
伊
勢
を
モ
デ
ル
に
し
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
彼
女
に
対
抗
で
き

る
地
方
の
女
流
歌
人
と
し
て
は
檜
垣
の
御
し
か
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
。
あ
れ
だ
け
の
和
歌
を
詠
ん
で
い
る
こ
と
で
も
彼
女
を
モ
デ
ル
に
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
故

御
息
所
の
御
姉
に
つ
い
て
も
言
え
る
の
で
は
な
い
か
。
伊
勢
は
初
段
と
一
四
七
段
に
登
場
し
、
特
に
初
段
で
は
宇
多
天
皇
と
和
歌
を
詠
み
交
わ
し
て
い
る
。
し
か
し
、
大
和
物
語

の
作
者
は
創
作
に
際
し
、
こ
れ
ら
の
章
段
を
利
用
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
先
程
の
一
四
一
段
の
よ
う
に
他
の
作
品
を
資
料
に
し
て
い
る(13)
。

二
人
の
女
性
を
対
照
化
さ
せ
る
中
で
、
前
に
も
ふ
れ
た
が
、
特
に
容
姿
や
才
気
の
描
写
で
は
故
御
息
所
の
御
姉
の
方
が
詳
し
か
っ
た
。
筑
紫
の
女
は
﹁
心
よ
き
人
﹂
と
あ
る
だ

け
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
を
含
め
て
作
者
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
は
何
で
あ
っ
た
の
か
。
そ
れ
は
み
や
び
な
女
と
ひ
な
び
な
女
を
描
こ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
か
。
確
か
に
伊
勢
物

語
の
﹁
昔
人
は
、
か
く
い
ち
は
や
き
み
や
び
を
な
む
し
け
る
﹂︵
初
段
︶、﹁
さ
る
さ
が
な
き
え
び
す
心
を
見
て
は
、
い
か
が
は
せ
ん
は
﹂︵
十
五
段
︶
と
言
っ
た
本
文
が
み
ら
れ
る

わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
筑
紫
の
女
と
故
御
息
所
の
御
姉
と
そ
の
名
が
示
す
よ
う
に
地
方
の
女
と
都
の
女
と
を
そ
れ
ぞ
れ
二
章
段
の
主
人
公
に
し
た
の
は
そ
の
意
図
が
あ
っ
て

の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
前
に
も
述
べ
た
よ
う
に
作
者
は
故
御
息
所
の
御
姉
の
容
姿
や
才
気
に
つ
い
て
詳
し
く
記
述
し
て
い
る
。
こ
れ
は
み
や
び
に
重
き
を
置
こ
う
と
し
た
表
れ
で
あ

ろ
う
。
故
御
息
所
の
御
姉
は
両
親
と
不
仲
で
あ
っ
た
が
、
ひ
と
つ
の
か
た
い
信
念
を
持
ち
続
け
、
都
を
離
れ
る
こ
と
な
く
、
こ
の
地
で
臨
終
を
迎
え
て
い
る
。
一
方
、
筑
紫
の
女
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は
自
分
で
犯
し
た
罪
が
も
と
で
都
に
留
ま
る
こ
と
が
で
き
ず
、
筑
紫
へ
帰
っ
て
行
か
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
結
局
、
ひ
な
び
の
地
か
ら
上
京
し
た
者
は
そ
こ
へ
帰
っ
て
行
っ
た
の

で
あ
る
。
二
人
と
も
不
幸
な
結
末
と
な
る
が
、
み
や
び
の
地
で
二
九
歳
で
死
ん
だ
故
御
息
所
の
御
姉
の
方
が
一
段
と
悲
し
み
の
度
合
が
強
か
っ
た
。
こ
れ
も
都
に
重
き
を
置
い
て

い
る
作
者
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

六

大
和
物
語
一
四
一
、一
四
二
段
の
主
人
公
に
関
す
る
こ
と
を
中
心
に
比
較
し
な
が
ら
考
え
て
来
た
。
二
人
の
女
性
は
対
照
的
に
描
か
れ
て
い
た
。
筑
紫
の
女
は
外
な
る
人
で
あ
っ

た
。
と
に
か
く
外
に
目
を
向
け
、
行
動
的
な
女
性
と
言
え
よ
う
。
こ
れ
に
対
し
て
故
御
息
所
の
御
姉
は
内
な
る
人
で
あ
り
、
慎
み
深
く
、
控
え
目
な
女
性
と
言
え
よ
う
。
二
人
は

そ
れ
ぞ
れ
地
方
か
ら
上
京
し
た
女
と
都
の
女
で
あ
り
、
言
わ
ば
ひ
な
び
な
女
と
み
や
び
な
女
で
あ
っ
た
。
作
者
の
意
図
し
た
も
の
は
こ
の
こ
と
に
あ
っ
た
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。

前
に
も
述
べ
た
よ
う
に
大
和
物
語
の
後
半
を
何
段
か
ら
と
す
る
か
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
る
。
そ
の
ひ
と
つ
に
一
四
一
段
説
が
あ
る
。
大
和
物
語
の
作
者
は
一
四
一
、一
四
二
段

と
虚
構
の
章
段
を
連
続
さ
せ
、
か
つ
対
照
化
を
試
み
て
お
り
、
か
な
り
の
力
の
入
れ
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
は
大
和
物
語
の
後
半
説
を
考
え
る
上
で
一
石
を
投
じ
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
　
　

注
⑴
　﹁
大
和
物
語
探
求
﹂
7
号
、
昭
和
51
年
9
月
。

⑵
　﹁﹃
大
和
物
語
﹄
小
考
︱
構
成
意
識
を
め
ぐ
っ
て
の
一
試
論
︱
﹂︵﹁
商
学
集
志  

人
文
科
学
編
﹂
25
巻
6
号
、
平
成
5
年
9
月
。
後
に
﹃
大
和
物
語
の
研
究
﹄︿
翰
林
書
房
、
平
成
6
年

2
月
﹀
に
再
録
︶。
本
書
第
三
章
第
一
節
。

⑶
　
高
橋
正
治
氏
﹁
大
和
物
語
の
位
相
﹂︵﹁
国
語
と
国
文
学
﹂
32
巻
9
号
、
昭
和
31
年
9
月
、
後
に
﹃
大
和
物
語  

塙
選
書
﹄︿
塙
書
房
、
昭
和
37
年
10
月
﹀
に
再
録
︶、
今
井
源
衛
氏
﹁
大

和
物
語
評
釈
・
三
六
　
あ
り
は
て
ぬ
命
ま
つ
間
の
﹂︵﹁
国
文
学
﹂
10
巻
7
号
、昭
和
40
年
6
月
。
後
に
﹃
大
和
物
語
評
釈  

下
巻
﹄︿
笠
間
書
院
、平
成
12
年
2
月
﹀
に
再
録
︶、拙
稿
﹁
大

和
物
語
に
お
け
る
虚
構
の
方
法
︱
一
四
一
・
一
四
二
・
一
五
四
段
を
例
に
し
て
︱
﹂︵﹁
中
古
文
学
﹂
30
号
、
昭
和
57
年
10
月
。
後
に
﹃
大
和
物
語
の
研
究
﹄
に
再
録
　
本
書
第
二
章

第
二
節
︶

⑷
　
今
井
源
衛
氏
﹁
大
和
物
語
評
釈
・
三
四
　
松
の
葉
に
ふ
る
白
雪
﹂︵﹁
国
文
学
﹂
10
巻
5
号
、
昭
和
40
年
4
月
、
後
に
﹃
大
和
物
語
評
釈  

下
巻
﹄
に
再
録
︶、
松
尾
拾
氏
﹁
大
和
物

語
文
体
試
論
﹂︵﹁
語
文
﹂
24
輯
、
昭
和
41
年
6
月
︶、
高
橋
正
治
氏
﹃
日
本
古
典
文
学
全
集
大
和
物
語
﹄︵
小
学
館
、
昭
和
47
年
12
月
︶、
柿
本
奨
氏
﹃
大
和
物
語
の
注
釈
と
研
究
﹄

︵
武
蔵
野
書
院
、
昭
和
56
年
2
月
︶、
高
橋
亨
氏
﹁
大
和
物
語
﹂︵
大
曾
根
章
介
氏
・
他
編
集
﹃
研
究
資
料
日
本
古
典
文
学  

①
物
語
文
学
﹄
明
治
書
院
、
昭
和
58
年
9
月
︶
な
ど
。
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⑸
　
橘
良ヨ
シ
タ
ネ殖
︵
大
和
物
語
鈔
、
大
和
物
語
抄
、
大
和
物
語
詳
解
な
ど
︶

⑹
　
高
橋
正
治
氏
﹃
日
本
古
典
文
学
全
集
大
和
物
語
﹄、
拙
稿
﹁
大
和
物
語
に
お
け
る
虚
構
の
方
法
︱
一
四
一
・
一
四
二
・
一
五
四
段
を
例
に
し
て
︱
﹂。
本
書
第
二
章
第
二
節
。

⑺
　
今
井
源
衛
氏
﹁
大
和
物
語
評
釈
・
三
六
　
あ
り
は
て
ぬ
命
ま
つ
間
の
﹂。
注
⑶
参
照
。

⑻
　
高
橋
正
治
氏
﹁
大
和
物
語
の
位
相
﹂。
注
⑶
参
照
。

⑼
　
高
橋
正
治
氏
﹃
日
本
古
典
文
学
全
集
大
和
物
語
﹄。
注
⑷
参
照
。

⑽
　﹁
大
和
物
語
と
平
中
物
語
︱
﹁
あ
は
れ
﹂
と
﹁
を
か
し
﹂
を
中
心
と
し
て
︱
﹂︵﹃
物
語
の
方
法  

語
り
の
意
味
論
﹄︵
世
界
思
想
社
、
平
成
4
年
4
月
︶

⑾
　
南
波
浩
氏
﹁
大
和
物
語
の
特
質
﹂︵﹃
日
本
古
典
全
書
大
和
物
語
﹄、
朝
日
新
聞
社
、
昭
和
36
年
10
月
︶、
拙
稿
﹁
心
の
へ
だ
て
も
な
く
あ
は
れ
な
れ
ば
、
い
と
あ
は
れ
と
思
ふ
ほ
ど

に
﹂
考
︱
﹃
大
和
物
語
﹄
第
百
四
十
一
段
︱
﹂︵﹁
語
文
﹂
78
輯
、
平
成
2
年
11
月
、
後
に
﹃
大
和
物
語
の
研
究
﹄
に
再
録
︶。
本
書
第
四
章
第
二
節
。

⑿
　
注
⑹
の
拙
稿
に
同
じ
。

⒀
　
一
四
二
段
に
あ
る
﹁
あ
り
は
て
ぬ
﹂
の
歌
は
﹃
古
今
集
﹄
に
平
貞
文
の
歌
と
み
え
、
ま
た
、﹃
伊
勢
集
﹄︵
西
本
願
寺
本
、
群
書
類
従
本
︶
に
も
み
ら
れ
る
。
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第
六
節
　
大
和
物
語
の
創
作
方
法

︱
第
三
段
を
考
察
の
対
象
と
し
て
︱

一

益
田
勝
実
氏
が
﹁﹁
上
代
文
学
史
稿
﹂
案
㈡
﹂︵﹁
日
本
文
学
史
研
究
﹂
4
号
、
昭
和
25
年
︶
に
お
い
て
は
じ
め
て
﹁
歌
語
り
﹂
と
い
う
概
念
を
提
唱
さ
れ
て
久
し
い
。
こ
れ
は

貴
族
社
会
に
お
け
る
口
承
文
芸
で
和
歌
と
ゴ
シ
ッ
プ
の
複
合
し
た
も
の
を
い
う
。
歌
語
り
は
﹃
大
和
物
語
﹄
形
成
の
基
盤
に
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
ゆ
え
﹃
大
和
物
語
﹄
は
歌
語
り

集
と
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
提
唱
に
よ
り
、﹃
大
和
物
語
﹄
の
生
成
に
つ
い
て
再
考
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
。
以
後
、
歌
語
り
を
め
ぐ
る
研
究
は
本
格
的
に
展
開
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
、
現
在
で
は
学
界
共
有
の
概
念
と
な
っ
て
い
る
。

た
だ
、益
田
氏
の
論
文
で
は
理
論
が
先
行
し
、﹃
大
和
物
語
﹄の
中
の
歌
語
り
に
つ
い
て
具
体
的
に
言
及
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
確
か
に
前
述
の
如
く
歌
語
り
は﹃
大
和
物
語
﹄

形
成
の
基
盤
に
な
っ
て
お
り
、
そ
こ
に
色
濃
く
反
映
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
が
、
そ
の
一
方
で
文
章
化
す
る
に
あ
た
り
、
そ
れ
に
肉
付
け
を
す
る
場
合
も
あ
る
だ
ろ
う
し
、
あ

る
い
は
一
歩
進
ん
で
創
作
意
識
を
め
ぐ
ら
し
、
虚
構
化
へ
と
進
む
こ
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
と
り
わ
け
後
者
の
場
合
、
物
語
の
創
作
方
法
と
い
う
点
で
注
目
さ
れ
る
。
事
実
、
そ

の
よ
う
な
観
点
か
ら
の
研
究
も
見
ら
れ
る(1)
。
私
自
身
も
驥
尾
に
付
し
そ
の
観
点
か
ら
報
告
し
て
き
た(2)
が
、
ま
だ
ま
だ
不
十
分
な
こ
と
は
否
め
な
い
。
そ
こ
で
、
こ
こ
で
は
拙
論
を

補
足
す
る
意
味
で
、﹃
大
和
物
語
﹄
第
三
段
を
取
り
上
げ
、
そ
こ
に
み
ら
れ
る
創
作
性
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た
い
と
思
う
。

二

﹃
大
和
物
語
﹄
第
三
段
は
次
の
よ
う
な
内
容
で
あ
る
。
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故
源
大
納
言
、
宰
相
に
お
は
し
け
る
時
、
京
極
の
御
息
所
、
亭
子
院
の
御
賀
つ
か
う
ま
つ
り
た
ま
ふ
と
て
、﹁
か
か
る
こ
と
な
む
せ
む
と
思
ふ
。
さ
さ
げ
物
ひ
と
枝
ふ
た

枝
せ
さ
せ
て
た
ま
へ
﹂
と
聞
え
た
ま
ひ
け
れ
ば
、
鬚
籠
を
あ
ま
た
せ
さ
せ
た
ま
う
て
、
と
し
こ
に
い
ろ
い
ろ
に
染
め
さ
せ
た
ま
ひ
け
り
。
敷
物
の
織
物
ど
も
、
い
ろ
い
ろ
に

染
め
、
縒
り
、
組
み
、
な
に
か
と
み
な
あ
づ
け
て
せ
さ
せ
た
ま
ひ
け
り
。
そ
の
物
ど
も
を
、
九
月
つ
ご
も
り
に
、
み
な
急
ぎ
は
て
て
け
り
。
さ
て
、
そ
の
十
月
つ
い
た
ち
の

日
、
こ
の
物
急
ぎ
た
ま
ひ
け
る
人
の
も
と
に
お
こ
せ
た
り
け
る
。

ち
ぢ
の
色
に
い
そ
ぎ
し
秋
は
す
ぎ
に
け
り
い
ま
は
時
雨
に
な
に
を
染
め
ま
し

そ
の
物
急
ぎ
た
ま
ひ
け
る
時
は
、
ま
も
な
く
、
こ
れ
よ
り
も
か
れ
よ
り
も
、
い
ひ
か
は
し
た
ま
ひ
け
る
を
、
そ
れ
よ
り
の
ち
は
、
そ
の
こ
と
と
や
な
か
り
け
む
、
消
息
も
い

は
で
、
十
二
月
つ
ご
も
り
に
な
り
に
け
れ
ば
、
と
し
こ
、

か
た
か
け
の
舟
に
や
乗
れ
る
白
浪
の
さ
わ
ぐ
時
の
み
思
ひ
い
づ
る
君

と
な
む
い
へ
り
け
る
を
、
そ
の
返
し
を
も
せ
で
、
年
こ
え
に
け
り
。
さ
て
、
二
月
ば
か
り
に
、
柳
の
し
な
ひ
、
物
よ
り
け
に
長
き
な
む
、
こ
の
家
に
あ
り
け
る
を
折
り
て
、

あ
を
や
ぎ
の
糸
う
ち
は
へ
て
の
ど
か
な
る
春
日
し
も
こ
そ
思
ひ
い
で
け
れ

と
て
な
む
や
り
た
ま
へ
り
け
れ
ば
、
い
と
に
な
く
め
で
て
、
の
ち
ま
で
な
む
語
り
け
る
。

︵
注
︶　
本
文
は
﹃
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
﹄︵
小
学
館
、
平
成
6
年
12
月
︶
に
拠
る
。
以
下
も
同
様
。

﹃
大
和
物
語
﹄
に
あ
っ
て
著
名
な
章
段
で
は
な
い
が
、
こ
の
物
語
が
描
く
宇
多
帝
サ
ロ
ン
の
一
翼
を
担
っ
て
お
り
、
そ
の
意
味
で
も
軽
視
で
き
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
の

内
容
は
宇
多
上
皇
六
十
賀
に
ま
つ
わ
る
話
で
あ
る
。
こ
れ
は
﹃
貞
信
公
記
﹄
の
延
長
四
年
九
月
二
十
八
日
の
条
に
﹁
壬
午
、
亭
子
院
有
法
皇
御
賀
事
﹂
と
あ
り
、
ま
た
、﹃
日
本

紀
略
﹄
同
日
条
に
﹁
京
極
御
息
所
奉
賀
法
皇
六
十
御
賀
﹂
と
、同
じ
く
十
二
月
十
九
日
条
に
﹁
公
家
奉
賀
太
上
法
皇
六
十
御
賀
﹂
と
あ
る
。﹃
日
本
紀
略
﹄
で
は
前
者
が
該
当
す
る
。

つ
ま
り
、
延
長
四
年
︵
九
二
六
︶
九
月
二
十
八
日
に
催
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
そ
の
御
祝
い
に
献
上
の
品
を
京
極
の
御
息
所
が
源
大
納
言
を
介
し
て
、
と
し
こ
に
依
頼
し
、
彼
女

は
そ
れ
を
急
い
で
仕
上
げ
、
こ
れ
を
契
機
に
と
し
こ
と
源
大
納
言
が
歌
の
や
り
と
り
を
す
る
と
い
う
話
で
あ
る
。

で
は
、
こ
の
章
段
に
つ
い
て
先
学
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
今
井
源
衛
氏
は
本
段
が
初
段
、
二
段
に
続
き
宇
多
帝
の
連
想
に
よ
っ
て
取
り
上
げ
ら
れ
、
そ

の
主
題
は
上
皇
に
は
な
く
源
大
納
言
と
と
し
こ
の
優
雅
な
和
歌
に
転
じ
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
本
段
の
描
写
に
つ
い
て

日
常
道
徳
の
次
元
を
忘
れ
去
る
芸
術
至
上
主
義
的
な
当
事
者
た
ち
の
享
楽
の
し
か
た
で
あ
り
、
ま
た
こ
の
一
段
の
立
場
な
の
で
あ
る
。
和
歌
の
功
徳
や
す
ば
ら
し
さ
を
讃
え

る
こ
と
で
一
篇
を
完
結
す
る
点
、
典
型
的
な
歌
物
語
と
い
っ
て
よ
い(3)
。

と
評
し
て
い
る
。
次
に
柿
本
奨
氏
は
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第
二
段
落
︵
稿
者
云
﹁
そ
の
物
急
ぎ
た
ま
ひ
け
る
﹂
以
下
︶
は
第
一
段
落
の
展
開
で
あ
り
、
源
大
納
言
の
詠
歌
に
お
け
る
心
憎
い
風
流
の
話
と
な
る
。
二
段
に
対
す
る
異
趣
は
、

第
一
段
落
に
お
い
て
は
、
二
段
の
歌
の
痛
切
の
声
が
算
賀
を
背
景
と
す
る
明
る
い
趣
味
に
遊
ぶ
声
に
変
わ
る
。
そ
れ
が
第
二
段
落
で
は
更
に
延
び
て
、
詠
歌
に
お
け
る
時
節

勘
当
の
妙
、
趣
味
、
遊
び
の
精
神
を
語
る
。

と
こ
の
章
段
の
話
の
展
開
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る(4)
。

さ
ら
に
、
高
橋
正
治
氏
も
こ
の
章
段
の
性
格
を

二
段
の
亭
子
の
帝
の
連
想
に
よ
る
副
次
的
段
章
は
、
第
一
義
段
章
の
話
が
内
容
的
に
﹁
あ
は
れ
﹂
な
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
、
歌
の
機
知
性
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
る
傾
向

が
あ
り
、﹁
を
か
し
﹂
の
性
格
が
強
い(5)
。

と
と
ら
え
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
こ
の
章
段
の
内
容
や
性
格
等
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。

一
方
、
こ
の
章
段
の
生
成
に
関
し
て
ふ
れ
た
も
の
に
島
津
忠
夫
氏
の
﹁
大
和
物
語
ノ
ー
ト
︵
１
︶
歌
と
歌
語
り(6)
﹂
と
中
島
和
歌
子
氏
の
﹁﹃
大
和
物
語
﹄
第
三
段
を
め
ぐ
っ
て

︱
清
蔭
歌
の
特
徴
と
地
の
文
の
貢
献
︱(7)
﹂
が
あ
る
。
両
氏
と
も
示
唆
に
富
ん
だ
考
え
を
提
示
し
て
お
り
、
詳
し
く
は
後
に
ふ
れ
る
こ
と
に
す
る
。

以
上
み
て
き
た
よ
う
に
、
三
段
を
め
ぐ
っ
て
は
諸
先
学
に
よ
り
種
々
の
面
か
ら
考
察
さ
れ
成
果
を
上
げ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
今
後
の
研
究
へ
の
指
標
に
な
る
こ
と
は
い
う
ま
で

も
な
い
。

三

こ
の
章
段
に
は
三
首
の
歌
が
あ
る
。
最
初
に
と
し
こ
が
詠
ん
だ
﹁
ち
ぢ
の
色
に
﹂
の
歌
の
類
似
歌
が
﹃
古
今
和
歌
六
帖
﹄︵
以
下
、
古
今
六
帖
と
略
称
︶
に
あ
り
、
こ
の
こ
と
に

つ
い
て
は
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
た(8)
も
の
の
、
そ
の
関
係
に
つ
い
て
は
注
目
さ
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
ん
な
中
に
あ
っ
て
、
両
者
の
関
係
に
つ
い
て
言
及
し
た
の
は
島
津

忠
夫
氏
で
、
氏
は
前
に
ふ
れ
た
論
文
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

﹃
古
今
和
歌
六
帖
﹄
の
巻
一
、
時
雨
の
歌
を
集
め
た
と
こ
ろ
に
、
作
者
名
は
な
く
、
ち
ぢ
の
い
ろ
に
う
つ
り
し

0

0

0

0

秋
は
過
ぎ
に
け
り
今
日
の

0

0

0

し
ぐ
れ
に
な
に
を
そ
め
ま
し
と
あ

る
こ
と
は
特
に
注
意
を
要
す
る
。
こ
の
六
帖
と
の
異
同
並
び
に
、
大
和
物
語
の
本
文
が
、
こ
の
三
句
の
と
こ
ろ
で
動
い
て
い
る
事
な
ど
か
ら
、
果
た
し
て
、
と
し
こ
の
歌
で

あ
っ
た
か
ど
う
か
疑
問
で
あ
る
。
と
い
う
よ
り
は
、
六
帖
の
歌
に
都
合
よ
く
手
を
入
れ
て
、
こ
の
話
に
結
び
つ
け
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
六
帖
に

と
ら
れ
て
い
る
歌
か
ら
見
る
と
、
も
と
も
と
こ
の
歌
は
、
た
だ
の
初
冬
の
時
雨
を
詠
ん
だ
だ
け
の
歌
で
、
こ
ん
な
語
り
を
と
も
な
っ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
れ
を
巧
み
に
と
ら
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え
て
﹁
う
つ
り
し
﹂
を
﹁
い
そ
ぎ
し
﹂
と
か
え
る
事
に
よ
っ
て
、
こ
の
場
の
歌
と
し
て
生
か
さ
れ
て
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

以
下
の
拙
論
の
指
針
と
な
る
た
め
引
用
が
長
く
な
っ
た
が
、
要
す
る
に
﹃
大
和
物
語
﹄
が
﹃
古
今
六
帖
﹄
歌
を
利
用
し
、
と
し
こ
が
詠
ん
だ
ふ
う
に
改
変
し
た
の
で
は
な
い
か
と

考
え
て
い
る
。
た
だ
、
発
表
誌
の
性
格
上
、
結
論
の
み
に
終
始
し
て
い
る
が
、
注
目
す
べ
き
考
え
を
提
起
し
て
い
る
。
ま
た
、
中
島
和
歌
子
氏
も
先
程
の
論
文
の
中
で
次
の
よ
う

に
述
べ
て
い
る
。

前
者
︵
稿
者
云
﹁
ち
ぢ
の
色
に
﹂
の
歌
の
こ
と
︶
に
つ
い
て
は
、﹃
全
書
﹄﹃
評
釈
﹄﹃
全
釈
﹄
は
異
伝
扱
い
で
は
あ
る
が
、こ
の
読
み
人
知
ら
ず
の
古
歌
を
本
歌
と
し
て
、と
し
こ
が
、

自
分
に
合
う
よ
う
、﹁
移
り
し
秋
﹂
を
﹁
急
ぎ
し
秋
﹂
と
変
え
た
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

と
し
こ
が
﹃
古
今
六
帖
﹄
の
古
歌
を
利
用
し
、
そ
れ
を
改
変
し
て
詠
ん
だ
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
両
氏
の
考
え
は
こ
の
歌
を
﹃
大
和
物
語
﹄
作
者
の
改
変
か
、
そ
れ
と

も
と
し
こ
が
こ
の
歌
を
利
用
し
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
点
で
相
違
す
る
も
の
の
、﹃
大
和
物
語
﹄
が
﹃
古
今
六
帖
﹄
歌
を
利
用
し
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
点
で
は
一
致
し
て
い
る
。

﹃
古
今
六
帖
﹄
歌
に
異
同
が
あ
る
こ
と
と
﹃
大
和
物
語
﹄
と
の
関
係
は
否
定
し
が
た
い
も
の
が
あ
る
。

そ
こ
で
、
こ
の
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
に
こ
れ
以
外
の
﹃
大
和
物
語
﹄
と
﹃
古
今
六
帖
﹄
の
共
通
歌
を
み
て
い
こ
う
。
両
者
の
共
通
歌
は
四
十
首
に
の
ぼ
る
。
こ
の
う
ち
両
者

の
直
接
関
係
が
予
想
さ
れ
る
、
共
通
す
る
歌
は
六
首
︵
三
段
を
除
く
︶
み
ら
れ
、
今
、
こ
れ
ら
の
章
段
を
あ
げ
、﹃
古
今
六
帖
﹄
歌
の
異
同
を
記
し
て
お
く
。
な
お
、
百
十
三
段
に

は
異
同
が
見
ら
れ
な
い
の
で
除
い
た
。

ア
　
二
十
八
段
　
古
今
六
帖
一
、
き
り

　
お
な
じ
人
、
か
の
父
の
兵
衛
の
佐
う
せ
に
け
る
年
の
秋
、
家
に
こ
れ
か
れ
集
り
て
、
宵
よ
り
酒
飲
み
な
ど
す
。
い
ま
す
か
ら
ぬ
こ
と
の
あ
は
れ
な
る
こ
と
を
、
ま
ら
う
ど

も
あ
る
じ
も
恋
ひ
け
り
。
あ
さ
ぼ
ら
け
に
霧
立
ち
わ
た
り
け
り
。
ま
ら
う
ど
、

朝川

霧
の
な
か
に
君
ま
す
も
の
な
ら
ば
晴
る
る
ま
に
ま
に
う
れ
し
か
ら
ま
し

と
い
ひ
け
り
。
か
い
せ
う
、
返
し
、

こ
と
な
ら
ば
晴
れ
ず
も
あ
ら
な
む
秋
霧
の
ま
ぎ
れ
に
見
え
ぬ
君
と
思
は
む

ま
ら
う
ど
は
、
貫
之
・
友
則
な
ど
に
な
む
あ
り
け
る
。

イ
　
八
十
二
段
　
古
今
六
帖
二
、
き
じ

　
お
な
じ
女
の
も
と
に
、
さ
ら
に
音
も
せ
で
、
雉
を
な
む
お
こ
せ
た
ま
へ
り
け
る
。
返
り
ご
と
に
、

栗
駒
の
山
に
朝
た
つ
雉
よ
り
も
かわ
れ
を
ば
か
り
に
お
も
ひ
け
る
か
な

り
に
あ
は
じ
と
思
ひ
し
も
の
を
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と
な
む
い
ひ
や
り
け
る
。

ウ
　
百
十
段
　
古
今
六
帖
四
、
か
な
し
び

お
な
じ
女
、
人
に
、

大
空
は
く
も
ら
ず
な
が
ら
神な

が
め
つ
ゝ

無
月
年
の
ふ
る
に
ぞ
そ
で
は
ぬ
れ
け
り

エ
　
百
三
十
五
段
　
古
今
六
帖
五
、
ひ
と
り

　
三
条
の
右
の
大
臣
の
む
す
め
、
堤
の
中
納
言
に
あ
ひ
は
じ
め
た
ま
ひ
け
る
あ
ひ
だ
は
、
内
蔵
の
助
に
て
、
内
の
殿
上
を
な
む
し
た
ま
ひ
け
る
。
女
は
あ
は
む
の
心
や
な
か

り
け
む
、
心
も
ゆ
か
ず
な
む
い
ま
す
か
り
け
る
。
男
も
宮
仕
へ
し
た
ま
ひ
け
れ
ば
、
え
つ
ね
に
は
い
ま
せ
ざ
り
け
る
こ
ろ
、
女

た
き
物も
の

のゝ
くか
ば
か
り
思
ふ
こ
の
此
の

ゆ
る
心
は
あ
り
し
か
ど
ひ
と
り
は
たい
か
で
君
に
し
ら
せ
ん

え
て
寝
ら
れ
ざ
り
け
り

返
し
、
上
手
な
れ
ば
よ
か
り
け
め
ど
、
え
聞
か
ね
ば
書
か
ず
。

︵
注
︶　﹃
古
今
六
帖
﹄
の
本
文
は
﹃
古
今
和
歌
六
帖  

上
巻  

本
文
編
﹄︵
養
徳
社
、
昭
和
42
年
3
月
︶
に
拠
り
、
異
同
に
関
し
て
は
﹃
古
今
和
歌
六
帖  

下
巻  

校
異
編
﹄︵
養
徳
社
、
昭

和
44
年
3
月
︶
を
参
照
し
た
。
ま
た
、
波
線
、
傍
線
及
び
濁
点
は
稿
者
が
施
し
た
。
こ
れ
ら
は
以
下
も
同
様
。

ま
ず
、
ア
の
二
十
八
段
か
ら
み
て
い
く
こ
と
に
す
る
。﹃
古
今
六
帖
﹄
で
は
贈
答
歌
の
体
裁
を
と
っ
て
お
ら
ず
、
し
か
も
﹃
大
和
物
語
﹄
と
は
逆
の
配
置
に
な
っ
て
い
て
作
者

名
も
み
ら
れ
な
い
。
ま
た
、異
同
に
関
し
て
は
﹃
大
和
物
語
﹄
で
﹁
朝
霧
﹂
の
と
こ
ろ
が
﹃
古
今
六
帖
﹄
で
は
﹁
川
霧
﹂
に
な
っ
て
い
る
。
も
し
、﹃
古
今
六
帖
﹄
が
﹃
大
和
物
語
﹄

か
ら
取
っ
た
と
す
る
と
、
な
ぜ
逆
に
配
置
し
、﹁
朝
霧
﹂
を
﹁
川
霧
﹂
と
し
た
の
か
、
さ
ら
に
作
者
名
を
記
さ
な
か
っ
た
の
か
と
い
う
問
題
が
生
じ
て
く
る
。

一
方
、こ
の
逆
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
地
文
と
和
歌
の
関
わ
り
を
み
る
と
、﹁
あ
さ
ぼ
ら
け

0

0

0

0

0

に
霧
立
ち
わ
た
り
け
り
﹂
と
地
文
に
あ
り
、こ
れ
に
受
け
て
歌
で
﹁
朝
霧
の
…
﹂
と
な
っ

て
、
両
者
の
緊
密
度
が
増
し
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
返
し
歌
も
﹁
秋
霧
の
ま
ぎ
れ
云
々
﹂
と
あ
っ
て
、
地
文
に
み
ら
れ
る
﹁
秋
﹂﹁
霧
立
ち
﹂
に
照
応
し
て
い
る
。

こ
う
み
て
く
る
と
、﹃
大
和
物
語
﹄の
方
が
よ
り
物
語
的
に
な
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
と
言
っ
て
、﹃
大
和
物
語
﹄二
十
六
段
が﹃
古
今
六
帖
﹄を
も
と
に
し
て
い
る
と
は
断
定
で
き
な
い
。

た
だ
、
注
目
す
べ
き
は
元
方
集
の
断
簡
と
言
わ
れ
て
い
る
﹁
部
類
名
家
家
集
切
元
方
集
﹂
の
中
に
こ
の
歌
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
元
方
と
戒
仙
は
同
一
人
物
の
可
能
性

が
高
い(9)
。
元
方
は
業
平
の
孫
に
あ
た
る
。﹃
大
和
物
語
﹄
に
は
在
中
将
︵
業
平
︶
関
係
の
章
段
が
六
章
段
連
続
し
て
み
ら
れ
、ま
た
百
四
十
九
段
も
そ
の
影
響
が
強
い(10)
。
作
者
が
﹃
伊

勢
物
語
﹄
に
関
心
を
抱
い
て
い
た
の
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
こ
れ
ら
の
こ
と
が
創
作
の
一
因
に
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
と
も
あ
れ
、
こ
こ
は
﹃
古
今
六
帖
﹄
を
利

用
し
た
と
は
断
定
で
き
な
い
に
し
て
も
、﹃
大
和
物
語
﹄
の
方
に
手
が
加
わ
っ
て
い
る
こ
と
は
疑
い
あ
る
ま
い
。
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次
に
イ
を
み
て
い
こ
う
。
こ
こ
は
波
線
で
示
し
た
よ
う
に
雉
を
贈
っ
て
き
た
の
で
、
そ
れ
を
受
け
て
返
歌
で
﹁
か
り
﹂
を
詠
み
込
ん
で
い
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
歌
の
異

同
を
み
る
と
意
味
上
、
微
妙
に
違
っ
て
く
る
。﹃
古
今
六
帖
﹄
は
﹁
い
い
か
げ
ん
な
気
持
ち
に
思
っ
て
い
る
の
で
す
ね
﹂
の
意
味
に
な
り
、
文
末
を
感
動
表
現
に
し
て
男
へ
の
か

す
か
な
望
み
に
期
待
を
寄
せ
て
い
る
。
こ
れ
を
そ
の
ま
ま
﹃
大
和
物
語
﹄
に
適
用
さ
せ
る
と
不
具
合
が
生
じ
る
。
そ
れ
は
地
文
に
﹁
さ
ら
に
音
も
せ
で
、
雉
を
な
む
お
こ
せ
た
ま

へ
り
け
る
。﹂
と
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
ふ
だ
ん
消
息
も
く
れ
な
い
上
に
た
ま
た
ま
﹁
雉
﹂︵﹁
来
な
い
﹂
の
意
を
含
め
る
︶
を
贈
っ
て
来
た
わ
け
で
、
女
に
と
っ
て
は
二
重
の
苦
し
み

を
味
わ
う
こ
と
に
な
る
。
そ
の
た
め
に
歌
で
﹁
か
り
に
は
あ
は
じ
と
思
ひ
し
も
の
を
﹂
と
一
段
と
強
い
表
現
に
な
っ
て
お
り
、
ま
さ
に
こ
の
地
文
と
歌
の
表
現
は
照
応
し
て
い
る
。

そ
の
反
面
、
両
者
を
み
て
﹃
古
今
六
帖
﹄
が
﹃
大
和
物
語
﹄
を
も
と
に
改
変
す
る
理
由
は
見
当
た
ら
な
い
。
こ
こ
は
、
も
と
も
と
﹃
古
今
六
帖
﹄
の
よ
う
に
単
独
で
詠
ま
れ
、

感
動
を
と
も
な
っ
た
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
を
﹃
大
和
物
語
﹄
は
物
語
化
す
る
に
あ
た
り
そ
の
一
部
を
改
変
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
両
者
の
歌
が
意
味
上
、
正
反
対
に

な
っ
て
い
る
こ
と
は
そ
れ
を
暗
示
さ
せ
る
も
の
が
あ
ろ
う
。

さ
ら
に
ウ
を
み
る
と
、
こ
こ
で
は
三
句
に
異
同
が
あ
る
。﹃
古
今
六
帖
﹄
で
﹁
な
が
め
つ
ゝ
﹂
の
と
こ
ろ
が
﹃
大
和
物
語
﹄
で
は
﹁
神
無
月
﹂
と
あ
る
。
い
ず
れ
も
地
文
と
照

応
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。﹃
古
今
六
帖
﹄
の
こ
の
歌
の
前
後
に
あ
る
歌
を
列
挙
し
て
み
る
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。

511
　
さ
た
め
な
き
よ
を
き
く
こ
ろ
の
な
み
た
こ
そ
そ
て
の
う
へ
な
る
ふ
ち
せ
な
り
け
れ

512
　
や
ま
の
み
な
う
つ
り
て
け
ふ
に
あ
ふ
こ
と
は
は
る
の
わ
か
れ
を
と
ふ
と
な
り
け
り

513
　
き
み
ま
さ
て
あ
れ
た
る
や
と
の
い
た
ま
よ
り
月
の
も
る
に
も
そ
て
は
ぬ
れ
け
り

514
　
お
ほ
そ
ら
は
く
も
ら
す
な
か
ら
な
か
め
つ
ゝ
と
し
の
ふ
る
に
そ
そ
て
は
ぬ
れ
け
り

515
　
な
く
な
み
た
あ
め
と
ふ
ら
な
ん
わ
た
り
か
は
み
ち
ま
さ
り
な
は
か
へ
り
く
る
か
た

516
　
ふ
か
草
の
や
ま
へ
の
さ
く
ら
も
心
あ
ら
は
こ
と
し
は
か
り
は
す
み
そ
め
に
さ
け

517
　
は
な
よ
り
も
人
こ
そ
あ
た
に
な
り
に
け
れ
い
つ
れ
を
さ
き
に
こ
ひ
ん
と
か
み
し

こ
れ
ら
の
歌
は
﹁
か
な
し
び
﹂
の
項
に
見
ら
れ
、
傍
線
等
で
示
し
た
よ
う
に
語
句
や
心
情
面
で
関
連
し
て
い
る
。
問
題
と
な
る
514
番
歌
を
み
る
に
、
前
歌
の
513
番
歌
の
﹁
月
の
も

る
に
も
﹂
と
こ
こ
の
﹁
と
し
の
ふ
る
﹂
と
類
似
的
な
表
現
を
用
い
、
両
歌
と
も
﹁
そ
で
は
ぬ
れ
け
り
﹂
で
終
わ
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
﹁
な
が
め
︵
長
雨
︶
﹂
は
前
の
歌
の
﹁
そ
で

は
ぬ
れ
け
り
﹂
と
後
の
歌
の
﹁
あ
め
﹂
と
も
そ
れ
ぞ
れ
関
連
し
て
い
る
。
ま
た
、
516
・
517
番
歌
は
﹁
桜
﹂
を
詠
ん
で
い
る
が
、﹁
す
み
そ
め
に
さ
け
﹂、﹁
あ
た
に
な
り
に
け
れ
﹂

と
あ
っ
て
、
悲
し
み
に
く
れ
、
心
情
的
に
515
番
歌
に
近
く
、﹁
か
な
し
び
﹂
の
項
に
ふ
さ
わ
し
い
歌
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
語
句
の
上
で
前
後
を
関
連
さ
せ
、
配
列
し
て

い
る
。﹃
大
和
物
語
﹄
の
よ
う
に
こ
こ
に
﹁
神
無
月
﹂
と
あ
る
と
、
た
と
え
、
そ
こ
か
ら
時
雨
を
連
想
さ
せ
る
に
し
て
も
﹃
古
今
六
帖
﹄
の
よ
う
な
関
連
性
は
薄
い
。
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も
ち
ろ
ん
﹃
古
今
六
帖
﹄
の
改
変
と
い
う
こ
と
も
考
え
ね
ば
な
る
ま
い
。
も
し
そ
う
だ
と
す
る
と
、
な
ぜ
こ
の
歌
を
﹃
古
今
六
帖
﹄
の
﹁
時
雨
﹂、
も
し
く
は
﹁
神
無
月
﹂
の

項
に
入
れ
な
か
っ
た
か
が
疑
問
で
あ
る
。
こ
こ
は
﹁
な
が
め
つ
ゝ
﹂
と
あ
る
こ
と
を
含
め
て
﹃
古
今
六
帖
﹄
歌
の
方
が
﹁
か
な
し
び
﹂
の
項
に
ふ
さ
わ
し
い
歌
と
な
っ
て
お
り
、

そ
れ
を
﹃
大
和
物
語
﹄
は
改
変
し
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
、
こ
う
し
た
か
は
詳
ら
か
で
は
な
い
が
、
強
い
て
憶
測
す
る
と
、
こ
の
章
段
と
前
の
章
段
は
主
人
公

が
同
一
人
物
で
あ
り
、
前
の
章
段
の
歌
に
﹁
草
に
か
か
れ
る
露
の
命
﹂
と
い
う
表
現
が
あ
る
こ
と
か
ら
こ
れ
に
関
連
づ
け
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

最
後
に
エ
を
み
る
こ
と
に
す
る
。
今
井
源
衛
氏
は
両
者
の
関
係
を
考
え
る
に
際
し
、﹃
古
今
六
帖
﹄﹁
ひ
と
り
﹂
の
項
に
見
え
る
次
の
四
首
を
あ
げ
て
い
る
。

た
き
も
の
ゝ
か
は
か
り
思
ふ
こ
の
此
の
ひ
と
り
は
い
か
て
君
に
し
ら
せ
ん

た
き
も
の
ゝ
こ
の
し
た
け
ふ
り
ふ
す
ふ
共
わ
れ
ひ
と
り
を
は
し
な
す
ま
し
や
は

こ
の
し
た
に
ひ
と
り
や
わ
ひ
し
た
き
も
の
ゝ
そ
れ
も
お
も
ひ
に
た
へ
て
と
か
き
く

わ
か
た
め
は
ね
ふ
た
き
も
の
を
ひ
と
り
し
も
お
き
あ
か
さ
し
と
お
も
ほ
ゆ
る
哉

こ
れ
ら
の
歌
を
含
め
、﹃
大
和
物
語
﹄
と
の
関
係
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

﹃
大
和
物
語
﹄
の
﹁
た
き
も
の
の
﹂
の
歌
と
こ
れ
ら
の
歌
と
の
時
間
的
な
前
後
関
係
は
ど
う
か
と
い
う
点
が
気
に
な
る
が
、
そ
れ
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
ろ
う
。

お
そ
ら
く
は
、
十
世
紀
の
中
葉
に
於
い
て
も
っ
と
も
流
行
し
た
類
型
的
修
辞
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
歌
も
そ
れ
で
あ
り
、
は
た
し
て
、
本
段
の
よ
う
な
事
実
が
あ
っ

た
か
否
か
、
ひ
ょ
っ
と
す
る
と
﹁
く
ゆ
る
﹂
に
﹁
慣
ゆ
る
﹂
を
掛
け
る
と
い
う
新
趣
向
を
披
露
し
た
さ
い
の
作
り
話
で
は
な
い
か
の
疑
い
を
禁
じ
え
な
い(11)
。

氏
は
四
首
と
の
関
わ
り
か
ら
類
型
的
修
辞
と
と
ら
え
両
者
の
関
係
を
否
定
し
て
い
る
。
確
か
に
こ
れ
ら
に
四
首
に
は
﹁
た
き
も
の
﹂、﹁
ひ
と
り
﹂
が
詠
み
込
ま
れ
て
お
り
、
そ
う

考
え
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
こ
の
歌
の
中
で
、﹃
大
和
物
語
﹄
の
歌
と
、
そ
の
類
似
歌
と
し
て
あ
げ
た
﹁
た
き
も
の
ゝ
か
は
か
り
思
ふ
云
々
﹂
の
歌
は
語
句
の
上
で
も
っ

と
も
関
係
が
深
い
。
ま
た
異
同
箇
所
に
お
い
て
﹃
古
今
六
帖
﹄
の
﹁
か
ば
か
り
思
ふ
こ
の
此
の
﹂
が
﹃
大
和
物
語
﹄
で
は
﹁
く
ゆ
る
心
は
あ
り
し
か
ど
﹂
と
あ
っ
て
、
よ
り
具
体

化
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
下
句
で
こ
れ
ら
を
受
け
、﹃
古
今
六
帖
﹄
が
﹁
ひ
と
り
は
い
か
で
君
に
し
ら
せ
ん
﹂
と
、﹃
大
和
物
語
﹄
が
﹁
ひ
と
り
は
た
え
て
寝
ら
れ
ざ
り
け
り
﹂

と
そ
れ
ぞ
れ
連
動
さ
せ
て
い
る
。﹃
古
今
六
帖
﹄
で
は
女
が
単
に
そ
の
思
い
を
ど
う
知
ら
せ
よ
う
か
と
な
る
の
に
対
し
、﹃
大
和
物
語
﹄
で
は
感
情
を
表
出
さ
せ
一
人
で
は
寝
ら
れ

な
か
っ
た
と
悲
痛
な
叫
び
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
地
文
を
み
る
と
女
の
心
情
を
﹁
心
も
ゆ
か
ず
な
む
い
ま
す
か
り
け
る
﹂
と
記
し
て
お
り
、
こ
れ
を
受
け
て
歌
で
﹁
く
ゆ
る
心
は

あ
り
し
か
ど
﹂
と
い
う
表
現
に
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
地
文
に
﹁
え
つ
ね
に
は
い
ま
せ
ざ
り
け
る
こ
ろ
﹂
と
あ
る
が
、
こ
れ
を
受
け
て
歌
で
﹁
ひ
と
り
は
た
え
て
寝
ら

れ
ざ
り
け
り
﹂
と
い
う
表
現
に
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
こ
で
も
歌
が
地
文
に
照
応
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
﹁
た
き
物
の
く
ゆ
る
心
は
…
﹂
の
歌
と
地
文
と
の
密
接
な
関

わ
り
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
ら
は
意
図
的
に
な
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
、
こ
こ
か
ら
も
﹃
大
和
物
語
﹄
の
創
作
性
を
窺
え
よ
う
。
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以
上
、
ア
～
エ
を
み
て
き
た
よ
う
に
﹃
大
和
物
語
﹄
と
﹃
古
今
六
帖
﹄
と
の
直
接
関
係
は
、
い
ま
ひ
と
つ
は
っ
き
り
し
な
い
も
の
の
、
総
じ
て
﹃
古
今
六
帖
﹄
の
方
が
古
い
姿

を
残
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。﹃
大
和
物
語
﹄
は
歌
を
改
変
す
る
こ
と
で
地
文
と
歌
を
照
応
さ
せ
た
り
、
ま
た
あ
る
箇
所
で
は
内
容
に
合
わ
せ
て
改
変
し
た
り
し
て
い
た
。
こ
れ

ら
の
こ
と
か
ら
、
少
な
く
と
も
﹃
大
和
物
語
﹄
の
方
が
創
作
的
で
あ
る
こ
と
は
否
め
な
い
。
こ
の
よ
う
な
現
象
は
島
津
、
中
島
両
氏
の
考
え
を
補
強
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

こ
の
こ
と
は
三
段
に
あ
る
﹁
ち
ぢ
の
色
﹂
の
歌
の
﹁
い
ま
は
﹂
の
異
同
に
も
波
及
し
て
い
る
よ
う
だ
。
こ
れ
は
﹃
古
今
六
帖
﹄
で
﹁
今
日
の
﹂
と
あ
っ
た
の
が
﹁
い
ま
は
﹂
と

な
っ
て
い
る
だ
け
で
、
そ
れ
ほ
ど
変
わ
ら
な
い
が
、
こ
の
章
段
の
性
格
を
考
え
る
上
で
見
逃
せ
な
い
よ
う
に
思
う
。
こ
の
語
は
﹃
大
和
物
語
﹄
に
あ
っ
て
十
六
例
み
ら
れ
る
。
使

わ
れ
て
い
る
箇
所
が
地
文
と
歌
と
の
違
い
は
あ
る
も
の
の
、
そ
の
中
で
か
つ
て
考
察
し
た(12)
初
段
で
は
﹁
亭
子
の
帝
、
い
ま
は

0

0

0

お
り
ゐ
さ
せ
た
ま
ひ
な
む
と
す
る
こ
ろ
﹂
と
あ
っ
て
、

初
段
の
資
料
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
﹃
伊
勢
集
﹄
に
は
こ
の
語
が
み
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
意
図
的
改
変
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
こ
の
語
を
使
用
す
る
こ
と
で
、
帝
の
譲

位
と
い
う
場
面
に
緊
張
感
を
表
出
さ
せ
て
い
る
。
ま
た
百
四
十
一
段
を
み
る
と
、
こ
こ
も
﹁
い
ま
は

0

0

0

男
も
と
の
妻
は
帰
り
な
む
と
て
車
に
乗
り
ぬ
﹂
と
あ
る
。
筑
紫
の
女
と
の
別

れ
と
い
う
張
り
つ
め
た
場
面
に
こ
の
語
を
用
い
て
い
る
。
し
か
も
こ
の
章
段
が
虚
構
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
を(13)
考
え
る
と
、
意
図
的
に
こ
の
語
を
用
い
た
こ
と
は
否
め
な
い
。
ま
だ

ま
だ
他
の
用
例
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、少
な
く
と
も
あ
る
効
果
を
考
慮
し
意
図
的
に
用
い
て
い
る
こ
と
は
理
解
で
き
よ
う
。
こ
の
よ
う
に
﹁
今
は
﹂
と
い
う
語
は
﹃
大

和
物
語
﹄
の
創
作
と
密
接
に
関
わ
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
三
段
で
も
﹁
い
ま
は
﹂
と
し
た
の
は
決
し
て
偶
然
で
は
な
い
。
こ
う
す
る
こ
と
で
と
し
こ
の
心
情
を
よ
り
強
く
表

出
さ
せ
た
わ
け
で
あ
る
。
と
も
あ
れ
、
こ
こ
で
も
﹃
古
今
六
帖
﹄
歌
を
改
変
し
た
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。

こ
こ
で
は
﹃
大
和
物
語
﹄
と
﹃
古
今
六
帖
﹄
と
の
関
わ
り
、﹁
今
は
﹂
の
異
同
を
通
し
て
、と
し
こ
が
詠
ん
だ
﹁
ち
ぢ
の
色
に
﹂
の
歌
は
、島
津
氏
が
指
摘
し
た
よ
う
に
﹃
古
今
六
帖
﹄

歌
を
も
と
に
し
て
い
る
と
い
う
事
実
を
確
認
し
た
。
一
体
こ
れ
は
何
を
意
味
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
歌
語
り
云
々
で
は
も
は
や
説
明
で
き
な
い
。
そ
こ
か
ら
一
歩
抜
け
出
て
、

こ
こ
に
は
﹃
大
和
物
語
﹄
作
者
の
創
作
意
識
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
一
首
だ
け
で
の
推
論
は
差
し
控
え
る
べ
き
で
あ
る
が
、
後
述
す

る
と
し
こ
が
詠
ん
だ
﹁
か
た
か
け
の
﹂
の
歌
を
み
る
と
、
そ
の
思
い
が
い
っ
そ
う
強
く
な
る
。

四

前
述
し
た
よ
う
に
宇
多
上
皇
六
十
賀
は
﹃
貞
信
公
記
﹄
に
よ
る
と
延
長
四
年
︵
九
二
六
︶
九
月
二
十
八
日
に
催
さ
れ
た
。
そ
の
日
に
間
に
合
わ
せ
る
よ
う
に
京
極
御
息
所
は
源

大
納
言
を
介
し
て
と
し
こ
に
献
上
の
品
の
染
色
を
依
頼
し
た
わ
け
で
あ
る
。
と
し
こ
は
﹁
ち
ぢ
の
色
に
﹂
の
歌
を
十
月
一
日
に
源
大
納
言
に
届
け
て
い
る
か
ら
、
六
十
賀
の
後
に

こ
う
し
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
そ
の
一
方
で
献
上
の
品
に
こ
の
歌
を
添
え
て
贈
り
届
け
た
と
い
う
考
え
が
あ
る(14)
。
も
し
そ
う
だ
と
し
て
も
六
十
賀
後
の
こ
と
に
は
変
わ
り
な



241 第六節　大和物語の創作方法―第三段を考察の対象として―

い
。
ま
た
、﹃
大
和
物
語
追
考
﹄
に
は
宇
多
上
皇
六
十
賀
に
関
し
て
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

案
此
段
亭
子
の
御
賀
の
事
勘
物
に
は
延
長
四
年
丙
戊
十
二
月
十
九
日
京
極
御
息
所
賀
法
皇
六
十
算
有
行
幸
な
ど
侍
り
︵
中
略
︶
御
賀
の
日
は
十
二
月
十
九
日
に
て
も
侍
る
へ

し
此
の
段
に
御
賀
の
折
の
し
き
も
の
の
織
物
を
な
か
つ
き
つ
こ
も
り
と
し
こ
の
せ
し
こ
と
あ
り
し
か
れ
は
九
月
廿
八
日
よ
り
は
後
に
こ
の
賀
の
あ
り
し
事
し
れ
た
り

︵
注
︶　
本
文
は
本
多
伊
平
氏
編
著
﹃
北
村
季
吟
大
和
物
語
抄
付
大
和
物
語
別
勘
　

大
和
物
語
追
考

﹄︵
和
泉
書
院
、
昭
和
58
年
1
月
︶
に
拠
る
。

﹃
大
和
物
語
追
考
﹄
も
献
上
の
品
に
歌
を
添
え
て
贈
っ
た
と
み
て
十
二
月
二
十
八
日
を
支
持
し
て
い
る
。
た
だ
﹃
大
和
物
語
追
考
﹄
の
い
う
勘
物
は
前
記
の
﹃
日
本
紀
略
﹄
十
二

月
十
九
日
条
の﹁
公
家
奉
賀
太
上
法
皇
六
十
御
賀
﹂に
拠
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
た
と
え
、そ
う
だ
と
し
て
も
十
二
月
十
九
日
は
あ
く
ま
で
も﹁
公
家
奉
賀
﹂に
ほ
か
な
ら
な
か
っ

た
。
こ
れ
ら
の
記
述
か
ら
九
月
二
十
八
日
は
う
ご
か
な
い
と
思
わ
れ
る
。
こ
こ
は
御
祝
の
品
を
献
上
し
た
日
と
﹁
ち
ぢ
の
色
に
﹂
の
歌
を
贈
っ
た
日
と
を
区
別
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

そ
れ
と
い
う
の
も
御
祝
い
の
品
を
宇
多
上
皇
六
十
賀
の
数
日
前
か
、
も
し
く
は
当
日
ま
で
に
贈
り
届
け
る
の
が
普
通
だ
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
実
質
的
に
は
、
こ
の
章
段

の
前
半
は
﹁
み
な
急
ぎ
は
て
て
け
り
﹂
で
終
わ
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
﹁
ち
ぢ
の
色
に
﹂
の
歌
は
六
十
賀
が
済
ん
だ
後
に
詠
ん
で
贈
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

さ
て
、
そ
う
す
る
と
こ
こ
で
問
題
に
な
る
の
は
﹁
ち
ぢ
の
色
に
﹂
の
歌
の
下
句
の
﹁
い
ま
は
時
雨
に
な
に
を
染
め
ま
し
﹂
が
何
を
意
味
し
て
い
る
か
で
あ
る
。
今
、
こ
の
こ
と

に
ふ
れ
て
い
る
注
釈
書
類
に
あ
た
っ
て
み
よ
う
。

ア
　
と
し
こ
か
歌
也
心
は
秋
の
色
々
に
染
ま
る
野
山
を
い
そ
き
の
糸
に
添
て
い
ひ
過
し
秋
を
し
た
ひ
今
は
時
雨
に
な
に
を
染
ま
し
と
時
刻
の
移
り
行
さ
ま
を
よ
め
り
︵﹃
大
和

物
語
鈔
﹄︶

イ
　
か
く
さ
ま

〲
の
色
を
染
尽
し
て
秋
を
過
し
か
ば
今
よ
り
は
時
雨
の
そ
む
る
物
も
あ
ら
じ
と
は
か
な
く
よ
め
る
也
︵﹃
大
和
物
語
直
解
﹄︶

ウ
　
今
神
無
月
に
成
て
時
雨
す
る
時
節
な
れ
と
ち
ゝ
の
色
に
急
き
し
秋
も
過
ぬ
れ
は
そ
の
か
ひ
も
な
し
い
ま
は
し
く
れ
に
何
を
染
ま
し
と
読
り
︵﹃
大
和
物
語
虚
静
抄
﹄︶

エ
　
お
の
れ
あ
つ
ら
へ
し
品
を
、
全
く
染
め
果
て
た
る
よ
し
を
た
と
へ
て
い
へ
る
な
り
。︵﹃
大
和
物
語
詳
解
﹄
井
上
覚
蔵
氏
・
栗
島
山
之
助
氏
　
誠
之
堂
書
店
、
明
治
34
年
8
月
︶

オ
　
御
賀
の
設
備
に
色
々
と
支
度
し
た
る
秋
も
過
ぎ
て
、
木
葉
を
染
む
る
と
い
ふ
時
雨
の
こ
の
折
に
な
り
て
は
、
何
を
そ
め
て
よ
か
ら
む
そ
む
る
も
の
も
あ
る
ま
じ
き
こ
と

を
は
か
な
し
み
た
る
意
。︵﹃
国
文
叢
書  

第
十
八
冊
︱
大
和
物
語
︱
﹄
編
者
池
邊
義
象
氏
　
博
文
館
　
大
正
4
年
11
月
︶

カ
　
昨
日
ま
で
は
秋
に
て
、
木
々
の
梢
も
様
々
に
染
め
ら
れ
た
る
が
今
よ
り
後
は
冬
の
日
と
て
最
早
染
む
べ
き
物
も
な
し
と
也
、
托
せ
ら
れ
た
る
染
物
の
出
来
果
て
し
を
云

ひ
し
也
。︵﹃
新
釈
日
本
文
学
叢
書  

第
四
巻
︱
大
和
物
語
︱
﹄
編
者
物
集
高
量
氏
　
日
本
文
学
叢
書
刊
行
会
　
大
正
11
年
7
月
︶

キ
　
あ
つ
ら
へ
ら
れ
し
品
々
は
取
り
急
い
で
全
部
染
め
終
へ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
ど
う
し
ま
せ
う
。︵﹃
大
和
物
語
新
釈
﹄
浅
井
峯
治
氏
　
大
同
館
書
店
、
昭
和
6
年
9
月
︶

ク
﹁
い
ま
は
し
ぐ
れ
に
何
を
染
め
ま
し
﹂
の
下
半
句
が
、
言
裏
に
何
を
相
手
に
う
っ
た
え
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
。︵
中
略
︶
時
雨
で
ふ
か
く
染
め
よ
う
か
と
は
、
お
そ
ら
く
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男
と
の
交
情
に
つ
い
て
求
め
る
所
が
あ
る
の
で
は
な
か
ら
う
か
。︵﹁
大
和
物
語
評
釈
・
十
四
　
と
し
こ
﹂
今
井
源
衛
氏
﹁
国
文
学
﹂
８
巻
4
号
、
昭
和
38
年
3
月
︶

ケ
　
い
そ
い
で
い
ろ
い
ろ
染
め
て
あ
げ
た
け
れ
ど
も
、又
何
か
あ
っ
た
ら
お
や
り
し
ま
す
は
、と
い
う
素
直
な
取
り
方
の
方
が
自
然
の
よ
う
な
気
が
す
る
。︵
鈴
木
佳
與
子
氏
﹁
と

し
こ
﹂﹃
大
和
物
語
の
人
々
﹄
雨
海
博
洋
氏
・
他
　
笠
間
書
院
、
昭
和
54
年
3
月
︶

コ
　
心
を
染
め
る
対
象
を
清
蔭
に
求
め
る
女
の
慕
情
が
、折
か
ら
時
雨
に
託
し
て
上
品
に
よ
み
上
げ
ら
れ
て
い
る
。︵﹃
大
和
物
語
全
釈
﹄森
本
茂
氏
　
大
学
堂
書
店
、平
成
5
年
12
月
︶

サ
　
下
句
は
ね
ぎ
ら
い
の
言
葉
ひ
と
つ
な
い
清
蔭
に
時
雨
の
季
節
に
な
っ
た
今
、
何
を
染
め
ま
し
ょ
う
か
と
、
や
や
恨
み
を
こ
め
た
催
促
の
歌
と
な
っ
て
い
る
。︵﹃
大
和
物
語

︵
上
︶
講
談
社
学
術
文
庫
﹄
雨
海
博
洋
氏
・
岡
山
美
樹
氏
　
講
談
社
、
平
成
18
年
1
月
︶

︵
注
︶　
ア
・
イ
・
ウ
の
注
釈
書
は
﹃
大
和
物
語
諸
注
集
成
﹄︵
雨
海
博
洋
氏
編
著
　
桜
楓
社
、
昭
和
58
・
５
︶
に
拠
っ
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
を
分
類
す
る
と
お
お
よ
そ
次
の
よ
う
に
な
る
︵
下
の
記
号
は
各
注
釈
書
等
に
付
し
た
記
号
を
示
す
︶
。

時
の
経
過

 
…
…
…
…
…
…
…

ア

は
か
な
さ

 
…
…
…
…
…

イ
、
オ

仕
事
の
完
了

 
…
…

ウ
、
エ
、
カ

交
情
を
求
め
る

 
…
…
…

ク
、
コ

仕
事
の
催
促

 
…
…
…
…

ケ
、
サ

こ
の
よ
う
に
先
学
は
様
々
な
解
釈
を
し
て
お
り
、
そ
れ
だ
け
に
難
解
な
と
こ
ろ
で
も
あ
る
。

そ
こ
で
、
三
段
の
地
文
と
歌
を
分
析
し
、
い
ず
れ
が
妥
当
で
あ
る
か
を
考
え
て
み
た
い
。
前
述
し
た
よ
う
に
﹁
ち
ぢ
の
色
に
﹂
の
歌
が
﹃
古
今
六
帖
﹄
を
も
と
に
改
変
し
て
い

る
こ
と
を
考
え
る
と
、そ
れ
に
伴
い
﹁
さ
て
云
々
﹂
以
下
に
も
創
作
意
識
が
及
ん
で
い
る
と
み
て
よ
か
ろ
う
。
と
し
こ
は
依
頼
さ
れ
た
髭
籠
の
染
色
を
終
え
た
後
、﹁
ち
ぢ
の
色
に
﹂

の
歌
を
源
大
納
言
の
も
と
に
贈
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
歌
の
上
句
は
地
文
の
﹁
敷
物
の
織
物
ど
も
︵
中
略
︶
み
な
急
ぎ
は
て
て
け
り
﹂
を
受
け
て
い
る
。
下
句
は
、
そ
れ
以
下

を
受
け
て
い
る
の
か
は
っ
き
り
し
な
い
。
作
者
は
再
度
こ
の
歌
の
意
味
す
る
こ
と
を
そ
の
後
の
地
文
で
説
明
を
加
え
て
い
る
。
即
ち
﹁
そ
の
物
急
ぎ
た
ま
ひ
け
る
時
は
﹂
か
ら
﹁
い

ひ
か
は
し
た
ま
ひ
け
る
を
﹂
ま
で
は
こ
の
歌
の
上
句
を
、﹁
そ
れ
よ
り
の
ち
は
、
そ
の
こ
と
と
や
な
か
り
け
む
﹂
は
そ
の
下
句
を
そ
れ
ぞ
れ
説
明
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
こ

で
問
題
に
な
る
の
は
﹁
そ
の
こ
と
と
や
な
か
り
け
む
﹂
が
何
を
意
味
し
て
い
る
か
で
あ
る
。
こ
れ
は
﹁
こ
れ
よ
り
も
か
れ
よ
り
も
、い
ひ
か
は
し

0

0

0

0

0

﹂
を
受
け
て
お
り
、﹁
い
ひ
か
は
し
﹂

は
と
し
こ
と
源
大
納
言
が
そ
う
す
る
こ
と
だ
か
ら
こ
こ
は
、
多
く
の
注
釈
書
が
﹁
と
し
こ
の
こ
と
を
思
い
出
す
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
﹂
と
解
釈
し
て
い
る
通
り
で
あ

る
。
す
る
と
こ
れ
以
降
は
、
下
句
を
も
と
に
話
が
展
開
す
る
わ
け
だ
か
ら
、
こ
こ
に
は
と
し
こ
の
源
大
納
言
へ
の
思
い
が
詠
ま
れ
て
い
る
と
み
て
よ
か
ろ
う
。
事
実
、
こ
れ
か
ら
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述
べ
る
﹁
か
た
か
け
の
﹂
と
﹁
あ
を
や
ぎ
の
﹂
の
歌
に
は
﹁
思
ひ
﹂
の
語
が
詠
み
込
ま
れ
て
お
り
、
こ
の
こ
と
を
裏
付
け
て
い
る
。
だ
が
、
こ
の
よ
う
に
﹁
ち
ぢ
の
色
に
﹂
の
歌

で
、
と
し
こ
が
源
大
納
言
に
呼
び
か
け
て
も
何
ら
反
応
を
示
す
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
と
し
こ
は
い
た
た
ま
れ
ず
﹁
か
た
か
け
の
﹂
の
歌
を
贈
り
、
そ
の
中
で
﹁
さ
わ
ぐ

時
の
み
思
ひ
い
づ
る
君
﹂
と
恨
み
を
込
め
て
詠
ん
だ
わ
け
で
あ
る
。
こ
れ
は
﹁
ち
ぢ
の
色
に
﹂
の
歌
と
内
容
的
に
類
似
し
て
お
り
、
い
わ
ば
前
の
こ
と
を
く
り
返
す
こ
と
で
彼
女

の
心
情
を
高
揚
さ
せ
て
い
る
。
そ
れ
で
も
源
大
納
言
は
返
事
も
せ
ず
、
そ
う
こ
う
し
て
い
る
う
ち
に
年
を
越
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
う
し
て
春
う
ら
ら
か
な
三
月
の
あ
る
日
、
突
然
、

源
大
納
言
は
と
し
こ
へ
柳
の
枝
に
﹁
あ
を
や
ぎ
の
﹂
の
歌
を
添
え
て
贈
っ
て
き
た
。
こ
の
章
段
に
あ
る
三
首
の
歌
の
関
連
性
に
つ
い
て
は
す
で
に
中
島
氏
が
指
摘
し
て
い
る(15)
と
こ

ろ
だ
が
、
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
と
し
こ
の
く
す
ぶ
り
続
け
て
い
た
心
情
が
徐
々
に
高
揚
し
、﹁
青
柳
の
﹂
の
歌
を
機
に
、
一
気
に
晴
れ
る
と
い
う
い
わ
ば
漸
層
法
的
な
手

法
を
用
い
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
し
た
手
法
は
次
の
四
段
に
も
み
ら
れ
、
し
か
も
こ
の
四
段
は
創
作
性
が
強
い
章
段
で
あ
り(16)
、
そ
れ
を
考
え
る
と
偶
然
の
一
致
と
は
考
え
ら

れ
な
い
。
と
も
あ
れ
、﹃
古
今
六
帖
﹄
歌
を
利
用
し
、
か
つ
前
述
の
如
く
と
し
こ
と
源
大
納
言
の
贈
答
歌
の
中
に
﹁
思
ひ
﹂
の
語
が
見
ら
れ
る
こ
と
や
﹁
そ
の
こ
と
﹂
が
﹁
い
い

か
は
す
﹂
を
受
け
て
お
り
、
こ
れ
は
ま
た
﹁
ち
ぢ
の
色
に
﹂
の
歌
の
説
明
に
も
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
考
え
て
﹁
そ
の
こ
と
と
や
な
か
り
け
む
﹂
は
交
情
を
求
め
る

意
に
考
え
た
方
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
そ
の
一
環
と
し
て
前
述
の
よ
う
に
﹁
今
は
﹂
と
改
変
す
る
こ
と
で
、
と
し
こ
の
源
大
納
言
へ
の
ひ
た
む
き
な
心
情
を
吐
露
し
て
い
る
と
い
う
こ

と
が
で
き
よ
う
。

﹁
さ
て
、
そ
の
十
月
つ
い
た
ち
の
日
﹂
か
ら
を
後
半
と
考
え
る
と
、﹁
み
な
急
ぎ
は
て
て
け
り
﹂
と
﹁
さ
て
﹂
と
の
間
に
は
時
間
的
な
隔
た
り
が
あ
る
わ
け
だ
が
、
ど
う
も
そ
の

移
り
方
が
唐
突
で
あ
る
こ
と
は
否
め
な
い
。
事
実
、﹁
み
な
急
ぎ
は
て
て
け
り
﹂
の
後
に
﹁
清
蔭
に
届
け
た
こ
と
は
省
略
﹂
と
し
て
い
る
注
釈
書
も
み
ら
れ
る(17)
。
こ
れ
を
契
機
に

と
し
こ
と
源
大
納
言
の
歌
の
贈
答
に
な
る
わ
け
だ
か
ら
、少
な
く
と
も
﹁
さ
て
﹂
以
前
に
何
ら
か
の
説
明
が
あ
っ
て
然
る
べ
き
で
あ
る
。
詳
し
く
は
後
述
す
る
が
、作
者
は
﹁
さ
て
﹂

以
降
に
つ
い
て
、
季
節
の
推
移
を
考
慮
し
つ
つ
と
し
こ
と
源
大
納
言
の
歌
の
贈
答
を
創
作
し
て
い
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
は
前
述
し
た
よ
う
に
こ
こ
に
あ
る
三
首
の
歌
が
密
接

に
関
連
し
あ
っ
て
い
る
こ
と
で
も
理
解
で
き
よ
う
。
そ
れ
に
し
て
も
な
ぜ
こ
の
よ
う
に
唐
突
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
実
は
こ
の
よ
う
な
箇
所
は
他
に
も
見
る
こ
と
が
で
き
る(18)
。
こ
の

周
り
は
六
十
賀
と
い
う
史
実
と
﹁
ち
ぢ
の
色
に
﹂
の
歌
の
創
作
と
が
う
ま
く
絡
み
合
っ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
ひ
と
つ
に
作
者
の
表
現
力
に
起
因
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
こ
の

こ
と
は
裏
返
せ
ば
、﹁
さ
て
云
々
﹂
以
下
に
は
作
者
の
創
作
意
識
が
及
ん
で
い
る
こ
と
を
暗
示
さ
せ
よ
う
。
冬
と
春
に
入
る
本
文
の
冒
頭
に
﹁
さ
て
﹂
と
い
う
語
を
置
き
、
そ
れ

ぞ
れ
の
季
節
に
入
る
こ
と
を
明
示
し
て
い
る
。
こ
れ
だ
け
季
節
の
推
移
を
意
識
し
た
章
段
は
﹃
大
和
物
語
﹄
の
中
で
こ
こ
だ
け
で
あ
る
。
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五

と
し
こ
が
詠
ん
だ
﹁
か
た
か
け
の
﹂
の
歌
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
そ
の
類
似
歌
と
し
て
﹃
躬
恒
集
﹄
に
あ
る

か
た
か
け
の
舟
に
や
乗
れ
る
白
波
の
立
つ
は
わ
び
し
く
お
も
ほ
ゆ
る
か
な

が
早
く
か
ら
指
摘
さ
れ
て
き
た(19)
。
し
か
し
、
両
者
の
関
係
に
つ
い
て
は
﹃
大
和
物
語
追
考
﹄
の
み
が
﹁
み
つ
ね
の
家
集
に
か
た
か
け
の
船
に
や
の
り
し
し
ら
な
み
も
た
つ
は
わ
ひ

し
と
お
も
ほ
ゆ
る
か
な
と
あ
る
を
少
ひ
き
な
を
し
て
よ
め
る
に
や(20)
﹂
と
言
及
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
た
だ
、そ
の
関
係
に
つ
い
て
詳
し
く
説
明
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。﹁
か

た
か
け
﹂
な
る
語
を
中
古
の
和
歌
か
ら
検
索
し
て
み
た
と
こ
ろ
、
勅
撰
集
を
は
じ
め
、
私
家
集
︵﹃
躬
恒
集
﹄
を
除
い
て
︶
、
歌
合
に
は
み
ら
れ
ず
、
わ
ず
か
に
一
首
、
私
撰
集
の
﹃
古

今
六
帖
﹄﹁
ふ
ね
﹂
の
項
の
中
に
次
の
歌
が
み
ら
れ
る
。

し
ほ
せ
こ
く
か
た
か
け
を
舟
な
か
る
と
も
い
た
く
な
わ
ひ
そ
か
ち
と
り
ゆ
か
ん

こ
こ
で
は
第
二
句
に
詠
ま
れ
て
い
る
に
す
ぎ
ず
、
よ
り
類
似
し
て
い
る
の
は
今
の
と
こ
ろ
﹃
躬
恒
集
﹄
に
あ
る
こ
れ
一
首
の
み
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
両
者
の
関
係
は
否
定
で

き
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
事
実
、
中
島
和
歌
子
氏
も
﹁
立
つ
︵
出
発
す
る
︶
﹂
を
﹁
い
そ
ぎ
し
秋
﹂
と
い
う
事
柄
に
合
わ
せ
て
、﹁
さ
わ
ぐ
﹂
と
置
き
換
え
た
の
で
は
な
い
か
と

考
え
て
い
る(21)
。
妥
当
な
考
え
で
あ
ろ
う
。
少
し
補
足
す
る
と
、置
き
換
え
た
の
は
﹁
さ
わ
ぐ
﹂
だ
け
で
な
く
﹁
さ
わ
ぐ
時
の
み
思
ひ
い
づ
る
君
﹂
と
四
、五
句
全
体
に
及
ん
で
い
る
。

こ
こ
の
﹁
思
ふ
﹂
は
﹁
思
ほ
ゆ
﹂
に
も
と
づ
い
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
と
し
こ
の
源
大
納
言
へ
の
強
い
意
思
表
示
に
な
っ
て
い
る
。
た
だ
、
中
島
氏
は
こ

の
歌
を
本
歌
取
り
し
て
、
こ
こ
で
も
と
し
こ
が
実
際
に
詠
ん
だ
も
の
と
み
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
章
段
の
﹁
さ
て
、
そ
の
十
月
つ
い
た
ち
の
﹂
以
下
は
後
述
す
る
よ
う
に
創
作

さ
れ
た
可
能
性
が
大
き
い
こ
と
を
考
え
る
と
、
こ
の
歌
も
躬
恒
の
歌
を
も
と
に
改
変
し
、
と
し
こ
が
詠
ん
だ
ふ
う
に
仕
立
て
た
と
み
る
の
が
自
然
で
は
な
か
ろ
う
か
。

も
ち
ろ
ん
﹃
躬
恒
集
﹄
が
﹃
大
和
物
語
﹄
か
ら
取
り
入
れ
た
と
い
う
こ
と
も
考
え
て
お
か
ね
ば
な
る
ま
い
。
事
実
、
躬
恒
の
歌
に
は
他
の
歌
の
表
現
を
取
り
入
れ
て
い
る
の
が

多
い
と
い
う(22)
。
だ
が
、
こ
こ
の
場
合
、
両
歌
は
上
句
が
共
通
し
て
お
り
、
し
か
も
﹃
古
今
集
﹄
の
撰
者
の
一
人
で
も
あ
る
躬
恒
が
他
人
の
歌
を
利
用
し
下
句
を
改
め
て
ま
で
歌
を

詠
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
か
。
下
句
は
地
文
と
照
応
し
密
接
な
関
係
が
窺
わ
れ
る
。
や
は
り
こ
こ
は
﹃
大
和
物
語
﹄
の
改
変
と
考
え
る
の
が
穏
当
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
で
、
両
者
の
関
係
を
確
か
に
す
る
た
め
に
﹃
躬
恒
集
﹄
に
つ
い
て
ふ
れ
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
現
存
の
﹃
躬
恒
集
﹄
は
五
系
統
に
分
け
ら
れ
る(23)
。
そ
の
中
で
こ
の
歌
は
第

四
類
の
西
本
願
寺
本
系
統
と
第
五
類
の
正
保
版
本
系
統
に
み
ら
れ
る
。
こ
の
う
ち
後
者
は
後
世
の
成
立
に
な
る
こ
と
が
島
田
良
二
氏
に
よ
り
明
ら
か
に
さ
れ
て
お
り(24)
、
こ
こ
で
は

対
象
外
に
す
る
。
す
る
と
両
者
の
関
わ
り
を
考
え
る
場
合
、
第
四
類
本
の
成
立
が
問
題
に
な
る
。﹃
躬
恒
集
﹄
の
中
で
こ
の
系
統
は
歌
数
が
最
も
多
く
、
四
八
二
首
を
か
ぞ
え
る
。
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そ
れ
ら
を
島
田
氏
は
、
Ｄ
︵
1
～
254
︶・
Ｅ
︵
255
～
328
︶・
漢
詩
連
歌
︵
329
～
348
︶・
Ｂ
︵
349
～
482
︶
に
分
け
ら
れ
、
Ｄ
群
の
終
わ
り
に
﹁
こ
れ
に
は
す
ゑ
に
か
ゝ
れ
ぬ
こ
と
本
の

す
ゑ
あ
る
を
か
け
る
﹂
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
Ｅ
群
以
下
を
増
補
と
考
え
て
い
る
。
そ
し
て
、
氏
は
こ
の
系
統
の
成
立
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

第
四
類
本
は
す
で
に
院
政
期
に
は
成
立
し
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
い
わ
ゆ
る
Ｄ
群
の
躬
恒
集
は
か
な
り
古
く
か
ら
成
立
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
と
と
も
に
、
Ｅ
お
よ
び

漢
詩
連
歌
も
単
独
で
存
在
し
て
い
た
事
か
ら
、
こ
れ
も
拾
遺
集
頃
に
は
成
立
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
Ｄ
群
は
﹃
躬
恒
集
﹄
の
中
で
成
立
的
に
み
て
最
も
古
い
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。﹁
か
た
か
け
の
﹂
の
歌
は
﹁
わ
か
れ
の
う
た
﹂
と
し
て
、Ｄ
群
の
中
で
四
番
目
に
み
ら
れ
る
。

し
か
も
こ
の
Ｄ
群
の
成
立
は
、
前
述
の
如
く
少
な
く
と
も
﹃
拾
遺
集
﹄
以
前
と
推
測
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
﹃
大
和
物
語
﹄
の
作
者
が
﹃
躬
恒
集
﹄
に
あ
る
こ
の
歌
を
利
用
し
た

こ
と
は
十
分
に
考
え
ら
れ
よ
う
。

最
後
に
あ
る
﹁
あ
を
や
ぎ
の
﹂
の
歌
に
つ
い
て
は
、
そ
の
例
歌
に
﹃
大
和
物
語
虚
静
抄
﹄
が

七
夕
に
か
し
つ
る
糸
の
う
ち
は
へ
て
年
の
緒
な
か
く
恋
や
わ
た
る
ら
ん

︵
注
︶　﹃
大
和
物
語
諸
注
集
成
﹄︵
雨
海
博
洋
氏
編
著
　
桜
楓
社
、
昭
和
58
年
5
月
︶
に
拠
る
。

を
引
い
て
い
る
。
こ
の
歌
は
﹃
古
今
集
﹄
秋
歌
上
に
あ
る
躬
恒
の
作
で
あ
る
こ
と
か
ら
中
島
和
歌
子
氏
は
先
程
の
﹁
か
た
か
け
の
﹂
の
歌
と
の
関
連
で
注
目
し
つ
つ
も(25)
そ
の
関
わ

り
に
つ
い
て
は
言
及
し
て
い
な
い
。

前
述
の
ご
と
く
前
の
二
首
は
﹃
大
和
物
語
﹄
第
三
段
の
内
容
に
合
わ
せ
て
改
変
し
た
可
能
性
が
高
い
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
そ
れ
は
﹁
あ
を
や
ぎ
の
﹂
の
歌
に
も
及
ん
で
い
る

の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
に
し
て
も
両
者
が
共
通
す
る
の
は
﹁
糸
の
う
ち
は
へ
て
﹂
と
い
う
表
現
の
み
で
前
の
二
首
と
は
や
や
異
な
っ
て
い
る
︵
伝
本
に
よ
り
﹁
の
﹂
の
有
無
は
あ
る
が
︶
。

は
た
し
て
本
歌
と
し
て
よ
い
の
か
不
安
も
残
る
が
、
実
際
、
両
方
の
歌
を
比
較
し
て
み
る
と
、﹃
大
和
物
語
﹄
で
は
地
文
を
受
け
季
節
に
あ
わ
せ
た
表
現
に
な
っ
て
い
る
。
即
ち

初
句
で
は
秋
の
景
物
を
示
す
﹁
七
夕
の
か
し
つ
る
糸
﹂
を
﹃
大
和
物
語
﹄
の
地
文
の
春
の
景
物
﹁
柳
の
し
な
ひ
﹂
を
受
け
﹁
あ
を
や
ぎ
の
﹂
に
、
次
い
で
時
を
示
す
﹁
年
の
緒
な

が
く
﹂
を
春
の
場
面
に
相
応
し
く
﹁
の
ど
か
な
る
春
日
し
も
こ
そ
﹂
に
、
さ
ら
に
結
句
で
﹁
か
た
か
け
の
﹂
の
歌
の
﹁
思
ひ
い
づ
る
君
﹂
を
受
け
て
﹁
思
ひ
い
で
け
れ
﹂
に
、
そ

れ
ぞ
れ
照
応
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
み
て
く
る
と
表
現
上
、
共
通
す
る
の
は
わ
ず
か
一
箇
所
と
は
い
う
も
の
の
、
躬
恒
の
歌
を
利
用
す
る
に
際
し
て
、
地
文
や
前
歌
を

踏
ま
え
て
、
そ
の
場
に
合
わ
せ
て
改
変
し
た
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。
さ
ら
に
注
目
し
た
い
の
は
こ
の
歌
も
﹃
躬
恒
集
﹄
に
み
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
と
の
関
係
に
つ

い
て
は
こ
れ
ま
で
指
摘
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
前
述
の
よ
う
に
﹁
か
た
か
け
﹂
の
歌
が
﹃
躬
恒
集
﹄
と
密
接
な
関
係
に
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
こ
こ
も
﹃
躬
恒
集
﹄
を
資
料
に
し

た
可
能
性
も
あ
る
と
考
え
て
お
か
ね
ば
な
る
ま
い
。
こ
の
歌
は
﹃
躬
恒
集
﹄
の
い
ず
れ
の
系
統
の
伝
本
に
み
ら
れ
る
か
と
い
う
と
、

躬
恒
集
Ⅰ
三
一
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躬
恒
集
Ⅰ
二
〇
五

躬
恒
集
Ⅱ
一
二
二

躬
恒
集
Ⅲ
一
〇
六

躬
恒
集
Ⅳ
四
五
六

︵
注
︶　﹃
私
家
集
大
成  

第
一
巻  

中
古
Ⅰ
﹄︵
明
治
書
院
、
昭
和
48
年
11
月
︶
に
拠
る
。

四
系
統
の
伝
本
に
み
ら
れ
る
。
先
程
の
﹁
か
た
か
け
の
﹂
の
歌
も
Ⅳ
系
統
に
み
ら
れ
、
そ
の
点
で
は
こ
の
歌
も
Ⅳ
系
統
の
﹃
躬
恒
集
﹄
を
資
料
に
し
た
可
能
性
が
あ
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
こ
の
歌
が
属
す
る
Ⅳ
系
統
の
Ｂ
群
は
島
田
良
二
氏
に
よ
り
﹁
第
三
類
本
プ
ロ
パ
ー
の
Ｂ
群
か
ら
の
転
写
増
補
さ
れ
た(26)
﹂
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
系
統
を

資
料
に
し
た
可
能
性
は
低
い
。
た
だ
、﹁
七
夕
に
﹂
の
歌
は
﹃
躬
恒
集
﹄
の
祖
本
の
姿
を
留
め
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
Ⅰ
系
統
を
は
じ
め
Ⅱ
系
統
に
も
み
ら
れ
、
そ
の
祖
本
に

は
存
在
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
祖
本
か
ら
各
系
統
の
伝
本
が
ど
の
よ
う
に
分
派
し
て
い
っ
た
か
は
不
詳
で
あ
る
。
ま
た
、﹃
古
今
集
﹄
か
﹃
躬
恒
集
﹄
の
い
ず
れ
を
拠

り
所
に
し
て
い
る
か
は
断
定
で
き
な
い
。
こ
の
章
段
は
と
し
こ
と
源
大
納
言
と
の
歌
の
贈
答
を
介
し
季
節
を
追
っ
て
叙
述
さ
れ
、
同
時
に
と
し
こ
の
感
情
が
徐
々
に
高
揚
し
て
い

る
。
そ
れ
も
﹁
ち
ぢ
の
色
に
﹂
と
﹁
か
た
か
け
の
﹂
の
歌
の
存
在
に
よ
っ
て
こ
そ
﹁
あ
を
や
ぎ
の
﹂
の
歌
の
表
現
効
果
を
上
げ
て
い
る
。
と
し
こ
は
多
く
の
章
段
に
登
場
す
る
が
、

源
大
納
言
と
の
贈
答
歌
は
こ
こ
の
み
で
あ
る
。
二
人
の
親
密
な
関
係
を
背
景
に
他
の
資
料
を
も
と
に
し
て
贈
答
歌
に
仕
立
て
た
の
で
あ
ろ
う
。

六

﹃
大
和
物
語
﹄
の
作
者
は
﹁
か
た
か
け
の
﹂
の
歌
と
﹁
あ
を
や
ぎ
の
﹂
の
歌
を
、
躬
恒
の
歌
を
も
と
に
改
変
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
わ
け
で
あ
る
が
、
作
者
は
こ
の
章

段
を
創
作
す
る
に
あ
た
り
、
ひ
と
つ
の
章
段
の
中
に
躬
恒
の
歌
を
二
首
も
利
用
し
た
の
は
ど
の
よ
う
な
理
由
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
少
な
く
と
も
﹃
大
和
物
語
﹄
の
作
者
が
躬

恒
に
関
心
を
抱
い
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
で
は
そ
の
痕
跡
め
い
た
も
の
を
﹃
大
和
物
語
﹄
か
ら
見
出
せ
る
で
あ
ろ
う
か
。

﹃
大
和
物
語
﹄
に
あ
っ
て
躬
恒
は
三
十
三
、百
二
十
一
の
二
章
段
に
登
場
す
る
。
決
し
て
多
い
と
は
言
え
な
い
。
ま
ず
三
十
三
段
を
見
て
い
く
が
、
論
述
の
便
宜
上
、
こ
の
章
段

と
そ
の
前
後
の
章
段
を
記
し
て
お
こ
う
。

三
十
段

　
故
右
京
の
大
夫
宗
于
の
君
、
な
り
い
づ
べ
き
ほ
ど
に
、
わ
が
身
の
え
な
り
い
で
ぬ
こ
と
と
、
思
ひ
た
ま
ひ
け
る
こ
ろ
ほ
ひ
、
亭
子
の
帝
に
、
紀
伊
国
よ
り
石
つ
き
た
る
海
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松
を
な
む
奉
り
け
る
を
題
に
て
、
人
々
歌
よ
み
け
る
に
、
右
京
の
大
夫
、

沖
つ
風
ふ
け
ゐ
の
浦
に
立
つ
浪
の
な
ご
り
に
さ
へ
や
わ
れ
は
し
づ
ま
む

三
十
一
段

　
お
な
じ
右
京
の
大
夫
、
監
の
命
婦
に
、

よ
そ
な
が
ら
思
ひ
し
よ
り
も
夏
の
夜
の
見
は
て
ぬ
夢
ぞ
は
か
な
か
り
け
る

三
十
二
段

　
亭
子
の
帝
に
、
右
京
の
大
夫
の
よ
み
て
奉
り
た
り
け
る
。

あ
は
れ
て
ふ
人
も
あ
る
べ
く
む
さ
し
野
の
草
と
だ
に
こ
そ
生
ふ
べ
か
り
け
れ

ま
た
、時

雨
の
み
降
る
山
里
の
木
の
し
た
は
を
る
人
か
ら
や
も
り
す
ぎ
ぬ
ら
む

と
あ
り
け
れ
ば
、
か
へ
り
み
た
ま
は
ぬ
心
ば
へ
な
り
け
り
。﹁
帝
、
御
覧
じ
て
、﹃
な
に
ご
と
ぞ
。
こ
れ
を
心
え
ぬ
﹄
と
て
僧
都
の
君
に
な
む
見
せ
た
ま
ひ
け
る
と
聞
き
し
か
ば
、

か
ひ
な
く
な
む
あ
り
し
﹂
と
語
り
た
ま
ひ
け
る
。

三
十
三
段

躬
恒
が
院
に
よ
み
て
奉
り
け
る
。

立
ち
寄
ら
む
木
の
も
と
も
な
き
つ
た
の
身
は
と
き
は
な
が
ら
に
秋
ぞ
か
な
し
き

三
十
四
段

右
京
の
大
夫
の
も
と
に
、
女

色
ぞ
と
は
お
も
ほ
え
ず
と
も
こ
の
花
は
時
に
つ
け
つ
つ
思
ひ
い
で
な
む

前
後
が
宗
于
関
係
の
章
段
に
囲
ま
れ
た
一
章
段
に
躬
恒
は
登
場
す
る
。﹃
大
和
物
語
﹄
の
場
合
、
そ
の
多
く
は
同
一
人
物
や
同
一
内
容
の
章
段
が
連
続
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、

こ
こ
は
そ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
な
い
。
ど
う
み
て
も
こ
れ
は
無
意
識
に
配
置
さ
れ
て
い
る
と
は
考
え
に
く
い
。
で
は
な
ぜ
三
十
三
段
に
宗
于
で
は
な
く
躬
恒
の
章
段
を
置
い
た

の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
﹃
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
大
和
物
語
﹄
の
頭
注
で
は
﹁
三
十
二
段
に
草
木
に
関
す
る
歌
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
宗
于
以
外
の
人
の
話
が

入
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。﹂
と
説
明
し
て
い
る
。
確
か
に
﹃
大
和
物
語
﹄
の
場
合
、
各
章
段
が
景
物
で
関
連
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
こ
こ
も
そ
う
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
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し
、問
題
は
そ
の
こ
と
よ
り
も
な
ぜ
躬
恒
の
章
段
を
こ
こ
に
置
い
た
か
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
こ
れ
は
前
後
の
章
段
を
含
め
て
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。﹃
大
和
物
語
﹄
の
場
合
、

と
こ
ろ
ど
こ
ろ
前
後
の
章
段
の
つ
な
が
り
が
み
ら
れ
、
そ
れ
が
重
要
な
働
き
を
担
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
三
十
二
、三
十
三
段
で
は
宗
于
が
身
の
不
遇
を
帝
に

訴
え
て
い
る
。
次
い
で
三
十
四
段
で
は
宗
于
が
登
場
す
る
も
の
の
、
そ
の
内
容
は
恋
の
話
に
移
っ
て
い
る
。
し
か
も
こ
こ
で
宗
于
は
歌
を
詠
ん
で
い
な
い
。
三
十
三
段
は
主
人
公

が
異
な
る
も
の
の
三
十
二
段
と
身
の
不
遇
と
い
う
内
容
が
同
じ
で
あ
る
。
同
じ
内
容
の
章
段
を
連
続
さ
せ
る
た
め
に
躬
恒
の
話
を
も
っ
て
き
て
い
る
。
こ
う
す
る
こ
と
で
、
ひ
と

つ
の
変
化
を
も
た
せ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
の
は
作
者
の
躬
恒
へ
の
関
心
の
表
わ
れ
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
三
十
一
段
は
主
人
公
が
前
段
と
同
じ
で
も
内
容
を
み
る
と
、
前
後
の
章
段
と
異
な
り
恋
の
話
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
先
程
の
三
十
二
・
三
十
三
段
と
逆
に
な
っ
て
い
る
。

三
十
一
段
に
あ
る
宗
于
が
詠
ん
だ
﹁
よ
そ
な
が
ら
﹂
の
歌
は
﹃
後
撰
集
﹄
の
読
み
人
し
ら
ず
歌
で
、
こ
れ
を
も
と
に
創
作
し
た
可
能
性
が
高
い(27)
。
こ
こ
で
は
、
宗
于
の
恋
の
相
手

に
監
命
婦
を
登
場
さ
せ
、
か
つ
恋
の
話
に
し
て
変
化
を
も
た
せ
た
の
で
あ
ろ
う
。﹃
大
和
物
語
﹄
に
あ
っ
て
監
命
婦
は
こ
こ
を
含
め
て
十
章
段
に
登
場
し
、
作
者
の
関
心
の
高
さ

を
理
解
で
き
よ
う
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
三
十
一
段
と
三
十
三
段
の
配
置
の
意
図
に
つ
い
て
は
連
動
し
て
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
、
こ
れ
ら
一
連
の
章
段
も
身
の
不
遇
︵
三
十
段
︶
︱

恋
︵
三
十
一
段
︶
︱
身
の
不
遇
︵
三
十
二
段
︶
︱
身
の
不
遇
︵
三
十
三
段
︶
︱
恋
︵
三
十
四
段
︶
と
い
う
よ
う
に
恋
と
身
の
不
遇
と
が
ほ
ぼ
交
互
に
配
置
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
も

そ
の
よ
う
な
意
図
が
あ
っ
て
の
こ
と
で
こ
の
一
環
と
し
て
利
用
し
た
と
み
て
よ
か
ろ
う
。

次
に
、
百
三
十
二
段
を
み
る
こ
と
に
す
る
。
こ
こ
で
も
論
述
の
便
宜
上
、
こ
の
前
後
の
章
段
を
記
し
て
お
く
。

百
三
十
一
段

　
先
帝
の
御
時
、
四
月
の
つ
い
た
ち
の
日
、
鶯
の
鳴
か
ぬ
を
よ
ま
せ
た
ま
ひ
け
る
。
公
忠
、

春
は
た
だ
昨
日
ば
か
り
を
う
ぐ
ひ
す
の
か
ぎ
れ
る
ご
と
も
鳴
か
ぬ
今
日
か
な

と
な
む
よ
み
た
り
け
る
。

百
三
十
二
段

　
お
な
じ
帝
の
御
時
、
躬
恒
を
召
し
て
、
月
の
い
と
お
も
し
ろ
き
夜
、
御
遊
び
な
ど
あ
り
て
、﹁
月
を
弓
は
り
と
い
ふ
は
、
な
に
の
心
ぞ
。
そ
の
よ
し
つ
か
う
ま
つ
れ
﹂
と

お
ほ
せ
た
ま
う
け
れ
ば
、
御
階
の
も
と
に
さ
ぶ
ら
ひ
て
、
つ
か
う
ま
つ
り
け
る
。

照
る
月
を
弓
は
り
と
し
も
い
ふ
こ
と
は
山
べ
を
さ
し
て
い
れ
ば
な
り
け
り

禄
に
大
袿
か
づ
き
て
、
ま
た
、
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白
雲
の
こ
の
か
た
し
も
お
り
ゐ
る
は
天
つ
風
こ
そ
吹
き
て
き
つ
ら
し

百
三
十
三
段

　
お
な
じ
帝
、
月
の
お
も
し
ろ
き
夜
、
み
そ
か
に
御
息
所
た
ち
の
御
曹
司
ど
も
を
見
歩
か
せ
た
ま
ひ
け
り
。
御
と
も
に
公
忠
さ
ぶ
ら
ひ
け
り
。
そ
れ
に
あ
る
御
曹
司
よ
り
、

こ
き
袿
ひ
と
か
さ
ね
着
た
る
女
の
、
い
と
清
げ
な
る
、
い
で
来
て
、
い
み
じ
う
泣
き
け
り
。
公
忠
を
ち
か
く
召
し
て
、
見
せ
た
ま
ひ
け
れ
ば
、
髪
を
ふ
り
お
ほ
ひ
て
い
み
じ

う
泣
く
。﹁
な
ど
て
か
く
な
く
ぞ
﹂
と
い
へ
ど
、
い
ら
へ
も
せ
ず
。
帝
も
い
み
じ
う
あ
や
し
が
り
た
ま
ひ
け
り
。
公
忠
、

思
ふ
ら
む
心
の
う
ち
は
知
ら
ね
ど
も
泣
く
を
見
る
こ
そ
悲
し
か
り
け
れ

と
よ
め
り
け
れ
ば
、
い
と
に
な
く
め
で
た
ま
ひ
け
り
。

百
三
十
四
段

　
先
帝
の
御
時
に
、
あ
る
御
曹
司
に
、
き
た
な
げ
な
き
童
あ
り
け
り
。
帝
御
覧
じ
て
、
み
そ
か
に
召
し
て
け
り
。
こ
れ
を
人
に
も
知
ら
せ
た
ま
は
で
時
々
召
し
け
り
。
さ
て
、

の
た
ま
は
せ
け
る
。

あ
か
で
の
み
経
れ
ば
な
る
べ
し
あ
は
ぬ
夜
も
あ
ふ
夜
も
人
を
あ
は
れ
と
ぞ
思
ふ

と
の
た
ま
は
せ
け
る
を
、
童
の
心
地
に
も
、
か
ぎ
り
な
く
あ
は
れ
に
お
ぼ
え
け
れ
ば
、
し
の
び
あ
へ
で
友
だ
ち
に
、﹁
さ
な
む
の
た
ま
ひ
し
﹂
と
語
り
け
れ
ば
、
こ
の
主
な
る

御
息
所
聞
き
て
、
追
ひ
い
で
た
ま
ひ
け
る
も
の
か
、
い
み
じ
う
。

百
三
十
一
段
か
ら
百
四
十
四
段
ま
で
は
先
帝
関
係
の
章
段
で
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
内
、
百
三
十
四
段
を
除
け
ば
帝
と
と
も
に
公
忠
、
も
し
く
は
躬
恒
と
い
う
著
名
な
歌

人
が
登
場
し
て
い
る
。
即
ち
、
帝
を
除
い
て
百
三
十
一
段
で
は
公
忠
、
百
三
十
二
段
で
は
躬
恒
、
百
三
十
三
段
で
は
公
忠
、
最
後
の
百
三
十
四
段
で
は
童
と
い
う
人
物
配
置
で
あ

る
。
躬
恒
の
登
場
す
る
章
段
は
、
そ
の
前
後
に
公
忠
が
登
場
す
る
章
段
に
挟
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
配
置
は
先
程
の
三
十
三
段
と
類
似
す
る
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
章
段
の
中
で
百
三
十
二
、百
三
十
三
段
は
﹁
月
の
い
と
お
も
し
ろ
き
夜
﹂、﹁
月
の
お
も
し
ろ
き
夜
﹂
と
い
う
場
面
で
躬
恒
、
公
忠
が
そ
れ
ぞ
れ
帝
に
召
さ
れ

て
歌
を
詠
み
、
賞
賛
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
共
通
す
る
。
こ
こ
で
も
内
容
的
に
は
同
じ
で
も
登
場
人
物
を
別
人
に
す
る
こ
と
で
変
化
を
も
た
せ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は

三
十
二
、三
十
三
段
の
内
容
に
も
類
似
す
る
。
い
ず
れ
も
不
遇
な
身
の
上
を
訴
え
て
い
る
。
構
成
上
、
要
所
に
躬
恒
を
据
え
た
の
は
作
者
が
彼
に
関
心
を
抱
い
て
い
た
証
に
ほ
か

な
る
ま
い
。
と
も
あ
れ
こ
こ
で
も
三
十
三
段
で
述
べ
た
こ
と
と
同
じ
こ
と
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
、
先
程
の
考
え
が
よ
り
確
か
な
も
の
と
な
ろ
う
。

﹃
大
和
物
語
﹄
作
者
の
躬
恒
へ
の
関
心
は
す
こ
ぶ
る
高
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
作
者
の
意
図
す
る
章
段
の
配
置
︱
変
化
を
も
た
せ
る
︱
に
及
ん
で
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
前
後
が
同
一
人
物
の
章
段
の
中
に
別
人
が
組
み
込
ま
れ
て
い
る
箇
所
は
躬
恒
以
外
の
章
段
に
も
み
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
そ
の
類
似
例
を
含
め
、
三
例
を
取
り
あ
げ
、
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躬
恒
の
章
段
に
み
ら
れ
た﹃
大
和
物
語
﹄作
者
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
を
多
少
な
り
と
も
補
っ
て
い
き
た
い
。
今
、そ
れ
ら
に
お
い
て
登
場
人
物
の
み
を
記
し
て
み
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

⑴
25
段
　
明
覚

◎
26
段
　
桂
皇
女

27
段
　
戒
仙

28
段
　
戒
仙

⑵
137
段
　
元
良
親
王

◎
138
段
　
こ
や
く
し

139
段
　
元
良
親
王

140
段
　
元
良
親
王

⑶
76
段
　
桂
皇
女
　
嘉
種

77
段
　
桂
皇
女
　
嘉
種

78
段
　
監
命
婦
　
元
平
親
王

79
段
　
監
命
婦
　
元
平
親
王

◎
80
段
　
宗
于

81
段
　
右
近
　
故
后
宮

82
段
　
右
近
　
故
后
宮

83
段
　
右
近
　
蔵
人
頭

84
段
　
右
近
　
男

85
段
　
右
近
　
桃
園
宰
相

◎
を
付
け
た
の
が
そ
の
人
物
に
該
当
す
る
。
⑴
の
場
合
、
必
ず
し
も
先
程
の
躬
恒
の
章
段
と
同
じ
で
は
な
い
し
、
内
容
的
に
み
て
前
後
の
章
段
と
類
似
し
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
。

二
十
六
段
の
前
後
が
僧
侶
関
係
の
章
段
で
あ
り
、
こ
こ
は
そ
の
関
係
で
連
続
さ
せ
て
も
よ
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
で
は
な
ぜ
こ
う
し
た
の
か
。
二
十
六
段
で
は
桂
皇
女
が
登
場
す
る
。

し
か
も
こ
こ
で
彼
女
が
詠
ん
だ
﹁
そ
れ
を
だ
に
﹂
の
歌
は
、﹃
古
今
集
﹄
で
は
﹁
読
み
人
し
ら
ず
﹂
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
に
関
し
て
雨
海
博
洋
氏
は
歌
語
り
文
学
的
発
想
と
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と
ら
え
、
二
十
六
段
を
虚
構
と
さ
れ
た(28)
。
こ
れ
に
対
し
て
今
井
源
衛
氏
は
事
実
か
虚
構
か
の
判
断
は
困
難
と
さ
れ
、
そ
れ
に
否
定
的
で
あ
る(29)
。
そ
の
判
断
は
今
後
に
待
つ
と
し
て

こ
こ
で
は
前
段
と
﹁
宿
﹂
と
い
う
語
で
関
連
さ
せ(30)
つ
つ
、
作
者
に
と
っ
て
関
心
の
あ
る
桂
皇
女
と
い
う
、﹃
大
和
物
語
﹄
で
多
く
の
章
段
に
登
場
す
る
著
名
な
人
物
を
置
く
こ
と
で

変
化
を
も
た
せ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
⑵
を
み
る
と
理
解
で
き
よ
う
。
こ
こ
で
は
元
良
親
王
関
係
の
章
段
の
中
に
こ
や
く
し
な
る
人
物
の
章
段
を
置
い
て
い
る
が
、
か
つ
て

考
察
し
た
よ
う
に
こ
れ
ら
の
章
段
は
恋
の
進
行
を
考
慮
し
内
容
的
に
関
連
さ
せ
配
置
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
中
に
こ
や
く
し
な
る
人
物
の
章
段
を
置
い
た
の
は
変
化

を
も
た
せ
る
た
め
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
や
く
し
は
著
名
な
人
物
で
も
な
く
﹃
大
和
物
語
﹄
に
あ
っ
て
、
こ
こ
に
の
み
登
場
す
る
。
こ
れ
は
⑴
と
は
異
な
る
が
、
斬
新
な
方

法
を
試
み
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
た
め
に
も
﹃
伊
勢
集
﹄
に
あ
る
贈
答
歌
を
も
と
に
こ
や
く
し
と
い
う
架
空
の
人
物
に
し
虚
構
化
し
た
の
で
あ
ろ
う(31)
。
こ
れ
は
ま
た
、
創
作
力
の

表
わ
れ
で
あ
り
先
程
の
二
十
六
段
の
虚
構
か
否
か
を
考
え
る
上
で
参
考
に
な
ろ
う
。
そ
れ
は
そ
れ
と
し
て
、
こ
こ
で
も
前
述
し
た
三
十
三
、百
三
十
二
段
の
方
法
に
類
似
し
て
い
る
。

最
後
の
⑶
の
場
合
は
今
ま
で
の
例
と
は
異
な
る
。
こ
こ
で
は
桂
皇
女
、
監
命
婦
関
係
の
章
段
が
そ
れ
ぞ
れ
二
章
段
ず
つ
続
い
て
い
る
。
そ
の
後
に
宗
于
関
係
の
一
章
段
が
、
さ

ら
に
そ
の
後
に
右
近
関
係
の
五
章
段
が
そ
れ
ぞ
れ
続
く
。﹃
大
和
物
語
﹄
に
あ
っ
て
、
桂
皇
女
、
監
命
婦
、
右
近
と
い
う
著
名
な
女
性
達
が
登
場
す
る
中
に
宗
于
が
登
場
す
る
一

章
段
が
あ
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
こ
の
前
後
の
章
段
は
恋
の
話
で
あ
る
が
、
こ
こ
は
宗
于
が
亡
き
宇
多
上
皇
を
し
の
ぶ
話
で
内
容
的
に
も
異
な
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
を
い
か
に

考
え
た
ら
よ
い
の
か
。
八
十
段
に
つ
い
て
﹃
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
大
和
物
語
﹄
の
頭
注
で
は
﹁
恋
の
内
容
で
は
な
く
、
ま
た
前
後
の
人
物
と
も
関
係
な
く
孤
立
し
た
章
段
﹂

と
解
説
し
て
い
る
。
確
か
に
、
こ
の
前
後
の
章
段
は
前
述
の
如
く
同
一
人
物
で
連
続
し
、
宗
于
の
章
段
が
孤
立
し
て
い
る
感
じ
で
は
あ
る
。
し
か
し
、
見
方
を
変
え
て
こ
の
前
後

に
著
名
な
女
性
達
を
配
置
し
、
そ
の
間
に
宗
于
の
章
段
が
あ
る
の
は
、
ど
う
見
て
も
単
な
る
羅
列
と
考
え
る
よ
り
も
何
か
し
ら
の
意
図
が
あ
っ
た
と
み
る
の
が
自
然
で
は
な
い
か
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
を
考
慮
し
前
段
の
七
十
九
段
を
み
る
と
、
そ
こ
に
は
監
命
婦
が
詠
ん
だ
﹁
こ
り
ず
ま
の
浦
に
か
づ
か
む
う
き
み
る

0

0

0

0

は
浪
さ
わ
が
し
く
あ
り
こ
そ
は
せ
め
﹂
と
い

う
歌
が
あ
る
。
こ
の
歌
を
読
ん
で
思
い
起
こ
す
の
は
、前
に
ふ
れ
た
三
十
段
に
あ
る
﹁
沖
つ
風
ふ
け
ゐ
の
浦
に
立
つ
浪
の
な
ご
り
に
さ
へ
や
わ
れ
は
し
づ
ま
む
﹂
と
い
う
歌
で
あ
る
。

こ
の
歌
は
﹁
紀
伊
国
よ
り
石
つ
き
た
る
海
松
を
な
む
奉
り
け
る
﹂
と
い
う
題
で
宗
于
が
思
う
よ
う
に
な
ら
な
い
我
が
身
を
海
松
に
託
し
て
詠
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
い
わ
ば
海
松
は

宗
于
を
象
徴
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。﹁
沖
つ
風
﹂
の
歌
と
﹁
こ
り
ず
ま
の
﹂
の
歌
を
み
る
と
﹁
ふ
け
ゐ
の
浦
﹂、﹁
須
磨
の
浦
﹂
と
海
が
、
さ
ら
に
﹁
浪
﹂、﹁
海
松
﹂
が
そ
れ
ぞ
れ

詠
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
語
句
の
類
似
性
、
と
り
わ
け
宗
于
を
象
徴
す
る
海
松
と
い
う
こ
と
で
、
い
わ
ば
連
想
の
如
く
八
十
段
を
配
置
し
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
次

の
八
十
一
段
を
み
る
と
、﹁
宮
に
ま
ゐ
る
こ
と
絶
え
て
、
里
に
あ
り
け
る
に

0

0

0

0

0

0

0

、
さ
ら
に
と
ひ
た
ま
は
ざ
り
け
り

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

﹂
と
あ
る
が
、
こ
れ
と
八
十
段
の
歌
に
﹁
来
て
見
れ
ど
心
も
ゆ
か

0

0

0

0

0

0

0

0

0

ず
ふ
る
さ
と

0

0

0

0

0

の
云
々
﹂
と
あ
っ
て
両
者
は
﹁
ふ
る
さ
と
﹂、﹁
里
﹂
が
関
連
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
章
段
間
の
語
句
の
関
連
は
他
の
章
段
に
も
み
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
、﹃
大
和
物
語
﹄

の
特
色
の
ひ
と
つ
に
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
て
み
て
く
る
と
八
十
段
は
前
後
の
章
段
に
関
連
し
て
お
り
、
女
性
の
章
段
が
続
く
の
を
二
つ
に
分
け
、
い
わ
ば
中
継
ぎ
の
働
き
を
し

て
い
る
と
言
え
よ
う
。
と
同
時
に
著
名
な
女
性
達
の
中
に
宗
于
の
章
段
を
配
置
す
る
こ
と
で
変
化
を
も
た
せ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
宗
于
は
﹃
大
和
物
語
﹄
に
あ
っ
て
九
章
段
に
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登
場
し
作
者
に
と
っ
て
関
心
の
あ
る
人
物
の
一
人
で
あ
っ
た
。

前
後
に
同
一
人
物
、
も
し
く
は
そ
れ
に
類
し
た
人
物
の
中
に
別
人
が
置
か
れ
て
い
る
章
段
を
み
て
き
た
。
そ
の
結
果
は
一
定
で
は
な
い
が
、
こ
こ
で
も
別
人
に
な
る
章
段
は
作

者
に
と
っ
て
関
心
の
あ
る
人
物
が
登
場
し
、
し
か
も
単
な
る
羅
列
で
は
な
く
意
図
的
に
配
置
し
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
例
か
ら
前
述
し
た
三
十
三
、百
三
十
三
段
で
の
考
え
を
補
強

で
き
た
よ
う
に
思
う
。

躬
恒
の
﹁
か
た
か
け
の
﹂
の
歌
を
利
用
す
る
に
至
っ
た
背
景
を
探
っ
て
み
た
。
こ
れ
ら
を
通
し
て
、
ひ
と
つ
の
方
針
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
実
際
、
躬
恒
が
登
場
す
る
の

は
二
章
段
に
し
か
過
ぎ
な
い
が
、
そ
こ
に
は
不
遇
な
身
の
嘆
き
と
歌
人
と
し
て
の
誉
れ
が
描
か
れ
て
い
た
。
そ
の
彼
を
著
名
な
歌
人
の
章
段
の
前
後
に
設
置
し
て
い
る
。
こ
う
し
た

の
は
変
化
を
も
た
せ
よ
う
と
い
う
意
図
が
あ
り
、
そ
の
た
め
に
作
者
に
と
っ
て
関
心
の
あ
っ
た
人
物
を
据
え
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
三
段
を
創
作
す
る
に
際
し
、
躬
恒
の

歌
を
利
用
し
た
こ
と
と
決
し
て
無
関
係
で
は
あ
る
ま
い
。
そ
し
て
作
者
が
﹃
大
和
物
語
﹄
第
三
段
を
通
し
て
、
文
学
的
趣
向
、
い
わ
ば
虚
構
を
目
指
し
て
い
た
ヒ
ン
ト
が
窺
え
よ
う
。

七

﹃
大
和
物
語
﹄
第
三
段
は
宇
多
上
皇
六
十
賀
の
こ
と
を
記
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
表
向
き
に
過
ぎ
ず
、
話
の
中
心
は
あ
く
ま
で
も
源
大
納
言
と
と
し
こ
と
の
歌
の
贈
答
に
あ
る

こ
と
に
疑
う
余
地
は
あ
る
ま
い
。
と
し
こ
は
﹃
大
和
物
語
﹄
に
あ
っ
て
こ
の
三
段
を
含
め
て
十
章
段
に
登
場
す
る
。
女
性
で
は
一
位
を
占
め
て
い
る
。
次
い
で
多
い
の
が
監
命
婦

の
九
章
段
で
あ
る
。
二
人
は
﹃
大
和
物
語
﹄
に
あ
っ
て
双
璧
と
言
え
よ
う
。
と
し
こ
の
章
段
を
見
て
い
く
場
合
、
監
命
婦
の
存
在
は
無
視
で
き
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
ぞ
れ
が

相
前
後
す
る
こ
と
な
く
単
独
で
登
場
す
る
章
段
も
あ
る
が
、
意
外
と
と
し
こ
の
章
段
は
監
命
婦
の
章
段
と
相
前
後
し
て
い
る
場
合
が
多
い
。
そ
こ
で
、
と
し
こ
と
監
命
婦
が
相
前

後
し
て
登
場
す
る
章
段
と
と
し
こ
が
単
独
で
登
場
す
る
章
段
を
通
し
て
三
段
を
創
作
す
る
に
至
っ
た
背
景
を
人
物
面
か
ら
探
っ
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

二
人
が
登
場
す
る
章
段
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

3
①

⑻
９
⑽
13
㉑
㉒
25
㉛
41 

②

66 

67 

68 

(69) 

(70) 

(78) 

(79) 

122 

137

︵
注
︶　
(  )
で
囲
ん
だ
の
は
監
命
婦
が
登
場
す
る
章
段
を
示
し
て
い
る
。

ま
ず
こ
れ
ら
の
章
段
の
中
で
二
人
が
相
前
後
し
て
登
場
す
る
章
段
に
傍
線
部
①
・
②
の
章
段
が
あ
る
。
①
は
と
し
こ
の
章
段
が
監
命
婦
の
章
段
に
挟
ま
れ
て
い
る
場
合
で
あ
り
、

②
は
と
し
こ
と
夫
の
千
兼
が
登
場
す
る
章
段
の
後
に
監
命
婦
と
忠
文
の
息
子
が
登
場
す
る
章
段
が
続
く
場
合
で
あ
る
。
①
を
み
る
と
八
・
十
段
と
同
一
人
物
が
登
場
し
て
い
る
わ

け
だ
か
ら
何
も
そ
の
間
に
別
人
の
章
段
を
置
く
必
要
も
な
く
、
直
接
続
け
て
し
ま
っ
て
も
よ
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
で
は
、
な
ぜ
こ
う
な
っ
て
い
る
の
か
。
た
だ
、
単
に
配
置
し
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て
い
る
に
す
ぎ
な
い
の
か
。
そ
れ
よ
り
こ
れ
ら
の
章
段
に
と
し
こ
と
監
命
婦
と
が
登
場
す
る
こ
と
は
何
ら
か
の
意
図
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
ま
し
て
や
今
ま
で
み
て
き
た
こ
れ

と
類
似
す
る
章
段
か
ら
考
え
て
も
そ
の
可
能
性
は
高
い
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
念
頭
に
置
き
こ
れ
ら
の
章
段
を
み
る
と

八
段
　
　
大
沢
の
池
の
水
く
き
絶
え
ぬ
と
も

九
段
　
　
桃
園
の
兵
部
�
う
せ
た
ま
ひ
て

十
段
　
　
淵
瀬
あ
り
と
は
む
べ
も
い
ひ
け
り

の
よ
う
な
表
現
が
み
ら
れ
、
傍
線
部
分
が
内
容
的
に
関
連
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
八
段
で
﹁
絶
え
ぬ

0

0

0

﹂
と
い
う
こ
と
か
ら
九
段
で
の
﹁
う
せ
た
ま
ひ

0

0

0

0

0

︵
死
︶
﹂
を
連
想
さ
せ
、
さ

ら
に
十
段
で
は
そ
の
連
想
か
ら
﹁
ふ
る
さ
と
を
﹂
の
歌
に
﹃
古
今
集
﹄
歌
の
﹁
淵
瀬
あ
り
﹂
を
引
用
し
つ
つ
こ
の
世
の
無
常
へ
と
導
い
て
い
る
。
無
常
へ
自
然
に
展
開
さ
せ
る
た

め
に
は
﹁
死
﹂
の
話
が
必
要
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
と
し
こ
の
章
段
を
置
い
た
の
で
あ
る
。
別
な
人
物
で
変
化
を
も
た
せ
、
か
つ
内
容
を
考
え
て
配
置
し
て
お
り
、
こ
れ
は
先

程
み
て
き
た
元
良
親
王
関
係
の
百
三
十
七
段
を
は
じ
め
、
宗
于
や
躬
恒
の
章
段
に
類
似
し
て
い
る(32)
。
と
も
あ
れ
九
段
は
話
を
展
開
す
る
上
で
一
役
を
担
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
に

監
命
婦
と
双
璧
と
も
い
う
べ
き
と
し
こ
の
章
段
を
置
い
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

②
の
場
合
、
と
し
こ
の
章
段
が
六
十
六
、六
十
七
、六
十
八
と
三
章
段
連
続
す
る
が
、
こ
の
う
ち
六
十
八
段
は
内
容
的
に
や
や
前
の
二
章
段
と
異
な
っ
て
い
る
。
即
ち
六
十
六
段

と
六
十
七
段
で
は
、
と
し
こ
が
ひ
た
す
ら
夫
の
千
兼
の
帰
り
を
待
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
も
か
な
わ
ず
悲
し
み
に
く
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
次
の
六
十
八
段
で
は
、
話
が
一
変
し
て

枇
杷
殿
が
と
し
こ
の
家
の
柏
木
を
御
所
望
に
な
り
、
そ
れ
を
贈
る
話
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
と
し
こ
の
悲
し
み
は
み
ら
れ
な
い
。

一
方
、
監
命
婦
が
登
場
す
る
六
十
九
段
で
は
、
忠
文
の
息
子
が
親
と
一
緒
に
陸
奥
国
へ
下
る
際
、
監
命
婦
が
そ
の
息
子
に
餞
別
を
贈
り
別
れ
の
悲
し
み
に
く
れ
て
い
る
。
次
の

七
十
段
の
前
半
で
も
監
命
婦
が
離
れ
離
れ
に
な
っ
た
忠
文
の
息
子
へ
の
切
な
る
思
い
に
か
れ
て
い
る
。
後
半
で
は
監
命
婦
が
陸
奥
国
へ
下
る
途
中
で
、
忠
文
の
息
子
の
死
を
知
り

前
半
で
の
悲
し
み
に
追
い
打
ち
を
か
け
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
前
後
の
章
段
の
内
容
か
ら
、
六
十
八
段
は
ど
う
み
て
も
異
質
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
六
十
八
段
を
こ
こ

に
据
え
た
の
は
な
ぜ
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
六
十
八
段
は
﹃
後
撰
集
﹄
と
共
通
し
て
お
り
、
両
者
を
比
較
し
て
み
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

後

撰

集

雑

二

大
和
物
語
第
六
十
八
段

枇
杷
左
大
臣
、
よ
う
侍
て
な
ら
の
葉
を
も
と
め
侍
り
け

れ
ば
、
千
兼
が
あ
ひ
し
り
て
侍
り
け
る
に
と
り
に
つ
か

は
し
け
れ
ば
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
俊
子

我
が
宿
を
い
つ
な
ら
し
て
か
楢
の
葉
を
な
ら
し
顔
に
は
折
り
に

　
枇
杷
殿
よ
り
、
と
し
こ
が
家
に
柏
木
の
あ
り
け
る
を
、
折

り
に
た
ま
へ
り
け
り
。
折
ら
せ
て
書
き
つ
け
て
奉
り
け
る
。

わ
が
宿
を
い
つ
か
は
君
が
な
ら
し
葉
の
な
ら
し
顔
に
は

折
り
に
お
こ
す
る
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︵
注
︶　﹃
後
撰
集
﹄
の
本
文
は
﹃
後
撰
和
歌
集
総
索
引
﹄︵
大
阪
女
子
大
学
、
昭
和
40
年
12
月
︶
所
収
の
天
福
本
に
拠
り
、
句
点
、
濁
点
、
漢
字
は
稿
者
が
施
し
た
。
以
下
も
同
様
。

﹃
後
撰
集
﹄
を
み
る
と
、
贈
答
歌
に
﹁
楢
の
葉
﹂
が
詠
み
込
ま
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、﹃
大
和
物
語
﹄
で
は
贈
歌
に
﹁
な
ら
し
葉
﹂、
答
歌
に
﹁
柏
木
﹂
と
そ
れ
ぞ
れ
別
な
も

の
が
詠
み
込
ま
れ
て
い
る
。﹃
後
撰
集
﹄
の
方
が
贈
答
歌
と
し
て
の
体
裁
を
整
え
て
い
る
。﹃
大
和
物
語
﹄
が
答
歌
で
﹁
柏
木
﹂
に
な
っ
て
い
る
の
は
地
文
に
﹁
柏
木

0

0

の
あ
り
け
る
を
﹂

と
あ
る
こ
と
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
贈
歌
の
三
句
目
が
﹁
な
ら
し
葉
﹂
と
し
た
の
は
﹁
な
ら
し
﹂
を
引
き
出
す
た
め
で
あ
り
、
こ
れ
は
柏
木
の
こ
と
を
そ
う
呼
ぶ
こ
と
か

ら
こ
れ
も
地
文
に
照
応
さ
せ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
と
﹃
後
撰
集
﹄
に
登
場
す
る
千
兼
は
、﹃
大
和
物
語
﹄
に
は
み
ら
れ
な
い
。
こ
の
こ
と
に
関
し
﹃
日
本
古
典
文
学
全
集
・

大
和
物
語
﹄
の
頭
注
に
は
﹁
地
の
文
に
千
兼
の
こ
と
が
書
か
れ
て
い
な
い
の
は
、
六
十
六
・
六
十
七
段
を
前
提
に
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
副
次
的
章
段
﹂
と
あ
る
が
、
は
た
し

て
そ
れ
だ
け
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
こ
の
章
段
の
生
成
に
も
関
わ
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
。
事
実
、こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、菊
地
靖
彦
氏
が
﹁
と
し
こ
の
存
在
を
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ

プ
す
る
と
こ
ろ
に
﹃
大
和
物
語
﹄
の
特
徴
が
あ
る
。︵
中
略
︶﹃
大
和
物
語
﹄
は
や
は
り
作
為
を
通
さ
な
け
れ
ば
そ
の
ね
ら
い
は
語
れ
な
い
。﹂
と
述
べ
、﹃
大
和
物
語
﹄
の
作
為
を

指
摘
し
て
い
る(33)
。
納
得
で
き
る
考
え
で
あ
る
。

そ
れ
に
し
て
も
こ
れ
ほ
ど
ま
で
し
た
の
は
な
ぜ
か
。
こ
れ
は
こ
の
前
後
の
章
段
を
含
め
て
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
と
い
う
の
も
六
十
六
～
六
十
八
段
が
と
し
こ
、
そ

の
後
の
六
十
九
、
七
十
段
は
監
命
婦
が
そ
れ
ぞ
れ
登
場
す
る
こ
と
に
よ
る
の
で
は
な
い
か
。﹃
大
和
物
語
﹄
の
作
者
は
意
図
的
に
二
人
の
話
を
連
続
さ
せ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
は
今
ま
で
見
て
き
た
、
二
人
が
登
場
す
る
章
段
を
み
て
も
理
解
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。
と
に
か
く
、
と
し
こ
と
監
命
婦
は
作
者
に
と
っ
て
関
心
の
あ
っ
た
人
物
で
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
の
章
段
の
内
容
は
、
前
述
の
ご
と
く
六
十
六
、
六
十
七
段
で
夫
、
千
兼
を
待
つ
と
し
こ
の
悲
し
み
が
描
か
れ
て
い
る
。
六
十
九
、
七
十
段
で
監
命
婦
の
悲
し
み
が
描
か
れ

て
い
る
。
こ
れ
ら
は
内
容
的
に
通
ず
る
も
の
が
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
六
十
八
段
を
み
る
と
こ
こ
で
と
し
こ
の
贈
答
の
相
手
は
枇
杷
殿
で
あ
る
。
し
か
も
、
こ
こ
に
は
悲
し
み
は
見

ら
れ
ず
、
二
人
の
の
ど
か
な
光
景
を
描
き
あ
く
ま
で
も
二
人
の
話
に
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
は
﹃
後
撰
集
﹄
を
も
と
に
改
作
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
の
は
、
前
段
と
内
容
的

に
異
質
な
章
段
を
置
く
こ
と
で
ひ
と
つ
の
変
化
を
も
た
せ
よ
う
と
考
え
た
の
で
は
な
い
か
。
六
十
八
段
が
前
述
の
如
く
手
を
加
え
て
い
る
こ
と
は
そ
れ
を
暗
示
さ
せ
よ
う
。

一
方
、
と
し
こ
が
登
場
す
る
章
段
に
お
い
て
、
人
物
の
点
で
前
後
に
監
命
婦
の
章
段
と
関
連
が
な
く
、
彼
女
の
み
が
登
場
す
る
章
段
に
百
二
十
二
段
が
あ
る
。
こ
こ
も
﹃
後
撰

集
﹄
と
共
通
し
て
い
る
。
両
者
を
比
較
し
て
み
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

お
こ
す
る

返
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
枇
杷
左
大
臣

楢
の
葉
の
葉
守
の
神
の
ま
し
け
る
を
知
ら
で
ぞ
折
り
し
た
た

り
な
さ
る
な

御
返
し柏

木
に
葉
守
の
神
の
ま
し
け
る
を
知
ら
で
ぞ
折
り
し
た

た
り
な
さ
る
な
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﹃
後
撰
集
﹄
で
は
﹁
読
み
人
知
ら
ず
﹂
の
歌
が
﹃
大
和
物
語
﹄
で
は
増
喜
の
歌
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
章
段
は
と
し
こ
と
僧
の
恋
愛
を
主
題
に
し
て
お
り
、
今
井
源
衛
氏
は
そ

の
異
常
性
と
こ
の
物
語
作
者
の
そ
れ
に
対
す
る
嗜
女
癖
を
指
摘
し
て
い
る(34)
。
そ
し
て
﹁﹃
後
撰
集
﹄
が
僧
の
名
を
隠
し
た
と
考
え
、
大
和
物
語
が
増
喜
に
託
し
て
話
を
作
り
上
げ

た
と
い
う
こ
と
で
は
な
か
ろ
う
か
。﹂
と
述
べ
、
創
作
性
を
推
測
し
て
い
る
。
こ
れ
に
菊
地
靖
彦
氏
は
賛
同
し
て
い
る(35)
。

次
に
高
橋
正
治
氏
は

﹃
後
撰
集
﹄
で
は
、﹁
読
み
人
し
ら
ず
﹂
に
な
っ
て
い
る
が
、
詞
書
の
内
容
も
少
し
違
う
の
で
、
も
と
も
と
も
増
喜
の
歌
で
は
な
く
、
歌
語
り
の
過
程
で
増
喜
、
と
し
こ
の
組

合
せ
に
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う(36)
。

と
述
べ
て
い
る
。
歌
語
り
の
過
程
で
二
人
の
組
合
せ
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
が
、
な
ぜ
そ
う
な
っ
た
の
か
、
そ
の
説
明
が
ほ
し
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
さ
ら
に
柿

本
奨
氏
は

異
伝
と
認
め
る
に
と
ど
め
て
お
く
べ
き
も
の
と
考
え
る
。︵
中
略
︶
本
段
は
と
し
こ
の
歌
の
方
に
重
点
が
あ
り
、
そ
の
手
練
の
返
歌
の
仕
方
を
紹
介
す
る
。

と
述
べ(37)
、
異
伝
と
と
ら
え
て
い
る
。
た
だ
こ
こ
も
ど
う
し
て
異
伝
と
な
っ
た
の
か
、
具
体
性
に
欠
け
る
こ
と
は
否
め
な
い
。

後

撰

集

恋

三

大
和
物
語
第
百
二
十
二
段

あ
ひ
語
ら
ひ
け
る
人
こ
れ
も
か
れ
も
つ
つ
む
こ
と
あ
り
て
、

は
な
れ
ぬ
べ
く
侍
り
け
れ
ば
つ
か
は
し
け
る

読
み
人
知
ら
ず

あ
ひ
見
て
も
わ
か
る
る
こ
と
の
な
か
り
せ
ば
か
つ
が
つ
も
の

は
思
は
ざ
ら
ま
し

　
と
し
こ
が
、
志
賀
に
ま
う
で
た
り
け
る
に
、
増
喜
君
と
い

ふ
法
師
あ
り
け
り
。
そ
れ
は
比
叡
に
す
む
、
院
の
殿
上
も
す

る
法
師
に
な
む
あ
り
け
る
。
そ
れ
、
こ
の
と
し
こ
、
ま
う
で

た
る
日
、
志
賀
に
ま
う
で
あ
ひ
に
け
り
。
橋
殿
に
局
を
し
て

ゐ
て
、
よ
ろ
づ
の
こ
と
を
い
ひ
か
は
し
け
り
。
い
ま
は
と
し
こ
、

か
へ
り
な
む
と
し
け
り
。
そ
れ
に
増
喜
の
も
と
よ
り
、

あ
ひ
見
て
は
わ
か
る
る
こ
と
の
な
か
り
せ
ば
か
つ
が
つ

も
の
は
思
は
ざ
ら
ま
し

返
し
、
と
し
こ
、

い
か
な
れ
ば
か
つ
が
つ
も
の
を
思
ふ
ら
む
な
ご
り
も
な

く
ぞ
わ
れ
は
悲
し
き

と
な
む
あ
り
け
る
。
こ
と
ば
も
い
と
お
ほ
く
な
む
あ
り
け
る
。



256第二章　大和物語の創作性

こ
の
よ
う
に
百
二
十
二
段
の
生
成
に
つ
い
て
は
意
見
が
対
立
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
が
、少
な
く
と
も
﹃
大
和
物
語
﹄
の
方
に
創
作
性
を
認
め
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
。﹃
後

撰
集
﹄
に
お
い
て
﹁
読
み
人
知
ら
ず
﹂
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
そ
れ
を
物
語
っ
て
は
い
や
し
ま
い
か
。
し
か
も
﹃
後
撰
集
﹄
の
詞
書
と
和
歌
を
み
る
と
、

あ
ひ
語
ら
ひ
け
る
人
こ
れ
も
か
れ
も

↕
あ
ひ
見
て
も

は
な
れ
ぬ
べ
く
侍
り
け
れ
ば

↕
わ
か
る
る
こ
と
の
な
か
り
せ
ば

の
よ
う
に
な
り
、
詞
書
が
上
句
と
照
応
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
れ
を
受
け
下
句
で
詠
作
者
の
心
情
を
吐
露
し
て
い
る
。
し
か
も
こ
こ
に
は
地
文
の
﹁
こ
れ
も
か
れ
も
つ
つ
む
こ
と

あ
り
て
﹂
と
い
う
心
情
が
﹁
か
つ
が
つ
も
の
は
思
は
ざ
ら
ま
し
﹂
と
い
う
表
現
に
含
ま
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
さ
に
詞
書
と
和
歌
と
が
一
体
に
な
り
臨
場
感
を
醸
し
出
し
て

い
る
。
一
方
、﹃
大
和
物
語
﹄
は
﹃
後
撰
集
﹄
の
よ
う
に
語
句
の
上
で
明
白
に
照
応
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
れ
ら
の
点
を
考
慮
し
両
者
の
関
係
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
と

少
な
く
と
も
﹃
後
撰
集
﹄
の
方
が
も
と
の
形
を
残
し
て
い
る
と
み
る
べ
き
で
、﹃
大
和
物
語
﹄
の
方
に
は
作
為
の
手
が
加
わ
っ
て
い
る
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。﹃
大
和
物
語
﹄
の
作

者
は
こ
の
章
段
を
創
作
す
る
に
あ
た
り
、
と
し
こ
の
こ
と
が
念
頭
に
あ
り
、
そ
の
た
め
に
﹃
後
撰
集
﹄
に
資
料
を
求
め
、
僧
侶
と
の
恋
と
い
う
こ
と
で
、
読
み
人
し
ら
ず
の
歌
を

利
用
し
増
喜
と
の
贈
答
歌
を
考
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
た
め
に
増
喜
の
歌
を
﹁
あ
ひ
み
て
は0

﹂
と
し
て
彼
一
人
の
心
情
を
表
出
さ
せ
た
の
で
は
な
い
か(38)
。
こ
れ
は
返
歌
を
想
定

し
て
い
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。﹃
後
撰
集
﹄
の
場
合
、
贈
答
歌
の
形
を
と
っ
て
お
ら
ず
、
一
首
の
み
で
詞
書
に
﹁
こ
れ
も
か
れ
も

0

0

0

0

0

0

つ
つ
む
こ
と
あ
り
て
云
々
﹂
と
あ
り
、
こ

れ
を
受
け
て
歌
で
﹁
あ
ひ
見
て
も0

﹂
と
な
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
こ
の
章
段
は
意
図
的
に
創
作
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
高
い
。﹁
あ
ひ
見
て
は
﹂
の
歌
を
増

喜
の
詠
作
に
し
た
と
す
る
と
、
そ
の
返
し
歌
の
﹁
い
か
な
れ
ば
﹂
の
歌
も
創
作
と
み
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
を
裏
付
け
る
こ
と
と
し
て
注
目
し
た
い
の
は
﹁
い
ま
は

0

0

0

と
し

こ
か
へ
り
な
む
と
し
け
り
。﹂
と
い
う
本
文
で
あ
る
。
こ
れ
は
二
人
が
別
れ
る
場
面
で
あ
る
。
と
同
時
に
和
歌
の
詠
作
を
尊
く
契
機
と
な
る
も
の
で
重
要
な
働
き
を
担
っ
て
い
る
。

と
り
わ
け
こ
こ
に
あ
る
﹁
い
ま
は
﹂
と
い
う
語
に
つ
い
て
は
以
前
、
創
作
と
深
く
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た(39)
。
そ
の
ひ
と
つ
に
初
段
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
初
段
は

次
の
よ
う
で
あ
る
。

亭
子
の
帝
、
い
ま
は
お
り
ゐ
さ
せ
た
ま
ひ
な
む
と
す
る
こ
ろ
︵
中
略
︶
伊
勢
の
御
の
書
き
つ
け
け
る
。

わ
か
る
れ
ど
…
…

と
あ
り
け
れ
ば
、
帝
、︵
中
略
︶

身
ひ
と
つ
に
…
…

傍
線
部
で
﹁
い
ま
は
﹂
と
表
現
す
る
こ
と
で
亭
子
の
帝
の
譲
位
の
場
面
の
緊
張
感
を
醸
し
出
し
て
い
る
。
そ
れ
を
受
け
て
伊
勢
の
御
が
別
れ
の
悲
し
み
の
歌
を
詠
み
、
そ
の
返
し

に
帝
が
な
だ
め
る
と
い
う
場
面
で
あ
る
。
一
方
、
こ
の
百
二
十
二
段
に
は
﹁
い
ま
は
、
と
し
こ
、
か
へ
り
な
む
と
し
け
り
﹂
と
あ
る
。
こ
れ
は
﹃
大
和
物
語
﹄
の
み
に
み
ら
れ
る
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も
の
で
あ
り
、
今
ま
さ
に
と
し
こ
が
増
喜
と
別
れ
る
場
面
で
、
二
人
に
と
っ
て
悲
し
み
が
ピ
ー
ク
に
達
す
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
表
現
す
る
た
め
に
﹁
い
ま
は
﹂
と
い
う
語
を

使
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
初
段
で
も
﹁
別
れ
﹂
の
場
面
に
み
ら
れ
偶
然
と
は
言
え
ま
い
。﹁
い
ま
は
﹂
と
い
う
語
を
介
し
て
創
作
の
一
端
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

前
後
に
同
一
人
物
か
、
も
し
く
は
別
人
で
連
続
し
、
そ
の
中
に
こ
れ
ら
と
は
別
人
の
ひ
と
つ
の
章
段
を
捉
え
た
の
は
、
章
段
間
を
展
開
さ
せ
る
上
で
変
化
を
も
た
せ
る
た
め
で

あ
っ
た
。
し
か
も
、
別
人
の
一
章
段
は
﹃
大
和
物
語
﹄
で
多
く
の
章
段
に
登
場
す
る
人
物
で
あ
り
、
作
者
に
と
っ
て
関
心
を
寄
せ
た
人
物
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
著

名
な
歌
人
の
歌
を
利
用
し
、
虚
構
化
を
試
み
て
い
る
章
段
も
み
ら
れ
た
。
こ
れ
と
て
深
く
関
心
を
寄
せ
た
人
物
の
歌
を
利
用
し
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
単
独
の
章
段
に
も

及
ん
で
い
た
。
こ
こ
で
は
虚
構
化
を
試
み
、
そ
の
冒
頭
を
﹁
と
し
こ
が
志
賀
に
云
々
﹂
と
し
、
そ
の
存
在
感
を
示
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
と
も
あ
れ
こ
れ
ら
の
章
段
を
通
し
て

作
者
の
と
し
こ
へ
の
関
心
の
高
さ
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は
ま
た
三
段
の
創
作
性
を
考
え
る
上
で
ひ
と
つ
の
示
唆
を
与
え
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
と
し
こ
は

作
者
に
と
っ
て
特
別
な
存
在
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

八

﹃
大
和
物
語
﹄
第
三
段
は
ど
の
よ
う
な
位
置
に
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
初
段
か
ら
四
段
ま
で
は

初
段
︱
宇
多
帝
譲
位

二
段
︱
宇
多
帝
出
家

三
段
︱
宇
多
帝
六
十
賀

四
段
︱
野
大
弐

と
い
う
よ
う
に
初
段
、
二
段
、
三
段
と
宇
多
上
皇
の
こ
と
が
歳
を
追
っ
て
配
置
し
て
い
る
。
た
だ
、
初
段
と
二
段
は
あ
く
ま
で
も
宇
多
上
皇
が
話
の
中
心
に
な
っ
て
い
る
が
、
三

段
は
前
述
の
ご
と
く
前
半
は
宇
多
上
皇
六
十
賀
の
こ
と
が
、
後
半
は
と
し
こ
と
源
大
納
言
の
歌
の
贈
答
の
こ
と
が
そ
れ
ぞ
れ
記
さ
れ
、
後
半
が
話
の
中
心
に
な
り
、
初
段
、
二
段

に
比
べ
描
写
の
視
点
が
異
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
四
段
で
は
宇
多
上
皇
の
話
か
ら
離
れ
、
追
討
使
と
し
て
の
野
大
弐
の
話
に
移
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
の
は
こ
れ
を
含
め
、
前
後

の
章
段
の
展
開
を
考
え
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
つ
ま
り
、
三
段
の
前
半
︱
﹁
み
な
急
ぎ
は
て
て
け
り
﹂
ま
で
︱
を
宇
多
上
皇
の
こ
と
で
初
段
、
二
段
に
、
後
半
︱
﹁
さ
て
、

十
月
の
つ
い
た
ち
﹂
以
下
︱
を
四
段
の
野
大
弐
と
、
三
段
の
源
大
納
言
、
と
し
こ
と
言
っ
た
宇
多
上
皇
以
外
の
人
物
と
い
う
こ
と
で
そ
れ
ぞ
れ
関
連
し
て
お
り
、
そ
の
た
め
に
、

こ
の
よ
う
な
内
容
に
し
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
い
わ
ば
三
段
は
前
段
を
継
承
し
、同
時
に
四
段
以
降
へ
展
開
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
三
段
の
冒
頭
を
初
段
、二
段
の
よ
う
に﹁
亭
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子
帝
云
々
﹂
と
せ
ず
に
い
き
な
り
﹁
故
源
大
納
言
云
々
﹂
で
始
め
た
の
は
話
の
中
心
が
宇
多
上
皇
か
ら
別
の
人
物
に
移
る
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
、
柿

本
奨
氏
は
二
段
と
三
段
の
関
わ
り
に
つ
い
て

二
段
と
ど
の
点
で
つ
な
が
る
の
か
、
二
段
の
後
半
で
は
既
に
良
利
と
心
の
通
い
合
っ
た
主
従
、
良
利
を
忠
実
な
臣
と
し
て
描
い
た
。
そ
の
よ
う
な
親
密
の
間
柄
、
打
て
ば
響

く
心
の
通
い
を
本
段
第
一
段
落
で
は
源
大
納
言
と
と
し
こ
と
い
う
近
親
者
間
に
見
、
そ
の
似
か
よ
い
で
二
段
に
続
け
た
の
で
あ
ろ
う(40)
。

と
述
べ
て
い
る
。
確
か
に
こ
の
よ
う
な
こ
と
も
作
者
の
脳
裏
に
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
も
う
少
し
広
い
視
点
か
ら
考
え
る
と
、
前
述
の
如
く
初
段
か
ら
三
段
ま
で
は

宇
多
天
皇
の
譲
位
と
そ
の
後
の
出
来
事
が
歳
を
追
っ
て
配
置
さ
れ
て
い
る
。
作
者
は
こ
の
こ
と
を
ま
ず
念
頭
に
置
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
四
段
は
野
大
弐
の
話
に
な
り
、
前

述
の
如
く
こ
こ
で
は
も
は
や
宇
多
上
皇
は
登
場
し
て
い
な
い
。
こ
れ
以
降
、
三
十
段
ま
で
宇
多
上
皇
自
身
が
登
場
す
る
こ
と
は
な
い
。
こ
の
よ
う
に
﹃
大
和
物
語
﹄
の
作
者
は
そ

の
展
開
を
考
え
、
三
段
を
こ
の
よ
う
な
内
容
に
し
て
配
置
し
た
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。

こ
れ
を
裏
付
け
る
こ
と
と
し
て
、
初
段
、
二
段
、
四
段
は
創
作
さ
れ
た
可
能
性
の
大
き
い
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
す
で
に
先
学
が
指
摘
し
て
お
り(41)
、
私
自
身

も
言
及
し
た
こ
と
が
あ
る(42)
。
詳
細
に
つ
い
て
は
各
論
に
譲
る
と
し
て
、
こ
こ
で
は
再
度
、
そ
の
要
点
の
み
に
ふ
れ
三
段
の
創
作
性
を
補
強
し
て
お
き
た
い
。
論
述
の
便
宜
上
、
こ

れ
ら
の
章
段
と
共
通
す
る
家
集
等
と
を
比
較
し
て
お
こ
う
。

伊
　
　
勢
　
　
集

大
和
物
語
初
段

亭
子
の
み
か
ど
の
、
を
り
さ
せ
た
ま
ひ
け
る
年
の①
秋

白
露
の
お
き
て
か
ゝ
れ
る
も
ゝ
し
き
の
う
つ
ろ
ふ
あ
き
の
こ

と
ぞ
か
な
し
き

わ
か
れ
る
れ
ど
あ
ひ
も
お
し
ま
ぬ
も
ゝ
し
き
を
み
ざ
ら
ん
こ

と
の
な
に
か
ゝ
な
し
き

②

と
、
こ
き
殿
の
か
べ
に
か
き
た
る
を
、
③

み
か
ど
御
覧

じ
て
か
た
は
ら
に

み
ひ
と
つ
あ
ら
ぬ
ば
か
り
ぞ
お
し
な
べ
て
ゆ
き
か
へ
り
て
も

な
ど
か
み
ざ
ら
ん

　
亭
子
の
帝
い
ま
は
お
り
ぬ
さ
せ
た
ま
ひ
な
む
と
す
る
①’

こ

ろ
、
②’

弘
徴
殿
の
壁
に
伊
勢
御
の
か
き
つ
け
け
る
。

わ
か
れ
る
ど
あ
ひ
も
惜
し
ま
ぬ
も
も
し
き
を
見
ざ
ら
ん

こ
と
の
な
に
か
悲
し
き

と
あ
り
け
れ
ば
、
③

’

帝
、
御
覧
じ
て
、
そ
の
か
た
は
ら
に
書
き

つ
け
さ
せ
た
ま
う
け
る
。

身
ひ
と
つ
に
あ
ら
ぬ
ば
か
り
を
お
し
な
べ
て
ゆ
き
か
へ

り
て
も
な
ど
か
見
ざ
ら
む

と
な
む
あ
り
け
る
。
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伊
　
　
勢
　
　
集

大
和
物
語
第
二
段

か
く
て
み
か
ど
お
り
さ
せ
た
ま
ひ
て
二
年
と
い
ふ
に
、

御
ぐ
し
お
ろ
さ
せ
た
ま
ひ
て
、
仁
和
寺
と
い
ふ
と
こ
ろ

に
す
ま
せ
た
ま
ふ
︵
以
下
略
︶

　
帝
、
お
り
ゐ
た
ま
ひ
て
、
ま
た
の
年
の
秋
、
御
ぐ
し
お
ろ

し
た
ま
ひ
て
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
山
ぶ
み
し
た
ま
ひ
て
行
ひ
た

ま
ひ
け
り
。︵
以
下
略
︶

後  

撰  

集  

雑  

一

大
和
物
語
第
四
段

小
野
好
古
朝
臣
、
西
の
国
の
討
手
の
使
に
ま
か
り
て
、

二
年
と
い
ふ
年
、
四
位
に
は
必
ず
ま
か
り
な
る
べ
か
り

け
る
を
さ
も
あ
ら
ず
な
り
け
れ
ば
、
か
か
る
事
に
も
さ

さ
れ
に
け
る
事
の
や
す
か
ら
ぬ
よ
し
を
う
れ
へ
送
り
て

侍
り
け
る
文
の
、
返
事
の
う
ら
に
書
き
つ
け
て
つ
か
は

し
け
る
。

源
公
忠
朝
臣

玉
く
し
げ
ふ
た
と
せ
あ
は
ぬ
君
が
身
を
あ
け
な
が
ら
や
は
あ

ら
む
と
思
ひ
し

返
し

あ
け
な
が
ら
年
経
る
こ
と
は
玉
く
し
げ
身
の
い
た
づ
ら
に
な

れ
ば
な
り
け
り

　
野
大
弐
、
純
友
が
さ
わ
ぎ
の
時
、
討
手
の
使
に
さ
さ
れ
て
、

少
将
に
て
下
り
け
る
。
お
ほ
や
け
に
も
仕
う
ま
つ
る
、
四
位

に
も
な
る
べ
き
年
に
あ
た
り
け
れ
ば
、
正
月
の
加
階
賜
り
の

こ
と
、
い
と
ゆ
か
し
う
お
ぼ
え
け
れ
ど
、
京
よ
り
下
る
人
も

を
さ
を
さ
聞
え
ず
。
あ
る
人
に
問
へ
ば
、﹁
四
位
に
な
り
た
り
﹂

と
も
い
ふ
。
あ
る
人
は
、﹁
さ
も
あ
ら
ず
﹂
と
も
い
ふ
。
さ
だ

か
な
る
こ
と
、
い
か
で
聞
か
む
と
思
ふ
ほ
ど
に
、
京
の
た
よ

り
あ
る
に
、
近
江
の
守
公
忠
の
君
の
文
を
な
む
も
て
来
た
る
。

い
と
、
ゆ
か
し
う
、
う
れ
し
う
て
、
あ
け
て
見
れ
ば
、
よ
ろ

づ
の
こ
と
ど
も
書
き
も
て
い
き
て
、
月
日
な
ど
書
き
て
、
奥

の
方
に
か
く
な
む
。

玉
く
し
げ
ふ
た
と
せ
あ
は
ぬ
君
が
身
を
あ
け
な
が
ら
や

は
あ
ら
む
と
思
ひ
し

こ
れ
を
見
て
な
む
、
か
ぎ
り
な
く
悲
し
く
て
な
む
、
泣
き
け
る
。

四
位
に
な
ら
ぬ
よ
し
、
文
の
こ
と
ば
に
は
な
く
て
、
た
だ
か

く
な
む
あ
り
け
る
。
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︵
注
︶
伊
勢
集
は
﹃
校
註
伊
勢
集
﹄︵
関
根
慶
子
氏
・
他
　
不
昧
堂
書
店
、
昭
和
27
年
9
月
︶
に
拠
る
。

順
次
、
み
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
初
段
は
﹃
後
撰
集
﹄
に
も
共
通
し
て
い
る
が
、﹃
伊
勢
集
﹄
と
の
方
が
、
深
い
関
係
に
あ
る
。
そ
れ
と
い
う
の
も
﹃
伊
勢
集
﹄
で
は
、
伊
勢

の
詠
ん
だ
二
首
が
あ
っ
た
の
を
﹃
大
和
物
語
﹄
で
は
一
首
に
し
て
、
そ
れ
に
と
も
な
い
地
文
で
①
の
﹁
秋
﹂
を
①’
の
﹁
こ
ろ
﹂
と
し
、
そ
の
上
﹁
い
ま
は
﹂
を
付
加
し
物
語
化
を

狙
っ
て
い
る(43)
。
こ
れ
は
他
の
と
こ
ろ
を
み
て
も
理
解
で
き
る
。
即
ち
﹃
伊
勢
集
﹄
で
は
②
、
③
が
一
文
に
な
っ
て
い
る
の
を
﹃
大
和
物
語
﹄
で
は
②’
、
③’
と
分
散
さ
せ
、
さ
ら
に

﹁
書
き
つ
け
さ
せ
た
ま
う
け
る
﹂、﹁
と
な
む
あ
り
け
る
﹂
と
い
う
本
文
を
付
け
加
え
て
い
る
。
こ
れ
は
重
複
し
た
表
現
で
あ
る
が
、﹃
大
和
物
語
﹄
の
他
の
章
段
に
も
み
ら
れ
る
現

象
で
あ
る
。
次
に
二
段
で
は
、
宇
多
帝
の
出
家
が
実
際
に
は
譲
位
し
た
二
年
後
で
あ
っ
た
の
を
﹃
大
和
物
語
﹄
で
は
そ
の
一
年
後
に
す
る
こ
と
で
緊
迫
し
た
状
況
を
作
り
出
し
物

語
化
を
は
か
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
﹃
伊
勢
集
﹄
に
も
二
年
後
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
理
解
で
き
る
。

さ
ら
に
四
段
で
あ
る
が
、
こ
の
章
段
に
つ
い
て
は
菊
地
靖
彦
氏
が
虚
構
で
あ
る
こ
と
を
詳
細
に
論
じ
て
お
り
そ
れ
に
尽
き
る(44)
。
た
だ
、
一
言
付
け
加
え
て
お
く
と
、
前
述
し
た

よ
う
に
虚
構
の
方
法
と
し
て
﹃
大
和
物
語
﹄
で
は
、
主
人
公
で
あ
る
野
大
弐
の
心
情
が
徐
々
に
高
揚
し
て
い
く
と
い
う
漸
層
法
的
な
叙
述
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
虚
構
化
す
る

に
あ
た
っ
て
の
手
法
と
言
え
よ
う
。

以
上
、
み
て
き
た
よ
う
に
三
段
を
挟
ん
で
そ
の
前
後
の
章
段
に
も
創
作
性
を
窺
う
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
こ
と
は
三
段
の
創
作
性
と
決
し
て
無
関
係
と
は
言
え
ま
い
。
た
だ
、

三
段
の
場
合
、
前
述
し
た
よ
う
に
と
し
こ
と
源
大
納
言
の
贈
答
歌
に
﹃
古
今
六
帖
﹄
歌
や
躬
恒
の
歌
を
利
用
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
う
し
た
方
法
は
こ
の
前
後
の
章
段
に
は

み
ら
れ
ず
、
ひ
と
つ
の
創
作
方
法
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。
と
も
あ
れ
、
こ
れ
ら
四
章
段
は
事
実
を
も
と
に
し
つ
つ
脚
色
さ
れ
て
お
り
、
作
者
の
創
作
上
の
ひ
と
つ
の
方
針
を
窺
い

知
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

九

島
津
忠
夫
、
中
島
和
歌
子
両
氏
の
論
に
啓
発
さ
れ
﹃
大
和
物
語
﹄
第
三
段
の
創
作
性
に
つ
い
て
考
え
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
改
め
て
こ
こ
は
宇
多
上
皇
六
十
賀
の
史
実
を
も
と

に
創
作
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
史
実
へ
の
単
な
る
肉
付
け
と
い
う
よ
り
も
一
歩
進
ん
で
虚
構
化
を
目
指
し
て
い
た
。
具
体
的
に
は
、﹁
故
源
大
納
言
云
々
﹂
か
ら
﹁
み

な
急
ぎ
は
て
て
け
り
﹂
ま
で
は
史
実
に
も
と
づ
い
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
以
降
は
と
し
こ
と
親
し
い
関
係
に
あ
っ
た
源
大
納
言
の
話
に
し
て
、
二
人
の
歌
の
や
り
と
り
を
季

節
の
推
移
を
考
慮
し
つ
つ
創
作
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
創
作
す
る
に
至
っ
た
要
因
は
何
よ
り
も
ま
ず
作
者
の
、
と
し
こ
へ
の
関
心
の
高
さ
に
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
こ
れ

以
外
の
章
段
を
み
て
も
理
解
で
き
る
と
こ
ろ
で
、
そ
こ
で
は
意
図
的
な
配
置
や
創
作
性
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。
創
作
す
る
際
、
資
料
を
﹃
古
今
六
帖
﹄
や
﹃
躬
恒
集
﹄
に
求
め
、
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そ
れ
ら
を
そ
の
場
面
に
適
応
さ
せ
る
た
め
に
改
変
し
て
い
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
と
り
わ
け
躬
恒
の
歌
を
利
用
し
た
の
は
﹃
大
和
物
語
﹄
作
者
の
、
彼
へ
の
関
心
の
高
さ
の

表
わ
れ
以
外
の
何
物
で
も
な
い
。
こ
れ
は
躬
恒
が
登
場
す
る
章
段
か
ら
も
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
三
段
は
そ
の
前
後
の
章
段
の
展
開
を
考
慮
し
配
置
し
て
い
る
の
で

は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

従
来
、﹃
大
和
物
語
﹄、
即
歌
語
り
と
い
う
考
え
が
大
勢
を
占
め
て
い
た
た
め
も
あ
っ
て
か
、
こ
の
物
語
の
創
作
性
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
追
究
さ
れ
て
来
な
か
っ
た
。
し
か
し
、﹃
大

和
物
語
﹄
の
性
格
を
探
る
た
め
に
も
新
た
な
視
点
か
ら
の
考
察
が
必
要
で
あ
り
、
そ
れ
が
研
究
の
進
展
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
こ
で
は
三
段
の
み
を
考
察
の
対
象

と
し
た
が
、
今
後
は
こ
こ
で
の
考
え
を
裏
付
け
る
た
め
に
も
、
こ
れ
以
外
の
他
の
章
段
も
視
野
に
入
れ
、
さ
ら
な
る
研
究
が
必
要
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

注
⑴
　
難
波
喜
造
氏
﹁﹁
歌
語
り
﹂
の
世
界
﹂︵﹁
日
本
文
学
﹂
13
巻
8
号
、
昭
和
39
年
8
月
︶。
雨
海
博
洋
氏
﹁﹃
大
和
物
語
﹄
に
お
け
る
﹁
歌
語
り
﹂
の
文
学
的
発
想
に
つ
い
て
﹂︵﹁
二

松
学
舎
大
学
論
集
︵
昭
和
四
十
五
年
度
︶﹂
昭
和
46
年
3
月
。
後
に
﹃
歌
語
り
と
歌
物
語
﹄︿
桜
楓
社
、
昭
和
51
年
9
月
﹀
に
再
録
︶。
菊
地
靖
彦
氏
﹁﹃
大
和
物
語
﹄
在
中
将
章
段

を
め
ぐ
っ
て
﹂︵﹁
一
関
工
業
高
等
専
門
学
校
研
究
紀
要
﹂
17
号
、
昭
和
57
年
12
月
。
後
に
﹃
伊
勢
物
語
・
大
和
物
語
論
攷
﹄︿
鼎
書
房
、
平
成
12
年
9
月
﹀
に
再
録
︶。
同
氏
﹁﹃
大

和
物
語
﹄
の
﹃
後
撰
集
﹄
歌
章
段
を
め
ぐ
っ
て
﹂︵﹁
米
沢
国
語
国
文
﹂
14
号
、
昭
和
62
年
4
月
。
後
に
﹃
伊
勢
物
語
・
大
和
物
語
論
攷
﹄
に
再
録
︶
な
ど
が
み
ら
れ
る
。

⑵
　
拙
稿
①
﹁
大
和
物
語
に
お
け
る
在
原
業
平
関
係
章
段
に
つ
い
て
﹂︵﹁
解
釈
﹂
24
巻
4
号
、
昭
和
53
年
4
月
︶
②
﹁
大
和
物
語
に
お
け
る
虚
構
の
方
法
︱
一
四
一
・
一
四
二
・
一
五
四

段
を
例
に
し
て
︱
﹂︵﹁
中
古
文
学
﹂
30
号
、昭
和
57
年
10
月
︶
③
﹁﹃
古
今
﹄﹃
伊
勢
﹄﹃
大
和
﹄
︱
ひ
と
つ
の
共
通
話
を
め
ぐ
っ
て
︱
﹂︵﹁
平
安
文
学
研
究
﹂
73
輯
、昭
和
60
年
6
月
︶

④
﹁
大
和
物
語
の
創
作
方
法
︱
い
わ
ゆ
る
﹁
な
ら
の
帝
﹂
の
章
段
を
め
ぐ
っ
て
︱
﹂︵﹁
平
安
文
学
研
究
﹂
76
輯
、
昭
和
61
年
12
月
︶
⑤
﹁
大
和
物
語
の
創
作
方
法
︱
伊
勢
関
係
の

章
段
︱
﹂︵﹁
古
典
論
叢
﹂
18
号
、
昭
和
62
年
8
月
︶
こ
れ
ら
は
後
に
拙
著
﹃
大
和
物
語
の
研
究
﹄︵
翰
林
書
房
、
平
成
6
年
2
月
︶
に
再
録
。
⑥
﹁﹃
大
和
物
語
﹄
覚
書
︱
﹃
後
撰

集
﹄
と
の
関
わ
り
の
一
面
︱
﹂︵﹃
歌
語
り
と
説
話
﹄
新
典
社
、平
成
8
年
10
月
。
後
に
﹃﹃
大
和
物
語
﹄
の
研
究
﹄︿
私
家
版
　
平
成
12
年
12
月
﹀
に
再
録
︶。
本
書
第
二
章
第
一
節
・

第
二
節
・
第
三
節
・
第
七
節
・
第
八
節
・
第
十
節
。

⑶
　﹁
大
和
物
語
評
釈
・
十
四
　
と
し
こ
﹂︵﹁
国
文
学
﹂
8
巻
4
号
、
昭
和
38
年
3
月
。
後
に
﹃
大
和
物
語
評
釈  

上
巻
﹄︿
笠
間
書
院
、
平
成
11
年
3
月
﹀
に
再
録
︶

⑷
　﹃
大
和
物
語
の
注
釈
と
研
究
﹄︵
武
蔵
野
書
院
、
昭
和
56
年
2
月
︶

⑸
　﹃
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
大
和
物
語
﹄︵
小
学
館
、
昭
和
47
年
12
月
︶

⑹
　﹁
し
き
な
み
﹂
14
巻
7
号
、
昭
和
34
年
7
月
。

⑺
　﹁
大
和
物
語
研
究
﹂
1
号
、
平
成
12
年
9
月
。
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⑻
　
阿
部
俊
子
氏
﹃
大
和
物
語  

校
注
古
典
叢
書
﹄︵
明
治
書
院
、
昭
和
47
年
3
月
︶、
雨
海
博
洋
氏
﹃
大
和
物
語  

有
精
堂
校
注
叢
書
﹄︵
有
精
堂
出
版
、
昭
和
63
年
3
月
︶
な
ど
。

⑼
　
久
保
木
哲
夫
氏
﹁
在
原
元
方
に
つ
い
て
﹂︵﹁
和
歌
史
研
究
会
会
報
﹂
33
号
、
昭
和
44
年
3
月
。
後
に
﹃
平
安
時
代
私
家
集
の
研
究
﹄︿
笠
間
書
院
、
昭
和
60
年
12
月
﹀
に
再
録
︶

⑽
　
拙
稿
﹁
歌
語
り
か
ら
創
作
へ
︱
﹃
大
和
物
語
﹄
第
百
四
十
九
段
を
め
ぐ
っ
て
︱
﹂︵﹃
大
和
物
語
の
研
究
﹄︶。
本
書
第
二
章
第
四
節
。

⑾
　﹃
大
和
物
語
評
釈  

下
巻
﹄︵
笠
間
書
院
、
平
成
12
年
2
月
︶

⑿
　
注
⑵
の
拙
稿
⑤
に
同
じ
。

⒀
　
注
⑵
の
拙
稿
②
に
同
じ
。

⒁
　
吉
澤
義
則
氏
﹃
全
訳
王
朝
文
学
叢
書  

第
一
巻
﹄︵
王
朝
文
学
叢
書
刊
行
会
、
大
正
13
年
6
月
︶、
武
田
祐
吉
氏
・
水
野
駒
雄
氏
﹃
大
和
物
語
詳
解
﹄︵
湯
川
弘
文
社
、
昭
和
11
年
5

月
　
再
版
　
昭
和
39
年
6
月
︶、
浅
井
峯
治
氏
﹃
大
和
物
語
新
釈
﹄︵
大
同
館
書
店
、
昭
和
6
年
9
月
︶

⒂
　
注
⑺
に
同
じ
。

⒃
　
注
⑴
の
菊
地
氏
論
文
﹁﹃
大
和
物
語
﹄
の
﹃
後
撰
集
﹄
歌
章
段
を
め
ぐ
っ
て
﹂
に
同
じ
。

⒄
　
注
⑷
に
同
じ
。

⒅
　
注
⑵
の
拙
稿
②
、
③
に
同
じ
。

⒆
　﹃
大
和
物
語
錦
繡
抄
﹄︵
前
田
夏
蔭
︶、﹃
冠
注
大
和
物
語
﹄︵
井
上
文
雄
︶

⒇
　
本
多
伊
平
氏
編
著
﹃
北
村
季
吟
大
和
物
語
抄
付
大
和
物
語
別
勘

大
和
物
語
追
考

﹄︵
和
泉
書
院
、
昭
和
58
年
1
月
︶

㉑
　
注
⑺
に
同
じ
。

㉒
　
片
桐
洋
一
氏
﹁
躬
恒
歌
作
り
の
一
面
﹂︵﹃
和
歌
文
学
新
論
﹄
明
治
書
院
、
昭
和
57
年
5
月
︶

㉓
　﹁
躬
恒
集
解
題
︱
片
野
達
郎
氏
﹂︵﹃
私
家
集
大
成  

第
一
巻  

中
古
Ⅰ
﹄
明
治
書
院
、
昭
和
48
年
11
月
︶

㉔
　﹁
凡
河
内
躬
恒
集
﹂︵﹃
平
安

前
期

私
家
集
の
研
究
﹄
桜
楓
社
、
昭
和
43
年
4
月
︶

25
　
注
⑺
に
同
じ
。

26
　
注
㉔
に
同
じ
。

27
　
雨
海
博
洋
氏
﹁
大
和
物
語
の
監
命
婦
﹂︵﹃
岡
　
一
男
博
士

頌
寿
記
念
論
集

平
安
朝
文
学
研
究  

作
家
と
作
品
﹄︵
有
精
堂
出
版
、
昭
和
46
年
3
月
。
後
に
﹃
歌
語
り
と
歌
物
語
﹄︿
桜
楓
社
、
昭
和
51
年
9
月
﹀

に
再
録
︶
た
だ
、
今
井
源
衛
氏
は
﹃
大
和
物
語
評
釈  

上
巻
﹄
に
お
い
て
虚
構
の
判
断
の
困
難
な
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
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㉘
　
注
⑴
の
雨
海
博
洋
氏
の
論
文
に
同
じ
。

29
　﹁
大
和
物
語
評
釈
・
八
　
桂
の
御
子
﹂︵﹁
国
文
学
﹂
7
巻
9
号
、
昭
和
37
年
6
月
。
後
に
﹃
大
和
物
語
評
釈  

上
巻
﹄︿
笠
間
書
院
、
平
成
11
年
3
月
﹀
に
再
録
︶

30
　﹃
大
和
物
語
評
釈  

上
巻
﹄

㉛
　
注
⑵
の
⑤
に
同
じ
。

32
　

137
段
～
140
段
は
、
単
に
人
物
を
並
べ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
各
章
段
の
内
容
、
つ
ま
り
恋
の
進
行
状
況
と
い
う
観
点
か
ら
配
置
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
詳
し
く
は
注
⑵
の

拙
稿
⑤
を
参
照
の
こ
と
。

㉝
　
注
⑴
の
﹁﹃
大
和
物
語
﹄
の
﹃
後
撰
集
﹄
歌
章
段
を
め
ぐ
っ
て
﹂
に
同
じ
。

㉞
　﹃
大
和
物
語
評
釈  

下
巻
﹄

35
　
注
⑴
の
﹁﹃
大
和
物
語
﹄
の
﹃
後
撰
集
﹄
歌
章
段
を
め
ぐ
っ
て
﹂
に
同
じ
。

㊱
　﹃
日
本
古
典
文
学
全
集
﹄
頭
注
。

㊲
　
注
⑷
に
同
じ
。

38
　
た
だ
し
拾
穂
抄
本
文
の
み
が
﹁
あ
ひ
み
て
も
﹂
と
な
っ
て
い
る
。

39
　
注
⑵
の
拙
稿
⑤
に
同
じ
。

40
　
注
⑷
に
同
じ
。

41
　
主
な
研
究
と
し
て
以
下
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。
初
段
に
つ
い
て
は
、
今
井
源
衛
氏
﹁
大
和
物
語
評
釈
・
一
　
亭
子
の
院
﹂︵﹁
国
文
学
﹂
6
巻
11
号
、
昭
和
36
年
7
月
。
後
に
﹃
大

和
物
語
評
釈  

上
巻
﹄
に
再
録
︶、
菊
地
靖
彦
氏
﹁﹃
大
和
物
語
﹄
の
﹃
後
撰
集
﹄
歌
章
段
を
め
ぐ
っ
て
﹂︵﹁
米
沢
国
語
国
文
﹂
14
号
、
昭
和
62
年
4
月
。
後
に
﹃
伊
勢
物
語
・
大

和
物
語
論
攷
﹄
に
再
録
︶、
二
段
に
つ
い
て
は
工
藤
重
矩
氏
﹁
大
和
物
語
の
史
実
と
虚
構
︱
第
二
・
三
五
段
を
め
ぐ
っ
て
︱
﹂︵﹁
福
岡
教
育
大
学
国
語
国
文
学
会
誌
﹂
18
号
、
昭
和

50
年
11
月
︶、
四
段
に
つ
い
て
は
菊
地
靖
彦
氏
﹁﹃
大
和
物
語
﹄
の
﹃
後
撰
集
﹄
歌
章
段
を
め
ぐ
っ
て
﹂
な
ど
が
み
ら
れ
る
。

42
　
注
⑵
の
拙
稿
⑤
に
同
じ
。

43
　
注
⑵
の
拙
稿
⑤
に
同
じ
。

44
　
注
⑴
の
菊
地
氏
の
論
文
に
同
じ
。
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第
七
節
　
大
和
物
語
の
創
作
方
法

︱
い
わ
ゆ
る
﹁
な
ら
の
帝
﹂
の
章
段
を
め
ぐ
っ
て
︱

一

大
和
物
語
一
五
〇
段
か
ら
一
五
三
段
に
か
け
て
、﹁
な
ら
の
帝
﹂
に
関
す
る
話
が
載
っ
て
い
る
。
こ
の
﹁
な
ら
の
帝
﹂
を
歴
代
い
ず
れ
の
帝
と
と
る
か
は
一
五
三
段
を
除
き
諸

説
あ
り
一
定
し
て
い
な
い
。
し
か
も
前
半
に
比
べ
意
図
的
に
な
さ
れ
て
い
る(1)
と
思
わ
れ
る
後
半(2)
に
あ
っ
て
、
帝
に
関
す
る
章
段
が
四
章
段
も
連
続
し
て
い
る
の
は
注
目
す
べ
き
こ

と
で
あ
る
。
そ
こ
か
ら
大
和
物
語
作
者
の
物
語
創
作
上
の
意
図
を
探
り
出
せ
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
ん
な
意
味
で
、
こ
こ
で
は
﹁
な
ら
の
帝
﹂
の
章
段
を
め
ぐ
っ
て
、
ひ
と
つ
の

考
え
を
提
示
し
て
み
た
い
と
思
う
。

二

一
五
〇
段
か
ら
一
五
三
段
に
登
場
す
る
﹁
な
ら
の
帝
﹂
と
は
一
体
、
い
ず
れ
の
帝
を
指
す
の
か
。
そ
れ
と
人
麿
が
登
場
し
て
い
る
こ
と
を
ど
う
考
え
た
ら
よ
い
の
か
、
と
い
う

観
点
か
ら
多
く
の
先
学
に
よ
り
考
え
ら
れ
て
き
た
。
以
下
、
そ
の
主
な
も
の
を
紹
介
し
て
み
よ
う
。

⑴
勝
命
本
勘
注
︵﹃
支
子
文
庫
本
大
和
物
語
﹄︿
在
九
州
国
文
資
料
影
印
叢
書
﹀
に
拠
る
︶

聖
武
天
皇
也

⑵
﹃
袋
草
紙
﹄︵﹃
袋
草
紙
注
釈  

上
﹄︿
小
沢
正
夫
氏
・
後
藤
重
郎
氏
・
島
津
忠
夫
氏
・
樋
口
芳
麻
呂
氏
著
　
塙
書
房
　
昭
和
49
年
3
月
﹀
に
拠
る
︶

今
案
ニ
三
反
ハ
同
帝
ト
書
レ

之
。
其
後
更
奈
良
帝
ト
書
。
巳
各
別
帝
ト
見
。
ハ
テ
ノ
蘭
ノ
歌
ハ
無
レ

疑
大
同
帝
歌
也
。
嵯
峨
帝
、坊
ノ
時
之
故
也
。
初
三
首
者
以
往
ノ
奈
良
帝
也
。
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人
丸
相
伴
之
故
也
。

﹃
大
和
物
語
の
注
釈
と
研
究
﹄

⑶
﹃
大
和
物
語
鈔
﹄︵﹃
大
和
物
語
諸
注
集
成
﹄
に
拠
る
︶

文
武
天
皇
也
文
武
天
皇
は
奈
良
七
代
一
代
前
也
此
朝
は
藤
原
の
宮
な
れ
共
と
先
な
ら
開
き
給
ひ
藤
原
に
お
は
し
ま
す
故
に
な
ら
の
帝
と
申
す
と
也

﹃
大
和
物
語
抄
﹄、﹃
天
福
本
大
和
物
語
﹄
勘
注(3)

⑷
﹃
大
和
物
語
直
解
﹄︵﹃
賀
茂
真
淵
全
集  

第
十
六
巻
﹄︿
解
説
阿
部
俊
子
氏
　
続
群
書
類
従
完
成
会
　
昭
和
56
年
7
月
﹀
に
拠
る
︶

此
条
は
こ
と
に
後
の
人
の
作
事
也
、
先
な
ら
の
み
か
ど
ゝ
有
て
人
丸
の
歌
と
あ
る
事
も
た
が
へ
り
、
な
ら
の
み
か
ど
ゝ
は
平
城
天
皇
を
申
也
、
人
丸
は
藤
原
宮
慶
雲
中
に
石

見
に
て
死
て
い
と
古
へ
な
る
を
、
此
比
あ
や
ま
り
て
書
し
も
の
に
も
あ
ら
ず
、
物
語
に
い
つ
は
り
作
れ
る
也
、
さ
る
を
諸
説
は
古
の
事
を
も
し
ら
ず
、
強
て
そ
の
偽
を
か
ざ

ら
ん
と
す
る
故
に
皆
笑
ふ
べ
き
事
の
み
、︵
以
下
略
︶

﹃
大
和
物
語
錦
繡
抄
﹄、﹃
大
和
物
語
管
窺
抄
﹄、
今
井
源
衛
氏
﹁
大
和
物
語
評
釈
・
四
十
四
　
猿
沢
の
池
﹂、﹃
大
和
物
語
全
釈
﹄

⑸
﹃
大
和
物
語
詳
解
﹄︵
井
上
覚
蔵
氏
・
栗
島
山
之
助
氏
︶

奈
良
の
大
和
に
都
し
給
ひ
し
帝
と
い
ふ
意
。

萩
野
由
之
氏
・
小
中
村
義
象
氏
・
落
合
直
文
氏
﹃
日
本
文
学
全
書  

第
六
編  

大
和
物
語
﹄︵
博
文
館
　
明
治
23
年
9
月
︶、
浅
井
峯
治
氏
﹃
大
和
物
語
新
釈
﹄、
吉
澤
義
則
氏
﹃
大

和
物
語
新
講
﹄、
阿
部
俊
子
氏
﹃
大
和
物
語  

校
注
古
典
叢
書
﹄、
高
橋
正
治
氏
﹃
日
本
古
典
文
学
全
集
大
和
物
語
﹄

⑹
﹃
歌
語
り
と
歌
物
語
﹄︵
雨
海
博
洋
氏
︶

一
五
〇
段
は
采
女
の
入
水
に
ま
つ
わ
る
伝
説
、伝
承
歌
か
ら
成
り
、こ
の
段
の
﹁
な
ら
の
帝
﹂
は
平
城
帝
を
主
と
し
な
が
ら
桓
武
帝
の
要
素
が
采
女
に
関
し
て
加
わ
っ
て
い
る
。

一
五
一
段
は
前
段
の
平
城
帝
と
柿
本
人
麿
の
組
み
合
わ
せ
を
受
け
、﹃
古
今
和
歌
集
﹄
仮
名
序
、
古
今
歌
を
も
と
に
両
人
の
歌
の
唱
和
の
語
り
と
な
り
、
一
五
二
段
で
は
﹁
な

ら
の
帝
﹂
は
桓
武
帝
の
鷹
に
関
す
る
史
的
事
実
を
背
景
に
﹁
い
は
で
思
ふ
﹂
の
歌
で
平
城
帝
と
結
び
つ
い
て
﹁
な
ら
の
帝
﹂
と
な
っ
て
い
る
が
、
桓
武
帝
の
占
め
る
位
置
は

一
番
大
き
い
。
最
後
の
一
五
三
段
は
平
城
帝
と
嵯
峨
帝
と
の
唱
和
で
、
こ
れ
こ
そ
史
実
そ
の
も
の
で
、﹁
な
ら
の
帝
﹂
は
即
平
城
帝
と
な
っ
て
い
る
。

︵
注
︶　
後
に
記
し
た
注
釈
書
類
は
同
じ
考
え
の
も
の
を
示
す
。

以
上
の
よ
う
に
様
々
な
考
え
が
あ
る
。
そ
れ
で
も
お
お
よ
そ
三
つ
に
分
類
で
き
る
。
即
ち
、

Ａ
　
特
定
せ
ず 

︱ 

⑵
、
⑸
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ʙ
　
各
帝 

︱ 

⑴
、
⑶
、
⑷

Ⓒ
　
歌
語
り 

︱ 

⑹

と
な
る
。
こ
う
な
っ
て
い
る
ひ
と
つ
の
要
因
は
、
人
麿
が
登
場
し
て
い
る
こ
と
に
よ
る
。
そ
れ
ゆ
え
Ａ
は
特
定
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
し
、
ʙ
は
一
定
し
な
い
の
で
あ
る
。
古
注

︵
勘
注
も
含
め
て
︶
に
お
い
て
別
の
帝
と
す
る
考
え
が
大
半
を
占
め
て
い
る
。
そ
れ
も
文
武
、
平
城
、
聖
武
と
い
う
説
に
分
か
れ
て
い
る
。
た
だ
、
こ
れ
ら
の
中
で
も
﹃
大
和
物
語

直
解
﹄
は
大
和
物
語
作
者
に
よ
る
虚
構
と
み
て
い
る
こ
と
は
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
下
っ
て
明
治
時
代
以
降
の
注
釈
書
は
奈
良
の
大
和
の
都
を
定
め
た
帝
と
考
え
て
い
る
も
の
が

多
い
。
こ
の
よ
う
な
中
に
あ
っ
て
、
雨
海
博
洋
氏
は
各
章
段
の
背
景
等
を
詳
細
に
考
察
さ
れ
た
。
氏
は
こ
れ
ら
の
章
段
を
歌
語
り
と
い
う
観
点
で
と
ら
え
て
お
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
﹁
な
ら
の
帝
﹂
の
章
段
に
つ
い
て
は
、
個
々
の
帝
を
指
す
と
い
う
考
え
か
ら
、
虚
構
、
歌
語
り
と
い
う
観
点
で
考
察
さ
れ
て
き
た
わ
け
で
あ
る
。

三

そ
れ
に
し
て
も
、
大
和
物
語
の
作
者
は
ど
の
よ
う
な
意
図
で
も
っ
て
こ
こ
に
﹁
な
ら
の
帝
﹂
の
章
段
を
置
い
た
の
か
。
そ
れ
を
突
き
止
め
る
こ
と
が
、
こ
れ
ら
の
章
段
を
理
解

す
る
ひ
と
つ
の
方
法
で
あ
る
よ
う
に
思
う
。

そ
こ
で
、
論
述
の
便
宜
上
、
一
五
〇
段
か
ら
一
五
三
段
ま
で
を
記
し
て
み
る
。

一
五
〇
段

　
む
か
し
、
な
ら
の
帝
に
仕
う
ま
つ
る
う
ね
べ
あ
り
け
り
。
顔
か
た
ち
い
み
じ
う
清
ら
に
て
、
人
々
よ
ば
ひ
、
殿
上
人
な
ど
も
よ
ば
ひ
け
れ
ど
、
あ
は
ざ
り
け
り
。
そ
の
あ

は
ぬ
心
は
、
帝
を
か
ぎ
り
な
く
め
で
た
き
も
の
に
な
む
思
ひ
た
て
ま
つ
り
け
る
。
帝
召
し
て
け
り
。
さ
て
の
ち
、
ま
た
も
召
さ
ざ
り
け
れ
ば
、
か
ぎ
り
な
く
心
憂
し
と
、
思

ひ
け
り
。
夜
昼
、
心
に
か
か
り
て
お
ぼ
え
た
ま
ひ
つ
つ
、
恋
し
う
、
わ
び
し
う
お
ぼ
え
た
ま
ひ
け
り
。
帝
は
召
し
し
か
ど
、
こ
と
と
も
お
ぼ
さ
ず
。
さ
す
が
に
、
つ
ね
に
見

え
た
て
ま
つ
る
。
な
ほ
世
に
経
ま
じ
き
心
地
し
け
れ
ば
、
夜
、
み
そ
か
に
い
で
て
猿
沢
の
池
に
身
を
投
げ
て
け
り
。
か
く
投
げ
つ
と
も
、
帝
は
え
し
ろ
し
め
さ
ざ
り
け
る
を
、

こ
と
の
つ
い
で
あ
り
て
、
人
の
奏
し
け
れ
ば
、
聞
し
め
し
て
け
り
。
い
と
い
た
う
あ
は
れ
が
り
た
ま
ひ
て
、
池
の
ほ
と
り
に
お
ほ
み
ゆ
き
し
た
ま
ひ
て
、
人
々
に
歌
よ
ま
せ

た
ま
ふ
。
か
き
の
も
と
の
人
麻
呂
、

わ
ぎ
も
こ
が
ね
く
た
れ
髪
を
猿
沢
の
池
の
玉
藻
と
見
る
ぞ
か
な
し
き

と
よ
め
る
時
に
、
帝
、
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猿
沢
の
池
も
つ
ら
し
な
わ
ぎ
も
こ
が
玉
藻
か
づ
か
ば
水
ぞ
ひ
な
ま
し

と
よ
み
た
ま
ひ
け
り
。
さ
て
、
こ
の
池
に
墓
せ
さ
せ
た
ま
ひ
て
な
む
、
か
へ
ら
せ
お
は
し
ま
し
け
る
と
な
む
。

一
五
一
段

　
お
な
じ
帝
、
竜
田
川
の
紅
葉
、
い
と
お
も
し
ろ
き
を
御
覧
じ
け
る
日
、

人
麻
呂
、

竜
田
川
も
み
ぢ
葉
流
る
神
な
び
の
み
む
ろ
の
山
に
し
ぐ
れ
降
る
ら
し

帝
、

竜
田
川
も
み
ぢ
み
だ
れ
て
な
が
る
め
り
わ
た
ら
ば
錦
な
か
や
絶
え
な
む

と
ぞ
あ
そ
ば
し
た
り
け
る
。

一
五
二
段

　
お
な
じ
帝
、
狩
い
と
か
し
こ
く
好
み
た
ま
ひ
り
け
り
。
陸
奥
の
国
、
磐
手
の
郡
よ
り
奉
れ
る
御
鷹
、
世
に
な
く
か
し
こ
か
り
け
れ
ば
、
に
な
う
お
ぼ
し
て
御
手
鷹
に
し
た

ま
ひ
け
り
。
名
を
ば
磐
手
と
な
む
つ
け
た
ま
へ
け
る
。
そ
れ
を
、
か
の
道
に
心
あ
り
て
、
あ
づ
か
り
仕
う
ま
つ
り
け
る
大
納
言
に
あ
づ
け
た
ま
へ
り
け
る
。
夜
昼
、
こ
れ
を

あ
づ
か
り
て
、
と
り
か
ひ
た
ま
ふ
ほ
ど
に
、
い
か
が
し
た
ま
ひ
け
む
、
そ
ら
し
た
ま
ひ
て
け
り
。
心
ぎ
も
を
ま
ど
は
し
て
も
と
む
る
に
、
さ
ら
に
え
見
い
で
ず
。
山
々
に
人

を
や
り
つ
つ
も
と
め
さ
す
れ
ど
、
さ
ら
に
な
し
。
み
づ
か
ら
も
深
き
山
に
入
り
て
、
ま
ど
ひ
歩
き
た
ま
へ
ど
か
ひ
も
な
し
。
こ
の
こ
と
を
奏
せ
で
、
し
ば
し
も
あ
る
べ
け
れ

ど
、
二
三
日
あ
げ
ず
御
覧
ぜ
ぬ
日
な
し
。
い
か
が
せ
む
と
て
、
内
に
ま
ゐ
り
て
、
御
鷹
の
う
せ
た
る
よ
し
奏
し
た
ま
ふ
時
に
、
帝
、
も
の
も
の
た
ま
は
せ
ず
。
聞
し
め
し
つ

け
ぬ
に
や
あ
ら
む
と
て
、
ま
た
奏
し
た
ま
ふ
に
、
お
も
て
を
の
み
ま
も
ら
せ
た
ま
う
て
、
も
の
も
の
た
ま
は
ず
。
た
い
だ
い
し
と
お
ぼ
し
た
る
な
り
け
り
と
、
わ
れ
に
も
あ

ら
ぬ
心
地
し
て
、
か
し
こ
ま
り
て
い
ま
す
か
り
て
、﹁
こ
の
御
鷹
の
、
も
と
む
る
に
、
侍
ら
ぬ
こ
と
を
、
い
か
さ
ま
に
か
し
は
べ
ら
む
。
な
ど
か
お
ほ
せ
ご
と
も
た
ま
は
ぬ
﹂

と
奏
し
た
ま
ふ
時
に
、

帝
、

い
は
で
思
ふ
ぞ
い
ふ
に
ま
さ
れ
る

と
の
た
ま
ひ
け
り
。
か
く
の
み
の
た
ま
は
せ
て
、
こ
と
事
も
の
た
ま
は
ざ
り
け
り
。
御
心
に
い
と
い
ふ
か
ひ
な
く
、
惜
し
く
お
ぼ
さ
る
る
に
な
む
あ
り
け
る
。
こ
れ
を
な
む
、
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世
の
中
の
人
、
も
と
を
ば
と
か
く
つ
け
け
る
。
も
と
は
か
く
の
み
な
む
あ
り
け
る
。

一
五
三
段

な
ら
の
帝
、
位
に
お
は
し
ま
し
け
る
時
、
嵯
峨
の
帝
は
坊
に
お
は
し
ま
し
て
、
よ
み
て
た
て
ま
つ
り
た
ま
う
け
る
。

み
な
人
の
そ
の
香
に
め
づ
る
ふ
じ
ば
か
ま
君
の
み
た
め
と
手
折
り
た
る
今
日

帝
、
御
返
し
、

折
る
人
の
心
に
か
よ
ふ
ふ
じ
ば
か
ま
む
べ
色
こ
と
に
に
ほ
ひ
た
り
け
り

︵
注
︶　
本
文
は
﹃
日
本
古
典
文
学
全
集
﹄
に
拠
る
。
以
下
、
作
品
の
引
用
は
こ
れ
に
拠
っ
て
い
る
。

大
和
物
語
に
お
い
て
、
同
一
人
物
の
章
段
が
続
く
と
き
、
そ
の
冒
頭
は
次
の
よ
う
な
表
記
を
と
っ
て
い
る
。

八
一
段
　
季
縄
の
少
将
の
む
す
め
右
近
、

八
二
段
　
お
な
じ
女
の
も
と
に
、

八
三
段
　
お
な
じ
女
、

八
四
段
　
お
な
じ
女
、

八
五
段
　
お
な
じ
右
近
、

一
三
一
段
　
先
帝
の
御
時
、
四
月
の
つ
い
た
ち
の
日
、

一
三
二
段
　
お
な
じ
帝
の
御
時
、
躬
恒
を
召
し
て
、

一
三
三
段
　
お
な
じ
帝
、
月
の
お
も
し
ろ
き
夜
、

一
三
四
段
　
先
帝
の
御
時
に
、

つ
ま
り
最
初
と
終
わ
り
の
章
段
に
は
実
名
を
記
し
、
そ
の
間
の
章
段
は
﹁
お
な
じ
云
々
﹂
と
略
し
て
い
る
。
し
て
み
る
と
、
一
五
〇
段
か
ら
一
五
三
段
の
場
合
も
こ
れ
ら
と
同
様

に
考
え
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
。
一
五
三
段
が
平
城
帝
で
あ
る(4)
か
ら
、
こ
れ
以
外
の
一
五
〇
・
一
五
一
・
一
五
二
段
に
登
場
す
る
﹁
な
ら
の
帝
﹂
を
、
大
和
物
語
の
作
者
の
意
識
に

は
平
城
帝
が
こ
の
根
底
に
あ
っ
た
と
み
て
よ
か
ろ
う
。
そ
れ
が
人
麿
の
登
場
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
矛
盾
を
生
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。
た
だ
こ
れ
ら
の
章
段
が
、
後
半
の
創
作
性
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の
強
い
所
に
あ
る
こ
と
を
思
え
ば
、
こ
の
面
で
も
、
基
本
的
に
は
他
の
章
段
と
同
じ
よ
う
に
し
つ
つ
も
、
大
和
物
語
作
者
の
別
な
意
識
が
働
い
て
い
た
と
み
る
の
が
よ
い
の
で
は

あ
る
ま
い
か
。 

大
和
物
語
の
後
半
に
お
い
て
、同
一
人
物
の
話
で
連
続
す
る
章
段
に
、こ
れ
以
外
に
在
中
将
に
関
す
る
話
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
章
段
の
冒
頭
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

一
六
〇
段
　
お
な
じ
内
侍
に
、
在
中
将
す
み
け
る
時
、

一
六
一
段
　
在
中
将
、
二
条
の
后
の
宮
、

一
六
二
段
　
ま
た
、
在
中
将
、
内
に
さ
ぶ
ら
ふ
に
、

一
六
三
段
　
在
中
将
に
、
后
の
宮
よ
り
菊
を
召
し
け
れ
ば
、

一
六
四
段
　
在
中
将
の
も
と
に
、
人
の
か
ざ
り
ち
ま
き
お
こ
せ
た
り
け
る
返
し
に
、

一
六
五
段
　
水
尾
の
帝
の
御
時
、
左
大
弁
の
む
す
め
…
︵
中
略
︶
…
在
中
将
し
の
び
て
通
ひ
け
り
。

一
六
六
段
　
在
中
将
、
物
見
に
い
で
て
、
女
の
よ
し
あ
る
車
の
も
と
に
立
ち
ぬ
。

︵
注
︶　
傍
線
は
稿
者
が
施
し
た
。
以
下
も
同
様
。

こ
れ
を
み
る
と
、
中
に
あ
る
章
段
は
省
略
さ
れ
て
い
な
い
。
一
六
〇
・
一
六
五
段
は
問
題
あ
る
に
し
て
も
、
傍
線
を
施
し
た
あ
た
り
は
﹁
お
な
じ
云
々
﹂
と
な
っ
て
い
て
も
よ
さ

そ
う
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
先
学
の
説
も
あ
る(5)
が
、
思
う
に
こ
れ
ら
の
章
段
は
大
和
物
語
の
後
半
に
あ
り
、
前
述
の
如
く
こ
こ
は
創
作
性
が
強
く
、
そ
の
た
め
に
前
半
に
あ

る
も
の
と
は
異
な
っ
た
記
載
方
法
を
と
っ
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
事
実
、
在
中
将
関
係
の
章
段
に
は
、
意
図
的
に
な
さ
れ
た
と
こ
ろ
が
多
い
の
で
あ
る(6)
。

で
は
、
な
ぜ
﹁
な
ら
の
帝
﹂
の
章
段
も
、
そ
の
冒
頭
を
在
中
将
関
係
の
章
段
と
同
じ
よ
う
に
し
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
大
和
物
語
の
後
半
に
お
い
て
、
同
一
人
物
で
三
章

段
以
上
、
連
続
し
て
い
る
の
は
、﹁
な
ら
の
帝
﹂
と
在
中
将
関
係
の
章
段
だ
け
で
あ
り
、
後
者
は
前
述
の
如
く
意
図
的
な
と
こ
ろ
が
み
ら
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、﹁
な
ら
の
帝
﹂
の

章
段
に
お
い
て
も
意
図
的
な
方
法
を
講
じ
た
こ
と
は
当
然
、
予
想
で
き
る
。
内
部
に
お
い
て
の
矛
盾
と
考
え
る
よ
り
も
、
虚
構
の
現
れ
と
み
て
よ
か
ろ
う
。
と
も
か
く
こ
れ
ら
の

章
段
は
表
記
上
、
異
な
る
も
の
の
虚
構
と
い
う
点
で
共
通
し
て
い
よ
う
。

四

大
和
物
語
の
作
者
は
虚
構
と
い
う
こ
と
で
、
一
五
〇
段
と
一
五
一
段
に
人
麿
を
登
場
さ
せ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
は
こ
れ
の
み
で
済
ま
せ
た
も
の
か
、
そ
れ
と
も
内
容
に
お
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い
て
も
そ
れ
が
及
ん
で
い
る
の
か
が
問
題
に
な
ろ
う
。
以
下
、
こ
の
点
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

一
五
〇
段
を
読
ん
で
み
て
感
じ
る
こ
と
は
、
重
複
す
る
語
が
あ
ま
り
に
も
多
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
ら
を
抜
き
出
し
て
み
る
と
、

①
　
人
々
よ
ば
ひ
、
殿
上
人
な
ど
も
よ
ば
ひ
け
れ
ど
、

②
　
あ
は
ざ
り
け
り
。
そ
の
あ
は
ぬ
心
は
、

③
　
帝
召
し
て
け
り
。
さ
て
の
ち
、
ま
た
も
召
さ
ざ
り
け
れ
ば
、

④
　
帝
を
か
ぎ
な
り
く
め
で
た
き
も
の
に
…
︵
中
略
︶
…
か
ぎ
な
り
く
心
憂
し
と
、
思
ひ
け
り
。

⑤
　
心
に
か
か
り
て
お
ぼ
え
た
ま
ひ
つ
つ
、
恋
し
う
、
わ
び
し
う
お
ぼ
え
た
ま
ひ
け
り
。

⑥
　
身
を
投
げ
て
け
り
。
か
く
投
げ
つ
と
も
、

︵
注
︶　
波
線
は
稿
者
に
拠
る
。
以
下
も
同
様
。

の
よ
う
な
結
果
に
な
る
。
そ
れ
ほ
ど
長
く
も
な
い
章
段
の
中
に
こ
れ
だ
け
の
数
で
あ
る
か
ら
注
目
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
何
を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
ご
て
ご
て
と

し
て
ど
う
み
て
も
洗
練
さ
れ
た
文
章
と
は
言
え
な
い
。
思
う
に
こ
れ
は
作
者
の
文
章
力
の
稚
拙
さ
に
起
因
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
と
文
章
の
続
き
方
に
お
い
て
不
自
然

な
と
こ
ろ
が
あ
る
。
即
ち
﹁
帝
召
し
て
け
り
。
さ
て
の
ち
、
ま
た
も
召
さ
ざ
れ
け
れ
ば
…
︵
中
略
︶
…
帝
は
召
し
し
か
ど
﹂
の
と
こ
ろ
で
、
二
度
と
召
さ
な
か
っ
た
わ
け
で
あ
る
が
、

そ
の
後
に
﹁
召
し
し
か
ど
﹂
と
あ
る
。
こ
の
ま
ま
だ
と
理
解
に
苦
し
む
。
で
な
け
れ
ば
、
こ
れ
を
解
決
す
る
、
な
ん
ら
か
の
理
由
め
い
た
本
文
が
ほ
し
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の

こ
と
も
作
者
の
文
章
に
対
す
る
稚
拙
さ
の
一
面
を
吐
露
し
て
い
る
よ
う
に
思
う
。
た
だ
、
森
本
茂
氏
は
重
複
語
の
多
用
が
創
作
意
識
の
証
し
に
な
る
こ
と
に
つ
い
て
疑
問
を
投
げ

か
け
ら
れ
た
。
そ
し
て
﹁
な
む
﹂
の
多
用
か
ら
歌
語
り
を
ほ
と
ん
ど
そ
の
ま
ま
の
形
で
文
字
化
し
た
と
考
え
て
お
ら
れ
る(7)
。
確
か
に
歌
語
り
の
要
素
は
多
い
と
思
わ
れ
る
。
し
か

し
、
そ
れ
を
も
と
に
し
て
作
者
は
綴
っ
て
い
く
の
で
あ
る
か
ら
そ
こ
に
は
文
章
力
と
い
う
も
の
も
反
映
す
る
で
あ
ろ
う
。
事
実
、
重
複
語
の
多
用
は
こ
れ
以
外
で
も
み
る
こ
と
が

で
き
る
し
、
作
者
の
文
章
力
の
稚
拙
さ
も
散
見
す
る(8)
。
こ
れ
は
や
は
り
作
者
の
文
章
力
以
外
の
何
物
で
も
あ
る
ま
い
。

そ
れ
と
、
こ
の
章
段
に
は
二
首
の
歌
が
あ
る
。
こ
の
う
ち
前
者
、
即
ち
人
麿
が
詠
ん
だ
﹁
わ
ぎ
も
こ
が
﹂
の
歌
は
拾
遺
集
に
人
麿
の
作
と
し
て
見
え
て
い
る
。
そ
の
関
係
は
と

も
か
く
と
し
て
、
こ
の
歌
は
人
麿
の
作
と
し
て
伝
承
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う(9)
。
と
こ
ろ
が
、
後
者
の
帝
の
詠
ん
だ
﹁
猿
沢
の
﹂
の
歌
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
現
在
の
と
こ
ろ
出
典

不
明
で
あ
る
。
た
だ
、
こ
の
歌
の
類
似
歌
は
指
摘
さ
れ
て
い
る(10)
。
雨
海
博
洋
氏
は
こ
の
類
似
歌
か
ら
派
生
し
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
し
て
お
ら
れ
る(11)
。
し
か
し
、
具
体
的
に
ど

う
な
っ
た
の
か
に
つ
い
て
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。
私
見
に
よ
る
と
、
こ
れ
ら
は
密
接
な
関
係
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
今
、
人
麿
の
﹁
わ
ぎ
も
こ
が
﹂
の
歌
を
含
め
、
こ
れ

ら
を
記
し
て
み
る
。
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わ
ぎ
も
こ
が
ね
く
れ
た
髪
を
猿
沢
の
池
の
玉
藻
と
見
る
ぞ
か
な
し
き

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

←

猿
沢
の
池
も
つ
ら
し
な
わ
ぎ
も
こ
が
玉
藻
か
づ
か
ば
水
ぞ
ひ
な
ま
し

　
→

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

→

耳
無
の
池
し
恨
め
し
我
妹
子
が
来
つ
つ
潜
か
ば
水
は
涸
れ
な
む
︵
万
葉
集
︶

万
葉
集
に
あ
る
﹁
耳
無
の
﹂
の
歌
と
﹁
猿
沢
の
﹂
の
歌
は
あ
ま
り
に
も
似
通
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
単
に
伝
承
と
考
え
る
よ
り
も
万
葉
集
の
歌
を
も
と
に
し
て
創
作
し
た
と
考
え

た
方
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
。
即
ち
﹁
耳
無
の
池
﹂
を
﹁
猿
沢
の
池
﹂
に
し
﹁
恨
め
し
﹂
を
﹁
し
ら
し
な
﹂
に
改
め
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
﹁
来
つ
つ
﹂
の
と
こ
ろ
が
﹁
玉
藻
﹂

に
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
返
歌
と
い
う
こ
と
で
人
麿
の
﹁
わ
ぎ
も
こ
が
﹂
の
歌
の
一
部
を
と
り
入
れ
、
さ
ら
に
﹁
か
づ
か
ば
﹂
と
い
う
部
分
も
万
葉
集
か
ら
持
っ
て
き
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
以
外
に
付
随
的
な
こ
と
を
あ
げ
る
と
、
両
方
と
も
二
句
切
れ
で
、
係
り
結
び
に
な
っ
て
い
る
こ
と
も
共
通
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
帝
の
﹁
猿

沢
の
﹂
の
歌
は
大
和
物
語
の
作
者
に
よ
っ
て
創
作
さ
れ
た
も
の
と
み
て
よ
か
ろ
う
。
こ
れ
と
類
似
し
た
例
は
他
の
章
段
に
も
み
ら
れ
る(12)
こ
と
か
ら
、
大
和
物
語
の
作
者
に
と
っ
て

ひ
と
つ
の
方
法
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

﹁
猿
沢
の
﹂
の
歌
が
大
和
物
語
の
作
者
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
そ
れ
は
と
り
も
な
お
さ
ず
虚
構
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
に
し
て
も
虚
構
と
な
る
と
、

こ
の
章
段
全
体
が
そ
う
な
の
か
、
あ
る
い
は
素
材
み
た
い
な
も
の
が
あ
っ
て
、
そ
れ
を
も
と
に
し
て
創
作
さ
れ
た
の
か
が
問
題
に
な
る
。
猿
沢
の
池
の
話
が
、
最
も
古
い
の
は
大

和
物
語
一
五
〇
段
の
記
事
で
あ
り
、
こ
れ
よ
り
古
い
文
献
が
あ
れ
ば
、
は
っ
き
り
す
る
わ
け
だ
が
、
大
和
物
語
よ
り
後
に
成
立
し
た
作
品
に
も
類
似
し
た
話
が
み
ら
れ
る(13)
こ
と
は
、

か
な
り
伝
承
さ
れ
て
い
た
と
み
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
こ
と
か
ら
後
者
が
妥
当
と
思
わ
れ
る
。

と
も
か
く
、
大
和
物
語
の
作
者
に
と
っ
て
年
代
的
な
矛
盾
な
ど
考
慮
せ
ず
、
伝
承
を
も
と
に
し
て
ひ
と
つ
の
創
作
を
試
み
た
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

五

一
五
〇
段
は
あ
る
事
件
が
も
と
で
、
そ
の
場
に
行
幸
し
帝
と
人
麿
が
悲
し
み
に
暮
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
次
の
一
五
一
段
は
そ
の
よ
う
な
事
件
的
な
背
景
は
な
く
、
立
田
川

に
行
幸
し
、
そ
こ
で
の
紅
葉
の
美
し
さ
を
詠
ん
で
い
る
。
こ
こ
に
み
ら
れ
る
二
首
は
古
今
集
に
あ
り
、
そ
れ
に
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

題
し
ら
ず
　
　
　
　
　
　
　
読
人
し
ら
ず
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竜
田
川
紅
葉
乱
れ
て
流
る
め
り
わ
た
ら
ば
綿
な
か
や
絶
え
な
む

こ
の
歌
は
、
あ
る
人
、﹁
奈
良
帝
の
御
歌
な
り
﹂
と
な
む
申
す
。

竜
田
川
も
み
ぢ
葉
な
が
る
神
奈
備
の
三
室
の
山
に
時
雨
降
る
ら
し

又
は
﹁
飛
鳥
川
も
み
ぢ
葉
な
が
る
﹂

大
和
物
語
と
比
較
し
て
み
る
と
、
古
今
集
で
は
両
方
と
も
読
人
し
ら
ず
の
歌
で
、
順
序
が
逆
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
も
贈
答
歌
の
形
を
な
し
て
い
な
い
。
こ
れ
は
す
で
に
指
摘

さ
れ
て
い
る(14)
よ
う
に
前
段
に
合
わ
せ
る
た
め
に
作
為
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
大
和
物
語
の
作
者
が
こ
れ
ら
の
歌
を
用
い
よ
う
と
し
た
の
は
﹁
竜
田
川
紅
葉
乱
れ
て
﹂
の
歌
の
左

注
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
平
城
帝
の
歌
と
し
て
伝
承
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
次
の
﹁
竜
田
川
も
み
ぢ
葉
な
が
る
﹂
の
歌
も
竜
田
川
の
紅
葉
を
詠
ん
だ
も
の

で
あ
り
、
贈
答
歌
に
す
る
の
に
は
好
都
合
な
歌
で
あ
っ
た
。
事
実
、
こ
の
歌
を
古
今
集
の
伝
本
で
奈
良
帝
の
作
と
し
て
い
る
の
も
あ
る
が(15)
、
大
和
物
語
の
み
が
人
麿
と
し
て
お
り
、

こ
の
点
で
も
作
為
的
な
も
の
が
あ
ろ
う
。

だ
が
、
虚
構
と
い
う
こ
と
に
関
し
て
は
異
見
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。﹁
な
ら
の
帝
﹂
と
人
麿
の
結
び
つ
き
に
つ
い
て
、
今
井
源
衛
氏
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
お
ら
れ
る
。

私
は
、
人
麿
の
年
代
的
な
把
握
に
つ
い
て
は
、
大
和
物
語
作
者
自
身
に
あ
い
ま
い
な
も
の
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
平
安
中
期
に
出
来
た
と
思
わ
れ
る
柿
本
集
が

い
か
に
実
在
の
人
麿
か
ら
か
け
離
れ
た
も
の
で
あ
る
か
を
考
え
て
も
、
ま
た
顕
昭
の
﹁
柿
本
朝
臣
人
麿
勘
文
﹂
な
ど
の
考
証
が
現
れ
た
の
も
、
逆
に
、
平
安
末
期
に
お
け
る

人
麿
の
年
代
把
握
が
一
般
に
あ
い
ま
い
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
る
で
あ
ろ
う
。
古
今
集
の
序
な
ど
に
よ
っ
て
、
赤
人
と
同
様
に
漠
然
と
奈
良
時
代
の
歌
人
と
は
知
っ

て
い
た
だ
ろ
う
が
、
そ
れ
以
上
の
こ
と
は
知
ら
ず
、
益
田
氏
が
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
、﹁
奈
良
の
帝
﹂
と
﹁
人
麿
﹂
と
の
安
易
な
結
び
つ
き
が
起
こ
る
と
は
十
分
に
考
え
ら

れ
る
だ
ろ
う
。︵
真
淵
の
虚
構
作
為
説
は
、
い
さ
さ
か
言
い
過
ぎ
と
云
う
べ
き
で
あ
ろ
う(16)
。︶

確
か
に
こ
の
よ
う
な
考
え
も
で
き
よ
う
が
、﹁
安
易
な
結
び
つ
き
﹂
と
い
う
と
こ
ろ
が
ど
う
も
引
っ
か
か
る
。
何
度
も
述
べ
た
よ
う
に
﹁
な
ら
の
帝
﹂
は
平
城
帝
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、

﹁
な
ら
の
帝
﹂を
漠
然
と
と
ら
え
て
い
れ
ば
、話
は
別
で
あ
る
が
、こ
こ
は
そ
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
な
い
。
年
代
的
な
把
握
は
で
き
た
は
ず
で
あ
る
。
顕
昭
の﹃
柿
本
朝
臣
人
麿
勘
文
﹄

が
成
立
し
た
の
も
、
人
麿
が
奈
良
時
代
前
期
の
人
で
あ
る
か
ら
こ
そ
こ
の
よ
う
な
考
証
も
生
じ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ゆ
え
大
方
ど
の
帝
の
御
代
か
ぐ
ら
い
は
、
大
和
物
語
の
作

者
は
理
解
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
と
も
か
く
﹁
な
ら
の
帝
﹂
と
人
麿
の
結
び
つ
け
を
年
代
的
な
あ
い
ま
い
さ
と
考
え
る
よ
り
も
、
真
淵
の
如
く
虚
構
と
考
え
た
方
が
よ
い
の
で

は
あ
る
ま
い
か
。

一
五
〇
段
も
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
一
五
一
段
の
﹁
な
ら
の
帝
﹂
と
人
麿
の
結
び
つ
け
は
ど
の
よ
う
な
理
由
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
雨
海
氏
は
先
程
記
し
た
よ
う
な
考
え

を
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
根
拠
の
一
部
と
さ
れ
て
い
る
の
が
﹁
古
今
集
仮
名
序
﹂
で
あ
る
。
確
か
に
そ
の
よ
う
な
考
え
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
次
の
よ
う
な
考
え
も
で
き
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る
の
で
は
な
い
か
。﹁
古
今
集
仮
名
序
﹂
に
は

古
よ
り
か
く
伝
は
る
う
ち
に
も
、
な
ら
の
御
時
よ
り
ぞ
ひ
ろ
ま
り
に
け
る
。
か
の
御
代
や
歌
の
心
を
し
ろ
し
め
し
た
り
け
む
。
か
の
御
時
に
、
正
三
位
柿
本
人
麿
な
む
歌
の

聖
な
り
け
る
。
こ
れ
は
身
も
人
を
合
は
せ
た
り
と
い
ふ
な
る
べ
し
。
秋
の
夕
、
竜
田
川
に
流
る
る
紅
葉
を
ば
帝
の
御
目
に
錦
と
見
た
ま
ひ
、︵
以
下
略
︶

と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
記
事
と
深
い
係
わ
り
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
こ
こ
に
登
場
す
る
帝
は
、﹁
竜
田
川
﹂
の
歌
を
詠
ん
だ
と
あ
る
こ
と
か
ら
﹁
な
ら
の
帝
﹂
と
み
て
よ
い
。

こ
れ
は
一
五
一
段
に
み
ら
れ
る
歌
で
あ
り
、前
述
の
如
く
古
今
集
の
左
注
に
は﹁
奈
良
帝
云
々
﹂と
あ
る
こ
と
か
ら
、こ
の
記
事
と
一
致
し
て
い
る
。
ま
た
一
五
〇
段
の
方
で
あ
る
が
、

こ
こ
に
あ
る
歌
が
﹁
古
今
仮
名
序
﹂
に
み
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、翻
っ
て
考
え
て
み
る
に
一
五
〇
・
一
五
一
段
に
﹁
な
ら
の
帝
﹂
と
人
麿
を
持
っ
て
き
て
い
る
こ
と
は
、

何
ら
か
の
関
連
を
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
一
五
〇
段
に
お
い
て
、
人
麿
の
歌
を
ま
ず
持
っ
て
来
て
、
そ
れ
に
合
わ
せ
る
た
め
に
、
前
述
の
如
く
﹁
な
ら
の
帝
﹂
の
歌
は
創
作
さ

れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
と
も
か
く
人
麿
と
﹁
な
ら
の
帝
﹂
が
登
場
す
る
こ
と
自
体
、
偶
然
の
一
致
と
は
考
え
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。

六

一
五
〇
・
一
五
一
段
は
伝
承
を
も
と
に
し
て
、
物
語
が
創
作
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
わ
け
だ
が
、
次
の
一
五
二
段
は
ど
う
か
。
そ
の
背
景
と
な
る
も
の
が
考
え
ら
れ
よ
う
か
。
例

え
ば
伝
為
氏
筆
本(17)
に
は

文
武
朝
大
納
言
大
宝
元
年
石
上
朝
臣
麿
淡
海
公
紀
朝
臣
麿
三
人
三
月
任
慶
雲
二
年
大
伴
安
麿
八
月
任
十
一
月
太
宰
輔

と
い
う
よ
う
な
勘
注
が
み
ら
れ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
﹁
な
ら
の
帝
﹂
を
文
武
帝
と
み
て
お
り
、
ま
た
大
納
言
に
は
そ
こ
に
記
さ
れ
た
人
物
が
該
当
す
る
と
み
て
い
る
。
し
か
し
こ

の
記
事
が
何
に
も
と
づ
く
の
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
。

一
方
、
今
井
源
衛
氏
は
鷹
狩
り
に
関
す
る
文
献
を
検
討
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
桓
武
・
嵯
峨
両
朝
は
そ
の
記
事
が
多
く
、
平
城
朝
に
は
そ
れ
が
な
い
こ
と
か
ら
平
城
朝
に
関
す

る
事
実
と
し
て
は
不
安
が
残
る
と
さ
れ
、
結
局
は
平
安
初
・
中
期
の
宮
廷
に
お
け
る
鷹
狩
り
の
流
行
の
間
に
発
生
し
た
歌
語
り
と
し
て
み
る
べ
き
と
考
え
て
お
ら
れ
る(18)
。
さ
ら
に

雨
海
氏
も
文
献
を
詳
細
に
検
討
さ
れ
、
こ
こ
の
﹁
な
ら
の
帝
﹂
は
桓
武
帝
と
平
城
帝
の
二
重
映
像
、
大
納
言
は
藤
原
朝
臣
継
縄
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
て
い
る(19)
。

こ
れ
ら
先
学
の
努
力
に
は
敬
意
を
表
し
た
い
が
、問
題
は
一
五
二
段
の
内
容
そ
の
も
の
が
他
の
文
献
に
見
い
出
せ
な
い
こ
と
で
あ
る
。こ
の
こ
と
か
ら
一
五
二
段
の
背
景
と
な
っ

た
話
は
伝
承
さ
れ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
れ
を
も
と
に
し
て
の
大
和
物
語
作
者
の
創
作
欲
を
認
め
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

先
程
の
一
五
〇
段
に
は
重
複
す
る
語
が
多
か
っ
た
。
そ
れ
を
創
作
性
の
一
端
と
み
た
わ
け
だ
が
、
実
は
こ
の
一
五
二
段
に
も
そ
れ
が
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
即
ち
、
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①
　
あ
づ
か
り
仕
う
ま
つ
り
け
る
大
納
言
に
あ
づ
け
た
ま
へ
り
け
る
。

②
　
い
か
が
し
た
ま
ひ
け
む
、
…
︵
中
略
︶
…
い
か
が
せ
む
と
て
、
内
に
ま
ゐ
り
て
、

③
　
さ
ら
に
え
見
い
で
ず
。
山
々
に
人
を
や
り
つ
つ
も
と
め
さ
す
れ
ど
、
さ
ら
に
な
し
。

④
　
帝
、
も
の
も
の
た
ま
は
せ
ず
。
…
︵
中
略
︶
…
も
の
も
の
た
ま
は
ず
。

⑤
　
の
た
ま
ひ
け
り
。
か
く
の
み
の
た
ま
は
せ
て
、
こ
と
事
も
の
た
ま
は
ざ
り
け
り
。

⑥
　
心
ぎ
も
を
ま
ど
は
し
て
も
と
む
る
に
、
…
︵
中
略
︶
…
ま
ど
ひ
歩
き
た
ま
へ
ど
か
ひ
も
な
し
。

⑦
　
さ
ら
に
な
し
…
︵
中
略
︶
…
歩
き
た
ま
へ
ど
か
ひ
も
な
し
。
…
︵
中
略
︶
…
御
覧
ぜ
ぬ
日
な
し
。

が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
の
章
段
は
一
五
〇
段
に
比
べ
る
と
、
地
文
も
長
い
が
、
そ
れ
に
し
て
も
多
す
ぎ
る
。
こ
の
あ
た
り
に
も
作
者
の
文
章
に
対
す
る
稚
拙
さ
の
一
面
が
出
て
い
よ

う
。
さ
ら
に
﹁
心
ぎ
も
を
ま
ど
は
し
て
も
と
む
る
に
さ
ら
に
え
見
い
で
ず
。
山
々
に
人
を
や
り
つ
つ
も
と
め
さ
す
れ
ど
、
さ
ら
に
な
し
。
み
づ
か
ら
も
深
き
山
に
入
り
て
、
ま
ど

ひ
歩
き
た
ま
へ
ど
か
ひ
も
な
し
。﹂
の
部
分
に
お
い
て
、
波
線
と
傍
線
の
と
こ
ろ
が
だ
ぶ
つ
い
て
い
る
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
も
そ
れ
を
物
語
っ
て
い
よ
う
。
と
も
か
く
一
五
〇

段
で
の
推
論
を
こ
こ
で
も
補
強
で
き
よ
う
。

ま
た
一
五
〇
段
と
一
五
二
段
を
比
べ
て
み
る
と
、
修
辞
的
な
面
で
共
通
し
て
い
る
。
つ
ま
り
漸
層
法
的
な
手
法
を
用
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
采
女
の
心
情
と
大
納
言

の
心
情
が
徐
々
に
高
ま
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。
し
か
も
そ
の
原
因
を
作
っ
て
い
る
の
は
帝
で
あ
る
。
両
者
の
内
容
を
辿
っ
て
み
る
と
、

一
五
〇
段
　
　
　
　
　
　
　
一
五
二
段

采
女
　
　
　
　
　
　
　
　
　
磐
手

  

←
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

←

入
水
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
納
言
が
失
う

  

←
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

←

人
が
奏
す
　
　
　
　
　
　
　
大
納
言
が
奏
す

  

←
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

←

行
幸
、
詠
歌
　
　
　
　
　
　
名
言

と
い
う
よ
う
に
な
る
。
つ
ま
り
こ
れ
ら
は
、
対
象
↓
い
な
く
な
る
↓
報
告
↓
歌
が
生
ま
れ
る
と
な
り
、
共
通
し
て
い
る
。
こ
れ
は
偶
然
の
一
致
と
言
え
よ
う
か
。
同
じ
﹁
な
ら
の

帝
﹂
の
章
段
に
お
い
て
こ
う
な
っ
て
お
り
、
作
者
が
表
現
の
上
で
努
力
し
た
こ
と
を
思
え
ば
、
な
お
さ
ら
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

一
五
〇
段
と
同
じ
よ
う
に
、
こ
の
話
は
当
時
か
な
り
流
布
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
は
枕
草
子(20)
や
古
今
六
帖(21)
等
か
ら
窺
え
る
。
そ
の
素
材
源
は
あ
っ
た
に
し
て
も
、
そ
れ

を
も
と
に
活
字
に
移
す
に
あ
た
っ
て
は
、
作
者
は
そ
れ
な
り
の
努
力
を
し
、
わ
ず
か
な
が
ら
潤
色
を
加
え
て
い
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。



275 第七節　大和物語の創作方法―いわゆる「ならの帝」の章段をめぐって―

七

一
五
三
段
は
前
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
史
実
に
も
と
づ
い
て
い
る
。
即
ち
﹃
類
聚
国
史
﹄
三
十
一
・
天
皇
行
幸
下
に
は

幸
二

神
泉
苑
一

、
琴
歌
間
奏
四
位
已
上
、
共
挿
二

菊
花
一

、
于
レ

時
皇
太
弟
頌
歌
去
、
美
耶
比
度
乃
　
曽
能
可
邇
米
豆
留
　
布
智
波
賀
麻
、
岐
美
能
於
保
母
能
　
多
乎
利
太
流
祁
布
。

上
和
レ

之
曰
、
袁
理
比
度
能
　
己
己
乃
麻
丹
真
布
智
波
賀
麻
　
宇
倍
伊
邑
布
賀
久
　
爾
保
比
多
理
介
利
。
群
臣
倶
称
二

万
歳
一

、
賜
二

五
位
以
上
衣
被
一

。

︵
注
︶
本
文
は
﹃
新
訂
増
補

国
史
大
系  

第
五
巻  

類
聚
国
史
前
篇
﹄︵
黒
板
勝
美
氏
篇
　
吉
川
弘
文
館
　
昭
和
8
年
9
月
︶
に
拠
る
。
句
読
点
、
返
り
点
は
稿
者
が
施
し
た
。

と
あ
る
。
両
者
を
比
較
し
て
み
る
と
大
和
物
語
の
方
は
、
か
な
り
簡
略
に
な
っ
て
い
る
。
場
所
、
作
歌
事
情
等
は
一
切
省
略
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
の
は
大
和
物
語
作
者
の
何

ら
か
の
意
図
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
一
五
三
段
か
ら
み
る
限
り
、
二
人
の
今
の
立
場
と
、
そ
の
贈
答
歌
の
み
を
記
し
た
こ
と
は
兄
弟
愛
を
描
こ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
今
ま

で
み
て
き
た
一
五
一
・
一
五
二
段
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
伝
承
さ
れ
て
い
た
の
を
も
と
に
創
作
し
て
い
っ
た
の
に
対
し
、
一
五
三
段
は
史
実
で
は
あ
る
が
、
全
く
同
じ
で
は

な
く
作
者
の
意
向
に
添
っ
て
い
る
。
い
わ
ば
一
種
の
創
作
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
章
段
は
、創
作
と
い
う
点
に
お
い
て
共
通
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、こ
こ
で
は﹁
な
ら
の
帝
﹂

と
は
正
真
正
銘
の
平
城
帝
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
章
段
を
除
い
て
も
一
五
〇
段
か
ら
一
五
二
段
の
﹁
な
ら
の
帝
﹂
は
平
城
帝
を
意
識
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ

ほ
ど
ま
で
に
、
な
ぜ
﹁
な
ら
の
帝
﹂
の
章
段
を
こ
こ
に
置
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

一
四
九
段
は
在
中
将
を
意
識
し
て
い
る
か
ら
、
そ
の
祖
父
に
あ
た
る
平
城
帝
の
話
を
次
に
持
っ
て
き
て
い
る
と
の
考
え
が
あ
る(22)
。
確
か
に
大
和
物
語
の
作
者
に
と
っ
て
み
れ
ば
、

連
想
と
い
う
こ
と
で
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
考
え
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
後
半
全
体
か
ら
み
る
と
、
別
の
見
方
も
で
き
そ
う
で
あ
る
。
一
五
〇
段
か
ら
一
五
三
段
ま
で
は

平
城
帝
が
作
者
の
意
識
下
に
あ
り
、
こ
の
時
の
都
は
京
に
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
私
が
す
で
に
指
摘
し
た(23)
よ
う
に
、
大
和
物
語
の
後
半
は
都
の
話
と
地
方
の
話
と
が
交
互
に
並

べ
ら
れ
て
お
り
、
そ
し
て
都
か
ら
地
方
へ
移
る
場
合
、
都
に
近
い
国
を
持
っ
て
き
て
、
次
第
に
遠
い
国
を
配
置
し
て
い
る
。
一
五
四
段
も
そ
ん
な
意
味
で
大
和
の
国
の
話
を
持
っ

て
き
て
い
る
。
し
か
も
大
和
物
語
の
後
半
は
対
称
的
技
法
を
用
い
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
頂
点
に
位
置
し
て
い
る
の
が
一
五
〇
段
か
ら
一
五
三
段
の
﹁
な
ら
の
帝
﹂
の
章
段

で
あ
る
。
こ
こ
で
は
﹁
な
ら
の
帝
﹂
の
章
段
が
頂
点
に
位
置
し
、
作
者
の
何
ら
か
の
考
え
が
反
映
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
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大
和
物
語
の
﹁
な
ら
の
帝
﹂
の
章
段
に
つ
い
て
考
察
し
て
き
た
わ
け
で
あ
る
が
、﹁
な
ら
の
帝
﹂
は
あ
く
ま
で
も
平
城
帝
を
指
す
と
い
う
意
識
で
置
か
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

そ
し
て
こ
こ
に
は
伝
承
︵
歌
語
り
を
含
め
て
︶
と
い
う
こ
と
か
ら
一
歩
進
ん
で
創
作
意
識
を
窺
う
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
ら
の
章
段
を
創
作
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
あ
る
材
料
を

も
と
に
な
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
そ
の
表
現
を
み
る
に
、
決
し
て
す
ぐ
れ
て
い
る
も
の
で
は
な
く
、
中
に
は
稚
拙
と
さ
え
思
え
る
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
方
法

は
独
自
性
と
い
う
点
で
は
当
然
、
乏
し
い
が
、﹁
な
ら
の
帝
﹂
に
関
す
る
章
段
を
創
作
し
よ
う
と
い
う
、
大
和
物
語
作
者
の
意
欲
を
わ
ず
か
な
が
ら
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

そ
れ
を
少
し
で
も
認
め
た
い
の
で
あ
る
。

そ
れ
に
し
て
も
、
従
来
の
考
え
と
は
別
な
観
点
か
ら
考
え
て
き
た
が
、
思
わ
ぬ
誤
り
、
果
て
は
考
え
過
ぎ
も
多
い
こ
と
と
思
う
。
多
く
の
方
々
の
御
叱
正
を
い
た
だ
け
た
ら
幸

い
で
あ
る
。

注
⑴
　
拙
稿
﹁
大
和
物
語
の
構
成
に
つ
い
て
︱
後
半
の
章
段
を
考
察
の
対
象
と
し
て
︱
﹂︵﹁
語
文
﹂
39
輯
　
昭
和
49
年
3
月
︶、﹁
大
和
物
語
に
お
け
る
在
原
業
平
関
係
章
段
に
つ
い
て
﹂︵﹁
解

釈
﹂
24
巻
4
号
　
昭
和
53
年
4
月
﹂︶、﹁
大
和
物
語
に
お
け
る
虚
構
の
方
法
︱
一
四
一
・
一
四
二
・
一
五
四
段
を
考
察
の
対
象
と
し
て
︱
﹂︵﹁
中
古
文
学
﹂
30
号
　
昭
和
57
年
10
月
　

後
に
﹃
国
文
学
年
次
別
論
文
集  

中
古
2  

昭
和
57
年
﹄︿
朋
文
出
版
　
昭
和
58
年
11
月
﹀
に
再
録
︶、﹁﹃
古
今
﹄﹃
伊
勢
﹄﹃
大
和
﹄
︱
ひ
と
つ
の
共
通
話
を
め
ぐ
っ
て
︱
﹂︵﹁
平
安

文
学
研
究
﹂
73
輯
　
昭
和
60
年
6
月
　
後
に
﹃
国
文
学
年
次
別
論
文
集  

中
古
1  

昭
和
60
年
﹂︿
朋
文
出
版
　
昭
和
61
年
10
月
﹀
に
再
録
︶。
こ
れ
ら
の
論
考
は
﹃
大
和
物
語
の
研

究
﹄︵
翰
林
書
房
　
平
成
6
年
2
月
︶
に
再
録
。
本
書
第
二
章
第
一
節
・
第
三
節
、
本
書
第
三
章
第
四
節
。

⑵
　
一
四
一
段
以
降
。
そ
の
妥
当
性
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
﹁﹁
大
和
物
語
﹄
小
考
︱
前
半
と
後
半
の
分
け
方
︱
﹂︵﹁
解
釈
﹂
32
巻
9
号
　
昭
和
61
年
6
月
　
後
に
﹃
大
和
物
語
の
研
究
﹄

に
再
録
︶
を
参
照
の
こ
と
。
本
書
第
三
章
第
二
節
。

⑶
　﹃
大
和
物
語
野
坂
元
定
氏
蔵

天
　

福
　

本

﹄︵
解
説
高
橋
正
治
氏
　
新
典
社
　
昭
和
46
年
10
月
︶

⑷
　﹃
類
聚
国
史
﹄
三
十
一
・
天
皇
行
幸
下
。

⑸
　
雨
海
博
洋
氏
﹁
大
和
物
語
の
伊
勢
物
語
意
識
︱
大
和
一
六
〇
段
・
一
六
五
段
を
中
心
と
し
た
考
察
︱
﹂︵﹃
論
叢
王
朝
文
学
﹄
笠
間
書
院
　
昭
和
53
年
12
月
　
後
に
﹃
物
語
文
学
の

史
的
論
考
﹄︿
桜
楓
社
　
平
成
3
年
10
月
﹀
に
再
録
︶
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⑹
　
拙
稿
﹁
大
和
物
語
に
お
け
る
在
原
業
平
関
係
章
段
に
つ
い
て
﹂︵﹁
解
釈
﹂
24
巻
4
号
　
昭
和
53
年
4
月
︶、﹁﹃
古
今
﹄﹃
伊
勢
﹄﹃
大
和
﹄
︱
ひ
と
つ
の
共
通
話
を
め
ぐ
っ
て
︱
﹂︵﹁
平

安
文
学
研
究
﹂
73
輯
　
昭
和
60
年
6
月
　
後
に
﹃
国
文
学
年
次
別
論
文
集  

中
古
１  

昭
和
60
年
﹄︿
朋
文
出
版
　
昭
和
61
年
10
月
﹀、﹃
大
和
物
語
の
研
究
﹄
に
そ
れ
ぞ
れ
再
録
︶。

本
書
第
二
章
第
一
節
・
第
三
節
。

⑺
　﹁
大
和
物
語
の
﹁
な
ら
の
帝
﹂
考
﹂︵﹁
平
安
文
学
研
究
﹂
77
輯
　
昭
和
62
年
5
月
　
後
に
﹃
大
和
物
語
の
考
証
的
研
究
﹄︿
和
泉
書
院
　
平
成
2
年
10
月
﹀
に
再
録
︶

⑻
　﹁
大
和
物
語
の
創
作
方
法
︱
在
中
将
関
係
の
章
段
を
中
心
に
し
て
︱
﹂︵﹃
大
和
物
語
の
研
究
﹄︶。
本
書
第
二
章
第
九
節
。

⑼
　﹁
大
和
物
語
評
釈
・
四
十
四
　
猿
沢
の
池
﹂︵﹁
国
文
学
﹂
11
巻
3
号
　
昭
和
41
年
3
月
　
後
に
﹃
大
和
物
語
評
釈  

下
巻
﹄︿
笠
間
書
院
　
平
成
12
年
2
月
﹀
に
再
録
︶

⑽
　﹃
大
和
物
語
虚
静
抄
﹄、﹃
大
和
物
語
詳
解
﹄︵
武
田
祐
吉
氏
・
水
野
駒
雄
氏
︶

⑾
　
雨
海
博
洋
氏
﹃
歌
語
り
と
歌
物
語
﹄︵
桜
楓
社
　
昭
和
51
年
9
月
︶

⑿
　
注
⑻
に
同
じ
。

⒀
　﹃
七
大
寺
巡
礼
私
記
﹄︵
編
者
・
発
行
者
　
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
　
昭
和
57
年
3
月
︶

⒁
　
注
⑼
に
同
じ
。

⒂
　
元
永
本
、
筋
切
。

⒃
　
注
⑺
に
同
じ
。

⒄
　
古
文
学
秘
籍
複
製
会
よ
り
複
製
本
が
刊
行
さ
れ
た
︵
解
説
池
田
亀
鑑
氏
　
昭
和
8
年
9
月
︶。
現
在
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
所
蔵
で
影
印
本
が
あ
る
︵﹃
国
立
歴
史
民
俗

博  

物  

館  

蔵

貴
重
典
籍

叢
書
文
学
篇  

第
十
六
巻  

物
語
一
﹄
解
題
柳
田
忠
則
　
臨
川
書
店
　
平
成
11
年
5
月
︶。
な
お
こ
の
本
は
高
橋
正
治
氏
の
﹃
大
和
物
語
の
研
究
系
統
別

本
文
篇

上
﹄︵
私
家
版
　
昭
和
44
年
4

月
、
再
版
　
臨
川
書
店
　
昭
和
63
年
10
月
︶
に
翻
刻
も
さ
れ
て
い
る
。

⒅
　﹁
大
和
物
語
評
釈
・
四
十
五
　
盤
手
﹂︵﹁
国
文
学
﹂
11
巻
4
号
　
昭
和
41
年
4
月
　
後
に
﹃
大
和
物
語
評
釈  

下
巻
﹄
に
再
録
︶

⒆
　
注
⑼
に
同
じ
。

⒇
　﹁
故
殿
な
ど
お
は
し
ま
さ
で
﹂
の
段
︵﹃
日
本
古
典
文
学
全
集
枕
草
子
﹄︿
松
尾
聰
氏
・
永
井
和
子
氏
校
注
・
訳
　
小
学
館
　
昭
和
47
年
8
月
﹀
一
四
六
段
︶

㉑
　﹃
古
今
和
歌
六
帖  

上
巻  

本
文
篇
﹄︵
宮
内
庁
書
陵
部
編
　
養
徳
社
　
昭
和
44
年
10
月
︶
に
は
﹁
い
は
て
思
﹂
の
項
目
が
あ
る
。

㉒
　
注
⑼
に
同
じ
。

㉓
　
拙
稿
﹁
大
和
物
語
の
構
成
に
つ
い
て
︱
後
半
の
章
段
を
考
察
の
対
象
と
し
て
︱
﹂︵﹁
語
文
﹂
39
輯
　
昭
和
49
年
3
月
　
後
に
﹃
大
和
物
語
の
研
究
﹄
に
再
録
︶。
本
書
第
三
章
第
四
節
。
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第
八
節
　
大
和
物
語
の
創
作
方
法

︱
伊
勢
関
係
の
章
段
︱

一

大
和
物
語
は
歌
語
り
の
集
成
と
言
わ
れ
て
い
る
。
確
か
に
そ
の
よ
う
な
と
こ
ろ
も
み
ら
れ
る
が
、
中
に
は
大
和
物
語
の
作
者
に
よ
っ
て
、
虚
構
と
い
う
意
識
で
も
っ
て
創
作
さ

れ
た
と
思
わ
れ
る
章
段
が
存
在
す
る
よ
う
で
あ
る
。
事
実
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
先
学
に
よ
り
指
摘
さ
れ
て
い
る
し(1)
、
私
も
ふ
れ
た
こ
と
が
あ
る(2)
。
し
か
し
、
今
ま
で
指
摘
さ

れ
た
章
段
は
大
和
物
語
全
体
か
ら
み
る
と
、
い
か
に
も
少
な
く
、
出
来
れ
ば
そ
の
よ
う
な
章
段
を
よ
り
多
く
探
り
あ
て
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
説
得
力
が
増
し
て
こ
よ
う
。

そ
ん
な
こ
と
で
、
こ
こ
で
は
三
十
六
歌
仙
の
一
人
で
あ
る
伊
勢
の
関
係
す
る
章
段
を
と
り
上
げ
て
、
章
段
を
形
成
す
る
場
合
、
ど
の
よ
う
な
方
法
を
と
っ
て
い
る
か
に
つ
い
て

考
え
て
み
た
い
。

二

そ
も
そ
も
こ
こ
で
彼
女
に
関
す
る
章
段
を
と
り
上
げ
た
の
は
宇
多
法
皇
圏
を
描
い
た
大
和
物
語
の
冒
頭
に
あ
っ
て
、
宇
多
天
皇
と
と
も
に
彼
女
が
登
場
し
て
お
り
、
大
和
物
語

の
作
者
に
と
っ
て
は
関
心
を
持
っ
た
人
物
の
一
人
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

さ
て
、
彼
女
は
こ
の
初
段
を
は
じ
め
、
三
〇
・
一
一
九
・
一
三
八
・
一
四
二
・
一
四
七
の
六
章
段
に
関
係
し
て
い
る
家
集
に
み
ら
れ
る
彼
女
の
歌
、
別
人
の

歌
を
利
用
し
て
い
る
場
合
を
含
め
て

。
こ
れ
ま
で
に

こ
れ
ら
の
章
段
に
つ
い
て
は
、
今
井
源
衛(3)
、
高
橋
正
治(4)
、
柿
本
奨(5)
、
雨
海
博
洋(6)
、
山
崎
正
伸(7)
等
の
各
氏
に
よ
り
、
詳
細
か
つ
有
益
な
研
究
が
な
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
御
論
に

つ
い
て
は
随
時
、
論
述
の
過
程
で
ふ
れ
て
い
き
た
い
が
、
思
う
に
こ
れ
ま
で
の
研
究
は
各
章
段
ご
と
に
な
さ
れ
て
き
た
き
ら
い
が
あ
る
。
確
か
に
伊
勢
関
係
の
章
段
は
大
和
物
語
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全
体
か
ら
み
れ
ば
、
そ
ん
な
に
多
い
わ
け
で
は
な
い
し
、
個
々
に
み
て
も
、
全
体
か
ら
み
て
も
さ
ほ
ど
違
い
は
な
か
ろ
う
。
た
だ
注
意
し
て
お
き
た
い
こ
と
は
、
彼
女
が
さ
ま
ざ

ま
な
形
で
登
場
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
伊
勢
と
い
う
同
じ
人
物
の
章
段
が
こ
の
よ
う
な
形
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
彼
女
の
関
係
す
る
章
段
全
体
を
通
し
て
み

る
こ
と
も
そ
の
意
図
を
探
る
上
で
必
要
な
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

三

伊
勢
の
関
係
す
る
章
段(8)
と
は
言
っ
て
も
、
前
述
の
如
く
様
々
な
方
法
を
と
っ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
は
っ
き
り
﹁
伊
勢
﹂
と
記
さ
れ
て
登
場
す
る
の
は
初
段
と
一
四
七
段
だ
け
で

あ
る
。
先
程
も
述
べ
た
よ
う
に
初
段
は
宇
多
天
皇
と
彼
女
の
唱
和
で
、
宇
多
天
皇
を
冒
頭
に
置
い
た
の
は
、
こ
の
物
語
が
そ
の
御
代
を
中
心
に
描
か
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い

る
。
伊
勢
は
女
流
歌
人
と
し
て
著
名
で
勅
撰
集
に
数
多
く
の
歌
が
入
集
し
て
い
る
。
ま
た
宮
中
に
あ
っ
て
は
宇
多
天
皇
の
中
宮
で
あ
る
温
子
の
許
に
出
仕
し
た
の
を
は
じ
め
、
宇

多
天
皇
の
寵
愛
を
受
け
一
子
を
も
う
け
た(9)
。
こ
ん
な
こ
と
で
、
彼
女
は
宇
多
天
皇
と
深
い
つ
な
が
り
を
持
っ
て
い
た
。

一
方
、
一
四
七
段
で
の
伊
勢
は
ど
う
か
。
こ
の
章
段
は
他
の
章
段
と
異
な
り
、
三
部
構
成
に
な
っ
て
い
る
。
即
ち
生
田
川
伝
説
、
次
い
で
そ
れ
に
基
づ
い
て
の
詠
作
、
最
後
が

後
日
譚
と
な
っ
て
い
る
。
伊
勢
は
第
二
部
の
詠
作
の
最
初
に
﹁
か
げ
と
の
み
水
の
し
た
に
て
あ
ひ
見
れ
ど
魂
な
き
が
ら
は
か
ひ
な
か
り
け
り
﹂
本
文
は
﹃
日
本
古
典
文
学
全

集
﹄
に
拠
る
。
以
下
も
同
様
。
と
い
う
歌

を
詠
ん
で
い
る
。
し
か
も
そ
の
場
は
宮
廷
サ
ロ
ン
と
い
う
と
こ
ろ
で
あ
り
、
第
二
部
の
冒
頭
は
﹁
か
か
る
こ
と
ど
も
の
む
か
し
あ
り
け
る
を
、
絵
に
み
な
書
き
て
、
故
后
の
宮
に

人
の
奉
り
た
り
け
れ
ば
、
こ
れ
が
う
へ
を
、
み
な
人
々
こ
の
人
に
か
は
り
て
よ
み
け
る
﹂
と
あ
る
。
こ
こ
に
登
場
す
る
﹁
故
后
の
宮
﹂
と
は
先
程
述
べ
た
温
子
中
宮
の
こ
と
で
、

彼
女
に
伊
勢
は
献
身
的
に
仕
え
た
。
し
た
が
っ
て
、
歌
を
詠
ん
で
い
る
こ
と
も
う
な
づ
け
よ
う
。
し
か
も
ト
ッ
プ
を
切
っ
て
詠
ん
で
お
り
、
歌
人
と
し
て
の
位
置
の
高
さ
を
知
る

こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
彼
女
を
こ
こ
に
記
載
し
て
い
る
こ
と
は
、
少
な
く
と
も
大
和
物
語
の
作
者
が
彼
女
に
何
ら
か
の
形
で
関
心
を
抱
い
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
一
方
で
は
宇
多
天
皇
と
の
贈
答
を
し
、
ま
た
一
方
で
は
そ
の
中
宮
で
あ
る
温
子
の
も
と
で
献
歌
を
す
る
と
い
う
よ
う
に
、
彼
女
は
こ
の
上
な
い
名
誉
に
浴
し
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
出
来
事
は
、
当
時
、
人
々
の
問
で
話
題
に
な
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
大
和
物
語
の
作
者
は
そ
れ
を
記
載
し
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
れ
は
語
ら
れ
た
ま
ま
か
、

そ
れ
と
も
脚
色
さ
れ
て
い
る
か
が
問
題
に
な
ろ
う
。
そ
れ
を
探
る
手
立
て
と
し
て
彼
女
の
家
集
で
あ
る
伊
勢
集
が
参
考
に
な
る
。
た
だ
、
伊
勢
集
は
そ
の
成
立
過
程
が
複
雑
で
あ

り(10)
、
大
和
物
語
と
現
存
伊
勢
集
が
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
か
は
、
自
撰
伊
勢
集(11)
と
も
絡
ん
で
明
ら
か
で
は
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
が
共
通
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
現
存

の
そ
れ
で
な
く
て
も
、
そ
の
生
成
過
程
の
い
ず
れ
か
と
関
係
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
以
下
、
伊
勢
集
と
は
言
っ
て
も
、
こ
の
よ
う
な
含
み
で
も
っ
て
述
べ
て
い
る
こ
と
を
あ

ら
か
じ
め
断
っ
て
お
き
た
い
。
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さ
て
、
初
段
は
伊
勢
集
と
共
通
し
て
い
る
。
今
両
者
を
比
較
し
て
み
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

︵
注
︶　
伊
勢
集
の
本
文
は
西
本
願
寺
本
を
底
本
に
し
た﹃
校
註
伊
勢
集
﹄︵
関
根
慶
子
氏
・
村
上
治
氏
・
小
松
登
美
氏
著
　
不
昧
堂
書
店
　
昭
和
27
年
9
月
︶に
拠
っ
た
。
こ
れ
は
以
下
も
同
様
。

伊
勢
集
と
大
和
物
語
の
相
違
は
、
本
文
の
小
さ
な
異
同
は
と
も
か
く
と
し
て
、
大
和
物
語
は
﹁
白
露
の
﹂
の
歌
を
持
っ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
今
井
源
衛
氏
が
指
摘
し

て
お
ら
れ
る
よ
う
に(12)
、
バ
ラ
ン
ス
や
歌
の
内
容
等
か
ら
考
え
て
﹁
白
露
は
﹂
の
歌
を
除
去
し
、
伊
勢
集
を
も
と
に
し
て
大
和
物
語
が
で
き
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
大
和
物
語
の

本
文
を
み
て
も
理
解
で
き
る
。
大
和
物
語
に
は
﹁
い
ま
は
﹂
と
あ
っ
て
、
伊
勢
集
に
は
み
ら
れ
な
い(13)
。
こ
れ
を
加
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
緊
迫
感
を
出
し
、
物
語
的
な
効
果
を
考
え

た
の
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
伊
勢
集
に
は
﹁
を
り
さ
せ
た
ま
は
む
と
せ
さ
せ
た
ま
ひ
し
時
の
秋0

﹂
傍
点
は
稿
者
に
拠

る
。
以
下
も
同
様
。
と
あ
る
が
、
大
和
物
語
に
は
そ
れ
が
み
ら
れ
ず
、
単
に
﹁
お
り
ゐ

さ
せ
た
ま
ひ
な
む
と
す
る
こ
ろ
﹂
と
な
っ
て
い
る(14)
。
伊
勢
集
に
み
ら
れ
る
﹁
白
露
は
﹂
の
歌
は
秋
の
歌
で
あ
り
、
し
か
も
大
和
物
語
で
は
こ
の
歌
を
削
去
し
た
わ
け
で
あ
る
か
ら
、

そ
れ
に
と
も
な
い
こ
の
語
を
も
な
く
し
、
あ
の
よ
う
な
表
現
に
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、﹁
わ
か
る
れ
ど
﹂
と
﹁
み
ひ
と
つ
に
﹂
の
歌
に
は
秋
を
示
す
景
物
が
み
ら
れ
な
い

こ
と
に
よ
っ
て
も
理
解
で
き
よ
う
。
と
も
か
く
大
和
物
語
初
段
は
伊
勢
集
を
も
と
に
脚
色
を
加
え
、
よ
り
人
物
本
位
に
仕
立
て
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
一
四
七
段
の
﹁
か
げ
と
の
み
﹂
の
歌
は
現
存
の
伊
勢
集
か
ら
見
い
出
せ
ず
、
そ
れ
と
の
関
係
は
考
え
ら
れ
な
い
。
そ
れ
に
し
て
も
、
前
述
し
た
よ
う
に
こ
の

章
段
は
三
部
構
成
に
な
っ
て
い
る
が
、
一
、三
部
だ
け
で
物
語
と
し
て
は
十
分
だ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
そ
う
は
せ
ず
に
こ
の
よ
う
な
構
成
に
し
て
、
第
二
部
に
は
伊
勢
を

は
じ
め
、
多
く
の
人
物
を
登
場
さ
せ
、
他
に
は
見
ら
れ
な
い
特
殊
な
章
段
を
構
成
し
て
い
る
。
こ
れ
は
ひ
と
つ
の
創
作
欲
の
現
れ
と
み
る
べ
き
で
は
な
い
か(15)
。

伊
　
　
勢
　
　
集

大
　
和
　
物
　
語

　
亭
子
の
み
か
ど
の
、
を
り
さ
せ
た
ま
は
む
と
せ
さ
せ
た

ま
ひ
し
時
の
秋
。

白
露
の
お
き
て
か
ゝ
れ
る
も
ゝ
し
き
の
う
つ
ろ
ふ
あ
き
の
こ

と
ぞ
か
な
し
き

わ
か
る
れ
ど
あ
ひ
も
お
も
は
ぬ
も
ゝ
し
き
を
み
ざ
ら
ん
こ
と

の
な
に
か
ゝ
な
し
き

と
、
こ
き
殿
の
か
べ
に
か
き
た
る
を
、
み
か
ど
御
覧
じ
て

か
た
わ
ら
に

み
ひ
と
つ
に
あ
ら
ぬ
ば
か
り
ぞ
お
し
な
べ
て
ゆ
き
か
へ
り
て

も
な
ど
か
み
ざ
ら
ん

　
亭
子
の
帝
、
い
ま
は
お
り
ゐ
さ
せ
た
ま
ひ
な
む
と
す
る
こ

ろ
、
弘
徽
殿
の
壁
に
、
伊
勢
の
御
の
書
き
つ
け
け
る
。

わ
か
る
れ
ど
あ
ひ
も
惜
し
ま
ぬ
も
も
し
き
を
見
ざ
ら
む

こ
と
の
な
に
か
悲
し
き

と
あ
り
け
れ
ば
、
帝
、
御
覧
じ
て
、
そ
の
か
た
は
ら
に
書
き

つ
け
さ
せ
た
ま
う
け
る
。

身
ひ
と
つ
に
あ
ら
ぬ
ば
か
り
を
お
し
な
べ
て
ゆ
き
め
ぐ

り
て
も
な
ど
か
見
ざ
ら
む

と
な
む
あ
り
け
る
。
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と
も
あ
れ
、
初
段
と
一
四
七
段
に
お
い
て
﹁
伊
勢
﹂
と
名
を
そ
の
ま
ま
用
い
て
い
て
も
大
和
物
語
の
作
者
は
そ
の
内
部
に
お
い
て
、
工
夫
を
試
み
て
お
り
、
い
わ
ば
創
作
性
を

発
揮
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

四

伊
勢
関
係
の
章
段
の
生
成
に
つ
い
て
考
え
る
時
、
伊
勢
集
が
そ
の
章
段
の
す
べ
て
に
資
料
に
な
っ
て
い
る
か
は
問
題
で
あ
る
が
、
す
ん
な
り
と
は
軽
視
で
き
な
い
。
例
え
ば

一
一
九
段
を
み
て
み
よ
う
。
ま
ず
両
者
を
比
較
し
て
み
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

伊
　
　
勢
　
　
集

大
　
和
　
物
　
語

に
は
と
り
に
あ
ら
ぬ
ね
に
て
も
き
こ
え
け
り
あ
け
ゆ
く
時
は

我
も
な
き
に
き

か
へ
し
。

あ
か
月
の
ね
ざ
め
の
み
ゝ
に
き
ゝ
し
か
ど
と
り
よ
り
ほ
か
に

こ
ゑ
も
き
こ
え
ず

　
お
な
じ
女
に
、
陸
奥
の
国
の
守
に
て
死
に
し
藤
原
の
さ
ね

き
が
よ
み
て
お
こ
せ
た
り
け
る
。
病
い
と
お
も
く
し
て
お
こ

た
り
け
る
こ
ろ
な
り
。﹁
い
か
で
対
面
た
ま
は
ら
む
﹂
と
て
、

か
ら
く
し
て
惜
し
み
と
め
た
る
命
も
て
あ
ふ
こ
と
を
さ

へ
や
ま
む
と
や
す
る

と
い
へ
り
け
れ
ば
、
お
ほ
い
き
み
、
返
し

も
ろ
と
も
に
い
ざ
と
は
い
は
で
死
出
の
山
な
ど
か
は
ひ

と
り
こ
え
む
と
は
せ
し

と
い
ひ
た
り
け
り
。
さ
て
来
た
り
け
る
夜
も
え
あ
ふ
ま
じ
き

こ
と
や
あ
り
け
む
、
え
あ
は
ざ
り
け
れ
ば
、
か
へ
り
に
け
り
。

さ
て
、
朝
に
男
の
も
と
よ
り
い
ひ
お
こ
せ
た
り
け
る
。

あ
か
つ
き
は
な
く
ゆ
ふ
つ
け
の
わ
び
声
に
お
と
ら
ぬ
音

を
ぞ
な
き
て
か
へ
り
し

お
ほ
い
き
み
、
返
し

あ
か
つ
き
の
ね
ざ
め
の
耳
に
聞
き
し
か
ど
鳥
よ
り
ほ
か

の
声
は
せ
ざ
り
き
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前
段
か
ら
の
続
き
の
章
段
で
、
冒
頭
の
﹁
お
な
じ
女
﹂
と
は
閑
院
大
君
の
こ
と
で
、
彼
女
が
詠
ん
だ
、
最
後
に
あ
る
﹁
あ
か
つ
き
の
﹂
の
歌
が
伊
勢
集
と
共
通
し
て
い
る(16)
。
こ
の

章
段
に
つ
い
て
も
今
井
源
衛
氏
が

大
和
作
者
の
作
為
性
も
参
加
し
て
い
る
と
見
た
方
が
よ
い
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
大
和
の
作
者
が
当
然
す
で
に
伊
勢
の
御
に
ま
つ
わ
る
談
話
で
あ
る
こ
と
を
承
知
し
な
が

ら
そ
れ
を
閑
院
の
大
君
と
藤
原
さ
ね
き
の
話
に
作
り
か
え
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か(17)
。

と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
氏
の
お
考
え
は
動
か
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、
少
し
そ
の
内
部
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
て
み
た
い
。

こ
の
章
段
は
﹁
さ
て
来
た
り
け
る
云
々
﹂
を
境
に
そ
の
内
容
か
ら
前
半
と
後
半
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
前
半
に
あ
る
﹁
も
ろ
と
も
に
﹂
の
歌
は
後
撰
集
に
閑
院
大
君
の
歌

と
し
て
み
ら
れ
る
も
の
で
、
そ
の
詞
書(18)
も
大
和
物
語
の
内
容
に
ほ
ぼ
合
致
し
て
い
る
。
た
だ
、﹁
か
ら
く
し
て
﹂
の
歌
は
こ
こ
以
外
に
は
み
ら
れ
ず
、
ど
の
よ
う
な
資
料
に
も
と

づ
い
て
い
る
の
か
明
ら
か
で
な
い
。
こ
の
章
段
の
前
半
は
閑
院
大
君
の
、
相
手
へ
の
い
た
わ
り
の
気
持
ち
で
終
わ
っ
て
お
り
、
大
和
物
語
の
作
者
に
し
て
み
れ
ば
、
こ
こ
で
終
わ

る
こ
と
に
満
足
し
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
伊
勢
集
に
あ
る
歌
を
利
用
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
だ
が
、
そ
こ
に
は
欠
点
も
み
ら
れ
る
。
ま
ず
地
文
で
あ
る
が
、
伊

勢
集
に
は
詞
書
が
な
い
か
ら
、
こ
こ
は
創
作
と
思
わ
れ
る
が
、﹁
さ
て
﹂
と
﹁
え
…
﹂
と
い
う
表
現
を
短
い
箇
所
で
重
複
し
て
用
い
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
は
伊
勢
集
か
ら
歌

を
と
り
入
れ
た
時
点
で
、
そ
の
歌
意
に
合
わ
せ
る
た
め
に
こ
の
よ
う
な
表
現
に
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
と
は
い
う
も
の
の
ど
う
み
て
も
洗
練
さ
れ
た
本
文
と
は
思
わ
れ
な
い(19)
。

次
に
和
歌
の
方
で
は
小
異
あ
る
も
の
の
、
両
者
は
返
歌
が
共
通
し
て
い
て
贈
歌
が
違
っ
て
い
る
。
た
だ
違
っ
て
は
い
て
も
、
そ
の
意
味
上
で
は
、
男
す
な
わ
ち
さ
ね
き
自
身
が

泣
い
た
と
い
う
こ
と
で
共
通
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
ん
な
点
を
考
慮
し
て
伊
勢
集
を
み
る
と
、
上
句
、
下
句
で
同
じ
こ
と
を
二
度
く
り
返
し
て
い
る
。
そ
の
点
、
大
和
物
語
の

方
は
整
っ
て
い
る
。
思
う
に
こ
れ
は
贈
歌
の
方
を
改
作
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
冒
頭
を
返
歌
に
合
わ
せ
て
贈
答
歌
と
し
て
の
形
を
整
え
、
さ
ら
に
伊
勢
集
に
は
み
ら
れ
な
い
﹁
わ
び

声
﹂、﹁
か
へ
り
﹂
と
い
う
、
男
の
行
動
に
密
着
し
た
表
現
に
し
て
い
る
。

そ
れ
に
し
て
も
一
方
で
は
洗
練
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
一
方
で
は
そ
う
で
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
と
い
う
の
は
何
を
意
味
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
大
和
物
語
の
作
者
は
、
前
述

し
た
よ
う
に
前
半
の
み
で
終
わ
る
こ
と
に
満
足
せ
ず
、
創
作
欲
を
発
揮
し
後
半
を
付
加
し
た
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
の
つ
な
ぎ
の
部
分
は
あ
の
よ
う
な
抽
象
的
な
表
現
に
な
ら
ざ
る

を
得
な
か
っ
た
。
裏
返
せ
ば
そ
れ
は
大
和
物
語
作
者
の
技
量
に
も
関
連
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

な
お
大
和
物
語
二
九
・
三
〇
段
は
閑
院
大
君
に
関
す
る
話
で
あ
り
、
大
和
物
語
の
作
者
は
そ
れ
に
適
す
る
歌
を
伊
勢
集
か
ら
持
っ
て
き
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
閑
院
大
君
の

章
段
に
付
加
し
た
の
は
、
も
ち
ろ
ん
彼
女
に
関
心
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
が
、
彼
女
の
父
親
は
右
京
大
夫
宗
于
で
あ
り(20)
、
そ
の
存
在
も
無
視
で
き
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
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五

伊
勢
集
と
共
通
し
て
い
る
章
段
と
言
え
ば
、
こ
の
外
に
一
三
八
段
が
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
も
両
者
を
比
較
し
て
み
る
。

大
和
物
語
一
三
八
段
が
虚
構
で
あ
る
こ
と
は
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
高
橋
正
治
氏
は

二
首
の
贈
答
歌
だ
け
で
内
容
的
に
完
結
し
て
い
る
が
﹁
こ
や
く
し
く
そ
﹂﹁
た
け
な
む
い
と
み
じ
か
か
り
け
る
﹂
と
前
後
に
つ
け
て
、
女
の
歌
の
﹁
長
か
ら
じ
と
お
も
ほ
ゆ

る
か
な
﹂
と
滑
稽
化
し
て
い
る(21)
。

と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
章
段
は
一
四
二
段
と
考
え
合
わ
せ
る
べ
き
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
虚
構
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
山
崎
正

伸
氏
も
こ
こ
は
伊
勢
集
に
よ
る
虚
構
で
あ
り
、
群
書
類
従
本
に
よ
る
と
贈
歌
の
作
者
が
仲
平
と
あ
る
こ
と
か
ら
二
人
の
恋
を
も
と
に
こ
う
な
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
た(22)
。
そ
し

て
短
い
恋
の
心
を
知
り
、
こ
の
よ
う
な
表
現
が
出
来
る
の
は
伊
勢
に
近
い
人
物
で
は
な
い
か
と
み
て
お
ら
れ
、
そ
の
作
者
に
ま
で
言
及
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
細
部
の
点
で
は
相
違
あ
る
も
の
の
、
一
三
八
段
は
伊
勢
集
を
も
と
に
し
て
創
作
さ
れ
た
章
段
で
あ
る
と
い
う
点
で
は
動
か
な
い
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
に
し
て
も
な

ぜ
こ
の
よ
う
に
虚
構
化
さ
れ
た
章
段
を
こ
の
位
置
に
持
っ
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
今
井
源
衛
氏
は
不
詳
と
さ
れ
て
い
る
し(23)
、
ま
た
柿
本
奨
氏
は

伊
　
　
勢
　
　
集

大
　
和
　
物
　
語

か
く
れ
ぬ
の
そ
こ
の
し
た
く
さ
み
が
く
れ
て
し
ら
れ
ぬ
こ
ひ

は
く
る
し
か
り
け
り

か
へ
し
。

み
が
く
れ
て
か
く
る
ば
か
り
の
し
た
く
さ
を
な
が
ゝ
ら
じ
と

も
お
も
ほ
ゆ
る
か
な

　
こ
や
く
し
く
そ
と
い
ひ
け
る
人
、
あ
る
人
を
よ
ば
ひ
て
お

こ
せ
た
り
け
る
。

か
く
れ
沼
の
底
の
下
草
み
が
く
れ
て
知
ら
れ
ぬ
恋
は
く

る
し
か
り
け
り

返
し
、
女

み
が
く
れ
に
か
く
る
ば
か
り
の
下
草
は
長
か
ら
じ
と
も

お
も
ほ
ゆ
る
か
な

こ
の
こ
や
く
し
と
い
ひ
け
る
人
は
、
た
け
な
む
い
と
み
じ
か

か
り
け
る
。
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本
段
の
中
心
は
返
歌
に
あ
り
﹁
知
ら
れ
ぬ
恋
﹂
を
詠
む
懸
歌
は
そ
れ
の
前
提
を
成
す
の
で
あ
ろ
う
。
返
歌
は
﹁
か
り
そ
め
の
え
に
し
﹂
を
諷
す
る
。
そ
の
主
題
も
諷
を
詠
歌

法
も
前
段
に
共
通
す
る
。
そ
の
意
味
で
前
段
に
続
く
の
で
あ
ろ
う
。
俳
諧
が
新
し
い
要
素
で
あ
る
。
本
段
の
年
次
を
知
る
手
が
か
り
が
な
い(24)
。

と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
大
和
物
語
は
そ
の
多
く
が
連
想
の
如
く
配
列
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
点
か
ら
み
る
と
柿
本
氏
の
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
前
段
と
は
﹁
か
り
そ
め
の
え
に
し
﹂

と
い
う
こ
と
で
共
通
し
て
い
る
。
た
だ
、
こ
こ
で
注
目
し
て
お
き
た
い
こ
と
は
元
良
親
王
関
係
の
章
段
の
中
に
、
こ
れ
が
置
か
れ
て
い
る
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
大
和
物
語

一
三
七
、一
三
九
、一
四
〇
段
は
い
ず
れ
も
元
良
親
王
に
関
す
る
章
段
で
あ
る
。
同
一
人
物
の
章
段
な
の
で
あ
る
か
ら
、
一
三
八
段
の
よ
う
な
何
も
別
人
の
も
の
を
入
れ
な
い
で
、

す
べ
て
元
良
親
王
関
係
の
章
段
で
統
一
し
て
も
よ
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
確
か
に
柿
本
氏
の
如
く
前
段
と
の
関
連
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
が
、
同
一
人
物
の
中
に
あ
る
か

ら
に
は
元
良
親
王
関
係
の
章
段
全
体
を
通
し
て
、
そ
の
関
係
を
も
考
慮
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
つ
ま
り
作
者
に
と
っ
て
は
別
の
意
図
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
天
下
の
色
好
み

と
聞
こ
え
た
元
良
親
王(25)
に
関
す
る
こ
と
だ
か
ら
な
お
さ
ら
そ
う
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。

そ
こ
で
、
そ
れ
を
考
え
る
た
め
に
長
く
な
る
と
思
う
が
、
元
良
親
王
に
関
係
の
章
段
を
引
用
し
て
み
よ
う
。

一
三
七
段

　
志
賀
の
山
越
の
道
に
、
い
は
え
と
い
ふ
所
に
故
兵
部
�
の
宮
、
家
を
い
と
を
か
し
う
つ
く
り
た
ま
う
て
、
と
き
ど
き
お
は
し
ま
し
け
り
。
い
と
し
の
び
て
お
は
し
ま
し
て

志
賀
に
ま
う
づ
る
女
ど
も
を
も
見
た
ま
ふ
時
も
あ
り
け
り
。
お
ほ
か
た
も
い
と
お
も
し
ろ
う
家
も
い
と
を
か
し
う
な
む
あ
り
け
る
。
と
し
こ
志
賀
に
も
う
づ
る
つ
い
で
に
こ

の
家
に
来
て
め
ぐ
り
つ
つ
見
て
あ
は
れ
が
り
め
で
な
ど
し
て
書
き
つ
け
た
り
け
る
。

か
り
に
の
み
来
る
君
待
つ
と
ふ
り
い
で
つ
つ
鳴
く
し
が
山
は
秋
ぞ
悲
し
き

と
な
む
書
き
つ
け
て
い
に
け
る
。

一
三
九
段

　
先
帝
の
御
時
に
、
承
香
殿
の
御
息
所
の
御
曹
司
に
、
中
納
言
の
君
と
い
ふ
人
さ
ぶ
ら
ひ
け
り
。
そ
れ
を
故
兵
部
�
の
宮
、
わ
か
男
に
て
一
の
宮
と
聞
え
て
色
好
み
た
ま
ひ

け
る
こ
ろ
承
香
殿
は
い
と
ち
か
き
ほ
ど
に
な
む
あ
り
け
る
。
ら
う
あ
り
、
を
か
し
き
人
々
あ
り
と
聞
き
た
ま
う
て
も
の
な
ど
の
た
ま
ひ
か
は
し
け
り
。
さ
り
け
る
こ
ろ
ほ
ひ
、

こ
の
中
納
言
の
君
に
、
し
の
び
て
寝
た
ま
ひ
そ
め
て
け
り
。
と
き
ど
き
お
は
し
ま
し
て
の
ち
、
こ
の
宮
を
さ
を
さ
と
ひ
た
ま
は
ざ
り
け
り
。
さ
る
こ
ろ
、
女
の
も
と
よ
り
よ

み
て
奉
り
け
る
。

人
を
と
く
あ
く
た
川
て
ふ
津
の
国
の
な
に
は
た
が
は
ぬ
君
に
ぞ
あ
り
け
る
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か
く
て
物
も
食
は
で
泣
く
泣
く
病
に
な
り
て
恋
ひ
た
て
ま
つ
り
け
る
。
か
の
承
香
殿
の
前
の
松
に
雪
の
降
り
か
か
り
け
る
を
折
り
て
か
く
な
む
聞
こ
え
た
て
ま
つ
り
け
る
。

来
ぬ
人
を
ま
つ
の
葉
に
ふ
る
白
雪
の
消
え
こ
そ
か
へ
れ
あ
は
ぬ
思
ひ
に

と
て
な
む
、﹁
ゆ
め
こ
の
雪
お
と
す
な
﹂
と
使
に
い
ひ
て
な
む
奉
り
け
る
。

一
四
〇
段

　
故
兵
部
�
の
宮
、
昇
の
大
納
言
の
む
す
め
に
す
み
た
ま
う
け
る
を
例
の
お
ま
し
所
に
は
あ
ら
で
廂
に
お
ま
し
し
き
て
、
お
ほ
と
の
ご
も
り
な
ど
し
て
か
へ
り
た
ま
う
て
、

い
と
久
し
う
お
は
し
ま
さ
ざ
り
け
り
。
か
く
て
、
の
た
ま
へ
り
け
る
。﹁
か
の
廂
に
し
か
れ
た
り
し
物
は
さ
な
が
ら
あ
り
や
。
と
り
た
て
や
し
た
ま
ひ
て
し
﹂
と
の
た
ま
へ

り
け
れ
ば
、
御
返
り
ご
と
に
、

し
き
か
へ
ず
あ
り
し
な
が
ら
に
草
枕
ち
り
の
み
ぞ
ゐ
る
は
ら
ふ
人
な
み

と
あ
り
け
れ
ば
、
御
返
し
に

草
枕
ち
り
は
ら
ひ
に
は
か
ら
ご
ろ
も
た
も
と
ゆ
た
か
に
裁
つ
を
待
て
か
し

と
あ
れ
ば
、
ま
た
、

か
ら
ご
ろ
も
裁
つ
を
待
つ
ま
の
ほ
ど
こ
そ
は
わ
が
し
き
た
へ
の
ち
り
も
つ
も
ら
め

と
な
む
あ
り
け
れ
ば
、
お
は
し
ま
し
て
、
ま
た
、﹁
宇
治
へ
狩
し
に
な
む
い
く
﹂
と
の
た
ま
ひ
け
る
御
返
し
に
、

み
狩
す
る
栗
駒
山
の
鹿
よ
り
も
ひ
と
り
寝
る
身
ぞ
わ
び
し
か
り
け
る

︵
注
︶　
傍
線
は
稿
者
。
以
下
も
同
様
。

元
良
親
王
の
女
性
遍
歴
が
記
さ
れ
て
い
る
わ
け
だ
が
、
元
良
親
王
の
対
象
と
す
る
人
物
は
異
な
る
も
の
の
、
よ
く
み
る
と
心
情
や
行
動
の
面
で
変
化
が
み
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。

一
三
七
段
で
は
、元
良
親
王
が
登
場
し
て
い
る
も
の
の
、﹁
い
と
し
の
び
て
お
は
し
ま
し
て
、志
賀
に
ま
う
づ
る
女
ど
も
を
見
た
ま
ふ
時
も
あ
り
け
り
﹂
と
あ
る
か
ら
人
目
を
忍
ん
で
、

い
わ
ば
物
色
し
て
い
る
。
こ
れ
は
恋
の
進
行
状
況
か
ら
み
る
と
初
期
の
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
そ
う
で
あ
る
。
と
し
こ
も
﹁
か
り
に
の
み
﹂
の
歌
を
一
方
的
に
詠
ん
で
い
る
に

す
ぎ
な
い
。
こ
れ
が
一
三
八
段
へ
移
る
と
、
そ
の
冒
頭
に
﹁
あ
る
人
を
よ
ば
ひ
て

0

0

0

0

﹂
と
あ
り
、
歌
の
贈
答
を
し
て
い
る
。
こ
れ
は
前
段
に
比
べ
、
心
情
的
、
行
動
的
に
一
歩
進
ん

で
い
る
。
し
か
し
、
結
局
は
実
ら
ぬ
恋
な
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
次
の
一
三
九
段
に
な
る
と
﹁
こ
の
中
納
言
の
君
に
、
し
の
び
て
寝
た
ま
ひ
そ
め
て
け
り

0

0

0

0

0

0

0

0

0

﹂
と
あ
る
こ
と
か
ら
、

二
人
は
会
う
こ
と
が
で
き
、
こ
の
よ
う
な
行
動
と
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
れ
は
そ
の
過
程
に
お
い
て
前
段
よ
り
も
さ
ら
に
一
歩
進
ん
で
い
る
。
こ
う
し
て
二
人
は
契
り
を
結
ん
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だ
も
の
の
、
そ
の
後
、
元
良
親
王
は
ど
う
し
た
わ
け
か
女
の
許
へ
訪
れ
な
く
な
り
、
そ
の
た
め
女
は
病
に
伏
し
、
切
な
い
気
持
ち
を
歌
に
託
し
訴
え
て
い
る
。
し
か
し
、
男
か
ら

は
何
の
反
応
も
な
か
っ
た
。
そ
し
て
最
後
の
一
四
〇
段
も
元
良
親
王
は
女
と
交
際
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
は
今
ま
で
の
よ
う
に
忍
ん
で
通
う
と
い
う
よ
う
な
表
現
は

一
切
な
く
、
い
き
な
り
﹁
故
兵
部
�
の
宮
、
昇
の
大
納
言
の
む
す
め
に
す
み
た
ま
う
け
る
﹂
と
あ
り
、
恋
の
進
行
状
況
か
ら
み
る
と
前
段
よ
り
も
進
ん
で
い
る
。
そ
し
て
こ
こ
で

も
一
三
九
段
と
同
じ
よ
う
に
元
良
親
王
は
女
の
許
か
ら
帰
っ
た
き
り
、
長
い
間
、
女
の
と
こ
ろ
へ
行
か
な
か
っ
た
。
し
か
し
こ
こ
で
は
、
そ
の
後
、
歌
の
贈
答
を
し
て
元
良
親
王

は
再
び
や
っ
て
来
る
と
い
う
ふ
う
に
、
こ
の
よ
う
な
部
分
は
前
段
に
み
ら
れ
な
い
。
こ
の
点
で
前
段
よ
り
、
恋
の
進
行
状
況
と
い
う
点
で
進
ん
で
い
る
。

こ
う
み
て
く
る
と
、
こ
れ
ら
は
単
に
人
物
を
並
べ
る
と
い
う
の
で
は
な
く
、
各
章
段
の
内
容
、
つ
ま
り
恋
の
進
行
と
い
う
観
点
で
配
置
さ
れ
て
い
る
と
み
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

こ
れ
ら
の
章
段
の
中
で
、
も
し
も
一
三
八
段
が
な
か
っ
た
と
し
た
ら
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
一
三
七
段
か
ら
一
三
九
段
へ
い
き
な
り
行
っ
て
し
ま
う
と
、
恋
の
進
行
状
況
か
ら
み
て
、

あ
ま
り
に
も
極
端
す
ぎ
る
。
思
う
に
大
和
物
語
の
作
者
は
元
良
親
王
関
係
の
話
を
持
っ
て
く
る
に
あ
た
っ
て
、
ス
ム
ー
ズ
な
恋
の
進
行
と
い
う
こ
と
を
考
え
、
一
三
八
段
を
あ
の

位
置
に
持
っ
て
き
た
で
あ
ろ
う
。
こ
の
外
に
も
元
良
親
王
に
関
し
た
話
は
あ
る
が(26)
、
こ
こ
に
三
つ
の
章
段
が
か
た
ま
っ
て
み
ら
れ
る
こ
と
は
、
元
良
親
王
関
係
の
話
で
ま
と
め
よ

う
と
す
る
の
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
そ
れ
よ
り
も
こ
こ
に
は
、
恋
の
進
行
と
い
う
こ
と
を
主
眼
に
し
て
置
か
れ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
た
め
に
は
別
な
人
物
を
持
っ
て
き
て
も
差

し
つ
か
え
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
に
し
て
も
問
題
に
な
る
の
は
元
良
親
王
関
係
の
章
段
の
中
に
な
ぜ
伊
勢
集
の
歌
を
持
っ
て
き
た
の
か
、
し
か
も
虚
構
ま
で
し
た
の
は
な
ぜ
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
少
な

く
と
も
こ
こ
で
言
え
る
こ
と
は
、
ど
ち
ら
に
も
大
和
物
語
の
作
者
は
関
心
を
寄
せ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
元
良
親
王
は
天
下
の
色
好
み
と
し
て
聞
こ
え
、
ま
た
著
名
な
歌

人
で
も
あ
っ
た
。
そ
こ
に
著
名
な
女
流
歌
人
、
伊
勢
の
歌
を
用
い
て
物
語
の
展
開
を
計
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

だ
が
、
こ
の
一
例
の
み
で
こ
の
よ
う
な
結
論
は
慎
む
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
大
和
物
語
に
は
、
こ
れ
と
同
じ
か
、
似
通
っ
た
と
こ
ろ
が
意
外
と
多
い
の
で
あ
る
。
例

え
ば
四
九
・
五
〇
・
五
一
段
を
み
て
み
よ
う
。

四
九
段

お
な
じ
帝
、
斎
院
の
み
こ
の
御
も
と
に
菊
に
つ
け
て

ゆ
き
て
見
ぬ
人
の
た
め
に
と
思
は
ず
は
た
れ
か
折
ら
ま
し
わ
が
宿
の
菊

斎
院
の
御
返
し

わ
が
宿
に
色
を
り
と
む
る
君
な
く
は
よ
そ
に
も
き
く
の
花
を
見
ま
し
や
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五
〇
段

か
い
せ
ん
、
山
に
の
ぼ
り
て

雲
な
ら
で
木
高
き
峰
に
ゐ
る
も
の
は
憂
き
世
を
そ
む
く
わ
が
身
な
り
け
り

五
一
段

斎
院
よ
り
内
に

お
な
じ
え
を
わ
き
て
し
も
お
く
秋
な
れ
ば
光
も
つ
ら
く
お
も
ほ
ゆ
る
か
な

御
返
し花

の
色
見
て
も
知
り
な
む
初
霜
の
心
わ
き
て
は
お
か
じ
と
ぞ
思
ふ

宇
多
天
皇
と
斎
院
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
五
一
段
を
四
九
段
に
続
け
て
し
ま
っ
て
も
よ
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
で
は
、
な
ぜ
そ
の
間
に
か
い
せ
ん
の
話
を
持
っ
て
き
た
の
で
あ
ろ

う
か
。
四
九
段
で
は
斎
院
が
菊
の
花
を
贈
っ
て
く
れ
た
父
君
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
、
五
一
段
で
は
斎
院
が
父
君
へ
の
愛
情
の
も
の
た
り
な
さ
を
そ
れ
ぞ
れ
詠
ん
で
い
る
。
い
わ

ば
こ
れ
ら
二
章
段
は
喜
び
と
悲
し
み
と
で
対
照
的
で
あ
る
。
し
か
も
斎
院
は
俗
世
間
を
離
れ
別
世
界
に
仕
え
る
身
で
あ
り
、
こ
の
二
章
段
に
は
世
の
あ
わ
れ
の
感
情
も
漂
っ
て
い

る
。
一
方
、
五
〇
段
も
そ
の
内
容
は
世
の
あ
わ
れ
で
あ
る
。
こ
れ
は
四
九
・
五
一
段
に
も
通
じ
る
心
情
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
四
九
段
と
五
一
段
と
は
対
照
的
で
あ
ま
り
に
も
極

端
な
こ
と
か
ら
、
そ
の
中
継
ぎ
の
働
き
を
し
て
い
る
の
が
五
〇
段
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
に
か
い
せ
ん(27)
と
い
う
世
捨
人
を
置
い
た
の
は
四
九
・
五
〇
段
に
斎
院
が
登
場
し
て
い
る
こ

と
と
も
無
関
係
で
は
あ
る
ま
い
。
い
ず
れ
も
同
じ
境
遇
の
者
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
外
に
も
八
・
九
・
一
〇
段
を
は
じ
め
、
二
五
・
二
六
・
二
七
段
等
に
お
い
て
も
、
ほ
ぼ
こ

れ
ら
と
似
た
よ
う
な
現
象
を
み
る
こ
と
が
で
き
る(28)
。
こ
う
み
て
く
る
と
、
大
和
物
語
の
作
者
は
章
段
の
移
行
に
関
し
て
、
特
に
配
慮
を
払
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る(29)
。
こ
れ
は
ま

た
、
一
三
八
段
の
傍
証
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

一
三
八
段
に
も
ど
っ
て
、
大
和
物
語
に
は
前
後
に
伊
勢
集
に
み
ら
れ
な
い
地
文
が
あ
る
わ
け
だ
が
、
こ
れ
が
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
解
釈
の
上
で
ど
の
よ
う
な
変
化
が
み
ら
れ

よ
う
か
。
段
末
で
作
者
は
、
こ
や
く
し
と
い
う
人
の
丈
は
短
か
っ
た
と
説
明
を
加
え
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
﹁
み
が
く
れ
て
﹂
の
歌
に
あ
る
﹁
な
が
か
ら
じ
﹂
に
は
丈
が
長
く
な

い
と
い
う
意
味
も
含
ま
れ
て
い
る
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
伊
勢
集
に
は
、
こ
の
よ
う
な
本
文
が
見
ら
れ
な
い
わ
け
だ
か
ら
、
丈
が
長
く
な
い
と
い
う
意
味
は
含
ま
れ
て
い
な
か
っ

た
は
ず
で
あ
る
。
単
に
下
草
が
長
く
な
い
と
そ
れ
に
掛
け
て
長
続
き
し
な
い
と
い
う
意
味
に
し
か
す
ぎ
な
か
っ
た
。
こ
の
方
が
結
婚
と
い
う
こ
と
に
対
し
て
真
剣
に
考
え
て
い
る
、

こ
の
男
の
い
ち
ず
さ
が
出
て
い
る
よ
う
に
思
う
。
大
和
物
語
に
は
、
前
記
の
如
く
高
橋
正
治
氏
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
滑
稽
さ
が
出
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
う
し
た
の
は
大
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和
物
語
作
者
の
意
図
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
こ
の
段
末
の
本
文
に
対
し
て
、
冒
頭
で
﹁
こ
や
く
し
﹂
と
い
う
人
物
を
設
定
し
た
の
は
、
丈
が
短
い
と
い
う
こ
と
を
考
慮

し
て
の
表
現
で
は
な
か
っ
た
の
か
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

六

大
和
物
語
の
作
者
は
、
こ
の
よ
う
に
部
分
的
と
は
言
え
、
様
々
な
工
夫
を
試
み
て
そ
の
創
作
性
を
発
揮
し
て
い
た
。

と
こ
ろ
で
、
次
の
一
四
二
段
は
別
人
に
し
て
い
る
と
は
言
え
、
興
味
の
あ
る
方
法
を
と
っ
て
い
る
。
と
り
あ
え
ず
一
四
二
段
を
記
し
て
み
る
。

　
故
御
息
所
の
御
姉
お
ほ
い
こ
に
あ
た
り
た
ま
ひ
け
る
な
む
い
と
ら
う
ら
う
じ
く
、
歌
よ
み
た
ま
ふ
こ
と
も
、
お
と
う
と
た
ち
御
息
所
よ
り
も
ま
さ
り
て
な
む
い
ま
す
か
り

け
る
。
わ
か
き
時
に
女
親
は
う
せ
た
ま
ひ
に
け
り
。
ま
ま
母
の
手
に
い
ま
す
か
り
け
れ
ば
、
心
に
も
の
の
か
な
は
ぬ
時
も
あ
り
け
り
。
さ
て
よ
み
た
ま
ひ
け
る
。

あ
り
は
て
ぬ
命
待
つ
ま
の
ほ
ど
ば
か
り
憂
き
こ
と
し
げ
く
嘆
か
ず
も
が
な

と
な
む
よ
み
た
ま
ひ
け
る
。
梅
の
花
を
折
り
て
ま
た
、

か
か
る
香
の
秋
も
か
は
ら
ず
に
ほ
ひ
せ
ば
春
恋
し
て
ふ
な
が
め
せ
ま
し
や

と
よ
み
た
ま
へ
り
け
る
。
い
と
よ
し
づ
き
て
を
か
し
く
い
ま
す
か
り
け
れ
ば
、
よ
ば
ふ
人
も
い
と
お
ほ
か
り
け
れ
ど
、
返
り
ご
と
も
せ
ざ
り
け
り
。﹁
女
と
い
ふ
も
の
、
つ

ひ
に
か
く
て
果
て
た
ま
ふ
べ
き
に
も
あ
ら
ず
。
と
き
ど
き
は
返
り
ご
と
し
た
ま
へ
﹂
と
、
親
も
ま
ま
母
も
い
ひ
け
れ
ば
、
せ
め
ら
れ
て
か
く
な
む
。

思
へ
ど
も
か
ひ
な
か
る
べ
み
し
の
ぶ
れ
ば
つ
れ
な
き
と
も
や
人
の
見
る
ら
む

と
ば
か
り
い
ひ
や
り
て
も
の
も
い
は
ざ
り
け
り
。
か
く
な
む
い
ひ
け
る
心
ば
へ
は
、
親
な
ど
、﹁
男
あ
は
せ
む
﹂
と
い
ひ
け
れ
ど
、﹁
一
生
に
男
せ
で
や
み
な
む
﹂
と
い

ふ
こ
と
を
、
よ
と
と
も
に
い
ひ
け
る
も
し
る
く
、
男
も
せ
で
二
十
九
に
て
な
む
う
せ
た
ま
ひ
に
け
る
。

こ
の
章
段
が
虚
構
で
あ
る
こ
と
は
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
お
り(30)
、
私
も
ふ
れ
た
こ
と
が
あ
る(31)
。
こ
こ
に
登
場
す
る
﹁
故
御
息
所
﹂
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
伊
勢
を
指
す
こ
と
に
疑
い
の

な
い
と
こ
ろ
で
あ
る(32)
。
そ
れ
は
後
述
す
る
こ
と
か
ら
も
理
解
で
き
る
が
、
こ
こ
で
ひ
と
つ
付
け
加
え
て
お
こ
う
。

大
和
物
語
に
お
い
て
、
御
息
所
と
し
て
登
場
し
て
い
る
の
は
九
四
・
九
五
・
一
四
七
の
三
章
段
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
九
四
・
九
五
段
は
藤
原
能
子
の
こ
と
で
あ
り
一
四
七
段
は
前

述
し
た
よ
う
に
伊
勢
の
こ
と
で
あ
る
。
し
か
も
歌
人
と
し
て
は
、
伊
勢
の
ほ
う
が
著
名
で
あ
る
。
こ
こ
は
漠
然
と
﹁
御
息
所
﹂
と
し
て
登
場
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
こ
の

本
文
を
辿
っ
て
み
る
に
、
そ
の
姉
は
﹁
歌
よ
み
た
ま
ふ
こ
と
も
、
お
と
う
と
た
ち
御
息
所
よ
り
も
ま
さ
り
て
な
む
い
ま
す
か
り
け
る
﹂
と
あ
り
、
か
な
り
の
歌
の
詠
み
手
で
あ
っ
た
。
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こ
れ
は
伊
勢
を
意
識
し
て
の
本
文
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
、
こ
こ
は
彼
女
の
姉
で
あ
る
か
ら
、
伊
勢
は
御
息
所
と
い
う
名
称
を
利
用
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
し
彼
女
に
姉

が
い
た
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い(33)
。
大
和
物
語
の
本
文
に
よ
る
と
、
そ
の
姉
な
る
人
は
伊
勢
よ
り
も
上
手
な
歌
の
詠
み
手
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
も
し
そ
う
だ
と
す
る
と
、
そ
の
歌

は
勅
撰
集
な
ど
に
と
ら
れ
て
い
て
も
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
私
が
調
査
し
た
範
囲
で
は
い
ず
れ
の
文
献
に
も
見
い
出
せ
な
い
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
考
え
て
、
は
た
し

て
そ
の
姉
な
る
人
物
が
存
在
し
た
か
ど
う
か
疑
問
で
あ
る
。
た
と
え
そ
れ
が
架
空
の
人
物
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
伊
勢
の
姉
と
い
う
こ
と
か
ら
﹁
歌
よ
み
た
ま
ふ
こ
と
も
、
お
と

う
と
た
ち
御
息
所
よ
り
も
ま
さ
り
て
な
む
い
ま
す
か
り
け
る
﹂
と
い
う
設
定
に
読
者
は
納
得
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
御
息
所
の
御
姉
が
詠
ん
で
い
る
﹁
あ
り
は
て
ぬ
﹂
の

歌
は
古
今
集
と
も
共
通
し
、
そ
れ
に
よ
る
と
平
仲
の
歌
な
の
で
あ
る(34)
。
一
四
二
段
は
伊
勢
関
係
の
章
段
の
中
で
他
の
章
段
と
違
い
そ
の
姉
の
こ
と
を
描
い
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
、

伊
勢
自
身
の
歌
を
こ
こ
に
用
い
る
こ
と
に
作
者
は
は
ば
か
り
を
感
じ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
と
は
い
う
も
の
の
彼
女
は
か
な
り
の
歌
の
詠
み
手
な
の
で
あ
る
か
ら
、
著
名
な
歌

人
の
歌
を
利
用
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

た
だ
、﹁
あ
り
は
て
ぬ
﹂
の
歌
は
伊
勢
集
に
も
み
ら
れ
る
。
し
か
も
注
目
す
べ
き
こ
と
は
こ
の
歌
の
前
に
あ
る
の
が
前
に
述
べ
た
一
一
九
段
の
﹁
あ
か
つ
き
の
﹂
の
歌
な
の
で

あ
る
。
し
た
が
っ
て
伊
勢
集
を
も
と
に
し
て
大
和
物
語
の
章
段
が
創
作
さ
れ
た
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
事
実
、
今
井
源
衛
氏
は
伊
勢
集
に
並
ん
で
い
た
か
ら
こ
そ
、
こ
れ
ら
を
利

用
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
お
ら
れ
る(35)
。
そ
れ
に
し
て
も
、
こ
の
歌
が
平
仲
の
作
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
ど
う
も
引
っ
か
か
る
。
そ
れ
は
当
然
、
伊
勢
集
の
成
立
と
も
絡
ん

で
く
る
わ
け
で
、
前
述
し
た
よ
う
に
こ
の
家
集
の
成
立
は
複
雑
で
何
度
か
の
増
補
が
あ
り
、
そ
の
過
程
で
他
人
の
歌
を
も
掲
載
し
た
よ
う
で
あ
る(36)
。
こ
の
平
仲
の
歌
に
限
っ
て
み

る
と
、
大
和
物
語
と
伊
勢
集
が
関
係
あ
っ
た
と
し
て
、
後
世
の
伊
勢
集
と
接
触
し
た
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
す
で
に
大
和
物
語
が
成
立
し
た
後
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う

な
こ
と
が
可
能
か
ど
う
か
。
ま
た
、
前
述
し
た
よ
う
に
彼
女
の
家
集
に
は
自
撰
の
も
の
も
存
在
し
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
が
現
存
の
そ
れ
と
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
か
は
明
ら

か
で
は
な
い
。
た
と
え
そ
れ
と
大
和
物
語
が
関
係
あ
っ
た
と
し
て
も
、
平
仲
の
こ
の
歌
が
載
っ
て
い
た
か
ど
う
か
疑
問
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
伊
勢
の
家
集
で
あ
る
か
ら
、
彼
女

と
の
贈
答
歌
は
と
も
か
く
と
し
て
、
単
独
で
他
人
の
歌
を
載
せ
る
可
能
性
は
少
な
い
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
こ
こ
の
場
合
、
大
和
物
語
は
古
今
集
を
も

と
に
し
て
い
る
と
推
測
し
て
お
き
た
い
。
こ
れ
以
外
の
二
首
の
歌
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
い
ず
れ
の
作
品
に
も
見
い
出
せ
な
い
。
私
は
こ
の
二
首
を
創
作
さ
れ
た
も
の
と
考
え
て
い

る(37)
。こ

の
よ
う
に
こ
の
章
段
に
お
い
て
、
伊
勢
は
御
息
所
と
い
う
名
称
を
使
わ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
が
、
前
述
し
た
よ
う
に
彼
女
は
大
和
物
語
の
初
段
に
宇
多
天
皇
と
と
も
に
登

場
し
、
大
和
物
語
作
者
に
と
っ
て
関
心
を
持
っ
た
人
物
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
こ
こ
で
そ
の
姉
に
つ
い
て
の
話
に
し
た
の
は
、
大
和
物
語
後
半(38)
と
い
う
こ
と
と
相
俟
っ
て
、
伊
勢
関

係
の
章
段
の
中
で
も
む
し
ろ
思
い
切
っ
て
特
殊
な
方
法
を
用
い
た
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
す
る
と
、
作
者
の
意
図
は
ど
ん
な
点
に
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

か
つ
て
私
は
大
和
物
語
の
虚
構
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
一
四
一
・
一
四
二
・
一
五
四
の
三
章
段
を
例
に
し
て
論
じ
た
こ
と
が
あ
っ
た(39)
。
そ
こ
で
は
、
一
四
一
・
一
四
二
段
が
初
段
、
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二
段
と
密
接
な
関
係
の
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
即
ち
一
四
一
段
の
﹁
よ
し
い
ゑ
﹂
な
る
人
物
は
二
段
の
﹁
よ
し
と
し
﹂
を
も
じ
っ
た
も
の
で
あ
り
、
ま
た
一
四
二
段
の
故
御
息

所
の
姉
な
る
人
物
は
初
段
に
登
場
す
る
伊
勢
に
関
連
さ
せ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
と
り
も
な
お
さ
ず
こ
の
こ
と
は
、
大
和
物
語
の
作
者
が
少
な
く
と
も
別
な
意

識
で
も
っ
て
な
さ
れ
た
結
果
で
は
な
い
か
。
そ
れ
は
虚
構
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
確
か
に
一
一
九
段
の
よ
う
に
こ
れ
以
前
に
も
そ
の
根
跡
は
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
以
上
に
そ

の
意
識
は
強
か
っ
た
。
そ
の
た
め
に
こ
の
よ
う
な
架
空
の
人
物
を
設
定
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
一
四
一
段
と
一
四
二
段
と
は
成
立
の
上
で
密
接
な
関
係
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

即
ち
一
四
一
段
で
は
よ
し
い
ゑ
の
外
に
筑
紫
な
る
人
が
登
場
し
、
彼
女
一
人
が
歌
を
詠
ん
で
い
る
。
読
者
は
﹁
筑
紫
云
々
﹂
と
あ
る
か
ら
槍
垣
御
を
思
い
浮
か
べ
る(40)
。
彼
女
も
ま

た
著
名
な
歌
人
で
あ
り
、
こ
れ
は
一
四
二
段
の
伊
勢
の
姉
に
対
応
さ
せ
た
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
い
ず
れ
も
﹁
筑
紫
な
り
け
る
人
﹂、﹁
故
御
息
所
の
姉
﹂
と
し
、
そ
の
背
後
に

著
名
な
女
流
歌
人
を
暗
示
さ
せ
て
い
る
。

と
も
か
く
以
上
の
よ
う
な
意
図
で
も
っ
て
創
作
さ
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
か
ら
、
改
め
て
一
四
一
段
以
降
を
大
和
物
語
の
後
半
と
み
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て

一
四
二
段
の
成
立
を
考
え
て
み
る
と
、
初
段
の
存
在
が
あ
ま
り
に
も
大
き
か
っ
た
の
で
あ
る
。

七

伊
勢
関
係
の
章
段
を
考
え
る
場
合
、
伊
勢
集
の
存
在
を
無
視
で
き
な
い
。
大
和
物
語
三
〇
段
も
伊
勢
集
に
共
通
し
て
い
る
が
、
こ
の
章
段
も
そ
の
関
係
と
い
う
こ
と
に
な
る
と

問
題
を
含
ん
で
い
る
。
両
者
を
比
較
し
て
み
る
。

伊
勢
集
に
は
詞
書
が
な
く
、
ど
ん
な
事
情
で
詠
ま
れ
た
歌
か
は
っ
き
り
し
な
い
。
そ
の
点
、
大
和
物
語
で
は
そ
れ
が
よ
く
わ
か
る
。

伊
　
　
勢
　
　
集

大
　
和
　
物
　
語

お
き
つ
か
ぜ
ふ
け
ゐ
の
う
ら
に
た
つ
な
み
の
な
ご
り
に
さ
へ

や
我
は
し
づ
ま
む

　
故
右
京
の
大
夫
宗
于
の
君
、
な
り
い
つ
べ
き
ほ
ど
に
、
わ

が
身
の
え
な
り
い
で
ぬ
こ
と
と
、
思
ひ
た
ま
ひ
け
る
こ
ろ
ほ

ひ
、
亭
子
の
帝
に
、
紀
伊
国
よ
り
石
つ
き
た
る
海
松
を
な
む

奉
り
け
る
を
題
に
て
、
人
々
歌
よ
み
け
る
に
、
右
京
の
大
夫
、

沖
つ
風
ふ
け
ゐ
の
浦
に
立
つ
浪
の
な
ご
り
に
さ
へ
や

わ
れ
は
し
づ
ま
む
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さ
て
、
両
者
の
関
係
で
あ
る
が
、
伊
勢
集
か
ら
大
和
物
語
と
い
う
考
え(41)
と
、
そ
の
逆
の
考
え
が
あ
る(42)
。
さ
ら
に
は
両
者
と
も
直
接
関
係
な
く
、
別
の
資
料
か
ら
と
い
う
考
え
も

可
能
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
が
妥
当
で
あ
ろ
う
か
。
伊
勢
集
と
の
関
係
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
考
察
し
て
き
た
初
段
、
一
一
九
段
は
伊
勢
集
か
ら
大
和
物
語
へ
の
過
程
が
考
え
ら
れ

た
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
も
そ
う
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
そ
う
考
え
る
と
矛
盾
す
る
点
が
出
て
く
る
。
伊
勢
集
の
こ
の
周
辺
の
歌
を
記
し
て
み
る
と
、

381
　
お
も
ひ
い
づ
や
み
の
ゝ
を
や
ま
の
ひ
と
つ
ま
つ
ち
ぎ
り
し
こ
と
は
ま
た
も
わ
す
れ
ず

382
　
お
ほ
よ
ど
の
ま
つ
は
つ
ら
く
も
あ
ら
な
く
に
う
ら
み
て
の
み
も
か
へ
る
な
み
か
な

383
　
風
吹
げ
ば
い
は
う
つ
な
み
の
お
の
れ
の
み
く
だ
け
て
も
の
を
お
も
ふ
こ
ろ
か
な

384
　
お
き
つ
か
ぜ
ふ
け
ゐ
の
う
ら
に
た
つ
な
み
の
な
ご
り
に
さ
へ
や
我
は
し
づ
ま
む

385
　
あ
ま
ぶ
ね
の
か
よ
ひ
こ
し
よ
り
し
ほ
が
ま
の
ほ
の
ほ
い
た
ま
す
お
も
ひ
つ
き
に

︵
注
︶　
番
号
は
﹃
校
註
伊
勢
集
﹄
の
通
し
番
号
。
波
線
、
二
重
傍
線
は
稿
者
が
施
し
た
。

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
歌
の
周
辺
は
種
々
の
線
で
示
し
た
よ
う
に
語
句
の
上
で
関
連
し
て
お
り
、
そ
の
よ
う
な
意
図
で
も
っ
て
配
列
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
注
目
す

べ
き
こ
と
は
、
382
の
歌
は
伊
勢
物
語
七
二
段
に
、
383
の
歌
は
源
重
之
集
に
そ
れ
ぞ
れ
み
ら
れ
る
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
こ
れ
は
他
の
作
品
か
ら
持
っ
て
き
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

事
実
、
現
存
の
伊
勢
集
に
は
他
人
の
歌
が
混
入
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
片
桐
洋
一
氏
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
お
ら
れ
る
。

こ
の
部
分
︵
稿
者
云
、
定
家
本
の
第
四
三
一
番
か
ら
第
四
八
八
番
ま
で
を
指
す
。
先
程
記
し
た
﹁
お
ほ
よ
ど
の
﹂
の
歌
を
除
き
、
定
家
本
で
は
こ
の
中
に
含
ま
れ
て
い
る
︶
は
明
ら
か

に
伊
勢
の
作
で
な
い
歌
を
数
多
く
含
ん
で
い
る
。
特
に
四
三
一
か
ら
四
六
七
ま
で
は
諸
国
の
歌
枕
を
よ
み
こ
ん
だ
古
歌
を
集
め
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
最
末
尾
の
﹁
卯
の
花

の
に
ほ
ふ
さ
か
り
の
月
清
み
い
ね
ず
聞
け
と
や
鳴
く
ほ
と
と
ぎ
す
﹂
が
﹃
家
持
集
﹄
に
見
ら
れ
る
の
を
は
じ
め
、
古
歌
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。
古
歌
を
中
心
と
し
た
秀
歌

撰
の
類
が
混
入
し
た
と
み
ら
れ
る
し
、
伊
勢
が
編
纂
し
た
古
歌
集
成
が
﹃
伊
勢
集
﹄
と
一
体
に
な
っ
て
伝
わ
っ
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
五
九
番
の
﹁
難
波
潟
み
じ
か

き
声
の
ふ
し
の
間
も
あ
は
で
こ
の
世
を
過
ぐ
し
て
よ
と
か
﹂
が
こ
の
部
分
の
四
七
六
番
に
重
出
し
て
い
る
こ
と
を
思
う
と
、
み
ず
か
ら
の
歌
を
も
含
め
た
秀
歌
撰
で
あ
っ
た

と
考
え
る
方
が
よ
さ
そ
う
で
あ
る(43)
。

納
得
で
き
る
御
見
解
で
あ
る
。

ま
た
、
歌
人
と
し
て
著
名
な
宗
于
の
話
を
、
他
人
の
歌
を
借
り
て
ま
で
創
作
す
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
大
和
物
語
に
お
い
て
彼
は
身
の
不
遇
者
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。

こ
の
歌
も
ま
さ
に
そ
れ
に
マ
ッ
チ
し
て
お
り
、
大
和
物
語
の
よ
う
な
地
文
が
あ
っ
て
こ
そ
内
容
が
理
解
で
き
る
。
こ
う
み
て
く
る
と
、
第
一
の
考
え
は
否
定
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、

結
局
の
と
こ
ろ
、
第
二
、三
の
考
え
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
こ
の
い
ず
れ
か
は
判
断
で
き
な
い
。
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八

伊
勢
関
係
の
章
段
を
ひ
と
つ
ひ
と
つ
検
証
し
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
う
ち
三
〇
段
は
大
和
物
語
か
、
も
し
く
は
他
の
資
料
か
ら
伊
勢
集
に
組
み
入
れ
ら
れ
た
こ
と
を
確
認

し
た
。
こ
れ
以
外
の
章
段
は
、
大
和
物
語
に
お
い
て
創
作
性
が
加
わ
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
言
い
替
え
れ
ば
、
そ
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
何
ら
か
の
点
で
改
め
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
即
ち
初
段
で
は
伊
勢
集
の
一
首
を
除
去
し
、
そ
れ
に
と
も
な
い
部
分
的
に
表
現
を
改
め
て
い
る
し
、
一
四
七
段
に
あ
っ
て
は
三
部
構
成
を
と
っ
て
お
り
、
異
色
な

章
段
で
あ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
ら
は
当
時
の
人
々
の
間
で
語
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
を
も
と
に
し
て
の
大
和
物
語
作
者
の
脚
色
と
い
う
こ
と
を
認
め
て
よ
い
の
で

は
な
い
か
。
さ
ら
に
こ
の
こ
と
は
こ
れ
ら
を
除
い
た
三
章
段
に
お
い
て
顕
著
に
窺
う
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
ら
三
章
段
は
い
ず
れ
も
伊
勢
と
し
て
で
は
な
く
別
人
に
し
て
い
る
。

一
一
九
段
に
あ
っ
て
は
最
後
の
方
に
、
い
わ
ば
話
を
増
長
す
る
た
め
に
伊
勢
集
か
ら
持
っ
て
き
て
い
る
し
、
一
三
八
段
は
そ
れ
を
も
と
に
全
体
を
全
く
別
の
話
に
し
て
い
た
。
し

か
も
こ
の
章
段
は
前
後
の
章
段
の
内
容
を
考
慮
し
て
置
か
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
一
四
二
段
に
な
る
と
、
伊
勢
の
姉
の
話
に
し
、
彼
女
は
そ
の
名
称
を
使
わ
れ
て
い
る

に
す
ぎ
な
い
が
、
こ
の
よ
う
に
な
さ
れ
て
い
る
の
は
歌
人
と
し
て
の
伊
勢
の
存
在
が
大
き
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
よ
う
。

と
も
か
く
こ
う
み
て
く
る
と
三
〇
段
を
除
い
て
伊
勢
関
係
の
章
段
は
、
単
に
歌
語
り
と
考
え
る
よ
り
も
一
歩
進
ん
で
、
創
作
意
識
と
い
う
観
点
で
と
ら
え
た
方
が
妥
当
で
は
あ

る
ま
い
か
。
た
だ
全
体
か
ら
み
る
と
伊
勢
関
係
の
章
段
は
少
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
れ
の
す
べ
て
が
脚
色
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
み
て
、
大
和
物
語
の
創
作
性
を
考
え
る
場

合
、
無
視
で
き
ま
い
。

そ
れ
に
し
て
も
三
〇
段
を
除
き
、
他
の
章
段
の
多
く
が
、
伊
勢
集
と
の
関
係
が
考
え
ら
れ
よ
う
が
、
そ
の
場
合
、
現
存
の
伊
勢
集
と
の
関
係
を
考
え
た
ら
よ
い
の
か
、
そ
れ
と

も
一
四
七
段
を
含
め
現
存
し
な
い
、
い
わ
ゆ
る
自
撰
伊
勢
集
と
の
関
係
を
考
え
た
ら
よ
い
の
か
の
問
題
も
残
る
。
さ
ら
に
、
伊
勢
関
係
の
章
段
は
前
述
し
た
よ
う
に
全
体
か
ら
み

る
と
い
か
に
も
少
な
い
。
出
来
た
ら
こ
れ
ら
と
同
じ
か
、
似
通
っ
た
章
段
を
ひ
と
つ
で
も
多
く
見
い
出
す
こ
と
に
よ
り
、
大
和
物
語
全
体
の
構
想
が
徐
々
に
判
明
し
て
く
る
か
も

し
れ
な
い
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
に
し
て
考
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

注
⑴
　
賀
茂
真
淵
﹃
大
和
物
語
直
解
﹄、
高
橋
正
治
氏
﹁
大
和
物
語
の
位
相
﹂︵﹁
国
語
と
国
文
学
﹂
33
巻
9
号
　
昭
和
31
年
9
月
　
後
に
﹃
大
和
物
語  

塙
選
書
﹄︿
塙
書
房
　
昭
和
37
年
10

月
﹀
に
再
録
︶、
今
井
源
衛
氏
﹁
大
和
物
語
評
釈
・
三
六
　
あ
り
は
て
ぬ
命
ま
つ
間
の
﹂︵﹁
国
文
学
﹂
10
巻
7
号
　
昭
和
40
年
6
月
　
後
に
﹃
大
和
物
語
評
釈  

下
巻
﹄︿
笠
間
書

院
　
平
成
12
年
2
月
﹀
に
再
録
︶、
雨
海
博
洋
氏
﹁﹃
大
和
物
語
﹄
に
於
け
る
﹁
歌
語
り
﹂
の
文
学
的
発
想
に
つ
い
て
﹂︵﹁
二
松
学
舎
大
学
論
集
︵
昭
和
四
十
五
年
度
︶﹂
昭
和
46
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年
3
月
　
後
に
﹃
歌
語
り
と
歌
物
語
﹄︿
桜
楓
社
　
昭
和
51
年
9
月
﹀
に
再
録
︶、
工
藤
重
矩
氏
﹁
大
和
物
語
の
史
実
と
虚
構
︱
第
二
・
三
十
五
段
を
め
ぐ
っ
て
︱
﹂︵﹁
福
岡
教
育

大
学
国
語
国
文
学
会
誌
﹂
18
号
　
昭
和
50
年
11
月
︶
な
ど
。

⑵
　﹁
大
和
物
語
に
お
け
る
在
原
業
平
関
係
章
段
に
つ
い
て
﹂︵﹁
解
釈
﹂
24
巻
4
号
　
昭
和
53
年
4
月
︶、﹁
大
和
物
語
に
お
け
る
虚
構
の
方
法
︱
一
四
一
・
一
四
二
・
一
五
四
段
を
例
に

し
て
︱
﹂︵﹁
中
古
文
学
﹂
30
号
　
昭
和
57
年
10
月
　
後
に
﹃
国
文
学
年
次
別
論
文
集  

中
古
2  

昭
和
57
年
﹄︿
朋
文
出
版
　
昭
和
58
年
11
月
﹀
に
再
録
︶、﹁﹃
古
今
﹄﹃
伊
勢
﹄﹃
大

和
﹄
︱
ひ
と
つ
の
共
通
話
を
め
ぐ
っ
て
︱
﹂︵﹁
平
安
文
学
研
究
﹂
73
輯
　
昭
和
60
年
6
月
　
後
に
﹃
国
文
学
年
次
別
論
文
集  

中
古
1  

昭
和
60
年
﹄︿
朋
文
出
版
　
昭
和
61
年
10
月
﹀

に
再
録
︶。
こ
れ
ら
の
論
考
は
﹃
大
和
物
語
の
研
究
﹄︵
翰
林
書
房
　
平
成
6
年
2
月
︶
に
再
録
。
本
書
第
二
章
第
一
節
・
第
二
節
・
第
三
節
。

⑶
　﹁
大
和
物
語
評
釈
・
一
　
亭
子
の
院
﹂︵﹁
国
文
学
﹂
6
巻
11
号
　
昭
和
36
年
8
月
　
後
に
﹃
大
和
物
語
評
釈  

上
巻
﹄︿
笠
間
書
院
　
平
成
11
年
3
月
﹀
に
再
録
︶、﹁
大
和
物
語
評
釈
・

二
十
七
　
閑
院
の
大
君
﹂︵﹁
国
文
学
﹂
9
巻
9
号
　
昭
和
39
年
7
月
　
後
に
﹃
大
和
物
語
評
釈  

下
巻
﹄︿
笠
間
書
院
　
平
成
12
年
2
月
﹀
に
再
録
︶、﹁
大
和
物
語
評
釈
・
三
九
　

処
女
塚
︵
上
︶﹂︵﹁
国
文
学
﹂
10
巻
11
号
　
昭
和
40
年
9
月
　
後
に
﹃
大
和
物
語
評
釈  

下
巻
﹄
に
再
録
︶、﹁
大
和
物
語
評
釈
・
四
十
　
処
女
塚
︵
下
︶﹂︵﹁
国
文
学
﹂
10
巻
12
号
　

昭
和
40
年
10
月
　
後
に
﹃
大
和
物
語
評
釈  

下
巻
﹄
に
再
録
︶、﹁
大
和
物
語
評
釈
・
六
十
四
　
右
京
の
大
夫
宗
于
﹂︵﹁
国
文
学
﹂
13
巻
6
号
　
昭
和
43
年
5
月
　
後
に
﹃
大
和
物

語
評
釈  

上
巻
﹄
に
再
録
︶

⑷
　
注
⑴
に
同
じ
。

⑸
　﹃
大
和
物
語
の
注
釈
と
研
究
﹄︵
武
蔵
野
書
院
　
昭
和
56
年
2
月
︶

⑹
　
注
⑴
に
同
じ
。

⑺
　﹁﹃
大
和
物
語
﹄
作
者
試
論
﹂︵﹁
和
歌
文
学
研
究
﹂
32
号
　
昭
和
50
年
5
月
　
後
に
﹃
大
和
物
語
の
人
々
﹄︿
笠
間
書
院
　
昭
和
54
年
3
月
﹀
に
再
録
︶

⑻
　
先
程
記
し
た
六
章
段
の
外
に
、
18
段
︵
森
本
茂
氏
﹁
大
和
物
語
﹁
二
条
御
息
所
﹂
考
﹂︿﹁
解
釈
﹂
30
巻
3
号
　
昭
和
59
年
3
月
﹀    

後
に
﹃
大
和
物
語
の
考
証
的
研
究
﹄︿
和
泉
書

院
　
平
成
2
年
10
月
﹀
に
再
録
︶、
147
段
の
連
作
五
首
︵
吉
田
達
氏
﹁﹃
大
和
物
語
﹄
一
四
七
段
の
文
体
と
方
法
︵
中
︶
︱
﹁
生
田
川
処
女
伝
説
﹂
題
詠
一
首
を
考
え
る
︱
﹂︿﹁
平

安
文
学
研
究
﹂
65
輯
　
昭
和
56
年
6
月
﹀    

後
に
﹃
伊
勢
物
語
・
大
和
物
語  

そ
の
心
と
か
た
ち
﹄︿
九
州
大
学
出
版
会
　
昭
和
63
年
7
月
﹀
に
再
録
︶
を
伊
勢
の
作
と
考
え
て
お
ら

れ
る
が
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
し
て
お
き
、
こ
こ
で
は
除
い
て
お
く
。

⑼
　﹃
校
註
伊
勢
集
﹄
二
〇
、二
一
番
歌
。

⑽
　
島
田
良
二
氏
﹃
平
安
前
期

私
家
集
の
研
究
﹄︵
桜
楓
社
　
昭
和
43
年
4
月
︶
に
詳
し
い
。
な
お
伊
勢
集
の
成
立
時
期
に
つ
い
て
、
氏
は
﹁
現
存
伊
勢
集
の
共
通
祖
本
は
後
撰
・
古
今
の
影

響
か
ら
、
後
撰
と
拾
遺
集
の
間
に
成
立
し
た
と
推
定
す
る
の
で
あ
る
が
も
ち
ろ
ん
、
伊
勢
日
記
も
関
根
慶
子
氏
の
説
と
同
じ
く
、
歌
物
語
の
隆
成
期
後
撰
成
立
後
と
推
定
す
る
も
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の
で
あ
る
。﹂
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。

　
⑾
　
拾
遺
集
や
村
上
天
皇
御
集
に
よ
る
と
、
彼
女
の
自
撰
家
集
が
存
在
し
た
ら
し
い
。

⑿
　
注
⑶
の
﹁
大
和
物
語
評
釈
・
一
　
亭
子
の
院
﹂
に
同
じ
。

⒀
　
西
本
願
寺
本
以
外
の
伝
本
に
も
み
ら
れ
な
い
。

⒁
　
大
和
物
語
の
伝
本
も
す
べ
て
﹁
こ
ろ
﹂
と
な
っ
て
い
る
。

⒂
　
山
本
登
朗
氏
も
﹁
物
語
の
発
生
﹂︵
伊
井
春
樹
氏
編
　﹃
物
語
文
学
の
系
譜
﹄　
世
界
思
想
社
　
昭
和
61
年
9
月
︶
で
同
じ
よ
う
な
見
解
を
述
べ
て
お
ら
れ
る
。

⒃
　
た
だ
し
、
伊
勢
集
の
桂
宮
本
、
歌
仙
家
集
、
群
書
類
従
本
は
第
五
句
が
﹁
せ
さ
り
き
﹂
と
な
っ
て
い
る
。 

⒄
　
注
⑶
の
﹁
大
和
物
語
評
釈
・
二
七
　
閑
院
の
大
君
﹂
に
同
じ
。

⒅
　﹁
人
の
も
と
よ
り
ひ
さ
し
う
心
地
わ
つ
ら
ひ
て
ほ
と

〱
し
く
な
ん
あ
り
つ
る
と
い
ひ
て
侍
け
れ
は
﹂
と
あ
る
︵﹃
後
撰
和
歌
集
総
索
引
﹄
所
収
の
天
福
本
に
拠
る
︶。

⒆
　
こ
の
よ
う
な
現
象
は
他
の
章
段
に
も
み
ら
れ
る
。
そ
の
ひ
と
つ
の
例
と
し
て
、
拙
稿
﹁
大
和
物
語
の
創
作
方
法
︱
い
わ
ゆ
る
﹁
な
ら
の
帝
﹂
の
章
段
を
め
ぐ
っ
て
︱
﹂︵﹁
平
安
文

学
研
究
﹂
76
輯
　
昭
和
61
年
12
月
　
後
に
﹃
国
文
学
年
次
別
論
文
集  

中
古
2  

昭
和
61
年
﹄︿
朋
文
出
版
　
昭
和
62
年
11
月
﹀、﹃
大
和
物
語
の
研
究
﹄
に
そ
れ
ぞ
れ
再
録
︶
で
述

べ
た
こ
と
が
あ
る
。
本
書
第
二
章
第
七
節
。

⒇
　
森
本
茂
氏
は
、﹁
大
和
物
語
の
﹁
閑
院
の
大
君
﹂
考
︱
源
宗
于
女
説
批
判
︱
﹂︵﹁
国
語
と
国
文
学
﹂
63
巻
2
号
　
昭
和
61
年
2
月
　
後
に
﹃
大
和
物
語
の
考
証
的
研
究
﹄
に
再
録
︶

と
い
う
論
考
を
発
表
さ
れ
、
閑
院
大
君
に
つ
い
て
、
従
来
の
宗
于
説
を
批
判
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
彼
女
は
清
和
天
皇
の
皇
子
貞
元
親
王
︵
閑
院
︶
の
長
女
で
は
な
い
か
と
考
え
ら

れ
た
。
注
目
す
べ
き
見
解
と
思
わ
れ
る
が
、
今
後
の
検
討
課
題
と
し
て
お
き
た
い
。

㉑
　﹃
日
本
古
典
文
学
全
集
大
和
物
語
﹄︵
小
学
館
　
昭
和
47
年
11
月
︶
頭
注
。

㉒
　
注
⑺
に
同
じ
。

㉓
　﹁
大
和
物
語
評
釈
・
三
四
　
松
の
葉
に
ふ
る
白
雪
の
﹂︵﹁
国
文
学
﹂
10
巻
5
号
　
昭
和
40
年
4
月
　
後
に
﹃
大
和
物
語
評
釈  

下
巻
﹄
に
再
録
︶

㉔
　
注
⑸
に
同
じ
。

25
　
元
良
親
王
御
集
の
冒
頭
に
﹁
陽
成
院
の
一
宮
も
と
よ
し
の
み
こ
い
み
し
き
い
ろ
こ
の
み
に
お
は
し
ま
し
け
れ
は
云
々
﹂
と
あ
る
︵﹁
元
良
親
王
御
集
︱
解
題
高
橋
正
治
氏
︱
﹂﹃
私

家
集
大
成  

第
1
巻  

中
古
I
﹄︿
明
治
書
院
　
昭
和
48
年
11
月
﹀
に
拠
る
︶。

26
　

90
・
106
・
107
段
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27
　
か
い
せ
ん
に
つ
い
て
は
、
在
原
元
方
と
同
一
人
物
と
い
う
説
︵
久
保
木
哲
夫
氏
﹁
在
原
元
方
に
つ
い
て
﹂︿﹁
和
歌
史
研
究
会
会
報
﹂
33
号
　
昭
和
44
年
3
月
﹀　
後
に
﹃
平
安
時

代
私
家
集
の
研
究
﹄︿
笠
間
書
院
　
昭
和
60
年
12
月
﹀
に
再
録
︶
と
在
原
棟
梁
の
子
供
と
い
う
説
︵
今
井
源
衛
氏
﹁
戒
仙
に
つ
い
て
︱
業
平
か
ら
貫
之
へ
︱
﹂︿
九
州
大
学
﹁
文
学

研
究
﹂
66
輯
　
昭
和
44
年
9
月
﹀
後
に
﹃
王
朝
文
学
の
研
究
﹄︿
角
川
書
店
　
昭
和
45
年
10
月
　
再
版
　
パ
ル
ト
ス
社
　
平
成
7
年
4
月
﹀、﹃
今
井
源
衛
著
作
集  

第
7
巻  

在
原

業
平
と
伊
勢
物
語
﹄︿
笠
間
書
院
　
平
成
16
年
6
月
﹀
に
そ
れ
ぞ
れ
再
録
︶
と
が
あ
る
。

㉘
　

8
・
9
・
10
段
で
あ
る
が
、
8
段
と
10
段
は
監
の
命
婦
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
10
段
を
8
段
に
続
け
て
し
ま
っ
て
も
よ
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
な
の
に
、
ど
う
し
て
9
段
が
入
っ

て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。8
段
は
監
の
命
婦
が
中
務
の
宮
へ
愛
想
が
尽
き
た
こ
と
を
、い
わ
ば
別
れ
の
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。10
段
は
こ
の
世
の
無
常
の
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
は
関
連
な
い
こ
と
も
な
い
が
、
9
段
は
桃
園
兵
部
�
宮
の
死
に
つ
い
て
の
話
で
あ
る
。
つ
ま
り
9
段
が
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
章
段
の
関
連
が
よ
り
ス
ム
ー
ズ
に
移
行
し
て

い
る
。
別
れ
↓
無
常
よ
り
も
別
れ
↓
死
↓
無
常
と
し
た
方
が
心
情
的
に
み
て
ス
ム
ー
ズ
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
次
に
25
・
26
・
27
段
で
あ
る
が
25
段
に
明
覚
と
い
う
法
師

が
登
場
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
27
段
の
か
い
せ
ん
の
話
も
そ
れ
に
続
け
て
も
よ
さ
そ
う
な
の
に
、
な
ぜ
26
段
に
桂
皇
子
の
話
が
入
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
25
段
は
明
覚
と
い

う
徳
を
積
ん
だ
僧
の
死
か
ら
無
常
迅
速
の
思
い
を
述
べ
た
。
27
段
は
、
こ
れ
と
は
対
照
的
に
家
族
に
迷
惑
を
か
け
て
い
る
か
い
せ
ん
の
話
。
こ
の
両
章
段
の
中
継
ぎ
の
働
き
を
し

て
い
る
の
が
26
段
で
は
な
い
か
。
つ
ま
り
26
段
に
あ
る
﹁
あ
ふ
ま
じ
き
人
﹂
と
は
誰
を
連
想
さ
せ
よ
う
か
。
こ
こ
で
は
桂
の
み
こ
が
﹁
い
と
み
そ
か
に
あ
ふ
ま
じ
き
﹂
人
で
あ
る

か
ら
、
こ
の
前
後
の
章
段
か
ら
考
え
て
、
出
家
し
た
人
、
僧
侶
が
考
え
ら
れ
る
。
出
家
し
た
人
、
僧
侶
の
側
か
ら
み
て
も
、
そ
の
戒
律
か
ら
し
て
も
、
一
般
の
女
性
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
皇
女
と
な
る
と
な
お
さ
ら
の
こ
と
で
あ
る
。
し
か
も
桂
の
み
こ
が
詠
ん
で
い
る
﹁
そ
れ
を
だ
に
﹂
の
歌
は
古
今
集
に
﹁
読
人
し
ら
ず
﹂
と
し
て
み
ら
れ
る
も
の
で
、
こ

れ
は
高
橋
正
治
氏
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
︵﹃
日
本
古
典
文
学
全
集
大
和
物
語
﹄
頭
注
︶
よ
う
に
も
と
は
﹁
読
人
し
ら
ず
﹂
の
歌
で
そ
れ
を
も
と
に
し
て
26
段
を
創
作
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

と
も
か
く
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
し
て
も
意
図
的
に
な
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

29
　
例
え
ば
在
中
将
関
係
の
章
段
に
つ
い
て
も
言
え
る
。
本
書
第
二
章
第
九
節
。

30
　
注
⑴
に
あ
る
高
橋
、
雨
海
氏
の
論
考
と
、
今
井
氏
の
﹁
大
和
物
語
評
釈
・
三
六
﹂
に
同
じ
。

㉛
　
注
⑵
の
﹁
大
和
物
語
に
お
け
る
虚
構
の
方
法
﹂
に
同
じ
。
本
書
第
二
章
第
二
節
。

32
　

142
段
の
冒
頭
﹁
故
御
息
所
の
御
姉
﹂
の
次
に
御
巫
本
、鈴
鹿
本
、勝
命
本
、支
子
文
庫
本
は
﹁
伊
勢
の
か
み
の
む
す
め
﹂︵
た
だ
し
、御
巫
本
と
鈴
鹿
本
は
﹁
伊
勢
﹂
が
平
仮
名
に
な
っ

て
い
る
︶
と
あ
る
。

㉝
　
伊
勢
集
152
番
歌
の
詞
書
に
﹁
は
ら
か
ら
の
な
く
な
り
た
る
を
恋
て
﹂
と
あ
る
が
、
こ
れ
以
外
は
一
切
不
明
。

㉞
　
巻
第
十
八
雑
歌
下
に
﹁
つ
か
さ
と
け
て
侍
け
る
時
よ
め
る
﹂︵﹃
古
今
集
校
本
﹄︿
西
下
経
一
氏
・
滝
沢
貞
夫
氏
編
　
笠
間
書
院
　
昭
和
52
年
9
月
﹀
に
拠
る
︶
と
詞
書
が
あ
る
。
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35
　
注
⑶
の
﹁
大
和
物
語
評
釈
・
二
七
﹂
に
同
じ
。

㊱
　
注
⑽
の
外
、
片
桐
洋
一
氏
﹃
恋
に
生
き

歌
に
生
き

伊
勢
﹄︵
新
典
社
　
昭
和
60
年
8
月
︶、﹃
日
本
古
典
文
学
大
辞
典  

第
一
巻
﹄︵
岩
波
書
店
　
昭
和
60
年
10
月
︶
の
﹁
伊
勢
﹂
の
項
︵
片
桐
氏

執
筆
︶
な
ど
。

㊲
　
注
⑵
の
﹁
大
和
物
語
に
お
け
る
虚
構
の
方
法
﹂
に
同
じ
。
本
書
第
二
章
第
二
節
。

38
　
創
作
意
識
が
顕
著
で
あ
る
。
詳
し
く
は
拙
稿
﹁
大
和
物
語
の
構
成
に
つ
い
て
︱
後
半
の
章
段
を
考
察
の
対
象
と
し
て
︱
︵﹁
語
文
﹂
39
輯
　
昭
和
49
年
3
月
　
後
に
﹃
大
和
物
語

の
研
究
﹄
に
再
録
︶、﹁﹃
大
和
物
語
﹄
小
考
︱
前
半
と
後
半
の
分
け
方
︱
﹂︵﹁
解
釈
﹂
32
巻
9
号
　
昭
和
61
年
9
月
　
後
に
﹃
大
和
物
語
の
研
究
﹄
に
再
録
︶
を
参
照
の
こ
と
。

本
書
第
三
章
第
二
節
・
第
四
節
。

39
　
注
⑵
の
﹁
大
和
物
語
に
お
け
る
虚
構
の
方
法
﹂
に
同
じ
。
本
書
第
二
章
第
二
節
。

40
　
後
人
の
編
に
な
る
と
言
わ
れ
て
い
る
檜
垣
嫗
集
に
は
、
こ
の
章
段
の
歌
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
﹁
筑
紫
な
る
人
﹂
を
檜
垣
嫗
と
み
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

41
　
小
林
美
智
子
氏
﹁﹃
大
和
物
語
﹄
に
お
け
る
﹃
伊
勢
集
﹄
と
の
重
複
歌
に
つ
い
て
﹂︵﹁
大
和
物
語
探
求
﹂
4
号
　
昭
和
48
年
10
月
︶

42
　
注
⑸
に
同
じ
。

43
　﹃
恋
に
生
き

歌
に
生
き

伊
勢
﹄︵
新
典
社
　
昭
和
60
年
8
月
︶



297

第
九
節
　
大
和
物
語
の
創
作
方
法

︱
在
中
将
関
係
の
章
段
を
中
心
に
し
て
︱

一

一
人
の
作
者
が
作
品
を
創
作
し
て
い
く
上
で
種
々
の
面
に
努
力
を
払
う
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
ま
し
て
そ
れ
が
実
録
の
み
で
な
く
、
虚
構
で
も
っ
て
作
品
を
創
作
す
る
場

合
は
な
お
さ
ら
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

周
知
の
よ
う
に
益
田
勝
実
氏
が
﹁
歌
語
り
﹂
と
い
う
概
念
を
提
唱
さ
れ
て
久
し
い(1)
。
大
和
物
語
は
ま
さ
に
そ
の
集
成
と
言
わ
れ
て
い
る
。
確
か
に
そ
の
よ
う
な
要
素
も
あ
る
と

思
わ
れ
る
が
、
そ
の
反
面
、
例
え
ば
後
半
の
章
段(2)
は
説
話
的
な
色
彩
が
濃
く
、
中
に
は
単
に
歌
語
り
を
集
め
た
と
み
る
よ
り
も
大
和
物
語
の
作
者
の
手
に
よ
っ
て
、
虚
構
と
い
う

意
識
で
創
作
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
章
段
が
み
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
ひ
と
つ
の
例
と
し
て
在
中
将
に
関
す
る
章
段
が
あ
げ
ら
れ
る
よ
う
に
思
う
。
彼
に
関
し
た
話
は
一
六
〇

段
か
ら
一
六
六
段
ま
で
の
七
章
段
に
及
び
、
大
和
物
語
に
あ
っ
て
同
一
人
物
を
扱
い
、
か
つ
連
続
し
て
い
る
章
段
の
中
で
は
一
番
多
い
。
そ
れ
だ
け
に
彼
に
寄
せ
た
作
者
の
関
心

の
高
さ
を
推
察
で
き
る
。

こ
れ
ら
の
章
段
に
つ
い
て
は
、
先
学
に
よ
り
実
に
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
考
察
さ
れ
て
お
り(3)
、
私
達
は
多
く
の
恩
恵
を
受
け
て
い
る
。
私
も
驥
尾
に
付
し
て
そ
の
一
部
に
つ
い

て
考
え
た
こ
と
が
あ
っ
た(4)
。
し
か
し
、
そ
こ
で
は
力
不
足
も
あ
っ
て
充
分
に
追
究
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
ま
た
拙
稿
発
表
後
、
有
益
な
御
論(5)
に
接
し
啓
発
さ
れ
る
点
が
少

な
く
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
改
め
て
別
な
視
点
か
ら
考
え
て
み
よ
う
と
す
る
の
が
本
稿
の
目
的
で
あ
る
。
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二

在
中
将
関
係
の
章
段
の
生
成
を
考
え
る
時
、
な
ん
と
言
っ
て
も
伊
勢
物
語
は
切
っ
て
も
切
れ
な
い
資
料
と
言
え
る
。
事
実
、
一
六
〇
段
か
ら
一
六
六
段
ま
で
の
大
半
が
伊
勢
物

語
と
共
通
し
て
い
る
。
だ
が
、
こ
れ
ら
の
中
に
は
、
現
存
の
伊
勢
物
語
に
は
み
ら
れ
な
い
章
段
が
あ
る
。
一
六
〇
段
が
そ
れ
で
次
の
よ
う
な
内
容
で
あ
る
。

お
な
じ
内
侍
に
、
在
中
将
す
み
け
る
時
、
中
将
の
も
と
に
よ
み
て
や
り
け
る
。

秋
萩
を
色
ど
る
風
の
吹
き
ぬ
れ
ば
人
の
こ
こ
ろ
も
う
た
が
は
れ
け
り

と
あ
り
け
れ
ば

秋
の
野
を
色
ど
る
風
は
吹
き
ぬ
と
も
こ
こ
ろ
は
か
れ
じ
草
葉
な
ら
ね
ば

と
な
む
い
へ
り
け
る
。
か
く
て
す
ま
ず
な
り
て
の
ち
、
中
将
の
も
と
よ
り
、
衣
を
な
む
、
し
に
お
こ
せ
た
り
け
る
。
そ
れ
に
、﹁
あ
ら
は
ひ
な
ど
す
る
人
な
く
て
、
い
と
わ

び
し
く
な
む
あ
る
。
な
ほ
か
な
ら
ず
し
て
た
ま
へ
﹂
と
な
む
あ
り
け
れ
ば
、
内
侍
、﹁
御
心
も
て
あ
る
こ
と
に
こ
そ
あ
な
れ
。

大
幣
に
な
り
ぬ
る
人
の
悲
し
き
は
よ
る
せ
と
も
な
く
し
か
ぞ
な
く
な
る
﹂

と
な
む
い
ひ
や
り
け
る
。
中
将
、

な
が
る
と
も
な
に
と
か
見
え
む
手
に
と
り
て
ひ
き
け
む
人
ぞ
幣
と
知
る
ら
む

と
な
む
い
ひ
け
る
。

︵
注
︶　
本
文
は
﹃
日
本
古
典
文
学
全
集
﹄
に
拠
っ
た
。
以
下
も
同
様
。
な
お
以
下
、
引
用
す
る
﹁
古
今
集
﹂、﹁
伊
勢
物
語
﹂
も
同
書
に
拠
る
。

こ
の
章
段
は
﹁
か
く
て
す
ま
ず
な
り
て
云
々
﹂
を
境
に
前
半
と
後
半
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
前
半
の
二
首
は
後
撰
集
と
共
通
し
て
い
る(6)
が
、
後
半
の
二
首
は
現
在
の
と
こ
ろ
、

こ
れ
以
外
の
い
ず
れ
の
文
献
に
も
見
い
出
せ
な
い
。
そ
の
た
め
に
こ
の
章
段
の
典
拠
に
つ
い
て
、
山
田
清
市
氏
は
佚
書
の
原
撰
業
平
集
な
る
も
の
を
想
定
さ
れ
て
い
る(7)
。
ま
た
、

片
桐
洋
一
氏
も
、

伊
勢
の
資
料
に
も
大
和
の
資
料
に
も
な
っ
た
別
種
の
業
平
説
話
が
存
在
し
、
伊
勢
は
そ
れ
を
資
料
に
物
語
を
膨
張
さ
せ
、
ま
た
大
和
も
同
じ
く
そ
の
資
料
を
も
と
に
一
六
〇

段
か
ら
一
六
六
段
ま
で
の
業
平
説
話
を
ま
と
め
た
の
で
は
な
い
か
。︵
中
略
︶
そ
う
で
な
く
て
も
、
伊
勢
と
大
和
に
直
接
関
係
あ
り
と
す
れ
ば
、
大
和
物
語
一
六
〇
段
の
ご

と
く
伊
勢
物
語
に
全
く
存
在
し
な
い
章
段
や
一
六
五
段
の
﹁
つ
れ
づ
れ
と
い
と
ど
心
の
﹂
の
ご
と
く
伊
勢
物
語
に
存
在
し
な
い
和
歌
が
含
ま
れ
て
い
る
事
実
が
説
明
出
来
ぬ
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ば
か
り
か
、
数
あ
る
伊
勢
物
語
の
章
段
の
中
か
ら
、
何
故
こ
の
七
章
段
だ
け
を
と
り
だ
し
て
大
和
物
語
に
付
加
し
た
の
か
説
明
が
出
来
な
く
な
る
の
で
あ
る(8)
。

と
述
べ
ら
れ
、
そ
の
資
料
と
し
て
業
平
説
話
な
る
も
の
を
想
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
お
二
人
の
考
え
は
こ
こ
の
み
で
な
く
、
在
中
将
関
係
章
段
す
べ
て
に
関
わ
っ
て
い
る
。
佐
藤

高
明
氏
も
ほ
ぼ
こ
の
考
え
に
同
じ
よ
う
で
あ
る(9)
。

一
方
、
雨
海
博
洋
氏
は

﹁
染
殿
内
侍
﹂
と
す
る
の
は
大
和
物
語
独
自
と
な
る
。
こ
れ
は
大
和
編
者
が
恣
意
的
に
創
作
し
た
と
見
る
よ
り
は
、
伊
勢
物
語
ま
た
は
そ
の
資
料
と
な
っ
た
業
平
の
歌
説
話

な
ど
が
、
人
々
の
歌
語
り
で
語
ら
れ
て
ゆ
く
う
ち
に
、
自
然
と
歌
語
り
か
ら
派
生
し
た
も
の
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う(10)
。

と
述
べ
ら
れ
、
こ
の
章
段
全
体
に
渡
っ
て
歌
語
り
性
と
い
う
こ
と
を
強
調
さ
れ
て
い
る
。
森
本
茂
氏
も
同
じ
考
え
で
あ
る(11)
。

こ
れ
に
対
し
て
、
菊
地
靖
彦
氏
は
、
後
撰
集
で
﹁
読
人
し
ら
ず
﹂
の
歌
が
大
和
物
語
で
は
染
殿
内
侍
の
歌
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
大
和
物
語
の
虚
構
で
あ
る
と
さ
れ
、
前
半

の
二
首
が
後
撰
集
と
共
通
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、

在
中
将
の
登
場
の
し
か
た
で
、
も
う
一
つ
注
目
し
た
い
の
は
、
そ
れ
が
﹃
後
撰
集
﹄
歌
と
の
か
ら
み
で
、﹃
伊
勢
物
語
﹄
か
ら
で
は
な
い
こ
と
で
あ
る
。
即
ち
﹃
大
和
物
語
﹄

の
作
者
に
あ
っ
て
は
、
在
中
将
は
、﹃
伊
勢
物
語
﹄
と
い
う
す
で
に
出
来
上
が
っ
た
作
品
の
主
人
公
と
し
て
で
は
な
く
、
ま
だ
作
品
世
界
に
形
象
化
さ
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ

か
ら
呼
び
出
さ
れ
る
の
で
あ
る(12)
。

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

以
上
み
て
き
た
よ
う
に
、
種
々
の
面
か
ら
考
察
さ
れ
て
き
た
わ
け
で
あ
る
。
確
か
に
原
撰
業
平
集
、
業
平
説
話
は
そ
の
成
立
を
考
え
る
上
で
合
理
的
な
資
料
と
言
え
る
。
た
だ
、

こ
こ
で
問
題
に
な
る
の
は
こ
れ
ら
の
資
料
が
現
存
し
な
い
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
ま
た
、
歌
語
り
と
い
う
こ
と
も
好
都
合
な
考
え
と
思
わ
れ
る
。
し
か
も
、
こ
れ
は
大
和
物
語
即

歌
語
り
と
い
う
こ
と
を
前
提
に
し
て
い
る
。
そ
れ
に
し
て
も
そ
の
実
体
が
い
ま
ひ
と
つ
は
っ
き
り
せ
ず
、
具
体
性
に
欠
け
る
こ
と
も
否
め
な
い
。
そ
れ
と
、
も
し
そ
う
で
あ
る
な

ら
ば
、
歌
語
り
そ
の
も
の
な
の
か
、
そ
れ
と
も
そ
れ
を
も
と
に
創
作
さ
れ
た
の
か
と
い
う
こ
と
も
問
題
に
な
っ
て
来
よ
う
。
か
つ
て
考
察
し
た
よ
う
に
、
在
中
将
関
係
の
章
段
の

一
部
に
は
虚
構
の
跡
が
み
ら
れ
た(13)
。
た
だ
そ
の
時
は
力
不
足
も
手
伝
い
在
中
将
関
係
の
全
章
段
に
ま
で
言
及
で
き
な
か
っ
た
が
、
在
中
将
に
関
す
る
話
が
七
章
段
に
及
び
、
か
つ

そ
れ
ら
が
連
続
し
て
い
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
大
和
物
語
作
者
の
ひ
と
つ
の
方
針
と
言
お
う
か
、
そ
の
意
図
な
る
も
の
が
個
々
の
章
段
に
及
ん
で
い
る
こ
と
は
十
分
予
想
で
き

る
こ
と
で
あ
る
。
す
る
と
後
撰
集
で
﹁
読
人
し
ら
ず
﹂
の
歌
が
大
和
物
語
で
染
殿
内
侍
の
作
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、
こ
こ
ら
辺
に
も
そ
の
片
鱗
が
窺
わ
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

と
も
か
く
後
撰
集
と
共
通
し
て
い
る
か
ら
、
少
な
く
と
も
そ
れ
と
の
関
係
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
み
る
必
要
が
あ
ろ
う(14)
。
こ
う
み
て
く
る
と
、
一
六
〇
段
に
関
し
て
は
菊
地
氏
の

考
え
が
有
力
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
た
だ
、
こ
れ
以
外
の
一
六
二
、一
六
三
、一
六
四
段
は
伊
勢
物
語
と
共
通
し
て
い
る
し
、
ま
た
一
六
五
、一
六
六
段
も
そ
の
一
部
が
伊
勢
物
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語
と
共
通
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
こ
と
と
、
氏
の
言
わ
れ
る
よ
う
に
伊
勢
物
語
か
ら
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
ど
う
関
連
づ
け
て
考
え
た
ら
よ
い
の
か
。
そ
れ
と
、

な
ぜ
後
撰
集
か
ら
登
場
さ
せ
た
の
か
、
そ
の
理
由
な
る
も
の
に
つ
い
て
は
ふ
れ
て
い
な
い
。

後
撰
集
の
こ
の
歌
を
こ
こ
に
利
用
し
た
の
は
ど
の
よ
う
な
理
由
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
大
和
物
語
の
作
者
は
一
六
一
段
の
前
半
を
創
作
す
る
に
あ
た
り
、
伊
勢
物
語
以
外
に

資
料
を
求
め
た
わ
け
だ
が
、
そ
の
場
面
に
少
な
く
と
も
業
平
の
歌
を
も
と
に
し
よ
う
と
考
え
た
。
そ
の
資
料
と
し
て
ま
ず
考
え
ら
れ
る
の
は
古
今
集
で
あ
る
。
し
か
し
、
彼
は
後

撰
集
に
資
料
を
求
め
た
。
そ
の
理
由
は
定
か
で
な
い
が
、
臆
測
す
る
に
、
古
今
集
に
あ
る
業
平
の
歌
は
す
べ
て
伊
勢
物
語
と
共
通
し
て
い
る
た
め
で
あ
ろ
う
か
。
た
だ
、﹁
秋
萩
を
﹂

の
歌
が
業
平
の
作
で
は
な
い
と
い
う
考
え
が
あ
る
。
雨
海
博
洋
氏
は

﹃
後
撰
集
﹄
に
載
せ
ら
れ
た
贈
答
歌
は
染
殿
内
侍
で
も
、
在
原
業
平
朝
臣
の
も
の
で
も
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
何
時
の
間
に
か
業
平
の
ロ
マ
ン
ス
の
中
に
取
り
入

れ
ら
れ
た
、
或
い
は
自
然
と
ロ
マ
ン
ス
と
歌
と
が
歌
語
り
の
中
で
結
び
つ
い
た
か
し
た
わ
け
で
あ
る(15)
。

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
で
も
こ
の
章
段
の
生
成
に
つ
い
て
考
え
る
時
、
作
者
不
詳
の
歌
を
利
用
す
る
よ
り
も
、
は
っ
き
り
業
平
と
わ
か
っ
て
い
た
も
の
を
利
用
し
た
方
が
資
料
と

し
て
使
い
や
す
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
し
て
、
伊
勢
物
語
以
外
の
も
の
を
資
料
と
し
て
い
く
の
で
あ
り
、
し
か
も
在
中
将
関
係
の
章
段
は
、
す
べ
て
﹁
在
中
将
﹂
と
銘
打
っ
て

あ
る
の
だ
か
ら
、
彼
の
詠
作
を
使
用
す
る
の
は
当
然
の
結
果
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
一
六
〇
段
の
生
成
に
つ
い
て
は
大
和
物
語
と
後
撰
集
と
の
結
び
つ
き
を
認
め
る
べ
き

で
あ
る
。

さ
て
、
後
撰
集
に
あ
る
業
平
の
歌
は
先
程
の
一
首
を
含
め
、
十
一
首
に
な
る
。
今
、
一
六
〇
段
に
あ
る
の
を
除
き
十
首
に
つ
い
て
、
返
し
歌
も
含
め
記
し
て
み
る
。

題
し
ら
ず
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
業
平
朝
臣

252
　
ゆ
く
螢
雲
の
う
へ
ま
で
い
ぬ
べ
く
は
秋
風
ふ
く
と
雁
に
つ
げ
こ
せ

人
の
も
と
に
し
ば

〱
ま
か
り
け
れ
ど
、
あ
ひ
が
た
く
侍
け
れ
ば
、

物
に
か
き
つ
け
侍
け
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
在
原
業
平
朝
臣

629
　
く
れ
ぬ
と
て
ね
て
ゆ
く
べ
く
も
あ
ら
な
く
に
た
ど
る

〱
も
か
へ
る
ま
さ
れ
り

題
し
ら
ず
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
在
原
業
平
朝
臣

892
　
伊
勢
の
海
に
遊
あ
ま
と
も
な
り
に
し
か
浪
か
き
わ
け
て
見
る
め
か
づ
か
む

返
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
　
勢

893
　
お
ぼ
ろ
げ
の
あ
ま
や
は
か
づ
く
い
せ
の
海
の
浪
高
き
浦
に
お
ふ
る
見
る
め
は
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ひ
さ
し
く
い
ひ
わ
た
り
侍
け
る
に
、
つ
れ
な
く
の
み
侍
け
れ
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
業
平
朝
臣

968
　
た
の
め
つ
ゝ
あ
は
で
年
ふ
る
い
つ
は
り
に
こ
り
ぬ
心
を
人
は
し
ら
な
ん

返
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
　
勢

969
　
夏
虫
の
し
る

〱
迷
お
も
ひ
を
ば
こ
り
ぬ
か
な
し
と
た
れ
か
見
ざ
ら
ん

世
中
を
思
う
じ
て
侍
け
る
こ
ろ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
業
平
朝
臣

1084
　
す
み
わ
び
ぬ
今
は
限
と
山
ざ
と
に
つ
ま
木
こ
る
べ
き
や
ど
も
と
め
て
ん

お
も
ふ
所
あ
り
て
前
太
政
大
臣
に
よ
せ
て
侍
け
る
　
　
　
　
在
原
業
平
朝
臣

1126
　
た
の
ま
れ
ぬ
う
き
世
中
を
歎
つ
ゝ
日
か
げ
に
お
ふ
る
身
を
如
何
せ
ん

大
井
な
る
所
に
て
人

〱
さ
け
た
う
べ
け
る
つ
い
で
に
　

　
　
な
り
ひ
ら
の
朝
臣

1232
　
大
井
河
う
か
べ
る
舟
の
か
ゞ
り
火
に
を
ぐ
ら
の
山
も
名
の
み
な
り
け
り

身
の
う
れ
へ
侍
け
る
時
、
つ
の
く
に
ゝ
ま
か
り
て
す
み
は
じ
め
侍
け
る
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
業
平
朝
臣 

1245
　
な
に
は
つ
を
け
ふ
こ
そ
み
つ
の
浦
ご
と
に
こ
れ
や
こ
の
世
を
う
み
わ
た
る
舟

あ
づ
ま
へ
ま
か
り
け
る
に
、
す
ぎ
ぬ
る
方
こ
ひ
し
く
お
ぼ
え
け
る
ほ
ど
に
、

河
を
わ
た
り
け
る
に
、
な
み
の
た
ち
け
る
を
見
て
　
　
　
　
業
平
朝
臣

1353
　
い
と
ゞ
し
く
す
ぎ
ゆ
く
方
の
こ
ひ
し
き
に
う
ら
山
し
く
も
帰
浪
哉

︵
注
︶　
本
文
は
﹃
後
撰
和
歌
集
総
索
引
﹄︵
大
阪
女
子
大
学
国
文
学
研
究
室
編
　
大
阪
女
子
大
学
　
昭
和
40
年
12
月
︶
所
収
の
天
福
本
に
拠
り
、
句
読
点
、
濁
点
は
稿
者
が
施
し
た
。

こ
の
う
ち
252
、

1084
、

1245
、

1353
の
四
首
は
伊
勢
物
語
に
み
ら
れ
る
か
ら
、
大
和
物
語
の
作
者
は
先
に
述
べ
た
理
由
か
ら
こ
れ
ら
以
外
の
歌
を
利
用
し
よ
う
と
考
え
た
。
そ
の
場
合
、

単
独
の
歌
を
利
用
す
る
の
で
は
な
く
、
贈
答
歌
を
用
い
た
わ
け
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
う
し
た
の
は
話
の
展
開
を
考
慮
し
て
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
に
し
て
も
単
独
の
歌

を
利
用
す
る
と
な
る
と
、
返
歌
か
も
し
く
は
贈
歌
を
ど
こ
か
ら
か
持
っ
て
く
る
か
、
あ
る
い
は
創
作
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
も
、
創
作
す
る
と
な
る
と
、
大
和
物
語
の
作

者
は
そ
の
技
量
に
お
い
て
そ
れ
ほ
ど
た
け
て
い
た
と
も
思
わ
れ
な
い
。
そ
の
点
、
既
成
の
贈
答
歌
を
利
用
す
れ
ば
、
比
較
的
簡
単
に
事
が
運
ぶ
。
す
る
と
、
こ
の
条
件
を
満
た
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し
て
い
る
業
平
の
歌
は
224
︵
稿
者
注
﹁
秋
の
野
を
﹂
の
歌
を
指
す
︶
、
892
、
968
の
三
首
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
ら
三
首
の
う
ち
で
、
ど
の
歌
が
こ
の
場
面
に
適
し
て
い
よ
う
か
。

こ
の
章
段
の
内
容
を
検
討
し
て
み
る
に
、
こ
こ
は
恋
愛
の
進
行
状
況
に
よ
っ
て
話
が
展
開
し
て
い
る
。
こ
こ
の
前
半
に
歌
を
持
っ
て
く
る
場
合
、
892
、
986
は
、
後
撰
集
で
は
恋
五

に
あ
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
冷
え
切
っ
た
二
人
の
仲
を
詠
ん
で
お
り
、
お
お
よ
そ
こ
の
場
面
に
は
適
し
て
い
な
い
。
こ
れ
ら
に
対
し
て
、
224
は
女
が
業
平
に
疑
い
を
持

ち
始
め
た
頃
を
詠
ん
で
い
て
、
後
半
へ
の
話
の
展
開
を
考
慮
す
る
と
、
ま
さ
に
適
し
て
い
る
。

そ
れ
に
し
て
も
、
在
中
将
関
係
の
章
段
を
描
く
に
あ
た
っ
て
伊
勢
物
語
は
第
一
の
資
料
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
場
面
に
な
ぜ
こ
れ
を
資
料
と
し
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
作

者
は
在
中
将
関
係
の
章
段
に
お
い
て
彼
の
女
性
遍
歴
を
描
い
て
い
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
後
述
す
る
一
六
二
、一
六
三
段
は
二
条
后
を
意
識
し
た
章
段
で
あ
り
、
二
人
に
ま
つ
わ
る

話
は
伊
勢
物
語
に
多
く
見
る
こ
と
が
で
き
、
か
な
り
有
名
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
大
和
物
語
の
作
者
も
二
人
の
華
や
か
な
話
を
伝
え
聞
い
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
う
し
て
二
人

の
話
に
ふ
さ
わ
し
い
章
段
を
伊
勢
物
語
か
ら
抄
出
し
、
在
中
将
関
係
の
章
段
を
構
築
し
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
、
在
中
将
と
染
殿
内
侍
と
の
関
係
と
な
る
と
、
二
条

后
と
の
場
合
よ
り
華
や
か
さ
に
欠
け
る
。
事
実
、
伊
勢
物
語
に
お
い
て
彼
女
の
名
が
出
て
く
る
の
は
、
六
五
段
の
み
で
、
そ
れ
も
彼
女
は
脇
役
的
な
存
在
と
し
て
登
場
し
て
い
る

に
す
ぎ
な
い(16)
。
た
と
え
、
こ
の
六
五
段
を
も
と
に
ひ
と
つ
の
章
段
を
創
作
し
よ
う
と
し
て
も
こ
の
章
段
自
体
、
伊
勢
物
語
の
中
で
か
な
り
長
文
な
章
段
で
あ
り
、
か
つ
作
者
の
力

量
か
ら
考
え
て
、こ
の
章
段
を
う
ま
く
利
用
で
き
る
と
は
思
わ
れ
な
い
。
そ
の
た
め
に
染
殿
内
侍
に
関
す
る
話
は
伊
勢
物
語
以
外
に
資
料
を
求
め
、創
作
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

以
上
の
よ
う
な
理
由
で
も
っ
て
後
撰
集
に
資
料
を
求
め
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
と
同
時
に
改
め
て
両
者
の
結
び
つ
き
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。
そ
し
て
、
こ
の
章
段
の
働
き
に

つ
い
て
歌
語
り
と
い
う
こ
と
に
は
疑
問
が
あ
る
も
の
の
、
雨
海
博
洋
氏
が

大
和
編
者
の
伊
勢
物
語
に
も
収
め
ら
れ
て
い
な
い
こ
の
一
六
〇
段
の
歌
語
り
を
二
条
后
高
子
と
業
平
と
の
プ
レ
恋
物
語
と
し
て
在
中
将
章
段
の
冒
頭
に
配
列
し
た
も
の
と
み

る
こ
と
が
で
き
る(17)
。

と
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
ま
さ
に
同
感
で
あ
る
。

だ
が
、
大
和
物
語
の
作
者
は
一
六
〇
段
を
創
作
し
て
い
く
過
程
で
伊
勢
物
語
を
資
料
と
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
別
な
言
い
方
を
す
れ
ば
、
そ
れ
を
も
と
に
し
て
別
な
世
界
を

描
く
こ
と
を
試
み
た
の
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
先
程
、
後
半
の
二
首
は
ど
の
作
品
に
も
見
い
出
せ
な
い
歌
で
あ
る
と
言
っ
た
が
、
実
は
伊
勢
物
語
四
七
段
に
あ
る
歌
と
近
似
し

て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
す
で
に
古
注
の
﹃
大
和
物
語
鈔
﹄
の
中
で
、

此
贈
答
伊
勢
に
お
ほ
ぬ
さ
の
引
手
あ
ま
た
に
云
々
お
ほ
ぬ
さ
と
名
に
こ
そ
た
て
れ
云
々
と
女
と
よ
み
か
は
し
た
る
を
今
内
侍
大
ぬ
さ
と
な
り
ぬ
る
人
の
か
な
し
き
は
と
い
ひ

つ
か
は
し
た
る
成
べ
し(18)
。

と
指
摘
し
て
い
る
。
さ
ら
に
吉
川
理
吉(19)
、
今
井
源
衛(20)
の
両
氏
も
両
者
の
関
係
を
認
め
て
お
ら
れ
る
。
例
え
ば
今
井
氏
は



303 第九節　大和物語の創作方法―在中将関係の章段を中心にして―

こ
の
古
今
集
・
伊
勢
の
話
と
、
本
段
の
﹁
大
幣
﹂
の
贈
答
と
の
類
似
性
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
や
は
り
、
大
和
物
語
作
者
が
伊
勢
物
語
を
模
倣
し
た
も
の
と
見
る
べ

き
で
あ
ろ
う
。

と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。

事
実
両
方
の
歌
を
比
べ
て
み
る
と
、
語
法
や
意
味
の
上
で
も
共
通
点
が
見
ら
れ
る
。
今
、
そ
れ
に
つ
い
て
両
者
を
比
較
し
確
認
し
て
お
こ
う
。

⒜
　
大
幣
の
引
く
手
あ
ま
た
に
な
り
ぬ
れ
ば
思
へ
ど
え
こ
そ
頼
ま
ざ
り
け
れ

⒜’
　
大
幣
に
な
り
ぬ
る
人
の
悲
し
き
は
よ
る
せ
と
も
な
く
し
か
ぞ
な
く
な
る

⒝
　
大
幣
と
名
に
こ
そ
立
て
れ
流
れ
て
も
つ
ひ
に
よ
る
瀬
は
あ
り
と
い
ふ
も
の
を

⒝’
　
な
が
る
と
も
な
に
と
か
見
え
む
手
に
と
り
て
ひ
き
け
む
人
を
幣
と
知
る
ら
む

⒜
、
⒝
は
伊
勢
物
語
四
七
段
に
、﹁
ダ
ッ
シ
ュ
﹂
を
付
け
た
ほ
う
が
大
和
物
語
一
六
〇
段
に
そ
れ
ぞ
れ
み
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
⒜’
の
﹁
大
幣
に
な
り
ぬ
る
﹂
と
い
う
表
現
は
吉

川
理
吉
氏
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、⒜
の
﹁
大
幣
の
引
く
手
あ
ま
た
に
な
り
ぬ
れ
ば
﹂
と
い
う
表
現
が
あ
っ
て
こ
そ
理
解
で
き
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
勅
撰
集
に
お
い
て
﹁
大

幣
﹂
と
い
う
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
和
歌
を
検
索
し
て
み
た
と
こ
ろ
、
そ
の
数
は
ひ
じ
ょ
う
に
少
な
い(21)
。
そ
の
中
で
も
っ
と
も
早
い
時
期
に
詠
ま
れ
た
の
が
古
今
集
に
あ
る
⒜
と

⒝
の
歌
で
あ
る
。
そ
れ
を
も
と
に
し
て
伊
勢
物
語
四
七
段
が
成
立
し
た
と
思
わ
れ
る(22)
。
こ
こ
で
は
歌
に
異
同
が
な
く
、
そ
の
ま
ま
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
関
係
は
十
分
納
得
で
き

る
。
し
か
し
、
何
も
資
料
と
せ
ず
に
大
和
物
語
の
よ
う
な
表
現
が
可
能
か
ど
う
か
疑
問
で
あ
る
。
ま
た
そ
の
用
例
が
少
な
い
こ
と
か
ら
考
え
て
、﹁
大
幣
﹂
と
い
う
語
自
体
、
歌

語
と
し
て
何
を
意
味
す
る
の
か
は
ま
だ
完
全
に
定
着
し
て
い
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
、
私
の
調
査
が
勅
撰
集
に
限
っ
て
お
り
、
こ
れ
以
外
の
私
撰
集
を
は
じ
め
、
私
家
集

に
ま
で
当
然
そ
の
範
囲
を
広
げ
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
う
し
た
暁
に
結
論
を
下
す
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、
勅
撰
集
と
い
う
、
当
世
き
っ
て
の
代
表
的
な
歌
集
で
あ
る
か
ら
、
当
時
の
歌

語
の
使
用
状
況
な
ど
は
お
お
よ
そ
そ
こ
に
反
映
さ
れ
て
い
る
と
み
て
よ
か
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、﹁
大
幣
に
な
り
ぬ
る
人
﹂
と
い
う
表
現
は
、
や
は
り
何
か
を
も
と
に

し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ず
ば
り
言
っ
て
、
そ
れ
は
伊
勢
物
語
か
ら
と
み
て
よ
い
。
こ
の
外
、
両
者
に
共
通
す
る
付
随
的
な
も
の
を
挙
げ
る
と
、﹁
な
り
ぬ
れ
﹂
と
﹁
な
り
ぬ
る
﹂

の
近
似
性
、
係
り
結
び
を
用
い
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
も
両
者
の
関
係
を
考
え
る
上
で
の
ひ
と
つ
の
目
安
に
な
ろ
う
。

一
方
、
⒝
と
⒝’
は
ど
う
か
。
先
程
の
⒜
、
⒜’
の
歌
に
比
べ
て
共
通
点
も
少
な
い
。
表
現
の
上
で
類
似
し
て
い
る
の
は
﹁
流
れ
て
も
﹂
と
﹁
な
が
る
と
も
﹂
だ
け
で
あ
る
。
返

し
歌
は
贈
歌
の
内
容
に
応
じ
て
詠
ま
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
が
返
し
歌
の
表
現
に
及
ん
で
い
る
。
⒝
で
は
、
大
幣
が
は
じ
め
か
ら
流
れ
て
お
り
、
そ
れ
の
行
き
着
く

と
こ
ろ
は
あ
る
と
締
め
く
く
っ
て
い
る
。
⒝’
で
は
、
な
に
が
流
れ
て
い
る
か
わ
か
ら
な
い
が
、
そ
れ
を
手
に
と
っ
て
み
て
幣
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
と
結
ん
で
い
る
。
こ
の
よ
う

に
両
者
は
最
終
的
に
行
き
着
く
と
こ
ろ
は
あ
る
と
い
う
点
で
共
通
し
て
い
る
わ
け
だ
が
、
感
情
の
面
で
よ
り
深
刻
さ
が
表
出
さ
れ
て
い
る
の
は
⒝’
で
あ
る
。
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で
は
、
こ
の
こ
と
は
何
に
起
因
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
大
和
物
語
と
伊
勢
物
語
の
表
面
上
の
違
い
は
、
歌
に
お
い
て
前
者
が
四
首
、
後
者
が
二
首
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
当
然
そ
の
ス
ト
リ
ー
の
展
開
に
相
違
が
生
じ
て
く
る
わ
け
で
、
伊
勢
物
語
四
七
段
を
み
る
と
、
女
は
男
を
浮
気
者
と
き
め
つ
け
て
い
る
。
男
は
そ
れ
を
受

け
、
単
に
う
わ
さ
に
す
ぎ
な
い
と
弁
明
し
て
い
る
。
そ
し
て
下
句
を
み
る
と
、
⒜
で
は
思
い
を
寄
せ
て
は
い
る
も
の
の
頼
り
に
な
ら
な
い
と
い
う
複
雑
な
気
持
ち
が
詠
ま
れ
て
い

る
。
こ
れ
に
対
応
し
て
⒝
で
は
、
最
後
に
は
頼
り
に
な
る
と
こ
ろ
が
あ
る
と
、
暗
に
男
は
女
に
期
待
を
寄
せ
て
い
る
。
こ
れ
は
⒜
の
﹁
思
へ
ど
も
﹂
の
心
境
に
似
て
い
る
。
こ
の

よ
う
に
内
容
か
ら
み
て
も
贈
答
歌
と
し
て
の
体
裁
を
整
え
て
い
る
の
は
⒜
、
⒝
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
も
こ
れ
ら
の
歌
の
前
に
は

む
か
し
、
男
、
ね
む
ご
ろ
に
、
い
か
で
と
思
ふ
女
あ
り
け
り
。
さ
れ
ど
こ
の
男
を
、
あ
だ
な
り
と
聞
き
て
、
つ
れ
な
さ
の
み
ま
さ
り
つ
つ
い
へ
る
。

と
い
う
地
文
が
あ
る
。
こ
の
中
で
﹁
ね
む
ご
ろ
に
、
い
か
で
と
思
ふ
﹂、﹁
あ
だ
な
り
﹂
の
部
分
は
、
女
の
歌
の
﹁
思
え
ど
﹂、﹁
た
の
ま
ざ
り
け
れ
﹂
の
と
こ
ろ
と
対
応
し
て
お

り
、
ま
さ
に
こ
れ
は
歌
の
内
容
と
融
合
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
⒜’
と
⒝’
は
ど
う
か
。
こ
れ
ら
の
歌
に
共
通
し
て
い
る
こ
と
は
、
前
に
も
ふ
れ
た
よ
う
に
先
程
の
⒜
、
⒝
に
比

べ
感
情
の
面
で
よ
り
深
刻
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
ら
の
歌
は
二
人
の
中
に
亀
裂
が
生
じ
た
後
に
詠
ま
れ
た
も
の
で
あ
り
、
当
然
の
結
果
と
言
え
よ

う
。
こ
の
こ
と
は
話
の
展
開
に
関
係
し
て
く
る
わ
け
で
、
大
和
物
語
の
作
者
は
時
間
的
な
流
れ
を
考
慮
し
、
こ
の
よ
う
に
改
作
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
そ
の
深
刻
さ

は
﹁
よ
る
せ
と
も
な
く
し
か
ぞ
な
く
な
る
﹂
と
か
、
男
の
歌
で
は
﹁
ひ
き
け
む
人
ぞ
幣
と
知
る
ら
む
﹂
と
い
う
表
現
か
ら
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
特
に
前
者
は
女
の
詠
作
で
あ
る

が
、
下
句
を
み
る
と
男
の
こ
と
を
詠
ん
で
い
る
。
こ
れ
は
⒜
に
は
み
ら
れ
な
い
現
象
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
も
顕
著
に
そ
の
こ
と
を
示
し
て
い
よ
う
。

そ
れ
に
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
贈
答
歌
に
な
っ
て
い
る
わ
け
で
、
⒜
と
⒝
は
と
も
に
﹁
大
幣
﹂
と
い
う
語
を
冒
頭
に
置
き
そ
の
体
裁
を
整
え
て
い
る
。
し
か
し
、
⒜’
と
⒝’
は
そ
の

よ
う
に
な
っ
て
い
な
い
し
、
特
に
⒝’
に
な
る
と
、
表
記
さ
れ
て
は
い
な
い
が
、
上
句
に
﹁
大
幣
﹂
の
こ
と
が
想
定
さ
れ
、
下
句
に
も
﹁
大
幣
﹂
と
あ
る
か
ら
重
複
し
て
い
る
こ
と

に
な
る
。
こ
れ
は
歌
全
体
の
構
成
、
ひ
い
て
は
そ
の
リ
ズ
ム
に
ま
で
支
障
を
き
た
し
て
い
る
。
大
和
物
語
に
お
い
て
あ
る
歌
の
一
部
を
利
用
し
、
歌
を
創
作
し
て
い
る
と
こ
ろ
は

こ
の
外
に
も
み
ら
れ
る(23)
。
し
か
も
そ
れ
は
そ
の
章
段
の
虚
構
化
の
一
端
と
し
て
な
さ
れ
て
お
り
、こ
の
点
で
も
類
似
し
て
い
る
。
こ
れ
は
偶
然
の
一
致
と
は
言
え
な
い
面
が
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
大
和
物
語
の
作
者
は
、
そ
の
場
面
に
応
じ
て
伊
勢
物
語
の
歌
を
改
作
し
て
い
っ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
贈
答
歌
と
し
て
み
た
時
、
表
現
の
上
で
今
一
歩
と
い
う
と
こ

ろ
も
み
ら
れ
た
。
ま
た
在
中
将
を
描
く
に
あ
た
っ
て
、
そ
の
一
部
を
伊
勢
物
語
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
そ
れ
だ
け
在
中
将
と
伊
勢
物
語
の
結
び
つ
き
が
作
者
の
脳
裏
に
深

く
刻
み
込
ま
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

と
も
あ
れ
先
学
が
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
私
も
⒜’
、
⒝’
の
歌
を
伊
勢
物
語
の
模
倣
と
考
え
た
わ
け
で
あ
る
が
、
前
述
の
如
く
こ
れ
ら
の
歌
は
古
今
集
に
も
み
ら
れ
る
。
そ
の
た
め

に
大
和
物
語
の
作
者
は
古
今
集
を
も
と
に
し
た
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
こ
と
も
一
応
考
え
て
み
る
必
要
が
あ
る
。
古
今
集
の
詞
書
に
は

あ
る
女
の
な
り
ひ
ら
の
朝
臣
を
と
こ
ろ
さ
だ
め
ず
あ
り
き
す
と
お
も
ひ
て
よ
み
て
つ
か
は
し
け
る



305 第九節　大和物語の創作方法―在中将関係の章段を中心にして―

と
あ
り
、
伊
勢
物
語
と
類
似
し
た
表
現
に
な
っ
て
お
り
、
大
和
物
語
の
こ
の
場
面
に
す
ぐ
に
利
用
で
き
そ
う
で
あ
る
。
し
か
し
翻
っ
て
考
え
て
み
る
に
、
こ
の
章
段
は
大
和
物
語

に
お
い
て
在
中
将
一
連
の
中
に
み
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
後
述
す
る
よ
う
に
こ
れ
ら
の
章
段
が
伊
勢
物
語
を
意
識
し
て
こ
こ
に
置
か
れ
た
こ
と
を
思
え
ば
、
こ
の
章
段
の
み
を
古

今
集
か
ら
と
り
入
れ
た
と
は
考
え
に
く
い
。
事
実
、
そ
れ
を
証
明
す
る
か
の
よ
う
に
こ
れ
以
外
の
在
中
将
関
係
の
章
段
で
古
今
集
、
伊
勢
物
語
、
大
和
物
語
の
三
者
が
共
通
し
て

い
る
と
こ
ろ
を
み
る
と
、
そ
こ
で
も
大
和
物
語
は
伊
勢
物
語
を
も
と
に
し
て
脚
色
さ
れ
て
い
た(24)
。
こ
う
み
て
く
る
と
古
今
集
か
ら
と
は
ま
ず
考
え
ら
れ
ず
、
や
は
り
大
和
物
語

一
六
〇
段
の
後
半
の
二
首
は
伊
勢
物
語
四
七
段
を
も
と
に
し
て
創
作
さ
れ
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
の
よ
う
で
あ
る
。

な
お
、
一
六
〇
段
に
み
ら
れ
る
﹁
在
中
将
の
も
と
よ
り
衣
を
な
む

0

0

0

0

、
し
に
を
こ
せ
た
り
け
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

傍
点
は
稿
者
。

以
下
も
同
様
。
と
い
う
表
現
は
雨
海
博
洋
氏
が
指
摘
さ
れ
て
い
る(25)
よ
う
に
、
一
五
九

段
に
﹁
物
を
よ
く
し
た
ま
ひ
け
れ
ば
、
御
衣

0

0

ど
も
を
な
む
預
け
さ
せ
給
ひ
け
る
に
﹂
と
あ
る
表
現
と
無
関
係
で
は
な
い
よ
う
だ
。
こ
の
よ
う
に
、
い
わ
ば
連
想
の
如
く
語
句
の
上

で
関
連
さ
せ
て
い
る
と
こ
ろ
は
他
に
も
み
ら
れ
、
大
和
物
語
の
ひ
と
つ
の
特
色
で
も
あ
る
。
こ
れ
は
章
段
間
を
関
連
づ
け
る
た
め
に
な
さ
れ
た
表
現
と
思
わ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
章
段
の
後
半
は
次
の
よ
う
な
本
文
で
始
ま
る
。

か
く
て
住
ま
ず
な
り
て
後
、
中
将
の
も
と
よ
り
衣
を
な
む
、
①
し
に
を
こ
せ
た
り
け
る
。
そ
れ
に
﹁②

あ
ら
は
ひ
な
ど
す
る
人
な
く
て
、
い
と
わ
び
し
く
な
む
あ
る
。
な
を
必

ず
し
て
給
へ
﹂
と
な
む
あ
り
け
れ
ば
、
内
侍
、﹁
御
こ
ゝ
ろ
も
て
あ
る
こ
と
に
こ
そ
は
あ
な
れ
︵
以
下
略
︶﹂

こ
の
本
文
を
読
ん
で
、
ま
ず
疑
問
に
思
う
の
は
①
と
②
を
ど
の
よ
う
に
解
釈
し
た
ら
よ
い
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
﹃
日
本
古
典
文
学
全
集
大
和
物
語
﹄
で
は

着
物
を
仕
立
て
て
も
ら
い
に
よ
こ
し
た
。
そ
れ
に
、﹁
洗
濯
な
ど
す
る
人
が
い
な
く
て
、た
い
そ
う
困
っ
て
お
り
ま
す
。
や
は
り
か
な
ら
ず
し
て
い
た
だ
き
と
う
ご
ざ
い
ま
す
﹂

と
解
釈
し
て
い
る
。
そ
れ
に
し
て
も
﹁
仕
立
て
る
﹂
と
い
う
こ
と
と
﹁
洗
濯
す
る
﹂
と
い
う
こ
と
を
い
か
に
関
連
づ
け
て
解
釈
し
た
ら
よ
い
の
か
。
も
ち
ろ
ん
、
洗
濯
し
て
か
ら

仕
立
て
る
と
い
う
意
を
含
ま
せ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
話
は
別
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
だ
け
の
本
文
か
ら
は
、
何
か
補
足
で
も
し
な
い
限
り
、
不
自
然
さ
は
否
め
な
い
。
そ
の
点
、

柿
本
奨
氏
の
﹃
大
和
物
語
の
注
釈
と
研
究(26)
﹄
で
は
次
の
よ
う
に
解
釈
し
て
い
る
。

中
将
の
許
か
ら
、着
物
を
仕
立
て
に
よ
こ
し
て
来
た
。
そ
れ
に
付
け
た
手
紙
に
、﹁
洗
濯
な
ど
す
る
人
が
い
な
く
て
、と
て
も
わ
び
し
い
気
持
ち
だ
。
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
、き
っ

と
仕
立
て
て
下
さ
い
﹂
と
あ
っ
た
の
で
︵
以
下
略
︶
、

こ
れ
だ
と
氏
が
﹁
し
に
﹂
に
つ
い
て
﹁
ほ
ど
い
て
洗
濯
し
て
縫
い
直
す
仕
立
て
直
し
﹂
と
語
釈
し
て
い
る
か
ら
、
①
と
②
と
が
う
ま
く
関
連
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
微
妙
に
違
っ
た
解
釈
を
生
じ
さ
せ
た
原
因
は
ど
こ
に
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
は
い
ず
れ
が
正
し
い
か
を
判
断
す
る
こ
と
よ
り
も
、
そ
こ
に
は
こ
の
よ
う

な
解
釈
を
生
じ
さ
せ
て
し
ま
っ
た
、
作
者
の
文
章
力
が
反
映
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
う
。
も
し
、
ほ
ん
と
う
に
柿
本
氏
が
解
釈
さ
れ
た
よ
う
に
作
者
が
考
え
て
い
た
の
で
あ
れ
ば
、

だ
れ
が
み
て
も
そ
れ
と
判
断
で
き
る
本
文
に
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
し
か
も
、
興
味
深
い
こ
と
は
後
半
の
冒
頭
を
﹁
か
く
て
﹂
で
始
め
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。﹁
か
く
て
﹂
と
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い
う
語
が
大
和
物
語
の
創
作
に
深
く
関
与
し
て
い
る
こ
と
は
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
お
り(27)
、
後
半
が
こ
れ
で
始
ま
っ
て
い
る
こ
と
は
創
作
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
と
そ
の
態
度
を
窺
い

知
る
拠
り
所
に
も
な
ろ
う
。

そ
れ
と
、
こ
れ
は
単
な
る
臆
測
の
域
を
出
な
い
の
で
あ
る
が
、
一
六
〇
段
は
一
五
九
段
と
全
体
に
わ
た
っ
て
、
構
成
上
で
の
類
似
点
が
見
い
出
せ
る
の
で
あ
る
。
前
述
し
た
こ

と
と
多
少
重
複
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
と
思
う
が
、
今
、
論
述
の
便
宜
上
、
両
者
を
比
較
し
て
み
よ
う
。

大
和
物
語
　
一
五
九
段

大
和
物
語
　
一
六
〇
段

　
染
殿
の
内
侍
と
い
ふ
、
い
ま
す
か
り
け
り
。
そ
れ
を
能
有

の
大
臣
と
申
す
な
む
、
と
き
ど
き
す
み
た
ま
ひ
け
る
。
も
の

を
よ
く
し
た
ま
ひ
け
れ
ば
、
御
衣
ど
も
を
な
む
あ
づ
け
さ
せ

た
ま
ひ
け
る
に
、
綾
ど
も
を
お
ほ
く
つ
か
は
し
た
り
け
れ
ば
、

﹁
雲
鳥
の
紋
の
綾
を
や
染
む
べ
き
﹂
と
聞
え
た
り
し
を
、
と
も

か
く
も
の
た
ま
は
せ
ね
ば
、﹁
え
な
む
仕
う
ま
つ
ら
ぬ
。
さ

だ
め
う
け
た
ま
は
ら
む
﹂
と
申
し
た
て
ま
つ
り
け
れ
ば
、
大

臣
の
御
返
し
に
、

雲
鳥
の
あ
や
の
色
を
も
お
も
ほ
え
ず
人
を
あ
ひ
見
で
年

の
経
ぬ
れ
ば

と
な
む
の
た
ま
へ
り
け
る
。

　
お
な
じ
内
侍
に
、
在
中
将
す
み
け
る
時
、
中
将
の
も
と
に

よ
み
て
や
り
け
る
。

秋
萩
を
色
ど
る
風
の
吹
き
ぬ
れ
ば
人
の
こ
こ
ろ
も
う
た

が
は
れ
け
り

と
あ
り
け
れ
ば
、

秋
の
野
を
色
ど
る
風
は
吹
き
ぬ
と
も
こ
こ
ろ
は
か
れ
じ

草
葉
な
ら
ね
ば

と
な
む
い
へ
り
け
る
。
か
く
て
す
ま
ず
な
り
て
の
ち
、
中
将

の
も
と
よ
り
、
衣
を
な
む
、
し
に
お
こ
せ
た
り
け
る
。
そ
れ

に
、﹁
あ
ら
は
ひ
な
ど
す
る
人
な
く
て
、
い
と
わ
び
し
く
な

む
あ
る
。
な
ほ
か
な
ら
ず
し
て
た
ま
へ
﹂と
な
む
あ
り
け
れ
ば
、

内
侍
、﹁
御
心
も
て
あ
る
こ
と
に
こ
そ
は
あ
な
れ
。

大
幣
に
な
り
ぬ
る
人
の
悲
し
き
は
よ
る
せ
と
も
な
く
し

か
ぞ
な
く
な
る
﹂

と
な
む
い
ひ
や
り
け
る
。
中
将
、

な
が
る
と
も
な
に
と
か
見
え
む
手
に
と
り
て
ひ
き
け
む

人
ぞ
幣
と
知
る
ら
む

と
な
む
い
ひ
け
る
。
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そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
を
み
る
に
、
お
お
む
ね
一
六
〇
段
の
内
容
は
一
五
九
段
の
そ
れ
を
拡
大
し
た
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
即
ち
染
殿
内
侍
の
も
と
に
男
が
通
っ
て
い
た
こ
と
。
次
い

で
男
が
染
殿
内
侍
に
仕
事
を
依
頼
し
、
彼
女
は
困
惑
し
て
し
ま
い
、
そ
の
旨
を
相
手
に
伝
え
る
こ
と
。
そ
し
て
結
局
、
愛
す
る
人
は
あ
な
た
以
外
に
い
な
い
と
男
が
女
に
伝
え
る

こ
と
。
以
上
の
よ
う
な
骨
子
で
類
似
し
て
い
る
。
こ
う
み
て
く
る
と
、
両
章
段
は
創
作
す
る
上
で
密
接
な
関
連
が
あ
っ
た
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。
一
六
〇
段
は
在
中
将
関
係
の
最

初
の
章
段
で
、
こ
の
前
半
は
後
撰
集
を
も
と
に
し
、
ま
た
後
半
の
二
首
は
伊
勢
物
語
を
模
倣
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
あ
る
作
品
を
資
料
に
し
、
虚
構
化
さ
れ
て
い
た
。
し
か
も
こ
こ
で
は
素
材
を
い
わ
ば
寄
せ
集
め
的
に
し
て
い
た
し
、
前
の
章
段
を
参
考
に
し
た
り
す
る
こ
と
は
十

分
に
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
前
後
の
章
段
を
も
と
に
創
作
さ
れ
て
い
る
章
段
と
し
て
一
五
四
段
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
の
章
段
は
次
の
一
五
五
段
と
内
容
が
類
似
し
て
お
り
、

そ
こ
に
は
虚
構
の
跡
が
み
ら
れ
た(29)
。
そ
れ
は
構
成
を
も
考
慮
し
て
の
も
の
で
あ
っ
た
。
一
五
九
、一
六
〇
段
が
と
も
に
後
半
に
あ
る
こ
と
を
思
え
ば
、
こ
の
よ
う
な
類
似
性
は
偶

然
と
は
言
え
な
い
。

以
上
、
在
中
将
関
係
の
章
段
に
染
殿
内
侍
を
登
場
さ
せ
る
に
至
っ
た
背
景
、
そ
し
て
そ
の
資
料
を
後
撰
集
か
ら
と
っ
た
理
由
、
さ
ら
に
は
一
六
〇
段
の
後
半
の
二
首
が
伊
勢
物

語
四
七
段
か
ら
の
模
倣
で
あ
る
こ
と
の
再
確
認
、
そ
の
よ
う
に
し
た
意
図
等
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
。

三

伊
勢
物
語
に
み
ら
れ
な
い
章
段
と
い
え
ば
一
六
〇
段
に
準
じ
て
一
六
五
段
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
そ
れ
は
次
の
よ
う
な
内
容
で
あ
る
。

　
水
の
尾
の
帝
の
御
時
、
左
大
弁
の
む
す
め
、
弁
の
御
息
所
と
て
い
ま
す
か
り
け
る
を
、
帝
御
ぐ
し
お
ろ
し
た
ま
う
て
の
ち
に
ひ
と
り
い
ま
す
か
り
け
る
を
、
在
中
将
し
の

び
て
通
ひ
け
り
。
中
将
、
病
い
と
お
も
く
て
わ
づ
ら
ひ
け
る
を
、
も
と
の
妻
ど
も
も
あ
り
、
こ
れ
は
い
と
し
の
び
て
あ
る
こ
と
な
れ
ば
、
え
い
き
も
と
ぶ
ら
ひ
た
ま
は
ず
、

し
の
び
し
の
び
に
な
む
と
ぶ
ら
ひ
け
る
こ
と
日
々
に
あ
り
け
り
。
さ
る
に
、
と
は
ぬ
日
な
む
あ
り
け
る
に
、
病
も
い
と
お
も
り
て
、
そ
の
日
に
な
り
に
け
り
。
中
将
の
も
と

よ
り
、つ

れ
づ
れ
と
い
と
ど
心
の
わ
び
し
き
に
け
ふ
は
と
は
ず
て
暮
し
て
む
と
や

と
て
お
こ
せ
た
り
。﹁
よ
は
く
な
り
に
た
り
﹂
と
て
、
い
と
い
た
く
泣
き
さ
わ
ぎ
て
、
返
り
ご
と
な
ど
も
せ
む
と
す
る
ほ
ど
に
、﹁
死
に
け
り
﹂
と
聞
き
て
、
い
と
い
み
じ
か

り
け
り
。
死
な
む
と
す
る
こ
と
、
今
々
と
な
り
て
よ
み
た
り
け
る
。

つ
ひ
に
ゆ
く
道
と
は
か
ね
て
聞
き
し
か
ど
き
の
ふ
け
ふ
と
は
思
は
ざ
り
し
を
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と
よ
み
て
な
む
絶
え
は
て
に
け
る
。

先
に
準
じ
て
と
断
っ
た
の
は
、
こ
の
章
段
に
あ
る
﹁
つ
ひ
に
ゆ
く
﹂
の
歌
は
伊
勢
物
語
一
二
五
段
に
み
え
る
が
、
も
う
一
首
の
﹁
つ
れ
づ
れ
と
﹂
の
歌
は
今
の
と
こ
ろ
い
ず
れ
の

作
品
に
も
見
い
出
せ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
た
め
こ
の
章
段
の
典
拠
に
つ
い
て
も
、
先
程
の
一
六
〇
段
の
場
合
と
同
じ
よ
う
な
考
え
が
な
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
問
題
に
な
る
﹁
つ
れ
づ
れ
と
﹂
の
歌
は
在
中
将
が
詠
ん
だ
わ
け
だ
が
、
賀
茂
真
淵
は
こ
の
歌
に
つ
い
て
﹃
大
和
物
語
直
解
﹄
の
中
で
﹁
か
く
つ
た
な
き
が
業
平
の
歌
な

ら
ん
や
作
り
ご
と
な
る
べ
し
﹂
と
一
蹴
し
て
い
る
。
加
え
て
こ
の
歌
が
こ
の
章
段
全
体
か
ら
考
え
て
不
自
然
で
あ
る
と
も
言
っ
て
い
る
。
た
だ
、
も
し
こ
の
歌
が
作
ら
れ
た
も
の

で
あ
る
な
ら
ば
、
何
を
も
と
に
し
て
い
る
の
か
、
さ
ら
に
ど
ん
な
点
で
不
自
然
な
の
か
に
つ
い
て
は
具
体
的
に
言
及
し
て
い
な
い
。

そ
こ
で
、﹃
大
和
物
語
直
解
﹄
の
考
え
を
自
分
な
り
に
発
展
さ
せ
て
み
た
い
わ
け
で
あ
る
が
、こ
の
﹁
つ
れ
づ
れ
と
﹂
の
歌
を
よ
く
み
る
と
、次
の
一
六
六
段
の
﹁
見
ず
も
あ
ら
ず
﹂

の
歌
に
表
現
や
内
容
の
点
で
よ
く
似
て
い
る
の
で
あ
る
。
今
、
両
方
の
歌
を
比
較
し
て
み
よ
う
。

⒞
　
見
ず
も
あ
ら
ず
見
も
せ
ぬ
人
の
恋
し
き
は
あ
や
な
く
今
日
や
な
が
め
暮
さ
む
︵
一
六
六
段
︶

⒞’
　
つ
れ
づ
れ
と
い
と
ど
心
の
わ
び
し
き
に
け
ふ
は
と
は
ず
て
暮
し
て
む
と
や
︵
一
六
五
段
︶

上
句
は
両
方
と
も
在
中
将
が
そ
の
切
な
る
心
境
を
詠
ん
で
い
る
。
即
ち
⒞
で
は
高
貴
な
人
に
逢
っ
た
後
の
や
る
せ
な
さ
を
詠
み
、
そ
れ
が
﹁
恋
し
き
﹂
に
凝
集
さ
れ
て
い
る
。

⒞’
で
は
病
気
の
身
と
な
り
、
恋
人
も
訪
ね
て
来
て
く
れ
な
い
悲
し
み
を
詠
み
、
そ
れ
が
﹁
わ
び
し
き
﹂
に
凝
集
さ
れ
て
い
る
。
表
現
の
上
で
﹁
人
の
恋
し
き

0

0

0

﹂、﹁
心
の
わ
び
し
き

0

0

0

0

﹂

と
同
じ
品
詞
を
用
い
て
い
る
。
だ
が
、
下
句
を
み
る
と
⒞
は
在
中
将
自
身
の
こ
と
を
、
⒞’
は
恋
人
︵
弁
御
息
所
︶
の
こ
と
を
そ
れ
ぞ
れ
対
象
に
詠
ん
で
い
て
上
句
と
は
趣
を
異
に

し
て
い
る
。
思
う
に
先
程
の
一
六
〇
段
で
も
み
ら
れ
た
よ
う
に
⒞’
は
そ
の
場
面
に
応
じ
て
こ
の
よ
う
な
表
現
に
し
た
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
こ
と
は
⒞
が
後
朝
の
歌
で
あ
り
、
今

日
の
逢
瀬
の
せ
つ
な
さ
を
詠
ん
で
い
る
の
に
対
し
て
、
⒞’
は
忍
ぶ
恋
の
た
め
相
手
が
訪
ね
て
き
て
く
れ
な
い
こ
と
へ
の
嘆
き
が
詠
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
理
解
で
き
よ
う
。

こ
の
よ
う
に
下
句
は
詠
む
対
象
が
異
な
っ
て
い
る
も
の
の
、両
者
は
用
法
や
語
句
の
点
で
共
通
し
て
い
る
。
即
ち
両
者
と
も
疑
問
形
を
用
い
て
い
る
こ
と
。
次
い
で
﹁
今
日
﹂、﹁
暮

す
﹂
と
い
う
日
常
語
を
用
い
て
い
る
こ
と
。
さ
ら
に
﹁
あ
や
な
く
﹂
と
﹁
と
は
ず
て
﹂
は
心
情
的
に
み
て
類
似
し
て
い
る
こ
と
。
そ
し
て
下
句
に
お
い
て
で
は
な
い
が
、﹁
な
が
め
﹂

と
﹁
つ
れ
づ
れ
﹂
も
心
境
を
示
す
語
と
し
て
類
似
し
た
表
現
で
あ
る
こ
と
。
こ
う
し
た
現
象
は
何
を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
大
和
物
語
の
場
合
、
そ
の
多
く
は
連
想
の
如
く

書
き
継
が
れ
て
い
る
章
段
が
多
い
の
で
あ
る
が
、
⒞
と
⒞’
の
歌
に
お
い
て
こ
れ
だ
け
の
共
通
点
を
見
い
出
せ
る
の
は
、
も
は
や
そ
れ
だ
け
で
は
処
理
で
き
な
い
。
ず
ば
り
言
っ
て

⒞’
の
歌
は
⒞
の
歌
を
も
と
に
し
て
創
作
さ
れ
た
と
み
て
よ
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

と
こ
ろ
で
、
今
井
源
衛
氏
は
大
和
物
語
一
六
五
段
と
在
中
将
集
と
の
関
係
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
、
両
者
は
直
接
関
係
な
く
、
両
者
に
共
通
し
た
も
の
︵
同
一
の
原
材
料
︶
の
存

在
を
想
定
さ
れ
て
い
る(28)
。
し
か
し
、
私
の
今
ま
で
の
考
察
か
ら
す
る
と
、
こ
の
﹁
つ
れ
づ
れ
と
﹂
の
歌
は
作
者
の
創
作
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
同
一
の
原
材
料
の
存
在
は
考
え
ら
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れ
ず
、
む
し
ろ
両
者
の
関
係
を
認
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
そ
し
て
、﹁
つ
ゐ
に
ゆ
く
﹂
の
歌
と
﹁
つ
れ
づ
れ
と
﹂
の
歌
が
在
中
将
集
で
離
れ
て
、
配
列
さ
れ
て
い
る
の
は
こ
の

家
集
の
編
纂
意
図
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
そ
う
す
る
と
、
大
和
物
語
の
作
者
は
こ
の
章
段
を
創
作
す
る
に
あ
た
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
点
を
念
頭
に
置
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
伊
勢
物

語
と
は
別
な
世
界
を
創
り
上
げ
よ
う
と
い
う
こ
と
が
根
底
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
は
今
井
氏
の
言
わ
れ
る(29)
よ
う
に
﹁
業
平
の
死
を
よ
り
哀
切
に
、
色
ど
り
豊
か
に
す
る

の
が
、
作
者
の
意
図
だ
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
﹂
と
い
う
こ
と
に
も
な
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
当
然
、
創
作
意
識
と
い
う
こ
と
に
も
関
係
し
て
く
る
わ
け
で
、
そ
れ
は
具
体
的
に

次
の
よ
う
な
面
か
ら
も
窺
え
よ
う
。
一
六
六
段
に
あ
る
﹁
見
ず
も
あ
ら
ず
﹂
の
歌
は
古
今
集
と
共
通
し
て
い
る
が
、
返
し
歌
の
﹁
見
も
見
ず
も
﹂
の
歌
は
創
作
さ
れ
た
も
の
で
あ

る(30)
。
す
る
と
⒞’
は
大
和
物
語
作
者
の
創
作
歌
で
は
な
い
歌
を
も
と
に
し
て
創
作
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
よ
う
に
ひ
と
つ
の
章
段
に
あ
っ
て
一
首
は
も
と
の
ま
ま
で
、
他
の

一
首
は
創
作
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
点
で
も
一
六
五
段
と
一
六
六
段
は
似
通
っ
て
い
る
。
だ
が
作
者
は
こ
の
よ
う
に
伊
勢
物
語
と
別
の
世
界
を
描
こ
う
と
思
い
つ
つ
も
伊
勢
物
語
の

こ
と
が
脳
裏
か
ら
離
れ
な
か
っ
た
。
登
場
人
物
に
お
い
て
伊
勢
物
語
か
ら
ヒ
ン
ト
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
章
段
の
冒
頭
を
﹁
水
の
尾
の
帝
﹂
と
し
た
の
は
一
六
〇

段
と
こ
の
章
段
を
除
く
と
す
べ
て
﹁
在
中
将
云
々
﹂
で
始
ま
っ
て
お
り
、
単
調
に
な
り
す
ぎ
る
こ
と
を
懸
念
し
て
こ
の
よ
う
な
表
現
に
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
裏
返

せ
ば
、
冒
頭
を
﹁
在
中
将
﹂
で
始
め
て
い
る
こ
と
自
体
、
そ
れ
な
り
の
意
図
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
よ
う
。
そ
し
て
﹁
水
の
尾
の
帝
の
云
々
﹂
と
冒
頭
に
持
っ
て
き
た
の
は

作
者
の
力
量
か
ら
言
っ
て
、
何
か
を
も
と
に
し
た
可
能
性
が
強
い
。
そ
れ
に
は
ま
ず
伊
勢
物
語
が
考
え
ら
れ
よ
う
。
事
実
、
伊
勢
物
語
に
は
こ
れ
と
似
た
表
現
が
み
ら
れ
る
の
で

あ
る
。
六
五
段
が
そ
れ
で
、
今
そ
の
本
文
と
大
和
物
語
の
冒
頭
文
を
比
べ
て
み
る
。

水
尾

0

0

の
帝
の
御
時
、
左
大
弁
の
む
す
め
、
弁
の
御
息
所

0

0

0

と
て
い
ま
す
か
り
け
る
を
︵
大
和
物
語
︶

水
の
尾

0

0

0

の
御
時
な
る
べ
し
。
大
御
息
所

0

0

0

も
染
殿
の
后
な
り
。
五
条
の
后
と
も
︵
伊
勢
物
語
︶

最
初
の
﹁
水
尾
﹂
が
共
通
し
、
ま
た
人
物
は
異
な
る
も
の
の
﹁
御
息
所
﹂
と
あ
る
こ
と
で
も
類
似
し
て
い
る
。
こ
れ
は
偶
然
の
一
致
と
言
え
よ
う
か
。
前
述
の
如
く
在
中
将
関

係
の
章
段
が
伊
勢
物
語
を
も
と
に
し
て
い
る
こ
と
を
思
え
ば
、
こ
れ
ら
の
関
係
を
認
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
こ
の
よ
う
な
方
法
は
大
和
物
語
作
者
の
使
う
手
で
あ
っ
た
よ
う

だ(31)
。
こ
の
こ
と
は
こ
こ
に
登
場
す
る
左
大
弁
な
る
人
物
に
つ
い
て
も
言
え
そ
う
だ
。
左
大
弁
に
つ
い
て
注
釈
書
に
あ
た
っ
て
み
る
と
、
未
詳
と
し
て
い
る
も
の(32)
、
あ
る
い
は
藤
原

良
近
を
あ
げ
て
い
る(33)
。
後
者
の
場
合
、
彼
が
こ
の
官
職
に
あ
っ
た
と
い
う
記
事
は
見
当
ら
ず
、
問
題
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
場
合
、
そ
の
根
拠
を
ど
こ
に
求
め
て
い
る
の

か
と
い
う
と
、
お
そ
ら
く
伊
勢
物
語
一
〇
一
段
に
﹁
左
中
弁
藤
原
良
近
云
々
﹂
と
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
私
は
む
し
ろ
そ
れ
と
の
関
係
か
ら
こ
こ
を
考
え
る

べ
き
で
は
な
い
か
と
思
う
。
実
在
の
人
物
で
あ
る
藤
原
良
近
と
す
る
の
で
は
な
く
、
少
し
も
じ
っ
て
架
空
の
人
物
に
仕
立
て
あ
げ
た
の
で
は
な
い
か
。
と
い
う
の
は
大
和
物
語

一
六
二
、一
六
六
段
は
伊
勢
物
語
に
お
い
て
九
九
、一
〇
〇
段
と
連
続
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
章
段
は
後
の
考
察
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
伊
勢
物
語
か
ら
と
ら
れ
、
章
段
の
構
成
を
考
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え
て
分
散
し
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
も
そ
の
後
の
伊
勢
物
語
一
〇
一
段
は
在
中
将
の
兄
で
あ
る
行
平
の
こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り
、
作
者
が
注
意
を
引
い
て
い
た
こ
と
は
十
分
予
想

で
き
よ
う
。
と
も
か
く
こ
こ
は
無
理
を
押
し
て
ま
で
実
在
人
物
の
良
近
と
す
る
の
で
は
な
く
、
架
空
の
人
物
と
考
え
、
作
者
の
創
作
と
み
て
お
き
た
い
。

大
和
物
語
の
作
者
は
資
料
を
駆
使
し
創
作
し
て
い
っ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
地
文
に
目
を
転
じ
て
み
る
と
欠
点
が
み
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
箇
所
を
抜
き
出
し
て
み
よ
う
。

こ
れ
は
い
と
し
の
び
て
あ
る
こ
と
な
れ
ば
、
え
行
き
も①
と
ぶ
ら
ひ
給
は
ず
、
し
の
び
し
の
び
に
な
む②
と
ぶ
ら
ひ
け
る
こ
と
日
々
に
あ
り
け
り
。
さ
る
に③
と
は
ぬ
日
な
む
あ
り
け
る
に
…

こ
の
箇
所
に
﹁
訪
ふ
﹂
が
二
箇
所
、﹁
と
ぶ
ら
ふ
﹂
が
一
箇
所
そ
れ
ぞ
れ
み
ら
れ
る
。
そ
れ
ら
に
傍
線
を
施
し
①
、
②
、
③
と
番
号
を
付
し
て
お
い
た
が
、
こ
の
う
ち
解
釈
上
、

①
に
つ
い
て
は
問
題
な
い
が
、
②
と
③
に
つ
い
て
は
問
題
が
あ
る
よ
う
に
思
う
。
と
い
う
の
は 

﹁
訪
ふ
﹂、﹁
と
ぶ
ら
ふ
﹂
が
﹁
こ
れ
は
…
︵
中
略
︶
…
給
は
ず
﹂
と
い
う
本
文
で

限
定
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
後
に
②
と
③
が
み
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
②
と
③
に
つ
い
て
、
イ
単
に
訪
問
す
る
。
ロ
手
紙
を
出
す
と
い
う
意
に
解
釈
が
分
か
れ
て
い
る
。

た
だ
古
注
で
は
ど
う
し
た
わ
け
か
取
り
上
げ
て
い
な
い
が
、
こ
れ
は
大
和
物
語
の
創
作
性
を
考
え
て
い
く
上
で
無
視
で
き
な
い
箇
所
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
点
、
明
治
時
代
以
降
に

刊
行
を
み
た
注
釈
書
は
先
程
の
よ
う
に
二
つ
の
解
釈
に
分
か
れ
て
い
る
。
今
、
そ
れ
ぞ
れ
の
注
釈
書
を
あ
げ
て
み
る
と
、

イ
に
解
釈
し
て
い
る
も
の
…
…
﹃
日
本
古
典
文
学
全
集
大
和
物
語
﹄、﹃
大
和
物
語
の
注
釈
と
研
究
﹄

ロ
に
解
釈
し
て
い
る
も
の
…
…
﹃
大
和
物
語
新
釈
﹄、﹃
大
和
物
語
新
講
﹄、﹃
大
和
物
語
詳
解
﹄︵
武
田
祐
吉
氏
・
水
野
駒
雄
氏
︶
、﹃
全
訳
王
朝
文
学
叢
書  

第
一
巻
﹄、﹃
大
和
物
語
全
釈
﹄、

﹃
大
和
物
語
︵
下
︶
講
談
社
学
術
文
庫
﹄

と
言
っ
た
状
況
で
あ
る
。
さ
ら
に
今
井
源
衛
氏
の
﹁
大
和
物
語
評
釈
・
五
十
二
　
在
中
将
︵
続
︶﹂︵﹁
国
文
学
﹂
11
巻
14
号
︶
で
は
﹁
人
目
を
忍
ん
で
手
紙
だ
け
を
遺
さ
れ
る

8

8

8

8

8

8

8

8

8

こ
と
が
、

日
々
に
あ
り
ま
し
た
。
と
い
っ
て
も
お
見
舞
い
の
な
い
日

8

8

8

8

8

8

8

8

も
あ
っ
た
の
で
し
た
﹂
圏
点
は

稿

者

と
分
け
て
解
釈
し
て
お
り
、
こ
れ
は
い
わ
ば
イ
と
ロ
の
中
間
的
な
解
釈
で
あ
る
。
以
上
の

よ
う
に
こ
の
部
分
の
解
釈
に
つ
い
て
、
先
学
は
ひ
じ
ょ
う
に
苦
労
さ
れ
て
い
る
わ
け
だ
が
、
先
程
、
古
注
で
は
ふ
れ
て
い
な
い
と
言
っ
た
が
、
実
は
伊
勢
物
語
と
大
和
物
語
を
資

料
に
し
て
編
纂
さ
れ
、
鎌
倉
時
代
の
成
立
と
言
わ
れ
て
い
る(34)
﹃
前
田
家
本
在
中
将
集
﹄
か
ら
も
そ
の
片
鱗
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

い
と
し
の
び
て
語
ら
ひ
け
る
ほ
ど
に
、
わ
づ
ら
ふ
こ
と
あ
り
け
れ
ば
、②
し
の
び
て
女
、
日
ゝ
に
と
ぶ
ら
ひ
け
る
を
、
い
か
な
る
事
に
か
あ
り
け
む
、③
せ
う
そ
こ
、
お
こ
せ
ざ

り
け
る
日
、
心
地
も
い
と
よ
は
う
な
り
に
け
れ
ば
、
い
ひ
や
り
け
る
。

︵
注
︶　
山
田
清
市
氏
著
﹃
伊
勢
物
語
　
在
中
将
集
﹄︵
白
帝
社
　
昭
和
42
年
4
月
︶
に
拠
り
、
句
読
点
、
及
び
濁
点
は
稿
者
が
施
し
た
。

在
中
将
集
は
大
和
物
語
の
﹁
え
行
き
と
ぶ
ら
ひ
給
は
ず
﹂
に
あ
た
る
と
こ
ろ
を
持
っ
て
い
な
い
。
そ
し
て
こ
こ
で
も
先
程
の
今
井
氏
と
同
じ
よ
う
に
②
、
③
に
あ
た
る
と
こ
ろ
を

区
別
し
解
釈
上
、
自
然
な
本
文
に
し
て
い
る
た
だ
し
、
今
井
氏
と
は
逆

の
解
釈
に
な
っ
て
い
る

。
こ
れ
は
ひ
と
つ
の
解
釈
の
仕
方
を
示
し
た
も
の
と
言
え
よ
う
。

そ
れ
に
し
て
も
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
に
区
別
さ
れ
た
解
釈
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
。
思
う
に
こ
れ
は
作
者
の
文
章
力
と
言
お
う
か
、
創
作
力
に
起
因
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
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確
か
に
執
筆
す
る
前
に
は
こ
う
し
よ
う
と
い
う
構
想
を
抱
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
い
ざ
執
筆
し
て
み
る
と
思
う
よ
う
に
い
か
な
か
っ
た
と
い
う
の
が
真
相
で
な
か
っ
た
の
か
。

と
も
か
く
解
釈
の
上
で
こ
の
よ
う
な
あ
い
ま
い
さ
を
残
し
て
い
る
の
は
、
や
は
り
そ
れ
を
物
語
っ
て
い
よ
う
。

そ
れ
で
は
、
作
者
の
真
意
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
。
そ
れ
に
迫
る
意
味
で
本
文
を
辿
っ
て
み
る
と
、﹁
こ
れ
は
い
と
し
の
び
て
あ
る
こ
と
な
れ
ば
、
え
行
き
と
ぶ
ら
ひ
給
は
ず
﹂

と
あ
る
か
ら
弁
御
息
所
は
在
中
将
の
許
に
忍
ん
で
通
っ
て
お
り
、
彼
の
と
こ
ろ
に
行
け
な
い
こ
と
が
多
か
っ
た
の
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
を
押
し
て
訪
問
さ
れ
る
こ

と
が
あ
っ
た
。
そ
れ
が
﹁
し
の
び
し
の
び
に
な
む
と
ぶ
ら
ひ
け
る
こ
と
日
々
に
あ
り
け
り
﹂
と
い
う
表
現
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
特
に
﹁
し
の
ぶ
﹂
と
い
う
語
を
二
度
く
り
返
し

て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
理
解
で
き
よ
う
。
そ
れ
と
﹁
つ
れ
づ
れ
と
﹂
の
歌
に
﹁
と
は
ず
て
﹂
と
い
う
表
現
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
そ
の
前
の
地
文
に
﹁
さ
る
に
と
は
ぬ

0

0

0

日
な
む
あ

り
け
る
﹂
を
受
け
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
病
弱
の
身
で
は
あ
る
が
、
最
後
に
弁
御
息
所
に
ひ
と
目
で
も
会
い
た
い
と
い
う
在
中
将
の
切
な
る
願
い
が
﹁
と
は
ず
て
﹂
と
い
う
表
現

に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
時
の
弁
御
息
所
の
心
情
を
察
し
て
み
る
に
、
こ
の
歌
の
﹁
と
ぶ
ら
ふ
﹂
に
つ
い
て
手
紙
を
出
す
意
に
解
し
て
し
ま
う
と
、
そ
の
緊

迫
感
に
欠
け
る
し
、
な
に
も
﹁
忍
ぶ
﹂
を
二
度
も
く
り
返
す
必
要
は
あ
る
ま
い
。
以
上
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
こ
こ
は
弁
御
息
所
の
切
な
る
願
い
を
込
め
て
、
実
際
に
訪
れ
る
意
に

理
解
し
、
少
な
く
と
も
大
和
物
語
の
作
者
は
そ
の
よ
う
な
意
図
で
も
っ
て
こ
こ
を
表
現
し
た
と
考
え
た
い
。

大
和
物
語
作
者
の
文
章
力
の
不
足
さ
と
言
え
ば
、﹁
つ
ゐ
に
ゆ
く
﹂
の
歌
の
前
後
に
も
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
以
前
に
指
摘
し
た
こ
と
が
あ
る(35)
の
で
、

詳
し
く
は
そ
れ
に
譲
る
と
し
て
、こ
こ
で
は
特
に
創
作
と
い
う
こ
と
に
関
し
て
別
の
面
か
ら
少
し
述
べ
て
お
こ
う
。
そ
れ
は
﹁
死
﹂
に
つ
い
て
の
表
記
の
部
分
で
あ
る
。
即
ち
﹁
死

に
け
る
と
き
ゝ
て
﹂、﹁
死
な
む
と
す
る
﹂、﹁
絶
え
は
て
に
け
る
﹂
と
い
う
三
箇
所
間
が
解
釈
上
、
ど
う
も
す
っ
き
り
し
な
い
。
そ
れ
は
こ
こ
で
も
﹁
返
り
ご
と
な
ど
も
せ
む
と
す

る
ほ
ど
に
、…
…︵
中
略
︶
…
…
い
と
い
み
じ
か
り
け
り
﹂と
い
う
本
文
で
限
定
さ
れ
て
お
り
、そ
の
後
に﹁
死
﹂に
つ
い
て
の
表
記
が
み
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
は
先
程
の﹁
訪
ふ
﹂

の
場
合
と
よ
く
似
て
い
る
。
し
か
も
後
の
表
記
を
見
る
と
、﹁
死
な
む
と
す
る
こ
と
今
々

0

0

と
な
り
て
﹂と
あ
り
、こ
れ
ま
た
意
味
上
、異
な
る
も
の
の
そ
の
表
現
方
法
で
は
先
程
の﹁
し

の
び

〱
﹂
と
い
う
表
現
に
よ
く
似
て
い
る
。
そ
し
て
﹁
絶
え
は
て
に
け
る
﹂
と
最
後
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
で
完
全
に
息
絶
え
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
本
文
は
伊
勢
物

語
や
古
今
集
と
比
較
し
て
み
る
と
か
け
離
れ
て
お
り
、
大
和
物
語
の
作
者
に
よ
っ
て
創
作
さ
れ
た
本
文
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
は
言
っ
て
み
れ
ば
、
在
中
将
へ
の
哀
傷
感
を
醸
し

出
す
た
め
に
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
作
者
に
と
っ
て
は
精
一
杯
、
努
力
し
た
結
果
で
あ
っ
た
。

四

前
述
し
た
よ
う
に
一
六
六
段
も
形
態
上
、
一
六
五
段
と
似
て
い
る
。
そ
れ
は
次
の
よ
う
な
内
容
で
あ
る
。
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在
中
将
、
物
見
に
い
で
て
、
女
の
よ
し
あ
る
車
の
も
と
に
立
ち
ぬ
。
下
簾
の
は
ざ
ま
よ
り
、
こ
の
女
の
顔
い
と
よ
く
見
て
け
り
。

も
の
な
ど
い
ひ
か
は
し
け
り
。
こ
れ
も
か
れ
も
か
へ
り
て
、
朝
に
よ
み
て
や
り
け
る
。

見
ず
も
あ
ら
ず
見
も
せ
ぬ
人
の
恋
し
き
は
あ
や
な
く
今
日
や
な
が
め
暮
さ
む

と
あ
れ
ば
、
女
、
か
へ
し
、

見
も
見
ず
も
た
れ
と
知
り
て
か
恋
ひ
ら
る
る
お
ぼ
つ
か
な
さ
の
今
日
の
な
が
め
や

と
ぞ
い
へ
り
け
る
。
こ
れ
ら
は
物
語
に
て
世
に
あ
る
こ
と
ど
も
な
り
。

こ
の
章
段
は
伊
勢
物
語
九
九
段
と
共
通
し
て
い
る
が
、
た
だ
、﹁
見
も
見
ず
も
﹂
の
歌
は
、
伊
勢
物
語
に
は
見
ら
れ
ず
、
別
の
歌
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
現
象
に
つ
い
て
、
従
来
、

現
存
と
は
別
の
伊
勢
物
語
、
い
わ
ゆ
る
異
本
伊
勢
物
語
の
如
き
も
の
か
ら
と
ら
れ
た(36)
と
か
、
あ
る
い
は
業
平
集
た
だ
し
現
存
の

も
の
で
は
な
い

、
業
平
説
話
か
ら
と
ら
れ(37)
た
と
か
、
さ
ら
に
は
歌
語

り
さ
れ
て
こ
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
っ
た
も
の(38)
と
か
考
え
ら
れ
て
来
た
。
し
か
し
、
こ
の
﹁
見
も
見
ず
も
﹂
の
歌
は
大
和
物
語
の
作
者
に
よ
っ
て
創
作
さ
れ
た
も
の
と
考
え
た
方

が
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。
詳
細
は
拙
稿(39)
に
譲
る
が
、
そ
の
主
と
す
る
理
由
は
、
伊
勢
物
語
の
こ
の
章
段
の
最
後
に
あ
る
﹁
後
は
誰
と
知
り

0

0

0

0

に
け
り
﹂
と
い
う
本
文
を
、
大
和
物
語
の

﹁
見
も
見
ず
も
﹂
の
歌
の
中
に
と
り
入
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
る
。
私
の
こ
の
考
え
に
対
し
て
は
一
部
の
賛
同
を
得
ら
れ
た
が
、
そ
れ
で
も
ま
だ
こ
の
現
象
を
歌
語
り
と
い
う
こ
と

に
固
執
な
さ
れ
て
い
る
方
も
お
い
で
に
な
る(40)
。
そ
ん
な
こ
と
で
、
自
分
の
考
え
を
少
し
補
強
し
て
お
き
た
い
。

私
が
創
作
と
考
え
た
﹁
見
も
見
ず
も
﹂
の
歌
は
、
贈
歌
で
あ
る
﹁
見
ず
も
あ
ら
ず
﹂
の
歌
に
表
現
上
、
近
似
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
両
方
の
歌
は
贈
答
歌
と
し
て
存
在
す
る
の

だ
か
ら
、
そ
う
な
っ
て
い
る
の
は
当
然
の
結
果
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
に
し
て
も
あ
ま
り
に
も
似
通
っ
て
い
る
。
今
、
両
方
の
歌
を
比
較
し
て
み
よ
う
。

　
見①

ず
も
あ
ら
ず
見
も
せ
ぬ
人
の 

恋②

し
き
は 

あ③

や
な
く 

今④

日
や 

な⑤

が
め
暮
さ
む

　
見，①
も
見
ず
も
た
れ
と
知
り
て
か 

恋，②
ひ
ら
る
ゝ 

お，③
ぼ
つ
か
な
さ
の 

今，④

日
の 
な，⑤
が
め
や

そ
れ
ぞ
れ
似
通
っ
た
箇
所
に
傍
線
及
び
波
線
を
施
し
、
番
号
を
付
け
て
お
い
た
が
、
こ
の
中
で
①
と
①’
、
③
と
③’
は
他
の
と
こ
ろ
に
比
べ
る
と
や
や
違
っ
て
い
る
。
た
だ
前
者
は

違
っ
て
は
い
る
も
の
の
、﹁
見
ず
も
あ
ら
ず
見
も
せ
ぬ
﹂
と
﹁
見
も
見
ず
も
﹂
は
同
じ
こ
と
を
言
っ
て
お
り
、
ま
た
﹁
誰
と
知
り
て
か
﹂
も
①
の
﹁
人
﹂
を
も
と
に
し
て
こ
の
章

段
の
内
容
を
考
え
、
こ
の
よ
う
な
表
現
に
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
後
者
の
③
と
③’
は
贈
答
歌
と
い
う
こ
と
か
ら
同
じ
表
現
に
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
別
な
表
現
に
し
た

の
で
は
な
い
か
。
し
か
も
各
章
段
の
内
容
が
こ
れ
ら
の
歌
の
表
現
に
反
映
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
伊
勢
物
語
九
九
段
に
は
女
の
純
粋
で
ひ
た
む
き
な
と
こ
ろ
が
み
ら
れ
、

そ
れ
が
﹁
あ
や
な
し
﹂
と
い
う
表
現
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
対
し
て
大
和
物
語
一
六
六
段
に
は
女
の
高
貴
意
識
が
窺
わ
れ
、
そ
れ
が
﹁
お
ぼ
つ
か
な
し
﹂
と
い
う
表
現
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に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
事
実
、
大
和
物
語
一
六
六
段
に
は
伊
勢
物
語
九
九
段
に
比
べ
女
の
感
情
の
激
し
さ
が
読
み
と
れ
る
。﹁
誰
と
知
り
て
か
﹂
と
切
り
出
し
、
続
け
て
﹁
お

ぼ
つ
か
な
さ
﹂
と
在
中
将
を
一
蹴
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
多
少
な
り
と
も
趣
向
の
上
で
は
違
っ
て
い
る
も
の
の
、
表
現
の
点
か
ら
み
る
と
、﹁
あ
や
な
し
﹂
と
、﹁
お
ぼ
つ
か
な

し
﹂
は
同
じ
品
詞
で
、
と
も
に
対
象
が
は
っ
き
り
し
な
い
と
い
う
こ
と
を
原
義
に
し
て
お
り
、
大
和
物
語
の
作
者
は
改
作
す
る
場
合
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
考
慮
し
、
似
通
っ
た

語
を
用
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
以
外
は
文
法
的
な
違
い
は
あ
る
も
の
の
、
両
方
と
も
同
じ
語
を
用
い
て
い
る
。
さ
ら
に
、
い
ず
れ
の
方
に
も
﹁
や
﹂
と
い
う
係
助
詞
を
用
い

て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
贈
歌
、
返
歌
の
違
い
は
あ
っ
て
も
、
使
用
し
て
い
る
語
が
こ
れ
ほ
ど
近
似
し
て
い
る
こ
と
は
何
を
意
味
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
や
は
り
こ
れ
は
前
歌
を
も

と
に
し
て
創
作
し
た
と
し
か
考
え
ら
れ
な
い
。
そ
し
て
、
そ
の
方
法
は
贈
歌
に
あ
る
類
似
語
を
用
い
て
お
り
、
単
純
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
今
ま
で
見
て
き
た
章

段
の
地
文
で
も
表
現
の
不
備
な
と
こ
ろ
が
あ
り
、
そ
の
こ
と
と
無
関
係
で
は
あ
る
ま
い
。
そ
れ
と
こ
の
章
段
で
も
、
歌
に
お
い
て
出
典
の
明
ら
か
な
も
の
と
、
そ
う
で
な
い
も

の
と
い
う
配
置
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
現
象
は
、
す
で
に
見
て
き
た
一
六
〇
、一
六
五
段
と
共
通
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
も
指
摘
し
た
よ
う
に
、
こ
の
こ
と
は

伊
勢
物
語
と
別
な
世
界
、
言
い
換
え
れ
ば
作
者
の
創
作
欲
に
関
係
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
現
象
は
、
も
は
や
歌
語
り
と
い
う
概
念
だ
け
で
は
処
理
で

き
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
一
六
六
段
の
末
尾
に
は
﹁
こ
れ
ら
は
物
語
に
あ
る
こ
と
ど
も
な
り
﹂
と
い
う
注
記
め
い
た
本
文
が
あ
る
。
こ
れ
は
一
六
〇
段
か
ら
一
六
六
段
を
受
け
て
お
り
、﹁
物

語
﹂
が
伊
勢
物
語
を
指
し
て
い
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。
そ
れ
に
し
て
も
現
存
の
伊
勢
物
語
と
内
容
が
か
な
り
異
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
か
つ
て
漠
然
と
言
っ
て

い
る
の
で
は
な
い
か
と
述
べ
た
こ
と
が
あ
る(41)
。
こ
こ
で
別
の
面
か
ら
少
し
補
足
し
て
お
こ
う
。

こ
の
本
文
が
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
つ
の
で
あ
ろ
う
か
。
典
拠
を
示
す
こ
と
も
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
そ
れ
に
し
て
も
あ
ま
り
に
も
現
存
の
も
の
と
違
い
す
ぎ

る
。
す
る
と
こ
れ
以
外
に
ど
ん
な
働
き
が
考
え
ら
れ
よ
う
か
。
こ
れ
を
考
え
る
目
安
と
し
て
こ
れ
以
外
の
在
中
将
関
係
の
章
段
に
み
ら
れ
る
同
じ
よ
う
な
本
文
と
比
べ
て
み
よ
う
。

そ
れ
は
、
こ
の
外
に
﹁
か
へ
し
を
人
な
む
忘
れ
に
け
る
﹂︵
一
六
一
段
︶
と
﹁
同
じ
草
を
忍
ぶ
草
、
忘
れ
草
と
い
へ
ば
、
そ
れ
に
よ
り
て
な
む
よ
み
た
り
け
る
﹂︵
一
六
二
段
︶
が

あ
る
。
前
者
か
ら
は
た
し
て
返
し
歌
が
存
在
し
た
か
ど
う
か
疑
問
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
後
述
す
る
﹁
思
ひ
あ
ら
ば
﹂
の
歌
は
古
今
集
と
共
通
し
て
い
る
が
、
そ
こ
に
は
返
歌
が

み
ら
れ
な
い
し
、
ま
た
こ
れ
以
外
の
文
献
な
ど
に
も
そ
の
存
在
を
記
し
た
も
の
が
み
ら
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
考
え
て
、
む
し
ろ
別
の
意
図
が
あ
っ
た
の
で
は
な

い
か
。
ま
た
後
者
は
そ
の
内
容
に
誤
り
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
前
述
の
如
く
こ
れ
は
そ
の
内
容
の
展
開
を
考
え
て
こ
の
本
文
を
付
加
し
た
可
能
性
が
強
い
。
こ
う
み
て
く

る
と
、
一
六
六
段
の
そ
れ
を
含
め
こ
れ
ら
三
者
に
共
通
し
て
い
る
こ
と
は
、
言
っ
て
い
る
こ
と
の
真
実
そ
の
も
の
よ
り
も
別
の
意
図
を
含
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ

は
正
確
を
期
す
る
と
い
う
こ
と
よ
り
も
、
む
し
ろ
話
の
展
開
に
重
き
を
置
い
て
記
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
特
に
一
六
六
段
の
場
合
は
段
末
の
本
文
の
一
部
を
歌
に
組
み
入
れ
、
そ
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の
代
わ
り
に
﹁
こ
れ
ら
は
物
語
に
云
々
﹂
の
本
文
を
付
加
し
て
い
る
こ
と
を
思
え
ば
、
な
お
さ
ら
そ
う
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。
し
か
も
わ
ざ
わ
ざ
こ
れ
を
付
加
し
た
意
味
は
、
伊

勢
物
語
な
る
作
品
が
あ
ま
り
に
も
著
名
で
あ
り
、
大
和
物
語
の
在
中
将
関
係
の
章
段
は
伊
勢
物
語
と
共
通
し
て
い
る
こ
と
に
読
者
は
気
づ
い
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
大
和
物
語
の

作
者
は
こ
れ
ら
の
章
段
を
改
作
し
た
け
れ
ど
、
そ
れ
は
伊
勢
物
語
を
も
と
に
し
た
こ
と
を
い
わ
ば
こ
と
わ
り
の
気
持
ち
で
記
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
鈴
鹿
本
、
御
巫
本
に
よ

る
と
こ
こ
の
本
文
に
異
同
が
あ
る
。﹁
こ
れ
は
物
語
に
あ
る
ほ
か
の
こ
と
ど
も
な
り
﹂と
あ
る
。
こ
れ
は
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る(42)
よ
う
に
一
六
六
段
の
み
を
指
し
た
本
文
で
あ
る
。

思
う
に
、
鈴
鹿
本
、
御
巫
本
は
流
布
本
に
あ
る
本
文
を
書
い
た
意
図
を
理
解
せ
ず
、
む
し
ろ
誤
り
と
考
え
て
書
き
改
め
た
の
で
あ
ろ
う
。

五

一
六
〇
、一
六
五
、一
六
六
の
三
章
段
は
在
中
将
を
描
い
て
い
る
も
の
の
、
伊
勢
物
語
と
比
較
し
て
み
る
に
、
そ
こ
に
は
全
く
見
ら
れ
な
い
と
こ
ろ
や
部
分
的
に
そ
う
な
っ
て
い

る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。
な
ぜ
そ
う
な
っ
て
い
る
か
を
突
き
詰
め
て
み
る
と
、
結
局
の
と
こ
ろ
大
和
物
語
作
者
の
創
作
欲
に
起
因
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
に
は
、
伊
勢
物

語
と
は
別
な
面
を
描
い
て
い
こ
う
と
い
う
作
者
の
意
図
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
努
力
は
確
か
に
認
め
ら
れ
る
が
、
お
お
む
ね
そ
の
方
法
は
あ
る
歌
を
も
と
に
し
た
り
、

伊
勢
物
語
の
一
部
を
利
用
し
た
り
し
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
そ
の
方
法
は
寄
せ
集
め
的
で
あ
り
、
ま
た
本
文
自
体
に
も
ぎ
こ
ち
な
さ
が
み
ら
れ
、
創
作
さ
れ
た
歌
や
本
文
が
け
っ

し
て
す
ぐ
れ
た
も
の
と
は
思
わ
れ
な
い
。

六

こ
の
外
に
も
在
中
将
関
係
の
章
段
は
み
ら
れ
る
が
、
そ
の
内
容
は
大
筋
に
お
い
て
伊
勢
物
語
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
。
こ
れ
は
先
程
の
一
六
五
段
な
ど
に
比
べ
る
と
趣
を
異

に
し
て
い
る
。
た
だ
、
在
中
将
関
係
の
章
段
は
六
章
段
連
続
し
て
お
り
、
大
和
物
語
の
中
で
最
も
多
い
。
こ
れ
だ
け
を
集
中
さ
せ
て
い
る
こ
と
か
ら
し
て
、
先
程
の
三
章
段
で
も

そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
こ
れ
ら
以
外
で
も
何
ら
か
の
方
法
を
講
じ
て
い
る
こ
と
は
当
然
予
想
で
き
よ
う
。

そ
こ
で
、
ま
ず
大
和
物
語
一
六
一
段
か
ら
み
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
こ
の
章
段
は
伊
勢
物
語
三
段
と
七
六
段
が
一
緒
に
な
っ
て
い
る
。
論
述
の
便
宜
上
、
両
者
を
比
較
し

て
お
く
。
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大
和
物
語
一
六
一
段
の
成
立
に
つ
い
て
は
、
第
一
に
伊
勢
物
語
を
も
と
に
し
て
大
和
物
語
が
出
来
た
と
い
う
考
え
、
第
二
に
現
存
し
な
い
業
平
集
、
あ
る
い
は
業
平
説
話
を
も

と
に
し
て
出
来
た
と
い
う
考
え
、
第
三
に
大
和
物
語
か
ら
伊
勢
物
語
が
出
来
た
と
い
う
考
え
が
あ
る
。
第
一
の
考
え
は
先
人
の
説(43)
で
あ
り
、
ま
た
第
二
の
考
え(44)
は
確
か
に
合
理
的

に
説
明
で
き
る
も
の
の
資
料
的
な
面
で
問
題
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
説
得
力
に
欠
け
る
こ
と
は
否
め
な
い
。
し
か
も
、
先
程
考
察
し
た
伊
勢
物
語
に
見
ら
れ
な
い
話
は
、
私
見
に

よ
る
と
大
和
物
語
作
者
の
創
作
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
も
し
在
中
将
関
係
の
章
段
が
伊
勢
物
語
等
を
も
と
に
し
、
各
々
の
章
段
が
創
作
さ
れ
て
、
か
つ
全
体
の
構
成
を
も
配
慮
さ

れ
て
い
っ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
も
は
や
こ
の
考
え
は
成
り
立
た
な
く
な
る
。
最
後
の
大
和
物
語
か
ら
伊
勢
物
語
と
い
う
考
え
に
つ
い
て
は
、
少
し
説
明
を
加
え
る
必
要
が
あ
る
。

伊
勢
物
語
　
三
・
七
六
段

大
和
物
語
　
一
六
一
段

　
む
か
し
、
男
あ
り
け
り
。
懸
想
じ
け
る
女
の
も
と
に
ひ
じ

き
藻
と
い
ふ
も
の
を
や
る
と
て
、

思
ひ
あ
ら
ば
む
ぐ
ら
の
宿
に
寝
も
し
な
む
ひ
じ
き
も
の

に
は
袖
を
し
つ
つ
も

二
条
の
后
の
、
ま
だ
帝
に
も
仕
う
ま
つ
り
た
ま
は
で
、
た
だ

人
に
て
お
は
し
ま
し
け
る
時
の
こ
と
な
り
。

　
む
か
し
、
二
条
の
后
の
、
ま
だ
春
宮
の
御
息
所
と
申
し
け

る
時
、
氏
神
に
ま
う
で
た
ま
ひ
け
る
に
、
近
衛
司
に
さ
ぶ
ら

ひ
け
る
お
き
な
、
人
々
の
禄
た
ま
は
る
つ
い
で
に
、
御
車
よ

り
た
ま
は
り
て
、
よ
み
て
奉
り
け
る
。

大
原
や
小
塩
の
山
も
今
日
こ
そ
は
神
代
の
こ
と
も
お
も

ひ
い
づ
ら
め

と
て
、
心
に
も
か
な
し
と
や
思
ひ
け
む
、
い
か
が
思
ひ
け
む
、

知
ら
ず
か
し
。

　
在
中
将
、
二
条
の
后
の
宮
、
ま
だ
、
帝
に
も
仕
う
ま
つ
り

た
ま
は
で
、
た
だ
人
に
お
は
し
ま
し
け
る
世
に
、
よ
ば
ひ
た

て
ま
つ
り
け
る
時
、
ひ
じ
き
と
い
ふ
物
お
こ
せ
て
、
か
く
な
む
、

思
ひ
あ
ら
ば
む
ぐ
ら
の
宿
に
寝
も
し
な
む
ひ
じ
き
物
に

は
袖
を
し
つ
ゝ
も

と
な
む
の
た
ま
へ
り
け
る
。
返
し
を
人
な
む
忘
れ
に
け
る
。

　
さ
て
、
后
の
宮
、
春
宮
の
女
御
と
聞
え
て
大
原
野
に
ま
う

で
た
ま
ひ
け
り
。
御
と
も
に
上
達
部
・
殿
上
人
、
い
と
お
ほ

く
仕
う
ま
つ
り
け
り
。
在
中
将
も
仕
う
ま
つ
れ
り
。
御
車
の

あ
た
り
に
、
な
ま
暗
き
を
り
に
立
て
り
け
り
。
御
社
に
て
、

お
ほ
か
た
の
人
々
禄
た
ま
は
り
て
の
ち
な
り
け
り
。
御
車
の

し
り
よ
り
、
奉
れ
る
御
単
衣
の
御
衣
を
か
づ
け
さ
せ
た
ま
へ

り
け
り
。
在
中
将
、
た
ま
は
る
ま
ま
に
、

大
原
や
小
塩
の
山
も
今
日
こ
そ
は
神
代
の
こ
と
を
お
も

ひ
い
づ
ら
め

と
、
し
の
び
や
か
に
い
ひ
け
り
。
む
か
し
を
お
ぼ
し
い
で
て
、

を
か
し
と
お
ぼ
し
け
る
。
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こ
れ
は
昭
和
五
四
年
に
発
表
さ
れ
た
吉
山
裕
樹
氏
の
説
で
あ
る(45)
。
氏
は
伊
勢
物
語
七
六
段
の
末
尾
本
文
﹁
と
て
心
に
も
か
な
し
と
や
思
ひ
け
ん
、
い
か
が
思
ひ
け
ん
、
知
ら
ず
か
し
﹂

と
い
う
箇
所
が
、
伝
本
に
よ
り
異
同
が
み
ら
れ
、
流
動
的
に
な
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
、
塗
籠
本
が
有
し
て
い
な
い
こ
と
に
注
目
さ
れ
た
。
即
ち
七
六
段
の
主
人
公

﹁
翁
﹂
は
他
の
章
段
︱
七
九
・
八
一
段
︱
に
お
い
て
、
晴
れ
の
歌
、
寿
の
歌
を
詠
む
専
門
歌
人
と
し
て
登
場
す
る
か
ら
、
七
六
段
も
先
程
の
末
尾
本
文
を
取
り
去
れ
ば
、
寿
の
歌
に

な
り
、
こ
の
末
尾
本
文
を
本
来
、
持
っ
て
い
な
か
っ
た
と
み
て
、
そ
の
成
立
過
程
を
塗
籠
本
↓
大
和
物
語
一
六
一
段
↓
伊
勢
物
語
︵
末
尾
本
文
を
付
加
︶
の
よ
う
に
考
え
て
お
ら
れ
る
。

そ
こ
で
、
第
一
、三
の
考
え
の
う
ち
い
ず
れ
が
妥
当
で
あ
る
か
を
考
え
、
あ
わ
せ
て
大
和
物
語
作
者
の
、
こ
の
章
段
を
創
作
す
る
に
あ
た
っ
て
の
意
図
な
る
も
の
を
探
っ
て
み

た
い
。
そ
れ
に
は
ま
ず
﹁
大
原
や
﹂
の
歌
と
﹁
思
ひ
あ
ら
ば
﹂
の
歌
と
そ
れ
に
付
随
す
る
こ
と
を
い
か
に
考
え
た
ら
よ
い
か
が
問
題
に
な
っ
て
来
よ
う
。
と
い
う
の
は
、
こ
の
歌

は
伊
勢
物
語
、
大
和
物
語
だ
け
で
な
く
古
今
集
に
も
み
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
古
今
集
の
詞
書
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

二
条
后
の
ま
だ
春
宮
の
御
息
所
と
申
け
る
時
に
、
大
原
野
に
ま
う
で
給
ひ
け
る
日
よ
め
る

︵
注
︶　
本
文
は
﹃
日
本
古
典
文
学
全
集
古
今
和
歌
集
﹄
に
拠
っ
た
。
以
下
も
同
様
。

こ
れ
を
も
と
に
し
て
伊
勢
物
語
七
六
段
が
成
立
し
た
と
思
わ
れ
る
。
両
者
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
森
本
茂
氏
に
よ
っ
て
要
を
得
た
見
解
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。
今
、
そ
れ

を
引
用
し
て
み
よ
う
。

﹁
大
原
や
﹂
の
歌
は
、
古
今
集
で
は
高
子
が
大
原
野
に
参
拝
さ
れ
た
時
、
業
平
の
よ
ん
だ
歌
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
段
は
、
古
今
集
に
よ
っ
て
物
語
化
さ
れ
た
と
思
わ
れ
、﹁
近

衛
司
に
さ
ぶ
ら
ひ
け
る
翁
﹂
は
業
平
を
暗
示
す
る
。︵
中
略
︶
古
今
集
の
詞
書
と
こ
の
段
の
地
の
文
と
を
比
較
し
て
み
る
と
、
古
今
集
で
は
、
行
啓
に
お
伴
し
た
業
平
が
、

翁
の
立
場
に
い
て
高
子
の
参
詣
を
お
祝
い
す
る
と
い
う
形
で
あ
る
が
、
こ
の
段
で
は
、
禄
を
い
た
だ
い
て
歌
を
よ
み
、
心
に
も
﹁
か
な
し
﹂
と
思
っ
た
よ
う
だ
か
ら
、
私
的

な
立
場
か
ら
高
子
へ
の
追
慕
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。
す
で
に
三
段
の
﹁
余
説
﹂︵
稿
者
注
、
森
本
氏
の
﹃
伊
勢
物
語
全
釈
﹄
の
﹁
余
説
﹂
の
こ
と
︶
で
の
べ
た
よ
う
に
、
業
平
と

高
子
の
恋
は
世
間
で
も
公
然
の
秘
密
で
あ
っ
た
ら
し
い
が
、
こ
の
段
は
こ
う
い
う
事
実
を
ふ
ま
え
て
物
語
化
が
進
め
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る(46)
。

こ
の
お
考
え
に
よ
っ
て
言
い
尽
く
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
少
し
補
足
さ
せ
て
い
た
だ
く
。
森
本
氏
が
伊
勢
物
語
で
は
私
的
な
立
場
か
ら
高
子
を
追
慕
云
々
と
指
摘
さ
れ
て

い
る
が
、
そ
れ
は
﹁
近
衛
司
に
さ
ぶ
ら
ひ
け
る
翁
﹂
を
登
場
さ
せ
、
か
つ
て
の
二
人
の
間
を
暗
示
さ
せ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、﹁
大
原
や
﹂
の
歌
の
中
に
﹁
神
代

の
こ
と
﹂
と
い
う
表
現
が
あ
る
が
、
こ
こ
に
は
藤
原
氏
の
祖
先
で
あ
る
天
児
屋
根
命
の
こ
と
だ
け
で
な
く
、﹃
大
和
物
語
鈔
﹄
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
か
つ
て
の
華
や
か
な

二
人
の
間
を
思
い
起
こ
し
、
そ
れ
を
含
ま
せ
て
詠
ん
で
い
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
う
理
解
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
段
末
の
﹁
心
に
も
か
な
し
と
や
云
々
﹂
と
い
う
本
文
が
生
き
て

く
る
と
思
わ
れ
る(47)
。
こ
れ
は
伊
勢
物
語
の
創
作
性
に
も
関
わ
っ
て
く
る
こ
と
で
、
歌
集
か
ら
物
語
へ
の
ひ
と
つ
の
流
れ
を
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
の
こ
と
か
ら
段
末
の
本
文

と
こ
の
章
段
の
内
容
と
は
切
っ
て
も
切
れ
な
い
関
係
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
塗
籠
本
の
よ
う
だ
と
、
確
か
に
古
今
集
に
近
い
わ
け
で
、
そ
の
点
で
は
、
古
い
姿
を
止
め
て
い
る
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と
も
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
も
な
い
。
し
か
し
、
先
程
述
べ
た
よ
う
に
こ
の
歌
を
段
末
の
本
文
と
の
関
わ
り
や
伊
勢
物
語
と
い
う
ひ
と
つ
の
洗
練
さ
れ
た
作
品
内
容
等
か
ら
み
る
と
、

ど
う
も
こ
う
は
考
え
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
吉
山
氏
の
お
考
え
に
は
納
得
で
き
か
ね
る
。
こ
こ
は
伊
勢
物
語
三
、七
六
段
を
も
と
に
し
て
成
立
し
た
と
主
張
す

る
第
一
の
考
え
を
支
持
し
た
い
。

で
は
、
大
和
物
語
の
内
容
に
は
ど
の
よ
う
な
変
化
が
み
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
は
後
述
す
る
よ
う
に
内
容
的
に
み
て
よ
り
幅
を
持
た
せ
て
い
る
。
そ
れ
も
伊
勢
物
語
を

も
と
に
し
た
と
な
る
と
、
そ
こ
に
は
当
然
、
作
者
の
意
図
も
関
わ
っ
て
く
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
第
一
の
考
え
を
さ
れ
て
い
る
藤
田
徳
太
郎
氏
は
次
の
よ
う
に

述
べ
て
お
ら
れ
る
。

大
和
物
語
で
、
此
の
話
の
直
ぐ
次
に
、
二
條
の
后
の
大
原
野
参
詣
の
事
を
記
し
て
、
両
者
の
間
に
、
内
容
的
関
連
を
持
た
せ
て
ゐ
る
が
、
伊
勢
物
語
で
は
、
年
代
的
に
、
説

話
が
排
列
し
て
あ
る
為
め
、
此
一
の
両
方
の
話
の
間
に
は
、
可
成
り
の
隔
た
り
が
出
来
て
、
直
接
の
連
想
が
浮
ば
ず
、
殊
に
、
前
記
の
注
記
を
、
も
し
欠
く
と
す
れ
ば
、
一

層
両
者
の
間
に
連
関
は
つ
け
ら
れ
な
い
わ
け
で
あ
る
。
此
の
点
、
大
和
物
語
が
、
多
分
、
伊
勢
物
語
か
ら
、
此
の
條
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
、
か
く
ア
レ
ン
ジ
し
た
方
法
は

賢
明
で
、
伊
勢
物
語
の
敷
行
的
態
度
と
し
て
は
、
妥
当
な
方
法
で
あ
る
と
言
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
内
容
的
に
は
、
さ
し
た
る
発
展
は
な
く
、
た
ゞ
大
和
物
語
の
方
は
、

あ
く
ま
で
も
伊
勢
物
語
の
語
脚
に
甘
ん
ず
る
態
度
で
あ
っ
て
、
そ
れ
以
上
の
創
作
態
度
は
認
め
ら
れ
な
い(48)
。

こ
の
考
え
は
昭
和
十
年
代
に
発
表
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
当
時
に
あ
っ
て
は
か
な
り
具
体
的
に
述
べ
ら
れ
、
特
に
両
者
の
関
係
を
認
め
て
い
る
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。
た
だ
、
氏

が
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
内
容
的
に
発
展
が
な
い
と
い
う
こ
と
に
関
し
て
は
、
以
下
の
考
察
か
ら
し
て
受
け
入
れ
難
い
。
ま
た
、
昭
和
四
一
年
に
至
り
こ
の
章
段
の
作
者
の
意
図

す
る
と
こ
ろ
に
つ
い
て
は
、
今
井
源
衛
氏
の
研
究
が
あ
る(49)
。
氏
は
、
後
に
も
述
べ
る
が
、
伊
勢
物
語
か
ら
大
和
物
語
へ
の
過
程
を
前
提
と
し
て
詳
細
な
分
析
を
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
よ
う
に
両
者
の
研
究
に
尽
く
さ
れ
て
お
り
、
私
の
及
ぶ
と
こ
ろ
で
は
な
い
が
、
少
し
別
な
面
か
ら
述
べ
て
み
た
い
。

大
和
物
語
を
み
る
と
、
冒
頭
の
部
分
が
伊
勢
物
語
に
比
べ
異
な
っ
て
い
る
。
大
和
物
語
で
は
伊
勢
物
語
の
段
末
に
あ
る
説
明
的
な
本
文
を
冒
頭
に
置
い
て
い
る
。
し
か
も
こ
の

説
明
的
な
本
文
は
七
六
段
の
冒
頭
文
﹁
む
か
し
、
二
条
の
后
の
、
ま
だ
春
宮
の
御
息
所
と
申
し
け
る
時
﹂
と
そ
の
書
式
が
似
通
っ
て
い
る
。
大
和
物
語
の
作
者
は
こ
れ
ら
の
章
段

を
ひ
と
つ
に
す
る
過
程
に
お
い
て
、
三
段
の
説
明
的
な
本
文
を
冒
頭
に
据
え
、
七
六
段
の
そ
れ
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
い
る
。
た
だ
、
そ
の
ま
ま
に
し
て
い
る
と
い
っ
て
も
後
述
す

る
よ
う
に
異
同
が
あ
り
、
こ
れ
も
章
段
の
内
容
と
深
く
関
わ
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
た
し
か
に
﹁
二
条
后
云
々
﹂
と
冒
頭
に
置
い
た
の
は
意
図
的
に
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、

そ
れ
は
単
に
冒
頭
に
移
動
さ
せ
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
彼
女
を
顕
示
さ
せ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
、
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る(50)
よ
う
に
、
こ
の
場
合
、
こ
の
歌
の
作

者
は
二
条
后
に
な
る
。
こ
の
こ
と
と
先
の
冒
頭
に
移
動
さ
せ
た
こ
と
は
関
連
が
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
、
創
作
意
識
と
密
接
に
関
連
し
て
い
る
わ
け
で
、
こ
の
こ
と
は
こ
こ
の
み
な
ら

ず
他
の
本
文
に
も
現
れ
て
い
る
。
両
者
の
本
文
を
比
較
し
て
み
る
と
少
な
か
ら
ず
異
同
が
み
ら
れ
る
。
今
、
そ
の
主
な
も
の
を
あ
げ
て
み
よ
う
。
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⑴
、
⑵
、
⑸
は
一
見
そ
れ
ほ
ど
違
わ
な
い
よ
う
だ
が
、
よ
く
見
る
と
大
和
物
語
の
方
が
よ
り
具
体
的
な
表
現
に
な
っ
て
い
る
。
即
ち
⑴
で
は
恋
愛
の
過
程
か
ら
み
る
と
一
歩
進
ん

だ
表
現
に
な
っ
て
い
る
し
、
⑵
に
お
い
て
も
大
和
物
語
は
氏
神
が
何
で
あ
る
か
を
示
し
て
い
る
。
さ
ら
に
⑸
を
み
る
と
伊
勢
物
語
の
場
合
、﹁
御
息
所
﹂
と
あ
る
か
ら
女
御
、
更

衣
の
い
ず
れ
と
も
と
れ
、
い
わ
ば
漠
然
と
し
た
表
現
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
大
和
物
語
で
は
﹁
女
御
﹂
と
あ
り
、
具
体
的
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
大
和
物
語
が
二
章

段
で
あ
っ
た
の
を
一
章
段
に
し
た
こ
と
と
無
関
係
で
は
あ
る
ま
い
。
一
章
段
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
時
間
的
な
流
れ
が
よ
り
密
接
に
な
る
わ
け
で
あ
り
、
そ
れ
に
と
も
な
い
彼
女

の
地
位
を
具
体
的
に
示
し
、
そ
の
場
に
即
し
た
表
現
に
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
大
和
物
語
の
具
体
性
は
、
こ
れ
ら
以
外
の
と
こ
ろ
で
も
顕
著
に
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
⑶

を
み
る
と
、
大
和
物
語
の
方
は
か
な
り
詳
し
く
な
っ
て
い
る
。
御
供
の
表
現
は
二
条
后
の
威
厳
を
持
た
せ
る
た
め
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
後
の
表
現
は
在
中
将
が
被
け
物
を
い
た
だ

く
場
面
で
あ
る
。
彼
は
一
般
の
人
々
へ
の
下
賜
が
終
っ
て
、
そ
の
後
に
い
た
だ
い
て
い
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
今
井
源
衛
氏
は

は
じ
め
か
ら
一
魂
胆
あ
っ
て
最
後
に
残
っ
た
業
平
が
、
望
み
通
り
す
ば
ら
し
い
も
の
を
得
た
と
い
う
も
の
で
あ
ろ
う
か(51)
。

と
述
べ
て
お
ら
れ
る
が
、
そ
う
と
る
よ
り
も
﹁
な
ま
暗
き
﹂
と
き
に
﹁
御
車
の
し
り
よ
り
﹂
と
あ
る
か
ら
い
か
に
も
人
目
を
避
け
て
い
る
様
子
を
表
現
し
た
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
よ

う
な
表
現
に
し
た
の
は
、
ひ
と
つ
に
在
中
将
と
二
条
后
の
仲
は
あ
ま
り
に
も
有
名
な
話
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
が
伏
線
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
そ
れ
が
⑹
で
示
し
た
大

和
物
語
の
よ
う
な
表
現
に
絡
み
合
っ
て
い
く
の
で
あ
ろ
う
。
⑹
は
﹁
大
原
や
﹂
の
歌
の
後
に
み
ら
れ
る
草
子
地
で
あ
る
。
伊
勢
物
語
で
は
前
述
し
た
よ
う
に
男
の
心
情
だ
け
を
記
し
て

番
号

伊   

勢   

物   

語
　
三
・
七
六
段

大   

和   

物   

語
　
一
六
一
段 

⑴⑵⑶⑷⑸⑹

懸
想
じ
け
る
女

氏
神

人
々
の
禄
た
ま
は
る
つ
い
で
に

ナ
シ

春
宮
の
御
息
所

と
て
、
心
に
も
か
な
し
と
や
思
ひ
け
む
、
い
か
が
思
ひ

け
む
、
知
ら
ず
か
し
。

よ
ば
ひ
て
た
て
ま
つ
る
時

大
原
野

御
と
も
に
上
達
部
・
殿
上
人
い
と
お
ほ
く
仕
う
ま
つ
り

け
り
。
在
中
将
も
つ
か
う
ま
つ
れ
り
。
御
社
に
て
お
ほ

か
た
の
人
々
禄
た
ま
は
り
て
の
ち
な
り
け
り
。
御
車
の

し
り
よ
り
奉
れ
る
御
単
衣
の
御
衣
を
か
づ
け
さ
せ
た
ま

へ
り
け
り
。

返
し
を
人
な
む
忘
れ
に
け
る
。

春
宮
の
女
御

と
て
し
の
び
や
か
に
い
ひ
け
り
。
む
か
し
を
お
ぼ
し
い

で
て
を
か
し
と
お
ぼ
し
け
り
。
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い
る
。
こ
れ
に
対
し
大
和
物
語
で
は
、﹁
と
て
し
の
び
や
か
に
い
ひ
け
り
﹂
ま
で
が
在
中
将
の
心
情
を
、
こ
れ
以
降
が
二
条
后
の
心
情
を
そ
れ
ぞ
れ
記
し
て
い
る
。
大
和
物
語
は
明
ら
か

に
二
人
の
間
を
意
識
し
て
の
本
文
と
言
え
よ
う
。
し
た
が
っ
て
﹁
大
原
や
﹂
の
歌
の
﹁
神
代
﹂
と
い
う
表
現
に
は
若
き
日
の
二
人
の
情
事
を
も
含
め
て
い
る
こ
と
を
よ
り
鮮
明
に
打
ち

出
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
⑷
に
お
い
て
、
大
和
物
語
は
﹁
返
し
を
人
な
む
忘
れ
に
け
る
﹂
と
い
う
本
文
を
持
っ
て
い
る
が
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
以
前
、
話
の
展
開
を
考
え
て
付

加
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
述
べ
た(52)
が
、
も
う
少
し
詳
し
く
こ
の
本
文
を
付
加
し
た
事
情
を
探
っ
て
み
よ
う
。
大
和
物
語
の
作
者
は
伊
勢
物
語
三
、七
六
段
を
合
わ
せ
て
大
和
物
語

一
六
一
段
を
創
作
し
た
わ
け
で
あ
る
。
た
だ
単
に
一
緒
に
す
る
の
で
は
な
く
、本
文
の
上
で
工
夫
し
て
い
る
こ
と
は
前
述
し
た
通
り
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は﹁
返
し
を
人
な
む
忘
れ
に
け
る
﹂

と
い
う
本
文
に
も
及
ん
で
い
る
よ
う
に
思
う
。
単
に
大
和
物
語
が
伊
勢
物
語
の
ま
ま
に
す
る
と
、
前
に
述
べ
た
よ
う
に
三
段
の
末
尾
に
あ
る
﹁
二
条
の
后
の
ま
だ
云
々
﹂
と
七
六
段
の

最
初
に
あ
る
﹁
む
か
し
、
二
条
の
后
の
、
ま
だ
云
々
﹂
と
は
同
じ
書
式
に
な
っ
て
お
り
、
不
自
然
さ
を
免
れ
な
い
。
そ
れ
を
避
け
る
た
め
に
三
段
の
末
尾
本
文
を
大
和
物
語
一
六
一
段

の
冒
頭
に
持
っ
て
き
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
の
代
わ
り
に
﹁
返
し
を
人
な
む
忘
れ
に
け
る
﹂
の
本
文
を
あ
そ
こ
に
置
い
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
も
そ
も
時
間
的
な
隔
た
り
が
あ
る
二
章
段
を

一
章
段
に
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
を
埋
め
合
わ
せ
る
た
め
に
は
ど
う
し
て
も
必
要
な
本
文
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
在
中
将
の
返
歌
に
つ
い
て
の
記
述
で
あ
り
、
す
る
と
前
に
も
述
べ

た
よ
う
に
﹁
思
ひ
あ
ら
ば
﹂
の
歌
の
作
者
が
二
条
后
に
な
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
た
の
は
後
述
す
る
よ
う
に
作
者
の
、
二
条
后
に
対
す
る
高
貴
意
識
が
あ
っ
た
か
ら
で
は
な

い
か
。
そ
う
す
る
と
在
中
将
の
歌
は
無
く
な
っ
て
し
ま
う
わ
け
で
あ
る
。
在
中
将
が
歌
人
と
し
て
、
ま
た
色
好
者
と
し
て
一
世
を
風
靡
し
て
い
た
こ
と
は
予
想
で
き
る
。
ま
し
て
二
条

后
の
歌
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
﹁
思
ひ
あ
ら
ば
﹂
の
歌
に
、
返
歌
を
す
る
立
場
に
あ
る
在
中
将
に
そ
れ
が
な
い
と
、
彼
の
威
厳
が
損
な
わ
れ
る
。
か
と
言
っ
て
、
作
者
に
は
そ
れ
を
創
作

す
る
力
も
さ
ほ
ど
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
こ
で
思
い
つ
い
た
の
が
こ
の
表
現
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
在
中
将
の
立
場
と
い
う
も
の
が
か
ろ
う
じ
て
保
た
れ
た
こ
と
に
な
る
。

こ
の
外
、
大
和
物
語
は
﹁
さ
て
后
の
宮
﹂
の
次
に
﹁
ま
だ
﹂
を
持
っ
て
い
な
い
。
さ
し
た
る
異
同
で
は
な
い
が
、
実
を
言
う
と
こ
の
こ
と
は
章
段
の
成
立
に
深
く
関
わ
っ
て
い
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
。
伊
勢
物
語
七
六
段
の
冒
頭
を
み
る
と
、﹁
昔
、
二
条
の
后
の
、
ま
だ

0

0

春
宮
の
御
息
所
と
申
し
け
る
時
﹂
と
あ
っ
て
、
三
段
の
末
尾
本
文
に
表
記
が
類
似
し
て
い
る
。
し

か
も
﹁
ま
だ
﹂
が
重
複
し
て
い
る
。
大
和
物
語
は
二
章
段
で
あ
っ
た
の
を
一
章
段
に
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
時
間
的
な
配
慮
を
す
る
に
は
不
自
然
に
な
る
た
め
、
伊
勢
物
語
七
六
段
の

方
の
﹁
ま
だ
﹂
を
除
去
し
、
さ
ら
に
﹁
御
息
所
﹂
を
﹁
女
御
﹂
に
改
め
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
伊
勢
物
語
三
、七
六
段
が
﹁
ま
だ
﹂
を
持
っ
て
い
る
こ
と
と
、
大
和
物
語
一
六
一

段
の
後
半
に
そ
れ
が
な
い
こ
と
は
深
い
関
係
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
大
和
物
語
一
六
一
段
が
伊
勢
物
語
三
、七
六
段
を
も
と
に
形
成
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

以
上
み
て
き
た
よ
う
に
大
和
物
語
の
作
者
は
単
に
伊
勢
物
語
三
、七
六
段
を
一
緒
に
す
る
だ
け
で
な
く
、
創
作
意
識
を
持
ち
様
々
な
改
作
を
試
み
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
の
裏
に

は
伊
勢
物
語
と
は
別
の
世
界
を
描
こ
う
と
い
う
考
え
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
た
め
に
細
か
い
描
写
は
大
和
物
語
の
方
が
ま
さ
っ
て
い
る
と
い
う
考
え
も
あ
る(53)
が
、
な
に
も

努
力
し
た
こ
と
が
す
ば
ら
し
い
文
章
を
生
む
結
果
に
つ
な
が
る
と
は
限
ら
な
い
。
例
え
ば
次
の
箇
所
は
ど
う
か
。

在
中
将
も
仕
う
ま
つ
れ
り
。
御
車
の
あ
た
り
に
、
な
ま
暗
き
を
り
に
立
て
り
け
り
。
御
社
に
て
お
ほ
か
た
の
人
々
禄
た
ま
は
り
て
の
ち
な
り
け
り
。
御
車
の
し
り
よ
り
奉
れ
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る
御
単
衣
の
御
衣
を
か
づ
け
さ
せ
た
ま
へ
り
け
り
。

こ
れ
を
読
ん
で
み
る
と
、
ど
う
も
説
明
的
に
な
り
す
ぎ
、
ご
て
ご
て
と
し
て
複
雑
し
す
ぎ
は
し
ま
い
か
。
こ
の
本
文
は
先
程
の
一
覧
表
の
⑶
と
も
一
部
共
通
し
て
お
り
、
し
か
も

伊
勢
物
語
に
は
み
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
大
和
物
語
の
作
者
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
こ
ら
辺
に
も
作
者
の
文
章
力
の
一
面
を
の
ぞ
か
せ
て
い
よ
う
。

七

次
に
一
六
二
段
を
み
る
こ
と
に
す
る
。
こ
れ
は
伊
勢
物
語
一
〇
〇
段
と
共
通
し
て
い
る
。
ま
ず
両
者
を
比
較
し
て
み
よ
う
。

伊
勢
物
語
は
会
話
の
部
分
に
問
題
が
あ
る(54)
。
そ
し
て
大
和
物
語
で
は
そ
の
部
分
に
異
同
が
み
ら
れ
る
。
こ
の
章
段
に
つ
い
て
菊
地
靖
彦
氏
は
、
大
和
物
語
が
い
か
に
伊
勢
物
語
を

読
み
切
れ
て
い
な
か
っ
た
か
と
さ
れ
、

﹁
こ
れ
は
、
な
に
と
か
い
ふ
﹂
と
い
わ
せ
る
と
き
、﹁
大
和
物
語
﹂
は
﹁
伊
勢
物
語
﹂
の
叙
述
を
な
ん
と
か
合
理
的
に
整
理
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る(55)
。

と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
確
か
に
そ
の
通
り
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
は
伊
勢
物
語
を
も
と
に
手
を
加
え
て
い
る
わ
け
だ
が
、
翻
っ
て
考
え
て
み
る
に
こ
う
し
た
意
図
は
ど
ん
な
と
こ
ろ
に

あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
氏
と
は
別
の
面
か
ら
そ
れ
を
探
っ
て
み
よ
う
。

両
者
の
大
き
な
違
い
と
い
う
と
、
大
和
物
語
は
段
末
に
﹁
同
じ
草
を
忍
ぶ
草
、
忘
れ
草
と
い
へ
ば
云
々
﹂
の
本
文
を
持
っ
て
い
る
が
、
伊
勢
物
語
に
は
そ
れ
が
な
い
こ
と
で
あ

る
。
こ
の
本
文
の
有
無
が
話
の
展
開
に
微
妙
に
関
係
し
て
く
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
両
者
を
読
ん
で
み
る
と
、
話
の
展
開
に
お
い
て
大
和
物
語
の
方
が
自
然
で
あ
る
。
伊
勢
物
語

伊   

勢   

物   

語
　
一
〇
〇
段

大   

和   

物   

語
　
一
六
二
段 

　
む
か
し
、
男
、
後
涼
殿
の
は
ざ
ま
を
渡
り
け
れ
ば
、
あ
る

や
む
ご
と
な
き
人
の
御
局
よ
り
、﹁
忘
れ
草
を
忍
ぶ
草
と
や

い
ふ
﹂
と
て
、
い
だ
さ
せ
給
へ
り
け
れ
ば
、
た
ま
は
り
て
、

忘
れ
草
生
ふ
る
野
べ
と
は
見
る
ら
め
ど
こ
は
忍
ぶ
な
り

後
も
頼
ま
む

　
又
、
在
中
将
、
内
に
さ
ぶ
ら
ふ
に
、
御
息
所
の
御
方
よ
り
、

忘
れ
草
を
な
む
﹁
こ
れ
は
な
に
と
か
い
ふ
﹂
と
て
た
ま
へ
り

け
れ
ば
、
中
将
、

忘
れ
草
生
ふ
る
野
辺
と
は
み
る
ら
め
ど
こ
は
し
の
ぶ
な

り
の
ち
も
頼
ま
む

と
な
む
あ
り
け
る
。
同
じ
草
を
忍
ぶ
草
、
忘
れ
草
と
い
へ
ば
、

そ
れ
に
よ
り
な
む
、
よ
み
た
り
け
る
。
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で
は
前
述
の
如
く
会
話
の
部
分
に
問
題
あ
る
と
し
て
も
、
あ
る
高
貴
な
女
性
が
局
か
ら
﹁
忘
れ
草
を
忍
ぶ
草
と
い
う
の
で
す
か
。﹂
と
突
然
尋
ね
て
、
そ
れ
に
応
じ
男
は
自
分
の

気
持
ち
を
全
く
同
感
と
言
わ
ん
ば
か
り
に
歌
に
詠
ん
で
い
る
。
そ
れ
に
し
て
も
、
こ
こ
は
話
の
展
開
に
お
い
て
唐
突
さ
を
否
定
で
き
ま
い
。
そ
の
点
、
大
和
物
語
の
方
は
御
息
所

の
御
方
と
、
人
物
を
よ
り
具
体
的
に
し
、
彼
女
が
忘
れ
草
を
﹁
な
ん
と
言
う
の
で
す
か
。﹂
と
尋
ね
、
そ
れ
に
応
じ
在
中
将
が
歌
を
詠
み
、
そ
の
後
で
こ
う
詠
ん
だ
理
由
を
説
明

し
て
い
る
。
伊
勢
物
語
で
は
、
い
わ
ば
半
強
制
的
に
な
っ
て
い
て
歌
で
答
え
る
前
に
す
で
に
そ
れ
が
用
意
さ
れ
て
い
る
感
じ
で
あ
る
。
そ
の
点
、
大
和
物
語
に
は
そ
ん
な
唐
突
さ

は
な
く
話
が
自
然
に
展
開
し
て
い
る
。
即
ち
、
こ
れ
を
解
消
す
る
た
め
に
、﹁
忘
れ
草
を
な
む
、﹃
こ
れ
は
何
と
か
い
ふ
﹄﹂
と
改
め
た
わ
け
だ
が
、
こ
れ
だ
け
だ
と
、
な
ぜ
、
歌

の
中
に
﹁
忘
れ
草
﹂
と
﹁
し
の
ぶ
草
﹂
が
詠
ま
れ
て
い
る
の
か
理
解
し
に
く
く
な
る
。
そ
の
た
め
に
文
末
に
﹁
同
じ
草
を
云
々
﹂
の
本
文
を
付
加
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
本
文

は
言
っ
て
み
れ
ば
、
伊
勢
物
語
の
﹁
忘
れ
草
を
忍
ぶ
草
と
や
い
ふ
﹂
を
移
行
し
た
わ
け
で
あ
る
。
忍
ぶ
草
と
忘
れ
草
を
同
じ
に
み
て
い
る
点
で
は
問
題
あ
る
に
し
て
も
、
合
理
的

に
話
を
進
め
よ
う
と
い
う
作
者
の
考
え
は
十
分
に
察
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

と
も
か
く
こ
れ
ら
の
章
段
は
伊
勢
物
語
に
お
い
て
九
九
、一
〇
〇
段
と
連
続
し
、
か
つ
そ
の
内
容
か
ら
み
て
も
在
中
将
関
係
の
章
段
を
構
成
し
て
行
く
上
で
好
都
合
な
章
段
で

あ
っ
た
。
大
和
物
語
の
作
者
は
そ
れ
ら
を
も
と
に
創
作
意
識
を
持
ち
部
分
的
な
改
作
を
試
み
た
わ
け
で
あ
る
。

八

こ
れ
以
外
に
伊
勢
物
語
と
共
通
し
て
い
る
の
は
一
六
三
段
と
一
六
四
段
で
あ
る
。
こ
の
二
章
段
に
は
、
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
異
同
は
み
ら
れ
な
い
。
一
六
三
段
は
古
今
集
と
も
共

通
し
て
い
る
。
三
者
を
比
較
し
て
み
よ
う
。

古   

今   

集   

・   

秋   

下

伊  

勢  

物  

語    

五
一
段

大  

和  

物  

語    

一
六
三
段

人
の
前
栽
に
、
菊
に
結
び
つ
け
て

植
ゑ
け
る
歌

在
原
業
平
朝
臣

植
ゑ
し
植
ゑ
ば
秋
な
き
と
き
や
咲
か
ざ

ら
む
花
こ
そ
散
ら
め
根
さ
へ
枯
れ
め
や

　
む
か
し
、
男
、
人
の
前
栽
に
菊
植
へ

け
る
に
、

植
ゑ
し
植
ゑ
ば
秋
な
き
時
や
咲
か

ざ
ら
む
花
こ
そ
散
ら
め
根
さ
へ
枯

れ
め
や

　
在
中
将
に
、
后
の
宮
よ
り
菊
召
し
け

れ
ば
、
奉
り
け
る
つ
い
で
に
、

植
ゑ
し
植
ゑ
ば
秋
な
き
時
や
咲
か

ざ
ら
む
花
こ
そ
散
ら
め
根
さ
へ
枯

れ
め
や

と
書
い
つ
け
て
奉
り
け
る
。
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古
今
集
と
伊
勢
物
語
は
、
単
に
男
が
あ
る
家
の
植
え
込
み
に
菊
を
植
え
た
折
に
詠
ん
だ
歌
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
だ
け
に
両
者
が
深
い
関
係
に
あ
る
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。
た
だ
、

古
今
集
に
よ
る
と
、
こ
の
歌
は
﹁
秋
下
﹂
の
部
立
に
入
集
し
て
い
る
か
ら
、
菊
と
い
う
景
物
そ
の
も
の
を
詠
ん
だ
可
能
性
が
高
い(56)
。
伊
勢
物
語
の
場
合
は
ど
う
か
。
地
文
の
内
容

が
古
今
集
と
変
わ
ら
な
い
わ
け
だ
か
ら
、
そ
れ
と
同
じ
よ
う
に
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
が
、
伊
勢
物
語
と
い
う
作
品
そ
の
も
の
の
性
格
を
考
慮
す
る
と
、
恋
の
要
素
も
多
少
は
含
ま

れ
て
い
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
の
だ
が
、
は
っ
き
り
し
な
い
。

こ
れ
に
対
し
大
和
物
語
で
は
、
后
の
宮
か
ら
菊
を
御
所
望
に
な
っ
た
折
、
在
中
将
が
そ
れ
を
差
し
上
げ
る
際
に
詠
ん
だ
も
の
で
、
そ
の
状
況
が
か
な
り
具
体
的
に
記
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
表
現
は
古
今
集
、伊
勢
物
語
に
は
み
ら
れ
ず
、大
和
物
語
の
作
者
に
よ
っ
て
創
作
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
こ
れ
は
在
中
将
関
係
の
章
段
の
中
に
あ
っ

て
、
そ
の
相
手
は
﹁
后
の
宮
﹂
と
あ
る
か
ら
、
二
条
后
を
暗
示
さ
せ
て
い
る(57)
。
し
た
が
っ
て
﹁
植
ゑ
し
植
ゑ
ば
﹂
の
歌
は
、
祝
い
の
歌
と
は
い
う
も
の
の
、
二
人
の
背
景
を
考
え

て
、
こ
こ
に
は
恋
の
要
素
を
含
ま
せ
よ
う
と
い
う
、
作
者
の
意
図
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
よ
う
に
三
つ
の
作
品
を
比
較
し
て
み
る
と
、
そ
の
変
遷
に
伴
っ
て
作
意
す
る
上
で
の
意
図
な
る
も
の
を
理
解
で
き
た
。
と
り
わ
け
大
和
物
語
は
ほ
ぼ
全
面
的
に
改
め
て

お
り
、
創
作
へ
の
意
欲
が
顕
著
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
し
て
大
和
物
語
か
ら
伊
勢
物
語
へ
の
過
程
は
ま
ず
考
え
ら
れ
な
い
。
た
だ
、
こ
の
歌
と
詞
書
、
地
文
か
ら
み
る
限
り
、

古
今
集
と
伊
勢
物
語
の
方
が
自
然
で
あ
る
。
そ
れ
は
詞
書
に
﹁
菊
に
結
び
つ
け
て
植
え
け
る

0

0

0

0

歌
﹂
と
あ
り
、
ま
た
地
文
に
﹁
菊
植
え
け
る
に

0

0

0

0

0

0

﹂
と
あ
っ
て
、
歌
で
﹁
根
さ
へ
か
れ

め
や
﹂
と
詠
ん
で
お
り
、
ま
さ
に
両
者
が
呼
応
し
一
体
と
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
大
和
物
語
で
は
﹁
菊
召
し
け
れ
ば
﹂
と
あ
り
、﹁
植
え
け
る
﹂
と
い
う
よ
う
な
表
現
は
な
く
、

古
今
集
や
伊
勢
物
語
の
よ
う
な
呼
応
関
係
は
み
ら
れ
な
い
。
あ
く
ま
で
も
菊
を
差
し
上
げ
る
と
い
う
こ
と
を
主
眼
に
し
て
い
る
。
こ
れ
は
后
の
宮
を
設
定
す
る
に
伴
い
﹁
菊
を
召

し
け
れ
ば
﹂
と
い
う
よ
う
な
表
現
に
改
め
た
の
で
あ
ろ
う
。
大
和
物
語
で
は
場
所
よ
り
も
む
し
ろ
人
物
に
焦
点
を
あ
て
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
次
の
一
六
四
段
に
は
、
こ
の
よ
う
な
形
跡
は
少
し
も
み
ら
れ
な
い
。
そ
れ
は
次
の
よ
う
な
内
容
で
あ
る
。

在
中
将
の
も
と
に
、
人
の
か
ざ
り
ち
ま
き
お
こ
せ
た
る
返
し
に
、
か
く
い
ひ
や
り
け
る
。

あ
や
め
刈
り
君
は
沼
に
ぞ
ま
ど
ひ
け
る
わ
れ
は
野
に
い
で
て
か
る
ぞ
わ
び
し
き

と
て
、
雉
を
な
む
や
り
け
る
。

こ
れ
に
共
通
す
る
伊
勢
物
語
五
二
段
を
比
較
し
て
み
る
と
、
両
者
は
ほ
と
ん
ど
異
同
が
な
い
。
そ
し
て
在
中
将
の
相
手
は
后
の
宮
で
も
御
息
所
で
も
な
く
、
単
に
﹁
人
﹂
と
な
っ
て

い
る
。
こ
の
現
象
に
つ
い
て
先
学
は
そ
の
場
面
状
況
や
前
後
の
展
開
を
考
慮
し
、
伊
勢
物
語
と
同
じ
よ
う
に
﹁
人
﹂
と
し
た
と
考
え
て
お
ら
れ
る(58)
。
こ
れ
に
対
し
、
菊
田
茂
男
氏
は

﹃
大
和
物
語
﹄
の
記
述
は
﹁
在
中
将
の
も
と
に
﹂
と
い
き
な
り
著
名
な
実
在
の
人
物
を
登
場
さ
せ
て
、
物
語
の
背
景
と
な
っ
た
時
代
や
そ
こ
で
活
躍
す
る
主
人
公
を
具
体
的

に
指
摘
し
て
い
る
。
虚
構
化
へ
の
方
向
を
お
し
す
す
め
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
説
話
化
の
徹
底
を
指
向
す
る
。
こ
の
こ
と
は
、
歌
を
め
ぐ
る
口
誦
の
説
話
、
つ
ま
り
歌
語



323 第九節　大和物語の創作方法―在中将関係の章段を中心にして―

り
の
精
神
や
営
為
が
発
想
の
根
底
に
深
く
張
っ
て
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る(59)
。

と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
い
ず
れ
が
妥
当
で
あ
ろ
う
か
。
菊
田
氏
は
口
誦
性
と
い
う
こ
と
を
強
調
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
一
六
四
段
だ
け
な
ら
い
ざ
知
ら
ず
、
こ
れ
以
外
の
在
中

将
関
係
の
章
段
を
み
る
と
口
誦
性
だ
け
で
は
説
明
し
き
れ
な
い
面
が
あ
っ
た
こ
と
は
今
ま
で
の
考
察
か
ら
理
解
で
き
よ
う
。
そ
れ
と
氏
が
一
六
四
段
だ
け
を
と
り
上
げ
て
い
る
こ

と
に
も
問
題
が
あ
る
。
あ
く
ま
で
も
在
中
将
関
係
章
段
の
全
体
の
中
で
と
ら
え
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
に
、
こ
れ
ら
の
章
段
は
意
図
的
な
構
成
が
な
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
点
、
前
者
の
考
え
は
在
中
将
関
係
章
段
の
中
で
の
結
論
で
あ
り
、
説
得
力
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
前
者
の
考
え
が
妥
当
で
は
あ
る
ま
い
か
。

で
も
そ
う
い
う
考
え
で
も
っ
て
伊
勢
物
語
の
章
段
を
配
置
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
な
に
も
こ
れ
と
は
限
ら
ず
、
伊
勢
物
語
の
別
の
章
段
で
も
よ
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
思
う
に
、

こ
う
し
た
の
は
大
和
物
語
一
六
三
、一
六
四
段
は
伊
勢
物
語
で
も
五
一
、五
二
段
と
連
続
し
て
お
り
、
後
述
す
る
よ
う
に
こ
れ
ら
の
章
段
に
お
い
て
用
意
周
到
な
展
開
が
な
さ
れ
て

お
り
、
そ
の
た
め
に
も
好
都
合
な
章
段
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
と
、
こ
れ
は
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る(60)
こ
と
だ
が
、
大
和
物
語
一
六
二
段
︵
忘
れ
草
︶
、
一
六
三
段
︵
菊
︶

一
六
四
段
︵
あ
や
め
︶
と
植
物
で
関
連
し
て
お
り
、
こ
の
こ
と
も
考
慮
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
在
中
将
関
係
の
章
段
の
中
で
、
こ
の
章
段
と
同
じ
よ
う
な
働
き
を
し
て

い
る
章
段
が
こ
れ
以
外
に
も
存
在
す
る
よ
う
だ
。
詳
し
く
は
後
の
章
で
述
べ
た
い
。

九

伊
勢
物
語
と
お
お
む
ね
共
通
し
て
い
る
一
六
一
段
か
ら
一
六
四
段
ま
で
の
四
章
段
を
み
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
章
段
に
お
い
て
も
大
和
物
語
の
作
者
は
、
つ
と
め
て
伊
勢
物
語
と

は
違
っ
た
面
を
描
き
出
そ
う
と
し
て
い
た
。
当
然
、
こ
の
こ
と
は
作
者
の
創
作
意
識
に
も
関
わ
る
わ
け
だ
が
、
中
に
は
表
現
の
上
で
も
う
一
歩
の
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
。
そ
し
て
な

に
よ
り
も
こ
こ
で
注
目
し
て
お
き
た
い
こ
と
は
一
六
四
段
を
除
け
ば
、
す
べ
て
二
条
后
関
係
︱
あ
る
い
は
彼
女
を
意
識
し
て
︱
の
章
段
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け

に
作
者
の
胸
︱
当
時
の
人
々
に
と
っ
て
も
︱
の
内
に
在
中
将
と
二
条
后
と
の
結
び
つ
き
が
強
く
植
え
つ
け
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
こ
れ
ら
の
章
段
に
反
映
さ
れ
て
い
た
。

十

在
中
将
関
係
の
章
段
に
つ
い
て
、
ひ
と
と
お
り
考
察
し
て
き
た
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
の
結
果
、
伊
勢
物
語
を
も
と
に
あ
る
章
段
で
は
全
面
的
に
改
作
し
た
り
、
ま
た
あ
る
章
段

で
は
部
分
的
に
改
作
し
て
い
た
。
そ
こ
で
、
今
ま
で
の
考
察
結
果
を
も
と
に
し
て
、
伊
勢
物
語
を
資
料
に
創
作
し
て
い
く
場
合
、
大
和
物
語
の
作
者
は
ど
の
よ
う
な
点
を
考
慮
し



324第二章　大和物語の創作性

て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

一
六
〇
、一
六
一
、一
六
五
の
各
章
段
は
そ
の
内
容
を
前
半
と
後
半
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
今
、
そ
れ
ぞ
れ
の
和
歌
の
典
拠
、
登
場
人
物
︵
女
性
︶
等
を
一
覧
表
に
し
て
み
る
。

︵
注
︶　
＊
印
は
私
見
に
よ
る
と
虚
構
化
さ
れ
て
い
る
箇
所
。

伊
勢
物
語
で
﹁
男
﹂
と
表
記
さ
れ
て
い
る
の
を
大
和
物
語
で
は
す
べ
て
﹁
在
中
将
﹂
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
当
時
に
あ
っ
て
も
伊
勢
物
語
の
モ
デ
ル
は
在
中
将
と
考
え
ら
れ
て

お
り
、
問
題
な
く
こ
の
よ
う
に
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
そ
の
相
手
に
つ
い
て
は
す
べ
て
二
条
后
と
ば
か
り
い
か
な
か
っ
た
。
伊
勢
物
語
と
同
じ
な
の
は
一
六
一
段
だ

け
に
す
ぎ
な
い
。
残
り
の
二
章
段
は
前
半
か
、
も
し
く
は
後
半
に
お
い
て
和
歌
や
人
物
が
創
作
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
ど
の
よ
う
な
事
情
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
一
六
一
段
と

共
通
し
て
い
る
伊
勢
物
語
三
、七
六
段
を
み
る
と
、
そ
こ
で
は
は
っ
き
り
﹁
二
条
后
﹂
と
し
て
登
場
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
一
六
〇
、一
六
五
段
と
共
通
し
て
い
る
伊
勢
物

語
四
七
、一
二
五
段
で
は
、単
に
﹁
女
﹂
と
あ
り
、具
体
的
に
誰
で
あ
る
か
は
っ
き
り
し
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
大
和
物
語
の
作
者
は
伊
勢
物
語
で
の
表
記
に
も
と
づ
き
﹁
二
条
后
﹂

と
表
記
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
た
だ
﹁
女
﹂
と
記
さ
れ
て
い
る
場
合
は
架
空
の
人
物
を
設
定
し
て
い
る
。
こ
れ
は
根
拠
に
し
た
作
品
に
、
あ
る
面
で
は
忠
実
で
あ
っ
た
こ
と

を
示
し
て
い
る
。
こ
の
考
え
は
人
物
の
み
な
ら
ず
和
歌
に
も
及
ん
で
い
る
。
即
ち
、
一
六
〇
段
で
は
後
半
の
歌
が
大
和
物
語
作
者
に
よ
っ
て
創
作
さ
れ
て
い
る
し
、
ま
た
一
六
五

段
で
も
前
半
の
歌
が
そ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
虚
構
の
意
識
が
歌
に
も
及
ん
だ
も
の
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
大
和
物
語
の
作
者
は
資
料
に
忠
実
で
あ
っ

た
。
こ
の
傾
向
は
こ
れ
ら
以
外
の
章
段
か
ら
も
窺
え
る
。
一
六
二
段
は
﹁
御
息
所
﹂、
一
六
三
段
は
﹁
后
の
宮
﹂、
一
六
六
段
は
﹁
女
の
よ
し
あ
る
車
﹂
と
あ
る
が
、
こ
れ
ら
と
共

通
す
る
伊
勢
物
語
一
〇
〇
、五
一
、九
九
段
で
は
﹁
や
む
ご
と
な
き
人
﹂、﹁
人
﹂、﹁
女
﹂
と
そ
れ
ぞ
れ
な
っ
て
い
て
﹁
二
条
后
云
々
﹂
と
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
た
だ
、
大
和
物
語

一
六
四
段
と
そ
れ
に
共
通
す
る
伊
勢
物
語
五
二
段
は
と
も
に
﹁
人
﹂
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
場
合
、
大
和
物
語
は
前
述
し
た
よ
う
に
章
段
の
移
行
を
考
慮
し
こ
の
よ
う
に
し
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。

以
上
み
て
き
た
よ
う
に
大
和
物
語
の
作
者
は
伊
勢
物
語
を
も
と
に
し
つ
つ
、
あ
る
章
段
で
は
後
撰
集
の
歌
を
加
え
、
伊
勢
物
語
と
は
趣
き
の
異
な
る
世
界
を
構
築
し
て
い
っ
た
。

そ
し
て
、
そ
の
資
料
操
作
の
面
を
み
る
に
、
人
物
表
記
ひ
と
つ
を
と
り
上
げ
て
み
て
も
、
大
和
物
語
の
作
者
は
資
料
に
忠
実
で
あ
っ
た
し
、
そ
れ
は
大
和
物
語
の
歌
の
作
者
や
創

事
　
項

章
　
段

前
　
　
　
半

後
　
　
　
半

登  

場  

人  

物
︵
女  

性
︶

一
六
〇
段

一
六
一
段

一
六
五
段

＊
後
撰
集

　
伊
勢
物
語

＊
大
和
物
語
︵
虚
構
︶

伊
勢
物
語
︵
虚
構
︶

伊
勢
物
語

伊
勢
物
語

＊
染
殿
内
侍

　
二
条
后

＊
弁
御
息
所



325 第九節　大和物語の創作方法―在中将関係の章段を中心にして―

作
に
も
及
ん
で
い
た
。十

一

大
和
物
語
に
お
け
る
在
中
将
関
係
の
章
段
は
一
六
四
段
を
除
け
ば
、
伊
勢
物
語
と
同
じ
で
は
な
く
、
異
同
の
大
小
は
あ
る
も
の
の
な
ん
ら
か
の
手
が
加
え
ら
れ
て
い
た
。
こ
の

よ
う
に
い
わ
ば
個
々
の
章
段
は
意
図
的
に
な
さ
れ
て
い
た
わ
け
だ
が
、
は
た
し
て
大
和
物
語
の
作
者
は
在
中
将
関
係
章
段
全
体
に
わ
た
っ
て
ひ
と
つ
の
構
想
を
抱
い
て
い
た
の
で

あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
き
菊
地
靖
彦
氏
は

作
者
は
は
じ
め
か
ら
全
体
を
見
通
し
た
構
想
で
話
を
進
め
て
い
る
の
で
は
な
い
。
や
は
り
一
段
ず
つ
、
思
い
つ
く
ま
ま
に
積
み
重
ね
て
い
く
の
で
あ
る(61)
。

と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
お
お
む
ね
こ
れ
と
同
じ
よ
う
な
考
え
に
落
ち
つ
い
て
い
る
の
が
現
状
の
よ
う
で
あ
る
。
で
も
在
中
将
関
係
の
章
段
は
大
和
物
語
の
中
で
最
も
多
く
、
七
章

段
に
及
ん
で
い
る
こ
と
。
し
か
も
こ
れ
ら
は
大
和
物
語
の
中
で
創
作
意
識
の
濃
い
後
半
に
見
ら
れ
る
こ
と
。
さ
ら
に
今
ま
で
考
察
し
て
き
た
よ
う
に
各
章
段
の
多
く
が
虚
構
と
い

う
意
識
で
創
作
さ
れ
て
い
た
こ
と
等
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
た
と
え
そ
れ
は
理
路
整
然
と
ま
で
は
い
か
な
く
と
も
、
そ
こ
に
は
何
ら
か
の
意
図
な
る
も
の
を
見
い
出
せ
な
い
だ
ろ

う
か
。

大
和
物
語
の
作
者
は
在
中
将
関
係
の
最
初
の
章
段
で
あ
る
一
六
〇
段
を
一
五
九
段
の
連
想
か
ら
配
置
し
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
う
し
て
以
下
の
各
章
段
に
お
い
て
在
中
将
の
女
性

遍
歴
と
い
う
こ
と
で
、
お
の
お
の
の
女
性
を
登
場
さ
せ
て
い
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
雨
海
博
洋
氏
は
こ
の
一
六
〇
段
に
対
応
す
る
の
が
一
六
五
段
で
あ
る
と
考
え
て
お
ら
れ
る
。

即
ち
、
氏
は

一
六
五
段
の
弁
の
御
息
所
と
の
歌
語
り
は
在
中
将
の
晩
年
の
情
話
と
な
る
。
即
ち
二
条
后
と
の
恋
の
後
、
中
将
の
最
後
を
飾
る
恋
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
で
は
、
在
中
将
と

二
条
后
と
の
恋
の
語
り
の
前
に
位
置
す
る
一
六
〇
段
の
染
殿
内
侍
と
の
恋
は
二
条
后
よ
り
先
に
あ
っ
た
恋
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う(62)
。

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
私
も
一
六
〇
段
に
対
応
す
る
の
が
一
六
五
段
と
い
う
考
え
そ
の
も
の
に
は
賛
成
で
あ
る
が
、
ど
う
も
そ
の
理
由
が
こ
の
文
章
か
ら
判
然
と
し
な
い
。
あ
る

い
は
在
中
将
関
係
の
章
段
が
時
間
的
な
配
列
を
し
て
い
る
と
み
て
、
そ
の
境
目
に
あ
る
こ
と
か
ら
こ
の
よ
う
に
考
え
て
お
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
た
と
え
時
間
的
に
な
さ
れ
て

い
る
と
し
て
も
、
一
六
六
段
を
ど
う
と
ら
え
る
か
が
問
題
と
し
て
残
る
。
そ
れ
は
臨
終
の
後
に
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
一
六
〇
段
に
対
応
す
る
の
が
一
六
五
段
と
い
う
考
え
に
賛
成
と
す
る
理
由
を
述
べ
て
お
く
。
両
章
段
と
も
他
の
章
段
︵
他
の
人
物
と
の
関
係
に
入
る
︶
の
前
に
あ
っ
て
、

話
の
展
開
を
ス
ム
ー
ズ
に
し
、
い
わ
ば
導
入
的
な
働
き
を
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
冒
頭
の
人
物
配
置
の
面
か
ら
も
言
え
る
。
そ
れ
を
記
し
て
み
る
と
、
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○
染
殿
内
侍
　
在
中
将
︵
一
六
〇
段
︶

×
在
中
将
　
　
二
条
后
︵
一
六
一
段
︶

○
弁
御
息
所
　
在
中
将
︵
一
六
五
段
︶

×
在
中
将
　
　
女
︵
一
六
六
段
︶ 

の
よ
う
に
な
り
、
一
六
〇
段
、
一
六
五
段
に
お
い
て
人
物
の
登
場
順
序
を
み
る
と
、
在
中
将
は
二
番
目
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
が
次
の
章
段
に
な
る
と
、
冒
頭
に
在
中
将
が
登
場

し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
前
述
し
た
一
五
九
段
と
一
六
〇
段
に
つ
い
て
も
言
え
た
こ
と
で
、
い
わ
ば
し
り
取
り
式
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
章
段
間
の
展
開
を
考
え
て
な
さ
れ
た

と
言
っ
て
よ
い
。
こ
の
よ
う
に
章
段
の
移
行
に
関
し
て
、
大
和
物
語
の
作
者
は
か
な
り
気
を
配
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
当
然
こ
の
こ
と
は
作
者
の
創
作
と
い
う
こ
と
に
も
関
連
し

て
こ
よ
う
。
そ
れ
と
一
六
五
段
に
関
し
て
言
え
ば
、
こ
れ
は
構
成
上
、
一
六
一
段
と
同
じ
よ
う
な
働
き
を
し
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
と
い
う
の
は
一
六
二
、一
六
三
段
と

一
六
六
段
は
前
者
が
一
六
一
段
を
、
後
者
が
一
六
五
段
を
そ
れ
ぞ
れ
中
心
に
し
て
そ
の
後
に
配
置
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
一
六
一
段
は
二
条
后
と
在
中
将
と
の

若
き
日
と
晩
年
に
な
っ
て
か
ら
の
話
で
あ
り
、
そ
の
後
に
そ
れ
よ
り
以
前
の
二
人
の
話
の
章
段
を
置
い
て
い
る
し
、
ま
た
一
六
五
段
は
在
中
将
の
辞
世
の
こ
と
が
記
さ
れ
、
人
生

で
の
区
切
り
で
も
あ
る
。
た
だ
、
こ
う
考
え
ら
れ
る
に
し
て
も
一
六
三
段
を
み
る
と
、﹁
后
の
宮
﹂
と
表
記
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
一
六
一
段
に
も
そ
う
あ
る
こ
と
か
ら
、
な
ぜ
そ

う
し
た
か
が
問
題
に
な
っ
て
こ
よ
う
。
一
六
二
、一
六
三
段
は
い
ず
れ
も
女
性
の
表
記
の
上
で
問
題
を
生
じ
て
い
る
わ
け
だ
が
、
大
和
物
語
一
六
二
、一
六
三
段
の
女
性
の
表
記

は
伊
勢
物
語
に
お
い
て
﹁
あ
る
や
ん
ご
と
な
き
人
﹂、﹁
人
﹂
と
な
っ
て
お
り
、
違
い
が
み
ら
れ
る
。
大
和
物
語
の
ほ
う
が
具
体
的
な
表
記
に
な
っ
て
い
る
。
ひ
と
つ
に
こ
れ
は

一
六
一
段
に
二
条
后
が
登
場
し
て
い
る
か
ら
、
そ
れ
に
関
連
づ
け
よ
う
と
い
う
意
識
の
現
れ
で
あ
ろ
う
。
も
し
、
そ
の
相
手
が
単
な
る
女
性
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
伊
勢
物
語
の
表

記
の
ま
ま
で
も
よ
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
一
六
二
、一
六
三
、一
六
四
段
は
前
述
の
如
く
﹁
忘
れ
草
﹂、﹁
菊
﹂、﹁
あ
や
め
﹂
と
い
う
、
植
物
に
関
連
さ
せ
て
い
る
の
だ
ろ

う
が
、
そ
れ
以
上
に
こ
の
よ
う
に
改
作
し
て
い
る
こ
と
は
前
の
章
段
を
考
慮
し
て
い
る
か
ら
に
外
な
る
ま
い
。
そ
し
て
﹁
后
の
宮
﹂、﹁
御
息
所
﹂
と
も
作
者
は
二
条
后
を
指
す
と

い
う
意
識
で
も
っ
て
表
記
し
た
と
み
て
よ
か
ろ
う(63)
。
そ
れ
に
し
て
も
一
六
二
段
で
は
﹁
御
息
所
﹂
と
し
、
ま
た
一
六
三
段
で
は
﹁
后
の
宮
﹂
と
区
別
し
て
い
る
の
は
何
か
意
図
が

あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
無
意
識
の
う
ち
に
な
さ
れ
た
と
考
え
る
の
に
は
何
と
な
く
釈
然
と
し
な
い
の
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
各
章
段
が
あ
れ
ほ
ど
意
図
的
に
な
さ
れ
、
か
つ
前

述
の
如
く
伊
勢
物
語
と
人
物
表
記
が
異
な
っ
て
い
る
こ
と
を
思
う
と
、
な
お
さ
ら
そ
う
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
の
点
に
つ
き
、
吉
山
裕
樹
氏
は

一
六
二
段
で
﹁
御
息
所
﹂
時
代
、
一
六
三
段
で
﹁
后
の
宮
﹂
時
代
と
、
入
内
後
も

0

0

0

0

二
人
の
交
流
は
連
綿
と
続
い
た
事
を
描
こ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る(64)
。

と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
は
た
し
て
そ
う
で
あ
ろ
う
か
。

先
程
も
述
べ
た
よ
う
に
、
彼
女
に
関
し
た
話
は
在
中
将
関
係
の
章
段
の
中
で
三
章
段
に
及
び
、
こ
れ
ら
の
中
で
も
一
番
多
く
登
場
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
の
は
二
条
后
と
在
中
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将
の
結
び
つ
き
を
そ
れ
だ
け
強
く
受
け
止
め
て
い
た
か
ら
こ
そ
書
き
留
め
た
の
で
あ
ろ
う
。
一
六
一
段
は
二
条
后
の
入
内
前
と
入
内
後
の
話
で
、彼
女
が﹁
た
だ
人
﹂の
時
か
ら﹁
女

御
﹂
の
頃
ま
で
の
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
章
段
の
最
後
に
﹁
む
か
し
を
お
ぼ
し
い
で
て
、
を
か
し
と
お
ぼ
し
け
る
﹂
と
あ
っ
て
、
往
時
を
忍
ぶ
二
条
后
の
気
持

ち
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
続
く
一
六
二
段
は
冒
頭
が
﹁
又
﹂
で
始
ま
り
、
そ
の
内
容
は
彼
女
が
﹁
内
に
さ
ぶ
ら
ふ
時
﹂
の
こ
と
で
、
そ
の
時
の
地
位
は
﹁
御
息
所
﹂
と
あ
る

か
ら
少
な
く
と
も
一
六
三
段
の﹁
后
の
宮
﹂の
時
期
よ
り
も
以
前
の
話
に
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
往
時
を
忍
ぶ
と
い
う
こ
と
で
、一
六
一
段
の
末
尾
の
本
文
を
受
け
、﹁
春
宮
の
女
御
﹂

に
関
連
づ
け
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
そ
う
し
て
次
の
一
六
三
段
で
は
后
の
宮
と
し
て
お
り
、
こ
れ
は
結
局
、
一
六
一
段
の
﹁
二
条
后
﹂
に
戻
る
わ
け
で
あ
り
、
同
時
に
彼
女
の
現

在
の
地
位
で
も
あ
る
。
こ
れ
は
前
段
の
御
息
所
か
ら
昇
進
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
彼
女
の
地
位
か
ら
み
て
も
各
章
段
の
展
開
を
ス
ム
ー
ズ
に
し
て
い
る
。
そ
し
て
、

一
六
四
段
か
ら
在
中
将
と
別
の
人
物
と
の
話
が
始
ま
る
。
こ
こ
で
相
手
の
女
性
を
単
に
﹁
人
﹂
と
し
た
の
は
章
段
の
移
行
を
考
慮
し
て
い
る
こ
と
は
前
述
し
た
通
り
で
あ
る
。
以

上
の
よ
う
に
、
在
中
将
と
二
条
后
の
華
や
か
さ
を
描
き
な
が
ら
、
そ
の
一
方
で
は
章
段
間
の
ス
ム
ー
ズ
な
展
開
を
考
え
て
お
り
、
用
意
周
到
な
作
者
の
配
慮
を
窺
い
知
る
こ
と
が

で
き
る
と
思
う
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
一
六
五
段
に
つ
い
て
も
言
え
る
。

一
六
五
段
は
在
中
将
の
臨
終
に
つ
い
て
の
話
で
あ
る
。
伊
勢
物
語
で
は
そ
の
こ
と
が
最
後
の
章
段
に
あ
る
が
、
大
和
物
語
の
在
中
将
関
係
の
章
段
で
は
異
な
り
、
こ
の
後
に

一
六
六
段
が
続
く
。
思
う
に
大
和
物
語
の
作
者
が
在
中
将
の
臨
終
の
章
段
の
後
に
一
六
六
段
を
配
置
し
た
の
は
、
先
程
の
一
六
二
段
の
場
合
と
ほ
ぼ
同
じ
よ
う
な
こ
と
を
考
え

て
そ
う
し
た
の
で
は
な
い
か
。
つ
ま
り
一
六
五
段
は
在
中
将
の
晩
年
の
こ
と
を
描
い
て
お
り
、
そ
の
後
の
一
六
六
段
は
そ
れ
を
も
と
に
し
て
の
、
い
わ
ば
回
想
的
な
章
段
と
言

え
よ
う
。
た
だ
一
六
六
段
の
場
合
、
在
中
将
の
相
手
を
み
る
と
、
一
六
二
、一
六
三
段
の
よ
う
に
よ
り
具
体
的
人
物
を
配
置
し
て
一
六
五
段
と
統
一
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
。
し
か
も
伊
勢
物
語
で
は
﹁
む
か
ひ
に
立
て
た
り
け
る
車
に
女
の
顔
の
下
簾
よ
り
ほ
の
か
に
見
え
け
れ
ば
﹂
と
あ
る
と
こ
ろ
を
大
和
物
語
で
は
﹁
女
の
よ
し
あ
る
車

0

0

0

0

0

0

0

の
も
と
に

た
ち
ぬ
。
下
簾
の
は
ざ
ま
よ
り
、
こ
の
女
の
顔
い
と
よ
く
み
て
け
り
。
物
な
ど
い
ひ
か
は
し
け
り
。﹂
と
部
分
的
に
改
め
て
い
る
。
大
和
物
語
で
は
伊
勢
物
語
に
比
べ
女
性
に
関

し
て
い
か
に
も
由
緒
あ
り
げ
に
、
し
か
も
詳
し
く
描
写
し
て
い
る
。
ま
た
在
中
将
に
つ
い
て
も
、
い
か
に
も
色
好
み
ら
し
く
大
胆
な
表
現
に
し
て
い
る
。
大
和
物
語
の
作
者
は

一
六
二
、一
六
三
段
の
﹁
御
息
所
﹂、﹁
后
の
宮
﹂
と
同
じ
よ
う
に
、
か
な
り
高
貴
な
女
性
を
設
定
し
て
い
る
。
と
も
か
く
こ
こ
で
も
場
所
そ
の
も
の
よ
り
も
人
物
本
位
を
目
指
し

た
大
和
物
語
作
者
の
一
面
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

一
六
四
段
は
前
述
し
た
よ
う
に
話
の
展
開
を
ス
ム
ー
ズ
に
す
る
た
め
に
置
か
れ
た
章
段
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
と
同
じ
よ
う
な
働
き
を
し
て
い
る
の
は
こ
の
章
段
以

外
に
も
存
在
す
る
よ
う
だ
。
一
六
七
段
が
そ
れ
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
一
六
六
段
を
最
後
に
在
中
将
関
係
の
章
段
は
終
わ
る
の
で
あ
る
が
、
先
程
の
一
五
九
段
か
ら
一
六
〇

段
へ
移
行
す
る
場
合
、
展
開
の
上
で
配
慮
の
跡
が
み
ら
れ
た
よ
う
に
、
在
中
将
関
係
の
章
段
か
ら
他
の
章
段
へ
移
る
場
合
も
当
然
そ
の
こ
と
が
考
え
ら
れ
よ
う
。
こ
れ
は
す
で
に

み
て
き
た
よ
う
に
、
在
中
将
関
係
の
章
段
に
お
い
て
そ
の
構
成
に
関
し
か
な
り
配
慮
し
て
い
る
こ
と
を
思
え
ば
な
お
さ
ら
の
こ
と
で
あ
る
。
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さ
て
一
六
七
段
で
は
男
と
女
が
、
そ
の
後
の
一
六
八
段
は
良
少
将
が
そ
れ
ぞ
れ
登
場
し
て
い
る
。
一
六
八
段
に
は
小
野
小
町
も
登
場
し
、
良
少
将
と
彼
女
は
在
中
将
と
同
じ
く

六
歌
仙
に
数
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
こ
の
周
辺
に
は
当
代
の
一
流
歌
人
が
登
場
し
て
い
る
。
も
し
そ
の
こ
と
で
関
連
さ
せ
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
な
に
も
無
名
の
一
六
七

段
な
ど
必
要
で
な
く
、
一
六
六
段
を
一
六
八
段
に
直
接
続
け
て
し
ま
っ
て
も
よ
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
い
わ
ば
そ
れ
に
反
し
て
ま
で
一
六
七
段
を
こ
こ
に
持
っ
て
来
た
の
は
ど
の

よ
う
な
理
由
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
章
段
は
著
名
な
章
段
で
な
い
こ
と
も
あ
っ
て
か
、
古
注
で
は
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
ふ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
現
代
の
注
釈
書
で
も
ほ

と
ん
ど
と
言
っ
て
よ
い
く
ら
い
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
ん
な
中
に
あ
っ
て
高
橋
正
治
氏
は

一
五
九
段
、
一
六
〇
段
、
一
六
七
段
は
男
が
異
女
す
る
と
い
う
こ
と
の
連
想
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
段
章
で
あ
る
が
、
異
女
し
た
男
の
わ
が
ま
ま
を
主
題
と
し
て
お
り
、
第
二

部
の
主
題
に
合
致
し
な
い
の
で
副
次
的
章
段
と
見
る
べ
き
で
あ
る(65)
。

と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
氏
の
こ
の
お
考
え
は
在
中
将
関
係
の
章
段
を
後
世
に
付
加
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
前
提
に
な
っ
て
い
る
。
も
し
こ
れ
ら
の
章
段
が
付
加
さ
れ

た
と
す
る
な
ら
ば
、
付
加
し
た
者
は
そ
の
前
後
の
章
段
と
の
関
連
等
を
考
慮
し
て
そ
う
し
た
と
み
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
と
い
う
の
は
何
度
も
述
べ
た
よ
う
に
在
中
将
関
係
の
章

段
は
用
意
周
到
な
構
成
が
な
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
も
し
、
そ
う
さ
れ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
は
た
し
て
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
と
氏
は
一
六
八
段
と

の
関
係
に
つ
い
て
は
ふ
れ
て
い
な
い
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
も
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

一
方
、
こ
れ
と
は
別
に
ひ
と
つ
の
出
来
上
っ
た
作
品
と
し
て
の
観
点
か
ら
柿
本
奨
氏
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
お
ら
れ
る
。

前
段
︵
稿
者
注
一
六
六
段
の
こ
と
︶
の
歌
が
﹁
長
雨
﹂
を
物
名
と
し
て
詠
み
込
む
と
見
え
て
来
、
そ
の
た
め
雨
中
の
騎
射
見
物
に
な
っ
て
は
い
け
な
い
か
ら
、
歌
の
や
り
と

り
を
雨
の
翌
朝
に
し
た
、
そ
の
よ
う
な
伝
え
を
前
段
は
記
す
、
と
受
け
取
る
事
が
で
き
よ
う
。
即
ち
、
前
段
の
歌
を
物
名
歌
と
据
え
、
そ
の
詠
歌
法
の
似
か
よ
い
で
本
段
を

続
け
た
と
見
る(66)
。

そ
し
て
次
の
一
六
八
段
と
の
関
連
に
つ
い
て
も
、
一
六
七
段
の
物
名
が
一
六
八
段
の
前
半
に
あ
る
﹁
人
心
﹂
の
歌
の
﹁
う
し
み
つ
﹂
に
関
連
づ
け
た
と
み
て
お
ら
れ
る
。
こ
の
よ

う
に
詠
歌
法
や
物
名
歌
と
の
関
連
で
と
ら
え
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
大
和
物
語
一
六
六
段
が
伊
勢
物
語
九
九
段
を
も
と
に
し
て
創
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
か
つ
て
述
べ
た(67)

通
り
で
、
そ
こ
で
は
伊
勢
物
語
よ
り
も
話
の
幅
を
持
た
せ
て
い
る
。
た
だ
伊
勢
物
語
九
九
段
も
そ
う
だ
が
、﹁
な
が
め
﹂
を
は
た
し
て
物
名
と
と
っ
て
よ
い
も
の
か
。
地
文
に
﹁
な

が
め
﹂
と
で
も
あ
れ
ば
話
は
別
で
あ
る
。
と
も
か
く
こ
こ
は
そ
の
要
素
は
少
な
い
と
思
わ
れ
る
。
柿
本
氏
は
﹁
そ
の
た
め
雨
中
の
云
々
﹂
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
は
た
し
て
そ
こ

ま
で
拡
大
し
て
考
え
て
よ
い
か
疑
問
で
あ
る
。

次
に
雨
海
博
洋
氏
は

こ
の
段
︵
稿
者
注
一
六
七
段
の
こ
と
︶
は
無
名
章
段
の
一
つ
で
、
固
有
名
詞
章
段
群
の
間
に
あ
っ
て
、
場
面
転
換
の
役
を
果
す
。
こ
こ
で
は
、
一
六
〇
～
一
六
六
段
の
在
中
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将
章
段
か
ら
、
一
六
八
段
の
良
少
将
章
段
に
転
換
さ
せ
る
位
置
に
あ
る(68)
。

と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
氏
の
言
わ
れ
る
よ
う
に
場
面
の
転
換
を
考
慮
し
登
場
人
物
を
﹁
男
女
﹂
と
し
た
章
段
を
持
っ
て
き
た
と
い
う
こ
と
に
は
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
た
だ
こ
の

章
段
の
次
か
ら
別
の
話
が
始
ま
る
こ
と
か
ら
し
て
、
前
述
の
如
く
一
五
九
段
が
一
六
〇
段
と
関
連
が
あ
っ
た
よ
う
に
こ
こ
で
も
前
後
の
章
段
と
何
ら
か
の
関
連
が
み
ら
れ
ま
い
か
。

一
六
七
段
は
次
の
よ
う
な
内
容
で
あ
る
。

　
男
、
女
の
衣
を
借
り
着
て
、
今
の
妻
の
が
り
い
き
て
、
さ
ら
に
見
え
ず
。
こ
の
衣
を
み
な
着
破
り
て
、
返
し
を
こ
す
と
て
、
そ
れ
に
雉
、
雁
、
鴨
を
く
は
へ
て
お
こ
す
。

人
の
国
に
い
た
づ
ら
に
見
え
け
る
物
ど
も
な
り
け
り
。
さ
り
け
る
時
に
、
女
、
か
く
い
ひ
や
り
け
る
。

い
や
な
き
じ
人
に
な
ら
せ
る
か
り
衣
わ
が
身
に
触
れ
ば
う
き
か
も
ぞ
つ
く

こ
の
章
段
と
一
六
六
段
と
は
事
が
う
ま
く
運
ば
な
い
と
い
う
こ
と
で
共
通
し
て
い
る
。
次
の
一
六
八
段
は
前
述
し
た
よ
う
に
在
中
将
と
同
じ
く
六
歌
仙
の
一
人
で
あ
る
良
少
将
の

話
。
内
容
は
良
少
将
が
寝
過
ご
し
て
し
ま
い
、
相
手
の
女
性
に
会
え
な
か
っ
た
話
で
、
こ
れ
も
一
六
六
、一
六
七
段
と
同
じ
よ
う
に
事
が
う
ま
く
運
ば
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に

な
る
。
し
か
も
こ
れ
ら
三
章
段
で
そ
の
原
因
を
作
っ
て
い
る
の
は
す
べ
て
男
の
ほ
う
で
あ
る
。
そ
れ
と
一
六
七
段
に
は
﹁
衣
﹂
の
表
記
が
あ
り
、
こ
れ
は
一
六
八
段
に
も
み
ら
れ

る(69)
こ
と
か
ら
、
偶
然
の
一
致
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
関
連
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
内
容
の
上
で
関
連
づ
け
、
さ
ら
に
語
句
の
上
で
も
関
連
づ
け
て
、
一
六
六
段

と
一
六
八
段
の
中
継
ぎ
を
し
て
い
る
の
が
一
六
七
段
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
れ
と
、
こ
こ
に
は
﹁
人
の
国
に
は
い
た
づ
ら
云
々
﹂
と
あ
る
か
ら
、
そ
の
舞
台
は
都
と
い
う
こ

と
に
な
る
。
事
実
、
こ
の
周
辺
に
は
都
の
話
が
集
め
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
そ
の
こ
と
を
考
え
て
配
置
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
こ
れ
は
ま
っ
た
く
の
臆
測
の
域
を
出
な
い

も
の
だ
が
、
先
程
、
一
六
七
段
と
一
六
四
段
は
構
成
上
、
同
じ
働
き
を
し
て
い
る
と
述
べ
た
が
、﹁
雉
を
な
む
や
り
け
る
﹂︵
一
六
四
段
︶
、﹁
雉0

、
雁
、
鴨
﹂︵
一
六
七
段
︶
と
い
う

共
通
し
た
語
が
み
ら
れ
る
。
一
六
七
段
は
現
在
の
と
こ
ろ
、
そ
の
典
拠
が
明
ら
か
で
な
い
。
も
し
、
こ
の
章
段
が
作
者
に
よ
っ
て
創
作
さ
れ
た
と
す
る
な
ら
ば
一
六
四
段
と
同
じ

よ
う
な
働
き
と
い
う
こ
と
を
考
慮
し
、
そ
れ
に
ヒ
ン
ト
を
得
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

先
程
も
一
部
ふ
れ
た
が
、
在
中
将
関
係
の
章
段
は
人
物
の
面
か
ら
も
ス
ム
ー
ズ
な
展
開
を
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
今
、
各
章
段
の
登
場
人
物
を
登
場
順
に
従
っ
て
列
挙

し
て
み
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

一
五
九
段
　
　
→
　
　
染
殿
内
侍
　
能
有
大
臣

　
　
　
　
　
　
⑴

一
六
〇
段
　
　
－
　
　
染
殿
后
　
在
中
将

　
　
　
　
　
　
←

一
六
一
段
　
　
→

　
　
在
中
将
　
二
条
后

一
六
二
段
　
　
－
　
　
在
中
将
　
御
息
所
の
御
方



330第二章　大和物語の創作性

　
　
　
　
　
　
⑵

一
六
三
段
　
　
－
　
　
在
中
将
　
后
の
宮

一
六
四
段
　
　
←
　
　
在
中
将
　
人

　
　
　
　
　
　
→

一
六
五
段
　
　
⑶
　
　
水
尾
の
帝
の
御
時
　
弁
の
御
息
所
　
在
中
将

　
　
　
　
　
　
←
　
　
　

　
　
　
　
　
　
→

一
六
六
段
　
　
⑷
　
　
在
中
将
　
女

　
　
　
　
　
　
←

　
　
　
　
　
　
→

一
六
七
段
　
　
⑸
　
　
男
女

　
　
　
　
　
　
←

　
　
　
　
　
　
→

一
六
八
段
　
　
⑹
　
　
良
少
将

　
　
　
　
　
　
←

一
五
九
段
、
一
六
七
、一
六
八
段
に
つ
い
て
も
記
し
た
の
は
在
中
将
関
係
の
章
段
を
考
え
る
場
合
、
今
ま
で
の
考
察
か
ら
し
て
、
密
接
な
関
係
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
れ
と
こ
れ
ら
を
六
つ
に
区
分
し
て
み
た
が
、
こ
れ
は
人
物
配
置
に
注
目
し
こ
う
し
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
配
置
は
無
意
識
の
う
ち
に
な
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
少
な

く
と
も
大
和
物
語
の
作
者
は
ひ
と
つ
の
方
針
を
貫
い
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
即
ち
各
章
段
で
の
人
物
配
置
の
展
開
に
注
目
し
て
み
る
と
、
お
お
よ
そ
次
の
よ
う
な
こ
と
が
言

え
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
各
区
分
の
最
後
の
章
段
︵
一
章
段
の
場
合
も
同
様
に
み
る
︶
に
お
い
て
登
場
順
で
二
番
目
、
も
し
く
は
三
番
目
に
在
中
将
が
く
る
と
次
の
区
分
の
最

初
に
在
中
将
が
登
場
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
彼
以
外
の
人
物
だ
と
次
の
区
分
の
最
初
の
章
段
の
、
は
じ
め
に
彼
以
外
の
人
物
が
登
場
し
て
い
る
。
例
え
ば
展
開
の
上
で
も
同
じ

働
き
を
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
一
六
四
段
と
一
六
七
段
を
み
て
み
よ
う
。
一
六
四
段
で
は
、
次
の
一
六
五
段
の
二
番
目
に
在
中
将
が
で
て
く
る
か
ら
、
二
番
目
に
人
を
登
場
さ
せ

て
い
る
。
ま
た
、
一
六
七
段
の
場
合
は
、
次
の
一
六
八
段
が
在
中
将
で
な
く
て
別
人
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
た
め
に
﹁
男
女
﹂
の
話
を
も
っ
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
現
象

を
偶
然
の
一
致
と
考
え
ら
れ
よ
う
か
。
思
う
に
、
い
わ
ば
し
り
取
り
式
に
人
物
を
配
置
す
る
こ
と
に
よ
り
、
章
段
間
の
展
開

︱
人
物
上
で
の
唐
突
を
な
く
す
と
い
う
こ
と
で

︱
を
ス
ム
ー
ズ
に
す
る
た
め
に
意
図
的
に
な
さ
れ
た
も
の
と
み
て
よ
か
ろ
う
。
と
も
あ
れ
、
大
和
物
語
の
作
者
は
つ
と
め
て
章
段
間
の
展
開
に
注
意
を
払
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
大
和
物
語
に
お
い
て
同
一
人
物
が
連
続
す
る
場
合
、
最
初
と
最
後
に
は
人
名
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
間
に
あ
る
章
段
の
冒
頭
は
﹁
同
じ
云
々
﹂
と
省
略
さ
れ

て
い
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
し
か
し
、
在
中
将
に
関
し
て
は
み
て
き
た
よ
う
に
そ
う
な
っ
て
い
な
い
。
先
学
は
こ
の
現
象
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
高

橋
正
治
氏
は

大
和
物
語
で
は
大
体
同
一
人
物
が
主
人
公
と
す
る
章
段
の
続
く
時
は
、
あ
と
の
章
段
は
﹁
お
な
じ
人
﹂
と
受
け
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
一
六
五
段
以
外
は
す
べ
て
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﹁
在
中
将
﹂
で
は
じ
ま
る
の
は
、﹁
昔
男
あ
り
け
り
﹂
な
ど
の
本
文
を
、
そ
の
ま
ま
置
き
換
え
た
よ
う
な
形
跡
と
も
見
ら
れ
る(70)
。

と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
次
い
で
雨
海
博
洋
氏
は

﹁
在
中
将
﹂
を
﹁
お
な
じ
男
﹂﹁
お
な
じ
人
﹂
な
ど
で
は
代
用
が
き
か
な
い
ほ
ど
、
そ
の
呼
称
は
親
し
ま
れ
、
浸
透
し
て
い
っ
た
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う(71)
。

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
菊
地
靖
彦
氏
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
お
ら
れ
る
。

在
中
将
章
段
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
章
段
ご
と
に
﹁
在
中
将
﹂
と
あ
ら
た
め
て
呼
び
出
し
て
始
ま
っ
て
い
る
。
例
え
ば
﹁
お
な
じ
男
﹂
と
い
っ
た
い
い
方
を
し
な
い
。
そ
れ
は

一
段
一
段
が
独
立
し
て
形
成
さ
れ
て
付
加
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
を
思
わ
せ
る
。
す
く
な
く
と
も
全
体
的
な
構
想
が
あ
っ
た
と
は
思
わ
れ
な
い(72)
。

こ
の
よ
う
に
そ
の
見
方
に
つ
い
て
は
異
な
っ
て
い
る
。
高
橋
氏
は
置
き
換
え
た
の
で
は
な
い
か
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
も
し
そ
れ
な
ら
ば
一
六
五
段
を
ど
う
処
理
す
る
か
が
問
題

と
な
っ
て
こ
よ
う
。
と
い
う
の
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
私
見
に
よ
る
と
一
六
五
段
は
虚
構
化
さ
れ
た
章
段
で
あ
り
、
単
に
置
き
換
え
た
だ
け
な
ら
、
そ
の
ま
ま
こ
こ
も
冒
頭
を
﹁
在

中
将
﹂
と
し
て
も
よ
か
っ
た
は
ず
だ
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
う
し
て
い
な
い
こ
と
は
、
む
し
ろ
別
の
意
図
が
あ
っ
た
か
ら
と
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
雨
海
氏
は
代
用
が

き
か
な
い
か
ら
と
考
え
て
お
ら
れ
る
が
、単
純
に
考
え
て
前
後
の
章
段
に
﹁
在
中
将
﹂
と
あ
れ
ば
、だ
れ
の
こ
と
か
わ
か
る
は
ず
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
﹁
在
中
将
﹂、﹁
同
じ
云
々
﹂

と
あ
っ
て
も
そ
れ
ほ
ど
変
わ
る
も
の
で
も
あ
る
ま
い
。
ま
た
菊
地
氏
の
ご
と
く
一
つ
一
つ
独
立
し
て
付
加
さ
れ
、
全
体
的
な
構
想
は
な
い
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
前
述
し
た
如
く

章
段
聞
の
関
連
も
行
き
届
い
て
お
り
全
体
の
構
想
は
見
い
出
せ
る
。

以
上
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
諸
先
学
の
考
え
に
は
納
得
し
か
ね
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
で
は
こ
の
現
象
を
い
か
に
考
え
た
ら
よ
い
の
か
。
こ
れ
ら
以
外
に
考
え
が
可
能
で
あ
ろ
う
か
。

大
和
物
語
の
後
半
は
前
半
に
比
べ
、
整
然
と
し
た
構
成
意
識
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る(73)
。
も
し
そ
こ
に
こ
れ
と
類
似
し
た
章
段
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、
何
ら
か
の
ヒ
ン
ト
が
得

ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
こ
れ
に
該
当
す
る
と
こ
ろ
と
し
て
、
一
五
〇
段
か
ら
一
五
三
段
ま
で
の
﹁
な
ら
の
帝
﹂
の
章
段
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
章
段
を
み
る
に
、
確
か
に

大
和
物
語
の
前
半
に
み
ら
れ
る
章
段
と
同
じ
よ
う
な
書
式
を
と
っ
て
い
る
。
し
か
し
、﹁
な
ら
の
帝
﹂
の
章
段
の
内
容
を
検
討
し
て
み
る
と
、
中
に
は
虚
構
の
跡
を
窺
う
こ
と
が

で
き
る(74)
。
こ
れ
は
前
半
の
同
じ
よ
う
な
書
式
を
と
っ
て
い
る
章
段
に
は
み
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
り
、
い
わ
ば
形
の
上
で
前
半
の
章
段
と
同
じ
に
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
在
中
将
関
係
の
章
段
は
、
そ
の
大
半
が
﹁
在
中
将
云
々
﹂
で
始
ま
る
が
、
そ
の
内
容
に
お
い
て
虚
構
の
と
こ
ろ
も
み
ら
れ
た
。
両
者
は
冒
頭
の
人
物
表
記
の
点
で

異
な
る
も
の
の
、
虚
構
化
と
い
う
こ
と
で
共
通
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
在
中
将
関
係
の
章
段
に
お
い
て
前
半
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
書
式
を
用
い
な
か
っ
た
。
換
言
す
れ
ば
、

そ
れ
か
ら
一
歩
抜
け
出
し
て
別
の
方
法
を
と
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
て
み
る
と
在
中
将
関
係
の
章
段
で
冒
頭
を
そ
ろ
え
た
の
は
意
図
的
な
考
え
が
あ
っ
て
の
こ
と
で
あ
ろ

う
。大

和
物
語
の
中
で
、
他
の
作
品
、
と
り
わ
け
物
語
に
素
材
を
求
め
て
い
る
の
は
、
伊
勢
物
語
と
共
通
し
て
い
る
在
中
将
関
係
の
章
段
で
あ
る
。
し
か
も
こ
れ
ら
の
章
段
は
連
続
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し
て
お
り
、
今
、
大
和
物
語
と
共
通
し
て
い
る
伊
勢
物
語
各
章
段
の
冒
頭
の
部
分
を
再
度
、
記
し
て
み
る
と
、

三
段
　
む
か
し
お
と
こ

8

8

8

あ
り
け
り
↓
在
中
将

五
一
段
　
む
か
し
お
と
こ

8

8

8

↓
在
中
将

七
六
段
　
昔
、
二
条
后
の
…
…
近
衛
司
に
さ
ぶ
ら
ひ
け
る
翁

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

↓
在
中
将

九
九
段
　
む
か
し
、
右
近
の
馬
場
の
…
…
中
将
な
り
け
る
男

8

8

8

8

8

8

8

↓
在
中
将

一
〇
〇
段
　
む
か
し
、
お
と
こ

8

8

8

、
後
涼
殿
の
↓
在
中
将

一
二
五
段
　
む
か
し
、
お
と
こ

8

8

8

↓
水
の
尾
の
帝
の
御
時
、
左
大
弁
の
む
す
め
…
…
帝
御
ぐ
し
お
ろ
し
た
ま
ひ
て
ひ
と
り
い
ま
す
か
り
け
る
を
在
中
将

の
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
を
見
る
と
高
橋
氏
の
言
わ
れ
る
ご
と
く
、
お
お
む
ね
﹁
む
か
し
、
お
と
こ
﹂
を
﹁
在
中
将
﹂
に
置
き
換
え
た
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
す
べ
て
が

そ
う
な
の
か
と
言
う
と
、
例
え
ば
伊
勢
物
語
七
六
段
、
九
九
段
は
﹁
む
か
し
、
お
と
こ
﹂
と
な
っ
て
い
な
い
。
そ
の
代
り
前
者
は
後
の
ほ
う
に
﹁
近
衛
司
に
さ
ぶ
ら
ひ
け
る
翁
﹂

と
あ
る
し
、
ま
た
後
者
も
﹁
中
将
な
り
け
る
男
云
々
﹂
と
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
在
中
将
を
暗
示
さ
せ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
を
置
き
換
え
た
と
、
と
れ
な
い
こ

と
も
な
い
。
し
か
し
七
六
、九
九
段
は
こ
う
処
理
で
き
る
が
、
一
六
五
段
は
そ
う
は
い
か
な
い
。
こ
の
章
段
は
﹁
水
の
尾
の
帝
云
々
﹂
で
始
ま
り
、
伊
勢
物
語
に
比
べ
、
地
文
が
、

か
な
り
長
文
に
わ
た
っ
て
お
り
、
他
の
章
段
と
異
に
し
て
い
る
。

︱
高
橋
氏
も
疑
問
を
指
摘
さ
れ
て
い
る(75)
が

︱
た
だ
、
こ
の
一
六
五
段
は
前
述
し
た
よ
う
に
在
中
将
関
係

の
章
段
の
中
で
大
大
的
に
改
作
を
加
え
て
い
た
。
そ
れ
は
﹁
つ
れ
づ
れ
と
﹂
の
歌
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
地
文
に
も
及
ん
で
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
﹁
在
中
将
﹂
と
後
の
方
に
記
さ
れ
て

い
る
が
、
冒
頭
を
他
の
章
段
と
異
に
し
て
い
る
の
は
そ
の
一
端
を
物
語
っ
て
い
よ
う
。

以
上
み
て
き
た
よ
う
に
大
和
物
語
の
作
者
は
、
つ
と
め
て
伊
勢
物
語
と
は
違
っ
た
面
を
描
こ
う
と
し
て
い
た
。
そ
れ
は
言
う
な
ら
ば
対
抗
意
識
で
あ
り
、
そ
う
す
る
た
め
に
創

作
性
を
示
し
た
の
で
あ
る
。
伊
勢
物
語
と
い
う
と
、
私
達
は
す
で
に
﹁
昔
、
男
﹂
と
か
﹁
昔
、
男
あ
り
け
り
﹂
と
い
う
こ
と
を
思
い
浮
か
べ
る
。
大
和
物
語
の
作
者
は
そ
れ
に
対

抗
し
て
こ
の
よ
う
な
表
記
を
と
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
は
在
中
将
を
顕
示
さ
せ
る
た
め
の
ひ
と
つ
の
方
法
で
も
あ
っ
た
。
置
き
換
え
た
と
言
え
ば
、そ
う
い
う
こ
と
に
な
る
が
、

こ
う
し
た
要
因
を
さ
ら
に
突
き
詰
め
る
と
、
そ
こ
に
は
創
作
意
識
が
深
く
関
与
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
う
考
え
る
と
、
高
橋
氏
の
考
え
と
抵
触
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
こ

に
大
和
物
語
作
者
の
創
作
意
識
と
い
う
も
の
を
少
し
で
も
認
め
て
お
き
た
い
の
で
あ
る
。
と
も
あ
れ
冒
頭
の
表
記
ひ
と
つ
を
と
っ
て
み
て
も
、
そ
こ
に
は
作
者
の
意
図
が
深
く
関

わ
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
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十
二

在
中
将
関
係
の
章
段
を
通
し
て
大
和
物
語
の
創
作
方
法
に
つ
い
て
考
察
し
て
き
た
。
大
和
物
語
の
作
者
は
在
中
将
を
登
場
さ
せ
る
に
あ
た
り
、
ま
ず
念
頭
に
浮
か
ん
だ
の
は
伊

勢
物
語
で
あ
っ
た
。
在
中
将
と
言
え
ば
天
下
の
色
好
み
と
し
て
著
名
で
あ
り
、
そ
れ
を
反
映
し
て
、
そ
の
相
手
は
二
条
后
を
は
じ
め
染
殿
内
侍
、
弁
御
息
所
等
に
ま
で
及
ん
で
い
た
。

し
か
も
こ
れ
ら
の
人
物
は
各
章
段
の
展
開
を
考
慮
し
て
配
置
さ
れ
て
い
た
。
た
だ
、
こ
れ
ら
の
中
に
は
伊
勢
物
語
に
見
ら
れ
な
い
章
段
や
歌
が
あ
っ
た
が
、
そ
れ
ら
を
よ
く
調
べ

て
み
る
と
、
実
は
勅
撰
集
や
前
後
の
章
段
を
も
と
に
し
て
創
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
と
在
中
将
関
係
の
章
段
に
つ
い
て
、
特
に
注
目
し
て
お
き
た
い
こ
と
は
一
六
四
段

を
除
く
と
、
す
べ
て
伊
勢
物
語
の
ま
ま
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
両
者
の
相
違
は
大
小
に
及
ん
で
い
る
が
、
こ
の
こ
と
は
少
な
く
と
も
大
和
物
語
の
作
者
が
伊
勢
物
語
と

は
別
な
面
を
描
こ
う
と
し
た
た
め
に
外
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
創
作
意
識
の
現
れ
で
あ
り
、
同
時
に
伊
勢
物
語
へ
の
対
抗
意
識
で
も
あ
っ
た
。
一
六
四
段
は
伊
勢
物
語
と
ほ
と
ん
ど

変
わ
ら
な
か
っ
た
が
、
こ
う
し
た
の
は
構
成
を
考
え
て
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
も
創
作
と
い
う
枠
の
中
で
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
大
和
物
語
の
作
者
は
伊
勢
物
語
を
も
と
に
新
し
い
方
法
を
試
み
た
わ
け
で
あ
る
。
確
か
に
そ
の
努
力
は
認
め
ら
れ
る
も
の
の
、
そ
の
内
容
は
決
し
て
す
ぐ
れ
た
も

の
と
は
言
え
な
い
。
そ
れ
と
先
程
、
伊
勢
物
語
に
対
抗
云
々
と
言
っ
た
が
、
対
抗

0

0

と
い
う
こ
と
に
は
疑
問
を
持
つ
人
が
い
よ
う
。
そ
れ
は
伊
勢
物
語
全
章
段
に
比
べ
、
大
和
物
語

に
取
ら
れ
た
章
段
は
ひ
じ
ょ
う
に
少
な
く
、
は
た
し
て
こ
う
い
う
表
現
が
妥
当
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
思
う
に
こ
れ
は
大
和
物
語
後
半
の
構
成
と
い
う
枠
の
中
で
、
在
中
将
関

係
章
段
の
位
置
を
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
も
う
少
し
詳
し
く
言
う
な
ら
ば
、
前
述
の
如
く
大
和
物
語
の
後
半
は
、
私
見
に
よ
る
と
あ
る
程
度
、
整
然
と
し
た
構
成
が
な
さ
れ

て
お
り
、
こ
の
現
象
は
前
半
で
は
み
る
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
創
作
意
識
を
持
ち
、
か
つ
全
体
の
構
成
を
も
考
え
て
と
り
入
れ
ら
れ
た
の
が

在
中
将
関
係
の
章
段
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
前
に
も
少
し
ふ
れ
た
が
、
高
橋
正
治
氏
は
こ
の
在
中
将
関
係
の
章
段
に
つ
い
て
、
も
と
は
一
六
〇
段
か
ら
直
接
一
六
七
段
へ
続
い
て
お
り
、
そ
の
間
に
あ
る
在
中

将
関
係
の
章
段
は
後
に
付
加
さ
れ
た
も
の
と
い
う
考
え
を
提
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
例
の
、﹃
袋
草
紙
﹄
に
み
え
る
﹁
大
和
物
語
　
和
歌
二
百
七
十
首
此
中
連
歌
三
首

但
本
々
不
同

﹂
本
に
関
連

さ
せ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
も
し
、
高
橋
氏
の
考
え
が
妥
当
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
を
付
加
し
た
者
は
、
私
が
今
ま
で
述
べ
た
よ
う
な
こ
と
を
念
頭
に
置
き
、
各
々
の
章
段
を
構

成
し
て
い
っ
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
大
和
物
語
で
虚
構
と
思
わ
れ
る
章
段
は
大
和
物
語
に
あ
る
歌
を
も
と
に
し
て
歌
を
作
っ
て
い
た
。
そ
れ
は
語
句
の
み
な
ら
ず
、

修
辞
や
文
法
的
な
面
で
も
参
考
に
し
て
い
た
。
さ
ら
に
何
度
も
言
う
よ
う
に
大
和
物
語
の
後
半
は
整
然
と
し
た
構
成
に
な
っ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
現
象
は
偶
然
の
結
果
と
言
え
よ

う
か
。
大
和
物
語
の
作
者
と
付
加
し
た
人
物
と
が
同
一
人
か
、
も
し
く
は
そ
の
内
容
に
通
じ
て
い
た
人
で
な
け
れ
ば
、
と
う
て
い
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
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と
は
ま
ず
も
っ
て
無
理
な
こ
と
で
、こ
こ
は
同
一
人
物
の
手
に
な
る
か
ら
こ
そ
こ
の
よ
う
な
現
象
が
み
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
し
て
み
る
と
、や
は
り
大
和
物
語
の
作
者
に
よ
っ

て
在
中
将
関
係
の
章
段
は
書
き
継
が
れ
て
い
っ
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
の
よ
う
で
あ
る
。
と
も
あ
れ
、
在
中
将
関
係
の
章
段
が
後
に
な
っ
て
付
加
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
に
は
な
お

検
討
す
る
余
地
が
残
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
う
。

そ
れ
に
し
て
も
在
中
将
関
係
の
章
段
は
、
大
和
物
語
全
体
か
ら
す
る
と
あ
ま
り
に
も
少
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
中
で
の
結
論
で
あ
る
か
ら
、
当
然
、
説
得
力
に
欠
け
る
こ

と
は
否
め
な
い
。
で
も
、
今
ま
で
の
考
察
結
果
か
ら
し
て
個
々
の
面
か
ら
の
考
察
も
大
和
物
語
の
生
成
を
考
え
る
上
で
無
視
で
き
ま
い
。
む
し
ろ
そ
れ
を
累
積
し
て
い
っ
て
こ
そ
、

大
和
物
語
全
体
の
性
格
、
引
い
て
は
構
想
が
見
い
出
せ
る
の
で
は
な
い
か
と
念
願
し
て
い
る
。
そ
れ
が
今
後
の
自
分
の
方
向
で
あ
る
。

最
後
に
今
ま
で
述
べ
た
こ
と
を
図
式
化
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
。

↓
一
五
九
段
　
　 

染
殿
内
侍
　
　
能
有
大
臣

　
　
　
　
　
　
　
　
↑

一
六
〇
段
　
　 

お
な
じ
内
侍
　
在
中
将

　
　
　
　
　
　
　
　
↑

一
六
一
段 

（核）
　
在
中
将
　
　
　
二
条
后
︵
伊
勢
物
語
に
も
﹁
二
条
后
﹂
と
あ
る
︶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

た
だ
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

女
御

一
六
二
段
　
　 

在
中
将
　
　
　
御
息
所
の
御
方
　
↑

　
一
六
三
段
　 

　
在
中
将
　
　
　
后
の
宮
︵
現
在
の
地
位
︶

一
六
四
段
　
　 

在
中
将
　
　
　
人

　
　
　
　
　
　
↑

一
六
五
段 

（核）
　
弁
の
御
息
所
　
　
在
中
将
︵
死
︶

↓
一
六
六
段
　 

　
在
中
将
　
　
　
女
　
↑

　
　
　
　
　
　
↑

↓
一
六
七
段
　
　 

男
女

↓
一
六
八
段
　
　 

良
少
将
　
　
　
小
町

　　     （六歌仙）
　　　　（展開）

（回想的章段）

←―
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注
⑴
　﹁
上
代
文
学
史
稿
﹂
案
︵
二
︶︵﹁
日
本
文
学
史
研
究
﹂
4
号
　
昭
和
25
年
︶

⑵
　
諸
説
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
一
四
一
段
以
降
を
そ
の
よ
う
に
考
え
て
い
く
。
詳
し
く
は
拙
稿
﹁﹃
大
和
物
語
﹄
小
考
︱
前
半
と
後
半
の
分
け
方
︱
﹂︵﹁
解
釈
﹂
32
巻
9
号
　
昭
和
61

年
9
月
　
後
に
﹃
大
和
物
語
の
研
究
﹄︿
翰
林
書
房
　
平
成
6
年
2
月
﹀
に
再
録
︶
を
参
照
の
こ
と
。
本
書
第
三
章
第
二
節
。

⑶
　
㋐
阿
部
秋
生
氏
﹁
伊
勢
物
語
と
大
和
物
語
と
の
関
係
︱
物
語
る
部
分
の
関
係
に
就
い
て
︱
﹂︵﹁
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
﹂
3
巻
4
号
　
昭
和
13
年
4
月
︶

㋑
藤
田
徳
太
郎
氏
﹁
大
和
物
語
と
伊
勢
物
語
﹂︵﹁
古
典
研
究
﹂
4
巻
1
号
　
昭
和
14
年
1
月
　
後
に
﹃
日
本
小
説
史
論
﹄︿
至
文
堂
　
昭
和
14
年
11
月
　
覆
刻
版
　
ク
レ
ス
出
版

平
成
11
年
9
月
﹀
に
再
録
︶

㋒
吉
川
理
吉
氏
﹁
平
安
末
期
を
さ
か
ひ
と
す
る
伊
勢
物
語
の
説
﹂︵
龍
谷
大
学
﹁
国
文
学
論
叢
﹂
7
輯
　
昭
和
35
年
1
月
︶

㋓
高
橋
正
治
氏
﹁
大
和
物
語
の
原
初
形
態
﹂︵﹃
大
和
物
語  

塙
選
書
﹄
塙
書
房
　
昭
和
37
年
10
月
︶

㋔
福
井
貞
助
氏
﹁
伊
勢
御
編
作
説
と
大
和
物
語
﹂︵﹃
伊
勢
物
語
生
成
論
﹄
有
精
堂
出
版
　
昭
和
40
年
4
月
　
増
補
版
　
パ
ル
ト
ス
社
　
昭
和
60
年
1
月
︶

㋕
今
井
源
衛
氏
﹁
大
和
物
語
評
釈
・
四
十
九
　
染
殿
内
侍
﹂︵﹁
国
文
学
﹂
11
巻
10
号
　
昭
和
41
年
9
月
　
後
に
﹃
大
和
物
語
評
釈  

下
巻
﹄︿
笠
間
書
院
　
平
成
12
年
2
月
﹀
に
再

録
。﹁
大
和
物
語
評
釈
・
五
十
～
五
十
二
﹂
も
同
様
︶

㋖
今
井
源
衛
氏
﹁
大
和
物
語
評
釈
・
五
十
　
在
中
将
﹂︵﹁
国
文
学
﹂
11
巻
11
号
　
昭
和
41
年
10
月
︶

㋗
今
井
源
衛
氏
﹁
大
和
物
語
評
釈
・
五
十
一
　
忘
れ
草
﹂︵﹁
国
文
学
﹂
11
巻
13
号
　
昭
和
41
年
11
月
︶

㋘
今
井
源
衛
氏
﹁
大
和
物
語
評
釈
・
五
十
二
　
在
中
将
︵
続
︶﹂︵﹁
国
文
学
﹂
11
巻
14
号
　
昭
和
41
年
12
月
︶

㋙
片
桐
洋
一
氏
﹁
在
中
将
集
と
雅
平
本
業
平
集
の
比
較
考
察
﹂︵﹃
伊
勢
物
語
の
研
究
︹
研
究
篇
︺﹄
明
治
書
院
　
昭
和
43
年
2
月
︶

㋚
山
田
清
市
氏
﹁
大
和
物
語
に
お
け
る
伊
勢
物
語
関
係
章
段
に
つ
い
て
﹂︵﹁
平
安
朝
文
学
研
究
﹂
9
号
　
昭
和
38
年
7
月
　
後
に
﹃
伊
勢
物
語
の
成
立
と
伝
本
の
研
究
﹄︿
桜
楓

社
　
昭
和
47
年
4
月
﹀
に
再
録
︶

㋛
佐
藤
高
明
氏
﹁
後
撰
集
と
大
和
物
語
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
考
察
﹂︵﹃
後
撰
和
歌
集
の
研
究
﹄
日
本
学
術
振
興
会
　
昭
和
45
年
2
月
︶

㋜
妹
尾
好
信
氏
﹁﹃
大
和
物
語
﹄
在
中
将
関
連
章
段
群
の
成
立
と
﹃
伊
勢
物
語
﹄﹂︵﹁
広
島
大
学
文
学
部
紀
要
﹂
45
巻
　
昭
和
61
年
2
月
　
後
に
﹃
国
文
学
年
次
別
論
文
集  

中
古

2  

昭
和
61
年
﹄︿
朋
文
出
版
　
昭
和
62
年
11
月
﹀、﹃
平
安
朝
歌
物
語
の
研
究
︹
大
和
物
語
篇
︺﹄︿
笠
間
書
院
　
平
成
12
年
10
月
﹀
に
そ
れ
ぞ
れ
再
録
︶

㋝
秋
沢
亙
氏
﹁﹃
大
和
物
語
﹄
在
中
将
章
段
群
の
考
察
︱
﹃
二
条
后
﹄
の
描
か
れ
方
を
め
ぐ
っ
て
︱
﹂︵﹁
國
學
院
大
學
大
学
院
紀
要
︱
文
学
研
究
科
︱
﹂
21
輯
　
平
成
2
年
3
月
　
　

後
に
﹃
国
文
学
年
次
別
論
文
集  

中
古
2  

平
成
2
年
﹄︿
朋
文
出
版
　
平
成
3
年
11
月
﹀、﹃
源
氏
物
語
の
準
拠
と
諸
相
﹄︿
お
う
ふ
う
　
平
成
19
年
3
月
﹀
に
そ
れ
ぞ
れ
再
録
︶
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㋞
﹁﹃
大
和
物
語
﹄
在
中
将
諸
段
の
構
成
︱
第
一
六
〇
～
一
六
六
段
︱
﹂︵﹁
論
究
日
本
文
学
﹂
53
号
　
平
成
2
年
5
月
　
後
に
﹃
大
和
物
語
の
考
証
的
研
究
﹄︿
和
泉
書
院
　
平
成

2
年
10
月
﹀
に
再
録
︶

㋟
山
本
登
朗
氏
﹁
右
近
の
馬
場
の
恋
︱
伊
勢
物
語
の
主
人
公
像
︱
﹂︵﹃
恋
の
か
た
ち  

日
本
文
学
の
恋
愛
像
﹄︿
和
泉
書
院
　
平
成
8
年
12
月
﹀　
後
に
﹃
伊
勢
物
語  

文
体
・
主
題
・
享
受
﹄

︿
笠
間
書
院
　
平
成
13
年
5
月
﹀
に
再
録
︶

㋠
猪
平
直
人
氏
﹁﹃
大
和
物
語
﹄
在
中
将
章
段
考
︱
﹁
在
中
将
﹂
像
の
再
検
討
︱
﹂︵﹁
文
芸
研
究
﹂
151
集
　
平
成
13
年
3
月
︶

⑷
　
㋐
拙
稿
﹁
大
和
物
語
に
お
け
る
在
原
業
平
関
係
章
段
に
つ
い
て
﹂︵﹁
解
釈
﹂
24
巻
4
号
　
昭
和
53
年
4
月
︶。
本
書
第
二
章
第
一
節
。

㋑
拙
稿
﹁﹃
古
今
﹄﹃
伊
勢
﹄﹃
大
和
﹄
︱
ひ
と
つ
の
共
通
話
を
め
ぐ
っ
て
︱
﹂︵﹁
平
安
文
学
研
究
﹂
73
輯
　
昭
和
60
年
6
月
　
後
に
﹃
国
文
学
年
次
別
論
文
集
　
中
古
1
　
昭
和
60
年
﹄

︿
朋
文
出
版
　
昭
和
61
年
10
月
﹀
に
再
録
︶。
㋐
㋑
と
も
﹃
大
和
物
語
の
研
究
﹄
に
再
録
。
本
書
第
二
章
第
三
節
。

⑸
　
㋐
雨
海
博
洋
氏
﹁
大
和
物
語
の
伊
勢
物
語
意
識
︱
大
和
物
語
一
六
〇
・
一
六
五
段
を
中
心
と
し
た
考
察
︱
﹂︵﹃
論
叢
王
朝
文
学
﹄
笠
間
書
院
　
昭
和
53
年
12
月
　
後
に
﹃
物
語
文

学
の
史
的
論
考
﹄︿
桜
楓
社
　
平
成
3
年
10
月
﹀
に
再
録
︶

㋑
菊
地
靖
彦
氏
﹁﹃
大
和
物
語
﹄
在
中
将
章
段
を
め
ぐ
っ
て
﹂︵﹁
一
関
工
業
高
等
専
門
学
校
研
究
紀
要
﹂
17
号
　
昭
和
57
年
12
月
　
後
に
﹃
伊
勢
物
語
・
大
和
物
語
論
攷
﹄︿
鼎
書

房
　
平
成
12
年
9
月
﹀
に
再
録
︶

㋒
吉
山
裕
樹
氏
﹁
大
和
物
語
に
お
け
る
在
中
将
・
二
条
后
説
話
と
伊
勢
物
語
﹂︵﹁
広
島
大
学
文
学
部
紀
要
﹂
39
巻
　
昭
和
54
年
12
月
︶

　
⑹
　
た
だ
し
、
後
撰
集
を
み
る
と
返
し
歌
の
方
は
初
句
に
異
同
が
あ
る
。
天
福
本
﹁
あ
き
萩
を
﹂、
中
院
本
﹁
秋
萩
を
﹂
と
な
っ
て
い
る
。

　
⑺
　
注
⑶
の
㋚
に
同
じ
。

　
⑻
　
注
⑶
の
㋙
に
同
じ
。

　
⑼
　
注
⑶
の
㋛
に
同
じ
。

⑽
　
注
⑸
の
㋐
に
同
じ
。

⑾
　
注
⑶
の
㋝
に
同
じ
。

⑿
　
注
⑸
の
㋑
に
同
じ
。

　
⒀
　
注
⑷
の
㋐
、
㋑
に
同
じ
。

⒁
　
菊
地
靖
彦
氏
﹁﹃
大
和
物
語
﹄
の
﹃
後
撰
集
﹄
歌
章
段
を
め
ぐ
っ
て
﹂︵﹁
米
沢
国
語
国
文
﹂
14
号
　
昭
和
62
年
4
月
　
後
に
﹃
国
文
学
年
次
別
論
文
集  

中
古
2  

昭
和
62
年
﹄︿
朋
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文
出
版
　
昭
和
63
年
11
月
﹀、﹃
伊
勢
物
語
・
大
和
物
語
論
攷
﹄
に
そ
れ
ぞ
れ
再
録
︶

⒂
　
注
⑸
の
㋐
に
同
じ
。

⒃
　﹁
む
か
し
、
お
ほ
や
け
思
し
て
つ
か
う
た
ま
ふ
女
の
、
色
ゆ
る
さ
れ
た
る
あ
り
け
り
。
大
御
息
所

0

0

0

0

と
て
い
ま
す
が
り
け
る
い
と
こ
な
り
け
り
。﹂、﹁
こ
の
女
の
い
と
こ
の
御
息
所

0

0

0

、

女
を
ば
ま
か
で
さ
せ
て
﹂

⒄
　
注
⑸
の
㋐
に
同
じ
。

⒅
　﹃
大
和
物
語
諸
注
集
成
﹄︵
雨
海
博
洋
氏
編
著
　
桜
楓
社
　
昭
和
58
年
5
月
︶
に
拠
る
。
以
下
も
同
様
。

⒆
　
注
⑶
の
㋒
に
同
じ
。

⒇
　
注
⑶
の
㋕
に
同
じ
。

㉑
　
因
に
﹃
新
編
国
歌
大
観  

第
一
巻  

勅
撰
集
編  

索
引
﹄︵﹁
新
編
国
歌
大
観
﹂
編
集
委
員
会
　
角
川
書
店
　
昭
和
58
年
8
月
︶
に
よ
っ
て
、
初
句
に
用
い
ら
れ
て
い
る
の
を
検
索
し

て
み
る
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。

お
ほ
ぬ
さ
の
い
く
せ
に
な
か
す
　
新
後
拾
　

281
 

︱
つ
ひ
に
よ
る
せ
は
　
新
千
載
　

307

 

︱
よ
る
せ
は
か
み
の
　
新
後
拾
遺
　

819

 

︱
よ
る
せ
も
し
ら
ぬ
　
新
続
古
　
1189

お
ほ
ぬ
さ
は
　
新
続
古
　
1188

お
ほ
ぬ
さ
や
　
新
拾
遺
　
307

お
ほ
ぬ
さ
と
　
新
葉
　

773

㉒
　
森
本
茂
氏
﹃
伊
勢
物
語
全
釈
﹄︵
大
学
堂
書
店
　
昭
和
48
年
7
月
︶

㉓
　
拙
稿
﹁
大
和
物
語
に
お
け
る
虚
構
の
方
法
︱
一
四
一
・
一
四
二
・
一
五
二
段
を
例
に
し
て
︱
﹂︵﹁
中
古
文
学
﹂
30
号
　
昭
和
57
年
10
月
　
後
に
﹃
国
文
学
年
次
別
論
文
集  

中
古
2  

昭
和
57
年
﹄︿
朋
文
出
版
　
昭
和
58
年
11
月
﹀、﹃
大
和
物
語
の
研
究
﹄
に
そ
れ
ぞ
れ
再
録
︶。
本
書
第
二
章
第
二
節
。

㉔
　
注
⑷
の
㋑
に
同
じ
。

25
　﹁
染
殿
内
侍
考
﹂︵﹁
二
松
学
舎
大
学
東
洋
学
研
究
所
集
刊
﹂
8
集
　
昭
和
53
年
3
月
　
後
に
﹃
大
和
物
語
の
人
々
﹄︿
笠
間
書
院
　
昭
和
54
年
3
月
﹀、﹃
物
語
文
学
の
史
的
論
考
﹄
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に
そ
れ
ぞ
れ
再
録
︶

26
　
武
蔵
野
書
院
　
昭
和
56
年
2
月
。

27
　
大
木
恵
美
子
氏
﹁
大
和
物
語
に
お
け
る
﹁
か
く
て
﹂
の
考
察
﹂︵﹁
二
松
学
舎
大
学
人
文
論
叢
﹂
9
輯
　
昭
和
51
年
4
月
︶、
糸
井
通
浩
氏
﹁﹃
大
和
物
語
﹄
の
文
章
︱
そ
の
﹁
な
り

け
り
﹂
表
現
と
歌
語
り
︱
﹂︵﹁
愛
媛
国
文
研
究
﹂
29
号
　
昭
和
54
年
12
月
　
後
に
﹃﹁
語
り
﹂
言
説
の
研
究
﹄︿
和
泉
書
院
　
平
成
30
年
1
月
﹀
に
再
録
︶

㉘
　
注
(22)
に
同
じ
。

29
　
注
⑶
の
㋘
に
同
じ
。

30
　
注
⑷
の
㋐
に
同
じ
。

㉛
　
注
㉓
に
同
じ
。

32
　﹁
大
和
物
語
評
釈
・
五
十
二
　
在
中
将
︵
続
︶﹂
後
に
﹃
大
和
物
語
評
釈  

下
巻
﹄
に
再
録
、﹃
日
本
古
典
文
学
全
集
大
和
物
語
﹄

㉝
　﹃
大
和
物
語
鈔
﹄

㉞
　
鈴
木
知
太
郎
氏
﹁
在
中
将
集
の
成
立
に
つ
い
て
﹂︵﹁
文
学
﹂
4
巻
1
号
　
昭
和
11
年
1
月
　
後
に
﹃
平
安
時
代
文
学
論
叢
﹄︿
笠
間
書
院
　
昭
和
43
年
1
月
﹀
に
再
録
︶。
こ
れ
の

反
論
と
し
て
片
桐
洋
一
氏
の
﹁
在
中
将
集
成
立
存
疑
︱
藤
原
定
家
の
王
朝
文
学
研
究
︱
﹂︵﹁
国
語
国
文
﹂
26
巻
2
号
　
昭
和
32
年
2
月
　
後
に
﹃
伊
勢
物
語
の
研
究
︹
研
究
篇
︺︿
明

治
書
院
　
昭
和
43
年
2
月
﹀
に
再
録
︶
が
あ
る
。
私
も
部
分
的
に
ふ
れ
、
鈴
木
説
の
妥
当
性
を
指
摘
し
た
︵
注
⑷
の
㋑
に
同
じ
︶。

35
　
注
⑷
の
㋐
に
同
じ
。

㊱
　
注
⑶
の
㋚
に
同
じ
。

㊲
　
注
⑶
の
㋙
に
同
じ
。

38
　
注
⑸
の
㋐
に
同
じ
。

39
　
注
⑷
の
㋐
に
同
じ
。

40
　
高
橋
亨
氏
﹁
歌
物
語
は
な
ぜ
一
時
期
の
所
産
で
し
か
な
か
っ
た
の
か
﹂︵﹁
国
文
学
﹂
29
巻
14
号
　
昭
和
59
年
11
月
︶

41
　
注
⑷
の
㋐
に
同
じ
。

42
　
注
⑶
の
㋓
に
同
じ
。

43
　﹃
大
和
物
語
鈔
﹄、﹃
冠
注
大
和
物
語
﹄
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44
　
注
⑶
の
㋙
、
㋚
に
同
じ
。

45
　
注
⑸
の
㋒
に
同
じ
。

46
　﹃
伊
勢
物
語
全
釈
﹄︵
大
学
堂
書
店
　
昭
和
48
年
7
月
︶

47
　
福
井
貞
助
氏
も
﹃
日
本
古
典
文
学
全
集
伊
勢
物
語
﹄
の
頭
注
に
お
い
て
、﹁
裏
に
、
自
分
と
后
と
の
語
ら
い
の
こ
と
を
こ
め
て
い
る
と
も
解
さ
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、﹁
心
に
も
﹂
以

下
の
評
が
加
わ
る
。﹂
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。

48
　
注
⑶
の
㋑
に
同
じ
。

㊾
　
注
⑶
の
㋖
に
同
じ
。

㊿
　
片
桐
洋
一
氏
﹃
鑑
賞
　
第
５
巻

日
本
古
典
文
学

伊
勢
物
語
・
大
和
物
語
﹄︵
角
川
書
店
　
昭
和
50
年
11
月
︶

(51)
　
注
⑶
の
㋖
に
同
じ
。

(52)
　
注
⑷
の
㋐
に
同
じ
。

(53)
　
注
⑶
の
㋖
に
同
じ
。

(54)
　﹁
忘
れ
草
を
﹂
か
ら
と
す
る
か
、﹁
忍
ぶ
草
を
﹂
か
ら
と
す
る
か
、
二
つ
の
説
が
あ
る
。

(55)
　
注
⑸
の
㋑
に
同
じ
。

(56)
　
松
田
武
夫
氏
﹃
古
今
集
の
構
造
に
関
す
る
研
究
﹄︵
風
間
書
房
　
昭
和
40
年
9
月
︶

(57)
　
注
⑶
の
㋗
に
同
じ
。

(58)
　
注
⑶
の
㋖
に
同
じ
。

(59)
　﹁﹃
土
佐
日
記
﹄
歌
物
語
存
疑
︱
﹃
伊
勢
物
語
﹄
と
﹃
大
和
物
語
﹄
の
視
座
か
ら
︱
﹂︵﹁
月
刊
国
語
教
育
﹂
7
巻
2
号
　
昭
和
62
年
5
月
︶

(60)
　
注
⑶
の
㋗
に
同
じ
。

(61)
　
注
⑸
の
㋑
に
同
じ
。

(62)
　
注
⑸
の
㋐
に
同
じ
。

(63)
　
注
⑶
の
㋗
に
同
じ
。

(64)
　
注
⑸
の
㋒
に
同
じ
。
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(65)
　
高
橋
正
治
氏
﹁
大
和
物
語
の
構
成
﹂︵﹃
大
和
物
語  

塙
選
書
﹄︶

(66)
　
注
25
に
同
じ
。

(67)
　
注
⑷
の
㋐
に
同
じ
。

(68)
　﹃
大
和
物
語  

有
精
堂
校
注
叢
書
﹄︵
有
精
堂
出
版
　
昭
和
63
年
3
月
︶

(69)
　﹁
装
束
﹂、﹁
花
の
衣
﹂、﹁
苔
の
衣
﹂、﹁
御
衣
﹂
と
言
っ
た
語
が
み
ら
れ
る
。

(70)
　
注
⑶
の
㋓
に
同
じ
。

(71)
　
注
⑸
の
㋐
に
同
じ
。

(72)
　
注
⑸
の
㋑
に
同
じ
。

(73)
　
拙
稿
﹁
大
和
物
語
の
構
成
に
つ
い
て
︱
後
半
の
章
段
を
考
察
の
対
象
と
し
て
︱
﹂︵﹁
語
文
﹂
39
輯
　
昭
和
49
年
3
月
　
後
に
﹃
大
和
物
語
の
研
究
﹄
に
再
録
︶。
本
書
第
三
章
第
四
節
。

(74)
　
拙
稿
﹁
大
和
物
語
の
創
作
方
法
︱
い
わ
ゆ
る
﹁
な
ら
の
帝
﹂
の
章
段
を
め
ぐ
っ
て
︱
﹂︵﹁
平
安
文
学
研
究
﹂
76
輯
　
昭
和
61
年
12
月
　
後
に
﹃
国
文
学
年
次
別
論
文
集  

中
古
2  

昭
和
61
年
﹄︿
朋
文
出
版
　
昭
和
62
年
11
月
﹀、﹃
大
和
物
語
の
研
究
﹄
に
そ
れ
ぞ
れ
再
録
︶。
本
書
第
二
章
第
七
節
。

(75)
　
注
⑶
の
㋓
に
同
じ
。



341

第
十
節
　
大
和
物
語
の
創
作
方
法

︱
﹃
後
撰
集
﹄
と
の
関
わ
り
の
一
面
︱

一

﹃
大
和
物
語
﹄に
は﹃
後
撰
集
﹄と
の
共
通
歌
が
あ
る
。
た
だ
、共
通
歌
と
は
い
う
も
の
の
両
者
の
聞
に
は
語
句
の
異
同
の
み
ら
れ
る
場
合
が
多
く
、引
い
て
は
贈
歌
や
返
歌
の
有
無
、

詠
歌
事
情
の
相
違
な
ど
も
み
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は﹃
大
和
物
語
﹄の
成
立
事
情
を
探
る
上
で
見
逃
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
事
実
、こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
先
学
に
よ
り
言
及
さ
れ
て
き
た
。

早
く
益
田
勝
実
氏
は
歌
語
り
と
い
う
概
念
を
提
唱
さ
れ
、﹃
大
和
物
語
﹄
は
ま
さ
に
そ
れ
を
素
材
に
し
た
も
の
と
言
わ
れ
て
い
る(1)
。
南
波
浩
氏
も
﹃
大
和
物
語
﹄
の
素
材
に
つ

い
て
考
察
し
、
益
田
氏
の
説
を
継
承
さ
れ
て
い
る(2)
。
こ
れ
ら
の
考
え
を
発
展
さ
せ
た
の
が
妹
尾
好
信
氏
の
論
で
あ
る
。
氏
は
﹁﹃
大
和
物
語
﹄
の
作
者
は
﹃
後
撰
集
﹄
撰
集
の
際

に
和
歌
所
に
集
め
ら
れ
た
歌
語
り
資
料
の
中
か
ら
、
そ
の
時
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
異
伝
資
料
や
、﹃
後
撰
集
﹄
に
載
せ
な
か
っ
た
他
の
数
々
の
歌
語
り
を
選
ん
で
﹃
大
和
物
語
﹄

製
作
の
中
心
的
な
素
材
に
し
た
の
で
は
な
い
か
﹂
と
述
べ
ら
れ
て
い
る(3)
。
ま
た
、
柿
本
奨
氏
は
歌
語
り
を
そ
の
ま
ま
﹁
事
実
と
し
て
記
述
す
る
姿
勢
﹂
を
保
持
し
て
い
た
と
さ
れ
、

﹃
後
撰
集
﹄
と
の
違
い
を
異
伝
と
し
て
処
理
さ
れ
て
い
る(4)
。

次
に
、
両
者
の
聞
に
共
通
し
た
資
料
を
介
す
る
考
え
が
あ
る
。
阿
部
俊
子
氏
は
﹁
両
者
に
親
子
関
係
は
な
い
が
、
き
わ
め
て
近
い
資
料
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
記
載

さ
れ
た
も
の
﹂
と
考
え
て
お
ら
れ
る(5)
。
中
田
武
司
氏
も
両
者
の
聞
に
私
家
集
な
ど
の
資
料
を
介
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
成
立
を
考
え
て
お
ら
れ
る(6)
。

さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
考
え
か
ら
一
歩
発
展
さ
せ
て
﹃
大
和
物
語
﹄
の
虚
構
性
を
認
め
る
考
え
が
あ
る
。
菊
地
靖
彦
氏
は
両
者
が
共
通
す
る
全
章
段
に
わ
た
っ
て
考
察
さ
れ
、
虚

構
の
可
能
性
を
指
摘
し
て
お
ら
れ
る(7)
。
ま
た
、
今
井
源
衛
氏
も
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
お
い
て
、﹃
大
和
物
語
﹄
の
作
為
性
を
認
め
て
お
ら
れ
る(8)
。
私
も
こ
れ
に
近
い
考
え
を
述
べ
た

こ
と
が
あ
る(9)
。

以
上
、
き
わ
め
て
粗
雑
に
俯
瞰
し
て
き
た
が
、
言
え
る
こ
と
は
、﹃
大
和
物
語
﹄
の
生
成
は
複
雑
で
、﹃
大
和
物
語
﹄
と
﹃
後
撰
集
﹄
と
の
関
係
ひ
と
つ
を
み
て
も
様
々
な
考
え
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が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
そ
れ
を
考
え
る
ひ
と
つ
の
手
だ
て
と
し
て
、
少
し
視
点
を
変
え
、
五
つ
の
章
段
を
対
象
に
し
て
考
え
て
み
た
い
と
思
う
。

二

ま
ず
和
歌
の
有
無
に
関
し
た
章
段
の
ひ
と
つ
に
五
七
段
が
あ
る
。
両
者
を
比
較
し
て
み
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

︵
注
︶　
本
文
は
﹃
後
撰
集
﹄
が
﹃
新
編
国
歌
大
観
﹄
に
、﹃
大
和
物
語
﹄
が
﹃
編新

日
本
古
典
文
学
全
集
﹄
に
そ
れ
ぞ
れ
拠
っ
て
い
る
。
以
下
も
同
様
。

﹃
大
和
物
語
﹄
は
返
歌
を
持
っ
て
い
な
い
が
、﹃
後
撰
集
﹄
は
そ
れ
を
持
っ
て
い
て
贈
答
歌
の
形
を
成
し
て
い
る
。
高
橋
正
治
氏
は
﹁
後
撰
集
の
中
に
は
短
い
歌
物
語
で
人
々
に
語

り
馴
ら
さ
れ
た
作
り
物
語
か
ら
歌
を
と
り
入
れ
て
ゐ
る
場
合
が
あ
る
の
で
あ
る
﹂
と
述
べ
て
お
ら
れ
る(10)
。
ま
た
、
同
氏
の
編
著
に
な
る
﹃
編新

日
本
古
典
文
学
全
集
大
和
物
語(11)
﹄
の

頭
注
に
は
﹁
こ
の
歌
が
物
語
化
さ
れ
た
と
き
、
返
し
歌
が
つ
け
ら
れ
、﹃
後
撰
集
﹄
に
入
れ
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
﹂
と
記
さ
れ
て
い
る
。

一
方
、
今
井
源
衛
氏
は
﹃
後
撰
集
﹄
に
お
け
る
兼
盛
歌
の
特
殊
性
を
認
め
な
が
ら
も
﹃
大
和
物
語
﹄
の
作
為
性
を
指
摘
し
て
お
ら
れ
る(12)
。
こ
の
立
場
だ
と
、﹃
大
和
物
語
﹄
の

作
者
は
こ
れ
が
兼
盛
と
中
興
が
む
す
め
の
詠
作
だ
と
わ
か
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
菊
地
靖
彦
氏
は
﹃
後
撰
集
﹄
の
﹁
よ
み
人
し
ら
ず
﹂
歌
を
兼
盛
に
仮
託
し
た
の
で
は
な
い
か

﹃
後
　
　
撰
　
　
集
﹄

﹃
大
　
和
　
物
　
語
﹄

む
か
し
お
な
じ
所
に
宮
づ
か
へ
し
侍
り
し
け
る
女
の
、
を

と
こ
に
つ
き
て
人
の
く
に
に
お
ち
ゐ
た
り
け
る
を
き
き
つ

け
て
、
心
あ
り
け
る
人
な
れ
ば
、
い
ひ
つ
か
は
し
け
る

を
ち
こ
ち
の
人
め
ま
れ
な
る
山
里
に
家
ゐ
せ
ん
と
は
思
ひ
き

や
君

返
し

身
を
う
し
と
人
し
れ
ぬ
世
を
尋
ね
こ
し
雲
の
や
へ
立
つ
山
に

や
は
あ
ら
ぬ

　
近
江
の
介
平
の
中
興
が
、
む
す
め
を
い
と
い
た
う
か
し
づ

き
け
る
を
、
親
な
く
て
な
り
て
の
ち
、
と
か
く
は
ふ
れ
て
、

人
の
国
の
は
か
な
き
所
に
す
み
け
る
を
、
あ
は
れ
が
り
て
、

兼
盛
が
よ
み
て
お
こ
せ
た
り
け
る
。

を
ち
こ
ち
の
人
目
ま
れ
な
る
山
里
に
家
居
せ
む
と
は
お

も
ひ
き
や
君

と
よ
み
て
お
こ
せ
た
り
け
れ
ば
、
見
て
返
り
ご
と
も
せ
で
、

よ
よ
と
ぞ
泣
き
け
る
。
女
も
い
み
じ
う
ら
う
あ
る
人
な
り

け
り
。
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と
さ
れ
、
今
井
氏
と
は
微
妙
な
違
い
が
あ
る
。
ま
た
、
猪
平
直
人
氏
は
﹃
大
和
物
語
﹄
五
六
～
五
八
段
に
﹃
伊
勢
物
語
﹄
の
影
響
が
あ
る
と
さ
れ
、
そ
こ
に
虚
構
性
を
指
摘
し
て

お
ら
れ
る(13)
。
さ
ら
に
柿
本
奨
氏
は
同
じ
源
泉
に
発
す
る
異
伝
と
考
え
て
お
ら
れ
る
。

﹃
後
撰
集
﹄
に
お
け
る
兼
盛
歌
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
は
特
異
な
も
の
が
あ
る
よ
う
で
あ
る(14)
。
そ
れ
は
と
も
か
く
と
し
て
、﹃
大
和
物
語
﹄
の
作
為
性
は
単
に
歌
語
り
と
か
、
源

泉
云
々
だ
け
で
は
処
理
で
き
ま
い
。
こ
こ
か
ら
﹃
大
和
物
語
﹄
作
者
の
創
作
性
を
窺
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
そ
し
て
、
こ
こ
は
﹃
後
撰
集
﹄
か
ら
﹃
大
和
物
語
﹄
へ
と
考
え
る
の

が
妥
当
で
は
な
か
ろ
う
か
。

そ
こ
で
、
ま
ず
返
歌
の
有
無
が
い
か
な
る
意
味
を
持
つ
の
か
を
考
え
ね
ば
な
る
ま
い
。
例
え
ば
今
井
源
衛
氏
は
両
者
を
詳
細
に
比
較
し
、﹃
後
撰
集
﹄
で
は
﹁
同
情
を
拒
否
し
、

鋭
く
相
手
を
切
り
か
え
し
て
女
の
は
げ
し
い
気
性
﹂
が
﹃
大
和
物
語
﹄
で
は
﹁
運
命
に
弄
れ
る
か
弱
い
女
の
哀
話
と
化
し
て
い
る
﹂
と
言
わ
れ
る
。
け
だ
し
卓
見
と
い
う
べ
き
で
、

返
歌
を
削
除
す
る
こ
と
で
こ
の
よ
う
な
効
果
を
ね
ら
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
、
女
の
感
情
は
兼
盛
の
歌
を
も
ら
っ
て
後
、﹁
よ
ゝ
と
ぞ
泣
き
け
る
﹂
と
高
揚
し
て
い
る
。

四
段
に
お
い
て
も
﹃
大
和
物
語
﹄
は
返
歌
を
持
っ
て
い
な
い
。
そ
の
代
わ
り
こ
こ
で
も
﹁
こ
れ
を
見
て
な
む
、
か
ぎ
り
な
く
悲
し
く
て
な
む
泣
き
け
る
﹂
と
あ
る
。
四
段
の
作
為

性
に
つ
い
て
は
指
摘
さ
れ
て
お
り(15)
、
心
情
の
高
揚
や
結
末
に
同
じ
表
現
を
用
い
て
い
る
こ
と
は
偶
然
と
は
言
え
ま
い
。﹃
大
和
物
語
﹄
作
者
に
と
っ
て
共
通
し
た
、
ひ
と
つ
の
方

針
め
い
た
も
の
が
あ
っ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

次
に
両
者
の
詞
書
と
地
文
に
目
を
転
じ
て
み
よ
う
。﹃
大
和
物
語
﹄
の
ほ
う
が
詳
細
で
あ
る
。
こ
れ
は
作
品
の
性
格
か
ら
言
っ
て
も
当
然
の
こ
と
な
の
だ
が
、
そ
こ
に
は
創
作

性
を
垣
間
見
ら
れ
る
よ
う
に
思
う
。﹃
大
和
物
語
﹄
に
は
﹁
あ
は
れ
が
り
﹂
と
い
う
語
が
あ
る
。
こ
れ
は
﹃
大
和
物
語
﹄
に
お
い
て
多
用
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
作
品
の
基
調
を
成

す
語
で
あ
る(16)
。
こ
こ
は
そ
の
一
面
の
現
れ
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、﹁
を
ち
こ
ち
の
﹂
の
歌
の
前
後
を
み
る
と
、﹁
よ
み
て
お
こ
せ
た
り
け
る
﹂、﹁
と
よ
み
て
お
こ
せ
た
り
け
れ
ば
﹂
と

い
う
重
複
表
現
が
あ
る
。﹃
大
和
物
語
﹄
に
は
こ
の
よ
う
な
表
現
が
多
い
。
こ
れ
は
﹃
大
和
物
語
﹄
作
者
の
文
章
力
に
起
因
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
﹃
大
和
物
語
﹄
に
は
﹁
い

と
い
た
う
か
し
づ
き
け
る
を
、
親
な
く
な
り
て
﹂
と
い
う
本
文
が
あ
る
。
こ
れ
は
中
興
の
む
す
め
に
つ
い
て
記
し
た
と
こ
ろ
で
、
彼
女
は
こ
の
外
、
一
五
、一
〇
六
段
に
も
登
場

し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
後
に
も
述
べ
る
一
〇
五
段
は
﹃
後
撰
集
﹄
と
共
通
し
て
い
る
。
し
か
も
こ
の
章
段
の
段
末
に
﹁
こ
の
女
は
に
な
く
か
し
づ
き
て
、
み
こ
た
ち
、
上
達
部

よ
ば
ひ
た
ま
へ
ど
、
帝
に
奉
ら
む
と
で
あ
は
せ
ざ
り
け
れ
ど
、
こ
の
こ
と
い
で
き
に
け
れ
ば
、
親
も
見
ず
な
り
に
け
り
﹂
と
あ
っ
て
、
こ
こ
に
も
﹁
か
し
づ
く
﹂、﹁
親
﹂
と
い
う

語
が
み
ら
れ
る
。
こ
れ
は
偶
然
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
先
程
の
四
、五
七
段
と
同
じ
く
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
と
も
あ
れ
、
創
作
す
る
上
で
章
段
間
で
も
気
配
り
を
し
た
一

面
を
知
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
ま
た
、
段
末
の
﹁
女
も
い
み
じ
う
ら
う
あ
る
人
な
り
け
り
﹂
と
い
う
本
文
の
中
に
﹁
ら
う
あ
り
﹂
と
い
う
語
が
あ
る
。
こ
の
語
は
﹃
大
和
物
語
﹄

に
お
い
て
五
例
み
ら
れ
る
。
今
、
五
七
段
を
除
い
て
、
そ
の
箇
所
を
抜
き
出
し
て
み
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

⑴
筑
紫
に
あ
り
け
る
檜
垣
の
御
と
い
ひ
け
る
は
、
い
と
ら
う
あ
り

0

0

0

0

、
を
か
し
く
て
︵
一
二
六
段
︶
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⑵
承
香
殿
は
い
と
ち
か
き
ほ
ど
に
な
む
あ
り
け
る
、
ら
う
あ
り

0

0

0

0

、
を
か
し
き
人
々
あ
り
と
、︵
一
三
九
段
︶

⑶
玉
淵
は
い
と
ら
う
あ
り

0

0

0

0

て
、
歌
な
ど
よ
く
よ
み
き
。︵
一
四
六
段
︶

⑷
か
く
て
世
に
も
ら
う
あ
る

0

0

0

0

も
の
に
お
ぼ
え
、
仕
う
ま
つ
る
帝
、
か
ぎ
り
な
く
お
ぼ
さ
れ
て
あ
る
ほ
ど
に
、︵
一
六
八
段
︶

︵
注
︶　
傍
点
は
稿
者
。
以
下
も
同
様
。

こ
の
う
ち
注
目
し
た
い
の
は
⑴
、
⑵
、
⑷
で
あ
る
。
そ
れ
は
こ
れ
ら
の
本
文
を
含
む
章
段
に
は
﹃
後
撰
集
﹄
と
の
共
通
歌
が
み
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
た
だ
一
六
八
段
に
つ
い

て
は
後
考
を
待
ち
た
い
が
、
一
三
九
段
は
後
述
す
る
よ
う
に
虚
構
化
が
推
測
で
き
る
し
、
ま
た
一
二
六
段
も
先
学
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
か
な
り
脚
色
さ
れ
て
い
る
と
言
う(17)
。

そ
し
て
こ
の
二
箇
所
に
お
い
て
も
﹁
ら
う
あ
り
﹂
な
る
語
は
﹃
後
撰
集
﹄
の
詞
書
に
は
見
ら
れ
ず
︵
一
六
八
段
も
同
様
︶
、
作
者
が
意
図
的
に
使
用
し
た
感
が
あ
る
。

そ
れ
に
し
て
も
兼
盛
と
中
興
の
む
す
め
の
結
び
つ
き
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
起
因
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。﹃
後
撰
集
﹄
で
は
﹁
よ
み
人
し
ら
ず
﹂
と
あ
る
が
、
実
は
二
人
の
贈

答
歌
で
あ
る
こ
と
を
作
者
が
知
っ
て
い
た
の
か
、
そ
れ
と
も
﹃
後
撰
集
﹄
の
﹁
よ
み
人
し
ら
ず
﹂
歌
を
兼
盛
と
中
興
が
む
す
め
に
仮
託
し
た
の
か
に
つ
い
て
は
今
の
段
階
で
は
何

と
も
言
え
な
い
。

以
上
の
如
く
五
七
段
を
分
析
し
た
限
り
に
お
い
て
、﹃
大
和
物
語
﹄
の
作
者
は
﹃
後
撰
集
﹄
を
も
と
に
創
作
し
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

三

﹃
大
和
物
語
﹄
と
﹃
後
撰
集
﹄
と
が
共
通
し
て
い
る
も
の
の
歌
の
配
置
の
異
な
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
九
二
段
が
そ
の
例
で
あ
る
。

﹃
後
　
　
撰
　
　
集
﹄

﹃
大
　
和
　
物
　
語
﹄

み
く
し
げ
ど
の
の
別
当
に
と
し
を
へ
て
い
ひ
わ
た
り
侍

り
け
る
を
、
え
あ
は
ず
し
て
、
そ
の
と
し
の
し
は
す
の

つ
ご
も
り
の
日
つ
か
は
し
け
る
　
　
藤
原
敦
忠
朝
臣

物
思
ふ
と
す
ぐ
る
月
日
も
し
ら
ぬ
ま
に
こ
と
し
は
け
ふ
に
は

て
ぬ
と
か
き
く
︵
冬
︶

　
故
権
中
納
言
、
左
の
お
ほ
い
ど
の
の
君
を
よ
ば
ひ
た
ま
う

け
る
年
の
十
二
月
の
つ
ご
も
り
に
、

も
の
思
ふ
と
月
日
の
ゆ
く
も
知
ら
ぬ
ま
に
今
年
は
今
日

に
は
て
ぬ
と
か
聞
く

と
な
む
あ
り
け
る
。
ま
た
、
か
く
な
む
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︵
注
︶　﹃
後
撰
集
﹄
の
︵
冬
︶、︵
恋
四
︶、︵
恋
五
︶
は
稿
者
が
付
し
た
も
の
で
あ
る
。

﹃
大
和
物
語
﹄
に
あ
る
三
首
す
べ
て
が
﹃
後
撰
集
﹄
と
共
通
し
て
い
る(18)
。
し
か
し
、
そ
の
詞
書
や
地
文
を
み
る
と
時
間
的
に
は
か
な
り
異
な
っ
て
い
る
。
こ
の
章
段
に
つ
い
て
菊

地
靖
彦
氏
は
﹁﹃
大
和
物
語
﹄
は
そ
の
三
首
を
一
括
し
て
一
つ
の
段
に
と
り
こ
む
。
そ
し
て
三
首
の
配
列
順
に
工
夫
を
こ
ら
し
て
、恋
の
初
め
か
ら
成
就
ま
で
を
示
す
﹂
と
言
わ
れ
、

﹃
大
和
物
語
﹄
の
物
語
的
構
想
を
指
摘
し
て
お
ら
れ
る
。
も
と
よ
り
妥
当
な
考
え
と
言
え
よ
う
。

そ
こ
で
驥
尾
に
付
し
て
別
な
視
点
か
ら
少
し
述
べ
て
み
た
い
。﹃
大
和
物
語
﹄
作
者
が
こ
こ
で
描
き
た
か
っ
た
の
は
御
匣
殿
の
別
当
と
敦
忠
の
こ
と
に
あ
っ
た
こ
と
は
言
う
ま

で
も
な
い
。
そ
の
た
め
に
﹃
後
撰
集
﹄
に
素
材
を
求
め
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、﹃
後
撰
集
﹄
に
お
い
て
こ
れ
ら
の
歌
は
冬
、
恋
四
、
恋
五
と
分
散
し
て
い
る
た
め
、
作
者
は
こ

れ
ら
を
一
章
段
に
ま
と
め
よ
う
と
考
え
た
わ
け
で
あ
る
。
二
人
の
恋
に
ま
つ
わ
る
話
で
あ
る
か
ら
、
菊
地
靖
彦
氏
が
述
べ
ら
れ
た
よ
う
に
そ
の
初
め
か
ら
成
就
ま
で
を
描
こ
う
と

し
た
の
で
あ
る
。
確
か
に
﹃
大
和
物
語
﹄
で
は
そ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
だ
が
、﹃
後
撰
集
﹄
を
み
る
と
ど
う
か
。
恋
の
展
開
か
ら
す
る
と
、﹁
け
ふ
そ
へ
に
﹂
の
歌
、﹁
物
思

ふ
と
﹂
の
歌
、﹁
如
何
し
て
﹂
の
歌
の
順
序
に
な
る
の
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
詞
書
か
ら
み
て
妥
当
と
言
え
よ
う
。
こ
れ
を
﹃
大
和
物
語
﹄
の
よ
う
な
配
置
に
し
た
わ
け
で
あ
る
。
当
然
、

そ
こ
に
は
創
作
意
識
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
れ
を
﹃
大
和
物
語
﹄
の
作
者
は
﹁
け
ふ
そ
へ
に
﹂
の
歌
に
集
中
さ
せ
た
と
言
っ
て
よ
か
ろ
う
。
こ
の
歌
は
﹃
後
撰
集
﹄
の
詞

書
に
﹁
み
く
し
げ
ど
の
に
は
じ
め
て

0

0

0

0

つ
か
は
し
け
る
﹂
と
あ
り
、
ま
た
﹃
大
和
物
語
﹄
の
地
文
に
﹁
か
く
い
ひ
い
ひ
て
、
つ
ひ
に
あ
ひ
に
け
る

0

0

0

0

0

0

0

0

朝
に
﹂
と
あ
っ
て
、
時
間
的
に
み

て
両
者
は
正
反
対
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
う
は
い
う
も
の
の
、
心
情
的
に
み
る
と
両
者
と
も
は
じ
め
て
の
行
為
で
あ
り
心
情
的
に
は
同
じ
と
言
っ
て
よ
い
。
作
者
は
そ
れ

し
の
び
て
み
く
し
げ
ど
の
の
べ
た
う
に
あ
ひ
か
た
ら
ふ

と
き
き
て
、
ち
ち
の
左
大
臣
の
せ
い
し
侍
り
け
れ
ば

あ
つ
た
だ
の
朝
臣

如
何
し
て
か
く
思
ふ
て
ふ
事
を
だ
に
人
づ
て
な
ら
で
君
に
か

た
ら
ん
︵
恋
五
︶

み
く
し
げ
ど
の
に
は
じ
め
て
つ
か
は
し
け
る

あ
つ
た
だ
の
朝
臣

け
ふ
そ
へ
に
く
れ
ざ
ら
め
や
は
と
お
も
へ
ど
も
た
へ
ぬ
は
人

の
心
な
り
け
り
︵
恋
四
︶

い
か
に
し
て
か
く
思
ふ
て
ふ
こ
と
を
だ
に
人
づ
て
な
ら

で
君
に
聞
か
せ
む

か
く
い
ひ
い
ひ
て
、
つ
ひ
に
あ
ひ
に
け
る
朝
に
、

今
日
そ
へ
に
暮
れ
ざ
ら
め
や
は
と
思
へ
ど
も
た
へ
ぬ
は

人
の
心
な
り
け
り
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を
見
逃
さ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
ひ
と
つ
の
虚
構
意
識
の
現
れ
と
言
っ
て
よ
か
ろ
う
。

﹁
物
思
ふ
と
﹂
の
歌
と
﹁
如
何
し
て
﹂
の
歌
を
み
る
と
異
同
が
あ
る
。
即
ち
、﹁
す
ぐ
る
月
日
﹂
↓
﹁
月
日
の
ゆ
く
﹂、﹁
君
に
か
た
ら
ん
﹂
↓
﹁
君
に
聞
か
せ
む
﹂
と
な
っ
て
い

る
。
前
者
を
み
る
と
、﹃
大
和
物
語
﹄
は
月
を
擬
人
化
し
、
地
文
に
融
合
さ
せ
物
語
的
に
し
て
い
る
。
ま
た
、
後
者
を
み
る
と
、﹃
後
撰
集
﹄
は
詞
書
に
﹁
あ
ひ
か
た
ら
ふ

0

0

0

0

﹂
と
あ

る
か
ら
そ
れ
を
受
け
て
﹁
君
に
か
た
ら
ん

0

0

0

0

﹂
と
詠
ん
だ
わ
け
で
あ
る
。﹃
大
和
物
語
﹄
に
は
﹃
後
撰
集
﹄
の
よ
う
な
本
文
が
な
い
。
こ
の
前
に
あ
る
﹁
も
の
思
ふ
と
﹂
の
歌
に
﹁
は

て
ぬ
と
か
聞
く

0

0

﹂
と
あ
る
か
ら
、
そ
れ
を
受
け
て
改
め
た
も
の
か
。
し
か
し
﹁
け
ふ
そ
へ
に
﹂
の
歌
に
は
異
同
が
な
い
。
こ
の
歌
は
前
述
の
如
く
普
遍
性
を
有
し
て
お
り
、
あ
の

場
に
配
置
す
る
に
あ
た
っ
て
好
都
合
な
歌
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

九
二
段
は
地
文
が
少
な
く
、﹃
後
撰
集
﹄
の
詞
書
と
変
わ
ら
な
い
。
こ
こ
は
和
歌
を
操
作
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ひ
と
つ
の
創
作
を
試
み
た
の
で
あ
ろ
う
。

四

先
程
の
例
で
も
わ
か
る
よ
う
に
和
歌
の
異
同
に
ま
で
﹃
大
和
物
語
﹄
の
作
者
は
注
意
を
払
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
和
歌
の
異
同
に
関
し
て
顕
著
な
例
を
み
て
い
き
た
い
。
九
三
段

を
と
り
上
げ
て
み
よ
う
。

こ
の
章
段
は
先
程
の
九
二
段
の
続
き
で
、
同
じ
主
人
公
が
登
場
す
る
。
し
か
も
﹁
よ
ば
ふ
﹂、﹁
あ
ふ
﹂
な
る
語
は
九
二
、九
三
段
に
み
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
﹃
後
撰
集
﹄
に
は
な

﹃
後
　
　
撰
　
　
集
﹄

﹃
大
　
和
　
物
　
語
﹄

西
四
条
の
斎
宮
ま
だ
み
こ
に
も
の
し
給
ひ
し
時
、
心
ざ

し
あ
り
て
お
も
ふ
事
侍
り
け
る
あ
ひ
だ
に
、
斎
宮
に
さ

だ
ま
り
た
ま
ひ
に
け
れ
ば
、
そ
の
あ
く
る
あ
し
た
に
さ

か
木
の
枝
に
さ
し
て
さ
し
お
か
せ
侍
り
け
る

あ
つ
た
だ
の
朝
臣

伊
勢
の
海
の
ち
ひ
ろ
の
は
ま
に
ひ
ろ
ふ
と
も
今
は
何
て
ふ
か

ひ
か
あ
る
べ
き

　
こ
れ
も
お
な
じ
中
納
言
、
斎
宮
の
み
こ
を
年
ご
ろ
よ
ば
ひ

た
て
ま
つ
り
た
ま
う
て
、
今
日
明
日
あ
ひ
な
む
と
し
け
る
ほ

ど
に
、
伊
勢
の
斎
宮
の
御
占
に
あ
ひ
た
ま
ひ
に
け
り
。﹁
い

ふ
か
ひ
な
く
く
ち
を
し
﹂
と
思
ひ
た
ま
う
け
り
。
さ
て
よ
み

て
奉
り
た
ま
ひ
け
る
。

伊
勢
の
海
の
千
尋
の
浜
に
ひ
ろ
ふ
と
も
今
は
か
ひ
な
く

お
も
ほ
ゆ
る
か
な

と
な
む
あ
り
け
る
。
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い
こ
と
か
ら
﹃
大
和
物
語
﹄
の
作
者
が
意
図
的
に
用
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
両
者
を
読
ん
で
気
付
く
こ
と
は
菊
地
靖
彦
氏
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
﹃
大
和
物
語
﹄
は
漸
層

的
な
手
法
を
用
い
切
迫
し
た
状
況
を
創
り
出
し
て
い
る
。

さ
て
、
両
者
の
歌
を
み
る
と
、
下
句
に
異
同
が
あ
る
。﹃
後
撰
集
﹄
は
﹁
何
て
ふ
か
ひ
か
あ
る
べ
き
﹂
と
あ
り
、﹃
大
和
物
語
﹄
は
﹁
か
ひ
な
く
お
も
ほ
ゆ
る
か
な
﹂
と
な
っ
て

い
る(19)
。﹃
後
撰
集
﹄
の
﹁
何
て
ふ
か
ひ
か
あ
る
べ
き
﹂
を
、﹃
大
和
物
語
﹄
は
﹁
か
ひ
な
く
﹂
と
い
う
一
語
に
凝
縮
さ
せ
て
い
る
。
そ
し
て
﹁
お
も
ほ
ゆ
る
か
な
﹂
と
い
う
心
情
表

現
を
加
え
て
い
る
。
こ
れ
は
こ
の
面
の
強
化
を
図
っ
て
お
り
、
こ
れ
も
物
語
化
の
一
環
と
言
え
よ
う
。
た
だ
、
和
歌
の
修
辞
と
い
う
こ
と
で
は
、﹃
後
撰
集
﹄
の
方
が
自
然
で
あ
る
。

そ
れ
は
﹁
伊
勢
の
海
の
ち
ひ
ろ
の
は
ま
﹂
に
対
応
さ
せ
て
﹁
か
ひ
﹂︵
貝
︶
と
表
現
し
て
い
る
こ
と
に
よ
り
理
解
で
き
よ
う
。
こ
れ
を
﹃
大
和
物
語
﹄
は
改
め
る
こ
と
で
先
程
の

よ
う
な
効
果
を
ね
ら
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

と
も
あ
れ
、和
歌
の
中
の
ひ
と
つ
の
異
同
も
﹃
大
和
物
語
﹄
の
作
者
の
創
作
意
識
を
探
る
上
で
無
視
で
き
な
い
。
そ
し
て
、﹃
大
和
物
語
﹄
の
地
文
や
和
歌
の
異
同
は
﹃
後
撰
集
﹄

が
あ
っ
て
こ
そ
作
為
性
で
あ
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
の
で
あ
る
。

五

ひ
と
つ
の
章
段
の
中
に
﹃
後
撰
集
﹄
だ
け
で
な
く
、﹃
拾
遺
集
﹄
と
の
共
通
歌
を
有
す
る
章
段
が
あ
る
。
例
え
ば
一
三
九
段
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

﹃
後
　
撰
　
集
﹄　
　﹃
拾
　
遺
　
集
﹄

﹃
大
　
和
　
物
　
語
﹄

　
先
帝
の
御
時
に
、
承
香
殿
の
御
息
所
の
御
曹
司
に
、
中
納

言
の
君
と
い
ふ
人
さ
ぶ
ら
ひ
け
り
。
そ
れ
を
、
故
兵
部
�
の

宮
、
わ
か
男
に
て
、
一
の
宮
と
聞
え
て
、
色
好
み
た
ま
ひ
け

る
こ
ろ
、
承
香
殿
は
い
と
ち
か
き
ほ
ど
に
な
む
あ
り
け
る
。

ら
う
あ
り
、
を
か
し
き
人
々
あ
り
と
、
聞
き
た
ま
う
て
、
も

の
な
ど
の
た
ま
ひ
か
は
し
け
り
。
さ
り
け
る
こ
ろ
ほ
ひ
、
こ

の
中
納
言
の
君
に
、
し
の
び
て
寝
た
ま
ひ
そ
め
て
け
り
。
と
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︵
注
︶　﹃
拾
遺
集
﹄
の
本
文
は
﹃
新
編
国
歌
大
観
﹄
に
拠
る
。

﹁
人
を
と
く
﹂
の
歌
は
﹃
拾
遺
集
﹄
に
、﹁
来
ぬ
人
を
﹂
の
歌
は
﹃
後
撰
集
﹄
に
そ
れ
ぞ
れ
み
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
両
者
の
詞
書
を
み
る
と
、﹁
た
え
て
の
ち
い
ひ
つ
か
は
し
け
る
﹂、﹁
わ

す
れ
が
た
に
な
り
侍
り
け
る
﹂
と
あ
っ
て
時
間
的
な
前
後
が
明
ら
か
で
な
い
。
ま
た
、﹃
大
和
物
語
﹄
で
は
元
良
親
王
と
承
香
殿
中
納
言
の
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、﹃
後
撰
集
﹄

の
場
合
、﹁
こ
ぬ
人
を
﹂
の
歌
は
だ
れ
に
贈
っ
た
の
か
明
ら
か
で
な
い
。

一
方
、﹃
大
和
物
語
﹄
は
か
な
り
詳
し
く
記
し
て
い
る
。
こ
れ
は
﹃
後
撰
集
﹄
と
﹃
拾
遺
集
﹄
を
も
と
に
付
加
し
た
よ
う
な
本
文
で
あ
る
。
し
か
も
、
こ
こ
で
は
時
間
的
な
展

開
を
し
て
い
る
。
と
り
わ
け
、
後
半
の
冒
頭
に
﹁
か
く
て
﹂
を
用
い
て
い
る
こ
と
は
注
意
し
て
よ
か
ろ
う
。﹁
か
く
て
﹂
と
い
う
語
は
﹃
大
和
物
語
﹄
の
作
者
が
創
作
す
る
上
で

多
用
し
た
語
で
あ
り(20)
、
こ
こ
が
意
図
的
に
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
暗
示
し
て
い
よ
う
。

こ
の
外
に
も
両
者
を
み
る
と
多
く
の
異
同
が
み
ら
れ
る
。
ま
ず
和
歌
の
異
同
で
あ
る
が
、﹁
人
を
と
く
﹂
の
歌
に
お
い
て
﹁
物
﹂
と
﹁
君
﹂
の
異
同
が
あ
る
。
前
者
の
場
合
、﹁
物
﹂

と
は
芥
川
の
こ
と
で
あ
り
、
後
者
の
場
合
、﹁
君
﹂
と
は
元
良
親
王
を
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
﹁
な
に
は
﹂
に
は
掛
詞
を
用
い
て
お
り
、﹃
拾
遺
集
﹄
は
﹁
難
波
﹂
を
、﹃
大
和
物
語
﹄

は
﹁
名
に
は
﹂
を
そ
れ
ぞ
れ
の
意
味
の
上
で
生
か
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、﹃
大
和
物
語
﹄
の
方
が
﹁
君
﹂
と
あ
る
こ
と
か
ら
直
接
的
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、﹁
来
ぬ
人

を
﹂
の
歌
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、﹁
え
﹂︵
枝
︶
と
﹁
葉
﹂
は
そ
れ
ほ
ど
問
題
で
な
い
。
問
題
に
な
る
の
は
﹁
く
ゆ
る
﹂
と
﹁
あ
は
ぬ
﹂
で
あ
る
。
前
者
は
歌
の
中
に
﹁
消
え
﹂
と

延
喜
の
御
時
、
承
香
殿
女
御
の
方
な
り
け
る
女
に
、
も

と
よ
し
の
み
こ
ま
か
り
か
よ
ひ
侍
り
け
る
、
た
え
て
の

ち
い
ひ
つ
か
は
し
け
る
　
　
　
　
　 

承
香
殿
中
納
言

人
を
と
く
あ
く
た
河
て
ふ
つ
の
く
に
の
名
に
は
た
が
は
ぬ
物

に
ぞ
あ
り
け
る

わ
す
れ
が
た
に
な
り
侍
り
け
る
を
と
こ
に
つ
か
は
し
け

る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
承
香
殿
中
納
言

こ
ぬ
人
を
松
の
え
に
ふ
る
白
雪
の
き
え
こ
そ
か
へ
れ
く
ゆ
る

思
ひ
に

き
ど
き
お
は
し
ま
し
て
の
ち
、
こ
の
宮
、
を
さ
を
さ
と
ひ
た

ま
は
ざ
り
け
り
。
さ
る
こ
ろ
、女
の
も
と
よ
り
み
て
奉
り
け
る
。

人
を
と
く
あ
く
た
川
て
ふ
津
の
国
の
な
に
は
た
が
は
ぬ

君
に
ぞ
あ
り
け
る

か
く
て
物
も
食
は
で
、
泣
く
泣
く
病
に
な
り
て
恋
ひ
た
て
ま

つ
り
け
る
。
か
の
承
香
殿
の
前
の
松
に
雪
の
降
り
か
か
り
け

る
を
祈
り
て
、
か
く
な
む
聞
え
た
て
ま
つ
り
け
る
。

来
ぬ
人
を
ま
つ
の
葉
に
ふ
る
白
雪
の
消
え
こ
そ
か
へ
れ

あ
は
ぬ
思
ひ
に

と
て
な
む
、﹁
ゆ
め
こ
の
雪
お
と
す
な
﹂
と
、
使
に
い
ひ
て

な
む
、
奉
り
け
る
。
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あ
り
、
そ
れ
に
対
応
さ
せ
て
﹁
く
ゆ
る
﹂
と
表
現
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
後
者
は
物
語
の
展
開
を
考
え
て
、﹁
く
ゆ
る
﹂
と
い
う
よ
う
な
状
況
に
な
く
、
元
良
親
王
は
来
て
く

れ
ず
、
そ
の
た
め
に
中
納
言
の
君
は
病
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
気
持
ち
が
﹁
あ
は
ぬ
﹂
と
い
う
表
現
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

和
歌
の
異
同
ひ
と
つ
を
見
て
も
物
語
の
創
作
の
上
で
重
要
な
働
き
を
担
っ
て
い
る
と
言
え
る
。
こ
れ
は
前
に
述
べ
た
こ
と
と
共
通
す
る
。
も
は
や
こ
の
現
象
は
﹃
大
和
物
語
﹄

の
作
者
が
意
図
的
に
し
た
と
し
か
考
え
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
考
え
を
補
強
す
る
た
め
に
、
も
う
少
し
こ
の
章
段
か
ら
気
づ
い
た
こ
と
を
述
べ
て
お
き
た
い
。
そ

の
ひ
と
つ
は
、
こ
の
章
段
に
﹁
ら
う
あ
り
﹂
と
い
う
語
が
み
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
語
に
つ
い
て
は
前
に
も
述
べ
た
が
、﹃
大
和
物
語
﹄
が
﹃
後
撰
集
﹄
を
も
と
に
創
作
さ

れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
章
段
に
み
ら
れ
る
。
こ
れ
は
偶
然
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
も
う
ひ
と
つ
は
重
複
表
現
が
み
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
即
ち
、﹁
か
く
な
む

聞
え
た
て
ま
つ
り
け
る
﹂、﹁﹃
ゆ
め
こ
の
雪
お
と
す
な
﹄
と
、
使
に
い
ひ
て
な
む
、
奉
り
け
る
﹂
が
そ
の
箇
所
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
﹃
大
和
物
語
﹄
作
者
の
文
章
力
を
垣
間
見
る

こ
と
が
で
き
よ
う
。
た
だ
、
こ
れ
ら
の
現
象
は
け
っ
し
て
す
ぐ
れ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
が
、﹃
大
和
物
語
﹄
作
者
の
、
物
語
創
作
す
る
に
あ
た
っ
て
の
努
力
の
一
面
を
知
る
こ

と
が
で
き
よ
う
。

一
三
九
段
も
先
程
の
九
二
段
の
よ
う
に
、
い
わ
ば
寄
せ
集
め
て
ひ
と
つ
の
章
段
を
成
し
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
た
だ
、
中
田
武
司
氏
は
一
三
九
段
に
つ
い
て
、﹃
元

良
親
王
御
集
﹄
を
第
一
資
料
と
し
、
そ
れ
に
﹃
拾
遺
集
﹄
を
加
え
て
構
成
し
た
も
の
と
考
え
て
お
ら
れ(21)
、﹃
後
撰
集
﹄
を
除
い
て
い
る
。
し
か
し
、
先
程
の
考
察
か
ら
も
わ
か
る

よ
う
に
﹃
後
撰
集
﹄
と
の
関
わ
り
は
否
定
で
き
な
い
し
、そ
れ
に
﹃
拾
遺
集
﹄
を
加
え
て
一
章
段
を
成
し
た
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。
そ
し
て
﹃
拾
遺
集
﹄
の
関
与
は
﹃
大
和
物
語
﹄

の
成
立
を
考
え
る
上
で
ひ
と
つ
の
示
唆
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

六

﹃
大
和
物
語
﹄
と
﹃
後
撰
集
﹄
が
共
通
し
て
い
る
も
の
の
、
歌
の
詠
ま
れ
た
時
点
で
隔
た
り
の
み
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
例
え
ば
一
〇
五
段
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

﹃
後
　
　
撰
　
　
集
﹄

﹃
大
　
和
　
物
　
語
﹄

　
中
興
の
近
江
の
介
の
む
す
め
、
も
の
の
け
に
わ
づ
ら
ひ
て
、

浄
蔵
大
徳
を
験
者
に
し
け
る
ほ
ど
に
、
人
と
か
く
い
ひ
け
り
。

な
ほ
し
も
は
た
あ
ら
ざ
り
け
り
。
し
の
び
て
あ
り
経
て
、
人
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浄
蔵
く
ら
ま
の
山
へ
な
ん
い
る
と
い
へ
り
け
れ
ば

平
な
か
き
が
む
す
め

す
み
ぞ
め
の
く
ら
ま
の
山
に
い
る
人
は
た
ど
る
た
ど
る
も
帰

り
き
な
な
ん

の
も
の
い
ひ
な
ど
も
う
た
て
あ
り
。
な
ほ
世
に
あ
り
経
じ
と

思
ひ
て
う
せ
に
け
り
。
鞍
馬
と
い
ふ
所
に
こ
も
り
て
い
み
じ

う
行
ひ
を
り
。
さ
す
が
に
い
と
恋
し
う
お
ぼ
え
け
り
。
京
を

思
ひ
や
り
つ
つ
、
よ
ろ
づ
の
こ
と
い
と
あ
は
れ
に
お
ぼ
え
て

行
ひ
け
り
。
泣
く
泣
く
う
ち
ふ
し
て
、
か
た
は
ら
を
見
れ
ば

文
な
む
見
え
け
る
。
な
ぞ
の
文
ぞ
と
、
思
ひ
て
と
り
て
見
れ

ば
、
こ
の
わ
が
思
ふ
人
の
文
な
り
。
書
け
る
こ
と
は
、

す
み
ぞ
め
の
く
ら
ま
の
山
に
入
る
人
は
た
ど
る
た
ど
る

も
か
へ
り
来
な
な
む

と
書
け
り
。
い
と
あ
や
し
く
、
た
れ
し
て
お
こ
せ
つ
ら
む
と

思
ひ
を
り
。
も
て
来
べ
き
た
よ
り
も
お
ぼ
え
ず
、
い
と
あ
や

し
か
り
け
れ
ば
、
ま
た
ひ
と
り
ま
ど
ひ
来
に
け
り
。
か
く
て

山
に
入
り
に
け
り
。
さ
て
お
こ
せ
た
り
け
る
。

か
ら
く
し
て
思
ひ
わ
す
る
る
恋
し
さ
を
う
た
て
鳴
き
つ

る
う
ぐ
ひ
す
の
声

返
し
、さ

て
も
君
わ
す
れ
け
り
か
し
う
ぐ
ひ
す
の
鳴
く
を
り
の

み
や
思
ひ
い
づ
べ
き

と
な
む
い
へ
り
け
る
。
ま
た
、
浄
蔵
大
徳
、

わ
が
た
め
に
つ
ら
き
人
を
ば
お
き
な
が
ら
な
に
の
罪
な

き
世
を
や
恨
み
む

と
も
い
ひ
け
り
。
こ
の
女
は
に
な
く
か
し
づ
き
て
、
み
こ
た

ち
、
上
達
部
よ
ば
ひ
た
ま
へ
ど
、
帝
に
奉
ら
む
と
て
あ
は
せ

ざ
り
け
れ
ど
、
こ
の
こ
と
い
で
き
に
け
れ
ば
、
親
も
見
ず
な

り
に
け
り
。
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中
興
の
む
す
め
の
詠
ん
だ
﹁
す
み
ぞ
め
の
﹂
の
歌
は
、﹃
後
撰
集
﹄
の
場
合
、
浄
蔵
が
山
に
入
る
前
に
詠
ん
だ
の
に
対
し
て
、﹃
大
和
物
語
﹄
の
場
合
、
浄
蔵
が
山
に
入
っ
て
か
ら

詠
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
こ
の
現
象
に
つ
い
て
伝
承
さ
れ
て
行
く
過
程
で
異
同
が
生
じ
た
と
い
う
考
え
が
あ
る(22)
。
こ
の
よ
う
な
考
え
も
可
能
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
よ
り
も
む
し
ろ
私

は
﹃
大
和
物
語
﹄
作
者
が
創
作
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

﹃
大
和
物
語
﹄
を
み
る
と
、
い
く
つ
か
の
特
色
を
見
い
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
ひ
と
つ
は
、
浄
蔵
の
心
情
が
徐
々
に
高
揚
し
、﹁
す
み
ぞ
め
の
﹂
の
歌
で
そ
れ
は
ピ
ー
ク
に

達
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
漸
層
法
的
な
叙
述
効
果
を
ね
ら
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
方
法
は
前
述
し
た
四
段
を
は
じ
め
他
の
章
段
に
お
い
て
も
み
ら
れ
た
。
ふ

た
つ
め
は
重
複
表
現
が
多
く
み
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
主
な
箇
所
を
抜
出
し
て
み
る
と
、﹁
な
ほ

0

0

し
も
﹂﹁
な
ほ

0

0

世
に
﹂、﹁
あ
り
経

0

0

0

て
﹂﹁
あ
り
経

0

0

0

じ
﹂、﹁
い
と
あ
や
し
く

0

0

0

0

﹂﹁
い
と

あ
や
し
か
り

0

0

0

0

0

け
れ
ば
﹂、﹁
書
け
る

0

0

0

こ
と
は
﹂﹁
と
書
け
り

0

0

0

﹂、﹁
恋
し
う
お
ぼ
え

0

0

0

け
り
﹂﹁
い
と
あ
は
れ
に
お
ぼ
え

0

0

0

て
﹂﹁
た
よ
り
も
お
ぼ
え

0

0

0

ず
﹂
な
ど
が
そ
の
例
で
あ
る
。
こ
の
現

象
に
つ
い
て
は
前
に
も
指
摘
し
た
が
、﹃
大
和
物
語
﹄
作
者
の
文
章
力
に
よ
る
こ
と
が
確
か
な
も
の
と
な
ろ
う
。

そ
れ
に
し
て
も
浄
蔵
が
手
紙
を
見
つ
け
る
場
面
が
伺
と
も
不
自
然
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
う
し
た
場
面
に
超
自
然
的
な
意
味
を
強
調
さ
れ
て
い
る
方
も
い
る(23)
。
ま
た
、
菊
地
靖

彦
氏
も
和
歌
の
も
つ
不
可
思
議
な
力
を
指
摘
し
て
お
ら
れ
る
。
確
か
に
こ
の
よ
う
な
考
え
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
視
点
を
変
え
て
別
の
考
え
も
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
本

文
に
即
し
て
考
え
る
と
、
手
紙
の
存
在
の
不
可
思
議
を
多
少
な
り
と
も
解
消
す
る
た
め
に
、﹁
す
み
ぞ
め
の
﹂
の
歌
の
後
に
﹁
い
と
あ
や
し
く
、
た
れ
し
て
お
こ
せ
つ
ら
む
と
思

ひ
を
り
。
も
て
来
べ
き
た
よ
り
も
お
ぼ
え
ず
、
い
と
あ
や
し
か
り
け
れ
ば
、
ま
た
ひ
と
り
ま
ど
ひ
来
に
け
り
﹂
と
い
う
本
文
を
記
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
の
箇
所
を
み
る

と
、
先
程
も
ふ
れ
た
が
、﹁
い
と
あ
や
し
く
、
た
れ
し
て
お
こ
せ
つ
ら
む
﹂
と
﹁
も
て
来
べ
き
た
よ
り
も
お
ぼ
え
ず
、
い
と
あ
や
し
か
り
け
れ
ば
﹂
は
同
じ
こ
と
を
言
っ
て
い
る

に
す
ぎ
な
い
。
こ
れ
は
重
複
し
た
表
現
で
あ
る
と
同
時
に
手
紙
の
存
在
の
不
可
思
議
さ
を
強
調
し
て
い
る
。

先
程
述
べ
た
よ
う
に
、﹃
大
和
物
語
﹄
に
お
い
て
﹁
す
み
ぞ
め
の
﹂
の
歌
は
浄
蔵
が
山
に
入
っ
た
後
に
、
中
興
の
む
す
め
が
詠
ん
だ
ふ
う
に
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
の
は
物

語
の
展
開
を
考
え
た
か
ら
で
は
な
か
っ
た
か
。浄
蔵
が
山
に
入
る
前
に
中
興
の
む
す
め
が
詠
ん
だ
の
で
は
手
紙
の
不
可
思
議
な
存
在
は
表
現
し
に
く
い
だ
ろ
う
し
、﹁
す
み
ぞ
め
の
﹂

の
歌
の
後
の
本
文
も
そ
れ
ほ
ど
効
果
的
な
も
の
と
な
ら
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
も
は
や
、
こ
れ
は
歌
語
り
さ
れ
て
変
化
が
生
じ
た
の
で
は
な
く
、﹃
大
和
物
語
﹄
の
作
者
が
物
語

の
展
開
を
考
え
て
意
図
的
に
し
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

こ
の
章
段
の
地
文
を
み
る
と
、﹁
あ
は
れ
に
﹂、﹁
か
く
て
﹂
と
い
う
語
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
﹃
後
撰
集
﹄
の
詞
書
に
み
え
な
い
。
こ
の
二
つ
の
語
は
前
述
し
た
よ
う
に
﹃
大
和
物
語
﹄

に
あ
っ
て
特
異
な
語
で
あ
る
。
こ
の
二
語
の
存
在
に
よ
っ
て
も
こ
の
章
段
が
意
図
的
に
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
暗
示
し
て
い
よ
う
。
そ
れ
に
し
て
も
﹁
か
く
て
﹂
か
ら
後
半
に
入

る
わ
け
だ
が
、
何
と
な
く
唐
突
で
あ
る
。
そ
れ
に
な
る
ま
で
の
詳
し
い
説
明
が
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
や
は
り
こ
こ
ら
辺
り
に
も
﹃
大
和
物
語
﹄
作
者
の
文
章
力
が
あ
ら
わ
れ

て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
後
半
の
三
首
に
つ
い
て
は
そ
の
素
材
が
何
に
も
と
づ
く
の
か
、
今
の
段
階
で
は
何
も
言
え
な
い
。
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と
も
あ
れ
、
一
〇
五
段
は
﹃
後
撰
集
﹄
に
あ
る
﹁
す
み
ぞ
め
の
﹂
の
歌
を
も
と
に
し
て
時
間
的
な
幅
を
持
た
せ
、
物
語
的
展
開
を
さ
せ
た
も
の
と
み
て
よ
か
ろ
う
。

七

﹃
大
和
物
語
﹄
と
﹃
後
撰
集
﹄
と
の
関
わ
り
を
考
え
る
た
め
に
、
両
者
の
共
通
す
る
章
段
に
つ
い
て
考
え
て
き
た
。
た
だ
、
共
通
す
る
全
章
段
に
わ
た
っ
て
い
な
い
の
で
、
早

急
な
結
論
を
慎
む
べ
き
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
対
象
と
し
て
来
た
章
段
を
通
し
て
ひ
と
つ
の
傾
向
を
探
る
こ
と
は
で
き
た
と
思
う
。

こ
こ
で
強
調
し
て
お
き
た
い
こ
と
は
、﹃
大
和
物
語
﹄
に
は
作
為
性
が
見
ら
れ
、
し
か
も
そ
れ
は
﹃
後
撰
集
﹄
が
あ
っ
て
こ
そ
可
能
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
和
歌
や
地

文
に
見
ら
れ
る
異
同
も
実
は
各
章
段
の
生
成
を
考
え
る
上
で
重
要
な
働
き
を
担
っ
て
お
り
、
見
逃
す
こ
と
の
で
き
な
い
事
実
で
あ
る
。

﹃
大
和
物
語
﹄
と
﹃
後
撰
集
﹄
と
の
共
通
歌
は
、﹃
大
和
物
語
﹄
全
体
か
ら
見
る
と
そ
ん
な
に
多
い
わ
け
で
は
な
い
が
、﹃
大
和
物
語
﹄
の
創
作
性
を
探
る
上
で
貴
重
な
資
料
と
言
え
よ
う
。

﹃
大
和
物
語
﹄
は
歌
語
り
の
集
成
で
あ
る
と
か
、
あ
る
い
は
﹃
大
和
物
語
﹄
と
﹃
後
撰
集
﹄
の
関
係
を
考
え
る
場
合
、
両
者
の
聞
に
い
わ
ゆ
る
第
三
の
資
料
の
存
在
が
言
わ
れ
て
き

た
。
し
か
し
、
細
部
を
検
討
し
て
み
る
と
、
一
概
に
そ
れ
だ
け
で
は
す
ま
さ
れ
な
い
面
が
あ
る
の
で
あ
る
。
本
稿
で
は
覚
書
ふ
う
に
、
そ
の
一
面
を
探
っ
て
き
た
に
す
ぎ
な
い
。

注
⑴
　﹁﹁
上
代
文
学
史
稿
﹂
案
︵
二
︶﹂︵﹁
日
本
文
学
史
研
究
﹂
4
号
、
昭
和
25
年
︶、﹁
歌
語
り
の
世
界
﹂︵﹁
季
刊
国
文
﹂
4
号
、
昭
和
28
年
3
月
︶。
ま
た
、
難
波
喜
造
氏
も
﹁
大
和
物

語
の
素
材
︱
私
家
集
と
の
関
係
︱
﹂︵﹁
日
本
文
学
史
研
究
﹂
13
号
、
昭
和
26
年
8
月
︶
と
い
う
論
考
で
益
田
氏
と
同
様
の
考
え
を
述
べ
て
お
ら
れ
る
。

⑵
　﹃
日
本
古
典
全
書
大
和
物
語
﹄︵
朝
日
新
聞
社
　
昭
和
36
年
4
月
︶

⑶
　﹁﹃
大
和
物
語
﹄
成
立
試
論
︱
﹃
後
撰
集
﹄
と
の
関
わ
り
を
通
し
て
︱
﹂︵﹁
国
文
学
攷
﹂
95
号
、
昭
和
57
年
9
月
　
後
に
﹃
平
安
朝
歌
物
語
の
研
究
︹
大
和
物
語
篇
︺﹄︿
笠
間
書
院
　

平
成
10
年
10
月
﹀
に
再
録
︶

⑷
　﹃
大
和
物
語
の
注
釈
と
研
究
﹄︵
武
蔵
野
書
院
　
昭
和
56
年
2
月
︶。
以
下
、
特
に
断
わ
ら
な
い
限
り
、
引
用
は
本
書
に
拠
っ
て
い
る
。

⑸
　﹃
校
本
大
和
物
語
と
そ
の
研
究
﹄︵
三
省
堂
　
昭
和
29
年
6
月
　
増
補
版
　
昭
和
45
年
10
月
︶

⑹
　﹃
王
朝
歌
物
語
の
研
究
と
新
資
料
﹄︵
桜
楓
社
　
昭
和
46
年
11
月
︶

⑺
　﹁﹃
大
和
物
語
﹄
の
﹃
後
撰
集
﹄
歌
章
段
を
め
ぐ
っ
て
﹂︵﹁
米
沢
国
語
国
文
﹂
14
号
、
昭
和
62
年
4
月
　
後
に
﹃
国
文
学
年
次
別
論
文
集  

中
古
2  

昭
和
62
年
﹄︿
朋
文
出
版
　
昭

和
63
年
11
月
﹀、﹃
伊
勢
物
語
・
大
和
物
語
論
攷
﹄︿
鼎
書
房
　
平
成
12
年
9
月
﹀
に
そ
れ
ぞ
れ
再
録
︶。
以
下
の
引
用
は
特
に
断
わ
ら
な
い
限
り
、
こ
の
論
文
に
拠
っ
て
い
る
。
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⑻
　﹁
大
和
物
語
評
釈
・
一
～
六
十
七
﹂︵﹁
国
文
学
﹂
連
載
、
昭
和
36
年
8
月
～
昭
和
43
年
9
月
︶、﹁
大
和
物
語
評
釈
︵
六
十
八
回
︶﹂︵
梅
光
女
学
院
大
学
﹁
日
本
文
学
研
究
﹂
25
号
　

平
成
元
年
11
月
︶
後
に
﹃
大
和
物
語
評
釈  

上
巻
﹄︵
笠
間
書
院
　
平
成
11
年
3
月
︶、﹃
大
和
物
語
評
釈  

下
巻
﹄︵
笠
間
書
院
　
平
成
12
年
2
月
︶
に
そ
れ
ぞ
れ
再
録
。

⑼
　﹁
大
和
物
語
に
お
け
る
在
原
業
平
関
係
章
段
に
つ
い
て
﹂︵﹁
解
釈
﹂
24
巻
4
号
、
昭
和
53
年
4
月
　
後
に
﹃
大
和
物
語
の
研
究
﹄︿
翰
林
書
房
　
平
成
6
年
2
月
﹀
に
再
録
︶
本
書

第
二
章
第
一
節
。

⑽
　﹁
後
撰
集
に
お
け
る
平
兼
盛
の
歌
﹂︵﹁
清
泉
女
子
大
学
紀
要
﹂
9
号
、
昭
和
37
年
3
月
︶

⑾
　
小
学
館
、
平
成
6
年
12
月
。

⑿
　﹁
大
和
物
語
評
釈
・
六
　
兼
盛
の
王
︵
上
︶﹂︵﹁
国
文
学
﹂
7
巻
2
号
、
昭
和
37
年
2
月
　
後
に
﹃
大
和
物
語
評
釈  

下
巻
﹄
に
再
録
︶

⒀
　﹁﹃
大
和
物
語
﹄
に
お
け
る
章
段
形
成
︱
兼
盛
章
段
前
後
と
﹃
伊
勢
物
語
﹄
︱
﹂︵﹁
文
芸
研
究
﹂
131
集
、
平
成
4
年
9
月
︶

⒁
　
藤
岡
忠
美
氏
﹁
後
撰
集
の
構
造
︱
そ
の
二
、
平
兼
盛
と
﹁
梨
壺
の
五
人
﹂
と
の
ち
が
い
に
つ
い
て
︱
﹂︵
北
海
道
大
学
﹁
国
語
国
文
研
究
﹂
12
号
、
昭
和
34
年
2
月
　
後
に
﹃
平

安
和
歌
史
論
︱
三
代
集
時
代
の
基
調
︱
﹄︿
桜
楓
社
　
昭
和
41
年
2
月
﹀
に
再
録
︶

⒂
　
今
井
源
衛
氏
﹁
大
和
物
語
評
釈
・
二
　
朱
な
が
ら
や
は
﹂︵﹁
国
文
学
﹂
6
巻
12
号
、
昭
和
36
年
10
月
　
後
に
﹃
大
和
物
語
評
釈  

上
巻
﹄
に
再
録
︶

⒃
　
南
波
浩
氏
﹁
大
和
物
語
の
特
質
﹂︵﹃
日
本
古
典
全
書
大
和
物
語
﹄
朝
日
新
聞
社
　
昭
和
36
年
10
月
︶、
拙
稿
﹁﹁
心
の
へ
だ
て
も
な
く
あ
は
れ
な
れ
ば
、
い
と
あ
は
れ
と
思
ふ
ほ
ど

に
﹂
考
︱
﹃
大
和
物
語
﹄
第
百
四
十
一
段
︱
﹂︵﹁
語
文
﹂
78
輯
、
平
成
2
年
11
月
　
後
に
﹃
大
和
物
語
の
研
究
﹄
に
再
録
︶。
本
書
第
四
章
第
二
節
。

⒄
　
今
井
源
衛
氏
﹁
大
和
物
語
評
釈
・
三
二
　
檜
垣
の
御
︵
上
︶﹂︵﹁
国
文
学
﹂
10
巻
1
号
、
昭
和
40
年
1
月
　
後
に
﹃
大
和
物
語
評
釈  

上
巻
﹄
に
再
録
︶

⒅
　﹁
如
何
に
し
て
﹂
の
歌
は
﹃
拾
遺
集
﹄
に
も
共
通
し
て
い
る
。
初
句
﹁
い
か
て
か
は
﹂︵
定
家
本
、
北
野
天
満
宮
本
︶、﹁
い
か
て
な
を
﹂︵
堀
河
宰
相
具
世
筆
本
︶、
五
句
﹁
き
み
に

し
ら
せ
む
﹂︵
定
家
本
、
堀
河
宰
相
具
世
筆
本
、
北
野
天
満
宮
本
︶
の
異
同
が
あ
る
。
こ
の
異
同
を
見
て
も
﹃
大
和
物
語
﹄
は
﹃
後
撰
集
﹄
に
近
い
。

⒆
　﹃
後
撰
集
﹄
の
諸
本
に
あ
た
っ
て
み
た
と
こ
ろ
、
異
同
は
見
ら
れ
な
い
。

⒇
　
糸
井
通
浩
氏
﹁﹃
大
和
物
語
﹄
の
文
章
︱
そ
の
﹁
な
り
け
り
﹂
表
現
と
歌
語
り
︱
﹂︵﹁
愛
媛
国
文
研
究
﹂
29
号
、
昭
和
54
年
12
月
　
後
に
﹃﹁
語
り
﹂
言
説
の
研
究
﹄︿
和
泉
書
院
　

平
成
30
年
1
月
﹀
に
再
録
︶

㉑
　
注
⑹
に
同
じ
。

㉒
　
高
橋
正
治
氏
﹁
編新

日
本
古
典
文
学
全
集
大
和
物
語
﹄︵
小
学
館
　
平
成
6
年
12
月
︶
の
頭
注
。

㉓
　
今
井
源
衛
氏
﹁
大
和
物
語
評
釈
・
二
二
　
中
興
が
女
︵
上
︶﹂︵﹁
国
文
学
﹂
9
巻
4
号
、
昭
和
39
年
3
月
　
後
に
﹃
大
和
物
語
評
釈  

下
巻
﹄
に
再
録
︶
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第
一
節
　﹃
大
和
物
語
﹄
小
考

︱
構
成
意
識
を
め
ぐ
っ
て
の
一
試
論
︱

一

伊
勢
物
語
が
あ
る
男
の
ほ
ぼ
一
代
記
風
の
体
裁
を
と
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
同
じ
ジ
ャ
ン
ル
に
属
し
な
が
ら
大
和
物
語
に
は
多
く
の
人
々
が
登
場
し
、
統
一
性
に
欠
け
る
。
そ

う
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
か
、
大
和
物
語
の
構
成
に
つ
い
て
は
、
従
来
ほ
と
ん
ど
と
言
っ
て
よ
い
ほ
ど
ふ
れ
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
近
年
そ
の
方
面
の
研
究
も
徐
々
に
な
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
そ
の
先
駆
は
高
橋
正
治
氏
で
、
氏
独
特
の
論
を
展
開
さ
れ
て
い
る(1)
。
そ
の
後
、
柿
本
奨
氏(2)
を
は
じ
め
、
諸
氏
の
論
が
発
表
さ
れ
た(3)
。
私
も
こ
の
物
語
の
後
半
を
対
象

に
し
て
考
え
た
こ
と
が
あ
る(4)
。

さ
て
、
本
稿
で
は
先
学
の
お
考
え
に
導
か
れ
て
、
細
部
の
点
、
即
ち
四
七
段
か
ら
五
三
段
ま
で
と
、
八
九
段
を
取
り
上
げ
て
、
そ
こ
に
み
ら
れ
る
構
成
意
識
を
探
っ
て
み
た
い

と
思
う
。
前
者
は
数
章
段
に
わ
た
っ
て
の
場
合
で
あ
り
、
ま
た
後
者
は
一
章
段
の
み
の
場
合
で
あ
る
。
た
だ
、
両
者
に
共
通
す
る
の
は
拾
遺
集
と
の
共
通
歌
を
含
ん
で
い
る
点
で

あ
る
。
こ
の
こ
と
が
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
の
か
は
興
味
深
い
。
そ
れ
に
し
て
も
、
こ
れ
ら
の
章
段
は
大
和
物
語
の
前
半
に
あ
り
、
そ
こ
は
歌
語
り
的
な
色
彩
の
濃
い

章
段
が
多
い
よ
う
で
、
は
た
し
て
構
成
意
識
と
い
う
も
の
を
見
い
出
せ
る
か
が
問
題
と
な
ろ
う
。

二

ま
ず
、
四
七
段
か
ら
五
三
段
ま
で
を
み
て
い
き
た
い
。
論
述
の
便
宜
上
、
こ
れ
ら
の
章
段
を
記
し
て
お
こ
う
。

　
四
七
段
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陽
成
院
の
一
条
の
君

お
く
山
に
心
を
い
れ
て
た
づ
ね
ず
は
ふ
か
き
も
み
ぢ
の
色
を
見
ま
し
や

　
四
八
段

先
帝
の
御
時
、
刑
部
の
君
と
て
さ
ぶ
ら
ひ
た
ま
ひ
け
る
更
衣
の
、
里
に
ま
か
り
い
で
た
ま
ひ
て
、
久
し
う
ま
ゐ
り
た
ま
は
ざ
り

け
る
に
つ
か
は
し
け
る
。

大
空
を
わ
た
る
春
日
の
影
な
れ
や
よ
そ
に
の
み
し
て
の
ど
け
か
る
ら
む

　
四
九
段

お
な
じ
帝
、
斎
院
の
み
こ
の
御
も
と
に
、
菊
に
つ
け
て
、

ゆ
き
て
見
ぬ
人
の
た
め
に
と
思
は
ず
は
た
れ
か
折
ら
ま
し
わ
が
宿
の
菊

斎
院
の
御
返
し
、

わ
が
宿
に
色
を
り
と
む
る
君
な
く
は
よ
そ
に
も
き
く
の
花
を
見
ま
し
や

　
五
〇
段

か
い
せ
ん
、
山
に
の
ぽ
り
て
、

雲
な
ら
で
木
高
き
峰
に
ゐ
る
も
の
は
憂
き
世
を
そ
む
く
わ
が
身
な
り
け
り

　
五
一
段

斎
院
よ
り
内
に
、

お
な
じ
え
を
わ
き
て
し
も
お
く
秋
な
れ
ば
光
も
つ
ら
く
お
も
ほ
ゆ
る
か
な

御
返
し
、
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花
の
色
を
見
て
も
知
り
な
む
初
霜
の
心
わ
き
て
は
お
か
じ
と
ぞ
思
ふ

　
五
二
段

こ
れ
も
内
の
御
返
し
。

わ
た
つ
み
の
ふ
か
き
心
は
お
き
な
が
ら
う
ら
み
ら
れ
ぬ
る
も
の
に
ぞ
あ
り
け
る

　
五
三
段

陽
成
院
に
あ
り
け
る
坂
上
と
ほ
み
ち
と
い
ふ
男
、
お
な
じ
院
に
あ
り
け
る
女
、﹁
さ
は
る
こ
と
あ
り
﹂
と
て
あ
は
ざ
り
け
れ
ば
、

秋
の
野
を
わ
く
ら
む
鹿
も
わ
が
ご
と
や
し
げ
き
さ
は
り
に
音
を
ば
な
く
ら
む

︵
注
︶　
本
文
は
﹃
日
本
古
典
文
学
全
集
大
和
物
語
﹄
に
拠
る
。
以
下
も
同
様
。

そ
も
そ
も
こ
こ
で
四
七
段
か
ら
五
三
段
ま
で
を
取
り
上
げ
た
の
は
四
七
、五
三
段
が
と
も
に
﹁
陽
成
院
云
々
﹂
で
始
ま
っ
て
お
り
、
し
か
も
こ
の
二
章
段
に
挟
ま
れ
た
章
段
が

五
〇
段
を
除
い
て
先
帝(5)
に
関
し
た
も
の
で
あ
り
、
人
物
面
か
ら
み
て
意
図
的
に
配
置
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
ふ
し
が
み
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
事
実
、
先
学
も
そ
の

点
に
つ
い
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
今
井
源
衛
氏
は
構
成
面
か
ら
考
察
さ
れ
て
い
る
。
長
く
な
る
が
、
そ
れ
を
引
用
し
て
み
よ
う
。

四
十
八
段
よ
り
五
十
二
段
ま
で
、
中
間
に
挟
ま
っ
た
五
十
段
以
外
は
、
す
べ
て
宇
多
天
皇
に
関
す
る
説
話
で
あ
る
。
そ
の
章
段
配
列
の
し
か
た
を
見
る
と
、
四
十
八
段

は
、
先
行
の
四
十
六
・
四
十
七
両
段
が
男
女
の
恋
を
扱
っ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
と
主
題
を
同
じ
く
し
て
採
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
四
十
九
段
は
恋
の
主
題
を
離
れ

て
、
四
十
八
段
の
宇
多
天
皇
と
い
う
人
物
の
連
想
を
軸
と
し
て
、
天
皇
と
そ
の
皇
女
と
の
親
子
の
贈
答
に
転
じ
、
さ
ら
に
五
十
段
で
は
、
親
子
関
係
の
連
想
か
ら
、
す
で

に
二
十
七
段
に
お
い
て
、
親
に
別
れ
て
比
叡
山
に
登
っ
て
い
た
と
あ
っ
た
戒
仙
の
話
が
持
ち
出
さ
れ
る
。
続
く
五
十
一
段
は
再
び
宇
多
天
皇
と
斎
院
と
の
贈
答
に
戻
り
、

五
十
二
段
も
ま
た
、
天
皇
の
親
心
の
述
懐
と
い
う
形
で
つ
づ
き
、
こ
の
一
連
の
章
段
は
ま
と
ま
っ
て
い
る(6)
。

章
段
の
関
連
を
主
に
し
て
、
具
体
的
に
言
及
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
注
目
さ
れ
よ
う
。
次
に
雨
海
博
洋
氏
は
人
物
面
か
ら
考
察
さ
れ
、
次
の
よ
う
に
結
論
づ
け
て
お
ら

れ
る
。四

七
段
か
ら
五
三
段
に
か
け
て
は
清
和
・
陽
成
に
関
す
る
歌
語
り
か
ら
成
っ
て
い
る
と
み
て
よ
か
ろ
う
。
そ
う
み
る
方
が
﹃
大
和
物
語
﹄
の
連
鎖
的
展
開
と
い
っ
た
性
格
に

適
合
し
て
い
る
と
も
言
え
よ
う(7)
。
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ま
た
、
糸
井
通
浩
氏
は

五
十
二
段
は
そ
う
い
う
娘
へ
の
思
い
を
込
め
た
父
宇
多
帝
の
嘆
息
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。﹁
お
な
じ
え
を
わ
き
て
し
も
を
く
﹂
の
﹁
を
く
﹂
を
う
け
て
、﹁
深
き
心
は
を0

き0

な
が
ら
﹂
と
ひ
び
か
せ
て
い
る
。
そ
し
て
、﹁
う
ら
み
ら
れ
ぬ
る
モ
ノ
﹂
と
斎
院
の
境
遇
と
い
う
も
の
へ
の
、
帝
の
﹁
モ
ノ
﹂
志
向
が
あ
り
、
そ
の
上
に
、
歌
の
技
巧
の
点

で
も
巧
み
な
こ
と
ば
の
文
が
形
成
さ
れ
て
い
る(8)
。

と
述
べ
ら
れ
、
そ
の
上
、
四
八
段
か
ら
五
三
段
ま
で
が
ひ
と
つ
の
﹁
歌
語
り
↓
歌
物
語
﹂
を
目
指
し
て
い
た
姿
も
読
み
取
れ
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
た
。

以
上
の
よ
う
に
、
そ
の
関
連
性
や
そ
れ
が
何
を
意
味
す
る
か
に
つ
い
て
考
察
さ
れ
て
き
た
わ
け
で
あ
る(9)
。
た
だ
、
今
井
、
糸
井
の
両
氏
が
対
象
に
さ
れ
て
い
る
四
八
～
五
二
段

の
ほ
か
に
、雨
海
氏
の
よ
う
に
四
七
、五
三
段
を
も
含
め
て
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
そ
の
理
由
は
前
述
の
如
く
、両
章
段
と
も
﹁
陽
成
院
云
々
﹂
で
始
ま
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
れ
と
、
先
学
の
お
考
え
で
、
関
連
性
と
い
う
こ
と
で
は
示
唆
を
受
け
る
こ
と
大
な
の
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
部
分
的
に
ど
の
よ
う
な
意
図
を
も
っ
て
構
成
し
て
い
っ

た
の
か
を
探
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
と
い
う
の
は
大
和
物
語
に
お
い
て
、
同
一
人
物
の
章
段
が
連
続
す
る
場
合
、
意
図
的
な
方
法
を
と
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り(10)
、
こ

こ
も
そ
れ
に
類
似
し
て
お
り
、
同
じ
よ
う
な
こ
と
が
見
い
出
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
か
ら
で
あ
る
。

で
は
、
こ
れ
ら
の
章
段
は
ど
の
よ
う
な
意
図
を
も
っ
て
構
成
し
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
中
で
拾
遺
集
と
の
共
通
歌
を
含
む
五
二
段
は
ど
の
よ
う
な
働
き
を
し
て
い
る

の
か
。

四
七
段
か
ら
五
三
段
ま
で
は
、
お
お
む
ね
﹁
会
え
な
い
﹂
と
い
う
こ
と
で
関
連
し
、
そ
こ
に
感
情
の
程
度
が
付
随
し
て
い
る
。
ま
ず
四
七
段
の
場
合
、
二
人
は
初
め
て
な
の
か
、

そ
れ
と
も
何
度
か
会
っ
た
の
か
は
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
ど
う
も
男
は
会
う
こ
と
へ
の
真
剣
さ
に
欠
け
て
い
た
よ
う
だ
。
そ
の
た
め
に
女
は
男
の
許
へ
な
じ
る
気
持
ち
の
歌
を
詠

ん
だ
わ
け
で
あ
る
。
そ
の
歌
に
は
﹁
た
ず
ね
ず
は

0

0

﹂
傍
点
は
稿
者
。

以
下
も
同
様
。
と
あ
っ
て
、
条
件
的
に
詠
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
歌
は
以
下
の
章
段
の
、
い
わ
ば
導
入
の
働
き
を
し
て
い
る

と
言
え
よ
う
。
そ
う
し
て
次
の
四
八
段
は
更
衣
が
里
へ
帰
り
、
長
い
間
、
帝
は
会
う
こ
と
が
で
き
ず
、
恨
み
の
気
持
ち
を
遠
回
し
に
詠
ん
で
贈
っ
て
い
る
。
こ
こ
は
前
の
四
七
段

よ
り
時
間
的
に
一
歩
進
ん
で
、
現
実
に
そ
う
な
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
四
九
段
は
四
八
段
と
同
じ
帝
の
話
で
あ
る
が
、
こ
こ
は
そ
の
娘
の
、
斎
院
と
い
う
境
遇
か

ら
し
て
、
会
え
な
い
と
い
う
こ
と
に
は
運
命
的
な
も
の
が
あ
る
。
そ
の
立
場
で
歌
の
贈
答
を
し
て
い
る
。
即
ち
、﹁
ゆ
き
て
見
ぬ
﹂
の
歌
に
は
帝
の
、
斎
院
へ
の
思
い
や
り
が
、

ま
た
そ
の
返
し
歌
で
あ
る
﹁
わ
が
宿
に
﹂
の
歌
に
は
斎
院
の
、帝
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
が
そ
れ
ぞ
れ
詠
ま
れ
て
い
る
。
こ
う
み
て
く
る
と
、四
七
、四
八
、四
九
段
と
い
う
の
は
﹁
会

え
な
い
﹂
と
い
う
こ
と
に
関
連
さ
せ
、
こ
う
し
な
い
と
会
え
な
い
と
い
う
、
そ
の
心
掛
け
、
次
い
で
実
際
に
会
え
な
か
っ
た
こ
と
、
さ
ら
に
運
命
的
に
会
え
な
か
っ
た
こ
と
と
配

置
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
章
段
は
﹁
会
え
な
い
﹂
と
い
う
こ
と
を
記
し
て
い
る
も
の
の
、
そ
こ
か
ら
生
じ
る
感
情
は
穏
や
か
で
あ
る
。

こ
の
四
九
段
と
次
の
五
〇
段
は
ど
う
関
連
し
て
い
よ
う
か
。
今
井
氏
は
前
記
の
如
く
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
ま
た
、
高
橋
正
治
氏
は
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四
十
九
段
で
斎
院
が
帝
の
御
所
を
思
う
気
持
ち
を
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
連
想
し
て
お
か
れ
た
段
で
あ
ろ
う(11)
。

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
雨
海
氏
は
高
橋
氏
の
考
え
に
賛
同
し
つ
つ
、
賀
茂
斎
院
に
対
し
て
比
叡
山
の
僧
侶
と
い
っ
た
対
照
的
関
連
を
指
摘
さ
れ
て
い
る(12)
。
さ
ら
に
糸
井
氏
は
戒
仙

と
賀
茂
斎
院
の
置
か
れ
た
共
通
性
を
問
題
に
す
べ
き
こ
と
を
説
か
れ
て
い
る(13)
。
確
か
に
親
子
と
い
う
こ
と
や
、
そ
の
境
遇
面
で
類
似
し
て
い
る
。
た
だ
、
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の

は
五
一
段
も
帝
と
斎
院
の
話
で
あ
り
、
こ
れ
は
次
の
五
二
段
ま
で
続
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
章
段
配
列
か
ら
み
る
と
、
な
に
も
五
〇
段
な
ど
を
置
く
必
要

は
な
く
、
こ
の
前
後
が
同
一
人
物
な
の
だ
か
ら
、
四
九
段
を
そ
の
ま
ま
五
一
段
に
続
け
て
し
ま
っ
て
も
よ
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
事
実
、
大
和
物
語
に
は
そ
う
な
っ
て
い
る
と
こ

ろ
が
多
い
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
な
い
こ
と
は
、
作
者
が
意
図
的
に
そ
う
し
た
可
能
性
を
物
語
っ
て
い
よ
う
。
そ
し
て
、
そ
の
こ
と
と
五
〇
段
と
を
関
連
づ
け
て
論

ず
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
問
題
は
な
ぜ
別
人
の
章
段
を
こ
こ
に
持
っ
て
き
た
か
で
あ
る
。
こ
う
し
た
の
は
作
者
の
構
成
意
識
に
よ
る
の
で
は
な
い
か
。
つ
ま
り
前
述
し
た
よ
う
に
、

四
九
段
で
は
、
ま
ず
帝
か
ら
斎
院
へ
歌
を
贈
り
、
次
い
で
そ
の
返
し
歌
を
斎
院
か
ら
帝
へ
贈
っ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
歌
の
内
容
は
思
い
や
り
と
感
謝
の
気
持
ち
で
あ
る
。
こ
れ

に
対
し
て
五
一
段
を
み
る
と
、
ま
ず
斎
院
か
ら
帝
へ
歌
を
贈
り
、
次
に
そ
の
返
し
歌
を
帝
か
ら
斎
院
に
贈
っ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
は
こ
の
よ
う
な
立
場
に
置
か
れ
た
こ
と

へ
の
恨
み
と
そ
の
言
い
訳
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
四
九
段
と
五
一
段
は
歌
の
や
り
と
り
、
ま
た
そ
の
内
容
か
ら
み
る
と
、
対
照
的
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
四
九
段
か
ら
直

ち
に
五
一
段
へ
続
け
て
し
ま
う
と
唐
突
な
の
で
、
四
九
、五
一
段
の
い
ず
れ
に
も
共
通
す
る
︱
先
学
の
指
摘
さ
れ
た
境
遇
面(14)
で
︱
章
段
を
置
き
、
両
者
の
中
継
ぎ
の
働
き
を
し
て

い
る
の
で
あ
ろ
う(15)
。
あ
く
ま
で
も
四
九
段
の
み
で
は
な
く
、
少
な
く
と
も
五
一
段
を
も
考
慮
し
て
五
〇
段
は
置
か
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
す
る
と
、
こ
の
後
に
続
く
章

段
も
意
図
的
に
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
当
然
、
予
想
で
き
よ
う
。

さ
て
、
そ
の
次
の
五
二
段
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
あ
る
﹁
わ
た
つ
み
の
﹂
の
歌
は
拾
遺
集
巻
十
五
、
恋
五
に
み
ら
れ
、
作
者
は
﹁
よ
み
人
し
ら
ず
﹂
と
あ
る(16)
。
こ
の
五
二
段
と
い

う
の
は
大
和
物
語
に
あ
っ
て
最
も
短
い
章
段
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
両
者
の
関
係
や
こ
の
章
段
が
大
和
物
語
に
あ
っ
て
い
か
な
る
意
味
を
持
つ
か
に
つ
い
て
は
先
学
に
よ
り
言
及
さ

れ
て
い
る
。
今
井
源
衛
氏
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
お
ら
れ
る
。

い
か
に
も
相
手
の
余
裕
を
も
っ
て
上
か
ら
見
下
し
て
い
る
感
が
ふ
か
く
、
男
女
の
恋
を
親
子
の
や
り
と
り
に
す
り
か
え
る
に
ふ
さ
わ
し
い
歌
詞
の
変
化
と
い
え
よ
う
。
し
か

し
、
こ
の
歌
調
の
変
化
が
、
は
た
し
て
大
和
物
語
の
作
者
自
身
の
手
に
よ
る
も
の
で
あ
る
の
か
、
あ
る
い
は
歌
語
り
の
過
程
で
種
々
の
異
伝
が
生
れ
、
そ
れ
に
伴
う
歌
詞
の

変
化
が
生
じ
て
い
っ
た
も
の
か
、
否
か
は
何
と
も
決
し
難
い
こ
と
で
あ
る(17)
。

氏
は
共
通
し
て
い
る
こ
と
に
注
目
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
が
何
に
起
因
し
て
い
る
か
に
つ
い
て
は
断
定
を
避
け
て
お
ら
れ
る
。
ま
た
、
糸
井
通
浩
氏
は
前
記
し
た
よ
う
に
、﹁
を
く
﹂

を
﹁
深
き
心
は
を
き

0

0

な
が
ら
﹂
に
響
か
せ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
鋭
い
読
み
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
青
木
賜
鶴
子
氏
は
そ
れ
ぞ
れ
が
異
な
る
伝
承
を
も
と

に
採
録
し
た
こ
と
を
述
べ
て
お
ら
れ
る(18)
。
こ
れ
ら
先
学
の
お
考
え
に
は
傾
聴
す
べ
き
点
が
多
い
が
、
そ
れ
以
上
に
も
っ
と
重
要
な
こ
と
は
今
ま
で
述
べ
て
き
た
、
四
七
～
五
一
段
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と
後
述
す
る
五
三
段
を
含
め
て
、
そ
の
中
で
こ
の
章
段
の
位
置
づ
け
を
す
べ
き
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
結
論
を
先
に
述
べ
る
こ
と
に
な
る
が
、
四
七
段
か
ら
五
三
段
ま
で
は
意

図
的
に
構
成
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
構
成
意
識
の
中
で
と
ら
え
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
中
で
五
二
段
は
五
一
段
と
同
じ
帝
に
し
て
、
そ
の
内
容
の
上
で
も
関

連
さ
せ
て
い
る
。
こ
れ
は
四
八
、四
九
段
と
類
似
し
て
い
る
が
、
む
し
ろ
そ
う
す
る
た
め
に
五
二
段
を
持
っ
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
。
五
二
段
の
﹁
わ
た
つ
み
の
﹂
の
歌
は
、
四
八

段
で
も
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
い
か
に
も
帝
の
歌
に
ふ
さ
わ
し
く
、
大
ら
か
な
調
べ
で
あ
り
、
斎
院
に
恨
ま
れ
た
こ
と
を
回
想
し
て
い
る
。
こ
れ
は
前
段
を
受
け
て
時
間
的
な
こ

と
を
考
慮
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
に
し
て
も
、
五
二
段
に
あ
る
﹁
わ
た
つ
み
の
﹂
の
歌
は
帝
の
返
し
歌
に
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
を
前
段
の
斎
院
へ
の
、
直
接
の
返
し
歌
に
み
る
と
、
ど
う
も
不
自
然
の
よ

う
に
思
う
。
と
い
う
の
は
、
こ
の
歌
は
ど
う
み
て
も
斎
院
以
外
の
知
人
か
、
も
し
く
は
彼
の
お
側
に
い
る
人
へ
の
贈
歌
と
み
た
ほ
う
が
そ
の
意
味
か
ら
考
え
て
ふ
さ
わ
し
い
か
ら

で
あ
る
。
こ
の
歌
は
前
に
述
べ
た
よ
う
に
拾
遺
集
の
恋
部
に
あ
る
も
の
で
、
そ
の
関
係
に
つ
い
て
、
前
に
記
し
た
よ
う
に
青
木
賜
鶴
子
氏
は
、
拾
遺
集
と
大
和
物
語
は
そ
れ
ぞ
れ

異
な
る
伝
承
を
も
と
に
採
録
し
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
し
て
お
ら
れ
る
。
は
た
し
て
そ
う
で
あ
ろ
う
か
。
私
は
直
接
、
関
係
あ
る
と
み
た
い
。
そ
れ
を
あ
の
位
置
に
持
っ
て
き

た
た
め
に
、
先
程
の
よ
う
な
不
自
然
さ
を
生
じ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
と
い
う
の
も
、
五
二
段
の
地
文
は
﹁
こ
れ
も
内
の
御
返
し(19)
﹂
と
あ
る
だ
け
で
、
も
う
少
し
工
夫
さ
え
す

れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
生
じ
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
こ
に
は
、
大
和
物
語
作
者
の
創
作
力
が
反
映
さ
れ
て
い
る
と
み
て
よ
か
ろ
う(20)
。
さ
ら
に
、
拾
遺
集
か
ら
こ
こ

に
持
っ
て
き
た
こ
と
を
決
定
づ
け
る
根
拠
は
、
こ
の
﹁
わ
た
つ
み
の
﹂
の
歌
の
異
同
を
調
べ
て
み
る
と
、
大
和
物
語
で
﹁
お
き

0

0

な
が
ら
﹂
の
と
こ
ろ
が
拾
遺
集
で
は
﹁
有0

な
が
ら
﹂

に
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
大
和
物
語
の
改
作
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
前
に
記
し
た
よ
う
に
糸
井
通
浩
氏
が
﹁
を
く
﹂
の
関
連
性
を
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
そ

う
す
る
た
め
大
和
物
語
は
改
め
た
の
で
あ
ろ
う
。

最
後
の
五
三
段
は
陽
成
院
の
も
と
に
仕
え
て
い
た
坂
上
の
と
を
み
ち
と
い
う
男
に
、
同
じ
院
に
仕
え
て
い
た
女
が
逢
っ
て
く
れ
な
か
っ
た
話
。
四
七
段
も
陽
成
院
に
仕
え
て
い

た
一
条
の
君
の
話
で
、
男
と
女
の
違
い
は
あ
る
も
の
の
、
類
似
し
た
表
現
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
両
章
段
は
感
情
の
面
で
対
照
的
に
な
っ
て
お
り
、
五
三
段
の
場
合
、
五
二

段
に
﹁
う
ら
み

0

0

0

ら
れ
ぬ
る
﹂
と
あ
る
か
ら
、
そ
れ
を
受
け
て
恨
み
の
心
情
が
詠
ま
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
、
四
七
段
は
会
え
な
い
こ
と
を
記
し
て
い
る
も
の
の
、
前
述

し
た
よ
う
に
仮
定
条
件
を
用
い
、
時
間
的
に
み
て
初
期
の
段
階
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
五
三
段
は
か
な
り
経
過
し
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
点
を
考
慮
し
配
置
し
た

の
で
あ
ろ
う
。

こ
う
み
て
く
る
と
、
五
一
・
五
二
・
五
三
段
は
運
命
的
に
会
え
な
い
こ
と
、
前
段
の
、
恨
ま
れ
た
こ
と
へ
の
回
想
、
恨
み
と
配
置
し
て
い
る
。
な
お
、
先
程
、
感
情
面
で
の
対

照
性
を
四
九
、五
一
段
で
ふ
れ
た
が
、
こ
の
こ
と
は
前
後
の
章
段
を
含
め
て
も
言
え
る
こ
と
で
あ
る
。
即
ち
、
五
〇
段
を
中
心
に
し
て
四
七
～
四
九
段
と
五
一
～
五
三
段
を
比
較

し
て
み
る
と
、
前
者
は
穏
や
か
で
あ
る
の
に
対
し
、
後
者
は
激
し
く
な
っ
て
い
る
。
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以
上
の
考
察
か
ら
四
七
～
五
三
段
は
五
〇
段
を
中
心
に
し
て
左
右
に
ほ
ぼ
同
じ
人
物
を
配
置
し
、
し
か
も
四
七
、四
八
段
は
心
情
面
で
の
時
間
的
経
過
を
考
慮
し
、
四
八
、四
九

段
は
人
物
面
で
関
連
さ
せ
て
い
る
。
こ
れ
は
五
一
、五
二
段
を
人
物
面
で
関
連
さ
せ
、
五
二
～
五
三
段
が
心
情
面
で
の
時
間
的
経
過
を
考
慮
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
た
五
〇
段
を
中

心
に
同
じ
よ
う
に
し
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
。
で
も
考
え
よ
う
で
は
五
三
、五
二
、五
一
段
と
逆
に
配
置
し
て
も
よ
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
う
す
る
と
作
者
の
意
図
し

た
、
五 
〇
段
を
中
心
に
し
て
左
右
に
ほ
ぼ
同
じ
人
物
の
章
段
を
配
置
し
、
か
つ
時
間
的
な
こ
と
を
も
考
慮
す
る
と
い
う
こ
と
を
打
ち
出
せ
な
く
な
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
章
段

に
そ
の
前
後
の
章
段
を
含
め
て
そ
の
構
成
を
考
え
た
か
も
し
れ
な
い
。
例
え
ば
柿
本
奨
氏
は
四
六
段
と
四
七
段
と
は
﹁
薄
き
心
﹂
で
、
五
三
段
と
五
四
段
と
は
﹁
恨
み
、
疎
ま
る
﹂

で
そ
れ
ぞ
れ
関
連
し
て
い
る
と
説
か
れ
る(21)
。
確
か
に
そ
の
よ
う
な
連
想
で
も
っ
て
書
き
継
が
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
以
上
に
四
七
段
か
ら
五
三
段
ま
で
は
密

接
な
関
係
が
あ
る
よ
う
に
思
う
。
そ
れ
は
人
物
面
か
ら
も
理
解
で
き
よ
う
。
大
和
物
語
の
作
者
は
連
想
の
如
く
書
き
綴
っ
て
い
っ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
の
過
程
で
四
七
段
か
ら

五
三
段
ま
で
は
そ
れ
を
越
え
て
、
意
図
的
に
構
成
し
た
も
の
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。
そ
し
て
、
そ
の
一
端
を
担
う
た
め
に
拾
遺
集
に
あ
る
﹁
わ
た
つ
み
の
﹂
の
歌
を
利
用
し
た
と

言
っ
て
も
よ
か
ろ
う
。
今
ま
で
述
べ
た
こ
と
を
図
式
化
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

↓
四
七
段
　
心
掛
け

　
　
　
　
　
←

↓
四
八
段
　
会
え
な
い

　
　
　
　
　
・

↓
四
九
段
　
運
命
的
に
会
え
な
い
︵
思
い
や
り
・
感
謝
︶

　
　
　
　
　
=

　
五
〇
段
　
世
離
る

　
　
　
　
　
=

↓
五
一
段
　
運
命
的
に
会
え
な
い
︵
恨
み
・
言
い
わ
け
︶

　
　
　
　
　
←

↓
五
二
段
　
恨
み
︵
回
想
︶

　
　
　
　
　
・

↓
五
三
段
　
恨
み

三

次
に
八
九
段
を
取
り
上
げ
て
み
よ
う
。
こ
の
八
九
段
と
い
う
の
は
、
大
和
物
語
に
あ
っ
て
一
章
段
の
中
で
は
歌
数
が
一
四
七
段
に
次
い
で
多
く
、
そ
の
大
半
は
贈
答
歌
の
連
続

で
あ
る
。
し
か
も
、
こ
の
中
に
も
前
述
し
た
よ
う
に
拾
遺
集
と
の
共
通
歌
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
ま
ず
両
者
を
比
較
し
て
み
よ
う
。

（会えない）

←　　 →　     ←　　 →
激  し  さ　　　穏やかさ

↑　   　　　　↑
対照的
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拾
　
　
遺
　
　
集

大
　
和
　
物
　
語

蔵
人
所
に
さ
ぶ
ら
ひ
け
る
人
の
氷
魚
の
つ
か
ひ
に
ま
か

り
て
、
京
に
侍
り
な
が
ら
お
と
も
し
侍
ら
ざ
り
け
れ
ば
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
修
理

い
か
で
な
ほ
網
代
の
氷
魚
に
こ
と
と
は
む
な
に
に
よ
り
て

か
わ
れ
を
と
は
ぬ
と

　
修
理
の
君
に
、
右
馬
の
頭
す
み
け
る
時
、﹁
方
の
ふ
た

が
り
け
れ
ば
、
方
た
が
へ
に
ま
か
る
と
て
な
む
え
ま
ゐ
り

来
ぬ
﹂
と
い
へ
り
け
れ
ば
、

こ
れ
な
ら
ぬ
こ
と
を
も
お
ほ
く
た
が
ふ
れ
ば
恨
み
む

方
も
な
き
ぞ
わ
び
し
き

か
く
て
、
右
馬
の
頭
い
か
ず
な
り
に
け
る
こ
ろ
、
よ
み
て

お
こ
せ
た
り
け
る
。

い
か
で
な
ほ
網
代
の
氷
魚
に
こ
と
と
は
む
な
に
に
よ

り
て
か
わ
れ
を
と
は
ぬ
と

と
い
へ
り
け
れ
ば
、
返
し
、

網
代
よ
り
ほ
か
に
は
氷
魚
の
よ
る
も
の
か
知
ら
ず
は

宇
治
の
人
に
問
へ
か
し

ま
た
、
お
な
じ
女
に
通
ひ
け
る
時
、
つ
と
め
て
よ
ん
だ
り

け
る
。あ

け
ぬ
と
て
急
ぎ
も
ぞ
す
る
逢
坂
の
き
り
立
ち
ぬ
と

も
人
に
聞
か
す
な

男
、
は
じ
め
ご
ろ
よ
ん
だ
り
け
る
。

い
か
に
し
て
わ
れ
は
消
え
な
む
白
露
の
か
へ
り
て
の

ち
の
も
の
は
思
は
じ

返
し
、垣

ほ
な
る
君
が
朝
顔
見
て
し
が
な
か
へ
り
て
の
ち
は

も
の
や
思
ふ
と

Ⓒ                       ʙ                             Ａ
←         →  ←                      →  ←              →

Ｄ 
←                 →
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︵
注
︶　
拾
遺
集
の
本
文
は
﹃
拾
遺
和
歌
集
の
研
究
校
　
本
　
篇

伝
本
研
究
篇

﹄︵
片
桐
洋
一
氏
著
　
大
学
堂
書
店
　
昭
和
45
年
12
月
︶
の
底
本
と
な
っ
て
い
る
中
院
通
茂
筆
本
に
拠
り
、
記
号
、
線
、
句

読
点
は
稿
者
が
施
し
た
。

こ
の
章
段
に
は
修
理
の
君
と
右
馬
の
頭
が
登
場
す
る
。
こ
こ
に
あ
る
八
首
の
歌
と
他
の
文
献
と
の
共
通
歌
は
ʙ
に
あ
る
﹁
い
か
で
な
ほ
﹂
の
歌
の
み
が
拾
遺
集
と
共
通
し
て
い
る(22)
。

残
り
の
歌
は
今
の
時
点
で
、
大
和
物
語
独
自
な
も
の
で
あ
る
。﹁
い
か
で
な
ほ
﹂
の
歌
に
つ
い
て
両
者
を
比
較
し
、
ま
ず
気
付
く
の
は
登
場
人
物
で
、
男
の
ほ
う
が
異
な
っ
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。
即
ち
、
拾
遺
集
で
は
﹁
蔵
人
所
に
さ
ぶ
ら
ひ
け
る
人
﹂
と
あ
る
の
に
対
し
て
大
和
物
語
で
は
﹁
右
馬
の
頭
﹂
と
あ
っ
て
一
段
と
高
い
地
位
に
な
っ
て
い
る
。
こ

の
右
馬
の
頭
と
い
う
表
記
は
大
和
物
語
に
あ
っ
て
こ
こ
だ
け
に
み
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
具
体
的
に
だ
れ
の
こ
と
で
あ
る
か
は
わ
か
ら
な
い
。

次
に
両
者
に
お
い
て
、﹁
い
か
で
な
ほ
﹂
の
歌
を
詠
ん
だ
い
き
さ
つ
が
異
な
っ
て
い
る
。
大
和
物
語
の
場
合
、﹁
網
代
の
氷
魚
﹂
が
突
如
と
し
て
詠
ま
れ
て
い
る
。
前
の
地
文
に

そ
の
こ
と
に
つ
い
て
の
記
述
が
あ
れ
ば
問
題
な
い
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
ひ
と
こ
と
も
ふ
れ
て
い
な
い
。
と
も
か
く
大
和
物
語
の
よ
う
だ
と
あ
ま
り
に
も
唐
突
す
ぎ
て
不
自
然
と

し
か
言
い
よ
う
が
な
い
。
そ
の
点
、
拾
遺
集
を
み
る
と
、
詞
書
と
歌
と
が
一
体
に
な
っ
て
お
り
、
高
橋
正
治
氏
も
指
摘
さ
れ
て
い
る(23)
よ
う
に
、
な
ぜ
修
理
の
君
が
網
代
の
氷
魚
に

も
の
を
尋
ね
る
の
か
が
よ
く
理
解
で
き
る
。

大
和
物
語
の
こ
の
唐
突
さ
に
つ
い
て
﹃
大
和
物
語
管
窺
抄
﹄
で
は
大
和
物
語
の
脱
文
と
み
て
い
る(24)
。
ま
た
、
柿
本
奨
氏
も
こ
の
考
え
を
受
け
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
お
ら
れ
る
。

地
の
文
に
氷
魚
に
関
す
る
記
述
が
な
い
の
で
、
脱
文
が
あ
ろ
う
と
疑
う
。
そ
の
如
く
ば
本
段
の
叙
述
が
不
完
全
だ
と
い
う
事
に
な
り
そ
う
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
下
の
句
を
き

か
し
た
歌
で
、
上
の
句
は
そ
の
た
め
の
も
の
に
す
ぎ
ず
、
そ
の
下
の
句
は
地
文
は
﹁
行
か
ず
な
り
に
け
る
頃
﹂
に
対
応
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、﹁
管
窺
抄
﹂
の
如
く
言
う
に

は
及
ば
な
い
の
で
は
な
い
か
。
本
段
も
拾
遺
集
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ま
ま
成
立
し
得
る
の
で
あ
っ
て
、
小
異
に
す
ぎ
な
い
が
、
こ
れ
も
異
伝
に
属
し
よ
う(25)
。

氏
は
両
者
の
成
立
に
ま
で
言
及
さ
れ
て
お
り
、
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
。
確
か
に
﹁
行
か
ず
な
り
に
け
る
頃
﹂
と
対
応
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
し
て
も
そ
の
唐
突
さ

お
な
じ
女
に
、
け
ぢ
か
く
も
の
な
ど
い
ひ
て
、
か
へ
り
て

の
ち
に
よ
み
て
や
り
け
る
。

心
を
し
君
に
と
ど
め
て
来
に
し
か
ば
も
の
思
ふ
こ
と

は
わ
れ
に
や
あ
る
ら
む

修
理
が
返
し

た
ま
し
ひ
は
を
か
し
き
こ
と
も
な
か
り
け
り
よ
ろ
づ

の
物
は
か
ら
に
ぞ
あ
り
け
る

Ｅ 
←                  →
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は
避
け
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
高
橋
正
治
氏
も
両
者
に
お
い
て
作
者
が
異
な
っ
て
い
る
こ
と
に
ふ
れ
、

お
そ
ら
く
、
た
ず
ね
て
く
れ
な
か
っ
た
男
を
恨
む
と
き
の
女
の
歌
と
し
て
引
用
さ
れ
た
り
語
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う(26)
。

と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
確
か
に
蜻
蛉
日
記
を
み
る
と
、
そ
の
一
部
が
引
用
さ
れ
て
い
る(27)
が
、
こ
こ
を
も
し
そ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
一
首
全
体
が
引
用
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
し
、

し
か
も
前
述
の
如
く
登
場
人
物
を
み
る
と
、
男
の
ほ
う
が
異
な
っ
て
お
り
、
修
理
の
君
は
蔵
人
所
に
さ
ぶ
ら
ひ
け
る
人
と
右
馬
の
頭
に
同
じ
歌
を
贈
っ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ

う
な
不
自
然
な
こ
と
は
ま
ず
あ
り
得
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
考
え
て
、
大
和
物
語
の
ほ
う
は
後
の
成
立
の
要
素
が
濃
く
、
こ
こ
は
拾
遺
集
が
も
と
の
姿
を
残
し
て
い
る
と
み
て
よ

か
ろ
う
。
し
か
し
、
だ
か
ら
と
言
っ
て
大
和
物
語
が
拾
遺
集
そ
の
も
の
を
も
と
に
し
て
い
る
と
は
断
定
で
き
な
い
。
そ
れ
は
、
拾
遺
集
に
は
大
和
物
語
に
あ
る
よ
う
な
返
し
歌
が

み
ら
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
返
し
歌
を
大
和
物
語
の
作
者
が
創
作
し
た
な
ら
ば
、
拾
遺
集
か
ら
と
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
が
、
今
、
そ
れ
を
証
拠
だ
て
る
も
の
は
な
い
。
た
だ
、

少
な
く
と
も
大
和
物
語
に
は
改
作
の
手
が
加
わ
っ
て
い
る
こ
と
は
言
え
る
と
思
う
。

そ
れ
と
ʙ
の
冒
頭
が
﹁
か
く
て
﹂
で
始
ま
っ
て
い
る
が
、
こ
の
﹁
か
く
て
﹂
と
い
う
接
続
詞
は
大
和
物
語
の
創
作
性
と
深
く
関
わ
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る(28)
。
そ
れ
を
拾
遺
集
と

共
通
す
る
歌
の
地
文
に
用
い
て
い
る
こ
と
は
創
作
で
あ
る
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
よ
う
に
思
う
。
先
程
、
こ
こ
の
地
文
は
唐
突
で
あ
る
と
言
っ
た
が
、
こ
れ
は
作
者
の
創
作
力
に

も
よ
る
の
で
は
な
い
か
。
資
料
の
ま
ま
で
は
な
く
、
少
な
く
と
も
地
文
に
工
夫
を
凝
ら
せ
ば
、
あ
の
よ
う
な
結
果
に
は
な
ら
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
現
象
は
先
程
の

五
二
段
に
も
み
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
と
も
あ
れ
、﹁
い
か
で
な
ほ
﹂
の
歌
が
意
図
的
に
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
こ
の
章
段
全
体
が
そ
の
よ
う
に
な
さ
れ
て
い
る
可
能
性
を
抱

か
せ
よ
う
。

で
は
、
い
か
な
る
理
由
で
も
っ
て
﹁
い
か
で
な
ほ
﹂
の
歌
は
こ
こ
に
置
か
れ
た
の
か
。
そ
れ
に
は
ま
ず
こ
の
章
段
全
体
が
ど
の
よ
う
な
構
成
を
し
て
い
る
か
を
考
え
て
い
か
ね
ば

な
る
ま
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
先
学
に
よ
り
考
察
さ
れ
て
い
る
。
今
井
源
衛
氏
は
、
話
の
展
開
は
語
句
の
連
想
や
歌
意
の
類
似
に
よ
っ
て
お
り
、
そ
し
て
こ
の
章
段
の
構
成
に
つ
い
て
、

本
段
の
構
成
は
ま
こ
と
に
拙
い
。
作
者
は
一
首
々
々
の
和
歌
と
、
そ
れ
に
ま
つ
わ
る
話
の
興
味
に
の
み
と
ら
れ
て
、
よ
り
大
き
な
時
間
的
延
長
を
持
ち
、
し
か
も
統
一
性
を

持
っ
た
物
語
的
世
界
を
発
見
す
る
こ
と
が
こ
の
一
段
で
は
ま
だ
で
き
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る(29)
。

と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
ま
た
、
柿
本
奨
氏
も
次
の
よ
う
に
述
べ
て
お
ら
れ
る
。

Ａ
の
﹁
こ
れ
な
ら
ぬ
﹂
の
歌
の
結
句
が
、﹃
評
釈
﹄︵
稿
者
注
、
今
井
氏
の
﹁
大
和
物
語
評
釈
・
十
八
　
魂
は
を
か
し
き
こ
と
も
﹂
の
こ
と
︶
に
指
摘
し
た
通
り
前
段
の
最
後
の
結

句
と
同
様
﹁
な
き
ぞ
わ
び
し
き
﹂
で
あ
る
所
か
ら
見
る
と
、
そ
の
似
か
よ
い
で
Ａ
を
続
け
た
の
で
あ
ろ
う
。
Ａ
が
﹁
住
み
け
る
時
﹂
の
話
で
あ
る
の
に
対
し
、﹁
行
か
ず
な

り
に
け
る
頃
﹂
の
話
と
し
て
ʙ
を
続
け
た
。
Ａ
は
約
束
が
果
た
せ
ず
行
か
な
か
っ
た
話
で
も
あ
る
か
ら
、
Ｄ
へ
流
れ
る
要
素
を
Ａ
は
含
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。
ʙ
の
季
節
は

初
冬
の
交
で
あ
り
、
網
代
、
氷
魚
の
風
物
に
因
み
、
地
名
宇
治
を
点
出
す
る
。
そ
れ
を
受
け
て
Ⓒ
は
秋
露
で
ʙ
に
つ
な
が
り
、﹁
か
よ
ひ
け
る
時
﹂
で
情
況
が
変
り
、
逢
坂
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を
点
出
し
て
変
化
を
も
た
ら
す
。
Ｄ
は
Ⓒ
を
受
け
て
違
い
の
﹁
初
の
頃
﹂
の
話
に
な
り
、
秋
、
雪
、
朝
顔
で
つ
な
が
る
。
そ
こ
に
現
れ
た
︿
帰
り
て
の
ち
の
こ
と
﹀
を
受
け

て
Ｅ
に
な
り
、
Ｅ
に
は
季
節
の
風
物
が
な
く
、
い
つ
の
季
節
と
も
分
か
ら
な
い
。
開
結
を
無
季
と
し
、
中
に
秋
冬
の
話
を
三
つ
並
べ
た
組
立
て
で
あ
る(30)

引
用
が
長
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
氏
は
先
の
今
井
氏
よ
り
も
一
歩
進
め
て
構
成
面
か
ら
具
体
的
に
言
及
さ
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
、両
氏
の
驥
尾
に
付
し
て
別
の
視
点
か
ら
検
討
を
加
え
て
み
よ
う
。
八
九
段
と
八
八
段
と
の
関
連
は
柿
本
氏
が
指
摘
さ
れ
た
通
り
で
あ
ろ
う
。
Ａ
を
見
る
と
、地
文
に﹁
右

馬
の
頭
す
み
け
る
時
﹁
方
の
ふ
た
が
り
け
れ
ば
、
方
た
が
へ
に
ま
か
る
と
て
な
む
え
ま
ゐ
り
来
ぬ
云
々
﹂
と
あ
る
か
ら
、
右
馬
の
頭
は
修
理
の
君
の
許
に
通
っ
て
い
た
の
で
あ
る

が
、
あ
る
日
、
突
然
行
け
な
く
な
っ
た
。
し
か
し
、
修
理
の
君
が
詠
ん
だ
﹁
こ
れ
な
ら
ぬ
﹂
の
歌
に
よ
る
と
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
今
回
だ
け
で
な
く
、
以
前
に
も
何
度
か
あ
っ

た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
わ
け
で
、
完
全
に
仲
が
絶
え
た
の
で
は
な
く
、
行
け
な
い
こ
と
が
多
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
次
の
ʙ
は
柿
本
氏
が
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
Ａ
を
受
け

て
﹁
い
か
ず
な
り
に
け
る
こ
ろ
﹂
と
あ
る
か
ら
、
右
馬
の
頭
は
修
理
の
君
の
許
へ
行
か
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
た
め
に
彼
女
は
﹁
い
か
で
な
ほ
﹂
の
歌
を
贈
り
、
そ
の
理

由
を
た
ず
ね
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
返
し
歌
で
右
馬
の
頭
は
内
心
、
彼
女
を
愛
し
て
い
る
こ
と
を
詠
ん
で
い
る
。
こ
の
よ
う
に
心
情
的
に
み
る
と
、
完
全
に
仲
が
絶
え
た
の
で

は
な
い
。
こ
れ
は
次
の
Ⓒ
へ
の
関
わ
り
を
考
慮
し
て
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

そ
の
Ⓒ
で
あ
る
が
、
柿
本
氏
は
前
記
し
た
よ
う
に
﹁
秋
・
露
﹂
で
前
に
つ
な
が
る
こ
と
を
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
た
だ
、
氏
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
Ａ
と
Ｅ
に
は
そ
れ
が
な

い
。
し
て
み
る
と
、
季
節
と
い
う
こ
と
に
は
そ
れ
ほ
ど
こ
だ
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
さ
ら
に
、
氏
は
Ⓒ
で
情
況
の
変
化
を
も
た
ら
し
て
い
る
と
考
え
て
お
ら
れ
る

が
、
次
の
Ｄ
も
通
っ
て
い
た
頃
の
話
で
Ⓒ
と
同
じ
こ
と
に
な
り
、
単
に
情
況
の
変
化
と
い
う
こ
と
だ
け
で
は
処
理
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
。

こ
の
Ⓒ
か
ら
後
は
Ａ
、
ʙ
と
違
っ
て
右
馬
の
頭
が
修
理
の
君
の
許
に
通
っ
て
い
た
頃
の
話
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
最
初
の
Ⓒ
に
あ
る
﹁
あ
け
ぬ
と
て
﹂
の
歌
に
つ
い
て
は
以

前
に
ふ
れ
た
こ
と
が
あ
り(31)
、
右
馬
の
頭
は
修
理
の
君
の
許
に
通
っ
て
は
い
る
も
の
の
、
二
人
が
倦
怠
期
に
入
っ
て
か
ら
の
話
の
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
、
Ⓒ
に
つ
い
て
は
今
井
氏
が

Ⓒ
の
﹁
又
﹂
を
﹁
か
よ
ひ
け
る
﹂
の
修
飾
語
と
限
定
す
れ
ば
、
一
旦
、
疎
く
な
っ
た
の
が
、
再
び
通
ひ
始
め
た
、
と
の
意
と
な
っ
て
、
Ⓒ
は
最
後
に
来
る
こ
と
に
な
る
。
要

す
る
に
、
Ｄ
Ｅ
Ⓒ
Ａ
ʙ
も
し
く
は
Ｄ
Ｅ
Ａ
Ⓒ
の
順
で
あ
る(32)
。

と
述
べ
ら
れ
、
二
つ
の
見
方
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
は
Ⓒ
の
位
置
と
そ
の
働
き
に
よ
っ
て
解
決
で
き
る
よ
う
に
思
う
。
Ｄ
と
Ｅ
は
時
間
的
に
み
て
、
今
井
氏
の

言
わ
れ
る
通
り
で
、
そ
れ
は
地
文
の
表
記
か
ら
も
理
解
で
き
よ
う
。
し
か
も
、
Ｄ
の
場
合
、
地
文
の
み
な
ら
ず
、
歌
の
内
容
を
み
て
も
Ｅ
の
よ
う
に
男
に
は
女
の
許
に
心
を
残
し

て
く
る
よ
う
な
余
裕
は
な
く
、
た
だ
た
だ
夢
中
で
そ
の
深
刻
さ
が
に
じ
み
出
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
考
え
て
み
て
も
Ｄ
の
ほ
う
が
Ｅ
よ
り
も
早
い
時
期
と
み
て
よ
い
。

Ｅ
の
女
の
歌
で
は
そ
う
い
う
男
の
深
刻
さ
を
あ
た
か
も
一
蹴
し
て
い
る
感
じ
が
す
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
歌
を
そ
う
解
釈
す
る
の
で
は
な
く
、
こ
の
女
の
苦
悩
を
詠
ん
だ
と
も
と

れ
な
い
こ
と
も
な
い
。
し
か
し
、
考
え
て
み
る
に
、
Ｄ
と
Ｅ
の
時
間
的
な
流
れ
か
ら
み
て
こ
の
歌
は
Ｄ
の
﹁
垣
ほ
な
る
﹂
の
歌
の
延
長
に
あ
る
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
か
く
し
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て
、
Ｄ
と
Ｅ
を
み
る
と
、
そ
こ
に
は
右
馬
の
頭
の
苦
悩
が
み
ら
れ
る
の
に
対
し
、
修
理
の
君
は
意
外
と
冷
淡
で
余
裕
す
ら
感
じ
と
れ
る
。
そ
う
言
え
ば
、
Ａ
と
ʙ
で
は
修
理
の
君

が
贈
歌
を
、
右
馬
の
頭
が
返
歌
を
し
て
い
る
た
だ
し
Ａ
は

贈
歌
の
み

の
に
対
し
て
、
Ｄ
と
Ｅ
は
こ
の
反
対
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
も
両
者
の
心
情
に
微
妙
な
影
響
を
与
え
て
い
よ
う
。

さ
て
、
そ
う
す
る
と
、
Ⓒ
の
倦
怠
期
と
い
う
こ
と
に
絡
ま
せ
て
考
え
る
と
︵
同
時
に
Ａ
、
ʙ
も
時
間
的
経
過
を
考
え
て
配
置
さ
れ
て
い
る
と
考
え
て
︶
、
時
間
的
に
み
て
こ
れ
に
近

い
の
は
Ｅ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
時
間
的
経
過
か
ら
み
る
と
、
Ｅ
、
Ｄ
の
順
に
な
る
の
が
自
然
と
言
え
よ
う
。
そ
れ
な
の
に
Ｄ
、
Ｅ
の
順
に
し
た
の
は
ど
の
よ
う
な
理

由
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
こ
と
は
Ａ
、
ʙ
そ
れ
に
Ⓒ
を
抜
き
に
し
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
つ
ま
り
、
Ａ
と
ʙ
は
右
馬
の
頭
が
修
理
の
君
の
許
へ
通
わ
な
か
っ
た
頃

の
こ
と
が
、ま
た
Ｄ
と
Ｅ
は
右
馬
の
頭
が
修
理
の
君
の
許
へ
通
っ
て
い
た
頃
の
こ
と
が
そ
れ
ぞ
れ
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
も
、こ
れ
ら
は
時
間
的
経
過
を
考
え
て
配
置
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
Ⓒ
を
中
心
に
し
て
、
通
わ
な
い

0

0

0

0

と
い
う
こ
と
と
通
う

0

0

と
い
う
こ
と
を
時
間
的
に
配
置
し
た
わ
け
で
あ
る
。
Ⓒ
は
倦
怠
期
と
い
う
こ
と
で
、
右
馬
の
頭
が
修
理
の
君
の

許
に
通
っ
て
い
る
こ
と
で
は
Ｄ
、
Ｅ
に
通
じ
て
い
る
。
ま
た
、
Ａ
、
ʙ
の
場
合
も
た
と
え
一
方
通
行
と
は
言
え
、
完
全
に
二
人
の
仲
が
絶
え
た
わ
け
で
は
な
く
、
こ
れ
も
心
情
的

に
は
Ⓒ
に
近
い
面
を
持
っ
て
い
る
。
す
る
と
Ⓒ
は
Ａ
、
ʙ
と
Ｄ
、
Ｅ
の
中
継
ぎ
の
如
き
働
き
を
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
こ
れ
は
唐
突
さ
を
な
く
す
た
め
で
も
あ
っ
た
。
こ
の
よ

う
に
Ａ
、
ʙ
と
Ｄ
、
Ｅ
と
は
〝
通
わ
な
い
〟
と
〝
通
う
〟
と
い
う
こ
と
を
時
間
的
に
配
置
し
、
そ
の
上
、
右
馬
の
頭
と
修
理
の
君
の
感
情
面
か
ら
も
対
照
的
に
し
て
い
る
。
こ
の

よ
う
に
意
図
的
な
構
成
を
と
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
み
て
、
Ⓒ
は
Ａ
、
ʙ
と
Ｄ
、
Ｅ
の
間
に
あ
る
の
が
妥
当
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

そ
れ
に
し
て
も
、〝
通
わ
な
い
〟
と
〝
通
う
〟
と
い
う
こ
と
を
逆
に
配
置
す
る
の
が
自
然
の
成
り
行
き
と
言
え
よ
う
。
ま
し
て
、
八
九
段
は
時
間
的
経
過
を
考
慮
し
て
い
れ
ば

当
然
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
な
の
に
こ
う
し
た
の
は
先
程
、
柿
本
奨
氏
が
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
、
八
八
段
の
﹁
紀
の
国
の
む
ろ
の
こ
ほ
り
に
ゆ
き
な
が
ら
君
と
ふ
す
ま
の
な0

き
ぞ
わ
び
し
き

0

0

0

0

0

0

﹂
の
歌
と
、
八
九
段
の
Ａ
に
あ
る
﹁
こ
れ
な
ら
ぬ
こ
と
を
も
お
ほ
く
た
が
ふ
れ
ば
恨
み
む
方
も
な
き
ぞ
わ
び
し
き

0

0

0

0

0

0

0

﹂
の
歌
と
に
お
け
る
結
句
の
似
か
よ
い
で
、
連

想
の
如
く
続
け
よ
う
と
し
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
そ
う
し
て
八
九
段
に
筆
が
進
み
、
今
度
は
連
想
か
ら
一
歩
進
ん
で
斬
新
な
構
成
を
試
み
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
八
九
段
と
い
う
の
は
地
文
が
少
な
く
歌
が
連
続
し
て
い
た
。
歌
を
含
む
各
グ
ル
ー
プ
は
雑
然
と
並
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
少
な
く
と
も
そ
の
展
開
に
お
い
て
意
図

的
に
配
置
さ
れ
て
い
た
。
八
九
段
の
構
成
を
図
式
化
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

 
Ａ
　
　
→
女
︱
苦
悩

     

・                                 

↑  

←
ʙ
　
　
←
男
︱
余
裕

　
=

 
Ⓒ
　
　
倦
怠
期

　
=

 
Ｄ
　
　
→
男
︱
苦
悩

　 

・
　
　
　
　
　
　
　
　
↑
　
　
　
　

←
Ｅ
　
　
←
女
︱
余
裕

 通う　　　通わない

対照的
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四

以
上
、
四
七
～
五
三
段
と
八
九
段
と
い
う
、
ひ
と
つ
は
数
章
段
を
、
も
う
ひ
と
つ
は
一
章
段
を
そ
れ
ぞ
れ
対
象
に
し
て
大
和
物
語
と
拾
遺
集
と
の
共
通
歌
を
考
慮
し
つ
つ
、
こ

れ
ら
の
章
段
を
ど
の
よ
う
に
構
成
し
て
い
っ
た
か
、
作
者
の
意
識
を
探
っ
て
み
た
。

大
和
物
語
五
二
段
の
﹁
わ
た
つ
み
の
﹂
の
歌
は
拾
遺
集
か
ら
と
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
も
そ
れ
は
単
に
そ
の
章
段
の
み
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
少
な
く
と
も
四
七
段

か
ら
五
三
段
ま
で
の
構
成
を
考
え
て
、
あ
の
と
こ
ろ
に
置
か
れ
た
と
み
て
よ
い
。
前
記
の
如
く
、
糸
井
氏
は
四
八
段
か
ら
五
二
段
ま
で
に
創
作
性
を
指
摘
さ
れ
、
示
唆
に
富
む
論

を
発
表
さ
れ
た
。
私
は
こ
れ
に
四
七
、五
三
の
二
章
段
を
含
ま
せ
て
考
え
て
き
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
こ
こ
に
は
、
は
っ
き
り
と
し
た
、
ひ
と
つ
の
構
成
意
識
を
窺
う
こ

と
が
で
き
た
。
即
ち
、
五
〇
段
を
中
心
に
し
て
、
左
右
に
同
じ
よ
う
な
人
物
を
配
置
し
、
か
つ
部
分
的
に
時
間
の
経
過
を
も
考
慮
し
て
い
た
が
、
い
ざ
内
容
面
か
ら
み
る
と
対
照

的
に
な
っ
て
い
た
。
ま
た
、
八
九
段
の
場
合
は
五
二
段
の
如
く
拾
遺
集
か
ら
と
は
断
定
で
き
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
右
馬
の
頭
と
修
理
の
君
と
の
話
が
雑
然
と
並
べ
ら
れ
て
い
る
の

で
は
な
く
、
Ⓒ
を
中
心
に
し
て
左
右
の
章
段
は
時
間
を
追
っ
て
叙
述
さ
れ
、
さ
ら
に
ま
た
二
人
の
心
情
を
も
と
に
対
照
的
に
配
置
さ
れ
て
い
た
。
こ
こ
で
も
構
成
意
識
を
認
め
る

こ
と
が
で
き
た
。

も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
ら
の
章
段
に
は
従
来
、
言
わ
れ
て
き
た
よ
う
に
語
句
の
上
で
の
関
連
も
認
め
ら
れ
る
が
、
そ
こ
か
ら
一
歩
進
ん
で
部
分
的
に
、
ま
た
一
方
で
は
章
段
内
で
ま

と
め
あ
げ
よ
う
と
い
う
、
ひ
と
つ
の
構
成
意
識
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
れ
は
斬
新
な
方
法
と
い
う
べ
き
で
、
そ
の
点
で
も
作
者
の
意
欲
的
な
一
面
を
知
る
こ
と
が
で
き
よ

う
。
と
り
わ
け
両
者
に
み
ら
れ
た
対
照
性
は
注
目
さ
れ
る
。
こ
れ
は
二
つ
の
箇
所
で
偶
然
に
も
一
致
す
る
わ
け
だ
が
、
こ
の
よ
う
な
と
こ
ろ
は
他
に
も
み
る
こ
と
が
で
き
、
大
和

物
語
の
作
者
が
好
ん
だ
方
法
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う(33)
。

大
和
物
語
四
七
～
五
三
段
、
八
九
段
は
と
も
に
前
半
の
、
い
わ
ゆ
る
歌
語
り
の
色
彩
が
濃
い
章
段
群
に
あ
る
わ
け
だ
が
、
こ
れ
ら
二
つ
の
箇
所
に
は
、
そ
こ
か
ら
発
展
し
て
、

少
な
く
と
も
ひ
と
つ
の
文
学
的
な
発
想
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
そ
し
て
、
そ
の
一
端
を
担
う
た
め
に
、﹁
わ
た
つ
み
の
﹂
の
歌
と
﹁
い
か
で
な
ほ
﹂
の
歌
を
利
用
し
た
と

言
え
よ
う
。
大
和
物
語
は
全
体
的
に
み
る
と
統
一
性
に
欠
け
る
が
、
数
章
段
を
通
し
て
、
ま
た
一
章
段
内
に
お
い
て
意
図
的
に
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。
そ

の
意
味
で 

大
和
物
語
は
複
雑
な
問
題
を
抱
え
て
い
る
作
品
と
言
え
る
し
、
そ
の
方
面
か
ら
の
考
察
は
こ
の
作
品
の
本
質
を
探
る
上
で
有
効
な
ひ
と
つ
の
方
法
と
言
え
よ
う
。
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注
⑴
　﹁
別
本
大
和
物
語
の
成
立
に
就
い
て
︱
構
成
論
を
基
礎
と
し
た
試
論
︱
﹂︵﹁
国
語
と
国
文
学
﹂
30
巻
2
号
　
昭
和
28
年
2
月
　
後
に
﹃
大
和
物
語  

塙
選
書
﹄︿
塙
書
房
　
昭
和
37
年

9
月
﹀
に
再
録
︶

⑵
　﹃
大
和
物
語
の
注
釈
と
研
究
﹄︵
武
蔵
野
書
院
　
昭
和
56
年
2
月
︶

⑶
　
富
田
貴
子
氏
﹁﹃
試
論
大
和
物
語
﹄
前
半
の
構
成
︱N

ot
to

be, that
is

the question

︱
﹂︵﹁
大
和
物
語
探
求
﹂
8
号
　
昭
和
52
年
10
月
︶、
小
杉
ひ
と
み
氏
﹁﹃
大
和
物
語
﹄
の

章
段
の
配
列
に
つ
い
て
﹂︵
長
崎
大
学
﹁
国
語
と
教
育
﹂
14
号
　
平
成
元
年
12
月
︶、
猪
平
直
人
氏
﹁﹃
大
和
物
語
﹄
に
お
け
る
章
段
形
成
︱
業
平
章
段
前
後
と
﹃
伊
勢
物
語
﹄
︱
﹂

︵﹁
文
芸
研
究
﹂
131
集
　
平
成
4
年
9
月
︶

⑷
　﹁
大
和
物
語
の
構
成
に
つ
い
て
︱
後
半
の
章
段
を
考
察
の
対
象
と
し
て
︱
﹂︵﹁
語
文
﹂
39
輯
　
昭
和
49
年
3
月
　
後
に
﹃
大
和
物
語
の
研
究
﹄︿
翰
林
書
房
　
平
成
6
年
2
月
﹀
に

再
録
︶。
本
書
第
三
章
第
四
節
。

⑸
　
こ
こ
の
﹁
先
帝
﹂
に
関
し
て
は
、
宇
多
天
皇
説
︵
大
和
物
語
鈔
、
日
本
古
典
全
書
、
日
本
古
典
文
学
全
集
な
ど
︶
清
和
天
皇
説
︵
雨
海
博
洋
氏
︶、
醍
醐
天
皇
説
︵
青
木
賜
鶴
子
氏
︶

が
あ
る
。

⑹
　﹁
大
和
物
語
評
釈
・
十
三
　
大
空
を
渡
る
春
日
の
﹂︵﹁
国
文
学
﹂
8
巻
1
号
　
昭
和
38
年
1
月
　
後
に
﹃
大
和
物
語
評
釈  

上
巻
﹄︿
笠
間
書
院
　
平
成
11
年
8
月
﹀
に
再
録
︶

⑺
　﹁﹃
大
和
物
語
﹄
の
﹁
先
帝
﹂
考
﹂︵﹁
中
古
文
学
﹂
18
号
　
昭
和
51
年
9
月
　
後
に
﹃
物
語
文
学
の
史
的
論
考
﹄︿
桜
楓
社
　
平
成
3
年
10
月
﹀
に
再
録
︶

⑻
　﹁﹃
大
和
物
語
﹄
の
文
章
︱
そ
の
﹁
な
り
け
り
﹂
表
現
と
歌
語
り
︱
﹂︵﹁
愛
媛
国
文
研
究
﹂
29
号
　
昭
和
54
年
12
月
　
後
に
﹃﹁
語
り
﹂
言
説
の
研
究
﹄︿
和
泉
書
院
　
平
成
30
年
1

月
﹀
に
再
録
︶

⑼
　
こ
の
外
、
柿
本
奨
氏
は
各
章
段
の
関
連
性
と
い
う
こ
と
を
視
点
に
入
れ
て
、
次
の
よ
う
に
考
え
て
お
ら
れ
る
︵
注
⑵
に
同
じ
︶。

47
段
　
薄
き
心

48
段
　
薄
き
心
﹁
よ
そ
﹂

49
段
　﹁
よ
そ
﹂
世
離
る

50
段
　
世
離
る

51
段
　
世
離
る
　
恨
み

52
段
　
恨
み

53
段
　
恨
み
　
疎
ま
る
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⑽
　
拙
稿
﹁
大
和
物
語
の
創
作
方
法
︱
い
わ
ゆ
る
﹁
な
ら
の
帝
﹂
の
章
段
を
め
ぐ
っ
て
︱
﹂︵﹁
平
安
文
学
研
究
﹂
76
輯
　
昭
和
61
年
12
月
　
後
に
﹃
国
文
学
年
次
別
論
文
集  

中
古
2  

昭
和
61
年
﹄︿
朋
文
出
版
　
昭
和
62
年
11
月
﹀、﹃
大
和
物
語
の
研
究
﹄
に
そ
れ
ぞ
れ
再
録
︶、﹁
大
和
物
語
の
創
作
方
法
︱
在
中
将
関
係
の
章
段
を
中
心
に
し
て
︱
﹂︵﹃
大
和
物
語

の
研
究
﹄︶。
本
書
第
二
章
第
七
節
・
第
九
節
。

⑾
　﹃
日
本
古
典
文
学
全
集
大
和
物
語
﹄︵
小
学
館
　
昭
和
47
年
12
月
︶

⑿
　
注
⑺
に
同
じ
。

⒀
　
注
⑻
に
同
じ
。

⒁
　
注
⑵
、
⑻
に
同
じ
。

⒂
　
こ
れ
に
類
似
し
て
い
る
章
段
と
し
て
、
138
段
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
詳
し
く
は
拙
稿
﹁
大
和
物
語
の
創
作
方
法
︱
伊
勢
関
係
の
章
段
︱
﹂︵﹁
古
典
論
叢
﹂
18
号
　
昭
和
62
年

8
月
　
後
に
﹃
大
和
物
語
の
研
究
﹄
に
再
録
︶
を
参
照
の
こ
と
。
本
書
第
二
章
第
八
節
。

⒃
　﹃
拾
遺
和
歌
集
の
研
究
校
　
本
　
篇

伝
本
研
究
篇

﹄
で
諸
本
に
あ
た
っ
て
み
た
と
こ
ろ
、
第
三
句
は
す
べ
て
﹁
有
な
が
ら
﹂
に
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
異
本
第
二
系
統
の
北
野
天
満
宮
本
は
﹁
あ

り
な
か
ら
﹂
と
あ
る
。
ま
た
、
異
本
第
一
系
統
の
天
理
図
書
館
甲
本
の
結
句
が
﹁
も
の
に
さ
り
け
る
﹂
に
な
っ
て
い
る
。

⒄
　
注
⑹
に
同
じ
。

⒅
　﹁
大
和
物
語
の
﹁
先
帝
﹂
を
め
ぐ
っ
て
﹂︵﹁
女
子
大
文
学
　︵
国
文
篇
︶﹂
43
号
　
平
成
4
年
3
月
　
後
に
﹃
国
文
学
年
次
別
論
文
集  

中
古
2  

平
成
4
年
﹄︿
朋
文
出
版
　
平
成
5

年
11
月
﹀
に
再
録
︶

⒆
　
諸
本
に
あ
た
っ
て
み
た
と
こ
ろ
、﹁
お
ほ
む
﹂
の
と
こ
ろ
が
﹁
御
返
し
﹂
と
な
っ
て
い
る
く
ら
い
で
、
ほ
と
ん
ど
異
同
は
み
ら
れ
な
い
。

⒇
　
大
和
物
語
作
者
の
創
作
力
に
つ
い
て
は
﹁﹁
心
の
へ
だ
て
も
な
く
あ
は
れ
な
れ
ば
、
い
と
あ
は
れ
と
思
ふ
ほ
ど
に
﹂
考
︱
﹃
大
和
物
語
﹄
第
百
四
十
一
段
︱
﹂︵﹁
語
文
﹂
78
輯
　

平
成
2
年
11
月
　
後
に
﹃
大
和
物
語
の
研
究
﹄
に
再
録
︶、﹁
大
和
物
語
の
創
作
方
法
︱
在
中
将
関
係
の
章
段
を
中
心
に
し
て
︱
﹂︵﹃
大
和
物
語
の
研
究
﹄︶
に
お
い
て
論
じ
た
。

本
書
第
四
章
第
二
節
、
本
書
第
二
章
第
九
節
。

㉑
　
注
⑼
に
同
じ
。

㉒
　
巻
十
七
雑
秋
に
あ
り
、
歌
の
本
文
に
異
同
は
み
ら
れ
な
い
。

㉓
　
注
⑾
に
同
じ
。

㉔
　﹁
拾
遺
集
雑
冬
　
蔵
人
所
に
さ
ふ
ら
ひ
け
る
人
の
氷
魚
の
つ
か
ひ
に
ま
か
り
け
る
と
て
京
に
侍
な
か
ら
お
と
も
し
侍
ら
さ
り
け
れ
は
修
理
　
と
有
拾
遺
集
の
調
書
に
て
は
ひ
を
は
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あ
し
ろ
に
よ
る
も
の
な
れ
は
我
に
う
ま
の
か
み
の
お
と
つ
れ
も
せ
ぬ
は
何
事
に
よ
り
て
か
と
は
ぬ
と
い
か
に
し
て
か
は
と
ひ
み
む
と
い
へ
る
を
こ
ゝ
の
詞
に
て
は
ひ
を
の
縁
な
け

れ
は
歌
の
意
と
け
か
た
し
脱
文
あ
る
へ
し
﹂︵﹃
大
和
物
語
諸
注
集
成
﹄
に
拠
る
︶

25
　
注
⑵
に
同
じ
。

26
　
注
⑾
に
同
じ
。

27
　
品
川
和
子
氏
の
﹃
蜻
蛉
日
記
の
世
界
形
成
﹄︵
武
蔵
野
書
院
　
平
成
2
年
7
月
︶
に
詳
し
い
。

㉘
　
注
⑻
に
同
じ
。
大
木
恵
美
子
氏
﹁
大
和
物
語
に
お
け
る
﹁
か
く
て
﹂
の
考
察
﹂︵﹁
二
松
学
舎
大
学
人
文
論
叢
﹂9
輯
　
昭
和
51
年
4
月
︶、拙
稿
﹁﹁
心
の
へ
だ
て
も
な
く
あ
は
れ
な
れ
ば
、

い
と
あ
は
れ
と
思
ふ
ほ
ど
に
﹂
考
︱
﹃
大
和
物
語
﹄
第
百
四
十
一
段
︱
﹂︵﹁
語
文
﹂
78
輯
　
平
成
2
年
11
月
　
後
に
﹃
大
和
物
語
の
研
究
﹄
に
再
録
︶。
本
書
第
四
章
第
二
節
。

29
　﹁
大
和
物
語
評
釈
・
十
八
　
魂
は
を
か
し
き
こ
と
も
﹂︵﹁
国
文
学
﹂
8
巻
10
号
　
昭
和
38
年
8
月
　
後
に
﹃
大
和
物
語
評
釈  

上
巻
﹄
に
再
録
︶

30
　
注
⑵
に
同
じ
。
な
お
、
氏
は
著
書
の
中
で
⑴
、
⑵
、
⑶
…
を
使
用
し
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
煩
雑
を
避
け
る
た
め
に
Ａ
、
ʙ
、
Ⓒ
…
に
改
め
た
。

㉛
　
拙
稿
﹁
大
和
物
語
に
つ
い
て
の
一
考
察
︱
﹁
あ
け
ぬ
と
て
い
そ
ぎ
も
ぞ
す
る
逢
坂
の
霧
た
ち
ぬ
と
も
人
に
聞
か
す
な
﹂
歌
考
︱
﹂︵﹁
平
安
文
学
研
究
﹂
60
輯
　
昭
和
53
年
11
月
　

後
に
﹃
大
和
物
語
の
研
究
﹄
に
再
録
︶

32
　
注
29
に
同
じ
。

㉝
　
大
和
物
語
の
対
照
性
に
つ
い
て
は
、
雨
海
博
洋
氏
が
注
⑺
に
あ
げ
た
論
考
の
中
で
、
ま
た
星
野
一
郎
氏
が
﹁﹃
大
和
物
語
﹄
の
対
照
的
構
成
法
に
つ
い
て
︱
僧
侶
章
段
を
通
し
て
︱
﹂

︵﹁
大
和
物
語
探
求
﹂
7
号
　
昭
和
51
年
9
月
︶
の
中
で
そ
れ
ぞ
れ
ふ
れ
て
お
ら
れ
る
。
私
も
﹁
都
の
女
と
地
方
の
女
︱
﹃
大
和
物
語
﹄
に
お
け
る
対
照
性
の
問
題
︱
﹂︵﹁
解
釈
﹂

49
巻
3
・
4
号
　
平
成
15
年
4
月
︶
と
題
し
て
述
べ
た
こ
と
が
あ
る
。
本
書
第
二
章
第
五
節
。
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第
二
節
　﹃
大
和
物
語
﹄
小
考

︱
前
半
と
後
半
の
分
け
方
に
つ
い
て
の
一
試
論
︱

一

大
和
物
語
は
、
そ
の
内
容
の
上
か
ら
前
半
と
後
半
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
即
ち
、
お
お
む
ね
前
半
は
宇
多
法
皇
に
つ
な
が
る
サ
ロ
ン
的
関
係
を
も
つ
人
物
た
ち
の
歌
に
ま

つ
わ
る
事
実
物
語
の
世
界
を
描
い
て
い
る
の
に
対
し
て
、
後
半
は
昔
物
語
と
い
う
べ
き
歌
を
核
と
し
た
古
伝
承
な
ど
を
含
み
、
か
な
り
説
話
性
に
富
ん
で
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
大
和
物
語
の
前
半
と
後
半
と
の
境
目
で
あ
る
が
、
現
在
で
は
大
き
く
三
つ
の
考
え
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
ひ
と
つ
は
一
四
一
段
か
ら
と
い
う
考
え
で
あ
り
、
次
に

は
一
四
三
段
か
ら
と
い
う
考
え
、
そ
し
て
も
う
ひ
と
つ
は
一
四
七
段
か
ら
と
い
う
考
え
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
考
え
に
は
、
そ
れ
な
り
の
根
拠
が
示
さ
れ
て
お
り
、
納
得
さ
せ
ら
れ

る
点
も
少
な
く
な
い
。
し
か
し
、
大
和
物
語
の
作
者
に
と
っ
て
み
れ
ば
、
こ
れ
ら
三
つ
の
考
え
を
す
べ
て
考
え
て
い
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
り
、
も
し
こ
れ
ら
の
中
に
作
者
の
意
図

し
て
い
た
も
の
が
あ
れ
ば
、
い
ず
れ
か
ひ
と
つ
を
考
え
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
こ
で
は
、
作
者
の
意
図
に
迫
る
意
味
で
い
ず
れ
の
考
え
が
よ
り
妥
当
で
あ
る
か
を

考
え
て
み
た
い
と
思
う
。

二

そ
こ
で
、
ま
ず
後
半
が
い
ず
れ
の
章
段
か
ら
か
を
主
張
さ
れ
て
い
る
方
と
、
そ
の
根
拠
と
を
紹
介
し
て
お
こ
う
。

一
四
三
段
説

◎
藤
岡
作
太
郎
氏



374第三章　大和物語の構成

こ
の
物
語
の
半
ば
少
し
過
ぎ
た
る
と
こ
ろ
に
て
、
こ
の
書
の
体
裁
は
一
変
す
、
そ
の
境
に
滋
春
の
こ
と
を
記
し
た
る
と
こ
ろ
二
箇
條
あ
り
。
そ
の
條
の
後
に
、﹁
仮
初
の
ゆ
き
か

ひ
路
と
そ
思
ひ
し
を
今
は
か
ぎ
り
の
門
出
な
り
け
り
﹂
と
い
ふ
辞
世
の
詠
を
よ
み
て
遠
逝
せ
り
と
い
ふ
は
、
頗
る
伊
勢
物
語
の
結
末
に
似
た
り
。       

︵﹃
国
文
学
全
史
平
安
朝
編
﹄︶

一
四
七
段
説

◎
雨
海
博
洋
氏

一
四
七
段
か
ら
は
、
物
語
の
形
態
材
料
に
於
て
、
一
四
六
段
以
前
と
の
相
違
が
あ
り
、
こ
の
段
を
分
割
線
と
し
て
前
後
に
分
つ
事
が
出
来
る
。
藤
岡
博
士
は
一
四
三
段
に
滋

春
に
関
す
る
説
話
が
あ
り
、
辞
世
の
歌
も
記
さ
れ
、
伊
勢
物
語
の
結
末
と
類
似
し
て
ゐ
る
の
で
、
こ
の
段
を
も
っ
て
、
そ
の
境
目
で
は
あ
る
ま
い
か
と
の
べ
ら
れ
て
ゐ
る
。

然
し
私
は
、
更
に
一
四
五
段
、
一
四
六
段
ま
で
延
長
し
て
考
え
た
い
。
そ
の
理
由
は
両
段
と
も
亭
子
院
︵
宇
多
帝
︶
と
遊
女
白
︵
玉
淵
女
︶
と
に
関
し
た
も
の
で
、
寛
平
よ

り
天
暦
の
事
柄
を
あ
つ
か
っ
た
前
編
の
部
に
入
る
資
格
が
あ
り
、
一
四
四
段
の
滋
春
が
﹁
心
あ
る
も
の
に
て
﹂
歌
を
よ
く
し
た
事
に
関
連
し
て
一
四
五
段
、
一
四
六
段
は
⑶

の
イ
︵
稿
者
注
、
同
一
人
物
の
同
意
継
承
と
い
う
こ
と
︶
の
前
段
と
同
じ
意
味
合
を
も
っ
て
連
絡
し
て
ゐ
る
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
　
　︵﹃
歌
語
り
と
歌
物
語
﹄︶

◎
南
波
浩
氏

大
和
物
語
を
通
観
す
る
と
、
一
段
か
ら
一
四
六
段
あ
た
り
ま
で
は
、
お
ほ
む
ね
﹁
歌
が
た
り
﹂
か
ら
取
材
し
、
一
四
七
段
以
降
に
は
九
段
ほ
ど
伝
説
か
ら
の
取
材
と
み
ら
れ

る
段
を
ふ
く
ん
で
い
る
が
、
そ
の
他
の
残
り
の
段
は
伝
説
か
ら
の
取
材
内
容
で
は
な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　︵﹃
日
本
古
典
全
書
大
和
物
語
﹄︶

◎
片
桐
洋
一
氏

い
わ
ゆ
る
第
一
部
の
第
一
段
か
ら
第
一
四
六
段
あ
た
り
ま
で
は
、
第
一
段
の
亭
子
院
︵
宇
多
天
皇
︶
譲
位
︵
寛
平
九
年
、
八
九
七
︶
か
ら
、﹃
大
和
物
語
﹄
の
成
立
ま
で
五
十

年
あ
ま
り
の
こ
と
を
描
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
第
一
四
七
段
以
後
の
、
い
わ
ゆ
る
第
二
部
は
﹁
昔
…
あ
り
け
り
﹂
と
い
う
形
で
始
ま
る
章
段
を
多
く
含
み
、

奈
良
時
代
以
前
か
と
思
わ
れ
る
物
語
も
あ
っ
て
第
一
部
と
は
ま
っ
た
く
性
質
を
異
に
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　    

　
　︵﹃
鑑
賞
　
第
５
巻

日
本
古
典
文
学
伊
勢
物
語
・
大
和
物
語
﹄︶

◎
妹
尾
好
信
氏

第
一
四
六
段
を
も
っ
て
第
1
部
の
お
わ
り
と
す
る
南
波
氏
ら
の
意
見
に
従
い
た
い
。
第
一
四
一
段
か
ら
そ
れ
ま
で
の
章
段
よ
り
も
若
干
古
い
時
代
の
出
来
事
を
扱
う
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
は
確
か
だ
が
、
以
後
も
登
場
人
物
名
は
実
名
や
官
職
名
で
表
す
と
い
う
原
則
は
く
ず
れ
て
お
ら
ず
、
逆
に
﹁
男
﹂・﹁
女
﹂
の
呼
称
を
主
体
と
す
る
第
一
四
七

段
以
降
の
古
伝
説
に
取
材
し
た
章
段
群
と
は
一
線
を
画
し
て
い
る
こ
と
を
否
定
で
き
な
い
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

﹁﹃
大
和
物
語
﹄
第
2
部
の
成
立
試
論
︱
章
段
追
加
成
長
過
程
の
想
定
︱
﹂︵﹁
広
島
大
学
文
学
部
紀
要
﹂
44
巻
︶

一
四
一
段
説
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◎
高
橋
正
治
氏

全
体
は
大
き
く
二
部
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
一
部
は
古
今
集
時
代
か
ら
後
撰
集
時
代
に
わ
た
る
現
実
の
人
間
像
の
さ
ま
ざ
ま
な
様
相
を
描
き
、︵
中
略
︶
第
二
部
は

そ
の
よ
う
な
現
実
に
あ
っ
て
常
に
人
の
心
を
と
ら
え
、
と
も
し
び
と
な
っ
て
い
る
そ
の
昔
の
純
愛
に
生
き
る
人
間
の
清
純
な
姿
が
描
か
れ
て
い
る
。
第
一
部
で
現
実
に
対
す

る
姿
勢
が
消
極
的
で
、
浮
き
草
の
よ
う
に
た
だ
よ
う
人
間
の
姿
が
描
か
れ
て
い
た
だ
け
に
、
第
二
部
の
浪
漫
性
が
月
の
よ
う
に
さ
や
か
で
遠
く
、
も
の
悲
し
い
。

︵﹃
日
本
古
典
文
学
全
集
大
和
物
語
﹄︶

◎
今
井
源
衛
氏

巻
頭
よ
り
以
上
の
一
四
〇
段
ま
で
と
、
一
四
一
段
下
巻
末
ま
で
と
は
、
内
容
上
に
大
き
な
差
が
あ
り
、
高
橋
氏
は
、
そ
れ
を
第
一
部
﹁
藤
原
摂
関
政
治
下
の
現
実
に
お
け
る

人
間
像
の
さ
ま
ざ
ま
な
様
相
﹂
を
描
い
た
も
の
と
、第
二
部
﹁
そ
の
昔
の
純
愛
に
生
き
る
人
間
の
清
純
な
姿
﹂
が
描
か
れ
た
も
の
と
に
区
別
さ
れ
て
い
る
︵﹃
大
和
物
語
﹄
塙
選
書
︶
。

私
は
、
こ
の
二
部
の
境
界
が
こ
の
線
に
あ
る
こ
と
は
、
氏
の
説
に
賛
成
で
あ
る
が
、
第
一
部
の
内
容
は
﹁
藤
原
摂
関
政
治
下
﹂
と
い
う
一
般
的
な
把
え
方
よ
り
は
、
む
し
ろ
、

延
喜
天
暦
と
い
う
時
期
の
特
殊
性
に
よ
っ
て
把
え
る
べ
き
か
と
思
う
。
そ
れ
は
、
律
令
体
制
の
中
に
摂
関
制
が
進
展
し
て
い
く
過
渡
的
な
時
代
で
あ
り
、
事
実
上
も
天
皇
親

政
が
一
時
的
に
実
現
し
た
時
代
で
あ
っ
た
。
宇
多
・
醍
醐
朝
の
特
に
皇
族
を
中
心
に
据
え
た
大
和
物
語
の
歌
語
り
集
団
の
据
え
方
は
、
冷
泉
期
以
後
の
摂
関
制
確
立
期
と
は

自
ら
異
る
も
の
が
あ
る
は
ず
で
あ
ろ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　      

　﹁
大
和
物
語
評
釈
・
三
四
　
松
の
葉
に
ふ
る
白
雪
の
﹂︵﹁
国
文
学
﹂
10
巻
5
号
︶

◎
柿
本
奨
氏

本
段
︵
稿
者
注
、一
四
一
段
の
こ
と
︶
は
、い
つ
の
事
と
も
知
れ
ぬ
昔
物
語
の
こ
れ
ま
で
の
諸
段
中
最
も
長
文
に
わ
た
る
説
話
章
段
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
前
段
と
の
間
に
格
差
が
あ
り
、

変
貌
の
観
が
あ
る
の
で
、
本
段
以
下
を
本
物
語
第
二
部
と
見
る
。
し
か
し
前
段
と
は
断
絶
し
て
い
ず
﹁
淡
い
え
に
し
に
泣
く
女
﹂
と
い
う
主
題
の
つ
な
が
り
は
認
め
ら
れ
、
前
段

は
相
当
多
く
説
話
的
背
景
を
持
つ
に
拘
ら
ず
、
そ
れ
を
刈
り
込
ん
だ
が
、
本
段
で
は
豊
富
な
細
部
を
積
極
的
に
織
り
込
ん
だ
の
で
あ
る
と
思
う
。     

︵﹃
大
和
物
語
の
注
釈
と
研
究
﹄︶

◎
高
橋
亨
氏

ふ
つ
う
、
一
四
〇
段
ま
で
の
前
半
を
第
一
部
、
一
四
一
段
以
降
を
第
二
部
と
見
な
す
。︵
中
略
︶
そ
の
両
者
も
明
確
に
区
分
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
一
四
一
段
か
ら

一
四
六
段
ま
で
が
媒
介
的
な
位
置
を
占
め
て
連
続
し
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　︵﹃
研
究
資
料
日
本
古
典
文
学  

①
物
語
文
学
﹄︶

◎
松
尾
拾
氏

い
ち
ば
ん
性
格
が
似
て
い
な
い
の
は
、
伊
勢
物
語
と
大
和
物
語
一
四
一
段
以
降
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
大
和
物
語
一
四
一
段
以
降
の
特
異
性
が
い
よ
い
よ
注
目
さ
れ
る
こ
と

と
な
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　﹁
大
和
物
語
文
体
試
論
﹂︵﹁
語
文
﹂
24
輯
︶
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羅
列
に
走
っ
た
感
が
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
根
拠
も
様
々
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
中
で
は
、
一
四
一
段
説
と
一
四
七
段
説
と
が
そ
の
大
半
を
占
め
て
い
る(1)
。

三

そ
れ
ぞ
れ
の
説
を
検
討
し
て
み
よ
う
。
ま
ず
一
四
三
段
説
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
藤
岡
作
太
郎
氏
が
主
張
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
た
だ
、
こ
こ
で
言
わ
れ
る
﹁
体
裁
一
変
す
﹂
と

は
何
を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
一
四
三
段
の
冒
頭
が
﹁
む
か
し
云
々
﹂
で
始
ま
っ
て
い
る
か
ら
か
。
こ
れ
を
受
け
て
い
る
と
み
る
と
、
確
か
に
こ
れ
以
前
の
章
段
で
﹁
む
か

し
云
々
﹂
で
始
ま
っ
て
い
る
章
段
は
な
い
。
し
か
も
、
一
四
三
段
以
降
の
章
段
の
多
く
が
﹁
む
か
し
﹂
で
始
ま
っ
て
い
れ
ば
、
そ
の
説
得
力
も
増
し
て
こ
よ
う
。
し
か
し
な
が
ら

そ
う
な
っ
て
い
る
の
は
三
三
章
段
中
、
九
章
段
に
す
ぎ
な
い
。
や
は
り
こ
れ
は
少
な
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
﹁
む
か
し
云
々
﹂
で
始
ま
る
こ
と
自
体
、

そ
れ
ほ
ど
大
き
な
意
味
を
持
つ
も
の
で
も
あ
る
ま
い
。

次
に
一
四
七
段
説
に
移
っ
て
、
ま
ず
雨
海
氏
の
お
考
え
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
私
自
身
か
つ
て
部
分
的
に
ふ
れ
た
こ
と
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
を
引
用
し
て
み
る
。

私
は
こ
の
お
考
え
︵
稿
者
注
、
雨
海
氏
の
お
考
え
︶
に
疑
問
を
持
っ
て
い
る
。
そ
の
理
由
の
ひ
と
つ
と
し
て
氏
は
一
四
五
、一
四
六
段
が
寛
平
か
ら
天
暦
頃
の
人
を
扱
っ
て
い

る
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
例
え
ば
一
四
七
段
を
み
る
と
、
こ
の
章
段
は
蘆
刈
伝
説
を
扱
っ
て
い
る
が
、
こ
の
中
に
は
伝
説
に
も
と
づ
い
て
の
詠
作
が
あ
り
、
こ
の
詠
作
者
も

寛
平
か
ら
天
暦
に
か
け
て
の
人
々
で
あ
る
。
そ
の
ふ
た
つ
め
は
一
四
一
段
の
﹁
よ
し
い
ゑ
と
い
ひ
け
る
宰
相
の
は
ら
か
ら
﹂
と
一
四
二
段
の
﹁
故
御
息
所
の
御
姉
お
ほ
ひ
こ
﹂

は
私
見
に
よ
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
架
空
人
物
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
寛
平
か
ら
天
暦
頃
の
人
を
扱
っ
て
い
る
と
は
言
い
難
い(2)
。

こ
の
よ
う
な
理
由
で
、
一
四
七
段
説
に
疑
義
を
さ
し
は
さ
ん
だ
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
考
え
は
今
で
も
変
わ
っ
て
い
な
い
。
次
い
で
南
波
氏
の
お
考
え
で
あ
る
が
、
初
段
か
ら

一
四
六
段
あ
た
り
ま
で
も
お
お
む
ね
歌
語
り
と
い
う
よ
り
も
虚
構
の
章
段
も
み
ら
れ
る
し(3)
、
一
四
七
段
に
つ
い
て
は
先
程
引
用
し
た
私
見
の
通
り
で
あ
る
。
確
か
に
氏
は
お
お
む

ね
と
断
っ
て
い
る
が
、
あ
い
ま
い
さ
を
残
し
て
い
る
こ
と
は
否
め
な
い
。
ま
た
妹
尾
氏
は
南
波
氏
の
お
考
え
に
従
っ
て
い
る
が
、
氏
は
一
四
一
段
以
降
が
そ
れ
以
前
よ
り
も
古
い

時
代
の
出
来
事
云
々
と
言
わ
れ
る
。
し
か
し
、
一
四
一
段
と
一
四
二
段
は
虚
構
と
思
わ
れ
る(4)
か
ら
そ
の
お
考
え
は
妥
当
で
は
な
い
。
そ
し
て
結
局
は
﹁
男
﹂、﹁
女
﹂
の
名
称
を
主

題
と
す
る
一
四
七
段
以
降
を
後
半
と
み
て
お
ら
れ
る
。
確
か
に
後
半
に
は
、
そ
の
名
称
は
多
く
な
っ
て
い
る
。
し
か
も
そ
の
多
く
は
伝
説
的
な
章
段
に
見
ら
れ
る(5)
。
こ
れ
は
そ
の

性
格
か
ら
し
て
、し
ご
く
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
伝
説
的
な
章
段
を
こ
こ
に
置
い
た
の
は
後
述
す
る
よ
う
に
構
成
を
考
え
て
そ
う
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、﹁
男
﹂、

﹁
女
﹂
を
主
体
云
々
と
言
わ
れ
る
が
、
そ
れ
ら
と
そ
の
前
後
の
章
段
を
含
め
て
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
そ
れ
に
こ
の
よ
う
な
名
称
は
こ
れ
以
前
の
章
段
に
も
み
ら
れ
る(6)
。
と

も
か
く
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
し
て
、
そ
の
根
拠
と
し
て
は
乏
し
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
さ
ら
に
片
桐
氏
の
お
考
え
も
ほ
ぼ
こ
れ
と
同
じ
で
漠
然
と
区
別
し
て
い
る
に
す
ぎ
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な
い
。
し
か
も
氏
は
五
十
年
云
々
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
一
四
七
段
以
前
に
は
虚
構
の
章
段
も
含
ま
れ
て
い
る(7)
か
ら
、
そ
れ
を
ど
う
処
理
し
て
考
え
た
ら
よ
い
の
か
と
い
う
問
題

も
残
る
。

最
後
に
一
四
一
段
説
で
あ
る
が
、
高
橋
正
治
氏
は
第
１
部
を
古
今
集
時
代
か
ら
後
撰
集
時
代
に
わ
た
る
云
々
と
言
わ
れ
て
い
る
。
事
実
そ
の
よ
う
な
章
段
は
多
い
。
し
か
し
こ

れ
と
同
じ
章
段
は
第
２
部
か
ら
も
見
い
出
せ
る(8)
。
ま
た
第
２
部
を
﹁
昔
の
純
愛
に
生
き
る
人
間
の
清
純
な
姿
﹂
と
見
て
お
ら
れ
る
。
確
か
に
一
四
一
、一
四
二
段
を
は
じ
め
伝
説

的
な
章
段
は
そ
う
考
え
る
に
し
て
も
、
例
え
ば
在
中
将
関
係
の
章
段
な
ど
は
そ
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
に
そ
の
根
拠
に
無
理
が
生
じ
て
い
る
。
む
し
ろ
そ
の
例
外

に
な
る
章
段
を
含
め
前
半
と
後
半
の
分
け
方
に
生
か
し
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

今
井
氏
の
お
考
え
は
高
橋
氏
の
そ
れ
に
も
と
づ
い
た
も
の
で
あ
り
、
境
目
に
つ
い
て
は
こ
こ
で
も
高
橋
氏
へ
の
疑
問
と
ほ
ぼ
同
じ
に
な
る
。
た
だ
第
１
部
に
つ
い
て
は
、
解
釈

が
異
な
っ
て
い
る
が
、
氏
の
お
考
え
に
立
っ
て
、
第
１
部
に
み
ら
れ
る
虚
構
の
章
段(9)
を
ど
う
処
理
す
る
か
が
問
題
に
な
ろ
う
。
柿
本
氏
も
一
四
一
段
説
を
採
用
さ
れ
て
い
る
わ
け

だ
が
、
氏
は
そ
の
理
由
に
、
一
四
一
段
の
長
文
に
な
る
こ
と
を
あ
げ
て
お
ら
れ
る
。
し
か
し
、
そ
の
長
文
な
る
基
準
と
い
う
も
の
を
ど
こ
に
置
い
た
ら
よ
い
の
か
。
一
四
一
段
以

前
に
も
、
例
え
ば
一
〇
三
、一
〇
五
、一
〇
六
段
等
も
そ
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
に
一
四
一
段
を
﹁
い
つ
と
も
知
れ
ぬ
昔
話
体
﹂
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
は
虚
構
と
思

わ
れ
る(10)
か
ら
、
そ
の
よ
う
な
面
か
ら
と
ら
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
高
橋
亨
氏
も
一
四
一
段
説
を
採
用
し
て
い
る
も
の
の
明
確
に
区
分
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
一
四
一
～

一
四
六
段
を
媒
介
的
な
位
置
を
占
め
て
い
る
と
み
て
い
る
。
こ
れ
は
橋
渡
し
と
い
う
意
味
な
の
で
あ
ろ
う
が
、
具
体
的
に
は
ど
う
い
う
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
私
は
こ
こ
だ
け

で
な
く
、
後
述
す
る
よ
う
に
一
四
一
段
以
降
全
体
を
含
め
て
の
構
成
を
考
え
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
中
に
あ
っ
て
、
松
尾
氏
は
文
体
の
面
か
ら
考
察
さ
れ
、
一
四
一
段
を
境
に
前
半
と
後
半
の
段
層
を
認
め
ら
れ
た
。
こ
れ
は
注
目
す
べ
き
こ
と
で
あ
り
、
一
四
一
段

以
降
が
そ
れ
以
前
と
は
異
な
っ
た
意
識
で
も
っ
て
な
さ
れ
た
章
段
で
あ
る
可
能
性
を
示
し
た
と
言
え
よ
う
。

以
上
み
て
き
た
よ
う
に
、
い
ず
れ
の
考
え
に
も
例
外
が
存
し
、
は
た
し
て
ど
れ
が
妥
当
か
と
な
る
と
判
断
し
か
ね
る
が
、
強
い
て
言
う
な
ら
ば
、
一
四
一
段
説
と
一
四
七
段
説

が
有
力
に
な
ろ
う
。
こ
の
う
ち
ど
ち
ら
か
と
な
る
と
困
難
を
伴
う
。
数
字
の
如
く
き
っ
ぱ
り
割
り
切
れ
れ
ば
よ
い
が
、
そ
う
簡
単
に
は
い
か
な
い
。
た
だ
、
従
来
の
考
え
は
、
ひ

と
つ
ひ
と
つ
の
章
段
を
も
と
に
し
て
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
全
体
を
通
し
て
、
別
の
観
点
か
ら
探
っ
て
み
る
の
も
ひ
と
つ
の
方
法
で
あ
ろ
う
。

四

大
和
物
語
の
前
半
と
後
半
の
境
目
を
ど
こ
に
置
く
か
と
い
う
こ
と
は
難
し
い
問
題
で
あ
る
。
た
し
か
に
大
和
物
語
の
後
半
は
前
半
と
異
な
り
、
か
な
り
説
話
性
に
富
ん
で
い
る
。
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し
か
も
そ
こ
に
は
単
に
伝
説
を
集
め
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
作
者
に
よ
り
虚
構
と
い
う
意
識
で
も
っ
て
創
作
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
章
段
が
み
ら
れ
る(11)
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
よ
う

な
章
段
は
前
半
に
も
み
ら
れ
る
わ
け
で
、
例
え
ば
伊
勢
関
係
の
章
段(12)
を
み
る
と
、
初
段
を
は
じ
め
一
一
九
、一
三
八
段
に
そ
の
根
跡
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
初
段
で
は
伊
勢

集
の
一
首
を
除
去
し
、
一
一
九
段
で
は
彼
女
の
歌
を
利
用
し
て
物
語
を
延
長
さ
せ
て
い
る
。
一
三
八
段
は
天
下
の
色
好
み
と
し
て
名
を
馳
せ
た
元
良
親
王
関
係
の
章
段
の
中
に
置

か
れ
、
そ
の
章
段
は
一
四
〇
段
ま
で
続
い
て
い
る
。
し
か
も
こ
れ
ら
の
章
段
で
は
恋
愛
の
進
行
状
況
に
よ
っ
て
並
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
だ
。
こ
れ
ら
の
章
段
で
、
特
に
注
目
し
た

い
の
は
後
半
に
近
い
方
で
思
い
切
っ
た
方
法
を
と
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
に
虚
構
の
意
識
は
一
段
と
強
か
っ
た
。

高
橋
正
治
氏
な
ど
が
問
題
に
さ
れ
て
い
る
一
四
一
段
は
、
人
物
設
定
や
和
歌
の
上
で
、
前
半
の
章
段
を
も
と
に
し
て
創
作
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る(13)
。
こ
こ
は
他
の
作
品
に
拠
ら

ず
大
和
物
語
そ
の
も
の
に
素
材
を
仰
い
で
い
る
。
そ
し
て
次
の
一
四
二
段
も
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
り
、
和
歌
は
一
四
一
段
の
を
も
と
に
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
虚
構
の
章

段
が
二
章
段
も
続
く
こ
と
は
特
筆
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
に
虚
構
の
章
段
を
創
作
し
よ
う
と
い
う
意
識
は
強
か
っ
た
。
そ
う
か
と
言
っ
て
一
四
二
段
以
降
の
章
段
の
す
べ

て
が
虚
構
と
は
言
え
な
い
。
そ
こ
に
は
実
録
も
あ
り
、
ま
た
伝
説
も
あ
る
と
い
う
よ
う
に
複
雑
に
な
っ
て
い
る
。
た
だ
そ
こ
に
は
虚
構
と
思
わ
れ
る
章
段
が
前
半
よ
り
も
多
く
み

ら
れ
る
よ
う
で
あ
る(14)
。
そ
し
て
何
よ
り
も
強
調
し
て
お
き
た
い
こ
と
は
一
四
一
段
以
降
に
お
い
て
は
っ
き
り
と
し
た
構
成
意
識
が
み
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ

い
て
は
、
す
で
に
指
摘
し
た
こ
と
が
あ
る(15)
が
、
少
し
補
足
す
る
こ
と
が
あ
る
の
で
も
う
一
度
み
て
い
き
た
い
。
と
り
あ
え
ず
一
四
一
段
以
降
の
構
成
を
図
式
化
す
る
と
次
の
よ
う
に

区
分

章
段

場
　
所

登

場

人

物

及

び

関

連

事

項

⑴

141142143144145146

都都都都都都

よ
し
い
ゑ
と
い
ひ
け
る
宰
相
の
は
ら
か
ら

故
御
息
所
︵
伊
勢
の
御
︶
の
御
姉
　
　
　
　 
兄
弟
、
姉
妹

在
次
君
…
…
伊
勢
の
守
の
妻
に
て

在
次
君

亭
子
の
帝
　
し
ろ
︵
遊
女
、
大
江
の
玉
淵
の
女
︶　 

一
族

亭
子
の
帝
　
大
江
の
玉
淵
が
む
す
め

⑵

147148149

津
の
国
－
津
の
国

大
和
の
国

三
部
構
成
︵
生
田
川
伝
説
、
宮
廷
サ
ロ
ン
で
の
詠
歌
、
後
日
譚
︶

蘆
刈
伝
説

立
田
山
伝
説
…
…
こ
の
男
は
お
ほ
き
み
︵
業
平
︶
な
り
け
り
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⑶

150151152153

都都都都

な
ら
の
帝
　
猿
沢
の
池
の
伝
説
　
行
幸

な
ら
の
帝
　
立
田
川
行
幸

な
ら
の
帝
　
磐
手
︵
御
手
鷹
︶

な
ら
の
帝
︵
平
城
帝
︶　
嵯
峨
の
帝
↓
史
実
の
合
致

⑷

154155156157158

大
和
の
国

陸
奥
の
国

信
濃
の
国

下
野
の
国

大
和
の
国

立
田
山

安
積
山
伝
説
　 

男
が
女
を
盗
み
、
女
は
死
ぬ
。

姨
捨
山
伝
説
　 

幸
福
に
な
る

　
　
　
　
　
　 

幸
福
に
な
る

　
　
　
　
　
　 

幸
福
に
な
る

⑸

159160161162163

都都都都都

染
殿
の
内
侍
、
能
有
の
大
臣

染
殿
の
内
侍
、
在
中
将

在
中
将
、
二
條
の
后

在
中
将
、
御
息
所
の
御
方

在
中
将
、
后
の
宮

164165166167168169170171172173

都都都都都都都都都都

在
中
将
、
人

弁
の
御
息
所
、
在
中
将

在
中
将
、
女

男
、
女
…
…
橋
渡
し
　
　
　
　
　
　
六
歌
仙

良
少
将
、
小
野
小
町
、
内
舎
人

内
舎
人
、
女

伊
衡
の
宰
相
、
故
式
部
�
の
宮

今
の
左
大
臣
、
故
式
部
�
の
宮

亭
子
の
帝
、
黒
主

良
岑
の
宗
貞
︵
遍
昭
︶　 

六
歌
仙
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な
る
。︵

注
︶　
人
物
表
記
は
﹃
日
本
古
典
文
学
全
集
大
和
物
語
﹄
に
拠
っ
た
。

こ
の
表
を
み
る
と
わ
か
る
よ
う
に
都
と
地
方
の
話
が
交
互
に
並
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
都
か
ら
地
方
へ
移
る
場
合
、
都
に
近
い
国
か
ら
遠
い
国
へ
と
配
列
さ
れ
て
い
る
。
地

方
か
ら
都
へ
移
る
場
合
も
同
じ
で
あ
る
。
し
か
も
⑶
の
グ
ル
ー
プ
を
中
心
に
左
右
対
称
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
も
そ
の
対
称
に
な
っ
て
い
る
グ
ル
ー
プ
を
み
る
と
、
同
じ
類
と
言

お
う
か
、
同
じ
よ
う
な
こ
と
を
く
り
返
し
て
い
る
。
即
ち
⑴
と
⑸
を
み
る
と

の
よ
う
に
な
る
。
③’
に
お
い
て
問
題
が
残
る
が
、
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
と
し
て
、
全
体
的
に
み
る
と
⑸
は
⑴
の
く
り
返
し
と
み
て
よ
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

⑸
に
お
い
て
は
⑴
を
増
加
さ
せ
た
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
⑴
の
在
次
君
を
⑸
で
は
そ
の
父
君
で
あ
る
在
中
将
の
話
に
し
て
い
る
。
在
中
将
関
係
の
章
段
は
、
か
な
り
意
図
的
な

方
法
を
と
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る(16)
。
そ
の
点
か
ら
も
⑴
を
意
識
し
意
図
的
に
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
た
だ
、③’
に
お
け
る
一
六
七
段
は
登
場
人
物
が
﹁
男
、女
﹂
と
あ
り
、

問
題
が
あ
り
そ
う
だ
が
、こ
れ
は
在
中
将
関
係
の
章
段
か
ら
別
な
章
段
へ
移
る
橋
渡
し
を
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る(17)
。
ま
た
一
六
八
段
は
、在
中
将
が
前
に
登
場
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

→⑴←

よ
し
い
ゑ
と
い
ひ
け
る
宰
相
の
は
ら
か
ら
︵
141
︶

故
御
息
所
の
御
姉
︵
142
︶

在
次
君
︵
143
︶

在
次
君
︵
144
︶

亭
子
の
帝
、
し
ろ
︵
145
︶

亭
子
の
帝
、
大
江
の
玉
淵
が
む
す
め
︵
146
︶

①②③

①’̶②’̶̶③’̶

染
殿
の
内
侍
︵
159
︶

染
殿
の
内
侍
、
在
中
将
︵
160
︶

在
中
将
、
二
條
の
后
︵
161
︶

在
中
将
、
御
息
所
の
御
方
︵
162
︶

在
中
将
、
后
の
宮
︵
163
︶

在
中
将
、
人
︵
164
︶

弁
の
御
息
所
、
在
中
将
︵
165
︶

在
中
将
、
女
︵
166
︶

男
、
女
︵
167
︶

良
少
将
、
小
町
、
内
舎
人
︵
168
︶

内
舎
人
、
女
︵
169
︶

伊
衡
の
宰
相
、
故
式
部
�
の
宮
︵
170
︶

今
の
左
大
臣
、
故
式
部
�
の
宮
︵
171
︶

亭
子
の
帝
、
黒
主
︵
172
︶

良
岑
の
宗
貞
、
女
︵
173
︶

→⑸←
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六
歌
仙
と
い
う
こ
と
で
こ
れ
に
関
連
し
て
遍
昭
の
話
を
持
っ
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
。
同
様
に
一
七
三
段
も
一
七
二
段
に
黒
主
が
登
場
し
て
い
る
こ
と
か
ら
こ
れ
に
関
連
さ
せ
て
遍

昭
の
話
を
持
っ
て
き
た
の
で
あ
ろ
う(19)
。
な
お
こ
の
章
段
は
後
世
の
成
立
に
な
る
と
言
わ
れ(20)
、
原
本
に
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
事
実
、
勝
命
本
は
こ
の
章
段
を
持
っ
て
い
な
い
。

と
も
か
く
こ
れ
ら
を
除
け
ば
、
③’
は
一
七
二
段
の
亭
子
の
帝
に
至
る
ま
で
貴
族
社
会
の
こ
と
が
描
か
れ
、
そ
の
頂
点
に
帝
を
据
え
て
い
る
。
つ
ま
り
こ
れ
は
③
の
世
界
を
増
加

さ
せ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
そ
し
て
最
後
の
方
の
章
段
で
あ
る
一
四
六
、一
七
二
段
が
行
幸
の
話
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
偶
然
の
一
致
と
は
言
え
ま
い
。

⑵
と
⑷
も
対
称
的
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
と
い
う
の
も
こ
れ
ら
の
グ
ル
ー
プ
は
地
方
の
話
に
な
っ
て
お
り
、
各
グ
ル
ー
プ
へ
の
移
行
に
関
し
て
は
前
述
の
如
く
か
な
り
配
慮
し

て
い
る
。
そ
し
て
⑸
の
方
が
陸
奥
、
信
濃
、
下
野
と
幅
広
く
収
め
て
い
る
。
こ
れ
は
先
程
の
⑴
と
⑸
の
場
合
に
共
通
し
て
い
る
。

と
も
あ
れ
、
一
六
八
、一
七
三
段
の
よ
う
に
連
想
め
い
た
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
そ
れ
以
上
に
は
っ
き
り
と
構
成
意
識
と
い
う
も
の
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
よ
う
な

こ
と
は
一
四
一
段
以
前
に
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
な
お
構
成
意
識
と
い
う
こ
と
に
関
し
て
は
、
各
グ
ル
ー
プ
の
境
目
を
み
る
と
よ
り
い
っ
そ
う
明
ら
か
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
即
ち

一
四
一
、一
四
二
、一
四
七
、一
五
〇
の
各
章
段
を
み
る
と
、
い
ず
れ
も
虚
構
か
特
殊
な
章
段
を
置
い
て
い
る
。
た
だ
、
⑸
の
グ
ル
ー
プ
の
一
五
九
段
は
そ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
な

い
が
、
こ
の
章
段
は
在
中
将
関
係
の
章
段
へ
の
導
入
の
働
き
を
し
て
い
る
と
思
わ
れ(21)
、
そ
の
点
で
こ
れ
ら
に
準
じ
て
考
え
て
よ
か
ろ
う
。
そ
れ
に
し
て
も
⑶
の
グ
ル
ー
プ
を
中
心

に
左
右
対
称
に
し
て
い
る
わ
け
だ
が
、
な
ぜ
⑶
の
グ
ル
ー
プ
を
そ
の
中
心
に
据
え
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
無
意
識
に
そ
う
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
し
か
し
整
然
と
し
た
構
成
を
考
え

る
と
何
か
意
図
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
し
て
少
な
く
と
も
大
和
物
語
の
作
者
は
﹁
な
ら
の
帝
﹂
に
崇
敬
の
念
を
抱
い
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

大
和
物
語
一
四
一
、一
四
二
段
が
虚
構
の
章
段
で
あ
る
こ
と
は
早
く
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
今
ま
で
は
個
々
の
章
段
ご
と
に
考
え
ら
れ
、処
理
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、

今
ま
で
の
考
え
か
ら
こ
れ
を
含
め
、
こ
れ
以
降
の
章
段
は
整
然
と
し
た
構
成
を
形
作
っ
て
い
た
。
こ
れ
は
大
和
物
語
の
作
者
が
一
四
一
段
以
降
を
そ
う
考
え
て
い
た
こ
と
の
証
し

で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
こ
そ
大
和
物
語
の
前
半
と
後
半
を
ど
こ
で
分
け
る
の
か
と
い
う
こ
と
に
反
映
さ
せ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
そ
う
す
る
と
一
四
三
段
説
、
一
四
七
段
説

は
成
り
立
た
な
く
な
り
、
結
局
の
と
こ
ろ
一
四
一
段
説
に
落
ち
着
く
。

五

私
は
こ
こ
で
大
和
物
語
の
前
半
と
後
半
の
境
目
を
ど
こ
に
置
く
べ
き
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
作
者
の
創
作
意
識
と
い
う
観
点
か
ら
考
え
て
き
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、

前
半
で
は
部
分
的
に
み
ら
れ
た
創
作
意
識
を
後
半
に
集
中
さ
せ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
一
四
一
段
以
降
に
は
、
そ
れ
以
前
に
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
整
然
と
し
た
構
成
を
窺
い
知

る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
し
て
結
果
的
に
は
高
橋
正
治
氏
と
同
じ
く
一
四
一
段
説
を
採
用
し
た
わ
け
だ
が
、
今
ま
で
の
お
考
え
は
ど
う
も
説
得
力
に
乏
し
く
、
今
一
歩
の
も
の
が
多



382第三章　大和物語の構成

か
っ
た
よ
う
に
思
う
。
本
稿
で
は
そ
の
点
を
考
慮
し
、
今
ま
で
の
成
果
を
踏
ま
え
て
別
の
観
点
か
ら
考
察
し
た
が
、
特
に
大
和
物
語
の
後
半
に
つ
い
て
は
段
階
的
な
成
立
を
主
張

し
て
お
ら
れ
る
方
も
あ
る(22)
こ
と
で
あ
り
、
今
ま
で
述
べ
て
き
た
中
に
は
考
え
違
い
、
果
て
は
誤
り
も
多
か
ろ
う
と
思
う
。
大
方
の
御
叱
正
を
い
た
だ
け
た
ら
幸
い
で
あ
る
。

注
⑴
　
こ
の
外
に
一
〇
三
段
説
と
し
て
大
野
普
氏
の
説
が
あ
る
。
即
ち
、﹁
辛
島
稔
子
さ
ん
の
研
究
に
よ
る
と
百
二
段
と
百
三
段
と
を
境
と
し
て
、
前
半
と
後
半
と
に
分
け
る
こ
と
が
で

き
る
。
前
半
に
は
形
容
詞
の
ウ
音
便
形
が
少
な
く
、
後
半
に
は
形
容
調
の
ウ
音
便
形
が
多
い
。
ま
た
前
半
に
は
ソ
レ
系
の
代
名
詞
が
多
く
、
後
半
に
は
コ
レ
系
の
代
名
詞
が
急
激

に
増
加
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
こ
に
使
わ
れ
て
い
る
副
詞
の
数
は
、
前
半
に
は
き
わ
め
て
少
な
く
、
副
詞
は
後
半
に
多
い
。
百
二
段
と
百
三
段
と
を
、
も
し
分
か
れ
目
と
し
て

見
る
な
ら
ば
、
明
ら
か
に
後
半
は
増
補
で
あ
り
、
文
章
も
き
わ
め
て
説
明
的
で
複
雑
に
な
っ
て
お
り
、
ま
た
物
語
化
の
意
図
が
濃
厚
で
あ
る
。﹂︵﹁
王
朝
文
学
と
言
葉
﹂
新
潮
社
　

昭
和
36
年
5
月
︶
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
辛
島
氏
の
考
え
を
氏
の
論
文
に
引
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
し
て
も
大
胆
な
説
で
あ
る
。
音
便
、
代
名
詞
、
副
詞
を
分

析
さ
れ
て
の
考
察
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
で
く
っ
き
り
と
分
か
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
し
、
語
彙
の
傾
向
は
わ
か
る
に
し
て
も
、
こ
れ
ら
で
も
っ
て
分
け
て
よ
い
も
の
か
ど
う
か

不
安
も
残
る
。
ま
た
、
渡
辺
輝
道
氏
は
表
現
論
の
立
場
か
ら
第
1
部
︵
一
～
九
九
段
︶、
第
2
部
︵
一
〇
〇
～
一
四
六
段
︶、
第
3
部
︵
一
四
七
～
一
七
三
段
︶
に
分
け
ら
れ
る
こ

と
を
提
唱
さ
れ
た
︵﹁
大
和
物
語
の
構
成
と
表
現
﹂﹁
高
知
大
国
文
﹂
25
号
　
平
成
6
年
12
月
︶。

⑵
　﹁
大
和
物
語
に
お
け
る
虚
構
の
方
法
︱
一
四
一
・
一
四
二
段
を
例
に
し
て
︱
﹂︵﹁
中
古
文
学
﹂
30
号
　
昭
和
57
年
10
月
　
後
に
﹃
国
文
学
年
次
別
論
文
集  

中
古
2  

昭
和
57
年
﹄︿
朋

文
出
版
　
昭
和
58
年
11
月
﹀、﹃
大
和
物
語
の
研
究
﹄︿
翰
林
書
房
　
平
成
6
年
2
月
﹀
に
そ
れ
ぞ
れ
再
録
︶。
本
書
第
二
章
第
二
節
。

⑶
　
注
⑵
に
同
じ
。
拙
稿
﹁
大
和
物
語
の
創
作
方
法
︱
伊
勢
関
係
の
章
段
︱
﹂︵﹁
古
典
論
叢
﹂
18
号
　
昭
和
62
年
8
月
　
後
に
﹃
大
和
物
語
の
研
究
﹄
に
再
録
︶。
本
書
第
二
章
第
八
節
。

⑷
　
注
⑵
に
同
じ
。

⑸
　

147
、
148
、
149
、
154
、
155
、
156
、
157
、
158
段
。

⑹
　

7
、
55
段
。

⑺
　
注
⑶
に
同
じ
。

⑻
　

159
～
166
、
168
、
170
～
172
の
各
章
段
。

⑼
　
注
⑶
に
同
じ
。

⑽
　
注
⑵
に
同
じ
。

⑾
　
注
⑵
の
外
に
﹁
大
和
物
語
に
お
け
る
在
原
業
平
関
係
章
段
に
つ
い
て
﹂︵﹁
解
釈
﹂
24
巻
4
号
　
昭
和
53
年
4
月
︶、﹁﹃
古
今
﹄﹃
伊
勢
﹄﹃
大
和
﹄
︱
ひ
と
つ
の
共
通
話
を
め
ぐ
っ
て
︱
﹂
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︵﹁
平
安
文
学
研
究
﹂
73
輯
　
昭
和
60
年
6
月
　
後
に
﹃
国
文
学
年
次
別
論
文
集  

中
古
1  

昭
和
60
年
﹄︿
朋
文
出
版
　
昭
和
61
年
10
月
﹀
に
再
録
︶
に
お
い
て
指
摘
し
た
こ
と
が
あ
る
。

こ
れ
ら
の
論
考
は
後
に
﹃
大
和
物
語
の
研
究
﹄
に
再
録
。
本
書
第
二
章
第
一
節
・
第
三
節
。

⑿
　
拙
稿
﹁
大
和
物
語
の
創
作
方
法
︱
伊
勢
関
係
の
章
段
︱
﹂︵﹁
古
典
論
叢
﹂
18
号
　
昭
和
62
年
8
月
　
後
に
﹃
大
和
物
語
の
研
究
﹄
に
再
録
︶。
本
書
第
二
章
第
八
節
。

⒀
　
注
⑵
に
同
じ
。

⒁
　
注
⑾
に
同
じ
。

⒂
　﹁
大
和
物
語
の
構
成
に
つ
い
て
︱
後
半
の
章
段
を
考
察
の
対
象
と
し
て
︱
﹂︵﹁
語
文
﹂
39
輯
　
昭
和
49
年
3
月
　
後
に
﹃
大
和
物
語
の
研
究
﹄
に
再
録
︶。
本
書
第
三
章
第
四
節
。

⒃
　﹁
大
和
物
語
の
創
作
方
法
︱
在
中
将
関
係
の
章
段
を
中
心
に
し
て
︱
﹂︵﹃
大
和
物
語
の
研
究
﹄︶。
本
書
第
二
章
第
九
節
。

⒄
　
注
⒂
に
同
じ
。

⒅
　
注
⒂
に
同
じ
。

⒆
　
注
⒂
に
同
じ
。

⒇
　
高
橋
正
治
氏
﹃
大
和
物
語  

塙
選
書
﹄︵
塙
書
房
　
昭
和
37
年
10
月
︶、
今
井
源
衛
氏
﹁
大
和
物
語
一
七
三
段
と
花
山
院
﹂︵﹃
花
山
院
の
生
涯
﹄
桜
楓
社
　
昭
和
43
年
7
月
。
改
訂
版
　

昭
和
46
年
12
月
　
後
に
﹃
今
井
源
衛
著
作
集  
第
9
巻  

花
山
院
と
清
少
納
言
﹄︿
笠
間
書
院
　
平
成
19
年
3
月
﹀
に
再
録
︶

㉑
　
雨
海
博
洋
氏
﹁
大
和
物
語
の
伊
勢
物
語
意
識
︱
大
和
一
六
〇
・
一
六
五
段
を
中
心
と
し
た
考
察
︱
﹂︵﹃
論
叢
王
朝
文
学
﹄
笠
間
書
院
　
昭
和
53
年
12
月
　
後
に
﹃
物
語
文
学
の
史

的
論
考
﹄︿
桜
楓
社
　
平
成
3
年
10
月
﹀
に
再
録
︶

㉒
　
高
橋
正
治
氏
﹁
大
和
物
語
の
原
初
形
態
に
関
す
る
試
論
︱
清
輔
の
い
ふ
﹁
和
歌
二
百
七
十
首
其
内
連
歌
三
首
﹂
本
を
め
ぐ
っ
て
︱
﹂︵﹁
国
語
と
国
文
学
﹂
32
巻
6
号
　
昭
和
30
年

6
月
　
後
に
﹃
大
和
物
語  

塙
選
書
﹄
に
再
録
︶
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第
三
節
　﹃
大
和
物
語
﹄
の
宗
于
関
係
章
段

︱
構
成
と
の
関
わ
り
を
中
心
に
し
て
︱

一

大
和
物
語
に
は
帝
か
ら
庶
民
に
至
る
ま
で
、
多
く
の
人
物
が
登
場
し
て
い
る
。
た
だ
、
登
場
す
る
回
数
を
み
る
と
人
物
に
よ
り
差
が
あ
る
。
こ
れ
は
ひ
と
つ
に
作
者
の
人
物
へ

の
関
心
の
程
度
に
も
よ
る
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
人
物
配
置
を
み
る
に
大
き
く
、
連
続
さ
せ
て
い
る
場
合
と
単
独
で
置
か
れ
て
い
る
場
合
と
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
の

中
に
は
単
に
こ
う
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
何
ら
か
の
意
図
で
も
っ
て
そ
う
し
て
い
る
の
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
つ
ま
り
そ
こ
に
は
構
成
意
識
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は

な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
も
と
よ
り
大
和
物
語
の
構
成
や
人
物
考
証
に
つ
い
て
は
今
日
ま
で
諸
先
学
に
よ
り
言
及
さ
れ
、
多
く
の
成
果
を
あ
げ
て
い
る
。
た
だ
、
構
成
に
関

し
て
い
う
な
ら
、
そ
の
多
く
が
各
章
段
の
内
容
面
か
ら
の
考
察
で
あ
り
、
人
物
に
焦
点
を
あ
て
た
考
察
は
少
な
い
。
こ
こ
ら
辺
で
人
物
が
構
成
に
ど
う
関
わ
っ
て
い
る
か
考
え
て

み
る
の
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
。
そ
う
い
う
こ
と
で
、
本
稿
に
お
い
て
は
宗
于
関
係
の
章
段
を
対
象
に
し
て
考
え
て
み
た
い
と
思
う
。

二

さ
て
、
源
宗
于
は
三
十
六
歌
仙
の
一
人
で
、
そ
の
歌
は
百
人
一
首
に
と
ら
れ
て
お
り
、
か
な
り
の
評
価
を
得
た
歌
人
で
あ
る
。
ま
た
、
彼
は
大
和
物
語
の
御
巫
本
と
鈴
鹿
本

に
み
ら
れ
る
附
載
説
話
の
主
人
公
に
も
な
っ
て
お
り
、
注
目
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る(1)
。
し
か
し
、
そ
の
境
遇
は
さ
ほ
ど
恵
ま
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
大
和
物
語
に
お

い
て
彼
に
関
連
す
る
章
段
は
三
〇
～
三
二
、
三
四
、
三
九
、
五
四
、
六
三
、
八
〇
、一
〇
八
～
一
一
〇
、一
一
八
、一
一
九
の
十
三
章
段
に
及
ん
で
い
る
。
こ
れ
は
大
和
物
語
に
あ
っ

て
上
位
に
入
る
。
た
だ
、
こ
れ
ら
の
中
に
は
五
四
、一
〇
八
段
の
よ
う
に
彼
の
名
を
使
っ
て
い
る
に
す
ぎ
ず
、
そ
の
内
容
は
彼
の
息
子
や
娘
が
主
人
公
に
な
っ
て
い
る
章
段
も
あ
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る
。
さ
ら
に
、
一
一
八
、
一
一
九
段
に
至
っ
て
は
彼
の
娘
の
話
に
な
り
、
こ
こ
に
は
宗
于
の
名
も
み
ら
れ
な
い
。
そ
の
意
味
で
は
こ
れ
ら
の
章
段
を
除
外
す
べ
き
か
も
し
れ
な
い
が
、

彼
の
名
を
も
と
に
息
子
や
娘
を
紹
介
し
て
お
り
、
ま
た
彼
の
名
が
み
ら
れ
な
く
て
も
、
そ
の
娘
を
と
り
上
げ
て
い
る
こ
と
自
体
、
宗
于
の
存
在
が
い
か
に
大
き
か
っ
た
か
を
示
し

て
い
よ
う
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
こ
れ
ら
の
章
段
も
無
視
で
き
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

と
も
あ
れ
、
宗
于
は
大
和
物
語
の
中
で
比
較
的
、
多
く
の
章
段
に
登
場
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
作
者
が
注
目
し
て
い
た
人
物
の
一
人
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
こ

と
は
大
和
物
語
の
成
立
事
情
を
探
る
上
で
興
味
深
い
も
の
が
あ
ろ
う
。

各
章
段
の
考
察
に
入
る
前
に
、
宗
于
関
係
の
章
段
に
つ
い
て
現
在
ま
で
の
研
究
状
況
を
俯
瞰
し
て
お
き
た
い
。

ま
ず
評
伝
と
し
て
臼
田
甚
五
郎
氏
の
﹁
源
公
忠
と
源
宗
于
︱
そ
の
人
︱(2)
﹂
と
い
う
論
が
あ
る
。
数
少
な
い
資
料
を
詳
細
に
検
討
さ
れ
て
宗
于
の
生
涯
を
浮
き
彫
り
に
し
て
お
ら

れ
る
。
彼
の
伝
と
し
て
は
唯
一
の
も
の
で
あ
る
。
次
に
岡
部
由
文
氏
に
﹁
大
和
物
語
に
お
け
る
源
宗
于
の
位
置(3)
﹂
と
い
う
論
が
あ
る
。
氏
は
主
題
論
に
迫
る
ひ
と
つ
の
方
法
と
し

て
宗
于
関
係
章
段
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
大
和
物
語
に
は
宗
于
の
華
や
か
な
時
代
が
描
か
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
世
界
か
ら
取
り
残
さ
れ
た
不
遇
時
代
を

描
い
て
い
る
と
言
わ
れ
る
。
そ
し
て
主
題
的
に
み
る
と
、
悲
哀
感
に
満
ち
た
あ
は
れ
の
心
情
を
描
き
出
し
て
い
る
と
考
え
て
お
ら
れ
る
。
こ
の
論
考
は
宗
于
の
登
場
す
る
章
段
を

全
体
に
わ
た
っ
て
考
察
し
た
唯
一
の
も
の
と
言
っ
て
よ
い
。
ま
た
個
々
の
章
段
を
対
象
に
し
た
も
の
に
柳
田
の
﹁
詠
み
手
の
心
︱
﹃
大
和
物
語
﹄
第
三
十
段
︱(4)
﹂
は
三
〇
段
に
あ

る
宗
于
が
詠
ん
だ
﹁
沖
つ
風
﹂
の
歌
に
つ
い
て
、
ひ
と
つ
の
解
釈
方
法
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
従
来
の
解
釈
を
批
判
し
た
も
の
で
、
歌
の
中
で
詠
ん
だ
﹁
海
松
﹂
を
一

般
の
海
松
と
献
上
の
海
松
と
に
分
け
、
前
者
に
宗
于
、
後
者
に
宗
于
の
願
い
を
込
め
て
い
る
と
み
て
、
そ
れ
を
解
釈
に
生
か
し
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
外
、
部
分
的
に
言
及
し
て

い
る
も
の
も
あ
り
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
そ
の
都
度
ふ
れ
て
い
き
た
い
。

宗
于
は
、
か
な
り
多
く
の
章
段
に
登
場
す
る
割
合
に
、
本
格
的
に
そ
れ
を
追
究
し
た
論
は
少
な
い
。
事
実
、﹃
歌
語
り
・
歌
物
語
事
典(5)
﹄
に
は
宗
于
関
係
の
章
段
の
項
を
設
け

て
い
な
い
。
そ
の
意
味
で
先
程
の
岡
部
氏
の
論
考
は
注
目
さ
れ
よ
う
。
た
だ
、
氏
は
︱
こ
れ
は
テ
ー
マ
か
ら
し
て
当
然
な
こ
と
か
も
し
れ
な
い
︱
章
段
が
置
か
れ
た
理
由
や
こ
れ

ら
の
章
段
と
構
成
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。
今
後
は
宗
于
と
い
う
人
物
を
考
え
る
上
で
こ
の
方
面
か
ら
の
考
察
も
必
要
で
あ
ろ
う
。

三

前
述
し
た
よ
う
に
、
宗
于
関
係
の
章
段
は
連
続
す
る
場
合
、
単
独
の
場
合
、
彼
の
子
息
と
い
っ
た
、
三
つ
の
形
で
み
ら
れ
る
。
こ
れ
と
同
じ
よ
う
な
形
で
登
場
す
る
の
は
外
に

亭
子
院
関
係
の
章
段
だ
け
で
あ
る
。
こ
れ
は
宇
多
法
皇
圏
亭
子
院
と

同
一
人
物
。
を
描
く
大
和
物
語
に
あ
っ
て
み
れ
ば
、
し
ご
く
当
然
の
こ
と
と
言
え
る
。
し
て
み
る
と
こ
う
い
う
形
を
と
る
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の
は
亭
子
院
関
係
の
章
段
を
除
け
ば
、
宗
于
関
係
の
章
段
だ
け
と
な
り
、
ま
す
ま
す
彼
の
存
在
は
注
目
し
て
よ
か
ろ
う
。

そ
こ
で
、
ま
ず
宗
于
が
連
続
し
て
登
場
す
る
章
段
に
つ
い
て
み
て
い
き
た
い
。
論
述
の
便
宜
上
、
三
三
段
を
含
め
、
三
〇
段
か
ら
三
四
段
ま
で
を
記
し
て
お
く
。

三
〇
段

　
故
右
京
の
大
夫
宗
于
の
君
、
な
り
い
づ
べ
き
ほ
ど
に
、
わ
が
身
の
え
な
り
い
で
ぬ
こ
と
と
、
思
ひ
た
ま
ひ
け
る
こ
ろ
ほ
ひ
、
亭
子
の
帝
に
、
紀
伊
国
よ
り
石
つ
き
た
る
海

松
を
な
む
奉
り
け
る
を
題
に
て
、
人
々
歌
よ
み
け
る
に
、
右
京
の
大
夫
、

沖
つ
風
ふ
け
ゐ
の
浦
に
立
つ
浪
の
な
ご
り
に
さ
へ
や
わ
れ
は
し
づ
ま
む

三
一
段

お
な
じ
右
京
の
大
夫
、
監
の
命
婦
に
、

よ
そ
な
が
ら
思
ひ
し
よ
り
も
夏
の
夜
の
見
は
て
ぬ
夢
ぞ
は
か
な
か
り
け
る

三
二
段

亭
子
の
帝
に
、
右
京
の
大
夫
の
よ
み
て
奉
り
た
り
け
る
。

あ
は
れ
て
ふ
人
も
あ
る
べ
く
む
さ
し
野
の
草
と
だ
に
こ
そ
生
ふ
べ
か
り
け
れ

ま
た
、時

雨
の
み
降
る
山
里
の
木
の
し
た
は
を
る
人
か
ら
や
も
り
す
ぎ
ぬ
ら
む

と
あ
り
け
れ
ば
、
か
へ
り
み
た
ま
は
ぬ
心
ば
へ
な
り
け
り
。﹁
帝
、
御
覧
じ
て
、﹃
な
に
ご
と
ぞ
。
こ
れ
を
心
え
ぬ
﹄
と
て
僧
都
の
君
に
な
む
見
せ
た
ま
ひ
け
る
と
聞
き
し
か

ば
、
か
ひ
な
く
な
む
あ
り
し
﹂
と
語
り
た
ま
ひ
け
る
。

三
三
段

躬
恒
が
院
に
よ
み
て
奉
り
け
る
。

立
ち
寄
ら
む
木
の
も
と
も
な
き
つ
た
の
身
は
と
き
は
な
が
ら
に
秋
ぞ
か
な
し
き
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三
四
段

右
京
の
大
夫
の
も
と
に
、
女
、

色
ぞ
と
は
お
も
ほ
え
ず
と
も
こ
の
花
は
時
に
つ
け
つ
つ
思
ひ
い
で
な
む

︵
注
︶　
本
文
は
﹃
日
本
古
典
文
学
全
集
大
和
物
語
﹄
に
拠
る
。
以
下
も
同
様
。

三
三
段
が
躬
恒
に
な
っ
て
い
る
以
外
は
宗
于
で
統
一
さ
れ
て
い
る
。
高
橋
正
治
氏
は
﹁
三
十
段
か
ら
三
十
七
段
ま
で
は
﹁
官
位
の
あ
が
ら
な
い
こ
と
を
嘆
く
﹂
と
い
う
内
容
の
群

で
あ
る
。﹁
憂
き
世
の
あ
は
れ
﹂
に
含
ま
れ
る
と
考
え
て
よ
い
。﹂
と
述
べ
て
お
ら
れ
る(6)
。
確
か
に
大
き
く
は
こ
の
内
容
に
含
ま
れ
る
。
し
か
し
、
三
一
、三
四
段
は
官
位
に
関
し

た
こ
と
で
は
な
い
。
そ
の
意
味
で
も
っ
と
細
か
く
分
析
す
る
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

そ
の
三
一
段
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
あ
る
﹁
よ
そ
な
が
ら
﹂
の
歌
は
後
撰
集
に
も
み
ら
れ
る
。
即
ち
、

あ
ひ
し
り
て
侍
り
け
る
中
の
、
彼
も
こ
れ
も
志
は
あ
り
な
が
ら
包
む
事
あ
り
て
え
あ
は
ざ
り
け
れ
ば
、　
　
　  

読
人
し
ら
ず

よ
そ
な
が
ら
思
ひ
し
よ
り
も
夏
の
夜
の
見
は
て
ぬ
夢
ぞ
は
か
な
か
り
け
る

︵
注
︶　
本
文
は
﹃
新
編
国
歌
大
観
﹄
に
拠
る
。

と
あ
っ
て
、
後
撰
集
巻
四
の
夏
部
に
入
っ
て
い
る
。
と
は
い
う
も
の
の
、
こ
の
歌
は
恋
の
色
彩
が
濃
い
も
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
注
目
す
べ
き
は
詠
作
者
が
﹁
読
人
し
ら
ず
﹂
に

な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
に
関
し
、
先
学
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

ま
ず
今
井
源
衛
氏
は
宗
于
と
監
の
命
婦
と
の
、
年
の
差
を
二
十
︱
三
十
歳
ぐ
ら
い
と
み
て
お
ら
れ
、
二
人
の
間
に
恋
愛
関
係
を
生
ず
る
に
さ
し
た
る
不
都
合
は
な
い
と
言
わ

れ
て
い
る(7)
。
し
か
し
、
後
撰
集
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。
次
に
柿
本
奨
氏
は
後
撰
集
の
方
を
訛
伝
と
み
て
お
ら
れ
る(8)
。
一
方
、
雨
海
博
洋
氏
は
歌
語
り
の

過
程
で
読
み
人
し
ら
ず
の
歌
が
宗
于
の
歌
に
仮
託
さ
れ
た
と
さ
れ
る(9)
。
ま
た
、
菊
地
靖
彦
氏
は
先
学
の
考
え
を
検
討
さ
れ
て
、
後
撰
集
を
も
と
に
し
て
の
虚
構
と
言
わ
れ
る(10)
。
さ

ら
に
森
本
茂
氏
は
読
み
人
し
ら
ず
の
﹁
よ
そ
な
が
ら
﹂
の
歌
が
宗
于
作
に
付
会
さ
れ
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
と
言
わ
れ
て
い
る(11)
。

こ
の
よ
う
に
こ
の
章
段
を
め
ぐ
っ
て
は
様
々
な
考
え
が
あ
る
。
で
は
、
こ
こ
を
ど
の
よ
う
に
考
え
た
ら
よ
い
の
か
。
後
撰
集
の
詞
書
が
か
な
り
詳
し
く
詠
作
事
情
を
記
し
て
い

る
の
に
比
べ
て
、
大
和
物
語
は
地
文
に
二
人
の
人
物
の
み
を
記
し
簡
略
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
後
撰
集
の
詞
書
の
方
が
詠
作
事
情
を
正
し
く
伝
え
て
い
る
と
み
て
よ
か

ろ
う
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
二
人
は
何
度
か
会
っ
た
き
り
、
そ
の
後
、
何
ら
か
の
事
情
で
会
う
こ
と
が
で
き
ず
、
あ
る
人
が
詠
ん
だ
歌
で
あ
る
。
思
う
よ
う
に
な
ら
な
い
詠
み
手
の

心
情
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
大
和
物
語
の
場
合
、
歌
意
は
明
ら
か
だ
が
、
こ
の
歌
を
詠
ん
だ
詳
し
い
事
情
は
わ
か
ら
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
﹁
よ
そ
な
が
ら
﹂
の
歌
を
理
解
す
る
に
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は
ま
ず
も
っ
て
後
撰
集
の
詞
書
に
拠
る
べ
き
で
あ
る
。
と
も
あ
れ
、
こ
こ
は
後
撰
集
の
史
実
性
を
考
慮
し
て
雨
海
氏
歌
語
り
に
は

問
題
あ
る
が
、
や
菊
地
氏
の
考
え
に
従
っ
て
お
き
た
い
。

そ
れ
に
し
て
も
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
章
段
を
こ
こ
に
置
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。﹁
見
は
て
ぬ
夢
﹂
と
は
最
後
ま
で
見
な
い
う
ち
に
覚
め
て
し
ま
う
夢
で
あ
り
、
三
〇
、三
二
段
が
と

も
に
官
位
の
上
が
ら
な
い
こ
と
を
嘆
く
内
容
で
心
情
的
に
み
て
三
一
段
に
共
通
す
る
面
が
あ
る
。
そ
れ
に
し
て
も
三
〇
、三
二
段
は
同
じ
こ
と
が
記
さ
れ
、
し
か
も
同
一
人
物
な

の
だ
か
ら
、
な
ぜ
連
続
し
て
配
置
し
な
か
っ
た
の
か
。
こ
れ
と
ほ
ぼ
類
似
し
た
章
段
に
二
六
、五
〇
段
が
あ
る
。
例
え
ば
二
六
段
の
場
合
、
二
五
段
に
明
覚
、
二
八
段
に
戒
仙
と

い
う
よ
う
に
僧
侶
が
登
場
す
る
。
し
た
が
っ
て
僧
侶
関
係
の
章
段
と
い
う
こ
と
で
、
こ
こ
も
続
け
て
し
ま
っ
て
よ
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
な
の
に
二
六
段
に
別
な
人
物
を
配
置
し

て
い
る
の
で
あ
る
。
二
六
段
は
次
の
よ
う
な
内
容
で
あ
る
。

桂
の
み
こ
、
い
と
み
そ
か
に
、
あ
ふ
ま
じ
き
人
に
あ
ひ
た
ま
ひ
た
り
け
り
。
男
の
も
と
に
よ
み
て
お
こ
せ
た
ま
へ
り
け
る
。

そ
れ
を
だ
に
思
ふ
こ
と
と
て
わ
が
宿
を
見
き
と
な
い
ひ
そ
人
の
聞
か
く
に

と
な
む
あ
り
け
る
。

﹁
そ
れ
を
だ
に
﹂
の
歌
は
古
今
集
恋
五
に
﹁
読
人
し
ら
ず
﹂
と
あ
る
。
高
橋
正
治
氏
は
﹃
日
本
古
典
文
学
全
集
大
和
物
語
﹄
の
頭
注
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
も
と
も
と
桂

の
皇
子
の
歌
で
は
な
く
、
読
人
し
ら
ず
の
歌
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
は
そ
れ
を
桂
の
皇
子
の
歌
に
す
り
か
え
た
わ
け
で
、
虚
構
化
と
み
て
よ
か
ろ
う
。
こ
の
章
段
を
こ
こ

に
置
い
た
理
由
に
つ
い
て
私
自
身
、
以
前
に
ふ
れ
た
こ
と
が
あ
る(12)
。
つ
ま
り
地
文
に
﹁
あ
ふ
ま
じ
き
人
﹂
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
は
恋
の
話
を
扱
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
僧
侶
を

連
想
さ
せ
る
。
そ
の
た
め
に
二
五
段
と
二
七
、二
八
段
に
共
通
す
る
話
を
配
置
し
た
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
こ
と
は
僧
侶
関
係
の
章
段
の
連
続
を
避
け
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は

ま
た
ひ
と
つ
の
変
化
を
も
た
せ
る
意
味
も
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

さ
て
、
そ
う
す
る
と
三
一
段
を
置
い
た
理
由
は
身
の
不
遇
の
連
続
と
い
う
こ
と
よ
り
も
変
化
を
も
た
せ
る
た
め
に
、
恋
の
話
の
三
一
段
を
置
い
た
と
み
て
よ
か
ろ
う
。
ま
た
、

三
四
段
も
宗
于
の
話
で
あ
る
か
ら
、
三
二
段
に
続
け
て
し
ま
っ
て
も
よ
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
な
の
に
三
三
段
を
置
い
た
の
は
ど
の
よ
う
な
理
由
か
ら
で
あ
ろ
う
か
。
高
橋

正
治
氏
は
﹁
三
二
段
に
草
木
に
関
す
る
歌
が
あ
る
こ
と
か
ら
宗
于
以
外
の
人
の
話
が
入
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。﹂
と
述
べ
て
お
ら
れ
る(13)
。
確
か
に
そ
の
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
そ

の
こ
と
よ
り
も
こ
こ
は﹁
昇
進
﹂と
い
う
こ
と
で
関
連
づ
け
よ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
か
。つ
ま
り
人
物
よ
り
も
話
の
内
容
で
関
連
さ
せ
た
わ
け
で
あ
る
。三
四
段
が
恋
の
話
に
な
っ

て
い
る
こ
と
を
思
え
ば
な
お
さ
ら
で
あ
る
。
こ
れ
と
同
じ
例
と
し
て
一
三
七
～
一
四
〇
段
を
あ
げ
ら
れ
よ
う
。
こ
の
う
ち
一
三
七
、一
三
九
、一
四
〇
段
に
は
元
良
親
王
が
登
場
し

て
い
る
の
に
、
そ
の
間
に
あ
る
一
三
八
段
だ
け
は
﹁
こ
や
く
し
﹂
と
い
う
別
人
を
置
い
て
い
る
。
ど
う
し
て
こ
う
な
っ
て
い
る
か
と
い
う
と
、
こ
こ
は
恋
の
展
開
を
踏
ま
え
て
章

段
が
配
置
さ
れ
て
お
り
、 

そ
の
た
め
に
人
物
よ
り
も
内
容
に
力
点
を
お
い
た
た
め
に
こ
の
よ
う
な
配
置
に
し
た
わ
け
で
あ
る(14)
。
こ
の
こ
と
も
ひ
と
つ
の
傍
証
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
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四

次
に
単
独
で
配
置
し
て
い
る
三
九
、
六
三
、
八
〇
段
の
各
章
段
に
つ
い
て
み
て
い
き
た
い
。
ま
ず
三
九
段
は
次
の
よ
う
な
内
容
で
あ
る
。

　
伊
勢
の
守
も
ろ
み
ち
の
む
す
め
を
、
た
だ
あ
き
ら
の
中
将
の
君
に
あ
は
せ
た
り
け
る
時
に
、
そ
こ
な
り
け
る
う
な
ゐ
を
、
右
京
の
大
夫
よ
び
い
で
て
、
語
ら
ひ
て
、
朝
に

よ
み
て
お
こ
せ
た
り
け
る
。

お
く
露
の
ほ
ど
を
も
待
た
ぬ
あ
さ
が
ほ
は
見
ず
ぞ
な
か
な
か
あ
る
べ
か
り
け
る

宗
于
が
う
な
ゐ
と
契
り
を
交
わ
し
た
話
で
あ
る
。
次
の
四
〇
段
は
式
部
�
宮
に
淡
い
恋
を
寄
せ
る
う
な
ゐ
の
話
で
あ
る(15)
。
両
章
段
に
う
な
ゐ
が
登
場
し
て
お
り
、
そ
の
関
連
で
置

か
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
両
章
段
と
も
恋
の
話
で
、
そ
れ
以
前
の
章
段
と
は
主
題
が
異
な
る(16)
。
そ
の
最
初
に
宗
于
の
章
段
を
置
い
て
い
る
。
主
題
を
改
め
る
に
あ
た
り
彼
を

持
っ
て
き
た
こ
と
は
、
や
は
り
作
者
の
宗
于
へ
の
関
心
の
高
さ
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
。
確
か
に
主
題
的
に
み
る
と
そ
う
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
突
如
と
し
て
宗
于
の
章
段
を

置
い
て
い
る
わ
け
で
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
前
に
あ
る
章
段
の
内
容
を
継
承
し
つ
つ
、
い
わ
ば
連
想
の
ご
と
く
章
段
の
配
置
が
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
今
、
前
の
章
段
の
内

容
を
ま
と
め
て
み
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

三
三
段
　
昇
進
、
躬
恒
、
院
、
常
緑

三
四
段
　
恋
、
宗
于
、
色

三
五
段
　
堤
中
納
言
、
勅
使
、
院

三
六
段
　
堤
中
納
言
、
勅
使
、
前
斎
宮

三
七
段
　
昇
進
、
身
の
不
遇
、﹁
ひ
と
り
は
殿
上
し
て
、
わ
れ
は
え
せ
ざ
り
け
る
﹂

三
八
段
　﹁
よ
く
も
あ
ら
ぬ
こ
と
﹂、
身
の
不
遇
、﹁
わ
た
の
原
嘆
き
﹂

三
九
段
　
宗
于
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三
三
、三
四
段
に
つ
い
て
は
前
に
述
べ
た
の
で
、
こ
れ
以
降
の
章
段
か
ら
み
て
い
く
。
三
五
、三
六
段
に
は
勅
使
と
し
て
の
堤
中
納
言
が
登
場
す
る
。
こ
れ
は
三
三
段
に
院
が
登

場
す
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
連
想
で
置
か
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
は
三
三
段
に
続
け
て
し
ま
っ
て
も
よ
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
た
だ
そ
う
す
る
と
院
に
関
す
る
話

が
三
章
段
つ
づ
く
と
こ
ろ
か
ら
、
こ
こ
で
も
変
化
を
持
た
せ
る
意
味
で
三
四
段
を
置
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
堤
中
納
言
は
院
と
彼
の
娘
へ
の
勅
使
と
い
う
、
こ
の
上
な
い
恩
恵
に

浴
し
て
い
る
。
そ
の
次
の
三
七
段
は
兄
弟
で
あ
り
な
が
ら
殿
上
の
こ
と
で
明
暗
を
分
け
た
話
で
あ
る
。
殿
上
を
許
さ
れ
た
こ
と
で
は
前
段
に
続
く
の
で
あ
ろ
う
し
、
一
方
、
そ

う
で
な
い
こ
と
で
は
次
の
三
八
段
へ
続
く
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
三
八
段
と
い
う
の
は
一
条
君
な
る
人
物
が
﹁
よ
く
も
あ
ら
ぬ
こ
と
﹂
が
生
じ
主
君
の
も
と
を
去
り
、
壱
岐
の
守

の
妻
と
な
っ
て
下
っ
て
行
っ
た
話
で
あ
る
。
い
わ
ば
悲
し
み
を
背
負
っ
て
の
都
落
ち
と
言
っ
て
も
よ
か
ろ
う
。
こ
の
身
の
不
遇
と
い
う
こ
と
が
三
九
段
の
宗
于
を
呼
び
起
こ
し

て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
彼
女
が
壱
岐
に
下
る
時
に
詠
ん
だ
﹁
た
ま
さ
か
に
﹂
の
歌
に
は
﹁
わ
た
の
原
嘆
き
ほ
に
あ
げ
て
云
々
﹂
と
海
と
嘆
き
が
詠
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ

は
前
述
し
た
三
〇
段
で
宗
于
が
詠
ん
だ
﹁
沖
つ
風
﹂
の
歌
と
素
材
の
点
で
類
似
し
て
い
る
。
大
和
物
語
の
作
者
に
と
っ
て
宗
于
と
い
う
人
物
は
不
遇
者
と
い
う
意
識
︱
こ
れ

に
は
三
〇
段
が
根
底
に
あ
る
︱
が
強
か
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
三
九
段
か
ら
主
題
的
に
は
変
わ
る
も
の
の
、
そ
の
裏
で
は
連
想
的
な
配
置
を
認
め
る
こ
と
が
で
き

よ
う
。

次
に
六
三
段
に
移
る
。
六
三
段
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

　
故
右
京
の
大
夫
、
人
の
む
す
め
を
し
の
び
て
え
た
り
け
る
を
、
親
聞
き
つ
け
て
、
の
の
し
り
て
あ
は
せ
ざ
り
け
れ
ば
、
わ
び
て
か
へ
り
け
り
。
さ
て
、
朝
に
よ
み
て
や
り
け
る
。

さ
も
こ
そ
は
峰
の
嵐
は
荒
か
ら
め
な
び
き
し
枝
を
う
ら
み
て
ぞ
来
し

右
京
の
大
夫
が
人
の
娘
を
ひ
そ
か
に
わ
が
も
の
に
し
た
も
の
の
親
が
聞
き
つ
け
て
逢
わ
せ
な
か
っ
た
の
で
親
に
な
び
い
た
娘
へ
恨
み
の
歌
を
贈
っ
た
話
で
あ
る
。
こ
の
章
段
を
こ

こ
に
置
い
た
の
は
次
の
六
四
段
と
無
関
係
で
は
あ
る
ま
い
。
そ
の
六
四
段
と
い
う
の
は
平
中
が
家
に
愛
人
を
連
れ
て
き
て
、
妻
が
口
や
か
ま
し
く
言
っ
て
そ
の
愛
人
を
追
い
出
し

て
し
ま
い
、
平
中
と
愛
人
は
思
う
よ
う
に
逢
え
な
い
話
で
あ
る
。
両
章
段
と
も
第
三
者
が
介
在
し
、
二
人
が
思
う
よ
う
に
逢
え
な
い
と
い
う
こ
と
で
類
似
し
て
い
る
。
し
か
も
こ

こ
で
も
先
程
の
三
九
段
と
同
じ
よ
う
に
宗
于
の
登
場
す
る
章
段
を
最
初
に
置
い
て
い
る
。
六
四
段
に
は
平
中
と
い
う
好
色
者
が
登
場
し
て
お
り
、
宗
于
と
平
中
と
を
並
べ
て
い
る

の
は
作
者
の
二
人
に
対
す
る
評
価
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
宗
于
の
存
在
は
六
五
段
を
呼
び
起
こ
し
て
い
る
よ
う
だ
。
そ
れ
は
﹁
南
院
の
五
郎
、
三
河
の
守

に
し
て
あ
り
け
る
云
々
﹂
で
始
ま
り
、
宗
于
一
族
の
話
に
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
六
三
段
は
前
段
と
関
係
な
く
置
か
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
実
は
そ
う
で
は
な
く
自
然
な
展
開
が
計
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
思
う
。
今
、
こ
の
周
辺
の
章
段
の
登

場
人
物
や
内
容
を
記
し
て
み
る
と
、

六
一
段
　
昨
日
の
ふ
ぢ
の
　︵
無
常
︶
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六
二
段
　
浄
蔵
、
の
う
さ
ん
の
君
　
　
　
　
　
⎫

六
三
段
　
右
京
の
大
夫
宗
于
、
人
の
む
す
め
　
恋

六
四
段
　
平
中
、
若
き
女
　
　
　
　
　
　
　
　
⎭

の
よ
う
に
な
る
。
六
一
段
は
無
常
が
主
題
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
関
連
で
次
の
六
二
段
に
浄
蔵
と
い
う
僧
侶
が
登
場
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
こ
こ
の
内
容
は
僧
侶
の
恋

0

0

0

0

の
話
で
あ
る
。
六
一
段
の
内
容
を
含
み
つ
つ
も
恋
の
話
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
次
の
六
三
段
が
恋
の
話
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
に
関
連
づ
け
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
﹁
無
常

↓
僧
侶
・
恋
↓
恋
﹂
と
い
う
過
程
を
踏
ん
で
お
り
、
自
然
な
展
開
を
計
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
う
み
て
く
る
と
、
六
三
段
も
先
程
の
三
九
段
と
同
じ
よ
う
に
主
題
的
に
み
る

と
六
四
段
に
類
似
し
、
と
同
時
に
連
想
的
な
配
置
が
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
ら
に
八
〇
段
を
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。
論
述
の
便
宜
上
、
こ
の
前
後
の
章
段
も
記
し
て
お
く
。

七
九
段

ま
た
、
お
な
じ
親
王
に
、
お
な
じ
女
、

こ
り
ず
ま
の
浦
に
か
づ
か
む
う
き
み
る
は
浪
さ
わ
が
し
く
あ
り
こ
そ
は
せ
め

八
〇
段

宇
多
院
の
花
お
も
し
ろ
か
り
け
る
こ
ろ
、
南
院
の
君
達
と
こ
れ
か
れ
集
り
て
、
歌
よ
み
な
ど
し
け
り
。
右
京
の
大
夫
宗
于
、

来
て
見
れ
ど
心
も
ゆ
か
ず
ふ
る
さ
と
の
む
か
し
な
が
ら
の
花
は
散
れ
ど
も

こ
と
人
の
も
あ
り
け
ら
し
。

八
一
段

　
季
縄
の
少
将
の
む
す
め
右
近
、
故
后
の
宮
に
さ
ぶ
ら
ひ
け
る
こ
ろ
、
故
権
中
納
言
の
君
お
は
し
け
る
、
頼
め
た
ま
ふ
こ
と
な
ど
あ
り
け
る
を
、
宮
に
ま
ゐ
る
こ
と
絶
え
て
、

里
に
あ
り
け
る
に
、
さ
ら
に
と
ひ
た
ま
は
ざ
り
け
り
。
内
わ
た
り
の
人
来
た
り
け
る
に
、﹁
い
か
に
ぞ
。
ま
ゐ
り
た
ま
ふ
や
﹂
と
、
問
ひ
け
れ
ば
、
御
文
奉
り
け
る
。

忘
れ
じ
と
頼
め
し
人
は
あ
り
と
聞
く
い
ひ
し
言
の
葉
い
づ
ち
い
に
け
む

と
な
む
あ
り
け
る
。
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八
〇
段
に
つ
い
て
、
高
橋
正
治
氏
は
﹁
恋
の
章
段
で
は
な
く
、
ま
た
前
後
の
人
物
と
も
関
係
な
く
孤
立
し
た
段
章
﹂
と
言
わ
れ
て
い
る(17)
。
確
か
に
内
容
的
に
み
る
と
そ
う
か
も
し

れ
な
い
。
し
か
し
、
景
物
面
か
ら
考
え
る
と
、
七
八
、八
〇
段
は
前
述
の
三
〇
段
の
こ
と
が
作
者
の
脳
裏
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
三
〇
段
に
は
宗
于
と
、
彼
の
不
遇
な
身
を

託
し
た
海
松
が
み
ら
れ
る
。
作
者
と
し
て
は
七
九
段
に
海
松
が
詠
ま
れ
て
い
る
か
ら
、
三
〇
段
の
こ
と
が
脳
裏
に
あ
り
、
そ
の
後
の
八
〇
段
に
宗
于
の
話
を
持
っ
て
き
た
の
で
あ

ろ
う
。
こ
れ
は
ひ
と
つ
の
連
想
と
言
っ
て
よ
か
ろ
う
。
海
松
は
宗
于
を
象
徴
す
る
よ
う
な
景
物
で
あ
っ
た
。

次
の
八
一
段
と
、
八
〇
段
は
ど
の
よ
う
な
関
係
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
七
九
、八
〇
段
の
よ
う
に
は
っ
き
り
と
し
た
も
の
が
み
ら
れ
な
い
。
強
い
て
あ
げ
る
な
ら
ば
、﹁
ふ
る

さ
と

0

0

﹂
と
﹁
里0

に
あ
り
け
る
に
﹂
と
関
連
し
て
お
り
、
そ
れ
と
両
章
段
は
心
情
的
に
類
似
し
て
い
る
面
が
あ
る
。
ま
た
、
八
〇
段
は
人
物
面
か
ら
み
る
と
、

七
八
段

七
九
段
　 

監
の
命
婦

八
〇
段
　
宗
于

八
一
段
　

　
～

　
　 

右
近

八
五
段

の
よ
う
な
位
置
に
あ
る
。
監
の
命
婦
、
右
近
と
い
う
女
性
に
挟
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
二
人
は
大
和
物
語
の
中
に
あ
っ
て
多
く
の
章
段
に
登
場
し
、
作
者
に
と
っ
て
関
心
の
あ
っ
た

人
物
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
た
だ
、
女
性
だ
け
を
連
続
さ
せ
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
間
に
宗
于
の
章
段
を
置
き
、
変
化
を
持
た
せ
、
い
わ
ば
橋
渡
し
的
な
働
き
を
し
て
い
る
の
が

八
〇
段
と
言
え
よ
う
。

と
も
あ
れ
、
八
〇
段
は
﹁
孤
立
章
段
﹂
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
前
後
の
章
段
を
考
慮
し
、
複
雑
な
要
素
が
絡
み
あ
っ
て
置
か
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

五

最
後
に
五
四
、一
〇
八
、一
〇
九
、一
一
八
、一
一
九
の
各
章
段
に
つ
い
て
み
て
い
こ
う
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
こ
の
う
ち
五
四
、一
〇
八
～
一
一
〇
段
は
宗
于
が
主
人
公
に
な
っ

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
彼
は
主
人
公
を
引
き
出
す
た
め
に
使
わ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
ま
た
、
一
一
八
、一
一
九
段
に
は
彼
の
名
は
見
ら
れ
ず
、
そ
の
娘
の
話
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
こ
れ
ら
の
章
段
に
あ
っ
て
宗
于
の
影
は
薄
い
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
章
段
を
置
い
た
の
は
父
親
と
し
て
の
宗
于
の
存
在
が
大
き
か
っ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
こ
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と
は
今
ま
で
み
て
き
た
章
段
か
ら
も
理
解
で
き
よ
う
。

そ
こ
で
、
ま
ず
五
四
段
か
ら
み
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
こ
れ
は
次
の
よ
う
な
内
容
で
あ
る
。

　
右
京
の
大
夫
宗
于
の
君
、
三
郎
に
あ
た
り
け
る
人
、
博
奕
を
し
て
、
親
に
も
は
ら
か
ら
に
も
に
く
ま
れ
け
れ
ば
、
足
の
む
か
む
方
へ
ゆ
か
む
と
て
、
人
の
国
へ
い
き
け
る
。

さ
て
、
思
ひ
け
る
友
だ
ち
の
も
と
へ
よ
み
て
お
こ
せ
た
り
け
る
。

し
を
り
し
て
ゆ
く
旅
な
れ
ど
か
り
そ
め
の
命
知
ら
ね
ば
か
へ
り
し
も
せ
じ

宗
于
の
三
男
が
賭
け
事
を
し
て
親
や
兄
弟
に
も
憎
ま
れ
家
を
出
る
と
い
う
話
で
あ
る
。
こ
の
前
の
五
三
段
が
恋
の
話
で
、
し
か
も
四
七
段
か
ら
五
三
段
ま
で
は
部
分
的
と
は
言
え
、

構
成
意
識
の
み
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る(18)
。
そ
の
意
味
で
五
四
段
か
ら
別
の
話
の
内
容
に
な
る
わ
け
で
あ
る
。

で
は
、
五
四
段
以
降
の
章
段
は
ど
の
よ
う
な
配
置
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
関
連
す
る
事
項
を
拾
っ
て
み
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

五
四
段
﹁
人
の
国
へ
い
き
け
る
﹂﹁
か
り
そ
め
の
命
﹂

五
五
段
﹁
人
の
国
へ
い
き
け
り
﹂﹁
死
に
き
﹂　
　
　
　
　
対
照
的

五
六
段
﹁
年
ご
ろ
は
な
れ
て
、
ま
た
い
き
け
り
﹂　
　
　
　
　
　
　
　
　
兼
盛

五
七
段
﹁
と
か
く
は
ふ
れ
て
、
人
の
国
に
は
か
な
き
所
に
す
み
け
る
﹂　
兼
盛

五
八
段
﹁
陸
奥
の
国
に
て
﹂﹁
京
に
の
ぼ
り
た
り
﹂　
　
　
　
　
　
　
　  

兼
盛

五
九
段
﹁
筑
紫
へ
下
り
け
る
人
﹂　
　
　
　
　
　
　
　
対
照
的

こ
こ
に
は
離
別
の
諸
相
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
章
段
に
は
ひ
と
つ
の
構
成
意
識
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
五
四
、五
五
段
は
地
方
へ
下
っ
た
ら
死
ん
で
も
帰
ら
な
い
と
い

う
強
い
意
志
と
、
地
方
へ
下
り
そ
こ
で
死
ん
だ
と
い
う
悲
劇
的
な
話
と
が
描
か
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
後
の
五
六
、五
七
段
は
別
れ
た
も
の
の
、
も
と
に
も
ど
っ
た
り
、

地
方
か
ら
歌
を
贈
っ
た
り
し
て
い
る
。
さ
ら
に
五
八
段
は
前
段
に
﹁
人
の
国
﹂
と
あ
り
、
こ
れ
が
﹁
陸
奥
の
国
﹂
と
関
連
し
、
五
六
段
か
ら
五
八
段
は
兼
盛
が
主
人
公
に
な
っ
て

い
る
。
た
だ
、
五
八
段
で
は
兼
盛
の
﹁
心
か
け
し
む
す
め
﹂
が
上
京
し
て
い
る
。
し
か
し
、
五
九
段
で
は
男
が
地
方
へ
下
っ
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
五
四
、五
五

段
と
五
六
段
、
五
八
段
と
五
九
段
は
そ
れ
ぞ
れ
内
容
か
ら
み
る
と
対
照
的
に
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
両
者
を
結
ん
で
い
る
の
が
五
七
段
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
と
も
あ
れ
、

こ
れ
ら
の
章
段
の
最
初
に
あ
る
の
が
宗
于
関
係
の
章
段
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
五
四
段
に
あ
る
宗
于
の
息
子
の
歌
は
、
悲
嘆
に
く
れ
、
明
日
に
望
み
の
な
い
心
情
の
吐
露
で
あ
る
。

こ
こ
に
は
父
宗
于
の
姿
が
透
影
さ
れ
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。

次
に
一
〇
八
、一
〇
九
、一
一
〇
段
は
宗
于
の
娘
の
話
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。



394第三章　大和物語の構成

一
〇
八
段

　
南
院
の
い
ま
君
と
い
ふ
は
、
右
京
の
大
夫
宗
于
の
君
の
む
す
め
な
り
。
そ
れ
、
お
ほ
き
お
と
ど
の
内
侍
の
督
の
君
の
御
方
に
さ
ぶ
ら
ひ
け
り
。
そ
れ
を
兵
衛
の
督
の
君
、

あ
や
君
と
聞
え
け
る
時
、
曹
司
に
し
ば
し
ば
お
は
し
け
り
。
お
は
し
絶
え
に
け
れ
ば
、
常
夏
の
枯
れ
た
る
に
つ
け
て
、
か
く
な
む
、

か
り
そ
め
に
君
が
ふ
し
見
し
常
夏
の
ね
も
か
れ
に
し
を
い
か
で
咲
き
け
む

と
な
む
あ
り
け
る
。

一
〇
九
段

　
お
な
じ
女
、
巨
城
が
牛
を
借
り
て
、
ま
た
の
ち
に
借
り
た
り
け
れ
ば
、﹁
奉
り
た
り
し
牛
は
死
に
き
﹂
と
い
ひ
た
り
け
る
返
し
に
、

わ
が
乗
り
し
こ
と
を
や
う
し
と
や
消
え
に
け
む
草
に
か
か
れ
る
露
の
命
は

一
一
〇
段

お
な
じ
女
、
人
に
、

大
空
は
く
も
ら
ず
な
が
ら
神
無
月
年
の
ふ
る
に
も
そ
で
は
ぬ
れ
け
り

宗
于
の
娘
の
話
が
三
章
段
つ
づ
い
て
い
る
。
作
者
の
関
心
の
高
さ
を
物
語
っ
て
い
よ
う
。
今
、
こ
れ
ら
の
章
段
の
前
後
の
章
段
に
お
け
る
登
場
人
物
、
内
容
等
を
記
し
て
み
る
。

一
〇
三
段
　
平
中
　
　
　
︱

︱

内
容
類
似

一
〇
四
段
　
滋
幹
の
少
将
︱

一
〇
五
段
　
中
興
の
近
江
介
が
む
す
め
、
浄
蔵

一
〇
六
段
　
故
兵
部
�
宮
、
中
興
の
近
江
介
が
む
す
め

一
〇
七
段
　
故
兵
部
�
宮
、
こ
と
女
︵
一
〇
六
段
の
要
約
︶

一
〇
八
段
　﹁
南
院
の
今
君
と
い
ふ
は
右
京
の
大
夫
宇
于
の
む
す
め
な
り
﹂
︱

一
〇
九
段
　
南
院
の
今
君
　
内
容
類
似

一
一
〇
段
　
南
院
の
今
君
　
　
　
　
　
　
　
　
　﹁
大
空
は
﹂
の
歌
︱

　
　  

　
︱

内
容
類
似
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一
一
一
段
　
大
膳
の
大
夫
き
ん
ひ
ら
の
む
す
め
　
　
　
　
　
　
︱－　　－

一
一
二
段
　
大
膳
の
大
夫
き
ん
ひ
ら
の
む
す
め
　
　
　
　
　
　
　
　
︱

素
材
、
内
容
類
似

一
一
三
段
　
大
膳
の
大
夫
き
ん
ひ
ら
の
む
す
め
、﹁
大
空
も
﹂
の
歌
︱

　

こ
の
周
辺
は
恋
の
話
に
な
っ
て
い
る
。
南
院
の
今
君
の
章
段
が
な
ぜ
こ
こ
に
配
置
さ
れ
た
か
に
つ
い
て
は
前
後
の
章
段
か
ら
考
え
ね
ば
な
る
ま
い
。
一
〇
三
段
で
平
中
が
登
場
す

る
。
以
下
、
内
容
や
人
物
で
関
連
し
一
〇
七
段
ま
で
続
い
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
一
〇
八
段
か
ら
人
物
で
は
前
段
と
関
わ
り
が
な
い
。
南
院
の
今
君
の
話
は
一
一
〇
段
ま
で
続
い
て
い
る
。
そ
の
後
の
一
一
一
段
か
ら
一
一
三
段
ま
で
は
﹁
大
膳
の

大
夫
き
ん
ひ
ら
の
む
す
め
﹂
の
話
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
一
〇
八
～
一
一
〇
段
と
一
一
一
～
一
一
三
段
と
は
﹁
大
夫
の
娘
﹂
と
い
う
こ
と
で
類
似
し
て
い
る
。
ま
た
、
一
〇
八
段

と
一
一
一
段
は
内
容
の
点
で
、
一
一
〇
、一
一
三
段
に
あ
る
歌
は
素
材
や
内
容
の
点
で
そ
れ
ぞ
れ
類
似
し
て
い
る(19)
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
大
和
物
語
の
作
者
は
意
図
的
に
こ

れ
ら
の
章
段
を
配
置
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
南
院
の
今
君
の
話
を
新
た
な
構
想
で
始
ま
る
最
初
に
置
い
た
の
は
父
宗
于
の
存
在
が
大
き
か
っ
た
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
は
ま
た
、
一
〇
三
段
の
平
中
の
存
在
と
合
わ
せ
、
改
め
て
大
和
物
語
の
作
者
の
宗
于
へ
の
評
価
の
高
さ
を
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

最
後
に
一
一
八
、一
一
九
段
は
次
の
よ
う
な
内
容
で
あ
る
。

一
一
八
段

閑
院
の
お
ほ
い
き
み
、

む
か
し
よ
り
思
ふ
心
は
あ
り
そ
海
の
浜
の
ま
さ
ご
は
か
ず
も
知
ら
れ
ず

一
一
九
段

　
お
な
じ
女
に
、陸
奥
の
国
の
守
に
て
死
に
し
藤
原
の
さ
ね
き
が
よ
み
て
お
こ
せ
た
り
け
る
。
病
い
と
お
も
く
し
て
お
こ
た
り
け
る
こ
ろ
な
り
。﹁
い
か
で
対
面
た
ま
は
ら
む
﹂

と
て
、か

ら
く
し
て
惜
し
み
と
め
た
る
命
も
て
あ
ふ
こ
と
を
さ
へ
や
ま
む
と
や
す
る

と
い
へ
り
け
れ
ば
お
ほ
い
き
み
、
返
し
、

も
ろ
と
も
に
い
ざ
と
は
い
は
で
死
出
の
山
な
ど
か
は
ひ
と
り
こ
え
む
と
は
せ
し

と
い
ひ
た
り
け
り
。
さ
て
来
た
り
け
る
夜
も
、
え
あ
ふ
ま
じ
き
こ
と
や
あ
り
け
む
、
え
あ
は
ざ
り
け
れ
ば
、
か
へ
り
に
け
り
。
さ
て
、
朝
に
、
男
の
も
と
よ
り
い
ひ
お
こ
せ
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た
り
け
る
。

あ
か
つ
き
は
な
く
ゆ
ふ
つ
け
の
わ
び
声
に
お
と
ら
ぬ
音
を
ぞ
な
き
て
か
へ
り
し

お
ほ
い
き
み
、
返
し

あ
か
つ
き
の
ね
ざ
め
の
耳
に
聞
き
し
か
ど
鳥
よ
り
ほ
か
の
声
は
せ
ざ
り
き

一
一
八
、
一
一
九
段
は
こ
れ
以
前
の
章
段
を
意
識
し
て
配
置
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
先
程
の
一
〇
八
～
一
一
〇
段
が
宗
于
の
娘
で
あ
る
南
院
の
今
君
の
話
。

一
一
八
、一
一
九
段
も
彼
の
娘
の
閑
院
の
大
君
の
話
で
あ
る(20)
。
前
述
の
ご
と
く
一
〇
八
～
一
一
三
段
に
は
意
図
的
な
配
置
が
み
ら
れ
た
し
、し
か
も
宗
于
の
娘
の
話
と
い
う
こ
と
で
、

一
一
八
、一
一
九
段
を
も
っ
と
近
く
に
置
い
て
も
よ
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
う
は
せ
ず
に
そ
の
間
に
一
一
四
～
一
一
七
段
を
置
い
て
い
る
。
し
か
も
こ
こ
に
は
内
容

の
上
で
関
連
す
る
点
が
み
ら
れ
る
。
今
、
関
連
す
る
事
項
を
記
し
て
み
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

一
一
三
段
　
公
平
女
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　﹁
ね
こ
そ
な
か
る
れ
﹂

一
一
四
段
　
桂
の
み
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　﹁
ひ
ち
に
け
る
か
な
﹂　﹁
七
夕
の
こ
ろ
﹂

一
一
五
段
　
右
の
大
臣
　
少
弍
の
め
の
と
　
　﹁
露
の
は
か
な
さ
﹂　
　﹁
秋
の
夜
﹂

一
一
六
段
　
公
平
女
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　﹁
死
ぬ
と
て
﹂　
　
　
　﹁
な
み
だ
﹂

一
一
七
段
　
桂
の
み
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　﹁
音
を
の
み
な
く
﹂

一
一
八
段
　
閑
院
の
大
君
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
待
つ
恋

一
一
九
段
　
閑
院
の
大
君

一
一
三
段
か
ら
一
一
七
段
ま
で
語
句
の
上
で
関
連
が
み
ら
れ
る
。
そ
の
中
で
一
一
六
段
の
公
平
女
の
話
を
一
一
三
段
の
直
後
に
置
い
て
い
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
間
に

一
一
四
、一
一
五
段
を
置
き
、
彼
女
の
死
に
至
る
ま
で
の
雰
囲
気
を
形
作
っ
て
い
る
。
ま
た
、
一
一
四
、一
一
七
段
に
桂
の
皇
子
の
話
を
置
い
て
い
る
。
特
に
一
一
七
段
は
一
一
六

段
の
公
平
女
の
死
の
後
に
置
き
、
一
一
八
段
へ
の
中
継
ぎ
の
働
き
を
し
て
い
る
。
一
一
九
段
に
は
虚
構
化
が
み
ら
れ(21)
、
こ
れ
は
前
述
の
宗
于
の
章
段
に
も
み
ら
れ
た
こ
と
で
、
宗

于
女
へ
の
作
者
の
関
心
の
高
さ
が
そ
う
さ
せ
た
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
蛇
足
に
な
る
が
、
一
二
〇
段
は
忠
平
、
仲
平
の
出
世
に
つ
い
て
の
話
で
、
こ
れ
を
配
置
し
た
背
景
に
は
不
遇

な
身
に
あ
っ
た
宗
于
の
こ
と
が
そ
の
背
景
に
あ
る
の
で
あ
ろ
う
。

一
一
八
、一
一
九
段
は
南
院
の
今
君
の
章
段
を
考
慮
に
入
れ
て
こ
こ
に
置
か
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
、
二
人
を
連
続
さ
せ
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
間
に
様
々
な
章
段
を

配
置
す
る
こ
と
で
変
化
を
持
た
せ
、
そ
の
後
に
閑
院
の
大
君
を
登
場
さ
せ
て
い
る
。
そ
し
て
一
一
八
、一
一
九
段
か
ら
新
た
な
主
題
で
始
ま
る
わ
け
で
も
な
く
、
そ
の
位
置
も
宗
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于
の
章
段
か
ら
か
な
り
離
れ
て
い
る
。

六

大
和
物
語
に
お
け
る
宗
于
関
係
の
章
段
に
つ
い
て
先
学
と
は
や
や
異
な
る
視
点
か
ら
考
察
し
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
章
段
か
ら
単
な
る
羅
列
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
ひ
と
つ
の

構
成
意
識
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
た
。
章
段
が
連
続
す
る
場
合
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
単
独
の
場
合
、
宗
于
の
息
子
や
娘
の
場
合
も
構
成
を
考
え
て
配
置
し
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
章
段
は
主
と
し
て
話
の
内
容
が
変
わ
る
最
初
に
置
か
れ
た
り
、
橋
渡
し
の
働
き
を
し
た
り
、
重
き
を
成
し
て
い
た
。
そ
こ
に
は
作
者
の
宗
于
へ
の
関
心
の

高
さ
が
反
映
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
、
こ
こ
で
は
宗
于
関
係
の
章
段
だ
け
を
対
象
に
し
て
考
察
し
て
き
た
が
、
で
き
れ
ば
彼
一
人
で
は
な
く
、
他
の
主
要
な
人
物
に
つ

い
て
調
査
し
、
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
に
し
た
い
。

大
和
物
語
の
登
場
人
物
が
そ
の
構
成
に
ど
う
関
わ
っ
て
い
る
か
に
つ
い
て
は
今
ま
で
そ
れ
ほ
ど
な
さ
れ
て
来
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
今
後
は
こ
の
よ
う
な
方
面
か
ら
の
考
察

も
必
要
で
は
な
い
か
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
考
察
を
積
み
重
ね
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
作
者
の
創
作
意
図
が
徐
々
に
見
え
て
く
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

注
⑴
　
拙
稿
﹁﹃
大
和
物
語
﹄
附
載
説
話
第
二
類
を
め
ぐ
っ
て
﹂︵﹁
古
典
論
叢
﹂
13
号
　
昭
和
58
年
11
月
　
後
に
﹃
大
和
物
語
の
研
究
﹄︿
翰
林
書
房
　
平
成
6
年
2
月
﹀
に
再
録
︶。
本

書
第
一
章
第
六
節
。

⑵
　﹁
國
學
院
雑
誌
﹂
57
巻
6
号
　
昭
和
31
年
12
月
　
後
に
﹃
平
安
歌
人
研
究
﹄︵
三
弥
井
書
店
　
昭
和
51
年
7
月
︶
に
再
録
。

⑶
　﹁
中
古
文
学
﹂
20
号
　
昭
和
52
年
10
月
。

⑷
　﹁
商
学
集
志  

人
文
科
学
編
﹂
24
巻
3
号
　
平
成
5
年
3
月
　
後
に
﹃
国
文
学
年
次
別
論
文
集  

中
古
2  

平
成
5
年
﹄︵
朋
文
出
版
　
平
成
5
年
11
月
︶、﹃
大
和
物
語
の
研
究
﹄
に
そ

れ
ぞ
れ
再
録
。
本
書
第
四
章
第
一
節
。

⑸
　
勉
誠
社
　
平
成
9
年
2
月
。

⑹
　﹃
編新

日
本
古
典
文
学
全
集
大
和
物
語
﹄︵
小
学
館
　
平
成
6
年
12
月
︶
頭
注
。

⑺
　﹁
大
和
物
語
評
釈
・
六
十
四
　
右
京
の
大
夫
宗
于
﹂︵﹁
国
文
学
﹂
13
巻
6
号
　
昭
和
43
年
5
月
　
後
に
﹃
大
和
物
語
評
釈  

上
巻
﹄︿
笠
間
書
院
　
平
成
11
年
3
月
﹀
に
再
録
︶

⑻
　﹃
大
和
物
語
の
注
釈
と
研
究
﹄︵
武
蔵
野
書
院
　
昭
和
56
年
2
月
︶
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⑼
　﹁﹃
大
和
物
語
﹄
の
監
の
命
婦
﹂︵﹃
岡
　
一
男
博
士

頌
寿
記
念
論
集

平
安
朝
文
学
研
究
　
作
家
と
作
品
﹄
有
精
堂
出
版
　
昭
和
46
年
3
月
　
後
に
﹃
歌
語
り
と
歌
物
語
﹄︿
桜
楓
社
　
昭
和
51
年
5
月
﹀
に

再
録
︶

⑽
　﹁﹃
大
和
物
語
﹄
の
﹃
後
撰
集
﹄
歌
章
段
を
め
ぐ
っ
て
﹂︵﹁
米
沢
国
語
国
文
﹂
14
号
　
昭
和
62
年
4
月
　
後
に
﹃
国
文
学
年
次
別
論
文
集  

中
古
2  

昭
和
62
年
﹄︿
朋
文
出
版
　
昭
和
63

年
11
月
﹀、﹃
伊
勢
物
語
・
大
和
物
語
論
攷
﹄︿
鼎
書
房
　
平
成
12
年
9
月
﹀
に
そ
れ
ぞ
れ
再
録
︶

⑾
　﹃
大
和
物
語
全
釈
﹄︵
大
学
堂
書
店
　
平
成
5
年
12
月
︶

⑿
　
拙
稿
﹁
大
和
物
語
の
創
作
方
法
︱
伊
勢
関
係
の
章
段
︱
﹂︵﹁
古
典
論
叢
﹂
18
号
　
昭
和
62
年
8
月
　
後
に
﹃
大
和
物
語
の
研
究
﹄
に
再
録
︶。
本
書
第
二
章
第
八
節
。

⒀
　
注
⑹
に
同
じ
。

⒁
　
注
⑿
に
同
じ
。

⒂
　﹁
桂
の
み
こ
に
、
式
部
�
の
宮
す
み
た
ま
ひ
け
る
時
、
そ
の
宮
に
さ
ぶ
ら
ひ
け
る
う
な
ゐ
な
む
…
…
﹂
と
あ
る
。

⒃
　
高
橋
正
治
氏
は﹁
三
十
段
か
ら
三
十
七
段
ま
で
は﹁
官
位
の
あ
が
ら
な
い
こ
と
を
嘆
く
﹂と
い
う
内
容
の
群
で
あ
る
。﹂と
述
べ
ら
れ
、38
段
を
含
め
て
い
な
い
。
し
か
し
こ
こ
に
は﹁
一

条
の
君
と
い
ひ
て
、
京
極
の
御
息
所
の
御
も
と
に
さ
ぶ
ら
ひ
た
ま
ひ
け
り
。
よ
く
も
あ
ら
ぬ
こ
と
あ
り
て
、
ま
か
で
た
ま
ひ
て
、
壱
岐
の
守
の
妻
に
て
い
ま
す
か
り
て
云
々
﹂
と

い
う
本
文
が
あ
り
、
内
容
が
前
の
章
段
に
類
似
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
こ
の
章
段
も
こ
の
群
に
含
め
て
よ
か
ろ
う
。

⒄
　
注
⑹
に
同
じ
。

⒅
　
拙
稿
﹁﹃
大
和
物
語
﹄
小
考
︱
構
成
意
識
を
め
ぐ
っ
て
の
一
試
論
︱
﹂︵﹁
商
学
集
志  

人
文
科
学
編
﹂
25
巻
1
号
　
平
成
5
年
9
月
　
後
に
﹃
国
文
学
年
次
別
論
文
集  

中
古
2  

平

成
5
年
﹄︿
朋
文
出
版
　
平
成
6
年
11
月
﹀、﹃
大
和
物
語
の
研
究
﹄
に
そ
れ
ぞ
れ
再
録
︶。
本
書
第
三
章
第
一
節
。 

⒆
　
一
〇
八
、一
一
一
段
は
﹁
絶
ゆ
る
恋
﹂
で
、
一
一
〇
、一
一
二
段
は
﹁
時
雨
﹂
が
素
材
に
な
り
、
内
容
は
時
雨
を
思
わ
せ
る
よ
う
に
涙
を
流
す
と
い
う
こ
と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
類
似
し

て
い
る
。

⒇
　
森
本
茂
氏
は
﹁
閑
院
の
大
君
︱
源
宗
于
女
説
批
判
︱
﹂︵﹁
国
語
と
国
文
学
﹂
62
巻
2
号
　
昭
和
61
年
2
月
　
後
に
﹃
大
和
物
語
の
考
証
的
研
究
﹄︿
和
泉
書
院
　
平
成
2
年
10
月
﹀

に
再
録
︶
と
い
う
論
考
で
、
閑
院
の
大
君
に
つ
い
て
宗
于
女
で
は
な
く
、
貞
元
親
王
の
長
女
で
あ
る
と
い
う
説
を
提
出
さ
れ
た
。
今
後
、
検
討
す
べ
き
説
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は

従
来
の
説
に
従
っ
て
宗
于
女
と
と
り
論
を
進
め
て
い
き
た
い
。

㉑
　
注
⑿
に
同
じ
。
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第
四
節
　
大
和
物
語
の
構
成
に
つ
い
て

︱
後
半
の
章
段
を
考
察
の
対
象
と
し
て
︱

一

歌
物
語
の
代
表
的
作
品
の
ひ
と
つ
に
数
え
ら
れ
て
い
る
大
和
物
語
は
、
つ
ね
に
伊
勢
物
語
と
並
び
称
せ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
大
和
物
語
は
伊
勢
物
語

の
陰
に
隠
れ
て
し
ま
い
、
あ
ま
り
重
視
さ
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
原
因
に
は
種
々
の
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
が
、
ひ
と
つ
に
は
伊
勢
物
語
が
在
原
業
平
の
物
語
と
さ
れ
、

歌
道
必
見
の
書
と
し
て
重
視
さ
れ
て
来
た
の
に
対
し
、
大
和
物
語
は
こ
の
よ
う
な
こ
と
に
乏
し
か
っ
た
こ
と
も
あ
げ
ら
れ
よ
う
。
こ
の
よ
う
な
傾
向
は
、
江
戸
時
代
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
つ
い
近
年
ま
で
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
最
近
に
な
っ
て
種
々
の
面
か
ら
考
察
が
加
え
ら
れ
、
そ
れ
な
り
の
評
価
が
な
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
う(1)
。
特
に
大
和
物
語
は
歌
物
語
か
ら
長
編
物
語
へ
移
行

す
る
過
渡
期
の
作
品
に
属
し
、
複
雑
な
面
を
も
有
し
て
い
る
作
品
と
言
え
る
。
と
り
わ
け
、
大
和
物
語
後
半
の
章
段
は
大
方
伝
承
的
に
昔
話
に
素
材
を
得
て
お
り
、
そ
の
よ
う
な

傾
向
は
著
し
い
。
こ
の
現
象
に
つ
い
て
は
世
俗
的
、
散
文
的
精
神
が
自
ら
を
文
芸
的
世
界
へ
高
め
て
行
こ
う
と
す
る
あ
ら
わ
れ
と
諸
家
が
等
し
く
認
め
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、

後
半
の
章
段
に
焦
点
を
あ
て
、
大
和
物
語
の
作
者
が
ど
の
よ
う
な
意
図
で
も
っ
て
構
成
し
て
い
っ
た
か
を
探
る
こ
と
は
興
味
あ
る
事
柄
で
あ
る
と
思
う
。

二

先
程
、
大
和
物
語
の
研
究
は
最
近
、
種
々
の
面
か
ら
考
察
が
加
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
述
べ
た
が
、
こ
と
構
成
に
関
し
た
論
考
は
必
ず
し
も
多
い
と
は
言
え
な
い

注
釈
書
や
校
注
書
に
載
っ
て

い
る
簡
単
な
も
の
は
あ
る
が

。
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そ
こ
で
、
今
ま
で
構
成
を
扱
っ
た
論
考
を
み
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。
ま
ず
高
橋
正
治
氏
に
よ
る
﹁
別
本
大
和
物
語
の
成
立
に
就
い
て
︱
構
成
論
を
基
礎
と
し
た
試
論
︱(2)
﹂

が
あ
っ
た
。
扱
っ
て
い
る
の
は
別
本(3)
で
あ
る
が
、
大
和
物
語
全
体
の
構
成
に
つ
い
て
も
ふ
れ
て
お
ら
れ
る
。
即
ち
、
全
章
段
を
第
一
義
的
章
段
と
副
次
的
章
段
に
分
類
さ
れ

て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
論
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
た
の
が
﹁
大
和
物
語
の
構
成(4)
﹂
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
各
章
段
の
関
連
性
、
そ
こ
に
置
か
れ
た
理
由
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
て

い
る
。

次
に
、
南
波
浩
氏
は

大
和
物
語
の
構
成
な
ら
び
に
構
想
は
、
け
っ
し
て
無
統
一
な
恣
意
の
ま
ま
の
雑
纂
で
は
な
く
、
そ
の
配
列
や
取
材
範
囲
に
お
い
て
、
当
初
か
ら
一
往
の
目
や
す
と
な
る
も
の

を
持
っ
て
い
た
事
が
察
知
さ
れ
る
の
で
あ
る(5)
。

と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
た
だ
、
こ
の
考
え
で
実
際
に
引
用
し
て
い
る
章
段
は
初
段
か
ら
二
四
段
ま
で
で
、
最
後
ま
で
扱
っ
て
い
な
い
の
が
惜
し
ま
れ
る
。

ま
た
、
中
田
武
司
氏
は
﹁
大
和
物
語
の
構
成
形
態(6)
﹂
で
、
後
半
に
あ
る
長
編
の
章
段
の
出
現
理
由
、
大
和
物
語
の
発
想
に
つ
い
て
考
察
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
稲
村
雅
敏
氏

は
﹁
百
四
十
一
段
以
降
に
於
け
る
構
想
に
つ
い
て(7)
﹂
に
お
い
て
、
説
話
の
発
生
年
代
、
個
人
説
話
、
伝
承
的
説
話
に
分
け
、
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
次
の
よ
う
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。

一
四
一
段
～
一
四
六
段
　
載
録
者
と
隔
た
り
の
な
い
時
代

一
四
七
段
～
一
四
九
段
　
伝
承
的
部
分

一
五
〇
段
～
一
五
三
段
　
載
録
者
よ
り
上
代
の
時
代

一
五
四
段
～
一
五
八
段
　
伝
承
的
部
分

一
五
九
段
～
一
六
六
段
　
載
録
よ
り
一
世
代
位
前
の
時
代

一
六
七
段
～
一
六
九
段
　
伝
承
的
部
分

氏
は
一
六
九
段
ま
で
し
か
扱
っ
て
お
ら
れ
な
い
が
、
も
し
一
六
九
段
以
降
が
後
か
ら
増
補
さ
れ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
こ
ま
で
、
ど
の
よ
う
な
意
図
で
も
っ
て
な
さ
れ
た
か
を

考
え
る
べ
き
で
は
あ
る
ま
い
か
。
こ
の
外
、
構
成
を
直
接
、
扱
っ
た
も
の
で
は
な
い
が
、
柿
本
奨
氏
の
﹁
章
段
別
内
容
一
覧
表(8)
﹂
が
あ
り
、
構
成
を
考
え
る
上
で
貴
重
な
資
料

で
あ
る
。

と
も
か
く
、
今
ま
で
の
構
成
に
関
し
た
論
考
は
、
お
お
ま
か
に
な
さ
れ
て
お
り
、
何
故
、
そ
こ
に
置
か
れ
て
い
る
の
か
や
、
各
章
段
と
の
関
連
な
ど
に
つ
い
て
は
比
較
的
希
薄

の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
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三

後
半
の
章
段
を
考
察
の
対
象
と
す
る
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
ど
こ
で
区
分
し
た
ら
よ
い
か
が
ま
ず
問
題
に
な
る
。
後
半
の
章
段
は
漠
然
と
伝
承
的
な
昔
話
か
ら
素
材
を
得
て

い
る
と
は
い
う
も
の
の
、
ど
の
辺
か
ら
そ
う
な
っ
て
い
る
の
か
と
い
う
と
必
ず
し
も
一
定
し
て
い
な
か
っ
た
。
例
え
ば
順
徳
院
の
﹃
八
雲
御
抄
﹄
第
一
に
﹁
大
和
上
下
﹂
と
あ
る
が
、

古
写
本
等
で
二
帖
分
断
が
一
定
か
と
い
う
と
そ
う
で
は
な
い
。
ま
た
、
藤
岡
作
太
郎
氏
は
﹃
国
文
学
全
史
平
安
朝
編
﹄
で
、﹁
こ
の
書
の
体
裁
は
一
変
す
、
そ
の
境
に
滋
春
の
こ
と

を
記
し
た
る
と
こ
ろ
二
箇
条
あ
り
。
そ
の
條
の
後
に
、﹁
仮
初
の
ゆ
き
か
ひ
路
と
ぞ
思
ひ
し
を
今
は
か
ぎ
り
の
門
出
な
り
け
り
﹂
と
い
う
辞
世
の
詠
を
よ
み
て
遠
逝
せ
り
と
い
ふ
は
、

頗
る
伊
勢
物
語
の
結
末
に
似
た
り
﹂
と
述
べ
、
一
四
三
段
あ
た
り
を
境
と
み
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
と
て
そ
の
構
成
や
内
容
か
ら
考
え
て
納
得
で
き
る
も
の
で
は
な
い(9)
。

こ
の
よ
う
な
中
に
あ
っ
て
、
一
四
一
段
説
、
一
四
七
段
が
提
出
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
は
、
そ
の
内
容
か
ら
検
討
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
﹁﹃
大
和
物
語
﹄

小
考
︱
前
半
と
後
半
の
分
け
方
に
つ
い
て
の
一
試
論
︱
﹂︵
本
書
第
三
章
第
二
節
︶
に
譲
る
が
、
私
も
そ
の
中
で
、
先
学
と
は
別
の
視
点
か
ら
考
察
し
、
一
四
一
段
説
を
妥
当
と
考

え
た
。
な
お
松
尾
拾
氏
は
﹁
大
和
物
語
文
体
試
論(10)
﹂
に
お
い
て
、
大
和
物
語
が
ど
の
よ
う
な
資
料
に
基
づ
い
て
成
立
し
た
か
を
考
え
る
た
め
に
、
大
和
物
語
に
お
け
る
﹁
時
﹂
を

表
わ
す
語
を
取
り
出
し
詳
細
に
検
討
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
一
四
一
段
を
境
と
し
て
構
成
上
の
断
層
が
形
態
面
に
も
反
映
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
た
。
こ
れ
は
実
証
的
に
文

体
を
扱
う
こ
と
に
よ
り
得
た
結
果
で
あ
り
、
信
頼
に
値
す
る
も
の
と
思
う
。

以
上
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、一
住
こ
こ
で
は
一
四
一
段
以
降
を
後
半
の
章
段
と
し
て
考
え
て
い
き
た
い
。そ
こ
で
、論
を
進
め
る
便
宜
上
、次
の
よ
う
な
一
覧
表
を
作
成
し
て
み
た
。

区
分

章
段

場
　
　
所

登

　

場

　

人

　

物

⑴

141142143144145146

都都都都

都
︵
行
幸
︶

都
︵
行
幸
︶

大
和
の
掾
　
△
筑
紫
の
女
　
妻
　
よ
ば
ふ
男

△
故
御
息
所
の
御
姉
　
継
母
　
父
親

△
在
次
君
　
五
条
の
御

△
在
次
君

亭
子
の
帝
　
△
し
ろ
　
供
人

亭
子
の
帝
　
△
大
江
玉
淵
女
　
浮
か
れ
女
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⑵

147148149

津
の
国

津
の
国

大
和
の
国

男
　
△
女
　
故
后
宮
　
△
伊
勢
　
そ
の
他
女
房
　
旅
人

△
蘆
刈
の
男
　
△
難
波
の
女

男
　
△
葛
城
の
女
　
今
の
妻

⑶

150151152153

都
︵
行
幸
︶

都
︵
行
幸
︶

都都

△
な
ら
の
帝
　
△
人
麿

△
な
ら
の
帝
　
△
人
麿

△
な
ら
の
帝
　
大
納
言

△
な
ら
の
帝
　
△
嵯
峨
の
帝

⑷

154155156157158

大
和
の
国

陸
奥
の
国

信
濃
の
国

下
野
の
国

大
和
の
国

△
大
和
の
女
　
△
京
の
男

△
大
納
言
の
女
　
△
内
舎
人

△
更
級
の
男
　
妻
　
嫗

△
下
野
の
女
　
男
　
真
楫

男
　
△
女

⑸

159160161162163164165166167168169170171172173

都都都都都都都都都都都都都都都

染
殿
内
侍
　
△
能
有
大
臣

△
染
殿
内
侍
　
△
在
中
将

△
在
中
将
　
二
条
后

△
在
中
将
　
御
息
所
の
御
方

△
在
中
将
　
后
の
宮

△
在
中
将
　
人

弁
の
御
息
所
　
△
在
中
将

△
在
中
将
　
△
女

男
　
△
女

△
良
少
将
　
△
小
野
小
町
　
△
京
極
の
僧
都
　
女

内
舎
人
　
女

△
伊
衡
宰
相
　
故
式
部
�
宮
　
△
兵
衛
命
婦

△
今
の
左
大
臣
　
△
大
和
　
故
式
部
�
宮

亭
子
の
帝
　
△
黒
主

△
良
岑
宗
貞
　
△
女
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︵
注
︶　
△
印
は
、
そ
の
章
段
で
歌
を
詠
ん
で
い
る
人
物
を
示
す
。

一
四
一
段
以
降
の
章
段
を
⑴
か
ら
⑸
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
た
が
、こ
れ
は
場
所
を
基
準
に
し
た
の
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
都
と
地
方
と
が
交
互
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
︵
た

だ
し
一
四
四
段
は
東
の
国
に
な
り
矛
盾
を
き
た
す
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
述
︶。
こ
れ
は
先
程
の
稲
村
氏
の
分
類
に
一
部
を
除
き
一
致
し
て
い
る
。
た
だ
、
氏
の
分
類
の
方
法
に
は
年

代
不
明
の
章
段
も
含
ま
れ
て
お
り
、
矛
盾
な
点
が
で
て
く
る
。
私
自
身
と
し
て
は
両
者
が
交
互
に
織
り
混
ぜ
ら
れ
て
い
る
と
み
た
い
。

⑴

ま
ず
⑴
の
グ
ル
ー
プ
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
よ
う
。
一
四
一
段
に
登
場
す
る
の
は
大
和
の
掾
、
そ
の
妻
、
筑
紫
か
ら
連
れ
て
来
た
女
、
よ
ば
う
男
の
四
人
で
あ
る
。
こ
の
中
で

中
心
的
な
役
割
を
は
た
し
て
い
る
の
は
筑
紫
の
女
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
こ
の
章
段
に
あ
る
和
歌
が
す
べ
て
彼
女
の
詠
作
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
窺
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
章
段
に
あ
る
和
歌
は
、
い
ず
れ
も
檜
垣
嫗
集
に
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
両
者
の
関
係
が
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
檜
垣
嫗
集
に
あ
っ
て
大
和
物
語
と

共
通
す
る
部
分
は
大
和
物
語
か
ら
と
ら
れ
、
か
つ
増
補
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
立
証
さ
れ
て
い
る(11)
。
そ
う
す
る
と
、
筑
紫
か
ら
連
れ
て
来
た
女
は
一
概
に
檜
垣
嫗
と
は
断
定

で
き
な
く
な
る
。
そ
れ
に
し
て
も
片
田
舎
に
あ
っ
て
、
こ
れ
だ
け
の
歌
を
詠
む
の
で
あ
る
か
ら
、
か
な
り
名
の
知
れ
た
女
性
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
﹁
筑
紫
な
り
け
る

女
﹂
は
一
二
九
・
一
三
〇
段
に
も
登
場
す
る
。
し
か
も
こ
の
章
段
に
あ
る
和
歌
は
、
こ
の
一
二
九
、一
三
〇
段
の
歌
を
も
と
に
作
ら
れ
て
い
る(12)
。
そ
れ
に
こ
れ
ら
の
章
段
の
前
に
あ

る
一
二
六
、一
二
七
、一
二
八
段
は
檜
垣
の
御
の
こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
後
に
あ
る
か
ら
大
和
物
語
の
作
者
は
同
じ
人
物
と
し
て
、
少
な
く
と
も
そ
の
よ
う
な
意
識
で
考
え

て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

次
に
一
四
二
段
は
、
美
し
い
女
性
が
継
母
に
育
て
ら
れ
結
婚
も
し
な
い
で
一
生
を
終
え
た
話
で
あ
る
。
そ
の
美
し
い
女
性
と
は
故
御
息
所
の
御
姉
と
い
う
人
物
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
な
書
き
方
を
す
る
と
我
々
は
す
ぐ
に
女
流
歌
人
で
あ
る
伊
勢
を
思
い
出
す
。
事
実
、
異
本
系
統
に
属
す
る
御
巫
本
、
鈴
鹿
本
、
そ
れ
に
勝
命
本
は
い
ず
れ
も
﹁
い
せ
の
か
み

の
む
す
め
の
御
姉
﹂
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
章
段
に
あ
る
﹁
あ
り
は
て
ぬ
﹂
の
歌
は
伊
勢
集
に
見
え
、
さ
ら
に
古
今
集
に
も
平
中
の
作
と
し
て
出
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ

の
章
段
は
虚
構
で
あ
る
こ
と
が
立
証
さ
れ
て
い
る(13)
。

で
は
、
一
四
一
段
と
一
四
二
段
は
ど
の
よ
う
な
関
係
が
あ
る
の
か
。
一
四
一
段
に
お
い
て
、
筑
紫
の
女
は
前
述
の
如
く
檜
垣
嫗
を
暗
示
さ
せ
て
い
る
こ
と
は
事
実
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
に
続
け
る
の
に
は
、
ど
う
し
て
も
著
名
な
女
流
歌
人
を
も
っ
て
く
る
以
外
に
な
い
。
そ
う
す
る
と
作
者
の
脳
裏
に
伊
勢
が
浮
か
ん
だ
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
伊
勢
の
話
を
そ

の
ま
ま
載
せ
る
の
で
は
な
く
、
彼
女
の
姉
に
し
た
て
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
伊
勢
の
姉
と
い
う
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
才
能
の
持
ち
主
で
あ
っ
た
こ
と
は
読
者
に
と
っ
て
、
す
ぐ

想
像
つ
く
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
効
果
を
も
ね
ら
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
、
一
四
一
段
と
一
四
二
段
は
そ
の
冒
頭
に
お
い
て
共
通
す
る
も
の
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
﹁
よ
し

い
ゑ
と
い
ひ
け
る
宰
相
の
は
ら
か
ら
﹂、﹁
故
御
息
所
の
御
姉
お
ほ
い
こ
﹂
と
あ
り
、
い
ず
れ
も
兄
弟
に
つ
い
て
記
し
て
い
る
。
そ
の
上
、
故
御
息
所
の
御
姉
も
よ
し
い
ゑ
も
伊
勢
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の
姉
で
あ
る
と
か
、
橘
良
植
で
は
な
い
か(14)
と
言
う
だ
け
で
は
っ
き
り
と
し
た
証
拠
は
な
い
。
一
四
二
段
は
前
述
の
よ
う
に
虚
構
で
あ
る
こ
と
が
立
証
さ
れ
て
い
る
。
そ
う
す
る
と

一
四
一
段
に
つ
い
て
も
、そ
れ
と
同
じ
こ
と
が
言
え
る
の
で
は
な
い
か
。つ
ま
り
大
和
物
語
の
作
者
は
同
じ
発
想
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
類
似
の
話
を
持
っ
て
来
た
の
で
あ
る
。﹁
よ

し
い
ゑ
と
い
ひ
け
る
宰
相
の
は
ら
か
ら
﹂
は
発
想
の
手
段
に
し
か
す
ぎ
な
か
っ
た
。
あ
く
ま
で
も
筑
紫
の
女
に
中
心
が
あ
り
、
は
っ
き
り
と
名
前
を
出
さ
ず
に
ぼ
か
し
て
い
る
の

は
虚
構
で
も
っ
て
、
こ
れ
か
ら
の
章
段
を
構
成
し
て
い
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う(15)
。
そ
し
て
、
一
四
二
段
の
話
を
後
に
も
っ
て
来
た
の
は
次
の
章
段
に
関
連
づ
け
る

た
め
で
あ
ろ
う
。

一
四
三
段
は
在
次
君
の
話
。
こ
の
章
段
が
こ
こ
に
置
か
れ
た
の
は
、
こ
の
章
段
に
﹁
か
の
在
次
君
の
姉
の
、
伊
勢
の
守
の
妻
に
て
い
ま
す
か
り
け
る
云
々
﹂
と
あ
る
か
ら
、

一
四
二
段
が
御
息
所
の
御
姉
の
こ
と
を
扱
っ
て
お
り
、
こ
れ
は
先
程
、
伊
勢
の
姉
の
こ
と
に
つ
い
て
記
し
た
の
で
は
な
い
か
と
推
定
し
た
。
し
か
も
こ
の
章
段
に
お
い
て
伊
勢
の

守
が
出
て
く
る
こ
と
か
ら
、
一
四
二
段
は
伊
勢
の
姉
の
こ
と
を
記
し
た
こ
と
に
、
も
は
や
疑
う
余
地
は
あ
る
ま
い
。
一
四
四
段
は
在
次
君
が
東
に
下
る
話
で
あ
る
。
こ
の
章
段
の

場
所
は
東
の
国
で
あ
り
、
地
方
に
な
る
。
都
の
中
に
地
方
が
入
っ
て
い
る
こ
と
は
不
自
然
の
感
が
す
る
。
し
か
し
、
こ
の
話
は
あ
く
ま
で
も
そ
の
地
方
に
根
ざ
し
た
も
の
で
は
な

く
都
の
人
が
地
方
に
旅
し
た
に
す
ぎ
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
都
に
準
じ
た
も
の
と
し
て
処
理
で
き
よ
う
。

一
四
五
・
一
四
六
段
は
亭
子
の
帝
が
川
尻
、
鳥
飼
の
院
に
そ
れ
ぞ
れ
行
幸
し
た
こ
と
に
つ
い
て
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
行
幸
の
話
を
も
っ
て
来
た
の
は
、
一
四
四
段
が

旅
す
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
に
関
連
づ
け
た
の
で
あ
ろ
う
。
私
は
こ
れ
ら
の
章
段
の
場
所
を
都
と
し
た
が
、
正
確
に
は
津
の
国
に
な
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
先
程
の
一
四
四
段
と

同
様
に
帝
が
単
に
そ
こ
へ
行
幸
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
ま
た
説
話
的
な
要
素
も
少
な
い
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
都
に
準
じ
た
も
の
と
し
て
処
理
出
来
よ
う
︵
こ
れ
と
同
じ
こ

と
は
一
五
〇
・
一
五
一
段
に
つ
い
て
も
言
え
る
︶
。

さ
て
、
こ
れ
ら
の
章
段
が
こ
の
位
置
に
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
高
橋
氏
は
一
四
四
段
の
末
尾
に
﹁
こ
の
在
次
君
︵
中
略
︶
い
と
あ
は
れ
と
お
も
ひ
け
り
﹂
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
古

人
を
懐
し
む
気
持
ち
が
強
く
表
わ
さ
れ
て
い
る
と
し
、
そ
の
結
果
、
一
四
四
・
一
四
五
段
が
続
く
と
し
て
い
る
。
確
か
に
古
人
を
懐
し
む
気
持
ち
は
出
て
く
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、

も
っ
と
体
系
的
に
章
段
の
関
連
は
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。
私
見
に
よ
る
と
、
⑴
の
グ
ル
ー
プ
は
一
四
六
段
ま
で
と
な
る
。
し
か
も
そ
の
順
序
は
お
お
よ
そ
女
性
、
在
原
滋
春
、

亭
子
の
帝
と
な
り
、
こ
れ
は
帝
を
頂
点
と
し
て
身
分
的
な
配
慮
で
も
っ
て
並
べ
ら
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
後
の
章
段
に
つ
い
て
も
言
え
そ
う
で
あ
る
。
ま
た

一
四
五
・
一
四
六
段
に
お
い
て
、
歌
を
詠
ん
で
い
る
の
は
大
江
玉
淵
女
と
し
ろ
で
あ
る
。
こ
の
二
人
は
、﹃
古
今
和
歌
集
目
録
﹄、﹃
尊
卑
分
脈
﹄
に
よ
る
と
同
一
人
と
出
て
い
る
。

一
方
、
石
井
純
子
氏
は
両
者
を
別
人
と
み
て
お
り
、
さ
ら
に
一
四
六
段
の
大
江
玉
淵
女
も
実
は
玉
淵
女
で
は
な
い
こ
と
を
推
測
さ
れ
て
い
る(16)
。
さ
し
あ
た
っ
て
問
題
に
な
る
両

者
を
別
人
と
し
た
理
由
に
つ
い
て
、
氏
は
﹃
古
今
和
歌
集
目
録
﹄
の
著
者
で
あ
る
藤
原
仲
実
あ
た
り
が
大
和
物
語
に
お
い
て
遊
女
の
話
が
並
べ
て
あ
る
の
で
、
こ
う
考
え
ら
れ
て

き
た
こ
と
を
あ
げ
て
い
る
。
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は
た
し
て
、
い
ず
れ
が
妥
当
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
も
し
も
同
一
人
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
彼
女
の
父
親
の
大
江
玉
淵
は
阿
保
親
王
の
後
裔
に
あ
た
り
、
業
平
や
滋
春
と
は
同

じ
一
族
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
事
実
、
今
井
源
衛
氏
は
同
一
人
と
み
て
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
で
関
連
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
い
る(17)
。
大
和
物
語
後
半
の
⑴
の
グ
ル
ー
プ
に
お

い
て
一
四
二
・
一
四
三
段
あ
た
り
に
は
、
前
述
の
如
く
血
縁
的
な
関
係
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
大
和
物
語
の
作
者
は
そ
の
方
法
を
次
の
一
四
五
・
一
四
六
段
に
も
及
ぼ
し
た

の
で
は
な
い
か
。
思
う
に
、
一
四
五
・
一
四
六
段
の
﹁
し
ろ
﹂
と
﹁
大
江
玉
淵
女
﹂
を
作
者
は
同
一
人
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
た
め
に
も
在
次
君
の
章
段
と
同
じ
く
、

バ
ラ
ン
ス
を
考
え
て
二
章
段
を
配
置
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
な
ぜ
﹁
し
ろ
﹂
と
﹁
大
江
玉
淵
女
﹂
と
別
々
な
名
称
に
し
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
そ
れ
と
こ
れ
ら
の
章
段

は
前
述
の
如
く
、
津
の
国
に
行
幸
す
る
こ
と
で
あ
り
、
一
四
七
段
に
津
の
国
が
出
て
く
る
こ
と
は
何
か
偶
然
と
は
言
え
な
い
面
が
あ
ろ
う
。

と
も
か
く
、
⑴
の
グ
ル
ー
プ
は
お
お
む
ね
女
、
在
次
君
、
帝
と
い
う
よ
う
に
表
面
的
に
は
身
分
的
な
配
慮
で
も
っ
て
配
列
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
上
、
各
章
段
と
も

内
容
面
か
ら
も
関
連
し
合
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

⑵

次
に
⑵
の
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
一
四
七
段
か
ら
一
四
九
段
ま
で
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

ま
ず
一
四
七
・
一
四
八
段
は
津
の
国
に
ま
つ
わ
る
話
で
あ
る
。
一
四
七
段
は
あ
ま
り
に
も
有
名
な
処
女
塚
伝
説
で
あ
る
。
こ
の
話
は
万
葉
集
に
も
載
っ
て
い
る
。
た
だ
、
大
和

物
語
が
万
葉
集
と
異
な
る
と
こ
ろ
は
、
そ
の
構
成
に
お
い
て
三
部
か
ら
成
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
即
ち
伝
説
、
そ
の
伝
説
に
基
づ
い
て
の
詠
歌
、
後
日
譚
と
な
っ
て
い
る
。
処

女
塚
伝
説
は
最
初
の
部
分
だ
け
な
の
で
あ
る
。
特
に
伝
説
に
基
づ
い
て
の
詠
歌
で
は
伊
勢
を
は
じ
め
、
内
親
王
や
女
房
が
登
場
す
る
。
い
わ
ば
、
こ
こ
に
は
宮
廷
サ
ロ
ン
の
姿

が
映
し
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
し
た
の
は
、
前
段
が
亭
子
の
帝
に
関
す
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
に
関
連
づ
け
て
宮
廷
サ
ロ
ン
の
姿
を
も
っ
て
来
た
の
で
あ
ろ
う
。
も
し
、

一
四
七
段
が
処
女
塚
伝
説
の
み
で
終
わ
っ
て
い
た
と
し
た
ら
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
一
四
六
段
か
ら
一
四
七
段
へ
の
移
行
が
あ
ま
り
に
も
唐
突
し
す
ぎ
は
し
ま
い
か
。
そ
の
た
め

一
四
七
段
で
は
⑴
の
都
の
要
素
を
含
ま
せ
つ
つ
、
一
方
で
は
地
方
の
伝
説
を
も
っ
て
く
る
こ
と
に
よ
り
自
然
な
展
開
を
試
み
て
い
る
。

一
四
八
段
は
蘆
刈
り
伝
説
と
し
て
、
こ
れ
ま
た
著
名
な
章
段
で
あ
る
。
こ
れ
は
前
段
の
連
想
か
ら
同
類
の
話
を
載
せ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
前
段
は
宮
廷
サ
ロ
ン
と
伝
説
な
ど

を
記
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
こ
こ
で
は
伝
説
に
の
み
終
始
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
の
は
章
段
間
を
ス
ム
ー
ズ
に
関
連
さ
せ
る
た
め
に
ほ
か
な
る
ま
い
。
そ
う
し
て
、
い
つ
の
間

に
か
一
四
九
段
の
立
田
山
伝
説
に
読
者
を
引
き
入
れ
て
い
る
。
こ
の
章
段
も
ま
た
有
名
な
話
で
あ
る
こ
と
か
ら
前
段
と
共
通
し
て
い
る
。
し
か
も
こ
の
章
段
は
、
大
和
の
国
が
舞

台
に
な
っ
て
い
る
。
な
ぜ
、
こ
こ
に
大
和
の
国
の
話
を
持
っ
て
来
た
の
か
と
い
う
と
、
次
の
一
五
〇
段
か
ら
一
五
三
段
ま
で
は
都
に
な
り
、
都
に
続
け
る
の
に
は
ど
う
し
て
も
大

和
の
国
が
必
要
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
都
に
近
い
国
を
持
っ
て
く
る
こ
と
に
よ
り
、
ス
ム
ー
ズ
に
移
行
す
る
働
き
を
し
て
い
る
と
思
う
の
で
あ
る
。
ま
た
一
四
九
段
の
最
後

に
あ
る
﹁
こ
の
男
は
王
な
り
け
り
﹂︵
た
だ
し
御
巫
本
、
鈴
鹿
本
に
は
﹁
在
中
将
の
事
と
そ
き
こ
え
し
﹂、
勝
命
本
、
支
子
文
庫
本
に
は
﹁
在
中
将
の
こ
と
ゝ
そ
ほ
ん
に
侍
る
﹂
と
あ
る
︶
と
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い
う
本
文
は
在
原
業
平
を
暗
示
し
て
い
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
彼
は
平
城
帝
を
祖
父
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
一
五
〇
段
か
ら
一
五
三
段
ま
で
平
城
帝
に
関
す
る
話
を
持
っ
て

来
て
い
る
と
い
う
考
え
も
あ
る(18)
。
こ
れ
は
先
程
の
一
四
六
・
一
四
七
段
と
ほ
ぼ
同
様
に
考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
も
と
よ
り
妥
当
な
考
え
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

⑵
の
グ
ル
ー
プ
は
、
い
ず
れ
も
地
方
の
著
名
な
伝
説
を
集
め
て
い
る
。
こ
の
部
分
を
前
記
の
如
く
稲
村
雅
敏
氏
は
﹁
伝
承
的
部
分
﹂
と
さ
れ
て
い
る
。
確
か
に
こ
こ
に
は
伝
説

が
集
め
ら
れ
て
い
る
か
ら
そ
う
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
実
際
に
検
討
し
て
み
る
と
各
章
段
は
雑
然
と
並
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
意
図
的
に
な
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

⑶

一
五
〇
段
か
ら
一
五
三
段
ま
で
は
主
人
公
が
す
べ
て
な
ら
の
帝
で
あ
る
。
な
ら
の
帝
に
つ
い
て
は
、
一
五
三
段
が
平
城
天
皇
で
あ
る
こ
と
が
史
実
︵
類
聚
国
史
︶
か
ら
立
証
出

来
る
が
、
こ
れ
以
外
の
章
段
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
り
一
定
し
て
い
な
い
。
と
い
う
の
は
一
五
〇
・
一
五
一
段
に
人
麿
が
登
場
す
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
た
め
種
々
の
帝
が
あ
て
ら

れ
て
き
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
中
で
賀
茂
真
淵
は
、
こ
れ
ら
の
章
段
が
虚
構
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た(19)
。
た
だ
、
根
拠
を
あ
げ
て
い
な
い
の
が
惜
し
ま
れ
る
。
こ
れ
を
受

け
て
、
今
井
源
衛
氏
は
平
安
中
期
に
お
け
る
人
麿
の
年
代
把
握
が
一
般
に
あ
い
ま
い
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
さ
れ
、
な
ら
の
帝
と
人
麿
の
結
び
つ
け
は
十
分
考
え
ら
れ
る
と
し
て

い
る
。
そ
し
て
、
当
時
の
伝
承
を
強
調
し
て
い
る(20)
。

さ
ら
に
雨
海
博
洋
氏
は
、
こ
れ
ら
の
章
段
に
つ
い
て
、
史
実
的
な
面
、
と
り
わ
け
当
時
の
社
会
的
情
勢
や
他
の
文
献
を
あ
さ
り
詳
細
に
検
討
さ
れ
た
。
詳
し
く
は
氏
の
﹁﹃
大

和
物
語
﹂
の
﹁
な
ら
の
帝
﹂(21)
﹂
に
譲
る
が
、
こ
こ
で
は
そ
れ
の
結
論
に
あ
た
る
部
分
を
引
用
し
て
お
こ
う
。

一
五
〇
段
は
采
女
の
入
水
に
ま
つ
わ
る
伝
説
、伝
承
歌
か
ら
成
り
、こ
の
段
の
﹁
な
ら
の
帝
﹂
は
平
城
帝
を
主
と
し
な
が
ら
、桓
武
帝
の
要
素
が
采
女
に
関
し
て
加
わ
っ
て
い
る
。

一
五
一
段
は
前
段
の
平
城
帝
と
柿
本
人
麿
の
組
み
合
せ
を
受
け
、
古
今
集
仮
名
序
、
古
今
歌
を
も
と
に
両
人
の
歌
の
唱
和
の
歌
と
な
り
、
一
五
二
段
で
は
﹁
な
ら
の
帝
﹂
は

桓
武
帝
の
鷹
に
関
す
る
史
的
事
実
を
背
景
に
、﹁
い
は
で
思
ふ
﹂
の
歌
で
平
城
帝
と
結
び
つ
い
て
﹁
な
ら
の
帝
﹂
と
な
っ
て
い
る
が
、
桓
武
帝
の
占
め
る
位
置
は
一
番
大
き
い
。

最
後
の
一
五
三
段
は
平
城
帝
と
の
唱
和
で
、
こ
れ
こ
そ
史
実
そ
の
も
の
で
、﹁
な
ら
の
帝
﹂
は
即
平
城
帝
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
一
五
〇
段
か
ら
一
五
三
段
は
同
じ
帝
が
主
人
公
に
な
っ
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
内
部
に
お
い
て
は
、
か
な
り
意
図
的
に
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
理
解
出

来
よ
う
。
ま
し
て
、
大
和
物
語
の
作
者
が
こ
の
よ
う
な
構
成
を
す
る
こ
と
は
今
ま
で
述
べ
て
来
た
章
段
や
、
こ
れ
か
ら
検
討
し
て
行
く
章
段
を
見
て
も
十
分
考
え
ら
れ
る
と
思
う
。

と
も
か
く
、
こ
の
グ
ル
ー
プ
は
先
学
の
考
え
で
尽
き
る
の
で
、
私
の
入
り
込
む
余
地
は
な
い
が
、
こ
の
グ
ル
ー
プ
が
全
体
︵
一
四
一
段
以
降
を
さ
す
︶
か
ら
み
て
ど
の
よ
う
な

位
置
に
あ
る
か
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

こ
の
グ
ル
ー
プ
は
、
前
述
の
よ
う
に
な
ら
の
帝
で
も
っ
て
統
一
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
他
の
グ
ル
ー
プ
に
比
較
す
る
と
異
質
な
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
の
は
ど
の
よ
う
な
理

由
か
ら
か
。
全
体
か
ら
み
る
と
、
こ
の
グ
ル
ー
プ
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
を
図
式
化
し
て
み
る
と
、
お
お
よ
そ
次
の
よ
う
に
な
る
。
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な
ら
の
帝
の
章
段
を
中
心
に
し
て
、
ほ
ぼ
同
じ
形
態
の
グ
ル
ー
プ
が
左
右
に
置
か
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
︵
一
五
三
段
以
降
の
章
段
に
つ
い
て
は
後
に
述
べ
る
︶
。
つ
ま
り
、
こ
の

グ
ル
ー
プ
は
橋
渡
し
的
な
役
目
を
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
単
に
そ
の
よ
う
に
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
こ
の
グ
ル
ー
プ
は
頂
点
に
据
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
思
う
。
も

し
、
単
な
る
橋
渡
し
だ
け
な
ら
ば
、
何
も
帝
の
話
を
持
っ
て
く
る
必
要
は
あ
る
ま
い
。
や
は
り
、
こ
こ
に
な
ら
の
帝
を
置
い
た
の
は
作
者
の
な
ら
の
帝
へ
の
崇
敬
の
念
の
ご
と
き

意
識
の
現
れ
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
こ
の
よ
う
な
考
え
は
一
四
一
段
以
降
を
後
半
の
章
段
と
見
る
こ
と
に
よ
り
可
能
な
も
の
に
な
る
。
こ
れ
は
偶
然
の
結
果
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
大

和
物
語
の
作
者
は
構
成
に
関
し
て
は
か
な
り
気
を
配
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
今
ま
で
見
て
来
た
章
段
や
、
こ
れ
か
ら
述
べ
て
い
く
章
段
を
見
る
と
理
解
で
き
る
。
そ
れ

な
の
に
偶
然
の
一
致
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
大
和
物
語
の
作
者
は
一
四
一
段
以
降
を
そ
れ
以
前
の
章
段
と
は
別
の
意
識
で
も
っ
て
構
成
し
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な

こ
と
か
ら
、
大
和
物
語
の
後
半
を
一
四
一
段
以
降
と
す
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
ま
た
一
四
一
段
以
降
を
後
半
の
章
段
と
す
る
先
学
の
説
に
対
し
て
の
一
傍
証
と
な
ろ
う
。

な
お
、
こ
の
グ
ル
ー
プ
は
場
所
を
都
と
し
た
が
、
こ
こ
に
登
場
す
る
な
ら
の
帝
が
い
か
な
る
帝
を
さ
す
か
に
よ
っ
て
多
少
の
変
化
が
出
て
く
る
。
例
え
ば
、
な
ら
の
帝
を
文
武
、

聖
武
天
皇
に
と
る
と
当
時
の
都
は
大
和
の
国
に
な
り
、
地
方
に
な
っ
て
し
ま
う
。
ま
た
平
城
、
桓
武
天
皇
に
と
る
と
都
に
な
る
︵
大
和
物
語
の
成
立
を
基
準
に
考
え
て
︶
。
し
か
し
、

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
雨
海
氏
が
前
記
の
論
文
に
お
い
て
、
な
ら
の
帝
は
古
く
か
ら
平
城
帝
と
認
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
や
、
大
和
物
語
の
作
者
の
意
識
に
も
皆
同
一
天
皇
、
す
な

わ
ち
平
城
帝
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
平
城
帝
が
作
者
の
意
識
に
あ
っ
た
こ
と
は
、
疑
う
余
地
は
あ
る
ま
い
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
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都
と
し
て
処
理
す
る
の
が
妥
当
の
よ
う
に
思
う
。

⑷

次
に
⑷
の
グ
ル
ー
プ
を
検
討
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。
⑶
の
グ
ル
ー
プ
、
と
り
わ
け
一
五
三
段
と
一
五
四
段
は
い
か
な
る
関
連
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
は
っ
き
り
し
た
要
素
が
な

い
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
グ
ル
ー
プ
の
最
後
に
大
和
の
国
を
置
い
て
い
る
こ
と
は
地
方
へ
移
る
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
先
程
の
一
四
九
段
と
同
様
に
都
に
近

い
国
を
持
っ
て
く
る
こ
と
に
よ
り
、
唐
突
を
少
な
く
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
後
に
述
べ
る
一
五
八
段
に
つ
い
て
も
言
え
る
こ
と
で
あ
る
。

さ
て
、
一
五
四
・
一
五
五
段(22)
は
い
ず
れ
も
男
が
女
を
盗
ん
で
、
女
が
死
ん
で
し
ま
う
と
い
う
類
似
の
話
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
同
類
の
話
を
持
っ
て
来
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か

も
前
者
は
立
田
山
、
後
者
は
安
積
山
が
そ
れ
ぞ
れ
舞
台
に
な
っ
て
お
り
、
⑶
の
グ
ル
ー
プ
が
都
に
な
り
、
そ
こ
か
ら
近
い
順
に
並
べ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
は
章
段
間
を

ス
ム
ー
ズ
に
す
る
ひ
と
つ
の
技
法
で
も
あ
ろ
う
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
章
段
を
持
っ
て
来
た
の
は
立
田
山
、
安
積
山
と
い
う
、
歌
枕
と
し
て
著
名
な
山
を
持
っ
て
こ
よ
う
と
す
る
意

識
が
大
和
物
語
の
作
者
に
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

次
い
で
一
五
六
段
か
ら
一
五
八
段
ま
で
は
純
粋
な
地
方
の
話
を
集
め
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
章
段
は
、
い
ず
れ
も
幸
福
に
な
る
と
い
う
点
で
共
通
し
て
い
る
。
こ
こ
で
も

同
類
の
話
を
も
っ
て
来
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
は
、
一
五
四
・
一
五
五
段
が
不
幸
に
な
結
末
に
な
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
と
対
照
さ
せ
た
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
こ
れ
か
ら
の
章

段
の
中
で
一
五
六
段
は
異
質
な
も
の
に
な
る
。
と
い
う
の
は
有
名
な
姨
捨
山
が
出
て
く
る
か
ら
で
あ
る
。
一
五
七
・
一
五
八
段
に
は
山
が
出
て
こ
な
い
。
で
は
な
ぜ
、
こ
の
よ
う

な
章
段
を
こ
こ
に
置
い
た
の
か
と
い
う
と
、
一
五
四
・
一
五
五
段
に
立
田
山
、
安
積
山
が
出
て
お
り
、
そ
れ
に
関
連
づ
け
て
姨
捨
山
を
持
っ
て
来
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
う

し
た
山
を
持
っ
て
来
た
と
は
い
う
も
の
の
、
内
容
に
お
い
て
は
一
五
七
・
一
五
八
段
に
関
連
づ
け
て
い
る
。
つ
ま
り
一
五
六
段
は
一
五
四
・
一
五
五
段
と
一
五
七
・
一
五
八
段
と
の

橋
渡
し
を
し
て
い
る
と
言
え
る
。
こ
う
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ス
ム
ー
ズ
に
関
連
し
合
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
一
五
七
段
は
都
を
基
準
に
し
て
、
信
濃
国
よ
り
遠
い
下
野
国

を
配
し
、
一
五
八
段
は
大
和
の
国
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
に
大
和
の
国
を
置
い
た
の
は
次
の
章
段
か
ら
都
の
話
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
こ
で
も
前
述
の
一
四
九
段
や

一
五
四
段
と
同
じ
事
が
言
え
る
。
こ
れ
は
前
に
述
べ
た
こ
と
を
さ
ら
に
強
化
せ
し
め
よ
う
。

⑷
の
グ
ル
ー
プ
は
地
方
の
話
を
集
め
て
い
る
も
の
の
、
各
章
段
聞
は
実
に
綿
密
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
大
和
物
語
の
作
者
が
い
か
に
そ
の
構
成
に
お
い
て
努
力
し
た

か
が
理
解
で
き
よ
う
。

⑸

最
後
に
一
五
九
段
か
ら
一
七
三
段
ま
で
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。
ま
ず
、
一
五
九
段
と
一
六
〇
段
は
染
殿
后
と
交
渉
の
あ
っ
た
男
性
と
の
話
を
載
せ
て
い
る
。
前
者
は
能
有

大
臣
、
後
者
は
在
中
将
で
あ
る
。
そ
し
て
、
一
六
一
段
か
ら
一
六
六
段
ま
で
は
在
中
将
と
女
性
を
め
ぐ
る
話
で
あ
る
。
し
か
も
こ
れ
ら
の
章
段
は
伊
勢
物
語
と
共
通
し
て
お
り
、
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当
然
、
そ
れ
と
の
関
係
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
先
学
の
御
説
が
あ
る(23)
。

と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ら
の
章
段
は
雑
然
と
並
べ
ら
れ
て
い
る
の
か
。
そ
れ
と
も
何
か
意
図
的
な
も
の
を
見
い
出
し
う
る
の
か
。
一
六
一
段
は
一
六
〇
段
の
連
想
か
ら
生
じ
た
章

段
で
あ
る
。
こ
の
章
段
は
伊
勢
物
語
三
段
と
七
六
段
と
が
合
わ
さ
れ
て
、
前
半
は
二
条
后
の
入
内
前
、
後
半
は
入
内
後
の
話
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
し
た
の
は
、
次
の

一
六
二
・
一
六
三
段
と
無
関
係
で
は
な
い
。
大
和
物
語
一
六
二
段
と
伊
勢
物
語
一
〇
〇
段
は
登
場
人
物
の
表
記
に
お
い
て
異
同
が
あ
る
。
伊
勢
物
語
で
は﹁
あ
る
や
ん
ご
と
な
き
人
﹂

と
な
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
大
和
物
語
で
は
﹁
御
息
所
の
御
方
﹂
に
な
っ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
貴
い
人
で
あ
る
こ
と
に
は
違
い
な
い
が
、
大
和
物
語
の
方
が
よ
り
具
体
的
で
あ
る

よ
う
だ
。
つ
ま
り
御
息
所
と
い
う
こ
と
か
ら
、
二
条
后
を
暗
示
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
傾
向
は
次
の
一
六
三
段
に
つ
い
て
も
言
え
る
。
伊
勢
物
語
で
は
単
な
る

人
に
な
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
大
和
物
語
で
は
后
の
宮
に
な
っ
て
い
る
。
大
和
物
語
は
前
段
と
統
一
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

と
も
か
く
、一
六
一
段
で
在
中
将
と
二
条
后
を
印
象
づ
け
一
六
二
・
一
六
三
段
で
入
内
後
の
話
を
載
せ
た
の
で
あ
ろ
う
。し
か
し
な
が
ら
、次
の
一
六
四
段
は
両
者
と
も
人
に
な
っ

て
い
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
今
井
氏
は

一
六
四
段
で
は
、
伊
勢
五
二
段
の
通
り
に
﹁
人
﹂
と
な
っ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
歌
の
内
容
か
ら
み
て
、
沼
地
に
下
り
て
あ
や
め
を
刈
り
歩
く
な
ど
と
は
后
の
身
分
に
ふ
さ
わ

し
く
な
い
か
ら
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
そ
の
為
に
一
六
一
段
以
降
に
一
貫
し
て
い
た
在
中
将
と
二
条
后
の
風
流
譚
と
い
う
主
題
性
は
こ
こ
に
至
っ
て
弱
ま
っ
た
反
面
、
こ
の
段

は
、
次
段
の
在
中
将
と
弁
の
御
息
所
と
の
話
に
移
る
為
の
橋
渡
し
的
な
働
き
を
し
て
い
る
と
も
言
え
よ
う
か(24)
。

と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
も
と
よ
り
妥
当
な
考
え
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
一
六
五
段
は
弁
の
御
息
所
と
在
中
将
の
話
。
次
い
で
、
そ
れ
の
連
想
か
ら
一
六
六
段
は
、
在
中
将
と
あ
る

女
の
話
を
載
せ
て
い
る
。
一
六
五
段
は
在
中
将
の
臨
終
の
こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り
、
連
想
と
は
言
っ
て
も
そ
の
後
に
一
六
六
段
が
く
る
こ
と
は
一
見
、
不
自
然
の
感
じ
が
す
る
。

在
中
将
関
係
の
話
は
一
六
六
段
で
終
わ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
最
後
に
臨
終
の
話
を
持
っ
て
来
る
の
が
自
然
で
は
な
か
ろ
う
か
。
い
わ
ば
、
そ
れ
を
無
視
し
て
ま
で
、
な
ぜ
こ
の
よ

う
に
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
一
六
七
段
に
ス
ム
ー
ズ
に
関
連
づ
け
る
た
め
で
は
な
か
っ
た
の
か
。
前
述
の
如
く
一
六
六
段
は
一
六
五
段
の
連
想
か
ら
在
中
将
と
あ
る
女
の

話
に
な
る
。
女
と
抽
象
化
し
、
そ
の
上
一
六
六
段
と
一
六
七
段(25)
は
、
い
ず
れ
も
男
が
女
に
振
ら
れ
て
し
ま
う
話
を
持
っ
て
く
る
こ
と
に
よ
り
、
両
章
段
を
関
連
さ
せ
て
い
る
の
で

あ
ろ
う
。
と
同
時
に
次
の
一
六
八
段
以
降
の
章
段
と
の
橋
渡
し
を
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う(26)
。

以
上
の
よ
う
に
、
大
和
物
語
に
お
け
る
伊
勢
物
語
関
係
章
段
は
雑
然
と
並
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
意
図
的
に
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
理
解
で
き
た
と
思
う
。

一
六
七
段
以
降
か
ら
別
の
話
に
な
る
。
一
六
七
段
が
こ
こ
に
置
か
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
前
に
述
べ
た
。
一
六
八
段
は
良
少
将
に
つ
い
て
の
話
。
彼
の
話
を
こ
こ
に
載
せ
た
の

は
、
こ
の
中
に
小
野
小
町
が
登
場
す
る
こ
と
な
ど
か
ら
考
え
て
、
前
に
在
中
将
が
出
て
く
る
こ
と
に
も
無
関
係
で
は
あ
る
ま
い
。
ま
た
こ
こ
に
は
内
舎
人
も
登
場
す
る
。
そ
し
て

次
の
一
六
九
段
は
内
舎
人

0

0

0

な
る
人
、
一
七
〇
段
は
伊
衡
の
宰
相

0

0

、
一
七
一
段
は
今
の
左
大
臣

0

0

0

、
一
七
二
段
は
亭
子
の
帝0

傍
点
は

稿
者

と
い
う
よ
う
に
、
こ
れ
ら
は
身
分
的
な
配
慮
で
も
っ
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て
並
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
し
か
も
一
七
〇
・
一
七
一
段
に
故
式
部
�
宮
が
出
て
く
る
こ
と
は
、
一
七
二
段
に
亭
子
の
帝
が
登
場
す
る
こ
と
か
ら
親
子
と
い
う
こ

と
で
、
関
連
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
一
七
二
段
に
亭
子
の
帝
が
登
場
し
て
も
彼
の
歌
は
一
首
も
な
い
。
こ
こ
で
詠
歌
し
て
い
る
の
は
大
友
黒
主
で
あ
る
。
こ
れ
は

⑴
の
グ
ル
ー
プ
の
一
四
五
・
一
四
六
段
と
同
じ
形
に
な
っ
て
い
る
。
次
に
一
七
三
段
は
良
岑
宗
貞
の
話
と
な
る
。
こ
れ
は
一
七
二
段
に
黒
主
が
出
て
く
る
こ
と
と
関
係
が
あ
り
そ

う
だ
。
大
和
物
語
の
後
半
に
お
い
て
は
在
原
業
平
、
小
野
小
町
、
良
岑
宗
貞
、
大
友
黒
主
と
い
う
代
表
的
歌
人
が
名
を
連
ね
て
い
る
。
こ
れ
は
六
歌
仙
と
い
う
、
著
名
な
歌
人
を

配
置
し
よ
う
と
い
う
意
識
が
大
和
物
語
の
作
者
の
脳
裏
に
あ
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
一
六
七
段
以
降
の
章
段
は
そ
の
配
列
に
お
い
て
、
何
か
意
図
的
な
も
の
が
見
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。
先
程
、
身
分
的
な
配
慮
で
並
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か

と
推
測
し
た
が
、
こ
れ
を
は
っ
き
り
と
証
明
す
る
の
に
は
障
害
が
伴
う
。
そ
の
こ
と
と
し
て
一
七
三
段
が
あ
げ
ら
れ
る
。
も
し
、
こ
れ
ら
の
章
段
が
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
実
に
ス

ム
ー
ズ
に
な
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
思
い
起
こ
す
の
が
高
橋
氏
の
説
で
あ
る(27)
。
氏
は
一
六
九
段
が
途
中
で
終
っ
て
い
る
こ
と
に
注
目
さ
れ
、
こ
う
な
っ
て
い
る
の
は
作
者
が
意
図

的
に
し
た
の
で
あ
っ
て
、
こ
う
す
る
こ
と
に
よ
り
、
読
者
の
種
々
の
考
え
を
持
た
せ
る
効
果
を
あ
げ
て
い
る
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
大
和
物
語
の
原
本
は
一
六
九
段
で
終
わ
っ

て
お
り
、
一
六
八
段
と
一
七
〇
段
以
降
を
増
補
と
み
て
お
ら
れ
る
。
し
か
も
一
六
八
段
を
付
加
し
た
人
は
一
六
九
段
の
物
語
末
尾
の
方
法
を
知
る
人
で
あ
り
、
一
六
九
段
の
手
法

を
生
か
す
た
め
に
一
六
八
段
を
一
六
九
段
の
前
に
置
き
一
六
八
段
の
成
立
は
一
七
〇
段
以
降
が
付
加
さ
れ
な
か
っ
た
時
期
で
あ
る
と
考
え
て
お
ら
れ
る
。

氏
は
一
六
八
段
も
そ
う
み
て
お
ら
れ
る
。
増
補
の
時
期
や
方
法
に
つ
い
て
は
多
く
の
曲
節
が
予
想
さ
れ
よ
う
が
、
こ
こ
で
は
一
七
三
段
に
し
ぼ
り
、
こ
れ
ら
が
増
補
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
こ
と
を
裏
付
け
て
み
た
い
。

一
七
三
段
に
つ
い
て
み
る
に
、
勝
命
本
は
こ
の
章
段
を
有
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
今
井
氏
に
よ
る
と
、
こ
れ
の
祖
本
と
言
わ
れ
て
い
る
田
村
本
鎌
倉
初
期

古
写
本
　

に
も
存
在
し
な
い
と
の

こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
章
段
は
文
章
が
全
体
的
に
か
な
り
の
び
の
び
し
て
い
て
、
他
と
趣
の
違
っ
た
点
が
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
高
橋
氏
の
増
補
説
を
支
持
さ
れ
て
い
る(28)
。

御
巫
本
、
鈴
鹿
本
は
一
七
二
段
の
次
に
附
載
説
話
が
あ
り
、
一
七
三
段
は
そ
の
後
に
あ
る
。
一
七
二
段
の
後
に
章
段
こ
そ
異
な
る
が
、
巻
末
に
あ
っ
て
こ
の
よ
う
な
状
況
を
示
し

て
い
る
こ
と
は
、
本
文
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
章
段
に
お
い
て
も
、
か
な
り
流
動
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
単
純
な
こ
と
か
も
し
れ
な
い
が
、
大
和
物
語
の
初
段
は
亭
子
の

帝
の
話
で
あ
り
、
す
る
と
最
後
も
彼
の
話
で
終
わ
る
の
が
自
然
で
は
な
か
ろ
う
か
。

そ
れ
に
、
こ
の
グ
ル
ー
プ
は
⑴
の
グ
ル
ー
プ
と
同
じ
よ
う
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
。
こ
れ
が
偶
然
で
な
い
こ
と
は
⑶
で
述
べ
た
。
し
か
も
、
こ
れ
は
⑴
の
グ
ル
ー
プ
が

身
分
的
な
配
慮
で
並
べ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
推
測
を
確
実
な
も
の
と
し
よ
う
。
た
だ
、
⑸
の
グ
ル
ー
プ
は
在
次
君
か
ら
帝
へ
行
く
過
程
を
見
る
に
、
直
接
行
か
ず
、
一
六
七
～

一
七
一
段
を
置
い
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
章
段
は
前
述
の
如
く
、
ほ
ぼ
身
分
的
配
慮
で
並
べ
ら
れ
て
お
り
、
当
時
の
貴
族
社
会
を
描
い
て
い
る
と
言
え
る
。
そ
の
頂
点
に
帝
を
置
く

の
は
当
然
で
あ
る
。
い
わ
ば
、
こ
れ
ら
の
章
段
は
一
七
二
段
を
引
き
出
す
た
め
に
も
っ
て
来
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
後
半
の
章
段
が
体
系
的
に
配
置
さ
れ
て
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い
る
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
と
、
一
七
三
段
は
⑴
の
グ
ル
ー
プ
と
比
べ
て
み
る
と
矛
盾
を
き
た
し
て
お
り
、
こ
の
こ
と
か
ら
も
一
七
三
段
は
増
補
さ
れ
た
も
の
と
考
え
た
い
。

以
上
の
よ
う
に
、
最
後
の
グ
ル
ー
プ
は
意
図
的
に
構
成
さ
れ
て
は
い
る
が
、
今
ま
で
見
て
来
た
中
で
も
っ
と
も
複
雑
な
様
相
を
呈
し
て
い
た
。
し
か
も
最
後
に
な
っ
て
、
こ
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
大
和
物
語
の
成
立
の
複
雑
な
一
面
を
の
ぞ
か
せ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

四

従
来
、
大
和
物
語
の
構
成
に
つ
い
て
は
、
主
に
内
容
的
な
面
か
ら
わ
ず
か
で
は
あ
る
が
追
究
さ
れ
て
来
た
。
本
稿
で
は
後
半
の
章
段
に
限
定
し
、
し
か
も
各
章
段
の
関
連
と
い

う
こ
と
に
主
眼
を
置
き
、
若
干
の
考
察
を
試
み
た
わ
け
で
あ
る
。

実
際
に
調
査
検
討
し
て
み
る
と
、
大
和
物
語
の
作
者
は
各
方
面
に
気
を
配
っ
て
い
た
こ
と
が
理
解
で
き
た
。
前
に
も
述
べ
た
こ
と
と
重
複
す
る
が
、
後
半
の
章
段
は
都
と
地
方

と
を
交
互
に
配
置
し
、
し
か
も
そ
れ
ら
は
単
な
る
羅
列
で
終
わ
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ
間
や
そ
の
グ
ル
ー
プ
内
に
は
内
容
、
人
物
の
面
で
、
う
ま
く
関

連
さ
せ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
章
段
は
全
体
︵
一
四
一
段
以
降
の
こ
と
︶
か
ら
み
て
体
系
的
に
並
べ
ら
れ
て
い
る
と
思
う
。
こ
の
こ
と
か
ら
大
和
物
語
の
後
半
の
章
段
は

一
四
一
段
以
降
を
指
す
と
い
う
考
え
を
支
持
し
た
い
。

た
だ
、
こ
こ
で
は
後
半
の
章
段
を
対
象
と
し
た
た
め
、
前
半
の
章
段
に
つ
い
て
は
ふ
れ
な
い
で
し
ま
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
し
て
お
き
、
以
上
述
べ
た
こ
と

は
、
あ
く
ま
で
も
ひ
と
つ
の
試
論
で
あ
る
こ
と
を
断
っ
て
、
こ
の
稿
を
終
わ
り
た
い
。

注
⑴
　
拙
稿
﹁
最
近
に
お
け
る
﹃
大
和
物
語
﹄
研
究
文
献
︱
昭
和
41
年
1
月
よ
り
昭
和
47
年
12
月
に
至
る
︱
﹂︵﹁
茨
城
県
立
多
賀
高
等
学
校
紀
要
﹂
1
集
　
昭
和
48
年
7
月
　
後
に
﹃
大

和
物
語
の
研
究
﹄︿
翰
林
書
房
　
平
成
6
年
2
月
﹀、﹃
大
和
物
語
研
究
史
﹄︿
翰
林
書
房
　
平
成
18
年
11
月
﹀
に
そ
れ
ぞ
れ
再
録
︶

⑵
　﹁
国
語
と
国
文
学
﹂
30
巻
2
号
　
昭
和
28
年
2
月
　
後
に
﹃
大
和
物
語  

塙
選
書
﹄︵
塙
書
房
　
昭
和
37
年
10
月
︶
に
再
録
。

⑶
　
御
巫
本
と
鈴
鹿
本
の
こ
と
。

⑷
　﹃
大
和
物
語  

塙
選
書
﹄

⑸
　﹁
大
和
物
語
の
構
成
﹂︵﹃
日
本
古
典
全
書
大
和
物
語
﹄
朝
日
新
聞
社
　
昭
和
36
年
10
月
︶

⑹
　﹃
王
朝
歌
物
語
の
研
究
と
新
資
料
﹄︵
桜
楓
社
　
昭
和
46
年
11
月
︶
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⑺
　﹁
大
和
物
語
探
求
﹂
昭
和
45
年
度
　
二
松
学
舎
大
学
雨
海
ゼ
ミ
。

⑻
　﹃
大
和
物
語
の
注
釈
と
研
究
﹄︵
武
蔵
野
書
院
　
昭
和
56
年
2
月
︶

⑼
　﹁﹃
大
和
物
語
﹄
小
考
︱
前
半
と
後
半
の
分
け
方
︱
﹂︵﹁
解
釈
﹂
32
巻
9
号
　
昭
和
61
年
9
月
　
後
に
﹃
大
和
物
語
の
研
究
﹄
に
再
録
︶。
本
書
第
三
章
第
二
節
。

⑽
　﹁
語
文
﹂
24
輯
　
昭
和
41
年
6
月
。

⑾
　
山
口
博
氏
﹁
檜
垣
嫗
集
論
﹂︵﹃
王
朝
歌
壇
の
研
究
村
上
冷
泉

円
融
朝
篇

﹄
桜
楓
社
　
昭
和
42
年
10
月
︶

⑿
　
拙
稿
﹁
大
和
物
語
に
お
け
る
虚
構
の
方
法
︱
一
四
一
・
一
四
二
・
一
五
四
段
を
例
に
し
て
︱
﹂︵﹁
中
古
文
学
﹂
30
号
　
昭
和
57
年
10
月
　
後
に
﹃
国
文
学
年
次
別
論
文
集  

中
古
2  

昭
和
57
年
﹄︿
朋
文
出
版
　
昭
和
58
年
11
月
﹀、﹃
大
和
物
語
の
研
究
﹄
に
そ
れ
ぞ
れ
再
録
︶。
本
書
第
二
章
第
二
節
。

⒀
　
今
井
源
衛
氏
﹁
大
和
物
語
評
釈
・
三
六
　
あ
り
は
て
ぬ
命
ま
つ
間
の
﹂︵﹁
国
文
学
﹂
10
巻
7
号
　
昭
和
40
年
6
月
　
後
に
﹃
大
和
物
語
評
釈  

下
巻
﹄︿
笠
間
書
院
　
平
成
12
年
2

月
﹀
に
再
録
︶

⒁
　﹃
大
和
物
語
鈔
﹄、﹃
大
和
物
語
抄
﹄、﹃
大
和
物
語
虚
静
抄
﹄
な
ど
。

⒂
　
高
橋
正
治
氏
も
141
段
に
つ
い
て
﹁
宰
相
は
参
議
の
こ
と
で
あ
る
が
、
参
議
の
中
に
は
、
こ
の
名
が
見
当
ら
ず
、
兄
弟
も
条
件
に
あ
て
は
ま
る
も
の
が
な
い
。
未
詳
と
す
べ
き
よ
う

で
も
あ
る
が
、
142
段
と
と
も
に
、
作
り
物
語
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
実
在
の
人
物
を
あ
て
は
め
て
考
え
る
こ
と
は
無
用
か
も
し
れ
な
い
﹂
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
︵﹃
日
本
古
典
文

学
全
集
大
和
物
語
﹄
小
学
館
　
昭
和
47
年
12
月
︶。

⒃
　﹁
大
和
物
語
一
四
五
段
﹃
し
ろ
﹄
と
一
四
六
段
﹃
大
江
玉
淵
女
﹄
は
別
人
か
﹂︵﹁
解
釈
﹂
19
巻
12
号
　
昭
和
48
年
12
月
︶

⒄
　﹁
大
和
物
語
評
釈
・
三
八
　
大
江
の
玉
淵
の
女
﹂︵﹁
国
文
学
﹂
10
巻
10
号
　
昭
和
40
年
8
月
　
後
に
﹃
大
和
物
語
評
釈  

下
巻
﹄
に
再
録
︶

⒅
　
雨
海
博
洋
氏
﹁﹃
大
和
物
語
﹄
の
﹁
な
ら
の
帝
﹂﹂︵﹁
二
松
学
舎
大
学
論
集
︵
昭
和
46
年
度
︶﹂
昭
和
47
年
3
月
　
後
に
﹃
歌
語
り
と
歌
物
語
﹄︿
桜
楓
社
　
昭
和
51
年
9
月
﹀
に
再
録
︶

⒆
　﹃
大
和
物
語
直
解
﹄ ︵﹃
賀
茂
真
淵
全
集  

第
十
八
巻
﹄
解
説
阿
部
俊
子
氏
　
続
群
書
類
従
完
成
会
　
昭
和
56
年
7
月
︶

⒇
　﹁
大
和
物
語
評
釈
・
四
十
四
　
猿
沢
の
池
﹂︵﹁
国
文
学
﹂
11
巻
3
号
　
昭
和
41
年
3
月
　
後
に
﹃
大
和
物
語
評
釈  

下
巻
﹄
に
再
録
︶

㉑
　
注
⒅
に
同
じ
。

㉒
　

155
段
は
内
舎
人
で
あ
る
人
が
安
積
山
へ
行
く
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
も
144
段
と
同
じ
く
、
都
の
人
が
そ
こ
へ
行
っ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
し
、
こ
こ
は
あ
く
ま
で
も
、
そ
こ

へ
行
く
こ
と
よ
り
も
安
積
山
が
中
心
に
な
り
、
そ
こ
で
話
が
展
開
さ
れ
る
。
そ
れ
は
安
積
山
伝
説
と
言
わ
れ
る
所
以
で
も
あ
る
。
し
か
も
前
後
の
章
段
に
立
田
山
、
姨
捨
山
が
出

て
お
り
、
こ
れ
ら
と
も
関
連
づ
け
て
い
る
と
思
う
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
地
方
の
話
と
し
て
処
理
し
た
い
。
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㉓
　
阿
部
秋
生
氏
﹁
伊
勢
物
語
と
大
和
物
語
と
の
関
係
︱
物
語
る
部
分
に
就
い
て
︱
﹂︵﹁
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
﹂
3
巻
4
号
　
昭
和
13
年
4
月
︶、
山
田
清
市
氏
﹁
大
和
物
語
に
お
け

る
伊
勢
物
語
関
係
章
段
に
つ
い
て
﹂︵﹁
平
安
朝
文
学
研
究
﹂
9
号
　
昭
和
38
年
7
月
　
後
に
﹃
伊
勢
物
語
の
成
立
と
伝
本
の
研
究
﹄︿
桜
楓
社
　
昭
和
47
年
4
月
﹀
に
再
録
︶

㉔
　﹁
大
和
物
語
評
釈
・
五
十
一
　
忘
れ
草
﹂︵﹁
国
文
学
﹂
11
巻
13
号
　
昭
和
41
年
11
月
　
後
に
﹃
大
和
物
語
評
釈  

下
巻
﹄
に
再
録
︶
な
ど
。

25
　
こ
の
章
段
は
都
か
地
方
か
を
判
定
す
る
の
に
難
解
で
あ
る
。
そ
れ
は
﹁
人
の
国
に
い
た
づ
ら
に
み
え
け
る
物
ど
も
な
り
け
り
﹂
と
い
う
本
文
を
ど
う
処
理
す
る
か
に
か
か
っ
て
い

る
。
こ
れ
は
次
の
よ
う
に
解
釈
し
た
ほ
う
が
妥
当
で
は
あ
る
ま
い
か
。
つ
ま
り
都
に
い
た
男
が
妻
に
飽
き
が
き
て
、
地
方
の
女
の
も
と
へ
行
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
う
し
て
、
雉
、
雁
、

鴨
と
い
う
地
方
の
産
物
を
、も
と
の
妻
に
送
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
先
程
の
本
文
で
説
明
し
て
い
る
と
思
う
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、あ
く
ま
で
も
都
が
基
盤
に
な
っ
て
い
る
。

26
　﹁
大
和
物
語
の
創
作
方
法
︱
在
中
将
関
係
の
章
段
を
中
心
に
し
て
︱
﹂︵﹃
大
和
物
語
の
研
究
﹄︶。
本
書
第
二
章
第
九
節
。

27
　
注
⑵
に
同
じ
。

㉘
　﹁
大
和
物
語
評
釈
・
六
十
　
蓬
の
宿
﹂︵﹁
国
文
学
﹂
12
巻
12
号
　
昭
和
42
年
10
月
　
後
に
﹃
大
和
物
語
評
釈  

下
巻
﹄
に
再
録
︶
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第
一
節
　
詠
み
手
の
心

︱
﹃
大
和
物
語
﹄
第
三
十
段
︱

＊

私
達
が
古
典
を
読
ん
で
行
く
過
程
で
、
疑
問
な
と
こ
ろ
が
生
じ
る
と
、
多
く
の
場
合
、
辞
書
や
注
釈
書
に
頼
り
解
決
し
よ
う
と
す
る
。
し
か
し
、
注
釈
書
に
あ
た
っ
て
み
る
と
、

実
に
様
々
な
解
釈
を
し
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
ほ
ぼ
同
じ
な
ら
納
得
す
る
が
、
ま
る
で
違
っ
て
い
る
と
、
は
た
し
て
い
ず
れ
が
妥
当
な
の
か
、
迷
っ
て
し

ま
う
こ
と
も
あ
る
。
古
典
を
解
釈
す
る
場
合
、
語
句
を
補
わ
な
い
と
う
ま
く
理
解
で
き
な
い
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
は
ひ
と
つ
に
は
時
代
的
な
隔
た
り
に
も
よ
る
わ
け
で
、
そ
れ
を

埋
め
合
わ
せ
る
場
合
、
注
釈
者
に
よ
り
様
々
な
の
で
あ
る
。
ま
し
て
和
歌
を
解
釈
す
る
場
合
、
そ
の
傾
向
が
一
段
と
強
い
。
そ
こ
に
は
注
釈
者
の
意
思
が
反
映
さ
れ
る
こ
と
も
少

な
く
な
い
。
特
に
現
代
語
に
解
釈
す
る
場
合
、
語
句
の
許
容
範
囲
と
い
う
こ
と
を
考
え
ね
ば
な
る
ま
い
。
そ
れ
は
言
外
に
隠
さ
れ
て
い
る
意
味
を
説
き
明
か
す
こ
と
と
言
っ
て
も

よ
か
ろ
う
。
は
た
し
て
作
者
は
そ
こ
ま
で
考
え
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
い
や
そ
れ
と
は
別
に
こ
の
よ
う
に
考
え
て
い
た
の
で
は
な
い
か
な
ど
と
試
行
錯
誤
を
く
り
返
し
、
作
者

の
心
情
に
迫
っ
て
行
く
の
で
あ
る
。
い
わ
ば
そ
れ
は
作
者
と
対
座
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
方
法
を
講
じ
て
そ
の
秘
密
を
説
き
明
か
そ
う
と
す
る
こ
と
で
あ
る
。

そ
う
い
う
わ
け
で
、
こ
こ
で
は
そ
の
ひ
と
つ
の
ケ
ー
ス
と
し
て
、
大
和
物
語
第
三
十
段
に
あ
る
和
歌
を
取
り
上
げ
、
詠
み
手
の
心
情
に
迫
っ
て
み
た
い
と
思
う
。

＊

大
和
物
語
三
十
段
は
次
の
よ
う
な
内
容
で
あ
る
。

　
故
右
京
の
大
夫
宗
于
の
君
、
な
り
い
づ
べ
き
ほ
ど
に
、
わ
が
身
の
え
な
り
い
で
ぬ
こ
と
と
、
思
ひ
た
ま
ひ
け
る
こ
ろ
ほ
ひ
、
亭
子
の
帝
に
、
紀
伊
国
よ
り
石
つ
き
た
る
海
松
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を
な
む
奉
り
け
る
を
題
に
て
、
人
々
歌
よ
み
け
る
に
、
右
京
の
大
夫
、

沖
つ
風
ふ
け
ゐ
の
浦
に
立
つ
浪
の
な
ご
り
に
さ
へ
や
わ
れ
は
し
づ
ま
む

︵
注
︶
本
文
は
﹃
日
本
古
典
文
学
全
集
﹄
に
拠
る
。

大
和
物
語
に
あ
っ
て
短
い
章
段
に
属
す
る
。
こ
こ
に
あ
る
﹁
沖
つ
風
﹂
の
歌
は
伊
勢
集
を
は
じ
め
、
万
代
集
、
新
千
載
集
に
も
み
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
中
で
、
成
立
的
に
考
え

て
伊
勢
集
と
の
関
係
が
問
題
に
な
る
。
伊
勢
集
に
お
い
て
、﹁
沖
つ
風
﹂
の
歌
が
あ
る
周
辺
は
、
い
わ
ゆ
る
秀
歌
選
の
傾
向
が
強
く
、
後
の
付
加
に
な
る
も
の
と
言
わ
れ
て
い
る(1)
。

私
も
そ
う
み
る
の
が
妥
当
で
あ
る
と
述
べ
た
こ
と
が
あ
る(2)
。
ま
た
、
万
代
集
に
は
雑
二
に
、
新
千
載
集
に
は
恋
四
に
宗
于
の
作
と
し
て
み
ら
れ
る
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
こ
れ

ら
は
大
和
物
語
よ
り
後
に
成
る
も
の
で
あ
る
。
新
千
載
集
の
場
合
、
柿
本
奨
氏
は
伊
勢
集
か
ら
引
か
れ
た
も
の
と
み
て
お
ら
れ
る(3)
。
た
だ
、
彼
の
家
集
で
あ
る
宗
于
集
に
は
こ
の

歌
が
収
め
ら
れ
て
い
な
い
。
宗
于
集
は
古
今
集
、
後
撰
集
か
ら
彼
の
歌
を
抜
粋
し
て
成
立
し
た
よ
う
で
あ
り
、
大
和
物
語
に
あ
る
宗
于
の
歌
を
収
め
て
い
る
の
は
第
四
類
の
尊
経

閣
文
庫
蔵
本
が
有
し
て
い
る
、
三
十
九
段
の
﹁
し
ら
露
の
﹂
の
歌
だ
け
で
あ
る
。
こ
れ
と
て
後
に
増
補
さ
れ
た
も
の
で
あ
る(4)
。
こ
う
み
て
く
る
と
、
宗
于
集
に
大
和
物
語
の
歌
が

と
ら
れ
て
い
な
い
の
は
宗
于
集
編
纂
者
の
何
ら
か
の
考
え
の
反
映
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

す
る
と
、
大
和
物
語
が
成
立
的
に
最
も
古
く
、
も
と
の
姿
を
止
め
て
い
る
と
み
て
よ
か
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
大
和
物
語
の
地
文
に
記
さ
れ
た
詠
作
事
情
を
も
と
に
し
て
そ
の

解
釈
に
あ
た
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
は
周
辺
の
章
段
と
同
じ
よ
う
に
、
官
位
の
上
が
ら
ぬ
こ
と
へ
の
嘆
き
が
そ
の
根
底
に
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う(5)
。
な
お
、
こ
の
章
段
に
お
け
る

諸
本
間
の
本
文
の
異
同
を
確
か
め
て
み
る
と
、
解
釈
上
、
大
き
く
左
右
す
る
と
こ
ろ
は
み
ら
れ
な
い
。

こ
こ
に
あ
る
﹁
沖
つ
風
﹂
の
歌
に
つ
い
て
は
、従
来
、解
釈
の
上
で
そ
れ
ほ
ど
問
題
に
さ
れ
な
か
っ
た
。
こ
こ
で
、あ
え
て
こ
の
章
段
を
と
り
上
げ
た
の
は
、﹁
沖
つ
風
﹂
の
歌
の
﹁
な

ご
り
に
さ
へ
や
わ
れ
は
し
づ
ま
む
﹂
の
と
こ
ろ
を
諸
注
釈
書
に
あ
た
っ
て
み
る
と
、
色
ん
な
ふ
う
に
解
釈
し
て
お
り
、
今
ひ
と
つ
は
っ
き
り
せ
ず
、
は
た
し
て
作
者
の
心
情
は
ど

う
だ
っ
た
か
を
知
り
た
か
っ
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
言
い
換
え
る
と
、
こ
の
歌
を
い
か
に
解
釈
し
た
ら
よ
い
の
か
と
い
う
こ
と
に
も
な
る
。

＊

ま
ず
、
古
注
で
は
ど
の
よ
う
に
解
釈
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。
成
立
順
に
列
挙
し
て
み
よ
う
。

⑴
ふ
け
井
の
浦
紀
伊
国
名
所
也
と
し
ふ
け
て
さ
へ
な
け
き
し
つ
ま
ん
也
と
石
つ
き
た
る
み
る
に
よ
せ
浅
位
の
述
懐
を
奏
し
奉
ら
る
ゝ
也

﹃
大
和
物
語
鈔
﹄
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⑵
此
物
語
の
こ
の
う
た
は
た
ゝ
あ
ら
き
な
み
の
あ
ま
り
な
と
そ
き
こ
え
侍
る
歌
の
心
は
我
身
を
み
な
そ
こ
の
海
松
に
よ
せ
て
な
る
へ
し
石
つ
き
た
る
み
る
を
題
に
て
な
れ
は

也
な
こ
り
に
さ
へ
や
と
い
ふ
に
い
た
く
わ
か
身
に
な
り
い
て
ぬ
事
の
述
懐
み
え
侍
る
か
し

﹃
大
和
物
語
抄
﹄

⑶
こ
こ
も
そ
の
心
に
汐
干
ゆ
け
ど
猶
し
づ
み
て
有
石
に
身
を
そ
へ
た
る
也
た
つ
波
と
先
い
ひ
て
そ
れ
が
ひ
し
ほ
に
な
れ
る
を
次
に
い
ふ
也

﹃
大
和
物
語
直
解
﹄

⑷
下
句
は
身
の
な
り
出
ぬ
事
を
ふ
か
く
歎
息
し
給
ふ
心
見
え
侍
る
に
や

﹃
大
和
物
語
虚
静
抄
﹄

⑸
汐
干
ゆ
け
ど
猶
し
づ
み
て
有
石
に
身
を
そ
へ
た
る
也
立
波
と
は
ま
つ
い
ひ
て
そ
れ
が
ひ
し
ほ
に
な
れ
る
を
次
い
ふ
也

﹃
大
和
物
語
錦
繡
抄
﹄

︵
注
︶　
本
文
は
﹃
大
和
物
語
諸
注
集
成
﹄
に
拠
り
、
傍
線
は
稿
者
が
施
し
た
。
以
下
も
同
じ
。

こ
れ
ら
は
、
⑷
を
除
い
て
そ
の
多
く
が
傍
線
を
施
し
た
よ
う
に
、
海
松
に
宗
于
自
身
を
寄
せ
て
詠
ん
だ
も
の
と
解
釈
し
て
い
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
大
和
物
語
抄
で
は
﹁
石

つ
き
た
る
み
る
を
題
に
て
な
れ
ば
也
﹂
と
言
っ
て
い
る
。
確
か
に
海
松
は
海
中
で
生
息
す
る
も
の
で
あ
り
、
ま
し
て
身
の
不
遇
な
宗
于
に
寄
せ
て
い
る
こ
と
は
十
分
に
理
解
で
き

よ
う
。
た
だ
、
こ
こ
で
注
意
し
て
お
き
た
い
の
は
、
三
十
段
に
み
ら
れ
る
海
松
は
宇
多
帝
の
も
と
に
献
上
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
他
の
海
松
と
は
異
な
り
、
め
で
た
く
帝
の
恩
恵

に
欲
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
関
し
て
は
、
古
注
で
は
一
言
も
ふ
れ
て
い
な
い
。
海
松
を
献
上
し
た
こ
と
か
ら
、
海
松
イ
コ
ー
ル
宗
于
と
と
っ
て
し

ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
地
文
に
あ
る
歌
題
も
そ
の
も
の
に
言
及
し
て
い
る
注
釈
書
も
み
ら
れ
な
い
。
な
お
、
⑷
の
大
和
物
語
虚
静
抄
で
は
海
松
と
ど
う
関
係
し
て
い
る
の

か
明
ら
か
で
な
い
。＊

で
は
、
明
治
以
降
に
刊
行
さ
れ
た
注
釈
書
は
ど
う
か
。
管
見
に
入
っ
た
注
釈
書
を
刊
行
年
代
順
に
列
挙
し
て
み
よ
う
。

⑴
な
ご
り
は
波
残
の
義
に
て
、風
の
止
み
た
る
あ
と
に
、な
ほ
し
づ
ま
ぬ
波
を
い
ふ
。
石
つ
き
た
る
海
松
に
我
が
身
の
な
り
出
で
が
た
く
沈
み
勝
な
る
を
寄
せ
て
述
懐
せ
る
な
り
。

﹃
大
和
物
語
詳
解
﹄
明
治
34
年
8
月
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⑵
紀
州
の
吹
飯
浦
に
沖
風
が
強
く
吹
い
た
後
の
浜
辺
に
打
ち
上
げ
ら
れ
も
し
な
い
で
、
や
は
り
波
の
中
に
沈
ん
で
居
る
石
の
つ
き
た
海
松
の
や
う
に
自
分
も
一
向
世
の
中
に

浮
び
出
ら
れ
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

﹃
全
訳
王
朝
文
学
叢
書  

第
一
巻
﹄
大
正
13
年
6
月

⑶
石
の
着
い
た
海
松
が
そ
の
重
さ
で
吹
飯
浦
に
立
つ
波
の
な
ご
り
に
さ
へ
沈
ん
で
し
ま
ふ
や
う
に
私
も
と
も
す
れ
ば
沈
み
が
ち
で
昇
進
す
べ
き
時
に
も
よ
り
昇
進
せ
ず
に
ゐ

る
こ
と
だ
。

﹃
大
和
物
語
新
釈
﹄
昭
和
6
年
9
月

⑷
吹
飯
の
浦
に
沖
風
が
強
く
吹
い
た
後
の
浜
辺
に
打
ち
上
げ
ら
れ
も
し
な
い
で
、
波
の
中
に
沈
ん
で
い
る
石
の
つ
い
た
海
松
の
や
う
に
、
自
分
も
世
の
中
で
浮
び
出
ら
れ
ず
、

一
向
昇
進
も
で
き
な
い
の
だ
。

﹃
大
和
物
語
詳
解
﹄
昭
和
11
年
5
月

⑸
吹
飯
の
浦
に
沖
風
が
吹
い
た
後
の
浜
辺
に
打
ち
上
げ
ら
れ
も
し
な
い
で
、
や
は
り
波
の
中
に
沈
ん
で
い
る
石
の
つ
い
た
海
松
の
よ
う
に
、
私
も
一
向
に
世
の
中
に
浮
か
び

出
ら
れ
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

﹃
大
和
物
語
新
講
﹄
昭
和
27
年
1
月

⑹
紀
州
の
名
所
吹
飯
の
浦
に
沖
風
が
強
く
吹
い
て
立
っ
た
浪
の
名
残
に
さ
へ
も
浜
辺
に
打
ち
上
げ
れ
ず
、
海
中
に
沈
ん
で
い
る
石
の
つ
い
た
海
松
の
様
に
、
自
分
も
世
に
浮

び
出
ら
れ
ぬ
の
だ
。

﹃
物
語
日
本
文
学
大
和
物
語
﹄
昭
和
29
年
8
月

⑺
吹
井
の
浦
に
立
つ
荒
波
の
引
い
た
後
で
さ
え
浜
辺
の
水
に
身
を
沈
め
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

﹃
日
本
古
典
文
学
大
系
大
和
物
語
﹄
昭
和
32
年
10
月

⑻
沖
か
ら
の
風
が
強
く
吹
い
て
吹
井
の
浦
に
立
つ
荒
浪
の
余
波
に
さ
へ
も
打
ち
上
げ
ら
れ
ず
に
、
石
に
く
っ
つ
い
て
も
沈
ん
で
い
る
海
松
の
や
う
に
私
も
世
に
浮
か
び
出
な

い
で
、
沈
ん
で
ば
か
り
ゐ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

﹃
日
本
古
典
全
書
大
和
物
語
﹄
昭
和
36
年
10
月

⑼
沖
に
風
が
吹
い
て
吹
井
の
浦
に
立
つ
荒
浪
が
引
い
た
後
で
さ
え
、︵
浜
辺
に
う
ち
上
げ
ら
れ
ず
に
︶
こ
の
身
は
海
中
に
沈
ん
で
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。︵
こ
の
よ
う
に
、
年
が

ふ
け
て
か
ら
も
な
お
低
い
位
に
沈
ん
で
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。︶
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﹁
大
和
物
語
評
釈
・
六
十
四
﹂　
昭
和
43
年
5
月

⑽
沖
か
ら
風
が
強
く
吹
き
つ
け
る
吹
井
の
海
岸
に
立
つ
波
の
引
い
た
あ
と
の
残
り
水
に
さ
え
も
私
は
沈
む
の
で
し
ょ
う
か
。
石
つ
き
の
海
松
さ
え
も
こ
う
し
て
拾
い
上
げ
ら

れ
て
い
る
の
に
。

﹃
大
和
物
語  

校
注
古
典
叢
書
﹄
昭
和
48
年
3
月

⑾
沖
か
ら
風
が
吹
い
て
、
吹
井
の
浦
に
波
が
立
ち
ま
す
が
、
石
の
つ
い
た
海
松
の
よ
う
な
私
は
、
そ
の
余
波
に
よ
っ
て
さ
え
浪
打
ち
ぎ
わ
に
も
う
ち
寄
せ
ら
れ
ず
、
底
に
沈

ん
だ
ま
ま
で
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

﹃
日
本
古
典
文
学
全
集
大
和
物
語
﹄
昭
和
47
年
12
月

⑿
深
日
の
浦
に
立
つ
波
の
名
残
に
よ
っ
て
ま
で
も
私
は
沈
む
か
も
し
れ
な
い
。

﹃
大
和
物
語
の
注
釈
と
研
究
﹄
昭
和
56
年
2
月

⒀
波
の
余
波
に
消
え
沈
む
石
に
つ
い
た
海
松
に
よ
せ
て
久
し
く
、
昇
進
も
な
く
、
こ
の
ま
ま
沈
ん
で
ゆ
く
身
の
不
遇
を
訴
え
た
も
の
。

﹃
大
和
物
語  

有
精
堂
校
注
叢
書
﹄
昭
和
63
年
3
月

⒁
︵
こ
の
石
が
海
に
沈
ん
で
い
た
よ
う
に
︶
沖
か
ら
風
が
吹
い
て
き
て
、
吹
井
の
浦
に
立
つ
波
の
余
波
に
よ
っ
て
さ
え
も
、
私
は
沈
ん
で
し
ま
う
の
で
し
ょ
う
か
。

﹃
大
和
物
語
︵
上
︶  

講
談
社
学
術
文
庫
﹄
平
成
18
年
1
月

明
治
以
降
、
大
和
物
語
へ
の
関
心
が
高
ま
り
、
多
く
の
注
釈
書
の
出
現
を
み
た
。
そ
の
解
釈
も
実
に
様
々
で
あ
る
。
で
も
大
き
く
分
け
る
と
三
つ
に
な
る
よ
う
で
あ
る
。
即
ち
、

そ
の
ひ
と
つ
は
歌
そ
の
も
の
に
忠
実
な
解
釈
を
し
た
も
の
で
、
こ
れ
に
は
⑺
、
⑼
、
⑿
が
該
当
し
よ
う
。
こ
れ
は
古
注
の
⑷
と
同
じ
に
な
る
。
次
に
そ
の
幅
を
広
げ
て
海
松
に
宗

于
自
身
を
寄
せ
て
解
釈
し
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
に
は
⑴
、
⑵
、
⑶
、
⑷
、
⑸
、
⑹
、
⑻
、
⑾
、
⒀
、
⒁
が
該
当
し
、
一
番
多
い
。
こ
れ
は
⑷
を
除
い
た
古
注
と
同
じ
に
な

る
。
そ
し
て
、
三
つ
め
が
海
松
に
宗
于
自
身
を
寄
せ
ず
、
海
松
さ
え
も
拾
い
上
げ
ら
れ
て
い
る
の
に
と
解
釈
し
て
い
る
場
合
で
あ
る
。
⑽
が
そ
れ
で
、
こ
の
解
釈
は
一
番
少
な
い
。

た
だ
、
⑿
に
お
い
て
柿
本
氏
は
忠
実
な
解
釈
を
し
て
お
ら
れ
る
が
、
氏
は
﹃
大
和
物
語
の
注
釈
と
研
究
﹄
の
﹁
補
﹂
の
中
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

﹁
立
つ
浪
﹂
は
先
度
の
定
例
除
目
に
譬
え
、
そ
れ
に
漏
れ
て
、
あ
と
︵
な
ご
り
︶
の
小
除
目
︵
臨
時
の
除
目
︶
に
も
、
こ
の
分
で
は
か
か
ら
な
い
、
と
嘆
く
と
見
る
。﹁
沈
む
﹂

は
沈
淪
す
る
意
に
波
に
沈
む
意
を
か
け
、
か
け
た
﹁
沈
む
﹂
は
﹁
波
﹂
の
縁
語
。
石
付
き
の
海
松
を
海
底
に
沈
ん
で
い
た
物
と
見
、
そ
れ
は
拾
い
上
げ
ら
れ
た
の
に
、
自
分

は
そ
の
見
込
み
が
無
い
と
い
う
気
持
ち
を
﹁
我
は
﹂
に
こ
め
て
訴
え
た
。

こ
れ
だ
と
⑽
と
同
じ
に
な
る
。
そ
れ
に
し
て
も
そ
の
あ
い
ま
い
さ
は
否
定
で
き
な
い
と
こ
ろ
で
あ
り
、
先
程
の
解
釈
に
含
め
る
べ
き
で
あ
る
。
た
だ
、
⑽
や
⑿
﹁
補
﹂
を

含
め
て
　
の
よ
う
な
解
釈
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が
生
ま
れ
た
の
は
、
そ
の
見
方
を
変
え
よ
う
と
い
う
意
識
の
現
れ
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

＊

本
文
に
忠
実
と
い
う
点
か
ら
み
る
と
、
最
初
の
解
釈
が
よ
い
。
し
か
し
、
人
間
の
心
ほ
ど
複
雑
な
も
の
は
な
く
、
そ
れ
を
三
十
一
文
字
に
詠
み
込
む
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
言
外

に
も
表
現
し
た
い
こ
と
は
当
然
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
ま
た
、
歌
の
み
な
ら
ば
、
そ
う
処
理
し
て
も
よ
か
ろ
う
が
、
こ
こ
は
歌
を
詠
ん
だ
、
い
き
さ
つ
を
記
し
た
重
要
な
働
き
を

し
て
い
る
地
文
が
あ
り
、
そ
れ
と
一
体
に
し
て
解
釈
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
そ
こ
に
は
歌
題
が
示
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
中
に
は
﹁
海
松
﹂
が
出
て
く
る
わ
け
で
あ
る
か
ら
、

そ
れ
を
含
ま
せ
て
そ
う
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
点
か
ら
い
う
と
、
最
初
の
解
釈
に
は
物
足
り
な
さ
を
感
じ
る
。
そ
の
点
、
二
番
目
の
解
釈
は
宗
于
自
身
を
海
松
に
寄
せ
て
お
り
、

一
歩
進
ん
で
い
る
。
さ
ら
に
三
番
目
の
解
釈
は
、
海
松
は
海
松
で
も
恩
恵
に
欲
し
た
海
松
が
そ
こ
に
生
か
さ
れ
て
い
る
。

先
程
、
こ
の
歌
を
解
釈
す
る
場
合
、
地
文
と
一
体
に
な
っ
て
そ
う
す
べ
き
こ
と
を
述
べ
た
。
し
か
も
そ
こ
に
は
歌
題
が
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
部
分
を
先
学
は
ど
う

と
ら
え
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
箇
所
を
列
挙
し
て
み
よ
う
。

⑴
亭
子
院
に
紀
伊
国
か
ら
石
に
着
い
て
居
る
海
松
を
献
上
し
た
の
を
題
と
し
て
、
人
々
が
歌
を
詠
ん
だ
。
　

―
全
訳
王
朝
文
学
叢
書

―

⑵
宇
多
天
皇
の
許
に
、
紀
伊
国
か
ら
、
石
に
着
い
て
ゐ
る
海
松
を
献
上
し
た
の
を
題
に
し
て
、
人
々
が
歌
を
詠
ん
だ
。
　

―
武
田
祐
吉
氏

―

⑶
宇
多
天
皇
の
所
へ
、
紀
伊
国
か
ら
、
石
に
着
い
た
海
松
を
献
上
し
た
の
を
題
に
し
て
人
々
が
歌
を
詠
ん
だ
。
　

―
浅
井
峯
治
氏

―

⑷
亭
子
院
に
、
紀
伊
国
か
ら
、
石
に
着
い
て
ゐ
る
海
松
を
、
献
上
し
た
の
を
題
と
し
て
、
人
々
が
歌
を
詠
ん
だ
。
　

―
吉
澤
義
則
氏

―

⑸
宇
多
天
皇
の
御
許
に
、
紀
伊
の
国
か
ら
石
の
着
い
た
ま
ゝ
の
海
松
を
献
上
し
た
者
が
あ
っ
た
。
そ
れ
を
題
に
し
て
人
々
が
歌
を
よ
ん
だ
折
に
、　

―
久
松
潜
一
氏

―

⑹
亭
子
の
帝
に
、
紀
伊
国
か
ら
、
石
に
く
っ
つ
い
て
い
る
海
松
を
献
上
し
て
き
ま
し
た
が
、
そ
れ
を
題
と
し
て
、
人
々
が
歌
を
詠
ん
だ
の
だ
っ
た
の
で
す
が
、　

―
今
井
源

衛
氏

―

⑺
亭
子
の
帝
に
紀
伊
の
国
か
ら
石
の
つ
い
た
海
松
を
奉
っ
た
こ
と
を
題
と
し
て
、
人
々
が
歌
を
詠
ん
だ
と
き
に
、　

―
高
橋
正
治
氏

―

⑻
亭
子
の
み
か
ど
に
紀
の
国
か
ら
石
の
つ
い
た
海
松
を
献
上
し
た
、
そ
れ
を
題
に
し
て
人
々
が
歌
を
詠
ん
だ
お
り
に
、　

―
柿
本
奨
氏

―

⑼
亭
子
の
帝
に
紀
の
国
よ
り
石
に
付
い
て
い
る
海
藻
を
奉
っ
た
の
を
題
に
し
て
、
人
が
詠
ん
だ
。
　

―
雨
海
博
洋
氏
・
他

―

お
お
む
ね
、
歌
題
の
解
釈
が
二
つ
に
分
け
ら
れ
る
。
ひ
と
つ
は
﹁
献
上
し
た
﹂
で
切
っ
て
、
そ
の
後
に
﹁
そ
れ
を
題
に
云
々
﹂
と
い
う
解
釈
で
あ
り
、
も
う
ひ
と
つ
は
そ
こ
で
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切
ら
な
い
で
﹁
献
上
し
た
こ
と
を
云
々
﹂
と
解
釈
し
て
い
る
場
合
で
あ
る
。
前
者
に
と
っ
て
い
る
の
は
⑸
、
⑹
、
⑻
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
傍
線
を
施
し
た
﹁
そ
れ
﹂
が
何
を
受

け
て
い
る
の
か
が
問
題
に
な
る
。
海
松
だ
け
な
の
か
。
そ
れ
と
も
海
松
を
紀
伊
国
か
ら
献
上
し
た
こ
と
な
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
あ
い
ま
い
な
点
を
残
し

て
い
る
こ
と
は
否
め
な
い
。
た
だ
、
海
松
を
献
上
し
た
こ
と
を
題
に
し
て
と
と
っ
て
も
先
学
の
中
に
は
先
程
の
歌
の
解
釈
で
示
し
た
よ
う
に
海
松
イ
コ
ー
ル
宗
于
の
み
に
焦
点
を

あ
て
て
い
る
方
も
い
る
。
ま
た
、
後
者
の
場
合
で
も
、
⑴
、
⑵
、
⑶
、
⑷
、
⑼
を
み
る
と
、﹁
海
松
を
献
上
し
た
の
を
題
と
し
て
﹂
た
だ
し
、﹁
と
﹂
が
﹁
に
﹂
に

な
っ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
と
あ
り
、
こ
こ
も
﹁
海
松
﹂

の
み
と
と
れ
な
い
こ
と
も
な
い
。
あ
い
ま
い
さ
は
否
め
な
い
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
そ
の
点
、
⑺
は
﹁
奉
っ
た
こ
と

0

0

を
題
と
し
て
﹂
傍
点
は
稿
者
。

以
下
も
同
様
。
と
あ
り
、
あ
い
ま
い
さ
を
解
消
し

て
い
る
。

さ
て
、
問
題
に
な
る
本
文
は
﹁
亭
子
の
帝
に
、
紀
伊
国
よ
り
石
つ
き
た
る
海
松
を
な
む

0

0

0

奉
り
け
る

0

0

を
題
に
て
、﹂
と
あ
る
が
、
傍
点
を
付
け
た
と
こ
ろ
の
と
り
方
に
よ
っ
て
、

二
つ
の
解
釈
が
生
じ
て
い
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
こ
こ
と
同
じ
よ
う
な
例
が
他
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
。
大
和
物
語
に
お
い
て
、﹁
を
な
む
﹂
は
十
八
例
、﹁
を
な

ん
﹂
は
六
例
そ
れ
ぞ
れ
み
ら
れ
る
。
し
か
も
、
両
者
の
ほ
と
ん
ど
が
文
末
を
連
体
形
で
結
ん
で
い
る
。
た
だ
、
両
者
に
そ
れ
ぞ
れ
一
例
ず
つ
次
の
よ
う
な
箇
所
が
み
ら
れ
る
。

ア
少
将
の
も
と
よ
り
文
を
な
ん
を
こ
す
れ
ば

0

0

0

0

0

0

0

︵
101
段
︶

イ
御
衣
ど
も
を
な
む

0

0

預
け
さ
せ
給
ひ
け
る
に

0

0

0

︵
107
段
︶

こ
れ
ら
は
係
り
結
び
が
成
立
し
て
い
な
い
箇
所
で
、
特
に
イ
は
三
十
段
の
例
に
近
い
︵
た
だ
、
異
本
が
﹁
に
﹂
を
持
っ
て
い
な
い
と
い
う
欠
点
も
あ
る
が
︶
。
そ
の
用
例
は
少
な
い

も
の
の
、
ほ
ぼ
同
じ
例
が
存
在
す
る
と
い
う
事
実
は
、
誤
り
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。
や
は
り
三
十
段
の
場
合
、﹁
奉
り
け
る
﹂
で
終
止
さ
せ
る
の
で
は
な
く
、
下
へ
続
け
て
考

え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
歌
題
の
始
ま
り
の
部
分
は
文
脈
や
宗
于
の
宇
多
帝
へ
の
嘆
願
の
気
持
ち
を
く
み
入
れ
れ
ば
、﹁
亭
子
の
帝
に
云
々
﹂
か
ら
と
み
る
の
が
穏
当
で

あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
を
歌
に
含
ま
せ
て
解
釈
す
べ
き
で
あ
る
。
先
程
、
⑺
は
地
文
の
解
釈
に
お
い
て
、
あ
い
ま
い
さ
を
解
消
し
て
い
る
と
述
べ
た
が
、
そ
れ
を
歌
の
解
釈
に
生
か

し
て
い
な
い
の
は
残
念
で
あ
る
。
そ
れ
と
、
こ
の
箇
所
に
は
多
少
な
り
と
も
大
和
物
語
作
者
の
文
章
力
と
い
う
も
の
が
反
映
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
と
い
う
の
は
、
作
者
の

文
章
力
が
そ
れ
ほ
ど
で
も
な
い
こ
と
を
証
明
す
る
例
が
他
に
み
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る(6)
。
素
材
を
も
と
に
し
て
文
章
化
す
る
場
合
、
も
う
少
し
理
解
し
や
す
い
よ
う
に
表
現
す
れ
ば
、

こ
の
よ
う
な
問
題
は
生
じ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
の
文
章
構
造
を
み
る
と
、﹁
亭
子
の
帝
に
、
紀
伊
国
よ
り
石
つ
き
た
る
海
松
を
な
む
奉
り
け
る
を
題
に
て
﹂
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
帝
に
海
松
を
献
上
し
た
わ
け
で
あ
り
、

こ
の
海
松
に
と
っ
て
は
浮
き
目
を
み
た
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
地
文
と
歌
と
の
関
連
を
具
体
的
に
あ
た
っ
て
み
る
と
、
地
文
に
﹁
紀
伊
国
よ
り
石
つ
き
た
る
海
松
を
な
む
奉
り
け

る
﹂
と
あ
る
か
ら
、
歌
で
﹁
沖
つ
風
ふ
け
ゐ
の
浦
に
立
つ
浪
の
﹂
と
表
現
し
た
わ
け
で
あ
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
先
学
が
﹁
な
ご
り
に
さ
へ
や
わ
れ
は
し
づ
ま
む
﹂
に
海
松
を
含

ま
せ
て
解
釈
し
て
い
る
こ
と
は
よ
い
が
、﹁
奉
り
け
る
﹂
を
歌
の
解
釈
に
生
か
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
歌
が
詠
ま
れ
た
事
情
と
い
う
も
の
を
十
分
に
考
慮
し
、
そ
れ
を
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解
釈
に
生
か
す
べ
き
で
あ
る
。
確
か
に
海
松
は
海
中
に
生
息
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
場
合
は
献
上
し
た
海
松
と
そ
う
で
な
い
海
松
と
を
区
別
し
て
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ

う
。
こ
う
考
え
て
く
る
と
、
先
程
の
⑽
の
解
釈
が
近
い
が
、
こ
こ
に
は
一
般
の
海
松
を
含
ま
せ
て
い
な
い
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
が
欠
点
と
言
え
よ
う
。

＊

人
間
の
心
ほ
ど
複
雑
で
厄
介
な
も
の
は
な
い
。
そ
れ
を
三
十
一
文
字
に
託
し
て
詠
出
さ
れ
る
和
歌
に
は
そ
れ
以
外
の
こ
と
が
当
然
、
存
在
す
る
わ
け
で
あ
る
。
解
釈
す
る
場
合
、

こ
の
こ
と
を
十
分
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
ま
ず
地
文
を
通
し
て
、
そ
の
詠
作
事
情
を
十
分
に
検
討
し
、
そ
れ
を
和
歌
に
移
入
さ
せ
て
、
宗
于
の
心
情
に
迫
る
べ
き
で
あ
る
。

従
来
、
あ
ま
り
に
も
海
松
イ
コ
ー
ル
海
中
に
生
息
す
る
も
の
と
と
ら
わ
れ
す
ぎ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
章
段
の
話
の
一
部
に
し
か
す
ぎ
な
か
っ
た
わ
け
で
、
あ
く

ま
で
も
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
状
況
に
あ
っ
て
詠
ま
れ
た
の
か
を
考
え
な
い
で
解
釈
し
て
い
る
。
そ
の
状
況
を
よ
く
踏
ま
え
て
、
地
文
と
和
歌
と
を
融
合
さ
せ
て
解
釈
す
べ
き
で
あ

る
。
そ
れ
だ
け
に
両
者
は
切
っ
て
も
切
れ
な
い
関
係
に
あ
る
と
言
え
よ
う
。
す
る
と
、
こ
こ
の
関
係
は
次
の
よ
う
に
考
え
る
の
が
よ
か
ろ
う
。

海
底
の
海
松
︱
↓
献
上
さ
れ
た
海
松

  

=
　
　
　
　
　
　
=

宗
于

︱
↓
宗
于
の
願
い

最
後
に
こ
の
歌
の
試
解
を
示
せ
ば
、

沖
か
ら
風
が
強
く
吹
き
つ
け
る
ふ
け
ゐ
の
海
岸
に
立
つ
波
の
引
い
た
あ
と
の
残
り
水
に
さ
へ
、
石
に
つ
い
た
海
松
の
よ
う
に
私
は
沈
ん
で
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
に
比
べ
、

海
松
の
中
に
は
こ
う
し
て
拾
い
上
げ
ら
れ
献
上
さ
れ
て
い
る
の
も
あ
る
の
に
…
…
。

と
な
ろ
う
。

注
⑴
　
片
桐
洋
一
氏
﹃
恋
に
生
き

歌
に
生
き

伊
勢
﹄︵
新
典
社
　
昭
和
60
年
8
月
︶、
妹
尾
好
信
氏
﹁﹃
伊
勢
集
﹄
に
付
載
さ
れ
た
る
秀
歌
選
を
め
ぐ
っ
て
﹂︵﹃
源
氏
物
語
の
内
と
外
﹄
風
間
書
房
　
昭

和
62
年
11
月
︶

⑵
　﹁
大
和
物
語
の
創
作
方
法
︱
伊
勢
関
係
の
章
段
︱
﹂︵﹁
古
典
論
叢
﹂
18
号
　
昭
和
62
年
8
月
　
後
に
﹃
大
和
物
語
の
研
究
﹄︿
翰
林
書
房
　
平
成
6
年
2
月
﹀
に
再
録
︶。
本
書
第

二
章
第
八
節
。

⑶
　﹃
大
和
物
語
の
注
釈
と
研
究
﹄︵
武
蔵
野
書
院
　
昭
和
56
年
2
月
︶
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⑷
　
島
田
良
二
氏
﹁
源
宗
于
集
﹂︵﹃
平
安
前
期

私
家
集
の
研
究
﹄
桜
楓
社
　
昭
和
62
年
8
月
︶。
な
お
﹁
し
ら
露
﹂
の
と
こ
ろ
が
﹁
お
く
露
﹂
と
な
っ
て
い
る
伝
本
も
あ
る
。
為
氏
本
、御
巫
本
、

鈴
鹿
本
、
勝
命
本
、
天
福
本
、
群
書
類
従
本
な
ど
。

⑸
　
高
橋
正
治
氏
は
﹁
三
十
段
か
ら
三
十
七
段
ま
で
は
﹁
官
位
の
あ
が
ら
な
い
こ
と
を
嘆
く
﹂
と
い
う
内
容
の
群
で
あ
る
。﹂
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
︵﹃
日
本
古
典
文
学
全
集
大
和
物
語
﹄

小
学
館
　
昭
和
47
年
12
月
︶。
な
お
、
妹
尾
好
信
氏
は
注
⑴
の
論
考
に
お
い
て
、﹁
沖
つ
風
﹂
の
歌
を
恋
歌
に
分
類
さ
れ
て
い
る
が
、
詠
作
さ
れ
た
当
初
は
身
の
不
遇
を
訴
え
た
歌

で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

⑹
　
拙
稿
﹁
大
和
物
語
の
創
作
方
法
︱
い
わ
ゆ
る
﹁
な
ら
の
帝
﹂
の
章
段
を
め
ぐ
っ
て
︱
﹂︵﹁
平
安
文
学
研
究
﹂
76
輯
　
昭
和
61
年
12
月
︶。
本
書
第
二
章
第
七
節
。﹁﹁
心
の
へ
だ
て

も
な
く
あ
は
れ
な
れ
ば
、
い
と
あ
は
れ
と
思
ふ
ほ
ど
に
﹂
考
︱
﹃
大
和
物
語
﹄
第
百
四
十
一
段
︱
﹂︵﹁
語
文
﹂
78
輯
　
平
成
2
年
11
月
︶。
本
書
第
四
章
第
二
節
。﹁
大
和
物
語
の

創
作
方
法
︱
在
中
将
関
係
の
章
段
を
中
心
に
し
て
︱
﹂︵﹃
大
和
物
語
の
研
究
﹄︶。
本
書
第
二
章
第
九
節
。
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第
二
節
　﹁
心
の
へ
だ
て
も
な
く
あ
は
れ
な
れ
ば
、
い
と
あ
は
れ
と
思
ふ
ほ
ど
に
﹂
考

　
　
　
　
　
︱
﹃
大
和
物
語
﹄
第
一
四
一
段
︱

一

大
和
物
語
に
次
の
よ
う
な
話
が
あ
る
。

　
よ
し
い
ゑ
と
い
ひ
け
る
宰
相
の
は
ら
か
ら
、
大
和
の
掾
と
い
ひ
て
あ
り
け
り
。
こ
れ
が
も
と
の
妻
の
も
と
に
、
筑
紫
よ
り
女
を
率
て
来
て
す
ゑ
た
り
け
り
。
も
と
の
妻
も
、

心
い
と
よ
く
、
今
の
妻
も
に
く
き
心
な
く
、
い
と
よ
く
語
ら
ひ
て
ゐ
た
り
け
り
。
イ

か
く
て
こ
の
男
は
、
こ
こ
か
し
こ
人
の
国
が
ち
に
の
み
歩
き
け
れ
ば
、
ふ
た
り
の
み
な

む
ゐ
た
り
け
る
。
こ
の
筑
紫
の
妻
、
し
の
び
て
男
し
た
り
け
る
。
そ
れ
を
、
人
の
と
か
く
い
ひ
け
れ
ば
、
よ
み
た
り
け
る
。

夜
は
に
い
で
て
月
だ
に
見
ず
は
あ
ふ
こ
と
を
知
ら
ず
が
ほ
に
も
い
は
ま
し
も
の
を

と
な
む
。
か
か
る
わ
ざ
を
す
れ
ど
、も
と
の
妻
、い
と
心
よ
き
人
な
れ
ば
、男
に
も
い
は
で
の
み
あ
り
わ
た
り
け
れ
ど
も
、ほ
か
の
た
よ
り
よ
り
、﹁
か
く
男
す
な
り
﹂
と
聞
き
て
、

こ
の
男
思
ひ
た
り
け
れ
ど
、
心
に
も
い
れ
で
、
た
だ
さ
る
も
の
に
て
お
き
た
り
け
り
。

　
さ
て
、
こ
の
男
、﹁
女
、
こ
と
人
に
も
の
い
ふ
﹂
と
聞
き
て
、﹁
そ
の
人
と
わ
れ
と
、
い
づ
れ
を
か
思
ふ
﹂
と
問
ひ
け
れ
ば
、
女

花
す
す
き
君
が
か
た
に
ぞ
な
び
く
め
る
思
は
ぬ
山
の
風
は
吹
け
ど
も

と
な
む
い
ひ
け
る
。

　
よ
ば
ふ
男
も
あ
り
け
り
。﹁
世
の
中
心
憂
し
。
な
ほ
男
せ
じ
﹂な
ど
い
ひ
け
る
も
の
な
む
、こ
の
男
を
や
う
や
う
思
ひ
や
つ
き
け
む
、こ
の
男
の
返
り
ご
と
な
ど
し
て
や
り
て
、

こ
の
妻
の
も
と
に
、
文
を
な
む
ひ
き
結
び
て
お
こ
せ
た
り
け
る
。
見
れ
ば
か
く
書
け
り
。

身
を
憂
し
と
思
ふ
心
の
こ
り
ね
ば
や
人
を
あ
は
れ
と
思
ひ
そ
む
ら
む
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と
な
む
、
こ
り
ず
ま
に
よ
み
た
り
け
る
。

ロ

か
く
て
、
心
の
へ
だ
て
も
な
く
あ
は
れ
な
れ
ば
、
い
と
あ
は
れ
と
思
ふ
ほ
ど
に
、
男
は
心
か
は
り
に
け
れ
ば
、
あ
り
し
ご
と
も
あ
ら
ね
ば
、
か
の
筑
紫
に
親
は
ら
か
ら
な

ど
あ
り
け
れ
ば
い
き
け
る
を
、
男
も
心
か
は
り
に
け
れ
ば
、
と
ど
め
で
な
む
や
り
け
る
。
も
と
の
妻
な
む
も
ろ
と
も
に
あ
り
な
ら
ひ
に
け
れ
ば
、ハ
か
く
て
い
く
こ
と
を
、﹁
い

と
悲
し
﹂
と
思
ひ
け
る
。
山
崎
に
も
ろ
と
も
に
い
き
て
な
む
、
舟
に
乗
せ
な
ど
し
け
る
。
男
も
来
た
り
け
り
。
こ
の
う
は
な
り
こ
な
み
、
ひ
と
日
ひ
と
夜
、
よ
ろ
づ
の
こ
と

を
い
ひ
語
ら
ひ
て
、
つ
と
め
て
舟
に
乗
り
ぬ
。
い
ま
は
男
も
と
の
妻
は
帰
り
な
む
と
て
車
に
乗
り
ぬ
。
こ
れ
も
か
れ
も
、
い
と
悲
し
と
思
ふ
ほ
ど
に
、
舟
に
乗
り
た
ま
ひ
ぬ

る
人
の
文
を
な
む
も
て
来
た
る
。
か
く
の
み
な
む
あ
り
け
る
。

ふ
た
り
来
し
道
と
も
見
え
ぬ
浪
の
上
を
思
ひ
か
け
で
も
か
へ
す
め
る
か
な

と
い
へ
り
け
れ
ば
、
男
も
、
も
と
の
妻
も
、
い
と
い
た
う
あ
は
れ
が
り
泣
き
け
り
。
漕
ぎ
い
で
て
い
ぬ
れ
ば
、
え
返
り
ご
と
も
せ
ず
。
車
は
舟
の
ゆ
く
を
見
て
え
い
か
ず
、

舟
に
乗
り
た
る
人
は
、
車
を
見
る
と
て
お
も
て
を
さ
し
い
で
て
漕
ぎ
ゆ
け
ば
、
遠
く
な
る
ま
ま
に
、
顔
は
い
と
ち
ひ
さ
く
な
る
ま
で
見
お
こ
せ
け
れ
ば
、
い
と
悲
し
か
り
け
り
。

︵
第
一
四
一
段
︶

︵
注
︶　
本
文
は
﹃
日
本
古
典
文
学
全
集
﹄
に
拠
り
、
傍
線
、
二
重
傍
線
、
記
号
は
稿
者
が
施
し
た
。
以
下
も
同
様
。

大
和
物
語
の
中
に
あ
っ
て
は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
長
文
な
章
段
に
入
る
が
、
か
と
言
っ
て
著
名
な
章
段
で
も
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
章
段
に
つ
い
て
は
そ
れ
ほ
ど
深
く
考

究
さ
れ
て
い
な
い
。
例
え
ば
こ
の
章
段
に
み
ら
れ
る
﹁
よ
し
い
ゑ
﹂
な
る
人
物
に
つ
い
て
、
そ
の
多
く
の
注
釈
書
は
実
在
人
物
の
橘
良
殖
︵
864
～
920
︶
を
あ
て
て
い
る
。
冠
注
大

和
物
語
に
は
﹁
う
ゑ
を
転
じ
て
い
ゐ
と
い
へ
る
に
や
﹂
と
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
あ
く
ま
で
も
﹁
よ
し
い
ゑ

0

0

﹂
傍
点
は
稿
者

以
下
も
同
様

な
の
で
あ
る
。
事
実
、
こ
の
と
こ
ろ
を
諸
本
に
あ
た
っ
て

み
る
と
、﹁
ゑ
﹂
が
﹁
へ
﹂
に
表
記
さ
れ
て
い
る
伝
本(1)
が
あ
る
だ
け
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
中
に
あ
っ
て
高
橋
正
治
氏
は

﹁
宰
相
﹂
は
参
議
の
こ
と
で
あ
る
が
、
参
議
の
中
に
は
こ
の
名
が
見
あ
た
ら
ず
、
兄
弟
も
条
件
に
あ
て
は
ま
る
も
の
が
な
い
。
未
詳
と
す
べ
き
よ
う
で
も
あ
る
が
、
一
四
二

段
と
と
も
に
作
り
物
語
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
、
実
在
人
物
を
あ
て
は
め
て
考
え
る
こ
と
は
無
用
か
も
し
れ
な
い(2)
。

と
注
目
す
べ
き
こ
と
を
述
べ
ら
れ
て
お
ら
れ
る
。
そ
の
後
、
私
は
氏
の
こ
の
お
考
え
に
啓
発
さ
れ
、
一
四
一
、一
四
二
、一
五
四
の
三
章
段
を
対
象
に
し
て
考
察
し
た(3)
。
そ
の
結
果
、

こ
れ
ら
の
三
章
段
は
虚
構
化
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
方
法
に
つ
い
て
言
及
し
、
一
四
一
段
の
﹁
よ
し
い
ゑ
﹂
な
る
人
物
を
架
空
の
も
の
と
み
た
。
ま
た
福
井
貞
助
氏
は
こ
の
章
段
の

後
半
に
注
目
し
て
、
土
佐
日
記
と
大
和
物
語
の
影
響
関
係
を
考
察
さ
れ
、
そ
の
手
法
等
に
つ
き
注
目
す
べ
き
見
解
を
述
べ
て
お
ら
れ
る(4)
。

以
上
の
よ
う
に
、
こ
の
章
段
に
つ
い
て
研
究
さ
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
細
部
に
至
っ
て
は
そ
の
余
地
が
残
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
う
。
そ
の
よ
う
な
意
味
で
、
本
稿
で
は
二
重

傍
線
を
施
し
た
﹁
心
の
へ
だ
て
も
な
く
あ
は
れ
な
れ
ば
、
い
と
あ
は
れ
と
思
ふ
ほ
ど
に
﹂
と
い
う
本
文
に
注
目
し
、
こ
こ
の
動
作
主
は
一
体
、
誰
な
の
か
と
い
う
こ
と
に
ふ
れ
、
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さ
ら
に
そ
れ
を
通
し
究
極
の
目
的
と
し
て
、
大
和
物
語
の
本
質
の
一
端
な
り
を
探
っ
て
み
よ
う
と
思
う
。

二

さ
て
、
さ
し
あ
た
り
こ
こ
で
問
題
に
し
た
い
の
は
こ
の
部
分
の
動
作
主
が
誰
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
と
こ
ろ
を
諸
本
に
あ
た
っ
て
み
た
と
こ
ろ
、

こ
れ
を
左
右
す
る
大
き
な
異
同
は
み
ら
れ
な
い
。
些
細
な
こ
と
か
も
し
れ
な

い
が
、
実
は
そ
の
こ
と
が
こ
の
章
段
を
理
解
す
る
上
で
重
要
な
鍵
を
握
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
今
、
と
り
あ
え
ず
こ
の
部
分
が
ど
の
よ
う
に
と
ら
れ
て
い
る
か
を
知
る
た

め
に
、
注
釈
書
類
に
あ
る
も
の
を
刊
行
順
に
記
し
て
み
よ
う
。

⑴
も
と
の
め
の
心
也
か
く
す
こ
と
を
か
く
さ
す
へ
た
て
な
き
心
あ
は
れ
に
て
い
と
あ
は
れ
と
お
も
ふ
と
也
︵﹃
大
和
物
語
鈔
﹄︶

⑵
本
妻
の
猶
へ
た
て
な
く
す
る
を
此
女
も
あ
は
れ
と
思
ふ
と
也
︵﹃
大
和
物
語
直
解
﹄︶

⑶
本
妻
は
心
の
へ
た
て
な
け
れ
は
か
く
心
か
ら
こ
と
男
す
る
を
哀
か
り
て
い
と
哀
と
か
け
り
︵﹃
大
和
物
語
管
窺
抄
﹄︶

⑷
も
と
の
妻
が
な
り
︵﹃
大
和
物
語
詳
解
﹄
井
上
覚
蔵
氏
、
栗
島
山
之
助
氏
　
誠
之
堂
書
店
　
明
治
34
年
8
月
　
た
だ
し
、﹁
い
と
あ
は
れ
と
思
ふ
ほ
ど
に
﹂
の
部
分
の
み
︶

⑸
心
の
へ
だ
て
も
な
く
︱
筑
紫
の
女
が
本
の
妻
に
対
し
て
、い
と
あ
は
れ
と
思
ふ
︱
本
妻
が
也
︵﹃
新
釈
日
本
文
学
叢
書
﹄
物
集
高
量
氏
　
日
本
文
学
叢
書
刊
行
会
　
大
正
11
年
7
月
︶

⑹
さ
て
本
夫
は
こ
の
女
を
隔
心
な
く
愛
し
た
か
ら
、女
も
大
層
懐
し
く
思
っ
て
ゐ
る
内
に
︵﹃
全
訳
王
朝
文
学
叢
書  

第
一
巻
﹄
鈴
鹿
三
七
氏
　
王
朝
文
学
叢
書
刊
行
会
　
大
正
13
年
6
月
︶

⑺
さ
て
、
夫
は
こ
の
筑
紫
の
女
と
う
ち
と
け
て
か
ら
心
か
ら
可
愛
が
っ
た
か
ら
、
女
も
た
い
そ
う
な
つ
か
し
く
思
っ
て
い
た
が
、︵﹃
大
和
物
語
新
釈
﹄
浅
井
峯
治
　
大
同
館
書
店
　

昭
和
6
年
9
月
︶

⑻
夫
は
こ
の
女
を
愛
し
た
の
で
、︵﹃
物
語
文
学
集
大
日
本
文
庫

文
　
学  

編
﹄
吉
澤
義
則
氏
　
春
陽
堂
　
昭
和
10
年
5
月
　
た
だ
し
﹁
心
の
へ
だ
て
も
な
く
あ
は
れ
な
れ
ば
﹂
の
部
分
の
み
︶

⑼
さ
て
本
夫
は
こ
の
女
を
隔
心
な
く
可
愛
が
っ
た
か
ら
、女
も
大
層
懐
し
く
思
っ
て
ゐ
る
う
ち
に
、︵﹃
大
和
物
語
詳
解
﹄武
田
祐
吉
氏
、水
野
駒
雄
氏
　
湯
川
弘
文
社
　
昭
和
11
年
5
月
︶

⑽
さ
て
、
本
夫
は
、
こ
の
女
を
隔
て
な
く
愛
し
た
か
ら
、
女
も
懐
し
く
思
っ
て
い
る
う
ち
に
、︵﹃
大
和
物
語
新
講
﹄
吉
澤
義
則
氏
　
藤
谷
崇
文
館
　
昭
和
27
年
1
月
︶

⑾
か
う
し
て
こ
ゝ
ろ
お
き
な
く
親
し
み
あ
っ
た
の
で
、︵
本
妻
は
女
を
︶た
い
そ
う
い
と
ほ
し
く
思
っ
て
い
た
が
、︵﹃
物
語
日
本
文
学
大
和
物
語
﹄
久
松
潜
一
氏
　
至
文
堂
　
昭
和
29
年
8
月
︶

⑿
筑
紫
の
女
は
、
本
妻
に
対
し
て
心
の
へ
だ
て
も
な
く
打
ち
と
け
て
、
可
愛
が
っ
た
か
ら
、
本
妻
は
、
そ
の
女
を
大
変
か
わ
い
い
と
思
っ
て
ゐ
る
う
ち
に
、︵﹃
日
本
古
典
全
書

大
和
物
語
﹄
南
波
浩
氏
　
朝
日
新
聞
社
　
昭
和
36
年
10
月
︶

⒀
こ
の
よ
う
に
し
て
、
筑
紫
の
女
は
本
妻
に
対
し
て
、
何
の
心
の
へ
だ
て
も
置
か
な
い
で
、
誰
で
も
心
う
た
れ
る
様
な
存
在
で
し
た
か
ら
、
本
妻
の
方
で
も
、
こ
の
人
を
た
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い
そ
う
い
と
し
く
思
っ
て
い
る
う
ち
に
、︵﹁
大
和
物
語
評
釈
・
三
五
　
筑
紫
の
女
﹂
今
井
源
衛
氏
　﹁
国
文
学
﹂
10
巻
6
号
　
学
燈
社
　
昭
和
40
年
5
月
︶

⒁
筑
紫
の
女
は
、
本
妻
に
対
し
て
か
く
し
だ
て
を
す
る
気
も
な
く
感
じ
よ
く
可
愛
か
っ
た
の
で
、
本
妻
は
そ
の
筑
紫
の
女
を
真
実
可
愛
い
と
思
っ
て
い
る
う
ち
に
、︵﹃
大
和
物

語  
校
注
古
典
叢
書
﹄
阿
部
俊
子
氏
　
明
治
書
院
　
昭
和
47
年
3
月
︶

⒂
こ
の
よ
う
に
し
て
筑
紫
の
女
は
本
妻
に
対
し
て
心
の
へ
だ
て
も
な
く
愛
し
た
か
ら
、
女
も
な
つ
か
し
く
思
っ
て
い
る
う
ち
に
、︵﹃
日
本
古
典
文
学
全
集
大
和
物
語
﹄
高
橋
正
治

氏
　
小
学
館
　
昭
和
47
年
12
月
︶

⒃
し
か
し
心
の
中
を
正
直
に
告
白
し
て
い
る
が
、
本
妻
に
は
む
し
ろ
同
情
さ
れ
た
。︵﹃
古
典
文
学
選  

別
巻
﹄
横
山
青
娥
氏
　
塔
影
書
房
　
昭
和
52
年
7
月
︶

⒄
こ
の
よ
う
に
し
て
、
妻
が
隔
て
心
も
な
く
、
好
意
的
な
の
で
、
女
は
と
て
も
あ
り
が
た
い
と
思
っ
て
い
る
う
ち
に
、︵﹃
大
和
物
語
の
注
釈
と
研
究
﹄
柿
本
奨
氏
　
武
蔵
野
書
院
　

昭
和
56
年
2
月
︶

⒅
筑
紫
の
女
は
、
本
妻
に
対
し
て
、
心
の
へ
だ
て
心
も
な
く
と
て
も
な
つ
い
で
い
た
の
で
、
本
妻
は
と
て
も
あ
り
が
た
い
と
思
っ
て
い
る
う
ち
に
、︵﹃
大
和
物
語  

有
精
堂
校
注
叢

書
﹄
雨
海
博
洋
氏
　
有
精
堂
出
版
　
昭
和
63
年
3
月
︶

⒆
こ
う
し
て
、︵
筑
紫
の
女
は
、
本
妻
に
対
し
て
︶
心
の
へ
だ
て
も
な
く
、
趣
の
あ
る
様
子
だ
っ
た
か
ら
、︵
本
妻
は
こ
の
女
を
︶
と
て
も
か
わ
い
い
と
思
っ
て
い
る
う
ち
に
、︵﹃
大

和
物
語
全
釈
﹄
森
本
茂
氏
　
大
学
堂
書
店
　
平
成
5
年
12
月
︶

︵
注
︶　
古
注
は
﹃
大
和
物
語
諸
注
集
成
﹄︵
雨
海
博
洋
氏
編
著
　
桜
楓
社
　
昭
和
58
年
5
月
︶
に
拠
っ
た
。

羅
列
す
ぎ
た
感
が
あ
る
が
、
た
か
が
こ
こ
だ
け
で
も
注
釈
と
い
う
も
の
が
い
か
に
多
様
性
を
帯
び
て
い
る
か
を
示
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
実
に
様
々
な
の
で
あ
る
が
、

こ
こ
の
動
作
主
に
関
し
て
は
四
つ
の
型
に
分
類
で
き
る
。
そ
れ
を
一
覧
表
に
し
て
み
よ
う
。

事
項

区
分

前
　
　
　
半

後
　
　
　
半

注
　
　
釈
　
　
書

Ⅰ

本
妻

筑
紫
の
女

⑴
、
⑵
、
⑶
、
⒄

Ⅱ

夫

筑
紫
の
女

⑹
、
⑺
、
⑻
、
⑼
、
⑽

Ⅲ

筑
紫
の
女

本
妻

⑷
、
⑸
、
⑿
、
⒀
、
⒁
、
⒂
、
⒃
、
⒅
、
⒆

Ⅳ

二
人

本
妻

⑾
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︵
注
︶　
⑴
、
⑶
、
⑷
、
⑻
は
そ
れ
ぞ
れ
前
半
、
後
半
の
い
ず
れ
か
一
方
し
か
記
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
も
う
片
方
は
推
定
し
て
お
い
た
。
な
お
前
半
と
は
﹁
心
の
へ
だ
て
も
な
く

あ
は
れ
な
れ
ば
﹂
を
、
後
半
と
は
﹁
い
と
あ
は
れ
と
思
ふ
ほ
ど
に
﹂
を
そ
れ
ぞ
れ
指
し
て
い
る
。
こ
れ
は
以
下
も
同
様
。

注
釈
書
の
数
か
ら
い
う
と
、
Ⅲ
、
Ⅱ
、
Ⅰ
、
Ⅳ
の
順
に
な
る
。
し
か
も
時
代
的
に
み
て
あ
る
程
度
の
傾
向
を
窺
え
る
よ
う
に
思
う
。
古
注
で
は
前
半
を
本
妻
と
し
、
ま
た
後
半

を
筑
紫
の
女
と
し
て
い
る
。
下
っ
て
大
正
か
ら
昭
和
二
十
年
代
に
か
け
て
は
⑾
を
除
け
ば
、
前
半
を
夫
に
、
後
半
を
筑
紫
の
女
に
そ
れ
ぞ
れ
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
間
に
も
影
響

関
係
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
は
っ
き
り
し
な
い
に
し
て
も
、そ
れ
ぞ
れ
の
注
釈
の
態
度
を
探
る
上
で
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
。
た
だ
す
べ
て
が
そ
う
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
、⑷
、

⑸
は
早
く
か
ら
昭
和
二
十
年
代
の
も
の
と
同
じ
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
点
で
は
、
こ
の
二
書
は
異
色
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
に
し
て
も
残
念
な
の
は
、
こ
れ
ら
の
注
釈
の
い

ず
れ
も
が
語
釈
か
も
し
く
は
頭
注
の
み
で
終
わ
っ
て
お
り
、
そ
う
と
っ
た
理
由
を
ふ
れ
て
い
る
の
は
少
な
い
こ
と
で
あ
る
。

三

な
ぜ
こ
の
よ
う
に
様
々
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
原
因
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
、
そ
し
て
い
ず
れ
が
妥
当
な
の
か
。

こ
の
章
段
に
は
、
大
和
の
掾
な
る
人
、
そ
の
妻
、
筑
紫
の
女
、
そ
れ
に
よ
ば
う
人
の
四
人
が
登
場
し
て
い
る
。
た
だ
、
こ
の
う
ち
よ
ば
う
人
は
い
わ
ば
話
題
の
人
物
と
し
て
登

場
し
て
い
る
だ
け
で
、
実
際
に
行
動
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
ん
な
わ
け
で
、
こ
こ
で
は
除
い
て
お
く
。
思
う
に
こ
れ
ら
三
人
の
性
格
と
い
う
も
の
が
そ
れ
ぞ
れ
の
注
釈
書

に
反
映
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
し
か
も
こ
こ
は
前
半
が
決
ま
れ
ば
、後
半
は
お
お
よ
そ
目
安
が
つ
く
。
し
た
が
っ
て
ま
ず
前
半
に
焦
点
を
あ
て
て
考
え
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

Ⅰ
の
注
釈
書
で
は
本
妻
を
動
作
主
に
し
て
い
る
が
、
こ
う
と
っ
た
の
は
本
文
中
に
本
妻
の
こ
と
を
﹁
心
い
と
よ
く
﹂
と
表
現
し
て
い
る
こ
と
や
、
筑
紫
の
女
が
浮
気
し
た
こ
と

を
彼
女
は
夫
に
言
わ
な
い
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
こ
と
を
﹁
心
の
へ
だ
て
も
な
く
﹂
と
理
解
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
柿
本
奨
氏
も
こ
こ
の
動
作
主
を
本
妻
と
と
り
、﹁
心

の
へ
だ
て
も
な
く
﹂
と
は
本
妻
と
筑
紫
の
女
と
の
平
素
の
間
柄
を
述
べ
た
も
の
と
考
え
て
お
ら
れ
る(5)
。

次
に
Ⅱ
の
注
釈
書
で
は
夫
に
し
て
い
る
わ
け
だ
が
、
こ
の
夫
に
つ
い
て
の
性
格
は
妻
の
ご
と
く
は
っ
き
り
と
表
現
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
た
だ
﹁
国
が
ち
に
の
み
歩
き

け
れ
ば
﹂
と
あ
る
こ
と
か
ら
役
人
と
し
て
家
を
離
れ
が
ち
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
筑
紫
の
女
に
対
し
て
の
夫
の
行
動
を
本
文
に
即
し
て
み
る
と
、
他
の
男
と
浮
気
す
る

筑
紫
の
女
の
行
動
に
対
し
て
、
当
初
は
﹁
思
ひ
た
り
け
れ
ど
、
心
に
も
い
れ
で
、
た
だ
さ
る
も
の
に
て
﹂
と
思
っ
て
気
に
も
か
け
な
い
で
い
た
。
し
か
し
、
時
が
た
つ
に
つ
れ
気

が
気
で
は
な
く
、﹁
そ
の
人
と
わ
れ
と
、
い
づ
れ
を
か
思
ふ
﹂
と
尋
ね
、
筑
紫
の
女
が
自
分
を
愛
し
て
い
る
こ
と
を
確
か
め
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
後
、
筑
紫
の
女
が
再
び
浮

気
し
た
の
を
知
っ
た
か
ら
か
、
夫
は
心
が
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
夫
の
心
が
変
わ
る
以
前
の
本
文
か
ら
類
推
す
る
に
、
こ
の
夫
は
純
粋
な
心
の
持
ち
主
の
よ
う
で
あ
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り
、
ま
さ
に
﹁
心
の
へ
だ
て
も
な
く
﹂
の
人
物
と
言
え
よ
う
。

さ
ら
に
Ⅲ
の
よ
う
に
筑
紫
の
女
と
し
た
場
合
は
ど
う
か
。
彼
女
は
﹁
に
く
き
心
も
な
く
﹂
と
あ
る
か
ら
性
格
は
よ
い
が
、
夫
の
い
な
い
隙
に
他
の
男
に
恋
心
を
寄
せ
る
と
い
う

よ
う
に
浮
気
っ
ぽ
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。
そ
の
た
め
に
夫
の
気
持
ち
が
変
わ
っ
て
し
ま
う
の
も
当
然
で
あ
る
。
た
だ
、
彼
女
は
本
妻
に
対
し
て
す
こ
ぶ
る
好
意
を
抱
い
て
い
た
。
本

妻
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
も
忘
れ
ず
、
自
分
の
心
情
を
隠
し
だ
す
る
こ
と
な
く
正
直
に
吐
露
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
を
﹁
心
の
へ
だ
て
も
な
く
﹂
と
と
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

最
後
に
Ⅳ
の
本
妻
と
筑
紫
の
女
の
場
合
で
あ
る
が
、思
う
に
こ
う
し
た
の
は
こ
の
部
分
が
い
か
に
も
複
雑
な
た
め
に
こ
の
よ
う
に
考
え
た
も
の
か
。
だ
が
、こ
の
部
分
か
ら
﹁
親

し
み
あ
う

0

0

﹂
と
い
う
解
釈
は
出
て
こ
な
い
。
た
だ
、
こ
の
場
合
、
後
半
を
本
妻
を
と
し
て
い
る
か
ら
、
全
体
か
ら
み
て
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
Ⅲ
に
近
い
。

こ
う
み
て
く
る
と
、
Ⅳ
を
除
い
て
い
ず
れ
に
も
該
当
し
て
し
ま
う
。
そ
の
大
き
な
要
因
と
し
て
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
み
て
き
た
よ
う
に
こ
れ
ら
三
人
の
登
場
人
物
が
い
ず
れ

も
善
良
な
人
間
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
よ
る
。
と
も
か
く
ど
の
人
を
と
っ
て
み
て
も
﹁
心
の
へ
だ
て
も
な
く
﹂
の
人
物
な
の
で
あ
る
。
そ
ん
な
わ
け
で
、
こ
こ
は

人
物
面
か
ら
の
解
釈
は
不
可
能
で
あ
る
。

で
は
、
こ
の
箇
所
の
動
作
主
を
誰
と
み
た
の
が
よ
い
の
か
。
別
の
方
法
を
探
る
以
外
に
な
い
。
ま
ず
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
こ
の
二
重
傍
線
の
前
に
あ
る
﹁
か
く
て
﹂
を
ど
う
と

る
か
で
あ
る
。
こ
の
﹁
か
く
て
﹂
と
い
う
語
は
大
和
物
語
に
お
い
て
多
用
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
働
き
に
つ
い
て
大
木
恵
美
子
氏
は
大
和
物
語
の
﹁
か
く
て
﹂
を
中
心
に
し
て
、
次

の
よ
う
な
分
類
項
目
を
あ
げ
、
そ
の
い
ず
れ
に
該
当
す
る
か
を
調
査
さ
れ
た(6)
。

Ａ
、
接
続
詞
的
役
割
を
も
ち
話
し
の
展
開
に
役
立
つ
﹁
か
く
て
﹂

イ
、
前
話
と
後
話
と
の
間
に
長
時
間
が
経
過
し
、
そ
の
間
が
空
白
で
あ
る
も
の
 …
…
…

7

ロ
、
長
時
間
に
わ
た
る
状
態
の
継
続
を
あ
ら
わ
す
も
の
 …
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

9

ハ
、
長
時
間
の
経
過
を
あ
ら
わ
す
も
の
 …
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

3

ニ
、
短
時
間
の
経
過
を
あ
ら
わ
す
も
の
 …
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

3

ホ
、
話
を
過
去
に
さ
か
の
ぼ
る
も
の
 …
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

2

ヘ
、
接
続
及
び
話
の
転
換
 …
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

6

ト
、
前
文
及
び
後
文
へ
の
説
明
、
補
足
 …
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

4

チ
、
短
時
間
に
わ
た
る
状
態
の
継
続
 …
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

0

リ
、
状
態
の
継
続
 …
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

3
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Ｂ
、
副
詞
で
あ
る
状
態
ま
た
は
事
柄
を
あ
ら
わ
す
﹁
か
く
て
﹂ …
…
…
…
…
…
…
…
…
…

9

こ
の
よ
う
に
氏
は
大
半
の
﹁
か
く
て
﹂
が
話
を
展
開
さ
せ
る
た
め
の
接
続
詞
的
な
役
目
を
も
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
た
。

一
方
、
糸
井
通
浩
氏
は
﹁
か
く
て
﹂
の
多
用
に
つ
い
て

﹃
伊
勢
物
語
﹄
や
﹃
平
中
物
語
﹄
と
は
比
ぶ
べ
く
も
な
く
歌
物
語
化
の
、そ
の
未
熟
さ
は
否
め
な
い
に
し
て
も
、﹃
大
和
物
語
﹄
が
単
な
る
﹁
歌
語
り
﹂
の
筆
録
化
に
と
ど
ま
ら
ず
、

ま
た
類
語
︵
中
略
︶
の
群
化
に
と
ど
ま
ら
な
い
で
、イ
﹁
歌
語
り
﹂
の
﹁
歌
物
語
﹂
化
を
志
向
す
る
方
向
に
あ
っ
た
こ
と
は
注
目
し
て
よ
い
か
と
思
う
。﹁
か
く
て
﹂
の
多
用
は
、

そ
の
生
み
の
苦
し
み
を
象
徴
す
る
も
の
と
み
た
い
。
そ
れ
は
ま
た
、
か
え
っ
て
ロ

﹁
歌
物
語
﹂
化
の
未
完
成
を
も
も
の
語
る
こ
と
に
も
な
っ
た
の
で
あ
る(7)
。

と
述
べ
ら
れ
、﹁
か
く
て
﹂
が
大
和
物
語
の
生
成
に
深
く
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
た
。
前
に
も
述
べ
た
よ
う
に
こ
の
一
四
一
段
は
虚
構
化
さ
れ
た
章
段
と
思
わ
れ
、
そ

の
こ
と
を
考
え
る
と
、
氏
の
言
わ
れ
た
よ
う
に
傍
線
部
イ
は
当
然
理
解
で
き
る
し
、
ま
た
傍
線
部
ロ
に
あ
る
歌
物
語
の
未
完
成
と
い
う
こ
と
は
、
裏
返
せ
ば
物
語
を
い
か
に
形
成

し
て
い
く
か
と
い
う
、
い
わ
ば
作
者
の
創
作
力
に
も
当
然
関
わ
っ
て
く
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
は
﹁
か
く
て
﹂
の
み
な
ら
ず
、
こ
れ
以
外
の
本
文
中
に
も
み
ら

れ
る
よ
う
に
思
う
。
例
え
ば
重
複
表
現
が
そ
れ
で
あ
る
。﹁
も
と
の
妻
も
、
心
い
と
よ
く
﹂、﹁
も
と
の
妻
、
い
と
心
よ
き
人
な
れ
ば
﹂
が
そ
の
ひ
と
つ
で
あ
る
し
、
さ
ら
に
﹁
男

の
心
か
は
り
に
け
れ
ば
﹂、﹁
男
も
心
か
は
り
に
け
れ
ば
﹂
も
そ
れ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
整
然
と
し
さ
え
す
れ
ば
、
も
う
少
し
す
っ
き
り
し
た
も
の
に
な
る
と
思
う
。
こ
の
現
象
か

ら
大
和
物
語
の
作
者
は
さ
ほ
ど
文
章
力
に
は
た
け
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
一
面
を
こ
こ
に
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
し
、
さ
ら
に
は
﹁
か
く
て
﹂
の
多
用
に
も
そ
れ
が

現
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
だ
け
に
話
を
展
開
さ
せ
て
い
く
上
で
、
作
者
は
並
々
な
ら
ぬ
苦
労
を
し
て
い
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

さ
て
、
こ
の
一
四
一
段
に
は
﹁
か
く
て
﹂
が
三
箇
所
に
わ
た
っ
て
出
て
く
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
働
き
に
つ
い
て
は
先
程
記
し
た
よ
う
に
大
木
氏
が
分
類
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
拠

ら
せ
て
い
た
だ
く
。
即
ち
イ
は
Ａ
の
ハ
︵
前
話
と
後
話
両
方
を
う
け
て
︶
、
ロ
は
Ａ
の
ヘ
︵
前
話
を
う
け
て
︶
、
ハ
は
Ｂ
︵
前
と
区
切
れ
て
い
な
い
︶
︵
　
︶
内
は
本
文
と

の
関
係
を
示
す
。
に
分
け
て
い
る
。
こ

の
う
ち
イ
と
ハ
に
つ
い
て
は
具
体
的
に
本
文
に
あ
た
っ
て
み
る
と
、
は
っ
き
り
理
解
で
き
る
が
、
ロ
に
つ
い
て
は
は
っ
き
り
断
定
で
き
な
い
。
た
だ
、
少
な
く
と
も
こ
の
ロ
が
イ

と
ロ
と
の
間
に
記
さ
れ
て
い
る
事
柄
を
受
け
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
だ
が
、
こ
こ
に
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
前
述
し
た
よ
う
に
夫
、
本
妻
、
筑
紫
の
女
の
﹁
心
の
へ
だ
て

も
な
く
﹂
と
い
う
性
格
と
結
び
つ
い
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
こ
れ
を
も
と
に
し
て
の
別
な
方
法
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
に
は
イ
と
ロ
と
の
間

に
記
さ
れ
て
い
る
事
柄
を
さ
ら
に
狭
め
て
い
く
方
法
が
考
え
ら
れ
る
。
と
り
も
な
お
さ
ず
こ
れ
は
接
続
詞
等
か
ら
考
え
て
い
く
わ
け
で
あ
る
。

大
和
物
語
の
作
者
は
創
作
し
て
い
く
過
程
で
、﹁
か
く
て
﹂を
使
用
し
て
い
っ
た
わ
け
で
あ
る
が
、同
時
に
こ
れ
の
み
で
な
く
他
の
語
も
使
用
し
て
い
っ
た
。
こ
こ
に
は﹁
か
く
て
﹂

︵
3
例
︶、﹁
か
ゝ
る
﹂︵
1
例
︶、﹁
さ
て
﹂︵
1
例
︶
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
が
ど
の
よ
う
な
働
き
を
し
て
い
る
か
と
い
う
と
、﹁
か
く
て
﹂、﹁
か
ゝ
る
﹂
は
前
の
事
柄
や
次

に
あ
る
歌
を
指
示
し
て
い
る
。
ま
た
﹁
さ
て
﹂
は
話
の
転
換
の
働
き
を
し
て
い
る
わ
け
だ
が
、
そ
れ
に
し
て
も
こ
の
あ
た
り
を
読
ん
で
感
じ
る
こ
と
は
話
の
展
開
が
唐
突
で
あ
る
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と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
具
体
的
に
い
う
と
、﹁
た
だ
さ
る
も
の
に
て
お
き
た
り
け
り
﹂
と
﹁
さ
て
﹂
と
の
間
と
、﹁
と
な
む
い
ひ
け
る
﹂
と
﹁
よ
ば
ふ
男
も
あ
り
け
り
﹂
と
の
間
に

そ
れ
が
認
め
ら
れ
よ
う
。
前
者
に
関
連
し
て
高
橋
正
治
氏
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
お
ら
れ
る
。

﹁
ほ
か
の
た
よ
り
よ
り
、﹃
か
く
男
す
な
り
﹄
と
聞
き
て
﹂
に
相
当
す
る
︵
稿
者
注
、﹁
女
、
こ
と
人
も
の
い
ふ
﹂
に
つ
い
て
︶
。
時
間
的
に
前
に
も
ど
る
が
、﹁
そ
の
人
と
わ
れ
と
、

い
づ
れ
を
か
思
ふ
﹂
と
た
ず
ね
た
こ
と
は
、﹁
心
に
も
い
れ
で
、
た
だ
さ
る
も
の
に
て
お
き
た
り
け
り
﹂
と
矛
盾
す
る
。
現
存
﹃
檜
垣
嫗
集
﹄
伝
本
の
上
位
善
本
に
は
、
こ

の
一
節
を
欠
く
。
か
つ
て
は
、
こ
の
部
分
を
持
つ
系
統
も
あ
っ
た
よ
う
だ(8)
。

確
か
に
氏
の
言
わ
れ
る
よ
う
に
こ
の
本
文
か
ら
見
る
限
り
矛
盾
し
て
い
る
。
し
か
も
、
ほ
ぼ
同
じ
表
現
を
く
り
返
し
て
い
る
に
す
ぎ
ず
、
重
複
表
現
と
と
ら
れ
て
も
仕
方
あ
る
ま

い
。
そ
の
た
め
も
あ
っ
て
か
、
こ
の
あ
た
り
を
注
釈
書
に
あ
た
っ
て
み
る
と
、
い
か
に
も
ぎ
こ
ち
な
い
口
語
訳
に
な
っ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
そ
れ
は
本
文
を
忠
実
に
解
釈
し
て
い

る
か
ら
で
も
あ
る
が
。
こ
こ
は
大
和
物
語
の
作
者
の
立
場
か
ら
み
る
と
、
夫
の
心
理
状
態
を
描
こ
う
と
し
た
わ
け
で
あ
る
が
、
実
際
に
筆
を
執
っ
て
み
る
と
思
う
よ
う
に
進
ま
な

か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
う
言
え
ば
、か
つ
て
指
摘
し
た(9)
よ
う
に
こ
れ
以
外
の
と
こ
ろ
で
も
重
複
表
現
が
み
ら
れ
た
し
、こ
う
す
る
こ
と
が
作
者
に
と
っ
て
精
一
杯
で
は
な
か
っ

た
の
か
。
し
て
み
る
と
、﹁
さ
て
﹂
で
始
ま
る
唐
突
さ
に
は
作
者
の
創
作
力
が
関
与
し
て
い
る
と
み
て
よ
か
ろ
う
。
ま
た
、
氏
は
現
存
檜
垣
嫗
集
で
は
こ
の
一
節
を
欠
く
こ
と
を

指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
お
そ
ら
く
こ
れ
は
話
の
展
開
に
矛
盾
を
感
じ
た
、
そ
の
編
者
が
意
図
的
に
除
去
し
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
後
者
の
場
合
も
唐
突
と
し
て
男
が
登
場
し
て
い
る
。

大
和
物
語
管
窺
抄
で
は
﹁
よ
は
ふ
男
有
り
け
り
と
は
先
の
忍
ひ
て
お
と
こ
し
た
り
と
い
へ
る
に
は
異
男
の
ま
た
よ
は
ふ
有
り
け
り
と
い
ふ
意
﹂
と
注
釈
を
加
え
て
い
る
。
こ
こ
も

作
者
の
創
作
力
の
反
映
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
大
和
物
語
作
者
の
創
作
力
の
稚
拙
さ
を
随
所
に
み
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
が
、
と
同
時
に
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
ま
と
ま
り
と
い
う
も
の
を
認
め
る
こ
と
が
で
き

る
。
こ
れ
は
言
っ
て
み
れ
ば
、
時
間
的
に
話
を
展
開
さ
せ
て
行
く(10)
過
程
で
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
ま
と
め
て
い
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
今
、
そ
れ
に
つ
い
て
問
題
に
な
っ
て
い
る

﹁
か
く
て
﹂
以
前
を
本
文
に
即
し
て
み
る
と
、﹁
よ
し
い
ゑ
云
々
﹂
か
ら
﹁
い
と
よ
く
語
ら
ひ
て
ゐ
た
り
け
り
﹂
ま
で
、﹁
か
く
て
こ
の
男
は
云
々
﹂
か
ら
﹁
と
な
む
﹂
ま
で
、﹁
か

か
る
わ
ざ
を
す
れ
ど
云
々
﹂
か
ら
﹁
お
き
た
り
け
り
﹂
ま
で
、﹁
さ
て
云
々
﹂
か
ら
﹁
と
な
む
い
ひ
け
る
﹂
ま
で
、﹁
よ
ば
ふ
男
も
あ
り
け
り
云
々
﹂
か
ら
﹁
こ
り
ず
ま
に
よ
み
た

り
け
る
﹂
ま
で
に
各
々
そ
れ
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
あ
る
と
こ
ろ
に
は
接
続
詞
を
用
い
た
り
、
ま
た
あ
る
と
こ
ろ
で
は
そ
れ
を
用
い
て
い
な
い
が
、
前
述
の
如
く
箇

所
に
よ
っ
て
は
そ
の
唐
突
さ
は
否
め
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。と
も
か
く
大
和
物
語
の
作
者
は
時
間
的
叙
述
を
考
慮
し
、ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
ま
と
ま
り
ご
と
に
本
文
を
つ
な
げ
て
い
っ

た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
筆
の
進
め
方
か
ら
考
え
て
、
こ
の
﹁
か
く
て
﹂
は
か
な
り
前
の
こ
と
を
受
け
て
い
る
と
考
え
る
よ
り
も
、
す
ぐ
前
の
ひ
と
つ
の
ま
と
ま
り
を
受
け

て
い
る
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
る
。
即
ち
﹁
よ
ば
ふ
男
も
あ
り
け
り
﹂
以
下
を
こ
の
﹁
か
く
て
﹂
で
受
け
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
大
和
物
語
の
作
者
は
少
な
く
と
も
そ
の
よ
う

な
意
識
で
も
っ
て
こ
こ
の
﹁
か
く
て
﹂
を
使
用
し
た
も
の
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。﹁
心
の
へ
だ
て
も
な
く
﹂
と
い
う
こ
と
を
関
連
づ
け
て
、﹁
よ
ば
ふ
男
も
あ
り
け
り
﹂
以
下
に
記
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さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
ひ
と
つ
に
、
筑
紫
の
女
は
夫
に
対
し
て
歌
を
詠
ん
で
反
省
し
つ
つ
も
、
そ
の
浮
気
心
を
押
さ
え
き
れ
ず
に
、
ま
た
他
の
男
に
好
意
を
抱
き
手
紙
を
や
る
こ

と
と
彼
女
は
正
直
者
で
、
そ
の
こ
と
を
手
紙
で
本
妻
に
打
ち
明
け
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
こ
と
を
﹁
か
く
て
﹂
で
受
け
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
も
う
ひ
と
つ
は
さ
ら

に
狭
め
て
﹁
こ
の
妻
の
も
と
に
﹂
以
下
の
こ
と
を
受
け
て
い
る
と
い
う
考
え
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
筑
紫
の
女
が
何
の
隠
し
だ
て
を
す
る
こ
と
な
く
、
本
妻
に
打
ち
明
け
て
い
る

こ
と
を
受
け
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
両
者
の
い
ず
れ
を
と
っ
て
も
﹁
こ
こ
ろ
の
へ
だ
て
も
な
く
あ
は
れ
な
れ
ば
﹂
の
主
語
は
本
妻
と
な
る
が
、﹁
心
の
へ
だ
て
も
な
く
あ
は

れ
な
れ
ば
﹂
と
は
前
の
ど
の
よ
う
な
状
況
を
受
け
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
前
者
の
よ
う
に
筑
紫
女
が
異
男
す
る
こ
と
ま
で
も
本
妻
は
﹁
い
と
あ
は
れ
と
思
ふ
﹂
と
感
じ
て
い
た

か
︵
後
述
す
る
よ
う
に
﹁
い
と
あ
は
れ
と
思
ふ
ほ
ど
に
﹂
の
主
語
を
本
妻
と
と
っ
て
︶
。
そ
う
と
る
に
は
飛
躍
し
す
ぎ
る
よ
う
に
思
う
。
そ
れ
よ
り
も
、
そ
う
い
う
こ
と
を
隠
し
立
て

す
る
こ
と
な
く
知
ら
せ
て
く
れ
た
こ
と
に
対
し
て
、
本
妻
は
﹁
い
と
あ
は
れ
﹂
と
感
じ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
は
後
者
の
み
を
受
け
て
い
る
と
考
え
た
い
。

そ
れ
と
﹁
か
く
て
心
の
へ
だ
て
も
な
く
云
々
﹂
以
前
に
お
い
て
登
場
人
物
の
こ
の
章
段
で
の
関
わ
り
の
程
度
を
み
る
と
、
確
か
に
本
妻
は
筑
紫
の
女
に
対
し
て
隔
て
心
が
な
い

わ
け
で
あ
る
が
、
彼
女
は
こ
の
章
段
の
初
め
の
方
に
出
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
こ
こ
の
動
作
主
を
彼
女
に
す
る
と
や
や
物
足
り
な
さ
を
感
じ
る
。
さ
ら
に
こ
の
章
段
は
こ
の
﹁
か

く
て
﹂
を
境
に
大
き
く
前
半
と
後
半
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
前
半
で
は
筑
紫
の
女
の
、
本
妻
と
そ
の
夫
の
も
と
で
の
生
活
が
記
さ
れ
、
後
半
で
は
筑
紫
の
女
が
夢
破
れ
て
故

郷
へ
帰
る
様
子
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
あ
く
ま
で
も
筑
紫
の
女
が
中
心
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
こ
の
章
段
に
あ
る
す
べ
て
の
歌
を
筑
紫
の
女
が
詠
ん
で
い
る

こ
と
に
よ
っ
て
も
理
解
で
き
よ
う
。
こ
の
よ
う
な
点
か
ら
も
﹁
心
の
へ
だ
て
も
な
く
あ
は
れ
な
れ
ば
﹂
の
動
作
主
は
筑
紫
の
女
と
み
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

一
方
、
後
半
の
﹁
い
と
あ
は
れ
と
思
ふ
ほ
ど
に
﹂
の
動
作
主
は
誰
と
み
る
の
が
よ
い
か
。
先
程
、
前
半
が
決
ま
れ
ば
、
後
半
は
お
お
よ
そ
目
安
が
つ
く
と
述
べ
た
が
、
こ
れ
は

先
程
の
一
覧
表
を
み
て
も
筑
紫
の
女
か
本
妻
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
理
解
で
き
よ
う
。
し
か
し
、
考
え
よ
う
に
よ
れ
ば
、
一
覧
表
に
み
ら
れ
な
い
夫
も
該
当
す
る
の
で

は
な
い
か
。
事
実
、
こ
う
考
え
て
い
る
方
も
お
ら
れ
る(11)
。
そ
の
場
合
、
筑
紫
の
女
の
行
動
と
考
え
合
せ
て
み
る
と
ど
う
か
。
夫
は
筑
紫
の
女
が
他
の
男
と
付
き
合
う
こ
と
を
認
め

て
い
た
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
夫
は
筑
紫
の
女
が
異
男
す
る
う
わ
さ
を
聞
き
、
本
心
を
尋
ね
て
い
る
の
に
対
し
、
彼
女
は
﹁
花
す
す
き
﹂
の
歌
を
詠
み
愛
を
誓
っ
て
い
る
。
こ
の

時
点
で
は
、
夫
は
ま
さ
に
﹁
あ
は
れ
﹂
と
感
じ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
後
、
彼
女
は
再
び
異
男
し
て
し
ま
う
。
こ
こ
の
動
作
主
を
夫
に
す
る
と
、
前
述
の
如

く
こ
の
章
段
が
時
間
的
叙
述
を
考
慮
し
て
お
り
不
自
然
の
よ
う
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
私
は
こ
こ
の
動
作
主
に
つ
い
て
、
前
半
を
筑
紫
の
女
に
、
後
半
を
本
妻
に
そ
れ
ぞ
れ
考
え
た
。
結
局
は
、
大
方
の
注
釈
書
と
同
じ
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、

今
ま
で
の
注
釈
書
で
そ
う
と
っ
て
い
る
理
由
を
記
し
た
も
の
は
皆
無
に
等
し
か
っ
た
。
そ
う
と
っ
た
理
由
を
追
究
し
て
こ
そ
大
和
物
語
の
創
作
性
を
垣
間
見
ら
れ
た
よ
う
に
思
う
。
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四

こ
の
部
分
の
動
作
主
は
様
々
に
と
ら
れ
て
い
る
わ
け
だ
が
、
こ
の
こ
と
は
実
は
重
要
な
問
題
を
含
ん
で
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
人
物
の
と
り
方
に
よ
っ
て
、
こ
の
章
段
の
主

題
に
も
絡
ん
で
く
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
と
い
う
の
も
、
こ
こ
で
問
題
と
す
る
本
文
に
は
﹁
あ
は
れ
﹂、﹁
あ
は
れ
な
れ
﹂
と
い
う
品
詞
は
異
な
る
が
、
意
味
上
、
同
じ
語
が
用
い

ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
語
が
ひ
と
つ
の
文
中
に
、
し
か
も
隣
接
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
は
他
に
な
く
、
作
者
は
意
図
的
に
用
い
た
節
が
あ
る
。
こ
の
こ
と

に
関
連
し
て
福
井
貞
助
氏
は
こ
の
章
段
の
後
半
部
︵
稿
者
注
、﹁
か
く
て
心
の
へ
だ
て
も
な
く
云
々
﹂
以
下
の
こ
と
︶
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
お
ら
れ
る
。

一
四
一
段
の
後
半
部
︵
中
略
︶
と
前
掲
︵
稿
者
云
、
中
略
し
た
﹁
か
く
て
心
の
へ
だ
て
も
な
く
云
々
﹂
か
ら
﹁
こ
の
う
は
な
り
こ
な
み
﹂
ま
で
の
本
文
の
こ
と
︶
の
本
文
に
続
い
て

結
末
に
至
る
こ
の
後
部
は
、﹁
あ
は
れ
﹂
を
描
こ
う
と
し
た
も
の
な
の
で
あ
る
。
中
に
﹁
あ
は
れ
﹂﹁
か
な
し
﹂
な
ど
重
ね
た
表
現
は
稚
拙
と
の
評
も
生
じ
よ
う
が
、
一
旦
は

結
ば
れ
た
人
達
の
別
れ
を
、
去
り
行
く
人
の
歌
を
頂
点
と
し
て
、
哀
愁
深
き
一
話
を
情
を
こ
め
て
語
ろ
う
と
し
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
歌
の
次
に
は
、
そ
れ
か
ら
展
開
す

る
事
件
を
語
る
の
で
は
な
く
、
哀
別
の
情
調
を
盛
る
。
そ
れ
は
最
後
に
﹁
い
と
悲
し
か
り
け
り
﹂
と
あ
る
評
言
の
趣
で
、
送
る
者
、
去
り
行
く
者
の
間
に
か
も
し
出
さ
れ
る

哀
感
の
揺
史
を
表
出
し
よ
う
と
試
み
た
も
の
な
の
で
あ
る(12)
。

こ
の
章
段
に
あ
る
﹁
あ
は
れ
﹂
が
す
べ
て
の
悲
し
み
を
表
し
て
い
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
が
、
氏
の
御
指
摘
は
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
今
、﹁
あ
は
れ
﹂︵
あ
は
れ
と
、
あ
は
れ
が
る
、

あ
は
れ
な
り
、
も
の
の
あ
は
れ
を
含
め
て
。
以
下
も
同
じ
︶
に
つ
い
て
大
和
物
語
と
相
前
後
し
て
成
立
し
た
作
品
で
、
ど
れ
く
ら
い
使
わ
れ
て
い
る
か
を
調
べ
て
み
る
と
次
表
の
よ

う
に
な
る
。

作
　
　
　
品

あ
は
れ

あ
は
れ
が
る

あ
は
れ
な
り

も
の
の
あ
は
れ

合
　
計

竹
　
取
　
物
　
語

3

2

0

0

5

古
　
　
今
　
　
集

18

0

2

0

20

伊
　
勢
　
物
　
語

8

4

2

0

14

土
　
佐
　
日
　
記

2

1

1

1

5



436第四章　大和物語の注釈

︵
注
︶　
検
索
に
は
以
下
の
索
引
に
拠
っ
た
。
山
田
忠
雄
氏
編
﹃
竹
取
物
語
総
索
引
﹄︵
武
蔵
野
書
院
　
昭
和
33
年
6
月
︶、
西
下
経
一
氏
・
滝
沢
貞
夫
氏
編
﹃
古
今
集
総
索
引
﹄︵
明
治

書
院
　
昭
和
47
年
5
月
︶、
日
本
大
学
文
理
学
部
国
文
学
研
究
室
編
﹃
土
佐
日
記
総
索
引
﹄︵
日
本
大
学
人
文
科
学
研
究
所
　
昭
和
42
年
7
月
︶、
塚
原
鉄
雄
氏
・
曾
田
文
雄
氏

編
﹃
大
和
物
語
語
彙
索
引
﹄︵
笠
間
書
院
　
昭
和
45
年
9
月
︶、
山
田
巌
氏
・
他
編
﹃
平
中
物
語
本
文
と
索
引
﹄︵
洛
文
社
　
昭
和
44
年
10
月
︶

厳
密
に
い
う
と
、
品
詞
に
よ
り
多
少
の
出
入
り
は
あ
る
も
の
の
全
体
的
に
み
て
、
大
和
物
語
が
圧
倒
的
に
多
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
﹁
あ
は
れ
﹂
が
大
和
物
語
に
あ
っ
て
基
調
を

な
す
語
で
あ
る(13)
と
い
う
こ
と
は
論
を
待
た
な
い
。
そ
れ
だ
け
に
こ
の
よ
う
に
ひ
と
つ
の
文
中
に
二
箇
所
に
わ
た
り
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
注
目
さ
れ
よ
う
。
し
か
も
、
こ
の
章

段
に
は
こ
れ
ら
以
外
に
二
箇
所
に
用
い
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
そ
れ
ら
を
合
わ
せ
る
と
四
箇
所
に
な
る
。

こ
の
数
が
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
つ
か
で
あ
る
が
、
一
体
、
大
和
物
語
に
あ
っ
て
、﹁
あ
は
れ
﹂
が
一
章
段
に
二
箇
所
以
上
、
用
い
ら
れ
て
い
る
章
段
は
ど
れ
く
ら
い
あ
る
で

あ
ろ
う
か
。
今
、
そ
の
章
段
と
、
そ
の
使
用
数
、
及
び
﹁
あ
は
れ
﹂
が
誰
の
動
作
に
使
わ
れ
て
い
る
か
を
調
べ
て
み
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

大
　
和
　
物
　
語

20

14

21

1

56

平
　
仲
　
物
　
語

3

5

3

0

11

章
　
　
段

使
　
　
用
　
　
数

動
　
　
　
　
作
　
　
　
　
主

7417072126141144146148168
附
載
説
話

23322422534

男
、
女

と
し
こ
、
源
大
納
言
、
よ
ぶ
こ
、
あ
や
つ
こ

監
命
婦
、
藤
原
忠
文

故
式
部
�
宮

檜
垣
御

筑
紫
の
女
、
本
妻
、
夫

在
次
君

大
江
玉
淵
女

女小
野
小
町
、
良
少
将

男
、
女
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概
し
て
、
大
和
物
語
に
あ
っ
て
著
名
な
人
物
が
登
場
す
る
章
段
に
み
ら
れ
る
。
一
四
一
段
は
一
四
八
段
に
次
い
で
二
位
を
占
め
て
い
る
。
一
四
八
段
と
い
う
の
は
蘆
刈
伝
説
で
、

大
和
物
語
の
中
に
あ
っ
て
は
か
な
り
長
文
の
章
段
で
あ
る
。
そ
の
長
さ
か
ら
い
う
と
一
四
一
段
の
ほ
う
が
は
る
か
に
短
く
、
そ
こ
に
﹁
あ
は
れ
﹂
が
四
箇
所
も
出
て
い
る
こ
と
は

注
目
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

一
四
一
段
に
お
い
て
﹁
あ
は
れ
﹂
の
用
い
方
を
み
る
と
、
筑
紫
の
女
は
よ
ば
う
男
に
返
事
を
し
、
同
時
に
本
妻
に
も
手
紙
を
忘
れ
な
い
。
そ
の
歌
の
中
に
﹁
あ
は
れ
﹂
と
あ
り
、

こ
れ
は
筑
紫
の
女
の
よ
ば
う
男
に
対
す
る
心
情
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
を
受
け
た
の
が
、﹁
心
の
へ
だ
て
も
な
く
あ
は
れ
な
れ
ば
﹂
と
い
う
筑
紫
の
女
の
心
情
に
な
る
。
こ

の
よ
う
に
筑
紫
の
女
は
よ
ば
う
男
に
対
し
て
も
本
妻
に
対
し
て
も
心
遣
い
を
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
感
動
し
た
か
の
よ
う
に
、
作
者
は
本
妻
の
動
作
に
も
﹁
い
と

あ
は
れ
な
れ
ば
﹂
と
表
現
し
て
い
る
。
そ
し
て
最
後
の
﹁
あ
は
れ
が
り
﹂
は
夫
と
本
妻
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
登
場
人
物
の
す
べ
て
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
し
か
も
、

こ
こ
に
は
、
と
し
こ
と
か
監
命
婦
と
い
っ
た
著
名
な
人
物
が
登
場
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
大
和
物
語
に
あ
っ
て
は
、
い
わ
ば
無
名
の
人
物
に
す
ぎ
な
い
。
思
う
に
こ
う
し
た
の
は

創
作
意
識
を
持
っ
て
虚
構
の
章
段
を
設
定
し
、
そ
れ
が
人
物
に
も
及
び
、
ひ
と
つ
の
理
想
化
を
目
指
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
は
次
の
こ
と
に
よ
っ
て
も
理
解
で
き
よ
う
。
前
述
し
た
よ
う
に
こ
こ
に
登
場
す
る
人
々
は
す
べ
て
善
良
な
人
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
六
四
段
や
一
三
四
段
も
こ
こ
と
同

じ
よ
う
に
人
物
を
配
置
し
て
い
る
が
、
各
々
の
人
物
に
あ
た
っ
て
み
る
と
、
こ
こ
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
性
格
と
し
て
描
か
れ
て
い
な
い
。
と
す
る
と
、
こ
の
よ
う
な
章
段
は
、
大

和
物
語
に
あ
っ
て
は
こ
こ
だ
け
で
あ
り
、
そ
れ
だ
け
に
特
異
な
章
段
と
言
え
よ
う
。
こ
こ
に
は
作
者
の
理
想
化
の
跡
を
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
の
こ
と
に
関
し
て
は
今
井
源

衛
氏
も
次
の
よ
う
に
述
べ
て
お
ら
れ
る
。

作
者
は
理
想
を
内
か
ら
支
え
る
現
実
の
人
間
と
し
て
の
肉
附
も
か
な
り
ゆ
た
か
に
与
え
て
い
る
。
だ
ん
だ
ん
と
新
し
い
愛
人
に
心
を
惹
か
れ
て
ゆ
く
筑
紫
の
女
の
気
持
ち
や
、

そ
れ
に
つ
れ
て
、
女
へ
の
愛
が
冷
却
し
て
ゆ
く
心
の
動
き
な
ど
、
素
朴
な
文
体
な
が
ら
、
読
者
を
納
得
さ
せ
、
そ
の
間
の
彼
等
の
あ
た
ゝ
か
く
、
自
然
な
行
動
に
読
者
の
心

を
魅
す
る
も
の
が
あ
る
。
作
者
が
眼
目
と
し
た
ら
し
い
本
妻
の
姿
だ
け
は
、
あ
ま
り
き
れ
い
ご
と
に
過
ぎ
る
感
が
免
れ
な
い
が
、
そ
れ
だ
け
作
者
の
意
図
が
露
出
し
た
と
い

う
こ
と
で
は
あ
る
ま
い
か(14)

。

け
だ
し
卓
見
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
特
に
最
後
の
傍
線
を
施
し
た
部
分
に
は
心
強
さ
を
お
ぼ
え
る
。
そ
れ
と
い
う
の
も
私
自
身
、
こ
の
章
段
は
虚
構
化
さ
れ
た
も
の
と
い
う
考
え

が
根
底
に
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
氏
は
こ
こ
に
み
ら
れ
る
四
首
の
歌
に
つ
い
て
、
四
首
と
も
筑
紫
の
女
の
述
懐
で
あ
る
こ
と
も
珍
し
い
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
私
見
に
よ
る

と
四
首
と
も
虚
構
に
な
る
も
の
で
あ
り(15)
、
そ
こ
に
は
創
作
力
も
絡
ん
で
く
る
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
は
と
も
か
く
と
し
て
彼
女
が
詠
ん
だ
歌
と
し
て
作
ら
れ
て
い
る
こ
と
自
体
、

こ
の
章
段
の
中
心
人
物
で
あ
る
と
い
う
意
識
が
作
者
の
心
に
あ
っ
た
こ
と
は
否
め
な
い
。
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五

以
上
、
私
は
大
和
物
語
一
四
一
段
に
み
ら
れ
る
﹁
心
の
へ
だ
て
も
な
く
あ
は
れ
な
れ
ば
、
い
と
あ
は
れ
と
思
ふ
ほ
ど
に
﹂
と
い
う
本
文
に
つ
い
て
考
え
て
き
た
。
こ
の
本
文
の

動
作
主
が
誰
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
は
、
実
は
こ
の
章
段
の
構
想
や
意
図
と
密
接
な
関
係
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
を
探
る
前
提
と
し
て
古
注
か
ら
現
代
に
至
る
注

釈
書
類
を
つ
ぶ
さ
に
調
査
し
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
の
と
り
方
は
様
々
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
注
釈
書
の
受
け
止
め
方
と
い
う
も
の
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。
た
だ
、
そ
の
よ
う
に

と
っ
た
理
由
を
述
べ
て
い
る
も
の
は
少
な
く
、
ま
し
て
作
者
の
意
図
と
深
い
関
わ
り
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
も
の
は
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
そ
の
緩
慢
さ
は
否
定
で
き

な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
こ
で
は
そ
の
原
因
な
る
も
の
を
追
究
し
た
。
結
局
の
と
こ
ろ
、
そ
れ
は
作
者
の
創
作
力
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
。
だ
か
ら
と
言
っ
て
そ
れ
で
大
和
物
語
を
評

価
し
よ
う
と
い
う
の
で
は
な
い
。
こ
こ
で
作
者
は
こ
の
一
文
を
草
す
る
こ
と
に
よ
り
、
彼
の
理
想
を
表
出
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
こ
の
こ
と
を
評
価
す
べ
き
で
あ

る
。
し
か
し
、
そ
れ
が
思
う
よ
う
に
い
か
な
か
っ
た
と
い
う
の
が
、
本
音
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
一
四
一
段
に
は
先
学
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
大
和
物
語
の
文
学
理
念
と
い

う
べ
き
﹁
あ
は
れ
﹂
な
る
世
界
を
描
い
て
い
る
が
、
そ
の
作
者
の
意
図
を
こ
の
一
文
に
集
中
さ
せ
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
る
ま
い
。

私
達
は
や
や
も
す
る
と
、
著
名
な
章
段
に
目
を
と
ら
わ
れ
が
ち
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
、
い
わ
ば
日
陰
に
隠
れ
た
章
段
に
も
注
意
を
払
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
述
べ
て

き
た
、
ほ
ん
の
些
細
な
と
こ
ろ
に
も
実
は
大
和
物
語
作
者
の
意
図
が
秘
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
と
類
似
し
た
と
こ
ろ
は
他
の
章
段
に
も
存
在
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ

れ
ら
を
追
究
し
、
累
積
し
て
行
っ
て
こ
そ
大
和
物
語
の
方
法
や
本
質
が
見
い
出
せ
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

注
⑴
　﹃
校
本
大
和
物
語
と
そ
の
研
究
﹄
に
よ
る
と
為
氏
本
、
為
衆
本
、
光
阿
彌
陀
仏
本
が
こ
う
な
っ
て
い
る
。

⑵
　﹃
日
本
古
典
文
学
全
集
大
和
物
語
﹄
頭
注
。

⑶
　
拙
稿
﹁
大
和
物
語
に
お
け
る
虚
構
の
方
法
︱
一
四
一
・
一
四
二
・
一
五
四
段
を
例
に
し
て
︱
﹂︵﹁
中
古
文
学
﹂
30
号
　
昭
和
57
年
10
月
　
後
に
﹃
国
文
学
年
次
別
論
文
集  

中
古
2  

昭
和
57
年
﹄︿
朋
文
出
版
　
昭
和
58
年
11
月
﹀、﹃
大
和
物
語
の
研
究
﹄︿
翰
林
書
房
　
平
成
6
年
2
月
﹀
に
そ
れ
ぞ
れ
再
録
︶。
本
書
第
二
章
第
二
節
。

⑷
　﹁
歌
物
語
は
土
佐
日
記
か
ら
何
を
得
た
か
﹂︵﹁
文
経
論
叢
﹂
11
巻
3
号
　
昭
和
51
年
3
月
　
後
に
﹃
歌
物
語
の
研
究
﹄︿
風
間
書
房
　
昭
和
61
年
4
月
﹀
に
再
録
︶

⑸
　﹃
大
和
物
語
の
注
釈
と
研
究
﹄︵
武
蔵
野
書
院
　
昭
和
56
年
2
月
︶

⑹
　﹁
大
和
物
語
に
お
け
る
﹁
か
く
て
﹂
の
考
察
﹂︵﹁
二
松
学
舎
大
学
人
文
論
叢
﹂
9
輯
　
昭
和
51
年
4
月
︶
な
お
、こ
れ
は
以
前
に
同
じ
題
で
﹁
大
和
物
語
探
求
﹂
6
号
︵
昭
和
50
年
11
月
︶
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に
発
表
し
た
の
を
補
訂
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

⑺
　﹁﹃
大
和
物
語
﹄
の
文
章
︱
そ
の
﹁
な
り
け
り
﹂
表
現
と
歌
語
り
︱
﹂︵﹁
愛
媛
国
文
研
究
﹂
29
号
　
昭
和
54
年
12
月
　
後
に
﹃﹁
語
り
﹂
言
語
の
研
究
﹄︿
和
泉
書
院
　
平
成
30
年
1

月
﹀
に
再
録
︶

⑻
　
注
⑵
に
同
じ
。

⑼
　
拙
稿
﹁
大
和
物
語
の
創
作
方
法
︱
い
わ
ゆ
る
﹁
な
ら
の
帝
﹂
の
章
段
を
め
ぐ
っ
て
︱
﹂︵﹁
平
安
文
学
研
究
﹂
76
輯
　
昭
和
61
年
12
月
　
後
に
﹃
国
文
学
年
次
別
論
文
集  

中
古
2  

昭
和
61
年
﹄︿
朋
文
出
版
　
昭
和
62
年
11
月
﹀、﹃
大
和
物
語
の
研
究
﹄
に
そ
れ
ぞ
れ
再
録
︶。
本
書
第
二
章
第
七
節
。

⑽
　
今
井
源
衛
氏
﹁
大
和
物
語
評
釈
・
三
五
　
筑
紫
の
女
﹂︵﹁
国
文
学
﹂
10
巻
6
号
　
昭
和
40
年
5
月
　
後
に
﹃
大
和
物
語
評
釈  

下
巻
﹄︿
笠
間
書
院
　
平
成
12
年
2
月
﹀
に
再
録
︶

⑾
　
山
崎
良
幸
氏
﹃﹁
あ
は
れ
﹂
と
﹁
も
の
の
あ
は
れ
﹂
の
研
究
︱
源
氏
物
語
を
中
心
と
し
て
︱
﹄︵
風
間
書
房
　
昭
和
61
年
11
月
︶

⑿
　
注
⑷
に
同
じ
。

⒀
　
南
波
浩
氏
﹁
大
和
物
語
の
特
質
﹂︵﹃
日
本
古
典
全
書
大
和
物
語
﹄
朝
日
新
聞
社
　
昭
和
36
年
10
月
︶

⒁
　
注
⑽
に
同
じ
。

⒂
　
注
⑶
に
同
じ
。
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第
三
節
　
甲
斐
侍
従
筆
﹃
大
和
物
語
追
考
﹄
に
つ
い
て

＊

本
稿
で
は
架
蔵
の
甲
斐
侍
従
筆
﹃
大
和
物
語
追
考
﹄︵
以
下
、
架
蔵
本
と
略
称
︶
の
解
説
を
す
る
。﹃
大
和
物
語
追
考
﹄
は
北
村
季
吟
の
手
に
な
る
﹃
大
和
物
語
抄
﹄
の
補
訂
を

し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
季
吟
が
﹃
大
和
物
語
抄
﹄
に
書
き
込
ん
だ
も
の
を
門
弟
の
山
岡
元
隣
が
整
理
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る(1)
。
し
か
し
、
版
行
に
移
さ
れ
ず
、
今
日
、
写
本

で
伝
わ
っ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。﹃
大
和
物
語
抄
﹄
の
注
釈
史
上
の
価
値
は
今
さ
ら
述
べ
る
ま
で
も
な
い
が
、
そ
れ
の
補
訂
と
い
う
こ
と
で
、﹃
大
和
物
語
追
考
﹄
も
軽
視
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
。
そ
の
意
味
で
架
蔵
本
が
今
後
の
研
究
に
多
少
な
り
と
も
資
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。

＊

﹃
大
和
物
語
追
考
﹄
の
伝
本
は
少
な
い
。﹃
版訂補

国
書
総
目
録  

第
七
巻(2)
﹄
に
は
静
嘉
堂
文
庫
蔵
本
、
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
本
︵
以
下
、
書
陵
部
本
と
略
称
︶
、
東
京
大
学
文
学
部
国
文
学

研
究
室
蔵
本
︵
以
下
、
東
大
本
と
略
称
︶
、
東
京
大
学
本
居
文
庫
蔵
本
の
四
本
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
吉
澤
義
則
氏
の
編
に
な
る
﹃
未
刊
国
文
古
註
釈
大
系  

第
九
冊(3)
﹄
の

解
題
に
は
池
田
亀
鑑
氏
蔵
本
︵
押
小
路
家
旧
蔵
︶
の
記
述
が
あ
る
。
こ
の
う
ち
書
陵
部
本
が
﹃
未
刊
国
文
古
註
釈
大
系  

第
九
冊
﹄
に
、
ま
た
東
大
本
が
本
多
伊
平
氏
に
よ
り
﹃
北

村
季
吟
大
和
物
語
抄
付
大
和
物
語
別
勘

大
和
物
語
追
考

﹄(4)
に
そ
れ
ぞ
れ
翻
刻
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
こ
れ
ら
の
伝
本
は
﹃
大
和
物
語
追
考
﹄
の
み
で
な
く
、﹃
大
和
物
語
別
勘
﹄、﹃
大
和
物
語
系
図
﹄

と
合
冊
に
な
っ
て
い
る
が
、
架
蔵
本
は
﹃
大
和
物
語
追
考
﹄
の
み
で
あ
る
。
ま
ず
、
そ
の
書
誌
を
記
し
て
お
く
。

縦
二
二
・
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
×
横
一
四
・
七
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
袋
綴
一
冊
本
。
表
紙
は
濃
い
緑
地
に
花
模
様
を
押
し
た
布
表
紙
で
左
肩
上
よ
り
﹁
大
和
物
語
追
考
﹂
と
す
る
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題
簽
が
あ
る
。
一
面
十
行
、
本
文
墨
付
二
十
九
丁
で
前
後
に
そ
れ
ぞ
れ
一
枚
ず
つ
の
遊
紙
が
あ
る
。
第
一
丁
オ
に
﹁
大
和
物
語
追
考
﹂
と
内
題
が
あ
る
。
ま
た
第
三
十
丁
オ
に

﹁
い
か
な
り
し
花
の
江
に
か
は
や
ま
か
つ
の
た
ふ
さ
に
け
か
る
や
ま
と
な
て
し
こ
﹂
の
歌
が
あ
る
。
そ
の
裏
に
次
の
よ
う
な
奥
書
が
あ
る
。

此
一
帖
再
昌
院
季
吟
述
作
也
右

法
印
伝
授
者
也

宝
永
二
乙
　酉

年
三
月
中
旬

　
　
　
　
　
　
甲
斐
侍
從
　
花
押

該
本
は
宝
永
二
年
︵
一
七
〇
五
︶
三
月
に
甲
斐
侍
従
な
る
人
物
に
よ
っ
て
書
写
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

甲
斐
侍
従
と
は
誰
の
こ
と
か
。
侍
従
と
い
う
位
に
あ
っ
て
甲
斐
国
に
関
係
の
あ
っ
た
人
物
で
あ
ろ
う
。
甲
斐
国
は
従
来
、
徳
川
家
一
門
に
し
か
与
え
ら
れ
な
い
地
で
重
要
視
さ
れ

て
い
た
。
そ
こ
へ
徳
川
家
以
外
か
ら
、五
代
将
軍
綱
吉
の
側
用
人
と
し
て
多
く
の
功
績
を
立
て
甲
斐
府
中
藩
主
に
迎
え
ら
れ
た
の
が
柳
沢
吉
保
で
あ
っ
た
。
宝
永
元
年
の
こ
と
で
あ
る
。

し
か
も
彼
は
元
禄
元
年
︵
一
六
八
八
︶
十
二
月
に
侍
従
の
位
を
与
え
ら
れ
、
老
中
格
に
昇
進
し
て
い
た(5)
。
ま
さ
し
く
﹁
甲
斐
侍
従
﹂
と
は
柳
沢
吉
保
を
呼
ぶ
に
相
応
し
い
呼
称
と
言

え
よ
う
。
彼
は
学
問
へ
の
造
詣
が
深
く
、
北
村
季
吟
と
の
交
流
も
あ
り
、﹃
松
蔭
日
記(6)
﹄
に
よ
る
と
、
季
吟
は
吉
保
の
厚
遇
に
よ
り
法
印
と
な
り
再
昌
院
と
号
し
た
。
す
る
と
、
奥

書
の
記
述
は
季
吟
の
こ
と
を
記
し
て
い
る
こ
と
と
な
り
、
し
か
も
柳
沢
吉
保
と
推
定
さ
れ
る
甲
斐
侍
従
が
こ
れ
を
書
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
架
蔵
本
の
奥
書
は
吉
保
と
季
吟
の
交
流

の
一
面
を
如
実
に
物
語
っ
て
い
よ
う
。
こ
の
よ
う
に
考
え
て
く
る
と
架
蔵
の
﹃
大
和
物
語
追
考
﹄
は
柳
沢
吉
保
の
書
写
に
な
ろ
う
。
た
だ
、
架
蔵
本
と
吉
保
の
筆
跡
や
花
押
と
の
比

較
、
検
討
が
必
要
に
な
る
が
、
ま
だ
そ
こ
ま
で
調
査
が
行
き
届
い
て
い
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
こ
で
は
そ
の
可
能
性
が
あ
る
こ
と
に
止
め
て
お
き
た
い
。
次
に
架
蔵
本
の
本
文
を
み

て
い
く
こ
と
に
す
る
。
そ
の
際
、
東
大
本
、
書
陵
部
本
と
比
較
、
検
討
し
て
い
く
が
、
本
文
は
前
記
の
翻
刻
本
に
拠
る
こ
と
に
す
る
。
東
大
本
に
架
蔵
本
を
対
校
し
て
み
る
と
か
な

り
の
異
同
が
あ
る
。
書
式
を
み
る
と
東
大
本
は
注
釈
を
項
目
よ
り
一
字
分
程
、
下
げ
て
書
い
て
い
る
が
、
架
蔵
本
は
同
列
に
な
っ
て
い
る
。
書
陵
部
本
は
こ
れ
に
近
い
。
ま
た
、
東

大
本
で
割
注
の
と
こ
ろ
が
架
蔵
本
で
は
小
文
字
で
一
行
書
き
の
と
こ
ろ
が
多
い
。
本
文
の
異
同
は
多
く
、
今
、
漢
字
と
仮
名
書
き
の
異
同
を
除
き
、
調
査
す
る
と
次
表
の
よ
う
に
な
る
。

番
号

頁

架
　
蔵
　
本

東
大
本

備
考

⑴⑵⑶⑷

１
オ〃１

ウ〃

　
ナ
シ
︵
書
︶

　
御
説
に
天8

慶8
暦
イ

の
こ
ろ

　
公
�
補
任
に
正
四
位
下

8

8

8

︵
書
︶

　
か
た
か
け
の
ふ
ね
に
や
の
り
し

8

8

8

︵
書
︶

　
拾
穂
志
之

　
天
暦

　
四
位下
イ

　
の
りれ

る

イし
　

天
暦慶

イ

︵
書
︶

⑸⑹⑺⑻⑼

２
ウ〃〃〃３

オ

　
十
二
月
十
九
日

8

8

8

に
て
も
︵
書
︶

　
九
月
廾
八
日
よ
り

8

8

の
︵
書
︶

　
京
極
の
み
や
す
所
・

　
屛
風
の
う
た

8

8

ふ
ち
の
は
な
︵
書
︶

　
又
案
・
此
段
︵
書
︶

　
廾
九
日

　
ナ
シ

　
の
︵
書
︶

　
ナ
シ

　
に
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⑽⑾⑿⒀⒁⒂⒃⒄⒅⒆⒇㉑㉒㉓㉔252627㉘2930㉛32㉝㉞

３
ウ

４
オ〃〃〃４

ウ〃〃〃〃５
オ〃５

ウ〃６
オ〃〃〃６

ウ〃７
オ

８
オ〃〃９

オ

　
大
貳
復
任
・
云
々

　
衣
服
令
伝8

︵
書
︶

　
五
位
の8

袍
緋
︵
書
︶

　
後
撰
作
者
に
お
ほ
つ
ほ
ね

8

8

8

8

8

︵
宮
︶　

　
清
輔
朝
臣
・
・
・

　
よ
く
定
り
に8

け
る
名
︵
書
︶

　
大
納
言
本

8

8

8

8

に
も

　
お
ほ
つ
ほ
ね

8

8

8

8

8

と
あ
り
云
々
︵
宮
︶

　
彼
家
の
嫡
文

8

8

︵
書
︶

　
定
る
証
文

8

8

と
信
仰
す

　
世
の
中
は
夢
に
さ
り
け
る

8

8

　
後
撰
集
・
云
︵
書
︶

　
侍
・
け
る
と
云
々
︵
書
︶

　
よ
み
給
ひ8

け
る
に
や

　
堤
・
中
納
言
内
の
御
使
に
い
て

　
法
皇

8

8

御
記
日
延
長
七
年
︵
書
︶

　
延
長
七
年
英
時

8

8

朝
臣

　
当
御8

湯
殿
之
間
︵
書
︶

　
え
し
給
・
さ
り
け
り
︵
書
︶

　
き
こ
え
さ
せ
け
る

8

8

︵
書
︶

　
し
か
る
に
後
撰
集
・︵
書
︶

　
以
源
氏

8

8

為
大
君
︵
書
︶

　
于8

帰
本
姓
云
々

　
愚
案
に8

後
撰
に
も
︵
書
︶

　
く
り
こ
ま
山
山
城
宇
治
の
ほ
と
り
な
り

　
歟
︵
書
︶

　
ナ
シ

　
ナ
シ

　
お
ほ
つ
ふ
ね

　
本
ニ
ハ
︵
書
︶

　
ナ
シ

　
大
納行

成

言
本︵
書
︶

　
お
ほふ

つ
ほ
ね

　
嫡
子文

イ

　
証
本
︵
書
︶

　
け
り
︵
書
︶

　
に

　
り

　
ナ
シ
︵
書
︶

　
の
︵
書
︶

　

皇
法
イ

　

　
英
明
︵
書
︶

　
ナ
シ

　
は

　
け
り

　
の

　
源王

イ氏
　

　
ナ
シ
︵
書
︶

　
ナ
シ

　
ナ
シ
︵
書
︶

傍
書

︵
東
大
本
︶

35㊱㊲3839404142434445464748㊾㊿(51)(52)(53)

９
ウ〃〃〃10

オ〃〃10
ウ

11
ウ

12
オ〃12

ウ
13
オ

13
ウ〃14

オ
14
ウ〃〃

　
ナ
シ

　
今
日

8

8

元
服

　
又
曰9

天
暦
元
年
︵
書
︶

　
　
此
段
の
北
方
う
せ
給
ふ
て
と

　
　
い
ふ
所
に
後
柏
原
本

首
書
云

　
　
勘
物
云
　
重
光
　
保
光
　
正
光
�

　
　
母

　
承
平
三8

年
癸
巳
︵
書
︶

　
藤
実
頼8

五
月
廿
七
日
兼
︵
書
︶

　
同
五
年
に
生
れ8

給
へ
り

　
　
此
段
の
御
息
所
後
柏
原
本
勘

首
書

　
　
物
仁
善
子
云
々

　
　
此
段
後
柏
原
本
勘
物
云
貞
信

　
　
公
昌
泰
三
年
正
月

首
書

　
　
廾
八
日
参
議
廾
今
年
清
慎
公

　
　
生
服
後
禁
色
不
審
云
々

　
わ
た
り
川8

︵
書
︶

　
書
か
へ
て
侍
へ
し

8

8

8

8

　
申
侍
し
か
と

8

8

8

8

8

今
補
任
を
︵
書
︶

　
藤
師
輔
・
右
大
臣

　
承
平
元8

年
閏
五
月
十
一
日
︵
書
︶

　
此
二
人
の

8

8

8

御
中
に
て
︵
書
︶

　
藤
原
・
真
樹
を
勘
物
に
︵
書
︶

　
い
ひ
て
侍
り8

け
れ
は
︵
書
︶

　
又
・
閑
院
大
君
源
宗
于
女

　
後
撰
・
目
録

あ
け
ぬ
と
て
い
そ

き
も
そ
す
る
の
歌

古
今
集
に
あ
ふ
く

ま
に
き
り
た
ち
わ

た
り
あ
け
ぬ
と
も

君
を
は
や
ら
し
ま

て
は
す
へ
な
し

　
同
日
︵
書
︶

　
云

　
ナ
シ
︵
書
︶

　
ナ
シ

　
ナ
シ

　
ナ
シ
︵
書
︶

　
ナ
シ
︵
書
︶

　
ナ
シ
︵
書
︶

　
河

　
侍
る
へ
し

　
申
侍
り
と

　
任
︵
書
︶

　
六

　
ナ
シ

　
の

　
ナ
シ

　
此
︵
書
︶

　
の
︵
書
︶

コ
ノ
歌
ノ
後

ニ
﹁
と
あ
る

う
た
を
本
歌

に
て
よ
め
る

に
や
﹂
ノ
本

文
ガ
ア
ル

︵
書
︶

割
注

傳
へ
し
︵
書
︶
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(54)(55)(56)(57)(58)(59)(60)(61)(62)(63)(64)(65)(66)(67)(68)(69)(70)(71)(72)(73)(74)(75)(76)(77)(78)

15
オ〃〃15

ウ〃〃〃〃16
オ〃16

ウ〃17
オ〃17

ウ〃〃18
ウ

19
ウ〃〃〃20

オ〃20
ウ

　
伊
勢
家
集
云8

庭
鳥
に
︵
書
︶

　
音
に
て
も
き
こ
え
け
ん

8

8

︵
書
︶

　
是
に
か
き
給
へ
き
に
も8

︵
書
︶

　
仲
平
・
承
平
三
年

　
あ
く
る
と
し
中
納
言
に8

︵
書
︶

　
実
頼
も
な
り
給
ひ8

ぬ
る
︵
書
︶

　
す
み
給
ふ8

よ
り
な
り
︵
書
︶

　
前
々
に

8

8

8

衛
門
の
か
み

　
僧
喜
君
・
哥
也
︵
書
︶

　
は
な
れ
ぬ
へ
く
侍
り8

︵
書
︶

　
う
け
て8

に
や
侍
ら
ん
︵
書
︶

　
延
喜
元
年
正
月
廿8

五8
六
イ

日8

︵
書
︶

　
往
来
と
つ
く
れ
り
と8

云
々

　
藻
塩
草
・
遊
子
伯
陽
の

　
百
人
一
首
の
抄
に
は8

︵
書
︶

　
た
ゝ
空
の
事
を8

い
ふ
と
︵
書
︶

　
宗
祇
・
説
と
て

　
こ
れ
を
案
・
る
に
︵
書
︶

　
使
に
下
り
給
・
し
は
︵
書
︶

　
袋
双
紙

8

8

8

云
︵
書
︶

　
肥
後
国
遊8

君8
女
歟

檜
垣
嫗

　
老
後
落
魄8

者
也
　

　
桶
ひ
き
さ
け
て8

︵
書
︶

　
し
ら
川8

の
︵
書
︶

　
あ
る
川8

な
り

　
ナ
シ

　
け
り

　
ナ
シ

　
は
︵
書
︶

　
ナ
シ

　
ナ
シ

　
ナ
シ

　
前
に
︵
書
︶

　
の

　
ナ
シ

　
ナ
シ

　
廿
六
日

　
ナ
シ
︵
書
︶

　
に
︵
書
︶

　
ナ
シ

　
と

　
の
︵
書
︶

　
す

　
ひ

　
袋
草
子

　
ナ
シ

　
魂魄

か

　
ナ
シ

　
河

　
河
　

遊
君
︵
書
︶

魂
︵
書
︶

か
は
︵
書
︶

(79)(80)(81)(82)(83)(84)(85)(86)(87)(88)(89)(90)(91)(92)(93)(94)(95)(96)(97)(98)(99)(100)(101)(102)(103)

20
ウ〃21

オ〃21
ウ

22
オ

22
ウ〃23

オ
23
ウ〃〃24

ウ
25
オ

25
ウ〃〃26

オ〃〃〃27
オ

27
ウ〃〃

　
主
上
の
こ
ゆ
し

8

8

8

　

　
な
く
を
み
て

8

8

　
た
ゝ
人
と8

は
か
り
︵
書
︶

　
世
の
人
の

8

8

8

8

も
と
を
は

　
と
し
此
人
の8

な
う
な
り
た
る

　
み
を8

し
ら
せ
給
へ
と
て

　
か
た
に
ゐ
て
侍
る8

と
︵
書
︶

　
い
と

8

8

た
の
も
し
く
︵
書
︶

　
此
物
か
た
り
・
は

　
公
忠
集
に
は8

︵
書
︶

　
く
た
る
人
の
も
と
へ

8

8

8

︵
書
︶

　
物
し
給
ひ
け
る
比8

︵
書
︶

　
遍
昭
の8

集
に
も

　
大
和
物
語
・
本
有
差
異
事

　
三
四
段
を
加
へ8

た
る
本

　
わ
れ
に
こ
そ
つ
ら
き

8

8

8

を
︵
書
︶

　
よ
め
る
ふ
る
事
を8

︵
書
︶

　
櫻
人
巣8

さ
し
く
し

　
又
山
路
の8

露
な
と
い
う
︵
書
︶

　
事
と
も
お
ほ
く

8

8

8

︵
書
︶

　
お
ほ
く
み
え
た
り

8

8

8

8

　
彼8

実
録
に
つ
く
へ
き
︵
書
︶

　
其
題
号
を8

か
う
ふ
ら
し
め

　
其
こ
と
ゝ
は8

い
ふ
︵
書
︶

　
か
き
つ
ら
ね
・
・

　
被
遊
し
︵
書
︶

　
み
る
こ
そ
︵
書
︶

　
ナ
シ

　
世
中
の
人︵
書
︶

　
ナ
シ
︵
書
︶

　
ナ
シ
︵
書
︶

　
ナ
シ

　
い
と
と

　
に
︵
書
︶

　
ナ
シ

　
も
と
に

　
時

　
ナ
シ
︵
書
︶

　
之
︵
書
︶

　
ナ
シ
︵
書
︶

　
つ
ら
さ

　
ナ
シ
　

　
巣
守
︵
書
︶

　
ナ
シ

　
お
ほ
しく

イ

　
み
え
け
り

　
ナ
シ

　
に
︵
書
︶

　
ナ
シ

　
つ
ゝ
︵
書
︶

み
へ
た
り︵
書
︶
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︵
注
︶
圏
点
、
中
黒
は
異
同
の
対
象
箇
所
を
示
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
が
な
い
場
合
は
全
体
が
そ
う
な
っ
て
い
る
。
な
お
﹁
書
﹂
と
は
宮
内
庁
書
陵
部
本
の
略
称
。

異
同
数
は
百
九
箇
所
み
ら
れ
た
。
そ
の
結
果
、

架
蔵
本
と
書
陵
部
本
の
共
通
数
 …
…

62

東
大
本
と
書
陵
部
本
の
共
通
数
 …
…

39

三
本
が
そ
れ
ぞ
れ
独
自
本
文
 …
…
…

8

と
な
り
、
こ
れ
ら
三
本
間
に
お
い
て
架
蔵
本
は
書
陵
部
本
に
近
く
、
東
大
本
と
は
や
や
離
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
ま
た
、
独
自
本
文
は
少
な
い
と
は
い
う
も
の
の
、
本
文
の
流

れ
を
考
え
る
上
で
無
視
で
き
な
い
。

そ
こ
で
、
主
な
と
こ
ろ
を
み
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。
⑴
、

(108)
、
(109)
は
巻
頭
と
巻
末
に
あ
る
も
の
で
、
書
陵
部
本
は
(108)
を
含
ん
で
﹁
明
暦
元
年
六
月
中
旬
﹂
も
な
い
。
そ
の
代

り
、
(109)
で
は
架
蔵
本
と
書
陵
部
本
と
が
共
通
し
て
い
る
。
た
だ
、
架
蔵
本
で
は
(109)
の
前
に
﹁
明
暦
元
年
六
月
中
旬
　
拾
穂
﹂
と
い
う
記
述
が
あ
る
が
、
書
陵
部
本
に
は
な
い
。
ま
た
、

架
蔵
本
は
(108)
の
よ
う
に
﹁
門
弟
元
隣
﹂
が
な
い
。
こ
れ
は
架
蔵
本
の
奥
書
に
﹁
此
一
帖
再
昌
院
季
吟
述
作
也
云
々
﹂
と
あ
る
こ
と
に
関
係
が
あ
ろ
う
。
そ
れ
と
⑴
、
(109)
か
ら
改
め

て
架
蔵
本
と
書
陵
部
本
は
近
い
関
係
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
と
も
あ
れ
、
⑴
、
(108)
、
(109)
は
架
蔵
本
、
引
い
て
は
﹃
大
和
物
語
追
考
﹄
の
成
立
に
深
く
関
係
し
て
い
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
連
動
さ
せ
て
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
架
蔵
本
で
章
段
全
体
が
無
い
箇
所
と
し
て
35
が
あ
る
。﹃
大
和
物
語
追
考
﹄
が
本
来
、
有
し
て
い
な
か
っ
た
の
か
、
そ

れ
と
も
架
蔵
本
の
削
除
、
誤
脱
か
判
断
で
き
な
い
が
、
書
陵
部
本
は
﹁
備
考
﹂
欄
に
記
し
た
本
文
が
歌
に
続
い
て
い
る
。
こ
れ
は
こ
こ
の
現
象
を
考
え
る
上
で
参
考
に
な
ろ
う
。

架
蔵
本
に
は
東
大
本
、
書
陵
部
本
に
な
い
本
文
が
み
ら
れ
る
。
㉞
、
38
、
42
、
43
が
そ
の
例
で
あ
る
。
㉞
を
除
い
た
箇
所
が
﹃
大
和
物
語
首
書
﹄
か
ら
の
引
用
で
、
登
場
人
物

に
つ
い
て
補
足
し
て
い
る
。
㉞
は
宇
治
の
所
在
場
所
を
説
明
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
甲
斐
侍
従
な
る
人
物
に
よ
り
付
加
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
彼
の
古
典
に
寄
せ

る
関
心
の
深
さ
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

ま
た
、
架
蔵
本
に
は
校
異
を
施
し
た
箇
所
が
あ
る
。
⑵
、
(65)
、
(74)
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
(74)
は
﹁
イ
﹂
と
な
っ
て

い
な
い
が
、
校
異
と
処
理
し
た
。
⑵
を
み
る
と
、
架
蔵
本
の
校
異
本
文
に
一
致
す
る
伝
本
は
な
い
が
、

本
文
に
お
い
て
架
蔵
本
は
書
陵
部
本
と
一
致
す
る
。
わ
ず
か
三
箇
所
で
は
推
測
を
と
も
な
う
が
、
架
蔵
本
で
校
異
に
用
い
た
伝
本
は
東
大
本
に
近
い
と
言
え
よ
う
。
こ
の
こ
と
は

(104)(105)(106)(107)

27
ウ

28
オ〃〃

　
こ
れ
か
れ
見
合
・
て

　
古
事
記
・
の
さ
ま

　
み
な
し
か
・
り

　
左
氏
伝
公
事
・︵
書
︶　

　
せ
︵
書
︶

　
等
︵
書
︶

　
な
︵
書
︶

　
伝
　

(108)(109)

28
ウ

29
オ

　
拾
穂

い
か
な
り
し
花
の
江
に
か
は
や
ま
か
つ

の
た
ふ
さ
に
け
か
る
や
ま
と
な
て
し
こ

︵
書
︶

　
拾
穂

　
　
門
弟
元
隣

　
ナ
シ

ナ
シ
︵
書
︶
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東
大
本
の
校
異
本
文
か
ら
そ
の
可
能
性
が
見
え
て
く
る
。
東
大
本
の
校
異
は
⑶
、
⑷
、
⒄
、
25
、
㉛
、
(98)
に
み
ら
れ
る
。
こ
の
う
ち
⑷
と
㉛
を
除
く
と
校
異
本
文
に
架
蔵
本
、
書

陵
部
本
が
一
致
し
て
い
る
こ
と
か
ら
架
蔵
本
は
東
大
本
に
距
離
を
お
き
書
陵
部
本
と
近
い
関
係
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
外
、
一
部
は
ふ
れ
た
が
、
架
蔵
本
、
東
大
本
、
書
陵
部
本
の
独
自
本
文
は
書
写
過
程
を
探
る
上
で
貴
重
な
資
料
に
な
ろ
う
。
今
後
の
課
題
に
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

＊

架
蔵
本
の
解
説
を
し
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
架
蔵
本
の
書
写
者
と
し
て
柳
沢
吉
保
の
可
能
性
が
あ
る
こ
と
。
架
蔵
本
の
本
文
は
、
東
大
本
、
書
陵
部
本
の
そ
れ
に
比
較
し
て
み

る
と
書
陵
部
本
に
近
く
、
東
大
本
に
近
い
伝
本
を
異
本
と
み
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
。
架
蔵
本
は
後
世
的
な
面
も
有
し
て
い
る
が
、
そ
の
反
面
、﹃
大
和
物
語
追
考
﹄

の
生
成
を
考
え
る
上
で
ひ
と
つ
の
資
料
と
な
り
得
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
と
思
う
。

本
稿
で
は
﹃
大
和
物
語
追
考
﹄
の
一
資
料
と
し
て
架
蔵
本
の
紹
介
を
主
眼
と
し
た
た
め
、
詳
細
な
考
察
が
で
き
な
か
っ
た
。
例
え
ば
、
前
述
し
た
よ
う
に
架
蔵
本
と
東
大
本
の

関
係
は
離
れ
て
い
る
が
、
両
本
の
共
通
数
が
少
な
い
と
は
言
え
、
三
十
数
箇
所
あ
り
こ
れ
を
い
か
に
考
え
た
ら
よ
い
の
か
。
こ
れ
に
は
管
見
に
入
ら
な
い
伝
本
を
含
め
た
調
査
と

検
討
が
必
要
に
な
ろ
う
。
こ
の
外
に
も
架
蔵
本
に
つ
い
て
の
課
題
は
多
い
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
今
後
、
考
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

注
⑴
　
麻
生
磯
次
氏
編
﹃
国
文
学
研
究
書
目
解
題
﹄︵
至
文
堂
、
昭
和
32
年
6
月
︶

⑵
　
岩
波
書
店
、
平
成
2
年
9
月
。

⑶
　
帝
国
教
育
会
出
版
部
、
昭
和
13
年
4
月
。
覆
刻
版
　
清
文
堂
、
昭
和
44
年
3
月
。

⑷
　
和
泉
書
院
、
昭
和
58
年
1
月
。

⑸
　
竹
内
誠
氏
・
深
井
雅
海
氏
編
﹃
日
本
近
世
人
名
辞
典
﹄︵
吉
川
弘
文
館
、
平
成
16
年
12
月
︶

⑹
　
上
野
洋
三
氏
校
注
﹃
松
蔭
日
記  

岩
波
文
庫
﹄︵
岩
波
書
店
、
平
成
17
年
7
月
︶
に
拠
る
。
な
お
、
上
野
氏
は
本
書
の
著
者
に
つ
い
て
﹁
筆
録
し
文
章
に
作
り
あ
げ
た
の
は
確
か
に
正

親
町
町
子
で
あ
ろ
う
が
、
著
者
は
吉
保
・
町
子
の
両
名
対
等
と
す
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。﹂︵
同
書
解
説
︶
と
述
べ
て
い
る
。
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第
四
節
　
日
本
大
学
図
書
館
蔵
﹃
大
和
物
語
鈔
﹄
の
研
究

一

従
来
、
大
和
物
語
の
注
釈
書
で
、
最
も
早
く
成
立
し
た
の
は
承
応
二
年
に
版
行
さ
れ
た
、
北
村
季
吟
の
大
和
物
語
抄
と
言
わ
れ
て
き
た
。
こ
れ
は
つ
い
近
年
ま
で
そ
う
考
え
ら

れ
て
い
た
が
、
実
は
こ
れ
以
前
に
成
立
し
た
注
釈
書
が
出
現
し
た
の
で
あ
る
。
即
ち
大
和
物
語
鈔
が
そ
れ
で
、
こ
れ
を
最
初
に
紹
介
さ
れ
た
の
は
今
井
源
衛
氏
で
あ
っ
た(1)
。
こ
れ

は
山
鹿
素
行
の
手
沢
本
で
、
い
わ
ゆ
る
素
行
文
庫
本
と
呼
ば
れ
て
い
る
零
本
で
あ
る
。
紹
介
さ
れ
た
当
初
は
わ
ず
か
十
三
枚
に
し
か
す
ぎ
な
か
っ
た
が
、
そ
の
後
、
同
氏
に
よ
り

残
り
の
大
部
分
が
同
文
庫
か
ら
発
見
さ
れ
た
。
氏
は
こ
れ
に
松
平
文
庫
旧
蔵
本
︵
以
下
、
松
平
文
庫
本
と
略
称
。
現
在
、
高
橋
正
治
氏
蔵
本(2)
︶
、
内
閣
文
庫
本
、
国
会
図
書
館
本
を
加
え
、

こ
れ
ら
四
本
を
対
象
に
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
系
統
、
関
係
、
及
び
注
釈
史
上
の
意
義
等
に
つ
き
詳
細
に
考
察
さ
れ
た(3)
。
と
り
わ
け
系
統
に
つ
い
て
は
す
べ
て
同
系
統
と
さ
れ
、
さ

ら
に
そ
れ
ら
を
Ａ
、
Ｂ
類
に
分
け
て
お
ら
れ
る
。
Ａ
類
に
は
素
行
文
庫
本
、
国
会
図
書
館
本
、
Ｂ
類
に
は
内
閣
文
庫
本
、
松
平
文
庫
本
が
そ
れ
ぞ
れ
属
し
、
Ａ
類
が
原
型
に
近
い

こ
と
を
指
摘
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
高
橋
貞
一
氏
に
よ
り
賀
茂
季
鷹
文
庫
本
が
紹
介
さ
れ
た(4)
。
こ
の
本
は
今
井
氏
の
分
類
基
準
に
よ
る
と
Ｂ
類
に
属
す
る
。
こ
の
外
、﹁
玉
英
堂
稀

覯
本
書
目
﹂
175
号(5)
に
は
こ
れ
の
零
本
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
だ
れ
の
手
に
入
っ
た
か
は
不
明
で
あ
る
。
そ
れ
と
山
崎
正
伸
、
上
野
英
子
両
氏
に
よ
り
、
黒
川
文
庫
蔵
大
和
物
語

が
紹
介
、
翻
刻
さ
れ
た(6)
。
こ
の
本
は
Ａ
類
に
属
す
る
。

こ
の
よ
う
に
、
大
和
物
語
鈔
に
つ
い
て
は
徐
々
に
伝
本
が
紹
介
さ
れ
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
も
言
及
さ
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
例
え
ば
Ａ
類
と
B
類
と
の
関
係
が
今
一
つ
は
っ

き
り
し
な
い
。
ま
た
、
こ
の
注
釈
書
は
ど
の
よ
う
に
し
て
伝
来
し
た
の
か
な
ど
に
つ
い
て
も
十
分
と
は
言
え
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
こ
れ
と
同
じ
注
釈
書
が
、
日
本
大
学
図
書
館
に
一
本
存
在
す
る
こ
と
が
判
明
し
た
の
で
あ
る
。
早
速
、
調
査
し
て
み
た
と
こ
ろ
、
興
味
深
い
点
を
含
ん
で
お
り
、
こ

こ
で
は
そ
の
紹
介
を
兼
ね
な
が
ら
、
各
伝
本
と
比
較
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
関
係
、
注
釈
の
特
色
、
価
値
な
ど
に
つ
い
て
考
察
し
、
そ
の
位
置
づ
け
を
試
み
た
い
と
思
う
。



447 第四節　日本大学図書館蔵『大和物語鈔』の研究

二

ま
ず
日
本
大
学
図
書
館
蔵
本
︵
以
下
、
日
大
本
と
略
称
︶
の
書
誌
か
ら
始
め
よ
う
。

大
き
さ
縦
27
・
3
㎝
×
横
19
・
5
㎝
の
袋
綴
二
冊
本
。
表
紙
は
く
ち
な
し
色
、
題
簽
は
各
冊
左
肩
に
や
や
大
き
目
に
﹁
大
和
物
語
上
﹂、﹁
大
和
物
語
下
﹂
と
記
す
。
内
題
な

し
。
巻
頭
に
﹁
日
本
大
学
図
書
館
蔵
﹂︵
朱
︶、﹁
岡
田
眞
之
蔵
書
﹂︵
朱
︶
の
各
印
記
が
あ
る
。
上
巻
︵
通
行
一
一
九
段
︱
本
書
八
一
段
並
︱
ま
で
︶
墨
付
一
三
三
枚
。
下
巻
︵
通

行
一
二
〇
段
︱
本
書
八
二
段
︱
以
下
︶
墨
付
一
三
九
枚
。
一
面
七
～
十
行
。
朱
、
黒
の
丸
点
・
長
点
、
ミ
セ
ケ
チ
訂
正
、
校
異
及
び
細
字
の
傍
注
が
あ
る
。

ミ
セ
ケ
チ
訂
正
は
次
の
箇
所
に
み
ら
れ
る
。

⑴
　
春
の
日
に
も
こ
そ

ヒ

ヒ

猶
︵
上
9
オ
︶

⑵
　
ひ
か
り
み
え
さ
せヒす

︵
上
22
ウ
︶

⑶
　
な
け
き
た
る
い
へ
り

ヒ

ヒ

ヒ

︵
上
31
ウ
︶

⑷
　
梅
の
花
を
色ヒを

︵
上
41
オ
︶

⑸
　
な
け
くヒれ

共
︵
上
44
オ
︶

⑹
　
た
つ
き
者ヒ音

て
う
の
者ヒ音

成
︵
上
49
オ
︶

⑺
　
すヒわ

か
る
へ
き
こ
と
も
︵
上
77
ウ
︶

⑻
　
伊
勢
か
水
の
上
に
う
るヒか

へ
る
舟
の
︵
上
97
オ
︶

⑼
　
月
の
お
ハヒも

し
ろ
か
り
け
る
に
︵
上
100
ウ
︶

⑽
　
油
小
路
両ヒ西

四
町
也
︵
上
110
ウ
︶

⑾
　
ふ
み
分
な
と
身〻
身
に
し
む
︵
下
10
ウ
︶

⑿
　
霞
に〻も

霧
も
煙
と
そ
み
る
︵
下
16
オ
︶

⒀
　
さ
は
く
な
る
う
ち
に
も
も
の
を〻は

︵
下
22
オ
︶

⒁
　
と
あ
り
け
れ
は
御
返
哥〻に

︵
下
29
オ
︶
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⒂
　
読〻諸

本本〻
よ
し
い
ゑ
と
あ
れ
は
︵
下
33
ウ
︶

⒃
　
な
け
の〻か

す
も
か
な
︵
下
37
オ
︶

⒄
　
お
も
ひ
や
り
け
れ〻り

︵
下
60
ウ
︶

⒅
　
後
に
も〻は

い
か
ゝ
な
り
に
け
む
し
ら
す
︵
下
64
オ
︶

⒆
　
古
今
此
哥
の
た〻左

に
︵
下
72
ウ
︶

⒇
　
お
ほ
き
と〻み

え
け
り
︵
下
73
ウ
︶

㉑
　
あ
や
し
き
や
う
に
な
り
て〻に

け
り
︵
下
84
オ
︶

㉒
　
わ
す
れ
草
と
い
へ
と〻
も〻は

︵
下
98
ウ
︶

㉓
　
と
も
た
ち
め
に〻も

い
か
な
ら
ん
︵
下
105
ウ
︶

㉔
　
さ
ふ
ら
ふ
人

〱
に〻も

い
ら
な
く
な
ん
な
き
︵
下
110
オ
︶

25
　
み
つ〻
の
ひ
と
つ
を
︵
下
114
オ
︶

26
　
い
そ
の
か
み
を〻と

い
ふ
寺
︵
下
116
ウ
︶

27
　
か
き
た
る
な
ら
は〻す

︵
下
119
ウ
︶

㉘
　
お
も〻
ひ
を
と
き
と
り
て
︵
下
120
ウ
︶

29
　
国
の
か
み
を〻も

︵
下
129
オ
︶

30
　
よ
か
り
け
れ
は〻と

口
を
し
く
な
り
︵
下
132
オ
︶

㉛
　
法
師
に
な
り
た〻に

け
り
︵
下
133
オ
︶

32
　
み
に
こ
そ
き
つ
れ
う
つ〻く

ひ
す
の
︵
下
134
オ
︶

㉝
　
に
う〻こ

る
も
有
︵
下
136
ウ
︶

㉞
　
す
へ〻く

な
し
︵
下
139
オ
︶

こ
の
現
象
か
ら
、
本
文
の
書
写
に
は
注
意
を
払
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
外
、
補
入
が
何
箇
所
か
に
み
ら
れ
る
。
傍
注
は
次
の
十
箇
所
だ
け
で
あ
る
た
だ
し
、
書
き
入
れ
校
異
や
異

同
に
関
し
た
も
の
を
除
い
て

。

⑴
　
宇
多
ノ
后
︵
4
段
、
上
11
ウ
、
通
行
5
段
︶
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⑵
　
待
賢
門
ノ
内
︵
4
段
、
上
12
オ
、
通
行
5
段
︶

⑶
　
号
前
中
書
王
︵
7
段
、
上
14
ウ
、
通
行
8
段
︶

⑷
　
兵
衛
ノ
作
︵
17
段
、
上
27
ウ
、
通
行
21
段
︶

⑸
　
六
十
八
代
卅
三
世
ノ
ヒ
ト
︵
19
段
、
上
30
ウ
、
通
行
24
段
︶

⑹
　
ぬ
れ
は
千
世
過
し
心
ち
す
る
と
︵
20
段
、
上
31
ウ
、
通
行
25
段
︶

⑺
　
葬
君
候
︵
40
段
、
上
51
ウ
、
通
行
40
段
︶

⑻
　
太
政
大
臣
為
光
︵
67
段
並
、
上
96
ウ
、
通
行
93
段
︶

⑼
　
此
段
よ
り
異
本
て
に
を
は
な
と
の
か
は
り
は
つ
け
す
儀
あ
る
へ
き
を
付
侍
る
︵
103
段
、
下
68
ウ
、
通
行
149
段
︶

⑽
　
よ
る
か
︵
113
段
、
下
94
ウ
、
通
行
159
段
︶

⑵
⑶
⑸
は
他
の
伝
本
で
は
注
釈
本
文
の
中
に
あ
り
、
日
大
本
は
成
立
的
に
み
て
、
後
に
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
他
本
が
日
大
本
の
傍
注
を
本
文
化
し
た
の
で
は
な
い

か
と
い
う
こ
と
も
考
え
ね
ば
な
る
ま
い
。
し
か
し
、日
大
本
に
み
ら
れ
る
語
句
に
関
し
た
傍
注
は
、こ
れ
ら
以
外
に
⑴
⑻
⑽
で
あ
り
、こ
の
外
に
も
、こ
こ
と
同
じ
よ
う
な
例
が
あ
っ

て
も
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
日
大
本
の
傍
注
が
他
本
よ
り
後
の
も
の
と
い
う
考
え
は
動
く
ま
い
。
因
に
⑴
は
﹁
七
条
后
﹂、
⑽
は
﹁
典
侍
﹂
の
左
傍
に
そ
れ
ぞ
れ
記

さ
れ
て
お
り
、
補
足
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
⑻
は
﹁
恒
徳
公
高
光
少
将
の
母
﹂
と
い
う
箇
所
の
﹁
恒
徳
公
﹂
の
左
側
に
記
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
記
述
に
疑
問

を
抱
き
﹁
太
政
大
臣
為
光
﹂
と
記
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
⑷
⑹
⑺
は
和
歌
の
作
者
と
解
釈
に
つ
い
て
補
足
し
た
も
の
で
、
こ
れ
も
後
に
な
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の

外
、
⑼
は
103
段
︵
通
行
149
段
︶
以
降
の
章
段
に
つ
い
て
、
異
本
に
付
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
注
記
は
異
本
の
実
態
を
探
る
上
で
注
意
す
べ
き
も
の
と
思
う
。

さ
ら
に
次
の
よ
う
な
跋
文
を
有
し
て
い
る
。

抄
出
の
事
去
ぬ
る
年
の
秋
、
横
山
山
城
守
長
知
此
物
語
よ
め
と
の
た
ま
ふ
。
た
ゞ
と
申
。
そ
の
か
み
江
沼
の
温
泉
に
て
つ
れ

〲
の
ほ
ど
に
と
あ
れ
ば
、
い
に
し
慶
長
の
頃

綴
喜
禅
門
一
覚
と
い
ふ
人
、
久
世
の
幽
閉
に
い
ま
し
ま
う
で
き
ゝ
し
其
説
も
て
よ
み
侍
る
事
繁
し
。
抄
せ
よ
と
あ
る
を
い
な
み
が
た
く
一
覚
老
師
の
本
は
む
か
し
佐
渡
守
親

賢
が
子
、
美
濃
権
守
入
道
勝
命
之
が
か
き
う
つ
し
に
て
勘
物
多
く
他
本
よ
り
は
お
さ

〱
段
も
こ
と
ば
も
す
く
な
し
。
其
勘
物
を
段
の
末
に
か
き
、
師
に
き
ゝ
し
ま
ゝ
に
草
し
、

冬
中
書
な
し
て
奉
り
、
重
て
田
丸
西
位
所
持
本
の
奥
に
﹁
勝
命
以
進
上
本
密
々
書
写
す
﹂
と
あ
る
を
請
、
す
こ
し
き
に
か
は
れ
る
所
を
か
た
は
ら
に
付
て
、
こ
と
し
令
清
書
、

長
知
に
奉
る
也
。
愚
で
つ
た
な
き
ま
ゝ
に
こ
と
多
く
抄
す
。
あ
や
ま
り
を
あ
は
れ
み
た
ゞ
し
給
へ
。

寛
永
十
年
癸
酉
夏
五
月
十
八
日
　
於
賀
州
　

金
沢
書
之

　
旅
人葉

雪
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横
山
山
城
守
殿

︵
注
︶　
句
読
点
、
濁
点
お
よ
び
カ
ギ
カ
ッ
コ
は
稿
者
が
施
し
た
。
以
下
も
同
様
。

校
異
、
ミ
セ
ケ
チ
、
跋
文
と
も
本
文
と
同
筆
。
寛
永
十
年
五
月
十
八
日
の
書
写
。
な
お
、
こ
の
跋
文
は
後
述
す
る
こ
と
か
ら
考
え
て
、
元
か
ら
の
も
の
で
は
な
く
、
日
大
本
が
書

写
さ
れ
た
時
点
に
記
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
に
し
て
も
、
こ
の
よ
う
な
跋
文
を
添
え
て
い
る
の
は
現
存
す
る
伝
本
の
中
で
は
今
の
と
こ
ろ
、
日
大
本
の
み
で
あ
り
、
こ

の
本
の
成
立
事
情
は
も
と
よ
り
、
大
和
物
語
鈔
そ
の
も
の
の
流
伝
を
探
る
上
で
貴
重
な
も
の
と
言
え
よ
う
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
日
大
本
は
横
山
山
城
守
長
知
の
御
所
望
に
応
じ
て
葉
雪
が
書
写
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
跋
文
に
は
難
解
な
と
こ
ろ
が
あ
り
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
後
に
も
ふ

れ
る
が
、
と
り
あ
え
ず
、
大
筋
を
つ
か
む
意
味
で
跋
文
の
理
解
か
ら
始
め
よ
う
。

こ
の
中
に
﹁
其
説
も
て
よ
み
侍
る
事
繁
し
﹂
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
一
覚
老
師
の
説
で
も
っ
て
葉
雪
が
長
知
に
講
釈
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。﹁
其
説
﹂
の
内
容
で
あ
る
が
、
こ
れ

は
葉
雪
の
書
写
に
な
る
日
大
本
の
形
態
が
現
存
す
る
他
の
大
和
物
語
鈔
の
伝
本
と
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
て
、
大
和
物
語
鈔
と
ほ
ぼ
同
じ
も
の
を
示
し
て
い
る
と
み

て
よ
か
ろ
う
。
そ
の
後
に
一
覚
老
師
の
本
と
あ
る
が
、
こ
れ
が
講
釈
に
ど
う
関
わ
っ
て
く
る
の
か
は
っ
き
り
し
な
い
。
た
だ
、
こ
の
本
文
か
ら
少
な
く
と
も
大
和
物
語
鈔
そ
の
も

の
の
成
立
に
関
与
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
こ
う
理
解
し
な
い
と
、
後
述
す
る
よ
う
に
日
大
本
の
後
世
的
な
面
を
ど
う
考
え
て
よ
い
か
わ
か
ら
な
い
の
で
あ
る
。

日
大
本
が
成
立
す
る
ま
で
に
、
少
な
く
と
も
二
度
の
転
写
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
は
跋
文
に
﹁
冬
中
書
な
し
て
奉
り
﹂、﹁
こ
と
し
令
清
書
、
長
知
に
奉
る
也
﹂
と
あ
る
か

ら
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
前
者
は
長
知
か
、
そ
れ
と
も
一
覚
の
い
ず
れ
に
献
上
し
た
の
か
断
定
で
き
な
い
。
そ
れ
に
し
て
も
、
後
述
す
る
よ
う
に
日
大
本
に
は
多
く
の
異
同
が
み
ら
れ

る
が
、
こ
れ
は
葉
雪
が
中
書
本
の
如
き
も
の
を
一
覚
老
師
に
み
て
も
ら
い
、
そ
こ
で
補
訂
が
な
さ
れ
た
も
の
か
。
あ
る
い
は
跋
文
で
葉
雪
が
﹁
愚
で
つ
た
な
き
ま
ゝ
に
﹂
と
言
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
自
分
の
考
え
も
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
の
か
。
い
ず
れ
と
も
断
定
は
で
き
な
い
が
、
手
が
加
わ
っ
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

日
大
本
は
注
釈
書
と
は
い
う
も
の
の
、
そ
の
書
名
は
単
に
﹁
大
和
物
語
上
﹂、﹁
大
和
物
語
下
﹂
と
あ
る
。
大
和
物
語
鈔
な
る
書
名
に
つ
い
て
、
今
井
源
衛
氏
は
次
の
よ
う
に
述

べ
て
お
ら
れ
る
。

﹁
抄
﹂﹁
鈔
﹂
に
、
本
来
は
い
わ
ば
、
普
通
名
詞
的
な
大
和
物
語
注
釈
書
の
意
に
近
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
本
書
に
は
、
も
と
も
と
、
注
釈
書
と
し
て
の
固
有
の
書
名
は
名
づ

け
ら
れ
て
い
ず
、
ま
た
、
そ
の
上
、
大
和
物
語
に
は
︵
中
略
︶
他
に
注
釈
書
が
は
な
は
だ
乏
し
か
っ
た
と
い
う
事
情
も
あ
っ
て
、
そ
れ
で
固
有
名
詞
と
し
て
も
間
に
合
っ
た

の
で
あ
ろ
う(7)
。

確
か
に
伝
本
に
お
い
て
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
。
日
大
本
は
内
閣
文
庫
本
と
同
じ
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
も
、
跋
文
を
み
る
と
、
そ
こ
に
は
﹁
抄0

出
の
﹂
と
か
﹁
抄0

せ
よ
﹂
傍
点
は
稿
者
。

以
下
も
同
様
。

と
い
う
表
記
が
み
ら
れ
る
。
こ
れ
は
注
釈
書
の
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
か
ら
、
葉
雪
は
﹁
抄
﹂
と
い
う
意
識
を
持
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
題
僉
に
は
単
に
﹁
大
和
物
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語
﹂
と
あ
り
、
も
と
も
と
は
﹁
抄
﹂、﹁
鈔
﹂
は
付
け
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
が
、
今
井
氏
の
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
﹁
抄
﹂
と
な
り
、
次
い
で
﹁
鈔
﹂
と
な
っ
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
日
大
本
は
書
名
成
立
の
過
程
を
知
る
上
で
も
貴
重
な
伝
本
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

な
お
、
跋
文
に
出
て
く
る
人
物
で
、
長
知
は
前
田
利
家
に
仕
え
た
老
臣
と
の
こ
と
で
あ
る(8)
が
、
一
覚
老
師(9)
、
葉
雪
、
及
び
田
丸
西
位
な
る
人
物
に
つ
い
て
は
詳
ら
か
で
な
い
。

三

大
和
物
語
鈔
の
用
い
て
い
る
物
語
本
文
の
系
統
的
性
格
に
つ
い
て
高
橋
正
治
氏
は
第
一
類
系
統
中
の
Ｈ
群
書
類
従
本
系
統
に
所
属
さ
せ
て
い
る(10)
。
ま
た
、
今
井
源
衛
氏
は
こ
の

本
文
に
つ
い
て
詳
し
く
調
査
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
本
書
の
作
者
は
正
治
本
系
統
の
本
を
参
照
し
た
可
能
性
が
強
い
こ
と
を
述
べ
ら
れ
、
総
じ
て
末
流
混
態
本
文
で
は
あ
る
が
、

無
視
で
き
な
い
点
を
孕
ん
で
い
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
い
る(11)
。

こ
の
よ
う
に
、
大
和
物
語
鈔
の
本
文
に
つ
い
て
は
先
学
の
研
究
に
よ
っ
て
尽
き
る
わ
け
で
あ
る
が
、
今
井
氏
の
正
治
本
関
与
説
に
つ
い
て
は
日
大
本
の
跋
文
に
こ
の
本
に
つ
い

て
の
記
述
が
あ
る
こ
と
か
ら
も
興
味
深
い
。

と
こ
ろ
で
、
日
大
本
の
出
現
で
何
か
変
化
が
見
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。
今
、
日
大
本
を
底
本
に
し
て
他
の
五
本
を
校
合
し
て
み
た
と
こ
ろ
、
日
大
本
に
は
独
自
な
本
文
が
み
ら

れ
た
。
そ
の
箇
所
を
す
べ
て
抜
き
出
し
て
み
る
と
次
表
の
よ
う
に
な
る
た
だ
し
、
漢
字
と
仮

名
書
の
違
い
は
除
く

。

番
号

通
行

段
序

本
書

段
序

本
書

丁
数

日
　
大
　
本

他
　
　
　
本

日

大

本

に

一

致

す

る

伝

本

⑴⑵⑶⑷⑸⑹⑺⑻⑼

238374576878994

1
並27303659646568

上
5
ウ

上
7
オ

上
14
ウ

上
43
オ

上
50
ウ

上
79
オ

上
86
ウ

上
89
オ

上
96
ウ

後
ま
て
さ
ふ
ら
ひ
け
り
4

4

8

お
こ
せ
け
る
　

御
返
事
に
　

い
ふ
へ
か
り
け
ん
4

4

　

御
返
事4

は
あ
り
け
れ
と
　

た
ち
や
の
ほ
ら
ん4

　
　

兵
衛
佐
な
り
け
る
お
と
こ

4

4

4

8

き
こ
え
け
り
4

4

8

御
い
み
　

け
る

お
こ
せ
た
り
け
る
　

御
返
に
　

け
る
　

し
　

ぬ
　
　

お
と
こ
の

け
る

御
い
み
な
と

抄
・
久

久衆
・
抄
イ
・
久

鈴
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⑽⑾⑿⒀⒁⒂⒃⒄⒅⒆⒇㉑㉒㉓㉔252627㉘2930㉛

101〃〃103〃109111〃125129140〃143146〃147〃148〃〃〃〃

71
並〃〃72〃75

並76〃868895〃98100〃101〃102〃〃〃〃

〃〃
上
108
オ

〃
上
124
オ

上
124
ウ

〃
　

下
9
オ
　

下
16
ウ

下
28
ウ

〃
　

下
39
ウ
　

下
46
オ

下
46
ウ
　

下
49
ウ

下
52
ウ

下
60
ウ

〃
下
62
ウ

下
63
ウ

下
64
オ

こ
ゝ
ち
　

そ
う
し
た
ま
へ
と4

　

ふ
み
・
な
ん
　

五
六
日
な
り
ぬ
　

つ
か
ふ
人
な
と
大
か
た
は
な
お

ほ
し
そ
か
く
て
の
み
や
は
給
ふ

へ
き
御
身
に
も
あ
ら
す
人
に
は
し

ら
せ
て
や
み
給
て
こ
と
わ
さ
も
し

た
ま
ふ
て
ん
こ
の
女
ね
を
の
み
な

き
て
も
の
も
く
は
す

草
に
か
ゝ
り
し

は
し
め
男
　

ナ
シ
　

い
つ
く
に
て
　

ナ
シ
　

久
し
う
　

有
け
れ
は
又
女4

　

め
し
う
と
に
て
あ
り
　

う
か
れ
め
は
ら
　

人
も
よ
く
　

お
な
し
や
う
に
を4

を
こ
せ
　

人
に
み
え
も
の

あ
る
人
を
つ
か
ひ
　

此
人
を
お
も
ひ
け
り
　

い
か
な
ら
ん
な4

と

も
の
を
こ
そ
給
は
せ
ん
と
　

物
に
も4

に
す

み
た
り
こ
ゝ
ち
　

な
と
　

を
　

五
六
日
に
な
り
ぬ
　

こ
の
女
ね
を
の
み
な
き
て
も
の

も
く
わ
す
つ
か
ふ
人
な
と
大
か

た
は
な
お
ほ
し
そ
か
く
て
の
み
や

給
ふ
へ
き
御
身
に
も
あ
ら
す
こ
と

わ
さ
を
も
し
た
ま
ふ
て
ん
　
　

草
に
か
ゝ
れ
る
　

は
し
め
の
男
　

よ
み
て
や
り
け
る
　

い
つ
く
に
　

と
な
ん
い
へ
り
け
る
　

ほ
と
久
し
う
　

ナ
シ
　

め
し
う
と
に
て
あ
り
け
る
　

う
か
れ
め
は
ら
の
申
や
う
　

人

〱
も
よ
く
　

ナ
シ
　

人
に
み
え
ぬ
も
の

あ
る
人
を
め
し
つ
か
ひ
　

此
人
を
お
も
ひ
給
ひ
け
り
　

ナ
シ

も
の
を
こ
そ
は
給
は
せ
ん
と

ナ
シ

鈴
・
巫

　久久巫
・
鈴
・
久

九
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32㉝㉞35㊱㊲3839404142434445464748㊾

148149〃〃150〃156159165168〃169170171172173〃〃

102103〃〃104〃110113115118〃119120121122123〃〃

下
64
オ

下
69
オ

〃
下
71
オ

下
75
オ

下
75
ウ

下
88
オ

下
93
オ

下
104
ウ
　

下
108
ウ

下
112
ウ

下
120
ウ

下
125
ウ

下
127
オ

下
131
オ

下
135
オ

〃
　

下
136
ウ

あ
け
て
み
る
に4

　
　

こ
の
今
め
は
　

心
ち
に
は4

か
り
き
り
な
く
　

ナ
シ
　

こ
と
の
つ
ひ
て
に4

　

と
よ
め
る
と
き
　

月
の
か
き
り
な
く
　

す
み
給
け
る
　

さ
は
き
て
返
事4

8

身
を
や
な
け
け
ん
　

い
き
め
く
ら
ひ
侍
に4

　

と
り
て
　
　

ま
ゝ
に
風
に
な
ん
　

も
の
な
と
の
た
ま
ひ
け
れ
は
　

お
ほ
せ
て
と
た
ま
へ
り
　
　

く
や
し
と
　

又
の
日4

つ
と
め
て
　

ナ
シ

ナ
シ
　

あ
や
し
と
思
ひ
み
る
に
︵
鈴
︶　

あ
や
し
く
み
る
に
︵
巫
︶　

こ
の
今
の
め
は
　

も
　

て
つ
か
ら
い
ゐ
も
り
を
り
　

ナ
シ
　

と
よ
め
る
と
き
に
　

月
の
い
と
か
き
り
な
く
　

時
々
す
み
給
け
る
　

し
　

か
へ
り
事
︵
鈴
・
巫
︶　

か
へ
り
こ
と
︵
九
︶

身
を
や
な
け
て
け
ん
　

身
を
や
な
け
た
ら
む
︵
九
・
久
︶　

ナ
シ
　
　

と
ら
せ
け
り
さ
て
こ
の
し
た
り

け
る
を
と
き
と
り
て
　

ま
ゝ
に
風
な
ん
　

も
の
な
と
給
ひ
け
れ
は
　

お
ほ
せ
事
給
ひ
︵
巫
・
鈴
︶　

お
ほ
せ
事
た
ま
へ
り
︵
久
︶　

お
ほ
せ
事
給
へ
り
︵
九
︶　

お
ほ
せ
こ
と
た
ま
ひ
︵
図
︶　

女
く
や
し
と
　

ナ
シ
　

と
な
ん
あ
り
け
る

九図鈴
　
　

鈴
・
巫
・
九
・
久
　
　

氏
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︵
注
︶　
伝
本
略
号
は
以
下
の
通
り
。
抄
︵
大
和
物
語
抄
本
文
︶、
久
︵
久
曽
神
昇
氏
蔵
本
︶、
九
︵
九
州
大
学
蔵
田
村
専
一
郎
氏
旧
蔵
本
︶、
巫
︵
御
巫
本
︶、
鈴
︵
鈴
鹿
本
︶、
衆
︵
為
衆
本
︶、

図
︵
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
本
︶、
抄
イ
︵
大
和
物
語
抄
に
イ
と
あ
る
も
の
︶、
氏
︵
為
氏
本
︶、
な
お
黒
点
は
異
同
の
対
象
を
示
す
。
こ
れ
は
以
下
も
同
様
。

日
大
本
に
い
ず
れ
の
伝
本
が
一
致
す
る
か
を
下
の
欄
に
記
し
て
お
い
た
が
、
そ
の
大
半
は
日
大
本
の
独
自
異
文
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
26
46
は
日
大
本
の
誤
写
と
思
わ
れ
る
。
因
に

26
は
不
注
意
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
46
は
﹁
こ
﹂
を
﹁
て
﹂
と
そ
れ
ぞ
れ
読
み
誤
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
す
る
と
46
の
場
合
、
日
大
本
は
漢
字
と
仮
名
書
き
の
違
い
は
あ
る
も

の
の
、
勝
命
本
系
統
の
九
州
大
学
蔵
田
村
専
一
郎
氏
旧
蔵
本
︵
以
下
、
九
大
本
と
略
称
︶
や
久
曽
神
昇
氏
蔵
本
︵
以
下
、
久
曽
神
本
と
略
称
︶
に
近
い
と
言
え
よ
う
。
こ
の
外
⒁
は

大
き
な
異
同
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
の
本
文
を
み
る
と
、
日
大
本
は
﹁
こ
の
女
…
︵
中
略
︶
…
く
は
す
﹂
が
召
使
の
会
話
に
な
っ
て
い
る
。
他
の
伝
本
は
す
べ
て
会
話
外
に
あ
る
。

こ
こ
は
周
囲
の
状
況
か
ら
考
え
て
日
大
本
は
な
ん
と
な
く
不
自
然
で
あ
る
。
し
か
し
、
誤
写
か
改
作
か
は
は
っ
き
り
し
な
い
。

⑴
⑷
⑹
⑻
⒆
㉑
29
30
㉛
32
41
42
に
お
い
て
日
大
本
は
異
本
系
統
の
伝
本
と
一
致
し
て
い
る
。
そ
う
か
と
思
え
ば
、
⑾
⒀
⒂
⒄
㉘
に
お
い
て
、
日
大
本
は
書
き
入
れ
校
異
を
持
っ

て
お
り(12)
、
そ
れ
は
他
本
の
本
文
に
一
致
し
、
日
大
本
と
対
立
し
て
い
る
。
し
か
も
こ
の
書
き
入
れ
校
異
は
田
丸
西
位
本
︵
以
下
、
田
丸
本
と
略
称
︶
に
拠
っ
て
お
り
、
こ
の
本
は

前
述
の
如
く
勝
命
本
系
統
の
一
本
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
い
わ
ば
矛
盾
し
た
姿
に
な
っ
て
い
る
わ
け
だ
が
、
こ
れ
を
い
か
に
理
解
し
た
ら
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
跋
文
に

よ
る
と
、
田
丸
本
に
よ
っ
て
書
き
入
れ
校
異
を
記
載
し
た
の
は
最
終
段
階
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
り
、
日
大
本
の
本
文
の
成
立
と
時
間
的
な
隔
た
り
が
あ
り
、
そ
れ
が
こ
の
よ
う
な

形
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
外
、
日
大
本
と
流
布
本
の
み
が
一
致
す
る
の
は
48
た
だ
し
、

書
き
入
れ
が
あ
る
に
す
ぎ
な
い
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
日
大
本
の
物
語
本
文
は
他
の
大
和
物
語
鈔
の
本
文
よ
り
も
異
本
系
統
の
本
文
を
多
く
持
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
日
大
本

は
現
在
の
姿
に
な
る
ま
で
、
少
な
く
と
も
二
度
の
転
写
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
過
程
で
異
本
と
接
触
し
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
よ
う
。
そ
れ
に
し
て
も
、
誤
写
を
除
い
て

大
半
を
占
め
る
日
大
本
の
独
自
異
文
の
存
在
を
ど
う
考
え
た
ら
よ
い
の
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
あ
と
一
、二
の
資
料
を
得
て
か
ら
結
論
を
下
す
こ
と
に
し
て
、
今
の
段
階
で
は

混
態
本
文
と
み
て
お
き
た
い
。

四

日
大
本
の
注
釈
本
文
の
性
格
を
探
る
た
め
に
、
先
程
の
本
文
の
場
合
と
同
様
に
日
大
本
と
他
の
五
本
と
を
比
較
し
て
み
る
と
こ
こ
で
も
日
大
本
の
独
自
異
文
が
多
数
を
占
め
て

い
る
。
そ
れ
ら
に
つ
い
て
、

イ
日
大
本
の
み
が
有
し
て
い
る
場
合
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ロ
日
大
本
の
み
が
欠
け
て
い
る
場
合

ハ
本
文
を
有
し
て
い
る
が
、
日
大
本
の
み
に
異
同
の
あ
る
場
合

の
三
つ
に
分
け
て
み
て
い
き
た
い
。

ま
ず
イ
か
ら
み
て
い
こ
う
。
そ
の
前
に
論
述
の
便
宜
上
、
主
な
用
例
を
あ
げ
て
お
く
。

番
号

通
行

段
序

本
書

段
序

本
書

丁
数

日
　
　
　
大
　
　
　
本

⑴⑵⑶⑷

458

347

上
1
オ

上
11
オ

上
12
オ

上
16
オ

や
ま
と
物
か
た
り
は
た
れ
つ
く
ら
せ
給
ふ
と
も
さ
た
か
な
ら
す
或
説
に
花
山
の
法
皇
の
御
製
作
と

也
は
し
め
に
宇
多
の
御
門
お
り
ゐ
給
て
御
出
家
の
こ
と
あ
り
後
花
山
の
僧
正
け
さ
あ
ら
ひ
に
と
て

う
つ
ふ
し
そ
め
の
あ
さ
の
け
さ
な
り
と
か
き
と
め
世
を
の
か
る
を
ほ
い
と
す
る
物
語
也

題
号
や
ま
と
も
の
か
た
り
と
は
大
和
の
国
の
事
の
み
に
あ
ら
す
事
あ
り
て
よ
み
か
は
し
た
る
歌
物

語
也
や
ま
と
う
た
も
の
か
た
り
也
大
や
う
は
此
国
の
ふ
る
き
も
の
か
た
り
と
い
ふ
題
目
也

花
山
院
人
王
六
十
五
代
三
十
六
世
御
諱
師
貞
冷
泉
第
一
御
子
御
母
皇
后
藤
原
懐
子
摂
政
太
政
大
臣

伊
尹
公
女
也
治
天
下
二
年
弘
徽
殿
の
女
御
太
政
大
臣
為
光
公
か
く
れ
給
ひ
御
悲
歎
あ
り
花
山
寺
に

て
御
出
家
寿
四
十
一
才

事
は
文
武
の
朝
よ
り
村
上
の
御
時
ま
て
の
事
也
天
子
親
王
大
臣
公
�
后
宮
官
女
僧
凡
庶
の
名
多
し

名
あ
り
て
事
な
き
も
あ
り

お
ほ
よ
う
三
代
集
の
作
者
の
哥
多
く
み
え
た
り
官
あ
り
て
名
な
き
は
其
段
の
こ
と
に
あ
ら
は
し
官

名
な
き
は
撰
集
の
哥
の
名
に
し
る
也
官
あ
り
て
た
れ
と
な
き
も
あ
り
其
段
を
後
に
あ
ら
は
し
後
あ

る
に
は
し
め
を
し
る
物
語
也

上
巻
八
十
一
段
段
の
な
ら
ひ
廿
一
段
下
巻
四
十
二
段
な
ら
ひ
十
三
段
す
へ
て
百
五
十
七
段
也

後
撰
集
の
こ
と
か
き
に
小
野
の
よ
し
ふ
る
の
朝
臣
西
の
う
て
の
つ
か
ひ
に
ま
か
り
て
二
と
せ
と
い

ふ
と
し
四
位
に
か
な
ら
す
ま
か
り
な
る
へ
か
り
け
る
を
さ
も
あ
ら
す
な
り
に
け
れ
は
く
る
こ
と
に

し
も
さ
ゝ
れ
に
け
る
事
や
す
か
ら
ぬ
よ
し
を
う
れ
へ
を
く
り
て
侍
け
る
返
事
の
う
ら
に
か
き
て
つ

か
は
し
け
る
と
也

お
も
は
し
と
い
ふ
心
也
佗
ぬ
れ
は
と
は
な
け
か
し
と
お
も
へ
と
も
な
り

白
風
に
わ
ひ
ぬ
れ
は
し
ゐ
て
忘
れ
ん
と
お
も
へ
と
も
の
心
な
り

嵯
峨
天
皇
の
離
宮
也
大
沢
の
辺
也
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1011〃1416202427〃354154636971〃9398103〃109122125130

910〃1213161922〃283443515657〃67
並

69
並72〃75

並848688
並

上
17
ウ

上
18
オ

上
19
オ

上
22
オ

上
23
ウ

上
27
オ
　

上
30
ウ

上
35
オ

〃
上
42
オ

上
47
ウ

上
55
ウ

上
67
オ

上
75
オ

上
76
オ

上
76
ウ

上
96
オ

上
102
ウ

上
111
オ

上
111
ウ
　

上
124
ウ

下
6
オ
　

下
10
オ

下
17
オ

よ
ろ
つ
て
ん
ね
ん
の
こ
と
は
り
お
も
へ
は
世
の
中
の
う
ら
み
も
身
の
な
け
き
も
な
き
と
い
う
儀
也

故
源
大
納
言
は
清
蔭
�
也
さ
き
に
み
え
た
り

久
し
く
は
の
哥
　
わ
か
宮
の
哥
也

い
も
う
と
お
ほ
つ
ふ
ね
後
撰
の
作
者
也
在
口
伝
名
也

は
る
け
な
か
ら
も
と
は
久
し
く
あ
ひ
み
す
な
か
ら
忘
れ
給
ふ
へ
き
な
ら
ぬ
に
わ
す
れ
給
ふ
事
也

桂
宮
　
六
條
の
北
西
洞
院
の
西
也

陵
在
二

山
階
醍
醐
寺
北
一

曼
陀
羅
堂
丑
寅
故
号
後
山
階

宗
祗

　
一
説
に
友
則
は
有
常
か
子
と
い
へ
り
有
常
は
名
虎
か
子
な
れ
は
友
則
は
敏
行
か
母
の
妹
也

家
一
説
友
則
は
有
友
か
子
也
と
有
友
は
名
虎
か
姪
本
道
か
子
也
敏
行
の
母
か
い
や
い
と
こ
の
子
也

院
の
御
門
宇
多
法
皇
也
も
の
心
ほ
そ
け
に
て
の
わ
た
り

六
帖
君
に
よ
り
よ
く

〱
よ
ゝ
と
ね
を
の
み
そ
な
く

〱
よ
ゝ

〱
よ
ゝ
と

命
し
ら
ね
は
と
い
へ
る
朋
友
を
お
も
ふ
哀
ふ
か
し

故
右
京
の
か
み
宗
于
也
女
誰
共
し
れ
す

む
か
し
は
十
里

〱
に
駅
を
た
て
ゝ
公
用
を
つ
と
め
し
也

さ
き
に
ほ
ひ
の
哥
　
心
明
也

は
る

〱
の
哥
　
心
明
也

こ
と
葉
つ
ゝ
き
幽
玄
に
し
て
哀
ふ
か
き
哥
と
也

温
子
号
七
条
后
也
︵
中
略
︶
延
喜
帝
の
后
宮
穏
子
は
妹
也

色
好
み
か
ゝ
り
て
　
な
ま
め
く
也

む
さ
し
の
か
み
の
む
す
め
に
な
ん
当
時
武
蔵
守
藤
原
経
邦
と
い
ふ
人
あ
り
そ
の
女
に
や

後
撰
に
入

し
か
に
ま
う
て
た
り
け
る
崇
福
寺
︵
中
略
︶
三
井
寺
の
末
也

卒
尓
　
日
本
紀

さ
き
の
哥
狂
言
に
て
此
哥
や
さ
し
け
れ
は
記
者
褒
美
し
か
け
る
と
也
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此
哥
拾
遺
に
あ
り

筑
紫
に
有
へ
し
と
也

ゆ
み
や
な
く
ひ
　
弓
矢
立
也

花
と
見
て
折
と
す
れ
は
女
郎
花
う
た
た
は
あ
ま
の
名
に
こ
そ
あ
り
け
れ

日
本
紀
に
金
鋺
と
い
へ
り

大
覚
寺
御
所
也

万
大
舟
の
ま
か
ち
し
す
ぬ
き
こ
き
出
に
し
沖
は
ふ
か
せ
ん
塩
は
ひ
ぬ
と
も

大
井
河
岩
浪
高
し
幾
出
代
崩
の
紅
葉
に
あ
か
ら
め
な
せ
そ

こ
ゝ
に
あ
り
と
き
ゝ
て
　
流
転
三
界
中
の
さ
ま
也

し
そ
く
な
り
け
る
人
の
む
す
め
親
族
也
藤
原
敏
行
の
女
也
素
性
の
母
は
敏
行
の
い
も
う
と
也

師
本
に
な
く
諸
本
に
あ
る
二
段
五
十
八
段
人
の
国
の
か
み
の
く
た
り
け
る
む
ま
の
は
な

む
け
を
堤
中
納
言
し
て
と
い
ふ
段
の
次
に

お
な
し
中
納
言
の
か
の
し
ん
で
む
の
ま
へ
に
す
こ
し
と
を
く
た
て
り
け
る
桜
を
ち
か
く
ほ
り
う
へ

給
ひ
け
る
か
れ
さ
ま
に
見
え
け
れ
は

や
と
ち
か
く
う
つ
し
て
う
へ
し
か
ひ
も
な
く
ま
ち
と
を
に
の
み
み
ゆ
る
は
な
哉

と
よ
み
た
ま
へ
り
け
る
又
七
十
一
段
の
な
ら
ひ
お
な
し
少
将
や
ま
ひ
に
い
と
い
た
う
わ
つ
ら
ひ
て

と
あ
る
段
の
次
に
土
佐
守
に
あ
り
け
る
酒
井
の
人
さ
ね
と
い
ひ
け
る
人
や
ま
ひ
し
て
よ
く

〱
な

り
てゆ

く
人
は
そ
の
か
み
こ
む
と
い
ふ
も
の
を
こ
ゝ
ろ
ほ
そ
し
や
け
ふ
の
わ
か
れ
は

此
二
段
な
り
今
其
所

〱
に
か
き
く
わ
へ
と
す
れ
と
な
ら
さ
る
を
つ
た
え
む
や
と
人
い
へ
り
他
本

に
あ
る
を
も
た
さ
ん
も
さ
す
か
に
て
爰
に
か
き
侍
る
酒
井
人
真
は
古
今
第
十
四
に
大
空
は
こ
ひ
し

き
人
の
か
た
み
か
は
物
お
も
ふ
草
に
な
か
め
ら
る
れ
は
と
い
ふ
哥
な
と
の
作
者
也
そ
の
か
み
こ
ん

と
い
ふ
も
の
を
は
別
る
る
時
や
か
て
こ
ん
と
い
ふ
を
と
い
へ
る
心
な
る
へ
し
そ
の
か
み
は
当
時
也

又
一
本
に
う
つ
ふ
し
そ
め
の
あ
さ
の
け
さ
也
の
段
の
お
く
に
平
中
か
事
か
け
る
段
あ
り
諸
本
に
な

け
れ
は
く
は
へ
す
諸
本
ま
ち

〱
也
了
簡
し
給
ふ
へ
し
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︵
注
︶　
傍
線
部
分
は
そ
の
対
象
箇
所
を
示
し
、
稿
者
が
施
し
た
。
以
下
も
同
様
。

個
々
に
あ
た
っ
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。
⑴
は
大
和
物
語
に
つ
い
て
の
総
説
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
、
作
者
、
題
号
、
登
場
人
物
等
に
つ
い
て
記
し
て
い
る
。
作
者
に
つ
い
て
は

不
詳
と
し
な
が
ら
も
花
山
法
皇
説
を
紹
介
し
、
初
段
と
最
終
章
段
に
出
家
の
事
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
こ
の
物
語
は
世
間
か
ら
逃
れ
る
こ
と
を
趣
旨
に
書
か
れ
た
も
の
と
み

て
い
る
。
こ
れ
は
作
者
の
意
図
に
言
及
し
た
も
の
で
あ
り
、
興
味
深
い
。
ま
た
、
題
号
に
つ
い
て
は
大
和
の
国
の
事
と
い
う
こ
と
を
否
定
し
、
大
和
歌
物
語
に
も
と
づ
く
と
し
、

そ
の
内
容
は
大
方
、
此
国
の
古
い
物
語
を
載
せ
た
も
の
と
み
て
い
る
。
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
大
和
物
語
を
歌
物
語
と
規
定
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
近
世
初
期
に
こ
の
よ
う

な
意
識
が
芽
生
え
て
い
た
こ
と
は
留
意
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
な
お
、
大
和
歌
物
語
と
い
う
考
え
は
、
後
に
北
村
季
吟
が
大
和
物
語
抄
の
中
で
ほ
ぼ
同
じ
こ
と
を
言
っ
て
お
り(13)
、

両
者
に
ど
の
よ
う
な
関
係
が
あ
っ
た
の
か
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
季
吟
以
前
に
同
じ
考
え
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
は
注
意
し
て
よ
か
ろ
う
。

こ
の
後
に
は
花
山
院
に
つ
い
て
の
出
自
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
前
に
花
山
院
作
者
説
の
こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り
、
注
釈
者
︵
日
大
本
の
創
始
者
︶
が
大
和
物
語
の
成
立

に
あ
っ
て
、
彼
に
重
き
を
置
い
て
い
た
た
め
に
記
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
登
場
人
物
に
つ
い
て
記
し
て
い
る
。
こ
の
中
で
興
味
深
い
の
は
章
段
の
配
列
と
登
場
人
物
の
理

解
の
仕
方
に
つ
い
て
ふ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
最
後
に
上
、
下
巻
の
章
段
数
を
記
し
終
わ
っ
て
い
る
。

次
に
⑵
⑶
⑸
⑼
⒂
⒃
⒆
⒇
㉑
25
㉘
29
32
35
㊱
は
和
歌
に
関
し
た
も
の
で
あ
る
。
⑵
で
は
後
撰
集
の
詞
書
を
引
用
し
、
ま
た
⒂
で
は
古
今
六
帖
か
ら
、
32
で
は
古
今
集
か
ら
、
35

で
は
万
葉
集
か
ら
、
さ
ら
に
㊱
で
は
金
葉
集
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
詠
歌
状
況
や
語
句
の
用
例
を
引
き
出
し
、
理
解
を
助
け
て
い
る
。
25
29
も
こ
れ
に
準
じ
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

⒃
は
歌
意
を
補
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
何
か
を
も
と
に
し
て
い
る
節
が
あ
る
。
こ
の
箇
所
の
前
後
の
部
分
を
記
し
て
み
る
。

足
の
む
か
ん
か
た
へ
　
放
埒
の
心
を
い
へ
る
文
章
也
朋
友
を
しナ

シ
⎝

日

⎠
 

の
ふ
心
や
さ
し
き
也
人
倫
性
善
の
端
を
か
く
段
也

し
お
り
し
て
の
歌
　
み
ち
の
し
お
り
に
袖
の
し
ほ
り
を
そ
へ
命
し
ら
ね
は
と
い
へ
る
朋他

本

ナ

シ

友
を
お
も
ふ
哀
ふ
か
し
人
に
うナ

シ
⎝

日

⎠

と
ま
る
ゝ

身
も
家
に
生
れ
み
ち
を
ふ
む
感
情
也

︵
注
︶　﹁
日
﹂
は
日
大
本
を
示
し
、
傍
線
、
波
線
は
稿
者
に
拠
る
。
こ
れ
ら
は
以
下
も
同
様
。

日
大
本
が
持
っ
て
い
な
い
一
部
と
日
大
本
の
み
が
持
っ
て
い
る
部
分
と
が
類
似
し
て
い
る
。
日
大
本
は
﹁
朋
友
を
し
の
ふ
心
又
や
さ
し
き
也
﹂
を
簡
略
に
し
て
あ
の
位
置
に
持
っ

て
き
た
の
で
あ
ろ
う
。
本
文
に
は
﹁
さ
て
思
ひ

0

0

け
る
友
だ
ち
の
も
と
へ
﹂
と
あ
り
、
日
大
本
は
本
文
を
考
慮
し
、
こ
の
よ
う
な
表
現
に
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
こ
れ
は
そ
の
位

置
的
に
み
て
も
﹁
し
お
り
し
て
﹂
の
歌
の
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
方
が
自
然
で
あ
る
。
日
大
本
を
除
く
他
の
五
本
は
﹁
人
倫
性
善
の
端
を
か
く
段
也
﹂
と
﹁
人
に
う
と
ま
る
ゝ
身
も
家

に
生
れ
み
ち
を
ふ
む
感
情
也
﹂
を
持
っ
て
い
る
が
、
日
大
本
は
こ
れ
ら
を
欠
い
て
い
る
。
他
の
五
本
が
持
っ
て
い
る
両
者
の
本
文
は
内
容
の
上
で
類
似
し
て
い
る
。
日
大
本
が
こ
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れ
ら
を
欠
い
て
い
る
の
は
除
去
し
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
こ
こ
に
は
日
大
本
創
始
者
の
、こ
の
章
段
に
対
す
る
考
え
を
反
映
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
㉘
は
次
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
。

こ
れ
も
つ
く
し
な
る
女
と
あ
れ
は
さ
き
の
同
人
成
へ
し
此
歌
やナ

シ

⎝

日

⎠

 

さ
し
き
風
情
な
れ
は
か
く
も
よ
み
た
る
褒
美
の
儀
也

秋
風
の
哥
︵
中
略
︶
こ
ゝ
ろ
や
つ
ら
き
と
い
へ
る
也
さ
き
の
哥他

本

ナ

シ

猶
云
に
て
此
哥
や
さ
し
け
れ
は
記
者
褒
美
し
か
け
る
か
と
也

こ
れ
も
﹁
秋
風
﹂
の
歌
の
注
な
の
で
、そ
こ
へ
移
動
さ
せ
た
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、そ
の
ま
ま
移
動
さ
せ
た
の
で
は
な
く
、﹁
褒
美
し
か
け
る
か0

﹂
と
慎
重
な
言
い
回
し
に
な
っ
て
い
る
。

⒆
⒇
は
同
じ
章
段
に
あ
る
も
の
で
、
と
も
に
歌
に
つ
い
て
﹁
心
明
也
﹂
と
記
し
て
い
る
。
両
者
の
前
後
の
本
文
を
記
し
て
み
よ
う
。

さ
き
に
ほ
ひ
の
歌
⒆

心
明
也

紅
葉
は
風
に
ま
か
せ
て
み
る
よ
り
も
は
か
な
き
物
は
命
な
り
け
り
の
心
に
同
し
贈
答
二
首
表
よ
くナ

シ
⎝

日

⎠

き
こ
え
た
る
に
本
文
又
古
歌
引
さ
ま
た
く
る
か
も
感
膽
ま
と
ひ
て
也

※
三
条
の
右
の
お
と
ゝ
　
定
方
公
也

は
る

〱
の
歌
⒇

心
明
也

諸
法
従
本
来
常
白
而
滅
相
の
心ナ
シ⎝
日
⎠

也

日
大
本
は
﹁
心
明
也
﹂
と
記
し
て
は
い
る
も
の
の
、﹁
紅
葉
は
﹂
の
歌
と
﹁
諸
法
云
々
﹂
を
残
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
﹁
心
明
也
﹂
の
後
に
あ
り
、書
き
方
が
な
ん
と
な
く
不
自
然
で
あ
る
。

両
者
と
も
引
用
し
て
い
る
も
の
だ
か
ら
﹁
～
の
心
云
々
﹂
と
あ
っ
た
ほ
う
が
自
然
な
姿
で
あ
る
。
こ
こ
は
両
者
と
も
﹁
～
の
心
﹂
と
あ
り
、
そ
れ
を
除
去
し
て
﹁
心
明
也
﹂
の
方

へ
持
っ
て
き
た
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
も
⒆
の
方
は
﹁
贈
答
云
々
﹂
以
下
を
も
欠
い
て
い
る
が
、
こ
れ
は
﹁
心
明
也
﹂
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
不
必
要
と
考
え
て
除
去
し

た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
に
﹁
二
首
よ
く
云
々
﹂
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
が
⒇
の
﹁
心
明
也
﹂
へ
も
及
ん
だ
も
の
と
思
わ
れ
る
。

な
お
、
※
印
を
付
け
た
﹁
三
条
の
右
の
お
と
ゝ
　
定
方
公
也
﹂
を
日
大
本
は
欠
い
て
い
る
。
彼
は
す
で
に
二
九
段
に
登
場
し
て
い
る
こ
と
か
ら
除
去
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

さ
ら
に
⑶
⑸
⑼
㉑
も
歌
の
注
釈
に
関
し
た
も
の
で
あ
る
。
⑶
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

今
よ
ろ
こ
ひ
に
は
か
な
し
き
事
お
も
は
し
と
い
ふ
心
也
佗
ぬ
れ
は
と
は
な
け
か
し
と
お
も
へ
と
も
な
り
下
句
明
也
　
風
に
わ
ひ
ぬ
れ
は
し
ゐ
て
忘
れ
ん
と
お
も
へ
と
も
の
心

な
り

波
線
部
を
日
大
本
は
持
っ
て
い
る
わ
け
だ
が
、
前
者
の
波
線
部
の
場
合
、
す
で
に
﹁
今
よ
ろ
こ
ひ
に
は
か
な
し
き
事
お
も
は
し
﹂
と
歌
意
を
示
し
て
お
り
、
波
線
部
は
そ
れ
を
補
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足
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
後
者
の
傍
線
部
も
前
に
﹁
下
句
明
也
﹂
と
あ
る
か
ら
、
こ
こ
も
付
加
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
も
蛇
足
的
な
も
の
に
す
ぎ
な
い
。
⑸
の
場
合
、

日
大
本
を
除
く
他
の
五
本
は
も
と
に
し
た
歌
を
説
明
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
そ
の
点
、
日
大
本
は
そ
の
歌
の
意
味
に
ま
で
言
及
し
て
い
る
。
⑼
も
歌
意
に
つ
い
て
詳
し
く
記
し

て
い
る
。
⑸
と
⑼
は
い
ず
れ
も
細
字
補
入
の
形
に
な
っ
て
お
り
、
こ
こ
も
理
解
を
助
け
る
た
め
に
補
足
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
㉑
も
お
そ
ら
く
付
加
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
が
、
こ
の
中
に
﹁
幽
玄
﹂
な
る
語
が
み
ら
れ
る
。
こ
れ
は
注
釈
の
面
か
ら
注
意
し
て
よ
か
ろ
う
。
た
だ
、
こ
の
語
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
よ
う
に
除
去
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
み

ら
れ
、
要
所

〱
を
見
き
わ
め
て
処
理
し
て
い
る
。

人
物
に
関
し
て
は
、
一
覧
表
に
は
あ
げ
な
か
っ
た
が
、
系
図
が
三
箇
所
︵
上
3
オ
・
22
ウ
・
35
ウ
～
36
オ
︶
に
わ
た
っ
て
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
上
巻
3
オ
と
22
ウ
に
あ
る

の
は
日
大
本
の
み
に
み
ら
れ
る
も
の
で
、
こ
れ
は
理
解
を
助
け
る
た
め
に
記
載
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
上
巻
35
ウ
～
36
オ
に
み
ら
れ
る
系
図
は
他
の
伝
本
も
持
っ
て
い
る
が
、

日
大
本
に
は
異
同
が
あ
る
。
そ
の
一
部
が
⑿
⒀
に
関
し
た
こ
と
で
あ
る
。
他
本
で
﹁
一
説
﹂
と
あ
る
と
こ
ろ
が
、
日
大
本
で
は
具
体
的
に
誰
の
説
で
あ
る
か
を
示
し
て
い
る
わ
け

で
あ
る
。
⑿
⒀
と
こ
の
系
図
は
同
一
章
段
内
に
あ
る
も
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
説
を
系
図
に
も
付
加
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
宗
祗
の
説
や
家
の
説
の
存
在
を
示

し
て
い
る(14)
。
そ
れ
に
し
て
も
﹁
家
﹂
と
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
流
派
や
家
柄
を
指
し
て
い
る
の
か
、
こ
こ
か
ら
は
知
る
由
も
な
い
が
、
少
な
く
と
も
日
大
本
は
、
そ
の
よ
う
な

家
で
伝
え
ら
れ
て
来
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
30
は
大
江
玉
淵
女
に
つ
い
て
、
彼
女
は
筑
紫
に
い
た
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
定
か
で
な
い
。
ま
た
、
38
で
は
藤
原
敏
行
の
女
の
こ

と
が
記
さ
れ
て
お
り
、
彼
の
妹
が
素
性
の
母
で
あ
る
と
言
う
。
こ
れ
ら
は
付
加
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
何
に
拠
っ
た
か
に
つ
い
て
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
⑹
で
は
清
蔭
が

以
前
に
登
場
し
た
旨
を
記
し
、
気
配
り
し
て
い
る
。
⑻
は
直
接
こ
こ
に
関
係
の
な
い
も
の
で
、
こ
の
よ
う
な
記
述
は
先
の
38
に
類
似
し
て
い
る
。
⒁
は
こ
れ
が
な
く
て
も
、
こ
の

章
段
に
﹁
延
喜
帝
よ
り
法
皇
へ
の
御
使
也
﹂
と
注
釈
が
あ
る
こ
と
に
よ
り
、
十
分
理
解
で
き
よ
う
。
⒄
は
宗
于
の
後
に
付
け
足
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
㉒
は
温
子
の
妹
に
つ
い

て
記
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
た
⒄
と
同
様
。
㉔
も
こ
の
部
分
が
な
く
て
も
十
分
に
理
解
で
き
る
。
と
も
か
く
、
こ
れ
ら
は
理
解
を
助
け
る
た
め
に
付
加
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る

が
、
い
ず
れ
も
が
付
随
的
な
も
の
ば
か
り
で
あ
る
。
な
お
、
人
物
に
関
し
て
⑺
を
み
る
と
、﹁
久
し
く
は
﹂
の
歌
の
作
者
に
つ
い
て
、
日
大
本
で
は
﹁
わ
か
宮
﹂
と
あ
る
の
に
対
し
、

他
本
で
は
何
も
記
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
東
の
方
の
作
と
考
え
て
い
た
か
ら
、
あ
え
て
記
す
必
要
も
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
事
実
、
こ
こ
は
東
の
方
の
作
と
み

る
の
が
自
然
で
あ
る(15)
。
日
大
本
は
本
文
を
よ
く
理
解
し
な
い
で
若
宮
の
作
と
と
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
本
の
欠
点
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

こ
れ
ら
以
外
で
語
句
に
関
し
た
も
の
と
し
て
、
⑷
⑽
⑾
⒅
㉓
26
㉛
㉞
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
の
う
ち
⑷
⑽
⑾
26
㉞
は
住
居
と
か
場
所
を
説
明
し
た
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
⑽
は

次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

故
式
部
�
宮
　
こ
れ
も
敦
慶
親
王
也

桂
の
み
こ
　
寛
平
皇
女
孚
子
内
親
王
也
…
︵
中
略
︶
…
懸
想
し
給
ふ
と
こ
こ
に
見
え
た
り
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久
か
た
の
歌
　
孚
子
内
親
王
の
歌
也
︵
以
下
略
︶

  

桂
宮
　
六
条
の
北
西
洞
院
の
西
也

桂
皇
子
が
登
場
す
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
住
ま
い
を
説
明
す
る
た
め
に
こ
れ
を
記
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
に
し
て
も
本
文
に
は
そ
の
住
ま
い
に
関
し
た
こ
と
は
何
も
記
さ
れ

て
い
な
い
し
、
注
の
位
置
も
本
文
で
の
記
載
順
序(16)
か
ら
み
て
、﹁
久
か
た
の
﹂
の
歌
の
前
に
く
る
の
が
自
然
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
考
え
て
、
後
の
付
加
で
あ
る
こ
と
が

わ
か
る
。
こ
の
よ
う
な
傾
向
は
こ
れ
以
外
の
と
こ
ろ
で
も
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
残
り
の
⒅
㉓
㉛
は
語
句
に
つ
い
て
で
、付
加
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、27
と
㉝
に
は
﹁
日

本
紀
﹂
な
る
書
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。﹁
ゆ
く
り
も
な
く
﹂
と
﹁
金
鋺
﹂
に
つ
い
て
説
明
し
た
も
の
で
、
注
の
一
部
に
付
加
し
理
解
を
助
け
て
い
る
。
日
本
紀
か
ら
の
引
用
は
こ

こ
の
み
で
な
く
、
大
和
物
語
鈔
全
体
に
引
か
れ
て
い
る
。

最
後
に
39
で
あ
る
が
、
前
半
は
師
本
︵
一
覚
老
師
所
持
本
︶
に
な
い
二
章
段
を
補
足
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
資
料
へ
の
配
慮
を
し
よ
う
と
す
る
態
度
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、

後
半
で
は
平
中
物
語
と
共
通
す
る
章
段
を
持
つ
伝
本
の
存
在
を
記
し
て
い
る
。
日
大
本
の
創
始
者
は
こ
れ
が
平
中
物
語
と
共
通
し
て
い
る
こ
と
を
何
か
の
資
料
か
ら
知
っ
た
こ
と

が
わ
か
る
。
こ
こ
に
は
隈
な
く
資
料
に
あ
た
ろ
う
と
す
る
姿
勢
を
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

平
中
物
語
は
天
下
の
孤
本
で
昭
和
に
入
っ
て
発
見
さ
れ
た(17)
。
そ
れ
以
前
の
伝
来
に
つ
い
て
は
﹃
本
朝
書
籍
目
録
﹄
に
書
名
が
出
て
く
る
以
外
、
明
ら
か
で
な
か
っ
た
。
そ
の
意

味
で
、
日
大
本
に
こ
の
よ
う
な
形
に
し
ろ
、
そ
の
名
が
出
て
く
る
こ
と
は
注
目
し
て
よ
か
ろ
う
。

ロ次
に
日
大
本
の
み
が
欠
け
て
い
る
箇
所
に
つ
い
て
見
て
い
こ
う
。

ま
ず
気
づ
く
こ
と
は
日
大
本
を
除
く
他
の
五
本
で
傍
注
に
な
っ
て
い
る
箇
所
が
日
大
本
に
は
存
在
し
な
い
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
ら
を
記
し
て
み
よ
う
。

⑴
　
服
は
未
か
ゝ
る
と
も
仏
事
は
は
や
く
し
た
ま
ふ
也
︵
通
9
、
鈔
8
︶

⑵
　
通
兼
公
ア
レ
ハ
粟
田
関
白
ト
申
堤
中
納
言
兼
輔
�
ノ
家
粟
田
ニ
ア
レ
ハ
命
婦
共
ニ
行
ク
ニ
ヤ
︵
通
10
、
鈔
9
︶

⑶
　
お
く
の
歌
の
故
に
秋
と
書
け
り
と
云
々
︵
通
18
、
鈔
21
︶

⑷
　
心
の
替
た
る
心
︵
通
26
、
鈔
21
︶

⑸
　
四
臣
の
か
み
な
る
故
也
︵
通
30
、
鈔
24
︶

⑹
　
惣
々
其
所
を
知
者
也
︵
通
33
、
鈔
26
︶

⑺
　
た
ゝ
左
遷
斗
を
云
と
云
々
︵
通
38
、
鈔
31
︶
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⑻
　
こ
ゝ
の
女
の
惣
名
弾
上
を
か
ぬ
る
也
︵
通
39
、
鈔
32
︶

⑼
　
太
平
記
に
︵
通
42
、
鈔
35
︶

⑽
　
内
親
王
ナ
ケ
レ
ハ
孫
ニ
テ
モ
用
ト
也
諸
女
王
ヲ
用
親
王
ノ
子
ヲ
占
也
ト
也
孫
ノ
事
也
名
ヲ
書
付
テ
タ
レ
ト
ウ
ラ
ナ
ウ
事
也
︵
通
93
、
鈔
67
並
︶

⑾
　
参
議
ハ
禁
色
ヲ
キ
ル
也
禁
色
ノ
後
色
ゆ
る
さ
る
ゝ
成
へ
し
と
あ
り
︵
通
98
、
鈔
69
並
︶

⑿
　
経
文
に
不
レ

断
二

類
悩
ヲ一

不
レ

離
二

五
欲
ヲ
得
二

浄
ク

諸
根
ヲ

滅
一

除
セ
シ

諸
罪
一

と
也
︵
通
105
、
鈔
74
︶

⒀
　
大
宰
也
ヨ
ソ
ニ
ハ
ナ
シ
︵
通
105
、
鈔
74
︶

⒁
　
内
ニ
テ
忌
詞
七
外
ノ
忌
詞
七
拾
介
ニ
此
事
ア
リ
︵
通
146
、
鈔
100
︶

⒂
　
私
と
く
つ
き
て
な
と
云
事
あ
れ
は
其
心
に
も
み
る
へ
き
に
や
︵
通
148
、
鈔
102
︶

⒃
　
か
た
ゐ
翁
の
心
︵
通
148
、
鈔
102
︶

⒄
　
私
集
ニ
返
歌
を
入
て
作
す
る
歟
︵
通
148
、
鈔
102
︶

⒅
　
私
拾
遺
ニ
返
し
歌
あ
る
故
一
行
あ
け
て
是
に
書
人
の
心
可
成
︵
通
148
、
鈔
102
︶

⒆
　
私
男
ノ
カ
ウ
カ
イ
ヲ
女
ノ
カ
ン
サ
シ
へ
ウ
ツ
リ
シ
テ
ト
云
々
髪
ヲ
ウ
ツ
ク
シ
ク
ユ
ヒ
タ
ル
事
也
︵
通
149
、
鈔
103
︶

⒇
　
諸
兄
也
︵
通
149
、
鈔
103
︶

㉑
　
采
女
の
町
と
し
て
居
る
嬬
也
内
侍
の
つ
か
ひ
者
と
云
々
︵
通
150
、
鈔
104
︶

㉒
　
又
ソ
ゝ
ケ
ル
タ
ル
射
腐
︵
通
150
、
鈔
104
︶

㉓
　
神
な
ひ
ヲ
ミ
ト
ヨ
ム
︵
通
151
、
鈔
105
︶

㉔
　
和
歌
ノ
キ
ホ
ヲ
ミ
セ
ン
ト
テ
ノ
事
也
︵
通
151
、
鈔
105
︶

25
　
私
古
今
ニ
テ
ハ
前
後
ニ
入
是
ハ
打
カ
へ
シ
テ
入
タ
リ
此
ニ
テ
ハ
人
丸
歌
ト
シ
ラ
セ
ン
ト
テ
前
段
ノ
筆
法
ニ
二
首
ア
ク
ル
此
ヲ
以
定
家
左
注
ニ
ス
ル
ト
云
々
古
今
ニ
テ
左

ニ
注
ヲ
人
丸
ト
セ
ス
ヒ
ス
ル
故
也
人
丸
歌
ト
云
事
秘
セ
シ
ト
也
作
者
ま
て
伝
授
ニ
セ
シ
ト
云
々
︵
通
151
、
鈔
105
︶

26
　
巴
に
随
身
大
臣
大
将
ハ
上
ヨ
リ
被
下
今
ハ
其
外
ハ
自
身
カ
ゝ
ユ
ル
ト
云
々
︵
通
155
、
鈔
109
︶

27
　
古
ノ
い
物
ヨ
リ
急
也
是
ハ
又
古
ヨ
リ
急
也
い
物
ニ
ハ
心
ち
し
ぬ
へ
き
古
今
ニ
ハ
や
ま
ひ
し
て
よ
は
く
成
に
け
る
時
ト
ア
リ
︵
通
165
、
鈔
115
︶

㉘
　
何
事
も
も
た
ぬ
事
也
︵
通
168
、
鈔
118
︶
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29
　
私
伊
衡
は
敏
行
か
子
也
敏
行
か
む
す
め
の
せ
う
と
の
事
也
︵
通
168
、
鈔
118
並
︶

30
　
大
和
の
神
也
︵
通
169
、
鈔
119
︶

︵
注
︶
本
文
は
松
平
文
庫
旧
蔵
本
に
拠
る
。
カ
ッ
コ
内
の
数
字
は
章
段
数
を
一
示
し
、﹁
通
﹂
は
通
行
本
、﹁
鈔
﹂
は
大
和
物
語
鈔
の
こ
と
で
あ
る
。
以
下
も
断
ら
な
い
限
り
同
様
。

全
部
で
三
十
箇
所
に
わ
た
っ
て
い
る
。
こ
の
現
象
は
何
を
意
味
し
よ
う
か
。
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
日
大
本
の
除
去
か
、
そ
れ
と
も
他
の
五
本
が
後
に
付
加
し
た
も
の
か
、
の
い

ず
れ
か
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
傍
注
と
い
う
こ
と
や
、
後
述
す
る
傍
注
と
の
関
連
か
ら
考
え
て
後
者
と
と
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
事
実
、
今
井
源
衛
氏
は

こ
の
傍
注
が
多
い
の
は
、
注
本
文
の
成
立
の
時
代
と
、
付
注
の
付
加
さ
れ
た
時
代
と
の
距
離
の
大
で
あ
る
こ
と
を
物
語
る
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か(18)
。

と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。

本
文
に
、
ほ
ぼ
同
じ
内
容
の
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
た
り
、
す
で
に
前
の
章
段
に
み
ら
れ
る
た
め
に
除
去
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

⑴
　
此
哥
に
め
て
ゝ
か
た
ふ
た
か
り
け
れ
と
お
は
し
ま
し
た
る
也
︵
通
8
、
鈔
7
︶

⑵
　
心
は
人
の
あ
た
に
か
れ
ゆ
け
は
せ
め
て
我
を
も
と
み
し
人
と
も
い
ふ
な
そ
れ
を
た
い
に
我
を
お
も
ふ
事
と
せ
ん
と
也
人
の
き
か
く
に
は
き
く
に
也
か
は
そ
へ
も
し
也
ふ

か
く
世
人
を
は
ち
お
も
ふ
心
也
︵
通
26
、
鈔
21
︶

⑶
　
か
つ
ら
の
み
こ
　
孚
子
内
親
王
也
如
前
︵
通
76
、
鈔
59
︶

⑷
　
後
撰
集
に
は
け
ふ
よ
り
は
の
歌
は
か
り
入
返
し
み
え
す
抑
つ
い
た
ち
此
有
二

子
細
一

事
也
こ
れ
は
歌
に
け
ふ
よ
り
は
と
あ
れ
は
た
ゝ
文
章
也
後
撰
に
は
返
歌
な
し
︵
通
86
、
鈔
63
︶

⑸
　
桃
園
兵
部
�
宮
也
寛
平
第
四
敦
固
親
王
也
お
く
に
岩
江
と
い
う
所
に
家
作
り
給
ふ
故
兵
部
�
宮
と
あ
る
は
村
上
第
三
致
平
親
王
也
岩
江
に
家
も
ち
給
へ
る
也
︵
通
89
、
鈔
65
︶

⑹
　
亭
子
の
み
か
と
な
ん
内
に
御
せ
う
そ
こ
聞
え
給
て
い
ろ
ゆ
る
さ
れ
給
け
る
宇
多
天
皇
延
喜
帝
へ
お
ほ
せ
ら
れ
て
禁
色
を
ゆ
つ
り
給
也
︵
通
98
、
鈔
69
並
︶

⑺
　
以
上
京
織
の
図
に
見
え
た
り
京
織
と
て
本
有
右
京
左
京
の
事
た
る
也
︵
通
103
、
鈔
72
︶

⑻
　
世
に
へ
給
へ
は
こ
そ
雲
井
よ
り
も
音
に
き
こ
え
給
へ
雲
井
に
の
み
お
は
し
ま
せ
は
い
と
ゝ
は
る
か
に
お
も
ひ
奉
る
と
也
︵
通
106
、
鈔
74
︶

⑼
　
あ
く
た
河
と
い
ふ
名
に
は
た
か
は
ぬ
と
也
も
と
よ
し
の
み
こ
を
芥
川
の
宮
と
申
と
也
さ
て
名
に
は
た
か
は
ぬ
と
い
へ
り
︵
以
下
略
︶︵
通
139
、
鈔
94
︶

⑽
　
も
と
を
は
と
か
く
つ
け
ゝ
る
　
返
事
を
い
ろ

〱
に
い
へ
と
も
か
く
な
り
と
記
者
の
詞
也
是
本
説
と
云
心
也
︵
通
152
、
鈔
106
︶

⑾
　
二
條
后
大
原
野
行
啓
は
東
宮
に
立
給
ふ
以
後
也
未
中
宮
に
な
ら
さ
る
故
に
東
宮
の
女
御
と
也
︵
通
161
、
鈔
114
︶

⑿
　
臈
あ
る
　
優
恕
也
や
さ
し
き
也
︵
通
168
、
鈔
118
︶

⒀
　
わ
か
さ
う
そ
く
　
装
束
也
袍
指
貫
帯
太
也
︵
通
168
、
鈔
118
︶
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⒁
　
さ
ら
に
少
将
成
け
り
と
　
此
返
歌
の
風
体
を
小
町
聞
知
っ
て
宗
貞
な
り
と
治
定
し
た
り
と
也
此
作
者
さ
れ
た
る
歌
多
し
我
お
ち
に
き
と
人
に
か
た
る
な
は
ひ
ま
つ
れ
よ

枝
は
お
る
と
も
な
と
也
更
に
少
将
成
け
り
と
思
ひ
て
と
有
は
記
者
後
撰
に
真
性
法
師
遍
昭
の
事
也
風
体
を
も
し
れ
と
の
事
也
︵
通
168
、
鈔
118
並
︶

⑴
と
⑶
は
、
こ
の
箇
所
を
日
大
本
は
持
っ
て
い
な
い
。
⑴
は
本
文
を
み
る
と
﹁
方
ふ
た
が
り
け
れ
ど
、
お
は
し
ま
し
て
な
ん
、
お
ほ
と
の
ご
も
り
に
け
る
﹂
と
あ
っ
て
、
こ
れ
と

ほ
ぼ
同
じ
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
⑶
は
こ
の
下
に
﹁
如
前
﹂
と
あ
る
。
い
ず
れ
も
が
重
複
し
て
お
り
、
そ
の
た
め
に
除
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
ら
以
外
に
お
い
て
、
日
大
本
は
波
線
部
を
持
っ
て
い
な
い
。
こ
こ
で
も
傍
線
部
と
波
線
部
を
よ
く
み
る
と
重
複
し
た
り
、
あ
る
い
は
ほ
ぼ
同
じ
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
の

に
気
付
く
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
片
方
を
除
去
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

次
の
よ
う
な
箇
所
も
み
ら
れ
る
。

⑴
　
未
来
記

0

0

0

と
い
ふ
躰
に
似
た
り
上
句
に
と
を
く
と
い
ひ
下
句
に
ち
か
く
と
あ
る
こ
の
ま
し
か
ら
ぬ
と
也
︵
通
44
、
鈔
35
並
︶

⑵
　
え
し
う
の
段
此
物
語
の
狂
言

0

0

な
り
と
そ
︵
通
44
、
鈔
35
並
︶

⑶
　
宇
多
院
の
御
時
の
斎
院
は
文
徳
の
孫
王
也
中
務
�
惟
彦
親
王
也
孫
王
の
例
此
一
度
也
源
氏
さ
か
き
の
巻
に
斎
院
は
御
ふ
く
に
て
お
り
ゐ
給
に
し
か
は
あ
さ
か
ほ
の
ひ
め

君
は
か
り
に
ゐ
給
に
き
賀
茂
の
い
つ
き
に
は
孫
王
の
ゐ
給
ふ
例
多
く
も
あ
ら
さ
り
け
り
と
か
け
り
︵
通
49
、
鈔
39
並
︶

⑷
　
延
喜
斎
院
の
御
事
也
と
云
説

0

0

あ
り
此
三
首
親
子
贈
答
の
御
歌
也
選
子
内
親
王
は
天
暦
第
七
宮
也
此
物
語
に
志
賀
の
山
越
の
道
に
岩
江
と
い
う
所
に
家
つ
く
り
給
ふ
兵
部

�
宮
は
第
三
の
み
こ
也
︵
通
51
、
鈔
41
︶

⑸
　
此
段
誹
詣

0

0

な
り
︵
通
65
、
鈔
53
︶

⑹
　
有
口
伝
也
︵
通
66
、
鈔
54
︶

⑺
　
誹
詣

0

0

な
り
︵
通
76
、
鈔
59
︶

⑻
　
そ
こ
井
な
き
淵
や
は
さ
は
く
山
河
の
浅
き
瀬
に
こ
そ
あ
た
涙
は
た
て
︵
通
78
、
鈔
60
︶

⑼
　
く
れ
さ
ら
め
や
く
る
ゝ
と
お
も
へ
共
と
と
め
た
る
や
も
し
也
︵
通
92
、
鈔
67
︶

⑽
　
な
く
な
く
返
し
　
か
く
書
に
此
を
添
た
る
こ
と
葉
也
書
を
よ
み
て
よ
し
と
也
︵
通
103
、
鈔
72
︶

⑾
　
ね
こ
そ
に
根
の
心
な
し
と
そ
︵
通
113
、
鈔
76
並
︶

⑿
　
ち
く
さ
の
こ
え
こ
ち
く
の
こ
え
と
い
へ
る
を
竹
と
云
字
の
こ
え
ち
く
の
こ
え
な
れ
は
か
く
よ
め
る
と
云
説

0

0

不
用
こ
ち
く
は
来
の
字
に
も
あ
ら
す
下
に
来
な
く
と
有
︵
通
121
、
鈔
83
︶

⒀
　
又
哀
ふ
か
し
水
く
む
す
み
て
よ
む
也
三
輪
組
幽
去

0

0

な
ら
す
年
ふ
れ
は
我
黒
か
み
も
白
糸
の
よ
る
は
仏
の
名
を
と
な
へ
つ
ゝ
と
よ
め
る
も
あ
り
︵
通
126
、
鈔
87
︶
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⒁
　
旧
説

0

0

な
り
と
む
つ
か
し
落
字
有
か
と
い
へ
り
或
説

0

0

在
次
君
の
方
は
山
蔭
�
の
む
す
め
也
と
種
姓
を
い
へ
る
は
か
り
に
て
忍
ひ
て
す
む
は
又
よ
の
女
伊
勢
守
か
召
人
と
い

ふ
義
歟
と
也
そ
れ
な
ら
は
め
し
う
と
に
て
あ
り
け
る
女
と
あ
る
へ
し
︵
通
143
、
鈔
98
︶

⒂
　
上
手
の
わ
さ
也

0

0

0

0

0

0

︵
通
147
、
鈔
101
︶

⒃
　
此
四
首
同
人
の
作
也
︵
通
147
、
鈔
101
︶

⒄
　
呉
竹
に
は
い
ふ
な
よ
竹
に
は
い
は
す
と
也
︵
通
147
、
鈔
101
︶

⒅
　
わ
た
ら
ひ
世
に
ふ
る
様
自
然
に
お
と
ろ
へ
た
る
也
渡
世
の
わ
き
に
非
す
︵
通
148
、
鈔
102
︶

⒆
　
に
し
こ
そ
と
い
ひ
け
れ
は
　
私
給
ひ
に
し
の
心
に
は
詞
可
成
︵
通
158
、
鈔
112
︶

こ
れ
ら
の
中
に
は
未
来
記
、
狂
言
、
幽
玄
、
口
伝
、
説
な
ど
と
言
っ
た
語
が
み
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
後
に
付
加
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
も
一
往
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ

う
が
、
日
大
本
を
除
く
他
の
五
本
は
こ
れ
ら
を
有
し
て
お
り
、
し
か
も
日
大
本
自
体
、
後
世
的
な
面
が
強
い
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
削
除
さ
れ
た
と
み
る
の
が
よ
か
ろ
う
。
こ
の

こ
と
は
、
⒂
に
お
い
て
、
こ
の
部
分
が
な
い
と
前
後
の
続
き
具
合
が
よ
く
な
い
こ
と
や
、
さ
ら
に
⒁
を
み
る
と
、
こ
こ
は
諸
説
を
列
挙
し
て
お
り
、
あ
る
部
分
の
説
の
と
こ
ろ
が

な
い
こ
と
か
ら
も
理
解
で
き
よ
う
。
⑻
を
み
る
と
、
日
大
本
は
歌
一
首
を
欠
い
て
い
る
。
こ
の
歌
は
古
今
集
巻
十
四
に
あ
る
素
性
法
師
の
作
で
あ
る
。
こ
れ
は
﹁
う
ち
つ
け
に
ま

ど
ふ
心
と
聞
く
か
ら
に
は
な
ぐ
さ
め
や
す
く
お
も
ほ
ゆ
る
か
な
﹂
の
歌
の
、
内
容
上
の
類
似
歌
と
し
て
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
日
大
本
で
は
こ
の
前
に
﹁
あ
だ
に
ま
ど
ふ
心
は

な
ぐ
さ
め
や
す
か
ら
ん

0

0

0

0

0

0

0

0

0

を
と
也
﹂と
あ
り
、異
同
が
み
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
が
こ
の
歌
の
有
無
に
関
係
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
他
本
の
如
く﹁
さ
め
や
す
か
ら
ん
﹂と
あ
る
と
、﹁
そ

こ
井
な
き
﹂
の
歌
の
意
と
合
致
す
る
。
し
か
し
、
日
大
本
の
よ
う
に
﹁
な
ぐ
さ
め
や
す
か
ら
ん
﹂
と
あ
る
と
、
な
ぐ
さ
め
る
の
で
あ
る
か
ら
こ
の
歌
の
意
に
そ
ぐ
わ
な
い
。
日

大
本
は
歌
に
﹁
な
ぐ

0

0

さ
め
や
す
し
﹂
と
あ
る
か
ら
、
そ
れ
を
く
み
取
り
改
め
た
も
の
か
。
そ
れ
に
と
も
な
い
﹁
そ
こ
井
な
き
﹂
の
歌
を
除
去
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
だ
ま
だ
多

く
の
用
例
を
検
討
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
が
、
少
な
く
と
も
、
今
ま
で
の
例
か
ら
み
た
限
り
、
本
文
を
整
え
た
と
み
る
よ
り
も
そ
の
よ
う
な
考
え
に
賛
同
し
か
ね
て
、
そ
の
部

分
を
削
除
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
傾
向
は
次
の
よ
う
な
と
こ
ろ
に
も
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
別
な
考
え
を
示
す
た
め
に
除
去
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
日
大
本
で
は

下
照
姫
の
歌
に
い
し
か
は
か
た
ふ
ち
か
た
ふ
ち
に
あ
み
は
り
わ
た
し
と
あ
り
か
た
か
け
は
か
た
ふ
ち
也
此
方
の

さ
ま
を万
葉
に
も
也

相
聞
と
い
ふ
と
な
り

恋
の
事
の
歌
こ
と
に
云
て
恋
を
す
る
相
聞
と
云
也

の
と
こ
ろ
を
欠
き
、
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
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か
た
か
け
の
舟
に
や
の
れ
る
の
歌
　
泻汀
の
舟
也

陰
也
岸
高
き
河
の
舟
白
浪
に
さ
は
か
れ
出
る
を
た
と
へ
てヒ
さ
は
く
時
の
み
お
も
ひ
い
つ
る
君
と
い
へ
り
︵
通
3
、
鈔
2
︶

日
大
本
を
除
く
他
の
五
本
が
こ
の
歌
を
引
用
し
た
の
は
﹁
か
た
か
け
﹂
を
説
明
す
る
た
め
に
外
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
結
局
か
た
か
け
と
は
﹁
か
た
ふ
ち
﹂
の
こ
と
で
あ
る
と
記

し
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
日
大
本
は
﹁
か
た
か
け
﹂
を
﹁
泻
陰
也
﹂
と
言
い
切
っ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
こ
の
歌
と
﹁
瀉
陰
也
﹂
と
い
う
箇
所
は
成
立
的
に
言
っ
て
密
接
な
関
連
が
考
え

ら
れ
る
。
そ
し
て
、
い
ず
れ
か
が
そ
の
歌
に
不
審
を
抱
き
別
な
考
え
を
示
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
推
測
す
る
に
、
日
大
本
を
除
く
他
の
五
本
が
ほ
ぼ
同
じ
本
文
を
持
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
考
え
て
、
こ
れ
ら
が
も
と
の
姿
で
、
日
大
本
は
除
去
し
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
そ
の
代
わ
り
に
別
の
考
え
を
示
し
た
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。﹁
か
た
か
け
﹂
に
つ
い
て

は
諸
説(19)
あ
る
が
、
そ
れ
に
し
て
も
日
大
本
の
よ
う
に
﹁
泻
陰
﹂
と
解
釈
し
て
い
る
の
は
、
管
見
に
入
っ
た
注
釈
書
に
は
み
ら
れ
ず
、
こ
こ
の
み
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
の
妥
当

性
に
つ
い
て
は
後
考
を
待
つ
に
し
て
も
、
同
じ
系
統
の
注
釈
書
な
が
ら
別
の
考
え
を
示
し
て
い
る
こ
と
は
、
そ
の
態
度
を
知
る
上
で
注
意
し
て
よ
か
ろ
う
。

日
大
本
に
は
注
全
体
が
欠
け
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

⑴
　
お
な
し
人
　
戒
勝
也
︵
通
28
、
鈔
22
並
︶

⑵
　
よ
ゝ
と
　
如
前
︵
通
57
、
鈔
46
︶

⑶
　
三
条
の
右
の
お
と
ゝ
　
定
方
公
也
︵
通
71
、
鈔
57
︶

⑷
　
あ
さ
て
　
明
後
日
也
明
日
去
て
也
︵
通
101
、
鈔
71
︶

⑸
　
方
ふ
た
か
り
　
如
前
︵
通
103
、
鈔
72
︶

⑹
　
上
達
部
　
如
前
︵
通
145
、
鈔
99
︶

⑺
　
い
と
か
し
こ
く
　
お
そ
れ
よ
ろ
こ
ふ
也
︵
通
146
、
鈔
100
︶

⑻
　
そ
の
か
み
　
其
時
也
︵
通
146
、
鈔
100
︶

⑼
　
つ
き
て
こ
し
人
　
宿
へ
つ
き
て
也
其
人
を
云
也
︵
通
148
、
鈔
102
︶

⑽
　
宮
た
て
た
り
　
御
殿
也
︵
通
148
、
鈔
102
︶

⑾
　
つ
れ
な
き
か
ほ
　
不
知
か
ほ
の
心
︵
通
149
、
鈔
103
︶

⑿
　
か
く
い
か
ね
を
　
あ
な
た
の
女
の
心
も
お
そ
ろ
し
か
ら
ん
と
也
︵
通
149
、
鈔
103
︶

⒀
　
取
か
ひ
　
た
ゝ
か
ふ
心
也
︵
通
152
、
鈔
106
︶
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⒁
　
み
つ
か
ら
も
　
大
納
言
也
︵
通
152
、
鈔
106
︶

⒂
　
お
も
て
を
の
み
　
大
納
言
を
也
︵
通
152
、
鈔
106
︶

⒃
　
せ
う
そ
こ
　
文
を
も
詞
を
も
云
也
︵
通
157
、
鈔
111
︶

⒄
　
め
を
さ
ま
し
て
　
男
也
︵
通
158
、
鈔
112
︶

⒅
　
啓
せ
さ
せ
け
り
　
人
し
て
申
上
た
る
也
︵
通
168
、
鈔
118
︶

こ
の
う
ち
、
⑴
は
か
い
せ
ん
、
⑶
は
定
方
に
つ
い
て
の
注
記
で
あ
る
。
彼
ら
は
す
で
に
二
七
段
、
二
九
段
に
登
場
し
て
お
り
、
そ
の
た
め
に
削
除
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、

⑵
⑸
⑹
を
み
る
と
﹁
如
前
﹂
と
あ
り
、
こ
れ
も
前
と
同
じ
よ
う
な
理
由
で
除
か
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
以
外
の
と
こ
ろ
で
は
そ
れ
ら
し
い
根
跡
が
み
ら
れ
な
い
。

結
論
に
つ
い
て
は
保
留
し
て
お
き
た
い
が
、
こ
れ
ら
は
問
題
と
な
る
よ
う
な
箇
所
で
は
な
く
、
概
し
て
簡
単
な
も
の
が
多
い
。

日
大
本
に
は
部
分
的
に
欠
け
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

⑴
　
陽
成
院
の
み
か
と
︵
通
14
、
鈔
12
︶

⑵
　
染
川
を
わ
た
ら
ん
人
の
い
か
で
か
は
色
に
な
る
て
ふ
事
の
な
か
ら
ん
︵
通
21
、
鈔
17
︶

⑶
　
あ
た
人
の
寄
を
め
で
あ
り
と
い
ひ
て
忘
れ
て
つ
か
は
さ
さ
り
し
を
今
た
つ
ね
求
て
つ
か
は
す
さ
ま
也
︵
通
21
、
鈔
17
並
︶

⑷
　
古
今
集
︵
通
26
、
鈔
21
︶

⑸
　
源
大
納
言
陽
成
院
の
み
こ
清
蔭
�
也
︵
通
41
、
鈔
34
︶

⑹
　
忘
れ
給
ふ
我
は
忘
れ
や
す
る
忘
れ
ぬ
也
︵
通
64
、
鈔
52
︶

⑺
　
後
撰
集
に
は
︵
通
81
、
鈔
62
︶

⑻
　
左
の
お
と
ゝ
貞
信
公
嫡
男
清
慎
公
也
御
母
す
か
は
ら
の
君
清
慎
公
の
御
母
は
︵
中
略
︶
と
い
へ
り
︵
通
98
、
鈔
69
並
︶

⑼
　
袖
を
し
も
の
哥
　
七
夕
に
は
か
さ
さ
り
し
を
今
朝
わ
か
る
ゝ
に
お
ほ
え
す
︵
以
下
略
︶︵
通
114
、
鈔
77
︶

⑽
　
後
撰
に
わ
か
の
り
し
の
歌
閑
院
の
こ
と
あ
り
︵
通
118
、
鈔
81
︶

⑾
　
歌
の
上
句
︵
通
120
、
鈔
82
︶

⑿
　
世
を
み
た
し
筑
紫
に
あ
り
し
を
天
慶
三
年
に
筑
紫
に
て
ほ
ろ
ほ
さ
れ
し
也
︵
通
126
、
鈔
87
︶

⒀
　
秋
の
山
辺
や
底
に
み
ゆ
ら
ん
と
優
に
こ
と
わ
り
た
る
也
︵
通
128
、
鈔
87
並
︶



468第四章　大和物語の注釈

⒁
　
在
原
業
平
朝
臣
也
︵
通
160
、
鈔
113
並
︶

⒂
　
か
ほ
り
た
る
歌
を
︵
通
166
、
鈔
116
︶

⑴
の
場
合
、﹁
み
か
ど
﹂
が
な
く
て
も
﹁
陽
成
院
﹂
だ
け
で
わ
か
る
こ
と
か
ら
、
簡
略
化
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
⑸
⑻
⒁
も
こ
れ
と
同
様
。
こ
の
こ
と
は
作
品
に
つ
い
て
も
言
え
る
。

⑷
⑺
⑼
⒂
に
お
い
て
日
大
本
は
簡
略
化
し
て
い
る
。
ま
た
、
⑼
⑽
の
場
合
、
そ
の
章
段
に
各
々
一
首
し
か
存
在
し
な
い
こ
と
か
ら
、
初
句
を
引
か
な
く
て
も
十
分
に
理
解
で
き
る
。

さ
ら
に
⑵
で
も
下
句
を
省
略
し
て
い
る
し
、
⑶
⒀
で
は
主
要
な
箇
所
だ
け
を
残
し
て
い
る
。
⑹
と
⑿
の
場
合
は
前
後
に
類
似
し
た
表
現
が
あ
り
、
除
去
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
と

も
か
く
、
こ
れ
ら
も
簡
略
化
さ
れ
た
も
の
と
み
て
よ
か
ろ
う
。

日
大
本
で
は
欠
け
た
よ
う
に
な
っ
て
い
る
が
、
実
は
位
置
の
異
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

⑴
　
心
か
は
ら
す
も
か
な
と
・おひ
ぬ
共
に
老
を
よ
せ

・
・
・
・
・
・
孝
行
ま
て
を
かか
は
り
給
ふ
と
也

ね
て
い
へ
る
心
也
︵
通
21
、
鈔
17
︶

⑵
　
い
た
は
る
を
も
か
な
し
ふ
を
も
ナ

シ

き
ら
ふ
を
も
い
ふ
は
志
の
字
也
・き
ら
ふ
を
も
い
ふ
也

・
・
・
・
・
・
こ
れ
切
に
い
ふ
詞
也
︵
通
103
、
鈔
72
︶

︵
注
︶　
底
本
は
日
大
本
。
校
異
は
他
本
を
示
す
。
黒
点
は
稿
者
が
施
し
た
。
こ
れ
は
以
下
も
同
様
。

⑴
に
お
い
て
日
大
本
が
簡
略
に
な
っ
て
い
る
。
⑵
の
場
合
、
日
大
本
は
一
文
中
に
組
み
込
ま
せ
て
、
よ
り
整
理
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
に
は
先
程
の
部
分
的
に
欠
け
て
い
る
箇
所
で
み
ら
れ
た
簡
略
化
に
共
通
す
る
面
が
あ
る
。

ハ最
後
に
ハ
に
つ
い
て
み
て
い
こ
う
。
ま
ず
、
注
が
全
面
的
に
変
わ
っ
て
い
る
も
の
に
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

⑴
　
前な
ら
び段

横
堅
︵
通
2
、
鈔
1
堅
並
︶

⑵
　
大
蔵
�
国
綱紀
の
男息
︵
通
4
、
鈔
3
︶

⑶
　
又
己
酉
日
在
良
六
日
東
五
日
巽
六
日
南
五
日
坤
六
日
酉
五
日
乾
六
日
北
五
日
也
千
六
日
在
天
上
八
方
其
方

〱
に
は
し
ま
る

は
し
ま
る
日
わ
か
家
よ
り
つ
ね
に
ま
い
る
か
た
に
神
あ
れ
は
方
た
か
へ
し
次
々
の
日
は
い
ま
す
ま
い
る
な
り
西
に
た
か
ゆ
れ
は
よ
し

わ
か
宿
ヨ
リ
常
ニ
行
方
ニ
神
在
ヲ
方
タ
カ
へ
ス
レ
ハ
次
々
ノ
日
イ
マ
ス
サ
レ
ハ
イ
ス
ノ
初
ニ
方
タ
カ
ユ
レ
ハ
次
ノ
替
タ
カ
フ
ル
也

安
家
説

陰
陽
雑
書
ニ
或
曰
︵
以
下
略
︶

金
櫃
経
曰
︵
以
下
略
︶︵
通
8
、
鈔
7
︶
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⑷
　
今
は
我
の
哥
　
世
を
うす
てしゝ

と
山
に
入
・人
山
に

・
・
て
も
・な
を・

う
き
事
の
ナ

シ

た
え
ぬ
或
今
は
い
つ
ち
へナシ
ゆ
か
ま
し
と
母
に
ナ

シ

侘
び
た
る
也

み
つ
ね
か
よ
め
る
哥
を
身
に
し
り
今
は
我
い
つ
ち
ゆ
か
ま
し
と
い
ひ
世
の
う
き
事
は
猶
も
た
え
ぬ
哉
と
い
へ
り

い
か
な
ら
む
岩
ほ
の
中
に
す
ま
は
か
は
世
の
う
き
事
の
き
こ
え
こ
さ
ら
ん
と
い
ふ
に
お
な
し
三
界
無
安
知
火
宅
の
道
心
の
歌
な
り
︵
通
27
、
鈔
22
︶

⑸
　
左
の
お
ほ
い
と
の
ゝ
の
君
　
小
野
宮
左
大
臣
清
慎
公
・の
女・︵

通
92
、
鈔
67
︶

橘
廣
相
抄
に
従
六
位
乃
所
に
舎
人
正
と
あ
り

⑹
　
侍
従
の
下
内
記
の
上
也
従
五
位
下
也
︵
通
169
、
鈔
119
︶

︵
注
︶　
右
に
記
し
た
本
文
は
日
大
本
を
示
す
。

順
次
み
て
い
こ
う
。
⑴
は
章
段
間
の
結
び
つ
き
に
つ
い
て
の
注
記
で
あ
る
。
日
大
本
を
除
く
他
の
五
本
は
﹁
た
て
横
交
タ
ル
ハ
何
も
堅
ニ
成
と
云
々
﹂
と
い
う
注
記
が
あ
る
。﹁
前

段
横
堅
﹂
と
い
う
こ
と
を
示
す
た
め
に
、
こ
の
注
記
が
あ
る
わ
け
で
、
日
大
本
は
そ
の
よ
う
な
見
方
に
賛
同
し
か
ね
る
た
め
に
、
単
に
﹁
な
ら
び
﹂
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
日
大

本
は
す
べ
て
﹁
な
ら
び
﹂
で
統
一
し
て
い
る
。
⑵
は
源
公
忠
の
父
に
つ
い
て
の
注
記
で
、﹃
尊
卑
分
脈
﹄
に
は
﹁
国
紀
の
男
﹂
と
あ
り
、
日
大
本
に
一
致
し
て
い
る
。
他
本
は
す

べ
て
﹁
国
綱
息
﹂
と
あ
る
と
こ
ろ
を
み
る
と
、
日
大
本
は
誤
り
に
気
付
い
て
改
め
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
⑶
の
場
合
、
内
容
と
い
う
こ
と
よ
り
も
書
式
と
い
う
こ
と
で
と
り
上
げ

た
の
で
あ
る
。
各
伝
本
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

1
、
頭
注
に
な
っ
て
い
る
︱
国
会
図
書
館
本
、
素
行
文
庫
本
、
松
平
文
庫
本

2
、
傍
注
に
な
っ
て
い
る
︱
賀
茂
季
鷹
文
庫
本

3
、
本
文
に
な
っ
て
い
る
︱
日
大
本

4
、
存
在
し
な
い
︱
内
閣
文
庫
本

こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
複
雑
な
生
成
が
予
想
で
き
よ
う
が
、
少
な
く
と
も
日
大
本
は
最
終
的
に
近
い
も
の
と
言
え
よ
う
。
こ
の
こ
と
は
そ
の
後
に
﹁
安
家
説
﹂﹁
金
櫃
経
曰
﹂

と
い
う
注
が
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
納
得
で
き
よ
う
。
こ
れ
は
日
大
本
に
の
み
見
ら
れ
る
も
の
で
、
前
文
を
本
文
化
す
る
際
に
付
加
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
し
て
も
、

安
家
な
る
人
物
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
が
、
大
和
物
語
注
釈
史
上
の
流
伝
を
考
え
る
上
で
注
意
し
て
よ
か
ろ
う
。

⑷
に
進
も
う
。
こ
れ
は
﹁
今
は
わ
れ
い
づ
ち
ゆ
か
ま
し
山
に
て
も
世
の
う
き
こ
と
は
な
を
も
た
え
ぬ
か
﹂
と
い
う
歌
に
つ
い
て
の
注
で
あ
る
。
日
大
本
を
除
い
た
他
の
五
本
は

こ
の
歌
を
解
釈
し
、
類
歌
と
し
て
古
今
集
に
あ
る
﹁
い
か
な
ら
む
﹂
の
歌
を
引
用
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
日
大
本
は
本
文
に
異
同
が
あ
る
も
の
の
、
古
今
集
に
あ
る
躬
恒

の
歌
を
引
用
し
て
い
る
。
日
大
本
は
内
容
的
に
み
て
、
よ
り
近
い
歌
を
引
き
、
理
解
し
や
す
く
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
古
注
か
ら
現
代
の
注
釈
書
ま
で
に
お
い
て
、
い
ず
れ
の
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歌
が
引
用
さ
れ
て
い
る
か
を
調
べ
て
み
る
と
、
す
べ
て
日
大
本
と
同
じ
歌
を
引
用
し
て
い
る
。
す
る
と
、
日
大
本
は
最
も
早
く
こ
の
歌
を
引
用
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
、
注
釈
へ

の
意
欲
的
な
態
度
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
⑸
に
お
い
て
、
日
大
本
は
﹁
清
慎
公
の
女
﹂
と
な
っ
て
い
る
。
六
七
段
の
冒
頭
は
こ
う
で
あ
る
。﹁
故
権
中
納
言
、
左
の
お
ほ
い
ど

0

0

0

0

0

0

の0

の
君
を
よ
ば
ひ
給
ひ
け
る
年
の
し
は
す
の
つ
ご
も
り
に
云
々
﹂
と
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
こ
こ
は
日
大
本
が
正
し
い
。
日
大
本
は
誤
り
に
気
付
き
改
め
た
の
で
あ
ろ
う
。
最

後
の
⑹
は
内
舎
人
に
つ
い
て
の
注
で
、
日
大
本
は
不
審
を
抱
き
他
の
資
料
か
ら
引
い
た
と
思
わ
れ
る
。
大
和
物
語
鈔
に
は
多
く
の
文
献
が
引
か
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
は

今
井
源
衛
氏
が
詳
し
く
検
討
さ
れ
て
い
る(20)
。
た
だ
、﹁
橘
廣
相
抄
﹂
な
る
も
の
は
日
大
本
だ
け
に
み
ら
れ
る
。
こ
の
書
物
は
有
識
故
実
に
関
し
た
も
の
な
の
か
、
そ
の
内
容
は
詳

ら
か
で
は
な
い
に
し
て
も
、日
大
本
に
は
そ
の
書
物
の
存
在
を
伝
え
て
い
る
点
で
意
義
が
あ
る
。と
同
時
に
こ
こ
に
は
広
く
文
献
を
漁
ろ
う
と
す
る
態
度
を
窺
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

日
大
本
に
は
他
の
五
本
に
比
べ
る
と
、
簡
略
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。 

番
号

通
行

段
序

本
書

段
序

本
書

丁
数

日
　
　
大
　
　
本

他
　
　
　
　
　
本

⑴⑵⑶⑷⑸⑹⑺⑻⑼⑽⑾

25859498113118132134137141142

2062
並68

　

69
並

76
並8189

並90929697

上
31
ウ

上
85
ウ

上
99
ウ

上
102
オ

上
127
オ

上
131
オ

下
18
ウ

下
21
オ

下
24
ウ

下
36
ウ

下
38
ウ

を
な
け
き
た
る

序
歌
也

か
き
つ
た
へ
た
る
さ
ま
の
筆
法
也
　

左
の
お
と
ゝ
の
母
慎
清
公
の
母
欣
子
の

御
母

と
あ
れ
は
　

哥
の
心
は
　

躬
恒
在
前

記
者
哢
し
て
也
　

前
出
の
さ
ま
也
　

な
り
さ
ま
也
　

詠
吟
せ
る

千
世
も
過
し
心
地
す
る
悲
歎
の
お
も
ひ
を
の
へ
り

よ
く
お
ほ
し
め
し
わ
け
よ
也
海
士
の
ひ
ろ
は
ぬ
う
つ
せ
貝
卑
下
に
し
て
や

さ
し
き
序
也
下
句
明
也

い
ま
こ
ゝ
に
か
き
し
罪
お
な
し
也
源
氏
は
ゝ
き
木
の
巻
に
か
く
ろ
へ
事
を

さ
へ
か
た
り
つ
た
へ
け
ん
人
の
物
い
ひ
さ
か
な
さ
よ
と
か
く
に
同
し

左
の
お
と
ゝ
　
貞
慎
公
嫡
男
清
慎
公
也
御
は
ゝ
の
す
か
は
ら
の
君
　
清
慎

公
の
御
母
は
寛
平
皇
女
欣
子
也
源
氏
な
れ
共
欣
子
の
御
母
︵
以
下
略
︶

諸
共
と
よ
め
る
山
吹
の
歌
返
し
や
う
に
き
こ
ゆ
れ
は

む
か
し
よ
り
の
歌
こ
と
か
き
に
な
に
と
も
な
け
れ
と

躬
恒
先
祖
不
見
甲
斐
少
目
御
厨
子
所
預
延
喜
七
年
正
月
十
三
日
任
丹
後
権

大
目
後
任
淡
路
掾

此
筆
法
を
ひ
出
し
給
け
る
も
の
哉
を
ひ
出
給
も
の
か
な
と
は
し
た
な
き
を

い
み
し
う
と
心
に
こ
め
哢
し
て
か
け
り

家
も
り
な
と
に
か
き
て
あ
つ
ら
へ
た
る
成
へ
し

な
る
ま
て
み
を
く
り
て
か
な
し
ひ
て
事
は
え
ゆ
か
す
也

心
に
も
の
ゝ
か
な
は
ぬ
時
詠
吟
し
た
る
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個
々
に
あ
た
っ
て
み
よ
う
。
⑴
⑵
⑺
⑻
⑾
を
み
る
と
、
日
大
本
は
他
本
の
一
部
を
持
っ
て
い
る
こ
と
に
気
付
く
。
こ
れ
ら
は
日
大
本
が
簡
略
に
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
う
ち
、

⑴
を
み
る
と
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　
　
ぬ
れ
は
千
世
過
し
心
ち
す
る
と
　
　
　
千
世
過
し
心
地
す
る
と
悲
嘆
の
お
も
へ
を
の
へ
り

松
か
れ
は
や
く
む
か
し
に
な
り
た
る
さ
ま
を
な
け
き
た
る
い
へ
し

ヒ

ヒ

ヒ

日
大
本
で
は
﹁
ぬ
れ
は
千
世
過
し
心
ち
す
る
と
﹂
と
傍
注
に
な
っ
て
い
る
。
日
大
本
は
、﹁
千
世
過
し
心
地
す
る
と
悲
嘆
の
お
も
へ
を
の
へ
り
﹂
の
箇
所
を
分
割
し
、後
の
方
を
﹁
な

け
き
た
る
﹂
と
改
め
て
い
る
。

ま
た
、
⑶
⑷
⑸
⑹
⑺
⑼
に
お
い
て
も
日
大
本
は
か
な
り
簡
略
に
な
っ
て
い
る
。
⑹
は
こ
の
章
段
に
歌
が
一
首
し
か
な
い
こ
と
か
ら
、
日
大
本
は
初
句
を
引
用
せ
ず
、
単
に
﹁
歌

の
云
々
﹂
と
し
て
い
る
。
⑺
と
⑼
も
前
に
出
て
い
る
こ
と
か
ら
改
め
て
記
す
の
を
避
け
て
い
る
。
こ
れ
は
⑶
⑽
も
同
じ
こ
と
で
、
必
要
最
小
限
に
書
き
止
め
て
い
る
。
⑸
は
他
本

が
本
文
の
一
部
と
初
句
を
引
用
し
て
い
る
の
に
対
し
、
日
大
本
は
本
文
だ
け
に
し
て
い
る
。
こ
こ
も
本
文
だ
け
で
十
分
に
理
解
で
き
る
こ
と
か
ら
、
簡
略
に
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

⑷
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

左
の
お
と
ゝ
　
貞の
母信
公
嫡
男
清
慎
公
也

御
は
ナゝ

シ
す
か
は
ら
の
君
清
慎
公
の
御ナ
シ母

は
寛
平
皇
女
ナ

シ

励
子
也
源
氏
な
れ
共
励
子
の
御
母
は
菅
丞
相
の
御
女
な
る
を
も
て
す
か
は
ら
の
君
と
い
へ
り

他
本
で
は
二
つ
の
注
に
分
か
れ
て
い
る
が
、
日
大
本
は
初
め
の
と
こ
ろ
を
﹁
左
の
お
と
ゝ
の
母

0

0

﹂
と
し
て
ひ
と
つ
の
注
に
し
簡
略
に
し
て
い
る
。

一
方
、
こ
れ
ら
に
対
し
て
日
大
本
の
方
が
詳
し
く
か
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

⑴
の
場
合
、
他
本
で
は
男
が
死
ん
だ
と
い
う
こ
と
に
関
し
表
現
不
足
の
感
が
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
日
大
本
は
歌
の
一
部
を
引
き
補
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
⑵
⑶
に
お
い
て
も
日

番
号

通
行

段
序

本
書

段
序

本
書

丁
数

日
　
　
大
　
　
本

他
　
　
　
　
　
本

⑴⑵⑶

55168169

44118119

上
56
オ
　

下
112
オ
　

下
121
ウ

み
る
か
こ
と
く
に
て
し
に
た
り
と
き
け

と
ま
た
る
ゝ
か
な
し
さ
を
い
へ
り

親
王
へ
少
将
の
行
来
を
し
ら
せ
給
へ
と

い
の
る
事
を
也

お
ひ
を
と
き
と
ら
せ
る
か
も
ち
た
る
文

に
ひ
き
ゆ
き
て

お
も
ふ
に
か
な
し
か
ら
ん

生
死
を
し
ら
せ
よ
也

草
子
の
余
情
也
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大
本
は
具
体
的
に
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
は
他
本
を
改
め
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
一
覧
表
に
は
あ
げ
な
か
っ
た
が
、
次
の
よ
う
な
と
こ
ろ
も
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①
に
み
え
た
り
返
し
歌
か
は
れ
り
︵
国
、
素
︶　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
古
今
伊
勢
物
語
に
は
し
る
し
ら
ぬ
︵
以
下
略
︶　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②
に
み
え
た
り
返
し
歌
か
は
れ
り
︵
松
、
内
、
賀
︶　

　

此
段
伊
勢
物
語Ａ

右
近
の
馬
場
の
お
り
の
日
と
あ
り
返
し
哥
か
は
れ
り
古
今
に
も
伊
勢
の
こ
と
しＢ

異
説
は
是
非
を
し
る
た
よ
り
な
れ
は
か
は
り
た
る
返
し
う
たＣ

世と
云
説
と
書

に
あ
る
を

こ
ゝ
に
か
き
て
記
者
こ
れ
ら
は
も
の
か
た
り
に
て
世
に
あ
る
事
と
も
と
い
へ
り
・記
者
詞
也

・
・
・︵
通
166
、
鈔
116
︶

︵
注
︶　
伝
本
略
号
は
以
下
の
通
り
。
国
︵
国
会
図
書
館
本
︶、
素
︵
素
行
文
庫
本
︶、
松
︵
松
平
文
庫
本
︶、
内
︵
内
閣
文
庫
本
︶、
賀
︵
賀
茂
季
鷹
文
庫
本
︶。
こ
れ
ら
は
以
下
も
同
様
。

Ａ
の
部
分
に
お
い
て
、
①
が
も
と
の
姿
で
、
そ
れ
が
②
に
進
み
、
具
体
的
に
傍
注
で
そ
の
歌
を
示
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
日
大
本
は
伊
勢
物
語
の
冒
頭
部
分
を
引
用
し
て
い
る
。
た

だ
、
日
大
本
は
伊
勢
物
語
が
﹁
ひ
お
り
の
日
﹂
と
な
っ
て
い
る
の
に
対
し
て
、﹁
お
り
の
日
﹂
と
あ
る
。
こ
れ
は
誤
写
か
、
意
図
的
に
し
た
の
か
は
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
①
②

よ
り
も
後
の
改
作
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
あ
る
ま
い
。
さ
ら
に
Ｂ
、
Ｃ
に
も
異
同
が
あ
る
、
日
大
本
は
他
本
に
比
べ
て
、
理
解
し
や
す
く
整
理
さ
れ
て
い
る
。

解
釈
上
の
違
い
の
み
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

番
号

通
行

段
序

本
書

段
序

本
書

丁
数

日
　
　
大
　
　
本

他
　
　
　
　
　
本

⑴⑵⑶⑷⑸⑹

131131148〃〃162

8989102〃〃114
並

下
17
ウ

下
17
ウ

下
64
オ

下
65
オ
　

下
66
ウ
　

下
98
ウ
　

～

下
99
オ

哥
心
上
句
春
は
き
の
ふ
は
か
り
に

て
過
し
を
う
し
と
お
し
む
　

は
な
か
ぬ
を
お
し
く
い
へ
る
心
也

領
知
あ
る
人
也4

あ
ま
り
な
ん
　

い
ふ
へ
し

4

4

あ
る
や
む
こ
と
な
き
人
の
御
つ
ほ
ね
よ

り
と
有
こ
ゝ
は
宮
す
所
の
御
か
た
よ
り

人
々
と
あ
り
御
息
所
誰
と
も
不
知

愛
し
た
る

い
ふ
に
過
に
し
春
を
お
し
む
心
あ
り
此

う
く
ひ
す
は

歟う
た
て
か
ら
ん

う
く
ら
ん
︵
国
、
素
︶

義
歟

と
あ
り
二
条
の
后
の
う
へ
局
に
や
女
御

に
御
子
お
は
せ
は
御
息
所
と
申
陽
成
院

誕
生
以
後
成
へ
し
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⑴
と
⑵
は
同
じ
章
段
に
あ
り
、
関
連
し
て
い
る
。
再
度
、
そ
の
部
分
を
記
し
て
み
よ
う
。

う
く
ひ
す
の
け
ふ
な
か
ぬ
を
恨
た
る
に
あ
ら
す(1)
哥
心愛
し
た
る

上
句
春
は
き
の
ふ
は
か
り
に
て
過
し
を
う
し
と
お
し
む
心
也
か
き
れ
る
こ
と

　
　
　
　
　
い
ふ
に
過
に
し
春
を
お
し
む
心
あ
り
此
う
く
ひ
す
は

な
か
ぬ
と(2)
は
な
か
ぬ
を
お
し
く
い
へ
る
心
也
︵
以
下
略
︶

日
大
本
の
﹁
哥
心
上
句
春
は
き
の
ふ
は
か
り
に
て
過
し
を
う
し
と
お
し
む
心
﹂
と
他
本
の
﹁
い
ふ
に
過
に
し
春
を
お
し
む
心
あ
り
此
う
く
ひ
す
は
﹂
と
は
密
接
な
関
係
が
あ
る
。

日
大
本
で
は
上
句
云
々
と
記
し
て
い
る
が
、
は
た
し
て
こ
の
本
文
は
上
句
の
注
記
な
の
か
、
そ
れ
と
も
下
句
の
も
の
な
の
か
、
他
本
で
は
下
句
の
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
歌

を
み
る
と
、﹁
春
は
た
だ
き
の
ふ
ば
か
り
を
う
ぐ
ひ
す
の
﹂
と
あ
る
こ
と
か
ら
考
え
る
が
、
日
大
本
の
方
が
妥
当
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
下
句
に
﹁
か
ぎ
れ
る
こ
と
云
々
﹂

と
あ
る
か
ら
、
日
大
本
の
よ
う
に
﹁
な
か
ぬ
を
お
し
く
い
へ
る
心
也
﹂
と
あ
る
の
が
よ
い
。

で
は
、
ど
う
し
て
こ
の
よ
う
な
現
象
が
生
じ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
日
大
本
は
、
他
本
が
﹁
う
ぐ
ひ
す
の
…
心
也
﹂
と
全
体
を
通
し
て
の
記
事
で
あ
る
の
を
上
句
、
下
句
に
分
け

て
解
釈
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
う
み
て
く
る
と
、
日
大
本
は
他
本
を
も
と
に
わ
か
り
や
す
く
整
理
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

⑶
⑸
に
お
い
て
日
大
本
は
は
っ
き
り
と
言
い
切
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
⑹
に
お
い
て
日
大
本
は
御
息
所
が
誰
で
あ
る
の
か
不
明
と
あ
り
、
他
本
で
は
二
条
后
と
あ
る
。

こ
れ
ら
の
現
象
か
ら
、
少
な
く
と
も
日
大
本
創
始
者
の
理
解
の
仕
方
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
最
後
に
⑷
の
場
合
、
こ
れ
に
入
れ
て
よ
い
か
、
疑
問
な
点
も
生
じ
よ
う
が
、

一
往
こ
こ
に
入
れ
て
検
討
し
て
み
る
。
今
、
こ
こ
の
注
の
全
体
文
を
改
め
て
記
し
て
み
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

う
く
ら
ん
と
︵
国
、
素
︶
　

　
　
　
　
　
　
　
転
也
︵
他
本
︶ 

　
　
　
　     

う
た
て
か
ら
ん
と
︵
内
、
賀
︶

う
た
て
わ
か
男
　
う
た
ゝ
今
の
男
き
ゝ
て
は
あ
ま
り
な
ら
ん
也

﹁
う
た
て
﹂
に
つ
い
て
の
注
記
で
あ
る
。﹁
う
た
ゝ
﹂
と
い
う
意
味
で
あ
る
こ
と
を
最
初
に
記
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
次
に
注
解
を
加
え
て
い
る
。
こ
こ
で
異
同
が
み
ら
れ
る
。

内
閣
文
庫
本
、
賀
茂
季
鷹
文
庫
本
は
﹁
う
た
て
か
ら
ん
﹂、
国
会
図
書
館
本
、
素
行
文
庫
本
は
﹁
う
く
ら
ん
﹂
と
あ
り
、
日
大
本
は
﹁
あ
ま
り
な
ら
ん
﹂
と
な
っ
て
い
る
。
い
ず

れ
の
場
合
も
意
味
上
、
同
じ
こ
と
を
言
っ
て
お
り
誤
り
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。
た
だ
、
こ
れ
ら
の
関
係
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
み
る
に
、
日
大
本
は
こ
れ
ら
の
中
で
最
終
的
な

本
文
と
み
て
よ
か
ろ
う
。﹁
う
た
て
か
ら
ん
﹂
と
﹁
う
く
ら
ん
﹂
の
関
係
は
転
写
の
際
に
生
じ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
、
今
は
は
っ
き
り
し
な
い
。
と
も
あ
れ
、
日
大
本
は
わ
か
り

や
す
く
注
解
を
加
え
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
こ
の
後
は
前
述
し
た
よ
う
に
金
葉
集
に
あ
る
﹁
花
と
見
て
折
と
す
れ
は
女
郎
花
う
た
ゝ

0

0

0

は
あ
ま
の
名
に
こ
そ
あ
り
け
れ
﹂
の

歌
を
引
き
、﹁
う
た
ゝ
﹂
の
用
例
を
示
し
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
理
解
で
き
よ
う
。

注
釈
本
文
に
お
け
る
日
大
本
の
独
自
異
文
に
つ
い
て
、
三
つ
に
分
け
て
み
て
き
た
が
、
傍
注
を
除
い
て
こ
の
多
く
が
後
世
に
成
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
と
り
わ
け
総
説
は
注
釈
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史
上
、
注
目
さ
れ
る
。
ま
た
、
理
解
し
や
す
く
す
る
た
め
の
様
々
な
工
夫
も
み
ら
れ
た
。
さ
ら
に
、
本
文
の
簡
略
化
や
誤
り
を
正
し
た
り
、
考
え
に
納
得
で
き
ず
除
去
し
た
と
こ

ろ
も
み
ら
れ
た
。
と
に
か
く
日
大
本
創
始
者
の
意
欲
的
な
取
り
組
み
を
窺
う
こ
と
が
で
き
た
。

五

一
方
、
日
大
本
と
共
通
す
る
伝
本
に
つ
い
て
調
査
し
て
み
る
と
、
注
目
す
べ
き
こ
と
は
国
会
図
書
館
本
、
素
行
文
庫
本
と
一
致
す
る
と
こ
ろ
が
み
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
今
、

そ
の
箇
所
を
一
覧
表
に
し
て
み
よ
う
。

番
号

通
行

段
序

本
書

段
序

本
書

丁
数

日
大
本
・
素
行
本
・
国
会
本

他
　
　
　
　
　
本

⑴⑵⑶⑷⑸⑹⑺⑻⑼⑽⑾⑿⒀⒁⒂

1
　

48
　

1326
　

36
　

56
　

62
　

64
　

65
　

〃
　

69
　

73
　

81
　

86
　

1
　

37
　

112129
　

4550
　

5253〃
　

56
　

58
　

62
　

63
　

上
3
ウ

上
10
ウ

上
15
オ

上
21
オ

上
32
ウ

上
42
ウ

上
57
オ
　

上
66
オ
　

上
68
オ
　

上
69
ウ
　

〃
上
74
オ

上
78
オ

上
83
ウ

上
86
オ

ナ
シ
　

ナ
シ
　

ナ
シ
　

ナ
シ

ナ
シ

ナ
シ

ナ
シ

ナ
シ

ナ
シ

ナ
シ

ナ
シ

ナ
シ

ナ
シ

ナ
シ

ナ
シ

兄
弟
ナ
ト
ヲ
ハ
二
代
三
代
ニ
テ
モ
一
世
ト
云
︵
傍
注
︶

一
階
上
ル
事
也
︵
〃
︶

角

〱
ニ
テ
一
日
つ
ゝ
カ
ケ
ル
故
四
日
ヒ
ケ
ル
也
︵
〃
︶

古
今
ニ
モ
入
︵
〃
︶

古
今
の
歌
也
︵
〃
︶

始
に
斎
宮
な
り
に
行
給
時
送
り
て
行
も
の
を
云
也
︵
〃
︶

久
し
く
来
ら
ぬ
道
も
無
事
と
云
を
添
た
る
也
︵
〃
︶

我
か
子
を
也
︵
〃
︶

ツ
ヒ
イ
タ
ス
事
也
︵
〃
︶

ム
リ
ニ
イ
コ
リ
ス
也
︵
〃
︶

い
よ
の
こ
か
︵
〃
︶

タ
チ
ヌ
イ
カ
大
ウ
チ
キ
ト
小
ウ
チ
キ
ト
ハ
違
也
︵
〃
︶

う
ら
む
る
心
也

イ
ク
マ
シ
キ
ヲ
添
タ
リ
︵
傍
注
︶

七
日
乞
ノ
事
也
源
氏
ニ
朔
日
コ
ロ
ノ
タ
月
夜
ト
ア
リ
口
伝
︵
〃
︶
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共
通
す
る
と
は
い
う
も
の
の
、
そ
れ
ぞ
れ
の
本
文
を
有
し
て
い
な
い
点
で
共
通
す
る
わ
け
だ
が
、
注
目
す
べ
き
こ
と
は
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
傍
注
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
傍

注
で
な
い
の
は
わ
ず
か
に
⒀
と
㉝
た
だ
し
㉝
の
場
合

素
行
本
は
不
明

の
二
箇
所
に
す
ぎ
な
い
。

日
大
本
の
こ
の
現
象
を
い
か
に
考
え
た
ら
よ
い
の
か
。
そ
れ
に
は
ふ
た
つ
の
考
え
方
が
可
能
で
あ
ろ
う
。
そ
の
ひ
と
つ
は
日
大
本
が
も
と
も
と
持
っ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ

と
で
あ
り
、
も
う
ひ
と
つ
は
日
大
木
も
持
っ
て
い
た
の
だ
が
、
そ
れ
を
除
去
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
前
者
の
場
合
は
ど
う
か
。
日
大
本
の
跋
文
に
よ
る
と
講
釈
し

た
の
を
も
と
に
し
て
一
書
を
成
し
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
も
、
少
な
い
け
れ
ど
も
前
述
し
た
よ
う
に
日
大
本
に
は
他
本
で
傍
注
の
と
こ
ろ
が
本
文
化
さ
れ
て
い
る(21)
。
こ
こ
に
あ

⒃⒄⒅⒆⒇㉑㉒㉓㉔252627㉘2930㉛32㉝

105
　

〃
　

〃111128〃137138140143147148150168173〃〃〃

74
　

〃
　

〃7687
並
　

〃92939598101102104118123〃〃〃

上
120
オ

上
121
オ

〃
上
125
ウ

下
16
オ

〃
下
24
ウ

下
25
ウ

下
30
オ

下
40
オ

下
57
ウ

下
66
オ

下
74
ウ

下
112
ウ

下
133
ウ

下
134
ウ

下
136
オ

下
136
ウ

ナ
シ

ナ
シ

ナ
シ

ナ
シ

ナ
シ

ナ
シ

ナ
シ

ナ
シ

ナ
シ

ナ
シ

ナ
シ

ナ
シ

ナ
シ

ナ
シ

ナ
シ

ナ
シ

ナ
シ

ナ
シ

ウ
キ
世
ニ
ア
ル
官
ノ
事
︵
傍
注
︶

花
族
の
事
︵
〃
︶

見
も
せ
ぬ
と
也
︵
〃
︶

此
世
ハ
如
何
様
ニ
モ
シ
テ
ヲ
ラ
ン
カ
也
︵
〃
︶

龍
宮
ニ
立
ル
ト
云
カ
ケ
タ
ル
ナ
ル
へ
シ
常
は
清
也
︵
〃
︶

伊
勢
ノ
説
也
︵
〃
︶

隠
タ
ル
詞
也
︵
〃
︶

ト
ロ
ノ
事
也
︵
〃
︶

い
く
ま
し
き
の
心
也
︵
〃
︶

中
納
言
娘
也
︵
〃
︶

余
ノ
モ
ノ
ト
云
事
︵
〃
︶

舟
ニ
シ
タ
ル
木
ヲ
キ
ラ
ス
ニ
ヲ
キ
タ
ラ
ハ
也
︵
〃
︶

文
武
な
ら
を
見
立
ら
れ
た
り
其
次
の
帝
よ
り
な
ら
七
代
の
初

に
成
と
云
々
四
十
五
聖
武
此
巻
ノ
口
伝
︵
〃
︶

花
の
衣
に
此
の
心
あ
り
︵
〃
︶

離
屋
と
同
し
︵
〃
︶

シ
ル
ニ
シ
タ
ル
事
ヲ
云
︵
〃
︶

宿
に
用
あ
れ
は
の
心
也
︵
〃
︶

に
こ
る
義
も
有
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げ
た
傍
注
の
中
で
も
そ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
箇
所
が
あ
っ
て
も
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
⒀
と
㉝
の
よ
う
に
本
文
で
の
共
通
箇
所
が
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
傍
注
は
転
写
し

て
い
く
過
程
で
徐
々
に
付
け
加
え
ら
れ
て
い
っ
た
も
の
と
み
た
ほ
う
が
よ
か
ろ
う
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
今
井
源
衛
氏
は
大
和
物
語
鈔
の
伝
本
を
、
Ａ
、
Ｂ
類
に
分
け
ら
れ
、
Ａ

類
が
原
型
に
近
い
こ
と
を
指
摘
さ
れ
た
。
日
大
本
は
お
お
む
ね
Ｂ
類
に
属
す
る
が
、
こ
こ
で
と
り
上
げ
た
傍
注
と
注
釈
本
文
に
お
い
て
は
Ａ
類
に
共
通
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
日

大
本
は
Ｂ
類
と
は
い
う
も
の
の
、
Ａ
類
の
要
素
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
日
大
本
は
大
和
物
語
鈔
の
本
文
の
流
れ
を
考
え
る
上
で
貴
重
な
伝
本
と
思

わ
れ
る
。

な
お
、
大
和
物
語
鈔
の
伝
本
に
お
け
る
上
、
下
巻
の
分
け
方
は
各
伝
本
に
よ
っ
て
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
が
、
今
井
源
衛
氏
に
よ
る
と
、
国
会
図
書
館
本
の
親
本
は
一
一
九
段
ま
で

が
上
巻
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
い
る(22)
。
す
る
と
、
こ
れ
は
日
大
本
と
一
致
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
こ
と
は
先
程
の
傍
注
、
注
釈
本
文
の
こ
と
と
絡
ん
で
興
味
深
い
。

参
考
ま
で
に
、
松
平
文
庫
本
は
賀
茂
季
鷹
文
庫
本
、﹁
玉
英
堂
稀
覯
本
書
目
﹂
175
号
に
掲
載
の
零
本
と
一
致
し
て
い
る
。

六

日
大
本
の
み
で
な
く
、
他
の
伝
本
に
も
異
同
の
み
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
そ
の
例
を
あ
げ
て
み
よ
う
。

⑴
　
通
行
本
82
段
︵
六
二
段
︶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
は
し
と
お
も
ひ
し
を
中
絶
を
︵
賀
・
内
・
松
︶
　
　
　
ナ
シ
︵
国
、
素
︶

狩
に
仮
を
添
か
り
そ
め
な
る
を
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
　
う
ら
み
い
へ
り

⑵
　
通
行
本
105
段
︵
七
四
段
︶

　
　
　
太
宰
也
よ
そ
に
は
な
し
︵
素
︶
太
宰
也
よ
そ
に
は
な
し
︱
傍
注
︱
︵
内
、
賀
、
松
、
国
︶

弾
正
安
帥
常
陸
上
総
上
野
の
太
守

⑶
　
通
行
本
155
段
︵
一
〇
九
段
︶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

　
　
　
　
　
　
　
　
　
①
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

大
納
言
た
れ
と
も
な
し
殿
に
ち
か
う
つ
か
ま
つ
り
け
る
う
と
ね
り
大
納
言
の
大
将
な
る
歟
た
た
の
大
納
言
う
と
ね
り
の
随
身
を
具

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 
④

　
　
　
①’

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  
③

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤
　
　
　

せ
す
う
と
ね
り
本
府
随
身
也
大
納
言
大
将
成
へ
し
摂
政
関
白
大
将
に
内
舎
人
の
随
身
を
給
ふ
也
　
殿
に
は
大
納
言
殿
に
也
　
巴
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

随
身
大
臣
大
将
は
上
よ
り
被
下
今
は
其
外
は
自
分
か
ら
申
け
る
と
云
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⑷
　
通
行
本
168
段
︵
118
段
並
︶﹁
お
り
つ
れ
ば
﹂
の
歌
の
注

お
り
な
は
手
に
け
か
る
也
ふ
さ
は
つ
き
に
也
た
つ
さ
ふ
に
け
か
る
也
︵
素
、
国
︶

お
り
な
は
手
に
け
か
る
也
ふ
さ
は
つ
さ
に
也
︵
松
、
内
、
賀
︶

お
り
な
は
手
に
け
か
る
也
手
ふ
さ
は
た
つ
き
ふ
に
也
︵
日
︶

⑸
　
通
行
本
113
段
︵
76
段
並
︶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ナ
シ
︵
内
、
国
、
松
、
素
︶
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
る
︵
賀
︶

か
く
て
こ
れ
は
女
　
離
別
せ
さ
る
時
も
ろ
た
ゝ
か
と
た
へ
を
恋
て
な
り

⑹
　
通
行
本
168
段
︵
118
段
︶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　    

ナ
シ
︵
素
、
国
︶
　

　
　
　
を
︵
素
、
国
︶                                    

心
処
発
効
︵
松
、
賀
、
内
︶　
ナ
シ
︵
松
、
賀
、
内
︶

血
の
涙
に
て
な
ん
あ
り
け
る
遁
世
し
紅
涙
あ
る
は
有
漏
身
の
定
緩
と
お
も
ふ
心
也
た
と
へ
て
あ
は
さ
る
戒
急
忍
土
の
性
也

⑺
　
通
行
本
173
段
︵
123
段
︶﹁
賢
人
﹂
の
傍
注

臣
イ
︵
内
、
賀
︶

臣
歟
︵
内
、
国
︶

臣
也
︵
松
︶

賢
人

⑻
　
通
行
本
148
段
︵
102
段
︶﹁
私
と
く
つ
き
て
な
と
云
事
あ
れ
は
真
心
に
も
可
見
に
や
﹂

傍
注

︱
賀
、
素
、
松
、
内

本
文

︱
国

ナ
シ

︱
日

⑼
　
通
行
本
158
段
︵
112
段
︶﹁
に
し
こ
そ
と
い
ひ
け
れ
は
　
私
給
ひ
に
し
心
て
に
は
の
詞
成
へ
し
﹂

本
文

︱
賀
、
内
、
国
、
松

細
字

︱
素

ナ
シ

︱
日
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︵
注
︶　
カ
ッ
コ
内
は
大
和
物
語
鈔
の
章
段
を
示
す
。
な
お
、
⑶
の
底
本
は
国
会
図
書
館
本
に
拠
る
。

こ
の
よ
う
な
箇
所
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
い
。
順
次
み
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
⑴
に
お
い
て
、
日
大
本
は
中
間
的
な
本
文
を
有
し
て
い
る
。
⑵
に
お
い
て
、
素
行
文
庫
本
は
本
文
に

組
み
入
れ
て
い
る
。
松
平
文
庫
本
、
内
閣
文
庫
本
、
国
会
図
書
館
本
は
傍
注
に
な
っ
て
い
る
。
日
大
本
は
有
し
て
お
ら
ず
、
こ
の
傍
注
は
後
に
付
加
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
⑶

に
お
い
て
、
松
平
文
庫
本
、
内
閣
文
庫
本
、
賀
茂
季
鷹
文
庫
本
は
①
、
③
の
傍
線
部
を
持
っ
て
い
な
い
。
日
大
本
は
②
、
④
の
波
線
部
を
有
し
て
お
ら
ず
、
異
同
が
拡
大
し
て
い
る
。

こ
こ
は
、大
納
言
に
つ
い
て
の
注
記
で
あ
る
。
①
と
①’
は
ほ
ぼ
同
じ
内
容
の
こ
と
を
言
っ
て
お
り
、そ
の
た
め
に
日
大
本
は
片
方
を
除
去
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
松
平
文
庫
本
、

内
閣
文
庫
本
、
賀
茂
季
鷹
文
庫
本
は
何
ら
か
の
理
由
で
も
っ
て
両
方
を
除
去
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、﹁
殿
に
は
大
納
言
殿
に
也
﹂
も
前
と
ほ
ぼ
同
じ
こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
可
能
性
が
高
い
と
み
て
よ
か
ろ
う
。
⑤
の
﹁
巴
﹂
は
紹
巴
の
注
と
思
わ
れ
る
。
前
に
も
ふ
れ
た
よ
う
に
﹁
巴
﹂
以
下
を
松
平
文
庫
本
、
賀
茂
季
鷹
文
庫
本
、
そ
れ
に
内
閣
文

庫
本
は
傍
注
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
後
に
付
加
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
三
本
は
、
①
、
①’
、
③
を
除
い
た
代
わ
り
に
、﹁
巴
﹂
以
下
を
残
し

た
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
は
﹁
た
た
の
大
納
言
う
と
ね
り
の
随
身
を
具
せ
す
﹂
と
い
う
箇
所
を
持
っ
て
い
る
こ
と
で
も
理
解
で
き
よ
う
。
日
大
本
は
後
世
の
本
文
と
思
わ
れ
る
が
、

重
複
を
除
き
内
容
を
整
え
て
い
る
。
そ
し
て
、日
大
本
の
存
在
に
よ
っ
て
﹁
巴
﹂
以
下
の
部
分
は
後
の
付
加
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
⑷
の
場
合
、そ
れ
ぞ
れ
異
同
が
み
ら
れ
る
が
、

お
お
む
ね
素
行
文
庫
本
と
国
会
図
書
館
本
は
松
平
文
庫
本
、
内
閣
文
庫
本
、
賀
茂
季
鷹
文
庫
本
、
日
大
本
の
本
文
を
持
っ
て
い
る
。
日
大
本
と
Ａ
類
の
伝
本
と
の
関
係
を
認
め
る

こ
と
が
で
き
よ
う
。
で
は
、
後
の
本
文
に
﹁
か
く
て
こ
れ
は
女
通
ひ
け
る
時
に
﹂
と
あ
る
。
日
大
本
は
波
線
部
を
考
慮
し
て
﹁
せ
さ
る
﹂
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
後
の
ほ
う

で
は
﹁
と
た
へ
て
云
々
﹂
と
あ
る
が
、こ
れ
は
ま
だ
完
全
に
離
別
し
た
の
で
は
な
く
、そ
れ
に
近
い
時
点
と
し
て
と
ら
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
以
外
の
伝
本
は
﹁
離
別
﹂
と
﹁
と

た
へ
﹂
を
同
じ
時
期
と
と
ら
え
て
い
る
。
日
大
本
に
は
時
間
に
対
す
る
微
妙
な
変
化
が
現
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
が
も
と
の
姿
か
は
断
定
で
き
な
い
が
、
日
大
本
に
は
細
か
な
配
慮

が
み
ら
れ
る
。⑹
の
場
合
、素
行
文
庫
本
、国
会
図
書
館
本
は
他
の
伝
本
に
比
べ
る
と
簡
略
に
な
っ
て
い
る
。日
大
本
は
松
平
文
庫
本
、内
閣
文
庫
本
、賀
茂
季
鷹
文
庫
本
に
近
く
、﹁
心

処
発
動
﹂
を
平
易
な
表
現
に
改
め
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
日
大
本
は
こ
れ
ら
三
本
よ
り
後
世
の
も
の
と
み
て
よ
か
ろ
う
。
し
か
し
、
素
行
文
庫
本
、
国
会
図
書
館
本
と
松
平
文
庫

本
、
内
閣
文
庫
本
、
賀
茂
季
鷹
文
庫
本
と
に
お
い
て
、
い
ず
れ
が
も
と
の
姿
か
は
不
明
で
あ
る
。

⑺
に
進
も
う
。
こ
れ
は
﹁
賢
人
﹂
つ
い
て
の
傍
注
の
異
同
で
あ
る
。
日
大
本
を
除
い
た
他
の
伝
本
は
﹁
人
﹂
に
﹁
臣
﹂
の
漢
字
を
あ
て
て
い
る
。
こ
れ
と
て
断
定
し
て
い
る
の

も
あ
れ
ば
、
そ
う
で
な
い
も
の
と
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
。
日
大
本
は
﹁
ケ
ン
シ
ン
﹂
と
読
み
仮
名
を
付
し
て
い
る
だ
け
で
傍
注
は
み
ら
れ
な
い
。
こ
れ
ら
か
ら
複
雑
な
生
成
過
程
が

予
想
さ
れ
る
が
、少
な
く
と
も
日
大
本
は
も
と
の
姿
を
止
め
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。⑻
⑼
に
お
い
て
日
大
本
は
そ
の
箇
所
を
持
っ
て
い
な
い
。前
者
に
つ
い
て
、今
井
源
衛
氏
は﹁
私
﹂

と
あ
る
こ
と
か
ら
後
人
の
付
注
が
紛
れ
て
本
文
化
し
た
も
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
て
い
る(23)
。
日
大
本
が
こ
れ
を
持
っ
て
い
な
い
こ
と
と
、
さ
ら
に
⑼
に
お
い
て
も
他
本
で
は

﹁
私
﹂
と
あ
り
、
し
か
も
日
大
本
が
⑻
と
同
様
に
持
っ
て
い
な
い
こ
と
は
今
井
氏
の
考
え
を
補
強
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
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こ
れ
ら
の
用
例
か
ら
日
大
本
の
生
成
の
一
面
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
と
同
時
に
先
程
、
日
大
本
、
素
行
文
庫
本
、
国
会
図
書
館
本
と
が
共
通
す
る
と
こ
ろ
で
述
べ
た
、

私
の
考
え
を
多
少
な
り
と
も
補
強
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。 

七

日
大
本
に
は
多
く
の
書
き
入
れ
校
異
が
み
ら
れ
る
。
そ
の
数
は
約
四
百
箇
所
に
も
の
ぼ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
跋
文
に
﹁
重
て
田
丸
西
位
所
持
本
の
奥
に
勝
命
以
進

上
本
密
々
書
写
す
と
あ
る
を
請
す
こ
し
き
に
か
は
れ
る
所
を
か
た
は
ら
に
付
て

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

云
々
﹂
と
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
理
解
で
き
る
。
田
丸
西
位
な
る
人
物
に
所
持
本
を
借
用
し
、
気
に

か
か
っ
た
箇
所
の
異
同
を
記
し
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
、
何
よ
り
も
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
現
在
、
異
本
で
し
か
も
数
少
な
い
勝
命
本
系
統
の
一
本
を
そ
れ
の
対
象
に

し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

で
は
、
書
き
入
れ
校
異
に
用
い
た
田
丸
本
と
、
現
存
す
る
勝
命
本
系
統
の
伝
本
と
は
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
現
在
、
勝
命
本
系
統
の
伝
本
は
九
大
本(24)
と
久

曽
神
本(25)
の
二
本
が
知
ら
れ
て
お
り
、
前
者
は
一
三
四
段
以
降
の
零
本
で
あ
る
。
そ
し
て
、
後
者
は
前
者
の
孫
本
に
あ
た
る
と
言
わ
れ
て
い
る(26)
。
日
大
本
の
書
き
入
れ
校
異
が
勝
命

本
系
統
の
一
本
に
拠
っ
て
い
る
こ
と
は
、
両
者
が
共
通
し
て
い
る
こ
と
で
も
理
解
で
き
る
。 

今
、
そ
の
例
を
あ
げ
て
み
よ
う
。

⑴
　
返
しと
し
こ
イ

　
　︵
通
行
122
段
、
本
書
84
段
︶

⑵
　
い
つ
く
に
す
むイ
ニ
ら
ん
二
字
な
し

ら
ん
と
︵
通
行
126
段
　
本
書
87
段
︶

⑶
　
こ
れ
を
人
にイ
ニ
も
な
し

も
し
ら
せ
給
は
せ
︵
通
行
134
段
、
本
書
90
段
︶

⑷
　
女
を
ゐイ
ニ
ま
う
け
て
す
へ

て
き
て
す
へ
た
り
け
り
︵
通
行
141
段
、
本
書
96
段
︶

⑸
　
は
か
まひ
と
か
け

た
ま
ふ
︵
通
行
146
段
、
本
書
100
段
︶

⑹
　
つ
み
てイ
ニ
無
な
ん

そ
を
き
た
り
け
る
︵
〃
︶

⑺
　
和
泉
の
国
の
人
に
な
むな
り
け
り
イ

︵
通
行
147
段
、
本
書
101
段
︶

⑻
　
さ
おな
ん
イも

ふ
︵
〃
︶
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⑼
　
お
も
ひ
わ
つ
ら
ひ
ぬへ
き
イる

さ
ら
は
︵
通
行
147
段
、
本
書
101
段
︶

⑽
　
女
に
なか
は
り
イ

り
て
︵
〃
︶

⑾
　
と
し
こい
み
し
う
 

ろ
ね
た
き
も
の
︵
〃
︶

⑿
　
お
と
こ
をに
を
き
て
イ

の
れ
は
︵
通
行
148
段
、
本
書
102
段
︶

⒀
　
おま
ろ
イの
れ
ひ
と
り
ま
か
ら
ん
︵
〃
︶

⒁
　
よ
く
み
ま
ほ
し
さき
イに
︵
〃
︶

⒂
　
しあ
れ
イは
し
と
い
わ
せ
け
れ
と
︵
〃
︶

⒃
　
位は
つ
せ
に

に
お
は
し
ま
し
け
る
時
︵
通
行
153
段
、
本
書
107
段
︶

⒄
　
に
け
て
家き
ぬ
さ
て
イ

に
き
て
︵
通
行
156
段
、
本
書
110
段
︶

⑴
⑵
の
例
か
ら
み
て
田
丸
本
は
完
本
の
可
能
性
が
強
い
。
ま
た
、
そ
の
書
式
を
み
る
と
、﹁
イ
﹂
と
記
し
て
い
る
の
が
大
半
で
あ
る
が
、
こ
う
な
っ
て
な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
。
そ

れ
ゆ
え
別
々
な
本
に
拠
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
し
か
し
、
跋
文
に
そ
の
旨
の
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
や
、﹁
イ
﹂
と
記
さ
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
を
調
べ
て
み
る
と
現

存
の
勝
命
本
系
統
に
一
致
す
る
こ
と
か
ら
考
え
て
、
同
一
本
に
拠
っ
て
い
る
と
み
て
よ
か
ろ
う
。

だ
が
、
日
大
本
の
書
き
入
れ
校
異
は
九
大
本
と
久
曽
神
本
に
す
べ
て
が
共
通
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
す
る
と
、
い
ず
れ
に
近
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
今
、
書
き
入
れ
校

異
が
い
ず
れ
に
一
致
す
る
か
を
調
査
し
て
み
る
と
次
の
よ
う
な
結
果
に
な
る
。

　
　

8

男0
あ
な
り
イ

⑴
　
お
と
こ
す
な
り
︵
通
行
141
段
、
本
書
96
段
︶
九
大
本
﹁
お
と
こ
﹂

⑵
　
ゆ
き
か
ひ
ち
と
お
も
ひ
し
をか
︵
通
行
144
段
、
本
書
98
段
並
︶

⑶
　
ま
こ
と
か
な
と
と
は
せ
給
に時
イ︵

通
行
146
段
、
本
書
100
段
︶
九
大
本
﹁
と
き
﹂

⑷
　
よ
く
ゑ
ひ
た
る
ほお
り
イと

に
て
︵
〃
︶
九
大
本
﹁
を
り
﹂

　
　
　
　
　
　
　
も
い
た
つ
き
を
も
お
も
ふ
に
い
と

〱
を0

し

⑸
　
人
の
な
け
き
を
い
た
つ
ら
に
お
も
ふ
も
い
と
お
し
︵
通
行
147
段
、
本
書
101
段
︶
九
大
本
﹁
ほ
﹂

⑹
　
い
ま
すイ
ニ
も
人
無

る
人
あ
り
︵
〃
︶
九
大
本
﹁
い
ま
す
か
子
も
﹂
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⑺
　
と
し
こ
ろ
あへ
に
け
る
イ

り
け
る
︵
通
行
148
段
、
本
書
102
段
︶
九
大
本
﹁
あへ
ニり
け
る
﹂

⑻
　
風
な
と
ふ
き
け
る
によ
イ︵
〃
︶

⑼
　
な
に
の
打
ひひ
き
を
さ
せ
イ

か
せ
給
︵
通
行
148
段
、
本
書
102
段
︶

⑽
　
お女
共
イう
な
と
も
い
さ
給
へ
︵
通
行
156
段
、
本
書

110
段
︶
九
大
本
﹁
女
と
も
﹂

⑾
　
女
ふこ
の
と
イ

と
い
ら
へ
け
り
︵
通
行
158
段
、
本
書
112
段
︶
九
大
本
﹁
ふ
と
﹂

　
　
　
　
お
な
し
中
将
い
き
た
り
け
る
お
り
0

0

イ

⑿
　
在
中
将
物
見
に
い
て
ゝ
　
　
　
　︵
通
行
166
段
、
本
書
116
段
︶
九
大
本
﹁
を
り
﹂

⒀
　
こ
ひ
し
きく
イは
︵
〃
︶
九
大
本
﹁
こ
ひ
しく
は
﹂

　
　
　
　
　
を
こ
な
ひ
け
る
イ

　

⒁
　
か
く
て
な
ん
　
　
　︵
通
行
168
段
、
本
書
118
段
並
︶
九
大
本
﹁
お
﹂

︵
注
︶　
傍
点
は
異
同
の
対
象
箇
所
を
示
す
。
以
下
も
同
様
。

⑴
⑶
は
漢
字
と
仮
名
書
き
の
違
い
に
よ
る
も
の
。
⑷
⑸
⑿
⒁
は
仮
名
の
相
違
に
よ
る
も
の
。
⑺
⒀
は
九
大
本
に
お
い
て
ル
ビ
に
な
っ
て
い
る
も
の
。
そ
し
て
⑵
⑹
⑻
⑼
⑾
は
久
曽

神
本
の
み
に
一
致
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
対
し
て
単
独
で
九
大
本
に
一
致
す
る
と
こ
ろ
は
み
ら
れ
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
田
丸
本
は
久
曽
神
本
に
近
い
と
言
え
よ
う
。

し
か
し
な
が
ら
、
九
大
本
と
久
曽
神
本
で
平
仮
名
の
と
こ
ろ
が
書
き
入
れ
校
異
で
は
漢
字
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
そ
の
箇
所
を
あ
げ
て
み
る
。

⑴
　
き入
イて
︵
通
行
137
段
、
本
書
92
段
︶

⑵
　
し打
イて
や
り
て
︵
通
行
141
段
、
本
書
96
段
︶

※
⑶
　
中
納
言
の
み御
め
い
イ

ひ
め
︵
通
行
143
段
、
本
書
98
段
︶
九
大
本
﹁
み
め
い
﹂、
久
曽
神
本
﹁
み
め
ゐ
﹂

⑷
　
み
こ
た
ち
あな
と
多
さ
ふ
ら
ひ
イ

ま
た
さ
ふ
ら
ひ
︵
通
行
145
段
、
本
書
99
段
︶

⑸
　
お
ほ
せ
ら給
れ
は
イ

れ
け
れ
は
︵
〃
︶
九
大
本
コ
ノ
章
段
ヲ
欠
ク

⑹
　
か
く
て
そ此
イの
男
︵
通
行
147
段
、
本
書
101
段
︶
御
巫
本
・
鈴
鹿
本
﹁
此
﹂

⑺
　
生
田
川
の
つ
ら
に女
出
て
ゝ
イ

ひ
ら
は
り
︵
〃
︶

⑻
　
そ
の御
イい
た
つ
き
︵
通
行
147
段
、
本
書
101
段
︶
九
大
本
﹁
身
﹂
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⑼
　
い
る
ほ時
イと
に
ひ
と
り
は
︵
通
行
147
段
、
本
書
101
段
︶
為
氏
本
﹁
時
﹂

　
　
　
　
つ
の
国
つ
く
り
つ
又
い
つ
み
の
か
み
の
は
へ
る
時
に0
イ

⑽
　
津
の
国
の
男
の
お
や
い
ふ
や
う
　
　
　
　︵
〃
︶
九
大
本
、
久
曽
神
本
﹁
に
﹂
ナ
シ

⑾
　
は
こ
ひ入
イて
こ
に
︵
〃
︶
御
巫
本
、
鈴
鹿
本
﹁
入
﹂

⑿
　
又今
イひ
と
り
の
男
︵
〃
︶
御
巫
本
、
鈴
鹿
本
﹁
今
﹂

⒀
　
さ
て
男
は共
イ
︵
〃
︶
御
巫
本
﹁
と
も
は
﹂

　
　
　
　
　
　
男0
女
の
か
き
り
し
て
イ

※
⒁
　
た
ゝ
ふ
た
り
す
み
わ
た
る
　︵
通
行
148
段
、
本
書
102
段
並
︶
九
大
本
﹁
を
と
こ
女
﹂、
久
曽
神
本
﹁
お
と
こ
女
﹂

⒂
　
す
て
て
は又
イい
つ
ち
い
か
む
︵
〃
︶

⒃
　
ひ
と
り
ここ
と
に
打
よ
み
イ

ち
け
る
︵
〃
︶

　
　
　
本
よ
り
よ
き
人
に
有0
け
れ
は
イ

　

⒄
　
い
と
き
よ
け
に
か
ほ
か
た
ち
︵
〃
︶
久
曽
神
本
﹁
あ
り
﹂

⒅
　
此
人
を
お給
イも
ひ
け
り
︵
通
行
148
段
、
本
書
102
段
︶

　
　
　
　
　
　
　
け
れ
は
此
津
の
国0
の
男
を
哀
と
お
も
ふ
に
0

0

な
ん
有
け
る
イ

　
　
　
　

⒆
　
ひ
と
つ
な
ん
あ
り
け
る
い
か
に
し
て
あ
ら
む
︵
通
行
148
段
、
本
書
102
段
︶
九
大
本
﹁
く
に
﹂、﹁
南
﹂

⒇
　
見
る
へ
き
こ所
イと
に
な
ん
あ
る
︵
〃
︶

※
㉑
　
此
事
を
や
ら
せて
家
の
イ︵
〃
︶
九
大
本
﹁
て
い
ゑ
の
﹂、
久
曽
神
本
﹁
て
い
へ
の
﹂

　
　
　
　
　
　
　
い
ひ
け
れ
は
猶
い
ふ
へ
き
こ
と
0

0

な
ん
あ
る
蘆
の
あ
た
ひ0
も
た
ま
は
ん
と
て
よ
へ
と
イ

※
㉒
　
侍
け
る
と
い
へ
は
こ
の
お
と
こ
に
か
く
お
ほ
せ
こ
と
あ
り
て
︵
〃
︶
九
大
本
﹁
事
﹂、﹁
ゐ
﹂

㉓
　
い
と
い
ふ
か
ひ
な
く
おロ
イし
く
お
ほ
さ
る
に
な
む
︵
通
行
152
段
、
本
書
106
段
︶

㉔
　
い
と
わ
ひ覚
え
つ
つ
イ

し
く

︵
通
行
155
段
、
本
書
109
段
︶

25
　
心
か住
て
イは
り
は
て
︵
通
行
157
段
、
本
書
111
段
︶

26
　
な此
わ
ら
は
イ

と
て
か
さ
ふ
ら
は
さ
ら
ん
︵
〃
︶

27
　
か此
イへ
を
へ
た
て
た
る
男
︵
通
行
158
段
、
本
書
112
段
︶

※
㉘
　
ひ
し
き
と
い
ふ
物
を
こ
せ
て給
イ
︵
通
行
161
段
、
本
書
114
段
︶
久
曽
神
本
﹁
賜
﹂
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た
る
と
な
ん0
有
イ

※
29
　
よ
み
た
り
け
る
　
　︵
通
行
162
段
、
本
書
114
段
並
︶
久
曽
神
本
﹁
む
﹂

30
　
こ
ち
こ子
イの
︵
通
行
169
段
、
本
書
119
段
︶
久
曽
神
本
﹁
こ
の

〱
﹂

　
　
　
　
　
　
こ
と
0

0

給
へ
り
イ

※
㉛
　
お
ほ
せ
て
と
た
ま
へ
り
け
れ
は
︵
通
行
172
段
、
本
書
122
段
︶
九
大
本
﹁
事
﹂

こ
れ
ら
の
中
で
※
印
を
付
け
た
も
の
は
注
意
す
べ
き
と
思
わ
れ
る
。
⑶
で
は
﹁
い
﹂
と
﹁
ゐ
﹂
の
違
い
が
あ
り
、こ
こ
の
み
で
は
田
丸
本
が
九
大
本
に
近
い
。
⑽
に
お
い
て
、﹁
に
﹂

を
九
大
本
、
久
曽
神
本
と
も
持
っ
て
い
な
い
。
い
ず
れ
の
本
で
も
な
い
こ
と
を
暗
示
す
る
例
。
⒅
は
﹁
有
﹂
の
表
記
か
ら
九
大
本
に
近
い
例
。
こ
れ
と
は
反
対
に
⒆
㉒
は
、
久
曽

神
本
に
近
い
例
。
㉘
で
は
久
曽
神
本
が
漢
字
を
使
用
し
て
い
る
も
の
の
﹁
賜
﹂
に
な
っ
て
い
る
。
㉛
も
﹁
こ
と
﹂
の
例
か
ら
久
曽
神
本
に
近
い
。
⑹
⑾
⑿
27
は
漢
字
と
は
い
う
も

の
の
、﹁
イ
﹂
に
は
御
巫
本
、
鈴
鹿
本
が
一
致
し
て
い
る
。
こ
れ
が
何
を
意
味
し
て
い
る
か
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
注
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

一
方
、
こ
れ
と
は
反
対
に
九
大
本
、
久
曽
神
本
で
漢
字
の
と
こ
ろ
が
書
き
入
れ
校
異
で
平
仮
名
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
は
、
わ
ず
か
に
次
の
一
箇
所
に
す
ぎ
な
い
。

　
　
　
と
お
も
ひ

0

0

0

や
り
て

か
な
し
く
て
よ
み
け
る
︵
通
行
148
段
、
本
書
102
段
︶

さ
ら
に
書
き
入
れ
校
異
に
は
次
の
よ
う
な
箇
所
も
み
ら
れ
る
。

⑴
　
雪
の
ふ
り
か
ゝ
り
たイ
ニ
た
る
を
也

り
け
る
を
︵
通
行
139
段
、
本
書
94
段
︶
九
大
本
、
久
曽
神
本
﹁
お
ほ
ひ
﹂

⑵
　
か
き
つ
け
と
な
む
し
け
るを
イお
ふ
さ
︵
通
行
144
段
、
本
書
98
段
並
︶
久
曽
神
本
﹁
し
け
る
を
ふ
さ
﹂

⑶
　
人
の
く
に
あ
り
き

〱イニ
な
し

て
︵
〃
︶
久
曽
神
本
﹁
あ
る
き
あ
り
き
て
﹂

⑷
　
も
の
たし
イま
ふ
︵
通
行
145
段
、
本
書
99
段
︶
九
大
本
欠
落

⑸
　
か
の
七
郎
君
かも
と
に
イ

り

︵
通
行
146
段
、
本
書
100
段
︶
九
大
本
、
久
曽
神
本
﹁
の
も
と
に
﹂

⑹
　
い
つ
れ
に
もイ
無あ
ふ
ま
し
け
れ
︵
〃
︶

⑺
　
を
と
の
し
け
れ
は
あみ
け
れ
は
さ
る
事
な
し

や
し
と
お
も
ひ
て
︵
通
行
147
段
、
本
書
101
段
︶
九
大
本
、
久
曽
神
本
、
御
巫
本
、
鈴
鹿
本
﹁
み
せ
け
れ
は
﹂

⑻
　
さ
て
人
を
やて
イり
て
︵
通
行
148
段
、
本
書
102
段
︶
九
大
本
、
久
曽
神
本
﹁
を
﹂
ナ
シ

⑼
　
あ
は
れ
に
お
ほ
ゆえ
此
イれ

は
︵
通
行
148
段
、
本
書
102
段
︶
九
大
本
、
久
曽
神
本
﹁
お
ほ
え
け
れ
は
﹂

⑽
　
心
う
く
お
も
ふ
を
おし
の
ふ
る
イ

も
ふ
る
に
な
む
あ
り
け
る
︵
通
行
149
段
、
本
書
103
段
︶
九
大
本
、
久
曽
神
本
﹁
し
の
ふ
﹂、
御
巫
本
、
鈴
鹿
本
﹁
忍
﹂
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⑾
　
い
と
かい
み
イな

し
く
て
︵
通
行
149
段
、
本
書
103
段
︶
九
大
本
、
久
曽
神
本
﹁
い
み
し
う
て
﹂

⑿
　
う
ち
や
す
み
け
る
ほ
と
に
ねい
り
に
け
る
ほ
と
に
な
ん
イ

す
き
に
た
る
︵
通
行
168
段
、
本
書
118
段
︶
九
大
本
﹁
程
に
ね
い
り
に
け
る
に
な
む
あ
り
け
る
﹂

　
　
　
　
　
　
　
て
と
ら
せ
け
り
さ
て
彼
こ
の
し
た
り
け
る
を
ひ
を
ま
た
と
き
て
も
に
け
る
イ

⒀
　
お
ひ
を
と
き
と
り
て
︵
通
行
169
段
、
本
書
119
段
︶

⒁
　
た
し
か
に
と
ひ女
イ奉
り
て
︵
通
行
171
段
　
本
書
121
段
︶
九
大
本
、
久
曽
神
本
﹁
ふ
﹂

順
を
追
っ
て
見
て
い
こ
う
。
⑴
は
九
大
本
、
久
曽
神
本
と
も
﹁
お
ほ
ひ

0

0

0

た
る
を
﹂
と
あ
る
か
ら
、
む
し
ろ
﹁
お
ほ
ひ
﹂
も
記
す
べ
き
で
あ
り
、
日
大
本
は
記
す
に
あ
た
っ
て
緩
慢

な
と
こ
ろ
が
み
ら
れ
る
。
次
に
⑵
は
あ
の
位
置
に
﹁
を
﹂
が
あ
る
と
お
か
し
い
。
久
曽
神
本
を
み
る
と
、﹁
し
け
る
を
ふ
さ
云
々
﹂
と
あ
り
、﹁
を
﹂
が
あ
る
も
の
と
錯
覚
し
た
の

で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
⑶
で
あ
る
が
、
久
曽
神
本
は
﹁
あ
る
き
あ
り
き
て

0

0

0

0

﹂
と
あ
る
か
ら
、
こ
れ
も
錯
覚
で
も
っ
て
﹁
イ
ニ
な
し
﹂
と
記
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
⑷

に
お
い
て
、﹁
も
の
し
た
ま
ふ
﹂
と
あ
る
伝
本
は
今
の
と
こ
ろ
存
在
し
な
い
。
久
曽
神
本
は
﹁
も
の
た
ま
ふ
﹂
と
あ
る
。
こ
の
書
き
入
れ
校
異
は
﹁
た
﹂
の
傍
に
﹁
し
イ
﹂
と
記

さ
れ
て
お
り
、
こ
の
箇
所
を
複
製
本
に
あ
た
っ
て
み
る
と
、
確
か
に
﹁
し
﹂
と
読
み
誤
っ
て
し
ま
い
そ
う
な
書
体
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
日
大
本
は
そ
う
と
っ
て
し
ま
っ
た
の
で

あ
ろ
う
。
⑸
は
九
大
本
、
久
曽
神
本
と
も
﹁
の
も
と
に
﹂
と
あ
る
か
ら
、
こ
こ
は
誤
脱
で
あ
ろ
う
。
⑺
も
同
様
で
あ
ろ
う
。
⑹
に
お
い
て
、﹁
も
﹂
の
傍
に
﹁
イ
無
﹂
と
あ
る
が
、

九
大
本
、
久
曽
神
本
で
実
際
に
異
同
が
あ
る
の
は
﹁
に
﹂
の
部
分
で
あ
る
。
こ
れ
は
不
注
意
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
⑻
に
お
い
て
、
九
大
本
と
久
曽
神
本
は
﹁
を
﹂
を
持
っ
て

い
な
い
。
か
と
言
っ
て
﹁
て
﹂
を
持
っ
て
い
る
伝
本
も
な
い
。
日
大
本
の
錯
覚
で
あ
ろ
う
。
⑼
も
同
じ
か
。
⑽
に
お
い
て
、
久
曽
神
本
、
九
大
本
と
も
﹁
し
の
ふ
﹂
と
あ
り
、
ま

た
御
巫
本
、
鈴
鹿
本
も
﹁
忍
﹂
と
あ
る
。
お
そ
ら
く
こ
こ
は
本
文
に
﹁
お
も
ふ
る

0

0

﹂
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
誤
っ
て
校
異
の
ほ
う
に
も
﹁
る
﹂
を
付
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

⑾
も
こ
れ
と
同
じ
よ
う
な
も
の
で
、
九
大
本
と
久
曽
神
本
は
﹁
い
み
し
う
て
﹂
と
ウ
音
便
に
な
っ
て
い
る
が
、
本
文
で
は
そ
う
な
っ
て
い
な
い
。
こ
こ
は
﹁
い
み
イ
﹂
と
し
て

後
の
方
は
注
意
し
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
⑿
も
前
に
﹁
程
﹂
と
あ
り
、
そ
れ
が
も
と
で
錯
覚
を
生
じ
、﹁
ほ
と
﹂
と
記
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
⒀
は
﹁
も
に
け
る
﹂
で

は
お
か
し
い
。
誤
写
で
あ
ろ
う
。
最
後
に
⒁
に
お
い
て
、﹁
女
﹂
と
あ
る
と
意
味
上
お
か
し
い
。
九
大
本
、
久
曽
神
本
に
は
﹁
ふ
﹂
と
あ
る
。
こ
こ
は
草
書
体
の
﹁
ふ
﹂
を
﹁
女
﹂

に
読
み
誤
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

⑴
か
ら
⒁
で
と
り
上
げ
た
と
こ
ろ
は
書
き
入
れ
校
異
全
体
か
ら
す
る
と
、
そ
の
数
は
少
な
い
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
記
す
に
あ
た
っ
て
の
態
度
の
一
面
を
知
る
こ
と
が
で
き
よ

う
。
し
た
が
っ
て
、
平
仮
名
を
漢
字
に
改
め
る
こ
と
な
ど
は
当
然
、
予
想
で
き
よ
う
。
こ
う
み
て
く
る
と
、
田
丸
本
は
久
曽
神
本
に
近
い
伝
本
と
言
え
よ
う
。
た
だ
、
そ
の
も
の

と
み
る
に
は
難
点
が
あ
る
。
久
曽
神
本
に
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
は
な
い
が
、
書
き
入
れ
校
異
や
傍
注
が
み
ら
れ
る
。
今
そ
の
箇
所
を
抜
き
出
し
て
み
る
と
次
表
の
よ
う
に
な
る
。
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番
号

通
行

章
段

久
本

章
段

久
本

丁
数

久
曽
神
本
の
書
き
入
れ
校
異
、
傍
書

日
大
本
に
一
致
す

る
箇
所
及
び
備
考

⑴⑵⑶⑷⑸⑹⑺⑻⑼⑽⑾⑿⒀⒁⒂⒃⒄⒅⒆

1
　

〃
　

17
　

27
　

51
　

55
　

68
　

7591
　

99
　

103
　

105
　

113
　

115
　

119
　

122
　

126
　

136137

1
　

〃
　

14
　

22
　

41
　

44
　

55
　

58
並6670

　
72
　

74
　

76
並
　

7884〃
　

87
　

9192

1
ウ
　

〃
　

11
ウ
　

16
オ
　

25
ウ
　

26
ウ
　

34
ウ
　

38
オ

46
オ

51
オ

57
ウ

58
ウ

64
ウ

65
ウ
　

66
ウ

69
オ

71
ウ

76
オ

76
ウ

あ
ひ
も
お
し
ま
じぬ
イ　

　
ナ
ド
　

　
何
カ
ナ
ル
ベ
シ

い
つ
か
見
ざ
ら
む
　

秋
か
ぜ
に
な
び
く
お
ば
な
には

 　

あ
ら
がは

 ひ
な
と

花
の
色
を
み
て
やも
し
り
な
む
　

か
ざ
り
と
き
け
ばド
　

お
り
に
を
こ
せす
イる

　

こ
し
の
し
ら
や
ま
し
ら
ずね
イと
も
　

女
の
た
え
て
わひ
さ
し
く

び
し
　

亭
子
の
み
か
ど
の
御
もと
もと
に
　

世
を
わ
ぶた
イる
な
み
だ
な
が
れ
て
　

物
い
ひ
な
ど
も
う
た
て
あ
りる
を　

か
く
て
そこ
れ
は
女
　

い
ま
はも
か
ゝ
れ
る
　

こ
え
む
と
は
せ
めし
　

そ
れ
は
ひ
らえ
に
す
む
院
の
殿
上
も
す
る
　

物
の
ぐ
も
み
な
と
ら
れ
いは
て
ゝ
　

ま
た
お
と
こ
のひ
ご
ろ
さ
は
が
し
く
歟

心
さ
か
し
く
て

い
もわ
く
歟く
う
と
い
ふ
所
に
　

イ傍
書

傍
書

傍
書

傍
書

傍
書

イイ傍
書

傍
書

イ本
文

傍
書

傍
書

傍
書

傍
書

傍
書

傍
書

岩
江
︵
日
︶
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⒇㉑㉒㉓㉔
　

25
　

26
　

27
　

㉘
　

2930㉛32㉝㉞35㊱㊲3839

140
　

141
　

〃
　

〃〃〃142〃〃〃〃〃143〃〃144〃146147〃

95
　

96
　

〃
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並〃100101〃

79
オ

81
オ〃82

オ〃〃82
ウ〃〃〃〃83

ウ
84
ウ〃85

オ〃〃88
オ

88
ウ

89
ウ

お
むほ
と
の
ご
も
り
な
ど
し
て
　

世
の
中
意心
う
し
　

な
げ
を
こ
せ
た
り
けけ
る
み
れ
ば
歟

れ
ば
　

う
は
な
り
子
な
み
日と
は
ひ
と
よ

に
と
ひ
　

歌か
く
歟の

み
な
ん
あ
る

お
も
ひ
うか
け
て
も
イ

け
く
も

め
を
や
は
う
とせ
歟た
う
び
に
け
れ
ば

か
ゝ
る
身香
イの

あ
き
も
うか
はつ
ら
ず

に
ほ
ひ
をせ
ば

女
てと
いふ
も
の
つ
ゐ
に

う
とせ
歟た
う
び
に
け
る

中
納
言
の
み
めひ
めい
に
て

か
み
の
君
の
こめ
し
う
と

み
な
ふ
る
歌ご
と
歟に
な
り
た
る

人
の
国
がに
よ
ひ
を
な
ん

を
ふ
せ
の
む
や
ま
と
い
ふ
も所
歟の
は

つ
み
て
な
ん
あお
イき

た
り
け
る

姓
は
ひつ
ね
歟ね

と
な
ん
い
ひ
け
る

思
ひ
もは
歟た
え
な
ん
と
い
ふ
を

傍
書

傍
書

傍
書

ひ
と
日
ひ
と
夜
︵
日
︶

本
文
。
た
だ
し
傍
書
に
﹁
か
く
﹂

本
文
。
た
だ
し
﹁
う
け
く
イ
﹂　

傍
書
　

イ
　

傍
書
　

傍
書
　

傍
書
　

う
せ
給
に
け
る
︵
日
︶　

傍
書
。
た
だ
し
﹁
御
め
い
イ
﹂　

傍
書
。
た
だ
し
﹁
こ
し
う
と
め
イ
﹂　

傍
書
　

傍
書

傍
書

イ
　

ち
ぬ
︵
日
︶　

傍
書
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43
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ウ

104
ウ

106
オ〃112

ウ
113
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い
と
か
し
こ
そう
よ
ろ
こ
び
あ
へ
り

こ
の
河
に
う
き
て
侍さ
ぶ
ら
ふ
歟

ら
ん

お
や
あ
りは
歟て
さ
は
ぎ

我
身
のな
歟そ
こ
を

かか
ぎ
り
て

り
ぎ
ぬ
は
か
ま

は
か
ま
すゑ
ぼ
う
し
歟

を
う
し

もお
と
め
づ
か
と
南
い
ひ
け
る

あ
まる
た
びた
の
人
の

侘
きに
て
侍

せさ
め
て
夢
に
や
あ
ら
ん
と

い
ま
す
かあ
る
を

か
ゝ
りれ
どけ

れ
ば

か
ゝ
り
か
れ
ばど
か

な
り
に
た
る
を
思
やは
る
歟る

に

在イ
ニ
な
し

中
将
の
こ
と
ゝ
ぞ
ほ
ん
に
侍
る

そ
の
い
け
に
かは
な
さ
せ
イ

う
か
け

さ
せ

心
き
うも
を
ま
ど
は
し
て

た
を
り
た
る
てけ
ふ
イ
て
ふ
よ
し

ふ

こ
ゝ
ろ
のに
か
な
ふ
イ

ま
ゝ
に

あ
や
の
い
なろ
を
も
イ

う
も

し
か
ぞ
わな
く
イぶ

な
る

く
︵
日
︶　

傍
書
　

傍
書
　

傍
書
　

本
文
　

本
文
　

傍
書
。
た
だ
し
﹁
おも
と
め
﹂　

傍
書
。﹁
旅
人
﹂　

傍
書
　

傍
書
　

﹁
い
ま
す
か
あ
る
を
﹂︵
日
︶　

傍
書

か
ゝ
れ
ど
︵
日
︶　

お
も
ひ
は
る
か
に
︵
日
︶

在
中
将
の
事
と
ぞ
本
に
侍
る
イ
︵
日
︶

はか
う
か
け
イ

か
せ
さ
せ
︵
日
︶　

傍
書
　

本
文
　

イ
。
た
だ
し
﹁
心の
ま
ゝ
に

に

か
な
ふ
﹂　

イ
。
た
だ
し
﹁
色い
なを
も
﹂

イ
。
た
だ
し
﹁
なわ
ふ
イく

な
る
﹂　
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︵
注
︶　﹁
久
本
﹂
と
は
久
曽
神
本
を
示
す
。

ま
ず
、
こ
れ
を
考
え
る
前
に
こ
れ
ら
が
本
文
と
同
筆
か
否
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
点
に
つ
き
久
曽
神
氏
は
何
も
ふ
れ
て
お
ら
な
い(27)
。
す
る
と
本
文
と
同
一
と
見
て
い

た
の
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
田
丸
本
と
久
曽
神
本
を
同
じ
本
と
仮
定
し
て
考
え
て
見
る
に
、
不
自
然
な
点
が
多
い
の
で
あ
る
。
跋
文
に
よ
れ
ば
、
田
丸
本
に
よ
る
書
き
入
れ
校
異
は
気
に
か
か
っ
た

箇
所
の
み
を
記
し
た
よ
う
で
あ
る
。
も
し
そ
う
だ
と
し
て
も
、
久
曽
神
本
の
本
文
に
一
致
す
る
の
は
⑿
㉔
25
44
45
(57)
の
六
箇
所
に
す
ぎ
ず
、
あ
ま
り
に
も
少
な
い
。
こ
れ
ら
以
外

は
傍
書
、﹁
イ
﹂
に
一
致
し
て
い
る
か
、
日
大
本
の
独
自
異
文
と
な
っ
て
い
る
。
傍
書
の
中
に
は
⑷
⒃
⒄
⒇
26
(56)
の
如
く
、
久
曽
神
本
の
本
文
が
明
ら
か
に
誤
写
で
あ
り
、
そ
の

た
め
に
傍
書
の
ほ
う
を
採
用
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
に
し
て
も
全
体
か
ら
み
る
と
少
な
す
ぎ
る
。
ま
た
こ
れ
ら
の
中
に
は
32
㉝
46
(58) 

(59) 

(60) 

(62)
の
如
く
日
大
本
は
書
き
入
れ

校
異
と
し
て
採
用
し
て
い
る
が
、
こ
れ
も
少
な
す
ぎ
る
。
し
か
も
こ
の
中
で
(58) 

(59) 

(60) 

(62)
の
﹁
イ
﹂
に
日
大
本
は
一
致
し
、
本
文
の
ほ
う
を
校
異
と
し
て
記
し
て
い
る
。
田
丸
本
が

久
曽
神
本
と
同
一
本
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
普
通
考
え
ら
れ
な
い
。

日
大
本
の
独
自
異
文
久
曽
神
本
の
書
き
入
れ
校
異
、
傍

書
、
日
大
本
の
本
文
の
中
で
の

は
⒆
㉓
㉝
38
40
㊿
(53) 
(55)
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
中
に
は
誤
り
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
久
曽
神
本
か
ら
の
校
異

と
す
る
に
は
不
自
然
と
言
え
よ
う
。
む
し
ろ
跋
文
で
そ
の
旨
を
記
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
田
丸
本
を
久
曽
神
本
そ
の
も
の
と
み
る
に
は
不
自
然
な
要
素
が
多
か
っ
た
。
た
だ
、
田
丸
本
と
久
曽
神
本
と
が
近
い
関
係
に
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で

も
な
い
。
勝
命
本
系
統
の
伝
本
は
久
曽
神
本
が
書
写
さ
れ
る
ま
で
、
何
度
か
の
転
写
を
経
て
来
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
久
曽
神
本
の
識
語
か
ら
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
も

し
か
す
る
と
、
田
丸
本
と
い
う
の
は
そ
の
転
写
過
程
の
一
本
か
も
し
れ
な
い
。
も
し
そ
う
だ
と
す
る
と
、
書
き
入
れ
校
異
と
は
い
う
も
の
の
、
勝
命
本
系
統
の
伝
来
を
探
る
上
で

貴
重
な
も
の
と
言
え
よ
う
。

な
お
、
先
程
の
一
覧
表
の
32
㊿
に
ふ
れ
て
お
き
た
い
。
32
の
場
合
、
日
大
本
は
久
曽
神
本
の
傍
書
に
一
致
し
て
い
る
。
し
か
も
﹁
御
めひ
めい
イ
﹂
と
そ
の
傍
に
校
異
を
記
し
て
い
る
。

久
曽
神
本
を
み
る
と
﹁
中
納
言
の
み
め
い
﹂
と
あ
っ
て
、﹁
い
﹂
を
ミ
セ
ケ
チ
訂
正
し
て
い
る
。
日
大
本
が
﹁
御
め
い
イ
﹂
と
し
て
い
る
こ
と
は
田
丸
本
に
お
い
て
ミ
セ
ケ
チ
訂

正
が
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
久
曽
神
本
は
書
写
す
る
時
点
で
、
ミ
セ
ケ
チ
訂
正
し
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
こ
の
こ
と
は
日
大
本
の
書
き
入
れ
校
異
が
こ
の
本
か
ら

(61)
　

(62)
　

(63)

167168〃

117118〃

118
オ

122
ウ

123
ウ

う
き
なか
イも

ぞ
つ
く

みみ
イ
ニ
ナ
シ

さ
と
ゝ

あ
り
し
と
こ
ろ

いい
ら
な
く
イ

み
じ
う

な
き
あ
は
れ
が
り
け
り

イ
　

イ
。
た
だ
し
﹁御
イさ
と
と
﹂　

イ
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で
は
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
よ
う
。
日
大
本
で
は
﹁
み
﹂
を
﹁
御
﹂
と
漢
字
に
し
て
お
り
、
何
か
暗
示
的
で
あ
る
。
㊿
の
場
合
、
久
曽
神
本
で
は
﹁
い
ま
す
かあ
る
を
﹂
と
あ
る
が
、

同
系
統
の
九
大
本
で
は
﹁
い
ま
す
か
る
を
﹂
と
あ
っ
て
、
傍
書
が
な
い
。
日
大
本
︵
松
平
文
庫
本
、
内
閣
文
庫
本
、
賀
茂
季
鷹
文
庫
本
を
含
め
て
︶
は
傍
書
を
と
り
込
ん
だ
形
で
久

曽
神
本
と
一
致
し
て
い
る
た
だ
し
、﹁
あ
﹂
は
﹁
め
﹂

の
誤
写
で
あ
ろ
う
　

。
こ
こ
で
は
一
箇
所
と
い
う
難
点
が
あ
る
も
の
の
、
大
和
物
語
鈔
の
生
成
を
考
え
る
上
で
留
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

八

跋
文
に
よ
る
と
、
一
覚
老
師
の
本
を
も
っ
て
﹁
其
勘
物
を
段
の
末
に
か
き
云
々
﹂
と
あ
る
。﹁
其
﹂
と
は
﹁
佐
渡
守
親
賢
が
子
、
美
濃
権
守
入
道
之
が
か
き
う
つ
し
に
て
云
々
﹂

と
あ
る
か
ら
、
一
覚
老
師
の
本
も
ま
さ
し
く
勝
命
本
系
統
の
一
本
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
跋
文
に
は
も
う
一
箇
所
、
勝
命
本
に
関
す
る
記
述
が
あ
る
。
そ
れ
は
先
程
述
べ
た

よ
う
に
書
き
入
れ
校
異
に
用
い
た
田
丸
本
で
あ
る
。
両
者
は
別
々
な
伝
本
と
み
る
の
が
自
然
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
れ
に
し
て
も
な
ぜ
、
田
丸
本
を
本
文
に
比
較
し
た
の
か
と

い
う
こ
と
に
な
る
が
、や
は
り
、大
和
物
語
鈔
の
生
成
に
関
わ
っ
て
い
る
一
覚
老
師
の
本
が
勝
命
本
系
統
の
一
本
と
い
う
こ
と
で
同
じ
系
統
の
も
の
を
用
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
一
覚
老
師
の
本
に
つ
い
て
、
跋
文
に
﹁
勘
物
多
く
他
本
よ
り
は
お
さ

〱
段
も
こ
と
ば
も
す
く
な
し
﹂
と
あ
る
。
確
か
に
こ
の
系
統
の
伝
本
に
は
数
多
く
の

勘
物
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、﹁
お
さ

〱
云
々
﹂
と
あ
る
が
、
こ
の
部
分
は
表
現
上
、
不
自
然
と
は
い
う
も
の
の
、﹁
す
く
な
し
﹂
の
ほ
う
に
主
眼
が
置
か
れ
て
い
る
の

で
あ
ろ
う
。
す
る
と
、
一
覚
老
師
の
本
は
か
な
り
章
段
数
が
少
な
い
こ
と
に
な
り
、
い
わ
ば
零
本
の
可
能
性
が
強
い
。
そ
の
勘
物
を
段
末
に
記
載
し
た
と
あ
る
が
、
こ
こ
で
問
題

に
な
る
の
は
日
大
本
だ
け
な
ら
い
ざ
し
ら
ず
、
他
の
勝
命
本
系
統
の
伝
本
も
ほ
ぼ
同
じ
勘
物
を
有
し
、
し
か
も
今
ま
で
の
考
察
か
ら
日
大
本
は
大
和
物
語
鈔
の
原
型
と
は
考
え
ら

れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
こ
の
記
述
が
何
を
意
味
し
て
い
る
の
か
を
探
る
糸
口
と
し
て
、
両
者
の
勘
物
を
比
較
し
て
み
よ
う
。
そ
の
用
例
を
あ
げ
て
み
る
。

番
号

通
行

段
序

本
書

段
序

本
書

丁
数

勝
　
　
命
　
　
本

日
　
　
大
　
　
本

⑴⑵

2139

1732

上
27
ウ

上
44
ウ

良
峯
義
方
承
平
六
年
右
少
将
天
慶
三
年
蔵
人
八
年
中
将

天
慶
元
年
卒

正
明
南
院
式
部
�
惟
忠
親
王
子
承
平
四
年
十
二
月
右
中
将

天
慶
四
年
参
議
大
粥

良
少
将
良
峯
義
方
也
承
平
六
年
右
少
将
天
慶
三
年
蔵
人
八

年
中
将
天
慶
元
年
卒

源
正
明
也
南
院
式
部
�
是
忠
親
王
五
男
承
平
四
年
十
二
月

右
少中
イ将

天
慶
八
年
左
中
将
天
慶
五
年
参
議
大
粥
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⑶⑷⑸⑹⑺⑻⑼⑽⑾　⑿⒀⒁

134135137139
　

140
　

141
　

142
　

147
　

159
　

160168170
　

90919294
　

959697101113113
並
　

118120
　

下
20
ウ

下
22
オ
　

下
23
ウ
　

～

下
24
オ

下
27
オ

下
29
ウ

下
33
ウ

下
38
オ

下
52
オ

下
92
ウ

下
93
ウ

下
120
オ
　

下
123
ウ
　

延
喜

定
家
第
三
女
乳
女
子
十
三
人
也

故
兵
部
�
宮
致
平
村
上
第
三
子
母
更
衣
正
妃
四
品
兵
部
�

天
元
四
年
五
月
十
一
日
出
家
住
三
井
寺
長
久
二
年
二
月

廿
四
白
薨
三
年
九
十
三

兵
部
�
宮
見
上
也

元
良

承
香
殿
女
御
見
上

故
兵
部
�
之
親
王
元
良
親
王
見
上
之
正
三
位
大
納
言
源
昇

左
大
臣
従
一
位
融
二
男

参
議
よ
し
す
ゑ

又
よ
し
家

古
今
定
文
哥
也

古
今
第
十
八
雑
部

本
院
兵
衛
歟
重
明
親
王
女
在
後
撰
恋
三
寄
賀
贈
太
政
大
臣

伊
尹
左
大
臣
顕
忠
家
女
房

染
殿
内
侍
典
侍
藤
原
因
香
朝
臣
寛
平
九
年
十
月
廿
九
日
従

四
位
下
掌
侍
母
尼
敬
信
也

此
哥
業
平
集
ニ
ハ
ウ
エ
シ
ウ
エ
ハ
ア
キ
ナ
キ
ヤ
カ
レ
サ
ラ

ム
ト
イ
ウ
哥
ノ
カ
へ
シ
ナ
リ
後
撰
五
秋
上
詞
云
七
月
許
ニ

女
ノ
モ
ト
ヨ
リ
ヲ
コ
セ
テ
侍
ケ
ル

素
性
非
僧
都
也
遍
昭
嫡
男
僧
都
由
性
也
︵
以
下
略
︶

式
部
�
宮
重
明
親
王
本
名
持
保
母
大
納
言
源
昇
女
也
三
品

式
部
�
延
喜
八
年
四
月
五
日
為
親
王
五
年
三
天
暦
八
年
九

月
十
四
日
薨
四
十
九

先
段
と
お
な
し

む
す
め
は
惟
正
の
母
也

故
兵
部
�
宮
村
上
第
三
四
品
兵
部
�
致
平
親
王
也

天
元
四
年
五
月
出
家
三
井
寺
住
長
久
二
年
二
月
十
四
薨

九
十
三

陽
成
第
一
三
品
兵
部
�
元
良
親
王
也
延
喜
の
女
御
光
孝
女

王
三
位
和
子
也

故
兵
部
�
宮
元
良
親
王
也
前
段
の
つ
ゝ
き
也
昇
大
納
言
河

原
左
大
臣
融
二
男
延
喜
十
四
年
大
納
言
民
部
�
四
十
八
薨

ナ
シ

此
哥
は
古
今
第
十
八
に
平
貞
文
か
つ
か
さ
と
け
て
よ
め
る

二
首
の
う
ち
也
︵
以
下
略
︶

ナ
シ

典
侍
藤
原
因
香
朝
臣
寛
平
九
年
十
一
月
廿
九
日
従
四
位
下

母
敬
信

ナ
シ

ナ
シ

敦
慶
親
王
大
歌
所
別
当
也
︵
以
下
略
︶
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︵
注
︶　
134
段
以
前
は
久
曽
神
本
に
、
そ
れ
以
後
は
九
大
本
に
そ
れ
ぞ
れ
拠
っ
た
。
伝
本
略
号
は
、
陽
︵
陽
明
文
庫
蔵
本
︶、
三
︵
学
習
院
大
学
蔵
三
条
西
家
旧
蔵
本
︶、
細
︵
九
州
大
学

蔵
細
川
家
旧
蔵
本
︶、
天
︵
野
坂
家
蔵
天
福
本
︶
を
そ
れ
ぞ
れ
示
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
は
そ
の
一
部
を
あ
げ
た
に
す
ぎ
な
い
が
、
⑴
⑵
⑶
⑸
⑹
⑺
⑼
⑾
⒂
⒅
は
両
者
が
ほ
ぼ
共
通
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
た
だ
、
共
通
す
る
と
は
い
う
も
の
の
、
⑵
で
は
﹁
右

少0

将
﹂
と
﹁
右
中0

将
﹂
の
違
い
が
あ
る
。
そ
し
て
日
大
本
は
田
丸
本
と
の
異
同
を
記
し
て
い
る
。
同
様
に
⒅
に
お
い
て
も
日
大
本
は
田
丸
本
の
そ
れ
を
傍
に
記
し
て
い
る
。
⑸
に

お
い
て
は
亡
く
な
っ
た
日
付
が
異
な
っ
て
い
る
も
の
の
、
故
兵
部
�
宮
を
致
平
親
王
と
と
っ
て
い
る
。
多
く
の
注
釈
書
は
元
良
親
王
を
あ
て
て
お
り
、
致
平
親
王
と
み
て
い
る
の

は
勝
命
本
系
統
の
伝
本
と
大
和
物
語
鈔
だ
け
で
あ
る
。
⒂
を
み
る
と
、
勝
命
本
は
諸
説
を
あ
げ
て
、
高
経
女
が
妥
当
と
記
し
て
い
る
。
日
大
本
は
結
論
か
ら
み
る
と
共
通
し
て
い

る
。
次
に
、
⑷
⒁
⒃
⒄
は
両
者
と
も
持
っ
て
い
る
が
、
異
同
が
み
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
残
り
の
⑻
⑽
⑿
⒀
は
日
大
本
が
持
っ
て
い
な
い
勘
物
で
あ
る
。

こ
う
み
て
く
る
と
、
日
大
本
の
勘
物
は
一
覚
老
師
の
本
の
そ
れ
を
記
し
た
と
い
う
跋
文
か
ら
は
相
違
し
て
い
る
。
た
だ
、
一
覧
表
の
⒁
⒃
と
日
大
本
の
﹁
ナ
シ
﹂
を
除
け
ば
、

す
べ
て
勝
命
本
と
日
大
本
が
持
っ
て
い
る
も
の
ば
か
り
で
あ
る
。
し
か
も
、
両
者
に
は
類
似
し
た
勘
物
も
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
一
概
に
関
係
な
し
と
断
ず
る
の
も
危
険
で
あ
る
。

⒂⒃
　

⒄
　

⒅

170171〃172

120121〃122

下
123
ウ
　

下
127
オ
　

下
128
オ
　

下
130
オ

兵
衛
命
婦
重
明
親
王
女
云
々
本
院
兵
衛
右
大
臣
従
二
位
自

延
木
至
千
康
保
現
存
左
兵
衛
督
顕
忠
�
家
女
房

与
陽
成
院
皇
子
元
良
親
王
贈
答
兼
茂
朝
臣
女
兵
衛
或
兵
衛

督
自
寛
平
至
平
千
延
木
現
存
業
茂
事
也

峯
茂
女
兵
衛
已
上
三
人
後
撰
作
者
古
今
作
者

藤
高
経
女
兵
衛
藤
忠
房
家
女
房
高
経
者
懸
大
臣
長
男
自
貞

観
至
于
寛
平
現
存
已
上
四
人
各
無
命
婦
之
字
四
人
之
中
高

経
女
歟
年
紀
相
叶
之
故
也

式
部
�
宮
為
平
親
王
村
上
第
四
皇
子
︵
以
下
略
︶

広
幡
中
納
言
源
庶
明
寛
平
天
皇
第
二
皇
子
三
品
斎
世
親
王

二
男
母
山
城
守
橘
公
広
女
︵
以
下
略
︶

黒
主
清
和
陽
成
光
孝
宇
多
之
間
人
歟
又
延
喜
大
掌
会
哥
作

者
也
又
後
撰
云
於
唐
崎
勤
祓
預
禄
陰
陽
師
歟

兵
衛
の
命
婦
は
藤
原
高
経
女
古
今
作
者
也
命
婦
ハ
中
臈
也

職
員
会
ニ
内
外
命
婦
ノ
注
目
婦
人
帯
二

五
位
以
上
一

為
二

内

命
婦
一

五
位
以
下
ノ
妾
日
一

外
命
婦
一

也

敦
慶
親
王
也
︵
陽
、
三
、
天
︶

寛
平
の
み
こ
三
品
斎
世
親
王
の
男
也
母
橘
広
相
女
︵
陽
、

細
︶

与
多
都
磨
の
息
也
与
多
都
丸
大
伴
朝
臣
姓
を
給
ふ
也
清
和

陽
成
光
孝
宇
多
醍
醐

　
　
　
　
　
　
　
又
後
撰
ニ
於
唐
崎
勤
祓
預

五
代
朝
に
有
し
人
也
志
賀
明
神
也

禄
陰
陽
師
歟
イ
ノ
物
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す
る
と
、
跋
文
の
記
述
を
い
か
に
理
解
し
た
ら
よ
い
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
か
ら
述
べ
る
こ
と
は
単
な
る
憶
測
に
し
か
す
ぎ
な
い
が
、
跋
文
を
信
ず
る
限
り
、
一
覚
老
師

の
本
の
勘
物
が
大
和
物
語
鈔
の
生
成
に
関
わ
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
か
ら
、
そ
っ
く
り
そ
の
ま
ま
記
載
し
た
の
で
は
な
く
、
そ
れ
を
も
と
に
し
つ
つ
、
必
要
と
考
え
た
箇
所
の
み

を
記
し
、
同
時
に
他
の
考
え
を
盛
り
込
ん
だ
の
で
は
か
な
ろ
う
か
。
両
者
の
異
同
が
そ
の
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
の
こ
と
を
葉
雪
は
伝
え
聞
い
て
い
た
の

で
は
な
い
か
。
そ
れ
を
舌
足
ら
ず
の
表
現
で
﹁
其
勘
物
を
段
の
末
に
か
き
﹂
と
記
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

九

以
上
、
紹
介
を
兼
ね
な
が
ら
日
本
大
学
図
書
館
蔵
の
大
和
物
語
鈔
に
つ
い
て
考
察
し
て
き
た
。
こ
の
本
の
貴
重
な
と
こ
ろ
は
跋
文
を
持
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
中
で
葉

雪
は
日
大
本
の
成
立
事
情
を
生
々
し
く
記
し
て
い
る
。

さ
て
、
こ
う
し
て
出
来
上
が
っ
た
注
釈
書
で
あ
る
が
、
物
語
本
文
、
注
釈
本
文
と
も
独
自
異
文
が
多
数
を
占
め
、
そ
の
多
く
は
後
世
に
成
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
に
は

物
語
の
概
念
、
題
号
、
平
中
物
語
の
こ
と
、
和
歌
の
引
用
、
注
釈
本
文
の
簡
略
化
、
誤
植
の
訂
正
、
納
得
で
き
な
い
箇
所
の
除
去
な
ど
様
々
な
現
象
を
み
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ

れ
ら
の
こ
と
か
ら
日
大
本
創
始
者
の
意
欲
的
な
一
面
を
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

一
方
、
日
大
本
に
は
古
い
姿
を
残
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
み
ら
れ
、
本
文
の
流
れ
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
、
憶
測
に
な
る
が
、
一
覚
老
師
の
本
が
大
和
物
語
鈔
の

生
成
に
関
わ
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
は
勝
命
本
系
統
の
一
本
と
い
う
こ
と
で
注
目
さ
れ
よ
う
。

こ
の
よ
う
に
新
旧
両
面
を
持
っ
て
い
る
の
が
日
大
本
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
日
大
本
は
他
の
伝
本
と
同
じ
祖
本
か
ら
別
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
も
、
日
大
本
は
Ａ
、
Ｂ

両
類
の
要
素
を
有
し
、
か
つ
独
自
異
文
も
多
く
、
強
い
て
言
う
な
ら
ば
、
ひ
と
つ
の
系
列
、
即
ち
Ｃ
類
に
わ
け
て
も
よ
い
か
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
外
、
日
大
本
の
書
き
入
れ
校
異
は
何
と
言
っ
て
も
重
宝
と
言
え
よ
う
。
そ
れ
は
現
在
、
二
本
し
か
知
ら
れ
て
い
な
い
勝
命
本
の
伝
来
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で

あ
る
。
こ
の
系
統
の
伝
本
は
昭
和
に
な
っ
て
か
ら
一
般
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
の
、
ど
の
よ
う
に
伝
え
ら
れ
て
き
た
の
か
不
明
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
こ
の
よ
う
な
形
に

し
ろ
、
は
る
か
に
古
い
江
戸
時
代
初
期
の
注
釈
書
に
み
ら
れ
る
こ
と
は
注
目
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
日
大
本
の
題
簽
は
﹁
大
和
物
語
﹂
と
あ
る
だ
け
で
、
こ
れ
は
こ
の
注

釈
書
の
書
名
成
立
を
考
え
る
上
で
一
石
を
投
じ
る
か
も
し
れ
な
い
。

大
和
物
語
鈔
な
る
注
釈
書
が
ど
の
よ
う
に
し
て
流
伝
し
て
き
た
の
か
に
つ
い
て
は
、そ
れ
ほ
ど
明
ら
か
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、日
大
本
の
出
現
に
よ
っ
て
享
受
の
場
と
い
う
、

そ
の
一
面
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
要
す
る
に
日
大
本
は
大
和
物
語
鈔
の
伝
本
の
中
に
あ
っ
て
、
特
色
あ
る
も
の
で
あ
り
、
従
来
の
大
和
物
語
鈔
の
考
え
を
継
承
し
つ
つ
、
さ
ら
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に
新
し
い
面
を
切
り
開
い
て
い
っ
た
伝
本
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
そ
れ
に
し
て
も
残
念
な
の
は
一
覚
老
師
を
は
じ
め
、
葉
雪
、
及
び
田
丸
西
位
が
ど
の
よ
う
な
人
物
か
を
知

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
に
し
た
い
と
思
う
。

注
⑴
　﹁
山
鹿
素
行

手

沢

本
　﹁
大
和
物
語
抄
﹂
に
就
い
て
﹂︵﹁
語
文
研
究
﹂
16
号
　
昭
和
38
年
6
月
　
後
に
﹃
今
井
源
衛
著
作
集
　
第
14
巻
　
平
安
朝
文
学
文
献
考
﹄︿
笠
間
書
院
　
令
和
元
年
5
月
﹀

に
再
録
︶

⑵
　﹃
大
和
物
語
の
研
究
古
注
本

影
印
篇

﹄︵
私
家
版
　
昭
和
48
年
8
月
︶
に
影
印
さ
れ
、ま
た
﹃
大
和
物
語
諸
注
集
成
﹄︵
雨
海
博
洋
氏
編
著
　
桜
楓
社
　
昭
和
58
年
5
月
︶
に
翻
刻
さ
れ
て
い
る
。

⑶
　﹁
古
注
﹃
大
和
物
語
鈔
﹄
考
﹂︵﹃
創
立
四
十
周
年
記
念
論
文
集
　
九
州
大
学
文
学
部
﹄
九
州
大
学
文
学
部
　
昭
和
41
年
1
月
　
後
に
﹃
王
朝
文
学
の
研
究
﹄︿
角
川
書
店
　
昭
和
45

年
10
月
　
再
版
　
パ
ル
ス
ト
社
　
平
成
7
年
4
月
﹀、
『
今
井
源
衛
著
作
集
　
第
14
巻

　
平
安
朝
文
学
文
献
考
』
に
そ
れ
ぞ
れ
再
録
︶

⑷
　﹃
大
和
物
語
抄
︿
賀
茂
季
鷹
文
庫
本
﹀﹄︵
高
橋
貞
一
氏
解
説
　
古
典
文
庫
　
昭
和
54
年
7
月
︶

⑸
　
昭
和
62
年
4
月
発
行
。
次
の
よ
う
な
解
説
が
あ
る
。﹁
大
和
物
語
抄
　
室
町
末
期
写
　
上
巻
一
冊
　
少
し
幅
広
の
大
美
濃
判
︵
二
九
・
三
×
二
一
・
一
糎
︶
袋
綴
百
二
十
二
枚
。
毎

頁
十
行
。
平
仮
名
交
り
。
原
装
、
原
題
簽
は
﹁
大
和
物
語
抄
上
﹂、
内
題
な
し
。
朱
筆
で
固
有
名
詞
に
線
を
引
き
、
一
段
毎
に
圏
を
引
く
。
又
、
語
釈
の
一
項
毎
に
朱
線
を
か
け

て
い
る
。
序
跋
と
も
な
く
、
著
者
不
明
。
内
容
は
、
ま
ず
一
段
分
の
本
文
を
記
し
、
あ
と
に
語
釈
・
勘
物
・
解
説
批
評
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
。
本
文
は
今
ま
で
最
も
古
か
っ
た

北
村
季
吟
の
﹁
大
和
物
語
抄
﹂
と
は
別
本
で
、
複
製
﹁
大
和
物
語
の
研
究
　
古
注
本
影
印
篇
︵
高
橋
正
治
蔵
　
寛
文
頃
写
︶﹂
と
ほ
と
ん
ど
同
一
。
こ
の
本
で
注
目
さ
れ
る
の
は

段
章
序
数
で
、
現
行
一
般
は
一
七
二
段
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
一
二
三
段
︵
た
だ
し
こ
の
本
は
上
巻
の
み
で
、
八
九
段
ま
で
︶
そ
の
他
は
前
段
の
﹁
並
な
ら
び

﹂
と
い
う
扱
い
に
な
っ
て
い
る
。

大
和
物
語
の
注
釈
と
し
て
は
恐
ら
く
最
古
の
も
の
。﹁
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
﹂
に
は
、〝
室
町
時
代
末
期
の
成
立
に
な
ろ
う
か
〟
と
あ
る
が
、
あ
る
い
は
こ
れ
が
原
本
か
。
諸
本

は
松
平
文
庫
旧
蔵
高
橋
正
治
蔵
本
・
国
会
図
書
館
本
・
内
閣
文
庫
本
・
素
行
文
庫
本
︵
零
本
︶
の
四
本
の
み
。
上
巻
、
だ
け
と
は
い
え
、
大
い
に
注
目
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
原

装
・
原
題
簽
付
裏
打
な
れ
ど
保
存
良
。
帙
入
。﹂

⑹
　﹁
黒
川
文
庫
蔵
﹃
大
和
物
語
鈔
﹄
翻
刻
︵
上
︶・︵
下
︶﹂︵﹁
実
践
女
子
大
学
文
芸
資
料
研
究
所
﹁
別
冊
年
報
Ⅴ
・
Ⅵ
﹂
平
成
13
年
3
月
、
平
成
14
年
3
月
︶、﹁
黒
川
文
庫
蔵
﹃
大
和

物
語
鈔
﹄
解
題
﹂︵
実
践
女
子
大
学
文
芸
資
料
研
究
所
﹁
年
報
﹂
21
号
　
平
成
14
年
3
月
︶

⑺
　
注
⑶
に
同
じ
。

⑻
　﹃
石
川
県
大
百
科
事
典
﹄︵
編
者
芳
井
先
一
氏
　
北
国
出
版
社
　
昭
和
50
年
8
月
︶

⑼
　﹃
名
家
伝
記
資
料
集
成  

第
一
巻  

あ
︱
き
﹄︵
編
者
森
繁
夫
氏
　
思
文
閣
出
版
　
昭
和
59
年
2
月
︶
に
は
﹁
一
イ
ツ
カ
ク覚

　
時
宗
法
師
　
ツ
ク
バ
集
　
新
撰
ツ
ク
バ
集
入
　
明
輪
鈔
八
六
　



494第四章　大和物語の注釈

顕
傳
明
名
録
七
ノ
四
八
二
﹂
と
あ
る
。
ま
た
、﹃
国
書
総
目
録
著
者
別
索
引
﹄︵
森
末
義
彰
氏
・
市
古
貞
次
氏
・
堤
精
二
氏
編
　
岩
波
書
店
　
昭
和
51
年
12
月
︶
に
も
﹁
一
覚
長
享

三
年
八
月
二
日
一
覚
是
観
等
百
韻
﹂
と
あ
る
。
し
か
し
、
長
享
三
年
と
日
大
本
が
書
写
さ
れ
た
寛
永
十
年
と
の
間
は
百
四
十
四
年
の
開
き
が
あ
り
、
同
一
人
と
み
る
に
は
疑
問
な

と
こ
ろ
が
あ
る
。
そ
れ
に
し
て
も
日
大
本
に
は
﹁
宗
祇
説
﹂
と
記
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
先
程
の
﹁
一
覚
是
観
等
百
韻
﹂
に
は
二
人
の
外
に
兼
載
、
宗
般
、
宗
長
と
言
っ

た
宗
祇
関
係
の
人
物
が
登
場
し
て
お
り
、
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
。

⑽
　﹃
大
和
物
語  

塙
選
書
﹄︵
塙
書
房
　
昭
和
37
年
10
月
︶

⑾
　
注
⑶
に
同
じ
。

⑿
　
日
大
本
で
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
⑾
﹁
そ
う
し
た
ま
へ
とな
と
イ﹂、
⒀
﹁
五
六
日
なにイ
り
ぬ
﹂、⒂
﹁
草
に
か
ゝ
りれ
る
イし
﹂
、⒄
﹁
す
ま
さ
り
け
れ
は

﹂

よ
み
て
や
り
け
る
イ、㉘
﹁
此
人
を
お
も
ひ給
イけ
り
﹂

⒀
　﹁
我
ひ
の
も
と
の
こ
と
ば
を
も
て
や
ま
と
う
た
の
道
に
よ
り
た
る
ふ
る
事
共
を
か
き
あ
つ
め
た
る
ゆ
へ
な
る
へ
し
﹂︵﹃
大
和
物
語
諸
注
集
成
﹄
に
拠
る
︶

⒁
　﹃
大
和
物
語
新
講
﹄︵
吉
澤
義
則
氏
監
修
　
西
義
一
氏
著
　
藤
谷
崇
文
館
　
昭
和
27
年
1
月
︶
の
解
題
に
は
﹁
注
釈
書
に
は
、
宗
祇
法
師
の
大
和
物
語
註
云
々
﹂
と
い
う
記
述
が
あ

る
。﹁
宗
祇
の
説
﹂
と
こ
の
注
釈
書
が
い
か
な
る
関
係
に
あ
る
の
か
、
興
味
あ
る
と
こ
ろ
だ
が
、﹁
大
和
物
語
註
﹂
な
る
注
釈
書
の
存
在
は
明
ら
か
で
な
い
。

⒂
　

11
段
︵
鈔
10
段
︶
は
次
の
よ
う
な
内
容
で
あ
る
。

　
　
　
故
源
大
納
言
の
君
、
忠
房
の
ぬ
し
の
み
む
す
め
東
の
方
を
、
年
ご
ろ
思
ひ
て
す
み
た
ま
ひ
け
る
を
、
亭
子
院
の
若
君
に
つ
き
て
た
て
ま
つ
り
た
ま
ひ
て
、
は
な
れ
た
ま
う
て
、

ほ
ど
経
に
け
り
。
子
ど
も
な
ど
あ
り
け
れ
ば
、
言
も
絶
え
ず
、
お
な
じ
所
に
な
む
す
み
た
ま
ひ
け
る
。
さ
て
、
よ
み
た
ま
へ
り
け
る
。

　
　
　
　
住
の
江
の
松
な
ら
な
く
に
久
し
く
も
君
と
寝
ぬ
夜
の
な
り
に
け
る
か
な

　
　
と
あ
り
け
れ
ば
、
返
し
、

　
　
　
　
久
し
く
も
お
も
ほ
え
ね
ど
も
住
の
江
の
松
や
ふ
た
た
び
生
ひ
か
は
る
ら
む

　
　
と
な
む
あ
り
け
る
。

　
　︵﹃
日
本
古
典
文
学
全
集
﹄
に
拠
る
。
注
⒄
も
同
様
︶

⒃
　

20
段
︵
鈔
16
段
︶
は
次
の
よ
う
な
内
容
で
あ
る
。

　
　
　
故
式
部
�
の
宮
を
、
桂
の
み
こ
、
せ
ち
に
よ
ば
ひ
た
ま
ひ
け
れ
ど
、
お
は
し
ま
さ
ざ
り
け
る
時
、
月
の
い
と
お
も
し
ろ
か
り
け
る
夜
、
御
文
奉
り
た
ま
へ
り
け
る
に

　
　
　
　
久
か
た
の
空
な
る
月
の
身
な
り
せ
ば
ゆ
く
と
も
み
え
で
君
は
見
て
ま
し

　
　
と
な
む
あ
り
け
る
。
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⒄
　
川
瀬
一
馬
氏
﹁
大
和
物
語
の
異
本
と
平
中
物
語
の
発
見
︵
下
︶﹂︵﹁
国
文
学
誌
﹂
1
巻
8
号
　
昭
和
6
年
12
月
　
後
に
﹃
日
本
書
誌
学
之
研
究
﹄︿
講
談
社
　
昭
和
18
年
6
月
﹀
に
再
録
︶

⒅
　
注
⑶
に
同
じ
。

⒆
　﹁
汀
﹂、﹁
片
帆
﹂、﹁
か
た
わ
れ
﹂、﹁
島
陰
﹂

⒇
　
注
⑶
に
同
じ
。

㉑
　
こ
の
外
、
他
本
で
細
字
の
と
こ
ろ
が
本
文
化
さ
れ
て
い
る
。﹁
文
武
の
御
時
石

イ
ソ
ノ
カ
ミ上
朝
臣
麿マ

ル
タ
ン
カ
イ
カ
ウ

淡
海
公
紀
朝
臣
麿
三
人
大
宝
元
年
三
月
任
二

大
納
言
一

大
伴ト

モ
ノ
ヤ
ス
マ
ル

安
麿
慶
雲
二
年
八
月
任
大

納
言
四
人
の
う
ち
い
つ
れ
と
し
れ
す
安
麿
と
い
ふ
説
有
り
﹂︵
下
79
オ
～
ウ
︶。

㉒
　
注
⑶
に
同
じ
。

㉓
　
注
⑶
に
同
じ
。

㉔
　﹃
支
子
文
庫
本
大
和
物
語
︵
影
印
︶、︵
解
題
・
釈
文
︶﹄︵
解
説
今
井
源
衛
氏
　
在
九
州
国
文
資
料
影
印
叢
書
刊
行
会
　
昭
和
56
年
5
月
︶

25
　﹃
勝
命
本
大
和
物
語
と
研
究
﹄︵
久
曽
神
昇
氏
・
山
本
寿
恵
子
氏
編
著
　
未
刊
国
文
資
料
刊
行
会
　
昭
和
32
年
8
月
︶、﹃
大
和
物
語  

勝
命
本
﹄︵
解
題
久
曽
神
昇
氏
　
汲
古
書
院
　

昭
和
47
年
1
月
︶

26
　
今
井
源
衛
氏
﹁
田
村
専
一
郎
氏
旧
蔵
支
子
文
庫
本
﹃
大
和
物
語
﹄
に
つ
い
て
︵
上
︶、︵
中
︶、︵
下
︶﹂︵
九
州
大
学
﹁
文
学
研
究
﹂
74
、
75
、
76
輯
　
昭
和
52
年
3
月
、
昭
和
53
年
3
月
、

昭
和
54
年
3
月
　
後
に
﹃
王
朝
の
物
語
と
漢
詩
文
﹄︿
笠
間
書
院
　
平
成
2
年
2
月
﹀、『
今
井
源
衛
著
作
集
　
第
14
巻

　
平
安
朝
文
学
文
献
考
』
に
そ
れ
ぞ
れ
再
録
︶

27
　
注
25
に
同
じ
。

　〈
付
記
〉　

日
大
本
の
題
簽
に
は
﹁
鈔
﹂
の
漢
字
が
付
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
日
大
本
は
他
の
大
和
物
語
鈔
と
同
じ
系
統
の
注
釈
書
と
い
う
こ
と
と
、
単
な
る
伝
本
と
注
釈
書
と
の
混
同
を

避
け
る
た
め
に
、
題
目
に
﹁
鈔
﹂
を
付
し
た
次
第
で
す
。
御
了
解
い
た
だ
け
た
ら
幸
で
す
。
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後
　
記

本
書
は
大
和
物
語
に
つ
い
て
今
ま
で
発
表
し
た
も
の
の
中
か
ら
二
十
五
編
を
選
び
、
そ
れ
ら
を
テ
ー
マ
に
沿
い
四
つ
の
章
に
分
類
し
て
一
書
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
ず
は
各

論
考
の
初
出
を
明
ら
か
に
し
て
お
こ
う
。

第
一
章
　
大
和
物
語
の
伝
本

第
一
節
　﹃
校
注
大
和
物
語
﹄︵
新
典
社
、
昭
和
63
年
4
月
︶
の
解
説
を
も
と
に
大
幅
に
補
訂
。

第
二
節
　﹃﹃
大
和
物
語
﹄
の
研
究
﹄︵
私
家
版
、
平
成
12
年
12
月
︶

第
三
節
　﹁
語
文
﹂
第
46
輯
︵
日
本
大
学
国
文
学
会
、
昭
和
53
年
12
月
︶・
第
49
輯
︵
昭
和
54
年
12
月
︶

第
四
節
　﹃
大
和
物
語
の
研
究
﹄︵
翰
林
書
房
、
平
成
6
年
2
月
︶
原
題
﹁
日
本
大
学
総
合
図
書
館
蔵
﹃
大
和
物
語
﹄
の
伝
本
︱
新
資
料
の
紹
介
を
中
心
に
し
て
︱
﹂

第
五
節
　﹃
物
語
文
学
の
生
成
と
展
開
︱
伊
勢
・
大
和
と
そ
の
周
辺
︱
﹄︵
新
典
社
、
平
成
31
年
2
月
︶

第
六
節
　﹁
古
典
論
叢
﹂
第
13
号
︵
古
典
論
叢
会
、
昭
和
58
年
11
月
︶

第
七
節
　﹃﹃
大
和
物
語
﹄
の
研
究
﹄︵
私
家
版
、
平
成
12
年
12
月
︶

第
二
章
　
大
和
物
語
の
創
作
性

第
一
節
　﹁
解
釈
﹂
第
24
巻
第
4
号
︵
解
釈
学
会
、
昭
和
53
年
4
月
︶

第
二
節
　﹁
中
古
文
学
﹂
第
30
号
︵
中
古
文
学
会
、
昭
和
57
年
10
月
︶

第
三
節
　﹁
平
安
文
学
研
究
﹂
第
73
輯
︵
平
安
文
学
研
究
会
、
昭
和
60
年
6
月
︶

第
四
節
　﹃
大
和
物
語
の
研
究
﹄︵
翰
林
書
房
、
平
成
6
年
2
月
︶

第
五
節
　﹁
解
釈
﹂
第
49
巻
第
3
・
4
号
︵
解
釈
学
会
、
平
成
15
年
4
月
︶

第
六
節
　﹃
物
語
文
学
の
生
成
と
展
開
︱
伊
勢
・
大
和
と
そ
の
周
辺
︱
﹄︵
新
典
社
、
平
成
31
年
2
月
︶
原
題
﹁﹃
大
和
物
語
﹄
の
創
作
性
︱
第
三
段
を
考
察
の
対
象
と
し
て
︱
﹂
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第
七
節
　﹁
平
安
文
学
研
究
﹂
第
76
輯
︵
平
安
文
学
研
究
会
、
昭
和
61
年
12
月
︶

第
八
節
　﹁
古
典
論
叢
﹂
第
18
号
︵
古
典
論
叢
会
、
昭
和
62
年
8
月
︶

第
九
節
　﹃
大
和
物
語
の
研
究
﹄︵
翰
林
書
房
、
平
成
6
年
2
月
︶

第
十
節
　﹃
歌
語
り
と
説
話
﹄︵
新
典
社
、
平
成
8
年
10
月
︶
原
題
﹁﹃
大
和
物
語
﹄
覚
書
︱
﹃
後
撰
集
﹄
と
の
関
わ
り
の
一
面
︱
﹂

第
三
章
　
大
和
物
語
の
構
成

第
一
節
　﹁
商
学
集
志  
人
文
科
学
編
﹂
第
25
巻
第
1
号
︵
日
本
大
学
商
学
研
究
会
、
平
成
5
年
9
月
︶

第
二
節
　﹁
解
釈
﹂
第
32
巻
第
9
号
︵
解
釈
学
会
、
昭
和
61
年
9
月
︶
副
題
を
改
め
る
。

第
三
節
　﹃﹃
大
和
物
語
﹄
の
研
究
﹄︵
私
家
版
、
平
成
12
年
12
月
︶

第
四
節
　﹁
語
文
﹂
第
39
輯
︵
日
本
大
学
国
文
学
会
、
昭
和
49
年
3
月
︶
一
部
補
訂
。

第
四
章
　
大
和
物
語
の
注
釈

第
一
節
　﹁
商
学
集
志  

人
文
科
学
編
﹂
第
24
巻
第
2
・
3
合
併
号
︵
日
本
大
学
商
学
研
究
会
、
平
成
5
年
3
月
︶

第
二
節
　﹁
語
文
﹂
第
78
輯
︵
日
本
大
学
国
文
学
会
、
平
成
2
年
11
月
︶

第
三
節
　﹁
総
合
文
化
研
究
﹂
第
16
巻
第
3
号
︵
日
本
大
学
商
学
研
究
会
、
平
成
23
年
3
月
︶
原
題
﹁
甲
斐
侍
従
筆
﹃
大
和
物
語
追
考
﹄
︱
翻
刻
と
解
説
︱
﹂
を
改
編
。

第
四
節
　﹁
中
古
文
学
﹂
第
50
号
︵
中
古
文
学
会
、
平
成
4
年
11
月
︶
原
題
﹁
日
本
大
学
総
合
図
書
館
蔵
大
和
物
語
鈔
に
つ
い
て
﹂
を
大
幅
に
補
訂
。

以
下
、
各
々
の
論
考
に
つ
い
て
簡
単
に
解
説
し
て
お
き
た
い
。

第
一
章
は
伝
本
に
つ
い
て
の
考
察
で
、
基
礎
的
な
も
の
で
あ
る
。
第
一
節
で
は
伝
本
に
つ
い
て
そ
の
研
究
状
況
を
俯
瞰
し
、
今
後
の
研
究
の
方
向
に
つ
い
て
述
べ
た
。
こ
れ
以
降
は

具
体
的
に
伝
本
の
考
察
を
行
っ
た
。
即
ち
第
二
節
で
は
流
布
本
を
代
表
す
る
伝
為
氏
筆
本
の
本
文
に
つ
い
て
、
ま
た
、
第
三
節
で
は
、
こ
れ
と
は
反
対
に
異
本
を
代
表
す
る
鈴
鹿
本
の

本
文
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
考
察
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
性
格
を
明
ら
か
に
し
た
。
第
四
節
は
日
本
大
学
図
書
館
が
所
蔵
す
る
新
資
料
の
紹
介
で
あ
る
。
と
り
わ
け
親
長
本
の
出
現
は
今
後
の

研
究
の
進
展
に
つ
な
が
る
も
の
と
確
信
し
て
い
る
。
第
五
節
も
新
資
料
で
三
条
実
起
筆
大
和
物
語
に
つ
い
て
の
考
察
で
あ
る
。
こ
の
本
か
ら
江
戸
時
代
に
お
け
る
大
和
物
語
本
文
の
流

布
状
況
の
一
面
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
六
・
七
節
は
異
本
︵
御
巫
本
、
鈴
鹿
本
︶
に
み
ら
れ
る
附
載
説
話
の
考
察
で
あ
る
。
前
者
で
は
附
載
し
た
意
図
や
創
作
性
に
つ
い
て
、
後
者

で
は
前
者
の
補
足
を
兼
ね
、
本
文
の
性
格
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
考
察
し
、
と
も
に
附
載
説
話
と
い
う
も
の
を
ど
う
と
ら
え
る
か
、
ひ
と
つ
の
考
え
を
提
示
し
た
。
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第
二
章
は
大
和
物
語
の
創
作
性
に
つ
い
て
の
考
察
で
あ
る
。
第
一
節
の
業
平
関
係
の
章
段
に
は
じ
ま
り
、
第
二
節
で
は
無
名
章
段
と
も
言
う
べ
く
一
四
一
、一
四
二
、一
五
四
の
各
章

段
を
対
象
に
し
、
第
三
節
で
は
業
平
関
係
の
章
段
の
一
つ
で
あ
る
一
六
六
段
を
再
度
と
り
あ
げ
て
詳
細
に
検
討
し
た
。
さ
ら
に
第
四
節
で
は
立
田
山
伝
説
と
し
て
著
名
な
一
四
九
段
を

と
り
あ
げ
そ
の
生
成
過
程
を
述
べ
た
。
第
五
節
で
は
一
四
一
、一
四
二
段
に
み
ら
れ
る
対
照
性
に
つ
い
て
考
察
し
、
大
和
物
語
作
者
の
創
作
意
図
を
探
っ
た
。
こ
の
論
は
先
程
の
第
二

章
第
二
節
と
相
補
う
関
係
に
あ
る
。
第
六
節
で
は
前
半
の
三
段
の
成
り
立
ち
に
つ
い
て
多
角
的
に
考
察
し
た
。
さ
ら
に
第
七
節
で
は
な
ら
の
帝
関
係
の
章
段
、
第
八
節
で
は
伊
勢
関

係
の
章
段
へ
と
進
み
、
第
九
節
で
は
第
一
節
で
と
り
あ
げ
た
業
平
関
係
の
章
段
を
新
た
な
視
点
か
ら
考
察
し
た
。
最
後
の
第
十
節
で
は
大
和
物
語
の
成
立
に
後
撰
集
が
ど
の
よ
う
に

関
与
し
て
い
る
か
を
探
っ
た
。
い
ず
れ
の
論
考
も
徹
底
し
た
比
較
が
基
盤
に
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
章
段
を
通
し
て
大
和
物
語
は
歌
語
り
の
集
成
と
言
わ
れ
て
き
た
が
、
必

ず
し
も
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
中
に
は
作
者
が
虚
構
と
い
う
意
識
で
も
っ
て
創
作
し
た
章
段
が
み
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
た
だ
こ
こ
で
と
り
あ
げ
た
章
段
は
大
和
物
語
全
体
か

ら
み
る
と
少
な
く
、
し
か
も
そ
の
多
く
が
後
半
の
章
段
に
集
中
し
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
、
今
後
は
前
半
に
お
い
て
も
こ
れ
ら
と
同
じ
よ
う
な
章
段
が
存
在
す
る
か
が
課
題
に
な
ろ
う
。

第
三
章
は
大
和
物
語
の
構
成
に
つ
い
て
の
考
察
で
あ
る
。
大
和
物
語
は
連
想
の
如
く
章
段
を
配
置
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
そ
れ
を
念
頭
に
置
き
、
よ
り
詳
細
に
分
析
し
考
察
を

試
み
た
。
即
ち
、
第
一
節
で
は
前
半
に
お
い
て
部
分
的
に
み
ら
れ
る
構
成
意
識
を
探
り
、
次
い
で
第
二
節
で
は
大
和
物
語
前
半
と
後
半
に
分
け
る
場
合
、
構
成
意
識
を
も
と
に
す

る
の
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
提
案
を
し
た
。
さ
ら
に
第
三
節
で
は
登
場
人
物
が
構
成
に
ど
う
関
わ
っ
て
い
る
か
を
、
宗
于
関
係
の
章
段
を
対
象
に
し
て
考
察
し
た
。
大
和

物
語
の
登
場
人
物
に
つ
い
て
は
、
そ
の
考
証
の
研
究
が
主
流
で
多
く
の
成
果
を
あ
げ
て
い
る
。
し
か
し
、
登
場
人
物
が
構
成
に
ど
う
関
わ
っ
て
い
る
か
に
つ
い
て
の
研
究
は
ほ
と

ん
ど
な
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
の
考
察
も
必
要
で
は
あ
る
ま
い
か
。
最
後
の
第
四
節
は
大
和
物
語
の
後
半
の
構
成
に
つ
い
て
の
考
察
で
あ
る
。
こ
こ

で
は
整
然
と
し
た
構
成
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
こ
の
章
で
と
り
あ
げ
た
い
ず
れ
の
論
考
も
ひ
と
つ
の
試
論
に
過
ぎ
な
い
。
今
後
は
様
々
な
視
点
か
ら
の
追
究
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
よ
り
多
く
の
章
段
に
あ
た
る
必
要
が
あ
る
。

最
後
に
第
四
章
に
は
四
編
の
論
考
を
掲
載
し
た
。
い
ず
れ
も
注
釈
に
関
し
て
の
も
の
で
あ
る
。
第
一
節
と
第
二
節
は
和
歌
と
地
文
を
対
象
に
し
た
。
前
者
で
は
詠
作
者
の
心
情

に
迫
っ
た
。
ま
た
、
後
者
で
は
動
作
主
が
誰
で
あ
る
か
や
﹁
あ
は
れ
﹂
の
語
が
こ
の
章
段
の
創
作
や
意
図
と
深
い
関
わ
り
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
次
い
で
、
第
三
節
と
第
四

節
は
新
資
料
の
注
釈
書
に
関
し
て
の
考
察
で
あ
る
。
前
者
は
甲
斐
侍
従
な
る
人
物
の
書
写
に
よ
る
大
和
物
語
追
考
の
本
文
の
性
格
、
及
び
位
置
づ
け
を
試
み
た
も
の
で
あ
る
。
ま

た
後
者
は
大
和
物
語
の
注
釈
書
の
嚆
矢
と
も
い
う
べ
き
大
和
物
語
鈔
に
つ
い
て
の
考
察
で
、
日
本
大
学
図
書
館
蔵
本
の
紹
介
と
そ
の
位
置
づ
け
を
試
み
た
。
大
和
物
語
鈔
の
伝
本

は
少
な
い
上
に
、
日
大
本
は
注
目
す
べ
き
内
容
を
多
く
含
ん
で
お
り
注
釈
史
上
、
看
過
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
貴
重
な
資
料
と
言
え
る
。
と
も
あ
れ
こ
れ
ら
四
編
を
通
し
て
、
大

和
物
語
の
注
釈
を
考
え
る
上
で
の
一
助
に
も
な
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。
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以
上
の
よ
う
に
系
統
立
て
て
編
集
し
て
み
た
。
各
論
考
を
通
し
て
大
和
物
語
と
い
う
作
品
が
い
か
に
多
く
の
問
題
点
を
有
し
て
い
る
か
が
理
解
で
き
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

本
研
究
で
は
そ
の
問
題
点
を
対
象
に
し
て
様
々
な
視
点
か
ら
考
察
し
て
き
た
。
結
果
と
し
て
推
論
が
多
く
、
説
得
力
に
乏
し
い
内
容
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
は
否
め
な
い
。
た

だ
、
未
開
拓
な
分
野
に
切
り
込
ん
だ
こ
と
は
大
和
物
語
研
究
の
一
段
階
と
し
て
多
少
な
り
と
も
学
界
に
寄
与
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
そ
の
一
方
で
、
取
り
残
し
た
問
題

も
多
い
。
今
後
は
そ
れ
を
究
明
す
る
た
め
に
も
、
さ
ら
な
る
研
究
が
必
要
に
な
る
。
こ
れ
が
私
の
課
題
で
あ
る
。

柳
田
忠
則

令
和
元
年
七
月
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